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近世 文藝 叢書 第三 小說 1 

緖 言 

一、 本 編に は元祿 以前の 刊行に 係る 小説 十三 種 四十 七 卷を收 む。 後 

成 恩 寺 殿の 烏 鷺合戰 物語より 烏 丸 光廣 卿の 仁 勢 物語 田夫 物語 

あるひ は竹齋 物語 等 擬古文の 作 は あれ ど、 あ ら はに 理を說 き 事 

を 述べ て は 物議 を釀す 虞れ あるよ り、 大 かたは 戯文 戯作に とゾ 

まり、 一 方搶卷 物繪詞 等より 出た る 三浦爲 春の あだ 物語より 七 

人 比丘尼 二人び くに 四 人 比丘尼な どの 類 は、 無 常の 有樣 をし め 

. して 遁世 出離佛 道の 敎に 導く の み。 さ れど 此の 二つの 間よ り、 俗 

文の 小 說 (浮世 草 紙 の 類) 生 わ、 滑 稽 のうちに 諷誡を ふくむ 小話 も 

あら はれた り。 本 編ー册 や、 其の 徑路 をた どるべ く、 小 說 小話の 

變 遷 を， 察 する 上に 於ても 興 少な か ら ざ る を 信ず。 
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小説 一  一 

伽 婢子序 

夫 華； 人 は 常 を說て 道を敎 へ 、德を 施して 身 を 整 へ 、理ー 

, を 明かに して 心を修 む、 天下 國家其 風に 移り、 其 俗 を 一 

易る 事を宗 とし、 總て 怪力 亂肿を 語らす とい へ 共 、若！ 

止 ， J と を 得 ざ る と き は、 亦述 ベ 著 は して 則 をな せ. o、- 

愛 を 以て 易に は 龍の 野に 戰 ふと 云 ひ、 書に は 鼎の 中- 

に 雑の 鳴く こと を 誌る し、 春秋に は 亂賊の 事 を 示し、 

詩に は 國風鄭 風の 篇を 載て、 後世に 傳 へて 明らけ き 

鑑 とし 給 へ り、 况ゃ佛 經には 三世 因果の 理を敎 へ て、 

四 生 流 轉の業 をい ましめ、 或は 祌通 或は 變 化の 品々 

を說 給へ，^、 又 神道の 幽微なる、 草木 土石に 至る ま. 

で 、i?e その 神靈 ある こと を 誌して、 不識の 妙 理を現 は 一 

f, 三敎谷 靈^ 奇特 怪異 感應の 空しから ざる 事 を 

.  ^  0 子 


敎 へて、 其 道に 入らし むる 媒 とす、 if 經賢傅 諸 史ぼ家 

の 書、 已に 牛に 汗し 陳に充 とい ふ、 是 本朝 記述の 編、 

古今 筆 作の 文、 何ぞ ロハ 五 車に 積の みならん や、 中に も 

花 山 法皇の 大和， 語、 宇治 大納言の 拾遺 物語、 其 外 竹 

取、 うつぼの 俊 景の卷 を 初めて、 怪く 奇特の 事共 を 記 

と * きほう こ 

せる 處、 手 を 折て 數 るに 遑 あらや、 然るに 此伽婢 子 

は、 遠く 古へ を 取る にあら す、 近く 聞傳 へし 事 を 載せ 

集めて 記し あら はす もの 也、 學智 ある 人の 目 を 喜ば 

しめ、 耳 をす \ぐ爲 にせす、 只兒 女の 聞 を 驚かし、 自 

ら心を 改め、 正道に 赴く 一  つの 補と せんと 也、 其 目 を 

贵 びて 耳 を 信せ ざる は、 古人の いやしむ 所 也、 陰陽 

五行 天地の 造化 は廣大 にして 測 b がた く、 幽遠に し 

とき まの あた 

て 知りが たし、 時 面り 見ざる を 以て、 今 聞 所 を 疑 ふこ 

とな かれと、 云爾、 

于時寬 文 六 年 丙午 正月 日 

瓢 水子 松 雲處士 自序 


 加 婢 子  , 

伽 婢子序  . 

伽婢 子、 松 處士之 所い 著 也、 凡 若干 卷、 槪言 n 神 怪奇 

異之 事： 言 辭 之藻麗 也、 吟咏之 繁華 也、 臉二炙 人口， 者 

不レ 可，， 勝 言 ， 焉、 論語 說曰 、子 不レ語 n 怪祌 ， 矣、 玆書之 

作不， _ 免 二 懐い 詐欺い 人 之 誇， 乎、 云不， 然、 厥 士之志 n 于 

道， 者、 搜 「， 載 籍之崇 阿： 涵ニ禮 法 之 淵源 (擇レ 言 擇ぃ行 積 

.,善累レ德、而施ーー不滅之名：_^?夫庸人孺子之不レ知レ讀ー1 

詩 書： 耳 無二 博聞 之 明 ハ身無 n.a^ 直 之 厚 ^ 虛浮之 俗 日々 

長、 偶 聞，， 精微之 言： 疾レ 首蹙， 顙嗽々 焉退、 經典之 沈 

深、 載籍之 浩瀚、 譬如ニ 會レ龔 而鼓ジ 之、 何 益 之 有、 伽婢 

子 之爲レ 書、 言 镳ニ 新奇 T 義 極二淺 近： 怪異 之 驚. レ耳、 滑稽 

之說ぃ 人、 寐 得，， 之 醒焉、 倦 得：， 之 舒焉、 是 腐ん 孺子之 

所，， 好讀易 解， 也、 如レ言 ：， 男女 淫奔， 則會ニ 深誡、 幽明 神 

怪則 欲，. fe, レ现、 雖&;  二君 子 達 道 之 事 S 欲レ 便：： 席孺 之 

監戒， 而已、 

寬， 文 六 年 龍棠： 內午正 R: 下浒  雲 樵 
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むねあげ 

〇 龍宫の 上棟 

江 州 勢 多の 橋 は、 柬國 第一 の大 橋に して、 西 東に か、 

れ.o、橋ょb西の方、北には滋賀辛崎もまのぁた.^^に 

て、 山 田 矢 橋の 渡し舟、 鹽津海 律の、 上. - 舟に 帆 かけ 

て 走る も 得なら す 見 ゆ、 南の 方 は 石山 寺、 夕暮. つぐ 

る 鐘の 昔に、 山 づたひ 行く 岩， 寺 も、 程近く 續 きた 

り、 橋より 東の かた、 北に は 任那の 里、 こ、 は 名に お 

ふ 蓮の 名所に て、 六月の 中 比よ.^  きみ だる 、、蓮 花 

匂 ひ は 四方に 薰 じて、 見に 來る 人の 心さ へ、 自ら 濁 b 

に 浸まぬ 樂し みあ.^、 橋の 南に は 田 上 山の 夕日 影、 鳴 

送る 蟬の聲 に 、夏 は 凉し さ 滕り け， リ、 後ろ は 伊勢 路 に 

績き、 前 に は 湖水の 流れな が く、 鹿.^ の 瀧よ b 宇治 の 

川瀨に 出る とい ふ、 其の 北に は螢 谷と て 洞 あり、 四月 

の 初つ かたより 、五月の 半に 至る まで、 數百萬 斛の螢 

湧出て、 湖水の 面に 集り、 或は 鞠の 大さ、 或は 車の 輪 

の ごとく かたま..^ 圓が りて、 雲路遙 かに 舞 ひあがり、 

俄に 水の 上に はたと 落、 はらく と碎 けて 水に 流る 
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る 有さ. ま、 點々 たる 柘榴 花の 五 =： 雨に が 如くに て、 

光-りさ やかに 亂 たる は、 又捨 がた き 眺め 也、 されば 世 

の 好事の 輩、 僧俗と もに 遊び 求て、 歌よ み 詩つ くる、 

其 言葉 多 く、  口にった へ 書に 記せ.^、 橋の 東南の か ti 

湖水の 渚に そふて 小社 あ，. -、 むか し 俵 藤 太 秀鄕、 此ぁ 

た b より 龍宮に 行て、 三 上の 嶽の むかで を 返^し、 絹 

と 後と 鍋と 鐘と を 得て 歸る、 中に も 鐘 は 三 井寺に 寄 

附 して、 今 も 其 名高く 世に のこれ. o、 後柏原 院の 朝、 

ま がみ あ き な きみ 

永 正 年中に、 滋賀郡 松 本と いふ 所に 、具 上 阿紙奈 君と 

云る 人 あり、 もとは 禁中に 伺 公して、 文章 生の 官職 に 

ぁづ か. 0 し 人 なれ ども、 世の 匆劇 をい とひて 冠を掛 

て 引 こも b 、此 所に 跡 をと i. め、 心靜 かに n: 日 をぞ過 

されけ る 、或 = の夕暮 に、 布 衣に 烏帽子 着た る 者 二人 

來.^ 、庭の 前に 跪きて、 是は水 海底の 龍 宮城より、 迎 

へ 舉る ベ き 事 あ り て 參 .0 侍 ベ， 9 とい ふ、 眞上 おどろ 

き 色を替 て、 龍宫と 人間と 道へ だた.^、 境 ひ 異な、 り、 

如何で か 行いた るべき、 itt 古 は 其 道 あ. 9 しと 聞った 

へ しか ども、 今は絕 えて 其 跡 を 知ら ヤ とい ふ、 使者の 

いふ やう、 よき 馬に 鞍 置て 門外に 繋ぎ 3;^ た 、是れ に 

めして 赴き 給 はんに は、 水漫々 として 波高く とも、 少 

MHn  五 
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しも 苦しき 事 あら じと いふ、 眞上 怪しみながら 座 を 

立て、 門に 出 たれば、 その 長七寸 ばかり、 太く 逞まし 

き 驪 の；！ JI- に、 金 覆輪の 鞍 置、 螺鈿の 镫を かけ、 白銀の 

轡を かませて 引た て、 白 丁 十餘人 は ら /、と 立 て 、眞 

上 を- ill にかき のせ、 一 一人の 使者 は 前に はし.. >  、； は虛 

签 にあがり 飛が ごとし、 眞上 直下と 兒 おろせば、 足の 

下 はたい 雲の 浪、 煙の 波苒々 として、 其 外に は 何も 見 

へや、 暫 しの 間に 宮 門に 至る、 ilは.9下b-て立たh^、 

門 を まもる 者 共 は、 鰕 魚の かしら、 蟀 蟹の 甲、 辛 蝶、 貝 

蛤の 殻に 似た る、 甲の 緒 をし め、 鏠 長刀 を 立なら ベ、 

き び し く番を つとむる 、眞上 を 見 て 皆 跪まづ き 、 頭 を 

地に 付けて 敬 ひつ 、しめり、 二人の 使者 內に 入て 後、 

しばらく 有て、 綠 衣の 官 人と 思しき もの 二人 出て、 門 

よ.. >  內 に 引て あ ゆむ、 門の 上に は 、八 仁 門と いふ 額 を 

かけた. 9、 門に 入て 半 町ば か， >行 ければ、 水精の，：^ h 殿 

あ.^、 階 を 登り て 入ければ、 龍王すな はち 綵 雲の 冠 を 

ぃたぃき、飛雪の，^1を帶、 笏を し く，， n し 立 出つ ゝ、 

眞上 を延て 白玉の 床に 座 をし めたり、 眞上大 に 敬 ひ、 

禮拜 して 我 はこれ 大 =： 本國 の小臣 な， -、 草木と 共に 

腐 は つ ベ き 身なり、 いかで か 神 王の 或 を 胃して、 上客 


の禮 をう け舉 らん やとい ふ、 龍王の いはく、 久しく 名 

を 聞て、 今 尊顔 を迎へ 侍へ り、 辭 返し 給 ふに 及ば やと 

て、 强て 床の 上に のぼせ、 自ら 又 七寶の 床に 上..^ 南に 

さし 向 ふて 座した b、 か、 る 所に 喪 客 入來. 9 給 ふと 

いふ、 龍王 乂座 をく だり、 階に 出て 迎 入た. 9 ければ、 

三人の 客 あり、 いづれ も氣 高き よそ ほひ、 此 世の 人と 

も覺 えす、 玉の 冠 をいた  > き 、錦の 袂を かひつ くろふ 

て、威儀正しく、七寶の手ぐるまょり下.„^て、 靜に殿 

上に のぼり、 床に 座した.^、 眞上は 床 を 退きて、 金 障 

の 下に 隱れ うづく まる、 已 に座定 b て、 龍王 語. 0 ける 

は、 人間 世界の 文章 生 を迎へ 奉れり、 おたち これ を 疑 

ひ 給 ふ なと て 、眞上 を 呼て す、 めし かば 、眞上 出て 禮 

拜す るに、 三人の 客 また 拜 をいた す、 前の 玉座に 上. 9 

給へ と 云に、 眞上辭 して：：： く、 我 はこれ 一 个 の小臣 

也、 いやしき が 貴族に 對し て 床 に の ぼら ん事 恐れ あ 

. ^と、 三人の 客お なじく 曰く、 誠に 人 界と龍 城と 其 境 

隔 ちて、 通路 絕 えたれ ども、 祌王已 に 人間 をかん が 見 

る 事 明らけ し、 君 これた い 人な らん や、 こ ゝに請 じ 奉 

れ b  、何 ぞ辭 する に 及ばん、 早く 床に 座し 給へ と、 眞 

上すなはち床に座す、龍王かた..^けるは、朕此程新に 


一 つの 宮殿 を かまへ 造る、 木工； 站番 E の 司 あつま，.^、 

玉の いしす ゑを据 へ、 虹の 梁り、 雲の むなぎ、 文の 柱、 

む. T あ. ナ 

皆 具 は b もとめし かど も 、ロハ 乏しき もの は、 上 梁の 文 

祝拜 のことば 也、 ほのかに 聞き 傳ふ、 眞 上の 阿 祇奈君 

は、 學智道 德の名 かくれな し、 此 故に 遠く 招きて 請 じ 

奉る、 幸に 朕が 爲に 一 篇を 書て 給と いふに、 二人の 童 

子 十二 三 許 h- なる が、 髮 から わに あげて、 一 人 は 碧玉 

の視 に、 湘 竹の 管に 文 犀の 毛 さした る 筆 取 そへ、 祌菊 

の 灰に、 紅 藍 藤 臍 を 和した る 墨す 满 えて さ、 げ、 一 

人 は 鮫 人の 賴 一 丈 を 持て、 眞上 にす、 む、 阿 紙 奈君辭 

する に 言葉な く  、筆 を そめて 書たり、 

天地の 間に 蒼海 を 最大な りと し、 生物の なかには 

龍神 を 殊に 靈 とす、 已に世 を 潤す の 功 あり、 いかで 

か、 福 をのぶ るの 惠 なからん や、 この 故に、 香 をた 

き燈を か、 げて、 依い のる、 飛 龍は大 なる 人 をみ 

るに 利 こと あ.. ^  、又もち ひて 不測の 迹に 象れ b ヽ維 

かざり 

歳次 今 z:: 今： 《 新に 玉の 殿 を かま へ 昭 けく 精し き 華 

. を營 め.^、 水 品 珊瑚の はしら を 立、 琥珀 琅歼の 梁 

. を 掛、. 珠の簾 を 捲 ぬれば、 山の 雲靑 くう つり、 玉の 

ノ. 声 を 開け. ば、 洞の 霞. 白く めぐる、 天 高く 地 厚 ふし 
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て、 南溪八 千里 を しづめ、 雨 順風 調て 北め 渚 五； 01 淵 

をお さむ、 {仝 にあが.^ 泉に 下りて は、 蒼生の 望 を 

？-ん つす ベら：？ あはれ み 

協へ、 形 を 現 はし 身を隱 して は、 上 帝 の. U を祐 

いき を  5 いよい せ.、 ら V,*  およ 

く、 其の 威 ひ 古今に わた b  、其の 德 磧 礫に 曁 ぼす、 

支 龜赤鯉 を ど..^ て 祝 ひ、 木 魅山魑 あつま. 9 て賀 ぶ、 

こ、 に 歌 一曲 を 作 b て、 雕 ばめ たる 梁のう へに 揭 

扶桑 海淵 落 n 瑶宮 - 水 族 駢跼承 ニ德化 ， 

萬籍 唱和 慶 贊 歌 若 神 河 伯 朝 宗 駕 

おさまれ るみち ぞ しるけき 龍の 宮の 

世 は ひさかたの つ きじと をし る 

伏てねがはくは、上楝の後、百の福ひ共に臻„^、  ^ 

の 喜 ひ 偏く 來り、 瑶の宫 安く を だ やかに して、 溟海 

}^ けく 治り、 天つ 空の 月：：； に齊 しく 其の 限 有べ か 

らす、 

と 書て 奉る、 龍王 大に悅 び、 三人の 客に 見せし むる 一 

に、 皆 感じて 褒 たり、 則ち 上 梁. の 宴 を 開きて 曰、 阿祇 

奈君は 人間に あ. 9 て、 未だ 終に 知.^ 給 はじ、 一 人 は 江 - 

の 神、 一 人は河の神、.1.<は淵の紳な^^、.君と友とな 一 

b  、今日の 遊びに は 更に 心 をと け 給へ、 何 か 憚る こと へ 
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あらんと て、 杯 をめ ぐらし 檷を勸 む、 1 1 十ば かりの 女 

房 十 餘人を 出し、 雪の 铀を飜 し 歌 ひ 舞 ふ、 其の 面 か 

たち 世に 未だ 見す、 艷麗く  雜 にして、 玉の 叙に 花 を 

飾 、白き 羅に釉 つけて 歌 ふ聲、 雲に 響きつ、， 少時 

舞て 返き ければ、 又 びん づら結 ひたる 童子 十餘 人、 其 

うつくし さ 雛の 如くなる が、 ぬひの ひた、 れに 錦の 

袴 を 着て、 花 を かざし 立ちめ ぐ b て 抉 を 翻す、 歌の 聲 

すみの ぼ.^、 梁の 麈ゃ 飛ぬ らん、 糸竹の 音に 和して 面 

白 さ 限 b. なし、 舞已に 終ければ、 主の 龍王 よろこびに 

餘り、 爵を 洗ひ姚 子を更 め、 阿祇奈 君が 前に 置、 みづ 

から 玉の 笛 を 吹鳴ら し、 鹏谷吟 を 歌 ひて 後、 其 座に 有 

ける 者 共 まか. 0 出て、 客の 爲に 戯れの 藝を盡 せと あ 

り、 畏.^ て 出た る 人、 みづ から 郭介 子と 名のる、 これ 

蟹の 精 也、 其うた ひける 詞に 

我 は 谷 かげ 岩 まに 隱れ、 桂の 實 のる 秋に なれば、 月 

淸 く風凉 しきに 催され、 河に 轉 ろび 海に 泳ぐ、 腹に 

は 黄 を 含み、 外 はま どかに いと 堅く、 二の 眼 《仝に 望 

み、 八つの 足 またが.^、 其 形 は 乙女の 笑 を 求め、 其 

眛は 兵の 顔せ を 喜ばし、 甲 を まと ひ 戈 を 取り、 沬を 

噴き 隨を 廻らし、 無 腐 公子の 名 を 施し、 つな 手の 舞 


を 舞け らし、 

とて、 前に 進み 後に 退き、 右に 駔，^ 左に 走. 9 ければ、 

其の 類の 者 拍子 をと る、 座中 笑壺に 入りて 笑 ひに ぎ 

はふ、 其 次に 支 先生 と 名の .9 て 駅 出つ、 、釉を 飜し拍 

子 をと. o、 尾 をのべ 頸 を 動かす、 是龜の 精 也、 其 歌 ひ 

II ヌ ョ IP  { 

我 はこれ 著の 草 村に 隱れ、 連の 葉に 遊び、 書 を 負て 

水に 浮び、 綱 を かう ぶりて 夢 をし めす、 殼は 人の 

兆 を 現 はし、 胸に 士の氣 を 含む、 世の 寶 とな b 道の 

敎へ をな す、 六の 藏 して 伏し 千年の 壽を 保つ、 氣を 

吐けば 糸 筋の ごとく、 尾 を 曳て樂 を 極む、 靑 海の 

舞 を 舞 ふべ し、  . 

と 頭 を 動か し 頸 を 縮 め、 目 を まじ ろ き 足 を あ げ 、暫し 

なで、 引 入 b ければ、 滿 座の 輩聲を あげ 腹 を さ、 

はまぐり 

げ 、 お き 伏 て 笑 ひ ど よ み 、輿 を 催す 、 其 外 蝦 蜊木玉 山 

び こ、 よろ づの 魚、 をのれ くが 能 を あら はし 藝を審 

くす、：： ：- に洒酣 はに して 醉に 和し つ、、 三 神の 客 座 を 

立、 拜 謝して 歸 しかば、 主の 龍王 階の もと 迄 送られた 

.5、 眞上釉 かきお さめて、 樂し みは 玆に 極めぬ、 願 は 

くは寵 宮城の 有樣 あまねく 見せた ま へ と 望みし に、 


いと 易き 事と て、 階 を 下. o 腐に 出て 步 せらる、 に、 雲 

閉て 何も 見えす、 龍王 則ち 吹 雲の 官人を 召された. 9、 

其 姿、 首に 七 曲の 甲 を 着し、 鼻高く ロ大 なる もの、 こ 

お ほ はまぐり 

れ 唇 の 精なる べし、 口 をし いめて 天に 向 ひ 吹 けれ 

ば、 世界 ひろく 平 かに 山 もな く 岩 もな し、 霧 雲 數十里 

晴れ 開け、 玉の 樹 庭に 列ね うへ、 金の いさご を 敷 渡 

し、 梢に 五色の 花 開け、 池に は 四 色の 蓮^て、 匂 ひ 又 

細かな..^、 廻れば 金の 廊 あり、 庭に は 瑠璃の. it をし き 

た， 9、 官人を 差 副へ 見せ しめらる、 一 つの 樓閣 あ， o、 

玻璃 水晶に て 造.. >  立 、珠を 彫ば めて 飾，. >  た 、是に 登 

れば虛 穴 H を 凌ぐ 心地して、 一 の 重に は 上，.^ 得す、 こゝ 

は 下輩 凡人の 登る 事 協 はす、 神 通の もの こそ 行 至れ 

と、 それより 又 一 の 樓臺に 登れば、 侧に圓 き 鏡の 如く 

なる 者 あり、 きら^^と 光り か^ゃき、 睛を くるめ か 

して立向ひ難し、.11^11^云樣、これは電母の録とて、 少 

し 動せば 大なる 電 出て、 世の 人の 目 を 奪 ふとい ふ、 

又 かたはらに 太鼓 あ 、大小 數 多し、 眞上 これ を 打て 

みん とす、 官 入と いめて 云 やう、 苦强 くう ち 鳴らせ 

ば 、人間界の 山川 谷； 牛 地震 鳴 はためき、 人み な 膽を失 

ひ 命 を. C し、 死なす とも 耳 を 失 はん、 これ は 雷 公の つ 
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づみ 也と 云、 又 傍らに 橐籥の 如くなる もの あり、 眞上 

これ を 動か さんと す、 官人 又とい めて 云 やう、 是は g: 

風の 革囊 なり、 これ を 强く動 さば、 山く づれ 岩石 飛て 

空に あがり、 人の 家 は 皆 吹 破られて、 四方に 散亂 れん 

とぃふ、その傍に水瓶ぁ.^^、敏wの ごとくなる 物 を 上に 

のせた. o、 眞上是 をと. o、 水に 差 入て 打 ふらんと す、 

官人 をし 留めて、 是は洪 雨の 瓶な り、 此 箒に 浸して 强 

く 打 ふらば、 人間 世界 は 大雨 洪水 押し流れ、 山 も ひた 

b 、陸 は 海に 成な らんと 云、 阿 祇奈君 問け る やう、 拆 

これら を 司る、 官人は いづく にある やと、 答て 云 や 

う、 雷 公電 母 風 伯雨師 は、 極めて 物 あらき 輩 なれば、 

常に は 獄に押 籠め られ、 心の 儘に 振舞 ふ 事 かな はす、 

若し 出して 其 役 を 勤む る 時 は、 此 所に 集. >  、雨風い か 

づち電 みな 分量 ある 事に て、 それより 過 ぬれば、 科に 

行 はれ 侍べ る、 凡そ あらゆる 宮殿 樓閣 は、 見識す 事 協 

はす 、それより 立歸れ ば、 龍王 さま.， ^もてなし、 if 

璃の 盆に 真珠 一 ー顆、 氷の 耦一 1 疋を歸 る さの 餞と し、 禮 

儀 あつく 观王 階に 送り出て、 官 人に 仰せて 送り返さ 

る、 あきな 君 目 をふさげば、 空 を かける 心地して、 勢 

多の 橋の 東なる 龍王の 社の 前にいで た. 5、 珠と ii を 
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持て 歸. y 寶 とす、 其 後名 を隱 し、 道 をお ひ 其 終る 所 を 

知らす、 

〇 黄金 W; 兩 

河 內國； 牛 野と 云 所に、 文 兵 次と て 有德人 あり、 しかも 

心 ざし 情 ある 者 也、 同じ 里に 由 利源內 とて、 生 才覺の 

男、 兵 次と 親しき 友 だち 也、 松 永 長 慶に召 抱 へられ 代 

官 になり、 老母 妻子 共に、 大和 國に 引越け .9、 

な ひ に 詰り 、兵 次 に 黄金 百兩 を 借る、 固より 親 き 友な 

れば、 借狀贊 物に も 及ばす、 玆に此 比、 細 川 三 好の 兩 

家 不和に して、 河內 渾の國 わたり 騒動す、 兵 次 は 一 跡 

殘ら ゃ亂妨 せられ、 一 ：：： を 送る 力 もな し、 弘治 年中、 

輕 らく 物豁に 成ければ、 三 好 は 京都に あり、 其 家老 松 

永 は 和 州に 城 を 構へ、 大に K 百姓 を 貪る、 去 ほどに 兵 

次 は 妻子 を つれて 和 州に ハ仃 き、 源 內を尋 ぬるに 、松 永 

が 家に して 權威高 く、 家の 內賑々 し、 兵 次は衰 へて 形 

ちかじけ、面變.^した.^、其の近きぁたりに宿かりて 

妻子 を 置き、 我 身ば か， 9 源 內に逢 ひて かう./^ とい 

ふ、 源內 初めは 忘れた.^ ける が、 故鄉 名字 こま <\. と 

聞て 誠にと 驚き、 酒 進めて 飮 ませながら、 借金の 事 は 

1 言 もい はや、 兵 次 も 云 ふべき 序な く立歸 る、 妻 云 や 


 十 

ぅ是 まで 流浪して 來る も、 源 內が惠 あるべ きかと 思 

ふに、 僅の 酒飮 たると て、 百兩の 金に 替て 一 言 を も 云 

はやして 歸る事 や ある、 斯の 如くならば、 我々 は頓て 

道の 傍に 飢て 死すべし とい ふ、 兵 次 これ を 聞に、 理. 9 

に 過て 覺へ しかば、 夜 明る を 待 かね、 又 源內が もとに 

行 たれば、 源內 出て 對 面して、 誠に 其 かみ 金子 を 借た 

る 事 今 も 忘れす、 其の 恩 を おろそかに 思 はんや、 其 時 

の 手形 あらば 持來， 9 給へ、 數の 限り 返し 參ら せむ と 

いふ、 兵 次 答て 云 やう は、 同じ 里に 親しき 友と、 互に 

住た る 契. 9 淺 からねば、 手形-貧 物に も 及ばす 借し 奉 

りし 金子な. 0 、今 我 劫盗の 爲に 一 跡 を 奪 ひ 取られ、 身 

のた、 すみな き 故に、 如何にも 此 金子 を 給 はらば、 然 

るべき 商 買 を もいた して、 妻子 を 養 ひ 侍らば やと 思 

ふな， 9  、 只今 我 を 取り 立る よと お ぼし て 、右の 金子 を 

惠み 返し 給 へ とい ふ、 源 內打笑 ひ、 手形な く  f - ては算 

用な b 難し、 され ども 思 ひ 出さば、 數の 如く 返し 侍ら 

ん とて 兵 次 を歸ら せた. 9、 かくて 半年ば かり を經て 

極 月 に f ぬ 、古 年 をば 送りげ れ北 r 新しき 春 を迎ゅ 

ベ き 手 だてな し、 食 乏しく 衣う すければ、 妻子 は飢凍 

えて、 只 泣より 外の 事な し、 兵 次 これ を 見る に堪 がた 


くて、 源內が 許に 行 至り 、消 を 流して 云 やう、 年已に 

推つ ま. o、 新春 は 近き にあれ 共、 妻子 は飢 凍えて 又 一 

錢の貯 へ なく、 炊て 食す ベ き 米 もな し、 假令 借し 奉り 

し 金子 皆 返し 給 はらす とも、 年を迎 ゆる ほどの 妻子 

のた すけ をな し 給 は い、 是に 過た る惠 みは あら じと 

いふ、 源內 うち 聞て、 誠に 痛 はしく 思 ふとい へど も、 

我 さ へ 僅の 知行 なれば、 今 皆 返し 參ら せむ 事 は 叶 ふ 

ベ からす、 明： n まづ米 1 一石 錢 一 ー赏 文を舉 らん、 是 にて 

鬼 も 角 も 年と b 給へ とい ふ、 兵 次 大に悅 び 我家に 歸 

,9、 明：： IZ 必ゃ惠 つか はさ れん、 待 まう けて 此 程の わび 

しさ を 慰まん と 云に、 妻子 限りなく 嬉しと 思 ひ、 夜の 

明る を遲 しと、 其 子 を 門に 出して、 錢米を 持て 來る人 

あらば、 こ、 ぞと敎 よと て 待せ 置、 須臾 あ.^ て 內に走 

b 入て 云 やう、 米 を 負た る 人 こそ 來れ と、 急ぎ 出て 見 

れば、 其 家の 門 は 見向き もせす して 打 過る、 もし 家 を 

忘れて 打 通る かと 思 ひ、 せ (米 は 文 兵 次の 家に 給 はる 

にて はなき かと 問へば、 いや 是は 城の 內 より 肴の 代 

に 遣 はさる、 米 也と いふ、 又し ばし 有て、 其 子 走， 0 入 

て、 只今 錢を かたげた る 人 こそ 來れ と、 兵 次 かけ 出て 

見る に、 その 門口 をば 穴 >J 知ら やして 打 通 る 、是 も 家 を 
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知らざる かとて 引 留めて、 此錢は 由 利源內 殿より、 兵 

次が 許へ 遣 はさる、 にやと 問ば、 是は弓 削三郞 殿よ 

や はぎ 

b 矢 括の 代物に 送らる ゝ とて 過 行けば、 兵次耻 しき 

事 云ば かりなし、 正 まかな ひの 用意と て、 錢米持 運 

ぶ 事 急が はしき を、 引 留めく 尋問に、 いづれ も源內 

が もとよ. 出る 餞 米なら で、 一 H のうち 待 慕し、 漸々 

人影 も 見え ざり ければ 內に 入ぬ、 油 もなければ 燈火 

たつべ き欉 もな く、 いと 3. 闘き 一 間の 內に、 妻子 打 向 

ひ、 今は賴 もしき 事 もな し、 米 薪 を 求むべき 便.^ もな 

ければ、 ^もす がら 寢 もせす 泣き あかす、 兵 次い よ 

いよ 堪 かね、 口惜しき 事 かな、 さし も 堅く 契約し なが 

ら、 我 を 欺け る ことよ 、唯 源 內を指 殺し て 此の 欝忿を 

晴らさん と 思 ひ、 夜もすがら 刀 を 研ぎ、 源內が 門に 忍 

び 居たり しが、 又 思 ひ 返す やう、 源內 こそ 我に 不義 を 

致し けれ、 また 源 內が老 a: 妻子に は 何の 谷 もな し、 今 

源內を 殺さば、 家 忽ちに 滅 して、 科 もな き 老母 妻子 

は路 に 立べ し、 人 こそ 我に 不義 ありと も、 我 は 人 を 

ば 倒さ じ もの を、 天道 ま- J と 有らば、 我に 55.5 も ある ベ 

きもの をと、 思 ひ 直して 家に 立歸. o、 鬼 角して 小袖 刀 

賣 しろな して、 正月 元三の いとなみ はいたし ぬ、 かく 
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て 兵 次 或 朝、 家 を 出て 泊 瀨の觀 音に 詣 うで、；， 一；： 末 ふか 

く禱り 申て、 山の 奥に 分け入し が、 覺 へす ひとつの 池 

の邊 りに 到り、 誤ち て 池の 中に 落ちた. 5 しに、 其水兩 

方に 別れて 道 あ.. >  、道 をった ふて 二 町 許 行きければ、 

城の 總 門に いたる、 楼門の 上に 淸性 館と 云 ふ 額 を か 

けたり、 內に 入て 見れば、 人氣 もな く物靜 かにて、 幾 

年經た b とも 知られぬ、 古木の 松 枝 を 交 はして、 生 益 

ベ b  、廊下 をめ ぐ. 5 て 奥の 方に いたり、 御殿の 階に の 

ぞめ ども 人 も 見えす、 とがむ る 者 もな し、 只 鐘の 聲遙 

に、 振鈴の 響に 和して 聞え たる 斗り 也、 兵次餘 りに 飢 

つかれて、 石 礎 を 枕と して 臥て 休み 居たり、 か、 る 所 

に 眉鬆 長く 生の び、 頭に は 帽子 かづき、 足に は 靴 を は 

き、 手に 白木の 杖 をつ きたる 老翁 來 りて、 兵 次 を 見て 

打 笑 ひ、 如何に 久しく 對 面せ ざ.^ しゃ、 昔の事 ども 覺 

えたる かとい ふ、 兵 次 起 あが. 5 跪きて、 我 更に 此所 

に 來れる 事 は今ぞ 初めなる、 如何で か 昔の事と て 知 

ベ き 道 侍らん と い ふ 、老翁 聞 て 、 げ に も汝 は飢渴 の 火 

に燒 かれて、 昔 を 忘れた るも理 也と て、 懷 より 梨と： 聚 

と を 取 出し \ し 食 はしめ たるに、 兵 次 胸凉し く 心さ は 

やかに、 雲霧の 霧れ 行^に、 =：： の 出る が ことく、 迷 ひ 


の暗みな除..^て過去の事共、 猶 きの ふの 如く 覺 えた 

、老翁の 曰、 汝昔 過去の 時、 初 瀨の近 鄕を領 せし 人 

な.^、 觀昔を 信じて 花香 燈明を そな へ 、常に 步みを 運 

びし かど も、 只 百姓 を 貪. o、 賦歛を 重く 課役 を 茂く し 

て、 人の 愁を 知らす、 此の 故に 死して 惡 趣に 落つ ベ か 

し處 に、 觀 昔の 大悲を 以て、 惡を轉 じて 二度 此の 人 

間に 返し 給 へり、 暫く 富貴 を 極めし かど も、 昔の 業感 

に 因り て 、今 か く 貧しく なれり、 然る を 汝源內 が 不義 

を忿. ^て、 一念の 惡心を 起せし かば、 惡鬼 たちまち 

に 汝が 後に 隨ひ、 妻子 一 家 跡な く 滅ぶ ベ か b し を、 

又 忽ちに 心 を 改めし かば、 神明 已に是 を 知ろし召、 福 

祌 これに 立 添 ひて、 惡鬼は 遠く 逃 去ぬ、 すべて 惡業善 

事 其 報 ひ 有事 は 形に 影の したが ひ、 聲の 響に 應 する 

が 如し、 今より 後 も 苟且の 事と いふと も、 惡を 慎し 

み 善 を 求むべし、 然 らば 必ら す、 安樂の 地に 一 生 を 送 

らんと 敎 へられた .9、 兵 次 さて は此所 は人界 にあら 

す、 神 isii の 住所な. 9 と 思 ひつけて、 事の 因みに 當 世の 

事 を さして 問 ひける やう、 今 世の中 絲の 亂れの ごと 

くにして、 諸方に 側ち 起る 者 蜂の 如し、 何れ か 榮ぇ何 

れか衰 へ ん、 願く は 其の 行 先 を 示し 給 へ とい ふ、 老翁 


答 へられけ る は、 人の 心 更に 豺 狼の 如く、 彼 を 殺して 

我 立ち、 餘所を 打て 己に 八" はせんと す、 此の 故に 王法 

ひすろ ぎ 朝威衰 へ 、三 綱 五常の 道斷 えて、 五畿 七道 互 

に ハサ ひ、 國々 亂れ ざる 所な し、 臣 として は 君 を 謀.^、 

君と して は 臣を叛 け、 或は 父子の 間と 雖も 快から す、 

兄弟 忽ちに 敵と なり、 運つ よく 利に 乘る時 は、 卑 きが 

高く あが. 9、 小身なる が大に はびこ hs  、運衰 へ 勢盡て 

は、 大家 高位 も をし 倒され、 聱を 殺し 子 を 殺せば、 一 

家 一 族の わりな きも、 只危 きに のみ 心を碎 きて、 安き 

暇 更にな しとて 、常時 諸 國の名 ある 輩、 其れ 彼れ と 指 

を 折り、 其 身の 善惡と 行末の 盛衰 を 、鏡に 懸 て 語 ら れ 

を ひもり 

た. 9、 兵 次 重ねて 云 やう、 由 利源內 今す でに 人の 債 

を 返さ や、 己 威 を 保ち 勢に 誇る、 此の 者 とても；，！；； 末久 

しかるべ しゃと、 老翁の 曰、 源內が 主君 まづ大 なる 不 

義を行 ひ、 權 威よ こしまに 振 ふて、 民 を虐. お 世 を 貪 

る、 冥 衆是を 疎み 、神靈 これ を惡 み、 福壽 の 籍を 削ら 

れて、 其 身 0 械 にか ゝり、 其 首に 線 繩の繩 を かけて 

肉 を 腐し、 骨 を 散 さ れん 事 何 ぞ遠 からん 、源 內又是 に 

隨ひ、 惡逆 無道なる 事譬 ふる に 言葉な し、 人 の 債 を 返 

さ る、 彼が 財物 は 皆 これ 他の 寳也、 己い たづら に 守 


護す るの み、 今 見よ 三年 を 出す して 家運 盡 きて、 災來ー 

る ベ し、 汝必す 其の 災を 恐る ベ し、 源 內が家 近く 住せ 

ば惡 か..^ なむ 、京都 も靜 なる ベ からす、 早く 歸りて 山 ： 

科の 奥、 笠 取の 谷に 移り行け とて、 黄金 十雨 を與 へ、 一 

道筋 を敎 へ て 出し 返す、 一 里 餘りを 行かと お ぼ へ て、 一 

山の 後なる、 岩穴よ.. >  出づる こと を 得 たれば、 家 を 出 一 

で、 よ. 0 三十日に 及ぶ とい ふ、 妻子 待 受けて 喜ぶ 事 一 

かぎ.^ なし、 やがて 緣を 求め、 山 科の 奧笠 取の 谷に 引； 

こもり、 商人と なり 薪 を 出し 賣て、 世 を 渡る 業と す、 

家 やうく 心安く、 妻子 も 緩やかなる 心地す、 其の後 

永 祿 庚 午の 年、 松 永 反逆の 事 あ て、 織 田家の ために 

家門 滅却 せらる、. 3 利 源 內此時 に 生 捕られて 殺され、 i 

日 比 非道に 贫り肸 へし 財寶、 みな 敵軍の 得物と なれ； 

り.、 是 を聞傳 へ て 年 H を數 ふれば、 僅に 三年に 及べ _ 

り、 兵 次 は 今 も 其 末殘. 0 て 住みけ， 0 とい ふ、 
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〇 十津 川の 仙境 

和泉の堺に藥稱を商ふ者ぁ..^、其の名を長次とぃふ、 

久しく 瘡毒を 憂へ て紀 州十津 川に 湯治し けり、 病に 

相當 せし にや、 十四 五 H の 間に； 牛復し 侍り、 長 次 或 H 

思 ふやう、 年 ごろ 聞傳 へし、 十津 川の 温泉の 奥に は、 

人參黄 精と 云 もの 生 出て、 尋ね あたれば 多く 有りと 

云、 此 慰みに 近き 所 を搜し 見ば やと 思 ひ、 僕 をば 宿に 

留め、 唯 一 人山 深く 入し かば、 道に 踏 迷へ り、 一 つの 

谷に 下りて 見れば、 美 く？ -き 籠の 流れ出ければ、 此" 水 

上に 人里 ありと 思 ひ、 水に 隨 ふて のぼるに、 H は 巳に 

慕 か、 り、 鳥の 一昔 かすかに 塒をハ f ふ、 斯て十 町ば か..^ 

行かと 覺 えし、 岩 を切拔 たる 門に 到り、 內に入 h> て 見 

れば、 茅 葺の家 五六 十 許り 軒 を 並べ て 立た， 9、 家々 の 

みどり 

あ. 9 さま、 石垣 苔 生いて 壁 碧 をな し、 竹の 折 物淋し 

く、 蔦 かづら 冠木 をかざる、 犬 ほえて 砌を めぐり、 鷄 

鳴て 屋に のぼる、 桑の 枝 茂り、 麻の 葉お ほひ、 誠に 住 

ならした る 时 里 也、 樵 b つみけ る 椎柴、 舂 つきて ほ 
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す粱 凝、 さすがに 寂しから すぞ 見えた る、 人の 形勢 

古風 ありて 、素 襖 袴 に 鳥 帽子 着て、 行 還し づ かに 威儀 

みだり ならす、 良 次が 立 やすら ひたる 姿 を 見て、 大に 

怪み 驚きて 問 ひける やう、 如何なる 人 なれば、 此 里に 

さまよ ひ來れ る、 世の c?^ にして 知るべき 所に あらす 

と云ク4^次有の儘に：^^る、こ、に 一人の 老人 衣冠 正し 

きが、 蓬の 沓を はき 藝の杖 をつ きて、 みづ から 三位 中 

將と 名の. o、 長 次に 向 ひて 曰、 こ、 は 山 深く 岩 ほ 時 

ち、 熊 狼 むらが. 9 走り、 狐 木 玉の 遊 所に して、 H は暮 

たり、 此 儘打捨 なば、 是ぞ 水に 溺れた る を 見ながら、 

援 はざる におな じかるべし、 此方へ おはせ よ 宿 かし 

侍らん とて、 家に 連れて 歸. y ぬ、 內の體 きたなから 

や、 めし 使 はる、 女 ST にみ だ b ならす、 旣に 一 間の 

所に 呼びす へ 、燈を か 、げ 座定 りて 後に、 長 次 問け る 

やう、 此所は 有と も 知らぬ 村里 也、 如何に 住 そめ 給 ひ 

しゃらん と 云、 あるじ 眉 を ひそめて、 是は 浮世の 難 を 

逃れし 人の 隱れて 住所な..^、 若し 強て 其 かみの 事 を 

語らば、 徒らに 愁を 催す 媒 ならん とい ふ 、長 次强ち に 

其 住 初し 故 を 問 に、 あるじ 語. 0 ける は、 我 は 平家 沒落 

して 西 海の 浪に 沈みけ る 比より、 此 所に 住 初たり、 我 


は是小 ii? の 內- 肘 重 盛 公の 嫡子 三位 屮將維 盛と 云 ひし 

者 也、. ま 父大相 國淸盛 入道 は、 惡 行重疊 して 人望に 反 

き、 父. 円 府は肚 を 早， フし給 ひ、 伯父宗^^公世を取て、 

非道 不義なる 事 法に 過ぎたり、 一 門の 輩 多く は 皆 奢 

.9 を 極め 榮花 に ほこり 、家運 忽 に 倾 き、 東國 に は 兵衞 

の佐賴 朝、 譜代の 家人 を 催して 義兵 を あげ、 北 31 に は 

木 曾の 冠者 義仲、 一 族郞 等を勸 めて 謀反す、 其の 外 諸 

國の 源氏、 蜂の 如/、 起 "蟻.：： 如くに 集りけ る を、 玆に 

*<向 ひかし こに 賁 寄す るに、； 史に 軍の 利な く、 味方の 

軍兵た び/ 1\ に 打れ て、 終に 木 曾が ために 都 を 追 落 

され、 攝津國 ： の 谷に 籠り、 暫く 心 も 安 かりし に、 九 

郞義經 の 爲に愛 を も 破られ、 一 門の 屮に、 通 盛 敦盛以 

下 多く. c び 給 ひ、 目の 當り魂 を 消し 胸 を ひやし、 憂目 

を 見聞く かなし さ、 生 を かゆる 共 忘る ベ き 事 かや、 と 

かくする 程に、 讚岐國 八，；； S の洲 崎に 城郭 を 構へ、 一 門 

の 人々 楣 籠りし かば、 故鄕は 雲井の 餘 所に 隔，^  、思 は 

妻子の 名殘に 止まり、 身 は 八 島に 在. 0 ながら、 心 は 都 

に 通 ひければ、 萬に つけて あおきな く、 行末 とても 賴 

みなしと、 浮れ 果たる 心より 思 ひ 立て、 譜代の 侍與三 

兵 衞重景 石 童 丸と いふ 童、 武 里と いふ 舍人 は、 舟に 心 

¥^— 子 卷 二  nn 


得た る 者 なれば、 此 三人 を 召 具して 忍びて 八 島の 內 

裏 を 出て、 阿波の 由 木の 浦に つきて、 

お b.^^ はしらぬ .フ 、らぢ の もし ま-草 

かき をく 跡 を かたみと もみよ 

重景 返し と お ぼしくて 、 

我お もひ签 ふく 風に たぐ ふらし 

かたぶく 月に うつる 夕 ぐれ 

石 童 丸 淚をを さ へ て、 

玉 ぼ この 道 ゆきかね ての る 舟に 

心 はいと い あこがれに けり 

それよ b 紀伊國 和歌 吹 上の 浦 を 打 過て、 由 良の 湊ょ 

り 舟 を 下りて、 戀 しき 都 をな がめ や， o、 高野山に 詣で 

て、 SI  ロ時賴 入道に 逢て 案內せ させ、 院々 谷々 おがみ 

めぐり、 是ょ. 0 熊 野に 參詣 すべし とて 三 藤の わた， o、 

藤 代よ. - 和歌の 浦 吹 上の 濱、 古木の 杜蕪坂 千里の 濱 

の あた. 9 近く、 岩 代の 王子 を 打 越え 3!^ 田 川に て 垢離 

をと りて、 

岩 田 川ち かひの 舟に さほ さして 

しづむ 我 身もう かびぬ るかな 

それよ..^ 本宮に まう でつ ゝ、 新宮 那智殘 りなく 巡- 9 
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て、 濱の宮 よ" 舟に 乘 h- 、磯の 松の木 を 削りて、 

權亮 三位 中將： 牛 維 盛 戦場 を 出て、 那智の 浦に 

入水す、 元曆 元年 三月 廿八 H  、維 盛 廿七歲 、重 

景 同年、 石 童 九十 八歲、 

生れて はつ ゐに 死て ふ 言の みぞ 

定 なき 世に さだめ あ， 5 ける 

と 書て 世に は 入水と 知らせ けれども、 今此 山中に 隱 

れ しかば、 肥 後 守. 能 跡 を もとめて 尋ね 來れ り、 平氏 

の 一 門沒 落して、 皆 こと < ^く 壇の 浦に て 水中に 入 

給 ふ、 都に 隱れし 平氏の 一 類 も、 根 を 斷ち葉 を 枯ら 

しけりと、 負 能 語り 侍る にぞ、 よくこ そ 逃れ けれと、 

哀しき 中に 心 を 慰 め、 田 を植へ 薪 採り 、みづ から 淸風 

朗 H: に 心 を 澄まし、 物靜 かにして 魂 を やしな ふ、 人里 

絕 えて 音づれ もな し、 花の 咬く を 春と 思 ひ、 木の葉の 

散る を 秋と 知. 5、E: の 出る を 數へ盡 して、 月 なき 時 を 

晦 とあかし 暮らす 身と なり 侍べ， cv、iH; 能 重 石 童 九 

が 子孫 ひろが b て、 家居 を 並べ て 住け る 也、 定て賴 朝 

世 を 取ぬ らん、 今 はこれ 誰の 世ぞ、 願く は 物語せ よと 

あり、 -：；^ 次大に 驚き 恐れ、 只 苟且の 山 住、 世の常の 事 

にこ そ 思 ひ 奉.^ しに、 か、 る 止 事な き 御身と は、 露 も 


思 ひ よら ざり けりと て、 首 を 地に つけ、 禮義 をいた 

す、 三位 中將 いやと よ、 今 は 然るべ からす、 それ /\» 

との 給 ふに、 負 能 重 景石童 丸 立 出たり、 何れも 其 年 六 

十 許に 見えた るが、 贞能云 ふやう 迚も 打と け 給 ひた 

る 御 事 也、 其 世の 移. -變. >  し 事せ ハ、 語りて 聞せ 給へ と 

也、 長 次 居直.. >  て 、さらば あらく 聞傳 へ し 事 語り 侍 

らむ、 » も 平氏の 一 門 西 海の 波に 沈み 給 ひ、 兵 衞佐賴 

軔天下を治め、幾許もなく病死し給ふ、蒲冠^i^-範賴九 

郞判 官義經 みな 賴 朝に 打れ、 賴 朝の 子息 賴家世 をと 

り 子な く.. -て 病死 あ. 5、 賴 朝の ニ男賴 家の 舍弟跡 を 

治め 給 ふ、 頼 家の 妾の 腹に 子 あるよ し開傳 へて、 尋出 

して 鶴 岡の 別當 にな さる、 禪師公 曉と號 す、 和 田 畠 山 

梶原 等が 一 族此 君の 時 打. 0 さる、 實靭卿 鶴 岡 社參の 

夜、 彼の P 脾師の 公 實朝を 殺す、 北 條義時 其の 跡を楚 

ひて 天下の 權を とる、 是ょ hv 九 代に いた. 9、 相 摸 守 高 

時 入道 ク小 鑑、 大に 奢りて 國 亂れ、 新田 義貞鎌 倉 を 亡 

す、 足 利 尊 氏と 新田と 戰ぁ. 5、 足 利つ ゐに 義贞 を. C 

し、 其 子息 義設を 京の 公方と 定め、 一 一男 左 SI- 頭 基 氏 を 

鎌 倉の 公方と 定め、 天下 i:  く静 なりし か 共、 王道 は 地 

に 落て 有 か 無 かの 有さ ま 也、 武家 世 をと. 9 て權 威た 


かし、 後に 京都 鎌 倉の 公方 不會 にな b て、 鎌 倉の 執權 

上 杉の 一 族、 公方 を 追お とす、 此 時に 當りて 京都の 公 

方 も 權威を 失な ひ、 諸國の 武士 互に そば だち、 天下 大 

に亂れ て合戰 止む 時な し、 三 好 修理 大夫其 家人 松 永 

彈正 は畿內 南海に 逆 威 を 震 ひ ■、 今川義 元は 駿河遠 州 

を 船 へ 、國司 源 具 敎は勢 州に あり、 武田晴 信 甲 信兩國 

に はびこ り 、北條氏厳は關.^^*州 に跨り、佐竹義重は 

陸に あ. 5、 蘆 名 盛 高は會 津を領 し、 長 鲎 35 虎 は 越後よ 

り押出る、朝倉義景越前を守り、^1山が 一 族 は 河內に 

あり、 陶迅張 守 は 周 防 長 門 を押領 し、 毛 利 元 就 安藝に 

起り、 尼 子 義久は 出 雲 隱岐石 見 伯耆に ひろ ごり、 豊後 

に 大友肥 前に 龍 造 寺、 其 外 江 州に 淺井 佐々 木、 尾 州に 

織 ra 、濃 州に 齊藤、 大和に 筒井、 其 外 諸 國郡邑 の 間に 

黨を 立て 兵 を 集め 、互 に 村里 を爭 ふ て 、攻戰 ひ 奪 ひと 

る、 古へ 安德 天皇 西 海に 赴 き 給 ひ し 、壽永 二 年 癸 卯よ 

、今 弘治ニ 年 丙 辰の 歳まで、 星霜 三百 七十 四 年、 天 

子已に 二十 六 代、 鎌 倉は賴 朝よ， H 一一 代、 北 條家九 代、 

足 利 家 十二 代、 京都の 足 利 今已に 十三 代、 新將 軍源義 

輝 公と 巾す 也と 語りし かば、 三位 中 將是を 聞き 給 ひ 

て、 不覺の 淚を流 f 給 ふ、 夜 已に页 け ゆけば、 山の 中 


物 寂 かに、 梢 を傳ふ 風の 昔 軒 近く 聞え て、 長 次が 魂 

淸 みわたり、 凉 しく 覺 えたり、 主 さま，^ 酒 を 進めら 

る、 夜已に 明て、 山の端 明かく 橫雲 たな 引て、 鳥の 聲 

定かに なれば、 長 次 今は是 までな，. y とて 拜禮 つ、 し 

み て 立 出れば、 あるじの 給 はく、 我ら 更に 仙人に も あ 

らす、 幽靈 にも あ らす、 多の 年 を 重ね し 思 はざる 外 

の幸ひなり、汝歸，.^て世に語る事なかれとて、 

みやま ベの 月 は 昔の n ながら 

はるかに か はる 人の 世の 屮 

とよみて、 別 をと り 內 に 入 給 へ ば、 次 は 切通し の 門 

を 出て、 一 町ば か. 5 に 一 所づ、 、竹の杖 を さして 記と 

し、 十津 川の 宿に 歸る事 を 得て、 來 年の 春 酒 看と、 の 

へ つ 、、又 かの 山路に 分 入て 尋 ぬるに、 唯 古松 老槐に 

橫 たは. 0  、 岩 ほ 峙ち茅 薄し げり、 樵の 通ふ處 鳥の 聲幽 

かに、 草 刈の 行く 處 谷の 水流れ、 記の 竹 も 見えねば、 

尋 わび つ 、歸 る、 そ も/ \是 は 仙境の 道 人な，.^ けん、 

其た ぐ ひ 知-りが たし、 

し， <  くのうち i び 

〇 眞 紅擊帶 

越 前 敦賀の 律に、 濱田長 八， - て 有徳の 人 ありて、 二人 

の 娘 を 持ちた b  、其 隣に 若 林 長 門 守が 一 族、 檜垣ギ 太 

！  ...  .,  ^  
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と 云 者、 武門 を 離れ 商人と な，.^、 金銀 ゆたかに 持て 住 

侍べ b  、是に 一 人の子 あ. 9、le 次と 名 付く、 長 八が 娘 

と 同じ年 比に て、 幼け なき 時 は 常に 出合 ひて 遊びけ 

り、 1^ 太 則ち 長 八が 姉 娘 を 我 子の 妻と すべきよ し、 媒 

を 以て いはせ ければ、 やがて 受け ご ひけ. 5、 さらば 其 

印に とて、 酒 看と、 のへ、 眞 紅の 擊帶 一 つ 娘 l: とらせ 

たり、 天 正 三年の 秋 朝 倉が 餘黨 起. 9 出て、 虎杖、 木 

芽 峠、 鉢 伏、 火燧、 吸津、 龍 門 寺、 諸方の 要害に 楣 籠る、 

其巾に若林長門守は河野の新城に籠^^しかば、 信 長 

信忠 父子 八 萬 餘騎を 率して、 敦賀 に着陣 あ.^、 木 下 藤 

吉郞に 仰せて、 河 野の 城 を取圍 せらる、 檜 垣 平 太 は 若 

林が 一 門 なれば、 敦賀 におり て尤 めら れむ事 をお そ 

れ、 一家 を 開の きて、 所緣 にっきて 京都に のぼり、 五 

年まで^り つ、、 其 問に 敦賀の 方へ は 風の 便 b もな 

し、 長 八が 娘 は 年 巳に 十九に なり、 容顔う つ く？ -か 

.9 ければ、 人 皆 これ を 求 むれ 共、 娘 更に 聞 入れす、 自 

ら 幼き 時より 一 度-牛 次に 約束して、 今假 4- ひ 捨てら 

れ たり 共、 又 こと 夫を設 くべき や、 その上 }e- 次 若し 生 

て歸來 らば、 誠 に耻 かし き 事な る ベ しとて 、朝夕 深く 

引 籠 b 居た hv ける が、 平 次が 行方の 戀 しさ、 露；」^ る、 


隙な く、 唯假 初の 手す さみに も、 其 人の 事の みあら ま 

されて、 人 しれぬ 物 思 ひに 淚を 流す 斗 也、 遂に 思 ひく 

づ をれ て 病の 床に 臥し、 半年 餘 りの 後 終に 穴 H しく 成 

,9 ければ、 二人の 親大に 歎き 悲しみつ、、 小醮 とい ふ 

所の寺に埋みけ..^、！^その娘の額をなで、平次がっか 

はしける 眞 紅の 帶を取 出し、 是は汝 の 夫の とらせた 

る帶ぞ や、 跡に 留めて 何に かせむ、 黄泉まで も 見よ か 

しとて、 { 仝 しき 娘が 腰に 結びて 送 b 埋み けり、 三十日 

あまりの 後、 1^ 次 則ち 來， 0 ぬ、 長 八 是を呼 入れて、 如 

何に と 問へば、 答へ ていふ やう 若 林 長 門 守が 河 野の 

新 城に 循 籠りし かば、 信 長 八 萬餘騎 にて 此敦賀 に 

着陣 あり、 もし^ 林が i 族な りと て 尋ね いましめら 

れん 事 を 恐れて、 取 物 も 取. -敢す 京都に 上. -、 所綠に 

つきて 暫く 住居せ し 所に、 打續 きて 二人の 親 {化 しく 

な.^ ければ、 往昔の 契約 忘れ 難くて、 玆に歸 り 來れり 

とい ふ、 濱 田夫 婦淚を 流して 云 ふやう、 姉 娘 は 其 比よ 

り そこの 御 事 を 思 ひ 懂れ、 病 を 受けて 去ぬ る： n; の 初 

めつ かた、 終に 空しくな.^ 侍べ， 9、 久しく 便りの なか 

b つる 事 を、 さ こそ 恨み 思 ひけむ、 これ 見 給 へ 说の蓋 

に 書歡 た. り， とて、 泣々 取 出して； 牛 次に 見せたり、 その 


せめて や は 香 を だに に ほ へ， 梅の 花 

しらぬ 山路の おくに さくと も 

卒次是 を 見る に、 我 身の つら さ 今更に 思 ひ 知られて、 

悲しき 事 かぎりなし、 佛持 堂に 詣り、 位牌の 前に 花 

香た むけ、 念佛唱 ふれば、 ニ人の親後ろに來..^っゝ、 

是 こそ 汝が戀 ける 平 次の 手 向 なれ、 よく 受 よと 

て、 伏し 轉び 悲しみ 歎ぎ ければ、 -キ次 を 初めて 家に あ 

る 人、 皆 一 同に 聲を そろ へ てな きけ る も 哀れな り、 濱 

田 夫婦 云 やう、 今 は 父母 も 在せ ねば、 獨 身と 成て 心細 

かるらむ、 今 姉 娘の 死し たれば とて、 餘所 にや は 見る 

べき、 同じく は 此の 家お はして、 鬼 も かう も 身の 業 を 

いとなみ 給へ とて、 家の 後に 住所し つら ひて 留め置 

たり、 かくて 四十 九： n の 中陰 取 行 ひ、 家擧 りて 小 i はの 

墓に 詣 うでつ、、 平 次 をば 留 主せ さす、 下向のと き、 

日 巳に たそがれに 及びて、 平 次 は 門に 出む かふ、 皆 

各內に 入た， 9 ける に、 妹娘 今年 十六 歲な るが、 乘 物の 

內ょ り 何やらむ おとしけ り、 平 次 窃かに 拾 ふて 見れ 

ば、 眞 紅の 帶也、 ふかく 納めて 內に 入つ、、 我 住 かた 

に歸 り、 燈 火の もとに 物 思 ひつ いけて 觸 坐し 居たり、 
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夜更け 人靜ま b て 後ち、 妻戶を 昔 づる、 もの 有、 を 

開きて 見れば 妹娘な り、 其 儘內に 入て 囁きい ふやう、 

みづ から 姉に 後れて 歎きに 沈めり、 向に 眞 紅の 帶を 

投し を、 君 拾 ひ 給 ふや、 深き 宿世 忘れ 難く して、 是ま 

で 忍びて 參 b 侍べ， 9、 契..^を結びて偕老の語ひを成 

さんと 云、 平 次 聞て 驚きい ふやう、 ゆめく 有べ き 事 

共覺 えす、 御 父母の なさけ 有て 我 を 養 ひ 給 ふだに 有 

を、 許され もな く I -て 正な き 事 を 行 ひ、 もし 泱れな 

とく 

ん後 をば 如何せ む、 疾々 歸り たまへ とい ふ、 妹 大に怨 

み 怒. 9 て 云 やう、 我 父 巳に 聱の思 ひ をな し、 此 家に 養 

〈り， みづ から 愛に 來れる 心 ざし を 空しくなし 給 は 

ば、 身 を投て 死なん に、 必す 後の 悔み をな し、 生 を 代 

へても 怨み 參ら せむ とい ふ、 平 次 力なく 其 心に 隨ひ 

け b  、曉 にな. 0 て 妹 は 起て 去に けり、 それより は 只管 

に 暮に來 りて 朝に 歸る、 よ ひ/^ ごとの 關守を 恨む 

る 斗り、 打 解けて 別な く 契りけ り、 三十日ば かりの 

後、 或 夜又來 りて 平 次に 語る やう、 今迄 は 人页に 知ら 

す、 され ども 事 は 洩れ 易ければ、 もし 顯れて 憂き目 を 

や 見ん、 君 我 を つれて、 垣 を 越えて 跡 をく らました ま 

へ、 心安く 階老を 契らん とい ふ、 平 次 も此上 はわり な 
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き情の捨難くして、打^^て忍び出っ\三國の湊に被 

官の者 あ- 9 ける、 それが 許に 行て、 かう くと 名の. 9 

賴む 由い ひければ、 かひ  < しく 受け入れて 一年 許 

h- 隱れ 住み 侍.^、 女 或 時い ふやう、 父 1^ の いましめの 

恐ろし さに 君と つれて、 --、 に 逃げ 來り けれ 、巳に 一 

年の を 過し たれば、 二人の 親 さ こそ らを思 ひ 

給 ふらめ 、今 は 如何にも 罪 免 るし 給 はん、 いざ ゃ古鄕 

に歸 らんと いふ、 平 次此上 はとて、 連て 敦 貧に 歸. り、 

まづ女 をば 舟に 置きて、 我 身ば か..^ 濱 田が 家に 至り、 

案內 して 對面を 遂げて 云 やう、 さても 我 さし も撫恤 

おぼしけ る を、 御 ゆ るされ もな く、 まさな きわ さして 

不義の 名 を 蒙りし 事、 其の 罪輕 からすと 雖も、 すでに 

年 を m. ね ぬれば、 今 は 怒り も 緩くな.. -給 はん、 此の 故 

に是迄 つれて 歸.^ 侍べ -9、 罪 ゆるし 給 はんやと いふ、 

濱田 問て それ は 如何なる 御 ぞ、 更に 心得が たしと 

いふ、； 牛 次 有の 偽に If て 、眞 紅の を 取 出し て み せ 

た り、 其-吋： お H3 大 に 驚 き、 此帶は 其 かみ 姉に 約束せ し 

,w に 給 は.^ し 物 也 、姉-おしくな りければ、 松に 納めて 

埋み 侍べ .5  、 又 妹 は 炳 おもく 床に 臥て あり、 君と つれ 

て 他國へ 打べき 事な しとて、 卅に といめ 傲た..^ と 云 


を 聞て、 人 を 遣して 見す るに、 舟に は 舟 かたの 外は更 

に 人な し、 是はそ も 如何なる 事ぞ とて、 濱山 夫婦 は 

驚き 疑ふ處 に、 妹の 娘 其 儘 床より 立 あがりて、 さま 

ざま 口走. 9 て、 我 已に平 次に 約束 ありながら、 世 を J£ 十 

うせし かば、 をく b 捨られ て 塚の 主と 成されし かど 

も、 平 次に 深き 宿世の 緣 あり、 此 故に 今 又 こ、 に來れ 

b  、願く は 我 妹 を 以て 平 次が 妻と なして たべ、 然 らば 

日 比の 病 も 愈 ゆべ し、 是 れみづ からが 心に fflii; む處な 

. ^、若し 此事を 協 へ 給 はす は、 妹が 命 を も 同じ 道に 引 

取りて、 我が 黃， 5^ の 友と せむ と 云 ふ 、家內 の 人 ^驚 き 

怪しみて、 其 身 を 見れば 妹の 娘に して、 其 身の 扱 ひ 物 

いふ 聲 言葉 は、 传 姉の 娘に 少しも 違 はす、 父の 濱 m 云 

やう、 汝は 巳に 死したり、 如何で か 其 跡まで も 執心 深 

く は 思ふぞ やと、 物の 氣答 へ て 云 や， フ、 自ら 先 世に 深 

き緣 ある 故に 命 こそ 短 かけれ 共、 閻魔 大王に 暇 を 給 

は. 9、 此 一 年餘 b の 契り をな し 侍べ り、 今 は：：： 一； 途に歸 

り 侍る、 必 すみ づ からが 云 ふ 事 違へ 給 ふなと て、 平 次 

が 手 をと b 淚を 流し 暇 乞して、 又 手 を 合せ 父母 を拜 

みつ、、 ^云 やう は、 かまへ て 1^ 次の 妻と 成る とも、 

女の 道よ く 守. 0 父母に 孝行せ よ や、 今 は 是迄ぞ とて 
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わなく と 震 ひて、 地に 倒れて 死 入たり、 人々 驚き 容 

に 水 濃ぎ ければ、 妹 甦. 9 病 は 忽ちに 癒へ たり、 先の 事 

共 を 問 ひたる に、 一 つも 覺 えたる 事な し、 是 によ. 0 て 

終に 妹娘 を 以て、 平 次と 夫婦に なしつ ゝ、 さまぐ 佛 

ie}?- を營 み、 姉 娘が 跡 を？ ^ ひ 侍べ. 5、 是を 聞く 人 奇特の 

例し に 思 ひけり、 

0 狐の 妖怪 

江州武 佐の 宿に、 割 竹小彌 太と 云 もの あ ho 兀 は甲賀 

に 住みて、 相撲 を 好み 力量 ありて、 心 も 不敵な， 0 ける 

が、 中 比 こ、 に來り 旅人に 宿 かし 、旅館 を 以て 營 みと 

す、 或 時 所用の 事 ありて、 篠原堤 を 行きけ るに、 U す 

でに 暮か、 り 前後に 人跡 もな し、 唯我獨 りせ J を 急ぐ、 

其 間、 道の 傍らに 一 つの 狐 駆 出で、、 人の, 髑體を 戴 

き 立上りて、 北に 向 ひ禮拜 する に、 彼の 髑髏 地に 落た 

b  、又 取り て 戴き て 禮拜す る に 又 落たり、 落れ ば 又 戴 

く 程に、 七 八 度に 及びて 落 ざ. 9 ければ、 狐 則ち 立- i5 心 

の 儘に して 、百度 許 り 北を拜 む、 小彌太 不思議 に 思 ひ 

て、 立と ま. 0 て 見れば、 忽に 十七 八の 女になる、 共 美 

しさ 國 中には 並び もな く覺 えた hs、  H は暮 s;a し、 昏 

ら かりし に、 小彌 太が 前に 立て 聲打 揚げ、 物 哀れに 啼 
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きつ、 行く、 元よ，^ 小 彌太は 不敵 者 なれば、 少しも 怖 

れゃ 女の 側に 立 寄. o、 如何に 是れは 誰 人 なれば、 何故 

に H 暮て、 唯獨， り 物悲しく 啼 叫び、 何處を 指て おはす 

る やらん と 云、 彼の 女啼々 答 へ る は、 自ら は是 よ，^ 北 

の 郡 余 五と いふ 所の 者に て 侍べ り、 此程山 本山の 城 

を責 取ん とて、 木 下 藤吉郞 とか ゃ閗 えし 大將馳 向 ひ、 

其 引 足に、 余 五木 下の あた.^ 皆 燒拂ひ 給へば、 自が親 

兄弟 は 山 本山に して 打 死せられ、 母 は 懼れて 病 出た 

り、 か、 る 所へ 軍兵 打 入て、 家に 有け る 財寶は 一 つも 

殘 さす 楚ひ 取りた， 9、 母聲を 揚げて 恨みし かば、 切 殺 

しぬ、 自 怖ろ しさに 草 村の 中に 隱れ て、 やう-,^ に 命 

を繼ぎ けれ 共 親 もな く 兄 第 もな し、 賴む 陰な き 孤 子 

となり、 何 處に身 を 置べ き 便 h- もなければ、 今 は^ 身 

を 投げて 死なば やと 思 ひ 侍る に、 悲し さは 堪 難くて 

人目 を も 知らす 啼 侍る ぞ やと 云、 小彌太 聞て まさし 

く 狐の 化けて、 我 を 誑かさん とす、 我 は 又 此狐を 誑か 

して 德 つかば やと 思 ひ、 げに^.^ 哀れなる 御 事 かな、 

親兄弟も にな.. て、 立よ る 陰 もお はし まさす は、 幸 

に 某の 家 誠に 貧し けれ 共、 一 人 を 養 ふ ほどの 事 は、 と 

も かう もし 侍べ らん、 我家の 事 心に 占めて 賄 ひ 使 は 


れ： J; オペ らば、 賴 もしく 見 P け 寺 ベ ら， P とい ふ、 女大に 

悅 びて、 憐み思 召し 養 ふて 給ら ば、 自らが ため 、父母 

の 生れ 代りと 思 ひ 奉らん とて、 打 連れて 武 佐の 宿に 

到， 9、 小彌 太が 妻に 對 面して、 向の ごとくに 搔ロ說 き 

啼 ければ、 妻 も 憐に思 ひ、 殊 isr 形の 美く しき を 見て、 

勞 は.^ 愛 く？ -む， 小 彌太露 許り も 妻に 狐の 事 を 語ら 

す、 天 正の 初 江 州 漸く 靜 になり、 北の 郡 は 木 下 藤吉郞 

是を領知し給ふに、石^市4=助京ょ..^下りける次に、 

武 佐の 宿小彌 太が 家に 留 h -、 彼の女を見て限h^なく 

めで 

愛 惑 ひ、 如何にもして 此女を 我に 與 へ よと、 言 はれし 

かば、 小 彌太云 やう、 歷々 の 諸 大名 皆 望み 給へ ども、 

今に 何方へ も 参らせす、 某 身過ぎの 便よ ろしく 宛 行 

ひ 給 は ぃ舉 らんと 云 ふ、 石 田 聞きて、 金子 ：6 兩を 出し 

與へ、 女 を 買 取. 9 打 連れて 岐阜に 歸られ たり、 女い と 

才覺 あ.. > 、よろ づ に 付て さか <\ 'しう 利根に して、 人 

の 心に 先き だち、 物 を 賄 ふこと 石 田が 思 ふ 如く なれ 

ば、 本妻 を も 傍に なし 唯 此の 女 を 寵愛す、 され ども 女 

は少も 高ぶる 氣色 もな く、 本妻の 心 を 取， 0 て、 みづ か 

らは 妾な. 9、 如何で か 本妻の 心 を 背き 奉らん やとて、 

夜る 晝 まめ やかに 仕へ 侍べ .9 しかば、 本妻 もさす が 


に 恨から す、 懇 にいと おしみけ. o、 出入 蕾に も、 ほど 

ほどに 付て 物なん ど 取らせけ り、 或は 賴小釉 ふくさ 

物、 針 白粉 やうの 類、 いつ 求 置と も 見えね 共、 取 出し 

て賦 遣す、 しかも 其 身麻績 つむぎ、 物 縫ひ畫 がき 花 結 

び 迄 くらから や 侍べ. 9、 石 田が 家に こそ 賢 女 を 求め 

けれと 取沙汰 あり、 半年 許の 後 石 田 又 京都に 上る、 女 

云 やう、 必す 忠義 を 専らと して、 私 を 忘れ、 千金より 

重き 御身 を、 小 細の 事に 替給 ふな、 御 內の事 はみ づ か 

らに 任せ 給へ とて 出し 立て 、京に 上せた. 9、 京に して 

高 雄の 僧、 祐覺 僧都に 對 面す、 祐覺 つく/^ と 見て、 

石 田 殿 は 妖怪に 犯されて、 精氣を 吸れ 給 ふ、 速く 療治 

し 給 はす は、 命 を 失 ひ 給 ふ ベ し、 此相某 見損す まじと 

云に、 石 田 更に 信せ す、 我 を 誑く 賣 僧の 妄語、 今に 始 

めすと て 打 笑 ひしが、 程なく 心地 煩 ひ 付き、 面の 色 黄 

に 痩て 、身の 肉 枯れ て 膏 なし、 た ^浮か とし て 物 

事 正しから す、 家人 等 驚き、 さまぐ 醫療 すれ 共驗し 

なし、 此 時に 高 雄の 僭の 云 ひし 事 を 思 ひ 出して、 祐覺 

を 請 じて 見せし む、 僧の 曰 此事我 更に 見損す まじ、 初 

め 我 云 ふ 事 を 信せ やして、 今此病 現れたり、 佛 法の 道 

は 慈悲 を さきと す、 祈禱を 以て 是を 治せむ、 早く 國に 
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歸. 0 て 待べ し、 我 も 下りて 驗しを 現 はさんと 云 はれ 

しかば 、家人 等 驚き、 祐覺と 諸共 に 夜 を：！！ に 續ぎ て 岐 

阜に歸 b  、懷を 飾り 廿四 行の 供物、 二十 四の 燈明、 十 

二 本の 幣を 立、 四 種の 名香 を 焚て、 一 紙の 祭文 を讀て 

はら ひ 

纏して 曰、 

維 年 天 正 歳次 甲 戌 今月 今日、 石 田 氏某妖 狐の 爲に 

惱 さる、 夫 二 氣始て 別れ、 三才 已に 萌し、 物と 人と 

各 其 類に 隨 ふて、 性分 其 形を受 しょ， 9 以來、 品位 皆 

齊 しからす、 兹に狐 魅の 妖 ありて 恣に怪 をな し、 木 

の 葉 を 綴りて 衣と し、 髑髏 を 頂きて 鬉と し、 貌を更 

め媚を 生す、 渠 常に 氷 を 聽て水 を 渡り、 疑 を 致す 事 

時として 忘れす、 尾 を 擊て火 を 出し、 祟 を 作 こと 更 

に 止す、 此 故に 大安 は 羅漢の 地に 奔， り、 百 丈 は 因果 

の禪を 詰る、 千年の 怪を兩 脚の 譏に 顯 はし、 一 夫の 

腹を雙 手の 賜に 破らし む、 粵に石 田 氏 某 は 軍 の 

將帥、 武門の 命士 也、 何ぞ 妄りに 汝が 腮穢を 施して 

其 精 氣を奪 ふや、 身を武 佐の 旅館に 寄て 愛 を 良家 

の寢 席に 興さし む、 汝が狀 は， 殺々、 汝が名 は 紫々、 

式て 其 醜 をい ひ、 唱て 其恧を 示す 者 也、 丘 は 其 

本 を 忘れざる 事 を 云と 雖も、 虎 威を假 るの 好き こ 
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と は隱す ベ か らす、 汝今速 か に 去れ 速 か に 去れ、 汝 

知ら やや、 九 詠せられ て 千載に も赦 なき 事 を、 誰 

か汝が 妖嫋を 厥ひ惡 まざらん、 ^し 速に 返き 去ら 

すば、 州^ 大小の 神社 を 驚かし、 四 殺の 劍を 以て 殺 

し、 六 害の 水に 沈めん、 

と讀 終りし かば、 俄に 黑雲 棚引き 大雨 降. 9、. 夥し 

く 鳴 渡.. > ければ、 女甚 恐れ 惑 ひ、 其 儘 倒れて 死け， り、 

家人 等 驚き 立 寄り て 見れ ば 、大 なる 古狐な 、酋に 人 

のし やれ かう ベ を 戴きて 落す して あり、 此の 手より 

人に 遣 はし 與 へた る 物 北 〈取 寄 て 見れ， ば、 ii 小 釉と見 

えし は S.:I:WJ 籠の 葉、 白粉と 云 ひし は 糠 埃 也、 針 かと 思 

し は 松の 紫 也け り、 石 E 氏が 心地 快 然と 凉 やかに な- 

り、 忽に平  仪  して、  此物 ども  を兒  るに  怪し き 事 限. 0 な 

し、 i の 尸 をば 遠き 山の 奧に埋 み、 符を 押て 跡 を 纏 

ひ、 丹砂 蟹 黄なん ど 調 八 " の藥を 服せ しめて、 其の 根本 

を 郁 ひ、^ 武 佐の 小彌太 を 尋ねさす るに、 女 を 寶て德 

つ き 、家 を 移して 何 地 行ける とも 如ら す * まさに 狐 魅 

よく 人 を 惑 はし、 祐覺^ 郴の 法驗を 感歎し ける とぞ、 
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伽 婢子卷 之 三 ， 

〇 妻の 夢 を 夫 面 に 見る 

■ 防 山 口の 城主 大內 義隆の 家人、 濱田與 兵 衞が妻 は、 

むろ とまり 

室の 泊の 遊女な. 9 しが、 濱田 是れを 見初めし より、 わ 

,0 なく 思 ひて 契り 深く 語ら ひ、 終に 迎 へ て 本妻と す、 

形う つくしく 風流 ありて、 心 ざま 情深/、、 歌の道に 心 

ざし あり、 手 も 美く しう 書きけ るが、 然る ベ き 前世の 

契りに や、 濱 田が 妻と なり、 互に 妹脊の 語ら ひ此 世な 

ら すと 思 ひける、 主君 義隆 京都 將 軍の 召に よりて 上 

洛し、 正三位の 侍 從兼太 宰大贰 に 怖 任せられ、 久しく 

都に 逗留 あり、 濱田も 召 連れられ 京に ありけ り、 妻 こ 

れを戀 うて、 間な く 時な く 待：^ 侍べ. o、 比 は 八月 十五 

夜空 曇 て W: の 見え ざり ければ、 

おも ひやる 都の {4i の 月 かげ を 

いくえの 雲 かたちへ だ つらむ 

と 打 詠め、 寐られ ぬ 枕 を獨り 傾けて、 明し 兼た る 夜 を 

恨み 臥した. 9、 其 H 義隆國 に 下り 給 ひて、 濱田も 夜 

更 るまで 城 中に あ. 9 て 漸く 家に 歸る、 其の 家 は總門 


の 外 に ぁ 、雲 お ほ ひバ くらくして 、定 か 成ら ざ り け 

る 道の 傍ら、 半 町 許. 9 の 草 むらに、 幕 打 ま はし 燈 明く 

か、 げて、 男女 十 人ば かり、 今宵の M: にあ こがれ 酒宴 

す ると 見 ゆ、 濱田 思 ふやう は 、國主歸..^ た ま ひ 家 々 喜 

び をな す、 誰 人 かこよ ひ 愛に 出で、 遊ぶ らんと 怪し 

みて、 密に立 寄り、 白 楊の 一 樹繁 げりた る 問に、 隱れ 

て 窺 ひ 見れば、 我 妻の 女 1IW も i=i 《座に ありて、 物 云 ひ 笑 

ひける、 Bli^ は そ も 如何な る こと ぞ、 まさな き 業 かなと 

怨み 深く、 猶其 有機 をつ く，^ と 見 居たり、 座 上に 在 

ける 男 云 やう、 如何に 今宵の： =： こそ 殘り多 けれ、 心な 

の 雲 や、 是に など 一 詞の ふし もお はせ ぬかと 云 ふ、 濱 

田が 妻辭 しけれ 共、 人々 强て歌 詠めと 勸 むれば、 

き. す聲も かれ 野の 草 むらに 

ZI!; さ へ くらし こと 更にな W 

とよみければ、 柳 陰に かくれて 聞け る、 濱 W も 憐れに 

思 ひつ 、涙 をな がす、 座中の 人 はさし も 典 じて 杯 を 

迥ら す、 かくて 十七 八と 見 ゆる 少年の 前に、 杯 あれ ど 

も 酒 を 受け ざ. 9 し を 、座中 强 ゐ ければ、 此の 女房の 歌 

あらば 飮侍 ベらん とい ふ、 女房 一首 こそ 思 ふ 事に よ 

そ へても 詠み けれ、 免し 給へ と 云に きかす、 さて かく 
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なむ、 

ゆく 水の か へらぬ け ふを惜 めたい 

わかき も 年 はと まらぬ もの を 

杯 あるかた に 廻りて、 濱 W が 妻に 又 歌うた ひ 給へ と 

云に 、今様 一 節 を 唄 ふ、 

さびしき 閨 の獨寐 は、 風ぞ 身に しむ 获原 や、 そよ ぐ 

につけて 一 -「ー 曰づ れの、 絕て も 君 に 恨 は なしに 、戀 しき 

{ 仝に 飛ぶ 雁に、 せめて 便. n- をつ けて やら まし、 

その 座に 儒學 せし とみえし 男、 如何 思 ひけん 打淚ぐ 

みて、 

發火 穿，， 楊， 悲風 入，， 荒 草- 

疑是 夢中 遊 愁斟ー 盃酒 

と 吟詠す るに、 い か で 今宵 斗り 夢な る ベ き、 す ベて 人 

の 世 は 皆 夢なる 者 をと て、 濱 田が 妻 そいろ に 淚を流 

す、 座 上の 人 大に怒 て、 此座 にあ，.^ て淚を 流す いま 

いまし さよと て、 濱 田が 妻に KM を 投げ かけし かば、 額 

に！^ a る、 妻 怒りて 座の 下よ 、石 を 取 出し 投 たり けれ 

ば、 鹿 上の 人の 頭に あた. 9、-^ 走りて 流る 、事 瀧の ご 

とし、 座 巾 驚き 立 騒ぐ かと 見えし、 燈び 消えて 人 もな 

く、 唯 草 むらに 蟲の聲 のみ ぞ殘， ^たる、 濱田大 に 怪し 
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み、 さて は 我 妻 空しくなりて 幽靈 の顯れ 見えけ るか 

と、 いとい 悲しくて 家に 歸.. > ければ、 妻 は 臥して あ 

.9 如何に ふ 驚かせば、 妻 起 あがり 喜びて 語る やう、 餘 

,9に待^^びてまどろみしかば、夢の中に十人許.0'、草 

むらに 酒飲み 遊びて 歌 を 望まれ、 其 中に も 君の み戀 

しさ をよ そへ て 唄 ひ 侍り、 座 上の 人み づ からが 淚を 

流す 串 を 忌みて 盃を 投げ 掛し を、 みづ から 石 を 取て 

打 返す に、 座中 さはぎ 立と 覺 えて 夢 さめたり、 盃の額 

に當， 0 しと 覺 えし が 夢 さ め て 、 今 も 頭 の 痛く お ぼ ゆ 

とて、 歌 も 詩 も かう. と 語る、 白 楊の 陰に して 見聞 

たるに 少しも 違 はす、 濱田 つら 思 ふに 白 楊 陰に 

隱れて 見た. 0 し 事 は、 我 妻の 夢のう.^ の 事に ズ 有け 

ると なむ、 

〇 鬼 谷に 落て 鬼と なる  • 

若 州 遠 敷 郡 熊 川と いふ 所に、 蜂 谷 孫太郞 と云老 あり、 

家 富み 榮 えて 乏き事 なし、 此 故に 耕作 商 賣の事 は 心 

にも 掛けす、 只 儒學を 好みて 僅に 其 片端 を讀 み、 是に 

過た る 事 あるべ からすと、 一文 不通の 人 を 見て は 物 

の數 ともせす、 文字 學道 ある 人 を 見ても、 我に は 優ら 

じと 輕慢 し、 剩へ佛 法 を 誹り、 善惡 因果の 理. o、 三世 
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流 轉の敎 を 破 、地獄 天堂 娑婆 淨 土の 說を笑 ひ 、鬼神 

幽霊の 事 を 聞きて は 更に 信せ す、 人 死 すれば 魂 は 陽 

に歸 り、 魄は 陰に 歸る、 形 は 土と なり、 何 か殘る 物な 

し、 美  に 飽き 小袖 着て、 妻子 豊かに 樂 をき はむ る は 

佛ょ、 危食を だに 腹に 飽す、 麻衣 一 重： U に 肩を裙 に、 

妻子 を沾 却し、 辛苦す る は 餓鬼道よ、 人の 門に 立ち 聲 

を は かりに 物 を 乞 て、 わけ を 食 ひ て穢 しと も 思 はす、 

石 を 枕に し 草に 臥て、 雪 降れ ども 赤裸なる 者 は 畜生 

よ、 科 を 犯し 牢獄に 入られ、 繩を か、. 0 頸 を 刎ら れ、 

身 を 試め され、 骨を碎 かれ、 或は 水責 火刑 磔 付なん ど 

は 地獄 道 也、 是を収 极ふ者 は 獄卒よ、 此 外に は 總て何 

もな し、 目に も 見えぬ 來 世の 事、 まことに も あらぬ 

幽靈の 事、 僧 法師 巫 神 子の 云 ふ 處を信 やる こそ！ r んな 

れと云 ひ 罵り、 偶々 諫 むる 人 あれば、 四書 六 經の文 

を 引出し、 邪 まに 義理 をつ けて、 辯 舌に 任せて 云 かす 

め、 放逸 無漸 なる 事 云 はかりな し、 時の 人 鬼 孫 太郎と 

名 付て、 ひとつ 者に して 取合す、 或 時 所用の 事に 付 

て 敦賀に 赴く とて、 唯 一 人 行きけ るが、 日た けて 家 を 

出た.^ ければ にや、 今、 川原に して H は 暮れた. o、 江 

州 北の 庄、 兵亂の 後な.^ ければ 人の 往來も 稀な. 9、 容 


易く 宿 かす 家 もな し、 河原お もてに 出で 、晃 渡せば、 

人の 白骨 こ、 かしこに 亂れ、 水の 流 物淋しく、：； I は 慕 

はて、 四方の 山々 雲 閉 こめ、 立 寄る ベ き 宿 もな し、 如 

何すべき-.」 思伤 びつ、、 北の 山陰に 少し 茂， 0 たる 松 

の 林 あり、 こ、 に 分け入. 0 て、 樹の根 を 便 h- とし 少し 

休み 居 たれば、 鶴 鵲の聲 すさまじく、 狐火の 光り物 凄 

く、 梢に 渡る 夕 嵐い とい 身に 染みて、 何となく 心細 

く 思 ふ 所に、 左右 を 見れば、 人の 死骸 七つ 八つ、 西 枕 

南 頭に 臥 倒れて あり、 蕭々 たる 風の まぎれに、 小雨 一 

と をり 一昔 づ れ、 電 ひら め き 雷 なり 出たh^、か、る所に 

臥 倒れた る 尸、 一 同に むくと 起 上り、 孫 太郞を 目掛け 

て よろめき 集る、 恐ろし さ 限. 0 なく、 松の木に 登. 5 け 

れば、 尸 4^ ハ 木の本に 立 寄り、 今宵の 內には 此の 者 は 取 

る ベ き 也と 訇る 間に、 雨ふり 止み 空 晴れて 、秋の；：；： さ 

やかに 輝き 出たり、 忽に 一 つの "使 叉 走.^ 來 れ，. -、 身の 

色靑く  生て 口 廣 く髮亂 れて、 兩の 手に て 尸を捤 み、 

首 を 引拔き 手足 を もぎ、 是を食 ふ isil- 瓜 を戰が 如くに 

しマ、飽まで食ひて後、我登.^隱れたる松の根を、 枕 

いびき 

として 臥 たれば、 鼾 睡の昔 地に 響く、 孫 太郞思 ふや 

う、 此 夜叉 睡. 0 覺め なば、 一 定我を 引下ろ して 殺し 食 
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は ん 、唯 能く 寢 入た る 問に - 近げ ば やと 思 ひ、 靜 かに 樹 

を下り、逸足を出して走，.^^げければ、"$^叉は目を覺 

し、 隙 間もなく 追 かくる、 山の 麓に 古 小； 寸 あり、 軒 破れ 

壇 頹れて 住僧 もな し、 中に 大體 の古佛 あ.. ^、愛に 走 入 

て 助け 給へ と佛に 祈り、 後に 廻り たれば、 佛 像の 脊な 

かに 穴 あ. o、 孫 太郞此 穴の 中に 入て、 腹の 屮に 忍び 隱 

れ たり、 夜叉 は あとより 駆 入て、 堂の 內を搜 しけれ ど 

も、 佛 像の 腹 迄 は 思 ひ 寄ら ざり けむ 出て 去ぬ、 今や 心 

安し と 思 ふ 所に、 此の 佛像 足拍子 踏み 股を敲 きて、 夜 

叉 は是を 求めて 取^が し、 我 は 求めす して 自ら 得た 

Ky  、今夜 の點心 まう けた..^ と 歌. 4 て、 から /\ と 打 笑 

ひ、 堂 を 出て 步み 行、 かしこなる 石に 躓き て はた と 倒 

れ、 手 も 足 も打碎 たり、 孫太郞 穴より 出て 佛 像に 向 

ひ、 我 を 食 はんとして 禍ひ せ； 《身に あたれり、 人 を 助く 

る佛の 結構と 罵， 9 ながら、 堂よ. 0 東に 行けば、 野 巾に 

燈火か V やきて、 人 多く 坐して 見 ゆ、 是にカ を 得て 走 

り 赴きければ、 首な きもの、 手な き 者、 足な き 者ぶ.：！； 赤 

裸に て 並び 坐した..^、 孫 太郞肝 をけ し、 走.^ ぬけん と 

す、 Biti 物大 に 怒 て 、我等 酒宴す る 半 に 座 を さ ます - J 

とこ そ 安から ね、 捕へ て 1^ にせむ とて、 一 同に 立て 追 
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かくる、 孫太郞 山際に 添 ふて 走.^ ければ 川 あ，^、 流る 

ると もな く 渡る ともなく 向に i 上れば、 妖 は 立 il^ り 

ぬ V 孫太郞 足に 任せて 行く、 耳 もとに 猶ど よみ si る徵 

聞え て 身の 毛よ だち、 人心ち もな く 半里 許， 9 行けれ 

ば、：；：： 已に 西に 傾き 雲 暗く、 草 茂りた る 出 間に 行き か 

かり、 石に 躓て 一 つの 穴に 落 入りた • り 、其 深き 事 百 丈 

許 也、 やう 落つ きければ 、履き 風 吹き すさまじき 

単 骨に 徹 る、 光，. >  明らかになり て 兑 廻ら せば、 鬼の 築 

り 住む 所な. 9、 或は 髮 亦く 兩の 火の 如く、 或は 靑き 

毛 生て 翼 ある 者、 又は 鳥の 嘴 あ..^ て 牙く ひ 違 ひ、 又は 

牛の 頸獸の 面に して、 身の 色 赤き は の 如く 靑 き は 

藍に 似たり、 目の 光 は電の 如く 口より 火 を 吐く 、孫- 

太 郞が來 る を 見て、 互に ni  く、 是れ 此國の 障りと なる 

者ぞ、 収^すな 唯 繋げよ やとて、 鐵の 核 を いれ 銅の 

手械 さして、 鬼の 大王の 庭の 前に 引す ゆる、 鬼の 王大 

きに 怒りて 曰、 汝 人間に；；^ て、 漫 りに 三寸 を勸 かし 唇 

を 翻へ し、 鬼神 幽靈 なしと 云 ひて さま <, ^我等 を 蔑 

にし、 辱 を與 ふるい たづ ら者 也、 汝書 典に 服を隱 す、 

巾 腐に 曰、 鬼神の 德 それ 盛なる かなと、 論語に！：！、 鬼 

祌を 敬して 之 を 遠くと、 易の 胶卦に 曰、 鬼 を 一 車に の 


すと、 詩の 小雅に 曰、 鬼 をな し蜮 をな すと、 其 外左傳 

に は 晋の景 公の 夢、 鄭の大 夫 伯 有が 事、 皆 鬼神 をい へ 

.9、 唯 怪力 亂神を 言 はすと 云 へ る 一 語 を、 邪 まに 心得 

て、 漫 りに 鬼神 を 侮る iss- は 何の 爲ぞ とて、 則ち 下部の 

鬼に 仰せて 散々 に 打擲せ しむ、 鬼の 王の 曰く、 その 

者の- 高く 成せと、 鬼 共 翁り て 頸より 手足まで 引延 

ばす に、 俄に 身の 長 三 丈 許に なり、 竹の 竿の 如し、 鬼 

とよ 

ども 笑 ひ iii め き、^^:立 て 步 ます るに、 ゆらめ きて 打倒 

れ たり、 鬼の 王 又 云け る は、： H 《者 を 身の-お 短 かくせよ 

と、 鬼 共 又 捕ら へ て簡 子の 如くつ くね-牛め しかば、 俄 

に 横 はだか ト，. に 短くなる 、突立 て步 ます るに、 むくむ 

くとして蟹の如し、鬼共手を打て大に笑ふ、^:^に年老 

たる 鬼の 云 やう、 汝 常に 鬼神な き 者と 云 破る、 今 此の 

形 を 長く 短く さま < ^嬲り もて 遊ばれ、 大 なる 辱 を 

見た. y  、誠に 不愁の 事 なれば 與ん とて、 手に て 提げ 

なげし かば、 孫 太 郞元 の 姿になる、 さらば 是 より 人間 

に 返すべし とい ふ 、鬼 共 曰、 此者を 口 (返し て は 詮な 

し、 錢 す ベ • し て 、 或 鬼 、 我 は 雲 路 を 分 る を 取 ら せ 

ん とて 、雨の ^？；を 孫太 郞が 額 に S  、或 鬼 は 我 風 に 嘯く 

嘴を與 へ んと て、 鐵の嘴 を 孫 太郞が 唇に く は へ た. -、 


或 鬼、 我 は 朱に 亂れ し髮を 譲らん とて、 紅 藍の 水に て 

幾 を 染めたり、 或 鬼、 我 は势に 光る 睛を 與ん とて、 主 円 

き珠 二つ を 目の 屮に 押入たり、 巳に 送られて 穴 を 出 

つ 、、家に 歸 らんと 思 ひ、 今、 律 川原よ..^ 道に さし か 、 

れば、 雲路を 分る 兩の角 差し 向 ひ、 風に 嘯く 嘴 尖り、 

朱に g れし髮 さかしまに 立て 火の 如く、 蔡の 光.^ を 

ふ く む 晴 輝 き、 さし も 恐ろし き 鬼 の 姿と なり 、熊 川 に 

歸. - 家に 入り たれば、 妻 も 下人 も 怖れ 驚く、 孫 太郞淚 

を 流し、 か く- の 事 あ， りて、 此 姿に 成りし かど も、 

心 は ゆめく 替ら やと 云に、 妻 は 巾々 此有樣 、目の前 

に^に 見る も 情けなく 悲しと て、 孫太郞 の： 如に かた 

びら 打 掛けて、 唯 泣 悲しむ よ. 0 外 はなし、 幼な き 子 共 

は 怖れ 泣て ^げ、 あ た.^ の 入 集りて、 手 を 打 て 怪 み 見 

る、 孫 太郎も 物憂く 覺ぇ、 K- を 閉ぢて 人に も 逢 はす、 

物 を も 食 や 打 籠 ，5 、 思に 亂れ て 煩 ひ 付き、 遂に {<H し く 

成ぬ、 其 後と き <,\- は 元の 孫 太郞の 姿に て、 幻の 如く 

家の めぐり を步 きけ る を、 佛 isli. 營 みければ 二た び 見 

えす とそ 

〇 牡丹 燈籠 

年毎の 七 Z:: 十五：" よ. 0 廿四 U まで は、 if: 靈の棚 を か 

, 伽 —嬾  1^3^ 


ざり、 家々 是を 祭る、 又い ろ/ \ の 燈籠を 作りて、 或 

は 祭の 棚に ともし、 或は 町家の 軒に ともし、 又 in 靈の 

塚に 送.^ て 石塔の 前にと もす、 其燈 籠の 飾 物、 或は 花 

鳥 或は 草木、 さまぐ 殊勝ら しく 作成して、 其 巾に 燈 

火ともして^^もすがら置、 是を晃 る 人道 も 去り あへ 

す、 又 其 間に 踊 子 共の：^. 9、 聲 よき 昔； g に 頌歌 出さ 

せ、 振よ く 踊る 事 、都の 町々 上下 皆 かくの 如し、 天文 

戊 中の 歲、 五條 京 極に 获原新 之？^ 一と 云 者 あ， り、 近き 比 

妻に 後れて 愛執の 涙 釉に餘 り、 戀 慕の 焰胸を 焦し、 獨 

淋しき 窓の 下に、 あ.^ し 世の 事 を 思ひ續 くるに、 いと 

ど 悲し さか ざり もな し 、塾靈 祭 り の 營み も、 今年 は 取 

わき、 此妻 さへ 無き 名の 數に 入け る 事よ と、 經讀み 回 

向して、 終に 出ても はや、 友 だち の 誘 ひ來れ ども、 

心 唯 浮 立た す、 門に w 立て 浮れ おる よ. -外 はなし、 

いか なれば 立 も はなれす 面影の 

身に そ ひながら かなし かるらむ 一 

と打詠め淚を押拭ふ、十五日の^^ぃたく更けて、遊び 

步く人 も 稀に な. 5、 物 昔 も靜 かな. 0 ける に、 一 人の 美 

人 其 年 二十 許と 12- ゆるが、 十四 五 許の 女の 量に、 类し 

き 牡丹 花の 燈籠 持たせ、 さし も徐 やかに 打 過ぐ る、 芙 

-ー」 十九  1 1 
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蓉の貲 あざやかに、 揚 柳の 姿た を やかな， 9、 桂の 黛、 

m おの 髮 いふ 計. 0 なく あて やか 也、 获 原：：！： の 下に 是を 

見て、 是はそ も 天津乙女の 天降りて、 人間に 遊ぶ に 

や、 龍の 宮の 乙姬 の渡津 海よ.^ 出て 慰む にや、 誠に 人 

の 稀なら やと 覺 えて、 魂 飛び 心 浮かれ、 自をさ へ留む 

る 思 ひなく 愛で 惑 ひつ 、、後に 隨 ひて 行く、 前にな 

後に なりな まめき ける に、 一 町 許り 西の方に て、 彼の 

女 後ろに 顧み. て、 すこし 笑 ひて 云 やう、 自ら 人に 契り 

て 待^た る 身に も 待 ベら す、 唯今 宵の ！=： に 憧れ 出て、 

そいろ に： 松 更け 方、 歸る道 だに 凄まじ や、 送りて 給 か 

しと 云 へ ば、 获原ゃ をら 進みて 云 やう、 君歸る さの 道 

も 遠 きに は 、夜 深く し て 便な う 侍べ り、 某の 住所 は 靡 

塚た かく 積り て、 見苦しげ なる 茅屋 なれ ど、 便りに つ 

けて 明かし 給 はい、 宿 かし 參ら せむ と戯ぶ るれば、 女 

打 笑みて、 窓 もる 月 を獨. 9 詠めて 明る 侘し さ を、 嬉し 

くもの 給 ふ 物 かな、 情に よはる は 人の 心ぞ かしと て 

立戾. ^ければ、 釈原 喜びて 女と 手 を 取組つ、 家に 歸 

b  、、面と. 0 出し、 女の 童に 酌 とらせ 少し 打飮 み、 傾く 

£ り 

：=： に 別な き 言の葉 を 聞く にぞ、 今：！： を 限 の 命と も 

がな と 兼ての 後ぞ 思る ゝ、 获原 . 


I  ？ 

また 後の ちぎ h,- まで や は 新 比 

た 3« 今宵 こそ かぎ， c な るら め 

と 云 ひければ 女 とりあへ す、 

ゆ ふな-/ 1^ まつと しい は ，5 'こざらめ や 

かこちが ほなる かねごと は なぞ 

と 返し すれば、 获原 いよく 嬉しくて、 互に 解る 下紐 

の 結ぶ 契 や 新枕、 交す 心も隔 なき、 睦言 はま だ靈 きな 

くに、 早 や 明 方に ぞ 成に ける、 获原、 其 住 給 ふ 所 はい 

づ くぞ、 木の 丸 殿に は あらね ど 名のらせ 給 へ と 云、 女 

聞て、 自は 藤氏の 末 一 一階 堂 政 行の 後 也、 其 比 は 時め き 

し 世 も ありて 家榮ぇ 侍べ. 0 しに、 時世 移， 0 て 有 か 無 

きかの 風情に て、 微かに 住 侍べ b  、父 は 政官； 京 郤の亂 

れに打 死し、 兄 皆 絕て家 をと ろ へ 、我が身 獨. 9 女の 

わら はと 萬壽 寺の 邊に 住み 侍べ. o、 名のる につけて 

は、 耻 かしく も 悲しく も 侍べ る 也と、 語りけ る 言の葉 

優しく、 物 ごし さやかに 愛敬 あ， 9、 巳に 橫雲 棚引て、 

月 山の端に 倾き、 燈火白 う 幽かに 殘 りければ、 名 ご- 9 

盡 せす 起き 別れて 歸 b ぬ、 それよ.. >  して： Q 暮 るれば 

來. 5、 明が たに は歸， o、 夜毎に 通 ひ 求る こと 更に 約束 

を 違へ す、 获原は 心 惑 ひ. てな に はの 事 も 思 ひ 分けす、 


唯此 女の わ， o なく 思 ひか はして、 契り は 千世 も變ら 

じと 通 ひ來る 嬉し さに、 晝と雖 又 こと 人に 逢 ふ 事な 

し、 期て 廿：" 餘. 0 に 及びた. o、 隣の 家に よく 物に 心得 

たる 翁の 住け るが、 获 原が 家に 怪しから や 若き 女の 

聲 して、 夜毎に 歌うた ひ 笑 ひ 遊ぶ 事の 怪し さよと 思 

ひ、 壁の 隙間より 观 きて 見れば、 一 具の 白骨と 荻 原と 

燈 火の 下に 差 向 ひて 坐したり、 获 原物 云 へ ば、 彼の 白 

骨 手 あし 動き 濁體 うな づきて、 口と おぼしき 所よ， 9、 

凝 響 き 出て 物語. 5 す、 翁大に 驚きて、 夜の 明る を 待 か 

ねて 荻 原 を 呼よ せ、 此の程 夜毎に 客人 ありと 聞 ゆ、 誰 

人ぞと 云に、 更に 隱 して 語らす、 翁 云 やう、 获 原は必 

す禍ぁ る ベ し、 何 を か 包む ベ き、今夜壁ょ，.^观き見け 

れ ばかう 侍べ り、 凡そ 人と して 命 生きた る Si は、 

陽 分 至りて 盛に 清く、 死して 幽靈 となれば、 陰氣 烈し 

く 邪に 穢る、 也、 此 故に 死 すれば 忌 深し、 今 汝は幽 陰 

氣の靈 と 同じく 坐して 是を 知らす、 穢れて 邪 まなる 

妖魅 と共に 寢て li- らす、 忽に與 精の 元氣を 耗しャ おし 

て 精 分 を #b はれ、 災來り 病 出 侍べ らば、 藥石铖 灸の及 

ぶ 所に あらす、 傳尸襟 擦の 惡症を 受け、 ま. た萌 出る お 

草の 年 を、 老先 長く 待た すして、 俄に 黄泉の 客と な 


b  、若の 下に 埋もれなん、 諒に 悲しき 事なら ややと 云 

に、 荻 原始め て燈 き、 恐ろしく 思 ふ心づ きて 有. 0 の 儘 

に 語る、 翁 聞て、 萬壽 寺の 邊に 住む と 云 は K そこに 

行て 尋ね 見よ と敎 ゆ、 荻 原 夫よ， 0 五條 を 西へ、 萬 里 小 

路ょ b 此處 彼處を 尋ね、 堤の 上 柳の 林に 行 廻り、 人に 

問へ ども 知れる かたなし、 H も暮 がた に萬壽 寺に 入 

て 暫く 休みつ、、 浴室の 後ろ を 北に ゆきて 見れば、 物 

古bたる魂屋ぁ.9、=lfl^寄h^て見れば棺の表に、ー 一階 堂 

左 衞門尉 政宣が 息女 彌子吟 松院冷 =：：,1 定 3^ と あ.^、 

側らに 古き 伽婢子 あ， 9、 後ろに 淺^と いふ 名 を 書た 

り、 棺の 前に 牡丹 花の 燈 籠の 古き を 懸けた， 9、 疑 ひも 

なく 是ぞ とお も ふに、 身の 毛よ 立ちて 恐ろしく、 跡 を 

見返らす、 寺 を 走り出て 歸り、 此 n 比 愛で 惑 ひける 戀 

もさめ 果て、 我が家 も 恐ろしく、 暮るを 待 かね 明る を 

恨みし 心 も いつしか 忘れ、 今】 使 もし 來 らば 如何せん 

と、 隣の が 家に ゆきて 宿 を 借り て 明し けり、 さ て 如 

何す ベ きと 愁ひ 歎く、 翁敎 へ け る は、 柬. 一 寸の卿 公 は 行 

學 兼備て 、し か も驗者 の 名 あ. 、 急ぎ ゆきて 賴み 參ら 

せよ とい ふ 、荻 原彼處 に詣 で、 對面を 遂げし に 、卿 公 

仰せけ る やう、 汝は妖 魅の 氣に精 血を耗 散し、 神 魂 を 
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昏惑 せり、 今 十日 を 過な ば 命 は 有 まじき 也との 給 ふ 

に、 荻 •  ぬ 有の 儘に 語る、 卿 公則ち 符を 書て 與へ、 門に 

を させら る、 それより 女 二た び來ら 中、 五十： n 許りの 

後に、 或： n 获原東 寺に 行て、 卿 公に 禮拜 して 酒に 醉て 

歸る、 流石に 女の 面影 戀 しく や 有け ん 、萬壽 寺の 門前 

近く 立 寄て 、內を 見 入 侍 ベり しに 、女忽 ちに 前に 顯は 

れ、 甚 恨みて 云 ふやう、 此の B 比 契りし 言の葉の、 早 

くも ft りに な b  、薄き 情けの 色 見えた. 9、 初 は 君が 心 

ざし、 淺 からざる 故に こ そ 我 身 を 任せ て 、慕に 行き 晨 

に歸 り、 何時まで 草の いつ 迄 も、 絕 せじと こそ 契りけ 

る を、 卿 公と かや、 情けなき 隔の禍 ひして、 君が 心 を， 

餘所 にせし 事よ、 今 幸 ひに 逢ひ參 せし こそ 嬉し けれ、 

此方へ 入 給へ とて、 获 原が 手 を 取. 9 門よ. ^奥に 連れ 

て 行、 召？： れ たる 获 が 男 は、 肝 を 消し 恐れ て^げた 

り、 家に 歸 りて 人々 に吿 ければ、 人 皆 驚き 行て 見る 

に、^ 原已に 女の 墓に 引 込れ、 白骨と 打 重， 9 て 死して 

あ り 、寺 僧 たち 大に 怪し み 思 ひ、 やが て 鳥 部 山 に 墓 を 

移す、 《の 後 雨 降..^ 穴 II る 夜 は、 获 原と 女と 手 を 取組 

み、 女の 童に 牡丹 花の 燈籠 ともさせ 出て 步く、 是に行 

i ふ は 重く 煩 ふとて、 あた.^ 近き 人 は 怖れ 侍べ，. ^ 


S 十二 

し、 荻 原が 一 族是を 歎きて、 一 千 部の 法 華 經を讀 み、 

一 H 頓寫 の經を 墓に 納めて ひし かば、 重ねて 現 は 

れ出 すと 也、 

〇 梅花 屏風 

天文の すゑ 京都の 兵 亂打續 き、 三 好と 細 川 家 年 を 重 

ねて 合戦に 及び、 其の 時の 公方 は 光源 院源義 輝 公 、し 

ばく 是を 鎮めん と 謀 給へ ども、 咸輕 く權蒲 く，， -て、 

更に 是を用 ひ 奉る 人な し、 玆に 周 防の 國山 口の 城主 

太宰 大貳大 內義隆 は、 其比從 二位の 侍 從に稀 任せら 

れ、 兵 部 卿 を 兼官して 權成 高く、 西 海に 輝きし かば： 

公卿 殿上人 多 く義 隆を賴 みて、 周 防の 固に 下り 、山 口 

の 城に 身を隱 し、 世の ま を 逃れ 京の 騒ぎ を 免 がれ 給 

ふ、 然る に義隆 久しく 武道 を 忘れ、 詩歌 風 詠の 遊び を 

事と し、 俊 人 を 近づけ 國政を 蔑ろ にし、 物の 上 手 と 云 

へ ば、 諸藝者 多く 集めて、 晝夜榮 耀を恣 にせられ しか 

ば、 《の 家老 陶尾張 守 暗 賢 謀反して、 篛隆を 追 ひ 出 

し 長 門の 大亭 寺に 押 詰め、 義隆 終に S 害せら る、 尾 

張守は、豐後の國主大友入道宗麟が舍^^三郞義長を、 

山ロの城に迎 へて主^;1とし、政道執；，仃ふ、此時に當っ 

て、 前關ぉ 藤^ 尹 房 公、 前 左 太 臣藤原 公賴公 は、 山 U 


の 城を效 出る に 度 を 失 ふて、 流 矢に 巾.. >  て 薨じ給 ふ、 

從ニ 位藤 原 親 世 は髮を 剃りて 逃れ出で 給 ふ、 共 中に 

も 中 納言藤 原 基 賴卿は 謀 ごと 逞しく、 然も 諸 藝に渡 

、繪 よく 書 給 ひ、 手跡 歌の道に 賢き のみなら す、 武 

道 を 心に 掛け、 馬に 乘て 手綱の 曲 を 究め、 水練に 其 術 

を 傅 へ 、半日 許り は 水底に ありても 物と も 思 はす、 又 

よく 水 を 泳ぎ 潜る 事 魚の 如し、 是は 殊更に 義隆 都に 

上りけ る 時 は、 官加 階の 事萬づ 執し 申 給 ひて、 禁屮の 

事、 とかく 懇ろに 取 まかな ひ 給 ふ 故に、 此度 京都の 兵 

亂 にも、 別義を 以て 山 口に 呼 下し 參ら せ、 かし づき も 

てな し、 城の 外に 家 造りし て 置 き 奉ら る 、此上 はとて 

妻妾 奴婢 ま で 呼 下し、 暫く は 心安く おはしけ るに、 俄 

に陶が 謀反 起.^ しかば、 中 納言殿 は 北の方 家人 等、 重 

寶の 道具 ども 船に 取 積み、 夜もすがら 山 口の 城 を^ 

げ 逃れて、 京都 を 心 ざして 上られたり、 安藝の 國に 

入て、 高 砂たい の 海まで 漕 付て、 風惡 ければ 隨 が、， 0 

し 給 ふ、 北の方 泣々 新ぞ 聞え し、 

た いの 海い かにう きたる 舟のう へ 

さの みに あらき なみまくら かな 

夜 ふけが た 月 傾きけ るに 、中納 言 殿 酒 取 り 出させ、 北 
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の 方 諸共に 少 しづ 、打 飲み、 破 子 やうの 物 取 開ら き、 

舟人に も 食 はせ なむ どし 給 ふ、 舟人 は 愛より 一 里 許 

.9 東の かた、 能 地と 云 所の 者なる が、 船に 精み たる 諸 

道具 財寶皆 金銀 をち -り ばめ 、絹 小釉 多く 見えし かば、 

舟人 忽ちに 惡 心を發 し、 今宵 此輩を 殺し、 財 資を奪 ひ 

と 德 つかば や、 今の 世 は 所々 亂 立ちて、 さして 咎む 

る 人 も 有 まじと 思 ひ、 夜いた く 更て月 も 入 果て 暗き 

紛れに、 家人 等 男女 三人 は 海へ 投げ 入たり、 中 納言殿 

聞 付けて 起立ち 給 ふ 所 を、 後に 廻， c て 刎 揚げ、 海に 投 

入たり、 北の方 是は 如何との 給 ふ を、 舟人 捕 へ て 云 ふ 

やう、 心安く 思 ひ 給 へ 君 をば 殺す まじき ぞ、 我 子 一 一人 

あり、 太 郞には 新婦 迎 へて 次郞に はま だ 妻 もな し、 我 

が 新婦に すべ しとて、 舟 を 出し 能 地の 家に 歸. 5、 財寳 

小袖 やうの 物 出し 賣， 9 け， 9、 北の方 心地 少し 惡 しけ 

れば、 よく 成らん まで 待 給 へ 、次郞 殿と 夫婦に な b 侍 

ベらん と 有しに、 舟人 嬉しげ 也、 九月 十三夜、 舟人 共 

新婦 姑 打 つれて、 舟に 乘 りつ、 出て 遊び、 夜 15! け 方 皆 

酒に 醉て、 前後 も 知らす 臥た. 9 ける を、 屮納言 殿の 北 

の方竊 かに 岸に 上り、 足に任せて^！-もすがら走り^ 

げ つ、、 夜の 明 方に 狐崎の かれいの 山 本に か、 ぐり 
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着 給 ふ 、步み も慣 はぬ 濱路 山道 を 凌ぎ 越 ゆ るに、 跡よ 

,9 追手 やか、 るらん と 悲しく 怖ろ しく、 足 は 千し ほ 

の 紅ゐの 如く、  T 炎に 极 破り 石に 損せられ、 鬼 角して 明 

はなれた る 霧の まぎれより 兒れ ば、 林の 中に 家 あり、 

門の 內に 走り 入ければ、 經讀 み念佛 する 聲 聞え、 尼 一 

人 立 出て、 是は愛 許に は 見馴れぬ 人な り、 如何 なれば 

朝 まだき にかち はだしに て、 是へ はお はしける と 問 

に、 北の方 自ら は 和布^の とまりに 住む 者に て 侍り、 

我 夫 は 去年 都に 上り モ 打れ、 媾 とな. ^ て 姑に 仕へ 暴 

らす るに、 姑の 心 はしたなく、 又 小姑つ らく 當り、 剩 

へ 有ざる 濡衣 着せて 浮き立ち、 よる 晝物褒 き 事 云 計 

りなし、 今夜 十三夜の e: 見に とて、 家內 舟に 乘， 9 て 酒 

飮 みつ、、 自に酌 取らせ 侍べ .5、 過ちて 盃を 海に 落し 

ぬ、 定て 恐ろしき 責に逢 ひ 侍べ らん 事の 悲し さに、 夜 

に 紛れて 逃げ走り、 是ま でさ まよ ひ參. 9 て 侍べ りと 

云 ひて 淚を 流す、 尼 云 やう、 同じく は是 より 家に 歸.. > 

給へ、 我等 送りて 姑に 詫 言すべし、 ^し又^；：-許にし 

て 4K 持ち 給 は んに は、 然るべ き 媒を賴 み て 參 ら せ む、 

とに かく に他の $.^ならぬ 御存さまの^^^はしさ に 巾す 

ぞ やと 云に、 北の方； 皮に 受こ はす、 喷尼 になして 給べ 
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と 斗 仰せけ り、 尼の 云 やう、 此所は 昔淳和 天皇の 后、 

出家して 武庫の 山に 籠り、 如意 比丘尼と 申き、 此人 

修法の 暇 愛に 來り、 浦 島 子が 箱 を 納め、 穴 H 海 和 尙を以 

て 供養した まへ る 寺 なれ ども、 時世 移りし かば 幽か 

なる 跡と なり、 其の 時 作り 給へ る、 櫻 木の 如意 輪 観 一 者 

の 胸の 內に、 彼の 箱を納 めら れ、 靈佛 にて おはしけ る 

に、 國の守 掠め取り、 其 家 共に 燒. c び 給へ り、 然るに 

此寺 は濱近 く.， -て、 波の 一 li 曰騷 がしく、 人影 稀れ に蓬蘀 

茂りつ、、 偶" 友と する もの は、 後ろの 山に 叫ぶ 猿の 

聲、 前なる 潮に 千鳥の なく 昔、 松 吹く 風、 岸 打つ 波、 是 

より 外に は 言 問 ひ 交す 者な し、 同行の 尼 三人 何れも 

五十 許りの 年に て、 召使 はる、 侍者の 尼 も、 齡ひは 若 

けれども 行 ひ は 慎めり、 今 君 美しき 花の 姿 を 墨染に 

やつし、 柳の 髮を刹 b 落して、 尼と な b 給 はん は、 い 

と 惜しき 事ながら も、 愛着 執心 を 去り 離れて、 誠の 道 

に 入 ぬれば、 身 は 幻の 如く 命 は 露に 似たり、 今 出家し 

給 は い 、坐. 蝶の 床 に 妄念 の 雲を拂 ひ、 燈 明の 光に 無明 

の閽を 照し、 香の 煙 は 自ら 心 法の 據を拂 ひ、 花 を 摘め 

ば ロハ 管 IS 惱の 焰凉 くな り、 朝に は 粥 を 食し 午 の 刻に 

齋を行 ひ、 綠に隨 ひお るに 任せて 年 n: を 送る、 恨 もな 


く嫉み もな し、 心靜 かに 身穩か 也、 徒に 世に か、 は 

て、 苦しき 物 思 ひに 來 世の 愁ひを 求めむ より は、 世 を 

厭 ふて 出 離 の 道 を 行 は ん に は脾る ベ か らす ベ ら 

れた. 9、 北の方 やがて 佛 前に 詣 ふで、 接 切りて 刹ら 

せ、 法名 梨 春と ぞ云 ける、 本よ.^ 此 女房 は 幼き 時よ 

b  、歌 草紙 讀み手 習 ふ 事 を ， J の み、 書 典を讀 て は 文字 

悉く 覺 えし 人な b ければ、 出家して 幾程 もな きに、 內 

典 經 論の 深き 理を 悟れり、 院主の 尼 公 も、 後に は ゆ H 此 

梨恭に 尋ねて こそ、 佛 法の 现經 論の 文義 をも會 得せ 

られ けれ、 梨泰 かく ぞ 口す さびけ る、 

中々 に うきに しづまぬ 身な. せば 

みの b の 海の そこ を しらめ や 

まことに 佛 種は緣 より 起る と は、 是等ぞ ためし 也け 

る、 常に は 奥深く 引 籠り iiS 敎に眼 を さらし、 容易く 人 

にも 逢 ふ 事な し、 或 日 一 人の 俗來 りて、 院主の 尼 公に 

心 ざす 事 侍べ り、 經讀 みて 給べ とて 布施 物參ら せ、 一 

幅の 梅の 繪を、 供養の 爲 とて 佛 前に 打 置たり、 尼公是 

を 取. 9 て 屛 風に を されたり 、梨 春 是を見 る に 、まさし 

く 我 箱に 入た る 絡 也、 尼 公に 如何なる 者の 奉りし と 

問に、 是は能 地の 舟人、 此 寺の 檀那に て來 る、 世に 云 
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ふ、 此者は 人 を 殺し 剝椋て 世 を 波る と 云 ふ、 誡か 知ら 

すと 語る、 梨卷 さて は 疑 ひなく、 彼の 舟人よ と 思 ひな 

が ら色 に も 出さ す、 筆 を 取りて li の 上に 書け る は、 

我 やどの 梅の 立 枝 を 見る からに 

思 ひの 外にお ゃ來 まさむ 

尼 公 更に 其 下心 を 知らす、 唯 美しき 筆の 跡を譽 めた 

る 斗 也、 古歌の 言葉 を 少し 引 直しけ る、 いと 思 ひ 入た 

る 心 ありけ む、 後の 國辆の 住人 品 治 九兵衞 とい ふ 

者、 子細 あ. 9 て 此の 寺に 來り、 屛 風の 繪と 歌と 何れも 

不思 儀の 筆跡な b と 見咎め、 尼 公に 請 受けて 歸り、 我 

住む 所に 立て 弄ぶ、 玆に 巾納言 基賴卿 は、 敢 なく 水中 

に 突 落され 給 ひし か 共、 元より 水練の 達者 なれば、 波 

を 潜り 潮 を 凌ぎて、 十 町 許りの 末にて 岸に 上り、 それ 

よ. 0 足に 任せて 爾後の 國辆の 浦まで 落來， 5、 山 名 支 

蕃 頭が 家に 來 b  、奉公 せんとの 給 ふ を、 人々 世の常な 

らぬ有 樣を晃 咎め、 山 名に かう/ \. と 云ければ、 出て 

對 面し、 奥に 呼 入て こま.， t,^ と 問 開きけ るに、 有の 儘 

に 語.^ 給 ふ、 拆は蘇 はしき 御 事 かな、 京都 も 未だ 靜か 

ならねば、 上り 給 ふと も 住所 有べ からす、 暫く 是に在 

して、 世の 變をも 見 給へ とて 留め置く、 品 治 九 兵衞は 


拳 
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玄蕃 頭が 家人な b ければ、 新 様の 物 求めた， 9 と 物語 

する に 、屮納 言 殿 心 元な く 取 寄 せ て 見 給 ふ に、 覺 えす 

淚ぞ 流されけ る、 山名怪 みて 問ければ、 中納言 殿是は 

某の 書た る繪 也、 此歌は 正 敷 我 妻の 手跡 也、 た V の 海 

にて、 妻子 家人 皆 水中に 沈められし、 財 寶は殘 らす舟 

人の 爲に 取られぬ らん、 妻 は 如何にして 命 生けん、 此 

繪は 何の 故に 此歌を 書て 出しぬ らんとの 給 ふ、 山 名 

則ち 品 治 を 召て 具 さに 尋ねければ、 院主の 尼 公 初よ 

b の 事 を 語 h- け. 9、 梨 春に 對 面して 有の 儘に 語 b 給 

へと 云に、 今 は 何 を か 包み 侍べ らんと て、 舟人の 有樣 

語り 給 ふに ぞ、 疑 ひもな く 中納言 殿の 北の方と は 知 

られ けれ、 拆 はとて 辆の沛 へ 呼び 迎へ 参らせ、 中納言 

殿と 對 面して は、 唯 夢の やうに ぞ覺ぇ 給 ひける、 替る 

姿と て 互 ひに 衰へ給 ふ 有さ ま、 今 M 哀れ ぞ勝 b ける、 

暫く 辆 にお はしける 間に、 京都の 世の中 移.. >替 り、 三 

好 松 永 滅びて、 義昭將 軍 武運^ けし かば、 都に 上らむ 

と し 給 ふ處に 、中 納言殿 俄 に 疾付 て 空しく 成 給 ふ 、 梨 

春 は 直に 尼に な b 給 ひ、 サ U 許りの 後ち、 打績 きて 夢 

に 屮納言 殿 さそ ひ來 給 ふと 见て、 程なく 北の方 も 

六ェ 敷な b 給 ふ、 山 名： ：！：^ を 同じ 所に 埋み 奉りけ り、 中陰 
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の はての H 、一 一つの 塚よ， 9 白き 雲 立 昇. 9、 西 を 指て 行 

く かと 見えし、 異香已 に 山 谷に みちく た..^、 時の 入 

奇特の 思 ひ をな しけ h -、 
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〇 地獄 を 見て 蘇 

淺原 新之丞 は、 相 州 鎌 倉の 三 浦 道寸が 一 族の 末な り、 

才智 あ..^ て 辯 舌 人に 勝れ、 儒學 を專ら として 佛法を 

信せ す、 迷 途流轉 の 事 困 果變 化の 理を 聞きて は、 さま 

ざま 言 かすめて 誹り 侮， り、 惜 法師と 雖も敬 ま はや、 口 

に 任せて 誹謗し、 狸 を 非に 曲げて 難 じ 破る、 其 隣に 

孫 平と て有德 なる 者 あり、 若 かりし 時よ h- 慾 心 深く、 

傻貪 放逸に して 更に 後世 を 願 はや、 川 狩 を 好みて 常 

の 慰みと す、 或 時 心地 煩 ひて 俄に 穴 H しく 成りた b  、妻 

子 一 門 驚き 歎きて、 願た て淅. 禱 しけり、 胸の 邊り 未だ 

温かな. 9 ければ、 ま づ葬禮 をば せす、 ま づ僧を 請じ佛 

前 を 飾り 經讀 みける に、 三日と いふ 暮 方に 蘇りて 語 

りけ る や， う、 我 死して 迷途に 赴きし に、 其道甚 暗し、 

又 言 問 ふべき 人 もな し、 かくて 一 里 許 行かと 覺 えし、 

1 つの 門に 至.. -內に 立 入し かば、 一 つの 廳場 あり、 宾 

官 段階に 出て 我 を 招きて、 汝 死して 愛に 來る、 妻子 

歎きて 金銀 を 散らし、 祈禱佛 事と，.^  < ^に營 む 故に、 

. I 伽 婢子卷 ゆ  . 


此の 功力に 依 て 二度 娑婆に 歸し遺 す 也との 給 ふ、 

我 嬉しくて 門 を 出て 歸 ると 覺 えて 蘇りた，^ と 云 ふ、 

眞 に 祈 禱佛事 の 功力 は 穴 H しか ら ざ ，りけ. 0 とて、 喜 ぶ 

事 限りなし、 淺原是 を 聞て 大に 嘲り笑 ひて 曰、 世の 

貪り 深き 邪欲 奸 曲の 地； m 代官 共 は、 賄 を 得て は 非道 

を も正理 になし、 物 を與へ ざれば 科な きを も 罪に 落 

す、 此 故に 富る 者 は 非み にも 勝、 贫者は 道理に もお、 

を 取る、 是此世 斗の 事 かと 思 ふに 迷 途の冥 官も私 あ 

り 、金銀 だに 多く 散 じて 佛事を だに 能く 營 めば、 或は 

死しても 蘇， り、 或は 地獄 も 浮ぶ とか や、 貧き もの は 力 

なし、 善 惡の報 ひ は、 多く 餞 金 を 散す 人 こそ 來世も 心 

安け れ、 昔し 漢の 韋賢 が 言葉 に、 子に 黄金 萬籯を の *  J 

さむよ.^、 如 じ 子に 一 經を敎 へんに はと 云へ b ヽ 地獄 

の 沙汰 も錢に 因るべし、 閻魔 王 も 金 だに 有ば 罪は赦 

す、 靠 賢が 言葉 は 全な しと 云て、 手 を 打て 笑 ひ 嘲る、 

^かく ぞ讀 みける、 

おそろしき 地獄の 沙汰 も錢ぞ かし 

念佛の 代に 欲 を ふか、 れ 

家に 歸 b  、燈 火の もとに 唯獨. ^坐し 居た. 9 ける に、 忽 

ちに 二の 鬼 來れ. 9、 其 有様 凄まじく、 身の 毛よ 立け る 
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に、 是 れは閣 魔王よ， りの 使 也 急ぎ 參る べしと て、 淺原 

が 雨の 手 を 引 立 門 を 出 て 定 る 、步 む 共な く 飛 共な く、 

須臾の 程に 一 つの 廳 場に 至 ぬ、 世間の 評 誌 場の 如 

し、 御殿の 奥に は 大王と 覺 しき 人、 玉の 冠 を 戴き 裀の 

上に 坐し、 冥官は 其の 左右に 位に 依りて 坐せ. y  、二の 

鬼 淺原を 其 i の 庭に 引す ゆる、 大王 怒る 聲を 出して、 

汝は儒 學を繂 と して 佛法を 異端と^ め、 深き 道理 を 

しら やして 漫に 誹. 0 嘲る、 いで や 迷 途の事 はなし. と 

云、 此科 口よ.^ 出たり、 速く 拔舌奈 梨に 遣し 其の 舌 を 

らすき 

拔 出し、 梨 を 以て 鋤返せとの 給 ふ、 淺原首 を 地に 付け 

て、 我 更に 非道の 罪な し、 儒の 敎を 守， 9 て、 君臣 父 

夫妻 兄弟 朋友の 五倫の道、 邪 まなら じと たしな み、 天 

理性 分の 本然 を說て 其德を 仰ぐ、 更に 佛道 を修 せす 

とい ふと も、 地獄に 落べ き 謂れな しと 云、 大王の 給 は 

く、 冥 官も私 あり、 善 惡の報 ひ は 貧富に 因る とて、 念 

佛の 代に 欲 を 深 かれと いふ 歌 は、 誰 詠みし ぞと怒 

給 ふ、 淺原 答へ て 云 やう、 古しへ 三皇五 帝の 世に は、 

天堂 鬼神の 事 を 述べす、 三代の 時に 至りて、 山川の 牌 

を祀 る 事 初めて 是 あり、 後漢の 世に 佛法傳 り、 夫より 

天堂地獄因果の1!を示す、^^に於て山川にも靈ぁ，0、 


社？ g にも 主 あり、 木佛檎 像め！ r 奇特 を 現す、 世の 人是 

に 溺れて 性 理を失 ひ、 惡を 成して 改めす、 科 を 犯して 

恣也、 强きは 弱き を 凌ぎ、 富める は贫 しき を 侮り、 親 

に 孝な く 君に 忠 なく、 一  家睦 しからす、 財寶を 貪-り 邪 

欲 を 構 へ 、篛を 知らす 節 を 守らす、 利に 走りて 恩 を 忘 

れ、 唯 金銀 だに 散 じ て佛事 供養 を營 め ば、 罪深き も 科 

重き も、 地獄 を 逃れて 天堂に 生やと 云、 もし 能く 斯の 

如くならば、 惡 人と 云 ふと も富贵 なれば 天上に 生れ、 

貧者 は 善人 も 地獄に 落べ し 、閻魔 の 廳と雖 も、 富贵な 

る 惡人大 怫事を なせば、 淨 土に 遣す と 云 はい 、贫者 の 

恨みな きに あらす、 是 廉直の 批判に あらす、 E と 云 

べし 我 此事を 思 ふが 故に、 一首の 狂歌 を 詠みて 此責 

に 遇 ふ 、大王 深く 察し 給 へ と 云 ふ、 大王 閒て宣 はく、 

此^_ 一 邪 まなら や る所實 也、 漫 りに 罪 を 加へ 難し、 此 

誹り ある 事 は、 孫 1^ が佛事 祈禱に 金銀 多く 散 じたる 

故に、 二た び i 农 婆に 歸 された b ふ 沙汰せ し 故 也、^ ぎ 

孫 平 を 召來れ との 給 >5  、須臾の 間に 孫； 牛 を 召し 來る、 

手 树首械 を 入れて 直に 地獄に 遣 はし、 淺原をば！；！^婆 

に 送り 歸 せと あり、 二人の 冥 官鹿を 立て、 淺原を 連 

れて 庭に 出る、 淺原云 やう、 我れ 人間に ありて 儒學を 


勤め、 佛 經に說 ところ、 地獄の を 聞ながら 信 を 起さ 

す、 今已に 愛に 东る、 願く は 地獄の 有様 を 0: 儿 せて、 我 

にいよ 信 を 起さし め 給へ かしと いふ、 冥官 聞て 

さらば 司 錄祌に 問べ しとて 西の方 廊下 を 過ぎて 一 つ 

の 殿に 行く、 善惡ー 一道の 記錄 山の 如くに 積たり、 冥官 

し か <^ と 云 ふに、 司 錄神簿 を 出し た り 、 冥官 を是れ 

取持、淺原を連れて北の方半里許.^行け るに、銅の築 

墻 高く、 鐵 の門嚴 しき 城に 至る、 黑煙 天に 蔽ひ、 叫ぶ 

聲地を 響かす、 午 頭 馬頭の 鬼數 多、 鐡 棒鐵？ 3^^」橫 た 

ささ 

へ、 門の 左右に 立たり、 二人の 冥官 向の 簿を 渡し、 淺 

原 を 連れて 內に 入て 見せし む、 罪人 數 知らす、 獄卒 捕 

へて 地に 伏せ、 皮 を 刹ぎ 血 を 絞り、 腹 を さき 目を剜 

b  、耳 を 殺ぎ 鼻 を 切り、 手足 を もぎて 肉 を 殺ぐ、 罪人 

泣き叫び、 苦 を 悲しむ 聲 地に 満ちた. 5、 是は 昔し 人間 

に 在し 時、 出 海に 獵 漁り 殺生 を營 みし 者 也、 又 或 所に 

は 銅の 柱 を 二 本 立； ベ 、男と 女と 一 一人 を磔 にして、 獄 

卒まを 持て 腹 を斷ち 裂き、 銅の 湯を铫 子に 盛りて 流 

し掛 くるに、 五臓六腑 爛れ 燃て 沸き 流る、、 男 も 女 も 

只 首 斗り 柱に 殘 b て 泣 叫ぶ、 淺原其 故 を 問 ふに、 冥官 

答て 曰、 是は^ 婆に あ， 0 し 時、 此男 は醫師 也、 此 女の 
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夫 病 深き を 療治せ しむる に、 醫と 女と 正な き密寧 し 

て、 夫に 惡し き藥を 與へ、 女 荒け なく 當り て 殺し つ ゝ 

夫婦と 成りき、 二人ながら 死して 今 此の 苦み を受る 

と 云、 又 或 所に は 尼法師 多く 裸に て、 熱鐵の 地に 蹭ま 

り 居た る を、 獄卒 來 り て 牛馬 の 皮 を 着せ 稷 ふに、 尼 も 

法師 も 其 儘 牛 iH^ になる、 是に 磐石 を 負せ 鐵の 鞭を以 

て是を 打つ に、 皮 破れ 肉 そげて 血の 流る、 事 瀧の 如 

し、 淺原又 問 ふ、 曰是は 人間に ありし 時、 尼と なり 法 

師 となりて、 作らす して 飽 まで 食 ひ、 機 をら すして 

暖に 着て、 形 は 出家ながら 戒律 を 守らす、 心に 慈悲な 

く學 道な くして、 徒らに 施物 もら ひける 者 共 也、 此故 

に 畜生と なりて 信 施 を 償 ふと 云、 又 或 所 を 見れば 俗 

人 多く 牛禹と 成りて 苦を受 く、 是は昔 代官と して 百 

..  あぶら 

姓 を 取 倒し、 妻子 を沽 却せ しめたり、 百姓 辛苦の 肪を 

はか， 9 取る、 是も 施物に 同じから す やと 云、 最後に あ 

る 地獄に 至る、 猛火 殊更に 燃揚 り、 數百 人鐡の 地に 坐 

し 手 杻首械 を さ、 れ、 五體 さながら 燃 焦れ、 焰 みろ 

みちたり 1$ 蛇來り て 其 身 を 纏 ひ 血 を 吸、 又 鐵の嘴 あ 

る 鷹飛來 b 、罪人の 肩 を 踏へ て 眼 を啄ぱ み、 肉 を 引裂 

き 食 ふ、 泣き叫ばん とすれば、 猛火の 烟 咽に 迫り、 苦 
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み 云ば か" なし、 肉靈 きて 骨 現れ 死 すれば、 凉 しき 風 

吹來 り、 又 元の 如くに して 蘇る、 淺原其 故 を 問に、 曰 

是は 往昔 鎌 倉の 上 杉 憲政の 子息 龍 若殿の 乳母 妻 鹿 田 

新介、其^-:^^三郎同三郞助其外親類都合廿人、巳に患 

政沒落 の 時 、主君 龍お 殿 を つれて、 敵 北 條氏厳 に 渡し 

て 降 人に 出たり、 主君 を 殺した る 天 詩 あたり、 此廿人 

哲氏康 に 殺され、 死して 此 地獄に 落て 億 萬 劫 を經る 

と 云と も、 浮ぶ 時 有べ からす、 其 外の 輩 も 皆 主君 を 殺 

し 不忠 を 抱き、 國家 を. U ぼしけ る 者 共 也と、 こま ご 

まと 語る、 其よ， 9 淺原冥 官 につれ て 門 を出づ ると 覺 

えし かば、 忽ちに 蘇.^、 隣の 孫 平 は 如何にと 問 ひけれ 

ば、 其： 松 又 穴 ri 敷 なれり、 是 によりて、 淺原 儒學を 捨て 

て 建 長 寺に いたり、 參學 して 醒悟發 明の 道 人と な 

ナ， り、 

〇 夢の ちぎ hv 

大 永の 比 ほひ 卅 m 左 近と 云 者 あり、 武 e: を 出て 凡 下 

となり、. H 城の 淀と 云 所に：^ みけり、 心 ざま 優にして 

情け深く、 然も 無雙の 美男 也、 家 富て 豊かな， - けれ 

ば、 人恃惡 しく も 云 はや、 年廿 二に 成まで 妻 を も迎へ 

す、 只 色好みの 名 を 取たり、 橋 本と 云 所に 田地 を 持け 


れば、 秋の 末つ かた 田 を 刈らせむ とて、 舟に のりつ 

つ、 行 く- ^橋 本の 北に 酒 賣る家 ありて、 住居 賑々 

しう 內の體 奇麗に 見 ゆ、 舟 田 は 舟 を 家の 後ろの 岸に 

着けて、 酒 を 買て 飲ん とす、. 出て 此方 へ とて 呼 入し 

に、 かけ 造りに したる 亭に 上る、 亭の 西の方に は 古り 

たる 柳 枝 たれて 虹 葉に 交 はり、 嵐に 散り 落ち、 下葉う 

つ ろ ふ 萩が 露、 枝 もと を 、 に 重げ なり、 秋 を 哀しむ 蟲 

のこ ゑ、 尾花が 本に 弱り 行き、 籬の菊 はへ fe^u? ひ、 釉の 

香り を誰ぞ とも、 仇に 床しき 心地 ぞ する、 北の方 を 見 

渡せば、 淀の 川 波 浮沈む、 鷗の聲 は 遠近に、 遊ぶ 心ぞ 

知ら まほし、 揚 枝が 島 も 程近く、 港の 院も愛 なれ や、 

水 野 を 過て 山 崎 や、 うど 野に つ > く 三 島 江まで、 只 一 

目に ぞ見 わたさる 、、あるじぶ  133 し酒勸 めて、 是は松 

江の 鱸に は あらね ども、 彼の i 惠法 印が 庭の 訓に、 名 

を譽 たる、 淀 纏の ii とて 取り 供へ て 出したり、 又 これ 

は „JK 中の 尊 菜に は 侍 ベら ね ど、 K 之が 詠めに つみた 

る、 水 野の 滞の 极开 にて 侍べ るな ど、 心 あ..^ げ にもで 

なしければ、 舟 田 あ る じの 心 を 威 じて 數盃を 傾たり、 

この家に娘ぁ..^、年十八許り、未だ何方にも緣を結ば 

す、 亭に續 きたる 一 間の 部屋に 住みけ. 5、 親元より 豐 


成ければ、 歌雙 紙なん ど 多く 求て 讀せ、 手 は 勝れね ど 

も 物 かく 事 流る、 が 如し、 心 ざま 優しく 情け あり、 舟 

田が 亭 にあり ける を 見て 心 惑 ひしつ、、 帳の 隙より 

さし^き、 或は 顔 を 皆ながら 差 現 はし、 或は 帳の 外に 

立、 又 內に引 籠り、 又 帳よ.^ 外に 出つ、 耻 かし さも 忘 

れて 焦る 、許 .o- なまめ きた hN  、舟お 是を 見る に、 女の 

顏容ち 世に 類 ひなく 美く しく 輝く 許，..' に覺 えて、 知 

らす我 魂 も 女の 狭に 入ぬ らん、 互に 心 を 通 は せて、 

目と 目 を 見合せ 侍べ りし か 共、 }5={に 一 言葉 を 云べき 

由 もな く、 日已に 傾きし かば、 舟 田 は 暇 乞して 座 を 立 

て 舟に 乘り、 我 宿に 歸り しか ども、 只 其 人の. 面影の 

み、 身に 染む 秋の 風 さへ て、 獨 まろ 寢の 床の 上、 知ら 

ぬ淚ぞ 落に ける、 其 夜の 夢に、 橋 本の 酒賣 家に 行て、 

後の 川岸より 門に 入、 直に 女の 部屋に， 至り ぬれば、 部 

尾の 前に は 小さき 造. 9 庭 ありて， さま < ^に蠱 たる 

岩 組、 峯 よりく だる 谷の 装 ひ、 麓よ. > 傅 ふ 道の 續き、 

風情 面白く、 山より 山の □□ なれる に、 洲濱の 池 は 水 

淸く、 さ、 やかなる 魚お ほく あそび、 汀に 生る 忍^、 

窓に 飛 交 ふ 螢火の、 消え 殘 りたる 秋の 暮、 鈴虫の 聲幽 

かなり、 軒に は 小鳥の 籠 ひとつ 懸けて、 焚し めら かし 
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たる 香の 匂 ひ、 心 もつ よく 焦が るら む、 机に は 美く し 

き 菊の花 少し さして 視箱 あ， 9、 床に は 源氏 伊勢 物語、 

其 外 おもしろく 書た る 雙紙を 精 重ね、 壁に 寄せた る 

東 琴 は 思 ひ をのぶ る 慰 かと、 目留 る 心地して 立た b 

ければ、 女 は 是を 見て 嬉しげ に 近付き、 打 笑みて 舟 ffl 

が 手 を 取. 0 閨に 入て、 心に 積る 言の葉 百夜 も盡 じと 

打 び、 互に 契り を 交し まの、 水の 流れて 終に 又、 末 

は 逢瀬 をなら しば や、 しばし 人目 を 忍ぶ 草、 其 關守こ 

そつら からめ 杯、 さま - 語ら ひける 程に、 人の 別れ 

を 思 ひ 知らぬ、 八 聲の鳥 もけ うとげ に、 早 や 明 方と 打 

しきれば、 燈 火の 色い と 白く、 窓の 本に 夢は覺 めた 

り、 是 よ.. H 母 夜 夢の 中に 行 通 ひて、 契 をな さぬ 夜 はな 

し、 或 夜の 夢に は、 女 琴を彈 きて 想 夫 戀の曲 をな す、 

其 爪音た へに して、 饗は雲 路に至 るら むと、 いとい 情 

ぞ色 まさ. 9 ける、 或 夜の 夢に 又 かの 家に 行たり けれ 

ば、 女 白き 小袖 を 縫たり しに、 舟 ffl 燈火 を播 あぐる と 

て 小釉の -フ へ に 、燈花 を お として 痕 つ きたり 、又或^:^ 

の 夢に は、 女 白金の 香合 を 送る、 舟 田 水精の 玉を與 へ 

たり、 夢覺め ぬれば 香 八 口 は 舟 田が 枕 もとに あ h- 、我 水 

精の 玉 はなし、 大きに 怪み思 ひ、 

四. n 
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君に かく 逢 夜 あまたの かたら ひ を 

や とし. 9 つ、 さ めす あらな む 

と 打 詠めて は、 餘 りに 堪が たかりければ、 舟に 棹 さし 

て 橋 本に ゆきつ、、 彼の 家に 立 入り 酒 を 求めし に、 あ 

る じ 出で、 舟 田 を 見て 甚だ 喜び、 內に 呼び いれて 殊 

15{ に 持 はやす、 斯て 物語し ける やう、 某 只 一 人の 娘 を 

持つ、 年 未だ 廿に 足ら や、 去年 秋の 慕に 君 こ、 に酒飮 

み 給 ふ 時、 娘 見 まいらせし より、 思 ひ 初めて 終に 病と 

な， 9、 只欝々 として 眠れる が 如く、 獨言 する 有さ ま 

酒に 醉 たるに 似た.^、 醫師を 頼みて 治 すれ 共、 露ば か 

^の驗 もな し、 陰陽師に 藤 ひせ さする に、 猶 重く 煩 ひ 

て 心地 正しから や、 折々 は 舟 田 左 近と 名 を 呼ぶ 事 あ 

,0、 しかも 昨 H 云 やう は、 明 H は 君必す こ、 にお はし 

まさん と 云 けれ 共、 例の 狂氣 より 云 ふ 事な らんと 思 

ひ 侍べ りしが、 君け ふ來 b 給 へ り、 是 ひと へ に 神の 吿 

給 ふ 所な らん、 願く は 君是を 妻と し 給へ、 侘 て す む 某 

の 跡 殘，. ^なく 参らせむ と 云、 互に 名字 を あら はし、 や 

がて 領 掌して 娘の 部屋に 入ければ、 部屋の 體 庭の 面、 

^夢に 兒 たるに 違 はす、 女 其 ま、 枕 を あげ 心地 正し 

くな りぬ、 其 顔 容物 言ひ聲 つき 聊も 夢に 替ら す、 かく 


て 女 語る やう、 去ぬ る 秋の 比 君 を 見 初 まいらせ しょ 

. ^、其 物 思 ひ 胸に 塞がり、 面影す でに 身 を 離れす、 夜 

毎に 君に 契る とい ふ 夢を見る 事、 如何と もい ひしら 

すと 云に、 舟 田が 夢 も 其 如く、 小 釉に燈 花の 落た る痕 

あり、 琴を彈 たる 曲の 名、 香合の 事 皆 夢に 同じ 夢 也、 

是を 開に、 驚き 怪します とい ふ 事な し、 まことに 舯 

の 行 通 ふて 契り 淺 からす、 わりな きな から ひと ぞ閒 

えし、 

〇 一 睡 三十 年の 夢 

享祿四 年 六 n: に、 細 川 高 国と 同名 暗 元と、 攝州天 王 寺 

にして 合 戰す、 高國收 北して 尼 崎まで 落 行きつ 、道 

狹 く？ -て 自害した， り 、家人 遊 佐七郞 は、 牢浪 して 芥川 

の 村に 隱れ 居た. 0 しが、 京都に 上. 0 て 如何なる 主君 

にも 仕へ 奉らん と 思 ひ、 中間 一 人め し 連れて 都に 赴 

く、 山 崎の 寳 寺に 詣 うで、 休 居た るに、 頻に睡 きざし 

ければ 、東の 廊下に 暫く 臥 侍べ りし、 夢に 見る やう、 

ぶ をと こ  やま も • 

寺の 門前に 出ければ、 一人の 夫 男 一つの 藍に 楊 梅 子 

を 入れて 休み 居たり、 遊 佐 立 寄りて 誰 家の 者 ぞと問 

ば、 山 崎の 住人 交野 次左衞 門が 家に 召使る 、者 也、 交 

野 殿 は將軍 家に 属して 打 死し 給 ひ、 一人の 娘お わし 


ます、 西の 郊の石 尾 源 五 殿の 妻と な. 9、 源 五 殿 は 三 好 

に 打れ 給 ひ、 今は孀 にて 歸り住 給 ふ、 年い まだ 二十 一 

也、 母 は 六十 有餘 にて 才覺 すぐれ 給へ り、 一 門の 末な 

らば 重ねて 聱に 取り、 家督 を讓 b 參ら せむ と 仰 あ. 5 

と 語る、 遊 佐 これ を 開て、 吃と 思め ぐらせば、 交野が 

妻 は 我姨也 久しく 便りう しな ひ、 何方に あり i ^〈聞 ざ 

-9 ける、^ は 山 崎に 住 給 ふか、 尋 行て 名のらば やと 思 

ひ、 男に 具して 尋 行たり ければ、 姨に まが ひもな く、 

互に 名乘合 ひける に、 姨嬉 しさの あまり 淚を 流し、 內 

に 呼 入れて 一族の 行衞 を尋ぬ 問に、 それ 彼 多く は 皆 

打 死して、 七郎 斗ゎづ かに 存生ら へた.^、 姨の云 ふや 

う、 我賴. ^とて は 娘 只 一 人 あ， 5、 和 殿 は 又 自が甥 也、 

睦く戀 しき ぞゃ、 京に 登らす ともあれ かし、 聱 になし 

て 心安く 見ば やと 云、 遊 佐 嬉し く 思 ひやが て 約束し、 

明 rn こそ 吉日 なれと て 親しき 輩 を 呼び集めて、 さま 

ざま 調へ て緣を 結ぶ、 妻の 女房 を 見れば 顏容 みやび 

ゃかに美くしか..^ければ、ぃとぃ嬉しさ限りなし、婚 

鱧の 用意 甚だ 花麗 なり、 s ごとに 客 を 集めて 酒宴に 

およぶ 、遊 佐も樂 しみ に ほこ.. >  て 思 ふ 事 もな し、 或 日 

京都より 兩使 あ. -、 將 軍よ. 9 召 給 ふ、 急ぎ 上洛し ける 
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に、 公方の 御氣色 こ、 ろよ く、 則 一 萬 貫の 所 知 を 下さ 

れ河內 守に 任せら る、 かくて 京都に 伺 公す る 事 一 一年、 

其の 間に 公方の 相伴 衆に なされ、 威勢 高く 肩 を 並ぶ 

る 人な し、 已に御 暇 給 はりて 山 崎に 歸り、 要害の 地 を 

點 じて、 家 造. - 夥しう 取 立てた. o、 召使 ふ 上下の 侍、 

出入 輩數 しらす、 門外に は 繋ぎ 馬の 斷る隙 もな く、 諸 

方よ，. > 集 ひ來る 使者 日 ごとに 多し、 早 や 三十 年の 星 

霜を經 て、 男子 七 人 女子 三人 を 持たり、 男子 四 人 をば 

京都に 上せて、 將軍 家に 舉 公せ しむ、 女子 二人 は津の 

國河內 の 間に 遣して、 武家の 名高き 細 川 某の 新婦と 

なし、 兄弟 を聱 とす、 內 外に かけて 八 人の 孫 を まう 

け、 一家の 繁昌 この 時に あたれ b- 、か、 る 所に 思 ひが 

けす、敵三千餘騎にて押寄せ、0方ょ..^耍害に火をか 

け、 をつ くりて 責入 たり、 妻子 驚て 泣き叫び、 家人 

は 恐れて 落 失ければ、 防ぐ ベ き 力なく、 腹 を 切らん と 

する 所に、 敵 はや 打 入りて 引 組 生 捕 ほどに、 是れに 組 

合て 押 返し 刎 返す と覺 えて、 汗水に なりて 夢 はさめ 

た，^、 遊 佐 起 上りて、 中間に 今 は 何時 ぞと 問に、 日 は 

未だ 未の 刻と 答 ふ、 只 一 時の 間に 三十 年を經 たり、 思 

へ ば 是邯鄲 一 炊の 夢、 善き も惡 しき も 此世は 夢 也と 
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悟， 9 て、 中間に は 暇取らせ、 我 身 は 直に 發 心して、 高 

野 山に 籠. 9 て 道心 堅固の 修行者と な b ぬ 、 

よみが へ ろ あやしみ 

〇 入棺 之 尸 ^ 怪 

古へ よ.. >  今に 傳 へて 世に 云、 凡そ 人 死して 棺に 納め、 

野邊に 送. 9 て 後に、 或は 埋 むべ き 塚の 前に 甦 トメ、 或は 

火葬す る 火の 中より 甦る もの あり、 ^家に 歸 さす 打 

殺す 事、 ti^ は 病 重 く  f -て絕 死す る 者、 若 は氣の はづみ 

て 息の ふさが. 5 し 者、 或は 故 あ て 迷 塗 を 見る 者 あ 

り、 是等は 定業 天 年 未だ 盡す、 命籍 未だ 削らざる 者な 

れ共、 本朝の 風俗 は 死す ると 齊 しく、 尸 を 納め 棺に入 

て、 葬禮を 急ぐ 故に、 假令 甦る とても、 葬 場に て 生た. 

る をば 屍 さすし て 打殺す、 誠 に殘 りお ほし、 され ば異 

國 にして は、 人 死 すれば まづ 燈 と 云 事 をして、 魔に 

葬送 はせ す、 此 故に 喾 典の 中に、 死して 三 H 七日 十日 

許.^ の 後に K19、 迷 塗の 事共 語.^ ける 例 を 多く 記せ 

り、 それ も 十： 《 以後 はまた 践る ベ き 子細 もな し、 頓死 

魔 死な ど は 心すべし、 されば 又 葬禮の 場に て践 りし 

をば 家に 庚 さす、 打殺 者 也と 云 ひ^ふる 事 も 故 あ. 9 

と 云、 京 房が 易 傅に、 至 陰爲レ 陽、 下人 爲， 上、 厥 妖人死 

後生と いへ. 5、 死人 久しく 有て 後に gj^J 事 はこれ 下 


I  ,   四 .5  

尅 上の 先 兆な. 5 とい ふ、 此 故に. て も 打殺す 事な 

,0 と 聞 ゆ、 大內 義隆の 家の 女房 死け る を、 野に 送り出 

し 埋まん とせし に、 俄に 甦. 0 ぬ、 打殺さん は 無下に か 

は ゆしと て 連れ i し歸 りしに、 髮は 刺り 落しぬ、 是非な 

く 尼に なり、 衣 を 着て 半年ば かり 有りて、 又 死た. 5、 

其 年 して 家臣 陶尾張 守が 爲 めに、 義隆は 國を追 出 

された. 5、 永祿 年中に、 光源 院 殿の 家の 下部 俄に 死 

ける を、 二  n まで 置 けれども 生 出 ざり ければ、 若き 

下部 共 尸 を 千 本に 送りて 埋まん とする に、 忽に 甦る、 

打殺して 埋まん と 云に、 此者手 を 合せ 泣き叫びて 助 

けよ とい ふ、 さすがに 不愍の 事と て、 つれて 部屋に 置 

ければ、 四 五日の 內に日 比の 如くな. 9 た. 9、 其の 年 五 

月に 三 好 松 永 反逆 を 起しぬ、 尸 は陰氣 にして、 雞れば 

陽に 成た る 也、 是下 として 上 を 犯す 先 兆 也と 云が 故 

に、 葬 所に て g^h- し 者 は、 二た び 家に 戾 さす 打殺す と 

なり、 此理は 有事 歟 無き 事歟、 さも あれ、 死人の 一 族 

は殘. 0 多く 侍べ らん もの を、 

. 〇 幽霊 逢， 夫 話 

野路の 忠太は 江 州の 者 也、 妻 は 同じ 國野洲 の 郡 地下 

人の 娘 也、 一 人の 娘 を 生み けれども、 半年の 後 死して 


又 子な し、 永祿 のす ゑの 年、 商 買の 事に よりて 鎌 倉に 

下" しに、 cn^ 他 阈亂れ 立ちて 道中の 通路 塞り、 三年 

あ ま..^ 歸り 上らす、 或 夜 の 夢 に 我が 妻 櫻の ^ に 居 て 、 

花の散..^落るを見て悲しみ泣く、 又 俄に 井の 本を晛 

きて笑ひけ，.^と、夢さめて怪しみ、 易者に 問ければ、 

花 は 風に 依て 散り、 井 は 泉路を かたどる、 此夢 よろし 

からすと いふ、 三日の 後便. 5 につけて 聞ば、 妻 風氣を 

いた はりて 死せ. 9 と 云、 忠太 悲し さ 限な し、 とかくし 

て 江 州に 歸. 9、 其 跡 を 慕 ひ 妻が 手 馴れし 調度 を 見る 

に、 今更の やうに 思 はれ 淚の 落る 事 隙な し、 日 比の 心 

ざし わりな き 中の 其 期に 及びて は、 さ こそ 思 ひ ぬら 

んと思 ひやる にも、 なに はに つげて 歎きの 色 こそ 深 

く 成 けれ、 寐 ても覺 めて も 面影 を だ に 嫌し くて、 

思 ひ寢の 夢のう き 橋と だえ して 

さむ る 枕に き ゆる おもかげ 

と 打 詠 じ、 若し 我戀 悲しむ 心を感 せば、 せめて 夢の 中 

にだに も 見え 來，. ^てよ かしと、 獨 言して： 《 を くらす、 

比 は 秋 も 半ば 月朗 かに 風淸 し、 壁に 吟 する きり <\' 

す、 草 村に すだく 虫の 磬、 折に ふれ 事に よそへ て、 露 

も淚も 俊き 爭ひ、 枕 を 傾れ どもい も 寢られ す、 はや 更 


かたに 及びて、 女の 泣聲 かすかに 聞え て、 漸々 に 近く 

なれり、 よ  \.聞ば我妻が聲に似た..^、忠太心に誓 

ひける は、 我 妻の 幽靈 ならば、 何ぞ 一 たび 我に まみえ 

ざる、 娑婆と 迷 途と隔 あ. 9 と は 云へ 其、 其 かみの わり 

なき 契り 死す とも 忘れめ やと、 其の 時 妻 は 窓 近く 來 

り、 我 はこれ 君が 妻な り、 君が 悲しみ 歎く 心 ざし、 黄 

泉に あれ ども 堪 がたくて、 今夜 こ、 に來り 侍べ りと、 

忠太淚 を 流して 云 やう、 心の 內に思 ふ 事 筆に もな ど 

か書盡 さん、 歌に つらね 詩に 作る とても、 言の葉の 末 

には殘 おほし、 願く は 一 たび 姿 を 現 はして、 まみえ 

給 はい 恨 は あら じと 搔ロ說 しかば、 妻 泣々 答へ ける 

は、 人間と 黄泉と 其 道 別にして、 逢 まみ ゆる 事 難し、 

又 現 はれて 見え 参らせん に は、 君 もし 疑 ひ 怪み給 は 

んと、 忠太 い よ/,^ 悲しく 思 ふに、 余 志 子と 云 女の 童 

を 召 つれて、 妻の 形 ほのかに 現れ 出たり、 忠太 問け る 

は、 佘志子 は 三と せの 先き 故 鄕に歸 りて、 {八ュ- しくな り 

け-^ と 風の 便， りに 聞 侍，：^ しに、 今 如何にして 愛に 來 

り しゃと、 余 志 子 答へ ける やう、 君の 御 事 如何に ぞゃ 

と 起き 臥し 案じ 參ら せし かば、 思 ひの 外なる 病を受 

け、 故 鄕に歸 りて 心地 やまし さ 彌ゃ增 さりて、 終に 墓 
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なく 成參ら せたり けれ：^ ハ、 黃泉 にして 又此君 打續き 

て 求り 給 へ ば、 それに 參.^ て 仕 へ 奉り、 今 も隨ひ 逢り 

た.^ と 云、 忠太燈 火と b- 內に呼 入し に 一 人の 姥 あり、 

あれ は誰ぞ とい へ ば、 妻の 云樣、 是 こそ 自が 乳母に て 

侍れ、 みづ から 空しく 成りし を 悲しみて、 今は賴 むか 

げ なしと て、 身 を 投げお しくな り 、今宵 も 隨ひ來 り 侍 

り、 生て 在る は 陽の 人な り、 死 すれば 陰に 歸り、 道隔 

,9、 住 か替れ ども 思 ひし 心 は替る 事な し、： 具官 巳に 君 

が 誠の 心 ざし を 感じ、 今少しの 暇 を 給たり、 千年に 一 

たび 逄見舉 る 嬉し さ、 やがて 別れん 事 を 思 ふに 又悲 

しく こそと て、 淚は 雨と 降りに け， 9、 忠太云 やう、 さ 

て 死し 行て 核 は、 何 を か 珍味の 食と する やと、 妻 云 や 

う、 黃泉は 臭 腿 さ きを 嫌 ふ 、只 殊更 に 用 ひ る 物 は 粥な 

りと 云、 忠太是 を 調 へ てす へ 渡す、 妻 余志姥 三人な が 

ら 口に 迎 へ て 食せ しと 見えし、 夜明けて 後見れば、 只 

サ； (儘に 殘 b たり、 妻の 云 やう 六と せ 其 かみ 襁褓の 中 

にして 、穴 v!  く 成け る 子 を 見 まく 思 ぼす や、 今 はおとな 

しく 成り 侍べ. 5 とい ふ、 忠太云 やう、 其 死け る 時 僅 

に 二 歲來 世に して 年 巧 を 重ねて 身に うけ 侍る かと 問 

ふ、 妻 答へ ける やう は、 更に 年月 を 身に うけて 積る 
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事 人間に 替 はらす、 されば こそ 死して 四十 九 ni の 中 

陰、 一 罔 忌よ， 0 初めて 五十 年忌 を Hj: ふ 事、 此 世の 年月 

にて 數 ふるな りと 云に、 死した る 子 現れ 來り、 父が 前 

に 跪き、 おとなし やかに 見えたり、 忠 太；， み」 流し 髮搔 

き撫 で、 是れ だに 此 世に あら ば 妻が 忘 れ 記念 とも 見 

る べき を" 汝 死して 後 ふた、 び 子な し、 汝こ、 に 在ら 

ば さ こそお となし く、 我 も 嬉しう 侍らん に、 今夜 を 限 

りに またも 見 まじき や、 あな 恨めしと 床しき 者 かな 

と て 播抱 かんと すれば、 雲煙の ごとくに て 手に も 溜 

らす、 消失 せて 形 ち もな し 、 忠太 問け る は 黃泉 にて は 

いづく に 住 給 ふと、 婦云 やう、 君の 先祖 野路の 姓の は 

じめ、 第一 代 は 一 の 座に おはします、 其 容ち鬼 王の 如 

し、 其 次々 は 天地に 満歸 りて 座に 在らす、 君の 祖父 祖 

母 父母 姉？， 力お なじ 所に おはします、 自は 姑の 右の 方 

に 座し 侍べ りと い ふ、 また 問け る は、 新く 住所 定まり 

て、 祌靈物 知る 事 侍べ らば、 如何で 本の 容 ちの 中に 立 

返 り て 生 給 は ざ る や 、妻 答 へけ る やう.、 人 死し て 魂 は 

陽に 歸，. ^魄ば 陰に かへ る、 司 命 司 錄の官 あ b て 皆 記 

し 留め、 容ちは 土と なる、 に 鬼錄に 載せられて 心の 

ま、 に歸 さす、 譬 へば 夢の 中には 我 身の 在る 所を覺 


へす、 魂魄 斗り さまぐ の 事 を 見る が 如し、 みづ から 

死して 後 は 死せ し 所を覺 えす、 雜禮の 場 を も 知らす、 

容 ちの 在る 所 を も 知らす と 云 ふ、 歎愁 へて 物語す る 

ほどに、 ^^もはゃ深過たり、又問けるゃぅ、死して黃 

泉に 集る 男女 互にに 夫婦と なる 事 あり やとい ふ、 答 

へて 曰 有る 事 は あれ 共、 道 を 知る は 二た び 妻 を 求 

め や、 妻 死して 後 に 又 行 逢 て 語ら ひ、 肖 節の 女は靈 ね 

て 夫 を 持た す、 娑婆の 夫 死して 後に 又 集. 9 て 失婦と 

なる、 それ も 心 だて 邪に、 漫.： >  に惡を 作る 者 は、 死し 

て 後、 男 も 女 も 地獄に 落され、 夫婦と なる 事 協 はす、 

譬 へば 世の 人 科 を、 かせば 牢舍に 入られて、 夫婦 一 

ところに 住む 事 協 はざる が 如し、 自をも 西の 國 なる 

高 家の人の 妻に せむ と 計ら はれし を、 桌 潔の 心 ざし 

有 ゆ へ に、 逃れて 獨住 侍べ ，9 と 云、 忠 太いと  >  わりな 

く 悲しくて、 千夜 を  一 ^に 今宵 は 殊更-夜 も 長 かれと 

侘 ける 中より、 鳥の 聲 鐘の 昔、 はや 明 方の 橫雲 よ. 5、 

遠近 人の 袖 見 ゆる 比に 成し かば、 妻 泣 々小袖の 衣 裏 

をと き、 形見に 殘 して、 

わかれての かたみ 成け り ふぢ 衣 

ゑ. 5 につ 、みした まの 泪は 
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忠太淚 と共に 形見の 物 受収、 黄泉の 中に も 忘れ 給 は 

すば、 是を 見て 慰めと せよ とて、 白銀の 香 熄を取 出 

し、 妻に 與へ つ 、、 

なき 魂よ ことなる 道に か へ ると も 

おも ひわす るな 釉 のうつ 香 

さて 重ねて はいつ か 逢瀬の 時 成べ きと 問 ひければ、 

今よ， 0 四十の 年を經 て、 長き 契 を 待べ き 也と て、 聲も 

惜 まや 泣き叫び、 出で 行く 姿 は をの づ から、 朝明けの 

霧 間に 隱れて 失せに けり、 忠太 今の 世の中 ぁぢ きな 

く、 髮 そり 落し 衣 を 墨に 染め、 諸國 行脚して 住所 を 

定めす、 後ち 終に は 高 野の 山に 登. 9、 經讀み 念佛し 

て、 妻の 菩提 を ひ、 一 座 花臺の 往生 を 願 ひけら、 
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伽 婢子卷 之 五 

C ど- T カザに 

京都 四條の 北大 宮の 西に、 いにしへ 淳和 天皇の 離宮 

ありけ る、 愛 を西院 と名づ く、 後に 橘の 大 后の 宮住給 

へ， 5 と 云、 時世 移りて， vn 殿 は皆絕 えて 僅に 名のみ 殘 

り、 今 は 農民の 住家と なれり、 文明 年中に 長柄の 僧都 

昌 快と て學行 すぐれたる 僧 あ. o、 世 を 厭 ふて 西院の 

里に 引 籠り、 isf 庵 を 結びて 靜 かに 行 はれし に、 或 H: 怪 

しき 人 尋ねて 入來 る、 年 五十 許り、 其 姿 甚だ 世の常な 

らす、 頂圓 くして 下に ある 帽子 を かづき、 直 衣の 

色淺黃 にて 其 織りた る 糸 細く、 輕ら かに 薄き 事蟬の 

ち * ぶ かやみ ち 

つばさに 似た..'、 自ら 秩父和 通と 名乘 りて、 都と さ 

し 向 ひ 坐して さま，^ 物語りす、 我 は 元是武 州秩父 

郡の 者 、巾 比 都に 上り 、それよ. 5 本朝 諸國 の內、 行か 

ざる 所 もな く 見ざる 所 もな しと 云、 僧都 心に 思 はれ 

け る は 、是眞 の 人に あ ら じと 推量 な が ら、 しば/^ 

問答して 時 を 移す、 i 〈言 三部の 秘經、 雨 界の曼 茶羅、 

印 陀羅尼、 灌 頂の 事まで も、 其 深き 理を ii ぶる に、 


僧都 未だ 知らざる 事 多し、 それよ，^ 世の 移り行く 有 

さま、 昔 今の 事 親 あたり 見た るが 如くに 語りけ り、 僧 

都 問け る は、 君の 帽子 は 本朝の 制 法に 似す、 外圓 くし 

て內 方なる は 何故 ぞ やと、 和 通 答へ ける は、 凡そ 天地 

萬 物の 形 品々 ありと 雖、 つ^まる 所 は圓き 方なる 二 

つの 外な し、 我 外を圆 かに 心 を 方に す、 天の 形ち は圓 

く 地の 形ち は 方 也、 圆きは 物に かたよらざる 所、 方な 

る は 物の 正しき 所 也、 されば 我が 道 は 萬 物に 偏らす 

して、 しかも 萬 物に はづれ す、 正く して 曲り 歪ます、 

是を現 はして 頭に 戴けり と 云、 僧都の 曰、 君の 直 衣 は 

甚輕ノ 、細して 薄し 1 是 何れの 國 よ.^ 織 出せる と、 和 通 

答へ ける は、 是五銖 の 衣と 名 付く、 天上の 衣 は 三銖と 

い へど も、 下 天の 衣 は 皆 iis! き 五 銖六銖 なりと いふ、 僧 

都、 さて はいよ 人間に あらす と 思 ひて、 重ねて 問 

けるは、君ま^iは如何成る人ぞ名乘り給 へ と 云に、 此 

人 打 笑 ひ、 僧都の 道心 深き によりて こそ 來 りて 物語 

はすれ、 我 名 を 名乘 るに は 及ばす、 やがて 名 乘らす 共 

知ろ しめされむ もの を、 今 は H も暮方 也い とま 申さ 

むと て 座 を 立て 出る、 北 a 仃く跡 を認て 見れば、 庵の 東 

の 方 二十 間 許.^ にして、 竹蔽の 前にて 姿 は 見失へ り、 
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明： n 里人 を賴 みて、 其 所 を 掘らせら る \ に 、三尺 許り 

の 下に 一 つの 箱 あ. 9、 其 中に 錢百文 を 得たり、 其 外に 

は 何もな し、 僭 都是を 取りて 見る に 和 銅 通 寶の古 餞 

な， o、 つらく 思 ふに、 秩父和 通 は 此錢の 精なる 事 疑 

ひなし とて、 地 を 掘. 9 ける 里人 を 呼て、 僧都 物語 せら 

れ ける やう、 此 人の 形ち 初めよ. 9 怪しみ 思へ， 5  、今是 

を 案す るに、 昔 本朝 人 王 四十 三代 元 明 天皇の 御宇、 七 

月に 武州秩 父の 郡より 初めて 銅 を： 頁る、 其 時の 都 は 

津の國 難 波の 宮に 在し ませり、 是 によりて 慶雲五 年 

を 改めて、 和 銅 元年と 改元 あ，.^、 此 年始め て 貢り し 銅 

を 以て 餞 を 鑄させら る、 されば 今此和 銅通寶 の古錢 

は、 其 時の 錢成 べし、 帽子の 外 圓く內 方なる も、 是れ 

錢の狀 也、 靑き 色の ひた、 れは、 是れ 銅のお ならん、 

五銖の 重さ は、 錢の 重さ を顯ら はし、 和 通と 名のりし 

は、 和 銅 通寶の 略せる 名 也、 秩 父の 者と 云 ひし は、 も 

と 銅の 出初めし 所 也、 それより 都に 上. o、 諸國 周ね く 

巡.. >  見 たると 云け る も、 錢 とな， 0 諸 國に遣 ひ 渡され 

し 事なる べし、 それ 錢の 形ち 外の 圓き は、 天に 形ど 

b 、穴の 方なる は 地に かたどり、 表襄は 陰陽な り、 文 

字の 數 四つ は 四方に かたどり、 其 年號を 3^ はして 天 
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下に 賑 はす 寶 とす、 錢 は是れ 足な くして 逮く 走. o、 翅 

な く，， て 高く 揚る、 容曲 わろ きも 錢に向 へ ば 笑 ひ を 

合み、 詞 少なき 人 も、 錢を 見て は 口 を 開く、 杜預に 左 

傅の 癖 あ.^、 樂 天に 詩の 癖 あ. 9、 樊光は 錢の癖 ありと 

い へ 共、 餞の 曲解 は人每 にあり、 欲深き 者 餞 を 見て は 

飢て食 を 求る が 如く、 貪り 多き 人錢を 得て は 病人の 

醫師に 逢に 似た b  、誠に 寳な. 9 とて 打 笑 ひ、 彼の W 文 

の錢を 分ち 里人に 與 へ 、 自ら 眞言 陀羅尼と な へ て 供 

養 を 遂げら る、 里人 それより 家々 賑 はひ豐 かにな. 9 

て、 僧都 を 敬 ひかし づきし が、 後に. 5 名が 亂に逢 ふ 

て 里人 皆 散々 にな，.^、 僧都 も 行方な く、 古錢 も^と b 

失な へ， 9 とい ふ、 

〇 幽靈評 二 諸將， 

甲 州の 郡內 に鶴瀨 安左衞 門と 云 者 あり、 その かみ は 

惠林 寺の 行者 に て * 後に 安藏主 と 名 付し が 、武 田信玄 

に 取り入て、 心ば せ才覺 あ， 0 ければ、 俗人に なされ 小 

知 給 はり、 鶴瀨 安左衞 門と ぞ云 ける.. 永祿： 内 〔貝 七 =1: 十 

五 、盂蘭盆 供の 營 みしつ、、 甲府に 出て 家 巾 拜禮の 

事相つ とめ、！：：； 已 に 慕が たにな りて、 惠 林：，；^ の 快 川 和 

尙に對 面せん L」 て、 西 郡に 赴き 侍べ b しに、 如何した 
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. ^けむ、 召；^ たる 中間 小者 跡 を 見失 ふて、 ； 人 も來ら 

す、 鶴瀨只 一 人 ゆく く 惠林 寺に 至りし かば、 門外に 

て 多 E 淡路守 に 行 逢 ひた. 9  、鶴瀨 思 ふ や う、 是 は 信 i 

公 秘藏の 足 輕大將 にて、 武男 力量 已に 家中に ゆるさ 

れ 、名 を 近國 の 諸大將 に 知ら れ 、信 州 隱山 に 於 て 鬼 

を 切りた る 程の 者なる が、 去ぬ る 癸 酉 極月 廿 二日に、 

正しく 病死せられ たり、 それに 只今 行 逢た る は、 若し 

夢に て や あるらん と怪 みながら 立よ..^ ければ、 いざ 

惠林 寺の 庭に 五三 人 集. 9 、 聖靈 祭りの 送り を營 むに 

能き 序でな， 5、 立 入て 遊び 給へ とて 打 つれて、 門の 內 

に 入たり ければ、 寺の庭に筵しき渡し中間小^|.;:ばら 

多く 人 を待設 くる を 覺ぇ て 、蹲 ま り 居 はべ. 9  、 暫く あ 

りて 越後の 長 M 謙 信の 家臣 直 江山 城 守、 北條氏 厳の 

家 Hi 北 條左衞 門 佐、 武田信 主 軍法の 師範 山 本 勘 介入 

道道 鬼 出來れ り、 山 本 は t 座に あがり、 直 江 其 次に あ 

.0、 北 條左衞 門 其 下に 坐して、 さまぐ 軍法の 事共 互 

に 物語りす、 北 條左衞 門 云 やう は、 そ も/^ 武田 信. 

は、 智謀 武 E?^ を 兼備へ て思盧 深く、 gaf 立い つも 堅固に 

して、 兵氣徺 ます 勢 ひ を 失な はす、 敵に 向 ふて 戰ふ時 

は 流水の 如く、 勝 軍に いた.^ て は 晴天に 星の 凝然た 


るに 似たり、 氣 象の 潔き 事 水精 輪に 例 ふべ しと 雖も、 

自ら 武勇に 誇りて、 諸 將に和 を 求めす、 獨り戰 國の間 

はさめ 

に 揷られ て、 一 生： 史に 敵の 爲に苦 めら る、 其の 軍 さの 

備へ虛 實の勢 分 を 守る といへ 共、 更に 奇 正の 術 を 兼 

ざる 故に、 小利 を 得て 大に勝 iSff. なく、 戰ひ危 から やし 

て又大 なる 失 もな し、 其の 威 は 高く 輝きながら 草創 

の 功 を 遂げ や、 只 我領國 の 境 を 犯されざる 斗に して、 

終に 其 大業 を 立て 給 はすと 云、 山 本 勘 介入 道 云 やう 

は、 何れの 諸 將も皆 一 德 なき はなし、 た、.^ 一  術 を 守， 9 

て 偏にお ぼれ 、變化 無 方の 理 を 忘 れて、 大功 を 遂げ た 

ま はす、 さ e ば 長 尾 謙 一一 一一" は 北 越 1 雙 の猛將 なり 、其 生 

强毅 にして 健なる 事 肩 を 並ぶ る 人な し、 其 身 は 越後 

に 在ながら 威勢 を 東海 北陸に 輝 やかし、 敵と戦 ふて 

1 ろ ど 

は 破ら やと 云 事な く、  ^立 尖に して 變化奇 正の 術更 

に 我物と して、 大軍を 使 ふ 事 又 我 手足 を 働す が 如し、 

大敵 前に あれ ども 昆蟲 かと も 思 はや、 急に 打て 散ら 

す iSli- 砂 を 捲く が 如くに し 給 ふ、 誰か 其 鋒に 向 はんや、 

され ども 只 武勇 を、 逞 まし/.、 し； g ふの みに して、 さし 

もな き 小 軍に 兵 を 費やし、 後 を 顧みて 內に備 ふる 固 

なき を 以て、 其 身 勇 義を專 とし、 軍兵 忠信 あ. 0 と雖も 


っゐに 大業 成が たしと 云、 直 江山 城 守つ くぐと 聞 

て、 されば 何れの 諸大將 にも、 譽る 所に は 其德現 はれ 

て靑 天に も揚 るべ く、 誹る 所に は 瑕 出て 深淵に も 沈 

むべ し、 譽るも 誹る も 共に 一 定 しがた し、 彼 も 一 時 也 

是もー 時 也、 只 天命に 依らす して は 大業 は遂 ぐべ か 

らゃ、 其 中に 北 條氏靡 は 其 生れ 付、 尤も 溫和 にして 能 

く 人 をな づけ、 篤實 にして 又 道 を 修め、 軍立徐 かにし 

て 本 を 固 く  f - 、敵に 勝に を 借らす、 我 勢 を 量りて 兵 

を费 さす、 天の 福い を 待って 危き事 をせ す、 此の 故に 

取率遲 しと 雖も 得て 之 を 失 はす、 常に 權威 を內 に隱. 

して 謙讓を 外に 施す と雖 も、 時に-望みて は亂將 にし 

かす、 氏 康は只 和 を 好みて 兵 を 惜しみ 給 ひし 故に、 武 

勇 は M に 信 支 謙 信に 後れた るに 似たり、 され ども 守 

文の 德 のみ 勝れて 草創の 功業 を勵む 事の 怠り あ.^、 

玆をヌ て 遂に 大業 を 立 給 ふ 事 協 はすして、 其 威名 聊 

か 低 たるに 似た- 5 とい ふ、 お 時 多 田 淡路守 進み出 

て、 諸將の 評議 一 端其理 あ. 9 といへ 共、 我等 如何で 名 

將の 奥義 を 量ら ひ 知らん や、 定めて 深き 心 ある べし、 

それ 千 丈の 堤も螻 蟻の 穴より 崩る といへ. 9、 信 支 謙 

信 氏 厳 は、 今 戰國の 中 諸 國諸將 の 間に 尤も 秀で、 良將 


の 名 ありと 雖、 亦 諸國の 問に 黨を 結び 權を 立つ る 輩 

甚 多し、 若 其 中に 謀 不意に 起， 0. て、 小身の 大將に 倒さ 

る、 事 ある まじき 時節に あらす、 妓を 以て ^謙 信 

氏康 の三將 は、 鼎の 足の 如く 峙ち、 互に 威 を 振 ふとい 

へ 傍らに 小身 仕出の 大將を 懼れざ る に あらや、 近 

頃 尾 州 織 田 信 長、 已に 草創 大業の 志 あ.^ て 近 國を順 

が へ 、漸々 大 軍に 及べ り、 弘治丙 辰の年 駭 河の 今川義 

元、 さし も 猛將の ほまれ 有りて、 しかも 大^な. 9 し を 

一 朝に. C した.^、 信 長 深く 謀.^ 遠く 慮り 、剛強 武勇 智 

s?i 兼備の 信 玄に對 して、 親しみ 深く 緣を 求め、 伯母 を 

秋 山伯耆 守が 妻と なし、 其 娃を武 田 勝賴の 室に 納れ、 

使節 隙な く 甲 府に遣 はし、 さま <\« 昔 信を盡 して 只 

管 君臣の 禮の 如く、 信 玄の機 を 取. 5 追從 せらる、 A-O 

は 、是れ 暫く 信玄 の 武男を {s^ め 、後ろ を 心安く し て 前 

を打從 へんと す、 一に は 光源 院義輝 公の 御舍 弟義昭 

公 をと りた て 、 、義兵 を舉 ると 號 して 、軍兵 を 集め て 

敵 を 打ち、 二に は 軍の 法に 本末 前後 あ. り、 まづ五 幾. 2： 

の 弱 兵を贵 伏て 勢 ひを增 し、 東海 北陸の 强敵を め 

て 後に 討たん とす、 三に は 中國西 海の 弱敵に は 武威 

を 鳴らして 大に 威し、 柬 北の 剛敵 をば 謙 下. CS て. 3^ め、 
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已に 家中 漫 こり 第 兵 多く、 人に 先立て 京都 を 鏡め 給 

へ b  、今の 世に は 大業 定めて 信 長に 立べ し、 信 玄謙信 

氏康 は、 徒らに 我 領國に 勞れ死 給 はん 者 をと 云 ふに、 

座中 此事を 感じけ る處 に、 上 州 蓑 輪の 城主 長 野 信 濃 

守 入 求れ り、 是は關 東の 上 杉 憲政の 家臣、 譜代の 侍と 

して 智謀 無雙の 者なる が、 武田 信玄と 挑戦 ふ 事 七 年 

にして、 終に 病死せ しかば、 其の 子息 右京 之 進い く 程 

なく、 變 輪の 诚を 信玄に 打取られて 沒 落したり、 然る 

に 信 濃 守 今又此 座に 來. 9、 左右 を 見廻しけ るに、 山 本 

勘 介入 道 は 一 の 上座に 居て、 最無禮 な 、長 野 は會釋 

もな く 勘 介入 道が 座の 上に あが. 9、 刀の 柄に 手を掛 

て 云 やう、 山 本が 傍若無人の 有樣 こそ 心得られね、 汝 

は 如何なる 大功 を 成して 今 かく 高 上の 擧動を 致す ぞ 

やとて、 則ち 山 本を責 ていふ やう、 そ もく 汝に 三の 

大罪 あ， 9、 世の 人 更に 知ら や、 此の 故に 千年の il:! の 下 

まで、 恣に 軍道 鍛 の 名 を 盗め， 9、 今 我 これ を顯 はし 

て、 汝が 罪過 を隱 さすべ からす、 山 本 勘 介 Is^ に 色 を も 

失な はやして、 さら ば疾 々の 給へ、 つぶさに 聞 侍 ベ ら 

んと いふ、 長 野 云 やう 往昔 信玄 かりし 時、 色に 溺れ 

て 國家を 忘 給 ひし 時、 板 垣 信 形よ く 諫めて、 心 ざし 漸 


 辛 一一  

く 改ま h -、 敵 を 打ち 國を併 る 謀よ. 9 外に 他念な か 

b し 所に 、信 州 陬訪の 祝 部賴重 降參し て 旗下に 屬し、 

甲 府に來 b し處 に、 是を 打ちて 城 を 奪 はすば 馬の足 

を 立 ベ き 地な し、 然 らば 信 州 終に 手に入る ベ からす、 

賴重 をた ばかり 殺して、 信 州手づ かひの 地 を 求め 給 

へ と、 汝 之を勸 め參ら せ、 あえな く降參 の 人 を 殺させ 

た. 9、 窮鳥 懷に 入れば 獵者も 殺さす とこ そ 云に、 從來 

る 賴重を 打 事 は 無道 不仁の 心なら やや、 若是は 軍道 

の 習 ひ 智略の 一 つと も 云べき 歟、 情なき 所爲是 更に 

武道の 本意に あらす、 虎狼の 心に 齊 しと 云べ し、 それ 

に賴 重が 娘 容顔 美麗なる を 以て、 信玄 巳に 色に 惑 ひ、 

召 入れて 妾に せむ 事 を 思 ひて、 勘 介に 密談 せられし 

かば、 なに か 苦し かるべ きと 云 ひた.^ ければ、 迎ひ取 

,0 て 妾と せらる、 汝が 佞奸 甚だ 惡む べし、 人の 眞性を 

破， 0 正道 を 失な へり、 眼前に 首 を 白 凡の 下に 刎ら れ 

たる 敵の 娘 を 取りて 我 妾と し、 他の 憂 を 忘れて 己が 

愛に 供 ふる 摩 は、 是れ 仁者 のす る 所に あらす、 されば 

汝、 其 時 何 ぞ正理 を 以て 諫めざる、 彼 妾の 腹に 勝賴誕 

生 あり、 太郞義 信の ため 繼母 として、 しかも 辯 俊 利根 

の 女 なれば、 繼子翁 信を惡 みて さまぐ 讒言す、 信 支 


は 智盧淺 からぬ 人と 雖も、 色に 陷 b て 心を蕩 され、 讒 

を 信じて 義信を 殺し、 其 外 譜代 忠義の 家臣 飯 富 兵 部 

を 初めて 八十 餘 人の 士、 多年 舊 功の 輩 科な くして 殺 

されし 事、 ひと へ に 其 源 は、 汝が奸 曲 を 以て 諫 むべ き 

を 諫めす、 非道に 隨てロ を閉ぢ たる 所 也、 是 一 、 信玄 

の 父 信 虎 は强毅 不敵の 人に して、 偏屈 無 顧の 性 あ 

信玄 いまだ 晴 信と 云し 時 これ を 追放して、 次 郞信繁 

に 家督 を讓 らんと せられし を、 今川義 元は 信 玄の舅 

なれば 是に 心 を 合せ、 信 虎 を 稲 出し、 信玄 家督 を 奪 ひ 

取られた， 9、 信 虎は駿 河に 浪牢 して 氏 康の養 を受、 幽 

かなる 有檨 にて 月日 を 送られたり、 後に 信 我 身の 

不孝 を 思 ひ 知. 5 て、 信 虎 を 甲 府に呼 返し、 孝を龜 さん 

と 思 はれし を、 汝之を 諫めて、 信 虎歸. 9 給 は い 又惡心 

を 以て 家を亂 さるべし、 只 其 儘に 捨置 給へ とて 今に 

駿府に 流浪せ させ、 後代まで も 不孝の 名 を 信 玄に殘 

す 事、 是汝 が奸曲 不義の 所 也、 是ニ、 川中^^の合戰の 

時、 今：；！ の 軍の 支配、 勘 介よ く 謀る べしと て 軍 謀 を 任 

せられし に 、徒らに 謙 信の 陣を 西條山 に 見や. 9 て、 川 

端に 備を 立てす、 夜の 間に 川 を 謙 信に 渡され、 露 許 も 

之 を 知らす、 俄に 驚きて 備を 立てし に、 武田 方の 右 は 
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謙 信の 爲め 左に 受けて、 打 易き 所なる を 、義 信？ Hi 月 な 

ん ど云胆 弱の 大將を 右の 方に 倔へ させ、 一時の 間に 

破られた b  、謙 信 は 急に 取 挫がん とて、 自ら 眞 先に 進 

みて 信玄の 本陣 を 切 崩されたり、 西條 山に 向けられ 

し 軍兵 引返して こそ、 信. 1> ^已に 危 きを 逃れ、 萬 死 を 出 

て 一 生 を 全くせられ 侍れ、 典 慨信繁 諸 角 豐後初 鹿 源 

五郎 を 初て 大勢 打れ た， -、 軍は滕 に似て 人數 多く 失 

ひ、 汝も耻 て 打 死せ し は、 是 もと 備へを 誤る 故 也、 何 

を か 軍法 緞煉の 師範と すべ き、 是三、 然れば 汝は三 州 

の 牛 窪より 出て、 武道 修行と て 諳國を 廻り、 四 國の尾 

形に 逢 ひて 軍法 を傳授 し、 城 取の 繩 張に 大事 を 得た 

りと 云、 抑 汝が繩 張の 城 今に 至， 5 て何國 にあり や、 今 

川 家に 嫌 はれて 甲 府に吟 よ ひ、 信玄に 抱ら れて所 知 

にっき、 之 を 花 光して 駿 河に 行た る は 若輩の 所行、 世 

の笑稱となれ.^、幸に武田の家に用ひられ、軍法師範 

の 名を盜 みて 星霜 は 重なれ ども、 信玄 更に 大業の 功 

なし、然らば汝に於て又何の勳功ぁ..^_と云はん、汝は 

我が 敵 族 也、 目前に 見ながら 相 翁む、 是地府 の 大帝 許 

されざる が 故に、 如何と もす ベ き 道な しと 云に、 山 本 

入道 一 言の 返答に も 及ば や、 座 を 返き て 長 野に 讓る、 
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長野^5^ねて云ゃぅ、諸家の名臣麼々在すれ共、中にも 

我 は 一 城の 預. -也、 此 故に 一 の 座 を 占 侍べ..^、 尾籠の 

擧動は 曲げて 免る し 給へ と 云、 多 田淡路 守、 今 は ゆめ 

ゆめ 遣 恨 あるべ からす、 萬 事 休し 去れば 一 夢の 如し、 

只 酒の みて 遊び 給へ とて 酒肴 取 出せば、 互に 數盃を 

倾 けたり 、長 野 歌 ふて 曰、 

義 重命輕 如，； 鴻毛 ， 肌骨 今銷 沒，, i_ 

山 宜っ平 重 淵 宜ぃ塞 殘魂尙 誓 節操 高 

北 條左衞 門 佐うた ふて In、 

泉 路^々 隔ニ 死生， 落 魂 何 奈貽ニ 武名， 

古 什 仕 今來凡 是 夢 黄 t 水 峙，， 耳閜， 風聲， 

直 江山 城 守 歌 ふて 曰、 

物換星 移 幾度 秋 鳥 啼花落 水 空 流 

人 問 何事 堪，： 憫 恨- 貴賤 同歸土 一  丘 

山 本 勘 介入 道 は 一 文 不通の 者、 只 軍道に 鍛練して 餘 

を 知ら ざ. 0 しが、 今此 席に 連. 0 ぬれば、 僅に 思ふ處 

云 はすして 止なん やとて、 

；牛生 智略 満 n 胸中， 拂 二 秋霜， 氣吐レ 虹 

身 後何謾 論，， 興廢， 可い 憐怨魂 鳴 二 深 叢， 

多 田淡路 守うた ふて 曰、 
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魂歸 二： 4、 漠 -魄歸 k 却 恨 人世 名聞 權 

三尺 孤 墳苦累 々 暫會， 一 幽客， 惠林邊 

鶴 瀨是を 見聞く に 怪し さ 限な し、 そ も 夢 か 夢に あら 

ざる か、 娃は惠 林 寺の 庭に して、 其 事 は 故人の 事 也、 

然らす は 我 死して こ、 は 又迷途 か、 子細 を 尋ねば や 

と 思ふ處 に、 貝 太 鈹の音 聞え しかば、 座中の 輩 心得た 

^とて、 傍なる 太刀 かたな をつ とり-/^、 走 出る とぞ 

見えし、 一 人 殘らす 跡 方な く 消失せ て、 鶴瀨只 一 人 

惠 林.； jl:- の 庭に 坐して、 夜 は ほの ぐと 明けた り、 あ 

まりの 不思議 さに 急ぎ 甲府 に 立 屍り て 、 信玄公 に 對 

面して 密かに 此事を 語る に、 信 支 あざ笑 ひて、 汝は 

あだ こと 

狐にば かされて、 か、 る 化 事 を 見たり ける かと 無 興 

し 給 ひし かば、 鶴瀨 大きに 恐れて 郡 內に歸 り、 自ら 筆 

にしる して 箱の 中に 留めし とか や、 

〇 燒 t 有 n 定限， 

西の 京に 富 田 久內と 云 者 あ. 9、_=1^ き 時よ. 9 情深く、 慈 

悲 あっき 心 ざし あ. o、 或： Ht 家 を 出て 北 野の 天神に ま 

うでたり、 下向の 時、 茶店の 床に 踞 て 茶飲みけ る 所 

へ、 十二 三 許と 見 ゆる 小 法師 來 りぬ、 容の色 青ざめて 

勞れ た， 9、 久內 問け る は、 小僧 は いづく の 人 ぞと云 


ふ、 答て 云け る やう 、某 は 柬出邊 にある 者 也、 今朝 よ 

b此處彼處使とな，oて行巡，，^、まだ何をも<s{はす、師 

匠 坊主の 命に 從ふ許 b 身 も 心 も 苦しき 事 は、 又も 有 

ベから すと いふ、 久 內 聞て か は ゆく 覺ぇ、 餅 買て 食 

はせ なんどし けり、 彼の 小 法師 も 久內も 打 つれて 茶 

店 を 出て、 內 野の 方に 出る、 右近の 馬場に して、 かの 

小 法師 云 やう、 實は我 は 人に あらす、 火の 祌の 使者と 

し て、 燒. c 火事 の 役に ぁづ かる 、君 は 情深 き 慈悲 者な 

れば 語り 侍べ る、 明 H は 北 野內野 西の 京 皆 悉く 燒 

ぶへ し、 君が 家は燒 くま じ けれども、 私に 是を謀 ふ 事 

かな はす、 早 ゃ繩張 分量の 數に 入たり、 君 早く 家に 歸 

.9 て、 財寶 家の 具 取の けて 他所に 移-り 給へ とて、 我 は 

又 跡より 遲く 行かん とて 失せに けり、 久內 不思議の 

事に 思 ひ、 急ぎ 家に 歸り、 財寶 家の 具 共 持 運び 他所に 

移しければ、 人皆怪 みて 子細 を 問 ふに、 更に 語らす、 

强て 問ければ、 かう-,^ の 事と 語る、 之 を 聞く 人 嘲 わ 

ら ひて、 何條 狐に たぶらかされて、 有べ くもなき 事 を 

聞いて 歸り、 あはて ふためき て 家の 具 を 打外づ し、 資 

財 雜具を 取.^ 運ぶ、 定めて 普請の 料 を 費やさん 爲か 

なんど 訇 b 笑 ひたり、 今年 三月の ころ、 西の 京の 住人 
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等 、東の 京の 住人 等と 酒 飽 賣買の 事に つ き、 座 を 組み 

て賣 りけ る を、 座 を 破りけ る 故に 公方 へ 訴 へ た. o、 其 

時の 管領 畠 山 入道 德本此 訴へを 聞く に、 束の 方に 理 

ありければ、 對决 及びて、 西の 京の 方法 皮 を 反く 科に 

落て 負けた. o、 西の 京の 酒麵賣 る 奴 原 恨み 憤 b  、其 外 

の あぶれ 者 共 多く 語ら ひ、 北 野の 社に 集りて 入 籠る、 

管領 さま < ^中 さる 、旨 あ， 0 と 云 へ 北 〈更に 聞き いれ 

す、 是非に 東の 京の 酒 か うぢの 者 共 を 打 果たさん と 

す、 是に 依て 侍 所 京 極 某に 仰 ふくめ、 武士 を 遣 はし 

て 、彼 輩 を 搦 め 捕 b て 牢獄 に 入れ ん とする に、 とられ 

じと 防ぎ 戰 ひて、 文 安元 年 四 HE: 十二 日 、社に 火 を かけ 

自害し け. 9、 折節 魔風 吹 出て、 社 頸 僧坊 寶塔 廻廊 一 時 

に 灰 儘と な. 5、 餘煙民 屋に燃 付て、 西の 京 こと <\- く 

野 £^ となりぬ、 

〇 原 隼 人 佐鬼胎 

甲 州 武田信 支の 家臣 原 隼 人 佐昌勝 は、 加 賀守昌 俊が 

子な り 、父. 當國高 畠と いふ 所より 出て 、信玄 にめ し 使 

はれ 度々 の 動 功を顯 しける、 子息 掌 人 佐に 敎へ ける 

は、 鳥 獸這ふ 虫の 類まで 己々 一 っの得手ぁ，.^、 一  藝な 

き 者 はこれ なし、 况ゃ 人と 生れ、 殊更 侍たら む 者 は、 
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弓矢の 事に つけて は 一 つの 得手 をよ く 鍛練して、 是 

を 以て 主君 の 所用 に 立て 、御 恩 を 報じ 奉るべし、 徒ら 

に悸祿 V ゲ給 は. 9、 飽 まで 食 ひ暖に 着て、 邪欲 を かま へ 

義理 を 知らす、 一 藝 一 能 もな き 者 は 畜生に も 劣. 0 て、 

是は 天地の 間の 大盜贼 な. 9、  ：：！月 雲霧 草木まで 各 皆 

其の 益 あり、 無藝 無能に して、 人の 爲益 なく 却て 害に 

なる^ あ. o、 かまへ て 能く 心得よ と 遺言せ しと かや、 

されば 父が 後に 信玄に 仕へ て、 忠節 私な く 軍功の 譽 

れぁ. 0  、^中に 隼 人 はいつ も 諸 軍に 先立ち、 敵 國に深 

く 働き 入 時には、 陣ど b の 場 を 見立て 合戦の 場を考 

へ、 山川 谷峯 知らぬ 所 を、 案內者 もなくて 是を 悟り、 

道筋 小道まで も传路 分て、 先登 を 致す に 終に 過ちな 

く、 諸 侍^ 疑 ひを殘 さすと なり、 他 國と雖 も 陣所戰 場 

よく 見立て 、閑 道 水の 手 を考ふ る に 更に 過ちな き 事、 

神に 通せし かと 人 皆 怪み思 ひけり、 その かみ 原加賀 

守が 妻 は邊見 某が 娘 也、 加 賀守は 諸方に 馳向 ひ、 陣中 

に= を 渡り g: を m -ね、 家に ある 事 稀 也、 其 家 は 上條の 

地藏 堂の 邊り にあ. 9、 或 時 妻 産に 臨みし が、 甚 苦み 惱 

みて 終に 慕 なくなりし を、 加 賀守大 に 歎きな がらす 

べき 樣 なく、 法 成 土 寸 の 後ろに 埋 みて、 の 主と なしけ 
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b  、妻 其 死す る 時、 法 成 寺の 地藏 堂に 向 ひ 手 を 合せ、 

年 z;::: 比 念願し 奉る、 かま へ て 本願！； り 給 ふなと て、 

地藏の 賓號を i? へて 終りぬ、 加 賀守も 同じく 此 菩薩 

に歸 依して、 妻が 後世 みちびき 給へ と 祈りし に、 死し 

て百Hと云ふ夜半許，C^に、 八 旬 許りの 老僧 眉に 八 字 

の 霜 を たれ、 鳩の 杖に すが..^ 水精の 數珠 つまぐ. 9、 加 

賀 守が 家の 卢を敲 き 給 ふ、 開きて 見れば、 死した る 妻 

蘇へ り、 老 IE に 連れられて 來れ. 9、 大に 怪しみながら 

內に 入て、 拆 老僧 は 如何なる 人に て 在し ませば、 かく 

有難き 御 事ぞと 問ければ、 我 は 法 成 寺の 內に住 者 也、 

今宵 あからさまに 堂よ，^ 出し かば、 塚 俄に 崩れて 內 

より 女房の 出た，. >  、何者 ぞと 問へば 加賀 守が 妻と 云、 

此 故に つれて 來る、 よく 供養せ よと て搔 消す 如くに 

うせ 給 ふ、 不思議の 事に 思 ひ 人 を 遣 はして 見れば、 塚 

は 崩れて あ b、^ はとて 粥なん ど 食 はせ ける に、 初め 

はう と として 物の 覺ぇな きが ごとし、 斬く 七日 

の內に H 比の 如く 成りし かど も、 只 明らかなる 所 を 

嫌へ り、 次の 年男 子 を 生め 、此子 三 歳の 時、 妻 或：：： 

の 暮方淚 を 流して 云 ふやう、 我 は實は 人間に あらす、 

君と 未だ 緣深 か，^ し 故に、 上條 の地藏 菩薩、 冥 官に仰 


せて、 魂 を 免る し 放ちて、 三年 此 かたの 契 を 結ばせ 給 

へ b 、今 は 緣已に 霞 侍べ b 、暇た びて 歸る べし、 穴資 

我 塚 を捨給 ふな、 跡よ く 弔 ひて たべと て、 子 をば 置な 

がら 行方な く 失に け. 9、 塚 を 見れば 崩れたり と覺ぇ 

し は 幻に て、 草^々 として 生 茂れ. 5、 地藏 菩薩の 御 方 

便 申す も 愚な. 9、 信 支 此由聞 及び 給 ひて、 法 成 寺の 地 

藏堂を 作. 9 改め 供養 を 遂げた まふ、 それより 加賀守 

ふた ゝび 妻を迎 へ す、 彼の 男子 は 原擎人 佐な り、 十八 

歲 にて 初陣せ しょり、 萬づ 神に 通せし 如く、 奇特の 事 

多 か しも、 子細 ある 事な り、 
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〇 伊勢 兵 庫 仙境に 到る 

伊豆の 國北 條氏廢 は、 關 八州 を 手に入れ 威勢 大にふ 

る ひて、 しか も 武勇の 譽れ世 に 高し、 あ る. 時 浦に 出で 

て 遠く 南海に のぞみ、 澳の方 を遙に 眺め やりて 仰せ 

ける やう、 昔 鎭西八 郞爲朝 伊豆の 浦に ながされ、 夕 慕 

かたに 鳥の 翔け て 、澳を さして 行く を 見て 、定 め て 

海 巾に 島ぞ あるらん、 しからす ば 鳥の かけ.^ て、 夕暮 

がた 沖に 赴き 飛べき やとて、 舟 を 出して 鳥の 飛行 方 

に 漕ぎ 行きし かば、 鬼の すむ と 云 ふ 島に 到 h- ぬ、 これ 

今 云 ふ 八 丈が 島なる べし、 それより このかた は、 誰 人 

の 渡りし とも 聞え す、 願く ば 誰か 八 丈が 島に 行きて、 

さかみ 

その 有様 見て 歸る人 あるべき やと 仰せければ， 坂 見 

岡 江 雪 伊勢 兵 庫頭兩 人す、 み 出て、 我等 かしこに 赴 

き、 島の 體 よく 見て か へ ，9 侍べ らんと、 いと 易く うけ 

ご ひ、 大船 一 一艘 こしら へ 、江 雪 兵 庫 兩大將 として 同心 

1 一十 騎づ 、 さし 添 へ 、吉 H を擇 びて 海に うかび、 南 を 

さして 押し出す、 心の うちこ そ遙 かなれ、 伊豆の 沖に 
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は 七 島 ありと 云へ り、 何れと は 知らす 島 近く 押 寄せ 

し處 に、 俄に 風 變.^ 浪高 く揚 りて 雪の 山の 如し 、江 雪 

は 鬼 角して 一 の 島に 着きて 上， 9 しかば、 年 比 聞傳へ 

し 八 丈が 島に 着き、 島の 有樣 人の 粧 ひよく 見 巡りて 

歸&ぬ 、兵 庫 頭 は 吹 放 さ れ て 南 を 指し て 行、 夜畫 の 境 

もな く 十日 許 行きければ、 風 少し 吹 弱，. >  1 つの 島に 

流れ寄た，.^  、岸 に 上り て 見れば、 岩石 時 て靑き は碧璃 

il の 如く、 白き は珂 雪の 如く、 黄なる は 蒸 粟に 似て、 

赤き は 紅 藍 花に 似た. 9、 其 外 種々 の奇 石、 本の 地に 

して は 未見ざる 所 也、 草木の 有檨 又目馴 ざる 花 き 

木の 實 結べ b  、怪き 人 磯 近く 出た る 見れば、 頭に 羅の 

の 帽子 を 被き、 身に は 諸の 草木 を. 9 付た る直垂 に、 花 

形 付た る 履を穽 きた b  、年 比 一 一十 許なる が、 色 甚だ 白 

(> 眉毛 高く 鐵藥黑 う 付けて、 形 はもろ こし 人に 似 

て、 物言 は： n 本の 言葉に 通す、 兵 靡 頭 を 見て 大に怪 

み、 如何なる 者ぞと 問ければ、 兵 庫 有の 儘に 語る、 此 

人 云 やう、 こ、 をば 槍 浪の國 と名づ く、 日本の 地より 

は 南の 方 三千 里に 及べ -^、 是 より 觀 昔の 淨土、 補陀落 

世界 も 程近し、 いにしへ 淳和 天皇 の 御 時に 、橘の 皇后 

の 仰せに 依て 、惠奪 僧都と 云 法師 ばかり こそ、 彼の 補 
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陀落 世界に は 渡り けれ、 そのつ ゐ でに 此 島に 船 をよ 

せて 物語せられ しと 聞傳 へたり、 さし も遙 かなる 海 

上 を 凌ぎて これまで 來れ る、 さぞ や 疲れ 侍べ らん、 こ 

なた へ わたりて 心 を 休められよ とて、 家に つれて 歸 

り、 九 節の 菖蒲 酒、 碧 桃の 花藥酒 を 出し、 玉の 后 を も 

つて これ をす、 む、 兵 庫頭數 盃を倾 けしに、 神 氣爽ゃ 

かに 覺 えた.. >  、あるじ 物語す る 事、 保 元 le- 治の 間の 有 

檨、 今 見る やうに 述べ きこ ゆ、 その 家の 有樣金 をち り 

ばめ 玉 を 飾り、 家材雜 具に 到る まで、 みな 此 世の 物と 

も 思 はれす、 床の 上に 方 一 一尺 餘 りの 石 あり、 松風 石と 

名づ く、 內外透 通りて 玉の 如/、、 色 は靑く 黄な り、 七 

寶の 盆に のせて 又 七 贊 の 砂 を 敷きたり、 その 石谷峯 

の 道 分れ、 瀧の 白玉と び 散る かと^し まれ、 た い 水 昔 

の 落た ぎらぬ ぞ 石の 紋と はお ぼえ けれ、 まことに 絕 

世の 盆 山 也、 石の 腰より 一 本の 松 生 出て、 高 一 尺 七 八 

寸もぁ b なむ、 年經， CS たる かたち、 さ こそ 千と せの 赛 

秋 を いくかへ 知ぬ らんと、 昔の事 も 問 はま ほしき 

に、 枝の 問より 凉 しき 風 吹き出で、 座中に 満ち、 枝 か 

た ぶ き葉勸 き视々 たるよ そ ほひ、 九夏 三 伏の 氣 も自 

ら さめぬ ベ し、^ 蹈の帳 臺には 馬腦の 唐櫃 あり、 大さ 


三尺ば かり、 その 色 茜の 如くに して、 鳥け， た 物 草木 

の圖 いろくに 彫りつ けたる は、 更に 人間の 所爲に 

あらや、 又 傍に 一 つの 瓶 あ. 9、 大さ 一 石ぁま.^^を入る 

べし、 其の 色 紫に して 光 か いやき、 內外 透と を， 9 て 水 

精の 如く、 厚 は 一 寸ばか.^、輕きこと鴻の毛をぁぐる 

に 似たり、 內には 名 酒 をた へ て、 上 淸；^ ノ歡醴 と 云 ふ 

簡を 付た.^、 その 傍に 大き 二 斗 をう くべ き壶 あり、 そ 

の 色白く、 光り輝け り、 內に 名香 を いれて、 龍 火降與 

香と 云ふ簡 あり 、又 百寶の 屠を禱 篩て 壁に ぬ. 9、 瑶の 

柱 黄金 のとば 、銀の 檻 高く 見 上ぐ る樓 あり、 降 臭 臺 

と 云 ふ 額 を かけたり、 庭のお もてに は 見なれ もせぬ 

草木の 花 tfi れて、 二三 月の 頃の 如し、 孔崔 鸚鵡の 類 

ひ、 其の 外 色 一 者 面白く 名 も 知らぬ 鳥 多く、 木々 の 梢 草 

花の 間に 鳴 さ えづる、 十五 間の 廐に 立なら ベた る" ii^ 

共、 或は 毛の 色 碧なる 或は 糾靑 色な る、 その 中に 又 連 

錢 なる. m き黑 き檨々 の 名馬、 い づれも 五 寸六寸 、みな 

龍- iSl" のた ぐ ひな. -、 その 飼と ころの 林 は、 茅に 似て 白 

き 花 あり、 1^ に 餘の草 を 混へ や、，； 瑠璃の 色 を あざむ 

く： m  、秦 珊瑚の 光り をう つす 栗、 みな その 大さ 梨の 如 

くなる、 枝の 間な く 生 こだれ たり、 垣の 外 を 見れば 金 

„CT 婢子卷 六  . 


闕銀臺 玉 樓紫閣 、鳳の 甍、 虹の 梁、 雲 を 侵して 立 並べ 

り 、售樂 雲 に ひい き M ハ香砌 に 薰ゃ、 山際 に 行 き て 見れ 

ば、 I 条 より 落 つる 瀧つ ぼに！ S へたる 水綠 にて、 流れて 

出る 川瀬の 傍に 池 あ. 、一 一町 四方 も 有りなん、 其水甚 

强 くして 金銀と いへ 共 沈ます、 石 を投れ 北ハ猶 水の 上 

に 浮上る、 此 故に 鐵を 以て 舟 を 造り、 國人 是に乘 りて 

心 を 慰む、 水底の い さ ご は 皆 金の 色 也、 井出の 山吹 水 

に 移り. 自ら 金 花 く粧 ひ、 今 ぞ思ひ 合せら る、 水中に 

魚 あり、 其 色 赤く して 金の.^  く、^ 谷-四の 足 あり、 其 

あたり は廣 き野邊 なり、 金色の 藍に 靴靑色 の 葉 有る 

草 多し、 葉の 形 は 菊に 似て 牡丹の 如くなる 花 あり、 花 

の 色黃 にして 內 赤し 白 き 糸の 如くなる 蘂 ありて 糸 房 

の 如し、 風 少し 吹ば、 其 花 動き 廻りて 蝶の 飛. ぶに 似た 

り、 國 中の 女 は是を 採りて 首の 飭り とす、 十日 を經れ 

ども 萎ます とい ふ、 凡國 中の 男女 何れも 齡廿 許に て 

老人 は 一 人 も 見えす、 顔 容の美 はしき 事 H 本の 地 

に はいと 稀 也、 兵 庫 同じく は此 所に 住ば やと 思 ひし 

かど も、 主君の 仰せに よりて 舟 を 53 し、 風に 放されて 

愛に 來り、 世に 類 ひなき 率 を 見つ、、 此の儘 歸らす は 

不忠 不篛の 名 を 呼れ、 身の 後まで も 耻を殘 す 事 も 口 

1 1 ,  I SM^ 
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惜し、 如何にもして 古鄕 に歸ら むと 思 ひ、 あるじに 斯 

斯と 云ければ、 主大に 感じて、 さらば 凌 波の 風 を 起し 

て 送 b 參 らせん、 是 まで 來り給 ふしる しに は、 馬 一 疋 

鸚鵡 一 羽 を 舟に 入れたり、 其より 暇 乞して 舟に 乘け 

れば、栗聚ゃぅの物多く靑磁の鉢に盛..^與 へ 、鎮 とき 

て 押出せば、 順風 徐々 として 吹 起る、 已に帆 を 引 上れ 

ば、 一 日 の 程に 伊豆の 浦に 着きたり、 舟より 上りて 先 

诚 中に 參り しかば、 氏康 はは や 病死 あり、 氏 政 世 をと 

b て 國家を 治 め ら る 、兵 庫大 に 歎き 悲しみ、 淚 と共に 

彼の 島の 物語りして、 昔垂仁 天皇 は 田 道の 間 守に 仰 

せて、 常世の 國に 遺し 香 粱を求 給 ひし、 是 今の 橘 也、 

巳に 採りて 歸.^ しかば、 帝 は 早 や 崩御 まします、 間 守 

大に 歎き 悲しみ、 我心 ざしの 至らぬ 故 也と て、 泣 死 侍 

ベ .9 とい ふ、 氏 康已に 病死 ありて 只今 歸來る 事、 是れ 

心 ざし を 失 ふ 也と て 腹切て 死た. o-、 兵 庫 頭が 物語 を 

書留め 置れ て 後に 世に 廣 まれり、 

〇 長生の 道士 

安房 國里 見義廣 は、 武勇 を 以て 國家を 治め、 其 威 漸く 

盛りなら むと す、 其 比 朝 夷 郡より 老翁 一 人め し 連て 

城 中に 來る、 其 年を尋 ぬれば、 さらに 數 百年に 及ぶ と 


いふて 年の 數 をば 覺 えす、 髮鬚は 白き を變 じて 黄金 

絲の 如く、 眼の 色 碧く 耳 長し、 顔色 は 未だ 五十 許 b 

の 男に して、 髮は 垂れて 坐 すれば 地に 溜り、 名 を 問へ 

ば 山 15 田 刀自と 號す、 後鳥羽院の 御 時に 信 州奈須 野の 

狩に、 三 浦 大輔に 具せられ て 狩 堤に 赴く、 九 尾の 狐 を 

殺せし 事、 砒 霜の 殺生 石を碎 きて. <數 多く 毒に 中て 

られ、 大 熱狂 亂 して 死せ し 事、 今 見る やうに 語る、 其 

時 年 十八 歲、 狩 場の 跡に 父母 兄弟 皆 死せ しかば、 是を 

物憂き 事に 思 ひ 山に 籠. 9 て 道を修 す、 何方 共な く 仙 

人と おぼしき 人來. 5 て藥を 授けた， 9、 一粒の 靑丸を 

服せ しょり、 身 も輕く 心も爽 かにな りし 所 を、 彼 仙人 

我 を 召 連れて 空 を 翔り、 太 山の 峯に 行、 其 所 は 何く と 

も 知らす、 七寶の 床の 上に 坐せ しめ、 丹 栗の 赤き 栗、 

霞漿の 霞の 漿を與 ふ、 我 之に 酢て 死せ しかば、 * 天の 

甘露 半 合 許を飮 ませし に、 醉醒て 心い さぎよ し、 其 時 

仙人 語 b ける やう は、 汝鶴龜 を 見す や、 氣を 伏し 息 を 

靜 にす、 此 故に 祌氣耗 散せ す 命 至..^ て 長し、 又 病 ある 

事な し、 今より 九十 年の 後、 兩 眼の 色靑く なりて 光り 

あ. o、 よく 闇の 中に も 物 を 見るべし、 一 千年に して 骨 

を 易へ、 二 千年に し て 皮 を 脫け毛 を 易 ゆ ベ し、 是れ よ 


.9 二た び 形を衰 へす 齡倾 かや、 命 更に 限り あるべ か 

らゃ、 凡 世の 人、 內には 七 情の 氣欝滯 乙、 外に は 風 寒 

暑 濕に陷 溺し、 色 を 恣 にし 食 を 濫りにす、 心 火亢. ぶ hN 

君 火 亂れ、 內に 五臓 六府を こがし、 九 百 分の { 六 を爛ら 

かし、 外に は 四十 九重の 皮、 八 一 € の 毛の 孔空 しく ひす 

ろぎ、 十四の 經 十五の 絡 もぢれ ゆるまり、 三百 六十 

の 骨つ が ひ 悉く 離れ、 諸病是 より 生じ 、壽 命此故 に 縮 

ま. -、 終に 百年 を 保つ 人世に 稀 也、 其 外 諸々 の 憂へ 萬 

の悲み、かはる<\'心を纏ひ縛る事、夏の^1の燈火に 

入る が 如し、 名の 爲 利の 爲に物 ひ絕 ゆる 事な し、 流 

れの 魚の 毒 餌 を はむ に 似たり、 徒らに 魂勞れ 精く づ 

をれ、 僅に 方寸の 胸の 間に 妄念の 波高く 揚り、 互に 妬 

み 害 ふ 事 猛き獸 よ.^ も 烈し、 此 故に 佛經に は 世界 を 

以て 火宅と 名 づけ、 道 敎には 此身を 以て 大 なる 愁の 

元と す、 已に是 を 免 かれ 人の 世の 巾 を 見れば、 沸 湯 

の 如 く 凄じく 覺ゅ 、 何 ぞ 身を捨 て 、 其 間 に 微 くべき 

や、 巳に 三尺の 形 を 練りて 一 寸の心 を 磨く 時 は、 天に 

登. - 地に 入り 雷に 乘り水 を 走り、 千 變萬化 更に 無 方 

にして 飛行 自在なる 事、 縱<= 萬 乘の君 も 及ばす、 况し 

て 世の常の 人 誰か 之に 勝らむ とて、 其方 を敎 へられ 
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しに、 我 それ より 當國の 山中に 歸り 、深く 籠り て 習 ひ 

侍べ.. >、  は 松の 葉 を 採 茯茶を 食 ひ、 藥は 又鬼絲 

子 茅 根 を 求め、 石を煉 りて 膏を 取，^、 霜 を 煮て 飴と な 

し、 百花の 露 を 凝して 是を燥 hv、 しばく 服す るに、 

長く 五穀 を斷ち 更に 飢る事 を覺 えす、 心 を 松風 朗： 

に 嘯き 満水に 慰 むれば、 欲 もな く 怒 もな しとい ふ、 義 

廣問 はれけ る やう、 我 も 亦 此の 仙術 を 勤めば 習得べ 

き やと、 答へ て 曰、 心 を 沈めて 我物と し、 色 を 遠ざか 

.5 欲 を 離れ、 味 ひ 美き 食 を 返け、 樂み も悲み も：： ハ是 一 

つに して 心に 留めす、 德を 施して 偏頗な くば、 自然 

に 天地の 惠 みに 協 ひ、 Hrn: と齊 しく 壽 長く 侍べ らん、 

目に 濫りに 見す 耳 濫りに 聞かす、 聲濫. ^に 出さす 身 

濫.. ^ に はす 、行く も 止る も 立 も 臥す も、 只 濫りにせ 

す 常によ/、 守るべし と 云 ふ、 義廣閡 て、^ は是 人間の 

交， 9 は此 道の さは， 9 也、 さは， 9 を 除て 勸 めんと すれ 

ば 鹿 猿の 如くな り、 然ば 長生して 詮なし とて、 さま 

ざま 食 を 進む るに 刀自 更に 食 はす、 只 酒よ く飮 とい 

へ共醉 ひたる 色な し、 其 形 を かしげに 見苦しき 事 を、 

若き 女房 達大 に 笑 ひし かば、 刀自 打 笑 ひ て 、女房 達悔 

み 給 ふなと て 指 ざしけ るに、 十七 八 廿四五 許の 女房 

六十 一 
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達 十五 六 人、 俄に 變じ て姥 となり、 膚は 鶴の 皮の 如 

く、 脊は 鮫の 鱗に 似た，.^、 髮 白く 色 黑ふ腰 か いま， 9 し 

かば； 女房 達大に 驚き 歎き 悲しみて、 淚は 雨の 如し、 

是赦し 給 へ と 手 を 合せ 豁 言す、 刀自、 さて は 懲り 給 へ 

とて 又 指 ざしければ、 本の 姿と な.^ た. 9、 義廣大 に 怒 

り て 、刀自 を 殺 さ む舉を 謀られたり、 刀自 先立 ち て是 

を 知りつ ゝ、 君此心 ざし あり 國運 久し かる まじ、 今よ 

,9 五 百 R: の 後、 必橫 さまに 禍 あらむ と 書 置て、 坐 を 立 

かと m. えし、 一 一度 其 行方 を 知らす、 追て 國 中の 山々 く 

まなく 求む るに 是れ なし、 義廣曰 五 百 月 は 四十 餘年 

也、 我なん ぞ それまでの 命 あらん やと、 然る をよ く 

よく 見れば、 百の 字に は あらで 箇の字 也、 架して 五 

筒： H: の 後、 北條氏 康の爲 に！！ 野臺 にして 敗 清し けり、 

抑， 岩 田 刀自 は生國 如何な る 所， t も 知らす、 誰某の 

子と も 聞え や、 又 其の 終る 所 も 後に 知る 人な しとい 

ふ、 

〇 遊女 宮木野 

宮木野 は、 駿 河の 國 府中の 旅屋 に隱れ なき 遊女 也、 眉 

目 かたち 美しく、 手 能く 害き て 歌の道に 心 を かけ、 情 

の 色 深 かりければ、 近き あた. 0 の 人 これ を 慕 ひ、 風流 


の 輩 悉く 是に 馴れざる を 恨と し、 好事の 者 皆 是に契 

ら ざる を耻 とす、 此 故に 中古 此方に は 類 ひなき 遊女 

な. 9 とて、 古の 虎 御前に 準へ カ壽 に比べて、 たかき 賤 

しき 同じ 心に 持 はやしけ. 9、 八 e: 十五 日 若き 人々 此 

家に 入來て 、月 を 弄び 歌詠みけ るに、 宫木野 かく ぞ言 

ひける、 

眺れば それと はなしに 戀し きを 

くもらば くもれ 秋の 夜の 月 

いく 夜 われ をし あけ 方の 月影に • 

それと 定めぬ 人に わかる、 

此歌實 に 我 身に とりて さも 有らめ と、 一座の 輩 或は 

笑 ひ 或は 感じけ り、 其 座に あ. 9 ける 人の 中に、 藤井淸 

六と いふ 者 あり、 先祖 は國 司の 家 几に て 京 家の 者な 

,0 しが、 此 所に 住つ きて 地下に くだり、 田地 あまた 持 

て富榮 え、 今 其 末 に 及ぶ まで、 府の 間に は 富裕 の 人と 

云 はれ、 殊更 淸六は 風流 を 好み 情深き 者 也、 父 は 穴 H し 

くな， 0 母 一 人 あり、 みづ から 妻 もな く獨 住みて、 いと 

ど 物 かなしき 秋の 月に 嘯き、 今宵し も此 座に 連な b 

宮木 野が 此歌を 聞く に、 見め 容 ちとい ひ 才智 かしこ 

きに 愛で、、 憤 多く 出し 宮木野 を 請受て 妻と せり、 


藤 井が^ 是を 聞て、 府中に は 人に も 下らぬ 家督 なれ 

ば、 如何な らん 名 も ある 人の 娘 をも迎 へて、 我 新婦と 

も兒ば やと こそ 思つ るに、 遊女 を 妻と せむ は是 本意 

なけ れ ども、 よしや 我 子の 見る ベ き 面倒 を、 今 は 如何 

に 云 ふと も 詮なし、 早く 呼 入れよ とて 家に 迎収 りて 

見る に、 眉目 かたち 美く しきの みならす、 心 ざま 優に 

やさし かりければ、 母 限りなく 喜び、 假令 大名 高 家の 

娘な.， >  とも、 生れつき 人が ましから す は 何に かせむ、 

此女は 如何なる 人の 末に も 侍 ベれ、 類 ひなき 女の 道 

知れる 人ぞ や、 我 子の 惑 ひ 愛でけ る こそ 现 なれと て、 

世に いとおし みかし づきけ. 9、 宮木野 も 今 は ひたす 

ら姑 にっか ふること 我實の ゆの 如く、 孝行の 道； 史に 

類 ひ 少な ふ ぞ行ひ 勤めけ る、 京 郡に 叔父 あり、 淸 六が 

a 'のおめ 弟 也、 頻りに 心地 煩 ひし かば、 死べ く覺 えて 

人 を 下して 云け る やう、 淸六 をの ぼせ 給へ 、云 置べ き 

事 侍べ りと 云に、 母 限な く 悲しく 思 ひ、 急ぎ 上.. >  て 見 

よ、 自ら 女の 身 なれば 飛 立ば か， 5 に 思へ 共 そ も 叶 は 

す、 和 殿 は 男 なれば 何 か 苦し か る ベ き、 其 の 有 樣見屆 

けて 給と い ふ、 淸六 如何す ベ きと 案じ ゎづ らふ、 宮木 

野 云 やう、 老母の 思 ひ 給 ふところ、 此 たび 京に 上らす 
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ば、 一 つに は 自らに 心 留.. ^て 叔父の 事 を 忘れた，^ と 

云 はん、 二つに は 母の 心に そむく 不孝の 名 を 受け 給 

はん、 只 上り. へ、 さ h- ながら 老母 已に年 高く； 多 

し、 君 はる < ^の 都に 行 給 は い、 昔の 人の 言： ぬし、 事 

を つとむる 日 は 多く、 親に つか ふるの 日 は 少なし と 

かや、 西の 山の端に 入 か、 る 月の 如く 弱.^ 給 ふ 母な 

れば、 必ゃ 一 足 も 早く 歸給 へ とて、 已に 門出の 盃取か 

はして、 又 逢べ き 道ながら 、わりな き 中は暫 しの 別れ 

も 悲しく 覺 えて、 宮木 野泪を 浮べて、 

うたて など しばしば か. 0 の 旅の 道 

わかる とい へば 悲し かるらむ 

と 詠 じければ、 淸六も かく ぞ 口す さびけ る、 

つねよ.. ^ は 人 も 別れ を 慕 ふかな 

これ やかぎ，.^ の 契. 0 な るら む 

とて 淚に むせび ければ、 母 聞て、 あない ま-^ しゃ 

がて 歸る ベ き 道 を、 是 まで 名殘 をし みける 事よ とて、 

出した て 、京に ぞ 上せけ る、 已に 都に 上.. >  しかば、 叔 

父 殊の外に いた は，.^、 終に 墓な く 成ぬ、 子 あ けれ 共 

幼な く 侍べ. 9 しかば、 妻の 一 族に 財^ 悉く 預け、 此子 

よく 育て 給へ とて 跡の 率 収ま かな ひ、 それよ b やが 
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て 國に歸 b 下らん とせし 處に、 諸國の 內亂れ 立ちて 

所々 に 關を据 へ 、往來 の 人 を 通路せ させす、 或は 國並 

び鄉績 き、 互に 出合て 軍す る事每 日に 及べ， り、 淸六も 

心の 儘に 道 を も 過 得す、 旅 やよ..^ 旅 やに 移り、 こ、 か 

しこせ し 程に 一 年餘に 成け，. >、 元より 通路た やす か 

ら ねば、 互に 便，.^ を絕て 生死の 事 も 聞え す、 さる 程に 

府中の 母 は 我 子の 久しく 歸ら ざる を 心 元な く、 朝夕 

に戀 悲しみ、 か、 るべ しと だに 知るならば、 上す まじ 

き 事に て 侍べ りし を、 悔しく も 遣 はして、 生たり とも 

死たり とも 聞ざる 事 こそ 悲し けれと て、 只 泣きに な 

きつ、、 重き 物 思 ひの 病と なり、 床に 臥して 日 を 重さ 

ぬ、 宫木野 これに 事へ て 夜る 晝の 別ち もな く、 藥 とい. 

へ 共 自ら ま づ飮て 後に 參ら せ、 粥と いへ ども 自ら 煮 

て 進め、 棘佛に 祈り、 我 身を替 りに して 姑の 病 を 癒し 

給へ， i 祈り けれども、 更に 驗 なし、 半年 許の 後 今 は 早 

ゃ此 世の 頼み もな く 成りければ、 姑 則ち 宮木野 を 呼 

びて、 我 子 巳に 都に 赴き、 世の 亂に 道狹 くして 久しく 

便. 0 なし、 我 又 重き 病に 苦む を、 新婦と して 我に 仕へ 

給 ふ 事、 誠の 子と 云 共 如何で 斯 あらん、 孝行なる 事 世 

に. M ひなし、 今 は 心に 殘る iss- もな し、 此恩 を^せ すト 
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て 命 穴 > ^しくなる 也、 和 君 必す子 を 產み給 はん、 我 は 

孫 を も 見やして 死なむ、 其 子 和 君に 孝行なる 事、. 又 今 

和 君の 我に 仕 へ て、 こまやか 成る 如くなる べし、 あな 

かしこ 天道 物 知る 事 あらば、 此 言葉 違 ふべ からすと 

て、 其儘絕 入りて 蘇らす、 宮木 野悲み 深く、 淚の 落る 

事 雨の 如し、 葬 禮の事 取 まかな ふて、 七日々々 の 弔 ひ 

其、 分限に 過た る 此物思 ひに、 髮 かしけ 肌瘦 せて、 餘所 

の 見る め も 憐れに 覺 えし、 永祿十 一 年 武田信 玄駿州 

に發 向して、 府の 威に とり かけ、 民 屋に火 を 放ちて 燒 

立ければ 、今 川 氏 眞は落 失ら る 、武田 方 の 軍兵 家 々 に 

亂れ 入て、 亂妨 分捕して 狼藉 云 計 ，9 なし、 宮木 野が 眉 

目 容貌 美し かりければ、 軍兵 共 捕 ものにして 犯し 汚 

さんと す、 宫木野 奥深く 逃 籠り 自縊れ て 死 侍べ り、 兵 

共 其い M 節を憐 み、 家の 後の 姊の 木の本に 埋 みけ b、 幾 

程 もな く、 駿 府は武 田の 手に入て 靜 にな. 5、 道 開けて 

通路 容易く、 海道の 諸 大將も 和睦せ し 比 なれば、 藤 井 

淸六 やうく にして 國に歸 .9 ければ、 駭府の ありさ 

ま替は て 我家に は 人 もな し、 柱 倾き軒 崩れ 草の み 

茂く 荒れ まさり、 老母 宮木野 は 何 地 行けむ とも 知る 

なし、 門に 出で ゝ 見れば、 年 比 召使 ひける 男 出來れ 


^、是 を 呼て 尋 ぬるに、 老母いた く 煩 ひ 給 ひける を、 

宮木野 我 身に 替 らんと 神佛に 祈， o、 晝〕 伎 付添 ふて 看 

病せ しに、 其 甲斐なく^ 給 ふ、 其 後武田 信.^ の 爲に府 

中 を 追 落され、 今 川 氏 眞公は 行方な し、 宮木野 は 敵軍 

の 手に 身 を 汚され じと て 溢れ 死 給 ふ を、 兵 共せ； マ M 節 

を 感じて、 後の 柹の 木の本に 埋 みしと 語る に、 藤井悲 

しさ 限りなく 血の 淚を 流し、 泣々 を 掘 起して れ 

は、 宮木 野が 顏容 さながら 生て 花る が 如く、 肌の 色 

をと ろへ す、 藤 井 は 悶え 焦れ、 絕 入々々 歎け 共 甲斐な 

し、 それよ. 0 母の 墓. 0 一  つ 所に 葬りつ、、 墳に向 ひて 

花香 手 向て ロ說 ける やう、 君 は 1^ 生 才智 かしこく 心 

の 色 深し、 人に 替 りて 身の 行 ひよく 道 を 守れり、 令 

死す とも 世の常の 人に は 同じから や、 されば 久しく 

音づ れの絕 しも 我咎な らゃ、 心 に 任せぬ 浮世の 業 也 、 

黄泉の 底まで も 物 知る 事 あらば、 一 たび 我に まみえ 

給へ とて、 明れば 墓に 行き暮れば 家に 歎きて、 二十 H 

許りに 及ぶ、 月 くら/、 星 あら はなる 夜、， 井 ひとり 燈 

火 か、 げて坐 じければ、 宮木 野が 姿 は 影の 如くに し 

て出來 り、 君が 心に 念願す る 所 を 感じて、 司錄； 1： に 

暇 を 乞 ふて 現れ 來る とて、 始終い-事 ども 泣々 物. 語し 
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て、 すご 'と 立 居た. 0 、 藤 井是を 見る に 悲み今 に 

て、 我 老^に 孝行 あ. 0 し 事、 其 身 を 殺して 貞節 を まも 

りし 事まで 感じて 泣きければ、^ 木 野 云 やう、 自ら 元 一 

來官家 高 門の 娘に あらす、 あだに 墓な き 流の 身と な 

り、 人に 契りて 心 を 留めす、 明けが たに 別れて 名 ごり 

てら 

も 知らす、 色 を 繕 ひ 花 を 飾りて 旅人に 肢ひ 謂ぎ、 身 は 

さながら 路の 上の 柳 、垣 の 本の 花、 住來の 人に 手 折ら 

れむ事 を 思 ふ、 姿 をな まめき 言葉 を 巧みに して、 きの 

ふ 人 を 送りて は 今： n の 客を迎 へ、 西より 下れば 西な 

る 人の 婦 とな b  、東よ， 0 上れば 東の 人の 妻と な，^ ヽ浮 

たる 舟の 寄邊 定めぬ 契 を 交 はし、 すみつき 難き 戀に 

のみ！ ：I:H を 送. 9 し を、 君に 逢 ひて 誡の 妻と なり、 昔の 

習 はし を 松て、. 正しき 道 を 行 はんとす、 思 ひかけ す 

か、 る 禍に逢 ふ 事 も 前 做の 報 也、 去ながら ぶ 節 孝行 

の德 により、 天帝 地府 我を變 じて 男子と なし、 今 鎌 倉 

の 切通し に 富裕の 家 あり、 高座の 某と 名づ く、 君 愛に 

f 給 へ 、明：： n 生れ 侍べ る 也、 君に 逄は  > 笑 ひ 侍べ ら 

ん、 是を 印と し 給へ とて 霧の 如く 消失た.^、 暇 井い 

よく 歎きながら、 七：：： の 後縑倉 に 行て 高座の in 水が 

家 に ^1?^入 て 、此間 生れし 子 や あ る 、子細 ゆ ベ り 見せて 

 i 
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給と 云に、 先胎 內に廿 月 あ.^、 生れて より 今-に 至り 晝 

夜な きて 聲絕 すと て 出し 見せし かば、 此子莞 爾と笑 

て、 夫より なき 止みて 又聲 たのしめり、 藤 井 有の 儘に 

物語し つ、、 一 族 契約して、 往來の 昔信絕 えす と 云、 

〇 蛛の鏡 

永 正 年中の 事に や、 越 中の 國礪並 山の 邊 りに 住む 者 

あ り 、常 に 柴を ， ^ り 山 畑 を 作 り 、泰は 蠶を養 ふ て 世 を 

渡る 業と す、 蠶す る 比 は猶山 深く 入 て 、桑 の 葉 を 買 求 

め、 夏に 至れば 又 山中の 紂里を 尋ね 巡 、糸 帛を買 集 

め、 諸方に 出し 商 ふて 利 分 を 求む、 山より 山を傳 ひて 

深く 分 入る 處、 谷 深く 水 漲て 渡り 難き 所 多し、 或は 藤 

葛の 大綱 を 引渡し、 若の 兩 岸の 岩根 大木に 繋 置く、 道 

行く 人此 綱に 取 付 水 を 渡る 所 も あ. 5、 然ら ざれば 漲 

る 水 矢よ.^ 速くして 押 流され、 岩角に 當 りて 碎 死す、 

或は 東の 岸より 西の 岸 迄 葡萄 蔓の 大綱 を 引 張り、 竹 

の 籠 を 懸け、 道行 人 を 是に乘 せ、 向 ひより 籠 を 引 寄す 

る、 其乘人 も 自ら 繩を たぐ.. M し 傅 ひ 渡る 、もし 籠 の 緒 

切れ 落れば、 谷の 逆卷く 水に 流れ 岩に 當 りて 死す る 

所 も あ. o、 五 の 中比碼 並の 商人、 糸 帛を買 ふために 

山中 深く 赴きし に、 さ. P も險 しき 谷に 向 ひ、 51  千 は屛風 
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を 立てた るが 如く、 水 は 藍を樣 むに 似て、 大木 生 茂り 

日影 も 定かなら ぬに、 谷の 傍に 徑 三尺 許の 鏡 一 面 あ 

り， 其 光輝き て 水に 移りて 見えたり、 彼 唐土に 聞え 

し、 楊 貴： M 帳 中の 明 王 鏡、 忭 州張琦 が祌怪 鏡と 云と 

も 是には 勝ら じ、 百 練の 饞こ、 に 現れし や、 天上の 

一 鏡の 落 降れる や、 いかさま にも 靈 鏡なる ベ し、 岩間 を 

傳 ひて 取りて 歸り德 付かば やと 思 ひ、 其 有 所 をよ く 

見ぉほせて家に歸り、妻に物語.^ければ、妻の云ふゃ 

う、 いかで か 其 谷 陰に さやう の 鏡 ある ベ き、 縱令ぁ b 

とても 身に 替へ て寶を 求め、 跡に 殘 して 何に かせむ、 

もし 足 を 誤ち 水に 落 入らば、 悔む共 甲斐な からん、 只 

思 ひ 止り 給 へ と 云、 商人 云 やう 更に 誤ち すべ からす、 

未だ 人の 見ざる 間に 早く 取り 收 めて 德 つかば やと 

て、 夜の 明る を遲 しと 刀を橫 たへ 出て 行、 妻 心 元な 

がりて、 召使 ふ 男 ； 人我 子と 共に 三人、 鐵垢鐽 皴 な 

んど 持て 跡よ.. > 追て 行、 山 深く 入りて 谷に 向 へ ば、 白 

き 光り輝き 圓き 明らかなる 大鏡 あ. o、 商人 谷の 岩^ 

を傳 ひ、 其 光の 邊 近く 行く かと 見れば、 大昔 上て 叫 呼 

ぶ 事 只 一 聲 にて 昔 もせす、 妻と 子と 驚きて 谷に 下 b 

ければ、 商人 は蠶の 繭の 如く 糸に 纒ひ 包まれて、 大な 


る 蜘蛛の 黑 色なる が 取り付きて あり、 三人の 者立掛 

.0 て 一 と鐽 にて 突 落し、 娥 にて 切 倒し 刀 を 以て 糸 を 

割 破. 0 しかば、 商人 は 頭の 腦落 入り 血 流れて 死す、 其 

の蜘 崃の大 さ、 足 を 伸べ たる 形ち 車の 輪の 如し、 妻子 

泣々 柴を 積み 火 を 鑽て踟 蛛を燒 きければ、 臭き 事 山 

谷に 満ちた， 5、 夫の 尸 をば 取て 歸.， >  葬りけ. o、 其 かみ 

よ- 9 鏡に 化して、 折々.. <  を 誑ろ かし 取. 0 ける とぞ、 

〇 白骨の 妖怪 

長 間の 佐 太 は 濃 州の 者 也、 文龜丙 寅の 年、 公方の 軍役 

に 驅れて 京都に 上り、 役 果て、 後も國 に歸ら す、 

わすれて もまた 手に とらじ ぁづ さ 弓 

もとの 家路 を 引 はなれて は 

と 詠 じて 道心 起し、 都の 北 柏 野の 片ほ とりに、 草の 庵 

を 結び、 さすがに 乞食 せん も あまり なれば、 北山に 

行て 柴と云 もの を 買 受けて、 都に 出て 賣代 なし 少し 

の 利 を 求め、 餅 食 ひ 酒 買 ふて 打， 呔 みつ \  、庵に 歸る時 

に 尻 打た、 き 歌うた ひ、 或 時 は 房に 行きて 庭の 麈を 

掃除し、 佛 前の 塵 を はら ひ、：： Z 暮れて 道 遠ければ 堂の 

軒に 夜 を あかし、 明れば 又柴を 荷ひ賣 りけ. o、 溢染の 

帷子 一 重 だに、 肩裙 破れ 侍れ 共、 心に 懸 くるす ベ もな 
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し、 土 岐成賴 が 家人 石 津の某 と 云 もの は、 同國 のよ し 

み を 以て、 小釉ー っ錢 三百 文を與 へて、 時々 はこ、 へ 

おはして 食事 を も 受け 給へ とい ふ、 佐 太是を 取りて 

庵.^ に歸 りしが、 四 五日 あ b て 錢も小 釉も皆 返して 

云 やう、 物を貯 ゆると 云 は、 妻子の 有る 人に 取りての 

事ぞ や、 我 は 思 ひ 離れて 妻子 もな し、 身 ひとつ は 行 先 

を 泊り と 定め、 食事 は 有る に 任せ、 物事に 心 を 留めね 

ば、 樂 しさ 云 ふば かりなし、 然る を 此小釉 餞 を 庵に 置 

ぬれば、 外に 出て は 早く 歸 らんと 思 ひ、 出る 時には 戶 

をた て、 盜 人に 取れ じと 用心に 隙な く、 此 程の 樂み悉 

く 失せ 果た..^、 只是れ 程の 物に 心 を 使 はれむ は、 誠に 

淺間 しから-す やとて 返し 侍べ り、 或 日 北山に 赴き 歸 

るさ遲 く、 連臺 野に さし か 、りて は 夜半ば か， 5 と覺 

ゆ、 道の 傍に 一 つの 古塚 ありて、 俄に 兩 方に 壤れ 開け 

たり、 佐 太 は 心 元より 不敵に して、 カも强 かり けれ 

ば、 少しも 驚かす 立 止り て 見れば、 內 より 光 出て、 あ 

たり 迄 輝く 事 松明の 如し、 一 具の 白骨 ありて、 頭より 

足まで 全く 續 きながら、 肉 もな く 筋 も 見えす、 只 白骨 

のみ 頭 手足 なりて 臥して あ， 5、 其 外に は 何もな し、 

此 白骨 俄にむ くと 起 上り、 佐 太に ひし 抱き付た. o、 
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佐 太 はした、 か 者 なれば、 力に 任せて 突きければ、 の 

けさ まに 倒れて、 頭 手足ば らく と壤 れ 散り 、重ねて 

勸 かや、 火の 光 も 消えて くらやみに 成たり、 如何なる 

人の^^4^ハ知れす、次の日行て見れば、白骨碎け塚崩れ 

て あ. 9、 後に 佐 太 は 其 終る 所 を 知らす、 

〇 死い 難 先 兆 

享德 年中に、 細 川 右 京大 夫 勝 元が 家人、 磯谷 甚 七と 云 

者 畫寢を 致しけ り、 其 妻 面に 出 たれば、 誰 共 知れざる 

人 右の 手に 太刀 を 引 そばめ、 左の 手に 礎 谷が 首 を 引 

提て 走り出て 去け り、 妻大に 驚き 恐れて 內に 入て 見 

れば、 礎 谷 は 前後 も 知らす 臥て あ， 9、 妻 は 胸つ ぶれ 手 

足な えて、 ロハ 夢の 如 くに 覺ぇ たり、 か く て 驚かし けれ 

ば、 礎 谷 睡を覺 まし 起 上.^、 我 夢に 或 人 某の 首 を 打 切 

.0 て 持 去る と 見た. 0-、 怪しく も 心に 掛る 也と て、 やが 

て 山 臥 を 雇 ひ 夢 違への 法 を 行 はしむ、 其 g: の 末に 主 

君 勝 元 が 、將軍 家に 御 い きど をり を 蒙る 事 あり て 、是 

を陳じ 申さん が 爲に科 を 家人に 負せ て： 是非な く 磯 

谷が 首を切らせ、 是を 以て 我 身の 科 を 逃れたり、 
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〇 繪馬之 妬 

伏 見の 里 御 香の 宮は、 祌功 皇后の 御 鹿な，.^、 元より 大 

社の 御 神 なれば、 諸人 步みを 運び あがめ まつる、 常に 

宿願 有る 輩 は、 繪馬を 掛け 湯 を參ら せて 祈り 奉る に、 

願 ふ 事穴ェ しからす、 此の 故に 神前に 掛 奉る 繪の數 多 

く、 凝 馬 挽 帆懸舟 花鳥 草木、 又 其 中に 美女の 遊ぶ 所 

なんど、機々の艙ぁ..^、 文龜 年中に 都 七 條邊の 商人、 

奈 良に 行 通 ふて 商 買す る 者 あ 、九月の 末つ かた、 奈 

良 を 出で、 京に 歸り ける、 秋の：：！ のなら ひ 程なく 日 

慕て、 小 椋堤を 打 こえて 伏 見の 里に 付 たれば、 はや 

人影 もまれに な，. >  、狐火 は 山際に 輝き、 狼の 聲 さく 叢 

に 聞え しかば、 商人 物凄く 覺 えて、 御 香の 宫に立 入 

り 夜 を 明 さむと す、 拜 殿に 臥て 肱 を 枕と し、 冷 かな 

る 松風の 着 を 今夜の 友と 定め、 幽かなる 御 燈の光 を 

便. 0 として 暫く まどろみければ、 人 あり、 枕元に 立 寄 

りて 驚ろ かす、 商人 起 上りて 見れば、 靑き直 衣に ^1 ぱ帽 

子 着た る 男 あ b. て 云 やう、 只今 止 事な き 御 方 愛に 遊 


び 給 ふ、 少し 傍へ 立の きて 休み 給へ と 云 ふ、 商人 心 

得ぬ 事と 思 ひながら、 傍に 返き て 見 居 たれば、 美女 一 

人 女の 童 を 召つ れ拜 殿に 昇る、 筵の 上に 錦の 裀を敷 

き、 燈火か 、げ酒^^取出し、彼女傍らを見廻らし、 商 

人の 蹲 b 居た る を 見て 少し 打 笑 ひ、 如何に そこに 在 

する は 旅人な り や、 道に 行 慕て、 それならぬ 所に 夜 を 

g; す は、 街し き 物と こそ 聞く に、 何 か 苦し かる ベ き、 

愛に 出て 遊び 給へ と 云に、 商人 嬉しくて、 恐れながら 

這 出つ、 畏 こまる、 只 近く 寄て 打 解け 酒飲み 給へ と 

て、 裀の 上に 呼びて 打 向 ひたる 氣は ひ、 誠に 太 液の 芙 

蓉未央 の 柳、 芙蓉 は 面の 如く、 柳 は 眉に 似たり と 云け 

む 楊贵妃 は、 昔語りに 聞き 傳ふ、 一 度び 顧れば 國を傾 

け、 二た び 顧れば 诚を 傾く と 云 ひし 李 夫人 は、 目に 見 

ねば そ も 知らす、 是れは 如何なる 人の 玆に おはしけ 

む、 如何なる 緣 ありて 此 座に は 列る らん、 夢 か 夢に あ 

らざ るか 知ら や、 我ながら 魂 浮かれて、 更にう つ、 4^ ハ 

思 はれ や、 女の 童 も 十七 八 其顏容 なべ てなら す、 眉墨 

の 色 は 遠山の 茂き 匂 ひ を 施し、 白き 齒は 雪に もた と 

ふ ベ し、 腰 は絲を 束ねた るが 如く、 指 は の 生 出た る 

に 似た. 5、 物言 ふ聲 いさぎよ. く、 言葉 さすがに 不束な 
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ら す、 ま 君の 女房 盃収 りて-商ん  にさし ければ、 覺 えす 

三獻を 受けて 飮 みければ、 女の 童 箜篌を 収 出し て 彈 

く、 女房 は 東琴収 出させ、 柱た てなら ベ 調子 取 むて、 

さ、 やかに 歌 ふて 彈け るに、 商人 魂 飛び 心 消えて 數 

K 孤 を 傾け、 其 比 世に 流行し 波枕と 云 ふ 歌 をうた ふ、 聲 

よく 調り 曲節お もしろ きに、 琴 こきう の 調 を 合せけ 

れば、 雲井に 響き 社頭に 満ちて、 梁の 壅 も 飛ぶ ばか 

、り 也、 商人 大に醉 て懷を 採る に、 白銀 花形の 手箱 あ 

b 、之 を 女房に 奉る、 又瑶 環の 琴爪 一 れを 包みて 女の 

童に 與へ、 手 を 取りて 握りければ、 女の 童 莞爾と 笑 ひ 

て 手 をし め 返しけ る を、 主君の 女房 見 つけて 、妬む 色 

外に 現れつ、、 

あやにく にさの みな 吹ぞ 松の 風 

我し め ゆ ひし 菊 の ま が きを 

とて 傍に ありけ る の臺を 取. 9 て、 女の 童が 容に投 

付し かば、 破れて 血 流れ、 袂も衣 裏 も 紅ゐに 成りけ 

れば、 商人 驚きて 立 上る と覺 えし 夢は覺 めた 、夜 明 

けて 後、 懸 並べ たる 神前の 搶を 見る に、 錦の 裀の 上に 

美し き 女房 琴 を 彈 き、 其 前 に 女の 童 こ きう を彈 きけ 

る、 其 傍に 靑き直 衣に 烏帽子 着た る 男 坐 I て 有、 女の 
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童の かほ、 大に 破れた る痕 あ.^、 夢の 中に 見たり ける 

容か たちに 少しも 違 はす、 疑 もな く 此繪に 書きた る 

女の、 夢に 戯れ 遊びけ るが 、緒に も 情の つきて は、 女 

は 物 妬 ある 事玆に 知られた h  、抑" 此鎗は 誰 人の 擎と 

云 事 を 知ら や、 

〇 糜直頭 人 死 司 n 官職- 

盧沼次 郞右衞 門 重 辰 は、 鎌 倉の 管領 上 杉 憲政 公の 時 

に、 相 州 藤澤の 代官と して 病に よ b て 死す、 蘆 沼が 甥 

三 保^ 八と 云 者 其 跡に 替 りぬ、 蘆 沼 は 一生の 中、 妻 

を 持た す 妾 もな く、 只 其 身 を 潔白に 無欲 を 表と し、 さ 

して 學問 せる にも あらす、 又 後世 を 願 ふに も あらや、 

天性 正 K 正道に して 百 姓 を憐み 、 少し も 物 を 貪る 思 

ひなし、 其れに 引替へ、 庄八大 に 百姓 を 虐げ、 欲深く 

貪りければ、 此八， 久しく 續く？ から やと、 爪彈 きして 

惡み嫌 ひけ b  、庄八 或 夜の 夢に、 怪 き人來 りて 其 面に 

怒れる 色 あり、 付從ふ 者十餘 人手 毎に 弓鐽 長刀 持た 

り、 大將 顧みて 云 やう、 三保庄 八が 惡行 積もれり、 高 

手 小手に 縛め て货を 刎ねよ と 云、 其 時に 伯父 蔵沼來 

りて、 庄 八が 所行 誠に 人望に 背け. 9、 其科輕 からすと 

雖 もまげ て 許し 铪 はらん、 然 らば 髮 を 剃 ，0 侍べ らん 
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と 云 ふ、 大將 少し 打 笑 ひ、 汝が甥 なれば 憐み思 ふと こ 

ろ理 りなき にあら や、 但し 今より 後日 比の 惡行 を改 

めて、 善道に 赴く ベ き歟と あ， りしに、 庄八 恐れて 怠狀 

しければ、 大將則 t> 我が 見る 前にして 髮を それと て、 

刹 刀 を 取 出し 押へ て 刹 落しぬ、 斯くて 夢 さめし かば、 

頭 を 探， 0 て 見る に、 髮は皆 落ちて 枕 もとに 有、 是非 な 

き 法師に なされた， り、 妻子 これ を 見て 泣悲 みけれ ど 

も 甲斐な し、 庄八は 暇 乞 ふて、 心 も 起らぬ 道心 者と 

なり、 光明寺に 籠りて 念 佛唱へ 居た.^、 或 夜 蘆 沼入來 

れり、 庄八 入道 夢の 如くに 覺 えて、 拆 如何にして 來り 

給 ふと 云へば、 蘆 沼 云 やう 汝 入道して 佛 法に 歸 依し 

ながら、 っゐに 我 墓所に 詣で たる 事な し 、明：！： 必參. 0 

て 卒塔婆 を 立 - よと 云、 さてい かに 書きて 立べ きと 

問に、 税を請 ふ て 書 た り 、 其 文字 皆梵形 に し て 讀事協 

はす、 されば 人間と 迷途と 文字 じから や、 是は 光明 

眞言 也、 後ろに 書く ベ き は 我 戒名 也、 我 死して 地府の 

官 人と なれり、 汝日比 惡行を 以て 私 を 構 へ 、百姓 を責 

はたり、 定の 外に 賦敛を 重く し、 糠 藁 木 竹 に 至る まで 

貪.， >  取て 己が 所 分と なし * 恣に 非道 を 行 ふ、 此 故に 

疎まれ 人望に 背き、 天帝 是を惡 み て 福 分 の 符を 破り 、 


地 府是を 怒て 命の 籍を 削る、 惡鬼 便り を 得て 禍 をな 

す、 汝必 す螺繩 の繩に 縛られ、 白 の 鋒に褂 り、 身 を 

失 ひ 命 を. □ ぼし、 北， つ Q まり 猶 妻子に 及ばん とす、 我是 

を憐み 出家に なして 禍に替 へた. 5、 然る を 我 恩 を 思 

ひ 知らす、 終に 墓所に も詣 です と責 ければ、 庄八 一 言 

の 陬 すべ き 道な し、 酒 を 出して 勸 めければ、 飮 たりと 

見えて 却て 故の 如し、 庄八 問け る やう、 君 巳に 地府の 

官 人となり、 又 何事 を か 職 し 給 ふ、 廣沼 答へ ける 

は、 此 人間に して 一 德 一 藝 ある 者、 心 立 正直 慈悲 深 

く 私の 邪な き は、 皆 死して 地府の 官職に ぁづ かる、 假 

令 勝れて 藝能 ある も 邪欲 奸曲 にして 私 あり、 君に 忠 

なく 親に 孝な く、 誠 を 行 はざる 者 は、 死して 地獄に 落 

つ、 後世 を 願 ふとい へど も、 我宗に 着して 他の 法 を^ 

しむる 者 は、 是 やがて 誇 法 罪 なれば、 假令强 く 修行す 

れ ども、 死して 地獄に 落る 也、 然れば 我 常に 慈悲 深 

く 百姓 を 憐れみ、 君に 忠を思 ひ 邪欲 奸曲を 恐 れ 、 私 を 

顧す 正直 正道 を 行 ひし 故に、 今 地府の 修文郞 と云官 

にあ づ かり、 天地 四海 八 極の 人間の 善惡を 記し 侍べ 

り、 靑破左 衞門藤 綱、 長 尾 左衞門 HIE 賢 以下 我 その 數に 

加られ、修文郞の官八人ぁh^、楠正成細川賴之は武官 
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の 司と なり、 相 摸 守 泰時最 明 寺時賴 入道 は 文官の 司 

な， 9、 其 以前 文武 官職の 輩 は、 皆辭 返して 佛 になり 侍 

ベ り、 今 は 文武の 兩 職に 成べ き 人な し、 されば 毎：：！ 地 

府の廳 に來る 者、 31 本の 諸國 より 市の 如く 見 ゆれ 共、 

传 不忠 不義 不孝 好 曲なる 輩、 我が 知れる 人ながら、 私 

に は最負 も.！？^ はす 地獄に 宝り 遣す、 其. ふだ を 出す も 

笳 はしながら 是非な きなりと いふ、 庄八 問け る は、 生 

たる 時と 死して 後と は 如何な らんと、 答へ て 曰、 別に 

替る 事な し、 され 共 死す る 者は虚 にして 生た る 時 は 

實 する のみ 也、 又 問け る やう、 然 らば 魂 二た び 尸の 中 

に 心の 儘に 還り 入ざる は、 如何なる 故ぞ や、 答へ て 

曰、 例 へ ば 人の 肘 を 切 落す に、 落た るかい なに 痛な き 

が 如し、 死して 容ちを 離 るれば、 其體は 土の 如く 覺ぇ 

知る 所な し、 又 問 ひける やう、 此春 世間に 疫癘 はやり 

人 多く 死す、 是 如何 成故ぞ とい ふ、 蘆 沼が 曰、 三 浦 道 一 

寸其子 荒 次郞 は、 正直 武 男の 者と て暫し 地府に 55 め、 一 

武官の 職に 補 せらるべき 所に、 謀反 を 企て 人 を 取て 一 

我 軍兵に せん 爲に、 恣に疫 神 を 語ら ひ 疫癘 を 行 ひし 

所 に 、 其事顯 れ て 、北 帝 これ を 捕へ て 地獄に 送り 遣 は ， 

し 給へ， 0 とい ふ、 又 問け る は、 生た る 時に くき 怨を死 - - 


して 後に 害す？ き や、 答へ て 曰、 迷 途の廳 に は 生る を 

守.^ 死す る を憐み 、殺す 事 を 嫌 ふ 故に、 此の世に して 

敵 なれと も、 死して 後に は 心の 儘に 殺す 事 かなけす、 

一 其屮 におし は 我 敵の. c 靈を 見て、 是に をび えて 死す 

るお は、 元 是惡人 也、 地府 より 是を 戒められ、 其 敵 を 

遣 はして 命 を 奪 ひ 給 ふ 者な り、 今 は 夜 も 明けな む、 か 

まへ て 道心 堅固なる べし、 邪なる 道に 入て 地獄に 落 

る 事な かれと て、 立 出る とぞ 見えし 姿 は 消失せ ぬ、 庄 

八 今 は 浮世 を 思 ひ 離れ、 念佛 怠たら す來迎 往生 を遂 

ゴ： ける とぞ、 

一  〇 飛 加 膝 

越後の 國長尾 謙 信 は、 春 日 山の 城に ありて、 武威 を 遠 

一 近に 耀 かし 給 ひける 所に、 常 陸 國秋律 郡より 名譽の 

一 竊盜の 者來れ り、 しかも 術 品 玉に 妙 を 得て 人の 目 を 

驚す、 或 時 さまぐ の 幻術 を 致しけ る 中に、 一 つの 牛 

を 場 中に 出し、 彼の 術師是 を！； #み 侍べ り、 一 座の 見 

物 肝 をけ し、 奇特の 寧に 云け る を、 其 場の 傍なる 松の 

木に登て兒たる^1^>めりて、 只今 牛を吞 みたり と：^ え 

I し は、 牛の 脊 中に 乘り侍 ベり と 呼ば、 るに、 術 師腹を 

立、 其 場に て 夕颜を 作る、 二葉よ 漸々 に蔓 はびこ 


5. 扇に て あ ふぎければ 花暌 出つ.、、 忽に實 な b け 

、諸人 靈な. 9:® り 足 を 爪立て 見る 内に、 彼の タ顏 1 1 

尺 許に な，^ ける を、 術師 小刀 を 以て 夕顔の ー帶を 切り 

ければ、 松の木に 登りて 見た る 者の 首 切 落され 死け 

^、諸人 奇特の 中に 怪み をな し、 眉 を 顰めたり、 謙 信 

聞 給 ひ、 御前に 召して 子細 を 序 ねられし に、 幻術の 率 

は 底 を 究めて 得たり、 手に 一 尺 餘.. ^の 刀 を 持てば、 い 

かなる 堀 1^ を も 飛越し 城 中に 忍 入る に、 人 更に 知ら 

す、 此 故に 飛 加 藤と 名 を 呼び 侍べ りと いふ、 さらば 

試しに 奇特 を 現 はし 見せよ との 給 ふ、 今夜 直 江山 城 

守が 家に 行て、 帳 臺に立 置た る 長刀 取て 來れ とて、 山 

城 守が 家の 四方に 隙 間もなく 番を 置、 蠟燭を 間 ごと 

にと もし、 番の者 男女と もに、 おく はし 皆 服た、 きも 

せす して 居た， 0 ける に、 內には 村雨と て 逸物の 名 犬 

あ り 、怪き 者 を 見 て は 頻 ..^ に 吠 怒 り 、然も 資き犬 に て 

夜る は 少しも 寢す、 屋敷の めぐ b を 打 廻. 0  く、 猪の 

し、 と雖 物の かす 共 思 はぬ 稗の 犬 也、 これ を 放ちて 

門 中の 番に 添へ た.^、 飛 加 藤 巳に 夜半 許に かしこに 

赴き、 燒飯ー つ 二つ 持て 行かと 見えし、 犬 俄に 斃れ死 

す、 かく て 壁 を の り 垣 を 越え て 入け るに 、番の 者 半睡 


り て 知らす、 曉 方に 立 歸る、 帳臺に 有し 長刀、 並に 直 

江が 妻の 召使 ふ 女の ー宽 の、 十 一 に 成け る を 後に かき 

負 ふて、 本 城に 歸， ゥ來 るに、 女の 量 深/、 睡 りて 是れを 

覺ぇ や、 番 の輩睡 ると はなしに 少も 知らす、 謙 信是れ 

を 見 給 ひ、 敵 を. a すに は 重寶の 者ながら、 もし 敵に 內 

通せば ゆ、 しき 大$! ^也、 此の 者に は 心 許して 召 抱へ 

置く 者に あ らす、 只 狼 を 飼 て禍 を^ ふると 云 もの 也、 

急ぎ 打殺せとの 給 ふ、 直 江 則ち 我 許に 呼て、 召 捕て 殺 

さんと 謀りけ る を、 加 藤- 」 れを 悟り、 出て い なんとす 

るに、 諸人 是を 守り 居 たれば 協 はす、 加 藤 云 やう、 慰 

みのた め 面白き 事して 見せ 舉 らんと て、 錫 子 一 對を 

取 寄せ 前に 置きければ、 錫 子の 口より 三寸 許の 人形 

廿許 出て 並びつ ゝ、 面白く 踊りけ る を、 座に あ. 5 ける 

人々 目 を 澄し 見け る ほどに、 いつの 間に やらむ、 加 藤 

行 先知ら す 失せに けり、 後に 聞え し は 甲 府の武 田 信 

玄の 家に 行きて、 跡 部大炊 助に 付て 奉公 を 望みし に、 

古今 集を盜 みたる 竊盜に 手 ご. 0 して、 密かに 打殺さ 

れし， 0 いへ り、 

ち ぅ- つのた ま.. J ゐ？ ^ たちけ して、 ちざる 

〇 中 有 魂 形 化 契 

尾 州 淸洲と 云 所に、 小山 記 內と云 者 あ.. >  、或 夕 暮に門 
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に 立て 外 を 見 居たり ければ、 年の 程 十七 八と 見 ゆる 

女、 顏 かた 世の 常な らす 、美 /、して 凡ての 人と も覺 

えざる に、 只獨り 西の方より 柬に 行/、、 明る：！： の 慕 方 

門に 出し かば、 又 彼の 女 西よ， り 東に 打 過る、 記 內も又 

近き あたりに て は 美男の 聞え あり、 女 つら 記內 

を 顧みて、 心 ありげ ながら 打 通る、 斯て四 五 度に 至， y 

て、 又 夕 慕に 門に 立た， 9 しかば、 女則來 る、 記 內立寄 

b て 女の手 をと り戲れ て、 君 は いづく の 人 なれば、 日 

暮ハ毋 に 愛 を 打 通り、 何方に 行 給 ふ と 問ば、 女 さし も 驚 

く 色な く 打 笑 ひ、 自らが 家は是 よ. 0 西の方に あ 所 

用 „ ^事 ありて 東の 村に 行 也と いふ、 記內 試みに 手 を 

取り 內に引 入ん とすれば、 更に 否と も 云 はや、 やがて 

親しみつ、、 其の 夜 は そこに 泊.^ て わ. 9 な/、 契りつ 

つ、 夜の 明 方に 暇 乞し つ、 立歸 る、 又い つか 求まさん 

と 云 へ ば、 女 は 人目 を 忍ぶ 身の、 其 日 を さして 必ゃ と 

は 契. ^ 難しと て、 

なを ざ，^ に をき て や 中々 に 

人の 心の まこ， i を も 見む 

と 云 ひし かば、 記內は 歌まで や はと 思 ふに、 かく 聞 ゆ 

るに ぞ、 いとい わ b なく 覺ぇ て 、返し 
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いひ そめて 心 か はらば 中々 に 

契ら ぬ さき ぞ 戀し かるべき 

かくてき ぬ.，^ の 別れの 釉、 又 朝露に 濡 そめて、 なご 

b ぞいと ぃ殘 りけ る、 四 五日の 後夕暮 に又來 りぬ、 今 

は互に打とくる、其下紐のゎ，9なくも、結ぶ契..^の色 

深く、 よ ひ/^ ごとの 關守 も、 恨めしき 心地して、 後 

に は 夜ごとに 來 りけ h- 、記內 云 やう、 斯程 にわりな く 

契る 中に、 なに か 苦しき 事の あらん、 君が 家 こ、 許に 

近くば、 我 又 君が 許に 行 通 ひ 侍べ らん もの をと 云、 女 

答へ ける は、 自らが 家 は甚狹 く f - ていと 見苦し、 如何 

にして 人 を 待う け、 一 夜 を 明す ベ き 用意 もな し、 其 上 

みづ からが 兄 は 今 はなき 人と な b、 其妻孀 にて 內に 

あり、 此 嫂の 目 を 忍べば、 中々 心苦しく 侍べ りと い 

ふ、 記內聞 てげ にもと 思 ひ、 いよ/、 人に も 語らす、 

深く 忍て 契りぬ、 此女は 又 比 ひなき 縫 張に 手き、 也、 

夕暮 毎に 來て、 夜もすがら 記內 が小釉 やうの 物 洗 ひ 

す、 ぎ、 縫た て、 着せ、 或は 麻績 つむぎて、 美しく 細 

き 布 織 立て、 着せければ、 見る 人是は 世の常の 布に 

あらや、 筑 紫の 波の 花 越後の 雪 陽と 云 ふと も、 是 程に 

はよ も あら じと 譽ぬ人 はなし、 後に は 見目よ き 女の 
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童 一 人 を 召 つれて 通ひ來 り、 是も又 手き、 也、 かくて 

半年 許の 後 は晝も 留ま b て、 女の 童と 同じく 銷を織 

り 縫 立て、 記內に 着せ、 家の 中萬づ 甲斐々々 しく 取 

まかな ひけ b  、記內 云 ふやう、 夜る さへ 忍ぶ 身の 畫だ 

に歸， り 給 はす は、 もし 嫂の 思ひ咎 むる 事 有べ しとい 

ふ、 女の 云 やう、 いつまで 强 いて 人の 家の 事 さの みに 

忍び はたさむ、 君の 心 も 又 如何な らん、 末 賴み難 けれ 

4r ひたすら 我 身 を 君に 捨て 、、かく 愛に は 通 ひ來る 

也と 云に、 記內 いと い 嬉し さ 限， 9 なく、 愛で 惑 ひける 

も "理. 9 也、 或 夜女來 りていつ に替. o、 愁ひ 歎きた る 色 

みえて、 そ > ろに 淚を 流して 泣けり、 記內 問ければ、 

さ れば 今迄 は 君に 思 はれ 參ら せて、 自ら も わりな く 

賴 みし 中 なれ 共、 別れ 離る ベ き 事 出来て、 其 悲し さに 

淚の 落る と 云、 記內 驚き、 君と 我れ 千歳 を 過る とも、 

心 ざし は 露替ら じと こそ 契. 0 けれ、 如何 成 故に 別れ 

離る ベ きと 云 へ ば、 女 は 今 は 何 を か 包み 參ら すべ き、 

自は飯 尾 新 七が 娘 也、 年 十七に して 病に よ. 0 て S し 

くな，.^、明.Hは巳に第三年に當れり、死して中有に留 

る 事 三年 を 限りと す、 三年 過ぐ ぬれば 其 業因に 任せ 

て、 何方に なりと も 生 を 引いて 赴く、 今宵 限りの 別れ 


と 思 へ ば、 悲し く  -  ^ そ 侍 ベれ とて、 頻に 泣き 悲しみけ 

れば、 記內は 幽靈と 聞きながら も、 此 程の 情 を 思 ふに 

怖ろ し氣 はなく、 只 悲しき 事 限りなし、 夜 もす が も寢 

もせす、 女房 は 白銀の 盃ー つ 玉 を 鏤めた る 花瓶の 小 

さきに 取 添て、 君 もし 忘れ 給 はや は、 是を 形見に 見 給 

へと て、 

面影の か はらぬ 2： に 思 ひ 出よ 

契 b は 雲の よそになる とも 

とて 泣々 渡しければ、 記 内 も 色よ き 小釉に 白き 帶取 

.9 添へ て、 女に 與 へつ、、 

待 いづ る 月の 夜な 其 まゝに 

ちぎ hs 絕 すな 我の ちの 世に 

とかき くどき 泣 明し、 鐘の 聲 遠く 響き、 鳥の 音 はや 打 

しきれば、 起き 別れ 行く 袂を ひか へ て、 さる にても 無 

き 影の 埋もれ 給 ひし 所 は いづく と 尋ねし かば、 甚目 

寺の わたり 也と 答へ て、 立 出る と 見えし、 跡 方な く 失 

にけ..^、 記內 あまりに 堪 かね、 甚目 寺の ほと. 5 に 至 h- 

けれども、 そ こと 知る ベ き もな し、 今す こし 其の 所 

よく 問べ きもの を， と 思へ ど、 悔 むに 甲斐なくて、 

たのめ こし その 塚 野 邊は夏 ふかし 
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いづこな るら む もやの くさぐ き 

と 打 詠 じ、 泣々 H 暮 がた 家に 立歸. o、 其 面影 を 思 ふ 

に戀 しさ 限りなく、 終に 病と なり、 口 を 重ねて 藥をも 

飮 まや、 只と く 死して 此 人に 廻り 逢 はんとの み 云 ひ 

て、 程なく 身 まか. 0 ぬ、 

し • てまた ち * きろ 

〇 死 亦 契 

大和の 奈 良に 櫻 田 源 五と 云 者 あ b  、年廿 五に なり、 父 

母 を 失 ひ、 いまだ 妻 も 無くて 只獨り 住みけ り、 源 五が 

を 仁ジ 

舅津 田-技 兵 衞と云 者 一 人の子 あり、 年 廿四五 也、 彥八 

と名づ く、 源五彥 八は從 兄弟な. 0 ければ、. 親しく 侍べ 

り、 或 時 源 五 東大寺に 詣 うで、 歸る とて、 猿 澤の邊 に 

て、 奇麗なる 乘 物に 女の， 9 て、 男 一 人 女 一 一人 を 召つ 

れ、 池の 逢に 乘物を たてさせ、 煎餅 を碎 きて 池に 入 

れ、 魚に 食 はせ て 慰みけ る、 其 差 出せる 手の 白く 美く 

しき、 指 は笋の 如く 爪の 色 は 赤銅色に て、 肘の か、 り 

不束なら す、 源 五 立 止り ければ、 內 より 乘 物の 11^ を 開 

き、暫く源五が顔を守り、已に立て^1る、 源 五 これに 

隨 ふて 行きければ、 三條 通と 云す ゑに、 筒井 某と 云 者 

の 家に 入. 9 たり、 源 五 是を見 初て 心 惑 ひ、 さま < ^便 

.9 を 求めて 聞ければ、 父 は 筒井 順昭に 愿 して 河內の 
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軍に 打 死す、 母孀 にて 只此娘 一 人 を 養て 住みけ り、 娘 

の 乳母 は、 源 五本よ.. >  知 たる 者 也ければ、 是に 近付て 

いろくた のみけ り、 乳母 も 源 五が 美男に して 然も 

有德 なる を 以て、 是に 逢せば やと 思 ふ、 まづ 一筆の 便 

りを傳 へんと て、 紅葉が さねの 薄 やうに、 中々 言葉 は 

なくて、 

いさ.. y 火の ほ のみてし より 衣手に 

礎邊 のな みのよ せ ぬ H ぞ なき 

と 書きて 遣 はしたり、 乳母 是を姬 君に 見せし かば、 顏 

打 あかめ 挾に 入れて 立、 退きぬ、 然るに 如何なる 者 か 

知らせ けん、 源 五が 舅， 律田此 娘の 事 を 聞て、 我子彥 八. 

が 妻に せむ と 思 ひ、 媒を 入て 娘の 母に 云 はせ たり、 津 

田 も 武門の 末 也 世 もよ か，^ ければ、 肯 ひて 賴み をと 

b た b  、娘 はこ、. T 煩 ひて、 つや， C 湯水 を だに 聞 入 

れす、 母 云 やう、 津田彥 八と 云 人に 緣を 定めた. o、 心 

を 引 立よ、 近き 比に 彼の 方に 遣し なんとい ふ、 娘 更に 

恨みた る 色 あり、 乳母に 語りけ る やう、 源 五が 許に こ 

そ 行か まほし けれ、 其彥 八と かや 何せん に 、ロハ 死した 

る こそ 善から めと て、 猶藥を だに 飮 ます、 母 悲し さの 

餘 b 乳母に 心 を 合 はせ、 源 五に かくと 云て、 娘 を盜み 
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取らせたり、 源 五大に 喜び、 乳母と 妻 を つれて 奈良を 

ば 立の き、 郡. S と 云 所に 隱れ 住みけ. y  、津田 又 行て 娘 

を迎 取らん とい ふ、 母な くく 云 やう、 此間誰 人 か 勾 

引し けむ、 乳母と 共に 行方な しとい へば、 我 甥の 源 五 

が 心 を 懸けし と 聞たり、 盜 みて 隱れ ぬらん と 大に怒 

^腹 立、 其 間に 娘の 母 死したり、 跡の 事 は 母の 弟是を 

まかな ふ、 源 五夫 婦餘 所ながら 野邊の 送りに 出つ、、 

いと 忍びた.. - ける を、、 津田彥 八 見 付て 跡 をした ひ、 郡 

山に 行て 家 能く 見届け 、立歸 りて 父 長兵衞 に 語 る 、長 

兵衞 則ち 奈 良の 所 司 代 松 永に 訴 へて 對 決に 及ぶ、 源 

五 云 やう、 某 前に 契約して 賴みを 遣 はして 呼たり と 

云、 律 田は媒 を證據 として 賴みを 遣 はせ しとい ふ、 娘 

の 母 は 死たり、 何れ 共 知. 5 がた し、 され 共津 田が 賴み 

を 遣 はしける 事 は、 なか * たちた しか 也、 源 五に も理有 

りと雖、此娘を留る事法に背け-^、只津田が許に返し 

遣 はせ と あり、 力なく 女房 は彥 八に 取られぬ、 娘 も 乳 

母 も此舉 を 病と して、 打續き 二人ながら 空しくなれ 

り、 源 五が 事 を や 思 ひけむ、 

さりと もと 甲 j ひし. yy< での 命 さ へ 

今はたのみもなき身：.^.-ぞなる 


彥八 いと 悲しく、 妻と 乳母が 墓所 を 一 つ 寺の 地に 作 

. ^て 跡 を ひけ.. >、 去 ほどに 源 五 は 妻 を 取られて 後 

は、 萬ぁぢ きな く 其 面影 を 忘れ 兼つ、、 せめて は 風 

の 便りの 音 づれ だに 聞えぬ は、 此 女も彥 八に わりな 

く 成て、 我 をば 忘れぬ らんと 恨めしく 思 ひて、 

なびく かと 見えし もし ほの 煙 だに 

今 は あとな き 滞 かせ ぞ ふく 

と 打 詠めお る、 其暮 がた 門 をた、 く、 開きて 見れば 妻 

の 女房の 乳母 也、 櫛 鏡 入た る 袋 を 前に 抱へ て、 只今 我 

君 こ，、 に 走り 來り給 ふと 云、 源 五 うれしくて 門 を 開 

き 內に呼 入し に、 女の 容 其の かみに も替ら や、 餘. 0 の 

事に 夫婦 手 を 取て 嬉し 泣に なきけ b、 斯て其 故 を 語 

る、 君の 事つ ゆ 忘る、 事な く、 彥 八の 家に 在に も あら 

れゃ忍 出て 逃げ 來れ り、 B 比の 願 ひ 今 已に協 ひ 侍べ 

りと 云. ふに、 源五堪 がた く 喜びつ、、 偕老の かたら ひ 

今- rS{ 也 、彥八 が 家人 或 時 郡 山に 行 て 、源 五が 門 を 見 い 

れ たりければ、 乳：^ 何 心なく 立 出た る を 見つけ、 走. 0 

歸..^て彥八に吿げたり、彥八が父は去ぬる月死たり、 

彥八 聞て 怪み、 それ は 正しく 死して 埋み 侍べ りし、 如 

何に 世に 似た る 者 こそ あれ、 人 違へ にて ぞ有 らんと 
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云に、 正しく 見損せ すと あらが ひけ. o、 彥八 行て 垣の 

隙より 观 きければ、 女 は 鏡 を 立て 假 挑し、 乳 ゆ は 其 前 

にあ， o、 彥八內 に 突入て、 源 五に 對 面し 女 も 乳 ゆ も、 

此卷 打續て { 仝 しく 成し を、 寺に 送 b 同じ 所に 埋 みし 

に、 今 愛に 來 b 住む 事の^ しさよ と 云、 源 五 も 奇特の 

事に 思 ひ 部屋に 行て 見れば、 女 も 乳 はも 行方な く 成 

て 跡 も 見えす、 二人ながら 云 やう、 さて は 幽霊の 來 

ける にこ そ、 此上は 互に n: 比の 恨み もな しとて、 源 五 

彥八打 つれて 寺に 行き、 塚 を 掘て 見れば、 女 も 乳母 も 

形ち 少しも 很 せす、 ロハ 生た る 時の ごとし、 やがて 元の 

如くに 埋 みて、 源 五彥八 共に 高野山に 籠. o、 道心お こ 

して 二た び 山 を 出です、 

〇 菅谷九 右衞門 

天 正 年中に、 伊勢の 國司 具敎公 をば 武 井の 御所と ぞ 

云け る、 民 部 少輔具 時は國 司の 甥に て、 南 伊勢の 木 作 

と 云 所に 住 侍べ ，-、 此郞 等に 柘植三 郞左衞 門、 瀧 川 三 

郞兵衞 とて 二人の 侍 あ. o、 武與 智謀 ある 者な り けれ 

ば、 時に 取. >  て 名 を 施しけ. 9、 然るに 國司具 敎其甥 民 

部 少輔、 おなじく 奢 を 極め 國民を 貪， り 、佞奸の 者に 親 

しみ 國政 正しから ざる 故に、 ハ 仃末賴 もしから すと 思 


—伽 婢子卷 七  1 — 

ひ、 拓植と 瀧 川 二人 心 を 合 はせ 信 長 公に 內 通して、 終 

に 伊勢の 國を信 長 公に 屬 せしめ、 國司 を. □ ぼし 則ち 

勸賞を 被り、 立身して 權を 取り 咸を震 ひけ. o、 其 比 伊 

賀國に 一揆 起り、 近鄉の あふれ もの、 武 井の 城の 餘黨 

ども 多く 集. >  、要害 を 構へ て循 籠り 、丄民 百姓 を惱ま 

し國郡 村里 を 掠めし かば、 信 長 公 早く 之 を 貴. c ぼ さ 

すば 大 なる 難 義に 及び、 諸方の 手づ かひ 障と ならん 

とて 、軍兵 を 差 向けられし 所 に、 城屮强 くして 人數多 

く 損じけ る 中に、 妬 植瀧川 一 ー人ながら打れた..^、是に 

よ b て 扱 ひ を 入られ、 終に 信 長 公に 隨 ひけり、 其 後 一 

年 許 を經て 、信 長 公 の 家臣 菅谷 九右衞 門、 所用 ありて 

山 田 郡に 行ける 道に て、 拓梳瀧 川に 行 合たり、 菅谷思 

ひける は、 此 一 一人 は 正しく 打 死したり と 聞し に、 是は 

夢に ぞゃ あるらん と 怪しみながら、 立 向 ひ 物語す る 

に、 拓植云 やう 久しくて 對 面す、 いざ 愛に て 酒 一 っ飮 

給へ とて、 召， 連た る 中間に 仰 付けて、 小釉ー つ 持せ 酒 

崖に 遣 はし、 質 物と して 酒 取 よ せ 、筵 を 借て 道端 の 草 

叢に 敷かせ、 相植 川菅谷 三人 打 向 ひて、 數 KM を 傾け 

たり、 瀧 川 云 やう、 昔 唐土の 諸 葛 長 民と 云 ふ 人 は、 劉 

毅が 殺されし 時是 が爲め 14 軍 I ^〈を 催し、 亂を 作さん 


七十 八 

として 未だ 思 定めす、 かくて 曰く、 貧賤 なれば 富貴 を 

願 ふ、 富貴に なれば 必危き 事に 逢 ふ、 其 時 又 元の 貧賤 

になら ば やと 思 ふと も、 是も又 叶ぶ ベ からす、 腰に 十 

萬 貫の 錢を纏 ひて、 鶴に 乘 りて 楊 州に 登る とい ふ、 思 

ふ 儘なる 寧 はなし、 武士と 生れ、 其 名 を 後代に 傳 ゆる 

程の 手柄な き 者 は、 必す耻 を 萬 事に 殘す事 古今た め 

し 多し、 遠く 他家に 求む ベ からす、 織 田 掃 部 はさし も 

勳功は 致せし か 共、 終に H 置大 膳に 仰せて 誅 せられ、 

佐久間 右衞門 は、 信 長 公 草 業の 御 時よ.^ 忠節 ありけ 

れ共、 忽ち 追放 たれて 耻に逢 ひた b  、歷々 の 功臣 猶か 

くの 如し、 まして 其 外の 人 更に 行末 知. 0 難しと 云、 瀧 

川が 云 やう、 下 間 筑後守 は 越 前の 朝 倉に 方 人して、 木 

目 峠の 城に 籠 b し を、 朝 倉 打れ て 後、 平 泉 寺に 隱れて 

跡 をく らまし、 醒悟發 明の 道 人となりて、 

梓弓 ひくと はなしに のがれす は 

今宵の =： をい かで まちみ む 

と 詠せ し は、 名を埋 みて 道に 替た， ^、荒 木 攝津守 が 家 

人 小 寺 官兵衞 は、 主君の 逆心 を 諫め かね て、 髻 切り て 

IIS になり っゝ、 

四十 年來 媒ニ戰 功- 鐵 IE 着盡 折，， 良 弓， 


緇衣 編衫應 n 人識， 獨誦， 妙經， 詢：； 梵 風- 

と 云 詩 を 題して、 世 を 逃れた る  も 尊う としゃ、 此  一  一人 

は 其 身 逆心の 君に 仕へ ながら、 終に よく 禍 を？！ S かれ 

た り 、是 智盧 の 深き に 侍 ベ らす やとい ふ 、拓植 打 笑 ひ 

て 云 やう、 此輩は 我等の ため 耻 しからす や、 いで 其 伊 

賀の 一 揆原、 謀 は 拙 かりし 者 をと 云 ふ、 瀧 川、 いや 其 

事 は ロハ 今 又 云べ きに あらす、 思 へば ロ惜 きに、 只 酒飮 

たま へ 营谷 殿と て、 互に 盃の數 重り て 後、 菅谷 一 一人に 

向 ひて、 如何に かたぐ、： n 來は數 奇の道 とてもて 遊 

ばる、 に、 今 U の 遊びに 一 首な きかと いふ、 されば と 

て 打 案じつ、 拓植三 郞左衞 門、 

露霜と 消え ての 後 は それ か と.. も 

くさ 葉より 外しる 人 もな し 

瀧 川三郞 兵衞、 

うづ もれぬ 名 は 有 明の 月影に 

身 はくちながら とふ 人 もな し 

とよみて、 一 一人ながら そいろ に 淚を押 拭 ひけ >9 、菅谷 

歌の 言葉い と、 怪しく、 又 この 有樣 心得が たく 驚き 

思 ひて、 いかに 日 比 は 武勇 智謀 を 心に 掛て 、少し も 物 

率に 弱氣 なき 氣 象の 輩、 ロハ 今の 歌の さま 哀傷 ふかく、 
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:M を 流しけ る こそ 怪し けれと 云 ふに、 二人ながら 1S{ 

に 言葉 はなく 大息つ きて 喷 きつ 、、 酒 巳に なくなれ 

ば 、今 は 是ま で 成 と て 座 をた ち、 暇 乞して 半 町 許 行 か 

と 見えし が、 召 つれたる 中間 原 もろともに 跡な く 消 

失せた. o、 菅谷大 に 驚き、 伊賀に て 打 死せ し 事 を漸々 

思 ひ 出した.^、  nz は 山の端に 傾 き 鳥 は 梢 に 宿り を爭 . 

ふ、 人 を 遣 はして 酒賣 家に 質 物と せし 小 釉を取 寄せ 

て 見れば、 手に 取 やひと しく ぼろく と碎 けて 土 ほ 

こ. 5 の 如くに なれり、 菅谷 いそぎ 歸 りて 密かに 惯を 

請 じ、 二人の 菩提 を 弔 ひける と 也、 

〇 雪白 明 祌 

長亨 元年 九：：；： 將 軍源義 公、 みづ から 軍兵 を 率して 

江 州に 發 向し、 坂 本に 陣を 取..^ て、 佐々 木 六角 判官 高 

賴を 攻め させら る 、に、 高賴 ふせぎ 兼て 城 を 落て、 B- 

賀 郡の 山 屮に隱 入りた b、 高賴が 郎等 堅 田 又 五郎と 

いふ もの は、 武勇 あ. 0 て 力量 人に 勝れ、 然も^に 佛祌 

を 敬 ひ、 後世 を 願 ふ 心 ざし 淺 からす 、観音 普 門 品 一 遍 

彌陀經 一 卷念佛 百遍を 以て 毎日の 所作と す、 已に大 

將高赖 城 を 落ければ、 又 五郞も 力なく、 むか ふ 寄 手に 

切 か、.^、 終に 大 軍の 屮 を切拔 て、 安養寺の 山の 奥に 

I  ^^^^  . I 
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落 行たり、 斯て日 慕たり ければ、 何方に 出づ ベ き 道 も 

知らす、 傍に 一 つの 藁屋 あり、 谷 陰に 立ながら 內には 

人な し、 まづ此 家に 隱れ居 たれば、 軍兵 廿騎 許の 音し 

て、 正く 後ろ 影 は 見えし ぞ、 定て 伊賀 路 にか、 りて 落 

行けむ と 云 を 聞けば、 我 を 討留ん とする 追手の 兵 也、 

され ども 隱れ 居た る 家に は ロも懸 す、 やう/^ 遠 ざ 

かり 行く、 今 は 心安し と 思ふ處 に、 又 人の 打 過る 一 者の 

聞え しかば、 密に， 窓より 靦 見れば、 一 人の 女房 其の 齡 

四十 許なる が、 勢 細く 高し、 揭 色の 中 なれたる 小袖 着 

て、 手に 美く しき 袋 持て、 堅 田 又 五郎 殿 はこ、 に 在す 

る やと 云 ふに、 又 五 郞物を も 云 はす 忍び 居た. 9、 女房 

打 笑 ひて 何 を か 怖れて 忍び 給 ふぞ、 少しも 苦しき 事 

なし、 我 は 是當國 栗 太 郡に おはします、 雪白の 宮の御 

使と して、 君が 心 { 女く せんとて 遣 はされ た b ヽ ゆめ 

ゆめ 疑 ひ 給 ふな、 君 常に 慈悲 深く 神 佛を敬 ひ、 後世 を 

求めて 怠 b なき 故に、 其 心 ざし を感. じて 雪白の 明舯 

守. 9 給 ふな.. >  とて、 則ち 持た る 袋の 緖を 解き、 燒餅取 

出して 食せ、 小き 瓶に 酒 を 入れて 取 出して 飮せ ける 

に、 又 五 郞大に 飽きみ ちて、 忝く 有難き 事譬 へん 方な 

し、 女房 云 やう、 此 窓の 前庭の 面に 、横筋； つ 書付け. 


11  C:  , 

て、 今宵 夜半 許りに 怪しき 物來. 9 おびやかさん、 君 構 

へ て 恐れ 動き 給 ふな、 是を のがれて 後 は、 行末 更に 惡 

しき 事 あるべ からすと て、 歸 るかと みえし、 銷が 如く 

に 失せたり、 案の 如く 夜半ば かりに. 怪しき 光 ひらめ 

き耀 きて 來る者 あ. 5、 されば こそと 思へ る恣 よ. 观 

きければ、 身の 長け 一 丈 あま， 5 の 鬼、 赤き 髮亂れ 白 

き 牙 喰 ひ 違 ふて、 兩の角 は 火の ごとし、 口 は 耳元まで 

裂けて、 眼の 光 鏡の 面に 朱 を さした るが ごとし、 爪 

は 鷂 の 如く、 豹の 皮 を腰當 とし、 直ちに 內に駆 入ら 

ん とする に、 彼の 女爵 庭の 土に 書きた る 筋 を 見て、 大 

に 怒れる 眼の 光，.^ 電の 如く ひらめき、 口より 火 を 吐 

どよ 

て 立 やすら ひ、 力足 踏みて 響み ける、 其有樣 身の 毛 

よだち、 魂き えて 恐し と 云 ふ も； 也、 鬼 巳に 筋 を 越 

ゆる 事 叶 はす、 怒 b を 抑へ て 傍に 立 寄. 5 し 所に、 軍兵 

又 十骑許 追來. 9 て、 又 五 郞は此 家に 隱れ しと 聞 ゆ、 出 

よくと 責めけ るに、 彼 鬼 かけ 出て 1151 上の 兵を摑 み、 

馬 を 踏 殺して 食 ふに、 其 外の 郎等 共 は 蛛の子 を 散ら 

す 如くに、 足に 任せて 失た. 9、 夜 巳に 明 方に 成 たれ 

ば、 鬼 も 消失て 物靜か 也、 立 出て 見れば 馬の 頭 人の 手 

足、，^ 交り に 散. <：> 亂れ、 よろ ひ 甲 太 刀 皆 ひ き 散らし て 


あ b  、又 五郞 終に 逃る 、事 を 得て、 それよ b 伊勢に く 

だ b  、白子と 云 所よ b 舟に 乘り、 駿 州に 行て 今 川 氏 親 

を 賴み て 身を隱 し、 後に 其 終 は る 所 を 知らす、 
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〇 長鬚國 

越 前の 國 北の 庄に 商人 あ. 9、 每年松 前に 渡りて 蝦夷 

と 販賀 に 、多く 木綿 麻布 を 遣 し て 1115^布干鮑 に 替 て 、國 

に歸り 出し 賣るを 業と す、 或 年 舟に 乘て松 前に 波る 

に、 俄に 風變 b 浪 高く、 檣 折れ 梶^け て 吹 放されつ 

つ、 漸 にして 一 つの 島に 寄せられた hs  、人心地 少し 付 

て 舟 を あが. 9 ければ、 五町 許りにして 人里 あ， 5、 其 所 

の 人 は髮短 かく 鬚 長し、 物 云 ふ聲は 日本の 言葉に 通 

す、 或 家に 立 入て 國の名 を 問へば、 長 鬚 扶桑 州と い 

ふ、 國主を 問へば、 是 より 一 里ば か. りの 東に 城郭 あり 

と敎 ゆ、 かしこに 赴き 總門を 過て 見れば、 國 主の 本 城 

とお ぼしくて 門の 構へ 築墻 高く、 石垣 は 削. 9 立た る 

如し、 門の 邊 りに 立 寄ければ、 門 を 守る もの 一 同に 出 

て 大に敬 ひ、 奥の 方に 言 入たり しに、 衣冠の 體 世に 見 

驯 ざる §3 立した る 者 走 出て、 殿中に 請じ入れた b  、宫 

殿甚花 腿に して、 綺羅 美 やかなる 事い ふ 計な し、 紫檀 

くわ， 0 ん 白檀なん ど 入 違へ、 沈香 金銀 を 鏤め 交へ て 

！  ^ 
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立た b 、錦の 裀を 敷き、 國主立 出て 對 面す、 大日 本國 

の 珍客 只 • 今此 所に 來れ り、 我等 邊國 の戎 として 目の 

あた 請 じ 參らす 事、 是幸 ひに あらす やとて、 一 族に 

布令め ぐらす に、 皆 谷來. 0 集る、 何れも 出立 花やかな 

れ共、 勢 短く 髮 かれて、 鬚 斗り は 長く 生 延び、 腰 少し 

か いま， 0 て 見 ゆ、 墜 定ま. 0 て 後に、 綠の藉 ある 色よ き 

みつ ぶき 

秭 一 つ、 はらめる 黄なる 膚の 栗、 紫の 菱、 紅 ゐの芡 、靑 

の 梨、 赤 壺の橘 を、 瑠璃の 盆 水精の 鉢に 堆 かく 積 

て 出したり、 膳に は 野 邊の初 雁、 澤 沼の 梟、 鳴 鶴、 雲雀 

紫 藝、 靑蓴、 溪 山の^、 靈澤 の芥、 數を 霊して 出し 備 

ふ、 葡萄 珠 崖の 名 酒に 菜爽 黄菊 を に 浮べ、 誠に 妙へ 

なる 主 じ 設け、 其眛ひ 更に 人間の 飮 食に あらや、 され 

ども 海 川のう ろく づ 蛤の 類 は、 一 稲の 肴 もこれ なし、 

商人い ぶかし くぞ覺 えたる、 國 主の 曰く、 我に 一 人 

の 娘 あ. 9、 願く は 君是に 留ま. 0 給 へ 、配偶の 緣を むす 

び舉 らん、 榮耀 如何で 極まり 有らん と 云に、 商人 大に 

喜び、 とも かう も 仰せに 隨ひ 奉ん とて、 數盃を 傾け 侍 

ベ .9 しに、 今 齊は月 巳に 滿 ちて、 光四 方に 輝きて 明ら 

かなる 事 白日の 如し、 是れぞ 我等の 酒宴 遊興 を 催す 

待な 力と て 、満座の 輩 舞 かなで 歌 ひどよ めく、 かゝる 


,  八十 二 

所に 姬君出 給 ふ、 附隨ふ 女房 達廿餘 人、 何れも 花 を 飾 

,9 裳 を 引て ね， 9 出 たれば、 沈 麝の薰 座中に 充ち た， 5、 

商人 これ を 見る に、 容貌 はた を やかに 美 はしけれ 共、 

女に も 鬚 あ. 5、 商人 甚 怪しみて 悅 びす、 古風の 體 一 首 

を 詠みけ る、 

し. へ  . 

さく とても 蘂 なき 花 は あしから め 

妹が ひげ あるか ほのう る はし 

國主 聞て 笑壺に 入て 笑 ひし かば、 滿座 かたぶきて 腹 

を さ ゝげた，.^、娘と女房達は世に耻かしげ也、此夜ょ 

.9 商人に 一 官を 進めて、 司 風の 長と ぞか しづき ける、 

身の 榮 花に 樂みを 極め、 國中敬 ひ 持て はやす 故に、 鬚 

ある 妻に 馴 初て 三年 を 過れば、 男子 一人 女子 二人 を 

ぞ 設けた る、 ある 日 家擧. ^て 泣き 悲しみ、 妻 甚だ 愁へ 

歎く、 城 中 打 ひそまり て 色 を 失 へ ，9、 商人 驚きて 妻に 

問ければ、 泣々 答へ ける やう、 きの ふ 海 龍王の 召に よ 

,5 て、 我 父 已に龍 宮城に 赴き 給へ り、 命 生て 二た び歸 

給 ふ ベ からす、 此 故に 歎き 悲しむ 也と 云、 商人 大に 

仰天して、 其 は 如何にも 謀 あらば 逃る、 道 侍 ベら む 

や、 然 らば 我假令 命を捨 ると も 何 か 顧る ベ きとい ふ、 

妻の 云 やう、 此の 事 君に あらす して は、 禍を 逃れて 安 


穩の 地に 歸り給 ふ 事 叶 ふべ からす、 願く は 龍 宮城に 

赴き 、東海の 第三の 迫 芦 第 七の 島 長 鬚國、 已に 大禍難 

• に 依て 今よ. 0 衰微に 及ぶ ベ き 也、 憐みを 以て 首長 を 

放ち 返し 給 はい、 宜しく 太： 牛 安穏の 政道なる べしと 

よく^. \ 'の 給 は い、 龍神よ こしまな し、 必此歎 を 引か 

へて 喜びの 眉 を 開かん、 然 らば 一 足 も 早く 赴きて 給 

へと て、 聲も おします 泣ければ、 商人 も 情の 色に 心 

引かれて 急ぎ 出立、 花やかに 装束して、 十 人の 侍 五 人 

の 中間 二人の 道 引 を 召 連れ、 龍 宮城に 赴き、 舟に 乘. 5 

て暫 しの 間に 岸に 着きて、 濱表を見れば^^ぉ金銀の砂 

にて、 國人は 衣冠 正しく、 貌大 にして 天竺の 人に 似た 

り 、樓門 にさし 入て 見れ ば、 七 寶莊嚴 の 殿、 其 さ ま 

は 堂 寺の 如し、 玉の 階に 進めば、 龍神 出迎 ふ、 商人 大 

に 恐れ 愼 しめば、 司 風の 長と は 汝の事 か、 今 何故に 來 

れ ると 問 ふ、 滴 人 こまぐ と 云ければ、 龍祌 則ち 海府 

錄事を 召して 勘へ させけ るに、 龍王 城の 境內 に左檨 

の國 はこれ なしと いふ、 商人 重ねて 云 やう 長 鬚國ば 

東海 第三の 迫戶第 七の 島に あたれ. 5 と、 龍神 又勘辨 

せ さする に、 暫く 有て 錄事 則ち 本 帳を考 へ て 曰く、 其 

島 は 蝦 魚の 住所 也、 龍宮 大王の 此 R: の 食料に 當てゝ 
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昨 a 召 捕た， CS と 申す、 龍神 笑て 曰、 司 風の 長 は 實に人 

間ながら、 蝦の ために 魅された リ、 我 は 海屮の 王な b 

とい へ 共、 食す る 所の 魚 鳥 生 額、 皆 天帝より 布き 授け 

られ て、 H 侮に 其 数 あ. 0  、 假 八： Z 人 と 云 と も 天帝 の 定め 

給 ふ數の 外に、^ りて 生 額 を 食す る 時 は、 必ャ 天の 責 

を 受けて 禍ひ あり、 况ゃ 我等 數の 外に、 漫 りに 食す る 

事 協 はす、 さり なが ら今遙 々玆 に， が 丁れ る 人 の 心 を 破 

る ベ からす 、数の 定め を耗 して 參ら せむ とて、 內に入 

て 司 膳 掌に 仰せて、 商人 を つれて 料现皇 盤 所 を 見せ 

しむる に、 麖の胎 ごもり、 熊の 掌、 猿の ことり 、鬼の 水 

鏡、 五 稀の 削 物、 七 の 軌則 花形 飾 立て、 鳳髓、 獅 

子膏、 靑肪、 白 蜜、 其 外海 產の內 あらゆる 珍味、 心 も 言 

葉 も 及ばれ や、 黃 金の 签、 白銀の 鍋、 銅の 鼎 を 並べ、 傍 

なる 籃の屮 に 蝦 五六 頭 あ. 5、 大さ 三尺 あま. 9、 色 はさ 

ながら 濃紫に して 鬚 甚だ 長し、 此 商人 を 見て 淚を流 

す 事 雨の 如く、 頻りに 蹕 躍りて、 其 ありさま 助け 給へ 

と云はぬ斗り也、司膳の司の云ゃぅ、"|^-こそ蝦の中の 

王 なれと、 商人 聞て 不覺 の淚を 落す、 寵王 重て 使 を 

立、 蝦の 王 を赦し 放ち、 商人 をば 送りて 日本に 歸 らし 

む、 其 夜の 曙に 能 登の 圃 鈴の 御崎に 付た， 9、 岸に 揚り 
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て 後ろ を 顧れば、 送. 9 ける 使は大 龍と な， 9、 波 を 分て 

海底に 隱れ、 商人 は 本 國に歸 b て、 筆に 記して 人に 語 

b 傳 へ しと.^、 

。邪神 を責殺 

常 州 笠 間 郡の 野中に 小社 あり、 後ろ は筑波 山の 嶺茂 

り て H 影く らく、 前に は澤 水底 深 く！ -て藻 はびこれ 

,5、 常に 雲 覆 ひ 小雨 ふ， 9 て 凄まじければ、 人皆此 神の 

靈甚だ 猛しと て 恐れ 仕 へ て、 此 社の 前 を 通る 者 は 散 

米 御供 神酒なん ど を、 此 村里に して 求め 携へ て 、神前 

に 供 へ て 打 通る、 若さ もなければ 忽に 雨風 荒く、 雲霧 

蔽 ひて 神 則ち 祟り をな す、 明德 年中に 濃 州 谷 汲 寺の 

僧、 性 海と て學 行を勸 るに 心 ざし 深く、 兼て は 北陸 を 

修行し、 相 摸の 國足 利の 學 校に 行ば やと 思 ひ 立て、 寺 

を 出つ、 越路に 赴き、 已に常 州の 地に 至 此 社の 前 

に 休む、 本よ.^ 諸國 行脚の 僧 なれば、 袋に 一 物の へ 

もな し、 只禮 拜誦經 して 法 施 奉 h- 、十 町 許り 過 行ける 

所に 道に 踏 迷 ひ、 彼方此方 せし 間に 俄かに 大風 吹 起 

b、 砂 を 揚げ 飛ばし 黑雲覆 ひ 霧 立 こめ、 後ろより 物 

の 追 かくる 心地し ければ、 怖ろ しく 覺 えて 見 かへ，.^ 

ける に、 異類 異形の 者 二百 許 頻りに 追掛 くる、 此僧、 


八十 四 

拆は妖 物の 爲に 只今 死すべし、 力 及ば， ぬ 事と 思 ひ 一 

心 に 觀昔普 門 品 を 誦し 、足に 任せて 走り^げ、 れば、 

風 止み 雲收 ま. 9 穴 晴て、 追 かけし 者 も 見え や、 辛う じ 

て 鹿 島 明 祌の社 へ か、 ぐり 付きた..^、 祌 前に 跪き、 般 

若 心 經七遍 普 門 品 三遍を 誦して 神に 祈る やう、 先の 

社に 法施舉 b し をば 受 すして、 却て 怨を 成ん とせし 

は 邪神の 社 か、 如何なる 子細な るべ き、 又是我 身に 誤 

り ありて 神の 咎め 給 ふや、 願く は 明 舯此亊 を 示し 給 

へと 念願して、 H 暮て身 も勞れ ければ 傍に 臥したり、 

其の 夜の 夢に 神殿の 內陣 開け、 錦の 斗 帳 を あげ 玉の 

簾 を 中ば 捲き て、 內に明 神 座し 給 ふ、 左右に は 末社の 

神、 位に 隨 ひて 其の 所々 に 座す、 大燈明 內 外に 輝きて 

白晝の 如し、 性 海 恐れて 庭に 下. 9、 頭 を 地に 付て 禮拜 

す、 俄に 一 人 朱き 装束して 鳥 帽子 引 こみ、 きざ はしに 

出で、 曰、 汝 神前に 法 施 奉る、 神威 高く 神慮 快く 受け 

給ふ處 也、 然るに 汝今 神前に 訴 へ 舉る處 、速く 裁斷ぁ 

る べしと て內に 入たり、 暫らく ありて 數十人 穴 ュを翔 

.0 て 行く と 見えし、 白 髮の翁 一 人 を 召して 來る、 黑き 

曰. E 子 被り 靑き拷 着た る を、 庭の 面に 引す へ たり、 奥よ 

h^仰ぁh^けるゃぅ、汝も 一 方の 神な，.^、 何ぞ國 家人 民 


を 守護せ ざる、 剩へ 敬 ひ をな す 道行き 人 をな やまし、 

濫りに 禍を現 はし、 然も 此道人 法 施 を 以て 神に 回向 

す、 是又 何の 供物と 云と も 過る 物 あらん や、 却て 迫 を 

び やかし 殺さむ とす、 惡行 のく はだて 4 だ 法に 過た 

,9、 其 科 逃る ベから すと あ. o、 官 人出て 斷 誡 しむる 

に、 老人 頭 を 地に 付けて 言上し ける やう、 某 實に野 

社の 神な りと 雖も、 大蟒 酏の爲 に押領 せられ、 久しく 

社^|^を奪はれ、僅に傍なる樹の根をすみかとす、我カ 

至て 弱く 彼 大她を 制する 事 協 はす、 世 を 護 人 を 護 

る べき 職 を 忘れ、 只 我 身の 置 所 だに なし、 されば 此年 

ごろ 雲 を 起し 雨 を 降らし、 霧 蔽ひ風 荒く 災を なして、 

人の 供物 を 求む る 事 は 皆 此大飿 の 所業 也、 某の 科に 

あらす とい ふ、 官人 責めて 曰く、 さやう の 事 あらば 何 

ぞ 速く 此 所に 訴訟せ ざる やと、 翁 答へ て 云、 此大她 世 

にあ る 事 年 久し、 或 時 は 化て 形 を 現 はし 人を惱 まし、 

或 時 は 居ながら 災を なす-、 其 通力 自在なる 事 云 許り 

なし、 山 巾に 捿む 鬼神 野邊に 留まる 惡靈、 みな 是にカ 

を 4! せ 、審蛇 魑魅 皆是 に隨ふ 、某玆 に參 b て訴 へせむ 

とすれば 捕へ て 押し入れ、 更に 住 かの 外に 頭 を も 出 

させす、 只今め しければ- J そ是ま では 參り 侍 ベれ と、 

伽 ，や 卷 Irsc:  1 , 


(時 神殿より 勅 有、 官人 速く 彼處に 至りて、 其大蚰 

を 召 捕て 來れと 也、 翁 申す やう、 妖怪 通力； IJ に 儲り、 

是にカ を 合する 者 多し、 官人 赴く とも 物の 數 とす？ 

からす、 ロハ 神 兵 大軍を 差 向けられ、 攻 伏せ 給 はすして 

は、 容易く 從ひ舉 ベ からすと 云、 さらばと て 大將の 神 

に 軍兵 五 千 を 差 副へ て、 野 社に 向けられた. 9、 三時 

許の 後數 十の 軍 鬼 ども、 大木 を 以て 白 酏の首 を舁て 

庭に 來る、 其の 大さ五 石 許 b を 入る、 甕の 如し、 兩の 

角 尖り て 1 一つの 耳 は箕の 如し、 鬣 亂れて 糸の 如く、 口 

は 後まで 裂て、 怒れる 眼 は 鏡の 面に i^j を 指した るに 

似て、 閉 がすして 死したり、 官人 則ち 性 海に 向 ひ、 忝 

くも 當社明 神 は當國 第一 の紳 司と して、 汝の訴 よく 

裁許し 給 へ. 9、 とくく とて 座 を 立し む、 性 海 禮拜し 

て 座 を 立と 覺 てえ 夢 さめたり、 身の 毛 竦 立ち 汗水に 

な.^、 奇特の 事に 思へ り、 夜明けて また 彼 道に 赴きて 

其 所 を 見れば、 社 も 鳥 井も燒 倒れて 麈灰 とな.^、 傍. y 

の 木 草 皆碎け 折れて 荒れ 果た. 9、 ぁた.^近き村に立 

寄り て 問に、 村人 皆 云 やう、 今宵 夜半 許りに 雷電 をび 

た 3- しく、 風 吹 迷 ひ 雨落ちて、 其 中に 軍 さする 聲聞こ 

ゆ、 怖ろ しさ 限. 5 なし、 黑 雲の 內に火 もえ 出て、 社 鳥 
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井一 同に 燒 崩れ 塵 灰と な. 9、  I つの 白き 大蚰 其長廿 

丈 許りなる、 死して 頭な し、 其 外 五 丈 三 丈の 她共、 數 

を 知らす 重 b 死し て 、奥き 事 限 h- なしと いふ 、是 を考 

れば 今宵 夜半に 、夢 に 見た る 時分な り 、性 海 それ より 

相 州 足 利に 行て 物語せ しと ぞ、 

〇 歌を媒 として 契る 

永 谷 兵 部少輔 とい ふ 人 あり、 一條 庚 橋の ほとりに 居 

住す、 年サ 一 歲 極めて 美男の ほまれ 有、 色好みの 名 を 

取り、 才智 人に 超え 常に 學文 を嗜 み、 三條坊 門の 南 萬 

里 小路の 東に、 北^©昌雪法印とかゃ儒學に長せし人 

の 許に 行 通 ふて、 學業を 勤め 講 筵に つらなる、 神祇 

官の邊 りに 富裕の 家 あ.. >、 其 かみ は 山 名が 一 族な り 

しに、 武 門 を 出て 都に 居 を 占め、 名 を隱 して 密かに 身 

を 修め、 總て 大名 高 家に 通路 を 致さす、 娘 只 一 人 持た 

まき  一 J 

り、 牧 子と 名づ く、 年 十六 七ば か. o、 顔容 世に 類 ひな 

く、 繪 書き 花結び 裁縫 ふこと に 手利きて、 しかもよ ろ 

しからね ども 歌の道に 心 を 懸け、 情の 色 深く、 花に め 

で ee: にあく がれ、 紅葉の 秋 雪の 夕、 折に ふれ 率に よそ 

へて、 歌よ み喷 きて 心 を 癌 ましむ、 あ る 時 兵 部 書 を 懷 

ろに して、 萬 里 小路に 詣 うでけ る、 道の つ ゐで牧 子が 
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家の っゐ 地の もとに 休みて、 少し 壤れ たる 所より 內 

を观 きければ、 時し も 春の 比、 柳の 糸 枝 垂れて 櫻の 花 

綻び、 ひわ、 こがら、 1  学 ひ囀づ り、 其の 傍に 座敷し つら 

ひ、 簾 掛けた る を 半 捲 揚げ、 ひと. 5 の 女 端し 近く 居 

て 小袖 縫 ひける が、 針 を 止め 打 傾きて、 

ほころびて ^花 ちら ば靑柳 の 

糸よりか けて つなぎ と 、>  めよ 

兵 部 其 姿 を 見て 此歌を 聞く に、 限， 9 なく 愛で 惑 ひ、 心 

も 穴 二に な， 9 足元た ど/^ しく、 思 ひの 色 深く 染みて 

堪 かねた る あまり、 暫し立 休ら ひて 舰き 居た. 9 けれ 

ば、 牧子は 是をも 知ら や 庭に 下 立ちて、 っゐ 地の も 

とに 廻 來て兵 部と 目 を 見合せ しかば、 又な く あて 

やかな る 美男な b  、牧子 是を見 るに 心移り て 、此人 に 

あらや は 誰に か 枕 を 並びの 岡、 時雨に 染る 紅葉ば の、 

色に 出つ 、かく ぞ云 ける、 

我 門の そと もに 咬る 卯の花 を 

かざしの ため に 折る よし もがな 

兵 部い よ-,. -堪 かね、 閒 書の ため 持ちた る 矢 立収出 

し、 歌 二 首 を 雑 紙に 書つ け、 小石に つなぎ 添 へて 投入 

れ 侍べ.^、 


いのち さへ 身の 終に や 成 ぬらむ 

け ふく らす ベ き 心地 こそせ ね 

入 初る 戀路 はす ゑ やと をから む 

かねて くるしき 我 こ  >- ろかな 

牧子 これ を 取 あげ、 二 返し 三 返し 讀 みて、 いつしか 心 

あこがれ、 短册取 出し 歌 を 書き、 石に つなぎて 投 出し 

侍べ り、 

あおきな し 誰も はかなき 命 もて 

たのめば け ふの 慕 をた のめよ 

兵 部 これ を 取て 家に 歸 -^、 其 夕 ぐれ を 待け るぞ 久し 

けれ、 夜に 入て 彼の 方に 赴き、 っゐ地 をめ ぐ hN て 見れ 

ば、 櫻の 枝 一 っ築墙 より 外に さし 出で、、 花 田の 打帶 

一 筋、 繩の やうなる を 懸け 置きた. 9、 兵 部 心得て これ 

を 手ぐ 、築地 を 越えて 下. 9 立ければ、 春の 物と や を 

ぼろの 月、 東の 山の端に 出て、 花 かげ 庭に うつり、 そ 

ら薰の 匂 ひに あはせ ていとい しめ やかな り、 是は抑 

人 問 世の 外、 三の 岛、 十の 州-に 來 にけ るかと 怪しみな 

がら、 忍ぶ 夜の 習、 身の 毛な だち て 凄まじく も覺 ゆ、 

女 は 宵よ. 9 木の もとに 待 侘び、 兵 部 を 見て、 

うつ、 ともお も ひ 定めぬ あ ふ 事 を 

S 子 卷 . 


夢に まがへ て 人に かたるな 

兵 部 とりあへ す、 

また 後の 契 b. はしら や 新 まくら 

た ゝ 今宵 こそ かぎ..^ な るら め 

と 云ければ、 牧子打 恨みて、 君と 契り 初め 侍べ らんに 

は 、千歳の 、ち こん 世 も、 同じ 契. 9 絕 まじと こそ 思 ひ 

侍 ベれ、 如何に かく 賴 みなく はお ぼす、 みづ から 命 か 

けて、 心を餘 所に 移す >  ^ と は 夢 あ る まじき を 、親 の い 

さめて 自ら を 責め 給 ふと も、 君 ゆへ 死なば 恨み は あ 

らじ、 

たのます ばし かまの かちの 色 を 見よ 

あ ひそめて こそ ふかくなる なれ 

と 俊 成 卿の 詠み 給 ひけん 歌の心 を 思 ひ 給へ と 云、 宮 

仕への 女 わら はに 仰せて、 酒 取よ せて 兵 部に 勸 めた 

り、 已に 夜更け 人靜ま b て 物 昔 も 聞え す、 兵 部 密か 

に、 愛の 家 は 誰 人に て 在す ると 問 ふ、 女物 語し ける 

は、 二人の 親 は 山 名の 支族に て 侍べ b  、久しく 武門 を 

離れて 財寶 ゆたか 也、 一族の 中 大名 多く 侍 ベれ 共、 

交h^ちなむ事もなし、 只 身 を 修め 名を隱 して 世 を 打 

過し 給 ふ、 自らた^ 1 人 娘に て 又 兄弟な し、 甚だい と 


おしみ 深く、 別に 此の 花圓を こしら へ 部屋 をし つら 

ひ、 春の 花 秋の；：！： に 心 を 慰め 給 ふ、 親のお はする 所 

は、 少し 隔. 0 て 侍べ， 0 など 云 に 、兵 部 少し 心寬， や か に 

覺ゅ、 

世に もれむ 後の 浮 名を歡 くこ そ 

逢 夜 も絕ぇ ぬお も ひなり けり 

女 返し、 

ながれて は 人の ためう き 名 取 川 

よしや 我 身 は しづみ はつと も 

かやう に 語ら ひつ、、 かたしく 袖の 新枕、 交す ほど だ 

に 有 明の、 つきぬ 言の葉と. ^に、 はや 吿げ 渡る 鐘 

の聲、 うちし きる 鳥の 昔に、 起き 別れ 行く 露淚、 雲と 

な h '雨と なる 陽臺の もと ぞ思は る 、、兵 部、 

ちぎり をく 後ち を 待べ き 命 か は 

つらき 限りの 今朝の わかれお， 

女 返し、 

くらべ て は 我 身の 方 や 勝る ベ き 

おなじ わかれの 袖の なみだ は 

兵 部 は 櫻の 枝を傳 ふて、 朝 まだき に 家路に 歸. 9 て も、 

心 そ， 5« ろに 學道も 身に 染ます、 暮る ゝを遲 しと 出て 
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夜毎に 通 ふ、 或 B 兵 部が 父 問け る やう、 汝は學 文に 物 

憂き 心の 付き 侍べ るか や、 朝に 家 を 出て 暮に 歸，^ 來 

る 事 は、 是學文 を 勤めて 其 道 を 行 はむ 爲な. 5  、 然る を 

汝此頃 は、 曰暮 になれば 家 を 出て、 曉 方に 立 歸る、 是 

何事 ぞゃ、 必す 輕雜濫 行の たぐ ひ 求めて、 人の 壁 を 毀 

ち 墙を踰 えて、 正な き擧 動す るかと 覺ゅ、 其の 事顯れ 

侍 ベ らば、 身 は 生な がら 泥淤 に 沈み、 名 は それな が ら 

麈芥に 汚され、 世に なし 者と な. 9 果っ べし、 若 又 語ら 

ふ 女、 定めて 高 家の 娘なら ば、 必す汝 が 爲に門 を污 

され、 其身淺 間し くす たれ 給 はんの みならす、 罪科 は 

定めて 我 門 族に 及ばむ、 其 事 極めて 大事 也、 今 = よ. 9 

して 門より 外に 出べ からすと て、 一間の 所に 押 籠め 

て、 殊の外に 戒めたり、 女 は 夕べく 花園に 出て 、待 

けれ 共、 廿 H 餘. ow- に 音づれ なし、 女 思 ふやう、 飛鳥 

川の 淵せ さだめす、 變り 易き は 人の 心なれば、 又 行き 

通 ふかた 有りて 、我 をば 思ひ捨 たる に や、 又は 病に 臥 

して、；^ いた はりつ ゝ侍 ベる やらむ と、 童 を 遣 はして 

密かに 聞かせし かば、 かう く 押 籠め られ 侍べ h- て、 

出入 輩 も 言 問 交す 事 叶 はやとい ふ、 女 聞て 歎きに 沈 

み、 重き 病に な. CS っゝ、 思 ひの 床に 起き 臥し、 湯水 を 


だに 聞 入れす、 時々 は 思 ひ 亂れし 言葉の 末、 物 狂 はし 

きこと も あ. o、 肌 かしけ 色衰 へ て 物悲しく、 只淚 をの 

み 流す、 さまぐ 藥を 求め 祌佛に 祈れ ども、 露ば か h- 

も驗 しなし、 今 は 此の世の 賴み もな く 見えし かば、 兩 

人の 親 歎きて、 思 ふ 事 ありけ る やと 問へ ども * 定かに 

答へ もせ や、 箱の底に 兵 部が 歌 あ b ける を 見出して 

大 に 驚き、 量 を 近 づ け て 問け れば、 有の ま、； i 語る、 

親 聞 て、 假令 如何な る 人に も あれ かし、 いと おしき 娘 

の 思 懸けたら むに は、 何 か 苦し かるべ きとて、 頓て媒 

を 以て かう くと 云 はせ ければ、 兵 部が 父の 云 やう 

は、 我 子 巳に 器用 あ. 9、 學を 勤めて 官 にっかへ、 親の 

^を ip すべ き 者 也、 妻 求めて 身 をく づ をら すべ き や、 

其 事 は 未だ 遲 からすと いふ、 牧 子が 親 重ねて 云 遣 は 

す やう、 日 比に 聞 及ぶ、 兵 部 少輔は 今 僅に 潜み 隱る 、 

共、 終に これ 池に あるべき 類 ひなら す、 されば 我 一 人 

娘に 緣を 結ばれん に は、 我が家 又 誰か 其 跡 を 望まん、 

殘 b なく 讓. 0 て 兵 部 を 子と せむ とて、 はや 吉日 を 選 

びて 兵 部 を 呼て 聱 とす、 娘心 地 を 取 立ちて 惱み 巳に 

怠りぬ、 兵 部、， 

命 あれば 又も 逢瀨 にめ ぐ， 9 きて 


ふた、 びか はす 君が 手 まくら 

女 限. 0 なく 嬉し/、 て、 

初 月の われて 見し 夜の 面 かげ を 

有 明までに な. 0 にけ るかな 

かくて 比翼の かたら ひ、 今 は 忍ぶ る關 守の 恨 もなか 

し 所に、 細 川 山 名の 兩家 權を爭 ひて、 應 仁の 兵亂起 

b 、京都の 大家 小 家 皆燒. u び、 諸國の 武士 都に 集り、 

亂妨 捕物 狼藉い ふ 計. - なし、 女をば藥師.^11-の與 一 が 

手に 捕物に して、 其の 顔 かたちの 美 く，， - きを 以て、 犯 

し汚さんとす、牧子大に呼ばゝ.^>けるは、自ら死すと 

も、 田舍 人の 穢き 者に は 靡く まじ、 た  >  殺せよ と 云 ふ 

に、 軍兵 等 怒りて 女 をば 刺し殺し ぬ 、兵 部 は 兎角して 

逃れ 隱れ、 其 年の 冬 暫く 京都 靜ま， 9 ければ、 都に 歸 

b 來れば 家 は燒て 跡な し、 妻が 家に 行きて 見れば 人 

もな し、 父 は 山 名が 手に 屬 して 討死し、 母 は 盜贼に は 

がれて 殺さる、 兵 部 只 一 人牧 子が 部屋に た、 すみ、 淚 

にくれ て 居た，.^ しに、 其の 夜 夢の 如く 牧子 歸.^ 來る、 

是は 如何にと て 手 を 取組み 淚を 流す、 女 云 ふ や う、 自 

ら 君と 別れち-.^ < ^にな. 9、 武士の 手に か、..^ あへ 

なく 殺され、 尸 を 道の 邊 b に 腸し、 憐れと 見る 人 もな 

ん— 十 <^ 
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し、 みづ から 負 節の 義に 死せ し 事 を、 天帝 憐み給 ひ、 

君 が 心 ざし に 引れ て 、今 現れ 參 りた， 5 とい ふに 、兵 部 

悲しき 中に、 なき 人に 逢 事の 嬉し さ を 取 加 へ て、 淚は 

雨の 降る が 如し、 夜もすがら 語ら ふ、 曉方 にな. ^ けれ 

ば、 兵 部 泣々、 

思 はすよ まため ぐ， 9 あ ふ 月 かげに 

か はるち ぎ h- をな げく ベ しと は 

女 返しと おぼしくて、 

行末 をち ぎりし より ぞ股 みまし 

かゝ るべ しと も か ねて知，^^せば 

そ^ろに 泣 焦れて 別 をと り、 影の 如くに 成て 失に け 

b  、兵 部は是 より 發 心して 東 山の 寺に 籠り、 幾程な く 

病に 取 結びて 終に 墓な く 成ぬ、 人み な聞傳 へて、 憐れ 

にも 奇特の 事に 思へ， 9、 

〇 幽靈 出て 僧に まみ ゆ 

隅屋藤 九郞は 楠が 一 族と して、 畠 山右衞 門： S 就が 

手に 屬し、 嶽 山の 合戦に 比類な き 手が らを顯 はし、 終 

に 打 死して 名を殘 しけり、 其の 子 藤四郞 同じく 義就 

に屬し て、 應仁 元年 御靈の 馬場の 軍に、 山 左 衞門督 

政 長が 陣中より 放ちけ る 矢に 中 b て 討れ たり、 父子 
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二 代 已に義 就に 忠を盡 しければ、 其よ しみ 深く、 河内 

國門 間の 庄を、 藤 四 郞が舍 弟 藤 次、 生年 五 歳に なりけ 

るに 知行せ させ、 父 藤 九郞が 妻と 同じく 住 侍 ベ b 、其 

比 諸 國順禮 の ir 只 一 人 此の わた. 9 に來 り、 日 已に暮 

れ ければ、 宿 借る ベ き 村里 を 求めて、 門 間の 鄉 近く 田 

の 晬に立 休ら ふ處 に、 笛の 昔 かすかに 聞え、 漸々 に 近 

付 を 見れば、 年の 程 十四 五と 見 ゆる 少年、 云ば か な 

く 美 く，， i きが、 髮 から わに 上げ、 薄化粧に 鐵漿黑 く 色 

白く、 眉 細く 作 b たるが、 白き 淨 衣に 袴着て、 只 一 人 

畔を ふて 來り っゝ、 ひじ， 0 を 見て 云 やう、 和 僧 は 何 

故に 愛に は 佇み 給 ふと 問に、 ひじ.^ は、 是は諸 圃順禮 

の 修行者に て 侍べ る、 道に 行 暮て宿 を 求ん ため 佇み 

侍べ ると いふ、 少年す こし 打 笑 ひて、 世の中 靜 なら 

す、 如何で か 容易く 宿 かす 人 ある ベ き、 假令 出家 也と 

いへ 共、^ は 敵の 謀 事 かと、 互に 疑 ひ を 致す 時節 也、 

惡く 立め ぐ. 0 て 人に 咎められ、 あえなき 命 を 失 ひ 給 

ふな、 今 は 早 や 夜も更 がた 也、 某が 部屋に 來. 9 て 一 夜 

を 明し 給へ とて、 聖と打 連れて 一 つの 家に 行 至り、 表 

の 門 は 番の者 も 臥ぬ らん、 こなた へ 入らせ 給へ とて、 

.;裘の小門ょ.^松に內に入て見るに、 愛ぞ 某の 常に 住 


所と て、 一 問の 部屋に 入た， 9、 內には 持 佛堂ぁ て 阿 

彌陀の 三 尊 を 立て、 前なる 机に は淨 土の 三部 經 あり、 

十二 行の 供物 燈 明かす かに 花香 を 供へ、 位牌の 前に 

は靈供 そな へて、 いと 貴き 有さ ま 也、 聖 なにとなく 殊 

勝 に 覺ぇ て 、輕く 經讀 み念佛 す、 少年の 云 やう、 まだ 

宵の 事なら ば 御內の 者に 仰せて、 非 時の 料よ くした 

ためて 參ら すべきに、 夜 1^ け人靜 まりて すべき 檨な 

し、 旅の 勞れを 休め 飢を たすくる 御爲 に、 此の 靈供を 

參ら せむ とい ふ、^ は 何 か 苦し かるべき とて、 靈 供の 

飯 を 二つに 分て、 少年と 聖と食 ひ 侍べ り、 聖問 ひける 

は、 愛 は 如何なる 人の 御 家ぞ、 和 君 は 御名 を 何とか 云 

ふと 尋ねし に、 少年 答 へ ける は、 某の 父 は隅屋 藤九郞 

とて、 武勇の 譽れ ありし が、 去ぬ る嶽 山の 軍に 討死せ 

、某 兄弟 一 一人 其 跡を繼 ぐと い へ 共、 弟に て 侍べ る も 

の は 未だ 幼少 也、 某 だに 年に も 足らねば、 唯まづ 母に 

育てられて n::" を 送る 事に て、 名 をば 藤 四 郞と云 ひ 

侍べ り、 今宵 費き ひじ hs に 宿 かし 參ら する も、 他生の 

緣淺 からぬ 故 なれば、 某 假令ひ 空しくなる とも、 後世 

を 弔 ふて 給た まへ とて、 そ 3- ろに 淚を 流しければ、 聖 

聞て、 如何に 欺 は 仰せ ありけ る、 君 は 誠に 苍む 花の ま 
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だ^ 出ぬ ころ を ひ、 さし も 末 久しく 榮ぇ給 はん、 老先 

ある 御身 ぞ かし、 ひじり は 年 傾きた る 者 なれば、 しら 

やけ ふ もや、 浮世の 限なる べきと いへば、 少年 は、 い 

やとよ、 武士の 家に 生れて、 名 を惜み 功を顯 さむと す 

るに は、 命 は 草の 露、 夕 を 待た でも 消 やすく、 頼が た 

く 侍べ れ ばかく 申す ぞ、 其處に 持ち 給 へ る 過去帳に、 

某の 名 を 書の せ 給へ とて 现を 出す、 聖は、 あら 心得す 

や、 年に もたり 給 はねば、 何の 別ち もな く 斯様に 望み 

給 ふか、 過去帳に は 死去た る 人の 名 を こそ 記せ、 さら 

ば 御望み を 背く も 無 下な り、 逆修に 書 載せて 武運の 

長久 を 祈..^ 奉らん と 云ければ、 兒打笑 ひて、 それ は 鬼 

も 角 も 御 心に 任させた まへ と 云 ふ 程に、 此兒眼 ざし 

照に 變り、 くるしげ に 息 つき出し、 1^ ぞ 只今 ぞゃ  > む 得 

た h- とて、 傍に たてかけた る 太 刀 を つ とり 、隙 子 を 開 

き 立 出る とぞ みえし、 跡 もな く 失に けり、 ひじり は 肝 

をけ し、 立 出で、 見れ どかげ もな く 物音 も 聞え す、 不 

思 儀の 事に 思 ひながら、 暮て歸 る ベ き 道 も 知らす、 持 

佛 堂の 前に 坐して 夜 を 明かす、 已に明 方に な，^ けれ 

ば、 藤 九郞が 後家 其 外 家に あ， - ける 一 族、 皆 起 出で、 

持佛 堂に 參 りて 見れば、 色 黑く瘦 がれた る 法師 一 人 
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佛前 にあり、 こ は そ も 如何なる 古盜 人の 忍び入た る 

か、 古狸の 化けて 居た る歟、 からめ 捕て 子細 を 問へ 

と犇めきた.^^、 ひじり は 少しも 懼る、 色な く、 まづ 

靜 まりて 子細 を 聞 給へ とて、 初め 終りの 事 ども 語. 9 

ければ、 さて は 藤四郞 殿の. c 魂 現れ 出 給け むと、 今宵 

位牌の 前なる 靈供を 二つに 分て、 半 は ひじり に參ら 

せ 半 は 我が 食け るに、 ひじり の 食せ し は 皆に な. 9 つ 

つ、 半 はさながら 位牌の 前に 殘 りて あり、 母 は餘. 9 の 

悲し さに 位牌の 前に ひれ 伏し、 聲を 限りに 泣き叫び、 

さても 去ぬ る 正 十九 H  、京都 御靈の 馬場に して、 流 

矢に あた.. >  て 打れ しが、 今 Z:: 巳に ぼ 箇：！ I に 及べり、 此， 

世に 殘， 0 て 憂き 物 思す る、 自らに はな ど や 見え - J ざ 

ると て 引か づきて 歎きし が、 あまりの 事に 堪兼、 a, を 

たのみて 髮を 剃り、 尼に なりつ、、 菩提 を 深く 弔 ひけ 

る と 也 

〇 屛 風の 緒の 人形 躍 歌 

細 川 右 京大 夫 政 元は、 源の 義高公 を 取 立、 征夷 將 軍に 

拜 任せし め舉 り、 自ら 權を 執. > 其 威を逞 くす、 或 HI 大 

に酒に醉て、家に歸り臥した..^しに、物ーI1曰をかしげに 

聞え て睡 りを覺 まし、 頭 を 擡げて 見れ は、 枕 本に 立て 
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たる 屏風に 古き 鎗ぁ， o、 誰 人の 筆と も 知れす、 美しき 

女房 少年 多く 遊ぶ 所 を 極彩色に したるな り、 其 女房 

も 少年 も 屏風 を 離れて 立 並び、 身の 丈五寸 許りなる 

が、 足 を 踏み 手を拍 ちて 歌うた ひ、 おもしろく 躍. 0 を 

いたす、 政 元つ くぐ 其 歌 を 聞けば、 さゝ やかなる 聲 

にて、  . 

世の中に、 恨み は 殘る有 明の、 e: に むら 雲 春の 暮、 

花に 嵐 は 物う きに、 あら ひばしすな 玉 水に、 うつる 

影 さへ 消えて 行、 

とくり 返し-.^ 歌 ふて 躍りけ る を、 政元聲 高く 叱，. y 

て、 曲者 共の 所爲 かなと 云 はれて、 はらく と屛 風に 

登りて 元の： 11 となれ り、 怪しき こと 限. 9 なし、 陰陽師 

康方を 喚び て 卜な はせ ければ、 屛 風の 緒に ある 女の 

風流の 躍に、 花に 風と 歌 ふ、 總 ベて 風の 字愼 みあ b、 

かた，^ 以て 重き 愼 みなりと 云、 永 正 四 年 六 の 事 

也、 其 次の 日 政 元、 精進 潔齋 して 愛宕山に 參 籠し、 偏 

へ に 武運の 長久 を、 勝 軍 地 藏に祈 申れ たり、 廿 三日の 

下向 道に 乘 たる 馬、 已に坂 口にして 斃れ た. 9、 明れば 

廿四 H 我家に 於て 風呂に 入け るに、 其の 家人 右筆せ 

し 者 敵に 內 通して、 俄に 突入つ 、政 元 を 刺殺したり、 


康 方が 風の 字つ、 しみ 有と 云 ひしが、 果して 風呂に 

入りて 殺されし も、 兆 の 取 どころ 其 故 あるに や、 
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〇 狐 偽て 人に 契る 

安達 喜 平 次 は 江 州 坂 本に 住みけ.^、 たま /(-- 公方に 

參 候して 歸る、 僕 一 一人に 馬の 口 取らせ、 中間 を 召しつ 

れ、 白 河よ. c> 山中 越に さし か、 る、 日已に 暮れ方に な 

る、 道より 南の 方神樂 岡の 西に して、 年の 比 十七 八と 

見 ゆる 女性 顏容 美く しきが、 櫻 花に 小鳥の 色々 縫 ひ 

たる 紅梅 裏の 小袖の 裙 かひ 取， o、 草 むら を あなた こ 

なた して 荆の上 を 打 越え、 道に 踏み迷 ひたる が 如し、 

安達 是れを 見て、 如何なる 高 家の 娘なる らんと 怪し 

みつ 、、近く 步 ませ 寄. 0 たれば、 此の 女性 釉を 以て 顔 

を 覆 ひ、 足元 は 石に 蹉 きしば，/ \. 倒び 轉 ばんと す、 安 

達人 を 遣 はして、 是れは 如何なる 御 方 なれば、 此 日の 

暮方 召つ る、 者 もな く、 か、 る 所に 立 廻り 給 ふと 言 

はせ けれ 共 物 云 はす、 又 重ねて： <  を 遣 はし、 我が 乘た 

る IJit を 引かせ 道行な づ み 給 ふ も見舉 るに 痛 はしく 覺 

え 侍 ベ れ 、此馬 に 召され て 、何 づく迄 も 御 住家 に 歸り 

給へ 、送りて 奉らむ と 云 はせ ければ、 女性 嬉しげ に 顧 


 伽 婢子卷 九  

みて 馬に のる、 安達 抱きの せし に、 其の 輕き事 雜の如 

し、 近く 見れば 世に 類 ひなく、 光り 出づ るば か 麗 

かたち 

はしき が、 眉氣 高く 容たを やかに 袖に、 薰. 0 の 香 はし 

さ、 なに はに つけても なべ てなら す、 白 五 か 何 ぞと怪 

しまれ、 此の 人の 爲 ならば 露と 消 ゆると も、 恨 は あら 

じと ぞ覺 えけ る、 安達 は^の 尻に 付き 靜 かに 歩ませ、 

元との 道 を 京の 方に 歸 りしに、 一 町 許に して、 忽ちに 

女の 童 五六 人 田 中の 方より 走り出て、 あな 淺 まし、 

此慕 方収失 ひ參ら せし かと 肝つ ぶれ 胸と いろき、 彼 

方 此方 尋ね 參ら せし ぞ やとて、 に 添 ふて 南 を 指て 

行事 二 町 許に して、 年の 比 六十 許の 男、 息 も つきあ へ 

す、 先よ.. > 尋ね 奉りし、 まづ御 心安く 侍べ り、 拆此御 

馬 貸 給 ふ は 思 ひ 寄らざる 御 情 かなと いふ、 安達 云 や 

う、 此御方 道に 踏 迷 ひ 給 ふ 故に、 御いた はしく 思 ひ 奉 

り、 桨乘. 9 たる 馬舉 り是迄 送. 0 參ら せた， o、 是ょ. 9 又 

坂 本に 下 b 侍る 也と 云 へ ば、 彼の 男 云 やう、 姬君 今日 

は 田 中と 云 所に 遊び 給 ふ を、 座中 酒 も. 0 久しくて、 興 

に乘 じて 獨-- 立 出 道に 迷 ひ 給へ， 9、 はや U も暮 た. o、 

坂 本まで は 中々 に歸 着き 給 はじ、 よき 便り なれば 此 

方 U 入て 一 夜 を 明し 給へ とい ふ、 安 i! それ は； i に 御 
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芳志 たるべし とて、 南の 方 三 町 許り 行きければ、 茂り 

たる 一 構 あり、 其 內には 家居つ ぎ/^ しく 奇麗に 立 

て、 梅 櫻 桃李の 花^つ レき、 藤の 棚 山吹の 垣、 池に は 

菖蒲 燕 子 花 もえ 出 で 、庭 の 面， 水 のか \  .5  、 世に ある 

人の 住みかと 見えた. o、 澳 障子 幾 間 も 立 切た る 書院 

廊下 を傳 ふて 小 座敷に 行 至る、 其の 奥に は、 唐の ni 本 

の 花鳥 盡 く？ -て 書きた る 縫の 間 あ. 5、 安達 巳に 支關 

より 上りければ、 あるじの 女房 其 年 四十 許、 世に けだ 

かく 見 ゆ、 召使 ふ 女の 七 八 人 を 隨へ立 出て、 思 ひも 寄 

ら すまれ 人の 客を受 侍べ..^、 姬 たまく 出て 遊びし 

侍べ り、 酒に 醉 たる 事 を 痛み 座 を 逃げて 道に 迷 ひ、 

君に 逄 奉らす ば、 若 は 狼 狐の たぶ ろかし、 若は盜 人に 

脅かされなん、 よくこ そ 送りて 給た ま へ 、それ 如何に 

ももて なし 奉れと て、 親しく もて か しづく、 少時 あ. 9 

て 酒 翁 取した、 めて 出す、 主の 女房 KM を 取.. -安 達に 

まいらせ、 とても 今宵 は 遊び あかして 浮世の 思 ひ 出 

とせむ、 姬が 姨も是 にお はす 出で、 酒す、 めた まへ 

と 云 ふに、 廿 四 五 許の 女房 はなやかに 出立ち て、 打 笑 

ひ 立 出し を兑 るに 又 世に 稀なる 美人 也、 安達、 是はそ 

も： P 境  1  に 浓れる feK に 升れ るか、 -ili,^ る 雲の上 


と 云と も 今宵に 勝る 時 は あら じと、 嬉しく も 不屈 譏 

な.. >  、酒 已に酣 にして 安達 は 教盃を 傾けた. 5、 生の 女 

房 云 ふやう、 姨と雙 六う ち 賭 定めて 遊び 給へ とて、 

黑檀に 紫 K 、檳邮 交 へ ちりばめ たる 盤の めぐ h 'に は、 

源氏の 緣 書き、 水牛 象牙 黑 白の 石、 薛 li の 筒に 赛取添 

へ て 出したり、 安達と 姨 とさし 向 ふて 打け るに、 賽の 

！ m を爭 ひ、 時々 姨の手 を とらへ、 無理 を 云 ふ も 心 あり 

や、 遊 仙窟に-:^ 文 潜と 十郞 娘が、 雙六 打て 賭せし 事 を 

書きけ る 筆の 跡 もな つかしくて、 安達 勝ければ 沈香 

五兩を 出し 與ふ、 姨又 勝ければ 安達 出すべき 物な く、 

究を拔きて出したり、已に^^明方になり、柬の山の端 

白み 明けて 人の 昔な ふ聲聞 ゆる 比、 家の 內 俄に 驚き 

あはて ふためき、 盜 人の 入 來るぞ やと 云 ふに、 主の 

女房、 安達 を 後ろの 門より 推 出せば、 姨も 行方な く 立 

隱れ た. 0 と覺 ゆるに、 安達 一 人 かた 崩れなる 山際の 

穴の 內 よ.. >這 ひ 出たり、 茅 亂れ董 咬き て 松の 風 高く 

吹、 谷の 水 遠く 聞え た 、賭に 渡した る： _ 弁 はなく、 取 

きれ 

b たる 沈香 はさし もな き 木の 片な， 9、 初め 女性の 道 

を 踏み迷 ひし を、 安達 馬よ. 9 下り て、 後に つ きて 行か 

と 見えて 影 もな く 失せに しかば、 中 問 小者ば ら尋廻 

. ぎ 婢子卷 九 


,5、 只 こ、 もとにて 見失 ひぬ とて、 あま. 5 に尋侘 て、 

大 なる 穴の ある を 見つけて、 鋤緻を かりよ せ 掘 崩し 

ける を、 盜 人入來 ると 驚きけ る 也、 愛 は 何 處ぞと 人に 

問へば、 祌樂 岡の 後ろ 也と いふ、 狐の 誑ろ かしけ るに 

こそ、 

〇 下界の 仙境 

昔 太 田 道灌、 武州江 戶の城 を 築きて 居住 せらる、 此地 

に 水 乏き事 を 苦しみけ， o、 其 比 舟木甚 七と て 富裕の 

町人 あ， o、 掘拔の 井戶を 作らん とて 金 掘 を 雇 ひ、 人夫 

を 入れて 掘らす るに、 凡 半 町 四方、 深さ 百 丈 許に 及べ 

共 水な し、 金 掘 底に 坐し 休みつ、、 靜に 聞けば、 地の 

中に 犬の 吼る聲 、庭 鳥の 啼音、 かすかに 響きて 聞 ゆ、 

怪しく 思 ひて 又 四 五 尺 掘りければ、 傍に 切通し の 石 

の 門 あり、 門の 內に入 b て 見れば 兩方 壁の 如く、 甚だ 

闇く して 見え 分かす、 猶道を 認め 探りて 一 町 許 行き 

ければ、 俄に 明かに な-. ^  、切通の 奥の 出口よ. 9  {<1 を 見 

上 ぐれば、 靑天 白： n 輝き、 下 を 見下ろせば 大 なる 山 

の 峯に續 きた b、 金 掘 其峯に 下り立て 四方 を 見廻ら 

せば、 別に 天地 H 月明ら けき 一 世界な，.^、 其 山に 續き 

て 谷に 下. 0 峯に， 登り、 一 里 許 行きて 見れば、 石の 色 は 
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皆 瑠璃の 如く、 山間に は 宮殿 樓閣 あ. o、 玉 を 飾. 9 金 を 

鏤め、 瑠璃の 11^ 瑪堪の 柱.、 心 も 言葉 も 及ばれす、 大木 

多く 生い 並びて、 木の 形 は 竹の 如く、 色靑 くして 節 あ 

b  、葉 は色蕉 に似て 紫の 花 あ. 5、 大さ 車の 輪の 如し、 

五色の 蝶 其 翼 大さ圑 扇の 如くなる が、 花に 戲れ、 又 五 

色の 鳥 其 大さ腯 の 如く、 梢に 飛翔り、 其の 外 もろく 

はざま 

の 草木、 何れも 見なれ ぬ 花^き 實の b  、岩の 間よ. Ml 

道の 瀧 流出る、 一 つの 水 は、 色 清き 事 磨 立た る 鏡の 如 

く、 一  つの 水 は 色白き 事 乳の 如し、 金 掘 やうく 山 を 

下 >9  、麓よ 一  町 許に して 一 つの 樓 門に 至る、 上に 天 

桂 山宫. i 云 ふ 額 を 懸けたり、 門の 兩 脇に 番の者 二人 

あ.. >  、金 掘 を 見て 驚き 出た h- 、身の 長 五尺餘 り、 容の 

美 はしき 事 玉の 如く、 唇 赤く 齒 白く、 髮は 紺青の 絲の 

如し、 碧の 色なる 布 衣、 黑き 烏帽子 着た るが、 走. 9 出 

て 咎めけ る は、 汝 何者 なれば 愛に 來れ ると、 金 堀 あ- 5 

の 儘に 語る、 龙ハの 間に 門の 內 より 、装束 綺羅 美 やかに 

容 うつしく、 飽 やかなる 事 酸漿 子の やうなる 者 二十 

人 許 出て、 けしから や 臭く 穢ら はしき 匂 ひ あり、 如何 

なる 事ぞ とて 番の 者を責 るに、 番の者 恐れた る氣色 

にて 、人間 世界の 金 掘、 思 ひの 外なる 事に 依 b て 迷 ひ 
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求れ りと 云て、 子細 を 具 さに 語る、 其 時 奥よ b 照り 輝 

くば かり 排き 装束に、 金の 冠 を 着た る 人出て 云 やう、 

大 仙玉眞 君の 勅定に は、 其 金 掘 を つれて 遊覽 せしめ 

よと あり、 先の 廿 人の 輩 敬 ふて 承. o、 番の 者に 仰 付た 

り 、ま づ 金 掘 を つれて、 淸き 水の 瀧に 行きて 身 を 洗 は 

せ、 色白き 水の 瀧に 行て 口 を 嗽が せた るに、 其 水 甘き 

事 蜜の 如し、 思 ふさ まに 飲ければ、 酒に 醉 たるが 如く 

にして、 暫く ありて 心すい やかに 覺ゅ、 番の者 引 つれ 

て 山間 を 廻る に、 宮殿 樓閣皆 谷間に 立ち つらなれり、 

ロハ 門 外より 見入れて 內に 入る 事 協 はす、 斯て 半日 許 

りに して、 山の 麓に 又 一 つの 城に 至る、 樓 門の 上に 

は 黃金を 以て、 梯仙皇 眞宮と い ふ 額 を 懸けた b  、水精 

輪の 所 成金 銀の 壁、 瑶 瑁の 垣 號珀の 欄干、 白玉の 錯瑰 

藻の 簾 眞珠の 瓔路、 五色の 玉 を 庭の 砂と し、 いろく 

の 草木 名 も 知らぬ 鳥、 實に 奇麗 嚴淨 なること 云 ふ 許 

なし、 され 共 門の 內には 入られす、 さ こそ 內に は善盡 

くし 美盡 くして、 言語た えたる 事の 有らん と 思 ひ、 

拆愛は 何 處ぞと 問 ふ、 番の 者の 云 ふやう、 是皆 もろ 

もろの 仙人、 初めて 仙術 を 得て は、 まづ此 所に 來 りて 

七十 萬： n の 間 修行 を 勤め、 其の後 天上に 升り、 或は 蓬 


萊宮、 或は 鋭 姑射 山、 或は 玉景 5 昆閬 なんどに 行きて、 

仙人の 職に ぁづ か.^ 官位 を 進み、 符籙 印咒藥 術を究 

め、 飛行 自在 を 悟.^ 侍べ る 事 也と いふ、 金 掘 問 やう、 

已に是 仙人の 國な らば、 人間 世界の 上に はなくて、 下 

にある は 如何なる 故ぞ や、 番の者 答 へけ る は、 愛 は 下 

界 仙人の 國也、 人 問 世界の 上に は、 猶 上界 仙人の 國ぁ 

とて 見廻ら せ、 汝 早く 人間 世界に 歸れ とて、 白き 水 

の 瀧に つれて 求り、 又 其 水 を 飽くまで 飮 ませ、 元の 山 

の 頂に 登りて、 初めの 大門の 前にして 、奥に 奏し 入れ 

ければ、 玉の 簡 金の 印 を 出された..^、 是を 取りて 金 掘 

を 打 つれ、 もとの 岩穴の 口に 出る に、 門々 開けた 

り、 送. 5 ける 番の者 云 やう、 汝 愛に 來. 0 て は暫し 半：：：； 

の 程を覺 ゆる 共、 人間に て は數十 年を經 たりと て、 元 

の 穴に 人ければ、 又閣 くして 道 も 見えす、 只 風の 昔の 

み 聞え て、 駿河國 富士の 麓の 洞より 出て、 大に 驚き 怪 

しみ 江 IT; に歸. ^て、 > 太 田道灌 の 事を尋 ぬれば、 夫 は 

はや 百年 以前 也、 井 を 掘らせられし 事 は 聞 傅へ たる 

人 もな く、 又 其 跡 もな し、 人 改ま b 家 立 か は.^ て、 本 

城 は 大に榮 えた b、 我家 を尋 るに 何處 とも 知れす、 一 

族の 末 も 聞え す、 つら. 思 ふに、 長祿 元年 江戸の 城 

.pi 婢— Hn3 


始 りて、 今 弘治ニ 年 丙 Ik まで 一 百年に 及べ h- 、金 掘更 

に 人間 を 願 はす、 五 榖を斷 ちて 食せ す、 木の 實を食 ひ 

水を飮 み、 足に 任せて 修行す、 數 年の 後 富 士の嶽 にて 

或 人 行 逢 ひた. 9、 後に 北； 住所 を 知ら や、 

〇 金閣寺の 幽霊に 契る 

中原 主 水 正 は、 美男の 譽 ありて 色好みの 名 をと， 5、 生 

年廿 六に 及びて 定まれる 妻 もな し、 春の 花に 憧れて 

は 虱 を 恨み、 秋の に 嘯きて は 雲 を かこち、 官に仕 へ 

ながら 浮れ歩 行て、 心 を物每 に】 笳 ましむ、 大永乙 WE 彌 

生ば か. 5 に、 m 心立て 體を 分けつ、、 北東の 山路に さす 

らひ、慕行^1^の名殘を^3;|ふ、北白川槍垣の森、 櫻 井の 

S 水 室 山、 岩 倉 谷 狐 坂、 八 瘦岡比 叙 橫川片 岡の 森、 鬼 

が 城 大原昔 無の 瀧、 志津原 朧淸水 市！ 野邊、 暗部 山 

を 打 巡.^ 鹿 苑院に 行 至る、 世に 金閣寺と 號す、 征夷 大 

將 wsf 源 義_1 公、 此の 地に 家作して 移り 住み 給 ひし を、 

亮去 の 後 直に 寺と な し 給へ. 9  、 庭の 築山， M 水の 立 石、 

實 に 古今 絕景 の 勝地と して、 類 ひな き 所 な り "巾 原发 

まで 浮かれ 求て、 ：n 已に 慕れ て朧； =： 東の 方に 出づれ 

ば、 春宵の 一 刻 其價を 誰か 千金と は 限，^ ぬらん と、 花 

に 移ろ ふ 月の 光に、 木の 本 も 立 去. 0 難く 覺 えし、 里の 
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家に 宿 は 借. 9 けれ 共い も 寢られ す、 砌を 廻.^ 若路を 

踏て 八. -閻の 本に 至， 5 ぬ、 さんぬ る應永 十五 年、 義満公 

の 蘂じ給 ひしょ b 旣に百 十八 年、 其 かみ さし も賑々 

し，？'. 0- ける も、 1^ お はし まさ.^!^ b ける よ. cliH 入 も 

漸々 稀に なり 、礎倾 き 柱 朽ちて 、僅 に 金閣の み 昔し の 

色を殘 したり、 生水 は 軒に 立 寄..^ 欄干に 憑.^ か、. 5 

て 、昔 を 思 ひ 今 を 感じ て 更 行く 月に 打 嘯きつ、 、古木 

の 櫻 花 少し^た る を 見や. 0 て、 

樱花 いざ 言 問 はん 赛の 夜の 

EJ はむかし も朧 な..^ き や 

か、 る處に 一 人の 女、 其齡 十七 八と 見 ゆるが、 半 者 一 

人 召 具して 閣の もとに 來れ. 5、 桂の 眉墨 雲の びんつ 

ら、 ？> ^雜 なる 姿 かたち、 美し さ 心 も詞も 及ばれす、 

云 ふ 計な く あて やかなる が、 如何なる 事ぞと 忍びて 

見ければ、 此 女房 云 やう、 金閣 ばかり は 故の 如くに し 

て、 .M の 面 は 風景 鍵ら す、 但時 移.^ 世變 はり そ^ろに 

昔の 戀 しきの み、 思 ひついく る こそ 悲し けれと て、 泉 

水の 邊 りに 休ら ひて、 津守國 基 花 山に 行きて、 僧正 遍 

照が 古跡の さくら 散. 5 ける を 見て 詠みけ る 古歌 を吟 

詠す、 


九十 八 

あるじな き 住 かに 殘る 櫻ば な 

あはれ むかしの 春ゃ戀 しき 

生水 正 此吟を 聞く に、 胸と いろき 魂き えて、 心 もそ^ 

ろに 惑 ひつ 、、現な き 中より、 

花に むかし を 思 ふ 君 はた ぞ 

今宵 は我ぞ あるじなる もの ， 

とよみて 立 向へば 、女房；， 3{ に 驚く 氣色 なく、 いと さ、 

やかなる 聲 にて、 初より 和君此 所に 在す る 事 を 知. 9 

侍べ b て、 自ら 愛に 來，， >  て 見え 暴ら する 也と いふ、 大 

に 怪しみて 其 名 を 問 へ ば、 女 答 へて 云 ふやう、 自ら は 

, 人間に 捨られ て 已に年 久し、 此事を 語り 侍らば、 和 君 

定て 驚き 怖れ 給 はんとい ふに、 主 水 正 此言薬 を 聞き 

て、 拆は是 人間に あらや、 山 近く 木 玉の 現れし か、 狐 

の なれる 姿 か 、然ら すば 幽霊な ら んと思 ふに、 形の 美 

くし さに 心 解けて、 露お そろし き 事な し、 ► ^何 でか 驚 

き 怖れ 侍べ らむ、 只お の^に 語り 給 へ と 云 ふ、 女房 云 

やう、 自ら 山 氏の 家に 生れ、 古義 滿公此 所に 引 籠. 0 

給 ひし 時宮 仕へ せし 者な り、 年 二十に して 穴 H しくな 

一 り、 君の 御憐み 深くて 此の 院の 傍に 埋み給 ふ、 今宵 は 

一 追福の 御 事に よりて、 從 ； 位お 子禪 尼の 御 許に 參り 


ぬ、 是れ は義満 公の 御 母に て 在し ます、^ の 座 久しく 

て、 今 漸く 愛に 出來り 侍べ とて、 半 者に 仰せで 筵捆 

を 取 敷かせ、 酒 菜 をめ し 寄せ 閣の 庇に 向 ひ 坐して、 今 

夜の 花に 今夜の；：：：、 如何で i 仝し く 送.^ 明 さむと て、 酒 

のみ 語，.^ 遊ぶ、 半 者 歌うた ひ、 盃の數 重なれ. 9、 女房 

打 かたぶきて、 

明 行かば 戀 しかるべ き名殘 かな 

花の かげ もる あたら 夜の 月 

と 詠みて 打淚 ぐみ ける を、 主 水 正 心 あ. 0 げに思 ひて、 

いづれ を か 花 は 嬉しと 思 ふら む 

さそ ふ., めら し と， -ゲ」 し む V ひと 

女房 釉 かき 收 めて、 君 は 自が心 を 引み 給 ふと 覺 ゆる 

歌ぞ かし、 世 を 去て 久しく 埋れし 身の、 又 立 返. 9 君 

に 契ら ば 、死す とて も 朽果 て はせ じと、 睦 まじく 語ら 

ひける 程に、 =： は 西の 嶺 にかくれ、 星 は 北の.！ ：4 ^に：！^ ま 

る 頃 西の 庇に 移.^ て、 女房 わ b なく 思 ふ 色 顯れ、 暫し 

諸 友に 枕を倾 けしに、 春の： 使の 習 ひ 程なく 時の 移り 

て、 鳥の 聲 三た び啼っ 、、花よ. 5 白む 橫 雲の 嶺に 棚引 

く 比に なれば、 互に 淚を拭 ひて 起き 別れたり、 晝に成 

て そこら 見廻せば、 院の 傍に 古た る 卒都婆 あ b て、 苔 


むした る 嫁に 朽殘 り、 塚の 左に 小さき 塚 並べ， 9、 これ 

半 者 其比悲 みて 打續き 焦れ 死せ し を、 人々 憐れが り 

て、 同じ 所の 塚の 主に なした ると 也、 主 水 正 憐れに も 

悲しくて、 家に 歸 らん 事 を 忘れ、 又 其 夕 慕に 閣の邊 り 

に 立 廻れば、 女房 も顯れ 出て、 手 を 取 b 組み 淚を 流し 

て 語る やう、 自ら 君が 心の 情 を 感じて、 只 其 夜る の 契 

をな し、 葛 城の 神 かけて、 晝を厭 ふぞ心 憂き など 云 ひ 

ければ、 男 も 何 か をば 厭 ふとて、 只 烏羽玉の 夜るなら 

で、 契 を 交す 道な しと や、 宵々 每を 待つ も 苦しき に、 

誰 を 人目の 關守 になし、 忍ぶ 歎き を こりつむべきな 

ど 語ら ひ、 是 より 夜毎に 愛に 出逢 ふ、 廿日 許の 後は晝 

も 出て い 語り 遊ぶ、 主 水 も 官に仕 ふる 身 なれば、 都に 

歸^^ て 日毎に 行 通 ふ、 終に 或 日 雨 少し 降りけ るに、 晝 

行きて 出 あ ひ、 女房 を 連れて 京の 家に 歸 りて、 只管 常 

に 住 侍 ベ り、： g 身 持よ ろ づ 慎みて 、物 云 ひ 言葉 の 品才 

智 有り、 主 水 一 族に 交- > を 親しく、 內 外に 召使 ふ 女 童 

まで、 恩 を與へ 惠 み を 厚く し 、隣家 の 嫗ま でも 隨 ひい 

つくしみ、 此 女房に 心 をと けす と 云 ふ 事な し、 衣 縫 ふ 

業物 書きう とから す、 かろ しく 他人に まみえ や、 

まことに 主 水 は 淑女の よきた ぐ ひ を 求めたり と 人-せ 
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羨みけ. y 、かく. て 三年の 後 七月 十五 日、 女房 云 やう、 

半 者 は、 我 住け る 方の 宿 守せ させて 殘し 置ぬ、 さ こそ 

待伤ら め、 今日は 金閣に 行て 言 問 ひ 侍べ らんと て、 酒 

ととの へ て 主 水 女房 打 つれて 行く、 日已に 暮れて、 H: 

さやかに して 束の 山に 出れば、 池の 逮は 南の 池に 開 

け 、 柳 は枝垂 れて露 を 合み、 竹 は 風に そよ ぎけ るに、 

半 者出迎 ふて 云 やう、 君已に 人間に 返. 9 遊ぶ 事 巳に 

三年に して、 樂を 極めながら、 御 住 か をば 忘れ 給 ふか 

と、 恨めし 氣に云 ひければ、 三人 つれて 閣の 西の 庇に 

行て、 女房 泣々 主 水に 語る やう、 君が 情の 深き に 引れ 

て、 三年の：：： n: は、 隙 ゆく 駒の 影より 疾く打 過て、 猶 

飽 くこと なき 契の 巾ら ひ、 今宵 を 限に 永く 別れ 參ら 

せむ、 自ら 黄， M の 者ながら 此の世の 人に 馴る、 事、 過 

f の綠淺 からぬ 故ぞ かし、 今は緣 つき 侍 ベれ は 別れ 

を，. 0.0 磨ら する 也、 若 又是を 悲しみて 强 ひて 愛に 留 

.9 なば、 冥府の 谷め も 如何な らん、 君 を さ へ惱 まし 侍 

ベらん、 禍必ゃ 遠 かる まじ， i て、 互に 淚を 流しつ、 

缺も釉 も 絞りけ. o、 巳に 曉の八 聲の鳥 も 打頻. 9、 鐘の 

音響き 波り しかば 女房 立上り、 薛畫の 箱に 香 爐を入 

れて、 是 れは此 程の 形見 共 見 給へ とて、 なくく 別れ 


て 古塚の 方に 行く、 猶も名 ご， 9 を惜 みて 立 良り 見 か 

へりて、 烟の 如く 消失せ た b  、主 水 胸 焦れ 身悶えて 悲 

しき^ 限りなく、 血の 淚を 流して 慕へ 共 かな はす、 家 

に歸 りて 僧 を 請 じ、 法 華 經を讀 みて Hi- ひ、 一 紙の 願文 

を 害て 供養 を 遂げ 侍べ り、 其詞 に、 

維靈 は、 生れて よきた ぐ ひ 群に こえ、 妍 すがた 仙に 

似り、 花の 鮮 なる 玉のう る はしき、 皆 此の 靈の 形に 

寫せ. o、 往昔 は 金の 羼に宮 仕 へ 、如 今 は 荒れた る墳 

に 埋もれ. o、 篠 薄の 下に 住み 狐 兎の ゆく に 忍ぶ、 花 

落ちて 枝に 返らす、 水流れ て 源に， らす、 日 かげ 傾 

き めぐれ 共、 精靈は ひた、 けす 3 性 もの 識る こと 

長へ に 在す、 魂 を 返す 術 はなしに 姿 を あら はす 功 

あり、 玉の さし 输 紅の 播は、 色うる はしく に ほひ 殘 

れ.^  、松の 千歳 クの盤 か はらす、 喜び を 同じく 偕に 老 

いなん こと を 思 ひしに、 如何に 逢て 又 別れた る、 雲 

とな. 0 雨と なりし 朝な 夕な の 恨、 歎く に 其の 跡 を 

失へ. o、 しるしの 墳に 向へ ども、 聲を だに まだ 聞か 

す、 後の 逢瀬い つ か繼が ん、 臈の聲 僅に 悲しみ を 助 

け 、整 の 光り 只愁 へ を！^ ふ 、姿 隱れ 情け 絕ぇ て 、 _ 空 

しき 空に 霧 ふさが ，9 星く らし、 心の底 は 糸の みだ 


れ、 淚の色 紅 ゐを染 て、 悲しみの. 中に 經讀み 花 を 手 

向く、 靈 よくう け 給へ、 嗚呼 悲しき かな 痛ましき 

哉、 冀く はよ くう け 給へ、 

ともす 火 やた むくる 水 や 香 花 を 

魂の ありかに うけて 知れ 君 

主水是 よ. ^官職 を辭 退して、 獨 淋しき 床に 起き 臥し、 

只此 人の 面影の み 立 離れす、 歡 きに 沈み 侍べ しが、 

二た び 妻 を も 求めす、 小 原の 奥に 引 籠り、 終に 其 終る 

所 を しらす、 

〇 人面 瘡 

山城の 國小椋 と 云 所の 農 人、 久しく 心地 惱 みけ. 9、 或 

時 は 惡寒發 熱して 瘧の 如く、 或 時 は 遍身痫 み 疼きて 

通風の 如く、 さまぐ 療治 すれ ハ驗 なく、 半年 許の 後 

に、 左の 股の 上に 瘡出來 て、 其 形 人の 貌の 如く、 目 口 

あ. 0 て 鼻 耳 はなし、 是 より 餘の惱 みはなくな. 0 て、 只 

其 街の 病む 事 云 ふば か. 9 なし、 まづ 試に 瘡の 口に 酒 

を 入 るれば、 其 ま、 瘡の面 赤く なれり、 餅 飯 を 口に 入 

るれば、 人の 食 ふ 如く  口 を 動かし 吞み納 る、 食 を與れ 

ば、 其 間 は 止まりて 心安く  、食せ させ ざ れ ば 又 甚_|^ 

む、 病人 此 故に 痩せ 勞れ てし ゝ むらいた み、 力 落ちて 
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骨と 皮と にな  > り、 死すべき^ 近き にあ. o、 諸方の 醫 

師聞傳 へ 、集. 9 て 摄治を 加 へ 、本道 外科 皆 その 術を靈 

くせ ども 驗 なし、 玆 に諸國 行脚の 道人此 所に 來.^ て 

云 やう、 此瘡實 に 世に 稀な り、 是を患 ふる 人 は 必ゃ死 

せす と 云 事な し、 され 共 一 つの 手 立 を 以て 癒る 事 有 

べしと 云、 農夫 云 やう、 此病 だに 癒へば、 たと ひ 田地 

を沽 却す とも 何か惜 かるべき とて、 則ち 田地 をば 賣 

代な し、 其 價を道 人に 渡す、 道 人 もろく の 藥稱を 買 

集め、 金石 土 を 初めて 草木に 至， 0 て、 一 ^づ 、瘡の 口 

-M  、 も 

に 入 るれば、 皆 受け て 是を存 みけ.^、 貝：^ と 云 ふ もの 

を 差よ せし に、 其の 瘡 則ち 眉 をし  > め 口 を 閉ざて 食 

はす、 やがて 貝 母 を 粉に して 瘡のロ を 押 開き、 葦の 筒 

を 以て 吹 入る ゝに、 一七 日の 內に 其瘡 則ち 痂づ くり 

て 逢えた. 5、 世に い ふ 人面 瘡と は此 事な り、 

〇 人 鬼  - 

丹 波の 國野々 口と 云 所に、 與 次と いふ 者の 祖母 百 六 

十餘歲 になり、 髮 甚だ 白 かりければ、 僧を賴 みて 尼に 

なしけ， り、 若き 時よ b 放逸 無慚 なる 率なら びな し、 與 

次已に 八十 餘 にして 子 共 あまた 有り、 孫 も 多 かりし 

を、 彼の 祖母 は 與次を 我が 孫な りと て、 常に 心に 協 は 
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ぬ 事 あれば、 責 いまし むる 事 小兒を 威し 叱る が 如く 

す、 され 4i ハ與 次がた め 祖母の 事 なれば、 孝行に 養 ひけ 

,.^、此の嫗年已に極りながら、目も明かにして針の孔 

を 通し、 耳 さやかに して 私語く こと を も 聞 付け 侍べ 

り、 年 九十 許の 時齒 は皆脫 落ちたり しに、 百歲の 上に 

なりて 元の 如く 生 ひ 出た， --、 世の 人 ふしぎの 事に 思 

ひ、 幼な き 子 持て ば、 此の， ま 母 にあ やかれと て 名 を つ 

けさせ、 持てな しかし づき 侍べ b  、 晝の內 は 家に S り 

て 麻 をう み：！ ぎ、 夜に 入れば 行 先知れ す 家 を 出る、 初 

めの 程 こそ 有 けれ、 後に は 孫 も 子 も 怪しみて、 出て 行 

跡 をした へ ば、 此ま母 立歸， り大に 叱り どよ み、 杖 は 突 

きながら、 足 はやく 飛が 如くに 步む、 更に 其 行 所定 か 

ならす、 身の 肉 は 消え 落ちて 骨太く 顯れ、 兩の目 は 白 

き 所色變 じて 碧し、 朝夕の 食事 は 至り て 少な けれ 共、 

氣象は 若き 者 も 及ばれ や、 或 時よ.^ 晝も 出て 行く に、 

孫 曾孫 新婦なん どに 向 ひて、 我が 留守に 部屋の In, 開 

くな、 必す 窓の 內を さし 視 くな、 若戶を 開かば 大に怨 

むべ しと 云 ふに、 家に ある 者共怪 みおも ふ、 また 或 u 

晝 出で >^ 、夜； 史く るまで 歸ら ざり ける に 、與次 が 末子 

洒に醉 ひて、 何條 祖母の 部屋の B, を 開くな と 云 はれ 


しこ そ 怪し けれ、 留守の 紛れに 見ば やと 思 ひ、 密に 

を 明けて 見ければ、 狗の 頭、 庭 鳥の 羽、 幼子の 手首、 又 

すがき 

は 人の 髑髏 手足の 骨、 數も 知らす 簣の 下に 積 重ねて 

あ り 、是を 見て 大に 驚き、 走 出て 父に 斯 と吿げ た り 一 

族 集. 9 て 如何す ベ きと 評 譏す る 所 へ 、祖母 立歸 り、 部 

屋の戶 の 明きた る を 見て 大に 恨み 怒り、 兩眼圓 く 見 

開き 光り輝き、 口 廣く聲 わな ゝ き、 走り出て 行方な く 

失せに けり、 恐ろし さ 云 許な し、 後に 大 江山の 邊に薪 

こる 者行逄 ひた..^、 其 さま 地 白の かたびら を壺 折り、 

杖 を 突きて 山の頂に 登る、 其 速き 事 飛が ごとく、 ゐの 

し、 を 捕へ て 押 伏せた る を 見て、 おそろしく 身の 毛 

愧 立て 逃げ かへ りぬ と 語りし、 彼の 姥 なるべし、 生 

ながら 鬼に な-.^ ける 事 疑 ひなし、 
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I  ゐ もり はけ もの 

〇 守宮の 妖 

越 前の 國湯 尾と 云 ふ 所のお くに、 城郭の 跡 あり、 荆棘 

のい ばら 生 茂り、 古松の 根よ こた はり、 鳥の 聲 かすか 

. に 谷の 水 音物 凄き に、 曹洞家 褊衫の 僧 塵 外 首座と か 

や、 この 所に wsf 庵 を 結びて、 坐禪學 解の 風儀 を 味 ひ、 

春 は 萌え出る 蕨 を 折 b て飢 をた すけ、 秋 は 嵐に 木の 

葉 を まちて 薪と す、 近き あた. 0 の 村里より、 檀越 まう 

で來 りて は、 その 日 を 送る 祸の糧 をつ、 みて 惠む 事、 

折々 はこれ あ.. >  と雖 も、 多く は 人影 も 稀々 也、 され ど 

も 書 典 を 開きて 向 ふ 時 は、 古人に 對 して 語る が 如く、 

坐禪の 床に のぼれば、 空裡 三昧に 入て、 をの づ から 淋 

し くもなし、 或る： 佼燈火 を か、 げ 机に 凭褂. o、 傳燈錄 

を讀み 居た，.^ ければ、 身の 丈け 僅に, 五寸許 b なる 

人、 黑き 帽子 を かぶり 細き 杖 をつ き、 蚋の なくが 如く 

小さき 聲 にて、 我れ 今 こ、 に來 たれ ども、 主人 なきや 

らん、 物 云 ふ 人 もな く、 靜 かに 淋しき ことかな と 云 ふ 

に、 鹰首座 もとよ b 心 法お さま.. y て、 物の ために 動せ 
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ざるが 故に、 これ を 見 間く に 驚 恐れす、 かの 化物 怒 り 

て、 我 今 客人と して 來 h- たる を、 無禮 にして 物 だに 云 

はぬ 事 こそ やすから ねとて、 机の 上に 飛び 上る、 座 首 

座 扇 をと. 0 て 打ちければ、 下に 落ちて、 狼藉の 爲ょ 

く 心得よ とて、 大に 叫びつ、 門に 出で、 跡 かたなし、 

暫く ありて 女房 五 人出 來れ り、 その 中に 若き も あ. 9 

姥も あ， o、 何れも 身の 丈け 四五寸 許な り、 姥が云 ふや 

う、 我が君の 仰せに、 沙門た V 一  人、 淋しき 燈 火の 下 

に學行 をつ とめら る、 早く 行 向 ふて 物語.^ を も 致し、 

又佛 法の 深き 理りを も 問答して 慰めよ と あ. 5、 此の 

故に 智辯 兼備へ たる 學士 こ、 に來 、りければ、 何ぞぁ 

ら けなく 打擲して 耻を兒 せた る、 我 君たい 今 こ、 に 

來 りて、 子細 を 尋ね 給 ふべき 也と 云 ふに、 其 丈 五六 

寸 許りなる 人、 腕 を まく， 9 臂を 張り 手 ごとに 杖 を 持 

ちて、 一 萬餘り 馳せ來 り、 蟻の 如くに 橥.^ 塵 首座 を 打 

つに 首座 は 夢の 如くに 覺 えて、. 痛む こと 云 ふば かり 

なし、 その 中に また 一 人、 あかき 装束して 烏帽子 着た 

る もの、 大將 かと 見えて 後に 控えて 下知して、 沙門 

はやく こ、 を 出て 去るべし、 出て 去ら やば 汝が 目鼻 

耳 を 損 やべ しと 云 ふに、 七 八 人 首座が 肩に 飛び 14; り、 
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耳鼻に 喰 ひ 付きければ、 麈 首座 これ を拂ひ 落して、 門 

の 外に 逃げ出つ、、 南の 方の 岡に 登 て 見れば 、一 つ 

の 門、 ん.. >  、これ は そ も 見馴れざる 所 かな、 先 づこゝ に 

立ち寄. .0 て 今夜 を 明さん と 思 ひ、 門外 近く さしより 

ければ、 後より 一 离 除の 人 立 かへ， 9、 麼 首座 捕へ て 

咄 とっき 倒し、 門の 內に引 入たり、 門の 內 にも 七 八 千 

許..^ の 人數、 身の 丈け 五六 寸 ばから なる が、 隙 まもな 

く 立ち並びた. 、大將 また 歸 りて 云 ふやう、 我 汝を憐 

みて、 伽 を つか はし 慰め ん とすれば、 反って 損害 をな 

マ、 その 罪 まさに 手足 を 斬 h- て 償 ふ ベ しと 云 ふ、 數百 

人手 ごとに 刀 を拔き 持ちて 立ち か、 る、 首座 大いに 

怖れ 惑 ふて、 それがし 愚かなる 眼 を もって、 その 惠み 

を 知ら ざる 事、 その 誤り まことに 少な か らす 、後悔す 

るに かへ らゃ、 たい 願 はく は、 罪を赦 した まへ と 云 ふ 

に、 さて は 悔む心 あ. 9、 さの みに せむ ベから す、 な だ 

めて 追 返せと いふ ふ聲 聞え て、 門の 外へ 突き出さる 

ると 思 ふに、 寺の 小 門の 前な り、 堂に 立ち か へ .9 た. 9 

ければ、 燈火は 消え 殘り、 東の 山の端 しらみて 明け渡 

る 、あまりの 不思議 さに、 門の あた. C> を尋 るに 更に 跡 

なし、 東の 方に 少し 高き 郊の 下に 穴 あ. 9 て、 守宮 多く 
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出入す る を 怪しみ 思 ひて、 人 多く 雇 ひて こ、 を 掘ら 

する に、 漸々 に底廣 し、 一 丈 許り 掘ければ、 守宮 集. 9 

て 二 萬ば かり あ. 9、 中に も大 なる もの、 其の 長 一 尺ば 

か， 0 にして 色 赤し、 これすな はち 守宮の 王なる べし、 

村人の 中に、 一 人の 翁す、 み 出て 語りけ る欉、 古へ 瓜 

生 判官と て武 の 人 あ， o、 この 所に 城 を 構へ て 暫く 

近 邊を從 へ、 新田 義 治に 心 を倾 けたり、 その 根源 は、 

判官の 舍 弟に 義鑑 房と て 出家 あ-り、 新田 義治を 見 ま 

いらせ、 極めてた ぐ ひなき 美 童な りければ、 これに 愛 

念 を 起し、 兄の 判官 を もす、 めて 義兵 を擧 げし かど 

も、 遂に 本意 を 遂げ やして 討死したり、 義鑑 房が .C 魂 

この 城に 殘，. ^て 守宮に な， 9、 城の 井の 中に 住みけ る 

が、 年經て 後" その 井の もと 顏れ た.^ と 云ひ傳 へし、 

さて はうた が ひなく 井の もとの 守宮、 今旣 にこの 妖 

魅 をな すと 覺 えた..^、 早く 取り 拂 はすば、 かさねて ま 

た災ひ あるべ しとい ふ、 麈 首座 一 紙の 文 を 書きて い 

こ-に  か う かい  ひき 

云越蟲 あり、 蛤蚧 と名づ く、 かしら は 蝦に 似て 四つ 

の 足 あり、 鱗 細かに して 背に 重なり、 色黑 く.. -て尾 

長し、 石 龍 子 を もつ て部頻 とし、 蝦艇を もって 支族 


みづ 


とせ.^、 或は 泥土 水の 底に かくれ、 或は 類 井の 中に 

群がる、 然るに 今 この 土 窟に蟄 して、 ほしい ま、 に 

子孫 を 育 長し、 その 巨 多 こと 何ぞ數 ふるに 百 千 を 

もって 盡 さむ や！； 月 を わた..^ 年 をつ みて、 忽に變 

化妖 邪の 禍を なじ、 猥に 人の 祌魂 を銷 さしむ、 これ 

何の 事ぞ や、 爾而 生を蟲 等の 間に 托し 、質お 她虬の 

屬 によせ て、 暫く 十二時 蟲の名 あ.^ とい へど も、 亦 

三十 六禽の 員に 外れた b、 よく 蝎蠅を 捕て 蝎 虎の 

美名 あり、 よく 一  日のう ちに 身の 色 變.. ^て 折 易の 

佳號ぁ b といへ ども、 守宮の しるし を 張 華が 筆に 

貽し、 戀 情の 媒介 を 王濟が 書に しるす、 これ 皆 嫉妬 

愛執 を もって 爾が 性と す、 諒 とに 聞く、 爾は その か 

み释 門の 緇徒、 一 朝 卒然として 色に 眩め き、 っゐ 

に 行 業 を 捨て、 武勇 を はげまし、 欝悶 して 死して 

這ふ蟲 となれ. 9 と 云 ふ、 鳴 呼^ を 執せ し 沙門 は酥 

上の 蟲 とな， 9、 橘 を 愛せし 桑門 は 橘 中の 蟲 となる、 

これ 上古の 聡に傅 ふ、 爾 色に 淫 して また この 蟲と 

なれ.^、 其の 性 旣に色 を 繕 ふの 能 あ. 9、 人の 惡む所 

世の 戒 むる 所、 何 ぞ慚愧 の 心なく、 剩へ 新の 如くの 

怪異 をな す や、 早く 心 を 改めて 正道に 赴き、 生を轉 
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じて 眞 元に 歸れ、 

とよみければ、 是 にや 感じ けん、 數 萬の 守宮 皆 一 同に 

死た をれ た り、 人皆不 思議の 思 ひ をな し 、たいこの ま 

ま捨 ベ き 事なら すと て、 柴を 精み て燒 たて 灰になし、 

1 丘 を 築て しるしと す、 それよ. 0 後 再び 怪與 なし、 

〇 妬 婦水舯 となる 

山城の 國の邵 は 橋よ. 9 東に あり、 宇治橋より 西 をば 

久世邵 と 云 ふ、 宇治橋の 西の 詰 北の方に、 檎 姫の 社 あ 

b  、世に 傳 へて 云 ふ、 橋 姬は顔 かたちいた. 0 て兑惡 く 

し、 この ゆ ゑに っゐに 配偶な し、 橋の 南に 離宮 明 神 あ 

,9、 昔 夜な く 橋姬の もとに 通 ひ 給 ふ、 その 來り給 ふ 

時 は、 宇治の 川 水 白波た かく あが.. >  て 、すさまじ き 事 

云 ふば か， 0 なし、 されば 明 神の 歌に、 

夜 や 寒き 衣 やうす きかた そぎの 

行 き あ ひの ま に 霜 や 置 くら む 

と 詠み 給 ひしと かや、 然 かるに 宇治と 久世 と、 新婦 を 

と. 0 聱 をと るに、 橋 姬の前 を 通り、 橋 を 渡りて 綠 をと 

れば、 久しから やして 必ゃ 離別す るな り、 この ゆ ゑに 

今に 到 b て 雨 郡緣を 結ぶ に は、 橋より 北の方 横の 島 

より 舟に て 川 を 渡る 事な. 9、 これ は橋姬 わが 容貌： の 
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  さに  

をう つさん とや、 この 姿に て見惡 く けれ ば ， ^ そ 男 も 

嫌 ひ はれ、 生 を かへ て 思 ふま、 に 身 を なし、 心 i や V6 ら 

ぬ 男 を 思 ひ 知らせん とて、 髮は さかさまに 立ち、 口 

廣く色 あ か う な り、 服大 に 血 さし 入た るが 、淚を はら 

くと 流し、 座 を 立ちて 走 ひ 出つ 、、宇治川に 飛び 入 

た b  、水線 を 入て 求 むれ 共、 死骸 も 見えす、 岡 谷 驚き、 

： 牛等院 にして さまぐ 佛事 とり 行 ひけり、 七 U と 云 

ふ夜の夢に、妻の女房來..^て岡谷に云ふゃぅ、我死し 

て此 川の 神と なれり、 橋 を 渡 て緣を 結ぶ もの あら 

ば 、 行末 必す 遂げ さす まじと て 夢 さめたり、 これより 

橋 を 渡りて 緣を 結べ ば、 必す 別離す ると 云 へ ^、舟に 

て 川 を 渡す にも 眉目 わろ き 女に は 仔細な し、 顔貌 美 

しき 女の 渡れば、 必ゃ風 あらく 波立ちて 舟危 しと 云 

ふ、 此の ゆ ゑに 新婦 を迎 へて 川 を 波す に、 波風な き 

とき は 新婦の みめ 惡 ろからん と、 諸人 これ を 知る と 

かや、 

〇 祈て 幽霊に 契る 

上野の 國： 牛 井の 城 は、 上 杉 憲政の 住み 給 ひし 所なる 

を、 北 條氏厳 これ を 攻め落とし、 慰 政 は 越後に 落 行き 

て 長 尾 謙 信 をた のみ、 二た び 家述を 開かん 事 を はか 


惡 しくて、 ひとり やもめなる 事 を 怨み、 ひとの 緣邊を 

嫉み給 ふ 故な りと 云 へ ^ノ それに は あらや 昔 宇治 郡 

に、 岡 谷 式部と て 富裕の 者， あり、 その 妻 は 小 掠の 里の 

領主 村 瀨兵衞 と 云 ふ 人の 女な り、 物嫉み 極めて 深く、 

召し使 ふ 女 童まで、 少し 人が ましき をば 追 S3 して、 た 

だ五體 不具の 女ば かり を 家の 內には 薬め 使 ひけり、 

餘 所の 事 を も、 男女 の わりな き 物語 を 聞 き て は、 そ の 

ま、 腹立ち 怒りて 食 更に 口に 入れす、 まして 夫の 事 

は恪氣 ふかくせ めか こちて、 門より 外に 出さす、 岡 

谷 ももて あっか ふて 、去戾 さ ん とすれば、 我に いとま 

を くれて 去. 5 たらん に は、 鬼に な.^ てと.^ 殺さん な 

ど、 すさまじく 罵し. 0 けり、 年 を かさ ぬれ ども 子 もな 

し、 岡 谷 常に は雙紙 を讀む 事を好みて 慰みと す、 源氏 

物語の 中に、 物嫉み 深き ためしに は、 六條の 御 息 所 は 

死して 鬼と な. o、 鬆黑 大臣 北の方 は 物 狂 はしく なれ 

り、 こ れ皆物 ね た み 深 きた めしとて 、後の世 迄 も 名 を 

殘 せし、 是等は 恐ろしながら も 眉目 かたち 美し かり 

しと 云 へ. o、 たと 恪氣 深く とも、 和 御前 もみめ よく 

ば ぁ な む、 さの みに 猛々 しう 嫉み 給 ふなと 云 ふに、 

女房 大に 腹立ち、 みめ惡 ろき を 嫌 ひて、 又 こと 女に >5 


b 給 ふ、 平 井の 城に は 北條新 六郞を 入れ を かれし 處 

に、 城 中に 一 間の 所 あ. 9、 金銀 をち りば め、 屛風. 障子 

皆 花鳥 草木い ろくの 搶を盡 し、 奇 魔なる 事 云 ふば 

かりなし、 庭に は樣々 の 石 を 集め、 築山 泉水 其 巧 をな 

し、 築山に 繞 きたる 花 岡に は、 春よ. 9 冬に 到る 迄、 ^ 

きつ いく 草木の 色 更に 絕間 なし、 是は その かみ、 憲政 

の 息女 彌子 生年 十五 歲、 みめかたち 世に 類 ひなき 美 

人に て、 心の なさけ 色 ふかく、 優に やさし か， 9 けれ 

ば、 見る 人 閜く人 皆 思 を かけ 心 を な や ます、 憲政 は い 

かなる 高家權 門の 輩に も 合せて、 家門の 緣を 結ばん 

とお ぼして 寵愛 深く、 別に この 一 間 をし つら ひ を か 

れし 所に、 家人 白 石 半 內と云 ふ 小姓、 た. „• 1 目 見 染め 

まいらせ、 心地 惑 ひて 堪へ かね、 風の 便 hv につけて 文 

一 つま いらせし に、 此事 あら はれ、 半內 ひそかに 首 を 

はねられたり、 その後 百 ni ばかり 過てむ すめ 彌子、 日 

慕が た 俄に おびえて 絕入給 ひ、 つ ゐに穴 H しくな h ん. g 

へ り、 さだめて 半內 が. u 魂の しわざな らんと 聞傳へ 

し.. 新六郞 この 物語 を 聞て、 たと ひ幽靈 な. とも かゝ 

る类 人に 逢 ひて 語ら はば、 さ こそ 嬉し か らまし、 今生 

の 思 ひで 何事 か これに まさらん と、 頻に 思 ひ 染め て 、 
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朝夕 は 香 をた き 花 を 手 向て、 人知れ ゃ戀 慕の 心つ き 

て 祈..^ けり 、或る ：n の暮が たに、 何 所と も 知ら や 女の 

量 一 人來 りて、 新 六 郞に向 ひて 云 ふやう、 わが 君 は そ 

のかみ 此 所に 住 給 ひしが、 君の 御 心 ざしに ひかれて 

これ 迄 あら はれ、 只今 參. 9 給 はんに 君對 面し 給 ふべ 

き やとい ふて、 消え失せ しが、 暫く ありて 異香 くんじ 

て、 先の 女の 童に つれて、 一 人の 美女 築山の かげよ. 9 

出来れ. o、 その美し さ、 此 世の中に は あるべき 人と も 

おぼえす、 天上よ b 降れる か 神仙の たぐ ひかと 見る 

に、 中々 目 も あやな， 5、 新 六郞、 これ は閒 及びし 彌子 

の 幽靈な るべ し、 日 ごろ 我 念願 せ し 所 ひと へ に 通じ 

け b、 鬼 を 一 車に のす と 云 ふ 事 は あれ ど、 何 かす さま 

じと も 思 はん、 契 を か はして 思 ひ を 述べ んに は、 人と 

幽靈と は 同じから すと 雖も、 なさけの 色 は 死と 生と 

か はる 事 あら じ もの をと、 女の手 をと り 引 いれて、 時 

うつ るち) 語ら ひけ， 0-、 女す でに 立歸 らんと するとき、 

自ら こ、 に 來る事 を あな かしこ 人に 洩し給 ふな、 又 

暮を 待ち 給へ と 契りて、 

底 深き 池に お ふて ふみく りな は 

くると は 人に 語. 0 ばし すな 
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とうち 詠 じ、 庭に 出て 行く かと 見れば、 その ま、 かた 

ち は 消え失せた b  、次の 日の 慕が たに 又 求れ. o、 曉か 

へ， 9 て は 夕 暮に來 る こと 六十 日に 及べ. 9、 或る：！！ 新 

六郞、 家人 を 集めて 樣々 物語の っゐ でに、 女の 云 ひし 

事 を 打ち 忘 れ、 此 の 事 を 語り 出 だしけ， 9  、家人 等 奇特 

の 事に 思 ひ て、 壁 を ほ.^ て规 きけ るに 、女 求，.^ て 物語 

すれ ども その 姿 は 見えす、 女の 童と 見えし は 伽婢子 

にて 侍. 0 し、 女 或る 夕慕來 て、 大に 恨み 歎きた る 

有樣 にて 云 やう、 何とて 洩し給 ふなと 云 ふ 言葉 をた 

が へ て、 人に は 語らせ 給 ひし ぞゃ、 此の 故に 契 は絕ぇ 

て、 かさねて 逢 事 かな ふ ベ からす、 これ こそ この 世の 

名殘 りなれ とて、 

しばし こそ 人め 忍ぶ の 通 ひ路は 

あら はれ そめて 絶え果てに けり 

と なく/^ 詠 じければ、 新 六 郞淚の 中より、 

さし も 我がた え や 忍びし 中に しも 

わたして くやしく めの 岩 はし 

女 はな く- 金の 香合 一 つと. 0 出して、 君が 心 ざし 

變らで 思し 給 は J5.、 これ を かたみと も 見 給へ とて 渡 

しけ b  、新 六郞 も删瑚 琥珀 金銀 を 交へ てつな ぎた る、 


數珠 一連 をと h- 出し、 これ は 見 給 ふべき 物と はなけ 

れ ども、 黄泉の 棲 家に は 身の たよ..^ とも 御覽 せよ か 

しとて、 女の手に 渡しつ 、、さる にても 又 逢 ふ ベ き 後 

の 契 を、 この 世の 外に は 何時と か 定め 侍べ らんと い 

へば、 今よ h>s- 子と いふ 年 を 待 給へ とて、 淚と、 も 

に、 雪 霜の 消る が 如く 失せに けり、 新 六郞盡 きぬ 名殘 

りの 悲し さに 思 ひむ す ぼ、 れ、 心な やみ 形ち かじけ 

た..^、 醫師此 事 を 聞て 藥を與 へし かば、 月 を こえて 病 

いえた b  、後に 或る人 語りけ る は、 憲政の 愛子 こゝに 

すみて 俄に をび え 死せ b、 これ は此 むすめ を 思 ひか 

けし 小姓 白 石半內 が、 怨みて 殺されし C 魂の しわざ 

なり、 憲政 こ、 にお はせ し 間 は、 曇り 雨 降る とき 

は、 半內が 幽靈ぃ つも あら はれ 見えし と 也、 此程は そ 

の事絕 て、 見し 人 もな しと 云 ふ、 新六郎 これ を 聞に、 

すさまじく 田 3 ふ > ひつ きけ b、  ^H^^T*bKV て 雨 I 一. ラフ 

- ちお ほひた る暮 がた に、 年の ほど 廿 ばか の 男、 瘦せ 

つかれた. るが 髮 うち 亂し、 白き ね， 9 ぬきの 小袖に、 

袴着て 紫 竹の杖 をつ きて、 ，M 水の 端に すご/,, \> と 立 

たる を 見て、 新六郞 太刀 を拔 きて 向 ひければ、 きえ 

ぎえ とな. りて 失せに け， o、 これより 15 を 請 じ、 j 七日 


のうち、 水陸の 齋會 をい となみて ひし かば、 これに 

ゃ怨も 解けぬ らん、 ^ねて あら はれ 出づる 事な しと 

かや、 

しのび 

〇 竊の術 

甲 陽武田 信玄、 その かみ 今川義 元の 聱 として、 あさか 

らす 親し か， 0 ける に、 義元 すでに 信 長 公に 討 たれて 

後、 その子 息 氏眞、 少し 心 の を くれたり ければ、 信玄 

あなづりて 無 禮の事 ども 多 か し 中に、 今 川 家重齊 

と 致されし 定家 卿の 古今 和歌 集 を、 信玄 無理に か.. > 

どり にして 返されす、 秘藏 して 寢 所の 床に 置かれけ 

る を、 或る時 夜の ま に 失な はれた. 0  、寢 所に 行く もの 

は 譜代 忠節の 家人の 子供 五六 人、 其 外 は 女房 達 多年 

召し使 はる \ もの、 外 は、 顏を さし 入 て^く 人 もな 

きに、 た いこの 古今： ffi^ に 限，^ て 失せた る こそ 怪しけ 

れ、 又 その外に は、 名作の 刀 脇 指 金銀 等 は 一 つも 失せ 

や 、信.^ 大に 驚き 甲 信 兩國を 採し、 近 國に人 を 遣し ひ 

そかに 聞き 求めさ せらる、 此所 他人 页に來 るべ から 

す、 いかさま 近習の 中に 盜 みたる らんと て、 大に 怒. 9 

給 ふ、 古今の 事 はわ づ かに 惜 むに 足らす、 た ^以後 ま 

でも か、 る もの、 忍び入 を、 怠りて 知 ざり ける は 無 
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用心の 故 也と、 を ど り 上りて 激しく 穿 整に 及び けれ 

ば、 近習 も 外 檨も手 を 握りて 怖れ あ へ り、 飯 富 兵 部が 

下人に、 熊 _ ^と 云 ふ もの 生年 十九 歲、 心 利て さがく 

しく、 不敵に してし ぶと き 生れ つ きな..^>、そ の - J ろ 一! 一  5 

州 割が 峠の 軍に 信玄馬 を 出され、 飯 富 向 じく 赴きし 

に、 旅 棹 を 忘れたり 、明日 卯の 刻に は 飯 富 一 一陣と 定め 

られ しに、 U は 早 や 暮れた..^ 如何す べきと 案じ ら 

ひし を、 熊 若す、 み 出て、 それがし 取りて まいらん と 

て 其の ま ゝ 走り出た， 9、 諸人 さらに 實と思 はす、 かく 

て 二 時ば か.^. の 間に、 やがて 旗 棹 を 取りて 歸り來 る、 

さて 如何して 取來れ ると 問 はれし に、 熊^ 云 ふやう、 

早く 取. 0 て來 らんと 思 ふば か. 0 にて、 手形 を も 印 を 

もとらす して 甲府に 走り 行ければ、 門 を さし 固め、 な 

かく 人の 通路 を かたく 警 しむる 故に、 壁 を 傳ひ垣 

を 越え、； そかに ど 開く に 一史に 知る 人な し、 やがて 

亭に 忍び入. 0 て収 b て來り 侍 ベ り と 云 ふ、 飯 富 聞て、 

これよ. 9 甲府. まで は 東 路往來 百 里に 近し、 是を 行き 

て歸る だに あり、 まして 用心 厳しき 所 を、 人知れ す 忍 

入りけ る 事よ、 定めて此間の古今集もこの^^ぞ盜み 

ぬ ら ん、 後に 聞え な ば 大事 成 べしと 思 ひ 、熊 i» を 傍に 
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招き、 汝か 、 る竊 びの 上手、 道 早き ものと は 今迄 露 も 

知らす， 此程信 立の 定 家の 古今 集を盜 みたる は汝か 

と 云 ふ、 熊 若 答へ て 云 ふやう、 それがし はたい 道 を 早 

く 行きて、 忍び をす る 事 をのみ 得た. 5、 しかれば 我 幼 

なき 時よ， 0 君に 召し使 はれ、 故 鄕の父 ゆ 如何にな- > 

ぬらん，^ も 知らす、 願 はくば 我に 暇 給 はり、 故 鄕に返 

し て 給 は .a- 、其盜 みたる 者 を あら はし 奉ら んと云 ふ、 

それ こそい と 易 けれ 暇 はとら すべし、 かの 盜人を 捕 

ゆ る 迄 は 沙汰す ベから すと て、 割 が 峠歸陣 の 後、 熊 若 

を もって これ を规 はせ しに、 西 郡に を ひて たい 一 人 

行く 者 あ.^、 早き 事 風の 如し、 熊 若 立ち 向 ひ 物 云 ふ 間 

に、 後より 捕へ て 押し 伏せたり、 熊 若に 欺かれて 恥み 

る 寧 こそ やすから ね、 古今 を 盗みけ る 事 は、 信玄 公の 

寢ゃを 見ん ため 也、 あはれ 今廿 n: を 延びな ば、 B. 府を 

ば {J すべ きもの を、 運の 强き 信玄公 かな、 我 は 上 州 i 衰 

輪の 诚主、 永 野が 家に 仕へ し竊の もの、 もとは 小 田 原 

の 風 問が 弟子 也、 我が 主君の 敵 なれば、 信 支 公 を 殺さ 

んと こそ 計 .o^ に、 本意な き？^ かな、 此上 はとく く 

我 を 殺し 給へ， とて. S- しう けて 殺されたり、 古今 集 を 

ば、 It に 出して； In ける と 也、 熊お は 暇 給 はりて、 西 


に 下 h- けりと 云 ふ、 

ケま いたち だい はかぜ 

〇 鎌鼬 附提 •fer 風 

關 八州の 間に、 鎌鼬と て 怪しき 事 侍べ り、 旋風 吹お こ 

.9 て、 造 行人の 身に もの あ らく {a 田れ ば、 股の あた，. > 竪 

さまに 裂けて、 刹 刀に て 切.^ たる 如く  口 開け、 しかも 

痛み 甚だし くもなし、 又 血 は 少しも 出す、 女 毅草を 揉 

てつけ ぬれば 一 夜のう ちに 癒 ゆと 云 ふ、 何者の 所爲 

とも 知. 9 難し、 たい 旋風の あらく 吹て 當る とおぼえ 

て 此の 憂 へ あり、 それ も 名字 正しき 侍に は當ら や、 た 

だ 俗姓 卑しき 者 は、 たと ひ 富 なる も是 にあ てらる 

と 云 ふ、 尾 濃 駿遠三 州の 間に、 提^ 風と てこれ あり、 

里人 或は； Jil- に 乗り 或 は^を 引きて 行く に、 旋風 起..^ 

て 砂 を まきこめ、 まろくな りて 馬の 前にた ち 廻り、 車 

の 輪の 轉す るが ごとし、 漸々 に その 旋風お ほきに な 

. ^、馬の 上に 廻れば、 の 置す くくと 立って、 その 

たてがみの 中に、 細き 絲の 如く 色 赤き 光 さし 込み、 馬 

しき， 0 にさ ほ だち、 いば ひ 嘶きて うち 倒れ 死す、 風 そ 

の 時 散り 失せて あとな し、 何なる 者の 業と も 知人な 

し、^ しっち 風- iit の 上に お ほふ 時に、 刀 を拔 きて 馬の 

上を拂 ひ、 光 明 眞言 を 誦す れ ば、 其 の 風ち 失せて 馬 


も 恙なし、 提. 風と 號す とい へ. 5、 

〇 了 仙 貧窮 附 夭 狗道 

释の了 仙 法師 は 播州 賀古 郡の 人な，. -、 幼く して 父母 

に を くれ、 郡の 草堂に 籠りて 出家し、 十七 歳して 關柬 

に おもむき、 相 州 足 利の 學 校に 三十 餘 年の功 を 積み、 

內外ニ 典に 渡り 、神 歌兩 S1 にた づ さ は り 、博 學多聞 の 

名 を ほどこし 所々 の談 林に 遊ぶ、 論 義辯舌 あ， ひて、 諸 

人 皆 かたぶき 伏して、 更に これに 敵す る ことかな ひ 

がた し、 然れば 其の 天性 逸哲伴 狂の 風 あり、 命分甚 

だ 薄く、 一  璽の 紙 衣 を だに 肩に まった からす、 墨染め 

の 衣は铀 破れ、 そ の 日 を 慕す べき 糧に 乏し、 此故 に 學 

智の功 はか さなり 乍ら、 長老 上人に もなら や、 綱 位の 

數 にも ぁづ からぬ 平 僧に て、 年 を 重 ぬるま、 名利 

の 心さら に絕 がた し、 自ら 深く 嘆きて MI く、 了 仙よ 汝 

學問 よく 勉めて 才智 あ. o、 心 ざし 邪な く 名 は 世に 聞 

えながら、 いかに 身 一 つ を 過 わび、 一 寺の 主と もなら 

ざ る やと、 又 自ら 解し て 曰く  、安然 は 堂の 軒に 飢ゑ て 

桓舜は 柳の 社に 祈りし、 これ 道義の 不足な らん や、 役 

の 小 角 は； 州に ながされ 覺鑀は 根來に 苦しみし、 こ 

れ行德 の をろ そかなる にあら す、 敎因は 僧 戶封祿 あ 
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りて 安海 は 綱 位に いたら ざ，^ し、 これ 智と？ との 故 

ならす、 沙 彌は溫 かに 衣て 飽くまで.^ ひ 主恩 は 飢寒 

にせ ま. 0 ぬ、 これ 才能の 不敏なる によらん や、 これす 

でに 過去 世の 因緣 なり、 儒に は 天命と 云 ふ、 了 仙 不幸 

にして 此の そし. 0 をう く、 何ぞ 因果の 理に迷 ふて み 

だ，. y に 名利 を 求めん やとて、 自ら 問答して 心 を 慰み 

け. o、 され 共 學智に 慢心 あ ，0  、人の 己れ を 用 ひざる 寧 

を 憤る 思 ひ 胸に ふさが， 9、 天文の 末の 年 鎌 倉に して 

病死し ければ、 光明寺の 傍に 埋 みたり、 所 化の 伴頒榮 

俊と 云 ふ もの は、 學 問の 友と して 久しく 斷 金の 契 を 

いたせし が、 或る時 藤 澤邊に 出け る 道に して、 了 仙に 

行 合 ひた. o、 漆 塗の 手 輿に 乘， 5 白 丁 八 人に か、 せ、： S 

录 びかう 朱 傘お なじく 白 丁に 持たせ、 同宿 七 八 人う 

る はしく 出立、 雑色に 先を拂 はせ、 さいめ き來 るよ そ 

ほひ、 往昔に 替 りて 嶽々 堂々 たる 事、 ひとへ に國師 

僧正の 儀式に 似たり、 了 仙 は九條 の级裟 に、 座 具 取 揃 

へ て 身に 纏 ひ、 檜 扇 さし 出し、 和 僧は榮 俊なら す や 

とて 輿より おり 下..^、 手 をと り淚を 流して 昔 今の 物 

語す、 榮俊云 ひける は、 君と 別れ 隔たた る 事 僅かに 半 

年ば か.^ の 間に、 よく 自ら 綱 位た かく 靑 雲の上に の 
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ぼ， 9、 封祿 あつく 朱門のう ちに 交り、 衣服 袈！^ の 花や 

かなる 出た ち、 手 輿 同宿の 盛なる 有様、 まことに 學智 

秀でた る 所、 心 ざし を遂 ぐる 時 也、 僧 法師の 本意 はこ 

こに 極まれ.^、 羨し くこ そと 云 ふ、 了 仙 答へ て 曰く、 

吾 今 一 職 をう けて 勉め行 ふ、 更に 隱 すべ きに あらす、 

その 形勢 見せ 奉らん、 こなた へ おはせ よと て、 光明寺 

の 堂に 行 到る、 人 さらに 見咎 むる 事な し、 _ ^すでに 後 

夜に 及ぶ、 了 仙 語. 9 ける は、 我つ ねに 慢心 あ， 5、 然れ 

ども： 史に 非道 をな さす、 平生 贫賤 なる 事 を 怨み 憤り 

て、 因果の 罕と 知. 9 ながら これに 惑へ る を 以て、 死し 

て 天狗 道に 落ち 學； 如の 職に 選ばれ、 文 を^り 書を考 

へて その 義理 を あきらめ 傅 ゆ- - 我が 天狗 道 は 魔道な 

と雖、 鬼神に 橫道 なきが 故に、 人 を えらび 器： S に 

よ. 0 て その 職 を 司らし む、 人 il はた  >贿 を もって ひ 

いき をな し、 追從輕 蒲の 者 をよ しと 思 ひて 其 才能 を 

云 はす、 是 によりて 公家 も 武家 も 出家 も、 同じく 追從 

輕薄奸 曲 佞 邪 を もって 官位 祿に 飽満て、 よき 人 は 

ゅ^：その^！の正しきを守る、 此 故に 人 を 諂 はす 輕 薄な 

し、 こ ゝを もって 長く 埋れて 世に出です、. M 麟は 徒に 

獎堪を かけられて 草 水に 飢祸 え、 は 時 を 得て 豆 
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粥に 飽た 5、 鳳凰 は 橘の 中に すみて、 鶴 鳥 は 蘭 菊の 間 

にさ えづる、 こ、 を もって 公家 も 武家 も 出家 も贤者 

も、 頭 やせて 髮 かれつ、、 清瀆の ほそ みぞに 縛び 死す 

れ ども 知る 人な く、 愚人 奸 曲の 輩 は 世に あら はれて 

時め くな .9、 これよ..^ 風俗 惡 しくな. 9 て、 治れる 時 

は 少く亂 る、 日 は 多し、 我が 天狗 道 はたい よく その 

器量 を 選び、 その 職 を あてが ふに 誤らす、 凡そ 世の 

人 贵賤を 云 はや、 少も 慢心 ある 者は哲 死して 魔道に 

來る、 その 中に 君に 不忠 あり、 親に 不孝す る もの は、 

必す 大きなる 責を 受け、 善 を 積み 德を 施せ し^は、 皆 

その 幸 ひ を かう ぶる、 輪廻 架の こと はり 皆僞 りな 

らす、 天子 公卿 武士 出家、 世に 名 を 知られた る 輩、 我 

が 道に 入て.. 或は 大將 となり 或は 眷滅 となり、 世の 人 

の 心 だてに よりて 、或は-障碍 をな し 或は 守護 をな す、 

それ 太 上は德 をた て、 その 次 は 功 をた つ、 その 次 は 言 

をた つ、 これ 死して 久し けれども 朽 すと 云へ 、我 は 

德も なく 功 もな し、 こ \ に 論 場に 言 をた てし も、 今す 

でに 無き が 如し、 その 慢心の 報 ひ を 見 給へ とて、 堂の 

庭に 飛 出た る 姿 を 見れば 翼 あ.. - 鼻高く 服よ. 9 光り輝 

き、 すさまじき 形に 變せ しと ころに.、 虛ょ b 鐵の签 ふ 


らくと 落ちて、 其.^ に熱鐵 の湯稱 きか へ る、 それに 

つ V きて 法師 一 人 下り、 铫 子に 熟鐵の 湯を條 b 入れ、 

K 孤に 入れて 了 ゆに 度す、 了 川 布れ たるけ しきに てこ 

れを飮 み 入る、 に、 臓腑 もえ 出で、 下に 燒け くだ. 9、 

地に 轉 びて 失せに ければ、 堂に あ h- し 白 丁 も 同宿 も 

皆 消え失せて、 夜 は ほの ぐと あけ 渡れば、 光明寺 巾 

の 堂に は あらで、 複の 島の 濱 おもてに 榮俊 一 人 坐し 

たり、 それよ.^ 歸 りて 佛事 いとなみ、 道心 深く 後世 を 

怖れ、 諸國れ 脚して 菩提心 を 祈りけ り、 
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〇 隱 

播州 印南と 云 ふ 所に、 內海又 五郎と て武藝 をた しな 

み、 弓 .i^T の 道に 稽古の 功 を 重ね、 然も 其の 心根 極めて 

不敵 者 也、 或 時 思 ふやう、 片^ 42 に 世 を 過さん に は、 

人の 爲名を 知らる、 iSl 有る ベから や、 都に 登.^ 赤松 

を賴 みて、 公方に 宮 仕へ 舉り、 世の 變に 任せて 立身せ 

ば やと 思 ひ 立ちて、 京都に 登，^ しかば、 赤松 は 身 まか 

りたり と 聞 ゆ、 さ て は 力なし、 後藤 掃 部が 宇治 に あ， 9 

とい ふ、 こ、 に 行きて 賴 まんと 思 ひ、 足に 任せて 尋ね 

ゆく、： noj に暮 か、 り、 道に 踏 迷 ひて 草原 小 坂 を 差 越 

えく、 栗栖 野と 云 ふ 所に 出たり、 煙 闇く 雲閉； ^て 雨 

さへ 少し づ、 降 出たり、 遠近 人に 物申すべき 影 も 見 

えす、 猿の 叫ぶ 聲 かすかに 聞え、 狐のと もす 火 あた b 

に ひらめく、 愛に 一 つの 堂 あ b 、古へ 太 元帥の 法 行 ひ 

け る 所と て 、今 も 太 元 堂と 名づ く、 柱 朽ちて 垣 傾 き、 

木の葉 散. 0 積り 軒 破れ、 實に 物凄き 所 なれ ども、 行 

先 も 定かなら す、 立歸る べき 道も覺 えねば、 堂の 緣に 
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上，^ て 夜 を 明かす、 亥の；！ ばか. 9 に 東の 山際より、 松 

明と， し. て 人 多く 來る、 漸々 に 近付つ、 太 元 堂に 向 

ひて 步 みよる、 又 五郎 思 ふやう、 か 、る 所へ 夜更けて 

來る者 は 妖怪なる べし、 然ら すば 盗人な らんと 怪し 

み、 密かに 天井に 登り 息を靜 めて 居た. 9 ければ、 一 一十 

人 許さ いめき て、 堂に 上 b 火 をた てた. o、 其 中の 大將 

と覺 しくて、 花やかに 出立た る 者 一 の 座に あり、 其の 

外の 者 皆 谷" 座した. o、 鐽 長刀 弓なん ど、 手 毎に 持た 

る を 立 並べ、 用心した る體 也、 其の 貌を 見れば 皆 猿の 

類に して、 に 人間に あらや、 又 五 郞是れ は 疑 ひなき 

妖怪 也、 一 矢 射ば やと 思 ひて、 携へ 持ちた る 弓 取 直し 

て、 尖 b 矢 を つが ふ て 兵と 放 つに、！^ たす 上座に あり 

ける 者の、 臂 のか、，. ^ にした、 かに 立ちた b  、此の 者 

大 に 驚き 聲を 揚げ て、 あら 悲 し是 は 抑 も 何事 ぞ や と 

言 ふ 程 こそ あ. 0 けれ、 燈火を 打消し、 許 多の 者 共 ふた 

めき 立て、 散々 に^ 失せた b  、物音 靜まり 跡 も 見え ざ 

りければ、 夜の 明る を 待て あたり を 見る に、 血 こぼれ 

て 引きたり、 又五郞 行末 を 見 屈けば やと 思 ひ、 跡 をと 

めて 南の かた 山 を 巡り、 西 を さして 行きければ、 大な 

る 穴の 傍に して 止る、 いよ/. \>怪 み 彼方此方 せし 間 
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一 に、 今宵 少し 降. 5 たるに 土す ベ. 9 て 踏 外し、 穴の 內に 

落 入りた h-* 底 深く 岸 高う して 上る ベ き 便な し、 いと 

ど暗か..^ければ、发にて死するょ.0外はなしと、傍を 

採. 5 見る に 橫に穴 あ， o、 靜 かに 歩み 行く に 一 町 許に 

して、 明らかなる 所に 出 たれば、 月ョの 光り 常の ごと 

し、 一 つの 窟に 石の 門 あ b て、 數十人 其 門 を かため 

て 番を勸 む、 其 有樣は 今夜 太 元 堂に 來り ける 者に 違 

はす、 番の者 驚き 問 やう、 何人 なれば 发に は來 りけ る 

と、 又 五郎、 是は 播州より 此比 都に 上り、 醫師を 以て 

身の 業と す" 藥を覓 めて 山に 分 入 侍べ， 9 しが、 道に 踏 

. 迷 ひ、 思 ひ 掛けす 穴に 落て 愛に 來れ. 5、 都に 歸 るべ き 

道 を 示し 給 へ と 云 ふに、 番の者 共 聞て 大に 喜び、 是は 

誠に 天の 與る幸 ひ 也、 我 君 昨 n 偶-城 を 出て 遊び 給 ふ 

所に、 流 矢の 爲に當 りて 疵を 被り 臥 給へ， 5、 療治して 

たび 給へ とて 內に呼 入れた.^、 宮殿 いら か を 磨き、 簾 

掛 渡した る 奥に 誘な ふに、 彼の 主 苦しげ なる 聲 にて、 

我た ま 出で、 遊ぶ 處に、 禍 忽ち 身に 迫り 蓮 傾き 

て 流 矢に 當.^  、毒氣 巳に 骨に 透り 痛む 事 云 ふ 計な し、 

命又危 し、 願 はく は 一 つの 配劑を 出して、 此病を 治し 

給へ、 然 らば 我 二た び 難. -て、 重ねて 樂 しみ を 受 くべ 


し、 是實の 大恩.？； 一 と 云 ふ を 見れば、 毛 はげて 大 なる 猿 

也、 幾年 經 たり 共 知られす、 老 さらば ふたる いと^ 

苦し 氣 にて 吟 臥したり 、雨の 傍に 二人の 美女 あり、 美 

くし さ 限りなし、 又五郞 立よ b て、 脉を 取. 9 疵を 撫で 

て、 少しも 苦し か らす やがて 癒 ゆべ し、 我に 名 方の 藥 

あり、 是を服 すれば 病 を 治す るの みならす、 長生 不 

死の 靈藥 なれば、 命 を 保ち 齡を _ ^やかに なし、 天地と 

共に 久し からん とて、 腰に つけたる 火 打 袋よ.^、 丸藥 

を 取 出して 與 へ 服せ しむ、 一 類 皆是を ぶ、 殊； 史に不 

老 不死の 藥と聞 て 、我等 か 、る祌 仙の 人 に 逢 事 稀 也、 

願く は 我等に も 給れ かしと 云、 袋 を 傾けて 分ち 與ふ、 

多くの 猿 北ハ， ひ 奪 ふて 是を飮 みけり、 元よ b 此藥 は、 

鏃に 塗りて 獸を 射る に、 必す 幾る と 云大毒 なれば、 

何 か はた まる べき、 暫らく あ，^ て 皆 一 に 倒れ伏し 

て，^ を 吐き、 前後 を 知らす 苦しみ；^ る 1^ を、 枕元に 立 

てかけた る 太刀 を 取り、 片端よ.. >  切 殺しけ り、 起 上り 

立 上らん とすれ ども、 毒に あてられて よろめきて、 都 

合 一 類 大小 三十 六疋の 猿、 一 同に 殺し 盡 された. -、 一 一 

人の 女房 も 同し 妖怪の 額なる べし、 諸共に 打殺さん 

と 云に、 二人ながら 啼て云 やう、 我々 は 更に 妖 魅の 類 


にあら す、 一 人 は 醍醐と 云 所の 並 浦の 某が 娘、 今 一 人 

は 伏 見の 里に； 牛 田の 某と 云 者の 娘に て 侍る、 思 も 寄 

らす 恐ろしき 者の ために 誑かされて、 深き 穴に 沈み 

惑 ふ、 逃て 歸 るべ き 故 鄕の道 も 知らす、 其の儘 こ、 に 

て 死なん 事 を 求れ 共 協 はす、 淺間敷 畜生の 使れ 者と 

なり、 六十 日ば か. 0 此方、 夜と なく 晝 となく、 悲しき 

物 思 ひ を 致し 侍べ り、 君 今 是等を 殺し 給 ふ、 我等 二た. 

び 人間に 立 11. り、 戀 しき 父母に 逄參ら せな ば、 是ぞ大 

恩の 生 君なる べしと いふ、 又 五 郞已に 妖怪 は 打殺し 

けれ 共、 人間に 立歸る ベ き 道 を しらす、 如何す ベ きと 

案じ 煩 ふ 所に、 白き 装束に fel 帽子 着た る 翁十餘 人、 い 

づ くよ.：^ 來る とも 知らす 現れ 出たり、 是は此 所に 久 

しく 住み 侍べ，^ し 者 共なる を、 近き 比よ b 猿 共に 住 

家 を 奪 はれ、 食物 財寶殘 りなく 押領 せられ、 身の たゝ 

すみ もな くな. 0 遙の 傍に 住居して、 妻子 孫まで も 世 

の 憂目 を 見る 事、 口惜しと は 思 ひながら、 彼等に 敵對 

- すべき 力なければ、 時節 を 待て 心 をな だめし 所に、 君 

の 是等を 返 治し 給 ふ、 此 故に 我等 二た び此 地の 主と 

なり、 古 へ の 如く 歸住 むべ し、 大恩 何事 か 是に滕 る ベ 

きとて、 手に く 黄金 を 包みて 又 五郎が 前に さし 澄 
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く、 其の 形 も 又 人に は あらぬ 曲者 也、 目 は 九く  口 はと 

が. o、 鬚と 眉毛 は 至. 9 て 長し、 又 五郎 云 やう、 汝等久 

しく 此 地に 住て 神 通 あ. 9 と 見 ゆ、 いか なれば 猿に 欺 

むかれて 住居 を 薄 は： たる、 拆汝 等實は 何^ ぞ、 此處 

をば 何と 云 ぞ と 尋ねし に、 翁 答へ ける は 、我等 は壽五 

百歲を 保ちて 一 たび 變す、 彼等 ゆ 八 百歲を 保ちて 後. 

に 一 たび 變す、 此 故に 敵對 する 事 協 はす、 そ もく 我 

等 は是虛 星の 精靈 として、 大黑 天神の 使者 也.. 此所は 

鼠の 住所と して 世に 隱 里と 名づ く、 更に 人間に 向 ひ 

て 害 をな さす、 功 を 積み 行を滿 て、 天上に 飛翔り、 仙 

境に 出入して、 自在 神 通の 樂に 誇る、 然る を 猿 ども 集 

. ^て 年 を 重ねて 惡行 をな し、 人の 娘を収 りて 己が 心 

を 慰み、 物 を 害し 禍を なす、 其の 科 顯れて 一 類同 じ 所 

に G びた，.^、 天道 已に 君が 手 を 借， 9 て 殺し 給 ふ 者 也、 

天道の 所爲 にあら や は、 君 何として. D し 給 はん、 君暫 

く 目 を閉ぢ 給へ.' 我等 送りて 人間に 返し 參 らせんと 

いふ、 又五郞 S を閉ぢ ければ、 女 二人と 又 五 郞 を 後ろ 

に 异負ひ 道 を 進めば、 雨風 荒く 聲騒 がしく 聞え て 目 

を 開 くに、 一 つの 白き 大鼠 其の 外 十四 五 許の 鼠、 大さ 

豕の 如し、 地 を 掘 穴 を 穿ちて 野 に 出で たり、 道行く 


人に 愛 は 何 處ぞと 問 へ ば、 木幡 山の 麓 也と いふ、 一 一人. 一 

の 娘 を 親元に 送り返せば、 親大に 喜びて 又 五 郞を兩 ノ 

家の 聱 とす、 又 五郎 そ れ よ.^ 武門の 0- み を 離れ 、富裕 

安穏の 身と な b ぬ、 後に 又木 幡 山の 野外 を尋 ぬるに、 

歸り 出で たる 穴 は 跡 もな く、 松 芽 茂 草 むら 閉ぢた 

るば か. 9 な.^、 又 五郎 は 後 終に 子 もな く、 其 行方 を 知 ： 

らす、 

〇 土 佐の 國狗祌 附金蠶  ：_ 

土佐國 畑と 云 所に は、 其 土： R 數代傳 は，.^ て狗 神と 云 ；ー 

者 を 持ちた- >  、狗祌 持ちた る 人 若 他所に 行て、 他人の 

. 小 釉財寶 道具 凡て 何 にても、 狗祌の 主 それ を 欲しく 

思 ひ 望む 心 あれば、 狗神 則ち 其の 財寶 道具の 主につ 

きて た、. 9 をな し、 大 熱懊惱 せしめ 胸腹を^^ む事、錐 

にて 刺す が 如く 刀に て 切る に 似たり、 此病 を受て は、 

彼の 狗 神の 主を尋 求めて、 何 にても 其 欲しがる 物 を 

與れ ば、 病 #』 る 也、 さもなければ 久しく 病臥て、 終に 

は 死す とか や、 中 比の 國守此 事 を 開て、 畑 一 鄕の 周り 

に 垣 結 廻し、 男女 一 人も殘 さす、 燒 ごみに して 殺し 給 

ふ、 それよ 狗神絕 え しが、 又 此の 里の 一 族殘 

て 、狗 神是 に りて 今 も是有 りと いふ、 其狗神 持ちた 


る 主 死す る 時 は 、家 を繼ぐ ベ き 者 に 移る を、 傍に ある 

人 は 見る と 也、 大さ 米粒 程の 狗也、 白黑 ある 斑の 色々 

ぁ..^、死する人の身を離て、家を繼ぐ人の懷に飛入る 

とい へ り、 狗神 持ちた る 人 も 自ら 物う き 事に 思 へ 4i ハ、 

力なき 持病 也、 異國 にも 閾廣と 云 所に は、 蠱 もの g1 お 

こづる 事 多く 取扱 ふと 云へ り、 國 人に 金 驚と 云 持病 

持ちた る 人、 是を 他人に 送 移す 事 あ.. >  、黄金と 錦と 釵 

の 類 ひ、 其 外さ まぐ 重 寶の物 を 道の 左に 捨 置く、 是 

を 拾 ひて 家に 歸れ ば、 金 蠶の病 移り 渡る とい へり、 其 

形 は 囂 にして 色 は 黄金の 如し、 人に 取 付 ぬれば、 初 は 

二三ば か 漸々 に 多くな り、 家の 內に 塞がり 身を責 

る 、打殺して も 更に！^ きす、 拾 ひ た る 黄金 錦な ど， J と 

ごとく 盡 果て、 後に、 病少 しづ 、癒 ゆと 云べ. 5、 

〇 易， 生 契 

肥 前の 國松浦 郡 松 浦の 里に、 豊田孫 吉と云 者 あ. 9、 未 

だサ石 く，， -て 父母に 後れ、 妻 もなくて 獨り 住け り、 其 家 

贫 しからす、 幼時よ. 0 耕作 商 賣の營 み を もせ させす、 

元より 只獨 子な り ければ、 親 殊更に いとおし みて、 儒 

學 のかた はしに 心 を 傾け、 講席 にも 列る を 以て 所作 

とし 侍べ らしむ、 或 夕暮に 門に 出で、 見 たれば、 容賤 
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しからぬ 女子 一 人 南の 方より 出來 る、 年の 程 十六 七 

と 見 ゆ、 色よ き 小 釉を重 ねたる に は あら ね ど、 姿容 は 

人に 勝れて 見 ゆ、 豐 m 走 出で 、釉を ひか へ 、鬼 角 語ら 

ひければ 、女 は 岩 木な らぬ 身の 、否と は 言 は じ い な 舟 

の、 流石に か 、る浪 枕、 並る 釉を かたしき っゝ、 -f 

す がら 語ら ひわ.. >  な，.，、 契り て 、 明 方 に 成りければ、 名 

殘盡 せす、 女 は 起き 別れて 歸 りぬ、：：： 暮れければ 女 又 

來れ り、 璺田、 其 家 は 何 處ぞ親 は 誰 人ぞと 問に、 班に 

定かに も 答へ す、 强 て尋れ ば、 自ら 常に 褐色の 衣に、 

蔦の 唐草 染 たる 小釉 なれば、 褐子 とも 蔦 子と も 名 を 

ば 呼 給へ かしと て 打 笑へば、 豐田、 拆は是 は 由 ある 家 

に 召使る ゝ 女の、 暮 な/ \密 に 出て 來る ならん、 此事 

もし 顯れ 侍べ らば、 由々 しラ 咎め も 如何なるべ しゃ 

と 思 ひて、 更に も 尋ね 認す、 いよ/, -睦 しく、 比翼 速 

理 の契淺 からす、 或 夜 豐田 酒に 酔て 戯れて 云 やう、^ 

の 儘に 其 住處を 語り 給 は ざらん に は、 心 まだ 打 解け 

すと ぞ はん、 我 は 新 こそ 思 ひ 侍べ れ とて、 

手枕のう へに みだる、 朝寢髮 

下に は 人の こゝ ろと けす も 

と 云ければ、 女 限，.^ なく 恨みた る氣 色に て、 かく ぞ返 

1 


I  伽 婢子卷 十  一  

しける、 

手枕 を か はすち ぎりに 下紐の 

とけ やと 君が むす ぼゝ れつ ゝ 

今 は 何 を か 隱し侍 ベ らん、 君 と自 らは 古へ よ，^ よく 

知るi^^侍べ-^、 然ら すば 如何に 新く 情深く 契. - 侍べ 

らむ、 實は我 は 今の 世の 人に は あらす、 君が ため 更 

に_^^かし參らする者にも侍べらす、 病 世の 緣 深き 故 

ぞゃ、 し此松 浦の 里に、 大友左 衞門佐 某と て- 出々 

敷 武勇の 大名お はしき、 自ら は许島 郡の 者に て、 よく 

歌うた ひ潘， 打 事 を 得て、 人 更に 自らに 勝つ 者な し、 此 

故 に 十七 歲 の 比 召されて、 左 衞門佐 殿に 仕へ 參ら せ、 

朝な 夕な 側 を 離れす 寵愛 淺 からす、 其 時 は 君 まだ 其 

家の 小姓に て、 近く 召使 はれ 給 ひしに、 容貌うる はし 

かりければ、 自ら 思 ひ を 懸け 心 を 通 はし 侍べ り、 斯く 

て 自ら 餘 りに 堪へ 兼つ、、 或：：！ の 暮方燈 未だ 取ら ざ 

る 暗 まぎれに、 

よそな が ら 目に は 懸れど 雨雲の 

へ だつ る 中に ふるな みだ かな 

と 書きて 君が 袂に 投入れ しかば、 其 次の 日の 夕暮に 

君 また、 


. よそ に の み嶺の 白雲き え か へ -り 

たえす こ、 ろに ふる なみ だ 哉 

と 書きて 自らが 釉に 投入 給 ひしょり、 年 も 同じ年 所 

も 同じ 所に、 人目 を 屮の阅 守に なして、 互に 心 斗 を 思 

ひ 通 はせ 共、 家の 內外 厳しき 徒の つら さの み 恨みら 

れて、 契る ベ き 便 もな し、 後に 傍輩の 童に 此の 心 ざし 

を顯 はされ て、 左衞門 殿に 讒 せられし かば、 則ち 大に 

怒りて 君と 我と 高 手の 繩を かけ、 松 5^ 川の 端に 引出 

し、 首 を 刎ら れ 侍り、 君 は 今 已に又 人間に 生れ 給 ひ、 

自は それより 此方、 猶今ま で も 1  具 途 にあり、 思 ひ 初た 

る 心の 末、 百餘 年の 後 も 朽ちす、 穴 き 靈の現 はれ 來 

りて、 割な き 契 を 結ぶな り、 を 思 へ ば 今 も 悲しき 憂 

目 見たり け る^の、 いと いつら さは 勝る ぞ やとて、. 

淚を 流す 事 雨の 如し、 豐田 此事 を閒 くに、 又 悲し さ 限 

りなし、 されば 今是を 聞 くに、 誠に 二世の 緣 なれば、 

益； わ，. >  無く 語ら ひて 昔の 思 ひ を はらさん、 誰 を か 

忍て 暮 にこし 朝に 歸 らん、 ロハ 是に 住て 諸共に 夫婦と 

ならん とて、 豐 出が 家に 留め て猶睦 しきな から ひ 

也 、幽霊と は 見ながら、 世の 緣ゎ. 9 なくて、 露 恐ろ 

しと も 35 ひ 待 ベら す、 豊田は 更に 蕃打 事. g らざ. c- し 


に、 女 悉，、 其秘 妙を敎 へし かば、 此比 あた.^ に 名 を 得 

し 者、 豐田に 對 ひて 敵す る 人な し、 女つ ねぐ は左衞 

門 佐の 事 を 語る、 目前 今 見る やうに 覺 えた b  、左衞 門 

佐 或 時 女房 達 を 召 つれて、 川の 邊に 遊びし 所に、 うる 

はしき 男 二人 きらびやかに 出立、 川の 向 ひ を 遙に行 

過る、 女房 達の 中に 一 人 云 やう、 男なら ば是 美 はし 

きを ぞ、 我 思 ふ 人と も 思 はまし 物 をと いふ、 左 衞門佐 

聞て、 此 男の 妻と 成ら まほし きか， と 云 ふ、 其 女房 打 笑 

ひ顏 赤め て 物 も 云 はす、 暫 ありて 新しき 桶に 蓋稷ひ 

して 女房 達の 中に 出す、 是 先の 男の 許に 遣すべき 祝 

の 物見よ と あ， o、 開きて 見れば 男 を譽し 女房の 首 打 

切て 見せ 侍り、 女房 達 手足 顫ひ 目肢 みて、 絕入， 0 ける 

も 多 か， 0 し、 又 或 時 鹽燒く 浦に 仰せて 私に は售 せす、 

我 領分の 鹽を皆 下 直に 買 取. 9、 京方の 商人に 賣 りけ 

る を、 何者かした. 9 けむ 左衞門 佐の 門に 落 書し ける、 

さなき： U に 辛き をき め を左衞 門が 

國の隨 やきに が， 9 はてけ り 

左 衞門是 を 聞て、 いかさま にも 鹽燒 どもの 所爲 なる 

べしと て、 盥燒司 三人 を 捕へ て濱 表に 磔に 懸けたり、 

又 年毎の 春に なれば 錢米を 出し、 國 中の 民 百姓に 借 
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渡し、 身上 宜しき 者に は 殊更に 多く 借して、 秋に 至り 

て 大分の 利 を 掛け て 、元に 添へ て 取 返す、 若し 返す ベ 

き 力な き 者 は、 其 所の 有德人 にかけ て辩 へさせ 、或は 

妻子を他所に^^り遣はし、 資財 家屋敷み な沾 却せ し 

め、 年々 に虐り 取り もぎ とる 故に、 國中大 に 衰微に 及 

ベ. -、 何者が 詠みた. 0 けむ、 

無理に かす 利錢の 米の 數 よりも 

， J よす la^ は 、- と， 5- お まとも 

左衞門 佐是を 聞て、 賤 しき 百姓 共 は、 是 程の 事 もよ も 

つらね まじ、 有德人 原の 所爲 にこ そとて、 城下に 住け 

る 有 德人十 餘人闕 所して 追 出し、 其財寶 ども 皆 奪 ひ 

と b ぬ、 或 時 左衞門 佐、 父の 年忌に あたり、 國 中の 僧 

を 集めて 齋を行 ひしに、 一 人の 僧遲 く來れ り、 破れた 

る袈 かけて 衣 甚だ 古し、 諸人 あなづりて 奥に も 請 

せす、 門の 傍 l; 居 へ て 齋を食 はせ たれば、 齋 過て 其 鉢 

を 膳の 上に 覆け て、 彼 僧 は 去 けり、 跡に て 鉢 を 取 上 

げんと する に 少も勸 かす、 諸人 奇特の 事に 思 ひて 、築 

てえ いや-^ と 引 動かせ 共、 太 山の 如くに 重く し 

て 上らす、 左衞門 佐に かくと 云に、 自ら 行きて 是を上 

げられ しかば、 輕く あがりて 其 下に 歌 一 一首 あ. o、 
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花ち りて 枬 につける くだ 物の 

今 幾 か あり て 落ん とす ら む 

我人に つら さ 恨み を お ほ 友の 

家の 風- 〕 そ 吹きよ は. 9 けれ 

左 衞門佐 これ を 見る に 驚く 心 もな/、、 ぃょ/.^國0^： 

を むさぼり、 人 を 殺す 事 草 を 難ぐ かと も 思 はす、 恣に 

惡行を 致せし かば、 それよ. 0  二 年 を 待た すして 禍來 

b  、身 を 失 ひ 家 を. c ぼし ぬ 、何事 も 皆 天道よ b 定ま る 

事と 云 ひながら、 法に 過ぎた る 科 を 犯せば 禍必す 近 

く來 る、 然れば 自ら 昔の 心 ざしに 引かれて、 今 かく 契 

り をな し 侍べ り 、今より 一 年に して、 迷途の 暇す でに 

き はまる べしと 語りし が、 Et 日程な くくれ 羽 鳥、 あや 

なく 過ぐ る 光陰、 はや 一 年に なりに け b  、女心 地 煩 ひ 

ければ、 醫師 を賴み 鶴を與 ふれ ども 飮 ますして 、璺田 

が 手を収 りて、 昔の 語ら ひ 君と 緣 深く、 夫婦の 情 は 愛 

にして 盡き 侍べ り、 自ら 幽： C 六 陰 氣の形 を 現 はし、 君に 

契， 0 參ら せ、 いとおし みの 恩 を 受けたり、 思へば 昔 一 

念の 愛執 を 起して、 思 はざる 外の 禍に陷 りたり、 假 令 

なん； 0 は 干潟と な. 0 岩 は 湯に 沸く 共、 此恨 みは 更に 

消しが たし、 天 似き 地 崩る とも 此情は 忘れ じ、 今已に 


衔 世の よしみ を 緩け て、 後の世の 緣を 契る、 是ょ b 我 

は 黃，！ 1:^ に歸 るべ し、 其 かみ 殺されて より 百餘 年、 此 

たび篾 ねて 契る 事 一 年、 久 く.. -て又 逢舉れ り、 思の 雲 

は晴 行きた.. >、 f5{ に戀 悲しみ 給 ふなと て打啼 きけ る 

を、 豐田 は 涙の 巾よ.^ 今 暫し留 り 給 へ 、飽かぬ 別れに 

後れて、 殘る身 を 如何. i か 思 ひ 置 給 はんと 云へば、 女 

なく-/^、 

名 ごり を も惜 まで いそぐ  >じ こそ 

別れに まさる つら さ 成 けれ 

と 詠 じて 壁に 向 ふて し^ける を、 いかにく と 呼べ 

ども/.^、 はや 繂 切れ si- て、、 {仝 しきから のみ 床に 殘 

れ， 9  、豐田 悶え 焦れ、 泣き 悲しめ ども 甲斐な し、 床に 

穴ェ しき 衣 を 取，， M し、 

移り香に なにし みに けん 小夜 衣 

忘れぬ つまと H 心 ひし もの を 

さて- 柑に 納め 野邊に 送らん とする に、 棺 装だ輕 か.. > 

ければ 開きて 見る に、 只 衣の み殘 りて 尸 はなし、 穴ェ 

しき 棺を 寺に 埋み、 佛 いとなみ 懇に 跡？ I？ ひ、 二た び 

妻 を 求めす、 出家して 四 國九國 を 巡り、 それより 唐土 

の商人舟に便船して入^1"しっ 、、 其の 終 ふる 所 を 知 


らす、 

〇 七步 蛇の 妖 

京の 東 山の 西の 麓、 岡 崎より 南の 方、 いにしへ 岡 崎 中 

納 言 の 山莊ぁ 、久 し て 荒 は て 、 住 む 人 も な く  、 草 の 

み 生 茂りて 茫々 たる 地な りけ る を、 浦 井 某 此地を i 貝 

求めて 家 を 作る、 或 人 云 やう、 此地は 本よ. 0 妖 她の怪 

あり て 、人 更に 住む 事 協 はすと い ふ 、浦 井是を 信せ や 

家 建ち 畢 りければ、 始めて 移入り た， 0 ければ、 蛇の 三 

四 尺 許なる 五つ 六つ 出て、 天井の 問に 這 ひ 廻る、 則ち 

下部に 仰せて 取捨 てんとす るに、 此蚰 共、 鱗 立ち 頭 を 

そば だて、 眼 きらめきければ、 僕 共 凄まじく 思 ひて 返 

く、 浦 井大に 怪しみて 杖 を 取. 0 突き落し、 桶に 入れて 

賀茂 川に 流す、 次の E 又她 十四 五 出たり、 又 皆 取捨て 

ければ、 其 次の H は 三十 餘 出たり、 取捨つ るに 隨 ひて 

益 "多く 出で、、 後に は 二三 百に 及ぶ、 其 大さ五 七 尺 

餘、 白き 黑き、 或は 斑なる 雨の 耳 そばた ち、 口 は 紅の 

如く、 ま、 又 足 ある 她、 其 形 龍の 如くなる もの、 ：：： 毎 

に 倍々 して、 取れせ， ハ捨れ ども 更に 絕 ゆる 事な し、 浦 井 

不思議の 事に 思 ひ 自ら 香 を 焚き 幣を 立て、 地 祭 をい 

たす、 某 此地を 求め、 金 若干 雨 を 出して 買得たり、 是 
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よ.，^ 此地は 某が 住むべき 所な り、 她何 によりて 障 を 

なし 怪を現 はす や、 凡 地の 神に は 五 帝 龍王 あ. 9、 其 司 

る 所 各" 職 あり、 如何で か 其 地に ありて 濫りに 地の 主 

を 苦しまし むる、 龍王 物 知る 事 あらば、 此她の 怪異 を 

速く 羅ひ給 へ 、然ら すば 神職の 不敏な らん、 然 らば 天 

帝の 戒め 免る、 に 道. fS るべ からす、 と 書て 讀 上げた 

り 、 其 夜 地の 底に 物の 騒ぐ 音し て 、凄ま じき 事 限り な 

し、 夜明けて 見れば、 草 むら 悉く 一  夜の 程に 枯 果て 

て、 大 なる 石 あり て 碎け倾 き た 5  、家人 等怪 しみて 靑 

： 草の 枯と ま. o、 石の 倾 きたる 所 を 掘返し、 石 を 取 返け 

しかば、 長 四五寸 許の 蚰走 出て 行く、^ 行く 所の 靑草 

目の前に 枯焦 る 、 、家人 等 追 詰 めて 打殺しければ、 她 

の 長 僅に 四寸、 色 は 紅の 如く 兩の耳 四の 足 あ， o、 鱗の 

間 は 金色に して 小 龍の 形に 似たり、 人に 見す るに、 

更に か  > -る她 は 聞 及ばす と 云に、 南禪 寺の 惯來 りて 

曰、 是は 七步酏 と名づ く、 若人 是 にさ、 るれば せ；； 儘 死 

す、 毒 力 烈しくて 七足步 む、 此事は 佛經に 見えたり と 

ぞ 語られけ る、 是 より 後は她 再び 來ら す、 案す るに 多 

く 沸 出た る她共 は、 是七 步她の 精なる ベ しと 云 へ り、 

も； S け 5  3 よぶ 

〇 魂 殿 吟 


# 
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河 內の國 弓 削と 云 所に、 友滕 とて 鍛冶の 侍べ り、 用の 

事 あ b て、 大和の 郡 山に 行て 日 慕 方に 立歸. 0 しに、 あ 

ま b に 草臥れ 侍べ りし ま、 、山の 傍に 休み 居たり、 か 

かる 所へ 或 人-: iT に乘 りて、 又 一 疋の .il に は、 鞍 置きな 

がら 追 立て 打 過る、 友 勝 云 やう、 是は 河內の 方へ おわ 

する やらん、 さも あらば 御- iiX 一  疋 借し 給へ、 殊の外に 

道に 勞^ 侍べ り、 とても 乘る人 もな き； なれば、 我 を 

乘 せて 給て む やと 云 へ ぱ、 馬の 主、 それ こそい と 易き 

事 なれ、 川の 向 ひの 岸に て 下りて 給 はらんに は、 それ 

迄 は乘り 給へ と 云に、 友 勝大に 喜び 打乘 りて 行く、 川 

を乘り 渡し て 、岸に 着 き瑪 より 下り、 御な さけの 程 喜 

び 奉る と 云て 馬 を 返しければ- 馬 ま 鞭打 追 立て、 行 

方な く歸 b ぬ、 友 勝 は 日已に 慕て 後に、 家に 立歸. 0 て 

見れば、 妻の 女房 も 子 共 其 外 兄弟 ； 族 悉く 集り、 膳 を 

調 へ 食 を 設け、 さま < ^もてなし 遊び 居たり、 友勝歸 

b しか ども 人々 見向き もせす、 友 勝 我 子 共の 名 を 呼 

び、 我 弟妹の 名 を 呼べ ども 耳に も 聞 入れす、 物語し 酒 

飮み 慰む - J と 故の 如し、 友 勝 大きに 腹 立 て 、大聲 を揚 

げど よみ 廻れ 共、 更に 知る 人な し、 餘.. >  に 腹 を 立て 拳 

を猴 4 て 妻子 を 打 翁 すれ 共、 それ かと 思 ひたる 色 も 
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なく、 友勝內 にお はしたら ば、 いよく 賑やかに 侍べ 

らん もの をな ど 云 ひて 酒飮 ければ、 友 勝 思 ふやう、 拆 

は 我 忽ちに 空くな. 9 て、 魂 斗.^ 愛に 歸 b 、妻子 も 一 族 

も 我 をば 見ざる らんと、 消 を 流して ロハ 泣に 啼 けれ 共、 

いよく 見る 人 もなかり ければ、 訟方 なく 家 を 出て、 

村の 外に 出で つ、 立 休ら ひければ、 さし も氣 高き 人、 

驪の： sir にめ され 冠 を 戴き、 紫の 直 衣 大紋の 指貫 着し 

給 ひ 、人 許 多 め し 連れ、 鞭 を 以て 友 勝 を さしての 給 は 

く、 あれ は 未だ 死 まじき 者の 魂な り、 思 はざる 外の 事 

に吟 ひ：^ く 者 かなとの たま ふ、 愛に 赤き 装束に 烏帽 

子 着た る人來 りて、 TIT 削 友 勝 は 未だ 定業 來ら ざる 者 

なる を、 大和 川の 水祌 現れ 出た るに 馬 を 借りたり、 水 

祌 戯れて 魂 を 引出し 侍べ り.；， 只今 本の 身に 返し 納む 

ベ き爲 に、 我是れ まで 參り たりと て、 馬の 前に 跪きけ 

b、 贵人 少し 笑 ひ 給 ひ、 水 祌實に 道理 もな き 事に、 人 

の 命 を 誑かして、 己が 戯 とする こそ 安から ね、 明日 必 

す 刑罸行 ふべ しとの 給 ふに、 此者 恐た る氣 色に て、 急 

ぎ 立 寄て 友 勝 を^き て 云 やう、 -fer 上の 貴人 は是 聖德 

太子 也、 常に 科 長の 陵よ. り 出て 國中を 巡り、 惡祌を 治 

め惡鬼を戒め人民を護.9袷へ.<=^、 我 は是れ 水神の 眷 
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族と して 愛に 來 れ.^ 、 汝を 二た び 人間に 返すべし、 

暫 らく 目 を閉げ とて、 後ろに 廻り 推す と覺 えて、 大和 

川の 西の 岸に、 夢の 覺め たる 如くに して K-b  、起 上り 一 

て 家に 歸 りければ、 妻子 は 待 受けて 大きに 喜び、 今日 i 

は 一 門橥， 9 て 遊びし 侍べ. o、 如何に 夜更けて は歸 .9 一 

給ふぞ とい ふ、 友 勝 聞て、 我 はかう くの 事 ありけ， 0 一 

と 語る に、 皆 人 聞て 驚き 怪しみ 侍べ， 9、 

〇 魚 膾の怪 

大島膝 五 郞盛貞 と 云 者、 應 仁の 比牢浪 して、 能 登の 國ー 

珠洲の 御崎に 居住して 時 を 待け り、 其 性 常に 生魚の 一 

臉を 好 み 、是 なき 日 は 食 進ます、 人 に 語..^ ける 樣、 浮 一 

世に ありて 山海の 珍味 多し といへ 共、 膾の 味に 過た； 

る 物な し、 終に 又 腹に 飽かす と 云 ひしが、 或 H 若き 友 一 

達 五六 人 入 來.^  、濱邊 に 誘 出て. 遊びし に、 風 もな く浪： 

靜 かなりければ、 浦人 出て 綱 を 引く に、 種々 の 魚 多く； 

漁り 得て 岸に 漕歸. る 、大 島是を 見て、 いざ 買 取 て 膽作 ： 

^料理 調へ、 今日の 思 出せん とて、 五 籠 六 籠 買 取り、 - 

浦人の 家に 立 寄. >  、料理の 具 か .9 よせ、 濱 おもてに 筵； 

しき 臉作 り、 大 なる 桶と 鉢と に堆 たかく 入れて、 其の 一 

外 魚 ども 稲々 にと、 のへ、 五六 人並 居て 飯 食け るに 、- 
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大島箸 を 取り 膾を食 ふ 事 一 鉢 許り、 忽に 喉に 物の 障 

る やうに 覺ぇ しかば、 喝 して 吐出して 見れば、 大さ 

豆ば かりなる 骨 也、 其 色 薄色に 赤して 珠の 如し、 茶 

碗の 中に 入て、 皿 を 以て 蓋と し 傍に 打 置き、 又 箸 を 取 

りて 膾を 食せ るに、 未だ 座中 食し 終らざる に、 彼の 茶 

碗 打倒れ、 蓋 も 共に 轉び ける を 見れば、 中に 入 置きた 

る 骨の 珠 一 尺 許りにな り、 人の 形と 化して 動き 立た 

り、 五六 人の 友達 驚き 怪み、 目 を 澄して 見ゐ たれば、 

目の前に 俄に 五 尺 許の 男と なり、 赤裸に して 大島藤 

五郎に 取かゝ る、 大島侧 なる 太刀 を拨 持ちて 切 付く 

れば、 電の 如く 問き 蜻蛉の 如く 飛 廻り、 隙間 を 祖ひ举 

を 握り、 大 島が 首 を 磘と撲 つ、 又し ばし 戰 ふて は、 背 

を 丁と 撲 つに、 血 流れて 砂を染 た. 9、 大島 終に 太刀 を 

打 入て はたと 切 付けし かば、 腕酋切 落され、 かき 消す 

やうに 失せたり、 人々 助太刀 せんと 犇めき けれ 共、 雲 

霧閉が て 見え 分かす、 戰ふ 昔の み 聞え て、 霧 已に霽 

れて 後、 大島は 朱に な h> つ、、 人々 是見 給へ 敵の 腕 

首 切 落したり、 妖怪 は 行方な く 失 侍べ と 云 を晃れ 

ば、 大 なる 魚の 鰭 を 切 落した る 也、 大島其 儘 絶 入した 

,0. ける を、 さまぐ 藥を與 しかば 生 出た b しか 共、 

—S, 十- -ヨ  I . 
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人心地 もな く 夢中の 如くな りしが、 疵 癒えての ち漸 

く 元の 如く 性 念つ きた.^、 さて 其 時の 事 を 問に、 露ば 

かり も覺 えす とい ふ、 當 座に 語りけ るに ぞ 子細 は 聞 

えし、 是れ 魚の 精 現 はれ 集りて、 此の 怪異 あ. 0 ける に 

こそ、 
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〇 早 梅花 妖精 

信 州 伊奈 郡 開 善 寺の 早 梅花 は、 名に お ふ 類 ひなき 名 

木に て、 未だ 冬至の 前後より 初めて、 淸香 四方に 薰 

や、 近鄕 隣村の 人、 心 ある 輩 は 日毎に 集.^ 見る 元より. 

信 州 は陰氣 勝に して 寒國 也、 冬 は 雪 深く 涫 ぬが 上に 

又 降り 積み、 嵐 烈しく 吹きす さびて、 なべての 草木 は 

いと い 遲く萌 出る に、 此 寺の 早 梅花 は、 實 にも 花の 兄 

として、 淸 寒に 堪へ て 錠び 出で つ、、 更に 其 時 を 違 へ 

す、 誰か 誠に 賞せ ざらん、 其の 比 村 上 賴ギの 家人 埴科 

文 次と 云 ふ 者、 心 ざま 情深く、 武を學 ぶ 暇に は 敷 島の 

道 を 慕 ひ、 軍陣の 柳に も陣 所の 風景 面白き ところに 

て は、 一 首 を 綴，.^ て 思 ひ をの ベ 、諸 軍の 興 を 催させけ 

.0、 渐る やさしき 男子な. 0 ければ、 人 更に 惡し くも 思 

はす、 其 比 甲 州の 武田信 州の 村 上、 兩家爭 ひ を 起し 

陣を 張り 戰ひ を决 す、 或 時 出陣の ついで、 開 善 寺の 

梅 今 を 盛. 0 と 聞え しかば、 文 次 夕 慕 方、 中間 一 人 具し 

て 陣中 を 忍び 出て、 彼の 寺に うかれ 行つ、、 香 を 尋ね 一 


て 花に 嘯き、 南 枝 向， 暖北枝 寒、 一 種 春風 有， 一 兩般， と 

ぃふ古詩を吟じける、月已に山の端にのぼ..^、花に映 

じて 得なら す覺 えければ、 

ひ いき 行 鐘の 磬さ へ 句 ふらむ 

梅 さく 寺の 入. 9 あ ひの 空 

と 打 詠 じ 居る 所に、 此邊. o> に は 思 ひかけ す見馴 もせ 

ぬ 女 姓 一 人、 女の 童 一 人 具して 出來れ り、 年の ころ 廿 

許と 見 ゆ、 白き こうちぎ に 紅梅の 下が さね、 匂 ひ 世の 

常なら す 月に えいじ、 花に 向 ひて、 

なが むれば しらぬ 昔の 香まで 

おもかげ 殘る 庭の 梅が え 

と 詠みて 少時 休ら ひ 居た. 9、 文 次是を 聞く に、 怪しみ 

ながら 堪 かね、 近く 立 寄. 0 て釉を 引きつ 、、今宵の 月 

に 光 を 爭ふは 庭の 梅の みか、 君が 姿と 袖の 薰り も、 同 

じ 心に 覺ぇ 侍べ りなん ど戯 るれば、 女 さし も 驚きた 

る 色な く、 梅が 香に 誘 はれ e: に 嘯く 此夕暮 に、 やさし 

き 人に 逢 奉る こそ 嬉し けれと て、 しめ やかに もてな 

しける 氣は ひ、 此 世の 人と も覺 えす、 文 次 則ち 巾 間に 

仰せて 、酒 賣家を 尋ね さ せ 酒 買 求 め、 御堂の 軒に 坐し 

，て數盃を倾け、醉に和して語らひ寄..^ つ ゝ、 
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釉 のうへ に 落て 匂へ る 梅の 花 

枕に 消 ゆる ゆめ かと ぞ思ふ 

と 云ければ、 女 返し、 

しきた へ の 手枕の 野の 梅なら ば 

ねての 朝け の釉 にに ほ はむ 

と 詠て、 互に わりな く 契りけ るが、 數盃を 傾けし 醉に 

臥して、 夜 巳に 明 方に なり、 東の. S 橫雲 棚引ければ、 

夢 驚き 眠 さめて 起 上りし に、 文 次只獨 梅の 木の本に 

臥て、 女 も 女の 童 も 何 地 行けむ とも 知ら や、 明 渡る 空 

に 群 鵜の 鳴聲 ばか h -、 月 は 西に 落て 名 殘は我 身に 止 

まれ. o、 昔 もろこしの 崔 護と 云 人、 或 所の 門の 內に、 

桃の 花盛りに t; ける を 見た， 5 しに、 女 二人 來 りて、 諸 

共に 酒の み 歌うた ひし を、 又 來春も 愛に て 逢ん と 契 

,9 しが、 次の 年の 舂其 所に 行きけ るに、 女 更に 見え ざ 

b しかば、 門の の 扉に、 去年 今 曰此門 中、 人面 桃花 

相 映 紅、 人面 不レ知 何處去 、桃花 仍レ舊 笑 一一 卷風 r 云 詩 

を 題して 書付たり とか や、 夫 は 唐土の 例是は 此國の 

事 也、 又 後 を 如何と か 契らむ、 人なら ば 又 巡. 0 も 逢べ 

きに、 是は疑 ひもな く、 庭の 梅花の 妖精なる べしと、 

袂に殘 る 移り香の、 さながら 梅花の 薰 りに 違 はぬ ぞ 
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奇特なる、 かくて 陣屋に 歸 b て も、 猶其 面影の 忘れ 難 

く、 夕售- 一 なれば 漫ろに 戀 しく、 淚の絕 る 隙な し、 

梅の 花に ほふ 抉の いか なれば 

夕 ぐれ ごとに 春 さめの ふる 

物ぁぢ きな く、 世に 住む かひ も 有 明の、 盡 せぬ 思 ひに 

くづ をれ て、 こ. 9 つむ 柴の 歎きせ むよ..^ はとて、 其.^ 

の 日 打 死し けり、 

〇 幽靈書 を 父母 にっか はす 

江 州 東 坂 本に、 正木の 某が 娘寵子 は、 いとけ な く  J -て 

才智ぁ.r^、親もとょり有德なbければ、ぃ つくしみ 育 

て、 歌雙 紙の 道を敎 へたる に、 いつしか 容貌 美しく、 

心 ざま 情深し、 其 隣に 芦崎 某が 子に、 數 IliT と 云 ふ 者 は 

寵 子と 同じ年に て、 幼け なき 時 は 一 つ 所に 遊びけ る 

を 、時 の 人ゅ^！戯れ て 、此 同じ 年なる 子 は 後必ゃ 夬婦と 

なすべ しと 云 を、 幼な き 心に 互に 思 ひ 占めて、 此 人な 

ら ではと 許しけ- 9、 年長け、 れば 出て 遊ぶ 事 もな し、 

數 は 山に 登せ て 2^ となし、 寵子は 窓の 本に 隱れ住 

みけ.^、 數 -£:T 或 時 家に 歸. 5 つ、、 歌 を 書て 遣す-、 

人 しれす 結び 交せし 若草の 

花 は 見ながら りす ぐらむ 
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しるら め や 宿の 梢 を 吹か はす 

風に かけつ、 かよ ふこ ゝろを 

寵子是 を 見る に 、限. 9 なく 嬉しと 思 ふ 中に、 又 思 ひく 

づを れつ、、 返しと おぼしくて、 

月日の み 流れ ゆく 淀川の 

よどみ 果てた る 中の 逢 ふ瀨に - 

キ はかく 絕に しま、 の 浦に 生る 

みるめ を さへ に波ぞ たいよ ふ 

年 十七に な.， > しかば、 親 然るべき 人を聱 にせん と 謀 

ら ひける を、 寵子 更に 肯が はす、 湯水 を だに 斷 ちて 泣 

臥た る を、 密に問 はせ た..^ ければ、 西 隣の 數 iJiT に 約束 

しける 事 あ..^、 是に往 かすば 死すべし、 他所に は 更に 

行く ベから すと いふ、 親此上 はとて 隣に 媒を 入れ、 か 

うくと 云せ しか 共、 正木 は有德 にて 蘆 崎 は 貧しけ 

れば、 數馬容 かたちうる はしく、 美男に て 才智 あ， 9 と 

は雖 も、 いかで 其緣を 結ぶ の 相 待な らんと て、 親しば 

しば 辭 しけれ 共、 娘の 思 ひ 懸けた る 所 也、 又 それ 有德 

なる を 以て 緣を 結ば、、 金銀 財 寶を聱 にす る 也、 婚姻 

に財寶を論するは、夷|^の戎の道&と云 へり、我等^^ 

に 財 寶を聱 に は 取す、 數 -ijl が 人柄 才智 利 こんなる を 


以て、.^ にせん と 云 事 也と て、 强ゐて 吉日 を 定め、 其 

いとなみ は 娘の 方よ 整へ、 其 日に 至.^ て迎へ 遣し 

ければ、 心の 儘に 夫婦と なり、 5^ひぶ ベ き關守もなく、 

嬉し さ 限りなし、 龍 子、 

獨寢 のま どに さし 入る 月 かげ を 

諸と もに 見る 夜半 ぞうれ しき 

とい ひければ、 數； S:T、 

夜な/.^ はか こちて 過し 窓の もとに 

ともに ながむ る あ， 5 あけの 月 

夫婦の 契淺 からざる 事、 比翼の鳥の 空に 飛び、 速理 

の 枝の 地に 結びた る も、 譬 へ とする にたら す 、僅に 半 

年ば か b の 後に、 織 田 信 長江 州に 打 出、 山門 此 時に 楣 

をつ きし を、 元 龜ニ年 九月 十二： n  、叙 山 日 吉山 王に 至 

る までれ" 燒 t さる、 此 故に 坂 本の 民屋 まで 亂妨 騒動 

して、 四角 八方に 皆 散. 9  くに 成た.， r  、寵子 は 信 長の 

家臣 佐 久間右 衞門尉 信 盛が 手に 捕. 9 物と なりて、 初 

め は 行方 を 知らす、 後に 淺井朝 倉 {J びて、 江 州物靜 に 

なり、 入 民 をのれ くが 故鄕に 歸.. >  住て、 暫ぐ 安堵し 

た 、數馬 は 妻の 龍 子が 行衞を 尋ねん とて、 父母に 別 

れを 取り、 若 回 h- 逢 はすば 二た び 家に 歸 るべ からす 
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と 誓 ひ を 起し、 比 叙 辻に 出 たれば、 人の 云 やう、 正木 

が 娘 龍 子 は、 佐久 間に 捕れて 陣中に あ.， りと 聞て、 河內 

の 國高屋 の 城に 赴きし かば、 交野の 城お ちて 江 州 小 

谷に 行た b と 云、 又 江 州に 行し かば 京都に ありと 聞 

ゆ、 方々 其 所定 まらす、 こゝ かしこに 馳向 ひ、 終に 天 

正 八 年 正 月 に 聞け る やう、 佐久間 は大坂 門跡の 籠城 

に つ き、 天 王 寺の 陣に 屯し、 七 个國の 軍勢 を從 へ 居た 

りと いふ、 是 より 攝州大 坂に 下り、 天 王 寺の 陣に 赴き 

しかば、年月重な..^諸國を尋ね巡りしかば、衣は破れ 

て 鶴の 擊の 如く、 かたち 面替 はりして 色黑く 瘦せ勞 

れ、 野に 泊り 草に 臥し 露に 宿 かす 釉の 上、 淚は； 史に置 

爭ふ、 已に天 王 寺の 陣に 行きければ、， 軍兵 峙ち 番手 嚴 

しく、 數馬恐 ろしな が ら立 休ら ひ 、隙 を 窺 ひ て 問 はん 

とす、 番の 足輕共 怪しみて 、是は い かさま 敵 の^を 以 

て、 陣屮 の有樣 見せに 遣し ぬらん、 其 儀なら ば 一 足 も 

逃すな、 搦 捕りて 首 を 刎ね、 見せしめの 爲め札 を そ へ 

て 阿部野に 陽せ やとて、 我 もくと 走り出て、 打 伏せ 

押 倒して 高 平 小手に いましめ、 大 將佐久 間に 此 由い 

ひ 入たり、 佐久間 聞きて、 囚人 此方へ 連れて 來れ、 子 

細 を尋て 後に 兎も角も 計ら ふべ しとて、 本陣に 召よ 
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せ、 信 盛 出向 ふて、 汝は大 坂 籠城の 者 か、 如何なる 子 

細に よ.^ し 此陣に 來り窺 ひける、 有の 儘に 白狀せ や 

ば、 水火の 責に掛 くべ しと 云 はれたり、 數馬 少しも 恐 

れ たる 色な く、  ロハ 今此 大事に 及びて 陳じ 申に は あら 

す、 ゆめ （'敵方より 來.^ て 此の 陣中 を 窺 ふ 者に は 

あらす、 是は江 州柬坂 本の 土民、 蘆 崎の 某が 子數 馬と 

云 者 也、 叙 山 喪 亂の砌 り、 一 族悉/、ん方に別れ散，.^て 

行方な く、 此程 漸く 國中靜 になり、 地下の 土民 歸 住み 

て 安堵せ し 所に、 我 妹寵子 一 人歸. 0 求ら や、 人に 問へ 

ば 君の 陣中に あ， 0: と 云 ふ、 それよ b 諸方に 尋 巡り、 只 

今 愛に 來. 0 侍べ り、 願く は 一 目 逢せ てた び 給へ かし、 

然 らば 死す と 云 ふと も、 何 を か 恨み 侍べ らんと て、 淚 

を はら，/^ と 流す、 さて 年 はいくつ 許と 問へば、 其 時 

は 十七 歲、 それより 九 年 を經た れば 廿六歲 にな， 9 侍 

ベり とい ふ、^ はとて 陣中の 女房 共 を 尋ねし かば、 年 

も 名 も國も 同じく、 數馬が 云に 替らぬ 女 あり、 歌よ く. 

詠み 手書き、 智惠 利根な りければ、 信 盛 これ を 寵愛し 

て 置きた. o、 疑 所な くそれ な b とて 繩を 解き ゆるし、 

廳 場に 呼 入て 龍 子に 逢 はせ しかば、 龍 子 も 我 兄 也と 

云 ひて 數 馬に 對 面し、 一 目 見る よ. 5、 あれ は それ か，^ 


 百 二十 八  

云 も 果てす 淚を 流し、 泣より 外の 事な し、 信 盛 曰、 久 

しく 諸方 を 尋ね 巡り、 關を 越え 咎め を 凌ぎ、 さ こそ 侘 

しく 心勞 れカ衰 へぬ らん、 此の 陣中に して 暫く 休息 

せよ とて、 新ら しき 小釉ー 重出し、 小屋の 內に 置て 旅 

の勞を 休めら る、 次の 日 信 盛 云け る は、 汝が 妹よ く雙 

紙 を 讀み歌 を も つ い る、 汝も定 て 手書き 物讀 むかと、 

數"、 答へ て、 某 幼よ. - 山門に 登り、 佛經 外典 怠 な 

く學 し、 詩文の かたはしよ ろしから ね ども 作. 9 侍べ 

り、 手 も 亦 を かしげながら、 凡べ ての 人に は 劣. CS 侍ら 

じと いふ、 信 盛大に 喜び、 我れ 幼時より 武藝に 心 をよ 

せ、 諸方の 陣中に H を 送， 9、 學文 手跡の 事 は 手に も 取 

らゃ、 此 故に 今 諸方の 書簡、 又は 一 篇の 詩歌 を 贈られ 

て も、 更に 和 韻 返歌の 事に 及ばす、 手の 郞從の 中に も 

是 なし、 今 幸 ひに 汝其道 を 得た. 9、 我が 陣中に 居て 其 

事の 職勸 めて 得させよ と 也、 數馬 嬉しくて、 とも 角 も 

仰に 隨ひ 舉ら むと て、 はや 二百 貫の 知行に つけられ、 

上 を 受け 下にった へ、 書簡 飛札 皆 信 盛が 心の 如く 調 

へたり 、軍 中の 諸 兵 いづれ も、 重き 几に 思 ひかし づき 

て、 あな づ ら はしき 色な し、 され ども 数 馬 は是を 嬉し 

共 思 はす、 妻が 行衞を 尋ね 求む る爲 にこ そ、 身 を も 省 


みや 命 を も惜 ます、 是 まで も來. o けれ、 一 たび 逢 ひ 見 

て 後 は 重て 見る 事 も 叶 はや、 內外隔 り 互に 心 斗り を 

思 ひ 通 はし、 忍びの 淚を 袖に 包みながら、 月 を 越 ゆ る 

ほどに、 卯 =1: の 衣 になり ければ、 垢 付た る 小袖 をぬ 

ぎて、 人を賴 みて 妹に 遣す と 云 はせ、 歌 一 首 書て 衣 im お 

に 包み 入れた. 5、 

色 見えぬ これ や 忍ぶ のす. り 衣 

思 ひみ だる、 釉 のしら 露 

龍 子是を 取て、 衣 裏の 綻び を廣 げし かば 歌 あり、 大に 

悲しくて、 聲を 忍びの 汨をさ へ 難く、 返しと おぼしく 

て 小 紙に 書きつ け、 夏の かたびら 遣す と 云て、 衣 裏 も 

と- - 縫 ふくめて *?1 りけ る、. 

いかにして 行て 亂れむ 陸 奥の 

思 ひしの ぶの 衣 へ にけ り 

數 -iil 此 返し を 見る に、 胸 悶え 心 消えて 思 ひ 歎きし が、 

其つ も. 0 にや 重き 病に 沈み、 今 を 限りと 聞え しかば、 

龍 子 は佐久 間に 申して 兄の 病 重 く，， -て、 今 は 限 りと 

聞 侍べ，..'、 願く は此 世の 名 ご に、 今 一 たび 見参ら せ 

ば やとて なきければ、 許し 侍べ， 9、JJ^^ ぎ 小屋の 中に 行 

た， 0 ければ、 前後 辨へ ゃ吟 ふした， 9、 寵子枕 もとに 立 
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寄， 9、 如何に 自ら こそ 只今 愛に 參 りて 侍 ベれ と 云 ふ 

に、 數 -ii? むくと 起 上り、 龍 子が 手 をと.. =>大ほ^ つ きた る 

に、 泪は兩 の 目に 餘 b  、容に 流 かゝ. 0 つ、、 物 を も， # 

云 はで 口 斗 動く やうに て i 〈儘絕 入りて 空しくなる、 

佐 久間憐 がりて、 天 王 寺の 後ろの 山 もとに 送 埋み、 

惯をー歷ひて？^-はせけり、龍子は泣々我住方に歸り、湯 

水 を だに 聞 いれす、 引か づきて 臥しけ るが、 其 _ ^より 

心地 惱 みて 藥 をも飮 まや、 只な きに 泣つ、 ノ さに，！： ひ 

地に 伏して 大息の みつきて、 次の；： n の暮 方佐久 間に 

云 ひける は、 自ら 家 を 離れ 君に 隨ひ 參ら せ、 年 を 重ね 

て 他國を 巡..^、 親しき 者と て は 一 人 もなか しに、 只 

兄の み 一 人 尋ね 來て、 是 さへ 空しくなり 侍べ， 9、 此の 

悲し さは 生 を 替ても 忘れ 難く 侍 ベれば、 今 は 命 も 極 

まれり、 自ら 死なば 兄の 側に 埋み てた ベ、 黄泉の 下に 

して、 せめて 同じ 所に 回り 逢 ひ、 年：：： の 憂さ つら さ 語 

慰む 事 もがな と、 他 國に吟 ふ 便り を 求めむ とて、 其 

息絕 えむな しく 成た.^、 佐 久間は 世に"： g はしく 惡ひ 

て 、 其 心 ざ し 望 みたる に途 はす、 數；^ T が 塚の 左に 並 ベ 

て埋 みつ、、 龍 子が 衣裳 殘らす 寺に 送. 0 遣 はし、 跡よ 

く  Hi- ひけり、 同じき 六月に 大坂 門跡の 籠城、 极ひ にな 
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b て 開け 退ぎ ければ、 佐 久間も 天 王 寺の 陣を拂 ひて 

歸..^しかば、今は少し物靜に成行かと覺ぇしに、龍子 

が 江 州の 家に 久しく 召使 はれし 下人 彌 五郎、 商人と 

成て世を渡る業とし、大坂ょ..^和泉の界に行くとて、 

天 王. _寸邊 を 打 過ければ、 東の 山際に 新しく 立た る 家 

あり 、數. i:Ti 龍 子と 門より つ れ立 出で 、 、如何に 彌五 

郞にてはなきか、道の便.9に立寄れかし、故鄉の^!^も 

ゆかしき にと て 呼びかけた. o、 彌五郞 立炅り 手を拍 

ちて、 故鄕 には數 -ij^ 殿の 御 父母 は、 疾く 空しく 成らせ 

給 ひ、 其 跡 は 臭に て 在す る 權七殿 こそ 繼 がせ 給へ、 龍 

子 君の 二人の 御 親 は 恙なくて、 只 御 人の 行衞を 聞か 

まほし く、 朝夕 は 泣 赛れて 祌佛に 祈り 給 ふに、 など や 

と く- り 給 はぬ と 語る、 龍 子、 されば とよ、 故鄕 

の ゆかし さ 云 ふ 許りな りければ、 世に 仕 ふる 身に 心 

の 儘ならねば、 それ も 叶 はすと い ふ、 彌五郞 は 急ぐ 事 

の ありて く；； i るべき に、 文 一 つ 遣 はし 給へ と 云へ 

ば、 まづ 今宵 は 愛に 留.. >  て よと て 、酒 進 め 物 食 はせ な 

どして、 夜もすがら 物語りし つ ゝ、 はや 明 方に な.. y け 

れば、 彌五郞 は 旅立 空 に 出で、 歸る、 龍 子 文 細々 と 書 

てき 渡しぬ、 坂 本に： i て 正木 夫婦に 文 を參ら せ、 かう 


かう と 語り しかば、 親 かぎり なく 喜び、 急ぎ 文 を Ei さ 

て 見れば、 文の 言葉 文字の くさり 手の 書 流した る、 疑 

ふ處 もな き 娘の 文な b 、其 言葉に は 久しく 年 へて、 た 

まく 彌五郞 見え 來た h -、 故 鄕の亊 聞に つけて 嬉し 

きが 中に、 戀し さやる 方 もな く 侍べ ，り、 朝な 夕な 其方 

の 空 に 棚引く 雲霞 も、 思 を 起す 媒 となり、 秋 來る應 金 

も、 便りの 文は傳 へぬ かと 侘ら れ、？ 1^ に 落る 淚の釉 今 

は皆朽 架て \ 、彌 五郎に まみえ し 嬉し さ を、 何に：^ ま 

ん とのみ 思 ほ ゆ、 我が身 は 父の 生みて 母の 育てけ る、 

、梁き 車 3 みは 每も數 ならす、 一 n 问き 慈しみ は 山 も吻か は、 

夫い ざな ひ 妻した がふ は、 女の 身の 習 ひ 人の 世の 定 

，ての かみ 

め 也、 往 U は 山-: 朋れ麓 傾き、：：： の 色 は 煙に 蔽 はれ、 湖 

水の 波 は^に 燃 ゆ、 身 を 歎き 命 を 逃が れんと て、 親し 

きが ゆき 別れ、 塵の 如く 飛び 霰の 如く 別 かれて、 皆ち 

b  くになり 、互 に 行 先知り 難し、 自 は佐久 間と か や 

恐ろしき 武士に 捕られ、 或 時 は 交野の 陣に肝 を 消し、 

或 時 は 中島の 軍に 胸 を 冷 4> し、 圃の數 々從ひ 巡り、 泪 

にの み 浮沈. みし、 恨 を 心 に隱し 怖れ を 身に 受けて、 

春の；：：！ 朧 ろに 秋の 風 凄まし く、， 寢られ ぬ 枕の 上に は 

夜の 衣 を 反せ ども、 夢 を だに：^ はす、 時 移，.^ 事 去りて 


我を尋 ぬる 人に 逢へ.^、  ； 5- に 赛を尋 ぬるの 遲き 恨み 

• はなしに、 門の 前の 柳 風に 折られて 二た び 枝 出つ 、、 

斷た る 殺 かさねて 繋ぎければ、 又 君の 賜物 ありて、 つ 

かふる 道に 立歸 るべき 私 を 忘れ、 日 重. oe: 逝きて 今 

日に な ぬ、 音 づ れ絕 えたる ふけう の 谷、 恩 を 忘る ゝ 

に 似た る 事 をば、 枉げて 免し 給へ など 書て、 奥に 

田 鶴の ゐる あしべ の 潮の いや 增に 

釉ほ すり まもなく"/, \ 'ぞ ふる . 

二人の 親是を 見て、 其 比 別れて より 便りの 傅 手 を だ 

に 聞が す、 今 は 世に なき 人の 數 にや 入りぬ らんと、 心 

元な く 悲しと 思慕せ しに、 生きて あ- 9 とだに 聞けば、 

實に日 比 祈 申せし 神佛の 利生ぞ やとて、 嬉し 啼 にな 

きけ..^、父の云ふゃぅ、急ぎ愛に迎 へ て 年 比の 歎き を 

も 慰め、 見え もし 見 もせむ とて ^五郎に 案內せ させ、 

急ぎ 天 王 寺に 赴きし に、 楝門 立た る 家 あ.. >  と覺 えし 

所に は、 只 草茫々 と 生 茂り 狐馳せ 巡り、 道 もな き 山の 

麓に 塚 二つ 並びて あ.. >  、此處 彼處 見囘ら せど も、 それ 

かとお ぼしき 家 はなし、 一 町 あまりの 西に 寺 あ. o、 愛 

に 行きて 僧に 尋ねし かば、 其の 塚 は 佐 久間信 盛の 陣 

中よ. 0 葬禮 したる、 蘆 垣數馬 正木 氏 龍 子 兄弟の 嫁な 
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,9、 又 其 あたりに、 人の 住む ベ き 家 はなき もの をと い 

ふ、 父 驚き 娘の 文 を 取 出して 見れば、 文字 もな く 墨 も 

つかぬ 白紙に てぞ 有け る、 父悲しさの餘..^塚の本に 

打倒れ、 人目 も 耻す聲 をば かりに 泣 居た. 9、 我遙々 と 

是 まで 來る事 も、 一 目 逢ん と 思 ふに ぞ、 いかに 此 塚に 

埋もれて、 跡を僵 しける こそ 悲し けれ、 老 たる 父が 心 

を 知らば、 姿 をみ ゝ えて 此物思 ひ を 慰めよ かしと て、 

其 夜 は そこに 留 りしに、 夜半 許に 夢と もな く、 數 と 

龍 子と 現れ 出て、 淚を ながしつ、、 その かみの 事共 語 

.9、 跡よ く 弔 ひて 給へ と 云、 父 夢心地に、 我 愛に 來る 

事 は、 迎 へ て 故 鄉に歸 らん 爲也、 よし さらば i 仝し き 尸 

な， 9 とも、 つれて 故 鄕に歸 り なむと 云に、 いやと よ、 

此 地に 埋 もる、 も 地 府の定 あり、 又物靜 にして 住む 

によろ し、 故鄕に 移し 歸 されん に は、 苦み 重なる 事 侍 

ベり、 埋 みし 塚 をば 二た び餘 所に 移さぬ も のぞ や、 地 

府の 定めし 御 咎め 其の. D 者に 當 りて、 苦しみ を受る 

也、 只 此儘徵 て Pc? ひ 給へ とて、 父に 取りつ き 泣きけ る 

よと 覺 えて 夢 はさめた， 9、 泣々 僧 を 雇 ひて 塚の 前に 

して、 供物 を備 へ 經讀っ 、跡よ く 弔 ひ、 淚， i 諸共に 立 

別れて、 坂 本の 故鄕に 立歸. 0 し 父が 心、 見る 人 聞く. < 
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皆 憐れが..^ て淚 をな がす、 坂 本に 歸 て も 思 ひの 積 

. ^にや、 夫婦の 親 幾程な く 身 まか. 9 ぬ、  ， 

あっさ ようほう 

〇 厚 狹應報 

陶尾張 守 晴資は 、大 內義隆 の 家老と し て 、不義 を 企て 

主君 義隆を 追 ひ 出し、 自ら 山 口の 城に 居て 分 國を押 

領す、 其の 威 漸く 强 くして 大軍 靡き 從ひ、 今 は 世の中 

恐る、 に 足らす とぞ思 ひける、 周 防 長 門の 諸 將諸侍 

等 弓 を 伏せ 甲を脫 ぎて、 從 ひつく 事 云 ふ 計 b なし、 其 

中に 間 防の 國には 吉城大 島、 長 門の 國には 美 禰見島 

の諾侍 等、 初めは 從がは ざり ける を、 今 は 時世に まか 

する ぞ よき、 忠義 あり とても 誰か 身 を 安くした る、 無 

用の 忠義に 身 を 狭められ むよ. 9、  ロハ 降參 せよ とて 皆 

陶 に降參 す、 其 中に 長 門の 國の 住人 厚 狹彈正 某と 云 

者 は、 その かみ 義隆に 恩 を 蒙れり、 一 旦 は降參 すと い 

へ 共、 是は當 屋形を 窺 ふ 謀なる ベ しと 讒 する 者 あり、 

陶げ にもと 思 ひ 厚狹を かめ 捕て、 錁を 以て 柱に 縛り 

つけ、 四方に 炭火 を 起し 火 あぶ. 9 にす、 陶 出て 是を見 

る、 厚狹 甚だ 苦しみ 大きに 聲を あげ、 我已 に降參 す、 

. 何の 罪に 依って かく 辛き 目 見す る、 死して 後 も 物 知 

る 事 あらば、 此の 報 ひなから め やとて 燒 爛れて 死す、 
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陶打笑 ひ、 火責 の厚狹 さて 懲 よと 云 秀句して、 其 尸 を 

野に 棄て たり、 半年 許の 後、 常に 陶が 座の 右に 厚狭 來 

りて 見 ゆ、 陶 大きに 惡み嫌 ひしが、 安藝の 國宫 島の 軍 

に、 毛 利 家の 爲に打 破られた. 9、 其の 時 厚狭 甲 を帶 

-し、 鹿 毛の 馬 に 乘り 真 先に 進み、 陶 を-は T よ..^ 突 落せし 

I  、 近 き 第 兵 共 は 目前 見たり 、是ょ 陶終 に 合戰 に 利 

なくして、 敗 潰した. 9 とか や、 

〇 邪 搖の罪 立身せ す 

白 石 掃 部 正 は 、鎌 倉の 上 杉 家 に 仕へ て 足 輕大將 なり 、 

其 子 右 衞門尉 は 年 巳に 廿三、 父に 隨 ひて 同じく 奉公 

を勸 めんと す、 よ h^/-- 言上して、 巳に 目見え せん 事 

を 定めら る、 其 借た る 家に 娘 あり、 年 十七 八、 みめ 甚 

ごうる はしか. 9 ければ、 右 衞ほ尉 心 を掛て さま <\ - 

つくろへ ども、 家の 生み だ b なる 事 をば 毆 しく 嫌 ひ 

て、 夜る とて も 物 昔 少し 聞 ゆれば、 答め 怪しみて 用心 

せし かば、 遂に 逢 ふ 事 叶 はや、 右 衞門尉 ロハ 此 女に 惑 ひ 

て、 奉公の 心 ざし 傍に なり、 鬼^ 透 間 を 伺 ひし 處に、 

明日 は 上 杉 家の 御 目 見と て、 親 も 嬉しく 取 まかな ふ、 

其 夜し も 家の あるじ、 一族の 中に 急用 あ. 9 とて 出 行 

きつ、、 夜 一 夜歸ら す、 右 衞門尉 好き 隙 ぞと思 ひ、 密 


に 娘の 部 尾に 忍びて 心 ざし を 遂げ、 喜びに 餘 け.. y、 

かくて 我 臥 戶に歸 .0、 まどろみければ、 靑き狩 衣に 烏 

帽子 着た る 男 一 人 走， 0 來 りて、 一 紙の 折紙 を 捧げ、 明 

H 必す 一 千 石の 奉 祿に預 るべ しと 云 所に、 赤き 装束 

に 立 烏幌子 着た る 男 一 人、 跡より 走.. >來 り、 大に 怒り 

たる 氣色 にて 彼の 折紙 を 奪取り、 右 衞門尉 は 正な き 

邪 まの 私 率せ し 故に、 天帝 大に 怒り 給 ひ、 舉祿 の符を 

取 返し 給 ふな. 9 とて、 夢は覺 めたり、 次の 日、 右衞門 

尉 父子 麗 はしく 出立、 遠 侍に 伺 公せ し 所に、 管領 立 出 

で 給 へ ば、 なにと かした b けむ 右衞門 尉、 深く 眠. 0 て 

前後 も覺 えす、 管領の 出 給 ふ を も 知ら や、 か、 る不覺 

人 は 物の 用に 立べ からすと、 諸人 かたぶき 云し かば、 

終に 召 抱へ られ す、 父 掃 部 は是を 恨み て、 暇 乞 ふて 發 

心しけ り、 右 衞門尉 は、 一期の 內 身上 片付かで、 流浪 

逐電の 者と な ぬ、 されば. <  の 身上 かたつくべき か 

片付ざる は、 更に 世 を 恨み 人 を かこつ ベ からす、 只 我 

身に 省み て、 我す まじき 事 を すれば、 天道 憎みて、 官 

位 舉祿皆 心に 叶 はすと 云、 

〇盲 女 を 憐み報 を 得 

永祿 戊辰 十二月に、 武 田信玄 軍兵 を 率して 駭 州に 赴 
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き、 今 川 氏眞を 脅かし 城下の K 崖 を燒 立て、 氏 眞を追 

落し て 駿府を 奪取 給 へり、. 城下 の 諸民慌 て ふためき 

資財 雜 具 を 取 運び、 我先にと 逃げ惑 ふ、 其 間に 大軍 押 

來り、 家々 に 込 入り^ 物 を 掠め、 落人 を 打伏剝 取り、 

手に 持た る 物皆楚 ひ 、 切 殪し追 落 し、 男女 啼叫 ぶ 音鬨 

の聲に 和して、 天地 も 1  城る、 許 也、 かくて 燒け靜 まり 

城 落ちて、 氏眞は 行く 方な く、 信 主 勝利 を 得て 府中の 

淀 をいた されし かば、 地下 人 原 家に 歸る、 か、 る 所に 

町家の 燒 跡なる 溝の 中に， 年 七 八 歳 許なる 女子 あり 

て： 啼 叫ぶ、 父よ 母よ 姊ょ、 我 を 捨て、 いづく に 行き 給 

ふぞ" 我れ に は 食 も 湯 もた ベ ぬか、 あな 悲し あな 怖ろ 

し、 飢て 渴ぇ たる ぞゃ あな 苦しと て 、聲を ばか に啼 

叫ぶ を 見れば、 目の しひた る 女子 也、 隣の 家に 住た る 

やもめの 女房 歸. >來.5 て 云 やう あな か は ゆや、 此娘 

は、 三 歲の時 疱瘡 を 患へ て 眼に 入 つ、、 兩 目ながら 

肓 たり、 二人の 親此 娘の 智惠 かしこき を憐 み、 常に は 

法 華 經の藥 草^ 品、 觀昔普 門 品 を敎へ て 誦せし めた 

り、 殊 }5{に いとおしみ 育て 侍べ りし を、 此頃父 は、 三 

浦右衞 門に 惡ま る、 事 あ. 9 て 、非 分 の 科 を 被.^、 牢舍 

させられて 牢屋に して 死す、 母是を 恨みて、 付て 打 
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續き 死す、 姊是れ を 育て 侍べ .9 しに、 今度の 亂に流 矢 

に當. 5 て 死す、 诚 落て 後 は 一族 散々 に 成て、 此 娘の 事 

知る 者な し、 か、 る 者 を見捨 侍べ らば、 溝に 倒れて 飢 

死ぬべし レて、 淚 と共に 抱 起し、 元よ b 孀 なり、 亂に 

逄 ふて あらゆる 物 皆 失 ひ、 此窗女 を 養 ふべき 力 はな 

けれ 共、 いと か は ゆく 見捨てが たく、 我 背に sik 負ひ薦 

張の 小屋に 置つ、、 粥少 しづ、 食せ、 いかに 和 御前が 

父^ は、 かう くの 事に て疾 死せ り、 姊は此 程の 亂れ 

に 矢に 當 りて 死す、 自ら か は ゆく 見捨 がた さに、 愛に 

つれて 歸. 9 育- • 侍べ るぞ やと 云に、 此肓 目是を 聞く 

より、 悶 焦れて 歎き 悲しみ 粥 を も 食 はす、 夜畫啼 叫び 

終に 絕 入て. けり、 孀の 女房 大に憐 み 歎きて、 薪 を 拾 

ひ 燒殘. りし 爐を 集めて 火葬した. CS ければ、 育 女子の 

帶に 金子 一 ー兩 をつ けて あり、 孀の 女房 是を 取て、 僧 を 

供養し 佛事 いとなみ、 黄金の 有限り 皆佛 道に 布施し 

た. 9、 斯て十 H 許の 後に、 我が家の 內 にして 黄金 十兩 

を 拾 ひ 得た. o、 此由信 玄聞傳 へ 給 ひ、 か 、る 心 ざし あ 

る 女房 は 未だ 世に 稀 也、 我 身の わびしき に 加 へ て、 窗 

女 を 養 ひ 、又 黄金 を 得て 我德 分と せす、 佛 道に 布施す 

る 事 類 ひなき 廉 の 女 也、 奉行 頸 人に 是 あらば、 昔の.. 
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靑 腿左衞 門に 替る ベから す、 天道 憐 みて 黄金 十雨 を 

與へ給 ふなるべし、 是を 公義に 召 取らば 冥 慮 も 恐ろ 

しとて、 信玄 よ， 0 家 を 建て 、！！ の 女房に とらせら る、 

是 故に 德 付きて、 とも かう も 緩やかに 世 を 渡りけ る 

と 也、 夫 世の 人 其 家富榮 えて、 金銀 豐 なる 時 は、 禮法 

を も 知..^ 義 理 を も 勤む、 正直に も 見 ゆる 者な. 5、 家衰 

へ身贫 しければ、 をの づ から 無禮 にな. o、 義理 を棄て 

て德に 就き 物 を 貪る は、 世の常の 人 の 心 ぞ^し、 され 

ばか、 る亂に 逢て、 家 は 燒壤れ 贅財は 失 ひ 我 身す が 

ら になり、 其！： n だに 暮し 兼ね 實に 侘しき 中に、 かの 孀 

の 女房 慈悲 深/、 肓女を 育 ひ、 又 死した るを棄 や、 薪 

を 拾 ふて 火葬し、 黃佥を 得て 佛舉 を營 む、 更に 我 身の 

爲 にせざる 事、 誠の 心 ざし 誰か 感せ ざらん、 此の 故に 

愛に 記して 数の 端と す、 今の. < 若し 利 を 見て 義を忘 

れ、 德 によりて 邪 をな さば、 此孀の 女房の ため、 耻か 

しき 罪人なら す やとい ふ、  . 

〇大 石相戰 

越 州 11^::: 山の 城 は、 畏尾謙 信の 居住 せられし 所 也、 謙 

信已に 死去 せらるべき 前 か. ど、 城の 內に大 石 二つ あ 

、或 日 の暮 方に 彼の 1 1 つ の 石、 躍り 上りく 頻に勸 


きけ るに、 人皆怪 みて 見 侍べ. 、忽に 一 所に 轉び寄 b 

て はたと 打 合、 又 立 返き て 躍， 9 動き、 又 打 合た..^、 大 

石の 事な り 、如何なる 故と も 知が たし、 只 怪しき 事に 

思 ひければ、 人々 如何と もす ベ き檨 なし、 夜半 過 る ま 

で戰 ひて、 ：^; 石缺 損じて 散り 飛ぶ 事 霰の 如し、 終に 

二つの 石、 諸共に 碎 けて^ 北み にけ り、 夜明けて 見れ 

ば 其 あた..^ に 血 流れたり、 是 只事に あらやと 思ひ怪 

みける 所に、 謙 信 病 付 給 ひ 終に 空しく 成 給へば、 兄弟 

跡を爭 ひ、 本 城と 二の 曲 輪と、 兩陣立 わかりて 軍 あ， 0 

ける、 是其 しるし 》K ベ しと 後に 田- 5 ひ 合せし とぞ、 
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〇 天狗 塔 中に 棲 

寬正五 年 四 に、 都の 東北 礼の 川原に して、 勸 進の 猿 

樂能ぁ 、舰世 昔 阿彌、 同じく 其 子 又 三郞を 太夫と し 

て 狂言 師 役者 多し、 此 比の 見物な b とて、 京 中の 上下 

足 を 空に なし、 諸人 蟻の 如く 龜り、 星の 如く 湊 ひて 是 

を 見物す、 將軍家 も 三た びまで、 棧敷 構へ させて 御覽 

あ..^、 大名 小名 似合々々 に、 網 小袖 金銀 を 出し 與 へ ら 

る、 其 積 上ぐ る箏 日毎に 山の 如し、 或 H 將軍 家に は 出 

給 はす、 大名 力 風流 を す、 若殿原 達 棧敷を 並べて、 

其 前に は 家々 の紋 印した る 一::! 打た せ、 芝居に は 上下 

の 諸人 瑕 伶 揉 合 ひて 座 を ふ、 其 問に 樂屋の 幕 打 上 

げ、 三番 叟の面 箱 捧げ、 しめ やかに 階が、.^ をね.^ 出 

でた b  、諸人 靜 まりて 見 居た る 所に 、枝 敷の 東の 端よ 

b 火 燃 出て、 折節 風 烈しく 吹きければ、 百餘 間の 校 敷 

一 同に 燒 上る、 內に持 運びた る 屏風 簾、 其 外 破 子栂？ 爱 

の 物、 俄の 事 なれば 取 返く るに 及ばす、 後に は 舞蔓樂 

屋ま でも 同時に 燃 上りし かば、 見物の 諸人 あはて ふ 
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ためき、 我先にと 出ん とする 程に、 四方 厳しく 結 廻し 

たる 垣 なれば、 鼠 mj つに て 堰合ひ 揉み合 ひ、 踏 倒し 

打鸭 び、 女 童 は 手足 首 を 踏 折られ、 蹴破られ、 傍に は 

首髮 小袖に 火 燃えつ き、 燒死 する 者 も 多 かりし、 甲斐 

甲斐し きもの あ. 5 て、 四方の 垣 を 切 解きし にぞ、 漸； 

に 逃る、 人 多 か. 9 し、 かくて 燒靜 まりし かば、 將第 

家の 仰せに 依. 5 て、 諸 大名 承り、 一 夜の 內に 元の ごと 

く、 舞 臺棧敷 外 垣まで も 作り 立ら る、 實に 大名の 仕業 

は 計 ひがたし と 感じながら、 女 わらべ 地下の 町人 原 

は、 きの ふに 懲りて 行く 者な し、 され ども 諸國の 大名 

小名、 御內 外様 中間 小者 原まで 皆 行きければ 、桟敷 も 

芝居 も猶 にぎやかに 込 合た. o、 され 共喧 嚷 口論 もな 

く 無 lei^ に 仕舞せ し處 に、 其燒 けたり し 夜よ， -、 都の 內 

に 迷 ひ 子を尋 ぬる 事、 十四 五 人に 及べ. 9、 或は 東 山 北 

山上 加 茂 わた. -の子 共、 彼の騒動に方^^：を失ひ逃げ 

迷 ふて、 足に 任せて 行 迷 ひたる 者 共 なれば、 皆 尋ね 出 

して 歸 りしに、 上京 今 出川邊 に、 町人の 子に 次 郞と云 

ふ もの、 年 十二に して 行方な し、 親 悲しがりて、 人 多 

く 一展 ひ 諸方 を 尋ね、 山々 寺々 を 巡り 求る に是 なし、 廿 

日 許の 後に、 柬山 ii 口  E の祌樂 岡に、 忙 然として 立て 居 


たる を 見 付て 連て 歸.. ^しに、 四 五日の 程 は 物 を も 食 

はす、 只 湯水 斗を飮 て、 うか /\ として 物 を も 言 は す 

坐し 居た， 9、 其 後 やうく 人心地つ きて 語， 0 ける や 

う、 釓 川原に 出 たれば、 五十 餘 とみ ゆる 法師の 云 ふや 

う、 汝猿樂 の 能 を 見た く 思 は  >  我 袖に 取りつ けと て、 

左の 狭に 取 付かせ 垣 を 飛越え たり、 汝物云 ふなと て、 

或 大名の 棧 敷に つれて 登られし に、 大名 も 御 內の侍 

も、 更に 見符 めす 物 も 云 はや、 期て 何に て も 喰 ふ ベ き 

かと 仰ら れ、 酒 希 子まで 取て 給る を 打 喰 ひけれ 共、 

人々 見 もせす 咎 もせ ざ. 9 し處 に、 棧 敷の 並た る 家々 

の 幕 打 廻し、 大に 奢りた る體 な. 9 ければ、 此 法師、 あ 

な惡 くやお な 見られす や、 何の 事 もな き 奴 原の 鬚く 

ひそら し、 我 は 顔なる 風流 づ くし、 鼻の 先う そやき た 

る 有様 かなと 獨 言して、 汝は此 者 共のう ろた ゆる 體 

を 見た く 思 ふか、 いで さ らば 、動き 亂れ て うろ た ゆる 

體 見せん とて、 我 を かき 抱き 舞臺の やねに 上り、 な 

にやらん 唱 へられし かば、 柬の棧 敷より 火 燃 出て、 風 

吹 まと ひ、； 由餘 間の 棧敷 一 同に 燒揚り 、貴賤 女 上 を 

下へ もて 返し、 騒ぎ 亂れ うろた へ 惑 ふて、 過ち をい 

たし 疵を 被，^、 死す る 者 甚だ 多し. 舞 臺も樂 屋も燒 け 


ければ、 法師 我 を つれて 川原 表に 出つ 、、^見よ やと 

て 手 をた、 き 大に笑 ひて、 今 は 心 を 慰みたり、 是 より 

我 住みかに 來ょ とて、 法滕 寺の 九重の 塔の 上に n^.>、 

內に 入た. 9 ければ 何もな し、 只獨鈷 錫杖 鈴 を、 怖ろ し 

き繪 像の 佛の やうなる、 羽 ある 者の 前に 置れ たる 斗 

也、 或：：： は 我 を 塔の 中に 置ながら、 我 斗， 9 出て 地に 下 

,9、 法師の 姿に て 人に 行 逢て は、 或は 腰 を かいめて 禮 

をな し 、或は 頭 を 打 はりな どして 通り、 又は 人の 容に 

唾 を 吐かけ、 又は 人の 脊を 突て 打倒し などす るに、 其 

人 共 更に 目に も 懸けす、 咎 もせす、 或は 兩方 より 來る 

人の 首髮 もと いり を摑 て、 一 一人 を 一 所に 引 寄す るに、 

此ー 一人 俄に 刀を拔 て、 打 合 ひ 切 合 ひ、 手 を 負 ふて 朱に 

なる も あ！ 9、 日每 にか、 る 事共い くらと 云數を 知ら 

や、 其 外 江 州 勢 田の 橋に 行きて 螢を 見、 賀 茂の 祭 松 尾 

の 祭 膿、 此頃 見る とい ふ 事 あれば、 つれて 行つ、 見せ 

られ た，^、 我 問 やう、 出で 行 給 ふ 道に 人に 逢て 禮 をな 

し 給 ふ は、 誰ぞ とい へば、 それ は 道心 高く、 慈悲 正直 

に 信心 あっき 人 也、 此人 邪欲 名利の 思 ひなし、 善祌身 

を 離れ や 諸天從 ふて 守り 給へば、 恐れて 禮 をいた せ 

し 也、 又 頭 を はりて 通.^ し は、 或は 金銀 財寶 多く 持ち 
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て 貧しき 人 を 侮. 5、 生才覺 ありて 愚なる 者 を 下し 見 

る、 少しの 藝能 あれば、 是に過 じと 自慢す る 奴 原 は、 

面の惡 さに 頭 を はりて 通る、 又 脊中を 突 倒しけ る は、 

小學文 ある 出家の 內に は、 道心 もな く 慈悲 もな く、 重 

邪欲に 餘り、 外に は學文 だてして 人 を 侮り、 徒に 信 施 

を 喰 ひ 旦那 を 貪， 9、 非道 濫 行なる が愤 さに 突 倒した 

b  、又 兩方を 引合せて 喧 if せ させ * し 人 は、 少しの 武勇 

を 自慢して、 人 を ある 物 かと も 思 はぬ 面つ きの 見ら 

れ ねば、 惡 さに 喧嚷 させた， 9、 又つ らお もてに かす は 

きを 吐かけ し は、 是牛を 食 ひ；！ it を 食 ひ、 或は 家に 飼 置 

ながら、 其 犬 庭 鳥 を 殺し 食 ふ 者、 己 は 是を榮 耀と思 へ 

4^  〈、餘 の穢 なさに 唾 吐かけ た. y  、牛 を 食 ひ 飼 鳥 を 食 

ふ もの は、 疫神 便り を 得て 疫癘 起り 易しと 云 へり、 縐 

ベて 何の 道 何の 人と いふ 北ハ、 正 慈悲に して 信 ある 

人 は 恐 ろしき ぞ 、假令 高位 高官 の 人 も 、邪欲 非道 慢心 

ある は、 皆 我等が 一 族と なし、 便 b を 求めて 心 を 奪 ふ 

な. 0 とて、 今よ. 0 後々 の 事まで 語られし とて、 つぶさ 

に 物語. 5 せし か 共、 其 外の 事 は 世 を 憚りて 沙汰す る 

事な し、 かくて 今 は 暇 とらす ると て、 塔の 上より つれ 

て 下. 0 給 ふと 覺 えて、 其 後 は覺ぇ や. とぞ 語. 0 ける、 世 
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の 中の 事共 後々 の 有樣、 物語せ しに 違 はすと 云へ..'、 

それよ. 9 法 勝 寺の 塔に は、 天狗の 住む と 云 ふ 事 を 云 

ひ はやら かしけ るに、 應 仁の 亂に 燒壤れ たり 

〇 幽鬼 奥兒に 乳す 

伊豫の 國 風：： 十 郡の W: 姓、 ある 時 家中 大小の 人 打續て 

死す、： 《外 村 中の 一 族殘. > なく 死去. > て 、只 兄. 一 一人 

生 留ま b ぬ、 傳尸勞 瘵の病 は 實に滅 門に 至る とい ふ、 

定て是 等 其 例なる べし、 兄弟 愁に 沈みし 所に、 弟の 妻 

又 空しくなる、 獨 のみ 明し 暮 すうちに、 此春 生れた る 

子 あり、 ゆに 後れて 乳に 飢っ 、、夜る 晝る啼 ける 悲し 

さ、 見る につけ 聞に つけて、 淚の絕 る 隙な し、 妻 死し 

て 三十 rn 許の 後に、 弟の 妻 其 家に 來. 9 ぬ、 初めは 恐れ 

しか ども 、夜毎に 來 b しかば、 後に はいと ぃ睦 じくし 

て、 さすがに 捨 難く、 夜もすがら 物語りす る 事 《s の 如 

し、 兄 此由を 聞に 誠し からす、 弟 を戒て 曰、 汝が妻 死 

して 未だ 中陰の： c 數を だに 過 さや、 はや 何方よりか 

女 を t- 入、" 從 毎に 語， 9 明かす、 是 世の 人の ため 誹を受 

け、 耻を 見る のみなら す、 兄 を だに 是 程の 事諫ざ るか 

と、 人の 言ん も 恥 かし、 今よ" 後 は、 せめて 妻の 一周 

忌過るまで、说(，^5^を召入る 、事 あ る ベ からすと いふ、 
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弟淚を 流して 曰、 夜 每に來 る 者 は 死した る 妻の 幽靈 

にて 侍る、 初め 俄に 門を扣 く、 我 子に 乳な くして さ こ 

そ飢 ぬらん、 此の 事の 悲し さに 歸り來 る 也と いふ、 門 

を 開きて 內に 入れた， 9 しかば、 赤子 を 抱き あげ 髮か 

き撫 て、 を め 侍べ. 9  、 初の^ こそ 恐ろしく も 覺ぇ 

けれ、 後は睦 じくて 夜もすがら 語り あかし、 夜 明 くれ 

ば 去 失 侍べ る、 更に = 比に 違 ふ 事 はなしと いふ、 兄 聞 

て 思 ふやう、 一 門 悉く 死 絶て、 只 我等 兄弟 1 一人の み殘 

る、 然れば 此妖物 一 定我^ を 誑ろ かし 殺すべし、 其 

時に 至りて は悔 むと も 甲斐 ある まじ、 妖 物と 雖も妻 

と 化して 來る上 は、 弟 更に 思 ひ 切る ベ からす、 我是れ 

を 殺さば やと 思 ひて、 長刀 を橫た へ 、第に も 知らせす 

忍びて 門の 傍に 居たり、 案の 如く 亥の刻 許に、 門 を 開 

きて 立 入 者 あ. 9、 兄 走. 0 寄りて 丁と なぎ 伏た. 9、 彼 者 

聲を あげ、 あな 悲し やとて 逃げ去ぬ、 夜 明て 見れば 血 

流れて 地に あり、 兄弟 其 血の 跡 を認て 行に、 妻 を埋み 

し 墓所に 至る、 弟の 妻が 尸、 墓の 傍に 倒れて 死す、 墓 

を 掘りて 見. れば、 粮の內 に は 何もな し、 元の 如く 妻が 

尸 を 納め 埋 みしが、 赤子 も 死け り、 幾 稀な く 兄弟な が 

ら、 打續 きて 死 失ければ、 一 門跡 絶えたり、 


〇 她澳の 中より 出 

河 內の國 錦 郡の 農民が 妻、 項に 瘿 出た、 り、 初は逮 肉の 

大 さなる が、 漸く 庭 鳥の かゐ ごの 如く、 後に は 終に 三 

四 升 許の 壺の大 さなり、 かくて 三 升の 後に 二 升 を 入 

る 瓶の 如し、 甚だ 重く して 立て 行く 事 かな はす、 もし 

立 時には、 彼の： 魉を 人に 抱へ させて 行、 更に 痛む 事な 

し、 よりく は瘿の 中に、 管錄昔 樂の聲 聞え て、 是に 

心 を 慰む に 似た. o、 其 後瘿の 外に、 針の 先ば か， 0 なる 

細く 小さき 孔數千 あきて、 空 曇り 雨 降らん とする 時 

は、 穴の 中より 白き 煙の 立事絲 筋の 如くして、 空に 昇 

る、 家の 內の 男女 皆 怖れて、 此儘 家に 留め置かば、 禍 

とならん も 知らす、 只 遠く 野 山の 末に も 宝. o 捨 よと 

いふ、 此妻 泣々 男に 語る やう、 我が 此病、 實に 誰か 嫌 

ひ惡 まざらん、 されば 遠く 捨られ たらん に は 必す死 

す ベ し、 又 是を割 開きた b 共 死す ベ し、 同じく 死す ベ 

く は、 割 開きて 中に 何 か ある 見 給へ と 云に、 夫げ にも 

と 思 ひ、 大 なる 剃刀 を 求め、 よく 磨て 妻が 項の 瘦の頭 

を、 竪 さまに 割 侍べ りしが、 血 は 少しも 出 や、 疵の色 

白ら けて 中よ b 跳 破り、 飛で 出た る 物 を 見れば、 長 一 一 

尺 許なる 她 五つまで つき 出たり、 其 色 或は 黑く 或は 
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白く、又は靑く又は黄也、膦立光..^有て、 庭の 面に 這 

行きし かば、 家人 皆 驚き 打殺さん とす、 夫" m に 制して 

許さす、 時に 當 h- て 庭の 面に 一 つの 穴 出来て、 酏皆其 

中に 入た b  、其 穴 深 く，， -て底 を 知らす、 かくて 祌子を 

賴み、 梓に かけて 此事を 尋ねし かば、 神 子 口走. 9 て 云 

やう、 其 かみ 此の 妻 妬み 深く、 內に 召使 ひける 女の 童 

を、 夫 寵愛せ し 事 を 腹立惡 みつ、、 女の 童が 首 本に 嚼 

つきて、 切りければ、 血の 流る、 iis. 瀧の 如し、 鐵漿 

黑 くつけ たる 齒 にて 嚙 ければ、 疵 深く 腐り 入て、 終に 

女の 童 空しくなれ， 9、 其の 恨み 深く して 今此輸 とな 

,5、 妻が 項に 宿りて 怨を 報じ 侍べ り、 假 4- 今 取 出され 

た，. >  共 、終に は 殺して 怨を晴 さん ものと いふ、 侧に 居， 

たる 人の 云 ふやう、 其 事 は 返らぬ 昔に 成 侍べ .0、 心 を 

なだめて 與へ よ、 其 爲には 僧 を 請 じ て 、跡よ く ひ 侍 

ベらん と 云へば、 祌子又 口ば しりけ る やう、 其 時の 恨 

み 誠に 骨に 透り、 幾度 生を替 ると 云と も 忘るべき 事 

に は あらす、 され 共 跡？ ij- ひて 得さす べしと 云が 嬉し 

きに、 是にぞ 心 を 慰み 許 し 侍 ベらん、 とてもの 事に 望 

む處 あり、 叶へ て 得させん やとい ふ、 側なる 人 如何な 

る 事 也 共 叶 へ て 得さす ベ し、 疾 く/ ^云 へ と 云 ふ に、 
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神 子 打うな づき 淚を 流し、 此 世に 生て 有し 時よ.. >  、尊 

き 物 は 法花經 なりと 思 ひ 侍べ りし、 今猶 尊く 覺ゅ る 

に、 一 日頓 寫の經 書きて、 囘 向して 弔 ひて 給 や、 又 其 

疵には 胡 桐淚を 塗.. > 給へ とて 去に けり、 言葉の 如く 

僧 を 請 じて、 一 日頓 寫の經 書きて 深く？？ ひし かば、 妻 

が 心地 も凉 しく 成ぬ、 さて 胡 桐 淚を尋 求めて 塗 けれ 

ば、 瘦の疵 終に 疲ぇ たり、 妻 それより して、 物 妬みの 

心 を 止め 侍べ b と ぞ、 

〇 傳尸讓 去 

賓德 年中の 事に や、 中 山中 將親通 朝臣の 娘、 尼に なり 

て 西 山に 住す、 只 か.. >  そめに 虛損 勞瘵の 病に 極り、 潮 

熱 咳嗽 盗汗して 漸々 に瘦衰 へたり、 勞 擦の 病 は 腹中 

に蟲 あ. -て 生す、 ^(形 或は 定まらす、 總べ て緘藥 灸治 

の 及びが たく、  + 人に して 九 人 は 死す、 是れを 傳尸蟲 

と名づ く、 一  人此 病に て 死 すれば、 其 兄弟 一 族に 移り 

渡 り て 、門 を 滅し跡 を絕す 、已 に傳 りて 三人に うつ り 

渡れば、 其蟲 手足 耳鼻 具 b  、よく 立て 行く、 形 人の 姿、 

鬼の 形に 類す と 云 へ b  、さ る？ おに 彼の 尼 公、 頻に病 1^ 

/、、今 は 人心地 も なくなり、 已に死 せんとす、 尼 公の 

妹 あ， 9、 行て 看病す る處 に、 尼 公の 身の 中よ. o、 白き 
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蠅の 如くなる 物 飛 出て、 絲を 引が 如くなる 白き 氣ぁ 

b  、妹の 釉の 中に 飛 入て 見えす、 立 上， 0 拂ひ 揮へ ども 

疋 になし、 尼 公 終に 暮 方に 死す、 妹 其 日よ.. >  心地 煩 

ひ 出て、 尼 公の 病に 少しも 違 はす、 姉の 尼 公より 傳は 

KV たる 病と て 、家中 上下 愁 へ 歎き 、さま- 養生す る 

に 露 許り 驗 しなし、 如何す べきと 愁へ なげき、 藥のカ 

を 以て は 癒す 事 叶 ふま じ、 佛祌の 御 計ら ひを賴 むべ. 

しとて、 白檀 を 以て 長 一 尺 一 一寸の 藥師の 尊像 を 作. 5、 

又殊； 史に紙 園の 午 頭 天 王に 祈誓して、 此病癒 やして 

給と 歡き 祈. 0 申されし に、 或； n の夕暮 に、 病人 少し ま 

どろみ ける 夢に、 怪しき 人來 りて、 明 m 一  人の 沙 門 鈍 

色の 衣に、 紅の 架裟 かけて 鉢に 來る べし、 是に賴 みて 

祈，， >  せ させよ と 云と 見て 夢醒 た. o、 次の 朝 年の 比 五 

十 許の 出家、 實に 戒律 正しく 保つ と覺 えて、 道行く 事 

いと 靜に、 中 山 殿の 門に 入來， ^、錫杖 打 揮り て 頭陀せ 

らる、 やがて 內に請 じ 入て、 かう く 夢想の 事 侍り、 

此病耰 ひして 給べ と 云 出しければ、 此僧 答へ ける は、 

我 は 戒律 を 守， 9、 抖薮 行脚 を繂 とする 身 也、 更に 不淨 

下 口の 食 を 求めす、 只 淸淨頭 陀を行 じて 活 命す るの 

み、 か、 る 神 子々々 しき 事 は、 思 ひ よらす と 云れ た 


重ね < ^申されし やう、 僧は大 慈悲 を 以て 人 を 助 

け、 我 身 を 忘れて 他 を 利益す る を 本と す、 今 一 人の 命 

を 救 ふて 諸人の 喜ぶ 處、 其の 功德 すくな からむ や、 其 

上 夢想の 吿に 依て かく 望み 侍べ.^ と、 再三 强ゐて 歎 

きし かば、 僧 も理に 折れて 此上は 力なし、 然 らば 白 親 

一 端 を 遣し 給へ、 是を 以て 病を讓 はんとい ふ、 それ こ 

そ 易き 事と て、 生銷 一 端 を 奉りければ 受収、 僧 はやが 

て 出て 歸る、 さて 御寺 は 何處と 問へば、 紙圓の あたり 

也と て 定かに もい はす、 其 夜姬君 夢に 見け る やう、 佛 

像 一 體 門の 內に 入来.^ 給へば、 十二の 善祌 隨ひ來 り、 

一 つの 簡を 以て、 十二の 神代る ぐ、 娘の 頭より 手足 

まで 殘 りなく 撫 給へば、 身の 中より 白き 糸 筋の 如く 

なる 物 出て、 天 を さして 昇る と 見て、 夢 醒て後 心地 凉 

しく、 頭 輕く食 進みて、 爽 かなる 事 nz 求に 替れ. o、 次 

の 日 彼 僧來， 9 て、 生 銷に物 書きた るを與 へて、 跡 を も 

見せす 失せに け， o、 奇特の 思 をな し 封 を 開きて 見る 

に 、藥師 の 尊像 を墨搶 に 書たり、 枕元に 掛 て 朝夕 香 を 

焚き、 禮拜 して 敬 ひしが、 姬 君の 病 程なく 癒えたり、 

生賴 の藥師 をば 家の 資 物と せらる、 誠に 奇特の 事 也、 

彼 僧 は 祇園に して 誰と も 知らす、 是定 めて 午 頭 天 王 
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なるべし、 天 王 は 是れ藥 師の垂 跡 、かたぐ 以て 佛カ 

の ふしぎ、 行者の 信心に よ. 5 て 利益 空しから すと か 

や、  - 

〇 隨轉 力量 

武州 小石 川 傅 通院の 所 化、 释の隨 轉は房 州の 人 也、 幼 

少の 時より 出家して、 後に 小石 川に 來， 9、 學文を 勤る 

に、 貧賤に して 朝夕に 乏しければ、 甲 信 二 州の 間、 野 

州 上下に 乞食して 步く 程に、 勸 學論義 更に 精なら す、 

力 甚だ 强 くして 談 林に 敵す る 者な し、 時の 所 化 達 $1 

異名 を 付け て 明 上座と い ふ 、唐土 神秀禪 帥の 座 下 に 、 

明 上座と て 大力の 法師 あり、 六 祖の惠 能 大師、 大炭嶺 

に 赴き 給 ひし を、 明 上座 追 かけて、 傳授の 架 II- を 取 返 

さんと せし に、 惠能其 架裟を 石の 上に 打 澄た. o、 明 上 

座是を 取らん とする に、 山の 如く 重く して 揚ら す、 惠 

能の 曰、 此衣は 信 を 以て 表す、 力 を 以て 爭 ふべき や、 

是明 上座 本來の 面目 を 見よ と 云れ しに、 言下に 得道 

した， 9 とい ふ、 隨轉が 力の 强き 斗に て、 論義學 文の 弱 

き 事 を 笑 ひて、 明 上座と は 異名し け， 9、 或晚信 州の 山 

中 を 通. 0 しに、 盜 人に 行 逢 ひた 、足に 任せて 逃 けれ 

共、 頻.^ に 追 かけし かば、 隨轉 手ごろの 松の木 を引徺 
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めて、 尻 掛けて 休み 居た. 9  、盗人 追來， 0 しかば、 逃延 

ん とする に 息切れた. o、 今 は 平 包の 錢皆舉 らむ命 は 

許し 給 へ 、まづ 此木 に 腰掛けて 、息 つ ぎ 休み 給へ と 云 

に、 盜 人心 を 許し、 同じく 松の木に 腰 を 掛けし 所 を、 

隨轉立 返き たれば、 松の木 起き あがる に、 盜人彈 かれ 

て、 遙の 谷底に 投 落され、 石に 當り 頭碎 けて 死にけ 

り、 か、 る 大力の 法師 也、 越 前の 朝 倉 家の 旗下に、 摩 

伽羅 十 郞右衞 門 は、 北 國無雙 の 大力と 聞傳 へ て、 隨轉 

かしこ に 赴き 力 を 競べ たり、 隨轉 は緣の 上に たち、 

摩 伽羅 鳴 居の 際に 立て、 手 を 握り 上に 引 揚げん とす 

るに、 隨轉 更に 励が す、 緣の板 を 踏 拔き鳴 居 は 半ばよ 

折れた， o、 兩方對 々の 力、 人 皆 肝 を 消して 目 を醒ま 

す、 或 時隨轉 論義の 場に 出て、 只 一 問答に て 閉口せ 

しかば、 相手の 僧 打 笑 ひ、 此論義 は學を 以てす、 力 を 

以て (f ふべき や、 これ 隨轉明 上座 本来の 面目 を 失 ふ 

たりと 耻 しめた，：， ければ、 大に 赤面して 口 惜く思 ふ 

處 に、！！ 次の n: 町 星に 出て、 朝より 夕まで 所 化 鉢- -呼 

ば、 れ共、 M に與 ふる 人な し、 甚だ 怒りて あおきな き 

出家して 耻 見ん より は、 俗にな りて 時 を 得ん に は 如 

かじと て、 鉢 を 地に 投げて 打破り、 袈裟 衣 を 引裂て 川 
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に 流し、 越 前に 行て 摩 伽羅が 手に 屬し、 終に 姉 川の 軍 

に 打 死し け 、還俗の 罪は甚 深し と 云 事 を 恐れて、 常 

は HI 每 に念佛 怠らす、 最後の 時に 至りて、 口よ， 9 白き 

雲の 如くなる 物 棚引 出て、 西 を さして 空に 上， 9 ぬ、 忙 

しき 合戰の 最中な.^ ければ、 是を 見たり し 人 僅に 二 

三人、 後に 語. 5 傳 へしと かや、 

〇 蝨瘤 

お 向の 國諸縣 と 云 所に 商人 あ. 9、 背に 手の 掌 許り 熟 

ありて 燃る が 如し、 廿： 》 許の 後に 熱 冷めて、 又 痒き 事 

云 許. 0 なし、 漸く 鹰上. 0 盆 をう つぶせた るが 如し、 大 

に 腫る、 に隨が ひて、 猶痛 みは 少も なく、 ロハ 痒き 事堪 

難し、 此 故に 食事 H に隨 ひて 進ます、 瘦衰 ふるま、 に 

骨と 皮と になれ b  、遍く 諸方の 醫師に 見せ、 本道 外科 

手 を！^  くして 、內 藥を與 へ 膏藥を 塗れ 共、 少し も驗し 

なし、 其 比 南蠻の 商人 舟に、 名醫の 外科 章 全 子と 云 者 

渡りて、 此病を 見て 云 やう、 是 更に 世に 稀なる 病 也、 

此 故に 人 多く 知らす、 是蝨 瘤と 名 付く、 皮肉の 間に 蝨 

湧出て 此. S を 致す、 我よ く是を 癒す ベ しとて、 腫物の 

周. 0 に總を かけ 其 上に 藥を 塗.. ^たり、 ^語りけ る や 

う、 世の 人 或は 其 身に Hi の 湧出る 事、 一 夜の 內に 或は 


三 升 五 升に 至. -、 衣裳に 滿 ちく 血肉 を 吸 ひ 食 ふ、 痛 

み 痒き 事 云 許 なし、 され ども 病人の 身に のみ 有て、 

他人に は 取つ き 移らす、 是は又 間々 有 単にて 條 治の 

手だて、世の醫師是を知た..^、今此しらみは、 肉の 間 

に 生じて 皮より 下に あ， 9、 人： 史に知 難し、 今夕 必す 

驗し 有るべし と 云け る、 其 夜 瘤の いた 3- き 破れて、 蝨 

の 湧出る 事 一 斗 許、 皆よ く 足 あり、 大さ 胡麻の 如く、 

色 赤^ --f - てよ く甸步 く、 是 より 體輕く 心地よ く覺ぇ 

しが、 蝨の 出た る痕に 細き 穴 一 つ あ. ^ て、 時々 其 中よ 

,5 蝨 出た b  、是 も其數 しり 難し、 章 全 子が 曰、 此病は 

世に 藥 なし、 百年の 梳 を燒て 灰になし、 黄 龍 水を以 

て 塗るべし、 是 より 外の 療治な し、 我 少し 是存、 惜し 

むに 足らす とて 一 匕 許 を 取 出し、 痕の 上に 塗り 侍べ 

b しかば、 一 七日の 內に 癒えたり、 

〇 山中の 鬼 魅 

小石伊兵衞尉は津の國の：、^^H也、天正五年十月、河內 

の國片 岡の 城に 籠りし が、 城の 大將松 永、 日 比の 惡 

行 重 凝し、 寄 手の 大軍 旗色い さみて 軍氣盛 也ければ、 

此城 更に はか <\- しかる * へからす と 思 ひ、 夜に 紛れ 

て 只 一 人 城 を 落ちて、 弓 削と 云 所に 隱し 置た る 妻の 
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女房 を 引 つれ、 夫婦 只 二人 夜もすがら 立 田 越に か、 

^、大和 國に 赴きけ り、 其の 妻懷 妊して 此： =: 產 すべ き 

に 當. 5 ければ、 身重く 足た ゆく、 甚だ 勞 れ て 峠 ま で か 

かぐり 着き、 道筋に て は、 若し 軍兵 共の 見 咎る事 も 

や 有べき と 思 ひ 、道筋より 半 町 許 傍 に 入 て 、4S^ つぎ 休 

み 居たり ければ、 跡よ. 0 女の 懲 にて 泣々 來る、 步 むと 

もな く轉ぶ ともなく、 やう/^ 峠まで 登りて 呼 はる 

を、 よ く. ， ^聞けば 年 比 召使 ひし 女の 童 也、 女房に つ 

け 置し を、 落人の 身 なれば 人 多くて 叶 ひ 難く、 弓 削に 

打捨召 つれす して 來. 0 し を、 跡より 追來 りたる _ 力. 也、 

心 ざしの 痛 はしく 可愛 ゆくて、 如何に 我等 は 未だ 愛 

に ^ る ぞと聲 を 掛けし かば、 女の 童 は 世に 嬉しげ に 

て、 君 情なく も 打 捨て 落 給 ふ、 自ら 假令 湯の 底 水の 底 

まで も、 離れ^ら せじと こそ 思 ひ 奉り しに、 只 二人の 

み 落させ 給 へ ば、 自ら 有に も あられす、 跡 を 慕て 參り 

侍べ りと 云に、 心 ざしの 程 憐れに 嬉しく 覺て、 今 は 又 

便り 求めた る 心地し つ 、、 三人 一 所に 休み 居た る 所 

に、 妻 俄に 產の氣 つきて 苦しみ、 終に-中 産したり、 夜 

半 許りの 事に て e: は 未だ 出す、 暗 さは 暗し、 夫の 小 

-石、 とかくす ベ き 檨をも 知ら ざ. 9 ける を、 女の 童 かひ 

S 四. f.7i^ 
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が ひしく、 取扱 ひしに ぞ、 此^ 來らゃ は 如何すべき、 

よく ぞ 跡よ b 慕 ひ來 にけ る、 誠の心ざし有る^|^な.れ 

ば、 此 先途 を も M 儿屆 くる 也、 あはれ 男 を も 女 を も 人 を 

召使 ふに は、 浙 程に 主君 を 思 ひ 奉る 者 を こそ あらま 

ほし けれと、 夫婦 共に 今 K 成 じ 思 ひけ， り、^ 妻 は 木の 

本に よ b, 掛ら せ、 生れた る 子 は 女の 童懷に 抱きて、 三 

人 さし 向 ひつ、、 夜明けな ば 山中の 家 を 尋ね、 心靜に 

隱れて 保養す べしと 思 ふ、 產養 ひすべき 事 も 叶 はね 

ば、 腰に 付た る 燒飯取 出し、 妻に 食 はせ て氣を 助け 居 

たり、 女房 は 木の本に 寄 か 、.. ^ながら、 女の 童が 方 を 

つく  < ^見 居た b ければ、 懷に 抱きた る 赤子 を、 舌 を 

出して 雜 けり、 怪く思 ひて、 猶 よく 目 を 澄まして 見れ 

ば、 女の 童が 口 大きに 耳元まで 裂けて、 赤子の 頭 を 口 

に <kj み、 S る やうに て 食 ひける 程に、 はや 首 をば 皆 食 

ひ盡 くし、 肩 を 限 b 右の 手 を 食 ひければ、 妻い と騷 が 

す、 4K を 驚かしけ， 5、 小石 は暫 し睡. ^侍べ りしが、 目 

を覺 まし 此有樣 を 見て、 密かに 刀 を拔き はたと 切 付 

けたり しかば、 女の 竟 鞠の 如く はづ みて 稍に 飛 上り、 

其の儘 凄まじき 鬼と なり、 又 地に 飛 下り、 十 間 許り，： E 

ひなる 岩の 上に 立て、 赤子の 足 を 食 ひけ..^、 小石 詮 
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方な く 走. り褂 つて 切け れサ r 只 夢の 如く 影の 如くに 

て、 太刀 も當ら す、 しばし 追 廻りければ、 . ^はや 其 間 

に 赤子 は 食 ひ皆盡 して、 蝶 Ig^ の 如く 飛 上り、 行方な 

く 失せに けり、 力なく 跡に 立歸 り、 元の 木の本に 來て 

見れば、 又 妻の 女房 を 取られた. 9  、呼 共 々 々 答 ふ る 聲 

も 聞え す、 何 地 取られけ む 行 先 も 知らす、 小石 血の 淚 

を 流し、 知らぬ 山中 を あなた 此方 尋ねし に、 夜 已に明 

方に 成 て、 道筋より 三 町 許 奥の 傍なる 岩角に 妻が 

首 を 載せ 澄き た.. > 、如何 成 者の 仕業： H  〈知りが たし、 小 

石是を 見る に 悲し さ 限. 0 なく、 淚 と共に 其 處に埋 て、 

大和の 邵 山より 南の 方大 谷に 所緣 有ければ、 愛に た 

ど， 0 行て 暫く 隱れ 居た.^ しが、 鬼に 角に はかなき 世 

を 思 ひしり、 後世 を大 寧と 心 付て 發 心しつ、、 高野山 

の 麓 新 別 所と 云 所に 籠.^、 沙彌戒 を 保ち、 貴き 行 ひし 

て 年 を 送りし、 後に 其 行方な し、 

QiT 人語 をな す 怪異  _ 

延德 元年 三 H:、 京の 公方 征夷 將軍從 一 位內 大臣 源義 

読" 公 は、 佐々 木 判官 高賴を 責られ ん とて、 篥兵を 率し 

て 江 州に 下. り、 栗 太 郡、 鈎の Bi に 陣を据 へられ、 愛に 

して 御. 炳惱 重く おはし ましつ ゝ、 同じ： -3 廿六 H に薨 


じ 給 ふ、^ 前の 夜、 十五 間の 馬屋に 立 並べた る 馬の 中 

に、 第 I 一間の 厩に 繁れ たる 蘆 毛の 馬、 忽に 人の 如く 物 

云 ふて、 今 は 叶 はぬ ぞ やと 云 ふに、 又隣の 川原 毛の 馬 

灘を 合せて、 あら 悲し やと ぞ云 ける、 其 前に は 馬 取 共 

並居て、中間小者多く居た..^ける、皆是を聞に、 正し 

く 馬 共の 物 云 ひける 事 疑な し、 身の 毛愧 立ちて 怖ろ 

しく 覺 えしが、 次の：！： 架して 義戮 公一 si じ 給 ひし、 誠に 

ふしぎの^-他、 

〇怪 を 話ば 怪至 

昔よ. 0 人の 云 傅へ し 怖ろ しき 事、 怪しき 事 を 築めて 

百 話 すれば、 必す おそろしき 事、 怪しき 事 ありと 云 へ 

、百 物語に は 法式 あ.^、 月 暗き 夜行 燈の 火を點 じ、 

其 行 燈は靑 き 紙に て 張り 立、 百 筋の 燈心 を點 じ、 一 つ 

の 物語に、 燈心 一 筋づ 、引取 ぬれば、 座 巾漸々 暗くな 

^、靑 き 紙の 色う つろ ひて、 何となく 物凄くな h- 行く 

なり、 それに 語り 續 くれば、 必す 怪しき 事 怖ろ しき 事 

現 は る、 とか や、 下京邊 の 人 五 人集り、 いざ やぼ 話 せ 

.ん とて 法の 如く 火 をと もし、 めんく 皆靑き 小袖 着- 

て、 並居て 語る  に 六 七十に 及ぶ、 其 時分 は臘  H  の 初つ 

かた、風烈しく雪降..^、塞き事=比に替り、 髮の 根し； 
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むるゃぅにぞぃとして覺ぇた.，^、 窓の 外に 火の 光ち 一 

らくと して、 螢の 多く 飛が 如く、 幾千 一 ともなく 終 

に 座. 中に 飛 入. りて、 丸く 集りて 鏡の 如く 鞠の 如く、 又 

別れて 碎け徵 り、 變 じて ft  くな ひ 回りた る 形、 わた.. > 

五 尺 許に て 天井に つ きて、 疊の 上に どうと 落た る、 其 

昔 雷の 如くに して 消え 失たり、 五 人ながら 俯伏て 死 

入， 0 ける を、 家の 內の輩 さまぐ 抉け 起しければ、 甦 - 

.9 て 別の 事 もなか b しと 也、 錄に 曰、 白日に 人 を談す 

る 事な かれ、 人を談 すれば 害 を 生す、 昏〕 佼に鬼 を 話る 

事な か れ 、鬼 を 話れ ば怪至 ると は此 事な るべ しと、 此 

物 語 -巧 條 に 満たす して、 筆 を玆に 止む、 
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言 四十 五 


恨. 之 介 上 


うらみの すけ 上 

ころ はいつ ぞの事 成に、 慶畏九 年の 夏の 末、 かみの 十 

日の 事 なれば、 淸 水の 萬燈 とて、 袖 を つらねて 都人、 

四條 五條の 橋の 上、 老若男女 貴賤，.」 ひ、 色めく 花 衣、 

げ に 而白 き 有樣也 、愛に 葛の うらみの 介、 ゆめの 浮世 

の 介、 松の 綠の 介、 君 を 思の 介、 半天の 戀の 介と て、 其 

比 都に かくれな き、 色 ごのみ のおの こ あり、 なかに も 

為の ，i の 介と 申せし 人 は、 一 入 > ひ ぼ そき ものな h- し 

が、 本よ. 0 觀世 音の 御ち かひ、 あらたに 思 ひける こと 

なれば、 友と する 人 もさ そ はす、 只 一 人淸 水へ 參， り、 

佛の 御前 にて きせい 中 し、 其 後ら ん かんに 腰 を か け 、 

參， 0 の 道 者 をな がむ るに、 其 かす M にしら ざしき、 愛 

やかし こに あつまりて、 思 ひ /(- の 物語、 是 よりす ぐ 

に豊國 へ、 いざや 我等 は祇 園 殿、 拆は北 野へ いざ 行 

て、 くにが かぶき を みん とい ふ 人 も 、東 福 寺の 橋に 

て 踊ば や、 五條に て なぐさまん と、 我に ひとしき 友人 

を、 引 つれく 伴 ひて、 何れ かよから まし かばと、 心 

の 慰 は、 浮世 許とう ちしげ る、 何をぃはむも^!2らん 
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も、 恨 之 介 は 只 一人、 參 わたる 事 なれば、 いづく とい 

ふも詞 なし、 うらみ 餘 りの 事 なれば、 昔 羽の 瀧に 立よ 

.9 てみ るに、 落く る 水に： 金 をう か ベ 、さもい つくしき 

女房 達、 又 若衆もう 交，. T  、不 まづさ へぎる 盃を、 か 

なた こなた へ 取 か はし、 遊山 許と 聞え ける、 夢のう き 一 

世 をぬ めろ やれ、 あそべ や 狂 へ 皆 人と、 世に 有貌 はう 

ら やまし、 何に 付ても 數 ならぬ、 恨 之 介 は 我 身の程 を 

あんす るに、 電光 朝露 石 の 火の、 光の 內を賴 む 身の、 

しばし 慰 事 もな し、 よし それ とても 力なし、 過去の 因 

架と へば、 歴然の 道现に 任せ、 我と わがみ を 慰 斗 

、りけ る處 に、 出衬 堂の 邊 にして、 花ぞ めの 釉 

の 色 め き て 、 ほ の ん、 と 明 石の 浦に あらね 共、 みえが 

くれす る 人々 の、 あまたみ ゆる は 何やらん と、 立より 

音 を 間 ぬれば、 酒宴 半と みえに け b  、とて も 籠 ら ば 淸 

水へ、 花の 都 を 見 おんして、 と V ろ/ \. と鳴祌 も、 愛 

は 桑 ばら 杯と いふ 、當世 は や る 小歌 北ハ 、しどろ もどろ 

に諷ひ なし、 濱 松の 一 l^E は ざ ゾ ん ざ 、今 を 盛と みえ に け 

る 、柳 櫻 を こき ませて 、錦 を かざる 座敷の 體、 散 も は 

じめ ぬ ふせい かやと 思へば、 峯の嵐 か 松風 か、 それ か 一 

あらぬ か、 尋る人 は あらね ども、 琴の 音 かすか に ira え 


て けり、 あら 不思議 や、 は此內 に、 ゆへ 有 雲の上 人な 

どの 御 慰 も 有 やらん と、 地主の の このまより、 さあ 

らぬ體 にて みて あれば、 十五 六十 七 八、 1 一十 許の 女 ぼ 

う Jtr 色 を 飾り、 吉野 初潮の 花 盛、 高 尾 立 田の 紅葉と 

て も かく やらん、 其 中に 取て も、 琴 を しらべ てお はし 

ます 、上膊の 御 姿 をみ て あれば、 年 5  十五 六と 見え 

玉 ふが、 紅の 千 入の 袴 を 踏し だき、 はだに は 何 を かめ 

攀 

され けん、 上に は. m き 綸子に、 色々 の絲を もって、 も 

のゝ 上手が 縫た け b  、御上 前の くだ. 9 に は、 戀 をす 

るが の富士 のね を、 うき. 雲のお びと 也、 とかん とすれ 

ば 結び もな く、 煙 は 141 によ こおれて、 かせに なびき、 

高ね の 雪 も 消 やらで、 すその は 茂る 山 なれば、 紅葉 ふ 

み分啼 くし かの、 妻と ふ 聾に 哀 ます、 拆分 方より 後に 

は、 羽衣の 松綠 にて、 よは ひ は 君が 例 かや、 さて 又す 

そのけ ま はしに は、 ず 島 原、 田 子 浦、 あまの つ b 舟 ほ 

の 見 ゆ る、 礎う つなみの はげしくて、 波に た いよ ふ濱 

千鳥、 げに 有々 とぬ はれけ り、 さて 帶 のけつ かう に 

は、 吳 郡の 核に す.^ はくし、 其 あ ひくに 秋の、 に、 

草づ くし をぞ 縫れ たる、 ひす ひの かん ざし は、 あたと 

た を やかに して、 楊柳の 風に なびく がごと し、 かづら 
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のま ゆ は あ を ふして、 せいたいが 立 板に、 水 を 流す に ： 

ことならす、 宛轉 た. 0 し雙蛾 は、 遠山の 月に あ ひお な i 

じ、 又鶯 舌の さ えづり は、 露 を ふくめる 絲 萩の、 かご 

と 許に^ 初る、 花よ，^ も猶ぃ つくし や、 袖 うちはら ふ 

雪の下、 紅顔 きんしう のよ そ ほひ、 畫ェ が繪に はう つ 

す ども、 筆に はいかで 及ぶべき、 物に よく たと ふ 一 

れば、 唐の やうき：^ まやぶ にん、 ぐし 君り ふじん 星 

のみや、 越の 西 施、 あしゅく ぶにん、 かんの ちう たん、 一 

ごすい でん、 沙門の 妹に 吉祥天 女、 朧； z: 夜の 內 侍の 一 

かみ、：^, 殿の 御 后、 かの 野の 宮に 住み 玉 ふ、 御 息 所に ； 

葵の 上、 和 5^ 式部、 小 式部、 紫し きぶに 小督の 局、 紀の 一 

有 常が 息女 かや、 義經 のお も ひし は、 靜 御前 や 上る り 一 

姬、 その 行 平の 屮納 言の、 三年 をち ぎる 松 かせ や、 村 一 

雨 又は 妓王妓 女、 用 明 天皇の、 心 をつ くさせた まひけ 一 

る、 まの 殿の 獨り姬 、さて； 五中將 の、 思 玉 ひし ニ條 一 

の 后、 そがの 十郞祐 成が、 契 を 籠め し 虎 御前、 し、 ど 一 

.  な る と  一 

の 四 郎が思 ひける， きに よの 女、 あはの 流 門に て、 か 一 

のみち も. 0 に 別つ、、 恨に 沈し 小 宰相、 無官の 大夫敦 一 

盛の、 お 室の 御所に て晃 初し よ.. > 、しづ 心なく 戀 にせ 一 

し、 あせつ しの 大納言す け かたの 四の 御 息女、 げに ： 

 >  i 
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恨 之 介 上  I 

やお もへば 深 草の、 四 位の 少將の 通 ひける、 小 野の 小 

一 町 や 玉 もの ま へ 、あやめ 眞 こもに 常 はの まへ 、佐 藤庄 

司が 次男の 忠信と、 同じよ みおとな りたり しあん じ 

ゆの ま へ 、，o きじゅ 御前 さよ ひめ 立 田 ひめ、 ほとけ 御 

前、 たいしょく はんの 弟姬、 江 口の 君に 千 手の まへ、 

雪姬遊 やの 長と かや、 鬼が むすめの 十郎 御前、 まし ほ 

の 卿の 妹に 戀 死の 女、 こんよ の姬 に中將 ひめ、 を そよ 

源氏に みえけ る は、 桐つ ぼ は、 き いわか 紫、 紅葉の 賀 

み をく つ し 

花の 宴、 葵 さかきば 花ち る 里、 須磨明 石 1^ 標、 六十よ 

帖の物 とても、 是れに はいかで まさる ベ き、 そうじて 

美人の 其數は 、十一 一人と は 申せ 共、 たと へ ばかぎ.^ 有 

まじ や、 昔の 人 はめに は 見す、 耳に はふれ にし 事な が 

ら、 此上 藤の 御 形に、 さぞ ゃ增. 0 申さん と、 かの 恨の 

介が • いく 程 思 ひし、 身の程 をもう ち总れ 、はぬけの 鳥 

の ふせいに て、 心 も あきれて 立に ける は、 理と こそ 

聞え けれ、 其 後、. 酉 も 半の ことなる に、 あそばせし 琴 

しゃみ せん 

を か ベ に そむけて を かせられ、 いまやう の 三 尾 線 を、 

一 てん じ ゆ  しら 

傳 手き りゝ とおし ま はし、 絲を 調べて かん をと り， あ 

ひのて を ひかせら る、、 拆 しゃみせんの けっかう に 

は、 心詞 ものべ がた し、 ゑび の をの 所に は、 雲 ゐの雁 
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の 昔 信れ て 、翅を なら ベ て 古鄕 へ 、歸 る 處をま きゑに 一 

す、 さて 絲 くらの 左右に、 を 明かに、 白が ねに て 

顯 せり、 さて さほの 下..^ に は、 世 中 は、 夢 か 現 かう つ 

つ 共、 夢： ハ更 にある でなければ とい ふ 歌 を、 かなもじ 

にて かきに けり、.^ て 又 筒の まきゑ に は、 都の 內を ぞ 一 

かきに ける、 祇園淸水かも^!^:!:、 六 原 六 かく 今ぐ ま 

の、 豐國の 大明祌 、三十 三 間大佛 殿、 いなりの 山のう 

す 紅葉、 長樂 寺とう ふくじ、 東 寺 西 寺 四 塚、 年 は ゆけ 一 

ども 老い もせぬ、 むつ だの 河原 や 舟 岡 山、 愛宕く らま 

や をの、 盟、 伏 見 深 草 成 道 寺、 鳥 羽に 戀づか 秋の 山、 

- さて 山 崎に たから 寺、 宇治の 橋 もと 扇の 芝、 模 島に 

て さらしす る、 淀の 河 舟 ほの み ゆる、 これ ぞゃ はたの 

御社、 せき どの 宮、 これたか のみこの 御 狩せ し、 きん 

野の 雑 は 子 をお も ふ、 うどのに しげき ませが きの、 い 

とだが 原 やい かならん、 くぼつ の わう じ 天 王 寺、 石の 

鳥 井に 至る 迄、 かなた こなた を 取..^ わたし、 もの、 上 

手が まひた. 9 ける が、 る b. をのべ たる 御手 に て 、ばち 

昔け 高く 引 あらし、 八 こ ゑの 鳥 は、 いつは， 0 をうた ふ 

た、 ま： U 夜 はよ なか、 しめてお よれよ の、 思 ひ 明し ね . 

は、 まっかせ もさび し、 淸は 今の 思 ひの たねよ な ふ、 


つらき は 今の ふかき 情よ、 いっさて はなの ゑんと な 

らふす よのと、 かれう びんが の御聲 にて、 さも ほのか 

に、 うた はせ たまへ よ、 人 げんに は 申に 及ばす、 誠に 

御堂の みす もさ ゝ め^て、 ほうじ や も ゆるぐ ばか. 9、 

とぶ 鳥 も は を やすめ、 ち を 走る け. たもの 迄 も、 など 

か はこ、 ろ あら ざらん、 いよ^ \ '恨の 介が 心 も、 春の 

あは 雪き えぐと、 消 入 許に 覺 ゆれば、 げに堙 とぞき 

こへ け る、 ゃゝ 有て 恨 之 介 思 ひける やう は、 いか さま 

此 御方樣 の、 ゆかり を尋ば やとお も ひ、 まくの 邊に立 

よれば、 廿 許の 女房た ち、 おす ゑの 女と みえし が、 こ 

はらう せきな る 人 や、 さる 上聘 たちの まします 所 へ 、 

ちかく よらせ 玉 ふ は、 何の 御用 まします と、 顔に 紅葉 

をち らしけ る、 恨 之 介 申 やう、 御理 はさる 事 なれ ど 

も、 我等 ゐ 中の もの なれば、 何の おも はく を もし， 9 參 

ら せす、 あれ 程い つくしき 花の や う 成 御 方檨た ち を、 

せめて はめに てな b 共見參 らせ、 我等が 國へ歸 ての、 

物語に なし 申さん ため、 若き 時の なら ひぞ、 御免 あれ 

とぞ 申け る が、 めんぼくなげ に 立され ば、 下女 も 流石 

に 都人、 あざ笑 ひして こそ 立つ に けれ、 恨 之 介 思 ふや 

う、 色 を 見て こそ あく をば させ 、枝 を 見て こ そ 花 を ば 


おれ、 かの あ ひさつに 取 付て、 なを もとは いやと おも 

ひ、 な ふい かに 何方よ の御參 りの、 上らう 檨に てお 

はします と尋 申せ 共、 さる 御 かたと 斗. 5 にて、 つ 、み 

て 更に あかさす、 うらみの 介 思 ひける は、 愛に て；：：^: n 

を 過し、 御 か へる さ をした ひなんと 思 ひ、 窜 宿に-馬と 

どめ、 さあらぬ てい にて みる 處に、 やう -"w: も 入相 

の 鐘 も、 今やと 思 ふ 折節に、 雲の上 人達 も 立 さはぎ、 

網 代の こし をみ だう のうちへ かき 入、 うちのり ) 

か へ り 玉 ふ、 されば こそと 思 ひ、 其の 御 跡 をした ひけ 

れば、 何れも 近衞 殿の 御內 へいら せ 給 ひけり、 其 後う • 

ら みのす け は、 つ るな し 弓に あらね ども、 いる にゐら 

れぬ ふせいに て、 わが 宿に かへ っゝ、 亂 心と 成ぬ 

れば、 口 〈狂亂 の ごとく 也、 つら 物 を あんす るに、 

我等い かなる ゐんぐ わ， にや、 か 檨の姬 を 見參ら せ、 何 

と 忘れん 方 もな し、 雲に 梯 有なら ば、 渡りても 見ん、 

一 筆の 風の たより を も、 思 はぬ 迄 もと 思 ひけれ ども、 

跡 さき しらぬ 事 なれば、 及ばぬ 戀とは 是をゃ 申らん 

と、 臥 沈む 斗り 也、 ねなん と すれ どもう き 人の、 其俤 

を 思 ひねの 、夢 もむ すば す 泣 あかす、 うらみの すけ あ 

ま， 0 の 悲し さに、 愛に 思 ひ 合.^、 昔が 今に 至る まで、 

3 力 
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力に 及ばぬ 事 をば、 何事 も 神佛へ 申なら ひの 候と 承 

b  、其う へ かの 上臈 さま を 見 そめ .5 'せし も、 淸水 にて 

の 事 なれば、 かな はぬ 迄 も 一 命 を かぎりに、 観 世； せ を 

賴み 申さん と、 身 を淸め 申して 淸水 へ參. りつ、、 左の 

かう しに つう や 申、 じゅす さら/,^ に おし もみて、 抑 

御山 は、 田 村 丸の 御 建立、 大同 二 年に 立ら れし、 萬の 

佛の 願よりも、 千 手の ちか ひは賴 もしゃ、 山より 瀧が 

落れば、 水上 淸き 御寺と て、 拆- -そ 額に も、 淸水 寺と 

はう たれた. り、 みづ から 幼少より、 小 弓に 小 矢の 本 

末 を しら ざり し 比よりも、 千 手の 誓 ひは賴 もしく、 今 

まで 參 りの 利 生に は、 我 思 ふ 一 念 を かな はせ てた び 

玉へ や、 我等 過に し 十日の 比、 御前に 參 りつ、、 その 

下向の 折からに、 おも ひの ほかの 花 を 見て、 露と 消え 

なんば かり 也、 か 程に 申み づ から を、 いかなる 佛神三 

寶も、 哀と おぼしめ されな ば、 心の 內 のまう しう を、 

はらし 玉 へ ゃ觀& 昔と、 三 七 Hi 招れ ども、 御 利 生； 史に 

なかり けり、 重て 祈りけ る やう は、 いかに 申さん 御佛 

さま、 愛に ひとつの たと へ あ b  、源 中納言 かねた かと 

て、 三 河^の 阈司 也、 母 は 矢 造の 長者と て、 かいだう 

一 の 遊君 也、 わく 寶を 水の 泡と て、 其數 しらで もたれ 


けれど.^、 子 共 を 一人 も 持た ざれば、 此事を 歎き、 其 一 

比同國 ほうらい じの 义. - の藥師 とて、 利 生 あらたに ま 一 

しませば、 ふうふの 者サバ みねの 藥 帥に こも. 0 っゝ、 男 

子 にても 女子 にても、 子種お さ づけて たび 玉 へ 、此願 

かな ふ ものなら ば、 今 色々 の 立願 ども、 いふ もお ろか 

と 聞え け，^、 佛も あはれ み 玉 ふか や、 終に 利 生かう ぶ 

b て、 玉の やうなる 女子 を も つと、 今の 世まで も 聞え 

ける、 上る， り 御前と 申は是 也、 みづ からが 祈し も、 色 

こそ か はれ 其む ねの、 やる かたなき は ひとつ 也、 此戀 

かな はぬ ものなら ば、 此ま  みどうに まろび ふし、 露 

ときえん は治定 也、 し $j りと は 申せ 共、 ぅゐ. てん ぺ ん. 

の 世 中に、 みらいの 事 は 思 はれす、 適 "うけが たき 人 

身 をう けた とい へ 共、 ざいごう ふかき 身と 生れ、 惡 

心 斗 思 ふゆみ なら や、 けつ/.、 佛の いましめ 玉 ふ 事 を、 

我 身の や る か たな きま 、に 、申 ベ き に は あら ね 共、 も 

より ぐち の 凡 夫 を 、すく はんため のぐ わん 也、 をよ 

そ 五 かいに みえけ る は、 殺生 偷盜 邪搖妄 語 飲酒 かい 

とて、 色々 の 法衣 を 身に まと ひ、 彌勒の 出世に あはん 

ため、 跡の 淀に なし 玉 ふ、 かれ をた もって だに も、 破 

る はな" -っひ 有.^ ときく、 その^ 尊の 古 へ も、 しゅたら 


女に あひなれ て、 らごら ^ を ま-つけ 給 ふ、 佛 にだに 

も 愛染 王、 祌 だに も 結ぶ の # と 承る 、 い は んゃ 我等 も 

とよ b も、 賤 しき しづ のうき 身なり、 さの みに にくま 

せ 玉 ふなよ、 此戀 かな はぬ ものなら ば、 佛も我 を 御 こ 

ろし まし，/^ て、 殺生 戒を 破" レ， せ 給 はんやと、 心 をく 

だ き、 責 にせめ てぞ 祈りけ る 、 誠 に 御本尊、 御 納受 や 

まし， （- けん、 四 七 u の 明 ぼのに、 佛 前より まき 物 一 

卷、 うらみの 介が まどろむ 枕に 置 給 ふ 心ち して、 あ つ 

と 思 ひ 夢 さめて、 七 どいた  >  きひら いてみ る、 去 程に 

下 京 五條 松原 通 をの 小路、 はつ. とりの .Idd 司が 後家， こ 

尋 行て、 此 事を賴 ならば、 必 かな はんと 有ければ、 有 

がた くお も ひ、 かの 庄 司が 宿 を、 こ、 のかし このと 尋 

もとめ、 淸 水の 御 夢想 により、 是 まで 尋逢 りたり と 申 

せば、 ごけ も此. S き/、 より、 思 ふし さ い の 我 も 有、 み 

づ か に 今" 使の 夢に、 あすに もなら ば 一  入、 いづ く  I C 

もし にや 來り て 、淸 水よ.. >  の 御む さ うと て 、我 を賴ん 

に、 其人賴 みたらん 事 を 賴れぬ 物なら ば、 我 を うらむ 

な と、 翁と 現じ 、夢 か と 思 へ ば 跡 もな し、 み づ か ら ふ 

しぎに 思 ひしに、 ゆめ にも しらぬ 人に、 と はれ 申 ふし 

ぎ さよと、 うらみの 介 を 請^ つ 、、酒な ど をす、 めて 


申 やう は、 な ふい かに 何のし さ い に、 淸 水よ， りの 御 吿 

と 仰ら れ て 、是 までみ づ か らを 御尋に て 候ぞ、 此上は 

そ もじの 御 心の 通" を 、殘 さや 御物-ほ を 候へ と、 した 

しげに こそ 申 けれ、 もとより 此恨之 介、 願 ふ處の 事な 

れば、 かの 君 を 見 そ め 申せし 時より 、觀昔 に き せいの 

程 を、 始ょ， り おはりまで、 事 こまやかに 語れば、 ごけ 

はきいて、 その 御 事に てお はします、 げに もさ やうの 

御告 を 、つ、 み 中に 及ばす、 事の しさい を 語，.^ きかせ 

申さん、 いつぞや 淸 水へ 御参りの 上菔 こそ、 我等が， 爲 

に は 主お 也、 其 比 天下の 關白 秀義と 申舉る は、 我 朝 を 

ば 心の ま、 にきり しづめ たも ふに、 御ゐ せい を 申せ 

ば、 昔源卒 の 御代 は 今 もの 、數 ならす 、大唐 ま でと 治 

め 給 ひけんと 聞え し 天下の 大將、 三國を ひとつに 勢 

をな し、 さ て わがて うの 諸 大名 は 申 に 及 や 、誠に 高麗 

の 珍 物 を 捧げ、 唐人 共の 秀義 へ 御 を 持參る ST 上古 

も 今 も 末代 も、 例す，， 、な ふ閒 えけ，^、 愛に 御 一 門に 中 

納言秀 次 公と 中せ しに、 御代 を ゆ づり玉 ひ、 御身 は 太 

閤と申 舉る處 に 、此 中納 言 の 御 運の 末の かなし さは ハ 

天魔の 入替る 心 や 付た. りけん、 花の 都に 有と て も、 我 

心の ま、 ならす、 秀義に は か らは れ 5. 也、 所詮 太 問 を 
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うち .s- 、天の下 を 我 ま、 に ふるま はんと 忠召、 御前 近 

き 人々 を、 一 間 所へ. まねきよ せ、 よ.. - 御 評 有け 

れば、 御 誰 さる 御 事に て 候 へ せ ハ、 かう をな せば 天の 利 

有、 義の道 を 御 北 ほき 候 は い、 いかで 御 利 速 候べ き、 御 

思案 あ れ と諫 め け 、御 運の 末の かなし さは、 叶 まじ 

とて25:;^立ければ、誠に灯き；^5,^んとて、光猶ますごと 

く 也、 人め つ せんとて は、 惡 念お こりけ ると かや、 さ 

れば此 寧、 誰 と はな けれども、 天 知 地 知、 我 知人 知、 

壁 に 耳お、 岩の 物い ふ 世 中に て、 太 間の 御 耳に 立 けれ 

其 比 御前よ か ける、 石 田 治 部 

召れ つ、、 いかに 承り 候へ、 秀次 

がむ ほんの 由 を 聞つ る 也、 昔 思 合す るに、 源の 賴朝は 

梶原 が 讒言 にて、 忠 ある 弟の 篛經を ほろぼして、 t ^〈後 

かう くはいし 玉 ふと 開、 いか 成事ぞ 秀^が、 我に 逆心 

よも あら じ、 いかに/,^ と 仰け る、 滿成此 .H 承り、 仰 

の 上 を 申 上る は、 其お それお ほく 候 へ 共、 屮 なごん 様 

の 御 謀 友 を、 風の 11- りに 承 候 へ 共、 御 氣色を はか つ て 

申 上る 事 もな し、 御 誰に て 候 へ ば 則 只今 中 也、 御^ 反 

にお ゐて は、 うたが ひ は 更にな しと、 事 こまやかに ぞ 

申け る、 太 閬此由 聞 召、 其 儀に て 有なら ば、 心に まか 


ば、 秀義驚 給 ひつ、 

少輔滿 成 を 御 傍 近 


せう つべき 也、 親が 子 をた ばかれば、 子 は 又 親に たて 

をつ く、 秀義が 作る 罪に よも あら じ、 をのが なせる と 

が なれば、 恨む ベ きに も あらす や、 時刻う つして かな. 

はじと、 頓て じゅらく へ 使者 をた つ、 たばか. 9 つ ゝも 

すかし 出し、 伏 見の 御所 迄 御 出 有、 被， 仰け る やう は、 

太問樣 へ の 逆心 は 、夢 に も w„{ に 候 はや、 こか うの 讒を 

聞 召し 誠 ぞと思 召す、 かやう の 御 錠の むねん さよ、 身 

に 於ての 誤 は、 露释も あら ざれば、 是迄參 て 申 也、 一 

は 天の 畏れと いひ、 一 はぶめい のお それと いひ、 冥の 

かで か是ま 


*、  * 


照覽 おそれ あり、 心に やしんの 候 は 

で參る ベ きと、 色々 ちんじ 玉 へ ば、 さあら ば 高野山 へ 

と 有ければ、 かの 山へ 落 玉 ふ、 然 りと は 申せ ども、 御 

身に くも b のおけ るか、 終に 御腹 を 召れ けり.、 拆其後 

に秀 次の、 H 比 近付 玉 ひける、 御手 掛の 上臈 を、 車に 

JI^ のせ 奉，. -、 上 は 一 條柳 原、 下 は 九條の はて 迄 も、 小 

路々々 を 引 廻し、 十四 十五 を始 として、 花の やうなる 

上 藤 達 を、 册 三人つ く- ^と、 三條 河原へ 引す ゆる、 

哀成 ける 次第 か な、 かの 巾 納言關 白の 御し がい を、 卅 

餘 人の 上らう 姬に是 を 見せ、 さ い ごの 名殘. 5 と 有け 

れば、 上ろう 羞の 仰に は、 あら うれし ゃ此き はに て、 


御し がいの 替る姿 を 見 申さで、 きえん はよ みぢ のさ 

は. 0 也、 今の さいごに 見 申 事、 誠に 二世の きえん 有.. 0 一 

て、 御し がいに 近付て、 何も 消に むせび しが、 其 中に I 

取ても、 物の 哀 をと いめし は、 出 羽の 國の 住人に、 最ー 

上 殿の 御 娘お こぼの 局と 申せし は、 今年 十六 歳に て 一 

おはせ しが、 涕 をと  >  めての 玉 ふやう、 いかに 人々 聞 一 

玉 へ 、只今の ざしきに て、 御し が ひ を見參 せ、 彌々 思 一 

ひ 出る 也、 此 君の じゅ 樂の 御所に て、 みづ から 共 を 召 一 

れ、 いかに 何も 聞 玉へ、 此度愛 を 出る 事、 じんき やう 

の禮 をお もんじて、 一 ま づ都を ひらきつ 、、あやまり 

なきよ し 申 ひらき 候べ し、 それに かな はぬ ものなら 

ば、 高 野のお くの 白雲と、 きえはてん 身なり ォば、 

程 なれし む つ ごと を 引替て 、念佛 になして 手 向よ、 我 一 

身 はいかに 成ぬ ると も、 わごせ 達 はさ も あら じ、 ねが 一 

はく は秀 次と、 同じ 道に と 思 へ ども、 かの 高野山と 申 

は、 弘法 大師の 昔より、 女人け つかいの 山 なれば、 い 

かにお も ふと かな ふま じ、 今が 別か悲 やと、 さし もに „ 

いさめる 秀次 も、 1^ ながら 出 玉 ふ、 此 君の 御詞、 情の 一 

末の うれし さ を、 思 ひま はせば 小 車の、 や る かたなき 一 

は 心 也、 是 をみ るき せ ん 上下 の 人々 よ、 みづ からが 最 
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後 を、 悲しみな くにて； 史 になし、 君の 情 を 思 ひやり、 

なく 消に て 候と、 きょ やかな ひし 御 ふせい、 よその 袂 

も ぬれ やせん、 其 後 御し が ひに むかひて かく 計、 

、一お Ml 南無 阿 彌陀速 の 露と こぼ るれば 

ねが ひの 岸に いたる うれし さ 

た；^ むつ ましく 契し 君 を もろともに 

彌 陀の淨 土に いざな はれなん 

l!j 威 有 明の ひか.^ を て ら す彌陀 の 國 

き み や さ き 立 われ を まつ ら ん 

彌陀賴 む 人 はいく 夜の 月な ら ば 

いざな へ 西へ きみと わがみ を 

たのみつ るみ だの 敎の ま 、ならば 

ほ とけ も 君 も わ れもみ ほ とけ 

g  二 ご、 ろな きをた すく る 彌陀佛 


七ば 

んめ 


みちになる 我れ をた すけよ 

(^ぶの 靡きけ ば 

- ^ ゝに みほと け 向 ひ i ひし 丄ひす 

Ml なむと いふ こ 5- の 光に 立め ぐ. 0 

身 は つゆの 玉 たま は みほと け 

網の めに もる、 を 救 ふ 誓 あれば 
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捨てられし 身 もみだに かな はん 

5 や K 佛々 々と 中 をき ける 御佛の 

みち 引きた まふみ だのみ もと へ 

か樣 に^ 餘 人の 人々、 おも ひくに よみ 玉 ひければ、 

秀 次の 御し が ひも、 うれしく や 思 ひけん、 おしうな づ 

かせ 玉 ひけり、 其 後お こぼの 仰に は、 何れも 念 佛し玉 

へと いひ も あ へ す、 衣の 下よ b 守 刀 をぬ き 出し、 きつ 

さ きをく は へつ、、 南無と 云 ふ を さ い ご にて ふし 玉 

ふ、 殘の 上らう 達、 是 を御覽 じて、 あら 凉し のさい ご 

やとて、 我 もくと 御 じが ひ をし 玉 ふに、 親め のとし 

たしき かた、 又は 年 ごろめ しっか ひし、 女子 はした に 

至る まで 、むくろ しがいに 抱 付、 是は夢 かや 現 かや、 

い かなる 浮世に 生れき て、 か 、るう きめ をみ る 事. よ、 

かなし やつら や 何事 ぞ、 我 もつれて 諸共に、 しで 三づ 

の 大河 を も、 召ぐ し 玉へ 姬君 とて、 なきさけぶ 其の 聲 

は、 大 けうく わんの ごとく 也、 此 ひめの 有檨、 たと へ 

んかたもなか.^^ける、心なきゑびす北ハも、理ゃ道理と 

て、 きせん 上下お しなべ て、 哀と いはぬ 人 もな し、 是 

t」.s- も秀 次の、 天命の つきし 故と、 申さぬ もの はな か 

けり 、愛に 中 納言秀 次の、 御 若年の 時よりも、 片時 


離れ 申さい る 人々 は 多き 中に、 さやう の 人 は 措 を 

き、 おうしう の 人 成しが、 木 村 常 陸と 申て、 我等が 爲 

に は 先 組の 主、 此 人み 二親 夫婦と もに、 草葉の 露と き 

え 玉 ふ、 近衞 殿に おはします、 上 藤の 御爲に は、 木 村 

殿 は 親に て 有、 此姬ニ さいの 事 成に、 秀 次を始 奉り 卅 

餘 人の 女ぼう たち、 御 下々 に 至る 迄、 天 正の 赛の 花、 

文祿 の 秋の 紅葉と て 、 ちり ぐに 成 玉 ふ、 然るに か の 

姬を、 我等 ふうふの もの 共、 かなた こなたと かくし 

置、 此町 宿に 忍びやか、 浮世 をい とひ かの ひめに、 ち 

り を も つけす あけくれに、 あらき 風に も あてじと、 い 

と をし み參ら せ、 e: n を 送 候へば、 程 な く 七の 卷 迄 、 

やうした て 中せ しに、 我つ まの 庄司 殿、 有爲無 《：£ の 習 

ひに て、 むなしくならせ 玉 ふ 也、 其 時み づか らも 自害 

して、 しなば やなん ど 思 ふ 時、 彼姬 君の み 給 ひて、 い 

か い 思 召た，^ けん、 みづ からに ひしく と 抱 付、 わつ 

と 叫び 玉 ひて、 な ふい かに 情な や、 みづ からと. S. は、 

1 一親の 事 は 夢にも しら や、 庄司 二人の 屮を こそ、 おや 

と は 思 ひ 候 ひしに、 うき 世 あだなる おひ に て、 庄 司に 

はなれ 申さ へ 、何とな らんと 便な く、 おも ふに いと V 

御身 又、 じがい まし 候て、 十に もたらぬ 我 身 を、 


何と なれと や 思 ふらん、 うらめし さよと ぞ わび 玉 ふ 

P. 姿、 目 も/、 れ 6 もき え ^と、 きえ 入 やう に ぞ覺ぇ 

ける、 流石 思 ひ は 切， り ぬれ ど、 岩 木なら ねば えがたと 

て、 此姬 君の いた はし さに、 じがい はつ ゐ でさた もな 

し、 庄 司が こと も 思 ひきり、 明 くれお ひめ を もり 立、 

思 ふに 程なく 十二の 春の 比、 おとなし やかに 此 ひめ 

の、 形容 顔い つくしく、 云に 詞 もたら ざれば、 人め も 

忍ぶ と 思 へ 共、 その ふ にう ゆる 紅の、 つ 、 めど 色の ま 

す ふせい、 此の g ー郤 にか/、 れな し、 ある 時み づか ら を 

近衞殿 へめ されて、 いかに きく か庄司 が 後家、 汝が家 

に 木 村 ひたちが 娘 をば、 やしな ひそ だっとき いて 有、 

あはれ 其姬 我に えさせよ かし、 其 上 名 ある 人の子 を、 

いかで 賤 なさ 5 'らん、 我に えさす る 者なら ば、 草の か 

グ なる 父 1^ も、 さ - J そ- フれ， しと S 心 ふら- んと 色々 有 

間、 力 及ばす かの 姬を、 近衞 殿へ 參ら せて、 みづ から 

共に 參 つ、、 一 H  二  H と 過 行けば、 十四の 春まで 自 

が 御舉公 申つ 、、此 姬 おとなし くまし ませば、 自が妹 

に 紅と 申せし を 君に そへ 舉. り、 我 身 はつめ ての 御舉 

公 申に は 及ばす、 時々 の 御 見 ir かの 姬君 もお りく 

はなつ かしく 思 召、 人 を 給る 時 も 有、 かくてみ づ から 
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は 霜 をいた 5. き、 まゆに は 四 か いの 浪 をた、 み 、人に 

まじら はんよ，^、 心 を 墨の 衣に ュ 、め、 か ざ り のかみ ？ 

そ.^^ おろし、 身 を：！ 1： なみの よ..^ かたに、 立ちよ b もし 

なまし と、 ロハ 一筋に 思 ひ収、 花 をつ みかう をた き、 姬 

の 二 親 の 御„^-ひ 、义 は 庄司 の 後世 ぼ だ い を 、朝な 夕な 

に お - ) たらす、 念 沸 申て ゑ かう をし、 なに はの 浦の よ 

しあし を も、 心に かけすう ち 捨て 、、偏に ごせの つと 

め &、 今と て も彼姬 に、 はなれ 申 事 はなし、 過に し 夏 

の 比、 雲の上に て 殿上人、 女御 后の 御 かた、 五節の 舞 

の 有し 時、 彼姬を 召されつ、、 琴の 役 をな し 玉 ふ、 も 

と よ ，り 琴 は 上手 也、 形 は ゆ うに やさしくて 、露 重 もげ 

なる 秋の、 か 、女郎花 かと 疑 はる、 か 程 ゆうなる 女房 

は、 たぐ ひ あらしの 昔 信れ にも、 きかば 心 もき え やせ 

ん、 所詮 此女 をば、 雪の 前と なす ベ しとて、 恭/、 も國 

王の ゑいち よくに て、 此姬 御名 を 玉 はる 事 かくれな 

し、 かくの ごとくの 君 なれば、 いかなる あらき ゑび す 

まで も、 1 めみ ると ひとしく、 戀 こがれ やとい ふ 事な 

しと、 始終の 事共 を、 こま<^と1^£れば、ぃょく恨 

之 介 殿 は、 ほれぐ となり 玉 ひ、 心 も {<H に 浮 雲の、 飛 

立 やうに 胸せ きて、 聞く に つけても ぎく と のど 

  t 
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ぎくめ ける 聲 のうち、 思 ひや あまる 淚の釉 、しぼる ば 

かり に 見えけ る は、 理 とこ そ覺ぇ けれ、 や、 有て うら 

みの 介い きつぎ かねて 申 やう、 ^も 御物 語 を 承 候へ 

ば、 こなた を賴 み. S 'べきに て 候 はや、 罷立 とい ひけれ 

ば、 後家 此. a を 聞く よりも、 まて is し 客 もじ さま、 よ 

しくとの 物語 は、 さる 事に て は 候へ 卄 r 龃 昔 の御吿 

と 御 申の 其 上に、 み づ か ら に ふしぎ 有.. >  、誠に 雲の 梯 

は、 渡る に 便 もなかるべし、 たと へたよりの 有ぬ 

中ゃ絕 なん 中々 に、 成が たしと は 思 へ ども、 みづ から 

しらぬ ふせいに て、 御文 の たよ h- を も、 な さ せ 申さ ん 

客の 殿、 御 心 やすく 思 召せ、 いかに やなう とい ひけれ 

ば、 うらみな のめに おも ひつ 、、硯 にむ かひみ つ- 

の、 心の 思 ひする/、 と、 する すみの 江の 濱 松の、 濱 

の， 眞砂 のかす/^ に、 かきあつめ たる もし ほ 草、 みる 

めな のり そとらん とて、 釉も ぬれけ るかい ぞ ある、 あ 

ら めでた、 あな かしこ /、 とかき とめて、 ごけのに こ 

うに わたしけ.. >  、女房 文 を請収 りて、 近衞殿 へ と 急ぎ 

ける、 やかたに も 付きし かば、 ごけ 心に 思 ふやう、 い 

かにして 此文 を、 君に 上ぐ ベ き やう もな し、 いか いす 

ベ きと 思しが、 又 思 出したり、 菊亭 殿の 御 娘、 三 六の 
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御 年に、 ならせ 玉 ひし 御 かた 樣、 かくれな き 美人に て 

おはし まし 候が、 御名 は あやめの ま へ と 申せし が、 雪 

のまへ と此程 は、 おと、 ひの ごとく 也、 よき 御中に て 

有ければ、 此御姬 さまに 近付より、 こすのと 山の 物語 

一 一 つ 三つ. 5- て、 其 後に いひけ る は、 よの 中に ふしぎ 有 

KV  、； ル£ らばき - - しめ さ る ベ し、 それ をい か にと 申に 、 

我等が 主の 雪の まへ、 いつぞや 淸水 まふでの 有し 時、 

いかにして か はみ た，.^ けん、 うら 見の 介と 中 人、 是も 

淸水 まふでして、 地主の ほとり を 見て あれば、 まく う 

ち 廻し 遊山 ある、 御 姿 を かひ ま 見て、 しづ こ、 ろな く 

戀 となり、 あ さな 夕な にあ こがれて、 か な は ぬ せんと 

や 思 ひけん、 淸水 にこ もりつ、、 かんたん くだき 祈り 

しに 、七々；：！ の 明 ぼのに、 佛も哀 とお ぼし けん、 枕が 

みに 立 よらせ、 御 じげん あらたに かう ぶりて、 佛の敎 

に まか するとて、 我等が 所へ 求り つ、、 しか， ぐ-とこ 

そ 申され けれ、 みづ から も此 人の 事共 更に しらね ど 

も 、觀音 の 告と 有け る 上、 みづ からに も ふしぎの 御む 

さう あらたに して、 きすいの 程のお そろし さに、 何と 

なう 此事 を、 申て 見ば やと 領 請し、 是 まで 參候 へ 共、、 

言 の 葉の っゐで もな し、 いかに せまし と 語 b ける、 あ 


やめ のま へ は閒 召、 さても あらたに おはしけ る、 御靈 

夢の あらた さよ、 只 よのつねの 事に てな し、 佛 神の 御 

引合 せ、 我な す 事 に あ らざ れ ば、 文 計の 音信 は 、 な し 

て みん と て此文 を、 あや め 殿 収給ひ て、 雪の まへ を 近 

付け、 うきよ 語 を 遊ばして、 後に 此文取 出し、 始ょ. 9 

の 事 4- 〈しかぐ と 有ければ、 雪の まへ 閜玉ひ * 觀音の 

御吿 はさる u にて 候へ 共、 いかでお 返し 申べ きと、 貌 

を あかめ おはしけ る、 あやめ 重て 仰せけ る は、 理 は 

さも あれ 共、 我に ひとしき かい あれ ど、 かさねて 申さ 

せ ひけり、 雪の まへ 聞 召し、 松原のば、 とい ひ、 そ 

もじ さまの ひとい ひ、 返事 中 ものなら ば、 やがて 上 

の 御 耳に たち、 そ もじ 樣 までる ざいに あ ひ、 又 草の か 

げ なる 父母の、 名 をな がさん ロ惜 さよ、 此事思 ひと 3" 

まれと、ことをきらして仰け，^^、拆其後にぁゃめのま 

へ、 此由を 聞 召し、 仰のつ ま. 9 所 をば、 かねても 誰か 

しらざる ベ き、 御 こと は にて 候 へ 共、 女人と 生れ 出 

てよ b 、おっとの 思の か、 らぬ はなし、 山と 云 山に 霞 

のか、 らぬ山 もな し、 何れの たと へ は 申 共た とへ に 

つき も あら ざれば、 こま < ^と 申さす、 たと ひ 此事も 

れ きこえ、 もの ゝ ふの 手に わた b  、しざいる ざいの 身 
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となる か、 又はす いく わの せめ をう け、 くつうく げん 

をみ ると て も、 世の ごうと おも ふべ し 、たいし 千 手 

の 御ち かひ、 不可 稱 不可 說 不可思議の、 くどく は 行者 

の 身に みて り、 かくの ごときの 御 じひの、 あまね ぐ 世 

界に ふかきと きく、 ことに P- ほとけ 引合せ まし ませ 

ば、 其なん もの がるべし、 き、 入れた まへ 雪の まへ、 

いかに 岩 木 をむ すぶ とも、 此 事に 付て はかな ふまで 

は 申べ し、 な ふ /f - '言葉 をつ くさぬ さきに、 みづ から 

に 身 を 捨て、 なきみ と 成る と 思 召し、 一 筆の 御 返事 を 

なして たべ と 有. 9 ければ、 あやめ 殿に かたら はれ、 す 

こし こ 、ろ もよ は-/. と、 こ ゑの したよ， 0 の 玉 ふ は、 

さあら ば さ、 のさ、 がに の、 糸 あき かせに さそ はれ 

て、 たよりの はしの 文 をと. o、 くわん おんの つげと い 

ひ、 一 つ は そ さまの 仰と いひ、 そむきが たく やお ぼし 

けん、 文 をば ほ、 に 入 玉 ひ、 一 ま 所へ たち 入. 9 て、 と 

ぼ そ ひきたて よみ 玉 ふに、 言の葉 を こそつ くし けれ、 
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百 五十 七 
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風の たより を 松が ねの、 松に.. C とふ 風 もな く、 嵐风吹 

きたぇて、穴^^に鳴音の雁金の、か.^にも君に我姿、 し 

ら せて ましと 思 へ 共、 誰か は是を しらせ まし、 唐胡國 

の 田-他の 雁、 そぶ が 思の さの は を、 つく >. ^と 開し よ 

り、 哀れと 思 ひ 文 か、 せ、 漢朝の 帝王に、 萬 里 を へ て 

ありあけ 

ぞ 搀げ 、る， 今の 我等が 玉 章 を 、 情 も 有り て 晨 明の 、 

一 e: の ほのかに 此文 を、 おぼろに そろ..^ と 昔 信れ てた 

ベ よかし と 思 ひつ、、 か. 0 に 恨みて 鳴かね ども、 昔 を 

思 出しつ、、 古歌に も、 

秋風に 初 かりがね ぞ聞 ゆなる 

たが 玉章 を かけて きつらん 

か ばの _ ^など も 候 へ ば こそ、 雁金 は ひたぶ るに、 思の 

稃の 玉章の、 使 をし ける と 承る、 今の 空行 鳥々 に、 口 

. 說て みれ ど 其 かひ も、 あら 礎浪 のうつ せ 貝、 かた 思な 

る あはび 貝、 我と 碎 くる 我心、 いかにせ ましと 思 ひ、 

所詮 千 手の 御前に て、 見 もし 聞 もしす る 人 を、 御佛を 

一 賴 みつ ゝ、 祈らば やと 觀 念し、 淸 水に 參 つ、、 七々 =» 
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の： zr 數 をへ、 御 じげん を 仰し に、 哀と思 召し、 あらた 

也け る 御 夢想 に 、むづ くと 枕 もたげつ、、 す は、 や 

いじ をむ 有が たしと、 手水う が ひ をす る/^ と、 じゅ 

やおし もみて 御佛 を、 拜 むと 均しく 御む さう に、 任せ 

て 五條 松原の、 庄司が 許へ 尋 行きに」 けの 尼 公 を賴み 

しに、 いなとい ひける 最上 川、 いなとな 云 ひそい な 舟 

の、 おして いくたび 巾さん と、 詞をか へして いひ けれ 

ば、 さらば 御 使 申さん と、 有る を うれしく 思つ、、 視 

に 向 ふ 水 室の、 水 を ふくまぬ 其 さきに、 我め にこ そ は 

さき 立ちて、 しもに 落ちけ る淚の 雨、 降 hs つも b たる 

床の 海、 いか 許と か 思 召、 古歌に  一 

つくば ねの 嶺 より 落る みなの 川  一 

戀ぞ つも. 0 て 淵と 成. 9 ぬる  一 

か樣 にも 候 へ ば、 筆の 立 どもた ど），， ^と、 たどる やみ 

ちに 迷 ひ つ 、、心 も 空に-,/,^、 書き あつめた る もし ほ 

草、 見る めな の b そか ひ 有て、 取上げ 是を見 玉 はい、 

心 を 高ね の 月に かけ、 思 をし がの うら 波に、 よせた る 

しるし も 有 まし や、 又は 前世の 御佛 の、 誓と 是を思 ふ 

ベ し、 一 樹の陰 や 一 河の 水、 汲 も 他生の 緣 ならす や、 

まして か 様の 身と ならば、 哀れ 浮 性の！^:: ぞ と、 思 召 し 


て、 御 返事 も 候へ かし、 若 もお なびきな きなら ば、 今 

生に て は 身 をけ して、 君の 手馴し 物と な. o、 朝に は 八 

重の 帶、 召さる、 小 玉の とな..^、 お 腰の 程に 寄り そ 

ひて、 くる， くる/^ と、 お！^ に ひやた と 纏 付、 

結び あはん と 願 ふ 也、 夕の 床に しづ まらば、 この 魂 取 

分て、 こん は褥ゃ 枕の 下、 巷と 身 をな して、 よな く 

絕 えす 鳴きぬ ベ し、 はく は御寢 のね 亂の、 枕に かゝる 

つくも かみ、 元 結と 身 をな して、 くるり ひっしと かみ 

を卷、 朝な 夕な に はなれ まじ、 若 又むな しく 成るなら 

ば、 六道 四 生の 其內 を、 淀の よそへ が 水ぐ る ま、 露 ほ 

ろ 'の泪 にて、 くるくる ざんぶ/,, \« と、 三づ の 川 を 

もした ふべ し、 さあらん 時に 君 は そ も、 いかでう かび 

もし 玉 ふべき、 佛も か檨の ；念 を、 かなへ ぬ 人 をば 事 

の 外、 いましめ 玉 ふと 承る、 それ をい かにと 申に、 あ 

る經の 文に 一 念 五 fai 生、 けん ねん 無量 劫、 生々 世々 に 

至る 迄、 つきせ ぬ 恨の ふかう して、.，， - もに 蛇 身と 成る 

ならば、 佛と はなら すして、 長く. 直に 落つべし と、 

古事 迄 も 思 ひ 出で、 一 方なら ぬ 思 草、 葉末の 露と 諸共 

に、 消なん と は 思へ 共、 古歌に 

しなん 只 生きて は 人の 戀 しきに 

i 之 介 下 


いやま だしな じ ふ 寧 も 1：5： 

と讀た る 歌な ど を 力と し、 つ ながぬ！：：： 日に 立 めぐり、 

無常の 虎の 聲 にも 驚かす、 電光 朝露 石の 火の、 刹那の 

程の 世 中に、 いか 許 成る 我が 思 ひ、 積ら ば 芥子 刼 盤石 

刼、 すみつきの ごう 成 共、 是に はいかで まさるべ き、 

筆 にもつき じ詞 にも、 のぶ るに はても あら ざれば、 古 

伏- - 

水 塞の 岡の みなとの すの 上に 

數 書きす てゝ歸 るかり がね 

釉に 落る 瀧の 白糸う ち は へ て 

苦き な. 0 にむ すぼゝ れつ ゝ 

人 しれ. ぬ 涙の 玉の をのれ のみ 

思 ひく だけて 年ぞ へ にけ る 

釉に のみつ ゝ む 習と 思 ひしに 

ヌめを もる もな みだな， 0 凫 

たよりなき 人 松風の 音ながら 

さても 戀 しき 雪の まへ かな 

古歌に 

うか..^ ける 秋の を 鹿の 妻戀 に， 

顯れ そめて ねに やた つらん 

..  ち 五十 九 
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背かで はさて は つま じき 世の中に 

い つ を 待と て つれな かるらん 

> ひだに かよ は い 苦の 下まで も 

さぞな あはれ と 水ぐ きの あと 

あ ら筆 に 名 殘惜ゃ くと 書て、 るら めでた 穴 資々々 

と^ければ、 雲の 前 殿 此文を こまやかに 御覽 じて、 や 

さしの 人の 言葉の 末、 か 程 心 を！^ し 玉 ふか や、 げ にも 

左様に 思 召さば、 はづ かしながら 自も、 御 返事 申さん 

とて、 雪の 薄檨 に、 かう ろぎ の 墨す りなが し、 あそば 

しける、 もとより SJ^ 姬、 歌の 直に はくらい、，^ す- - 古今 

萬 葉 源氏 狭 衣、 伊勢 物語の 言の は を、 あらく 書き 玉 

へば、 文章の たっしゃ さよ、 筆勢の いっくし さ、 中々 

申に 及ばれす、 さら b- と あそばし、 あやめ 殿に ぞ 渡さ 

れ ける、 其 後彼庄 司が ごけ を 近付け、 かくと 宣 ひたり 

ければ、 よろこぶ 事 かぎりなし、 斯て ごけ は、 此文を 

持 我 やに かへ. 9、 恨の 介に しかぐ と、 物語して わた 

しければ、 是は夢 かや 現 かや、 夢なら ば覺 ての 後 をい 

かいせん、 も 雲の上なる 御 事 を、 思 かくる もお それ 

有、 まして 御み づ からの 御 筆 を、 しづ の 我らに なし 下 

さる、」 かたならぬ 忝な さ、 一 せなら ぬく わほうの 奴 


1   la 六十  . 

めかな と、 三 どいたい きに つ こと 笑 ひ、 悅び ける 事 か 

ぎりな し、 拆御返 舉を ひらきて 是を拜 みるに、 靑 柳の 

糸より がた き 御水ぐ き、 亂て花 は ほころびに ける 御 

1  一一 一口 の は、 つねなら ぬ 上に よそへ てぞ、 みるに やさし さ 

ますら をが、 心の 程の 捨てが たく、 夏き にけ りと み ゆ i 

る 卯の花 は、 てに はの 花と おほしめ せ、 五月 やみ 覺束 ： 

なきに 時鳥、 今一 入 もき かまし 物 をと 思へ 共、 ね をな 

く 虫の 哀れよ の、 風の 便り を 聞く からに、 なびかぬ 草 

の あら じと、 思 へ ばと こそ 甲 5 へ へ、 

僞. 0 と 思 ひながら やちぎ るらん 

しらば や 人の したの こ、 ろ を 

たのま じと 思 ひながら も僞. 0 に 

替らで 待つ はこ、 ろ 成. 5 けり 

先 だ ゝぬ身 は 同 世にながら へて 

替る をみ るもう きいの ちかな 

我 さ へ に替 はると 人 や 思 ふらん 

餘り になれば いはぬ つら さ を 

いかに せんいと ふと も 猶世中 を  一 

歎く こ  >- ろの もとの 身な もば  一 

又は づ かしながら 一 首、 雪の ま へ  j 
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 恨 ー 之 介 下   

たし く f M し、 常に 此ゃ へ 行きければ、 頓て此 宗應の 宿 

へこ そ は 急ぎ けれ、 かの 人 折し も 在 合て、 よもの 雜談 

寧 過ぎて、 歌 物語 をよ そながら 二三し 出して、 此心を 

聞きければ、 宗 .M 詩歌に くらから す、 頓て 歌の 下の句 

を、 朗詠に て 引出し、 歌を吟 じてき かせけ る、 其 歌に 

思 ひ 出る とき はの 山の いはつ 、じ 

いはねば こそ あれ 戀 しきもの を 

と、 此 下の句に て 候と 云ければ、 又 詩の 心 はと 有 けれ 

ば、 宗庵 答て 云 やう、 始 のかう 君ね がはく はと 有る 詩 

は、 君 思 召よ. 0 玉 は ^、をし 鳥の ふうふの 契の ふかき 

事 を まなび 玉 へ、 か. 5 そめに もまな ばざる は、 砂の 上 

に を.. >  ける 雁金と 云 ふ 心 也、 此 雁金と 云 もの は、 定た 

る 妻な きもの 也、 いく 度 も 行 さきぐ にて 逢 ふ を 妻 

とする 故に、 賴 もしくな し、 如い 此の 故 を 以て の 詩 也、 

うらみ 又 云、 末の 一 一の 詩の 心 は いかにと 云へ ば、 宗庵 

のい はれけ る は、 天 山 わき まへ すの 詩 は、 しろしめさ 

れす や、 ついくの わかに、 

世に ふれば 物 思 ふとし もな けれ 共 

月に いくたびな がめ しつらん - 

ft 歌の、 レは、 今よ， 9 は畫は 人め も あれば にや、 よな よ 


なの 月に みん との 心 も 有る か、 又 ゆきが もうに にた 

りの 詩 は、 

物お も ふ 釉にぞ かゝる しら 雪 も 

ちる に かたはく 道 やな からん 

:^>ひ なる ベ しと 有， 9 ければ、 恨 之 介 は是を 聞き、 か 程 

の 事 を 知す して、 雲の上 人 を戀參 一ら せし 事の 恥し さ 

よと、 我 身に 指 ざし をして、 ばう じゃくぶ 人の わう わ 

くもの、 徒ら と、 獨 言して ゐ たりけ り、 昔の 人と 聞え 

ける、 とばの 院 の御內 なる、 さとう 兵 衞則淸 は、 あこ 

ぎと 云れ し >i の はしらす、 無念に 思 ふらん、 浮世 に 有 

も あるか ひなく、 此 ふしん を はれん ため、 諸國 修業に 

出け るが、 國々 を 廻.. >  はて、 いせの 國に 至る、 あま 人 

に 近付て、 あこぎの いはれ を 具 さに 聞き、^ こそ ふ審 

を はれに けれ、 今の 我等 は宗 庵の、 く はしく はらして 

たび 玉 ふ、 此宗 庵の なかり せば、 無明 じ やう やの 閻な 

らん、 偏に 佛の 光明に、 あへ る 心ち ぞ した..^ ける、 ^ 

其 後 はよ ろしき 便の、 御言の はの 數 つも， 9 て、 名のみ 

有 月の 半に、 さ、 がに の 糸く り 返し、 一 たびの 逢 ふせ 

も 有ら んと 有. 0 け れば、 不ぃ斜 恨の 介 悅ぶ事 限な く、 

かの 八月 十五夜 を 待け る 心の 幾く ぞゃ、 ひごの あじ 


やりの 三 會の曉 、みろくの 出世 を 待つ に 異ら す、 つ な 

がぬ と は 申せ 共、 千年 を 待に あ ひに た. o、 哀れ 此 

光陰の 糸 にても 有なら ば、 只 一 時に くりよせて、 あ ひ 

みん もの をと 思 へ ども、 流石に 思 ふに 叶 はすして、 一 

日 々々と 杉の. まど、 限の かや 重り て 、今夜 ぞ 秋の 最 

中なる、 名 に 成ければ、 恨 之 介 は、 さ 庄司： が ごけの 許 

に 行き、 いかに 申さん ごけの 公、 思お 御 忘 も 候 はじ、 

かの 樣の御 かたよりの 御文に、 みえ 參らせ 候 ひつる、 

御 ことのはの 末が きに、 秋の 最中の： =: 影に、 みえて ま 

しと 有け るが、 いかにせ ましと 申け り、 ごけ は 此由聞 

くよりも、 げ にも 今夜 は 名のみ ある、 月の 夕の 事 なれ 

ば、 月見の くわ げんお はします、 いざ、 らば 御供し 

て、 かつら 男の ほのかに も、 =: に そふた る 影に のみ、 

か く，， - もとめて 一 皮の、 あ ふせの よはの 七夕の、 紅葉 

の 橋の 鵲の、 は づれを 女に 出た、 せ、 簿衣 取て 引か つ 

が せ、 行け ば 程なく 近衞 殿、 ご け は 愛に て 秋 、に、 葛 

の 恨み を 招よ せ、 いかにな ふ 恨 殿、 愛に 暫く 待 玉へ、 

みづ から は內に 入. 9、 すきま を 窺 ひ. 此事 を、 委く語 申 

つ、、 御迎に 出べき 也、 いかにく と存 ければ、 仰の 

通さ 存 する、 何隱 になり 其 程 を、 そ もじに 壬せ 申 上、 
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とかくの 事 もい ひがたし、 しかりと はい ひながら、 し 

ばし の やすら ひ此 所に、 た、 すみが たく 存 やる 也、 お 

もい かにと とがめられ、 こうと もなる かさなく ば 又、 

首 綱に て 引 も 出され、 さる は 山 王 まさるが 參 りた、 犬 

はかう/ \ 'など、 いは れんこと、 目の まへ にて 候 ま 

ま、 頓 て/. \ '御歸 り まし/ <\ 'て、 我 をい ざな ひお はし 

ませ、 返々 と 有ければ、 ごけ 此由 開/、 よりも、 其 御 箏 

に 取て は 仰 迄 も 候 はす、 我々 が 身の上 をば、 御身の 上 

より 大切 也、 其 上姬の 御う へ 迄、 もれて はいかに と存 

すれば り 御 心安く 思しめ せ、 恨 殿と て庄 司が ごけ、 御 

内 を さして ぞ 入りに ける、^ 此恨之 介と 申せば、 紅葉 

の 門 を 打 過て、 めんら う くわいら う 孫廂、 愛の つま リ 

かしこ を 過ぎ、 花の 局に かく れゐて 、ム 「や^^の 昔 信 

を、 待つ こそ ほど は 久し けれ、 斯 てうら みは 物 昔 をき 

き 耳た て、 す はや/^ と 思 ひしに、 ごと bio なりてち 

ちめ けば、 うらみ はまね/、 ねすな きかと、 心 うれしう 

思 ひつ 、、そなたの 方 をみ て あれば、 とれに て は あら 

すして、 鼠の ふうふた はぶれ の、 ち、 めくに おはしけ 

る、 恨 鼠にば かされて、 腹 立ぬ ると 思へ 共、 又 引替て 

我心、 てんじ かゆれば めでたき ぞ、 それ をい かにと 申 

—  5 十 1 一一  , 
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に、 鼠の ふうふの たは ぶれに、 必ち、 めく^ 有、 我等 

も かれらに あやかりて、 あ ふせの 中と やがて 有る、 よ 

るの 被の 新枕、 曉 かけて むつごとの、 ち、 めき あはん 

すい さう を、 かねて しらする うれし やと、 今 一 人ぞ悅 

びけ る、 かくて うらみ はかの さまの、 御前い かにお は 

すらん、 ごけの 返亊 もな どやらん と、 おも ひける 折節 

に、 そなたの かたに こ ゑ 有て、 鶯が 花の 局に 昔 づるは 

との 玉 へ ば、 うらみの 介 あっと 思 ひ、 風に うらみ を 待 

程の 身ぞと 有ければ、 內 より 扉 をき り、 と あけさせ 

玉 ひて、 いとうつ くしき 御手 を 出させ 玉 ひて、 うら 

みの 介が きぬの そば を、 とうさせ まし/,^ て、 月の 入 

る ベ き 山の はは、 こなたの 方ぞ との 玉 ひて、 は 山が く 

れに入 玉 ふ を、 しる ベの かたと 嬉しくて、 是 こそ 淸水 

の 御 引合 ぞと、 上らう の 御 かた を みれば、 地 生に て 見 

そめし 君に は あらす、 いか 成 御 かたに て かお はすら 

んと あやしく 思 ひ、 重て 姿 を 見て あれば、 嬋娟 たる か 

んざ しに、 あまる みぐ しの 御內、 何に たと へ んか たも 

なし、 古詩に、 もうた う 光に のぞんで 月 の出づ るが ご 

とし、 又 ； しゃう を みれば 花の ひらく るに にた. ^、か 

酸の 詩に あ ひに た.^、 かみの 內 より まゆの 上の、 白く 
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ひか.^ 渡れる 所 は、 そ も 月の出る が 如し、 又 一 皮 笑め 

る もとは、 花の ひらく る に 似た，^ と ある 所、 いま 

此君 にこと ならす、 されば 此 君の 仰け る は、 我 をば た 

れ とか お ぼす らん、 そ もじ が 事 を 取 もち、 ごけ もろと 

もに 使 をせ し、 あやめの ま へ と はわが 事 也、 心 を かけ 

給 ふなよ、 こなた へ ませな ふ 恨 殿と 宣 ひて、 所々 の 灯 

を こと < ^く 打し めし、 九重の まんの 內、 八重の 几帳 

を 打 過て、 雪の 前の 局に ぞ、 いざな ひお はしたり けれ 

ば、 彼の 姫 は 見 玉 ひてい はけなる 顔 付、 さも 恥 か はし 

くやお はしけん、 時なら ぬ 秋の 立 田 山、 紅葉 色 づく顔 

ばせ は、 かみな び 山の 木 葉 迄、 紅 句 ふ 御 ふせい、 三 室 

のうち も い つと なく、 亂て岸 波に ご るらん、 秋の は そ 

よぐ かせの まに、 葛の うらみと 云 は、 何 かそ もと 有け 

れば、 かの まめ 男の 御返しと 思しくて、 君 はう き 身の 

風に よそ へ てと 云ければ、 皆 人かん じて、 誠に さも こ 

そ あれ、 風の 立 ぬれば こそ、 くす のうら みる 事 もお は 

し ぬれ ど、 風な くば うらみ る 事 も あ もじ、 君 を 風に よ 

そ へ 、うらみの 介と は ほ 句と て 典 じられ けり、 拆其後 

に奧 のまに 、各-伴 ひて 入らせ 玉 ふに、 あたりの てい 

を みれば、 金銀 を ちりばめ、 らんよし よくし やの 玉 衣 


の 色 を 飾り、 5- に は 水晶 を つらね、 ともに あたりて 妙 

の聲 有れ ど、 誠に 言葉に もの ベが たし、 極 樂せ界 又は 

龍 宮城 のおと ひめの、 おはしけ る 所 か や 、又 辨才 天女 

の 住 かも、 是には 過 じと 思 ひけ. 9、^ 其 後に 御座 敷に 

は あやめの まへ 殿、 紅 殿、 雪の ま へ 殿、 ^-? -っみ の 介 

と は 四 人に て、 御 か はら けぞめぐ りけ る、 誠に 情の 色 

ふかく、 千 入に そむる 紅ゐ の、 こがれい よ 戀ぞま 

す、 是と申 も、 偏に 觀 昔の 和 光の 御影と、 有が たくこ 

そ覺ぇ けれ、 かくて 御 か はらけ、 かなた こなた へ とび 

廻り、 雪の 前 殿御 盃、 うらみの 介へ あやめ 殿の 御こう 

けん 有ければ、 恨 あまりの 嬉しき に、 かいうつ ぶき ほ 

ほ 笑た る 有さ ま、 たと へ ん方ぞ なかり ける、 此盃を 恨 

之 介 ひかへ ければ、 あやめ 殿 かれう びんが の 御聲に 

て、 當世 はやりけ る、 りうた つ ぶしと 思しくて、 ぎん 

じ 玉 ひける は、 

君が代 はちよ にや 千世 を 重ねつ 、 

岩 ほ と 成り て 苔 の む す ま で 

と  うらみ かたじけな しとて、 三 ど ほし けれ 

ば、 其盃を 雪の まへ 殿、 おもはゆく かたはらに 向て、 

手す さみの やうに かきよせて、 か はらけ 取し 言の葉 
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の、 露の 情に 心と け、 ゑいの かほば せ はなはだしく、 

色 かにめ でければ、 紅 殿 天女の しゃう が を あざむく 

御聲に て 、是 もり うたつ ぶし を、 

色 か を も 思 ひも いれす 梅の 花 

なら ぬよ によ そへ てぞ みる 

とうた はれければ、 ル. E 人中され ける は、 紅 殿 は、 ；；^ に 

は 小歌 を も 御 口す さみ も 候 はぬ に、 妙なる 御 吟聲ゃ 

とぞ ほめられ ける、^ 今の あがりて、 あやめ 殿に さ 

し 玉へば、 につ こと 笑 ひ、 珍し やとて うけて ひか へ 玉 

へ ば、 雪の ま へ 殿 さかなと て、 

君と わが 久しき 世々 をた とふれば 

空行く 月の かぎり しられす 

と 有. 9 けれども、 恥 か はしく やお はしけん、 聲 かすか 

にして、 きくに たら やお はしけれ ども、 あ つと かんじ 

たる 計 也、 さて あやめ 殿盃、 紅殿飮 みおさめて、 盃も 

取ければ、 夜 も 深： 史に 及びぬ、 いざさら ばと て 何とな 

う、 座敷 を 立 玉 へ ば、 紅 殿 もお 立 有， り、 局々 に 入 玉 ふ、 

かくてた が ひに 手水う が ひし 玉 ふまに、 御. お 所 をと 

とのへ 置きければ、 雪の 前 殿、 褥の 上に 宿らせ 玉へ、 

斯 てうら みの 介が、 よるの 被 もつ ねなら す、 一代 一世 
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の 間に も、 見き か ざ るし と ねの 上、 は^か らじ と は 思 

へ 共、 天の 冥加に おされ けん、 ぉづ くしと ねへ はい 

上. 5、 足 を ち^めて 胸に 手 を 置き、 南無 歸 命と は 思 へ 

共、 心に ふかぬ 風 吹て、 只 じ は とした. 9 け. 9、 さ 

て 其 後に うらみの 介、 何とか 申懸 参らせ、 御 ざに うつ 

り 申さん と、 ちく さ に 物 を 思 へ ども、 よそに は 更に 申 

されす、 しばし やすら ふ處 に、 雪の まへの 給 ふやう、 

こよ ひの H: の 入 さの 山に も、 露 や をく らんと 有， 9 け 
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れば、 是はそ もい かなる 御言 葉 やらん と、 恨の 介 は、 

かの 宗庵戀 しく 思へ 共、 愛に て はかな はす、 いか V せ 

んと思 ひしが、 言の はに よし 有. 9 て、 桂男の まふで つ 

つ、 そなたの 空に て 申さん とて、 御 ざの 上に ぞうつ り 

ける、 かく 御 情の なかり せば、 むなしく よは を あかさ 

なんと、 あ ぶな き 今夜 のた はぶれ なり、 拆も ひめの 御 

心、 やさしき 事 はかぎ. 0 なし、 夜と 共の 御 むつごと、 

天に あらば ひよくの 鳥、 ちに あらば れんりの えだ、 佛 

ならば 愛染 王、 神なら ば 結ぶ の祌、 貴 船と がくし、 三 

島 いづ 箱ね、 此の 祌 たちに ひとしく、 我等 も 二世 を こ 

め 玉へば、 たが ひに たは ぶれ 玉 ひけり、 かくて 八聲の 

きもな き、 ねう しの 數事 過ぎて、 とらう のかね の K に 

も、 しの ゝめ吿 ぐる 村 烏、 うかれて 床に はなる らん、 

さる にても 鶴の、 なけば こそ あれ 此ょ はも、 鳥に より 

て。、 明けぬ らん、 鳥な か， 9 せば とい つまで も、 此 よも 

明け まじと、 鳥に うらみの 介を惜 みて、 雪の ま へ 殿 

^も 明ば 犬に く はせんに は 鳥 を 

まだき に 鳴て せな を やりつ る 

暫 しょの 雲の せき 守せ きとめ よ 

つき 日の ひか h '十日ば かり は 


と ゑい じければ、 柬雲も ほの ぐと、 明 渡る 穴 H に 成け 

れば、 千夜 を 一 夜と 重たる、 御き ぬぐの 釉 なれば、 

互の 名殘 のうつ. 9 がし 、今一 入 ふれて まし、 あら 情な 

の 世 中 かな、 うらめしの 別 やな、 化しても 愛に 有 もせ 

で、 歸 らん 事の かなし さよ、 鬼の 島に 有と きく、 かく 

れ みの かくれ 笠、 今 こそ 愛に て ほし けれども、 もとむ 

る 事 も かたければ、 天に あ ふぎても かひ ぞ なき、 斯て 

程 も 有るならば、 いか^と 思 ひける 間、 おいと ま 申と 

有. 9 ければ、 雪の ま へ宣 ふやう、 け ふ を名殘 のかぎ. 9 

也、 それ をい かにと 申に、 世 中の 有爲 無常、 朝に 紅顔 

有し 身 も、 いつのまにか はもとの 举、 末の 露と きえ、 

夕に は 白骨と なれる 身、 是皆ゑ どの 習 也、 释尊 御佛と 

申せ 4r 此傲盡 きぬれば、 はつ だいの なみと 消 玉 ふ、 

いはん や われら 何 を か 定め、 何 を か 期せ ざらん、 未來 

永々 たらん 時に こそ、 かさねて 又も まみえ 申さん と、 

おさ ふる 泪に 釉濕れ て、 よその 人め も 恥 かしき、 恨 之 

介 も 御 情の 切なき 事 限な く、 哀れながら へ も 有なら 

ば、 今 一 どもと 申 度 事數々 なれせ ハ、 さしてい はれ ざれ 

ば、 姬 やがて 心 也、 定し 事の 定 なければ とい へ 典、 後 

生： てよ 必參ぁ ふべ しと g ければ、 ，フら ろ もお さ ふ 
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る泪 をち ぎりす て、 誠に 今の 御名 殘、 いつのよ にか は 

忘るべき、 せつなの 妄執、 九て いこうの 善根 を、 せう 

滅 すると 承る に、 まして やい はん 君と 我、 中の 執着 さ 

ぞ あらん、 いはん やなす 善根 とてもな し、 現在の 果を 

見て、 過去み らい をし ると 云 事 あれば、 らいせい かな 

らん、 なまう だと 申け る、 うらみが 心ぞ哀 なる、 其 後 

うらみ は、 心づ よくも 思 切、 御 局 を 立 出て、 御所 中 を 

忍 出で、 四條 室町に て 夜 も 明け、 れば、 人の 面 も 白々 

とみえた りけ b  、御 かたみと 思 敷く、 びんの かみ 玉 手 

箱、 ふくさに 包める うつ が は、 猶 一入 ぞ床 敷くて、 

跡 をのみ 見 か へして、 みれ 共 かひ ぞな かりけ る、 さて 

松原の 庄 司が 許に 行、 拆 もと 云 ひ 出す とひと しく、 物 

をば いはす、 只 泣に こそな かれけ る、 ごけ も さぞと い 

ひながら、 聞 分た る 方なければ、 赤面して ぞゐ たりけ 

る、 かくて うらみの 介 云 ふやう、 そ もじ 檨の御 をん の 

程、 申 上ん とお もへ ども、 君の 情の 面影の、 眼に さへ 

ぎ， 9 さき 立てば、 胸せ き 物 もい はれねば、 1^ 說 てか檨 

に 申.^、 萬 事 はす もじお はし ませ、 重て 參 b よろ づょ 

よの、 御物 語 申べ し、 暇 申て さらばと て、 わがや を さ 

して かへ りけ る、 かくて うらみの 介が 契の 程 は、 誠に 

ち 山 ハ 十七 
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かんがいの 床の 上に は、 はるかに 契 を 千年の 鶴に よ 

ば ひ、 かう れいの 筵の 上に は、 遠く 萬 劫の かめに きす 

と 契， 5 しかせ ハ、 のがれざる 別れお に、 あ ふと は傳 へき 

くぞ とよ、 それ はい こくの 物語、 是は うらみが 身の上 

の、 やる かたなき との 歎に て、 臥 沈みて ぞゐ たりけ 

る、 拆も かの さまの 御 かたみ、 身に そへ 顏 にあて、 み 

る に 淚ぞ五 月 雨の、 ふりく もりた る 心の 穴 H  、はれま も 

やらす しほ /(. と、 の きば も 我れ を や 弔 ふらん、 か は 

くま もな きふせ いか や、 今 はかた み もよ しな やな、 松 

かせ や 村雨が、 行 平の かたみ を 見て、 かく 戀衣 しほた 

れて、 心 もす まの うら 風に、 さそ はれし いにしへ と、 

今の 我等 かふせ いか や、 か ゝり ける 處に、 うらみの 介 

と 一 一世の 契 hv を 結び、 H 比した しくお はしける、 思 ひ 

の 介、 浮世の 介、 此人々 は 集まりて、 近き 比 は うらみ 

介の みえられぬ は、 いかにして かお はすらん、 何方に 

もば かもの が、 切ても む-; 0 しくなる やらん、 ふしぎ さ 

よと ぞ申 ける、 一 人の 人が 申 やう、 いやさ やうの 事 も 

候 はじ、 かのうら みの 介と いふ 人 は、 色 ふかきお とこ 

にて、 常に 色 ごのみ まし て、 身に 及ばぬ 色 ごのみ 

か、 又は 浮世の 習と て、 遊女 遊君 白拍子に、 心 を 引か 
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れて有 やらん、 いざや 行かた 尋ん とて、 伴 ひ 二人 出た 

りけ り、 さる にても 此男、 いかなる 大事 有. 9 とても、 

しらせ ぬ 事 は 有る まじ， さ、 1^ とと ぼけて 有る やらん、 

戀之介 云 やう、 しさい 有らん、 さると こに て 聞つ る 事 

の 候 は、 過に し 比の 単なるに、 淸 水へ 暴つ 、、 地主の 

櫻の 邊 にて、 靑葉 にへ J る 花 を 見て、 靜 心なく 戀と 成、 

浮 身 を や つ すと 聞 つるが 、若 もさ や う の 事 や らん、 ふ 

しぎ 也け る 事北ハ 哉、 先々 浮 祉を深 草の、 宿に 尋て 行く 

かた を、 と はまし ものと 云 ひければ、 さらばい ざと て 

行きければ、 恨の 介 は此， 称の、 思に ぼうじて 草 臥 か、 

そばなる被をひっ かぶ，^^、前後もしらす臥たりけ，9、 

此人々 是を 見て、 な ふい かに うらみの 介、 おきよ おき 

よと 云 ひければ、 うらみ かつば と 起 あが. 5、 しきだい 

をして ければ、 思 ひの 介 浮世の 介、 うらみの 介 をつ く 

< ^見て、 拆も 御身の 姿 こそ、 古の 形 もな し、 おいお 

とろ へ て やせこけて、 物に たと へ ばお く 山の、 こけ ざ 

る が 雨に そぼ ぬれ、 つ い つくば うたに さもに たぞ、 い 

かで か 様に 成.. >  玉 ふ、 しいし ゅを殘 さすお 語 b あれ、 

二 1 世 迄と おも ふ 中、 何 かはくる しう 候べ き、 とく^-.^ 

/と 有ければ、 うらみ 此由 きくよ も、 其 事に てお はし 


ます、 過ぎに し 夏の 比よ. o も、 何と やらん 心亂れ 時 

雨の 穴 H のうき 雲の、 うき 身の やる かたなき まゝ に、 か 

なた こなたに はい くわいし、 一 所不 住の 有樣 故、 さな 

がらよ そ をもうと/ \> しく、 心に 物の いら ざれば、 を 

のづ からと 打絕 えた. 9、 御はづ かしゃと 宣 へば、 皆 人 

是 を 聞 くよりも、 頓て 恨が 心 を くみ、 詞の 末のう き 雲 

の、 うき 身の やる 方な きま、 に、 云 ひつ る詞の あやし 

さよ、 つ、 ます 語， 0 おはし ませ、 恨の 介 は 是を閒 き、 

御はづ かしゃと 申せし が、 愛に てこ そお はし ませ、 

すい. 0 やうな し 玉 へ 、此の 姿に て 候 は い、 浮世に 有 

て も 有， り がた し、 只今 御 め に か、 、る 事、 今生 の 暇 乞 

ひ、 御名 殘惜 やとて、 さいごの 取 出し、 二三 返まで 

廻りけ り、 戀之介 浮世 之 介、 此の 事 をき くよ. 0. も、 い 

かなる 事 を 宣ふぞ 、我々 斯て 有らん に は、 何 か は 叶 は 

ぬ 事 あらん、 天が を のぞめる 事 は、 それ は 思 ひもよ る 

まじい、 其 外の 事 は 何 にても 宣 へ 、 一 命 をす てき もい 

らん、 ； めいに かくる 上、 何 か はつ、 み 玉 ふべき、 は 

や. C と 有りければ、 うらみの 介 は 承 .0、 こ は 忝き 仰 

哉、 此上 はつ、 み 申して 何 かせん、 我等 過ぎに し 夏の 

比、 淸水 まふでの 折節に、 思 ひの 外の 花 をみ て、 心 を- 
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つ く！ } 觀 昔に、 きせい を ふかく 申 かけ、 七々： n こも b 

て 祈. 0 しに、 佛 哀れと 思し けん、 逢 ふせの 道 も 叶 ひし 

が、 其. 後便り も 打た え、 一 一度 あ ひもし み もせねば、 う 

き你の 身に そ ひて、 戀の やま ふとな にけ. < ^、古き 歌 

にも 御 ざ候ぞ や、 我ら 一 人、 始めて よに 有と な 思 召す 

そ、 昔 人 も 

逢み ての 後の 心に くらぶれば 

むかし は 物 を 思 は ざり けり 

か 樣の歌 も 候へば、 我等 斗と も；^ 候 はねば、 恥 かしと 

もい ひがたし、 されば 今の 我々 が 身の程に て は、 かの 

雲 ゐの花 を みん 事 成が たし、 今 は 身 まかりて こそ、 來 

世に て 逢見ん 事 を 待- # ら せめと て、 うちかた ぶきて 

ぞ 泣きに け る、 戀 之介是 を閒 き、^ もやさし き 御 心の 

程 や、 天地に も 背き 玉 ふ べきに も あらす、 せかいに 陰 

陽 有、 天地 是又 おなじ、：： ：= も是に ひす、 况ゃ 人間に 

於て を や、 此 道に 身 をす て、 命す つる 恥なら す、 さ 

りながら 始終 叶 はぬ 所に て はさ も 有りなん、 今 は 思 

ひの 念 はれ 玉 ひぬ、 此上 はさら. と 思 召 御き b 候へ 

かし、 輪廻の ごう、 ぐちの なせる 所 也、 あこぎと 云 は 

是 やらん、 いかに 何とか 思 召と まられ かし、 但又 先程 
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に 申つ る 言 葉に は、 我々 かくて あらんに は、 恐らく は 

世の中に、 叶へ ぬ もの は 候 まじ、 命に か へて みん と 云 

ふ、 詞を いひ 捨候ぞ や、 まして 此 道の 習に て、 思 切と 

まる 事、 中々 ことばに な. 9 がた し、 たと ひ當座 はさ も 

有 共、 返す ねんが さしお こらば、 執着の きづな は、 利 

靱 にても きられ やと 申 事の 候へば、 此上は 我々 が存 

する 皆 を 申べ し、 せんする 所 は 命 を 捨て 思 切、 近衞殿 

の 門外に、 愛 やかし こに 立 やすら ひ、 彼姬の いづかた 

へ も、 御 出の 折節に、 中に てうば ひ 申べ し、 若 もお さ 

ふる 物 有て、 いかにば か、 やる まじと をつ かくる 程な 

らば、 我々 五 人の 者 共、 太刀の め 釘の こら へん 程、 命 

を かぎ b に ふせぐ ベ し、 公家 上らう の わかた うや、 げ 

は いのもの が 出たり 共、 何程の 事 か し 出す べき、 鼠い 

たち をお ふごと く、 ち. 5 <\ 'ばつと 緣の 下、 つ いぢの 

こ 陰 へ おつ こみて、 なんなく 姬を 取りぬべし、 若 又の 

がれぬ 者なら ば、 立 並て 押 肌ぬ ぎ、 腹 かき 破て しぬ ベ 

き 也、 いかに 面々 御 心中、 きか まほし やと i ほしく も、 

言葉 を はなち 申け り、 五 人の 人々 承り、 誰も かう こそ 

いひた けれ、 よくこ そ是 はい はれ たれ、 うらみ 此 由き 

くよりも、 恭き仰 哉、 生々 世々 にもつ きがたし、 但と 
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申に 此こと は、 あらきに て候ぞ や、 それ をい かにと 申 

に、^ もさ やうに 有るならば、 姬に歎 を かけ 申、 其 上 

此 事し. 5 玉 ふ、 御 かたぐ 迄い はれな く、 ざいく わの 

せめ をう け 玉 ひ、 うたて き 事と 成りぬ べし、 さあらん 

に 於て は、 我心 一 つに て、 多くの 人 を ころしぬ べし、 

所詮 我々 一 人が、 むなしく 成 b 候 共、 それ は 前世の 約 

束、 とても 我等に 御 ねん 比、 御 情 まし ませば、 さいご 

の 文 を かき 申さん、 此文を 松原の 庄司 がごけ 迄と い 

けて たべ、 返々 近付ぬ、 念佛申 給へ、 此文は 愤に屆 申 

ベ しと 有. 5 ければ、 に つ こと 笑 ひしに 、け 、拆 恨の 

介、 雪の まへ 殿を戀 じに、 してければ、 日 比む つび し 

四 人の 人々、 な く- 野べ に 送 h- 、即 五條 松原の 庄司 

がごけ に尋 行き、 此文を さし 出し、 しかぐ の 物語し 

て、 釉を しぼりければ、 ごけ も此 由き くよりも、 哀成 

次第 哉、 いとおしの 心ね や、 嘸 こそ は 有り つらめ、 無 

常の 人の 秋 かせに、 吹お とさる、 くす の はの、 よ をう 

ら めしとな きけ るが、 しばし 泪 をお さへ つ ゝ、 頓て出 

立、 近衞 殿の 御所に 參り、 雪の まへ 殿の 釉を 引き、 こ 

の 由 を 云 ひければ、 ひめ はお どろき 思 召、 いかに- 

と 有し 時、 しか ぐと 申て、 かたみの 文と てさし 出せ 


ば、 文 取上げて 顏 にあて 胸に あて、 暫 しは絕 入る 許に 

て、 人心ち もなか. 0 しが、 少心を 取な をし、 文の てい 

を 見 玉 へ ば、 あ ひみて の 後 こそい と  >  物 うけれ、 昔 は 

もの を 思 はす や、 さて うらめしの 戀衣 、消の ひま も あ 

ら ざれば、 ほし まもな しゃよ の 中に、 はかなき もの は 

朝顔の、 花の 上なる 露よ b も、 消 安き 身 は 石の 火の、 

光に み ゆる かげろ ふの、 有 かなき かの 心ち して、 よ を 

秋風に うちな げき、 む れゐし たづと 別つ、、 只 一 人の 

み 有， 0 そめて、 かひな き 流に しほた る、、 あまの 類 ひ 

にう ち 煙、 はれ やらぬ ：《 は いづく となく、 歎きます だ 

のます みに も、 あれ かしょ はの 空の 2:、 ねぬ よな/^ 

はしる 人 も、 なき 身ぞ かなし 足 引の、 山 下水の あさま 

しゃ、 ながれ 出に し古鄕 に、 歸 らん 事 も 思 はれす、 消 

の 川 を 渡る ベ き、 我 身なら ねば さ、 がに の、 くもでに 

もの や 思 ふらん、 あ ふて 思 ひの やる かた も、 うき 世の 

はて は うれし けれ、 君の 情 は 忘る まじ、 思 ひ 出 づれば 

さる にても、 曉 のことの 葉の、 忘れ もやら でな つかし 

や、 只 何事 も かごと を も、 さきの 世 かけて 有し ゆへ、 

うきよ を 秋の 葛の 葉の、 露と 消 行く 恨の はて、 哀れと 

も 見よ 無き 跡の 君、 とかき と .5- めた. 9、 姬此文 を 見 玉 
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ひて、 すゑ を もさ だかなら ざれば、 く. 9 返して をく を 

みれば 一 首の 歌 有り、 

葛の はの 露と 消 行 うらわが 身 

ねみ だれて みる 雪の 明け ぼの 

とか いて、 あ... つ.."^^ 昔戀 しゃ、 さ るに て も 其 名月の き 

ぬ ん\ の、 御う つ が こそい やましのと かきて 、こと 

ばなくて、 

八， しれぬ 泪の 玉の をの きれて 

思 ひく だけて 散り はて にけ. c- 

必ゃ來 世に て は、 一 つ 連の 上に ざし 玉へ、 南無 阿彌陀 

佛穴 賢と かきとめけ. c  、うらめしの 此文 や、 是々 昆給 

へ あやめ 殿と 宣 へ ば、 あやめ 殿 は御覽 じて、 是は夢 か 

や 現 かや、 夢と も 更に わき まへ や、 よそに てきく も か 

なし からん、 まして や 雪の 前 殿の 御 事、 誰 故と かお ぼ 

さんと、 思 へばい よ/ \ 'そ もじよ. o、 我- 1 そ 悲しく お 

はし ませ、 いとおしの 人 かな、 あらいと おしと 有. りけ 

れば、 雪の まへ 殿閒 召、 御身 さまの 御 ss- は、 仰 はさに 

て 候へ 共、 みづ からさ やうに 思 はす や、 一 樹の 蔭に 立 

よる も、 他生の 緣と 承る、 いま 始めての 緣 ならす、 む 

量刼 よ. 9、 惡緣を 深く 結ぶ と存 すれば、 うらむ る 事 も 
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更にな し、 又は 我 身の い たづ ら にて、 なびく にても 候 

まじ、 久遠 刼の あなたより、 約束の あれば こそ、 觀昔 

の 御 引付け、 人の なすに て 候 はねば、 來世 こそめ でた 

くお はし まさん との 給 ひて、 心づ よく は 有 けれ 共、 今 

の 別れ の 悲し さ に、 きえ 入 玉 ふとみ えけ る が 、す で に 

いきた え 玉 ひけ b  、あやめ 殿 見 玉 ひて、 是は夢 かや W 

いかに、 な ふくと 宣へ 共、 更に 答 もなか..^ ける、 庄 

司が ご け是を 見て 、あはて ふため き 取 付、 庄司 に 別し 

其 時に、 ひとつ 道に と 思へ 共、 此姬 故にう き 命、 今迄 

もながら へしに、 御身 さ へ かく 成，^ 玉 ふ 物なら ば、 跡 

に 殘て何 かせん、 いきて 千年 萬 年 を、 たもつ ベ きょは 

ひ も なし 、 夕 ベ もしらぬ 事な れ ば 、我 を も 伴 ひまし ま 

せとて、 西に， M ひて 手 を 合せ、 念佛 衆生 攝取 不捨 との 

玉 ひて 、守 刀 を 乳の 下 にかば とたて、 うつぶ し 玉 ふ と 

見えけ るが、 息 は 則た えに けり、 あやめ 殿 見 給 ひて、 

人と 契る はさ はなき ぞ、 女と は 生る 共、 道 をば いかで 

しら ざ る ベ き、 あま つ こやね のみこと より、 く はしょ 

くに そな は.. >  か檨の 華、 さも 身に かけて なさ いれ 共、 

此ー まきと 巾 は、 そ も 我な す 所の ひが 事 也、 いざや 三 

づの伴 ひ を、 我 もせめ てとの 玉 ひて、 かたな を 口にく 


は へ つ、、 うつぶしに 成 玉. へば、 其 ま、 むなしく 成 玉 

ふ、 かくて 紅 は、 雪の まへ 殿 あやめ 殿、 ごけが しがい 

面々 に、 賴 引か づけ 何となく、 心 しづかに かいしゃく 

し、^ 其 後に 我 も 又、 守 刀 を 取 ま はし、 賴 引かつ ぎ 其 

したに て、 胸に きつ さき 少し あて \、 かつば とふせ よ 

限. 0 有る、 命 は 終に なくなりて、 むなしき 形ぞ殘 りけ 

る、 何も 未 蕾 花、 嵐の 逸に ぞ 散りに ける、 あやめ 殿 は 

十八 さい、 雪の ま へ 殿 十六 さ い、 ごけが 年は卅 三、 く 

れな ゐは廿 一、 朝の 露と きえ 玉 ふ、 か、 b ける 處に、 

あやめ 殿の よは ひ 成る、 同じ：：：：：： H の 年な み も、 なれむ 

つび 玉 ひたる、 松の 下殿の 御 局、 我 宿 を 立 出で、 昔 信 

か はす 言の葉に、 雪の ま へ 殿 まします かと、 局に 入て 

見 給 へ ば、 人 音更 にな かりけ り、 不 思議 さよと 思 召、 

おくの を 見 給へば、 薄 衣 かつぎ ふし 玉 ふ、 おこさば 

やと 思 召、 うすぎぬ 引の け 見 玉 へ ば、 あらいた はしゃ 

此 人々、 あけに そみ たる 御 形、 みな 紅の 御 ふせい、 こ 

は 何し にかく やらん と、 急ぎ 我 局の 友人々 に 語らん 

と、 立歸 ましくて 、皆 人 に 此由を かくと 申させ 玉 ひ 

しに、 上らう 高 家の人々 は、 あはて 迷て 是はそ も、 い 

か 成る 事ぞ とふた めいて、 局に 入て 見 玉へば、 何も 替 
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る 姿 也 、ふしぎと い へ る 折からに、 傍 を 見 玉 へ ば、 こ 

まやかな..^ し 玉章^、 是 はいかなる 文 やらん と、 取 上 

てみ 給へば、 色々 の詞 をつ くしに つくして かきたり 

し、 ちわ 文の てに はも ほし やと 求め けん、 心の 程 こそ 

やさし けれ、 かくて 此 しがい を 見る に、 泪 もせき あ へ 

す、 古の 事 かとよ、 柏木の 右衞 門の、 はかなく 成し 其 

跡に 、女 三の 宫の あだ 夢の 、煙/、 らべ と 申と も、 是に 

はいか で まさる ベ き、 誠に 一 げ中 直の 車 は、 無 一 一 やく 

無 三の 門に と  > ろき、 鳥の 林に 遊ぶ にに たり 、十一 一因 

綠 もって 是に ひとし、 生々 世々 のお は， 9、 誰か しら ざ 

らん、 皆緣に ふる、 ごう 有、 あやうき 事を觀 すれば、 

岸の 額に ねの 淺き、 草に 取 付きし 我 身の ごとし、 あぶ 

なきと 思 ふさ へ 有に、黑白の鼠來，^^ て、替る<\'に此 

の 草の ね をく らふ、 愛 を は ひあがらん とする に、 上に 

無常の 虎の 聲 めう/、 た.^、 け ろん 妄想の 種つ きざ 

る處 也、 しかしたい しかるべ きと 人 を 請 じて、 野べ の 

邊に 送れと て 、黑 谷より 貴き 聖を お ろ し 奉. 0  、のべの 

けぶ. 0 となし にけ. o、 哀也 ける 次第 かな、 愛に さる 人 

申け る は、 あま. 0 珍 敷 情の しに やう かな、 近き 比 は 聞 

き 及ばす、 か 程 情の しに やうに、 なさけの いかでな か 
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らまし、 いざや 葛の うらみの 介、 しが いのこつ も 有る 

ならば、 同所に 納めよ と、 人々 評定 有ければ、 尤 とて 

人 を や る 、恨 之 助戀之 介、 何も 是を悅 て 、是 より は 申 

がた し、 恨 之 介が しに かばね も、 さ こそうれ しと 思 は 

まし、 いざや 我ら も參 らんと て、 黑 谷に 行ける 事、 郤 

にかくれ なか， 9 ける、 いとい さ へ 都の 習、 少 もの 事 も 

見物す、 况んゃ 此の 事 珍 敷 事 なれば、 我 も/^ と 見物 

に、 を とらじ まけ じと 行く 程に、 黑谷 山に じうまん し 

て、 雲霞の ごとくの も 山 も、 錦の 色 にかいや きて、 と 

き はぎ 迄 も 色 を まし、 花と 紅葉と： i;? 時に、 唤匂 ふらん 

と あやまた る、 きせんの 釉ぞ珍 敷き、 さ る 程に P- さう 

あまた 出させ ましくて、 みめう の 御 法 を 說き玉 ふ、 

其詞に 云く、 阿字 本府 生、 空げ 中道げ い 衆生、 己 身の 

彌陀、 唯 心の 淨土、 三ごう じいき の 妄執 は、 せつな 一 

ぞくにせ うめ つす、 何 を もつ て か ごうと せん 、然ると 

きんば 成 等 正 覺頓證 菩提、 うたが ひなから ざらん 者 

也、 とつ、 南無 阿彌陀 佛と宣 へば、 せ 五の ぼさつ 衆 

も、 愛に 來迎 まします かと、 有 b がた く覺 えし、 斯て 

見物き せ んの 人、 皆 な 穴 二 をな が むれば、 三 尊影 向 まし 

まし けん、 こくうに 昔 樂 聞え、 せんだんの 香の 匂 ひ、 
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い き やう 薰じ、 け ざう か い の 風に 和し、 天に か いやき 

地に みちて、 ごくらく せか いも かく やらん と、 思 はれ 

ける 折節に、 五色の 雲の そのうちに、 人々 の俤 もく せ 

ん にあら はれて、 西の 空のう き 雲に、 あがらせ 玉 ふ 御 

事 は、 な ふ/ \- あれ はありが たし/^ と、 うばた ゝな 

ど は そで を 引き かた を ひき、 うらやみて なみだ をな 

がしけ， 9、 みる 人き く 人お しなべ て、 上古 も 今 もまつ 

代 も、 ためし すくなき 事 どもと、 かんせぬ 人 はな か .5 

け. 5、 


うらみの すけ 下 終 
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寬文四 甲 辰年 三月 吉日 山 本 九 左 衞門板 


七 人び くに 上 一名 さんげ 物語 

貞和 年中の 比、 無明の 酒に ゑ ひ、 ほっし やうの 空に、 

つねなら ぬ 風の 狂す る、 亂氣亂 滅の花 をな がめ 侍り 

しに、 ある 友と なん つれ、 信 濃國善 光寺へ まい. 9 侍り 

しに、 宿の あるじの かた， 5 ける は、 此 所に めづ らしき 

事なん あ， 9、 かたりて 聞せ 申べ し、 此 とし 比 心 ざし 人 

にす ぐれた る 尼 一 人 有、 常 は 如 來の御 まへ にまい り、 

き やうし ゅ念佛 申て、 fe. 月 を 送り 寺 hN ける が、 一 切の 

人の 愁を 聞て 、我 身の う へ となげ き、 人の 悅を みて は 

ともに よろこび、 打 をく ことの 葉に 付ても、 やさしく 

侍け. 5、 或 時 この 尼 つら /\ 思 はれけ る は、 うけが た 

き人界 に、 生 をう けたり とい へ J ^〈、まう. （ばう/. \ 

と して、 きの ふ も 過、 け ふ も はせ 過 侍る、 あらかじめ 

心 を しづめ て、 來 世の くるしみ を 思 ひつらぬ るに、 歡 

きても なげく ベ き は、 生死の ちん りん、 はげみても 又 

はげむ ベ き は、 しゅつ りの はか， 5 ごとに こそ、 いかに 

もして、 菩提の たね を も、 う ゑんと 思 ひけれ 共、 しゅ 

くじう の やぶ さかなる にや、 まづ しき 身に て 侍れば、 
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せめて 薪の あらん 所 を たづね、 湯 を わかし、 贵賤の 人 

に ほどこし、 煩惱の あか をす、 がせ、 菩提の 種に もせ 

んと思 ひ、 然る ベ き 所 をた. づ ねければ、 おなじ 國 のせ 

き 川と 申 所ぞ、 水木の たより あり、 しかも 旅人の 往來 

の 道 也と て、 湯 や をた て、 湯攝 待をぞ はじめけ る、 去 

程に 五 幾 七道の 貴賤 萬 民、 善 光寺へ あゆみ を はこぶ 

人々 に、 もらさす 湯 を ほどこして、 みづ から あか を か 

き 侍りけ る、 しかる 所に、 年のほど三十ばか.^^の尼、 

善 光寺へ まいりて 下向の 折 ふし、 此の 湯に 入りて、 そ 

の 夜 は ゆや を か， 9 てぞ とまりけ る、 小夜 更 がた に此 

あま、 あるじの 尼 公に とひけ る は、 抑. >此 湯の 御 慈悲 

は、. 有が たき 御 事に こそ 侍れ、 いつより 思 ひ 立 給ふぞ 

や、 あはれ，， この 御り l5 -く を、 我々 にも はぶき 給へ 

かし、 もろ 共に 谷の 水 を 結び、 峯の たき を も ひろ ひ 

て、 あまねくけ ちゑん を もし； il^ らんと 申ければ、 いと 

うれしく こそ さ ふら へ 、いかなる 人の、 いかなる 御 慈 

悲の おこり 候 やらん と、 隨 喜の 思 ひ をな し、 御 わたり 

侍らば、 御 心の ま、 にて こそ 候べ けれと 申され けれ 

ば、 かの 尼な のめなら すに よろこび、 とも < ^に 湯 を 

ぞ わかしけ る、 しかれば 後に 求り 給 ふ は、 今 阿 彌陀佛 
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と 申、 あるじの 尼 をば、 古 阿 彌陀佛 と. 3. ける、 此ふた 

の 尼、 ひと..^ 水 をく めば、 又 ひと..^ は 薪 をと り 、か 

くの ごとく なんぎ やう 苦行し けれ 共、 慈悲 ふか、 り 

しゅえ、 露程 もうらめ しき > ひち も 侍ら ざり けり、 又 長 

月 廿日 あまりの 事なる に、 比丘尼 四 五 人、 旅の くた び 

れに此 湯に 入， 9 て、 又此 あまの すみかに 宿 を かり 給 

ひける を、 秋の 夜の 事 なれば、 明かし かねた る はに ふ 

の こやのなら ひに て、 さ こそ ものうく 侍らめ と、 ある 

じの あま、 うちし め b たる 心ち にて、 いた はり 思 ひけ 

るに、 かうた け、 なを、 なる しの 山の端に きらめき、 

いたまより 影 さし 侍. 0 ける も、 こ、 ろす ごかり けれ 

ば、 ある 比丘尼 何となく、 

我に よも：^ 見よ とて はふき さゝじ 

こよ ひか.^ ねの わび 人の 庵 

と 口.^ さみ 給 ひければ、 又 ひと b の 比丘尼 かく、 

板 まもる ほ は 見つ べし さても さは 

こ、 ろの 閽の いっか はれまし 

また あるかた よりも、 一 首 かくなん、 

板 間 もる 月の ひか b の 何とて か 

6 の やみ を てらさ いるら む 
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此 うちに、 六十ば かりの 尼、 是を聞 給 ひての たま ひけ 

る は、 誠にな げきても あまり ある は、 心の 閽 にて はん 

ベ る、 心の 月明ら かな，. > とい へ 共、 一 念の 雲 あつく し 

て、 生死の ちゃう やに まよ へ り、 みづ から あるち しき 

にと ひ 侍. 0 しに、 一 すん の 光陰 をお しむべき 事 は、 千 

金に も か へ がた しとい へ， 9、 まことにお しむべき は、 

一 寸の 光陰なる、 

徒らに 月日 はすぎ- 1?' い たづら に 

スこ そす ごすつ き 日な b けれ 

と あ hN しかば、 あるじの にこう 此 よしを きて、 まこ 

とに 心 ざし ふかき 人々 かな、 かやう の 人に 近付て、 一 

大事の ようじん を も、 とひ 奉らん と、 あ ひのし やう じ 

をお しあけ 出 あ ひ、 かやう にあ さましき いほ， 9 に、 卸 

やどり 侍る 事の いと をし さよ、 しかれ 共、 宫も わら や 

も はてしなければ と 申す 歌 も 侍る 也、 た  >  一夜の 夢 

と 思しめ せ、 是は路 次の 御 iSS- なれば、 あまたの 人々、 

此 § に 入 給 ひつれ 共、 いまだ かやう の 旅人に ぁひ舉 

らす、 みな. （ 一 大事 を歡 きお はします、 其 ふせい、 

やさしく みえ 給 ふ もの かな、 いかなる 人の 北の 御 か 

た、 誰 人の 御む すめに て 侍る やらん、 何 ゆ へ かくな b 


一 給ふぞゃ、皆々 ぁま，i^ に御さびしく、すさまじき折か 

一一 らにさ ふらへば、 さ A げ物 語な どし、 秋の 夜の 長き を 

一一 なぐさみ 給へ かしと 申されければ、 老いた る 比丘尼 

： 仰せけ る は、 いと やさしく 侍る もの かな、 ざいし やう 

； さんげせ ざれば、 罪ます/、 ふかし、 みな/^ さんげ 

-; をな して、 罪 を ほん ぼし 給へ、 ことに 女の 身 なれば、 

,丄 心に もの をね たみ、 まんの はた ほ- 二に げしく れば、 

一 だいの 經綸に は、 あまた、 び きられし 身に て 侍る、 

しかの みならす、 あるじの 31!.; なり、 かれ 是 もって、 中 

々とことう けし、 然る べしと 申されければ、 次第々々 

！ に、 さんげ 有ぶ.： a た  > ならぬ 人々 の、 身 をな きものに 

一 なし 給へ る 御 事 をし るし 侍れば、 七 人 比丘尼の さう 

, しと ぞ申 ける、 

. 〇 しら 菊の 事 

此時 わかき かたより、 御物 語 侍れと 有ければ、 卅 許の 

人の 申されけ る は、 い にし へ の 事 申せば、 はづ かしき 

一 御 事 なれ ども、 みな/、 御物 語 侍らば みづ から 申べ 

一 し、 わら はは、 もとは 丹 波國、 遠山の 修理と 申な にが 

しの 娘に さ ふら ふが、 一 たび みやこに て、 六波羅 殿の 

いくさに うち もらされ、 國々 里々 浦々 を へ めぐ hN  、み 
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づ から を ひさげ 侍れ 共、 なすべき 事 もさ ふら はで、 終 一 

にまづ しき 身と なり、 東の 洞院の 遊女と なり、 名 をし ： 

ら ぎくと 申 者に て 侍， 0 し 也、 其 折 ふし 名 を ゑた る 歌 一 

人に て、 そつの あきた， 5- と 申 人、 四十 あまりに わた 一 

らせ給 ふ 人 侍-^、 みづ^, し； 十九の 秋の 比よ" あ ひそ 一 

め、 V む ざし あさ からす、 偕老 どうけ つ 力 ちぎり を- J め 

侍. 9 しに、 或 時 この おとこ、 ゐ なかへ 下る 寧の 候 ひし 

に、 みづ から は、 ながれ をた つる 川 竹の、 うき ふしこ 一： 

との 身な-り しかば、 その、 ち、 又み の、 國の 守護 代の 

子に、 十一 岐の金 五と しあき と. S. 人に 思 はれ、 かの 國 へ 

つ れ て 下り 侍り ける、 此人は 今 はたち あまりにて、 萬 

心 や さしく 情 ふ か く  、世に な らび なき人 な，.^  、此 人に 

思 は る 、身 を、 人々 うら 山し く  m-u はやとい ふ 事な し、 

され ども、 古しへ 人の 事、 思 ひ 忘る、 if もな く 侍りし 

に、 かの そつの あきた い、 ゐ なかよ. 0 上り、 みづ から 

を たづ ね 侍..^ しに、 あた. 9 の人屮 ける は、 其 人 は^に 

君の 御 事 をのみ 仰ら れ しか 共、 色 ごのみ のなら ひな 一 

れば、 みの、 國 へと 語りければ、 此男 さて は 命のう ち 一 

に 今一た び、 しらぎくの かたに み、 ゑん 事 有が たし 一 

と、 明 暮此事 をのみ、 思 入りえ のよ しあし を、 なに は ： 
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に 付けても、 かた，^ なぐさむ 友 もな し、 ひと h- 心 を つ 

くば 山、 しげき 淚の釉 の 露、 い つかわく まもな きま、 

に、 うわの S なる 心地して、 た^い つと なく あづまの 

かた を 詠つ、、 忍ぶ 心 も 今はゝ や、 色に 出 づる許 也、 

しかる 所に、 みづ から 召つ かいたる わら はに、 介の つ 

ぼね と 申せし は、 是は みやこに と いまりし が、 彼い に 

し へ 人の 有さ ま をつ く < ^と晃 侍り、 哀れに 思 ひて、 

かの 御 忘れ 給 はぬ か、 それほど たへ こがれ 玉 ふな 

らば、 文 給 はれ、 此 よし 申さん 事、 いと 安き 御 事な. 5 

と 申せし かば、 この 男お ろかなる こと をの 給 ふ もの 

かな、 流れ をた つるなら ひ、 た いかり そめの 契.^ なれ 

ば、 など かかくと いふべき と、 打な みだぐ みて、 きぬ 

引かつ ぎふし 給へば、 介の つぼね 申け る は、 かの しら 

菊の 御 かた、 みの 、國へ 御 下りの 時、 みづ から をめ し 

て 仰 侍りし は、 女の 身と いひながら、 ことに つたなげ 

なるな がれの 身に て 侍れば、 た- *• 一  す ぢの心 も 心な 

らす、 今 一 たび はとお も ふ 心 もよ しなく、 措の はから 

ひとて、 かやうな るぞゃ と， かきくどき 官ー ひし ぞゃ、 

其の 御 言 葉の すゑに、 もし 君 上り 給 はい、 我 は 忘る ま 

じ、 ことの 使 もあるなら ば、 いよ る まじと、 か 
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きく どき 御 かたり 候 ひし 也、 それ 程の 御 思なら ば、 た 

* た 文 を 給 はれと 申ければ、 さらばと て、 文 を ぞ給は .0 

ける、 さて 助の 局 は、 人の 思 ひ を やめん ため、 また 久 一 

しく あ ひみぬ 君に も あ ひ舉. o、 つれぐ の 御物 語 を 一 

も 申さん 事の うれし さよと、 大津 のうら にて 便船 こ 一 

ひ、 しなの うら は あがり、 急ぎみ のへ ぞ下. 0 ける、 す 一 

こした めら ひ、 さる 人 をた のみ、 出ぁひ侍..^しかば、 

みづ から あま. 0 のよ ろ - J ばし さに、 嬉しな きに 淚を 

ながし、 何とて 下， 0 給 ふと たづ ね 侍れば、 是々 のし だ 

いとて、 即ち 文 を さし 出し、 かば、 夢と， J そ覺 ゆれと 

て、 文 を 見 侍れば、 その 屮に 色々 のち， 9 つもりぬ る 言 

の 葉 を 書 給 ひて、 おくに かく、 

東路 のみの なる 花に ちぎる 共 

なれし 老木の かげな 忘れ そ 

と 此文を 見し より、 淚 にくれ ふたが り、 きぬ 引か つぎ 

臥まん びし を、 としあき つぐ A\ とみ 給 ひて、 いかな 一 

る人の^！！-を申來り侍るぞゃ、 伹し 父母の いかにも 成 * 

給 ふやらん、 何とて 我に つ 、み 給ふぞ や、 御 かたり も 

なければ、 いかさま 心のお く. i かく、 思 ひの へたても 

有ぬ ベ. P と、 あながちに 尋ね^れ しかば、 っゝ むと す 


れ どつ \まれ す， さて は是 もみな.、 た いさきの 世の ふ 

かき 契りの はて やらで、 あさまの たけに た. つけぶ. 9、 

たちわ づら へる 心ち して、 身 はい たづら にな. 0 ぬ 共 

と 思 ひ 定め 、顔に 紅葉 を 打ちら し、 面目 もな き 事 なれ 

共、 いにしへ みやこに て 契りし 人の かたよ. o、 文 下り 

て 侍る とて、 かの 文 をと り 出し、 かば、 男 まづ文 をみ 

ん とて、 いかる 氣色 もな：、 つく  < ^とまき か へ し卷 

かへ しみ 給 ひて、 案じ わ づらひ 給 ひける が、 何とか 思 

ひ 給 けん、 はらくな みだ をな がし、 思 ひ 切た る さま 

色に あら はれ、 よしや 今までの 契りなる べし、 流れ を 

たて 給 ふなら ひ、 何 かくる しく 候 ベ きとて、 かくなん 

行きて 見よ 都の 花の ちらぬ まに 

あづまの 卷は. とにもかくにも 

と IS て 乘物を こしら へ 、都 へ いそぎ をく， 9 ける、 あか 

ぬい もせの 川 水に、 身 はかし は 葉のう きふし に、 かく 

ほど 迄 は 有 ベ しと、 夢に もさら にお も ほえす、 ひね も 

そに てう あ ひせられ し 身な h, しかば、 そ れ を賴み に 

E-j ひつ 、、い かなる ともと は 思 ひしに、 男の、. ：} つよ ナ 

わ は、 一 一た び 悔いても かひな し、 のぼらで 叶 はぬ 身 也 

とて、 介の つぼねと 打 つれて、 类濃 國をぞ 立に ける.、 

¥1 人 比丘尼 上 KMnHMi ——   —— 


いくたび なみだ をな がし、 跡に と 5- まる 便 もな けれ ； 

ば、 程なく 五：！！ とい ふに は、 都の 宿へ ぞ上. 9 ける、 さ 

て 介の 局まい りて、 今 御上り と 申 侍. 0 しかば、 いかに I 

御悅び 有て、 我 を も 嘸 心 ざしの やさしき 者 かなと、 ほ 一 

うろぐ も あるべ しと 思 ひしに、 案に さう いして、 顯. 一 

のた まふ やう、 いと い 老木の 華の 色 さ へ おとろ へ て、 

昔に も 似ぬ 我す がた、 見えん 事 もはづ かし、、 其う へ ： 

あづまの あた 人の、 かほ どに 志 ましくて、 あかぬ 別 一 

わの あ. 5 つ る を、 思 ひしら でもい かなら む、 あづまの ：- 

花を殘 して、 都への 御 心 ざし は、 なかく 鳥なら ば ひ 

よく、 木なら ばれん りの 枝と は 思へ 共、 など か 逢 奉る 一 

べきと、 世 中の ぎり をお もんじ 給 ひて、 かく 御 かへ り ！ 

事の 侍. 0 しかば、 はぬ け 鳥の 立 わ づ ら ふ ご とく に て 一 

ぞ ありし、 此 おの こも、 しか は宣 ひつれ 共、 かねてよ 

りの 御した しみの 事 なれば、 むねの うづみ 火 消 やら 

で、 終に 此事 をのみ、 とや せんかく や あらんと、 思 ひ 

にあ こがれ、 やがて 又の 年、 戀の やま ふとな り、 終に 

空しく 成 給 ひけ" 、此 人の 常の 思 ひ を 聞 侍りし に、 中 

中 我 に 秋風 ふ. か ね 共、 嘸 々 わが 思の ご とく 、又^！^；：妻の 

入 もお^ ふらん と 、人の， つきめ を、 我 身のう へ に 思 ひ 


七 人， 比 尼 上 


"あて 侍； 0 と.、 常 々 か く 聞 侍 れば、 さて は 我が 身 も い か 

ならん、 うき 世 をよ そに ならさ かや、 このて がし はの 

1 一お もて、 みるよ しもな し、 た ^ひたすらに さま を か 

へ 、なき 人の ぼだい をと ぶら はんと 思 ひ、 かやう に 成 

て さ ふら ふと 語ければ、 年た けたる 尼 聞 給 ひて、 かや 

うに やさ しき 心、 三 人お な じく 侍る 事よ 、ぁづ -ミの 殿 

は、 低 中の なら ひな りせば、 此 都よりの 文な ど 昆給は 

ば、 けっくね たまし き、 い 出來、 邪 堅の つるぎをぬき、 

いよ/,^ あ ひ 念 ふ が、 るべ きに、 しかの みな や、 都の 

の 花の ちらぬ まと、 あわれみ 給 ふ 寧、 今の 世に は 侍ら 

じと 思 ふなり、 又 都の 人 は、 是 ぼと に 命 を 失 ひ 給 ふ ほ 

どの - 一となる に、 うき 人に あ ひもせ で、 人 を 恥ぎ. を 

思 ひ 給ふ箏 、よもお ろか 成 心に は 侍ら じ、 よの $ のの 人 

ならば、 よしなきに たは ぶれの 言葉の すゑに も、 御身 

はま だき 吾妻の 若木の 花に 心 有て、 老木の 花 を 見す 

つるか など 、 、よしなき 事 を. S. 共、 よも かほ どに 思 ひ 

きらん、 又 御身 も、 ながれ をた つるなら ひなれば、 又 

いかなる 人に なれ、 さながら かの 都の 人に は、 あだ を 

結びて 文 を賴て 上りし に、 いかに 御 心の 誓 ひ 給ふぞ 

や、 それ 程に ffis しめすならば、 あづまに もとまる ベ き 
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にと、 女のう たで さは、 ほの ふ をい * たき 上、 明 慕 うら 

むる とも、 よも かくは B.3 きら-じ、 百々 の 代々 にも まれ 

なる に、 御身 い かしこく、 是を ぼたいの 種と して、 出. 

家し 玉 ふ 事、 くり 返しく、 有が たく： そ 侍れ、 昔よ 

今にいた る 迄、 みな うき 事 を ゑ ん として 、後世の た 

ねと は 成 候 へ 、定めて 三 佛道淨 の、 さと b を ひらき 給 

はん 事 疑 ひ は 侍ら じ、  ■ . 

〇 左 京の 御臺  - 

さて 年 比、 三十 餘り 四十に かたぶき たる 尼、 みづ から 

も、 もとは 都 一條の ものなる が、 人界 のなら ひとて、 

ふうふの むす び 、あさか らす 侍.. > し に 、此の 男 年月 を 

ふるとい へ 牝ハ、 一 人の子の なき 事 を 歎き 侍りし、 しか 

は あれ ども、 みづ から はかつ て 其 心 もな く、 明暮 うき 

世の あだなる-一 と を 思 ひ、 後の世い か に と 歎き、 秋の 

夜の 長き も、 夜もすがら 無常の 心身に しみ、 かれ <^ 

すだく^||のこゑ<-^迄も、 我 身のう へに 思 ひ やられ： 

て 侍， 0 しかば、； W ，弗に もうで 、も、 あはれ 菩提心 もお 

こ， o、 うき 世の 世 わたり を、 おも ひ はなる 、身と なる 

事 を のみ、 祈り さ ふら ひしに、 世に ふるなら ひとて-、 

いとし もな く覺ぇ 侍れ ども、 ふうふの かたら ひ 成し 


ゆ へ に、 ひとりの 男子 を まふけ しが、 .此 子 常なら す、 

容顔び れいなる う へ 、心 もお となし く、 さかし きま ゝ 

に、 いたいけ なるこ ゑ をし、 父母に いだき 付、 おとな 

しゃかなる ことのは をのみ 申 侍りし かば、 もし 此子 

年 比に もなる ならば、 いかなる ものに もなる べき ほ 

どに 思 ひ 侍 ひけり、 みる 人 ごとに 玉 をの ベた， 9 とい 

ふ 共、 是 に は 及ば じと 申なら はし、 ぞ かし、 父 の い と 

をし み、 中々 申に 及ばす、 てう あ ひの あま. 0 に ノ四さ 

いと 申 冬の 暮に、 鶴と いふ 鳥 を、 父手づ から 切て、 く 

はせんと し 寺り しに、 折 ふしまない たの さきに 此子 

侍 .o て、 戲れ あそびし が、 はう ちゃうの つかぬ け、 お 

さない もの ゝ むねに がば とたち、 うしろ へ と をる、 此 

子いた く 驚き、 こ ゑ を わつ と 上げ、 父の いましめ かと 

思 ひ、 今よ，^ 後 は、 鳥な どに も 近づ くま じ、 あしき 事 

一 を もす まじ、 あ ひにく を も 申 まじ、 isC 仰の ま、 にな ふ 

一 父御と、 手 を 合せ こ ゑ を 上て 泣 入り つ る を、 はし h- あ 

一 つまり、 色々 命のと， J« まるよ そ ほ い 、都に て も 四方に 

聞え し ほ ど の 、名 醫師 を あつ め 侍れ 共、 なく 聲 も ほ そ 

くな り、 次第々々 によ は b  、あぶら 火の ほそくなる ご 

とく、 神 佛の祈 も 叶 はす、 終に あけの 曉、 ふたりの 手 


を 収.. ^、ねぶれる がごと くして おは.^ し 也、 か く 有 hN 

ければ、 ふうふ もろせ 7i 、きも 玉し ゐも きゑ はて ゝ、 

天に さけび 地に 欽き、 人め も はぢも 打す て、 まさしく 

狂人の 心に て 侍りし に、 父 は 暫く ためらい、 淚も なが 

さす、 みな 過去の 定ま リ たる ことに こそと、 みづ から 

にち から を そ へ なぐさめ、 物 を も官 一はす、 かいねぶ り 

たる やうに てお はせ しが、 我らす こし 立ち ま はり 侍 

るすき ま をみ て、 かの は うち やうに て 、自ま II せし ほ ど 

に、 こ はいかに と、 みづ から 手に 取 付き けれども、 か 

ねて より 田 3 定めし > ひなれば、 又 同じ やうに、 心 もとよ 

b うしろへ と をり 寺れば、 せんかた もな く 有し ほど 

に、 や、 日 をへ て、 みづ からが 行衞 などい ひ をき、 三 

日と いふ 夜半の 比、 終に むなしく 成りし 也、 あまりの 

うさに、 其 かたなに て 我 も 其に、 ； かたならぬ 思 ひに 

有 はてば やと 思 ひ 定めしに、 ある 人 來て宣 ふやう、 御 

みの 心お ろか 成 もの かな、 一 一人の 人 を たれ かとぶ ろ 

ふ ベ き、 それほどに 申 0 切り 給 ふ 身なら ば、 おも ひ 切る 

ベ き やう も 有な まし、 又 か の 人々 をす くひ 給 ふ ベ き 

やう も 有 り なん、 おなじ 枕な ど 思しめ すなら ば、/、 れ 

ぐれと まり 給へ かしと いさめられ、 それ はげに く 


 ^  A  ^  尼 上  

是も 道理の さす 所 也、， こうほうの 智識な ど 、申 は、 是 

ならん とて、 又 その 力に てもと  > り を 切り、 賀茂 川に 

おしながし、 猪の くまの 法 印 をた のみ、 出家し 侍りし 

也、 しか は あれ 共、 二人の 事の いまだ おもかげに 立ち 

そ ひ、 まどろむ 隙 もな く、 かの 男 かのお さない もの 、 

姿、 まみえ しゅ へ 、さて はさま を こそ か へ ぬれ、 心 は 

あいしう ふかきと 思 ひ、 色々 の修 行 を なし、 殊； 史 女人 

の 身に しあれば、 法華經 一 部よ み覺 え、 三資を 供養し 

奉り 侍りし 也、 と 0- されければ、 老いた る尼宣 ひける 

は、 是は まさに、 觀 昔の 三十 三 身に 身を顯 じて、 子と 

なり 妻と なり、 つると なり、 一 切の 衆生 をす くひ 給 ふ 

らめ、 法 華 經の心 を ひらき 見 侍れば、 じゃけんの 父 を 

すく はんため、 しゃう とくぶ にんと いふ 后と なり、 じ 

やう ざう， じ やう げんと いひし 二人の 子と 成、 十八へ 

ん を顯 し、 父 の わう をす くひ 入て、 めでた き佛 とな し 

給 ふな b  、此の 心 を 見 侍れば、 御身の 妻と なり子と な 

>  、鶴と なり 給 ふ も、 みな 菩薩の けだう の て だ て な ら 

す や、 あらたの もしゃ、 うら 山し うこ そ： ij^ れ とて、 皆 

々すいきし 給 ひけ. o、 

. 〇 花 かづら の 事 
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さて 四十 あまり に 成け る 尼、 みづ から も、 もとは 都の 

もの 也、 父 は 北面の 何が し、 の. 0 ゆきと 申 もの ゝ むす 

め、 はづ かしながら も、 花 かづ らと 申せし 女に て 侍. 0 

ける、 ことの ゑん あるに よ. 0 て、 遠 江國の 住人に 、お 

くの 山と 申、 武勇の ものと 契. 0 侍け. o、 此 人と 契. 0 そ 

めしより、 しせきの ま を も へ だてす、 一 時 も はなる 、 

事 もな し、 月 を そね み、 花 をね たむ 心ち のみに て、 互 

に 月 日の たつを も 分 まへ 侍らす、 明し くらし 侍 ひし 

に、 もの、 ふの なら ひなれば 、契り. し 君の つくしの た 

ん だいにな り 給 ひて、 旣に鎭 西へ 御 下り 有つ るが、 彼 

の 奥の 山 も 御供 也、 此事 聞く よ. 、人の 物い ひはんべ 

る も、 さながら よそに なり、 たが ひに 淚 にくれ ふたが 

.9 て、 いかな らんと 歡き 侍れ 共、 主君 を もちた るなら 

ひ、 叉 はもの、 ふの 妻 故と、 沙汰 せられん 事 を 恥ぢ、 

せんかた なく、 淚 ながら も 、みや： を 立 給 ひけ.^、  0 

な § ふなの きぬ < ^にも、 別れと なれば かなしきに、 

まして はる < ^遠き つくしの はての、 畏 たびなれば、 

いつ 歸 るべき =: もしら や、 しかも 又い くさに おもむ 

く 弓 取の、 命 を 露に たと ふれば、 風の たよりも 賴 まれ 

や、 又 我 身 も 明け くれ 思 ひに しづみ なば、 戀の やま ふ 


一. L 


と 成" ぬべ し、 しかあるなら ば 君 もろ i  (に、 定めな き 

うき 身、 いか  > と 思 ひつ 、、打ち つれ ゆかんと した へ 

共、 さながら 人め もい かならん と、 と いまり ゐ る こそ 

かなし けれ、 此人も 心 はさき へ 行き かねて、 思の 色の 

ますら をが、 はと ふ /、風の あき くれなら ね 共、 と いめ 

かねに し 旅の 《41、 なみ だ と 共 に 立 出て、 その 日 は 山^ 

まで こそ 下， 0 けれ、 何と 思 はれけ る やらん、 道 よ 人 

を か へ し、 國靜 かになる な. らば、 迎 ひの 人 を 上す ベ し 

と、 みづ から を なぐさめ 上せ 侍りし が、 其 後 は 風の 

便 もな きま 、 に 、明 暮心を つ くしが た、 ながめ が.， T に 

てく らしけ り、 さて 又のと しの 秋の 比、 常にめ しっか 

ひし、豐田の三郞と中ものを上せ侍..^し、みづ から心 

も 心なら す、 ま づ西國 の 有様 をい かにと たづね さ ふ 

らひ しかば 何事もなく 肥 前國ち かくと 申 所 給 はりて 

候し が、 いまだ 國 おさまり 侍らね 共、 御 事 をのみ おも 

ひ、 明 慕 ふかく 思し 召 候 へ ば、御むかひに上..^て候と 

て 、文 を ， ^ そ さし 出しけ， 5  、うれ しさ 限な く、 やがて 

豐田と つれて、 なら はぬ たびと は 申せ 共、 なれに し 人 

にあ はんため、 V ひのう ちの よみこば しさに、 6 ならす 

もい そがれて 、はやき 船 を た づ ねつ、、 急ぎ 筑紫 へ 下 
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りけ b ヽ廿 H あまりに 成し かば、 筑前國 ぎふと いふ 所 

にと い i^hs て、 まづ 事の やう を 聞 侍りし に、 宿の ある 

じ、 いかなる 御 かたに て 候 やらん、 此 程の いくさの や 

う を 御物 語 中て 、旅の つかれ ，^」 なぐ さ め 申 さ ん、 此比 

たびぐ の 合戦に、 か， みがた の大將 うちかたせ 給 ひ 

て、此s^は敵の人々、行方しらゃなり侍..^しゅへ、 ち 

かくに 城郭 を かまへ、 大將 はせ ぶり 山に 御 わた. 9 侍 

るが、 又 敵大： 束 を もよ ほし、 此四五 H 城郭 旣 にかな ひ 

がた く 候つ るに よ. o、 大將軍 は 五 千よ きに て、 きの ふ 

せぶ.^ 山の 御陣を 御た ちあって、 け ふ あすに 定めて 

矢 合 有べ しと 申 侍りければ、 みづ から はいかなる 事 

やらん と、 胸 ひし  -と打 さはぎ け b  、ま づ豊田 を つ 

か はして、 是 まで 下りた る 由 を 申 をく りけ る、^ その 

のち 三：：： と 申す 慕 ほどに 、豊 £ 色 をち がい、 五 ゐんも 

か はり 、此文 御らん 侍れ， 0 ば か に て 、淚 に む せ び て 

物 を もい はや、 e- ベ き やうな しとて 泣ゐ た，^、 みづ か 

ら 餘，^ のお ぼっかな さに、 文 を みん とせし に、 又 かど 

の 外 あらけ なくさ はぎ 侍りし かば、 いかにと 驚きた 

ち 出 みれば、 乘物 一 つかき、 た. 9、 あま， 9 の ふしん， さ 

に はしょ.^  、す： U れ を 上げ 見 侍 れば、 穴， - しきしが い を 
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入れて ぞ^" ける、 は 夢 かう つ、 か、 かくはる - 

下りぬ る も、 一 たび は 見えん 箏 のうれ しさに、 うき 旅 

衣よ そに して、 下りし 事の かひ もな く、 情なき 御 事 か 

なと、 その ま、 死が い に いだき 付、 うらみて はなき、 

泣て は うらみ 、A め も は；. C. も 思 ひす ふ」 、かきくどきて 

死が いも はなさ いりければ、 宿の あるじ、 先 その ごと 

. 、 御 歎き 有て もせん なしと て、 我に とり 付、 死が い を 

もぎ はなして 寺り し 也、 此時 田な く/ \申 侍りけ 

る は、 きの ふの 慕 ほどに まい，^ 付、 御文 を 上 侍り けれ 

ば、 御悅び 中々 なの め ならす ましくて 、殿の 給 ふや 

うは、 あすの 卯の 刻に、 いくさば へ 出る 也、 みやこよ 

-り の 御 下 返々 嬉し くこ そ 侍れ 、 く はしく は 此の 文 

にと 仰せり しか 共、 御 陣の事 を もき かま ほし かりつ 

る ほ ど に 、暫ら く 道留 し 侍れ ば 、陣中 ことのほか？ は 

ぎ 候 ひしゅへ、 むね 打 さは ぎ 聞 耳た て 侍..^ し に 、敵 御 

陣 へ かけ 入た， り、 用意 あ ひやと よば、.^ ける、 け ふの 

矢 合 は、 御 敵 一 一 萬 餘騎、 三 手に つく， 0 て をし よす る、 

味方 はわ づ かに 五 千よ き、 是も三 手に 作りた、 か は 

わけ o、 辰の 時より はじま わて、 申の 時までの た、 か 

ひ 也、 おやうた る ゝを子 もしら す、 子うた る ゝも 親し 
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らす、 入 か へ/^ た、 かひし に、 ちかく は ひろしと い 

へど も、 人 i=T めしが いに 所 もな く み えしな り、 是迄は 

奥の 山 殿 も、 度々 の 太刀う ちに、 さして ふか 手 はおい 

給 はや、 ： 人 かけぬけて、 大勢の 中へ わり 人 給へば、 

大將軍 仰 有け る は、 あたらし きもの 、 ふ 也、 あれうた 

すなとの たま へ ば、 五 百 除騎， 、つばみ を そろ へて、 大 

勢の 中へ かけ 入ば、 敵む らくばつ となり、 二方へ 引 

し. 0 ぞ きしに 、味方 一 所に 打よ， りて、 軍 ひやう；？ やう 

有け るに、 さておく の 山 殿 はみ え 給 は ぬが、 いかにと 

沙汰 有け.^、 かたはらよ りさ ぶら ひ 一 人出て 、奥山 殿 

こそ 松？ i が おと、 と、 くみ 給 ふと は 見 侍れ 北 ハ、 あまた 

の猛 勢に をし へだてられて、 行く かたしら すと かた 

侍.^ ければ、 さて/^ せん もな き 事 かな、 御 最後の 

せんど も、 みぬ 事の ロ惜 さよと 思 ひ、 其 ま、 走 出、 ま 

つらが 陣へ ぞ 急ぎけ る、 然る 所に 案に もた が はす、 奥 

山 殿の 1 ^衣と みえて、 松 浦が 陣所 にあ， - しかば、 大ぉ 

ん 上げて 「いかに ベ き 事の 候、 是は 奥の 山が 內、 豊 

ml と .5. 者 に て 候、 奥山 殿の 御 を 承り 侍れ ば 、是ま で 

參り て 候と 案. 2： 申 けれ ば 、い かなる.， 《 のぞ、 おくの 山 

どの こそ、 是に 御 入 候 へ と 、申されければ、 さて はい 


まだ い きて い i,6 せば こそ， あ ふべ きょし 识せ あ ，9 け 

め、 あら 悅 ばしゃと 思 ひ、 急ぎ あ ひ舉り 侍れば、 いた 

はしゃ、 おも ふに かひな ぐ、 大事の 御手に てまし ませ 

ば、 御 枕に 立より、 いかにく と 申せ 共、 さらに 物 を 

もの 給 はす、 くるしげ に 我 を 見 あげ 給 ふ ほどに、 など 

か 御よ は..^ きる ぞゃ、 豊田 にて 候、 御 心 をつ よぐ 御 も 

ち、 一 たび 都の かたに も 御 晃參 候へ と ゆければ、 此時 

くるし き 御 息 つぎに て、 人の 命 はしらぬ もの かな、 か 

く 定めな きうき 身と て、 はる <(, ^都へ 御身 を 上せし 

事の 口 をし さよ、 うき 人に かやう にう きめ をみ る 

事、 何よ. 0 口 をし けれ、 ふかでと はお もへ 共、 もし 二 

H 三： n も存 へ ば、 いよ/、 思 ひ はます か いみ、 みるめ 

もさら に は-つ かしければ、 急ぎ 首 をば 討 給 へ とて、 く 

るし げに宣 ひければ、 人手に はと 思 ひし ほどに、！^ 浦 

殿に ことうけ し、 某 御 首 を 討 侍， C- し 也と、 いふよ. 0 そ 

のま 、涙に むせび 候 ひし 也、 さて 此 御文 を 見 侍 りし 

に、 いた はしゃ 末 しら 雪の 消えぬ ベ き、 JJ を もしらぬ 

身な. し を、 四 五：！： の 中には、 かなら す- 見 參と書 

とめ、 返々 とか、 れ たる、 文の こと 葉の むなしくて、 

書 をく 文の 數計、 み る に も淚 まくに も淚、 是は た レ夢 


ならん とのみ か- - ちけ る、 さてし も 有べ きに あ.. らす. 

とて、 煙に なして みづ から は、 もと い..： >  を 切.： >  、此十 

七ケ 年が あいだ、 かやう に諸國 をめ ぐり 侍る と 語 b 

ければ、 老 たる 尼 仰け る trli に佛 のち かひ. にて、 女 

人 は 五し やう 三し うの きづ なと て、 おそろしき 惡業 

ふかき 身 也し かば、 眞 如の EJ 晴れが たく、 無明の 闇に 

まよ ひ、 生死の ぢ やう" 佟を家 I」 して、 一 一十 五 宇 を 車の 

輪の ごとく、 くる ^1 0 まよ ひ、 佛法惯 の 三ぼう、 

みちみ てりと い へ ども、 ゑに か いて も、 しう がくす る 

わざ もな く、 必ゃ あびの ほの をに むせび、 しぼむべき 

身 也し を、 すくい 給 はん、 佛の 御て だてな，^ ける にこ 

そ 、妻 となり 給 ひて、 其よ そお ひ をし めし、 御身 を す 

くひ 給 ふらめ、 あ ひか まへ てく、 出家の 人、 たう ま 

ちく い の ごと/、 多し と は 申せ 共、 逍心 ふ か き 人 は 、ま 

れ にて 侍る なれば 、是を 菩提 の 稀と して 、七 世の 父母 

も佛 とな.^、 きう ぞく 天に 生す る 事、 うたが ひなかる 

べしと、皆隨喜し淚をながし侍，0け.^>、 

七 人び くに 丄 終 
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七 人び くに 中 ；名 さんげ 物語 


〇 兵 部の 御 かたの 事 

さて 四十に あま. り、 五十に かたぶき たる 尼、 打ち わ 

ら ひて 申されけ る は、 みづ から は、 もと 宇治の 里に、 

しる 事 ありし ものに て 侍るな り、 みづ から は、 別し 

て さんげ 5- さん 事 もな く 、世 を う らみ 、人 を かこつ わ 

ざ も あ らす、 め ん の 御物 語 の ご とく、 思 ひなげ き 

の 道 もな し、 唯 つら/^ 世 問の あ.. r- さま をみ るに、 盛 

なる 花 も 風に はもろ くちり、 千里の かげ も かく やと 

詠せ し 月影 も、 曉の 雲に かくれ、 いかなる 王位、 世の 

ほまれと りたる 人 も、 た  >  一 時の、 夢の たは むれと な 

.9、 まづ しきもうと きも、 tj い まる 事の なき は、 みな 

世 中の なら ひ、 きの ふ 生れし みどり 子、 け ふ はなき 身 

となり、 よろこび いは ひ 侍る その 日の 暮 がた、 はや 歎 

きかな しむ 事の みまな こに さへ ぎ， o、 目の まへ に 侍 

れ北 r おど 〈かぬ 事の むざん さよ、 か 、る あだなる 身 

を もって、 われと いふ ベ き 身なら ぬに、 我 を そしる も 

の をば ねたみ、 我に したが ふ もの をば ゑみ を ふくみ、 


百 八十. 一 ハ 

一切の 御 をし へに、 自他の へ だてな しと、 つねぐ 聞 

侍れ 共、 善惡 のじ や うぢう をた ち、 こと <^  くりん ゑ 

のまよ ひとなれり、 此ゅ へ に來 世に は、 十 王の さんだ 

ん にあ づ かり、 せう ねつ、 大せ うねつ、 けうく わん、 大 

けうく はん 等の、 地獄 をす みかと して、 出る 期さら に 

なし、 うた、 にむ けんのお ろかなる 事 は、 かいこの. ま 

§ を 作り、 つ ゐには をの が 身 を や /、 に異ら や、 はかな 

か， 0 ける 人界 かな、 一 たび 人身 をう くる こと は、 一 眼 

のかめ の、 うき 木の. K にあ ふよ.^ も かたし、 たと ひ 人 

界に 生れても、 佛法 にあ ひ 舉る寧 かたし、 たと ひ佛法 

にあ ふとい へど も 、大乗に あ ひたて まつる 事 かたし、 

身 は あだし 野の 露 ふかみ、 風 吹ぬ まの 賴 な.^ と、 思 ひ 

よりて 一 度 出家 を とげ、 生死の/、 りん をお ど， 9 出で、 

彼- にっき 舉ら むと 思 ひ 入、 夫婦 あ ひよくの きづな 

を、 はらく と 切す て、 父^ 諸： j=i ハに 後世 菩提 を、 いの 

らんと おも ひ 侍.^ し 也、 

流轉 三界 中 恩愛 不能 斷 

棄恩 入無爲 眞實 報恩 者 

とい ふ 文に まかせ、 夫に いとま を こ ひ±り け れば、 ゆ 

る す 事な か り し 也、 あま b の： 心 う さに、 今 はた  >  いか 
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にもして、 うとまる ゝ はかりごと をめ ぐらして と、 田 5 

ひ 候 ひし ま、 に、 變を もけ づら す、 顏を もの ご はす、 

は を もくろめす、 手足の 爪な ど を も、 切， 0 も あけす、 

みるもう たでく、 かたま ゆ、 い^ J \f :> きさま をのみ し 侍 

b しかば、 神佛に まふで、 も、 此事 をのみ いの b さ ふ 

ら い しな り、 あるときに し 山 東 山、 京洛 中の 、あ さ ま 

し き 乞食 を 見 侍 れば、 をし からぬ 命 を たすけ ん とて、 

往來の 人に 物 を こ ひ、 こ ゑ < ^によば、 るふせ い、 な 

る 神の ごとく也、ぁるひはぃざ.^>、 或は 目見えす、 或 

は 顔の 三 病なる も あ. 、或は こもとい ふ 物 を、 むねに 

あ て 侍る あ  >  り 、是れ はさて、 いかなる 過去の むく ひに 

て 侍る ぞ と、 ちしき に とひ 侍れば、 HI 楽經 の ひ を み れ 

ば、 みな- 〕 と <.\ 'く、 ゐんぐ われき せん 也、 ひんぐ う 

乞食の 飢ゑ たる もの は、 さきの 世に てん- i 物 を あた 

へす、 財寶に 常住の ひ をな し、 佛 法に ゑん を むす ば 

ざ るむ くひ 也、 肓目啞 な ん どの やから は、 さきの 世に 

て、めをくらませしゎぅゎくの心な，^^ 、耳の きこ へ ざ 

るた ぐ ひ は、 經論說 法と い へ 共、 世界の いとなみ のみ 

にて、 ； 時 片時 も 隙 をお しみ、 月見 花見. の あ ひのみ を 

ば、 物う からす、！ 期 ぐらせ しむく ひ 也、 かくの ごと 


き 人 は、 まんごうの しやう にも、 うかみ がた し、 

欲 知 過去 因 見 其 現在 果 

欲 知未來 * 見 其 現在 因 

との 御 法、 ま- 】 とに/,^、 たなご 、ろの うちにみ る ご 

とくにて 侍る、 かくの ごとく、 つく < ^思 ひて、 明暮 

いかにもして、 男の 心 もな をり、 いとまた び 給へ かし 

と 思 ひ 侍り けれ 北 r 其 心な か. ^けり、 或 時 は、 たと ひ 

ゆ るす 事な きなら ば、 もと  >- り を 切す て 、枕 もとにな 

げ をき、 いかなる 寺へ も、 はしりい らんと 思 ひし かど 

も、 けつ/、、 忍 ひも よらぬ てら はやしへ、 うらめしき 

さまたげ など、、 思 ひわ づら ひて 有つ るが、 あまりの 

心づ よ き 男な り とて 、先 北 野 へま ふで、 、後世の 道 を 

いのり、 男の 邪慳 を ひるが へした まへ ときせ いし 侍 

、り、 下向の 折 ふし、 道の そばなる 草 村の 中に、 された 

るかう ベ の あ.^ つる を、 つく  ^とみる に、 始て 驚く 

べきに は あらね 共、 目 もぬけ、 はも 所々 にて、 さなが 

ら、 おとこ 女の、 かたち もみえ す 侍りければ、 

皮に こそお とこ 女の いろ も あれ 

骨に はか はる 人 かた もな し 

と は 唯是れ ならん、 さていつ の H" のい つの 時、 みづか 一 
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らも かくな らん、 東の 山の端に 日 も 入り、 天 は 地に 

落 侍る ためし もし 有 共、 など かされた るかう ベと な 

ら ざらん と 思 ひて、 此 され かう ベ をた もとに 入れ、 わ 

が やに 歸， り、 其 夜お とこの 臥た る、 まくらの もとに 置 

侍りし 也、 暫 有て ねざめの むつごとに、 男の 手 をと. 9 

て、： M の もとに 置きた る かう ベ を さぐらす るに、 こ は 

いかにと、 さはぎ おの、 き 侍， 9 つる 時、 あ まり に 驚き 

給 ひそと て、 又 手 をと b てみ づ からが かほ を、 よくよ 

くさ ぐらせ て いふ や う、 いづれ か ちが ひたる ぞゃ、 

たと へば、 きぬ は h- たると、 きぬ はらぬ とのち がいな 

b  、ゆめく、 我に 執心し 給 ふこと なかれ、 いかに ふ 

う ふに そ ひぬ ると て、 いくほど もな き 契 b なり、 又 一 1 

世と はかね たれ ども、 われ 人、 過去の ごう ゐんに ひか 

れ、 きゃくしゃ うそぐ はう と 申す 事 使れば、 など か东 

世の みちひと しく、 同じ 逮- とな さ ふら ふべき、 あ ひ 

べつ. 9  くのこと は. 9、 ゑし やおやう. 0 のなら ひの 御 

事 なれば、 君 も 菩提心 をお こし 給へ、 妙智 大師 は、 し 

よくしよ ゐん とんよ くい ほんと 释し、 なんざん は、 四 

百 四 病 は、 しゅくじ きを もって 根本と し、 生死の 流 g: 

は、 女人 を もって 其 源. V すと 宣 へり、 とかく 御身. も、 
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此 たびう かみ 出 給 はや は、 いつう かみ 給 ふべき や、 さ 

あらす ば、 御み はいかなる 人に も なれ 給 ひ、 みづ から 

がごと く、 うる はしく あ ひし、 わがた めの け ごのち し 

きとな. 9 給 は  >  、かみ そ. 9 こぼし、 うき 世 をす て、 こ 

つじき すたの 身と なり ノ$ を しづ め 寺々 山々、 思 ひの 

ま、 に まふで、、 一 大事 を 思 ひ 入たら ば、 何事 かお も 

ひはんべ らんと、 手に と..^ 付き、 終夜 あながちに かこ 

ち、 しゃく. .0 も あへ す、 淚 ながらに、 くどき こと はり 

侍れば、 此の 時お とこ 申されけ る は、 我 も 岩 木なら ね 

ば、 など か此年 比の ふるま ひ を 見 侍らな まし、 いかに 

女の 身と して、 一 たんの 菩提心お こる とも、 終に はや 

がて ことの 緣 によ， 9 て、 さめ 侍る べし、 こ 、に 物： 错の 

ある を かたって 聞せ 申べ し、 此の 比み や こに て、 世に 

さかへ 、御身と わら はが ごとく、 ふうふめ でた かりし 

を、 その おとこ、 何とか 思 はれ けん、 浮世の あだなる 

こと を明暮 歎き、 後 做の いとなみ をのみ、 ふかく 思 ひ 

入、 たび/^ 女に いとま を こ ひ、 終に はもと， 切 わ 

侍. 0 け. o.、 あま， C '道、 ひふか 、りし ま ゝ、 一 切の； fj- - ( 

を くら はじ、 五 こくと い へ る は、 すきく わの さきに か 

か りし、 むしけら を つ き ゝ りて、 斯て い でべ る 五 こく 


也、 しからば ゆいて は、 殺生に も 成ぬべし、 又は ゑん 

ばいの あいみと な..^ なば、 くふうの さは，.^ 共 成ぬ ベ 

し、 しかの みならす、 なんざん 大師 は、 一 飯の よね は、 

また あぶら 1 はいの、 身 苦に よるとの たまへ り、 かく 

の ごときの、 もろ/ \» の わざなる 五 こく を じきし、 い 

た， つらにくら さんよ. 0 は、 た 5 'もくじき をと 思 ひ 入 

, ^、木の み、 かやの みば かりにて、 月日 を 送られ けれ 

ばよ にもて なし 侍る 事、 なのめ に 過た b  、後に は 木 食 

の 御 房と も、 又は もく あみだ 弗と も 申け る、 しか 寺る 

ゆ へに、 此事 天下に かくれな く あ， 9 つるが、 何とかし 

つらん、 心 もよ はり、 年老ぬ るに したが ひて やらん、 

木 <矽 もけ だいがち にぞ なり 侍 h- し 時、 此 木阿彌 に、 も 

となれ にし 妻 間て、 誠に 末世の 佛 にて 侍る 物 をと 思 

ひ、 此御房 を 折々 每に とぶら ひ、 こまやかに、 次第 次 

第に たびかさなりて、 時々 ふることの つれ ^を も 

かたり、 そで をし ぼ， 0 しが、 あま， りの したしみ ふかく 

なる ま、 に、 過去 しゅくじ うの、 いまだ はれ やらぬ に 

て、 終に はもろ/,^ 見に くしな どゝ 沙汰せ しこと あ 

ら はれて、 こ、 にふう ふの かたら ひ、 二た び あ しか 

ば、 人々 あざけ，.； >、 京洛 中の 物 ざた にて 侍. o、 た  > も 
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との もく あみと は、 2ぉ より 中なら は せし ぞ か し、 是の 

みならす、 世 巾の 有锬 をみ るに、 人々 あまた 道心お ， J 

し、 はじめの 程 は、 誠に 木 食 草 衣 三 衣 一 鉢の 姿に て、 

生身の らかんと も、 いふべき、々 侍れば、 後々 に は、 

けさ 衣 も なげ をき、 當 世の はや. 0 歌、 ちご：；：； 9 衆 を あつ 

め、 佛經 しゃ うげ う をば、 ほこ. 5 に うづみ、 酉 さか も 

b の 人 あまた 侍りつ る も あ hs、 又は 一 向に ざいぞく 

とな. 0  、 うき 世 中の 笑 草、： やし 入道な ど、、 沙汰せ 

られし 人 多く 侍れば、 御身に はなる ゝ のみの 哀しみ 

にあら す、 しかしながら、 女の 身に て、 一 たんの 人の 

し め し を 聞き 、 あ さ /.^ と 思 ひ 立 給 ふ 共、 智惠 よ. 9 お 

こらぬ 道心 なれば、 ふ つに とつぐ まじと おも ひ、 立 か 

へ..^ て は、 御身 の爲な れば、 いかに も 思 ひ 切. 9 侍ら ぬ 

也、 ある もんに、^、 ひは大 石の ごとく、 おこしに くう 

して 捨 やすしと いへ り、 なまじる なる isff- をお ぼし 立 

て、 肚の わら ひ 草と なり 侍らん よ 、たと へ ざいぞく 

の 身なり 共、 其 ほどつ よく まし まさば、 五戒の 望 を も 

なし、 堂塔の まふで おこたらす、 ふうふう ちつれ、 後 

世 菩提 をね がふな らば 、則 現世 あん をん 、後生 善 所な 

るべ し、 いかで か 出家に はおと b 候べ き、 ひしと 思 ひ 

： ：  _  P 八 4- 九 
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とま. o 給 へ 、其う へ 菩薩の かいは、 みな 在家のう へ と. 

みえたり、 ぼん まう 經の 心是 也、 一代の き やう ^^^ゝ 

あながちに 出家に かぎるべし や、 御 心 を ひるが へし 

^ へ と 申されければ、 御 こと は..^ を 重ねて 巾 は、 女の 

身に しはづ かしく 侍れ 共、 年來 のな じみの 御 あはれ 

みに、 よの 屮の わら ひ 草、 も/、 阿彌の 御物 語、 何よ..^ 

かたじけなく こそ 侍れ、 去ながら、 たと ひ 道心 さめ 侍 

る 北ハ、 き やう も うの 菩提心、 など か くち し さぶ らふべ 

き、 ある 經 文と かやに、 一 n 一夜の 出家の くどく は、 

一 一十一 EC 劫 地獄に 落す と、 とかせ 給 ふと 承..^ 侍るな， 9、 

しか あれば、 など かけち ゑん 空しく 侍るべき、 たと ひ 

又、 もとの まゝの つぎはし なり 共、 思 ひたちた る 事な 

れば、 よし ゆるし 給へ、 末のと をらざる 迄 も、 望に て 

こそ 侍れ、 〈のう へ 、年 わかしとの 御 事に て はんべ れ 

X  ごろ はつ ゝ み お へ ども、. 4r は はや かたり さ ふら 

ふべ し、 是 みたまへ とて、 氷の ごとくに するどなる、 

叙 を まもり 袋よ.^、 そろ.^ とぬ き 出して、 もしみ づ か 

ら M とな b て 後、 よしなきた はぶれ をのみ、 わ かき 人 

の 申すならば、 是に て 6 もと を うらみ 侍る ベ きがた 

めに、 つね <\ 'こらへ 侍る 也、 こ ひ 願 はく は、 みづか 
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らも 思 ひ 立た る ことなれば、 よし/ \» 御 ゆるし 侍ら 

へと、 又々 くどきければ、 しばし は 物 をも宣 はや、 案 

じ わ づらひ 給 ひしが、 げ に/,^ こと はり も 聞え 侍. 9 

ける ぞゃ、 我 は 男の 身 なれ ども、 女の 心に はおと. 9 候 

也、 誠に 人？ i の 有さ ま、 ばせ をの 風に やぶれ やすく、 

水の あはの ごとく 成 身 を、 常の 思 ひ をな し、 い つ 迄 か 

そひ舉 るべ き、 

おも ひきる 心の きわの なき 人 は 

生死の きづな きり ぞゎづ らふ 

とい ふ 歌を淚 ながら ひき 玉 ひて、 手づ から もとい， 9 

を 切、 みづ からが ひざ に をき、 財寶 にも かま はす、 そ 

のま、 其 曉出給 ひて、 っゐ に行衞 しらす、 京に もや ま 

し/^ けん、 みづ がらお も ひの ま、 の 嬉し さに、 君 

出に し 跡に 又髮 そ，^ こぼし、 諸 園 をめ ぐり 侍る とか 一 

た，.^ければ、とし比の比丘尼、 是れを 聞 給 ひて、 是こ 

そ 誠の 出家に こそ 侍れ、 誰し もうき 事に こ.. ^ はて、 の 

がれが たきに は、 出. ：！^ 通 世の 人 あまた 侍る が、 思 ひ 歎. 

きの 道 もな し、 うらみ かこつべ き 人 もな く、 殊； 史 ふう 一 

のし に しみ 、よに- .1 とに、 さながら 偕老の ちぎ， りな - 

る を、 思 ひ はなる ゝ のみなら や、 男 の 心した が は ざ. 9  „ 
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し を、 色 々 の 御 は か り ご と を め ぐ らし 給 ひて 、御身 の 

う へ のみなら す、 おとこの 法 心まで もす、 め 給 ふ 事、 

今の 世に は 有が たく- -そ 侍れ、 てんねん のみろ，、 も 

なく、 じねんの しゃか もな しと、 五 だい ゐん はの 給 へ 

,0、 誰し も かく， .-ュ ヽ 思 ひ はなる ベ きものな. 0 とて、 

みなく も、 有が たか. りけ る 御 事 かなと て、 手 を あは 

せ 、p ^喜し ま. 0 け， 0  、 

〇 きく 井 殿御 臺 

さて 老 たる あま、 御物が た.^ 侍. 0 ける は、 かた < ^の 

古 へ の 御 事う け 給 は "て、 みづか ら 申さ ねば、 す、 め 

たるし るし もな し、 恥 かしながら、 ふしぎの ありさま 

を御物1^51申べし、 わら は \ もとは、 阿波 國の 者に て 

はんべ る 也、 年 比に もな りし かば、 きく 井の 右近と 申 

者と 契り を- -め候 ひしに、 このお とこ、 ことの 子細 有 

て 都へ 上り 侍 h- つるが、 是を待 かね、 明 慕 はた くみ 

や このかた をう もな がめ、 みやこの かたは いづ こぞ 

と、 人に もと ひ、 めしつか ひし もの を あつめて、 よも 

すがらの さ、 め ごとに も、 よの 物が た hN もさ ふら は 

や、 この isl. をのみ かた. 9 出し、 思 ひに むせび て、 戀こ 

がれ 侍 しに、 おとこ 三と. せ ほど あ b て 下. 0 けり、 あ 
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ま，.^ のうれ しさに、 人め をもう ちす て， かどの 外に 出 一 

て、 おそく 御 下り と 申 侍..^ しかば、 この 男よ しと も 思 一； 

はぬ 氣色 にて、 屮々 とば かりい ひ 侍りけ"、 あ， つ 思 ひ 

よらす の、 すがた やと は 思 ひし か 共、 京よ リ 何と ぞ、 ：； 一 

> ひ にも そまざる 事に て やらん と、 覺束 なく、  一 一三 ケ EJ 

も 侍りけ り、 しかると ころに、 風の ふ/、 やう-にさた あ 

h- つる は、 きく 井 殿 は 京より いと 花やかなる 女 をつ 

れ てまし ませし が、 とし も わかく、 物い ひも さすが 都 

の 人 なれば、 夙 流 やさしく、 春の かせに 柳の なびく ご 

とくなる 女房に て、 御 はから ひの さとに おき 給 ふと 

申け り、 さて は 思 ひ あた..^ たる ialf. 有、 みづ から 門へ 出 . 

でつ る 時の 色き、 げに < ^誠にて 有け. o、 此^ もし 定 

ま， 0 侍りな ば、 かの 女 を m ^ひの ま、 にせむ ベ し、 はる 

かの 都の もの なれば、 たれ かたう どの^も ある まじ、 

ましてみ づ からが 一 門 は 多し、 定めて よその みるめ 

も、 わら はが こそい と をし けれなん ど 中 ベければ、 

この 女 さいなみ、 末代の 女の、 人のお つと をと..^ たる 

手本に、 引き さき 侍るべし と、 おも ひさ だめし が、 ま 一 

た. あんやる やう は、 いや/^ おっとの 心 は、 たくみ ふ ， 

かきものな.^、 そのう へみ づか らも、 三十に かたぶき 

百 A ナ  一  . ^ 
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でる 身に て はんべ れぱ、 ゆく すゑの 賴も いくとし も 

なし、 世の 巾の あるなら ひなれば、 わが 身 をべ ちに う 

とむ  >  ひさへ なきなら ば、 よし/ \. 'ともかくもと 田-あ ひ 

て、 ひと. ^ねの 枕 も 涙に ぬれ、 曉 のかね ももの さびし 

く、  を をく り 侍， しが、 ある 時 この 男， 打し ほれ 

,E 'ける は、 今 は 何 を か つ 、み 候べ き、 京よ >5 ふしぎの 

者 を 伴な ひ 下りけ るが、 今更 はる とかへ すに も 

あらす、 御 はら 立 はむ やくに て 侍る、 御身に はか へ 奉 

る まじ、 返々 うらみ を 結び 給 ふま じと 申ければ、 みづ 

から も、 かれが いひ やう、 さすがな りと 思 ひ、 世 巾の 

なら ひ、 IF かくる しう 侍る ベ き、 都の 人 ひと， 9 にも か 

ぎる まじ、 あまた もなら ベ 給 ふこ そ、 おの こ いのなら 

ひに て さ ふらへ と、 ゆ、 しげに 申ければ、 うれしく こ 

そ 侍れ、 さすが 名 ある 人す ぢ にて 侍る とて、 おとこ も 

兗し 也、 かくて 月： n を 送りければ、 此 おとこい ひし 言 

紫の 末 もな く、 かの 女に したしみ 日々 にか さなり て、 

我 を そば め 、何事 を い ひ 侍れ 共、 うらめ しき 心に な， 9 

け h. 、みづ から も、 はじめの ほど は、 人め を 思 ひ、 身の 

行く すゑ を 思 ひつら ねて、 よし (, 我 だに それと て、 

そだつるなら ぶと ひ ける が、 あま リの淸 なき 男の 
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> ひかな と、 色に はみ えすな がら、 心のう ちのうら み、 

なのめ ならす 侍..^ しゅ へ 、夜 を かさね s を そ へ て、 此 

事 思 ひしゅへ やらん、 うしろに おもしろき 物 出來侍 

りけ る を、 よく/^ さぐらせて 見 侍べ れば、 うろこな 

ん どの やうなる ものな， 、あら あさましと 思 ひて、 ヌ 

ある 時 鏡に，： 1： ひ 見 侍れば、 髮も よれ あ ひ、 H: のうちに 

光 出來、 口 も ひろ く  f - かも ひたいに は、 角と もい ふべ 

き やうに、 一 一 つ ふくれあがりければ、 今まで は 人のう 

へ 、 む か し 物語の やうに 聞 侍.^ しに、 今 は、 や、 次第 

次第に 身 も くるしう、 一身 はくわ ゑんの 如く 成し か 

ば、 是を みる 人お そろし うお も ひて、 後々 はめし つか 

ひし 者、 みなさ. 0 はんべ .0 ければ、 さて は 世の 人 も は 

やしり ぬるよ と 思 ひて、 大息つ き、 常 はなが めが ちに 

て、 H 日 を 送 侍 b し 也、 しか はめれ 共、 つね < ^つか 

ひし 女房、 た い 一 人時々 打 そ ひ 侍，. > け るに、 ある 時 あ 

んぎ やの 僧き たりて、 ろ さい 有け るに、 此 女房 かの 僧 

に 申け る は、 是の御 かた ものね たみの ゆへ にて、 かや 

うの 姿に て 寺れば、 御.^ やくに、 ゑ は つ を さ づけ させ 

給へ かしと 申ければ、 しさいな しと ぞ仰 ける、 其 時み 

づ いらに 申 やう、 此， -そ有 がた き 人に て； る、 御け 


ちゑん 有べ しと 申せし かば、 みづ から 大きにい か. 9、 

思 ひ よらぬ 事 かな、 そうじて 今よ.. >  は 、佛共 法 共 き か 

じ、 た いわら はが 常に 願 ふ 所 は、 此のす みか を大 池と 

なし、 くろ 雲 をた なびかし、 ぐれん 大 ぐれんの ほの を 

を 出し、 にぐ き 女と おっと を 引 さき、 唯 一 のみに する 

ならば、 何の 思 ひか 殘る ベ き、 かくの ごとくな るより 

して こそ、 諸共に 三惡道 をす みかと して、 生々 世々 の 

間 さいなみ、 大敵と なる ベ き 事 をのみ 思 ふ 也と て、 

大ごゑ 上て、 いかりい な \ りければ、 その - } ゑ 出 々谷 

谷に 響き、 大地 も ふる ひさけ 侍れば、 此 女房、 大に肝 

をけ し あきれはて 、侍..^ ける、 其 時み づ から 申し は、 

諸國 をめ ぐ..^ 給 ふ 僧なら ば、 何事 も 御明ら め 候へ し、 

げん 參 せんと 申ければ、 この $E 何事の 侍る ぞ やと 申 

されし に、 みづ から 申 候し は、 はづ かしき 姿に て、 は 

づ かしき 御 事 をと ひ 侍れ 共、 さても にくき もの 、、わ 

が 思 ひの ま、 にな 侍らぬ を、 ころしぬ る やう や あ 

らん、 をし へて たべ と 云ければ、 この IE、 それ こそ 安 

き 事に て 侍る， i 申されければ、 なのめ ならす、 うれし 

く 思 ひて、 みづ から 申 やう、 年 比ね たまし きものなん 

侍， 5、 よるひるの 事 は 申に 及ばす、 ぬるま もな く、 ほ 
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の ほ をいだ き 侍れば、 よる 三度 晝 三度、 一 身よ， 0 くわ 

ゑん を 出す かと 覺ぇ 侍る 也、 さある ゆ へ に 是み給 へ 、 

此だ きおけ になん、 水 を 入て いだき 付 侍れば、 や： a? て 

水 湯と なり 候へば、 いよ/ \ 心 くるしく こそ さ ふら 

へ 、かの 女 を ころして 侍らば、 此苦も あらかじめ やみ 

候べ き なれば と 申ければ、 かの 僧 申さ れ ける は、 いと 

安き 御 事 也、 人 を ころす に は 心 をむ くる やう あり、 を 

しへの ごとく、 心 を 御む け 侍らば、 遠く は 十四 五 曰、 

さて は 六日 七； ir に は、 MJ; おはじと あ， 0 しかぶ、 tE* とな 

り 共、 仰の ま、 にと. S- ければ、 かの 僧宣 ひける は、 一 

切の 事 を 思 はす、 一 念 も 生せ す、 義惡を 忘れ、 思 ふ 几 

を もお も はす、 にくき 人 を もしら す、 せんた い.^ に 首 

きられん とする 侍の ごとく、 ねん/. \» を、 r うげ し 玲 

へ、 さすれば： 3.^ 則ち、 をのが 本性 本來 の、 めんもく あ 

ら はれ 侍る 也、 是を佛 は、 にくき もの を、 ころす て だ 

ての 第一と 說 給へ，.^、 もしい まだ 念々 色々 にしゃう 

じて、 俄に 來る事 あらば、 其の 念 をう しな はすして、 

つく  -と、 此の 念 は いづく よ. 0 來るぞ 、い かなる も 

のぞ、 みねん よくねん/^ ねん ゐの、 四し やう を もつ 

て 、 心 を付见 給 ふべ し、 さらに 此惡念 の 源 有る ベ か ら 
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や 、たい 一 乘 の妙體 にて、 萬 法 一如なる べし、 此 1^ 一 

時に にくき もの を 打 ころし 侍る ぞと、 御敎 有ければ、 

この ことば を 信じて、 善 惡の心 をお さめ、 時刻のう つ 

る もしら す、 ぎ やう じう ざぐ わに、 あく かう まう ねん 

のお こる 時 は、 あるひ は 坐し、 或はし ゆし、 或は 人靜 

な る 所 を たづね て、 をし へ の ごとく、 色々 にさぐ b も 

とめ つるに、 さらに 何の 道理 もなか りし 也、 其 後 十四 

五 U 經て、 此 僧み づ から をよ び、 いかに 憎き 物 はと 有 

しに、 何共 分別せ ざる 事に てと、 こたへ 侍..^ ければ、 

此僧、 されば こそ、 をのれ が、 本來 のめう しゃう あら 

はれて 侍れ、 よく/ (^おこる 所の 念々 をく ふうすれ 

ば、 くわ ゑんのう へに ふる 雪の ごとくに、 にくき、 い 

と をし きぞう あい、 せひ はら/^ と 消滅し、 しゃし や 

うさら に へだてな く、 自も なく 他 もな く、 他 則ち おの 

れ、 おのれ 則 ち 他な る ベ し 、是 ， ^ そ 眞實の にくき もの 

を 打 ころす 手 だての 敎、 だんば 根本し やう じめつ 是 

れ 也と あ. 9 しかば、 こと 葉の したに、 はたと あた， 9、 

手 をう ち、 げ に/^ つらき 女 もな く 、いと をし みのお 

つと もなか. 0 け b と、 大息つ き、 胸 ひろ 'とな. o、 

夢 打 さめ、 蛇體の 跡な く、 もとの 姿と な..^ 侍れば、 い. 
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よ/^ ぐふう を とげ、 三界 はたい 幻の ごとくと 思 ひ 

入て、 やがて、 此 15 の 弟子に なり 侍りし 也、 とかたり 

ければ、 宿の 尼、 聞 給 ひて、 御身の 事 はさ てをきぬ、 此 

僧の しめし 給 ふ 事、 しん ゐ をい まし め やし て 、菩提 を 

しめし 給 ふ 事、 誠に しんじち の大 せう の 御 法、 有が た . 

くこ そ 侍れ、 善惡 不二、 じ やしゃう 一によ、 へんしゃ 

かいち うな ど、、 天台の 御し やくに も、 出 離 のげ を ご 

するとい へど も、 ことばの みあ b てきやう なき は、 か 

まくの なくに ことならす. i い へ り 

1^ ふべ き 浮世の 中 はすて はて つ 

いま はまこ との 道 を たづ ねん 

まことの 道と は、 ぶっその あん， 0 なり、 一大事と は、 

ほとけに あらや、 衆生に あらす、 いにしへ にあら や、 

今に あらす、 ちゃうたん はう ゑん を はなれた ると こ 

ろな， o、 北と- J ろ を、 ほとけ は、 い ちしち ちう ビぅの 

めうたい と、 ときたまへ .9、 三世の 諸佛、 十 方の 佛. た、 

いろ/^、 さま 、のし つら ひ、 八 萬 ほう ざう、 十二 

ぶき やう をと きた まふ も、 みなこの 一 しんのめ うし 

やう、 ふしぎ のりを あら はした ま はん、 御 事の みに て 

はんべ れ、 いま ゝ ではう ちゃ， 9 の 人に て、 よ を わたる 


ベ き あまご せんとば か. o あなどり、 ないがしろに 見 

くだし 侍. 0 しが、 と， 0 わけ 御 かたの 御， - 、 ろの、 そこ 

すみ 渡， 9 たる 月 かげの、 曇り もな く 明らかに、 一 しほ 

立上りた る 御 事に て、 なをた け 有. o、 有. 0 がた くこ そ 

侍れ、 誠に 一 樹の 陰、 一 河の 流れ、 皆 多生の えんと 承 

は， 0 候へ ば、 未來の 御け ちゑん もうれ しく、 又 今迄う 

たが はしき 佛法 のしめし、 いか 許の 旅人の 御 やど か 

し 侍れ 共、 御身の ごとく、 たけた かき 御 さとりの 人に 

は、 あ ひはんべ ら ぬな. 0 と、 宿の あるじな のめなら す 

ぞ よろこばれ ける、 
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七 人び くに 下 一名 さんげ 物語 . 

〇 みいけ 殿の 事 

さて あるじの 尼 御 せん は、 何故かく、 大慈大悲 をお こ 

し 給ふぞ やと、 みな/^ とひ 給 へ ば、 あるじの 尼 公、 

申されけ る は、 われら は是、 つ/、 し 筑後國 の 住人、 み 

いけ 殿の 北の 御 かたわら はに て 侍 るが、 三 池 殿 そせ 

うの 事 あ b て、 都 へ 上り 給 ひつる に、 その 、ち 廳げに 

も、 文の たよ もなかり ければ、 北の 御 かた 、つ-ね は、 

あらぬ さまに て、 さしても の をも宣 はす、 淚を め の う 

ちに ふくませ、 打し め， 0 たる 御な げきい とおしく、 物 

あはれ なる、 御 ありさまに てまし ませし な り、 ある 

とき、 み る め も あまりの 事 なれば、 みづか --r 申 やう、 

さても との、 御行 衞の、 聞え 給 はぬ こそ ふしぎに 侍 

れ、 御身の 事 はとに も 角に も 成 給 ふべ し、 唯 わか 君の 

御 事 を 思 ひ 奉る につけて、 こ \ ろ ぐるし うこ そ さ ふ 

らへ、 つらく と 案す るに、 いざ ゝせ 給へ みやこへ、 

わか 苕 ももろ ともに 打ち つれて、 みいけ どの、 御 ゆ 

く ゑ を も、 たづね 申さん とかた..^ はんべ れば、 まこと 
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に、 うれしき 事 をい ふ もの かな、 とし 月 さ こそと はお 

も ひつれ ども、 女の 身 なれば ちからなし、 又 御身の こ 

ころのう ち も はか. 0 がた く、 月： n を 送， 9 しに、 よくこ 

そ 思 ひいれ 給 ひし、 さらばお も ひた、 ん とて、 十二に 

な b 給 ふ、 ふぢ 若 御 せん を さきにた て 、、行 衞 もしら 

ぬた び ごろ も、 おも ひたちし をし る ベ にて、 きさらぎ 

のす ゑの ころ、 安樂. iil:- にもつき しかば、 みやこの かた 

のこ ひし さに、 あら 人祌 の 古へ を、 思 ひいだ して わが 

身をも、まも，i^たま へ と 祈誓して、 をとの み 聞え し 箱 

崎の、 松の したみち 風す ごく、 そのむ かし を もしる し 

をく、 もじの 關も. 0 過ぎ ぬれば、： ：！ 數は つもる い つく 

しま、 輕 のち かひ をけ ふたの む、 君に あ ふや ま 山 ふか 

く、 こへ ゆけば はや をのみ ちの、 うら 山 かけて い つ と 

なく、 须 ij. 明 石に つきに けり、 これ や 源氏の 大將 の、 

なみこ 人 もと、 ゑいせ しも、 今 こそお も ひいくた び 

か、 生 田の 川に とりも いば、 あ ふべ きこと はかなら す 

と 、- J ゝ ろうれ しくう. 過て、 はや みやこ にもつき し 

かば、 五條 室町に やど をと. o、 さて 宿の あるじに、 み 

いけ 殿の、 ゆく ゑい かにと たづね 侍れば、 あるじ、 わ 

ら- こそよ くしり 侍れ、 みい. けどの は、 そせ うかな ひ 
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て、 又 越後の すみよし と 申 所 を 給 は. 0 て、 下り 給 ふと 

語 侍りし かば、 聞く よりその ま、 ちから もな く、 都々 

と 心がけし に、 又行衞 もしらぬ、 越後と やらん は、 此 

つかれぬ るう へに いか いと 思 ひ、 はぬけ 鳥の、 立ち わ 

づら ふごと くにて 侍. 0 し 也、 又お も ひ 返して、 北の 御 

かたに 申 やう、 是ょ b 跡へ 歸. 0 て も、 あ ふべ. き 人 もな 

し、 道の ゆき、 も、 都と はちが ふべき にも 寺らねば、 

長た びの 御 事 なれ 共、 命 を 共に とてもの 率に 、こしお 

へ 御 下 ひ 寺ら ば、 御供 申 ベ しと 申せし かば、 御身 さ へ 

心 を そふるならば、 わら はが 事 は、 たと へ つがる そと 

の濱、 ゑぞ がちし まなり 共、 たい 君 ゆへの 旅 なれば、 

うれしく こそ 侍れと て、 又 都より 越後 へ とぞ心 ざす、 

かくて 都 を 立 出て、 をと に 聞く だに を そ ろしき、 あら 

ちの 山 も 跡に みて、 い つか かへ るの 山風に、 さそ はれ 

てち る 花の 雪、 消えぬ 命 をけ ふ も 過、 あす は 野山に^^ 

を 明し、 踏 分 出る しの はら や、 あたかの みなとに つき 

しかば、 折 ふし 出る 舟 侍りし に、 便船 を こ ひ、 ゑち ご 

の國に 聞え し、 かし は 崎 にもつき にけ る、 此所 にて、 

との、 御 事 を たづ ね 侍れば、 み いけ 殿 は、 三 條と申 所 

にと 語 .o- ければ、 其邊 近き 所に 宿 をと，^、 あるじの 男 


一 をた のみ、 く はしく 文 を かき 送り 給 ひし 也、 しかる 所 一 

一に、 みいけ 殿 は、 此 ほどす みよしと 申 所へ おはして、 ：- 

三條は るすに て； 5 ^けり、 此 iiS? との、 卸 あとに、 あまり j 

. 人 がまし からぬ 女房 一 人 有け るが、 出 あ ひしに、 此ぉ. j 

. とこ、 事の しさい を. S. 侍りし かば、 女 聞きて 忍 ひける j 

は、 是は我 身に て は 大事の， i なり、 此 文うた が ひもな； 

き、 みいけ どの、 ふ る 妻の 文に て 侍れば、 あら あさま 

しゃ、 ふ つに、 わら はは や 送らる ベ き 事 定まりぬ、 つ - 

ね < ^殿の 口 やさみ に は、 つくしに しれる もの あり、 一 

おさない ものと、 夜 ひる 此_ ^をのみ 思 ふ 也と 宣 へ ば、.： 

何と はなる べきと あんじけ るが、 いや/^ 世の中の.： 

はか， 9 ごと、 ばう ろくにし く 事 は あら じ、 城郭 を やぶ 

>9 國を ほろぼす も、 みな 財寶を もって、 手 だてと し 侍. 

ると 承れば、 此使を ひそかに 招 入れて、 色々 の 物 を 引 一 

きとら せ、 酒 さかなに て もてなし、 此 女房 申 やう、 深」 

く 汝を賴 む 也、 遠國 の 人に ねん 比 をし 侍 ると も、 さら 一 

に ゑき なか る ベ し、 もしみ づ から、 此殿 にもあるなら 一 

ば、 御身の 事 は 申に 及ば や、 一 門 を 人と なすべし 、か； 

の 旅の 人 を はかりごと を もって、 を ひ 失 ひて 給 はれ 一一 

と、 命と 共に 賴 みけ， 9、 此男、 げ に-,/^ 御顆 みのうへ 
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は、 心え 侍る とて、 やがて 宿へ 歸 りて 申 やう は、 文 を 

みいけ 殿へ まいらせ 候へば、 つくぐ と 文 を 御覽じ 

て 、ふしぎ や 何者の 來 りて、 かくい ひつる ぞ、 しょせ 

ん 女たら しなるべし、 西國 にて は 妻 もな し、 妻な けれ 

ば 子と いふ ものな し、 いかなる 者ぞ や、 さやう のつ く 

り 事 をい ひ 侍る もの をば、 領內に 一 夜の 宿 を も かす 

まじ、 もし かした る もの あらば、 一 門 を ざいく わにす 

べしと 仰せ. 0 し は、 我らが 參 りたる こそ 不覺 なれ、 一 

時 も 御身の やうなる、 作り ごと 宣ふ 人に 宿 もむ やく、 

々t きぎ < ^まづ 在所 をのき 給 へ、 あ \ おそろしき 人々、 

はや/, \ -I o、 ば. フち ぎ. 0 木な どに て、 追 ひ 出し： i ザ わけ 

り 、下らう の あさまし さは、 先 色々 の 引出物、 さけさ 

かなの ためにめ がくれ、 あへ なく 宿 をば 出しけ り、 此 

時 は 何とし 侍る ベ き 事 もな く、 お つ る淚 ともろ 共に、 

三で う を 立 出て 、すゑ たのみな き 旅 の 空、 い づ く を さ 

して そ こ はかと、 行き やと まらん 方 もな し、 命の 消な 

ん事 こそ、 うらみ なれと 思 ひつ いけて、 な. < -ざゎ 

う 堂まで 出に けり、 其 夜 は 堂に 通夜 をして、 わが 行衞 

をい か いと 思 ひなげ、 共、 さらに せんなし、 去 程に 夜 

の ほの，^ 明に、 北の 御 かた 仰け る は、 男の なら ひに 

百 九十 七 
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て、 我 こそす さめられし 身に て恃れ 共、 ふぢ 若 は、 ま 

さしく 子に て 有りければ、 いかな り 共 一 め 見せな ば、 

など か 見す て 給 ふ ベ き、 みづ から 是迄 たづ ね 下り、 か 

かるう きめ を 見、 はぢを かく 事 も、 あの 子が 行 衞を思 

ふゆ ゑに て 侍れば、 はづ かしながら 今 一 たび、 文 を も 

ち、 あの 子 をぐ そくし 父に EJ? せ 給 ひ、 此のよ しかくと 

かた. o、 藤 若 を あ づけて、 御身 は 急ぎ かへ. 0 給へ、 又 

古 鄕へ立 か へ らる ベ き 身なら ねば、 是を ぼだいの た 

ねとして、 さま を か へ て 諸共に、 るら うの 身共 成べ し 

と あ. 9 しかば、 げ に/^ 誠に 仰せの ごと. ^1 0 て、 文 を 

こいう け 御い とま ご ひして、 ざ わう だう に 北の 御 か 

た ひと. 0 おき 舉， o、 又三條 へ ぞい そぎけ る、 しかる 所 

に 、その：：： の晝 ほどに、 跡よ.^ 山伏 二三 人 つれて、 も 

の あはれ に 物が た.^ する を、 耳 を そばた て、 聞 侍れ 

ば、 さも あれ 美く しき 女房に て 侍る かな、 むかし 語と 

なる ベ し、 か はれる 姿 なれと も、 おもて は その ま、 菩 

薩の ごとく、 楊贵： ^そとお り 姫な ども、 かく こそ あら 

め、 髮の 長く うつくし さよ、 つね ざまの 人に て は あら 

じ、 都 へ ん にても か ゝる人 をば いまだみ す、 いた はし 

や、 いかなる 思 ひの あれば、 かやう に 身 を なげ 給 ふら 
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ん とかた けり、 みづ からむ ね 打ち さはぎ、 あまりの 

ふしん さに 近くより て、 た 今の 御物 語 は、 何事に て 

侍る ぞと 尋ねければ、 その 事に 侍る、 大 わた. 9 にて、 

うつくしき 女房の、 身 をな げたり しぞ や、 人々 あつま 

りて、 淚を ながし 矣ほ とに、 直の ほと， 0 にて 侍れ， よ、 

わら はも 哀れに 思 ひて、 逆緣 ながら 頌を じゅして 通 

,0 侍 しと、 かたられけ. 0  、 さて はうた がふ 所 もな し 

と s.rj ひ、 又い ぞぎ もとの ざ わう 堂 へ かへ ，9 け hv  、し い 

は あれ ども、 此 ほどの たびづかれと いひ、 又 かなし さ 

の 身にしみて、 一 あし あゆめ ども、 た^ 一  所 をのみ ふ 

み、 あゆむ 心ち も 侍ら や、 願く は是は 夢に て、 さめよ 

かしと、 たど， o/.^ か へ. 9 ける に、 道に 行 あ ふ 人 ごと 

にと ひけれ 共、 いづれ も 同じ ことばに て、 みて 通る よ 

し 人々 申ければ、 ijl. わぎ か へ .n. つ、、 人 あまた あつま. 0 

たると ころへ、 はしりつ き 見 たれば、 元來 御ぐ し は、 

波に ゆられて 御身に まと ひ、 椅 のく、  をつ よくし 

め、 ねりぬ きのか さねの 狭に、 石 を 入れ しづまん ため 

のた くみな. 9、 くろ 木の じゅす を 手に ま i ひ、 なぎさ 

の浪に ゆられつ ゝ、 ねむれる 如くに みえ 給へば、 わか 

君 他の かほに 手 を あて、 さめ  と 泣きく どき、 我 を 


ば 何と なれと は 思 ひ 給ふぞ や、 それほど みすて 給 ふ 

ならば、 など 是れ迄 つれて はまし ませし ぞゃ、 情なき 

父御の 御 心の か はる ゆ へ 、うらみても 又 あま. 0 あ. o、 

又 思 ひ 切 給 ふと は 思へ ども、 わら はが 心 をた ばか h- 

て、 かくな b 給 ふ.^ うらみ 也と、 泣き かなしみ 給 ひけ 

れば、 みづ から あまりの 悲し さに、 同じ 道に とたく み 

し を、 やがて わか 君と り 付 給 ひ、 ふかくなる 事に て あ 

り、 二 入のお やなき さ へ かなしきに、 又 御身に はなれ 

なば、 何と 成るべき 方 もな しと、 手 をと り 臥 まろび、 

袂に取 付 給 へ ば、 さすが 心 もよ は. 0 つ 、、立 ゎづ らひ 

て 侍りし が、 ふしぎ や 川上よ， o、 大舟四 五そう、 をし 

ならべ 、 ふなあそびして、 さも ゆ、 しげに み へ 給 ふ、 

さ ぶら ひ 船と 覺 しくて、 川の 中島へ 舟 をよ せ、 うた ひ 

さかもりして あそびけ るが、 此の 人々 あまた、 死が い 

にあつ まる をみ て、 あれ は 何事に てと 、主人と い 給べ 

ば、 旅人の かやう のし さいにて、 身 を なげ 侍る と、 案 

內者 有て かた b ければ、 生 人 聞 給 ひて、 さても ふし ぎ 

や、 いかなる 者 ぞと船 をよ せ、 つく， ^とみて、 いた 

は L や、 いかなる 人の 行末 ぞゃ、 我 も ふるさとに、 あ 

の 年 比の 子 を ひとり もち たれば、 よその 歎き も、 我 身 

1 1 ！ 七 人 比 £ 尼 一."   ^    


の やうに こそ 覺 ゆれと て、 船 をよ せ、 いづく よ. 0 來. 0 

給 ふ ぞと尋 給へば、 わか 君 死が いのうへ に釉を 打お 

ほひ、 西國の 者との 給へば、 何とて かやう に 成. り 給 ふ 

ぞと 有りし かば、 その 事に て 侍る、 父の 行衞を 尋ねん 

ため、 母 もろともに 國々 をめ ぐ， OS しに、 父の 心の か は 

b しゅへ、 そのうら みに て かやう にと、 淚を ながし、 

母の しがいに 収付 給へば、 かの 殿 あやしく 思 ひ、 舟よ 

-り とびあがり、 かほ. にお ほひし 袖 をと り 給へば、 疑 も 

なき 我が 妻 也、 あら あさまし や、 こ はいかなる 事 なれ 

は、 か 、る、 との 有 り ける ぞゃ、 夢. フ つ 、とも 覺., ん すと 

て 、此殿 人 め も 恥 も 打ちす て 、しがい を ひざに かきの 

せ、 涙に むせび 給 ひし かば、 舟の うちにな みゐ たる 人 

人、 是 はいかなる きゑん かなと、 けう さめが ほに て 驚 

き 侍り し 也、 や、 暫 あ..^ て 、此 殿宣 ひし は 、 今 は 何 を 

かつ、 むべき、 皆々 み 侍れ、 是 こそ 某が 子、 又 このし 

がい は、 わらわが つくしのと、 いひ も はてす、 たもと 

にか ほ をお しあて、 臥 まろび、 よその 見る めも哀 に、 

さめ <\« と 泣 給 ひし かば、 しる もしらぬ も、， 袖 を 絞ら 

ぬ はな か.. >  けり、 みづ から 申け る は、 筑紫を 出に し HI 

よ 道す がら、 誠に 男の 身 にても、 旅路 は 物う く 侍る 

百 .*J 十九 
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に、 北の 御 かたのみ なら ヰ、^ 君 つれて、 はるぐ 郤 

へ 上り 侍. 0 しに、 又 越後の 國 へ と、 みやこに て 開 侍れ 

ば、 一 め もしらぬ 越後お を、 足に まかせて まよ ひつ 

つ、 道す がらの かなし さも、 必す とのに あ ひ 奉らん 事 

のうれ しさに、 うき も つらき も {j5 れつ 、、？ ^々下りし 

かひ もな く、 情なく も、 殿の 御 心 か はり 玉 ひて、 剩へ 

一 夜の 宿のう きふし も、 立 ゎづら へ る 御 姿、 殿の 仰に 

て 侍れば、 宿 を も かさで 追 ひ 出し 候 へ ば、 君 を ふかく 

うらみ 給 ひ、 ざ わう だう に ひと ひと  > ま，.^ 給 ひて、 み 

づ からと 藤 苦 殿に、 そらだのみ 宣 ひて、 其 跡に かく 成 

給 ふと かきくどき、 殿の 釉に取 付きて、 雨， とうらみ 

かこち、 有. 9 のま ゝに 申せし かば、 殿 聞 給 ひて、 げに 

げに 御身が い ふやうならば、 さ こそうら めし/、 思 ひ 

給 ふらめ、 我 はとく つくし へ 下.. > 、あの 藤 ti9 を も 見た 

く W いひし に、 w^, と て お *り に s」 ふ ベ きと、 力き ぐ どき 

の 給 ひし かば、 さて は 殿の 心 もい つ はりな し、 是 こそ 

朝の 御文と て、 狄 より 取 出し、 參ら せし かば、 殿 文 を 

ひらきみ たまへば、 其 文に、 かく 重て 申つ る、 恥し な 

が. ら、 その かひと て も 有 明の、 つれな くこ そ 思しめ す 

もめと、 思 ひながら も 忘 井の、 あさましげ なるみの 


は、 思 ひの 淵 共な.^ ぬ へ し、 かほ どに 成り 行く 身の は 

てと、 かねても 思 ふ 身なら ね ど、 たづね 越路 のしら 雪 

の 、消なん 我 身 は さ てをき ぬ 、など 藤お は 、 御身 を 分 

け 給 ふ 子なら す や、 其 さ へ 子な きと 宣 へば、 いきて か 

いなき 泪川 、涙の 露の 玉く しげ、 二お や 共に なか..^ せ 

ば、 誰か かけごと 成り やせん、 思 ひ 切りた る吳 竹の、 

よみ ぢ のさ はりと 成り ぬ ベ し、 今 はくやし き 浮 節の、 

明けぬ 慕れ ぬと まつらが た、 ひれふす 床の 露し げき、 

袖の ぬ れ ます 身の ほどの、 なげき もげ にと さきの 世 

の、 むく ひとこ そ は 思 ひつれ、 たと ひにくし と 有り ぬ 

共、 露の 情 を ゑんと て や、 跡と ひ 給へ くれぐ と、 か 

きく どきた る玉づ さの、 言葉 のさても あはれ さよ、 淚 

と共に 書きた るか、 文 も 淚に色 づきぬ、 もじの 姿 も 文 

字し みて、 しとろ もどろ に 書きな せし、 心の中の い か 

ならん、 是を思 へ ば 我 身 を も、 同じ 逍 にと 思 へ 北 r 跡 

の 菩提と 心 ざし、 まづ しがい をと.^ て 舟に 人れ、 なく 

なく ざ わう 堂へ か へ， c- 、やがて 煙と なし 侍りし 也、 さ 

て かの 使の BfT 一  門廿ょ 人い ましめ、 藤お、 a- のかた 

き 給..^、 汝が 無念 を はらす ベ しと 宣 ひければ、 わか 君 

大きに^ 給 ひて、 父に の 給 ひし は、 此男， 一 門、 後代の 


： 見せしめに、 いましめても あまり 有と は 申せ 共、 かれ 

を ころし 侍る 共、 1^ のか へ b 給 ふに も 侍らねば、 孝養 

にたす け 給 へ 、其う へけ いぼの 御 事、 情なし と は 申せ 

. ども 、またい にしへ よ.^ 申せし も、 けい ゆ をう やま ふ 

は、 か へ つて 父の 孝行と 承れば、 是も そばむ る わざ 候 

まじと、 宣 ひければ、 父も淚 をな がし、 仰お ける は、^ 

もろ 共に 、此： g おが、 さ か し きを 見 侍らば、 M か 忍 ひ 

の f ベ きぞ 、せんだん は 一 一 紫よりか うばし く、 三 池 

の 跡 こそつ ぐべ き 者な りと て、 一 跡 をゅづ り、^ の 

ひとて 卒都婆 をた て、 かやう に 詠 給 ひけり、 

, 思 ひき や たづね こしお-の たび 人 を 

あらぬ さま やに 見な. べしと は 

； と 御いた み 侍. 9 て、 その 御 庭に て 御く しおろ し、 行方 

； しら や 成，^ 給 ひし 也、 此のう へ はと m 心 ひ、 みづ から も 

一 さま を か へ、 善 光寺へ まい.^、 かの 御 あとと ぶら ひ、 

； 此什 年が 問なん 行 苦行し、^ 後 此湯を わかし、 功德を 

i 一は こび、 かの 御た めに と 語.^ 給へ.^、 此時老 たる 比丘 

一 尼 仰ら れ ける は、 是は 生身の 如來 にて まします 也、 か 

一 やうの 所に 宿 を かり、 かく 有難き 御 事 を 聞き、 さすが 

^ 嬉しく 侍れと て、 五 人の 比丘尼 一 同に、 けち ゑんと ぞ 

が 人 比丘尼 下 


よ V つ 二  、よ L ナ， り  ， 

〇^ 山院姬 君の 事 

みな/^ さんげ 物語 を、 今 阿 彌陀佛 、かべ ごしに 聞て i 

ねの びし、 身 を- 7 て/,^ -1 0 か きゐた. o、 是を 旅の 人々 一 

聞 給 ひ、 さ て //^ にくぶ りなる もの かなと、 思 はれし 

に、 あるじの あま 申されけ る は、 かやう のおが たき さ 

んげ、 つれ < ^の 物語、 三十 一 字 を つらね 給 ひて、 秋 

の 夜の 長き を も、 かい もね 給 はで、 淚のみにて終^^、 

ねぶり をし のぎ 侍る に、 聞 入 やして、 下れる 入と いひ 

ながら、 よく 目の あ ふことの 不 議さ よ、 そ の ごとく 

木石の、 あさましき 人に て れば、 蹄 尼 共 を も 引き そ 」 

こな ふ y き 人 なれば、 今よ り 後 はかな ふまし、 ぞう 一 -ー 

あごんに いはく、 もし 人 もと 惡 なけれ 共、 惡 人に 近付 

けば、 後に 必す惡 人になる と 說き給 ふ 也、 此必 との 御 

ことば、 おそる ベ きに 侍れば、 早々 出 給 へ と 申されけ 一 

.0、 此時 こん あみね ながら、  一 

をと もせす ふせる 姿に みる もよ き  .1 

ねごと は 人の 聞かぬ もの か は  ； 

となが めて、 つたなき あるじの、 御 こと 紧に て さ ふら 

ふ 物 かな、 此か の やどり を 出 侍れとの 御 事、 たと ひ 一 
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御と めさ ふら ふ 共、 いかで かと Y ま，^ 申べ き、 未だ じ 

やう じゅふ へんの すみか を、 し. 0 給 はぬ か、 殊页、 ぞ 

う 一 あごん を 引 給 ひ、 惡 入に 近付く まじとの 給 ふ 事、 

何れ か惡 人に て 侍る やら.々、 善惡 不二 じ やしゃ- フ 一 

によと は、 いつも 耳に ふれ 給 ふ べし、 た いし 御と しの 

たけ 給 ふよ..^、 おほれさせ 侍 るら め、 其 上 ぞう 一 あご 

んと申 は、 せう じ やうのう ち、 四 あごん 經の、 其 1 部 

にて 侍る ぞゃ、 是を佛 は ゆいせ うじ やうと て、 一 往は 

もち ひ 給 へ 共 、與往 は、 こぞの こ よみの ごとしと 宣 へ 

りと、 いひす て 出に ければ、 又よ の 比丘尼た ち 開 給 ひ 

て、 色々 の 經文を 心得、 または 三十 一 字 をつ いくる 事 

こそ、 かれが ために はふ しん也、 然れ 共、 みなく の 

さんげ を、 ねごと、. S- は、 あさましき、 きく わい なる 

事 也と 申されければ、 あるじ かさねて、 ねごとと はい 

かに/,^ ととが め 侍. 0 しに、 こん 阿彌 から/^ と 打 

わら ひ、 な ふめんく の、 夜もすがらの 御物 語 は、 さ 

ながらね ごとに て 侍る 也、 姿 は 沙門に にたれ 共、 心 は 

まだ きざ いぞくの 人に て 侍， 9 、こよ ひの ごとく、^ し 

みあ ひ 給 ふ 事 は、 出家の  > めんり とすべき や、 さんげ を 

せ ざれば 罪 ふかしとの 事、 皆々 御物 語に て 侍る が、 な 


ど しんじつ の さんげ を ぼ、 し 給 は ぬぞ やと 申ければ、 

此 ときよの 尼 申されけ る は、 さんげに お い て 、偽り の 

さんげ、 眞實の さんげと て、 二つ 三 つ 侍る やとて、 若 

き 比丘尼、 ころ/^ とわら はれければ、 又 今 阿 彌陀ぶ 

申け る は、 面々 こそ、 さんげに 二つ 三 つ は 有る， まじと 

なんの 給 へ ， り 、佛 はしから す、 佛 はさんげ に 品々 を 分 

給へ り、 それ はと 申に、 大に 分て 二つ、 跡 一つに はじ 

の さんげ、 二 つに はりの さんげ 也、 をの//^ こよ ひの 

さんげ は、 あさく としたる、 在家の 茶 物が たりの や 

うなる. あさましき さんげに て： Jt- る 也、， C 'の さんげと 

申 は、 ふげんく わんぎ やうに 說給 へ り、 にや/、 よく さ 

ん げしゃ、 たんさし じち さう しゅざいに よさう ろ ゑ 

にち のうせ う., r よ-とい へ り、 かくの ごとく、 無常の さ 

んげ にて、 げんにび せっしん いの 六 こんの 一 切の 罪、 

はら/^ と 消えう せ 侍る 事、 霜 露れ 朝：：： にあ ふごと 

くと みえ 侍る ぞゃ、 其 故い かにと 申に、 一 切の 罪のお 

こる 根本の 源 を たづね 候に、 たい 一 ほっし やう ゆ 妙 

體 とさと りたる ちゑの 光に、 など か 煩 惱の霜 露 有る 

べき やと 申されけ る、 此時 よの 尼、 さて 此人 は、 唯 人 

なら じ、 心 は 姿に 似ぬ 物 也、 萬 ふしんなる 事 をば、 た 
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づ ぬ ベ しとて 申されけ る は、 さんげと 申 は、 罪 をく ゆ 

る ことにて 侍る ベ し、 然れ共 じの さんげ、 りの さんげ 

と 申、 二つの 御い はれ、 ぃかなる..^がぃの侍るぞゃ、 

その 御 事に て 侍る、 をの/^ の やうに、 いと も かしこ 

き 御 かたの、 御 あきらめ なき 事 を、 いやしき わら はな 

どし り 候べき や、 さは 去ながら、 わら は 愛 かしこ、 寺 

寺 天台 眞言 禪律 等の 知識 に ぁ ひ舉.^ し時、 たづね 侍 

りければ、 是 のみ 人の 明らめが たしと 宣へ. 9 しが 有 

しほどに、此ごろ又、ぁる道者にloひ侍，^^ければ、 こ 

のじ. 0 の 二つ こそ、 むづ かしき 事なん とて、 ちしゃい 

ひゆと くけ なれば、 すいしゃ うの 玉 を もって、 たと へ 

にと. 0 給べ り、 たと へ ば、 すいしゃ うに 火の 性 あるが 

ごとし、 をろ かなる 人 は 、さだかに しられ ざん めれ ど 

も、 = の 光に 向 ひ、 ほぐしに つくる 時、 さて は此 玉に 

なん、 火の 性の ある 事、 疑な しと しらる、 也、 じり. と 

い へる も、 又 かくの ごとし、 火の 性の 玉に ある は、 ま 

ん ぼうの. 5 しゃう にたと へ、 ほぐしに 火 をう つし 出 

しぬ る は、 じさう の ごとし、 しかも ほぐしに、 火 を 取 

侍れ ども、 玉に ある 火 性 は、 そう もな く、 げん もな く、 

まなこに さだかなら す、 手に もとられす、 さながらし 


ゆ へん ほうかい にして、 みち あふれ、 ひろから す、 せ 

ばから すなん めり、 たいほぐ しにう つし 出した る 火 ： 

にこ そ、 そう あり、 けん あ.. o、 き ゆる f? あ， 9、 も ゆる. 

あり、 そうけん せひ は、 時に したが ふす い ゑんの 物な - 

. ^、誠なる かな 世の中の 人々、 もえあがり たる、 隨煙 

のじそう の 火に 心 を 付、 じ やう じゅふ へんの めでた 

き 所に は、 心 を 運びく ふうし 給 はぬ ぞゃ、 かやう の 御 

事 は、 あるか、， 9 の 御 事に て は、 心得が たし、 心を佛 

道に なげ 入れ、 終日に、 終夜く ふうし 給 ふべ し、 但じ 

b 一  たいの、 御 心得の うへ にての さんげに て 侍らば、 • 

有 b がた くこ そまし ませ、 しゃう みやう 經に いはく、 一 

若と を淸 めんと もとめば、 まづ 其し んを淸 めよ、： し 

ん淸 ければ、 則と きょしと いへ b  、又戒 にも、 ほっし 

ん ひゃく ゑつ ほ つ、 萬き やうと せとの べられた，i^、谷 

の ごとく、 戀慕 哀傷の ため 云 出し、 しみ <^ と淚 をな ； 

がし 給 ふ は、 まさしく ねごとに て は あらす や、 其 上面 

々の、 こよ ひの 御物 語の 由來 は、 

我に よも z: 見よ とて はふき さ 、じ 

こよ ひかりね の わび 人の いほ 

とい ふ 歌より おこ..^ 侍る 也、 こよ ひ 一夜の かりねと、 一 
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• ゑ いじ 給 ひつる 人の 御 心のう ち、 定めて 常住と お ぼ， 

すすみ か、 とり 分 ありと なん、 聞え たんめ り、 いづれ 

か 此の 界に、 常住の 所 あらんす らん、 其の 常住と 宣ふ 

事、 誠に ふしんに こそ 侍れ、 此 三界と 申 は、 俗界の 六 

よく 天、 しき かいの 十八 天、 無色 界に 四く うしよ、 か 

くの ごときの 三界の ちゃう 上 は、 ひさう、 ひ、 さう 

天と 申 天 也、 此 夭の 命 は、 ながく しく、 八 萬 ご う 也、 

此 八萬刼 も、 くわ ほうつ くれば、 けんた 三づと 申て、 

かへ つて 後々 三津 におつ ると、 十し ゆしん ろん にみ 

え 侍る 也、 まして 此 世界 は、 六十 年 を 一 期と せり、 其 

六十 年 を、^ をお.^、 e: をかぞ ふれば、 ゎづ かに 七 百 

ノ 一 一十 E: な-り、：！： をかん がふれ は、 一 一 萬 六 千餘： H にて 侍 

： る、 是 則ち、 すなをに して、 やま ひしから ぬ 人の 事 也、 

■ いはん や 老少不定なる を や、 など 一 夜 計 を、 今宵 か b 

一 ねのと 仰せ 侍る 事、 かたはらい たくさ ふらへ、 まさし 

, く 皆の 御物 語 は、 ねごと かと 聞 侍る 也、 

誰 とても 同じ かりねの 宿 あれて 

も ，9  くる や あるじなる らん 

と讀 て、 よし /(-、 あるじの 法文 道心と り をき 給へ、 

三 とくはみ な、 じち さう の妙體 にて、 しんげ に ほうな 
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し、 何 を かすて 何 を かとり、 何 を か あいし 何 を かかな. 

しむべ けん、 煩惱即 菩提 なれば なりと 申ければ、 ある 一 

じ の 尼 申 されけ る は 、烦 惱即 菩提と は、 ま さしく 御身.： 

のことば、 又 諸し うの もち ゆる 大事の 法文な b  、われ - 

われ こそ、 ぼんな ふそく ぼたいの、 道 it! に 叶 ひ 侍れ、 一 

其の おもむきい かんと 申す に、 みづ からが ごとき、 も 一 

ろ/^ あ へ なき、 うきめ を 見、 戀慕 哀傷 を ふかくい と 一 

ひ、 後々 うき 世の 惡業 煩惱 にこり はて、 此の ぼんな ふ j 

を ひる が へ し、 菩提に おもむきし は、 まさしく 煩 惱即ー 

菩提に あらす や、 ひたすら 慢の はた ほこ をた をし 給 一 

へ と 申されければ、 今阿彌 申け る は、 いとめ づ らしき， 

煩惱即 菩提の、 さとりう け 給 はる もの かな、 みづ から. 

が 心得た る、 ぼんな ふそく ぼだいと い へ る は、 しから. 一 

す、 頃惱と 菩提と を、 と .o- もな を さす、 其 生 ふか とくへ 

にて、 一 じちの めうたい なる を、 ぼんな ふそく ぼだい： 

と は 申 也、 たと へ を もって 申 侍る、 ときが たき 氷 を、 

とかさ いれ 共、 まへ に對 してせんたい 水と 心得て 侍； 

.9、 たと へ を. もって、 煩惱即 菩提と いふ、 そくの 字の. 

心よ く 御 あきらめ 侍れ、 みな/^ の ごとくなる は、 ぼ 

んなふ を ひるが へして、 さて その、 ちに、 ぼだいに お- 


もむ く 也、 たと への 心 もかん 來 つて、 かたき 氷と な b. 

侍る が、 赛の陽 氣に向 ひとくる 時、 水と なる にこと な 

らす、 しからば 即の 字た ち 侍らぬな り、 此の 義 につ， Q 

て、 達磨の 弟子に、 三人と くほうの 者 あ h -、 だるまに 

對 して、 にさ うぢが 曰く、 煩惱 を. たんじて 菩提 をせ う 

すと、 師の 曰，、 われ 皮 を 得たり、 次に たうい くが 曰く 

迷 へ ば ぼんな ふ、 さとれば 則 ぼだいと い へ. o、 師の 

曰く 我 肉 を 得たり、 第三に しか いいはく、 もと 煩惱な 

し 、 も と是 菩提と いへ り、 師の 曰く われす い を 得た り 

といへ り、 かくの 如く、 三人のと くほう、 ひにくす い 

の 三と. S- せし な b  、をの の 思しめ す、 ぶんざい ま 

だきに さう じが ゑた る、 ひの ぶんざい 也、 にくの 所 へ 

も 行きた 、 ぬ 御 事 也、 いかにい はんや、 すいに いたら 

んゃ、 これらの 御 心得 をば、 にもつ さう かう 北ハ、 はい 

めんさう ぼう 共、 そ しごとに きらい， る 也、 此の う 、 

に、 しゃう あくしゃう せんとて、 煩惱即 菩提の あら は 

る、 f ゆ 侍れ 共、 いまだ 手 なれ 給 はぬ 御 事の み を 申 候 

て は、 御 心得が たければ、 あさ. （-と 申 寺る 也、 

目に も 色 耳に もこ ゑ を 難 波が た 

声の かれ 葉に 風ぞ そよ めく 

%  比 £ 尼 卞 


月よ 花よ/ \. 'と 見る ひとの 

>も なき こそみ ちのみち なれ 

と 一 心の 念佛 は、 一 心 ふらんに して、 佛を m.,】 はす、 gi5 

所 を 恐れす、 みだる、 事な く、 六 字の 念佛、 あたか、 心 

の ほかに もとむ ベ けんや、 とにもかくにも、 もろ 

につけて 才覺を 入れす、 眞如 平等の 月し ろに、 ほう 

か い を 家と して 、おどり あ き、 e: にあ ふても 月 をた 

し、 花に あ ふても 花 をた し、 しんとう てつをけ づり、 

ろこうに く を さき、 しきに 萬 里の 關 をと を .0、 せ い -^」 

うのうち にもと いまら す、 びる しゃな ほっしん を 御 

あるじと 頼み 奉り、 心安き 身と な. o、 、じせば き 人 〃 に 

そひ舉 り、 せ は/^ しき 家に 宿. 0 侍らん より は、 しか 

じに JU 、ふるみの ふる^、 こつじき 袋に と. 0 そへ、 い 

づる とて、 かく、 

ふけば 行 ふかねば ゆかぬ うき 雲の 

うきに まか. \？ る 身- そ 安 けれ 

と 詠 じ、 いとま 中て 人々 とて、 しばの いほり を 立 出て 

で 侍り ければ、 人々 と.，^ 付き、 御名 を 名乘り いかなる 

人の 御行 衞 とて 釉に取 付、 さま <, ^にと- 5- め 侍れ 共、 

名 もな く 我 もな く、 まぼろしの ごとくなる 身と て、 つ 
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美景に よって 也、 折 ふし 落花の 比なる に、 タ 風いた く 

吹き、 木陰 庭のお も 迄、 さながら 雪な.^ ければ、 いと 

どけう を もよ ほし 給 ふ 折から、 御 さか づき、 花 山院の 

御 まへ に 有し かば、 御室の 仰に、 花 f れそれ く、 御不脱 

申せと 仰ら れ しかば、 元來 まひ の 上手の 事 なれば、 

扇を 少 ひ ら き、 ^^花ら う せ き也、 膩 狂 じ て 後 と い ふ 朗 

詠の しま ひの ひやう し、 いづれ か 花と 打な がめ、 たい 

天人の やうが う も、 是に てこ そふ-許 也、 然る 所に、 み 

すの 隙より、 かせの 便に 此 ひめ 君-, 花^ 殿、 めと め を 

ほのかに 見合 給 ひける に、 其 後 は 又み るよ しもな く、 

夏の 虫の こがる、 思に 侍 り、 此 姫君 も 舞の 而影 忘れ 

がたくて、 只い つと なく、 御物 ひの 御 有さ まに てま 

し ける、 花 わか 殿 も 忍 ひに しづみ、 わか むら さ き 

の ゆかりの 人を賴 みて、 玉づ さ を 結び を/、 られ ける、 

ひめ 君 御覽 やる にことの はもな く、 

玉す だれか、 る 思 ひに きえぬべき 

人に しらる、 いのちな らば や 

とば か.^ 侍る、 是 はいかなる 事ぞと 有ければ、 いつ ぞ 

や、 舞の ち この 御 かたよ. 9、 御 姿 一 めみ 給 ひしょり、 

,^1 づ， 4 なく. に， がれ， 給， ふゆ. へ ぞ，^ か」 助く 


人々 あまりの ふしき さに、 その 、ち 或 人に、 かくの ご 

ときの 人 はいかに と 聞き 侍れば、 かたじけなくも、 花 

山の 院の姬 君に てお はしける が、 ようがん 人に 勝れ 

給 ひて、 旣に 天子 へまい，.^ 給 ふべ きに、 御 定ま. 0 有. 0 

ければ 后の 姬 君と ぞ 申け る、 十六の 春の ころ、 御室の 

御所、 花山院 へなら せ 給 ひて、 花 を御覽 有け るに、 花 

若殿と て、 天下に 聞え たるち ご 一 人ぉはしけ-^、御さ 

かもり 過ぎ ぬれば、 花の もとに 歸らん^-oを{ls る、 は、 


る は皆是 菩薩の 御利益に て さ ふらへば、 御 返事 あれ 

と 申ければ、 ひめ 君お ぼす やう、 我 も 此の 人 ゆ へ に 心 

のおく はみだれ がみの、 打と けたく は 思べ 共、 思 ひな 

らは. 2 御 事 なれば、 人 しんぬ まに 思 召と ま，.^ 給へ、 

世 巾に もれ 聞え なば、 いか いなるべき とて、 いっとて 

も 御 返事 もなかり しか 共、 心の 內 のうち 氷、 終に はと 

くるなら ひなれば、 御文た び/、 になり しかば、 忍び 

忍びの 御 かよ ひお、 つ、 み 給 ひし 舉 なれ 共、 たび かさ 

なれば 伊勢の 海、 あこぎ か 浦に 引く あみの、 人め も旣 

にもれ にけ り、 あさまし や 世 中に、 さた もしけ る は；^ 

姬君 は、 天子の 后と な， り 給 ふべ き 御身 なれ 共、 かゝる 

大寧 のさた、 わたらせ 給 は い、 行末 何となら せ 給 ふべ 

き、 此道 とて は 、高 き も賤し き も 、 敎訓 にも 及びが た 

き 御 事 なれば、 だ い 石 をいだ きて 淵に 入. 0 給 ふと、 人 

人 ひそめき ければ、 御身の 置 所 こそな かる め. o、 誠に 

都 ひろしと 申せ： 3ハ、 御身の 發所 もまし まさぬ ほどに 

沙汰 侍れば、 めのと ひとり 御供に て、 花 若殿と た 上 二 

人、 足に 任せて 出 給 ひけり、 契の 末の か はらす は、 た 

とひ： ふす 野べ、 鬼界 かう らい 迄 も、 うから じと 契 

を 結び、 なに はの うら 迄 出で 給 ひける が、 めのと の 女 

. ^人 比丘尼 下 


房の ゆかり、 四國に 有と て、 それ を賴に 下り 給 ふ ベ き 

よしに て 侍..^ け 5、 しかる 所に、 病の 女ば う、 此の ひ 

め 君 をつ く/^ とみ、 をのが 男に かたりけ る は、 何共 

めづら かなる、 いまだ はたちに もた 給 はぬ ほどに 一 

みえ 侍 るが、 尋常の 人に あらす とみ え 候 也、 同じ 女の 一 

身 なれ 共、 心 も 空に なれ 衣の、 打 ほれ ^となる まゝ 

に、 手の もの も 打 をと す 程に はべ る、 御身 も 一 期の 思 

ひで に、 一 め そと のぞき 給へ かしと 申ければ、 げに 

げ にと おも ひ、 障子の すきまよ. 5 見ければ、 かた， 9 つ 

るよ. 0 は、 一 入 色 まさりて、 あま. o- の 美しき ま、 に、 

萬 を 打す て 、 心 も 穴 の うき 雲の 、月 を ながむ る 心 ちし 

て 、つくぐ 見いた. 9 しが、 いやく 此君御 立 有て 後 

は、 露の命 も 消えぬ ベ し、 只 一 筋に 思 ひかけば やと、 

案じ ゎづら ひしが、 よくく みれば、 わかき 人 只 一 人 

付た， りければ、 うば ひとらん に、 何のた 、りか 有る ベ 

きとて、 小夜 更が たにめ のと をよ び 申け る は、 此の 姬 

君み づ からにた び 給へ、：； それ 叶 ふま じきなら ば、 た 

とい 此低 にて は、 あらぬ さまと なり、 後の世 はなら く 

の 底に しづ む 共、 此事 とて は 思 ひとまる まじ、 其う へ 

御身、 心 を あはせ 給 はぬ ことならば、 今宵の うちにみ 
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なく 失 ひ 申べ しと、 遁れ がた く 申ければ、 めのと の 

女房 はっと m-^ ひしが、 心 を しづめ 誠に 御身の 仰も遁 

れが たく 侍れ 共、 是は 都よ. >四國 へ、 御 下り の 御 かた 

也、 其 上 ひと. 0 はち ごに て 有つ るが、 かねてよりの 御 

ちぎり あさ か らす、 偕老 どうけ つの 御中 也、 ひらにお 

も ひとまり 給 へ と 申 けれ 共、 此 おとこ、 今 は 思 ひとま 

る ベ き やう もな し、 とにかくに、 此 ちご を しづみ に か 

け、^ お をう に ひとらん と ひけり、 去 程に 小船 を - J 

し ら へ 、前後 もしら す 旅 草臥れに、 二人な が ら臥給 ひ 

ける を、 ちご 斗 を 引分け、 是 へ/^ とて、 かどの 外に 

出し 奉. 0 しかば、 御 ね覺 の 事 なれば まよ ひ 出で、 ころ 

し 奉る 共 しめ さや、 出 舟な どに こそと 思せ し 所に、 

さはな くち ごば かりの せ 奉り、 腰 をいだ き、 つき はめ 

奉らん とせし とき、 こ はいかに、 ひめ 君 は 心ち がい 

か、 など 來. 0 給 はぬ ぞと 、頻りに 聲を 上げ、 こがれ 給 

ひけれ とも、 男 何とい ふ 共た すくま じ、 急ぎ ゆけ やと 

て、 こし 取て 海の 底に ぞ 沈めけ る、 さて 此男 もさな 

がら 淚に くれて、 歸. 0 見 侍れば、 二人 こ はいかに と、 

あきれはて、 おはせ し を、 その ま、 いだきと らん. i 

せし 時、 ひめぎみ、 ち ごの 枕 もとに 置きた る 笛と か、 こ 


なを かくし 給 ふ を しら や、 くらき よすがら、 何事 か 有 . 

るべ き、 わがもの 也と 思 ひし 所 を、 情なの あるじの 有 

さま やとて、 心 もと を 一 かたな うらみ 給へば、 やさし 

き 御手に ての わざ なれ 共、 氷の ごとく めでたき 御 刀 

なれば、 此男 やがてなくなる ベ きに ぞみ へ にけ る、 さ 

れ共刀 をう ばいと りしが、 いまだお はり もやら で. S- 

ける は、 いた はしゃ あかぬ 人の かたきと て、 わら は を 

御 あやまり 候 か 、げ にも さ- 一 そうら みに ^yh め 、御 - J 

と はりに て 候.. 我 も 御身 ゆへ に、 かく 成 行く 露の命、 

消ても さらに をし からす、 後の世と ひて たび 給 へ 、姬 

君 は 人の しらぬ まに 、急 ざ 此里を 落、 此 にしの. S うら 

に、 心 ざし ある 比丘尼 あ. o、 それへ はし. 0 入 給 は い、 

大事 は 候 まじと 、涙と 共に い つ となく、 いひし こと 葉 

もよ は-/,^ と、 成 行く ま、 に姬 君の、 行末まで も 案じ 

つ、、 とら 卯の 刻の 間に ぞ、 終に むなしく 成に けり、 

かくの ごとく、 いかば か. 0 の 人、 あへ なく 侍る も、 是 

たい 事に あらす、 かたじけなくも、 天子の 女御と 成 給 

ふ ベ き 御 事 成し を、 下輩と して、 おかし 舉.^ しゅ へ に 

こそ 侍れ、 王城の 鎮守の 御 はから ひとみ へ て、 一 一人 共 

に 失け る こそ ふしぎ なれ、 さて 姬君は をし へ の ごと 


く 比丘尼し よへ たち 入.， o、 御ぐ し をお ろし、 花の 姿 も 

引かへ て、 あさの ころもに づだ 袋、 うす かね はげて 色 

くろく、 た い 打 やりの 乞食に て、 諸國 をる らうし 給 ひ 

て、 我 ゆ へ かくは かなくな ぬる 人の、 菩提の ためと 

て、 寺々 の 食き ちしき を たづ ね、 法文 を聽 聞し 給 ひし 

が、 都 を 立て 其 後、 加贺の 固に やすら ひ、 こつじき ひ 

にんに 打 まじ，. >  、年久しく もお はせ しが、 又 善 光寺へ 

と 心 ざしけ るに、 か たはら に 寺 あり、 此.！ |e さとりの 人 

也と て、 人 あまた もてなしければ、 これ こそ のぞむ 所 

と 思 ひて、 一 一年 是にぞ まし ける、 ある 時 は 山 谷に 

とぢ こも， o、 或 時 はこ つじき に 打 まじ h- 、大ゐ ん小ゐ 

んの よそ ほひお こたら す、 离法 一 如の さとり を、 ひら 

きたる 人と 申 ふれし 也、 さ あ. 0 し 時、 じ \ やに 筆 を ， J 

ひて かく、 

しらま 弓 あてど もしら す い つ る 矢の 

{八丄 に は 終に はづ れざ b け， 5 

此歌を 長老 御らん じて、 た^ 人に は 侍ら じと て、 

されば こそ もとの をのれ かしら ま 弓 

い るより 外に また 道 もな し 

と あそばし ける を、 赏 有が たき 御 事 かなと 思 ひて、 其 
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後 は ； 生 を 風に まかせ、 諸 11 をめ ぐ b 、此 ゆやに も 年 

を 送 給へ り、 う ゑき たれば はん をき つし、 こん^れ 

ばた めんす-、 あ、 まことな るかな 此の ことば、 一 切の 

き やうぎ やう は、 みな 一 しんのめ うたい を あら はさ 

ん爲 な..^、 よくく くふう をし 給 ふべ し、 欺る 一 大率 

をば、 いかで か ゑん を ふるべ きと、 佛 菩薩の 御 あはれ 

み にて、 みな.， （》 あらき 風の をとまで も、 人 あしな ど 

と あやしく 思 ひ 給 ふ 人々 を、 かくうき め をみ せ、 菩 

提心 をお こさせ 給 ひし 事、 いよく 有が たく ぞ 侍れ、 

此 こと はり もな きなら ば、 い つし か 身 をな き；^ にな 

し はて、、 身 を やつし 給 ふべき、 たいさき の 世に、 た 

く は へ 置きぬ る 善し ゆのみ、 ゑん を 待ちて 侍る べし、 

た  > し 31 々里々、 あなた こなた、 か 、 るう きめ をみ る 

人、 耳に 聞きめ にあ ふれ 北 〈、是 ゆへ こり はて、 浮世 を 

すてた る 人 もまれ 也、 たと ひう き jS| にあ ひ、 さま を か 

へ 侍れ 共、 やがて 心の か は. 9 ぬる、 人の みあ また 有け 

るに、 いと も は 2; きわ か 上らう の、 かくな， 9、 老いぬ る 

迄 末 かけて、 道心 けんごなる こそ、 めづ らし けれ、 か 

く 第 を 染め ぬ る も、 S.X き 人々 に、 御け ちゑん も あらま 

ほしく、 また 心 あらん 人の みるよ し も 侍らば、 け た の 
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1 一人び くに 上 

來り てし ばらく も 切 まらざる は、 ぅゐ てんぺん のす 

みか、 しゃう めつ を此 所に さだめが たし、 去って ふた 

たび か へらざる は、 めいどき やくしゃ うの わかれ、 こ 

うく わい を たれが 家に かと はん、 みる も 聞く もみな 

あだな ひ、 しき. 0 にあみ だ を 北 芒の つゆに そふ、 した 

しきもうと きもお ほく かくれぬ、 むなしき 恨み を 東 

代 山の けぶ. 5 にむ すぶ、 などされ ば、 をし むに かいな き 

幻 化 の 身 を すて、 しゅして ゑき ある ぼだいの 身 を も 

とめざる、 愛に しもつ けの 國のぢ うにん に、 須田彌 兵 

衞と いふ もの、 一 一十 五 さいにして うちじにし、 ほまれ 

を 【代に のこす、 さい 女 十七 さいにして、 しう たんの 

なみだに むせび、 おも ひの 火に むね を こがす、 一 七：：： 

1  一. 、五 七： n もす けば、， フっ る つ. さ：！ 1 の ほど も 

なく、 一  しう きに もな. 0 ぬ、 たっとき そし をく やう 申 

し.' にだい をと ふぞ あはれ なる、 さ いぢよ 去年の け ふ 

の 心ち して、 一 首 かくなん、 

うらめしく 又な つかしき e: 日 かな 

11 人 比 £ 尼 上 


わかれし 人の け ふとお も へ ば 

いやましの おも ひぐ さやる かたなく、 かなしみ のな 

みだ まなこに さへ ぎり、 すいて うかう けいに まくら 

をなら ぶる ゆかのう へ 、なれし ふすまの よすがら も、 

だう けつの あと ゆめ もな し、 せめて わがつ まの むな 

しくな りし、 その あと を たづ ねま ほしく、 思 ひねの ゆ 

めぢ にた どる こ、 ちして、 そなたの そらの なつかし 

さに、 夜半に まぎれて しのび 出、 あしに まかせて たど 

.9 ゆく、 心の うちこ そかな しけれ、 人. め も わかぬ わが 

すがた、 いつまでぐ さの 露の 身 を、 ひよく れん. 9 とち 

かひに し、 心の の はかな さよ、 あいべ つ. 0  くのこと 

わり、 まぬかれ がた きみち のべ を、 こ \ やかし こと ま 

よ ひゆく、 そこと しもな くた いよ ふ 所に、 のでら の 入 

あ ひの かね は、 け ふも^ぬ とつげ わた，.^ ければ、 と あ 

る こい へ にたちよ， り、 一 夜の やど を か. 9 にけ り、 ある 

じの 女ぼう 見 まゐら せ、 い かなる 人に てまし ませば、 

いふに やさしき 女せ うの、 年に もなら せ 給 はぬ が、 い 

とうれ へたる おさまに て、 かゝ るい やしき さとに き 

て、 ふせやに た 卞っ入 給 ふらんと、 ことに あはれ みたる 

けしきに て、 すいろに 釉を しぼ h- けり、 其時此 女性、 

二百 十 一  1 
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つ、 むに は いかる 所な く、 此 よしかく との 給へ ば、 に 

よ， フぽ， つ， フけ たま は. hv- 、さ て はさ： こそ お. ら. p、 

其い くさの ちまた は、 是 よ.. >  程 ちかく 候な り、 其 時の 

有檨、 人の 物が た をのみ 承りて こそ 候へ、 敵 味方た 

がいに ぢんを 取、 ときの こ ゑ やさけび のおと、 天地 も 

ひ 3 'く 折 ふし、 须田 彌兵衞 どのと やらん、 一 おんに す 

すみ 出、 お ほくの かたき を ほろぼし、 ついにう たれさ 

せ 給 ふと、 よそに のみ 聞參ら せし に、 さて は 其の かた 

樣の ゆかりの 人に てまし/^ ける ぞゃ、 あらいた わ 

しゃと いひ も あ へす、 たもと を かほに おしあて、 しば 

し は 物 もい は ざり け. 9、 女せ う、 此物 がた. 0 を 聞き 給 

ひ、 た  > 其 時の こ、 ちして、 ふし しづみ 給 ふ 有さ ま、 

あはれ とい ふ もお ろかな り、 や、 有て 宿の 女ぼう 申 

す やう、 さの みなげき 給 ひそと よ、 ゑし やおやう， 9 の 

なら ひなれば、 たれ かわかれ のなかる ベ き、 我 も 人 も 

と い i.6 る ベ 、き に あら す、 ま こと- o-ts るき ，つたこ も、 

さきだつ もしば しのこる もお なじみち 

つれぬ ばかり やわ かれなる らん 

とよみお くことの は を、 お ぼしめ しゃら せ， 命 はぬ や、 

御身 とてもの がれ 給 ふべき にあら す、 阿 しにいた う 


    I  二. B 十二 

なげかせ 給ふぞ とい さめ 中せば、 女せ う 聞 給 ひ、 心 有 

ける 女房の いさめ かな、 げ にこと わりと はお も へ ど 

も、 ぼんの ふの くも あつ ふして、 も， フし ，つの やみに ま 

よ ひ、 むねの 月 はれ やらす、 るてん 三が いの きづな お 

もくして、 心の さむる 事 もな し、 たま/.^ うけが たき 

人身 をう けながら、 かゝ るった なき 女の 身と なるこ 

と、 さきの 世の むく ひ、 是 ひとへ に 我がと がな りと、 

おも ひつ  > けて かくなん、 

わかれお のうら みは さらにな かひけ り 

く ゆるお も ひの わがと が なれば 

と ゑい じ 給 ひ、 打 ふす よ ひの さむし ろに、 おぎのう は 

風お とづれ て、 むしの なくね も かれぐ に、 しかのと 

を ご ゑ かすかに て、 おも ひ を そふる なかだちと なり、 

ゆめ もむ すばぬ を..^ からに、 いとい さびしき かねの 

こ ゑ、 心 をく だく よもすがら、 のき もる 月の かげだに 

も、 しばし まくらに のこらす して、 更 行く 空 ぞ かなし 

き、 しばな く  # の かす そ ひて 、夜 もしら /,(\»と あけ わ 

た. 9 ければ、 あるじの 女ぼう にいと まこ ひ、 かの 野べ 

さして 出 給 ふ、 女ぼう も はる -s^^- と おくりいで ゝ、 

き、 つたへ 侍りし あらまし おしへ まゐら せて、 なく 


なく 宿に たち か へ. 9 ぬ、 此女 しゃう は、 よるべ もしら 

ぬみ ちの ベ を、 こゝ やかし こと すぎゆきて、 すそ はつ 

ゆ、 そで はなみ. たにし ほれつ ゝ、 其 かたとば かりった 

へ 聞く、 心 をみ ちの しるべ にて、 ふみわけが たきみ ち 

しばの、 ゆく へ もしら ぬ野ぢ のす ゑに、 そこと しもな 

くまよ ひゆく、、 ひの うち ぞ かなしき、 さ て もつ i6 のさ 

いごのと ころ は、 此へ ん にて や あるらん、 かしこに て 

や あるらん と、 ひろき 野 はらに た、 やみ はんべ れば、 

あき かせ ひや、 かにお とづれ て、 ま はぎが つゆ もち 

.9  <^ に、 ちぐさの いろ もうら がれて、 をち のさと ざ 

ときり こめて、 ものさびし きの ベ のけし き、 かなしび 

そふる お ，9 ふし、 1 むらさめの ふ， 9 すぎて、 みちのお 

ざ、 もな びき あ ひ、 か へらん かた もお も ほへ す、 ここ 

ろ もた へ はて、、 ひとりた、 すむ くさむらに、 まねく 

をば なもう らめ しければ、 

はなす、 きまね か X  ,  W ゝ にと ま h- なん 

いづれ の 野べ もつ いのす みか ぞ 

とふる ごとまで もお も ひいで、 われ も かくなん、 

はなす、 きまね かば まねけ さらす とも 

の ベ のちぎ. 9 はたが はじ もの を 

一一 人 比 £ 尼. i 


とうちな がめ、 しばし やすら ひはんべ b け 、にしの 

山の は を みれば、 H もはや かたぶきぬ、 かく ある ベ き 

にあら ざれば、 この 野べ を も 打す ぎて、 たど /V -', C 

ゆく ほどに、 げ にあき の 日の なら ひなれば、 ほどな う 

くれ か、 り、 たそがれ 時に もな， 9 ぬ、 山 もとちかき 所 

に、 まつの 一 むら あり、 そのうち にわ づ かなる さう だ 

う あ， 9、 やどり もとめん たよりなければ、 こよ ひは此 

だう にあ かさば やとお も ひ、 立よ. 9 て あたりの てい 

を 見 はんべ るに、 こけむ したる せきた うに、 つた かづ 

らはひ iv6 とひ、 くちたる そとば もんじ も 見 > ん >r 、物 ふ 

b たるさん まい に、 きの ふけ ふの はかと おぼしき も、 

其 かすお ほし、 いにし へ のしる しの まつ、 み ど. 5 のい 

ろ はか はらね ども、 所々 のえ だ もく ちた..^、 いづれ の 

人の しるしに かはんべ hv けんと、 ゆめの 世 をく わん 

じ、 あはれ を もよ ほして かくなん、 

う ゑお きし しるしの まつ もえ だ/、 ちて 

たれと もしらぬ あと ぞ かなしき 

とえい じはんべ ^、よもすがら、 なむ ゆうれい じ やう 

とうしゃう がくと、 ゑ かう して、 あ $5 つきがたに、 す 

こしま どろみ ける ゆめに、 だう のうしろ へたち ま は 
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,9 みるに、 こゝ かしこよ. 9  、ふるきが いこ つ あつま. 9 

て、 そのし なと. 9  < ^な， 9、 あな ふしぎの ことかな と 

おも ひ、 おそろし きこ、 ちしければ、 ひと， 9 のが いこ 

つ、 ちかく あゆみよ hN  、ことば を か はす ぞ、 ふしぎな 

る、 

たれ とても その 身の はての いかな らん 

よそが ましげ の 人の こ 、ろ や 

此女 せう、 がいこつ のうた をかん じ 、有が たきこ とば 


  二？ 四 _  — 

かなと、 かんるい をな がし、 返歌と おぼしくて かくな 

ん、 

しば しげに いきの 一 すじ かよ ふ ほど 

のべ のかば ね をよ そに こそ 見れ 

とうちな がめ、 がいこつに ちかづき よりて、 なれあ そ 

ぶ、 此 がいこつ ども、 一度に 手拍子 を 打て、 どうおん 

に- た ふ、 そ も/.^ われらと. S 'す は、 ちす ぬく わふう 

ふの かりの もの を、 とくに へ ん-^ 仕， 9、 六賊 ぼんの 

うのた ね をた ち、 十 あくの さと をいで、 もとの こき や 

うにた ちか へ り、 にんげんの はっく を、 よそに みる ぞ 

うれしき と、 たからかに こそうた ひけれ、 いよ/ \» ふ 

しぎの 思 ひ をな す 所に、 又が いこつ 1 人、 き やうぎ を 

かざして まひ あそぶ、 其 ことのは ぞぁ. 9 がた き、 いか 

に 女し やうき こしめ せ、 おん 身と われと ベ つなら す、 

へだて 給 ふ は あやまり なり、 御身の かたち うるわし 

き は、 何 なれば、 此 ほねのう へに のみ、 にくと か はと 

のか、 りて、 いろどり たる ゆ ゑな り、 それ は 御身の み 

に てな し、 にくと なる はつ ちな， o、 うる ほひ はみ づ な 

.5、 いきの かよ ふ は 風な， 5、 あた、 かなる は 火な，^、 

此 四つの 物 どもに、 何のと が はな けれども、 此 か..^ 物 


を わが 身と おも ひ、 まよ ひ 給 ふゆ ゑに より、 火 はしん 

ゐの ほむら と 成 b てむ ね を やき、 水 はゐん よくの た 

ねとな りて、 あいじゃくに おぼれて、 くがいに しづむ 

なり、 かせ は 心 を ひるが へし、 りん ゑの たねと なるな 

,9、 つち はぐち のた ねとな. 9 て、 むめう のぢご くに 入 

るな， o、 それ < ^にうけ 取て、 かしゃく する 事 ひま も 

なし、 此 ことわ. 0 をし り 給 はぬ、 女し やうの 身 こそつ 

たな けれ、 ゆめの 世 を、 ゆめ ぞと いふ も ゆめ なれ や、 

なに をう つ 、とさ だむべき、 た  > なにごと もな きも 

の を、 ゆめと は 何 をい ふ ベ きぞ、 ゆめと いふ べき こと 

もな し、 よしな し-/,, »と うた ふこ ゑ は、 松 かせのお と 

とな-^^て、ゅめはすなはちさめければ、ごゃのかねな 

.5、 しの、 めの そら も、 ほの <^ のと あけわたる、 此 

によせ う、 つら /\ あんじせ ひて、 さても /) ふしぎ 

なる けち ゑん かな、 いかさま 是は、 佛 ぼさつの 御 つげ 

なる ベ し、 つたへ きくかん たんの まくらの ゆめに、 五 

十 ねんの ゑいぐ わ をき はめ、 たい ゆめの 世の たのし 

みの、 あだなる こと を さと. 9 えて、 のぞみ を かなへ は 

んべ ると かや、 われ はまた、 あれた る さう だう の ゆめ 

に、 ほ. たいの 心 ひらけつ ゝ、 うき 世の ゆめの さめた る 

二 入 比 iH 尼 .s^ 


& ちしければ、 かんる いき もに めいじ、 だう の ほん ぞ 

んを ふし をが み、 あたりの さとに たち 出、 じんかの て 

い を 見 わたせば、 ことにい やしげ なる すみかの 內に、 

すこし ひきこも， 0 たる 所有， o、 立より て 見 侍れば、 木 

たち 物 ふり、 に はの かたへ はこけ むし、 木の はちり し 

き、 のきば かたぶきた るが、 心 あ， 0 げ にみ えたる すま 

ひなれば、 この 所に たち 入 はんべ け ト.' 、あるじの 女 

ぼうと お ぼしき、 いとい うな るかた ちに て、 年の よは 
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ひ は、 はたち あま hwj うち 見えた るが、 此女 しゃう を 

見 まゐら せ、 いづく よ， 9 いづち へ 御と ほ h- 候 かたさ 

まに て候ぞ や、 よのつね ならぬ よそ ほひに て、 物 思 は 

しき さま、 いと ふしんに こそ 候へ と、 なさけ あり 

げに 申ければ、 女性 聞き 給 ひ、 何 をつ ゝみ 申す ベ きと 

て、 こしかた 行く すゑの 事まで、 こま  とかた b 給 

ふ、 あるじの 女ぼう り、 さて は あ. 0 がた き 御 心 ざし 

にて 侍るな り、 此 所へ 立 入らせ 給 ふ 事、 たしゃう の ゑ 

ん なる べし、 あまり うれしく 候 へば、 みづ からの 物が 

た， 0 を も 申すべし、 われ は 都の ものに て 候が、 おさな 

き 時、 人 あきびと にか どひ とられ、 か 、る あづまの は 

ての、 しるべな き 所に うられき て、 是ょ. 0 又、 むつの 

おくと やらん へ 、うりわた すべ きょし あ. o- しに、 所 

にに かう のお はしける が、 我な げく 有樣 を、 わ.^ なく 

あはれ み 給 ひ、 是に といめ おかれて 侍， 5 しなり、 さる 

程に にかう 一 ん子候 ひつる に、 ふうふと なづけ 給 ひ、 

都の ふぼよ， 0 も、 あはれ み ふ， かく 候 ひつる に、 程な う 

にかう にお くれ、 たつき なき 身と な. 9、 世に かなしき 

事の みおも ひ、 あさましき 心に て、 あかしく らし 候 所 

に、 思 ひの 外に 又、 こぞの ふゆお つとに を くれ、 今 は 
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はやき え もやら ば やと、 のこれる ゆきの 日 かげ 待 ま 

の 心ち して、 せいやう の あしたに も、 いにし へ を 思 ひ 

出、 うぐ ひすの はつねに も、 なみだ を もよ ほし、 散 花 

のな ご. 9 を 思 ひ、 暮 行く はるをお しみ、 花の 衣 をぬ ぎ 

かへ す 事 も はかなく、 うの 花の かきねに しげる よそ 

ほひ、 山 ほと、 ぎす のおと づ れ、 花た ちば なのか を 聞 

きても， む かし 戀 しく 、そら かきくもる さろ だれ ごろ 

は、 いと い 心 も はれ やらす、 しげる わかばの このまの 

風、 とぼ そに ふき 入れ 4i ハ、 心 もす^し からす、 三 ふく 

の 夏 も 過 行けば、 巧と やらん 風の 一昔 も、 身にしみて 物 

がな しく、 たま、 つる 頃に も 成 ぬれば、 なき 人の くる 

や らんと、 夢の お も かげ をした い 、初か の こ ゑは 聞 

け 共、 其方より のお とづれ なし、 鹿の こ ゑ 虫の ね、 思 

ひ を そふる はしと な，^、 月の 夜 はね やに も 入らす、 ち 

ぢ のかな しみ 我 身 ひとりと ながめ やり、 木の はの 雨、 

しぐれの 穴 rr のきばに つもる 白雪に も、 むねの うづみ 

火 はれ やらす、 朝の くも、 夕の 雨に 心 をな やまし、 た 

まし ゐ をいた ましむ る こと、 一 方なら す 侍るな b 、つ 

たなき かな や、 ひく わらくよ うの 風の 前に は、 無常の 

こと は b を こそ さとる ベ きに、 さはなくて、 阿 事. *.PE-j 


ひの たねとの み 成 はて、、 世 を 5^ 風の 心ち にて こそ 

さ ふらへ、 一 じゅの かげ 一 河の ながれ、 思 召 やらせ 給 

ひ、 是 にしよ ら^^ C  > まり おはし ませ、 - J と しも 打す 

ぎて、 はる もなかば に 成， 0 さむら は い、 みづ から も 御 

とも 申し、 可 方へ も 立 こ へ て、 たっとき 御 僧に たよ. 9 

まゐら せて、 もろともに 出家と 成り はん ベ りて、 ぼ だ 

いのみち に おもむき、 ながき 世の やみ を はらし 候 は 

/r:>、0- とめ を もな しきらん と、 さま- <.\ -に いた t<b と 

どめけ る 程に、 あるじの なさけに ほ だされて、 其 年 も 

過 行き、 きさらぎの そらにな. 9 にけ. o、 やがて 思 立 ベ 

しとした 、めけ るに、 あるじの 女ぼう、 かせの 心ち と 

なやみけ る、 
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かくて、 け ふよ あすよ とすぎ ゆけ ども、 しだい/^ に 

おとろ へ 、よのつねの かんばせ はか は. 9、 花の かたち 

もや つれ はて、 あはれ な， 5 ける 有樣 な. .0、 なげく にか 

な はぬ い のち なれば、 いま を かぎりと なりはて、 ねぶ 

れる がごと くにして うせ 給 ひぬ、 ぅゐ てん べんの^ 

のなら ひ、 きの ふ 見し 人 もけ ふ はなく、 なき 人 はか さ 

な， 9、 あしたに かう がん あれ ども、 ゆ ふ べに はっこつ 

となり、 あだし うきよの ことわ， CV 、のがる べきに あら 

ね ども、 か 、るう きめ を 見る 事、 そ もな にの ゐんぐ わ 

ぞ や.. 時し もころ はやよ ひの すゑ、 花 もちり、 赛 もく 

れゅ くそら なる に、： n も 入 あ ひの かねな. 0 て、 こと ゝ 

ふ 人 も あら ざれば、 い と  > あはれ はま さり つ、、 天に 

あ ふぎ、 地に ふし 、歎き 給へ どか ひぞ なき、 かく 有る 

ベ きに あら ざれば、 さと 人 を かたら ひて、 むなしきの 

ベ にぞ おく. 5 ける、 ひなき さと 人な れ ぶ、 けうと きの 

べにお く.^ すて、 みな 我 やどへ ぞか へ， 5 ける、 彼女し 

やう は、 あるじな き あばら やに、 物す ごげ なる 有 総 水に 
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て、 淚 にくれ て、 ひと.^ た、 すみ 給 ふ 心のう ち、 何に 

たと へ んか たもな し、 あさまし ゃ此 人と、 おなじし ゆ 

つけの 身と 成て、 1 つ はちす のえん とのみ ちか ひし 

こと、 た^いつ は h- のかね ごと、 成 はてぬ るぞ かな 

しき、 せめてな ご. 0 の あまりに、 此 にしば しと いま 

-.T- 、五 七： n のか うげ をと b  、ぼだい をと ひて ま ゐらせ 

んと、 ふだんの ねん 佛 おこたらす、 七 H: と 申す に、 の 

ベ に 行て 見 侍れば、 けぶり ともなし まゐら せす、 たい 

その ま、 にて すておきた， 9、 なつかし さの あまりに 

立より 見れば、 花の おもかげ あ ともなく、 いにしへ の 

人と もお ぼえ や、 かみ はお どろの ごとくみ だれて、 五 

たいは はれた いれ、 おそろ しげなる あ，. y さま、 見る に 

淚 もとい まらす、 一 首 かくなん、 

はなと みし 人の おもかげい つの まに 

野べ のかば ねとなる ぞ かなしき 

せめてつ ち を も かけ まゐら せぬ、 心なき 身の つたな 

さよと、 な く.， く か へ- > 侍.^ て、 こしかた 行す ゑの 事 

をく わんす るに 、只 何事 も 夢な り 、かほ ど あだなる 夢 

の 世に、 人 を うらみ 身 を かこち、 ねたましき 心 を はな 

れ やして、 も ゝ とせの はかりごと をな し、 物の あはれ 
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を も わき ま へす、 あさ タめ しっか ふ 者 共の、 ねに ふし 

{貝 におき、 たち ゐ くるしき 物 ごとに、  > ひ を ゎづら はし 

て、 しばし が 程 もやす き  > ひなからん に、 なさけ を しら 

ざ， りけ る ことよ、 か へす < ^も 口 をし き 事、 今更く ゆ 

るに か ぃぞ なきと、 いよ 念 滞し 侍. 5 て、 一 ーヒ 曰に 

行きて 見れば、 お 一 ふく 風 はよ もに しう きをお く. .5  、 か 

たち ははれ に はれて、 所々 のにく も きれ、 はらわた は 

やぶれて あた. 9 にみ だれ、 犬 は あらそ ふて、 とうざい 

に むらがる、 あまりの かなし さに、 

みな 人の かざる すがたの ほど もな く 

A ゝるヾ し. t はしるな、 しらす や 

と 打な がめ、 もとの 宿に たち か へり、 じ やうとう しゃ 

うがく のみ、 思 入て ぞ とぶら ひける、 三七日に 行きて 

みれば、 かたち も つ^かす、 にく もや ぶれち-. y て、 し 

ろき うぢと な， o、 あ をば いは あつま り て、 あたりに み 

ち/ \»  、らん じ やのに ほひ は、 しう きとな. 0 て 人 をけ 

がし、 いにしへの おもかげ は、 いづち へ かゆき けん、 

あさましき けしきな， 5、 是を みる 人、 たれ かふる きょ 

しみ を 思 はんや、 されば 人 は 皮 をのみ あいする にや、 

た^いつ は， 9 のす がた なる 事 を しらす や、 何れの 人 


か是 にあら ざらん、 くわん じて 一 しゅかくなん、 

とにかく に 身 はう きものと しられたり 

なにの なさけの こ、 にあるべき 

と 打な がめ、 とんせ う ぼだいと、 ゑこう して こそ か へ 

.9 けれ、 四 七日に もな， 5 ぬ、 行きて 見る に、 は^? -f ^う 

きもうす く 成りて、 ほねに の ， J るに くも か はき、 白き 

う； 0 も、 こ 、かしこに は ひち て、 あ をば いも 今 はな 

し、 みだれが みは 風に ち， 9 て、 所々 の 草の ねに まと は 

り、 何れの 人の はてと も 見え わかす、 あはれ を もよ ほ 

して、 かくなん、 

草 むらに のこる かたち はつ いかね ど 

わすれ もやらぬ いにし へ の ひと 

とうちな がめ、 た い 夢の よ をく わん じて か へ りけ り， 

五 七日に もな りぬ、 け ふ をな ごり と 思 ひ、 j しほ あは 

れは まさり つ 、、の ベ に 行きて みるに、 あた. CN の 草 も 

しげ.^ あ ひ、 よもぎが もとにの これる 骨 も、 つ いきた 

る 所 はなし、 なん 女の さか ひもな く、 雨に そ、 ぎ 日 

にさら して、 し， フき もさら になし、 しろき こつ は、 つ 

が ひ はなれて、 こゝ かしこの 草の ねに あ b. 、其し るし 

をな すべ きに も あらす、 あとと ふ 人 も あら ざれば、 可 


れの 人の はて 共 しらす、 た い 月の みてらして、 むなし， 

くくち はてなん 事の かなし さよ、 かく 思 ふ 我 身、 又是ー 

にか はらん や、 さ てもぁだなる+„|^の世に、心をと いめ 一 

てい たづら に、 なんに よの 思 ひやむ ときな く、 あいね 

んし うしん ふかくして、 ごせ ぼ だ い をよ そに 見て、：！；" 

夜 ざいが う ひ まもなく、 あかしく らしけ る 事よ、 さき 一 

の 世の むく ひまで、 思 ひ 出る も あさましく、 け ふ をな 一 

ご b の 事 なれば、 やる かた もな き 心の中、 たれに かた 

り て なぐさまん と、 みだれ 心に ネ 6 かせて、  . - 

なきあとの 野べ にこ、 ろ をと いめお きて 

たちわ かれ ゆく 身 をい か^せん  一 

たい 何事 も 夢な り、 むじ やうの ことわり を しらすし 

て、 目に 物 を 見、 耳に こ ゑ を 聞き、 い たづら に 心 をな 

やまし、 身 を くるしめ ける 事、 か へす < ^も ロ惜 くお 

ぼえ て、 そ れょ. 0 すぐ にた ど， 0 ゆ き、 あ る 山で らにた 一 

づ ね 入. o、 たつ とき 御 僧に 歸依 申し、 髮を そり かい を 一 

たもち、 花の 衣 をす みに そめ、 けさ はちぶ くろ をく び 一 

にかけ、 しゅつ b の 道に 入 給 ふ、 心 ざし こそ 有が たけ 一 

れ、 此 僧の 給 ふやう、 むかし はどう 心有る 人 は、 てら： 

に 人て ちしきの をし へ をう け 給 ひしが、 今 は 昔に か 
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はり、 少しも どう、 ひ 有る 人 は、 てら を いでらる、 な 

り、 其 ゆ ゑ は、 ちしきに 道 、ひなく、 あつまる 僧 も 、ひざ 

しなく して、 おそろしき 心なる ゆ ゑな， 9、 心 ざし 有る 

人の、 まじわる ベ き やう あら ざれば、 寺 を 出る はこと 

は h- なり、 かた < ^の ごとく、 世 をす つる 人 も、 しゅ 

つ. .0 の 道 を 思 ひ 給 はす、 さる ほどに ざ せんく ふうと 

いふ 事 を 夢にも しらす、 少しな. 0 とも 物 をし る 人に 

まさらん 6 を はげ. ます、 しかる あ ひだ、 ついにめ う hN 

の きづな を だに はなれや 候、 あいか ま へ て- (-、 いた 

づらに 月日 をお くり 給 はい、 かみ を そりた るし るし 

ある まじ、 た. s« とり か へ たる ざいけなる べし、 あるう 

たづね いるみ やまのお くもな か..^ けり 

もとの こ 、ろ を つれてす む 身 は 

と 御 入院、 た いもとの 心 をす て 給 ふ ベ し、 もしも 心 ざ 

し 有る 人と 御 聞き 院 はい、 みちのと をき も かへ. 0 み 

す、 いづく まで も たづね 行き 給へ、 とかく 此の 身 を 有 

る 物と 思 ひ 給 ふべ からす、 されば 女な りと て、 誰に は 

ぢ、 たれに おと，^ 思 はんや、 もとより 男女の さう もな 

しと、 こまやかに、 をし へて いだ し^ひけ 、びくに、 
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ちしきの をし へに したが ひて、 諸國 しゅ 行に 身 を や 

つし、 ぶつじん に まふで、 一 大事の いんえん をい のり 

給ふぞ 有りが たき、 ある 時 山中 を 過 行き 侍れば、 年の 

よは ひ 、人 じゅん あま， 5 とお ぼしき、 こし か いまりた 

る、 うば 一 人 行き あ ひ 侍りぬ、 びくにの 給 ふやう、 御 

身 は此 あたりの 人なる ベ し、 もしも 心 ざしの ある、 き 

にん やまします とと ひ 給 へ ば、 うば 申 やう、 其 P. 事に 

て 候、 是ょ. 0 はるかに 引 入りて、 人の かよ ひまれ なる 

所に、 ゎづ かなる あんしつ をむ すび、 たっとき びくに 

まし 候、 よのつねの 人に あらす と 承 b 候と ぞか 

た. 5 ける、 さて はおし へ 給 へ とて、 道す がらの 有さ ま 

をく わしく 聞き 侍りて、 たちわ かれぬ、 おし へ に まか 

せて、 みねに 上りた に、 下，.^、 わけ 行く すゑの はるば 

ると、 みち は 木の はに うづ まれて、 岩に こけむ し、 そ 

れ ともしら ぬみ 山べ を、 たづね 入. 0 て 見 侍る に、 岩 

の はざまに、 かすかなる しば 引む すぶ 草の いほ、 ゎづ 

かに 事と ふ ものと て は、 しづが つま 木の をの、 おと、 

木づ た ふさる のさけ ぶこ ゑ、 みねの あらし や 谷川の、 

いはまお ちくる 水のお と、 ことた ふよす がと やな- 9 

ぬらん、 さて あんしつ にち か 付て、 是は あんぎゃ のび 


くにに て 候が、 まみ へ 申した き 心 ざし 候て、 是 まで 參 

b 候と いふ、 あんしつ のうちよ， o、 ひたいに は 四 かい 

のな み をた、 み、 まゆに は ゑん 山の しも を たれ、 こし 

か い ま. 5 たるび くにの、 すみぞめの 衣に けさ かけ、 つ 

ゑに すが. 9 立 出て、 是 へ 入らせ 給 へ と 仰け る、 さし 入 

て見恃 るに、 一 まなる あんしつに、 少し 佛 壇の かたち 

をな し、 かなわに ほうろくと いふ 物 をす へ 、ゑん ざ 1 

つより 外 はなし、 きゃく 比丘尼 申す やう、 かやう にか 

み を そ. o、 衣 をす みに そめて 候 へ ども、 未だ 一 大事の 

いんえん を しらす、 びくに、 成， 9 たる かひ さらにな 

し、 御 じひに しめし 給へ とい ふ、 老 びくに こたへ て 

云、 みづ から も 未徹の 者に 候へ ども、 佛祖此 かた、 を 

しへの おもむき おきし 事 ども、 おろ/ \« 申す ベ し、 そ 

れ しゃう し， 9 んゑ のこん ぼん は、 か. 9 の此 身なる 事 

を わすれて、 うさう にしう じゃくす る まよ ひの  >ひ よ 

り 、とんじん ちの 三 どくの 心 はでき て、 n: 夜 我 をせ む 

るな b 、とんじん ちわ かれて、 八 萬 四千の ぼんの ふの 

やま ひとなる、 是 をむ しりん ゑの がう とい ふな， o、^ 

心に はなる 、事 かたし、 佛道 しゅぎ やうと 云 は、、 レを 

以 て 心 を せむ る を ほんい とするな. 9、 心 を ほしい ま 
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まにして、 心に したが ふ 時 は、 三 あく 四 趣に 引て 入、 

心 をい ましめ て、 心 をした が ゆる は、 佛 かいに 入る の 

道な. o、 心 は 第 一 の あたな b とい へ り、 心の 鬼 われ を 

せむ る 事 をし る べし、 されば 心の 鬼に おそれ、 心の 佛 

をう やま ふ を、 ごせ をね がふと いふ、 六道 りん ゑと 云 

は、 しん ゐを もってお ごくに 入、 よくしん を もってが 

きに 入、 ぐち を もってち くしゃう に 入、 にんか を もつ 

てし ゆらに 入、 五 かい をた もちて 人 げんと なる、 十 か 

い をた もちて 天上に しゃう す、 かくの 如く 六 だう. 0 

んゑ、 た い 是 一 しんのな す 所な. 5、 此 上に、 しゃう も 

ん、 ゑんが く、 ぼさつ、 佛の四 じ やうち を 加 へ て、 十 か 

いとな づけ、 みな 是 一 心の中に 有る 十 かいな り、 經に 

いはく、 三が い ゆる 一 心、 げ むべ つぼう、 心佛及 衆生、 

せさん むしゃべ つと 說き 給へ， 5、 然る あ ひだ、 心に 心 

を 付けて、 心の ある を きょむる の 外 はなし、 佛 はむし 

んむ 念な， 9、 凡夫 は 有心 有 念な り 、心 あれば 三が い な 

-り、 三が いはみ な 苦な り、 經に いはく、 三が いむ ねん、 

ゆによ くわた くと 說き給 へ b  、佛は 此のせ かい を、 ひ 

のい へ ととき 給 へ 共、 ぼんぷ は 此、. i を しら やして、 く 

わたく をた のしみ て、 せいり やうの すみかと なし、 あ 

n  ,ず| 1 一 十， 1 
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いねん しう じゃく ふかう して、 みらい  >ん いご う、 あく 

しゅの くいん を ぞうち やうして、 しゅつ b する 事 叶 

はす、 され V6 ぼんぷの > ひに、 四つ Q てん と う 有 り、 じ 

やうら くが じ やうの 四つな. o、 一  つに は げんげむ じ 

やうの 身 を もちい、 今 を もしらぬ 命に て、 此 せかいに 

心 をと いめて、 じ やう；？ つの 思 ひ をな す 心な， 9、一 1 つ 

にらく と 云 は、 此身 は苦瞪 なる 事 を しら やして、 らく 

な hs と 思 ふ 心なり" 佛は 八苦 をと きた ま へり、 しゃう 

ろうび やうし の 四つの 苦 有. o、 をん ぞう ゑく、 あいべ 

つ. 0 く、 く ふとつ く、 五し やう をん く、 此 四つ を そへ 

て 八苦と 云、 斯の 如くの 苦 有る 事 を しらすして、 らく 

なる 身と 思 ふ 心なり、 三つ にわれ と 云 は、 元來此 身、 

ちす ゐく わふうの かり 物にして、 我と 思 ふ ベ き 物な 

し、 此 ことわ. 0 を しらすし て、 か， C の 此身を わが みと 

愛し、 とん ぢ やく をな す 心なり、 四 つ にじ やうと 云 ふ 

は、 ふじ やう ゑ あくの 身 を 持ちながら、 此 >i わり を わ 

きまへ す、 せう じ やうな りと 田 5 ふ な， 5、 もし 此身の 

ふ じ やう をし らば、 なん ぞ此 身に あ いぢ やくせん や、 

めしる 鼻し る 大小べ ん、 五 ざう はらわたに 至る まで、 

一 としてき よき 事な し、 此 にくや ぶれて うぢと なる、 
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かへ b みすん ば 有べ からす、 かるが 故に、 不じ やうく 

わん をた て 給 へ.. >  、不じ やうく わん をな さん 人 は、 か 

ばねのお ほき 塚の ほとりに、 ぢ うせよ となり、 かやう 

のこと わ. 0 に まなこつ けて、 けんごの こヽ ろに ぢぅ 

して、： n 夜かん だんなく 身心 をき よめ、 この 心に はな 

れ給ふ ベ し、 とふて いはく、 御し めし 有. 0 がた しとい 

へ 共、 此の 心に はなる、 事 かたし、 いよく 方便 をた 

れ、 此 心に はなる 、ぎ やう. 5 きを さ づけ 給 へ、 こた へ 

て いはぐ、 ぎ やう は 萬 行な. 5 とい へ ども、 今どきつ よ 

き 行な h- がた し、 ことに 女人 なれば、 身に 相おう の 念 

佛の行 を 用 ひ 給 ふべ し、 しかりと い へ ども、 しんじん 

な く？ ：> て は 叶 ふべ からす、 人の こんき まち なれ 

ば、、 ひざす 听 -i は、 しゃべつ 有るべし、 一 つに はつね 

さ ま の 人 、他力 本ぐ わ んを たのみて、 ご Ob  くじ やう 

ど に 往生す ベ き、 じに て、 一す じに ねんぶつ する も 有 

り、 二つ に はむしごう- -ら い、 りん ゑす る舉 は、 とんじ 

ん ちの ねん をた ねとして、 生々 世々 苦 をう くる 事 を 

なげきて、 三 どくの 心 を滅す ベ き 願力 を もって、 しゃ 

しんの 心 を もちいて、 しん をせ めて、 ざいが う を 

ざんげして、 一 すじに き 佛 する も 有.^、 三つ に はねん 


ぶつ は、 みだの.^ けんと 観念して、 一 さいの ねん をせ 

つ だんす る 心 を もち ひて、 せん あくの 念と もに 、切怫 

ひ /- -'、 ゆ ふみやう の 心に て、 念佛 する も 有り、 四つ 

に は、 生死 を はなる ベ き 心 を 本い として、 た 5 '今 を h- 

A じうと 田ぬ ひさ だめて、 一 念 こ ゝに命 をす つる 、じに 

て 、今生 の 事 をす て、 せつ に き う に 、念 弗す る も 有 b  、 

是は ひと へ に、 ん じう 正 念の 念佛な b  、故に こじん 

のい はく、 へ いせい りんじう なれば、 りんじう も 又 へ 

いせいと い へり、 五つに は、 ばんじに か、 はらす、 し 

ん< ^けんごに して、 1 さい を はなる、 心 を もって、 

念佛 する も 有り、 是 則ち， 0 さう， CS ねんの ねん， つ 也、 

人々 の根氣 にしたがって、 其し な しゃべつ 有. 9 とい 

へ ども、 しん < ^ゆうめ うの 一 ねん、 心に しゃ ベ つな 

し、 經に いはく、 一  ねんみ だ ぶっそく め つむ， 9 やう ざ 

いと 說き 給へ- 9、 此の もんうた がふ ベ から や、 きゃく 

びくにう け 給 はり、 御し めしに まかせ 念佛 すべし と 

て、 ni 夜 ふだんの 念佛 おこたる 事な く、 ゆうめ うし や 

うじんの しん <\« を もち ひて、 年月 を 送る といへ ど 

も、 いまだ liij- のさめ ざる 事 をな げき、 とふて いはく、 

すゐ ふん 念佛 のこう つもる といへ ども、 あるひ はし 


ゆせ うの 心と な. Cx ，あるひ はしゃう < ^の  >  ひとなり、 

あるひ は 物に ぢ やくせぬ 心と はなれ ども、 ついに 此 

心に はなる 、事 を しらす、 とにもかくにも、 むめう の 

心と おぼえ 候 はいかん、 らうび くにこた へて いはく、 

偖 はくわん ねん を もち ひて、 一 さいう ゐ ほう、 によむ 

げん ほう やう、 によろ やくに よ でんと 觀を なすべ し、 

是 則ち 怫 のしめし 給 ふほんいな. o、 客び くに、 此の を 

し へ をう けて、 觀念を なすこと 年 ひさし、 しかりと い 

へ ども. じつう の A ふや， vy6 ざる こと をし つて、 又と ふて 

云、 御し めしに まかせ、 によろ やくに よ でんの 観 をな 

す 事、 年 久しと いへ ども、 いまだ、 によろ やくに よで 

んの 心、 むねに とい まって、 此 心に はなる 、事な しと 

おぼえ 候、 ねが はく は 方便 を たれ 給へ、 此の 時老 びく 

に 、きやくの むね を 取て、 なん ぢは 何も のぞ、 何もの 

ぞ とせむ るな， o、 客び くに、 む 得す、 いよ^^ tt- めて 

むないた を きづ きて、 みち/ \ と いひて つきた をす、 

客び くに、 おきあがら. C! とす、 又つ きた をして、 打て 

いはく、 なし/^ なしと い へり、 客び くに、 をき 上り 

て、 て をう つて わら ひてい はく、 なし/, , ^とい ひ 

て禮 をな す、 や、 あ， 5 て、 きゃくび くに、 有. 0 がた し 
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有りが たし、 いつぞや 草堂の か， 0 ねの 夢に、 なしく 

なしとう た ひ 給 ひしが いこつ は、 まさしく にて ま 

し /\ ける ぞゃ、 牝の 心 を しら やして 、むなしく すご 

しける 事よ、 夢 さめて こそ はしれと て、 すゐ きのな 

みだ 袖に あまり、 此のび くにを 師 とたの み、 つまぎ を 

と， 0 水 をく み、 あさ 夕つ か へたて まつ. o、 ついにく ふ 

うじ ゆん じゅくして、. フ ゑんむ ゑん を さいどして、 大 

わう じ やう を とげ 給 ふ、 其 あとに だう をた て、 すゑの 

世に いたる まで、 きせん くんじ ゆの 參 けい 有. 9、 めで 

たしと いふ も をろ かな， o、 
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ぼんな ふそく ぼだい、 生死 そくね はんと は、 これ！^ の 

金言に あらや や、 されば 佛種 はえん よりお こ. i> て、 な 

がく 生死の くがい を はなれて、 こがねの きしに いた 

. ^侍る、 何 を もってい ふと なれば、 後花ぞ の、 ゐんの 

御宇に、 都 さがの、 ほとり、 を ぐらと いふと ころに、 

淸 妙 海と て、 たっとき 僧尼た ち 侍. o、 此の とんせい 

の ゆらい を尋 るに、 ひんが しの 京に、 ある 大福 長者 有 

b 、其 子息に、 猪 名 野 篠之丞 とて、 世に ならびなきび 

なんあ- 9  、その ころ 又 にしの 京に、 はつ 花と い へる 女 

のとし の ほど、 一 一八 あまりな るが、 容顔 まことに い つ 

くしく、 ふようの まな じり、 たんく わの くちびる、 せ 

ん けんたる りゃう びん は、 あきのせ みの はに よそ へ 、 

えんて むた る さう が. は、 遠山の 色 を ふくむけ しき、 い 

かなる 签の 岩屋の ひじり な， 0. とも、  > ひまよ はで は あ 

ら じと、 おも ふば か h- の 女房 あり、 た  >  容色の 世に す 

ぐれた るの みに あらす、 をの、 こまちが もて あそび 

しみち を まなび、 うば そくの みやの すさみ 給 ひし 跡 
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を を ひし かば、 月の 前にび わ をたん じて は、 かたぶく 

影 を まねぎ、 花の もとに 歌 を ゑい じて は、 うつろ ふ 色 

を かなしめり、 されば そのな さけ をき、、 其 かたち を 

見る 人 ごとに、 心 を なやまさ すと いふ 事な し、 父 はな 

を 人 に て、 母なん 藤 原な ト. N ける 、家と み 類 ひ ひろくし 

て、 人のお もんす る 事 おろそか ならす、 明 くれ 遊 宴に 

のみ 日 を をく り、 月 を かさねて すむ 宿 の、 庭の 草木 の 

いろ- (^に、 數を つくして う へ られ た. 9、 春 はま づ さ 

く 梅の はな、 たが 釉 ふれし に ほひ ぞと、 とへ どこた へ 

ぬ おぼろ 夜の、 月 も 影 さす あさみどり、 糸よりか けて 

しら 露 を、 玉に もぬける と ゑいせ し は、 西のお ほ 寺の 

柳 かげ、 みどり もた つや 高 砂の、 おの へ の 松 も 春 くれ 

ば、 いま ひとし ほの 色 をのみ、 ましら なくなる あしび 

きの、 山 は 都の ふじのね の、 雪と や 見 まし 大 ひえの、 

をび えに たてる は つ ざ くら、 ひらや 橫 川の 遲櫻、 よし 

の はっせ や あた ごの だけ、 ぎ をん 淸水地 生の はな、 お 

b たつ 田 子の うら 風の、 匂 ひ を さそ ふ 藤の 花、 なみ も 

色 ある 吉野 川、 きしの 山ぶ き 花の ひも を、 とき はの 山 

のい わつ 、じ も、 ゆかす してみ る 庭 もせに、 えだ を ま 

じ へ てう へられたり、 さて 又 夏 は 玉 川の、 さとの しる 
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べに あらね ども、 かきね を うづむ 卯の花の、 雪 はづか 

しき 月影の、 空に かたら ふ ほと、 ぎす、 花た ちば なの 

香 をと めて、 なく はむか しゃこ ひぐ さと、 いふべ き は 

なのび じん さう、 さ ゆ，^ ひめ ゆり はかた ゆ. 9、 ぼた 

ん しゃくやく かざぐるま、 在 原の な. 9 ひらの、 ぁづ 

まの たびに 露わけ し、 うつの 山べ のった かえで、 かも 

のまつ りに かけ まく も、 かしこき 御代に あふひ 草、 ひ 

か る 源氏の 大將 の、 しろく さける はと 名 をと ひし、 た 

そがれ どきの 夕が ほの はな、 池に ははち す をう へ て、 

かもめお し 鳥の なくね を あ ひし、 秋の 草に は おぎ 

す、 き、 き、 やう かる かや われ も かう、 あるひ は傦 

正 へんせ うの、 我お ちに きと 人に かたるな とた はぶ 

れし、 さがの、 原の をみ な へ し、 えだ もた はゝに 露し 

げき、 みやぎ が はらの 萩の 花、 そのぬ ししらぬ 秋の 野 

に、 たがぬ ぎ かけし ふぢば かま、 慈 童が よは ひ をのべ 

た ひと、 きく もめで た き 花 の 露、 ふ， 9 み ふらす み さ だ 

めな き、 しぐれの 雲の たった 山、 たかを を ぐらの みね 

にし も、 に はの つき 山 もみ ぢし て、 さながらに しき 燦 

爛 た，^、 冬 は 枯木の えだく も、 ふりつむ 雪の しろた 

へ に、 又はな やかなる そのけ しき、 四き を はめ 
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のま へ に、 げ にたぐ ひなき 家ゐ かな、 そ も/,. \ 'ころ は 

やよひな かば、 千 本の 念佛 とて、 きせん 上下の かすか 

すに 、袖 を つらねて まふで け 、はつ 花 御前 もこし に 

めして、 念佛 にこ そ 參られ けれ、 こ、 にゐ なの さ、 の 

丞は、 わかた う あまた ひきつれて、 ふなお かや れんだ 

い 野に 出て、 小鳥が. 9 して あそびけ るが、 か へさに 千 

本の 寺に 入て、 狂言 を見ゐ たると ころに、 わか ざ ぶら 

ひわ かき 女房 だち、 かぶろ はした やうの もの 廿 人ば 

かり、 こしの 前後 をう ちか こみて ぞ をり ける、 さ \ の 

せう これ をみ て、 いかなる かたに やと、 心 もとな くお 

, 毛 ふところに、 春風 さ つと ふきお ちて、 こしの すだれ 

を ふきあげた b  、內 のて い を 見入ければ、 としの ほど 

二八ば かりの 女の、 い ふば かりなく うつ く？ - きが、 妖 

桃の 春 をいた める よそ ほひ、 垂 柳の 風 を ふくめる 御 

かたち、 こ は そ も 天人の やうが うかと、 身の 毛 もよ だ 

つて おも ひける が、 あな あおきな や、 たま/ \- 人間と 

生れき て、 心に あはぬ をち ぎらん よ. 9、 かやう の 人と 

秋の 田の、 か b そめぶ しの 夜な， 9 とも、 露の たま くら 

ならべ てこ そ、 今生のお も ひでとなる ベ けれと、 おも 

ふ 6 も戀 とな 、あさからぬ 身に あこがれ けれども、 


かく と いひよ るべき たより もなければ、 たいば うせ 

んと あきれつ 、、心 空に な， 0 て、 露の命 もき ゆる やう 

にお ぼえ けれども、 せんかた なみだに むせびな がら、 

えんま だう を 立 出で、、 荷に 向って あゆみ けれども、 

さらに 前後 も わき まへ や、 た V 跡への み ひき かへ す 

こ 、ちしければ、 行て はか へ b  、歸 りて は ゆきし ける 

ほどに、 春の 日な がしと い へど も、 やうく 西の 山の 

はに、 いり あ ひの かね を、 月の 夜 かげに わが 宿に かへ 

hN  、とやせ ましかく やせ ましと、 お も ひめぐ らし けれ 

ども いづく いかなる 人と もしらねば、 まして かくと 

いひ しらすべ き、 たよ b なみ ぢの 舟人の、 かぢ をた え 

たる ふせい にて、 ゆく ゑ もしらぬ 戀の 道に、 まよ ふ 心 

をと ト.' なをし、 き つ と あんじ 出しけ る は、 しょせん 此 

事、 我ち からにて はかな ひがたし、 いかなる をん やう 

じに も あ ひて、 たづ ねて 見ば やとお も ひける、 そのこ 

ろ 都に かくれな き、 うらな ひの 上手 あり、 過去 げん ざ 

いみら ひの 事 を、 鏡に うつす ごとくに、 くもりな くみ 

と をす ゆへ に、 世の 人是 を、 さすの 神 子 IO ぞ申 ける、 

かれが もとへ 尋行、 をり ふし 宿に あり、 あ ひて たいめ 

んし て 申 やう は、 御身 は 人 を - J ひ 給 ふが、 其 人の あ， 9 
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か を、 このは かせに とはんた めに、 た  >  今 これ へ きた 

られた b  、其方のお も ひ 人 は、 西の 京の 住人に、 あは 

づ左 京の 息女に はつ 花と 申て、 生年 十六 さいにな り 

給 ふ 人な りと、 さも 明らかに ぞうら な ひける、 さ 、 の 

一  これ をき、、 あまりの^ のうれ しさに、 とかう の 言 

一 某に もお よば や、 はかせの かほ をつ く  < ^とま ぼり、 

さても 明白なる いひ 事 かな、 かねてよ. 9 やしり ぬら 

んと、 あやしき ほどに おも ひつ 、、さらばと いひて ぞ 

歸. 0 ける、 かくて 日數 はふ， C- ゆけ ども、 とかう いひよ 

るべき 中立 もなければ、 めくらの つえ をう しなへ る 

ごとくに て、 いと いこ ひしき 事 いやまさり、 心 もし ほ 

れ たまし ゐ うかれて、 かのお も 影の 身に 添 ひて、 おき 

もせ.^、 ね もせで なげきく らしつ ゝ、， つつら./,., .lliij:^ 

ひける が、 ：！！ 々にお もくな り 行きければ、 父母 大 にお 

どろき 給 ひ、 醫療 さま つくせ ども、 戀の 病の くせ 

とし て 、 さ ら に し る し も f>  i^5,<!ざ ，9 け れ ば 、 め の と の 有 

^^：！-とぃ へ る女房、 かたとき も そば を さらすな たりけ 

るが、 さよ ふけ わたる 鐘の音の、 ひ いくま くら をう ご 

かして、 いかに 申さん さ、 のせう、 御身 さまの 御ゎづ 

らひ、 なにと もさら にわき ま へ がた し、 もしも 人 を や 

二百 二十 七 
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こ ひ 草の、 葉す ゑに むすぶ 露程 も、 御 心に か、 る 事 あ 

らば、 つ、 ます かた >9 おはし ませと、 忍びやかに ぞ申 

ける、 さ 、のせう は 聞き 給 ひ、 よに くるしげ なる 息 を 

つき、 あら はづ かしゃ うすもの、、 つ 、むにたら ぬ 花 

の 香の、 もれても さとり 給 ふか や、 今 はなに を かかく 

すべき、 いつぞや 千 本の 御寺に て、 西の 京に 住 給 ふ、 

左 京 殿 の 御 息女、 は つ はなの 御す がた を、 めされし こ 

しに 音づ る、、 風の あげたる 玉 だれの、 ひま もとめつ 

つ 見 そめし より、 おも ひ は 空に みちし ばの、 露と きえ 

なん わが 跡 を、 あはれ とと ひて たびた まへ と 、なみだ 

をな がしの たま へ ば、 めのと 此のよ しう け 給. 5  、w 殿 

ははつ 花の、 火に 御む ね を こがされて、 さやう に 煩 給 

ふか や、 その 御 事に て さ ふら は い、 いかにもた よりの 

さ ふら ふぞ や、 かの きみの 御內 に、 若葉と 申す 女房 あ 

り、 かれと わら は 、とし ひさし，、、 はらからの ごとく 

むつぶ なれば、 たのみ 中して 見 候 はんに、 御文 あそば 

し 候へ と、 心 やすげ に いひければ、 さゝ のせう うれし 

げ にて、 重き まくら を かろく あげ、 視 料紙 をと りよせ 

て 、すみす. 0 な が し 筆 を そめ、 つもる おも ひのことの 

葉 を、 さ も あ はれげ に かき：11:る、すみの匂ひも^3问まき 
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ゑに、 千鳥 を かきし 文箱に 入れて ぞ わたされ ける、 あ 

.9 ま 御文う けと ，9 て、 いそぎに しの 京に しも、 ゆき ま 

の わかなにたい めんし、 何とな き 物語りな どして、 か 

の 玉章 をと. ft- 出し、 はじめお は の 有り さま を、 く は 

しく かたりて、 ひたすらに 御身 を賴み 奉る、 御 返事 を 

とりてた び 給へ とい ひければ、 こ はむ づ かしの 仰 事 

や、 さ.， >  ながら 有 馬 どのと、 わかなが 中の 事 なれば、 

いかでい なと は 申べき、 御 返事の 義は、 おぼつかなく 

はさ ふらへ 北ハ、 御き げん をう か いひて、 御 けん に 入れ 

候 はん、 それにし ばらく 待 給へ とて、 御文 箱 を 袖に 入 

れ、 つまど をき. 9 ゝ とおし ひらく、 みすの を ひかせ に 

ほひく る、 初 はな 御前に まいり、 御け しき をう か いひ 

みれば、 みづ し 棚の 文 ども を、 あれ かこれ かと 引 ひろ 

げ、 みぬよ の 人 を 友と して、 こよな うの どかなる 御 あ 

り さまな. 9、 わかなた よ ，9 あしから すと おも ひ かの 

玉づ さ をと り 出し、 小聲 にな て 中 やう、 いかに はつ 

はな 聞し めせ、 過ぎに し 春の 比と かよ、 千 本念佛 へ 御 

まい. 9 のとき、 郭の內 にかくれ もな き、 朝 HI ちゃう じ 

やの 御子 息に、 さ 、のせう とか や 申 人、 きみ さまの お 

すがた を、 ひとめ 御覧 じ そめし よ. CS  、しづ 6 なき こ ひ 


やみに、 いのち も あやうく まします よし， めのと の 有 

と 申 人、 わら は あげまきの ときよ， 9 も、 たが ひに 心 

をう ちとけ て、 むつまじく する 中 なれば、 まど ひきた 

b て此 ふみを、 御め にかけ て 一 言の、 御 返事 も あるな 

らば、 い か^は うれし かる ベ きと、 たのむ の 雁の 昔に 

なきて、 なげき しづ めるな みだ 川、 ながる、 水のう た 

かたの、 あはれ なる かたに 心 ひかれて、 きみの こ、 ろ 

はしら 露の、 玉づ さう けと. 0 參， 0 た. 0  、 そと 御覽 せら 

れて、 た い 一 筆の 御 返事 を、 あそばし 給 はる ものなら 

ば、 わら はがために は此 とし 月、 御み ゃづか へ つかま 

つる、 その 御な さけと おも ふべ し、 - .- とに は をす る 

がなる、 富士ょ まさる さゝ のせう の、 むねの けぶ. 9 

もき えぬ ベ き、 つゆの 命 をた すけ 給 は 3-、 これ ぞ まこ 

とに 極樂 の、 ぼ さ つのぎ やうと や. B- ベ きと、 言葉 をつ 

くし 申ければ、 は つ はな 御前 は、 おも ひ よらぬ 御 事な 

れば、 あきれ は て 、おはしけ る. か、 しばし 有て 仰せけ 

る は、 いかに わかな 聞 給へ、 わごせ の 人に たばかられ 

て、 とやかく やて ふみ づ からが、 心 を まよ はし 給 ふと 

も、 水上た えし 瀧の いと、 じゅくせぬ えだの このみな 

れば、 いかにい ふと も かな ふま じ、 その上 もしも 此事 
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を、 二人の 親の 聞 給 は^、 はつはな ともに 春の 野の、 

雪の したなる わかなまで、 つみに しづまん そのと き 

は、 くゐの やちた び も、 ち ど. 9、 鳴き かなしむ とも か 

ひ あら じと、 涕ぐ みての 給へば、 わかな この 由 承， 0、 

しばし は 物 を も 申さす して、 うちう つぶ ひて ゐた， 9 

しが、 や、 あ. 9 て 申す やう、 仰 はさに て さ ふらへ 共、 

かたらば もの を 聞 こしめ せ、 我 も 人 も をん なの 身に 

は、 よろ づ > ひに まかせぬ こと、 古 向きい^ J \f :> きに かぎら 

す、 五 障 三從と 申て、 ふかき さは..^ の あ.. 9 そうみ、 は 

まの 眞砂 はよ みつくし、 つ くす ともつ きじ 此 つみに、 

しづみ はてた る 身に しあれば、 諸佛 もこれ をす て 給 

ひて、 うかぶ 事な きと 承る、 されば ある 經に いはく、 

三千世界 男子し よ ぼんな ふが う しゅしゃ、 女人の ご 

うし やうと とけり、 君 さまに むかひ^ら せて、 かやう 

の 事 を 申さん は、 释： il に經 とか やにて さ ふら へ ども、 

おも ふ 事 をい はぬ は、 はら ふくる、 こ、 も すれば、 口 

に まかせて 申すな b 、まづ 五 障と 申す は、 法 華 經の說 

をち ,0- うもん 申す. に、 ひと つ に はぼんでんゎ，フとな 

らゃ、 ふたつに は帝释 ともなら す、 三つ に はま わう に 

もな b がた し、 四に はてん りん 德王 にもなら す、 五に 

二百 二十 九 
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は佛 になら やとと き 給 ふ、 又 三 從と云 ふ は、 いとけ 

なき 時 は 親に したが ひ、 さかんなる とき は 夫に した 

が ひ、 老ては 子に したが ふ、 されば 女に 家な しとて、 

お つとの 室に いたらす は、 身 を いづく におき つなみ、 

立ちよ る 方 も あらし ふく、 草の葉す ゑに をく 露の、 き 

>5< ^やすき 身 を 観， やれば、 こ 、ろぼ そく ぞぉも ほ ゆ る、 

人は廿 にな. 5 ぬれば、 さか. 0 過 行く 朝が ほの、 色 も 匂 

ひも 日に そ へ て、 おとろ へ ゆけば なに 事 も、 おも ふに 

かひ はなき もの を、 あら あさまし や 人の 身の、 ふた、 

びわ かき 事 はなし、 みめ も かたち も はなやかに、 こ ひ 

しと 人の 忍ぶ とき、 なさけ を かけさせ 給 ふ べし、 いま 

にと しょり こし か いみ 、み、 もき こ； \ん すめ も かすみ、 

はなう ち たれて 齒も おちつ、 見に くゝ ならば たれ 人 

か、 こ ひしゅ かしと 忍ぶ ベ き、 されば ある 歌に、 

をり に ふれこと に ふれても なさけ あれ 

なさけ は ひとの ために あらねば 

かやう の 歌 もさ ふら ふぞ や、 一樹の かげに あ ひや ど 

り、 一 河の ながれ をく むこと も、 他生の えんと きく も 

の を、 まして やきみ に 心 を かけ、 か、 るお も ひの 玉づ 

さ を、 かき をく-り 給 ふ 事、 此 世なら ぬ き> んん な， 0-、  W 
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世の ちぎ，^^有る！^^, に、たょり の風ゃ ふき つ らん、 其 上 

人の 文 をえ て、 か へ b 事せ ぬ その 人 は、 死して かなら 

す 手口な き、 蛇 身 を 得る ときく とき は、 きみ の 身の上 

おそろし やと 申す ければ、 君 もさす が 岩 木なら ねば、 

あはれ とやお ぼし けん、 うちし ほれた るふせ いに て、 

さても わごせ はよ しなき ことに、 わら は を うらみ か 

こ つもの かな、 力なし 此ぅ へ は、 もしもち ゝ ごや 母う 

へ の、 きこしめされ ばみ づ から は、 あらしに むか ふ は 

つ 花の、 ちりなん 事 こそ かなし けれと、 おつる 泪の玉 

づ さの、 箱 を ひらけば 六 H 燒の、 匂 ひ は 四方に みち /(^ 

て、 とる 手 • もく ゆるば か， 0 なる、 紅葉 重ねのう す やう 

に、 筆 をつ くして かき 給 ふ、 其 文の ことのはに、 

さ きそめ し、 千 本の はなのか ほば せ を、 見 そめし よ b 

も 我 こ \ ろ、 穴 ゆく 雲の きえ と、 き ゆるば かりに 

おも ひねの、 とこの 山風 夢た えて、 まくらに のこる 月 

みれば、 ち  > にもの こそ かなし けれ、 わが 身 ひとつ の 

戀ゅ へ に、 身 は をと ろ へ て かげろ ふの、 あるかな きか 

の 世の中に、 こ ひしき 人と 朝が ほの、 花のう へなる 露 

のま も、 まくらなら ベ て かやつ もる、 思 ひ を かたりな 

ぐ さまば、 身 をし る 雨に くち は つ る、 釉 かはく まも あ 


る ベ きに、 かなしき かな やわが こ ひ は、 いはぬ ばか. *y 一 

ぞ なに はなる、 蘆の しの やの したに たく、 煙 はもの か： 

むねの 火の、 き ゆるま もな きくる しさ を、 つ ゝむ とす： 

れ どうす もの ゝ、 ほたる も いま は 我 身よ. 9、 あこがれ 

出る 玉 かと ぞ、 おも ふに 付けて いにし へ も、 和 泉 式部 

と 聞え し 人、 おも ひに しづ むみたら しの、 河邊 にす だ ： 

く螢を 見て、 

ものお もへ ば澤の ほた るもゎが身ょh^ 

あこがれ いづ るた まかと ぞ 見る 

と、 よみ をく 歌の こ、 ろまで、 わが 身のう へ と あはれ 一 

にて、 そ  > ろに ぬる 、釉の 雨、 ふりに し 世に も わが ご 一 

とく、 もの おも ふ 人 もさ， 有り けれども、 山# の 一 

おのな がくしく 侍れば、 ま づく筆 を と^めて か： 

くち はつる 釉の なみだの 雨露に  一 

ひも, フち とけよ こふる はつ 花  . 一 

とにかくに 》/(.»、 柳の 風に けぶ， 9 の ごとき 御 返事 を？ 

まつが 浦 島の あまの 釉も、 かはくと きにし あ ふみの 一 

海の、 志賀 のうら み も ある まじ や、 かし ズと 書き止め 

たりければ、 はつ 花よ く- 見 給 ひて、 さても 妙なる 

. 四 人 比 1 . 


御 ふみや、 御 筆の 跡のう つくし さよ、 げ にも 御 心の み 

だれた るに や、 御手の ふる ひたる すみ 色 は、 唐土 日本 

にかくれ なき、 をの 、道 風と 申と も、 これに はいかで 

まさる ベ き、 か \ る やさしき 御- J とな どの、 わら はに 

心 をつ くし 舟の、 こがれさせ たま ふこと は、 まことに 

前世の ちぎり にゃあらん、 このうへ は 御 返事 申さで 

はかな ふま じ、 さ. 9 ながら かくの ごとき 御 ふみに、 わ 

ら はが 山の 井の ごとくなる、 心の 水ぐ き は、 君の みる 

め もはづ かしの、 もりの 木の葉 を かきあつめて もよ 

しなし、 た い 御 歌の 返しば から をと て、 硯 をなら し 筆 

を そめ、 こ ゝろは {<H にう き si の、 つらなる 雁 を 給に 書 

きたる、 たんざく をと， 9 いだし、 しばし 案じて かくば 

力， 9 

色 ふかき 言葉の 玉 をな す 露に 

ひもとけ つ、 もな びく はつ 花 

と 書きて、 わかなに こそ は 給 は b けれ、 若菜 めんぼく 

ほどこして、我住家へ たち歸.o^、すは御返事ょ參らせ 

んと、 有 馬に こそ はわた され けれ、 あ、 り ま 大きに 笑 を 

ふくみ、 いそぎ やかたに 歸り けり、 いとお じ やさ ゝの 

せう は、 めのと をつ か はされ しょ， 9、 文の 返し を 待ち 
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こがれ、 つまど をなら す 風の 音 も、 す はや あ， 9 まが 歸 

る やらん と、 むね 打 さはぎ おも ひねの、^ にもつ かす 

立う かれて、 おはしけ ると ころに、 めのと 御前に まい 

,9、 御 返事 を參ら する、 篠之丞 うけとりて、 いそぎ ひ 

ら きて 見 給 ひて、 愁 ふる 色 を 引か へ て、 ほうかう が 笑 

を ふくみ、 いかに 有 馬 聞 給へ、 そなたの なさけな か b 

せば、 いかで 此戀 かな ひつ、、 かやう の 返事 をみ るべ 

きぞ や、 ひとへ にお こと を それがしが、 むすぶ の 神と 

ぞん するな， 9 と、 よろこび 給 ふ はかぎ りなし、 此 ほど 

迄 は 草の葉の、 色に まが ひし 顔色 も、 桃李の 色の ほが 

ら かに、 違例 もた ちまち ギ 癒して、 もとの 姿 をみ るよ 

b も、 かなた こなたの 神々 を、 ふかく 祈. 0 し 其のし る 

し、 今 ぞ有馬 も よろこび ける、 かくて 其 日 も くれ けれ 

ば、 人め 忍ぶ のす りごろ も、 じんじゃ うに 出立で、、 

めのと の あ， 9 ま を 案内 者に て、 にしの 京へ ぞい そが 

れ ける、 時し も- J ろ はは つ 秋の、 なかば もす ぐる 夕闇 

の、 たどく しげなる みちし ばの、 露わけ ゆけば 西の 

京、 あは づ どの、 住みた まふ、 屋形 もち かくな， 9 にけ 

h- 、有 馬と 若菜 はかね てよ 、相圖 をいた せし ことな 

れば、 おもての 門 は 人目し げしと、 うらの 門より ぞ忍 
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ばせ ける、 かの 在 五中將 の、 をん なの もと へいきけ る 

に、 人め をし のぶと ころ なれば、 門よりも えいら で、 

垣の くづれ よ.^ かよ はれし、 其い にし へ の 事まで も、 

今 身のう へ にしら i,6nr 、ひき い れの久 はもと よりも、 

案內 をよ/、 ぞんじければ、 愛の つまど かしこの しゃ 

うじ を、 さらり./^ とおし あけて、 初花 御前のお はし 

ます、 亭の 廊下に た、 せ 申、 きみに かくと 申ければ、 

はつ 花 御前 は 聞き も あへ す、 みす おしのけて ゆるぎ 

出、 あらめ づ らしの 客人 や、 こなた へ 御 入， 9 さ ふら へ 

とて、 ほ、 えみ 給 ふ 御け は ひ、 ま、 とに はつ 花の 露 を ふ 

くみ、 まがき のうちに ふん// \ 'と、 匂 ひ を はなつ にこ 

とならす、 やがて 座敷に うつ， 0 給 へ ば、 十八 日の 月 も 

ほ の と 出て、 庭の 池 水に 影 さすけ しき、 おもしろ 

や、 心 あらん 人に 見せば やと ぞ おも ふ、 興に せう じて 

笛と. 0 出て ふきなら す、 をん な 和 琴 を かき あはせ た 

^ければ、 おとこむ かし 物語の 歌な ける が、 ふとお 

も ひ 出て、 

琴の ね も：：！： もえなら ぬ 宿ながら 

つれな き 人 を 引 やとめ ける 

をん な もく ちす さみに、 


こがらしに ふき あはす め るふえ のね を 

ひきとい むべ きことの はもな し 

さて 御 か はらけ いだし ける に、 いは ひのこん- (-過 

きければ、 じゅんの さ かづ きぎ やくに ま はし、 ぎゃく 

のさ かづ きじゅんに めぐる、 車座に. Q ながれた る、 女 

房た ち はこ ゑ，^、 にうた ふ つ 舞 ふ つ 住みよ しの、 濱 

松の をと は ざいん ざ つ と、酒宴の典もっ き影の、^^も 

しんかう にな. 0 ければ、 いざや まどろまん さらばと 

て、 すいち やうこう けいの うちにして、 沈の まくら を 

かたぶけ つ、、 かのりさん きうの いにしへの、 さ、 め 

ごとに は あらね ども、 ひよくれんり のかたら ひ、 露 あ 

さからぬ ちぎりに て、 千夜 を 一 夜と おもへ ども、 はつ 

秋の 短夜 なれば、 かたり なぐさむ ひ まもなく、 はや 明 

方の かね を、 月 落ち 烏鳴き、 人々 もお きさ はげば、 わ 

かな 參. 9 て かくと 申け り、 お. i こかな しくお も ひて、 

むつ ごと を かたり も はて ぬしの ゝ めに 

と h- あ へ ぬまで おどろか すらん 

女 は 此の あ.^ さま、 父母の-夢 にやみ ゆらん と、 i 仝お そ 

ろしくて、 

身のう さ をな げくに あかで 明る 夜 は 
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と， 5 かさねて ぞね もなかれ ぬる 

お と こ あま h- の かなし さに、 ひとり ごとに、 

あかつ ぎの なから まし かばしら 露の 

をき て わびしき 別れせ まし や 

と吟 じて、 なく./,^ たち 出づ るに、 女 も ひさしの もと 

まで をく. 0 て 出つ 、、たが ひに 手に て をと. 0 か はし、 

さらばと いはんと すれば、 消に むせ びても の もい は 

れす、 や、 有て はつ 花、 おつるな みだの ひまよりも、 

野の すゑ 山のお く、 餘 よるう らまで も、 か いらう どう 

けつの ちぎ.^ は、 た ゆ まじく さ ふら へ ど、 人め を ふか 

くつ 、ませ 給 ひて、 かよ ひ 給 ふ べしと やくそくして、 

たが ひに 跡 を か へ. 5 見が ちに て、 別 をお しむ 心の 內、 

おも ひ やられて あはれ な. o、 篠之 一は、 わがや かたへ 

歸. „ ^たれ ども、 夢う つ 、も わか ざ. 9 つるお も 影の、 ひ 

しと 身に そふ - J ゝち して、 さ >ら に 後 も わき i< へ す、 

た^ばう くと して、 西の { 仝 をのみ ながめて 立ちた 

ると ころに、 をん なの もとより 文お こせた， o、 いそぎ 

ひらきて みれば、 何とも 言葉 はなく して、 

はかなく も あけに ける かな 朝つ ゆの 

をき て の後ぞ き>ん まさ， CS ける 
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男す みす. 0 ながし 筆 を そめて、 返歌 を かくば か， 

あさ 露のお きつ る 空 もお も ほえす 

きえ か へ ゥ るこゝ ろ まど ひに 


四 人 比丘尼 上 終 
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四 人 比丘尼 中 一名 花の 情 

そのの ちょ b はたが ひに し、 人め しのぶの 浦な みの、 

よる-/, かよ ふ を. 0 も あり、 又は 花見 月 見、 あるひ は 

こ、 かしこの 寺社 まふで にこと よせて、 宇治の わた 

, ^にあら ね ども、 中 宿 を もとめ をき て、 出 あ ふたび も 

かさなれば、 あこぎが うら に ひく あみの、 人め に餘る 

ほどに みえければ、 をん なの 親 この 事 を 聞きつ けて、 

大きにい か b せっかんして、 其 通 ひぢに 番をすへ て、 

きびしく こそ は 守らせ けれ、 おとこ これ をば しら $s 

の、 たえま も. 5  くる 月 更けて、 人 も しづ まる ほど なれ 

ば、 をん なの もと へ ゆかんと て、 うすぎぬ とって 打 か 

づき、 かたち を 女に 出立ち て、 中間 一人め しつれ て、 

西の 京 へ ぞ 忍びけ る、 やかた にもつき しかば、 うらの 

門に たちよりて、 ほと/^ とお とづれ ければ、 番のも 

のど もお. 0 あ ひて、 あやし やた ぞ とこた ふる、 いやく 

るし う も 候 はや、 わかな どの ゝ ゆか. 0 の 者に て 候が、 

少 もの まふし 候 はんと、 忍びやかに ぞ申 ける、 さて は 

くるしから すと て、 門 を ひらきて 見て あれば、 うすぎ 


ぬきた る 其け しき は、 女と もみえ すお とこな け ひ， 

番の もの ども あやしめて、 こ は 何も のぞ さよ ふけて、 

おの この をん なにさま を かへ、 たばか-. y きたる はふ 

しぎな.. 5、 いかさま これ は盜 人の、 引 入 を せん 其た め 

か、 さらす は此 ごろ この やかたへ 、忍びく にかよ ひ 

くる、 らうせ きもの ゝ あるときく、 もし それに て や 有 

らん、 よ， し 可に て も あらば-, のれ、  >  の ネ6 すな もらすな， フ 

ちとれ とて、 太刀 なぎなたの さや はづ し、 まんなかに 

こそとう こめ けれ、 さ 、のせう これ を 見て、 小ノ もさ は 

ぐけ しき もな く、 な ふい かに かた <\ '、何 ゆ へに かく 

ばか. o、 我 を あやしめ 給ふぞ や、 山賊 夜 盜の引 入 を、 

い たす 身に て も はす、 ュズ づ しづ まり て - J と は， 9 を、 

聞 給へ とい ひけれども、はゃ，„^すぎたる若ものども、 

阿 ちん やと も かな ふま じ、 物ない はせ そうちと めよ 

と、 すでに あやうくみ えければ、 さ 、のせう も 心え た 

り、 そのぎ にて あ るなら ば、 てなみの ほど を 見せん と 

て 、かづ い だ うすぎ ぬと つてす て、 ふところに さした 

b し、 一 一尺 三寸の 大 わきざし、 ぬけば 玉ち るば か. 5 な 

る を、 まっかう にさし かざし、 大勢に わって 入 火花 を 

ちらして き，"； > あ ひける、 さ ゝ のせ， フが うち 物 は、 おも 
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影と なづけて、 來 太郞國 行が 百日 精進 けっさいして、 

百 貫に てうちた るかた ななれば、 此 きっさきに ま は 

る もの、 あるひ はまつ かう 立 わ. 9 に わられ、 あるひ は 

むないた をけ さぎ.^ に、 き つ て おとされ ける ほどに、 

はやりす ぎた る番の もの、 かれ 一人に きりたてられ 

て、 風に 木の葉の ちる ごとく、 四方 へばつ とぞ にげに 

ける、 供に 候 ひし 小 源 太、 のがす まじと いふ ま、 に、 

にぐ る を 追 ふて 出ん とす、 さ 、のせう おしと 5- め、 こ 

はい かにき やつばらが、 にぐ る こそ さい は ひよ、 さの 

み 人 を ほろぼしても、 つみつくりに なに かせん、 今 は 

これまで ぞ小源 太と て、 かたな を さやに おさめ つ 、、 

ひがしの 京に ぞか へらる、、 あやう か. 5 ける 事 ども 

なら、 さ る あ ひだ あは づ さき やう、 ， J の こと をき くよ 

..CN も、 いよ/^ いか h, 腹 だち て、 息女に むか つて 申さ 

れ ける は、 いかに はつはな うけた ま はれ、 父が いふ 事 

を もち ゐす、 をのが 心に まかせつ 、、身 をい たづら に 

なす だに も、 々も 口お しくお も ふに、 あまつ さへ、 

わごせ が むすびし あくた う もの、 ゆうべ 此屋 にきた 

b  、わかた うち うげ ん 殺害し、 ら う せ き し ご /、いふに 

たらす、 みなわぬ しがな すわ ざに あらす や、 しょせん 
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なんお が やうなる、 親に 不孝の むすめ をば、 持て は 何 

の 益 あら ん 、見れば い よ-,, ,\ 'はら もた つ、 とく いづち 

へ も^1^ひゅけ、今ょり浚は、ぉゃとも子ともぉもふま 

じ、 はや 出よ と ぞい かられけ る、 いた はしゃ はつ 花、 

かほに 紅葉 をち らし、 おつるな みだ を釉 にかけ、 一 間 

所に 入り 給 ひ、 くどき 事 こそ あはれ なれ、 されば 世間 

の 人 をみ るに、 あるひ は 五十六 十、 又は 七十 八十に を 

よび.. かしらに 雪 をいたい/、 まで も、 夫婦の ちぎり あ 

さからす、 むつべ る 人の あるなる に、 いかなるむ くひ 

にみ づ から は、 まだき の ふけ ふなれ そめて、 あかぬな 

か をし さけられて、 いづ こ へ とて か 迷 ふ ベ き、 しょせ 

ん 命の あれば こそ、 か 、るお も ひ をす る 事よ、 じが い 

を せんとお ぼしめ し、 守りが たな をす る. 9 とぬ き、 す 

でに じがいと みえし とき、 わかな 大きにき も をけ し、 

な ふこれ は 何事 ぞと、 あはて 、かたな をう ば ひと h -、 

いさめ 申け る やう は、 御 歎 はこと は なれ ども、 か ゝ 

るた めし はいに し へ より、 あるに よりて や 萬 葉 集に、 

上野 やさの ゝふな ばし と， 9 はなし 

おや はさ くれ ど われ はさ へ かへ る 

とよみけ る 歌の ふる ごと を、 かたらば 聞し めさる ベ 
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し、 むかし 上野 國、 さのと いふ 所に 住みけ るお とこ、 

ある 人の むすめに あこがれけ るに、 ところ は 河 をへ 

だて 、あれば、 其 ふなばし を 道と して 、よな/, (^かよ 

ひける に、 一 一親 この こと を ふかくい とひ、 橋の 板 をと 

り はなす、 これ をば ゆめにも しらすして、 月 もい， 9 江 

の 波 くらき、 はし を わた. 0 て ゆきかよ ふところに、 と 

り はなした る 板 間より、 かつば と 落ちて むなしくな 

る、さるにょ..^てこの事を、古人歌にょみをきて、 あ 

はれなる ことに、 今の 世まで 申った へ はべ る、 されば 

ふうふい もせの わ. 0 なき 事 は、 上らう も 下 藤 も、 いか 

. でか 替り 申す ベ き、 御 じが い の 事 は、 かたくお も ひと 

まりた ま へ 、命 を また ふ もっかめば、 ほうらい さんに 

あ ふと かや、 申た と へ のさ ふら ふぞ や、 わら はもき み 

ともろ ともに、 主の 御かん きかう ぶ， 0 て、 此御 やかた 

に 有りが たし、 幸 ひわら はがゆ か b の 者、 さがの、 お 

く 小 倉と 申 所に さ ふらへば、 ま づ< ^それへ 御 忍び 

有りて、 時節. を 御 まち 候 は い、 など か 父御 も そのうち 

に、 御 はらい させ 給 はざる べきと、 とかくい さ め 申 所. 

に、 はつ 花 わかな もろともに、 をった ての つか ひたび 

たび.^、 いた はしゃ はつはな は、 ひと へ に 夢の こゝ ち. 


して、 なみだに むせび 給 ひしが、 おつるな みだの ひま 

よ b も、 かくなる こと もたれ ゆ へ ぞ、 た， ！• つま ゆ へ の 

事 なれば、 たと ひいの ち をう しな ふとても、 歎く ベ き 

に は あらね 共、 さすがと し 月 住み なれし、 すいち やう 

こうけい のと ぼ そ をし、 け ふ 立 出で、 い つかまた、 歸 

らん 事 をし ら浪 の、 よるべ いづく とさ. ためな き、 身 は 

うき 舟の かぢ をた え、 ゆく ゑ もしら ぬ - J の 道に、 まよ 

ひ 出れば 世の 人め、 はづ かしげなる ふせいに て、 いち 

めが さに て かほ かくし、 やかたの うち を 立出づ る、 心 

のうち こそ あはれ なれ、 そ も/^ 比 はい つならん、 く 

れゅく秋のぅすぐも，9、ふ，^^みふらすみさだめ なき、 

ち ぐ さ 

時雨の 露に すそ ぬらす、 野 邊の千 種 を をし わけて、 さ 

がの、 はら は いづく ぞと、 とへ どこた へぬ ゆ ふづく 

ひ、 ならびの 岡 を 過 行けば、 道 ゆく 人 も 立 どま. 9、 此 

人々 の ありさま を、 みとが めざる はな か， 5 け. 9、 いた 

はしゃ はつはな は、 生れて しょ. 9 け ふはつに、 泥土 を 

ふめる 事 なれば、 足な へ. 身つ かれ 給 ひつ、、 あゆみ か 

ねて ぞ みえ 給 ふ、 わかな あまりの 御いた はし さに、 御 

手 を 引き、 おこし を をして、 ゆきみ ゆかす みせし ほど 

に、 やう やう その 日の くれ ほどに、 さがの ゝ ほと. 0 を 
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ぐらの さと、 しづ がふせ やに つきた まふ 、あるじのお 

いうば かひ-^ しく、 なさけ ふかき もの なれば、 ふか 

く 人め を 忍ばせ 申、 いつ きかし づき 舉る、 あるじの 情 

にう きを 忘れて、 かくて - 】 、にぞ 住み 給 ふ、 をり しも 

秋の すゑ なれば、 夜 さむ をい とふ しづの めが、 衣う つ 

音の 聞え ければ、 初花 かくなん、 

雄 倉 山す その、 さとの ゆ ふ 霧に 

やど こそみ えね 衣う つな. 9 

と ある 古事 を 思 ひつら ね 給 ひければ、 お うぢ やうば 

はう け 給. o、 やさしの 人の 言の葉 や、 われらが つたな 

き 心に も、 あはれ とお も ふ 歌の道、 ちから を も いれ や 

して、 あめつち をう ごかす と、 いにし へ 人の か、 れし 

も、 げに こと は.. 9 とかん じ 人し、 お うぢ やうば が ひの 

內、 おくゆかしく ぞ おも はれけ る、 お うぢ は 一 間 所に 

入， 9 て、 古き からびつの 中よ. 0 も、 琴 を 一 ちゃうと り 

いだし、 姬 君の 前に 置て、 此 琴と 申 は" このお いが 先 

祖ょh^、家に傳る重寶にて、都にぁh^し其時は、 此道 

にす きの 人、 春の はなの あした、 秋の 月の 夜ごとに、 

わが 宿に きたり、 かきならし 給 ひし を、 われら ふうふ 

はちゃう もんして、 むしの まう ねん を はらし、 愁を忘 

二百 三.！ 141 


華 


四 人 比 &尼中  

れさ ふら ひし、 まっかせ とな づけし 琴 なれ ども、 世に 

すてら る 、身のう さは、 いく 春秋 をい たづら に、 むな 

しく 月： n を を ぐら 山、 ふもとの さとに 住み なれて、 し 

ら ベ に 似た る 松風の、！ li 曰 はきけ ども まこと をば、 かき 

なづ 人の あら ざれば、 ち， 9 のみつ もる ばか hN な， 9、 こ 

と ；史 今夜 は 月 すみて、 を ぐらの 山の 鹿の 音 も、 物 あは 

れ なる 折から なれば、 一 手 ひかせ 給 ひて、 きかさせ 給 

ふ ものなら ば、 お うぢ やうば が 今生のお も ひで、 何事 

か是れ にす ぎ 候べ きと、 そゝ のかし 申ければ、 はつ は 

な 御前 はき こしめ し、 やさしの 人の いひ ごと や、 京に 

田舍 あ.^、 ゐ なかに 京 ありと、 うき 世の なら ひに い ふ 

なる も、 こ、 の 事に て あ， 9 ける ぞゃ、 いで-,, 調て ぢ 

いうば の、 心 を なぐさめ 申さん とて、 引よ せたん じ 給 

ひけり、 むかし 淸見 原の てん わう、 吉 野の 瀧の 宮 にお 

はし ましけ ると き、 ：n の くれがたに 琴 をたん じて、 御 

心 をす まさせ 給 ひける に、 むかひの 山の みねよりも、 

あやしき 雲 立 のぼりけ る を 御らん じければ、 その 雲 

の 中に、 神 女の すがた あら はれて、 御 琴の しらべ に 合 

て、 かなて まひけ ると かや、 愛 は 又 さがの、 おく をぐ 

らの 山の 山姬 も、 はつ 花 御前の 琴の 昔に、 あはせ て釉 
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やか へす らんと、 あやしき ほどの つま 音 也、 お うぢ や 

うば はう け 給. 9、 あらお もしろ やた えがた や、 姬君さ 

まの 琴 をき けば、 いくとし 月の 憂へ を 忘れ、 老の すが 

たもた ちまち に、 わか やぐ 心ち しさ ふら ふぞ やと、 か 

ん るい をぞ ながしけ る、 まことに こゝ ろな きちくる 

ゐま でも、 此 琴の 音に めでけ るに や、 を ぐらの 山の 男 

鹿 ども、 お うぢが 屋 かげに むれ 來 りて、 角 を かたぶけ 

聞 きゐたり、 もの ゝ ひまより は つ 花 は、 此 ありさま を 

見た まひて、 一 首と. 9 あへ すかく ばかり、 

むれて くる を じかの つの ゝ つかのま も 

わすれす おも ふ 人ぞこ ひしき 

とお も ひつ いけ 給 ひて、 琴 を ひきす さび 給 へ ば、 有 明 

の 月 いたく 更て、 曉を つぐる 野 寺の 鐘、 まつの あらし 

にさ そ はれて、 くす やの 軒ち かくひ 5- きければ、 おう 

ぢ もさす がに 都 そだち、 わか ざ か.. >  の いにし へ は、 し 

きしまの みちに こゝろ をよ せけ るに や、 ある 古歌 を 

おも ひ 出て、 ， 

有 明の 月の ゆく ゑ を ながめて ぞ 

のでら のかね はきく ベ かりけ る 

とくち やさみ ければ、 姥 ごせ も ひなびた る こ はねに 


て  ， 

あか つきと つげの 枕 を そば だて ゝ 

きく もさび しき かねの 聲 かな 

若菜 も いくとし EJ 、かの 姬 君に そ ひ 奉りて、 なまこ ざ 

かしき ものな. 9 ける が、 あくび をす る/^ かくば か 

山 ざとの 秋の 夜ぶ か き あはれ を も 

ものお も ふ 人 は 思 ひこ そしれ 

かくて はつ 花 御前 は、 お うぢ やうば を 友と して、 歌 を 

よみ 琴 を ひき、 心 を なぐさみ 給 ひつ ゝ、 け ふよ あすよ 

と 日 かす をのみ、 を ぐらの 里に 住 給 ふ、^ もゐ なの さ 

さの？^ 一は、 はつ 花 御前 親の 不孝 を か、 ぶりて、 いづく 

ともなく 迷 出で、 行方 しらすな. 0 給 ふと、 風の たより 

に 聞きし よ 、はっと 思 ひ 心み だれて、 更に 前後 も わ 

きま へす、 こ はい かにな りぬ る 事 ども ぞと、 おも ひし 

づ みて ゐ たりし が、 つく < ^もの を あんす るに、 皆 ra: 

事 も 定まれる、 ゐんぐ わの 報 ひとい ひながら、 これ は 

ひとへ に それがしが、 なす わざな， 0 とおぼえた， 9、 い 

たはし や はつ 花姬、 か.、 るべ しと は 白雲の、 立 わかれ 

つ、 歸る さの、 釉を ひか へ てい ひける は、 生て は 偕老 


のちぎ り ふかく、 死して はおな じ 苦の 下に、 うづ もれ 

なんと 云 出で し、 言葉 も 今 は あだ こと ゝ、 な. 5 ぬる 事 

のかな しさよ、 やかた を出づ る その 時に、 さぞ それが 

し を うらむ らん、 よし それ とても 力なし、 夢にも 我 は 

しらいとの、 みだれ そめに しわが 心、 いかに せんと か 

おも ひねの、 夢の うきはしと だえ して、 峯 にわかる ゝ 

よこ. 富の、 穴 H につら なる 雁が ね も、 我 をと ふかと あは 

わにて ぃとぃなみたぞまさ，^^ける、ぁま.0'ぉもふも 

くるし さに、 氏神 牛 頭 天 王に 參り、 此事 をな げき 申、 

神 力 を もって わがお も ふ、 人の ゆく ゑ をし らば やと、 

賴みを かけて ゆ ふだす き、 祇園の 社に 參 りつ 、、南無 

武塔 天神ね がはく は、 あかで わかれし はつ 花の、 ゆく 

ゑ を しらせて たび 給へ と、 一心し やう ^のま こと 

をいた し、 一 ヒ 日ぞ こもりけ る 、すでに. 13：11 ： をよ び 

ける、 曉が たの 事なる に、 あ. 9 がた や 天 王 は、 二十 許 

の 童子と げんじ、 さ、 のせう の 枕 上に 立 給 ひ、 めう も 

んた. 5- しき 御聲 にて、 なん ぢが 妻に あはん とお も は 

ば、 都のに しさが の ほとり、 を ぐらの さと を たづ ぬ ベ 

し かなら すめぐ. 9 あ ふべ しと、 あらたに 神 刺 まし ま 

して、 夢 は その ま、 さめに けり、 こ は 有.. y がた の 御つ 
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げやと、 御 帳 を 三度 禮拜 し、 あけの 玉が き 立 出で、、 

すぐに さが へ ぞ おもむき ける、 頃 は 九月の 末 なれば、 

木々 のこす ゑ も：^ 葉して、 錦 を さらす ひがし 山、 しゅ 

みせん の 西 原 も、 かく やとお も ひ しられた. 9  、みなみ 

は 八 坂の さとつ いき、 葛屋 のけぶ 1 なびき、 立 わた 

たる 霧 間より、 淸水 寺の かねの 聲、 ぎ をん しゃう じ 

や を あら はして、 諸行無常 とひ いき、 て、 まよ ひの 夢 

やさます らん、 にしに 出れば ぎ をん 町、 民の 家居の か 

す に、 iM 還の らうに やくなん によ、 釉を つらね も 

すそ を そめて、 引き もち ぎらぬ あ. 9 さま は. ま JJ に 花 

の 都な b 、こゝ はめ やみのお ざう だう、 ぎゃくえんな 

がら ふし 拜み、 四 條の河 橋う ち 渡る、 はるかに ゆけば 

千聲 の、 さ えづ. 9 をな すむ ら鳥 の、 雀の も b をう ち 過 

ぎて、 さいの 里に も 着に けり、 なを ゆく 道 は 野 を わけ 

て、 色づく 草の 露霜に、 ころもの すそ や ぬらす らん、 

向 ひ を はるかに なが むれば、 むさう こくしの 建立な 

る、 天 龍 寺の こなた かなた、 b ん せんじ 法輸 寺、 なを 

そのす ゑ を 見 わたせば、 あたご 高 尾の もみおば を、 さ 

そふ あらしに 霧 はれて、 影 もさ やけき 月の わの、 光 を 

やどす 淸瀧ゃ 、せいの しらいと くわた めて、 山 わけ 衣 
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を..^ に ふれ、 ことに わたる や 雁が ねの、 さほの さすて 

も大 井川、 くだす いかだの 行く 方 を、 みなみ は 梅津む 

めの 宫、 我 をば たれ か 松の 尾の、 松 かげと をく さびし 

き は、 とき はの さとの 夕まぐれ、 あらし こがらし ふき 

おつる、 木の葉 は 道 を うづ まさ や、 ふみわけ ゆけば こ 

れぞ ^ の、 うきよの さがに つきに けり、 ま づ淸凉 七 一寸に 

まいりて 、南無 大 をん けう しゅしゃ か む に 、無上 大覺 

せ そん、 め つ ざい 生 善 臨終し やう ねん、 往生 ごくらく 

とふし おがみ、 しばらく 御 * たうの えんに やすら ひ 侍 

るに、 鹿の 音物 あはれ に 聞え ければ、 

, ゆ ふぐれ は 秋の さがの、 しかの ねに 

山 もと ふかきつ ゅぞ こぼる ゝ 

と ある 古事 をお も ひ いづるに も、 かの 君の 事の みむ 

ねに みちて、 更に 忘る 、ひ まもなく、 祌の吿 をし 賴み 

にて、 いづぐ の ほどに かお はすらん と、 足 を 空に まど 

ひ あ. 0 きて、 たづね かねた る あ.？ さま は、 かの 高倉院 

の 御 侍に、 仲國 とい ひし 人、 君の 仰 を かう ぶりて、 こ 

がう のつ ぼね を尋ん と、 秋の 最中の 名に しお ふ、 月げ 

の 駒に うちの b て、 かなた こなたと 此 ところ を、 まよ 

ひ あ きしい にしへ の、 其 仲國が 心の 內、 今 身の上に 


しら 露の、 ふかき 思 ひ は ひろ 澤の、 池の ぬな わの くる 

くると、 めぐる 車に の. 9 の聲、 さもた つと くもき こ ゆ 

る は、 いかなる かた ぞと尋 ぬれば、 往生 院と をし へけ 

れば、 

きみと われし なば さ いはう ごぐ らくに 

わう じ やうなん の ほとけ みちびけ 

かたはら を みれば、 垣に は 蔦 かづら は ひか 、..^、軒に 

は苔むして、露しんくとふるき庵{;*lぁ..^、かれはぃ 

にしへ 瀧 口 入道が、 住みけ る 所よ とて 立 よれば、 きょ 

め ぬ 庭に ち. 9 つもる、 木の葉に 渡る 松風の、 音よ h- ほ 

か は、 とと ふ もの も、 な^^ (-' かく ぞ思 ひつ 5- けゝ る、 

なにとなく きけば なみだ ぞ こぼれぬ る 

ぬ しなき いほの のきの まっかせ 

往生 院を立 出で、、 かなた こなたと たづぬ る ほどに、 

野の 宮に到 b ぬ、 秋の 花み なおと ろ へ て 、あさおが 原 

も かれ <^ なろ むしの 昔に、 まっかせ さつ/ \ と 物 

すごく、 もの はかなげ なるこ しばがき、 くろ 木の 鳥 井 

か -PANL/N, ，宜； ^主 ども、， J ゝかし ： にしぶ. ぶけ 

,0、 火た き やかす かに ひか/、 と、 ひかる 源氏の 大將 

の、 この 所に まふで たま ふ、 其い.. にしへ の 寧まで も、 
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ぉもひゃられて物さびしき、遠寺のかねの.聲、初^^の ： 

0 にや 育ら 、！^ ム，. く  E 一-さそ はれて、 ほのかに ひ い 

く 半 空に、 雁が音 寒き 野 を わけて、 尋ねめ ぐれ ど わが 

おも ふ、 人の ゆく ゑ はしらい との、 となせ の 満に身 を 

なげて、 死なば やなん どお もへ ども、 わが 氏祌の 御つ 

げの、 いかで むなしく あ る ベ きと、 思 ふこ、 ろ をた の 

みに て、 かなた こなたと 行きな やむ、 足 引の 山の すそ 

野なる、 を ぐらの 里 をき て みれば、 木々 の 紅葉の くれ 

なゐ を、 おろす あらしに さそ はれて、 琴 こそ かすかに 

聞え けれ、 瀧の ひ いきか 松風 か、 あやし やさても いか 

ならん と、 聞きみ、 たて、 音 をした ふ、 こ ゝに 片折戶 j 

したる 賤が屋 の、 軒の 松風お とそへ て、 琴 を しらぶ る 

人 有. 0 けり、 さ 、のせう ふしぎに 田 心 ひ、 かく 物 ふかき 

山 ざとの、 みる も かなしき 賤が屋 に、 いかなる 人の 住 

居して、 琴 を ひく やらん やさし さ よと おも ひ、 や、 し 

ばらく 立き、 たる に、 尋ね かねつ 、あ： がる、、 はつ 

花 御前の つま 音に、 すこしも まが ふ 所な し、 樂 は何ぞ 

と 聞き たれば、 お つと を， おも ひて - .- ふる， i よむ、 想 夫 

戀な るそう れ しき、 さ ゝ のせう これ をき くよ. 0 も、 な 

にと やらん むねう ち さはぎ ければ、 小 源 太 をめ して 一 
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ゆけ る は、 R 今の 琴の, 昏 は、. まぎる ベ くもなき はつ 花 

のつ ま をと 也、 氏神の 御吿 も、 愛の 事に て や あるらん 

に、 なん ぢ罷 むかって、 もしも さやう の 人なる か、 尋 

ねき け ふ宣 へ ば、 小 源 太 うけ 給 は b  、柴の あみ 11； にた 

ちょ， CN て、 ほと <\ -と 一昔 づ れて、 もの 申さん とぞ 申け 

る、 は つ 花 御前 は此 日ごろ、 を ぐらの さとに かく れゐ 

て、 あかしく らし 給へ ども、 親の 不孝 も ゆるされ や、 

又 こ ひ 忍ぶ わが 夫の、 さ、 の を ざ、 を 吹く 風の、 そよ 一 

との 傳も あら ざれば、 かれこれと. 9 あつめた る 物お 

も ひに、 なみだの かはく ひま もな し、 よしやう き 世に 

ながら へて、 か 、るお も ひ を せんよ，^ も、 いかなる 淵 

にも 身 を なげて、 むなしくな らんと 心のう ちに、 おも 

ひさ. ため たま ふとい へ ども 、人 更に しること なし、 お ： 

うぢ やうば を 見む 事 も、 こよ ひば か を かぎり ぞと、 

おもへば いとい あおきな く、 忍びの なみだ はせ き あ 

へ す、 はつ 花むな しくな るなら ば、 なき 跡まで もぢ い 

うばが、 おも ひ 出さん かたみにし、 しらべて かれに き 

かせば やとお ぼしめ し、 いつ よりも 手 をつ くし、^ す 

が、 に 琴を彈 たま ふところ に、 柴の とぼ そ を ほと く 

と を とづる も のぞ 出で 來 ける、 お うぢ やうば が 申 や 
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う、 晝だ にも 人め まれなる 山 ざと に、 しかも 小夜； -：！^、 け -- 

とふ は、，  >  らう やかんの もの どもが、 琴の 調に 聞き ： 

とれて、 ばけ てきた るか ざ らすは 又、 山 ぞく 夜盗の や ： 

つばらが、 姬 ぎみの 衣裳に め を かけて 、うば はむ ため 

にて ある やらん に、 とぼ そ あけて はかな ふま じと-' か 

たづ をの ふで-昔 もせす、 小 源 太 ふしんに おも ひ、 又柴 

の1!^をぁら、かにた、き、これは郤がたの者なるが、 i 

此屋 のうち へ ものと はんと、 しき， 0 に - ,- そ は  一 $lf つ れ 

けれ、 おう ぢ此由 聞き かねて、 こ は <\>11!' ぼ その か げ 

によ. o、 ふる ひ/ \聲 を あげ、 何人 なれば さよ 更て、 

さやう に はの ゆ 5 ふぞ、 ふしんな りと こたへ た. o、 さ \ 

のせう 聞 給 ひ、 いやくる し，.、 もな きもの 也、 これ は 都 

の 者なる が 、尺 を ねに 罷 出で、 かなた こなたと せし 

程に、 秋の = やすく 慕 過ぎて、 斯様に 夜の 更け 申 也、 

もし 此屋の 内に、 はつ 花 御前と 申 ひめぎみ やお はし 

ます. と、 さ も山ロ问聲にとひ給ふ、^^1:菜- 一の よしきく よ -9 

も、 むねう ち さ はぎ、 あら ふしぎ や ロハ 今の 聲 つき は、 

まさしく さ、 のさう にて まします がと、 物の ひまよ 

bzEJ 影に、 みれば まぎる 、ところ もな く、 篠 の！ 水 一にて 

まし ませば、 わかな 夢と も わき ま へ す、 いそぎ はつ 花 


にかくと 巾ければ、 とる 物 もと. o あ へ や、 た をれ ふた 

めき 出 給 ひ、 みづ から 柴の 芦 ぼ そ を ひら き、 めと め を 

きっと ：！5^ あはせ て 、- -れは ゆめ かやう つ、 かや、 夢な 

らば さめての 後 をい か いせんと、 たが ひに 手に て を 

とり か はし、 よろ- W びの 泪は せき あ へ や、 お うぢ 夫婦 

も 立 出で . 、、さても めでたき 御 事 やと 、奥の 亭へ しゃ 

うじ 申、 さま >.5(^ もてなし 奉る、 は つ 花 もさ、 のせう 

も、 此 ほどのう き 事の、 つもる おも ひの かす/. を、 

たが ひに かた-り 給 ひつ、、 なみだに こそ はむ せ ばれ 

けれ、 さる ほどに、 夜 もはや 明が たの 鐘 もな- リ、 秋の 

霜 地に みちて、 あたりの 軒端 もしろ たへ に、 見 ゆる 比 

に もな b しか ば、 さ 、 のせう 小 源 太 を 近付 給 ひ、 なん 

ぢ はいそぎ 都に か へ .^、>ハ りさ まかく と；^ II げしら せ、 

乘 物なん ど 用意して、 御む かひに. 5^ る ベ し、 はやとく 

とくと 仰ければ 、，つけた ま は. hr- て fes- とて、 を ぐらの さ 

と を 立 出で、、 いそぎ やかたに 立 か へり、 めのと にか 

くと 中ければ、 有 馬 大きによ ろ- - びて、 すな はち 小 源 

太 を案內 者に て、 御む かひに ぞ まい. 0 ける、 を ぐらの 

さと にもつき しかば、 は つ 花 御前に たいめん 申、 よろ 

. -ぶ事 はかぎ り なし、 さ て ある ベ きに あら ざれば、 い 
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ュ、 ぎ 御^ 京 ある べしと、 御と もの 人々 弊々 に €■ す、 は 

つ はな 御前 は、 かりそめながら こ、 にきて、 住む も 物 

うきし づ が 尾の、 しばのと ぼ そ の明暮 に、 過ぎ ゆく H: 

H: を を ぐら 山、 みねの 紅葉の 色 ふ かき、 なさけの ほど 

も あさからぬ、 うば やお うぢ も なれ ぬれば、 今；. 5{ わか 

れを か なしみ て、 はなれ がた くぞ おぼしけ る、 あるじ 

夫婦 も此 ひめの、 御- _  、ろざし の やさしき 事、 世に あ 

りが たくお も ひ 申、 御名 殘 おしみて、 今し ばし とと U. 

め 申せ ども、 又 こそ やがてき たらめ と、 すでに こしに 

乘じ給 へ ば、 お うぢ やうば も うづ まさまで、 御供して 

ぞ出 でに ける、 はつ 花 御前 は 御らん じて、 い か にやい 

かにう ばお うぢ、 御身 ふうふの なさけの ほど、 いつ の 

世 にか はわす る ベ き、 老足 なれ ば 京 ま で の、 行步は さ 

ぞ やくる しからん、 もはや これよ. 0 歸られ よ、 やがて 

あ ひみん さらばと て、 そ こよりい とま 給り て、 お うぢ 

ふうふの もの ども は、 を ぐらの さと へぞ かへ りけ る、 
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さる ほどに、 さゝ のせう 夫婦の 人々 は、 ほどなく やか 

たに 着き 給 へ ば、 朝日 長 じ や は 立 出で、、 山海の 珍 葉 

をと ゝの へ 、姬 ぎみ を まちうけ 給 ひて、 御 よろこび は 

かぎ. 5 なし、 御內 とざまの 人々 も、 われ も/^ としこ 

うして、 喜悅 のお も ひ をな しにけ り、 今朝まで ははつ 

花 御前、 いぶせき ふせやの うちにし も、 をき ふす 露の 

とこと はに、 古鄕を 忍ぶな みだの 露、 言の葉 ごとに し 

げ 、れ ば、 かはく まもな きころ も 手 も、 ゆ ふ ベ の 日影 

に ひる ゐ なき、 ゐせ いの ほどこ そ ゆ \ しけれ、 - ) れひ 

とへ にかのお うぢ 夫婦の 情 ふかき ゆへ と、 さ、 のせ 

う ふかく かんじ 給 ひ、 其翌 ：=： 小 源 太 を 御 つか ひに て、 

黃佥 百兩、 こそで 十重ね あいそ へ て、 を ぐらの さとへ 

贈られけ る、 こ \ ろざし こそ やさし けれ、 かくて さ ゝ 

のせう、 初花 御前に あひなれ て、 えん わう の ふすまの 

したに、 ひよく れん..^ の 御ち ぎ. 9、 あさからぬ なかの 

しろし にや、 その 明の 春よ， 0 も、 はつ 花た  >  ならすな 

やみた まへば、 名 截數十 人 招請 せられて、 みゃく をと 
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ら せられければ、 をのく みゃく をかん が へ て、 これ 

, は 御く わい にんの 御み やくに て 候、 しかも 男子に て 

陵 ベ しと ぞ申 ける、 あさ 日長 者 もさ 、のせう も、 此ょ 

し を 聞 給 ひ、 上から しもにい たるまで、 みな めでたし 

とぞ よろこび ける、 かくて EI! 曰 を ふる ほどに、 そのと 

しの 霜！：：！^ か ばに 、生產 た やすくして、 し かも 屮 子 に 

てぞ おはしけ る、 蓬の 矢の 慶賀 一 門に かくれな けれ 

ば、 そのる ゐぇ うの 人々、 綾羅 金銀 われ 人に おとら じ 

と、 ひきでもの を さき 立で  >- 、よろこ はざる はな か b 

けり、 すな はち 御名 をば、 竹^ 丸と ぞ申 ける、 あつば 

に：ー マ 、 

れ大 くわ ほうの 少人 やと、 うらやま ざらぬ 人 もな し、 

かくて 泰 過ぎ 夏た けて、 くわう いん は 矢の ごとし、 は 

やくもう つ ると しなみ の、 たち ゐ につけて 生長して、 

竹 わか 十 歳に な..^ たま ふ、 まことに ようがん うつく 

しぐ、 あまねく 萬藝 にたつ し 給へば、 父母の てう あい 

かぎ. 0 なし、 こ 、に 江 州せ たの 邊に、 あさひち やう じ 

やの ゆか. 9 あ. o、 五 E: ほたる さか. 0 なるころ、 見物の i 

ためにと て、 さ、 のせう の もとへ、 むかひの 人 をの ぼ 一 

せらる、、 さ 、のせう よろこび 給 ひ、 げに これ は 

與 ある ベ しとて、 朝 In 1 家の人々 は、 すな はち. せた へ 


ぞ こされけ る、 その よそ ほひ ま- とに はなやか 也、 三 

條の 橋う ちわたり、 ゆきか ふ 人に あは だ 口、 せきの み 

ゃゐを ふしおがみ、 よせて はか へる さ いなみの、 打 出 

の はま ぢ こえ ゆけば、 せた のさと にかくれ なき、 右近 

の 亭へ入 給 ふ、 あるじ 立 出たい めんし、 種々 のちん ぶ 

つと、 の へ て、 さま <\- もてなし 給 ひけり、 すでに そ 

の：：： も くれ か、 り、 石山 寺の 晩鐘の、 かねつく 比に も 

な， 0 しかば、 かねて 用意の やかたぶねに、 みな-,^ と 

り 入， 0 給 ひければ、 湖水 はるかに おしいだ す、 あたり 

のうみ づら見 わたせば、 かた いみ うらに ひく 綱の、 め 

づら かな b しあり さま を、 みづの あは づの も.^ みえ 

て、 うみ ごしの かすかに むか ふ 鏡 山、 やまだ やばせ の 

うら 千鳥、 友よ ぶ徵 のしば /,\> に、 しばつ みぶ ねの き 

を ひくる、 さほの 音に やさ はぐらん、 むかひの 高 根 は 

いづ こぞ や、 あれ こそ 千載 葉の 歌に、 さ  > なみ やしが 

の 都 は あれに し をと よみたり し、 むかしな がらの 山 

樱は靑 葉に て、 花 は 一え も なつ木 立、 うつろ ふや あ を 

うみの、 なみまにみ ゆる 竹 生 島、 しがから さきの 一 つ 

^、 七 社の しんよ のみ ゆき も、 もはやす ぎ まふく 風 

にみ だれて とぶ ほたる、 いま を. さかりに みえければ、 

^3 ョ， 5r 


舟の まんまく あげさせて， をの//^ 見物した まふに、 一 

おもしろき 事 かぎ，^ なし、 上なる はした にな. o、 した 

なる は 穴 にと び、 入. 9 ちが へ もみ 合せ、 まん/^ たる 

海上 を 飛： 仃 したる ありさま は、 寵 田の 山の もみお 葉 

を、 かせの さそ ふに ことなら や、 か 、る 美景 は い づ く 

にも、 たぐ ひ あら じと ゆ ふ 波の、 みなれ ざ ほこ がれ ゆ 

くと ころに、 何とかし 給 ひけん、 竹 わか ふなばた を ど 

りはづ して、 海へ づ ぶりと おち 入 給 ふ、 船中の 人々 お 

どろき さはぎ、 あれよ./, (-と よば 、りけ れ ども、 其 か 

ひ 1^ になみ の そこの、 みく づ となる こそ ものう けれ、 

父 1^ ゆめの こ ゝち して、 うつ 、とさら にわき ま へ す、 

天に あ ふぎ 地に ふして、 こ は そ もな にの むぐ ひぞ と、 

落淚は 申ば か， 9 なし、 はつ 花な みだ を釉 にかけ、 あな 

か は ゆや-竹 若 丸、 かく 成る ベ き 故 やらん、 やかた をい 

づ る おときに 、名殘 おしげに 跡 を H ルて、 もの かなしげ 

なる 顔ば せ を、 みづ から あやしく 思 ひ、 何 か 心に か、 

る 事 あらば、 とく かなへ て とらすべし、 いかに/, \ 'と . 

いひければ、 おとなし きひね にて、 さあらぬ 體 にもて 

なして、 いさみす、 みて 出たり し、 そのお も 影 はめの 

まへ に、 あ.. > と はみ えて とれば 手に、 きえ ゆく 水の あ 

^「& -.s 
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はれさ を、 いかに せん 人々 とて、 ふなばた をう ちた、 

き、 や あ：^ わかよ と、 よば はらせ 給へ ども、 こた 

ふる 人 もな みのう へ に、 む れゐる 千鳥 浦 かせの、 音の 

み殘 るば か.^ な b  、いた はしゃ さ 、のせう、 あま. 9 お 

も ひに たえかねて、 舟ば たに のぞみ つ 、、さる にても 

あの 浪の そ： にこ そ、 わが 子の 死が いは あるらん に、 

海祌も あはれ み て、 今 ； 度 われに 見せて たべ 、な ふ は 

かなの う き 世 か な、 南無 阿 彌陀佛 と宣ひ て、 そ の ま ゝ 

J, 母に いらん とした まふ、 人 々 おどろき さはぎ つ 、、こ 

はいかなる 御事ぞ と、 釉ゃ もすそに すがりつき、 引と 

どめた てまつ h- 、御な げきはし ごくせ h- 、さ h- ながら 

御身まで、 御 命 を すてさせ 給 は い、 わかぎみの 御 ぼ だ 

い を たれあって とひ 申べき、 老少不定の さか ひなれ 

ば、 を，、 れ さ き だ つ 御 わかれの、 つ. Q にはなくて ある 

ベ きか、 つた へ きく、 ひさう 天の 壽命 は、 八 萬 劫 をた 

もっとい へ ども、 - ) れも おはりな きにし も あらす 末 

世； 代敎 主のに よらい も、 生死のお きて をば のがれ 

給 はす、 いはん や 人間に お ゐてを や、 世 はさ * ためな き 

こそい み じ けれと、 古人の か、 れし 筆の 跡、 おぼしめ 

し 知らせ 給 はす やと、 いろくい さめ 申ければ、 至極 一 
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の 道理に さ \の丞 は、 入水 をと いま. 0 給 ひつ、、 ふね 

の へ いたに ひれぶ して、 泣涕- - がれ 給 ひける は、 こと 

は h- 1, 一  - -そ お ぼ 、ん けれ、 かくて じこくもう つ り けれ 

ば、 五：：！： 廿！ ：： の 月 も 出で、 うみ の おもて もく もりな き 

に、 あたりの うら 人 をめ しあ つ めて、 わかぎみの 御し 

がい を、 こ 、やかし こと もとむ れ ども、 身 を いづく に 

かおき つなみ、 よる ベ はさら にな かりけ，. y  、かくて あ 

る ベ き 事なら ねば、 せんかたな みのうき ふね を、 みぎ 

はの かたに こぎよ すれば、 さ ゝ のせう も は つ 花 も、 あ 

しょ はぐるまの よは  >(>  と、 人々 にかいし やくせら 

れ て、/、 がに あが，^ 給 ひ、 其の 夜 は 石山の 觀昔 堂に こ 

も， o、 いの. 0巾 されけ る やう は、 なむ や 大慈大悲 の く 

わんせ おん、 ねが はく は 竹 わか  >  、しがい をな.^ とも 

今 一 度、 見せて たばせた ま へ やと、 夜す がらな げきお 

は します、 す-で に 其の 俊 も 深更 になり、 有 明 G  =：  く ま 

も な き に ， む ざ ん や な ふうふの 人、 ふか き おも ひに ふ 

し しづみ、 少ま どろみ 給 ふところに、 あ h. がた ゃ舰世 

音 は、 枕 上に 立^ ひて、 二 首. 9 御 泳 歌 を ぞ吿給 ふ、 

さ いなみの あはれ はかなき 世 を しれと 

を し へ て かへ る 子 は ちし きなり 


みな 人の し. o が ほに して しらぬ かな 

かなら やしぬ るなら ひ あ hv と は 

かくの ごとく 御 詠吟 ありて、 かきけす やうに うせた 

ま ふ、 夫婦の 人 は 夢 さ めて、 さても あらたの 御つ げや 

と、 御戶の 錦 を ふしおがみ、 夢のお 吿をぁ んす るに、 

げ にも 此世 はか. 9 の やど、 人の いのち をた とふれば、 

いなづ まの 光の 朝露の 、月影 まつ まの ごとくな り、 さ 

れば われく 痴の やみに まよ ひ、 ゐんぐ わの 道理 

を しらすして、 今更お どろき 欺く をば、 佛は 不便に お 

ぼしめ し、 あはれ はかなき 世 を しれ， i  、夫婦の 者に つ 

げ させ 給 ふ、 此尊詠 をき くと き は、 あらな げく まじ や 

かな じむ まじ、 これ を 出 離の 種と して、 後の 生れ をね 

がひつ 、、又 竹 若が なきあと を、 とぶら ふ ベ しとの 給 

へば、 初 はな 御 せん 聞 給 ひ、 こ は 有が たき 仰 かな、 み 

づ から も 御と も 申、 夢の なさけ を ひるが へ し、 まこと 

一 の 道のと もとな り、 御身 花 をつ み 給 は い、 わら は、 水 

一 をむ すび あげ、 ともに ぼだい をね が はんと、 おも ひた 

- たれし 人々 の、 心の うちこ そ 有が たけれ、 さて あたり 

： を 見 給へば、 御供の 人々 は、 浪 のさ はぎに 草 臥て、 せ 

； ん ご も 知す ふして 有り 、 よ きひ まなり との 給 ひて 、石 

i  .  .  
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山寺 を 忍 出、 ある 寺に はしり 入り、 あるじの 僧にたい 

めんし、 かの 有さ ま を かた.^ つ、、 出家の 51- との 給 へ 

ば、 ひじり も あはれ にお ぼしめ し、 そ いろに 釉をぞ ぬ 

ら されけ る、 さて かみ そ.^ をと りいだ し、 るてん 三界 

などと な へて、 いた はしゃ 夫婦の 人の、 みどりの かみ 

を そ. 0 おとし、 さ、 のせう 改名、 释の淸 月、 はつ 花改 

名、 释尼妙 海と ぞっ け 給 ふ、 きの ふまで は、 れ うらき 

ん しゅう を 身に まと ひ、 はなやかな ひし 装 ひも、 け ふ 

はいつ しか 引き か へ て、 すみの 衣に さま を か へ、 諸國 

修行に 出 でられけ る、 心の うちこ そ 殊勝 なれ、 さる あ 

ひだ 朝； n ちゃう じ や、 此事を 聞 給 ひ、 こ は そ もい かな 

る舉 ども ぞゃ、 花の やうなる 孫 や 子に、 生きての わか 

れし、 ての わかれ、 あとに とい まる 老が身 は、 何とか 

ならん ならしば の、 露の命 もい かで か は、 ながら ふべ 

き - J 人ち もな しと、 ふかくな げき 給 ひし 力. その£^ひ 

の つちり にや、 そのと しの 冬の - -ろ、 長者 ふうふの 人 

々は、 っゐに はかなくな. 5 給 ふ、 めしつか はれし 御內 ； 

の もの、 梶を たえた る 舟の ごとく、 をのが さま <\> な i 

に けり、 そ の 中に とりても、 さ、 のせう の銜 めのと f 

有 馬と 中す 女房、 はつ 花の めしつか はれし わか 菜、 か 一 


れら 二人の 者 共 は、^ 代の きみの 御 iss. を、 お も ひに し 

づ む淚 川、 た もとの かはく ひま もな きに、 又 こ の なげ 

きうち そ ひて ければ、 夢の うき 世 をお どろき て、 やが 

てび くにの 姿と な b  、すみの 衣 を 身に まと ひ、 偏に 主 

の 後世 ぼだい を、 とぶら ひける こそ 有が たけれ、 さ る 

ほどに せいげつ めう かいは、 かなた こなたの 國々、 靈 

佛； ナ 『I 社の こ. りなく、 おがみめ ぐり 給 ふ ほどに、 きの ふ 

け ふ と はお も へ ども、 はや 三 とせに ぞ なりに ける、 あ 

ま.^ 古鄉 のこ ひし さに、 又 都へ と 心 ざし 東路 にか、 

りて、 たどる /..-• のぼらる 、ほどに、 草津の 宿に つき 

たま ふ、 と あると ころに こし を かけ、 旅の つ かれ を や 

すめた. まふ、 さても 一 一人の びくに ども は、 ひがし 山吉 

田の 邊に柴 の 庵 を 引む すび、 おこな ひすまして ゐた 

りしが、 さるに て も條之 一 夫婦 の 人の 御 ゆく ゑ、 何と 

かなら せ 給 ふらんと、 稱名觀 念の みぎり にも、 忘る ゝ 

ひま も あら ざれば、：^ 死の さか ひ を し ら せ て た ベ と 、 

淸水 寺に 參 b つ、、 七：： ：- } もりて 祈 h 'ける、 すでに ヒ 

H にまん じけ る、 あか つ きがたの ことなる に 、観音 告 

ての たま はく、 なん ぢら 主に あはん と 思 は い、 ぁづ ま 

のかた に おもむくべし、 かなら や めぐりあ ふべ しと、 
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あらたに 佛勅 かう ぶりて、 夢 はすな はち さめに け. 9、 

びくにら たっとく おも ひて、 くわん きのな みだお さ 

へ がた く、 やがて 御告に まかせて、 すぐに あづまへ お 

もむ きけ る、 あは だ 口 うちこえ、： n 野 岡 峠に さし か ゝ 

る、 ころ は 卯：：：： の はじめ つかた、 あたりの 山々 ながむ 

れば、 *}円 葉に の - ^ る を そ ざ くら、 は つ 花よ.^ もめ づ ら 

しゃ、 尋 ぬる 人に あ ふさ かの、 せきの 淸 水に かげみれ 

ば、 やつれ はてた る わがす かた を、 たれ か あはれ と ゆ 

ふなみ の、 うちでの はま をう ちな がめ、 せた のか ら橋 

野路 をす ぎ、 露 こそす そ は ぬらす 成、 草つ のし ゆく を 

ゆく ところに、 主從 のえん や ふか、. 0 けむ、 又は ほと 

けの 御 ひきあ はせ にや、 主君 法師 を 見付け 申、 あま.. > 

のことの うれし さ に、 すか/,^ と はしりよ. り、 な ふ 御 

身 さまた ち はさ 、のさう、 はつ 花に て はまし まさぬ 

か、 是れ はあり まとわ かなが、 か はれる すがたに て さ 

ぶら ふとて、 衣の 袖に と， 0 つけば、 淸 Zi; 妙 海き こしめ 

し、 ひと へ に 夢の - J  、ちして、 これ こそ それよ とい ひ 

も あ へ す、 たが ひに たもと にす が，. >  つ き、 なみだに こ 

そ はむ せ ばれ けれ、 や、 あ. 5 て淸 ：！： 涕を おさへ て宣 

ふやう、 さ てなん ぢら は、 M とて かやう の すがたと は 


なりたる ぞ、 父御 前 ゆ 御前 は、 まめ やかに わたらせた 

まふ か、 いかに と 仰せければ、 一 一人 はなみ だ をお 

さ へ 、さん 1^ 大殿 さま もみだ い さま も、 御み たちの 御 

事と、 又 わか 君の 御 事 を、 あけくれ なげかせ 給 ひし 

が、 其の 御お も ひの つもり にや、 こぞの 冬の はじめ か 

た、 むなしくならせ 給 ふ 也、 そのと きわら は 二人の も 

の、 おも ひのう へ にお も ひ を かさね、 こ はいかなる 事 

ども ぞ やと、 ふュり W に も 身 をな げて 、ともに めいどの 

御 ともを、 化ら むと おも ひしが、 又- - 、ろ をと りな を 

し、 われ 命 をす てたり とて、 きみの 忠に はよ もな 

らじ、 邻 にの - J りて 御 ぼ だ い を、 とぶ ら はんに はしか 

じと おも ひ、 かやう の すがたと まかりな り、 二た びき 

み を 見る 事 は、 なげきの なかの よろこびな りと、 又 さ 

め < ^となき にけ. o、 淸 月 妙 海き こしめ し、 あ つとの 

給 ふ 聲と、 もに、 その ま 、大地に た をれ ふし、 きえ 入 

る樣に 泣た まふ は、 JJ はりな h. と 思 はれて、 よその た 

もと も ぬれぬ ベ し、 すでに その 日 も くれければ、 しう 

じう 四 人の 人々 は、 夏野の 原 を わけす ぎて、 人 ざと に 

ちかづき、 宿 を もとめん とお ぼす.^ ころに、 法師 一 

人出き た. 9、 いかに 修行者、 御 やどの 望みなら ば、 參 
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らせんと 申、 人々 うれしく 思 ひ、 僧の 跡に つきしたが 

ひ、 はるかなる 野 *v わけ 行て 見れば、 ひとつの 庵室 あ 

.9、 とぼ そ を ひらきう ちに 入て み るに、 きれいに して 

美 をつ くせる 佛だん 有、 その ま へ に は、 つくえに 八 軸 

の 妙 典 をなら ベ をき た b、 客人の 尼法師 を 座敷に 請 

じ, どき て、 あ る じの は. つち へ 入. 5 ぬ、 しばらく あ， 9 

て、 さきの 法師 立 出て、 いかに 人々、 ロハ 今 これに ふし 

ぎの 事め る ベ きに て 候、 いかにお そろし くお ぼしめ 

し 候と も、 息 を も あらく せす、 三ごう を しづ めて、 佛 

の 御名 をと なへ 給へ とい ひて、 我が身 はっくえ のう 

へ なる、 法 華經の ひも をと きて、 普 門 品をぞ よみな た 

る、 尼 ども 何事に やと あやしく おも ひながら、^ の い 

ふに まかせて、 こ は < ^念佛 をと な へ て しづ まり ゐ 

たると ころに、 子の刻 もす ぎ、 はやう しの *  .-  くに もや 

なりぬ らんと おも ふ ほどに、 天に は.？' に.？ 'きく も，.： >、 

雨 あらく いなびかり、 しんどうら いでんして 、牛 一如- 

頭の 鬼 ども その かす. を しらす、 庵室の 庭 を ぐんじゅ 

せ， o、 せつなが あ ひだに、 鐵城 たかく そば だち て、 く 

ろが ねの 網 四方に はり ま はし、 猛火 もえ 出て  一 ^旬 

が 間に さかんな るに、 どくじゃ 舌 をの ベ て ほのほ を 
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一はき、 くろがねの いぬきば をと いで ほえい かる、 修行 

者 ども- -れを 見て、 あなお そろし、 こ. れ はむ けんお ご 

く に て ぞ あるらん と、 身の 毛よ だってお ぼ>^;!け れど 

も、 わな^^と ふる ひ/. -見ゐ たると こ ろに、 火の く 

る まに 罪人 を 二人の せて、 鬼 どもな がえ を ひきて こ 

くうよ りき たれ. o、 その ざいにん 一人 は 男 一人 は 女 

也、 待てい かれる 惡鬼 ども、 くろがねの まないたのば 

ん じゃくの ごとくなる を 庭に をき て、 そのう へ に此 

ざいにん をと つて あ ふの けに ふせ、 其う へに 又く ろ 

がね のまない た を かさねて、 えい ゃ聲 をいだ して、 え 

い や /\ とおす ほどに、 まな 板の はづれ より、 血の な 

がる、 事 油 をし ぼる がごと し、 その、 ち ふたつの ま 

な 板 を と ，^^ の け て 、 紙の ごとくに をし ひらめた る ざ 

いにん を、 くろがねの 串に さしつらぬき、 焰の 上に こ 

れを 立て、 打 返し），.，^ あぶる 事、 只 鹿 人の 肉 味 を 調す 

るに こ とならす、 あくまで あぶり か はかして 後、 又 ま 

ないた のうへ におし ひらめて、 氷の ごとくなる 鹿 丁 

まなばし をと む そ へ て、 すた/, (-. 'にこれ を 切 さき、 あ 

か いねのみ のなか へ 入た る を、 鬼 どもみ を もって、 活 

活， i とな へ て- i れを ひける に、 さいにん たちまちに 
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よみが へ.^ て、 又もとの かたちになる ときに、 鬼 ども 

くろがねの しもと を 取て、 ざいにんに むかひ、 いかれ 

る 言葉 をいだ して、 ざいにん を せめてい はく、 ぢ ごく 

地ごくにぁらす、な.5^ぢが つくる っみ、今なんぢをせ 

むる ぞ とて、 さん < ^にさい なみけ り、 ざいにん 此苦 

にせめ られて 、なかん とすれ どもな みだお ちす、 猛火 

まなこ を こがす ゆ へ に、 さけばん とすれ ども 雙 出す、 

すきま を あらせ やかし やくす る、 ral 人の しゅぎ やう 

じ や- J れを みて、 きも 玉し ゐも身 に そ はや、 こ つす い 

もく だけ ぬる こ 、ちして、 おそろし くお ぼ >5,^ ければ、 

あるじの 僧に むか つ て、 これ はいかなる ざいにん を、 

かやう にかし やくし 候 やらむ とと ひければ、 僧の い 

はく、 これ こそ 山城 國の 住人 朝： n 長者 夫婦の 者なる 

が、 榮花 ゑいよう にの みほ だされて、 後生 ぼだいの 事 

は、 つめのう へ の 土 ほど もお もはや、 故に 佛法 |5 をく 

やうす る > ひもな し、 七 珍萬寳 はくら にみ つると い へ 

ども、 慈悲 せんこん を もな さすして、 惡心を の み 重 ね 

しゅ へ に、 し、 て 加 樣のぢ ごくに 落て、 かしゃく せら 

る、 にて 候へ、 も、 しその かたさ まの 御 ゑんに て 候 は 

ば、 よくく 經念佛 して、 此苦 をす くひ 給 へ、 我 は、 か 


の 長者が 庭の 手水 鉢に、 かたち を きりあら はした る、 一 

石の ぢざ うさ つたに て 候， 也と、 ぐ はしく をし へけ る： 

に、 その 言葉い まだお はらす、 あか つ きをつ ぐる 野 寺 ； 

のかね、 松 ふく 風に ひいきて、 一 聲 ほのかに 聞え けれ 一 

ば、 ぢご くの みやう くわて つ 城 も、 たちまちに かきけ ； 

す やうに うせ、 かの 僧 もみえ やなりて、 庵室に 坐した 一 

る 四 人の 修行者 斗、 野原の 草の 露の 上に、 ばう せんし 一 

てるた b けり、 夢う つ 、のさ かひい まだ おぼえね ど： 

も、 夜旣に 明け、 れば、 人々 現 化の ふしぎにお どんき 一 

て、 いと V かなしび のな みだお さ へがた し、 これつ ま 一 

びら かにお ざう ぼ さ つの、 せんげう はう ベ ん にして、 

かの 有さ ま をみ せしめて、 追善 をいた さし めんがた 

めな り、 結緣の 多少に よ h- て 、 利 生 の 淺深 ありと も、 一 

佛前佛 後の 導師、 大慈大悲 のさ つたに ちぐし 奉らば、 

善 願の 望み をた つし、 今 世 後世 能 引導の 御ち かひ、 た 一 

の もし か る ベ き 御 事 也、 それよ. 0 い そぎ 郁に のぼり、 

父 長者の 住 給 ひし、 やかた はこれ よと 見 給へば、 むぐ 

らしげ hN て 門 をと ぢ、 松の は つ もり て 道 もな し、 をと 

つれ かよ ふ 物と て は、 ふるき こや ゑの ゆ ふ あらし、 軒 

もる 月の 影なら では、 とふ 人 もな く あれはてたり 、さ- 
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かんなる もの はおとろ ふること は h,- の、 まことな b 

け る 事よ とお も ふに、 せ きとめが たき 涕 のうちよ..^、 

淸：： ：： かくなん、 

八道む ぐら しげれる やど は 人 もな し 

まばらに 月の かげ ぞ すみけ る 

その」 松 は そこにと まり 給 ひて、 よすが ら經 よみ 念 佛 

した ま ふ、 あかつきが たに、 めう かいかく ぞっ むね 給 

ひける、 

ぬしなくて あれた る やどの 板 間より 

：；！：の も る に も袖は ぬ れけ ..^ 

かく て 卯月の 短夜、 ほどなく 明 方に な..^ にければ、 名 

殘 おしく もや かた を 出、 くろ だに、 參り、 父母の 御 墓 

所に して、 さま < ^の 追善 をな し 給 ふ、 其 後 さがのお 

く ニ尊院 のかた はらに、 紫の 庵 を 引む すび、 一 心不亂 

によ ねんな く、 念 佛申經 をよ み、 二親の ぼだい、 竹 わ 

かの 跡と ひ 給ふぞ あはれ なる、 これ や 彼の けんれい 

もん ゐんの 、安德 天皇に をく れ させ 給 ひ て 、御 出家な 

らせ 給； %J,;.J ぢ こもらせ おはし ませし、 大 原の 閑居の 

御す まひに、 かく やとお も ひしら；；： た. 9、 はつ 花の 父 

母 このよし を 聞 給 ひ、 大きに か 
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る 殊勝なる 事 はよ も あら じと、 御む すめの 不幸 を ゆ 

るし 給 ふの みなら や、 さま <^ の佛具 法具に、 黄金 一 

はこ あ ひそへ て、 寄進せられ け ると かや、 さる ほどに 

さ、 のせう 法師 はつ 花び くに は、 花が たみを ひお に 

かけ、 舂は 落花の 雪 を ふみわけ、 夏は靑 葉の こかげ を 

たどり、 秋 はもみ おの 露に そぼち、 みねに のぼ， 0 て は 

なをつ み、 このみつ ま 木 を ひろ ひ 給 ふとて、 めう かい 

びくに 期く ぞ詠じ 給 ふ、 

しきみ つむ 山路の 露に ぬれに けり 

あかつき おきの すみぞめの そで 

さて また ありま わかなの あませ は、 となせ の 瀧の 水 

をく み、 佛に供 じ 奉る あ. 0 さま、 かの しち だ 太子の、 

わう ぐう を 出 給 ひ、 だん どく 山に のぼって、 仙人に つ 

か へ 給 ひて、 なつみ 水く み 薪と り、 さま < ^なんぎ や 

うし 給 ひし も、 かく やと おぼえて 殊勝な. o、 かくて は 

るすぎ なった けて、 秋く る 風の 音づ る、、 庭のお ぎ は 

らそ よぐ 聲に、 はつはなび，、 尼 わかなの 尼 をめ して、 

かく 物 ふ か き 山 住 • を 、たれ やの 人 かと ひくる らん、 あ 

れき、 給へ と あれば、 うけ 給 はる、 と 申て、 柴の あみど 

を をし ひらき、 やがて はた i 立て かくなん、 
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野 山 わけ たれ か はとはん 获の 葉の 

： そよ ぐ はかせの わたるな りけ 

と 申け fef  、めう か ぃ此歌 を、 あま. 0 にあ はれに お ぼ 

しめして 、まどの こしゃう じに かきつけと ■> め 給 ふ、 

力 、る ものさびしき なかに も、 おぼしめし なぞらう 

事 ども は、 つらき 巾に も あまた あ hv  、軒に ならべ る 松 

がえ をば、 七重 寶樹 とかた どれり、 岩間に つもる 水 を 

ば、 八く どくす いとたと へた まふ、 . ^ぶ.？ ははる の 花、 

かせに したがってち b やすく、 うかい は 秋の 月、 雲に 

ともなって かくれ やすし、 むかし はすいち やうこう 

けいに まくら をなら ベ、 たのしみ をき はめ 給 ふ 身な 

れ ども、 今 はしば ひきむ すぶ 草の 庵、 軒に はった 朝が 

ほ は ひか、 り、 しのぶ まじりの わすれぐ さ、 へう たん 

しば^ 1^ しばの 戶を ，ならす あ らし も 物す ご く、  雨 

も 霜 も をく つ ゆ も、 もる 月 かげに あらそ ひ て 、 たま る 

ベ しと もみ 疋ざ りけ. o、 うしろ は 山 ま へ は 野べ 、いざ 

さ を ざ さ に 虱 さはぎ、 世 にた ゝ ぬ 身の なら > とて 、う 

きふし しげき 竹ば しら、 都の かたの を とづ れは、 まど 

をに ゆ へ る ませが き や、 ゎづ かに 事と ふ ものと て は、 

みねに こづ た ふさる の聲、 しづが つま 木の をの ゝ昔、 


これらの を とづれ ならでは、 まさきの かつら I 円つ > 

ら、 くる 人 まれなる 山 ざとの、 さやけ き 月 をな がめ お 

りて、 さ、 のせう 法師 かくなん、 

やま さとに 月 はみ る 1C» と 人 ま- J す 

そら ゆく かせ ぞ 木の は を もと ふ 

かくて 四 人の 人々 は、 ぼだいの つとめお こたら す、 あ 

かしく らした まふ ほどに、 淸 月れ いならぬ 卸 こ、 ち 

いでき たま ふて、 うち ふさせ 給 ひしが、 次第によ はら 

せ 給 ひて、 いま を かぎ.^ とみえた まふ、 ひごろよ， 0 お 

も ひま ふけた まふ 事 なれば、 ほとけの 御手に かけら 

れ たりけ る、 五色の いと を ひか へ つ、、 なむ さい はう 

ごくら/、 せかいの 主彌陀 にょらい、 本願 あやまりた 

ま はすば、 かなら や いんせ うし 給 へ とて、 御念 佛ぁ， 0 

しかば、 めう かいび くに、 ありま わかな 二人の あま 

せ ひたりみ ぎ，^ にさ ぶら ひて、 いま を かぎりの 御な 

ごり おし さに、 聲々 にお めき さけびた まひけ. 0、 御ね 

ん佛の - 』 ゑ 、やう よはら せ 給 へ ば、 西に 紫雲た な 

びき、 異香 庵室に みち/^ て、 昔が くそら に 聞 ゆ、 か 

ぎり ある ことなれば、 寶德 元年 やよひな かばに、 一 期 

っゐ にお は b 給 ひけ， o、 はつはな びくにの 御な げき、 
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なかく 申^お ろかな h -、 千 本の はなの えん を 結び 

てよ， = ^、かい らう どうけ つのち ぎ，.^ あさから や、 あけ 

くれ そ ひなれ 給 ひし かば、 いま はの き はの 御 わかれ、 

やる かたなく ぞ おも はれけ る、 しか， 0 とはいへ ども 

會者定 離、 愛別 くのこと は..^、 いまさら おどろく ベ 

きに あらす とて、 をり^^ の御佛 事、 いとなみた まふ 

ぞ あはれ なる、 この 人々 も遲 速- ^ そ 有り けれ 、つる： 

は 龍 女が じ やうぶ つの-跡 を を ひ、 ちうじ やう ひめの 

ごとくに みな 往生の そく わい をと げられ ける こそ 

あ. 9 がた けれ、 
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こ、 にほんて う 七十 三世、 ほ， 5 川の ゐんの 御宇 かと 

よ、 みやこ 北 白 川に は、 よしだの 少將 これさだ とて、 

かう け 一 人お はします が、 しかるに これさだ、 うちに 

は 五 かい をた もち、 ほかに はじんぎ を もと、 して、 し 

いかくわん げんに、 七げ い 六のう 、ひとつと して くら 

からす、 そのな の ほまれよ にた かし、 御子 二人お は 

します、 ちゃくなん をば むめ わか 九、 つぎは 松 わか 丸 

とて、七っ五 っにな..^たまふ、ぃづれも、 かたち はは 

なにて、 ことのは ごとに おくつ ゆの、 いたいけ した 

る 御 あ，^ さ ま、 ぶ ものて う あ ひかぎ h- なし、 あるとき 

これさだ、 きたのかたに ちかづき、 いかに 申さん き、 

給へ、 つく <\ 'もの を あんす るに、 それ 一 せう はか 

せの まへ のく も、 なをし いのち はせ きく わの ごとし、 

しょせん 子ども 二人が うちに、 一 人 はしゅつ けにな 

し、 なからん あと を も、 とわれん とお も ふ は、 いかに 

と ありければ、 きたの かたはき こしめ し、 げ にあり 

がた き 御 こ、 ろへ や、 さ ながらむ め. Q か は、 そう 


.  二百 五十 四  

b やう なれば い へ を つぐべし、 まつわ かい ま， たおさ 

なけれ ども、 しゅっけ になして わが あと を 、とわれん 

ことの うれし やと、 ふうふ もろともに 田 5 ひたち、 ぼ 

だいの 心 をお こさる、、 心の うちこ そしゅし やうな 

れ、 さて わか 君 をち かづけて、 いかに まつわ か、 なん 

； ^いまだに やく なれ 共、 がくもん を させんた め、 山で 

らに Q ぼす ぞ かし、 せんごん はニヹ よ. 0 か.^ よしと 

い へ ば、 よきに がくもん 仕 つれと、 すな はち 御め のと 

に 山 田の 三郞 やすちか を、 御 かいしゃく につけ 給 ふ、 

やすちか、 松 若の 御と もして、 ゑい ざん さして ぞ のぼ 

b ける、 やまに も なれば ひがし だに の、 めう ほう ゐん 

に 入、 りた まひ、 にち ぎ やう あじゃりの、 御で しごとな 

h.- 、にちやて う ぼお - たらす、 よきに がくもんした ま 

ひける、 もとよ h- り こんそう めいに て、 一 をき いてば 

んじを さと. o、 七歲の くれ ほどに は、 內 外の さたと 3. 

こ ほ h- なし、 これ ぞ たいしの けしん やと、 うらやま ざ 

る はな か..^ け 、されば にや まつわ かどの、 おさなく 

はまし ませ ども、 しょがく はるかに こ へ たま へば、 が 

まん 心 やお こ，" けん、 又はい かなる ぶつじん の、 御 

とがめに て や * あ..^ けん、.,;^ づく ともなぐ、 やまぶし 
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i  A きたり、 いかに これなる 御ち ご、 さぞ やちう や 

のがく もんに、 こ、 ろつ かれた まふら め、 われらが す 

みかへ おんとも 申さん、 - -な たへ いらせた ま へ やと、 

I ふかと おも へ は ク ての. ま >» つかんで、 t  I  く， フ：. フせ 

けり、 をの//^ おどろき、 とり < ^せんぎし けれ #、、 

もとよ. 0 ぐ ひんの わざ なれば、 その ゆきかた はな か 

りけ り、 にち ぎ やう 大きにお どろき たま ひて、 さて い 

か 5 'せんと あれば、 やすちか きいて、 まづ それがし は 

御 さとに か へ 、此の よしを つげ 申さん と、 にち ぎ や 

うぼう にいと ま を こ ひ、 きたしら か はへ. i かへ， 0 け 

る、 御所に も なれば、 かやう/、 と 申 上ぐ る、 こ はい 

かにな に ごと ぞと、 あきれはて させ 給 ひける、 いた は 

しゃ ふうふの 人々 くどき 事 こそ だう， 0 なれ、 さだま 

るごうと はい ひなが ら、 か ね て ゆ め ほどし る ならば、 

なにし に 山への ぼすべき ぞ、 さても むざんの こと や 

とくどき、 まづ さ め-/^ と なきたま ふ、 あはれ なる か 

な これさだ どの、 おりふし このごろ は、 かせの こ \ ち 

とのた まひし が 、此の こと をき こしめ さる ゝょ. 9、 し 

よく じ を もま いらす して、 しだいにお もらせた まひ 

ける、 みだい 所 やむ め わか どの、 しばらく なげき を や 
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めた まひて、 二れ さ だの あと やさ きに たちよ h- て、 

L ろ ノ\ 力  <  び やうした ま ： ども、 ぢゃう ご ラ か ぎ 

, ^のい れいか や、 おもり こ そ すれ けん は なし 、 今 を 

かぎりの そ の 御と き、 御 しゃてい 、松 井の 源 五 さ だ か 

げ、 らう どうに、 あは. づ の六郞 としかぬ、 やま 田三郞 

やすち 力と、 御 まくらち かくめ しょせ たま ひ、 い か に 

かたぐ、 それがし はしゃば の ゑん つきはて、 た 3 'い 

まめい どに お もむ き 候、 うめ わかい まだ やうち 也、 十 

五に ならばさん だい させ、 よしだの あと をつ がせて 

たべ、 それまで はさ だかげ にあ づけお くぞ、 いかに 二 

人の らう どう 共、 ばんじ さだかげ にこ、 ろ を あはせ 

わか を も. 0 たてえ させよ や、 いか に 梅^ 丸、 ち、 うき 

よに なきと て も. は， い- フ /\  ： お と .、ふ しく、 いる" の 

なを あげよ かし 、いとま 申て、 北の かた、 なごり をし 一 

の 梅 わかと、 御 ねんぶつと もろともに、 あしたの つゆ 

ときへ 給 ふ、 かみから 下にいた るまで、 みな 一 どに わ 

つと さけびた まひけ る、 いた はしゃ、 みだい どころ く 

どき^, 一 そ あはれ なれ、 はかな やなこの との ご、 みの 

の國 のがみ にて、 なれそめし より 此 かた、 つかのま も 一 

はなれぬ 身の、 ながき たびにお も. むきた まひ、 さぞ ； 

二百 五十，^  . 
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やさび しくお ぼす らん、 われ もつれて ゆき 給 へ とて、 

いだきつ きな きた まふ、 され ども かな はぬ みち なれ 

ば、 なみだながら 御し がい を、 の ベ に を くらせた まひ 

つ  >- かすの 御そう くやう して P- とぶらいの かぎ b 

なし、 わが 君の 御 わかれに、 つまの なげき なれば、 い 

よく うれ ひに しづみ 給 ふ、 みだい 所 や 梅 わかの、 御 

> ひの うちあ はれな， 9、 きの ふけ ふと は 申せ ども、 3： 

:11 にせき も， 0 すゑ ざれば、 みとせ になる は ほど もな 

く、 むめ わか 殿 も 今 はは や、 十二 さいにな り 給 ふ、 さ 

れ 共ち、 の 御 事 を、 へ んじも わすれ 給 はすして、 あけ 

くれな げかせ 給 ひける、 さる ほどに 松 井の 源 五 さ だ 

かげ は、 つ く- /.^ もの を あんす るに、 梅 わかの 十五に 

なるならば、 つぎめの さんだい さすべき か、 さあら ば 

かれに したが ひて、 くちはてん こそくち をし けれ、 さ 

てまつ わかの めのと なる、 山 田の 三郞 をち かづけて、 

な ふやす ちか 殿、 なれ^^しき 申 事に て 候へ ども、 

御身 をた のみ. S. あわせん しさい あ， o、 たのまれた ま 

は 2> 申さん とい ふ、 やすちか きいて、 いまめか しきお 

ほせ かな、 それがし 御 やうに たつ 事 あらば、 何事に て 

も院べ か し、 うけた ま はらんと 申す、 さだかげ きいて 
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よろこび、 いやべ ちの ぎ にても 候 はす、 むめ わか 十五 

になるならば、 つぎめの さんだい さすべ き、 しからば 

われ/,^ 此の ま、 にて、 くちはてん こそむ ねんな， 9、 

いざや かれ をう つてす て、 よしだの い ゑ も、 それが 

しつが ば、 かた < ^にも、 くわ. ぶんの をん しゃうまい 

らせんと、 おも ひたつ はいかに とかたる、 やすちか 

きいて、 おとた かし/,^、 それがし いちみつ かまつ 

候 はい、 たれに かお それ 申べ し、 さりながら としか 

ぬ は、 わか 君の めのと なれば、 しゅ をす、 めうちと け 

たのませ 給 ふ べし、 もしもせ ぅゐん いたさす は、 じこ 

く.., to  > つつ さ.. „ 一 5y Itt 一り IJ  .,43 こ、 -フ つてす て/,; >  is  す p  ■ る 

べし、 はやお も ひたちた まへ と、 てに とる やうに ぞ 

申け る、 さだかげ きいて、 げ に/^ これ は、 いわれた 

.0、 さらば 御 へんは か へられよ、 それがし はから ひ 

申さん と、 しゅ < ^のさ かな をと、 の ひ、 としかぬ 

を まねきよ せ、 さまん \し ゆ をし いた， 9 ける、 しゅ 

もやう/^ すぎければ、 ちか ふよ .0、 こ  >  ゑ にたて 

て、 かやう/^ の くわだてなる が、 おん 身 ももろ とも 

に、 おも ひた、 れ 候ら ベ かしと、 あ. りの まゝを かたれ 

ば、 としかぬ はっとお も ひしが、 さらぬ ていに てい 


ふやう は、 あら はづ かしゃ、 われらが こ、 ろ を ひき 御 

らんせんた め、 かくの たま ふとお ぼ へ 候、 もし 御い つ 

は， 0 にても や 侯 はんと、 なを もこ ゝろを ひきければ、 

さだかげ きいて、 おろかな..^ としかぬ 殿、 なにし に 

いつは， 0 申べ き、 されば やすちか だう しんにて、 た > 

いま か へられ 候が、 ひきあ はせん かとい へ ば、 いや そ 

れま でも 候 はぬ が、 な ふさ だかげ どの、 まづ あんじて 

も 御らん 候 へ 、あのむ め わか どの は、 御身の ために は 

お い なり、 を いは こに て はなき か、 なさけな くもお ぢ 

の 身と してお い をう ち、 その あと をおう b やう せん 

など ゝは、 をと なげな し、 わかぎみ をう たん. とお も 

は い、 それがしが くびをきり、 その 、ち のぞみ を かな 

へ さ ふらへ、 かやう にい ふが むねんなら ば、 としかぬ 

にお ふて しねと、 たち ひんぬ きとんで か \ る 、さだか 

げざし きに たまらす、 こゝを さいごと、 にげた，.； > け 

り、 としかぬ おっかけ うたんと おも ふが、 まてし ば 

し、 それがし こ、 にて むなしくならば、 わか 君う たれ 

給 ふべ し、 まづ 此のよ しつげ しらせん と、 たち を さや 

にお さめ、 やかた を さして か へ ， ^し を、 ほめぬ 人 こそ 

なか， 9 け. o、 やかたに なれば 、みだい どころ やわ か 君 


にち かづきて、 さだかげ やすちか、 こ、 ろが は. 0 をつ 一 

かまつ，.： >  、かやう くの しだいと かたれば、 みだい わ _ 

かぎみ きこしめし、 こ は そ もい かに せんと、 あきれ は i 

て させ 給 ひける、 としかぬ 見 まいらせ 、いや， 御よ 一 

わくて かな ふま じ 、さだめて ゆ ふさり、 夜う ちに かけ： 

むか ふ ベ し、 ひとま づ おちさせ たま へと いへ ば、 わか 

ぎみき こしめ し、 いや... （- おち まじき ぞ、 かたきよ せ 

くる ものなら ば、 すいぶんた、 かい、 しゃう ぶ をみ 

て、 かなわす ばお ちゆく か、 はらき るまで こそ ある ベ 

けれ、 やの 一 つも はなさ や-して、 おちた.. y など、 いは 

れん は、 ごにちの ため もはづ かし けれ、 たいくい く； 

さの やうい をせ よ 、としか ぬげに もと 思 ひ、 さ 候 は 

みだい 所 を、 ひとま づ おとし 申さん、 こなた へ 御 入. 9 

候 へ とて、 にし さか もとにし る 人 あれば、 此 所に 御と 一 

も 中し、 よきに しのばせた て ふ 6 つり、 それよ， 5 もとつ 一 

て か へし、 あ ひした が ふつ はもの ども を、 五十 餘人か 

たら ひ、 をの） （"こ 、ろ を ひとつに して、 よす るかた i 

きを まち ゐた， o、 さた かげ は、 としかぬ にお ひつ めら 一 

れ、 いまだ ふる ひも やま ざれば、 かくて はかな ふま じ 

とて、 また やすちか を まねきよ せ、 此の よしを かたれ 
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ば、 やすちか きいて、 さあら ば じこく を めぐらさ や、 

ゆ ふさり ようちに よせんと て、 かちう のこらす、 つが 

うその せい 三百よ き、 北 しら か はの 御所に をし よせ、 

ときの こ ゑをぞ あげに け. 5、 御所のう ちに も、 まち も 

うけた る ことなれば、 すこしも さわがす、 としかぬ や 

ぐらに かけあが.. 5、 た V いまよ せきた る は さだかげ 

と お ぼへ たり、 む やうの いくさ を せんよりも、 すみ や 

かに ひきし.. >ぞ け、 かくい ふそれ がし は、 むめ わか 君 

のめのと、 あわづの 六郞 としかぬな り、 かけよ、 てな 

みのほど を 見せん とて、 やた ばねと つて をし みだし、 

さしと， 0 引きつめ いた. 0 け. 9、 そのの ちまた、 よせ 

ての かたよ. 5、 むしゃ 一 きかけ いで、 大 をん あげて 

いふ やう は、 た いいます、 みいで たる は、 山 田の 三郞 

やすちかな. 9、 ひごろ はは うばいとい へど も、 ついに 

しゃう ぶ を けっせす、 あはれ としか ぬと くまん に、 

てに はため じ もの をと て、 かう げんして ぞ ひかへ け 

り、 としかぬ きいて、 あっぱれく わぶんの いひ やう か 

な、 あわづの 六郞 これに あり、 よれく まん もの ども 

とて、 をし ならべ むづ とくみ、 hv やうば が あいに どう 

とおち、 やすちか をと つてお さ へ 、ちっとも はたらか 
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せす、 いかに やすちか、 をのれ め は、 ぶしの ほう をし 

る やしら す や、 ことに 三代そう をん のしう にむ かつ 

て、 ゆみ を ひき、 や を はなさん とお も ふこ \ろ ざしの 

ほど は、 いぬ やかんに おと .9 た b、 うけてみ よと い 

ふま、 に、 くび を ふつつ とかき おとし、 これ をい く 

さの はじめと して、 ひばな をち らして た \ か ひける、 

よす るよ せて は大 せい、 みかた はぶせ いのこと なれ 

ば、 みなこと < ^くう たれけ る、 としかぬ ちからお よ 

ばす、 わか 君に むかって、 いま は はやこれ までな h -、 

1 まづ西 さか もと へ たづね おち させた まふべ し、そ 

れ：^>しこれにと  >ま.^、 ふせぎ 申べき といへば、 ち 

からお よばす、 わか 君う まもの、 ぐ を ぬぎすて、 にし 

さか もとまで おもた まふ、 としかぬ 今 はか ふよと お 

も ひ、 やかたに 火 を かけ、 大 をん あげてい ふやう は、 

いかによ せての やつばら、 わか 君 御 はらめ さるれば、 

としかぬ 御と も 申すな り、 かうな る もの、 じがいの 

やう、 見なら ひて ほんに せよ とて、 よろ いのお ひう は 

おびき てす て、 s,5、, やっとい ふて そら ばらき-. 、ほ 

の ほのに 入る ふせ ひして、 うへの 山につつ たちあが 

,5、 し V6 らくい きをつ きた h> 、よせて は いくさに うち 


かちぬと、 ときの 聲 どっとつ く. o て、 ひいた. 0 け b、 

かの さだかげ が しょぞんの ほど、 あつ ばれぶ だう の 

さおら いやと、 みなに くまぬ もの はなし、 
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さて、 いた はしゃむ め わか 丸、 きたしら 川 をお ちた ま 

ふが、 ころ は 二月の すへ つかた、 くらさ はくら しみち 

見へ す、 こ、 ろぼ そく もた， 5-  I 人、 にし さか もとはい 

づ くぞと 、まよ ひた まふ ぞ あはれ なる、 か、 ，9 ける 所 

に、 あ ふしう にしよ のせき、 しら H- の 人 あきびと、 喜 

藤 次と いっし もの、 このごろ みやこに ありけ るが、 を 

くしら 川へ とく だ ける、 いた はしゃ、 わか 君 御 うん 

のっきた る かなし さは、 かの あき ひどに ちかづ き、 な 

ふみち ゆき 人に もの をと ふ、 これよ. 9 にし さか もと 

へ の、 みちをお し へて たべ と あり、 あき 人き いて、 天 

の あたへ とよろ こび、 なにがし こそ、 にし さか 本の も 

のにて さ ふらう、 いざいら せた i,6 へ 御と も 申さん と| 

わか 君 をと もない、 さか もと へ は ゆかす して、 あづま 

のかた にと くだ hs ける、 お ほつ はま で をう ちす ぎ て 、 

せた の はし をう ちわた-. 5、 よこた 川に ぞっきに ける、 

わか 君 御らん じて、 な ふい かに つれ 人、 われ は 都 北し 

ら 川の ものなる が、 此の 川 はか もしら か はに も かわ 
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lull  If:  ^  ^ 物語 中 

て、 むかひ を みれば 山ぢ なり、 又た び 人の いひけ る 

は 、あ づ ま へ い つ かく だり つき、 都の こと を かた らん 

など ゝ物 がたりし てと をり しが、 さて それがし を も、 

あづまへ つれて ゆきた まふ か、 ふしぎ さよと を ほせ 

ける、 あきびと きい て こざかし きわつ ばかな、 なんじ 

を、 大っ のうら にて、 人 かいが もとより かいとって、 

あ ふしう のしら 川 へ、 つれてく だる はいかに とい ふ、 

わかぎみ きこしめして、 さて は 人に かどわかされ、 こ 

れ までき たる はむ ねん やな、 や あいかに 人 かい、 われ 

を かど はかして うらんと や、 なか/^ をく へ はく だ 

る まじと、 こしの かたなに て を かけた まへば、 あきび 

一 とやが てと つて ふせ、 御 かたな をう ば ひと..^、 さんざ 

ん にちやう ちゃくす、 いた はしゃ わかぎみ、 大 のお 

とこに うち ふ せられ、 きもた まし ゐもぁ らば こそ、 

た  >  きへいり てお はしける、 なみだの したよ， 0 もこ 

へ を あげ、 や あいかに ひと あき 人、 われ は みやこの も 

のなる が、 よしある もの、 子に て あり、 あづまへ つ 

れ てうらん よ. o、 みやこへ をく， 5 と. >  け よかし、 あ. 

た ひ は のぞみに とらすべし、 ひら さら ゆるせ あき 人 

と、 て を あはせ てぞ なげかる、、 あき と ft のよ し 
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みるよ. 0 も、 しょせんく ち を あけて おけば、 そ  >  ろ 

にもの をい ふぞ かし、 くち をた、 く は、 くつ はは こ 

うこ そはい まし むれと、 さるぐ つ は を はませ て、 あ 

ゆめ^ \ とおった つる は、 あほうら せつが ざいにん 

を、 しもと を もってさ いなみし も、 これに はいかで 

まさるべき、 をった て，/^ ゆく ほどに、 むさし とし 

もお さの さかいなる 、すみ だが はに ぞっきに ける、 い 

た わしゃ わかぎみ、 いま. たなら はぬ たびと いひ、 つ ゑ 

に はつよ く あ. てられ、 御 あ しもきれ そんじ、 そめぬ 

くさ 木 もなか. 0 けり、 いま はは や、 一 あし も ひかれね 

ば、 よわ. 0 はて つ 、か はぎし に、 たおれふして ぞ おわ 

しけり、 あきびと これ を 見て、 や あなに とて あゆまぬ 

ぞ、 あゆめと と つて ひきた つれば、 うつぶしに かつば 

と ふす、 また ひきおこせば どうと はふし、 さけぶ に 

こ ゑの いでば こそ、 い きも はやた  >ん<,\ 'に、 め も くら 

むば か. 5 なり、 あきびと いよ/ \» はら をた て、 いのち 

もうせよ とうち ふ せ、 その. vyiS ゝ そ - J にす て お き、 こ の 

ほどの ながたびに、 はませ しもの、 をし さよと、 つ 

ぶ やきて あき びと は、 ぁづ ま を さして /、だ， 0 ける 、 

にくまぬ もの こそな かり けれ、 その ゝ ちまた、 ざい 


しょの もの ども あつま. 5、 御す がた をみ たてまつる 

に、 よしある さまと み 申たり、 おん 身 は、 いづく いか 

なる 人の 御子なる ぞ、 御み やう じな のりお はし ませ、 

こき やうへ おく. h.- まいらせん と、 みづな ど を そ、 ぎ、 

さま < ^いた は たてまつる、 いま を かぎ. 0 のむ め 

わ.?^.. VS る、 よに くる し. けな る い き, ど つき、 御な さけの 

ほど あ. 0 がた くさ ふらう、 まつごに および、 いま は 

なに を か つ、 み 中べ き、 はづ かしながら それがし は、 

みや ， - きたしら かわに、 よしだ の せ う- これさだ 

のち やくし、 むめ わかと いふ ものなる が、 十 さいにて 

ち、 にお くれ、 は、 ばか.. 9 に そい まいらせし が、 ひと 

あき 人に かどわかされ、 かやう になり はて ゝ候ぞ や、 

ふるさとなる はゝ 上の、 かくな， 9 ゆく と はしろ しめ 

されす、 なげかせ たまわん かなし さよ、 よしく、 そ 

れ とても、 われむな しくなる ならば、 ふ る さとと て 

みやこ 人の あして かげ もな つかしければ、 このみち 

の ほと， 9 にて、 どち， フ にっき こめ、 しるしに、 やなぎ 

をう へ てた まわれと、 御て を あわせ をと なし やかに、 

ねん 佛申 させた まひし が、 ねむれる はなの ごとく、 

ついに はかなくな hv たま ふ、 あはれ ととわぬ 人ぞな 
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き、 され ども かな は ぬ ことなれば、 ざい 所の もの ども 

あは れ みて、 御 のぞみの ごとく、 どち うにつ きこめ や 

なぎ をう へ 、いざと ぶら ひて まいら せんと、 大 ねんぶ 

つ を はじめ、 にちやて うほうお こたら す、 ねんぶ つ 申 

しとぶ らいけ る、 むめ わか まるの さい ごのて い、 もの 

の あはれ はこれ な とて、 かんせぬ もの は なし、 是れ 

はさて おき、 あわづ の六郎 としかぬ は、 やま づ た ひう 

らづ たいし、 にし さか もとにし のびお ち、 あるじの、 

やすふさ をち かづけて、 としかぬまい りて さ ふら ふ 

それ-/^ 申して たべと いふ、 うけたまわる とて、 み 

* たい 所に まい. 9、 此 よしを 申 あげれば、 は、 うへ たち 

いで、 なに、 としかぬ がきた b たる ぞゃ、 むめ わか は 

いかにと あれば- - としか ぬ 大きにげ うてんし、 いや わ 

かぎみ は、 いくさみ だれし ゆ ゑ、 にし さか もと へ と を 

しへ、 おとし まいらせ 候が、 ふしぎ さよと 申ければ、 

は ゝは此 よしき こしめ し、 なにと いふ ぞ むめ わか は、 

おちて きたる とか や、 いまだお さなき もの なれば、 み 

ちにば しふみ まよ ひ、 しらぬ くに へ も ゆきた るか や、 

もしも 此 こが ゆきかたな くば、 わが 身 はなに となる 

ベ きと、 なみだに くれさせ 給 ひける、 としかぬ うけた 

ir 百.. 
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ま は， 5、 いや./,, \ »J 0 をく はしのば せた まふ まじ、 ちか 

きざい 所に 御 ざ あるらん、 それがし たづね まいらす 

ベ し、 御 こ、 ろ やすくお ぼしめ せと、 御前 を まか. 0 た 

ち、 か.. そめながら たちいで、、 ちかき やまが やさ 

とく を、 たづね めぐれ ども ゆきかた なし、 むざん や 

としかぬ は、 このよし か へ りて 申さん とお も ひしが、 

いのち あらんかぎり はとお も ひ、 すご < ^と、 たづ ね 

かねて ぞ まわ. 0 ける、 ことに あわれ をと  >  めし は、 

むめ わかの は、 うへ にて、 もの、 あはれ をと いめた 

り、 はや そのと しも くれす ぎて、 あくる は るに な b け 

れど も- とかくの そう も あら ざれよ、 さて はは やとし 

かぬ も、 たづね かねて あるらん と、 たのむ 木の もと 

にあめ もた まらぬ ふせいに て、 いね も いられす たゝ 

1 人、 にし さか もと をし の ひいで、 みやこの うち はの 

こ， 0 なく、 だいご たかを やせ おはら、 さが にん わ 

じまで たづ ぬれ どち、 その ゆきかた はな か. 9 けり、 

さがの をく にて、 み t ゆき 人に といた まへば、 それ 

はいつ のこと ぞ とい ふ、 こぞの 春の ころに て 候、 た 

び 人き いて、 されば よくに たる 事の 候、 こぞの 二月 

のす へ つかた に、 大っ三 井寺の へんにて、 さやう の 
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ちご を、 とうごくの ひとかい かとお ぼしき ものが、 あ 

づ まへ つれて くだりし に、 ゆく まじき とてな きし を、 

さるぐ つ は を はませ、 ひった てつれ てく， た. 9 し、 も 

しも さやう の ひと に 、おも ひ あた. 0 た/ひなば、 ぁづ 

ま を たづ ねたま へ 、われ も ひ とも子 をう しない、 おや 

のみと し 、けうらん する はこと は， 0 な， り、 いた はしの 

P- こと やと、 とぶら ひて こそと を. 0 ける、 は、 は 此の 

よしき こしめ し、 な ふそれ こそ は、 わが 子なる べし、 

たづ ね あはぬ はこと は b やとて、 た をれ ふして ぞ、 な 

きた まふ、 おつるな みだの したよりも、 あさましの 

ことども や、 かやう にこ 、ろ ありが を なれ ども * われ 

はものに くるうよ のう、 いや われながら こと は. 9 な 

,9、 あのて うるい やちく るいだに も、 おやこの あは 

れ はしる ぞか し、 まして やひとの おやと して、 いと 

しうかな しく そだてつ る、 わが この ゆく へ を たづ 

ね-^^ね、 けうらん する はこと は b なり、 あらむ ざん 

や、 むめ わか、 ゆぐ ゑ をき けば あ ふさ かの、 せきの ひ 

がしの くにと をき、 ぁづ まと かやに ゆきぬ ると かや、 

こゝろ ゎづら ひつ \  、はやけ うらんと 身 を か へ て、 さ 

さの はに しでき hN かけ、 あづまの かたは. そなた. i  、き 


r 


きおよ びし をた よ. 9 にて， まよ ひお もふぞ あはれ な 

り、 S ぬ る わが 子に あ ふみ ぢゃ、 よ をう ねの \ にな 

く つる も、 子 をお も ふかと あはれ な >o  、しぐれ もいた 

くも. 0 山の、 木の したつゆに そで ぬれて、 風に たまち 

るし のはら や、 か いみの やま は あ. 0 とても、 なみだ に 

くれてみ も わか や、 もの をお もへば よの まに も、 お 

いその も. 0 はこれ とか や、 ばんば さめが い、 かし は 

ばら、 か  > みのし ゆく にっきた まふ、 い はしゃ は ゝ 

上 は、 ふるさとへ はに しき を きて か へ ると こそき、 

しに、 これ はいに し へ を、 おも ひい. た すれば ものう や 

な、 此の しゅくに て、 せう/^ どのに なれそめ しゅ へ 

にこ そ、 かやう にもの はお も ふぞ、 なをこ、 ろの ゎづ 

らいぬ る、 のがみ のし ゆく を くるひす ぎ、 わが 身 もい 

ま はお は ひなる、 あつたの みや だち ふし かがみ、 三 か 

はにかけ し 八 はし、 しまみ ざ か、 わがな を たれ かと を 

と をみ の、 はまな の はし を かけて だに、 おも ひも よら 

ぬ たびのそら、 をし からぬ 身 をながら へ て、 いけ， たの 

しゅくに か.. > まくら、 ゆめをみ つけの ごうと かや、 さ 

よの 中 山 これ かとよ、 わが 子の ゆく へ をき く 川 や、 神 

にいの- 9 はかな やの しゅく、 する がの 國 についた よ 


な、 おも ひする がの ふじのね に、 けぶり は そらによ こ 

おれて、 く ゆるお も ひ はわれ ひとり、 みなみ はそう か 

い、 まん/^ としてき わ もな し、 北 はま つ 山こう^/^ 

た. o、 すその、 あらし はげしくて、 たいな にごと も、 

ゆいかん ばら これと かや、 いづのみ しま やうら しま 

や、 あけて くやしき はこね 山、 はづ かしながら すがた 

をな み、 さがみ のく にに 入 ぬれば、 こ、 にた、 や 

み、 かしこに たって くるひけ る、 いま はは や、 むさし 

の國に つき 铪 ひける、 
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さる ほどに、 いた はしゃ、 むめ わか 丸の はゝ上 は、 御 

ゆく ゑ を たづ ねかね つ ゝ、 いま はは や、 むさし とし も 

おさの さか いなる、 すみ だ 川に ぞっきた まふ、 をり ふ 

一 しいで ふね ありければ、 な ふい かに せんどう、 人な 

みに、 みづ から を も、 ふねに のせて たべと ある、 せん 

一 だう 聞きて、 こ ゑ をき けば P 人、 すがた はけう じんと 

見えて あり、 おもしろ うくる はれよ、 さなく ばの せぬ 

とい ふ、 き やう 女 聞て、 な ふい かに わたしもり、 たと 

へ ひな ゑな りと も、 めいしょに する はこ、 ろ あれ、 も 

一 はや、 あの 水に うつ ふろ 月 を 見た まへ、 風 こそな み 

一 をた へき たれ、 しんにょの 月 はく もらぬ もの を、 く 

一 るへ といへ る 人 ぞうき、 むまに ものらぬ このき やう 

一 女、 つかれはて、 さぶ らふ ぞゃ、 こ、 はめい しょの わ 

たし も. わら はこ そ、  > しなくて さわぐ とも、 日の く 

るゝ に、 ふねに のれと はい わすして、 くる ゑと いふ 

は、 いなか 人 こそ つらき、 さ り とて はふね こそせ、 よし 

とも、 のせさせた まへ わたし も hs  、さ.？ 0 て は、 のせ 


てた まわれ や、 ふな 人き いて、 あ ふ、 あやまりた る は、 

き や うぢよ、 なにし をいた る やさし さよ、 なに か を 

しまん の.^ たまへ と、 さ を さしよ せて、 の， 9 たまへ、 

き や うぢよ ふねに の b うつり、 むかひの かた をみ わ 

たせば、 かわぎ しの木の もとに、 ひとお ほくな み いお 

.0、 な ふい かに わたし も，.^、 あのひとのお ほく あつま 

.0 て あそぶ は、 われ を まち かけ、 くるわ せんた めか 

や、 せんどう きいて、 いやと、 よ あれ は大 ねんぶ つ、 ま 

ことに 此のな かに、 しらぬ 人の み を ほかる べし、 此の 

ふねの むかい へ つき 候 はん まに、 あの 大 ねんぶつの 

いわれ を、 かたって きかせ 申さん、 こぞの 三月 十五 

日、 しかもけ ふに あたつ て 候、 年の ころ 十一 一三のお さ 

なき 人、 ことのほか にいれ ひし、 此の 川ぎ しに ひれぶ 

し 候 を、 此の 邊の 人々 たちよ..^ 見る に、 よし ありげ 

にみ へ て 候 程に、 さま < ^いたわ. 9 候 へ ども、 せんせ 

のこと にても や 候 ひけん、 たんだよ わ. s> によ はり、 す 

でに さい-..」 とみへ しとき、 おこと は いづく いかなる 

人ぞ と、 くわしく たづ ねて さ ふら へ ば、 その 時お さな 

い、 われ は 都 北 しら 川に て、 よしだの なにがしと 申せ 

しもの 、子に て あ h- 、ち 、に を くれ、 はゝ ばか， o- に そ 
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ひま いらせし を、 人 あき 人に かどわかされて、 かやう 

になり ゆき 候、 都の 人の あして かげ もな つかし けれ 

ば、 此の v3S ちの ほと. 9 に、 どち， フに つき こめし るし に 

は、 やなぎ をう へ て ぐれよ とて 、をと なし やかに ねん 

ぶつ 申、 ついに はかなく ならせて 候、 なんぼう あはれ 

なる ものがたりに て：^-ぞ、見申せば せんちぅにも、せ 

う/ \ '都の 人 も 御 ざ あ， 0 げに候 へば、 ぎゃく ゑんな 

がら、 御 ねんぷつ を も 申させ 給 へ や、 よしなき 物が た 

に ふねが ついて 候、 とう^-" 御 あがり あれと いへ 

ば、 せんちう の 人々、 さても ふびんの しだい かな、 い 

ざ やわれ らも、 ぎゃく ゑんながら、 御 ねんぶつ を 申さ 

ん とて、 をの > /^ふねより あが， 9 ける、 され どもき や 

う 女 は 、ふねよりも あがらす、 た、 ふなばたに ひれぶ 

して、 なくよ， 9 ほか のこと はなき、 せんどう これ を 見 

て、 あら、 やさしの き や うぢよ や、 いまの ものがた. 9 

をき、、 さやう になみ だ をな がす かや、 いそぎ ふねよ 

h- あがられよ とい へば、 そのと ききょ うぢよ、 おもて 

を ふ hM のげ、 な ふ ふな 人 どの、 た 3- いまの 御 ものがた 

.9 は、 いつの ことにて 候ぞ、 そのち ごの 年 ごろ、 なを 

ばき こしめ されざる か、 せんどう きいて、 な ふ、 こ、 
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ろ ありげ にと いたま ふか や、 きょねん 三 e: 今日の. 率、 

ちごの としは 十一 一三、 ち、 のな をば よし HH の 少將、 そ 

の このな をば、 梅 若 丸と 申されし ぞ、 このかた はお や 

とも、 しんる いとても たづね こす、 き やう 女 も みやこ 

の ひとに てまし まさば、 いそぎ ふねより あがり、 とも 

に 念 蹄 申 さ れ よ、 あ らふし ぎ や、 此のき やう 女い まの 

物が たり をき くよ.^ も、 身に しむて いに 見へ ける は、 

いかなる こと ぞ といへば、 き やう 女な みだの したよ 

b も、 な ふ、 しんるい とても、 たづね こぬ  > そだう り 

な h- 、そのお さなき もの こそ、 わらわが たづ ぬ る 子に 

て 侍ら ふぞ や、 これ は ゆめ かやう つ 、かと、 その ま、 

そこにた をれ ふし、 も だ へ こがれて なきたま ふ、 ゆき 

きの ひと ももろ ともに、 げこ だ, フ ，  J と は b な 

b. とて、 そで を ぬらさぬ 人 はなし、 せんどう なみだお 

さへ、 いかにな ふ、 御はゝ うへ さま、 いま ゝ ではよ そ 

のこと とお も ひしに、 さて は 御身のう へに て 候よ な 

ふ、 さりながら、 いま はか へらぬ ことなれば、 御 なげ 

きをと め 給 ひ、 なき 人の 御 あと を、 とぶら ひ 給 へ とす 

す むれば、 は、 はなく^^ ふねより あが つ 、、つか 

の も i に ひれふして、 くどき ごと こそ あはれ なり、 う 
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ら めしや、 これまで はさ. 0 とても、 あはん とお も ひ 

しをたょ，^> にこそ、しらぬくに へ もく だ しに、 いま 

は 此のよ になき あとの、 しるしば かり を 見る ことよ、 

あらむ ざん や、 しの ゑんと て、 しゃう しょ を さつ-て 

ぁづ ま； C の、 みちの ほと hv の つちと な， 9、 はるの くさ 

のみ しげ， 0 たる、 此のつ かの したに こそ、 むめ わか 丸 

は あるら め、 な ふさ. 0, とて は 人々、 此のつ ちか へしつ 

つ、 此のよ のす がた を 今 いちど、 は、 にみ せて たび 給 

へ、 ぁゝ たのみな のうきよ やと、 こ ゑ を あげて なき 給 

ふ、 ざいしょの もの どもた ちより、 げに だう， 0 な. 5、 

さ hN ながらよ の ひとお ほく さ ふら/ども、 は、 のと 

ぶらいた ま はん を こそ、 もうじゃ も よろこびた まわ 

め、 しゃう ご を は、 にまい らせん、 御 ねんぶ つ をす、 

むれば、 はゝ はやう/.^ おきな をり、 ぎゃく ゑんな 

がら、 さ， とて は、 わが このためと きくから に、 しゃ 

うご をなら しこ ゑ を あげ、 なむあみだぶつと 申され 

ければ、 みな どう をん にねんぶ つ を あげ、 はゝ はし 

やう ご をと めた まひて、 な ふ 人々、 た 3- いまお さなき 

もの ゝこ ゑと して、 御 ねんぶつの きこ へ 候 は、 わが こ 

のこ ゑと きこへ け. るが、 まさしく、 此っ かのうち にお 


ぼ へ たり、 みな- ねんぶつ 申させ 給 へ 、ざい 所の も 

の これ をき、、 されば われ- も、 さやう にき、 なし 

さ ふら ふ、 しょせん 此の ほうの ねんぶつ を やめ、 は ゝ 

ごば か 申させた ま へ 、は 、はげに もとお ぼしめ し、 

かさねて しゃう ご をう ちなら し、 なむあみだぶつと 

申さ るれば、 つかの したより おさなき 人、 さもし ゆし 

なるこ として、 なむ あみだぶ つと もろともに、 

しるしの や なぎ のかげ よりも、 うつ、 の ごとく あら 

わる、、 は、 あまりの うれし さに、 いだきつ きた ま へ 

ば、 その ま、 き へ て あと もな し、 46 たま ぼろし に！ 11^ へ 

ける を、 あれ はわが 子 か、 はゝ 上に てまし ます かと、 

たが ひに こ ゑ を かわ すれ ども、 きへ うする、 おも ひ は 

なを もます か  > み 、かげろう、 いなづ ま、 月、 とらん と 

すれば かげ もな し、 みへ つかく れつす る ほどに、 は 

やしの、 め も あけ ゆけば、 わがことみ へし は あとた 

へ て、 やなぎば か. ぞの こ， 9 ける、 は、、 あまり の も 

のう さに、 しるしの やなぎに いだきつ き、 このよの な 

ご. 0 にい ま 一 ど、 かいな きすが た を あらわさ ぬか、 む 

め わかよ-/^ と、 つかのう へ をう ちた、 き、 おめき さ 

けばせ たま ひける、 あはれ とい はぬ 人ぞ なき、 そのな 

剣 li—^^ 語 下 


かに、 そう 一 人す、 みいで、 御な げきは ことわ. 9 なれ 

ども、 さ b ながら、 しゃう じゃひつ すいの をき て なれ 

ば、 ついに は そい はつ ベ き 身に て も あらや、 なげき を 

やめた まひ、 なき 人の 御 ぼ だ ひ、 御と ぶらいた まへ と 

け， フ くん すれば、 はゝ はき こしめ し、 あらお そ， フ のけ 

うげ ありがた や、 いま はなげく とかな ふま じ、 ごせと 

ぶらいて ゑ させんと、 すがた を か へて たべ と ある、 や 

すき こと、 こなた へ いらせた まへ とて、 やがて 御^^ -J ) 

そ. 0 こぼし、 あわれな るかな はゝぅ へ は、 みづ から 御 

なを、 めう きびく と あらためて、 あさ； 0 が はらに、 く 

さの い をり を ひきむ すび、 御す がた を、 すみぞめ にあ 

ら わして、 はな を つみ かう を も. 9、 ねんぶつ 申お はせ 

しが、 あさ ぢが はらの いけみ づ に、 みづ からかげ のう 

つ h- し を、 つ く/、 と 御らん じて、 こ れ こそ、 めう き 

やう ゐん と，， C: のさと， 9 ぞと、 - ！ すじにぉも：^^き.h^、に 

しに かた ぶく 月 を 見 て 、いざや われ もつ れんと、 い け 

みづ に 身 をな. け、 そこの みく づ とな h- にけ ひ、 さるに 

よって かの いけ を、 か V みのいけと 申な り、 こ、 にわ 

かぎみ の 御め のとに、 あわづの 六郞 としかぬ は、 むめ 

わか 丸 を たづね かね、 しゃもんの すがたと さま を か 

I .  二百 六十 七  1 1 , 
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へ 、そのな を ひき か へ てれん しんと あらため、 とうな 

ん さいなん のこ なく、 たづ ね ゆけ ども かい ぞ なき、 

いま は 又ぁづ ま.^ゃ、さがみの國にぁ..：^けるが、っく 

づ くもの を あんやる に、 かほ どまで たづ ねけ るが、 御 

ゆきかたの しれ ざれば、 いま はう きょに まし まさぬ 

か、 さあら ばせ めて 御 さい ご所 を、 ゆめば かりし るな 

らば、 御 はなむけに はらき つ て、 め いどの 御と も 巾べ 

きが、 しゃう じの ほどの しれ ざれば、 とや せんかく や 

あらまし と、 あんじ かねて ぞいた. 0 ける が、 げに やま 

ことに わすれた. o、 それし よぶ つの 御ぐ わんに は、 し 

ゆ の ほうべんた てた も ふ も、 みなこれ しゅじ や 

うのた めと きく、 わがち からにな- 9 がた し、 かな はぬ 

事 をい のらば こそ、 むめ わかの 御 ゆく へ 、しゃう じの 

二つ をし らんた め、 いのち を なげうち いのらん に、 し 

るし のな き 事よ も あら じ、 とかくき せい を かけんと 

て、 ヒ日 こ， 0 をと， 0 にけ る、 さる ほどに、 とうごく さ 

がみに たちた まふ、 大山 ふどうに まい. 9 つ、、 なむ や 

大 しゃう ふどうみ やう わう、 それがし いの. 9 たてま 

つる 事、 ベち のぎに て 候 はす、 さても わが 君む め わか 

どの、 こんじ やうに まし まさば、 あ. 0 所 を しらせて た 
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^rsたま へ 、もしもう きょに まし まさ やば、 それがしが 

いちめい を、 はやくめ され 候へ、 あ. 9 がた や、 みやう 

わう は、 ぶつち の ふしぎ おん 身に あまり、 くわ ゑんと 

あらわれた まふと なれば、 一 つのす いそう 見せしめ 

たま へ と、 水とう のみち をと め、 三 七 H の だんお きに 

て、 一 めい を かけ、 一 心 ふらんに よねんなく、 いのり 

ける こ そしゅし や うなり、 三 七 HI の あけがたに、 いづ 

く ともなく どうじ 一 一人、 こつ せんとうち むかい、 いか 

-  一 -L んし/ 1:- -  >  -フ ど.， フ、 さて., £-、 な. んじ はやさし く.., 

まことの 心 をお こし、 しう にかう あるし ゆし やう さ 

よ、 さりながら、 なんお が たづぬ るむ め わか は、 むさ 

しとし もお さの さかいなる、 すみ だ 川と いふ 所に て、 

むなしくな. 5 て あ b ける ぞ、 その はゝ も あこがれて、 

おなじくに のかた はら 、あさおが はらの いけみ づ に、 

み を なげむな しくな b ければ、 こんじ やうの たいめ 

ん、 おも ひも よらぬ 事に て あ 、され どもお とゝ のま 

つ わか ^、いまだう きょに ある あい だ、 これ を そだて 

よにたてよ、 ひ き あ わせん さらばと て、 こくうに むか 

いて まねかせた ま へ ば、 ふしぎ やな、 山の さう もくし 

ん どうして、 しょ 山の ぐ ひんし かう しける、 まづ つく 


しに は、 ひごの くんせんぼう、 四つし うに は、 はくふ 

う、 さがみ ぼう、 大 せんの ほうきぼう、 いづ なの 三郞、 

ふし 太郞、 大 みねの せんきが いったう、 かづら き、 ひ 

ら、 よつめき が だけの 大 てんぐ、 小 てんぐ、 松 わか 殿 

を か いしゃく して、 せつなの あいだに ひきき たる、 ど 

うじ 御らん じて、 いかに れんしん、 なんお すがた を.、 

よく 見る に、 この ごろの あらぎ や- フに て、 にくちく さ 

さって かれきの ごとし、 これ を ふくせ よへい ゆうす 

べし、 これ こそ 天の こんすい とて、 い つもお いせぬ く 

す. 0 ぞ とて、 れんしん にあた へ 給 ふ、 れんしん、 かた 

,  © マ . 

じけ なしと て ふく すれば、 たちまちに くちきし ゆつ 

たいし もとの ごとくに な， 9 にけ. 0-、 そのと きかの ど 

うじ、 松 わか どの を ひきわたし、 われ をば たれと かお 

も ふらん、 われ はこれ、 みやう わう にっかへ 申、 こん 

がらせいた か、 二人の どうじな るが、 大 しゃう ふだう 

る やう わうよ りの、 ぶ つちよ くにより きたつ て あ. o、 

此 わか をよ にたてよ、 なを も ゆく す へ ま ぼらん とて、 

どうじの ほらせた ま へ ば、 しょ 天ぐ ももろ ともに、 さ 

ま. <\ 'のきす い をな し、 こくう を かけ， 9  , フ 4j にけ hs  、 

さて わか 君 もれん しん も、 たがいに ひしと いだきつ 
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き うれしき いまの なみだな. o、 され どもち、 は、 む 

め わかの、 さきだちた まふと きこしめし、 いま ひとし 

をの 御な みだ は、 げ にこと わりと てき こ へけ る、 れん 

しんな みだ をお さへ て、 さきだちた まふ. <  々はち か 

ら なし、 御身に あ ふ 事、 おもへば めでたき 事な， 9、 い 

ざゃ是 よりみ はかに まいり、 いそぎ みやこに のぼら 

ん とて、 まつわ か 丸の 御と もし 、あさおが はらに まい 

らる 、、御 ま へ になれば、 はな をつ みかう を もり、 な 

む ゆうれい とんしゃう ぼだいと ゑ かう あ， o、 さて 御 

まへ をげ かう して、 いざやむ め わかの みは かにまい 

..^、御ねんぶ つ を 申さん とて、 しるしの つかに たちよ 

^、あかの みづ をた むけつ、、 なみだ をと もに ねんぶ 

つし、 いざや みやこ へ のぼ .0、 ゑ いざんの ししゃう を 

たのみ 申、 だい. 5 へ そうもん 申さん、 もっとも しかる 

ベ しとて、 ゑい ざん さして ぞい そがる、、 ひがし だに 

にもな り ぬれば、 にち ぎ やうぼう にたい めん あり、 は 

じめ おわ を かた. 9 ければ、 にち ぎ やうな みだ をな 

がさせた まひて、 いざや だいり へそう もん せんとて、 

松 わか どの を、 ぢんじ やうに いでた、 せ、 だい. 0 へ さ 

ん だいな されけ る、 ていとに なれば、 はしめ おわ，^ の 

二 有 六十 九 
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ことども を、 いち/ \- 'ふでに つくし、 そ ，つもん 有、 か 

だ じけ なく も、 君 も あはれ とお ぼしめ し、. 9 やうがん 

に 御な みだ を、 うかめ たま ふ あ b がた き、 その 人ち、 

うちよ， 0 のせん じに は、 いそぎお； 0 さだかげ を、 ちう 

ばつ 仕れと て、 ぐんせい を 三百よ き 下さる ゝ、 そのう 

へ 松 わか を、 四 ゐの大 しゃう これさだに にんせられ、 

下お さの くにを 下さる ゝと の、 ，9 ん げん 下る ぞ あり 

がた き、 かたじけな しと、 三 どてう * たい 仕、 御い まと 

申て 御 ま へ を まか. 5 たち、 れんしん をめ され、 まづ さ 

だかげ を めしとれと ある、 かしこまった b とて、 やが 

て、 さだかけ をから めて まいりけ る、 これさだ たちい 

でたい めん あ.. >  、いかに さだかげ どの、 いにしへの 松 

わかな 、ふしぎによ にいで 候が、 ひさしくて おんめ 

にか 、り、 いんぐ わ はくる まの わの ご LJ  くな， 9  、たす 

けたく は 候 へど も、 おやき やう だいの かたき なれば、 

はやくい とま を まいらせよ、 うけたまわる とて、 やが 

てくび をぞき h- にけ る、 にくまぬ もの こそな か， o- け 

る、 さあら ばしょち 入 あらんと て、 上下 ゆ 、しく はな 

め いて、 しもお ささして ぞ くだらる ゝ、 國 にも なれば 

はゝ 上の 御た めと て、 が^みが いけの かたはらに、 め 
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うきさん を 御 こん. 0 う あ. 9、 さて 又む め わか 丸の つ 

いの ほと， 9 に、 いち， フの ど， フ を- J んり， フし、 もく ぼ 

じと ごうし、 二 六 じちうた へ もな し、 そのほか にも、 

き やう だいの 御た めに、 御そう くやう あ 、御と ぶら 

いは かぎ. 9 なし、 むねに むね をた てなら ベ 、ふっきの 

い ゑと さか へ たま ふ、 じ やう こもい まも まつだい も- 

た めし すくなき しだいと て、 きせん 上下 をし なべ  て、 

かんせぬ 人 はな か h> け. y、 


明 暦 二 Ira 申歲十 一 月日 山 田 市 郞兵衞 板 
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一 もとぎ く 上 

むかし 天 やくの みかどの 御 時、 三條 たかくら に、 右 

大臣 殿と 聞え し 人 お はしき、 院中 の 御覺ぇ かしこく、 

ときめき 給 ふ、 その 北の かた も、 なべ てなら ぬ 人に て 

おはします、 ふるき 御門の 御む すめ、 しきぶ 卿の 宮と 

ぞ申 ける、 いかな. 5 ける ちぎ， 9 にや、 右大臣 どの へ參ー 

り 給 ひ、 わか 君 一 人 ひめ 君 一 人お はします、 わか 君 を 

ば 七 歳より てん 上 を させ、 かぶ. 0 し 給 ひて 兵衞 のす 

けと ぞ申 ける、 ひめ 君、 かたちよ， 9 はじめて、 此の世 

の 人と も おぼえす、 まことにい つくしく おはし けれ 

ば、 いか にもと か • しづ き、 きさきに も舉 らんと 思 召け 

る、 か、 りけ る ほどに、 しゃう じむ じ や， フ. のなら ひ、 

らうせ う ふぢ やうの 世の中に て、 は、 みやに を もき 

やま ふっきけ る、 しんめいぶ つ だに いのれ 共、 そのし 

るし なくて、 日々 に 大事に な. 0 給 ひければ、 今 を かぎ 

,9 と 見え 給 ふ、 北の かた、 右大臣 殿に 仰ら るゝ やう、 

ぅゐ むじ やうの なら ひ は、 かぎ. 0 ある 道な. 5、 きえな 

ん命 はおし からす、 た^ 思 ひ をく 事と て は、 きんだち 

1 本 菊 上 


の 事ば か.. >  也 、いか 成 有さ まに てお はします 共、 御ら 

んじ はなすな よ、 是 ばか， 9 よみ ぢの さは. 0 'となる ベ 

きとの 給へば、 右大臣 殿、 その 事 は 御身 一 人の子なら 

や、 心 やすく 思しめ せ、 た ^わかれ こそ かなし けれと 

の 給へ ば "さて は うれしく 候と て、 なむし やかぶ つと 

とな へ て、 ねむる ごとくに て はや を は， 9 給 ふ、 右大臣 

殿、 同 きんだち、. <  め もつ、 み 給 はす、 いかに せんと 

こがれ ふし 給 へ 共、 その かひ さらにな か け. 5、 なく 

なく れんだいの 野べ に をく り、 のちの 御き やう やう、 

さるべき やうに いとなみ 給 ひけ. 9、 かくて 月日 かさ 

なる 程に、 世の つねの なら ひなれば、 さてし もい かで 

かとて、 一 家の人々 す、 め 給 ひければ、 とき 御門の 御 

めのと に、 はり ま のん さみと 申 を、 きたのかたに と. 9 

給、 ふ、 その はらに、 お 君 ひめ 君お はし ましけ る、 若君 

はいと けなく より、 てんじゃ ► フに參 、七 歳よりか ぶ 

り 給 ひ て、 四ゐの 少將と 申け.，.' 、ひめ！？； a もお さなく よ 

、てんじゃ うに つぼね 給 ひて、 そつの つ ぼね とぞ申 

W り、 さきの 宫 ばらの きんだち は、 たうぶ くにをされ 

て、 よの きそく もお はせ す、 され 共、 ち、 右大臣 どの 

の お はすれば、 さてし も はて じと、 た の もしく お ぼす 
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に、 せんせ の ほう やうす か h- けん、 ち、 大臣 殿、 れい 

ならぬ 御 心ち、 H を へ てな やみ まさり 給 ひて、 っゐに 

はかなく 成 給 ふ、 か、 むければ、 兵 衞の佐 殿 こそ、 

ち^ -く にて、 右大臣 殿の あと をつ ぎ 給 ふ ベ きに、 

たうぶ く 四 位の 少將に をし とられて、 さきの 宮 ばら 

のきんだ ち は、 数に も あらや 成，^ 給 ふ、 され 共な まじ 

ゐに、 てん 上に まい. 9 給 ふ、 兵衞 のす け、 あはれ 出家 

をして、 さんりんに まじ は， GN  、ち \ は 、の ごせ ぼだい 

をと ぶら は  >  やと 思へ ども、 たいい もうとの ひめ 君 

の isi^ 心ぐ るし く、 今 は 父^も なし、 われよ. 0 外 は又賴 

む 人 もお はせ す、 たれに 心 やすく あ づけ 澄くべき 人 

もお はせ すして、 心なら す てんじゃ うにみ ゃづ かひ、 

あけぬ くれぬ とする ほどに、 あると しのな が rz: の 十 

H: あまりの 比、 ひやう ぶ 卿のお ：！ の 御門に、 菊の ゑん 有 

ければ、 んの 中け る や， ソは、 釘の すけの さとに こ 

そ、 まことにい つくしき、 一 もとぎ く は r„„ ^へ、 かれ を 

め し て 、御らん じ 候 へ よと 申 けれ ば、 此菊を めし けれ 

ば、 おしみ 申さす、 かの きくを 參ら せけ. o、 まことに 

色に ほひ、 えだの さし やう、 おもしろく m,^ 召、 御 ま へ 

のた て じと みのき はに、 ませ をう つ させ 給 ひて、 兵衞 
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のす け かた を、 御らん じ やらせ 給 ひて、 いで や 有が た 

きたから を まう けたる 心ち する、 そ も かれは いづく 

より 尋た， 9 ける ぞ やと、 仰ら れ ければ、 兵衞 のす け 申 

ける は、 あれ は 父 右大臣 殿、 くらまへ 參り給 ひしに、 

くらまのば うの せんざいに、 しんく はんもんの 菊と 

て、 うつしう へて 候し を、 大臣 わ，.^ なく こ ひとりて、 

家に つたへ ん とてう へ 置し を、 父 はかなく 成て 後、 い 

もうと ごに て 候 もの、 ち、 がかた みに 見ん とて、 おし 

み 置て 候 を、 めしに したが ひて.^ 一一ら せ 候と 申せば、 い 

もうと は、 は b まの さんみの はら、 そ つのつ ぼね かと 

と は せ 給 へ ば、 さは 疾 はす、 我と 同じき しきぶ 卿の 宮 

らな りと 申ければ、 みや 思 召け る は、 いざや 今の も 

てな しにて、 覺ぇ こそな けれども、 ゐん にも 此の 兵衞 

のす けになら ぶ 、うんかく もな きもの を、 まして をん 

なにて、 かれが いもうと ならば、 いかにい つくしから 

ん、 あはれ 見ば やと、. ふかく 御 心う つ. 9 て、 此兵部 卿 

のケ； 2 は、 たうて いの 御 はらことの 御お と 、、よろ づ に 

御 情 ふかく  、此 兵衞 のす け を も、 兵 部 卿 の宮 つね は 御 

め を も かけさせ 給 ひて、 あはれ み 給 ひける、 此君 のこ 

と、 よもすがら 思 ひ あかし 給 ひて、 宮の 御す いじん、 


とき はと 申て、 かみ かたちに らいて 十四 五ば か りに 

て、 よろ づ物 なれなる わら は を 召て、 あの 菊の 枝 折て 

参れと 仰 有ければ、 朝 ぼらけ の 露し げきに、 さしぬき 

のす そ をと. 0 て、 菊 を 手 折て 參， 0 け. o、 宫 同じ 色なる 

菊が さねのう す やうに、 かくなん、 

わが 心 君が まがき にう つろ ふ は 

なを やの こせ るし-つ ぎくの 花 

菊の しら 露 は、 をき そ ふるよ， 0  くるしき 物 をと、 あそ 

ばし、 菊の 枝に むすびて、 兵衞 のす けいもうとの、 す 

むらん かたの、 かう しに さして か へれと、 仰 有 けれ 

X  、とき はもと よ り、 北， フち のし さ いよくし， 9 たる 物 

にて、 三條 たかくら に 行、 此 ひめ 君のお はします、 た 

いの 中が うしに さして か へりぬ、 女ば うたち、 御 かう 

しあげん とて 立いで、 此花を 取り、 是 御らん 候へ、 花 

に そ へ て、 なべ てなら ぬに ほひのう す やうに、 歌 か 、 

れて 候、 御らん せよ とて、 兵衞 のす け 殿に、 見せ 參ら 

せた. 9 ければ、 見 給 ひて、 兵 部 卿の 宮の 御手 也、 こ は 

いかに、 宫の 御手に てわたら せ 給 ふ、 いかにして 思 召 

よりけ るぞ、 もとよ. り是- 1 そ、 あらま ほしき 事に て あ 

れ、 父母い きて おはせば、 今まで かくて やお はすべ 
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き、 今 は 女御 后の 御 位に も 渡らせ 給 ふ ベ きぞ かし、 又 

御文 あらば、 御 返事す、 め 給へ 女ば うたち と ぞの給 

ひけ b、 又 ひる ほどに、 宮、 とき は を 御つ かひに て、 御 

文 有. 9、 

行かよ ふ あと はしらね ど あ ふ 坂の 

關は いとこ そ *  ) えま ほし けれ 

此 たび は、 あら はれての 御 返事 を こへ と、 仰 有 けれ 

ば、 とき は 給 はりて、 三條 へ 行、 にしの たいに て、 是は 

兵 部 卿の 宮の 御文よ とい へば、 女房た ち は、 いかに 思 

ひ よら や、 人た がへ か、 とく， （'か へ. 0 給へ とと. 0 い 

れす、 むなしく かへ b ぬ、 をし か へし かくなん、 

くれな ゐ のす ゑつむ 花や 我な らん 

ふみか へ さる、 身 こそつ ら けれ 

と あそばして つ か はさる 、、とき は 取て 行、 やう-/, \' 

にいへ 共 出す、 いらへ もせす、 とき は、 おさなき  >ひ ち 

に、 ねたく 覺 えて 申 やう、 たう じ わが 君の 御文なん ど 

を、 めざまし くして、 もてなし 給 ふびんな さよ、 取 だ 

に 入れさ せ 給 は ん とて、 みす 打 あげて なげ 入れ ぬ 、 さ 

れ共御 返事 はな か b- け. 9、 其 後い ろくのう す やう 

に、 さま < ^の 御 心 をく だきて、 をし かへ し/^、 御 
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文 ひまな か. 9 けれ 共、 ゆく 水に かすかく 心ち して、 一 

度 も 返事な か， 0 け. o、 宮は、 ねたく もい ひける 物 か 

な、 よし. /(.- さらば さて こそ あらめ、， i かく ゆ はん ほ 

どに、 母 女御 殿の 御 かたへ も、 聞えん こそ はづ かしく 

思 へ なんどお ぼせ 共、 わ すられす、 御 心よ はきに つけ 

て も、 情の 程 あら はれて、 たい 一す ぢに思 ふ 也、 かく 

て 日數も ふる ほどに、 宮 のうち しづ かに、 よろ づ物ぁ 

はれなる ひるつ かた、 とき は、 おさなき 心に、 みやの 

思 召 しづみ 給へ る を あはれ に 思 ひ參ら せ、 まぢかく 

參 りて 申 やう、 さて 此御事 は、 しらけて やませ 給 ふべ 

きか、 つね は 行て 見る に 、かひ.^ しくと がむ ベ きさ 

ぶら ひなん ども、 さ ぶら はす、 中々 御 ふみな ど 候 はん 

よ， 0 も、 た  >  をして いらせ 給 へ かし、 しかも 今夜 は 兵 

衞の すけ、 院 中の 御との ゐ、 てん 上に 侍る 也、 たれが 

くるまと もな く、 あまた 出い， 0 候へ ば、 打 まぎれさせ 

給 ひて、 くるま をば 中 門に、 しのび たてさせ 給 ひて、 

女よう たち、 御との あぶらな どひし めき 侯 はん まぎ 

れに、 にしの つまどの かたよ. 9、 まぎれ いらせ 給 ひ 

匸、 ともし 火の しろ 》c となりて、 よく  >( - 御らん じ 

て、 御 6 に つかせ 給 ひ 候 は V  、まぎれ も いらせ 給へ 
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かし、 宮は さも 有べ しと 思 召て、 御め のと、 さぬ きの 

少將車 をめ して、 てん 上人の まねび をして、 みやす 所 

を 出させ 給 ふ、 時し も 神な 月つ いたちの 事 なれば、 い 

つし かし ぐれう ちして、 風 あら、 かに 身にしみ、 物 あ 

はれなる 夕 ぐれに、 時雨の 雲 はれければ、 夕月夜に ち 

かや かに 見えければ、 

おぼつかな たそがれ 時の 夕月夜 

うはの 空に も 出に ける かな 

さてし も三條 へお はし ましつ きに け b、 たれが 車と 

もな く、 あまたい.^ ける にう ち まぎれて、 御 車 をば ち 

うもんに 立ら れ、 ちう 門 を 入 給 ひぬ、 女ば うたち、 御 

かう しおろ し、 御との あぶらな ど、、 ひしめ くま ぎれ 

に、 つ まどより いらせ 給 ひて、 御 かう しの もとにし の 

びて た、 すみ 給へば、 とき はは 御 車の-つちに 候 ひけ 

.0、 ともしび しろく、 とうろうせ ハ あまた あきらか 也、 

宫か うしの もとに 立 かくれさせ 給 ひて、 く はしく 御 

らん 有け a  r 、ま *  J とに きょげ に、 きち やうび やうぶ 

たてなら ベ 、御 ま へ に 女ば う 三人 候 ひけ .h'、 一  人 はく 

ちば のみ ゑに、 くれな ゐの はかまき たる は、 ひめ 君の 

御め のとの ごんの 少將 也、 ふた あ ひの 一 ゑに、 しみき 
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はかま をき た. „ ^ける は、 さ ゑ もんとい ふ 女ば う 也、 1 

人 はきく がさね の あこね 色に、 かう じの 物をぞ きた 

.0 ける、 みやと 申 はした もの 也、^ は 人 も 見す、 又お 

く を P らん じ 有ければ、 ちいさき きち やう さしよ せ 

て、 ちゃう だいの ひき 物 うちあけ、 としの ほど 十六 七 

とお ぼしき ひめ 君、 菊の に ほひ 色に、 もみ ぢ がさね こ 

うちぎ、 くれな ゐの はかま ふみな がし、 ちゃう だいに 

より. か 、り、 ことうち ひきてお はしけ， 9、 かたち 有さ 

ま、 かみのう へ よ b はじめて、 ひすい を をし ながした 

るこゝ ちして、 まゆ ひたい、 うち 物 ごとに、 みがきた 

てた るけ しき、 あくまでけ だかく あひな.^ て、 ゑに か 

くと も 有が たし、 あた b も か 3 'やくほ どな b  、宮 は是 

を P- らん じて、 うつくしの ありさま や、 いで や だい b 

にて、 にょうご きさきの、 か つう はみ やな ど を はじめ 

て、 お ほくの 人 は 見つ らんに、 いまに か、 る 人 は 見 ざ 

ひ き、 此のと しごろ、 よろ づ の 女 をす さま じく 思 ひし 

は、 かゝる ゑんに あはん とての な hN と、 うれしく、 

わが 身のう けられん 事 はしらす、 うれしき 事 はかぎ 

りなし、 いつをい つ とま つ ベ き、. 4r はま ぎれ もい らば 

やと 思しめ すに、 かみな R: 1 日の 事 なれば、 あらし は 


げしく ふき、 つ まど を さ へ に ふき あけて、 御との あぶ 

ら きえに けり、 こ はいかに、 あへ なくき えぬ る、 今 又 

ひんが しのたい へ、 火なん ど、 申さん も、 れいの こと 

ごとしく も 有、 さらば こよ ひ は 御よ. 0 ならせた まへ 

とて、 さへ もんの すけ は、 び やうぶ のき はに よ.. 0 ふし 

ぬ、 ごんの 少將 は、 きち やうお ろし、 ひめ 君の 御 あと 

に ふしに け， 9、 宮は 御との あぶらき As.<i ぬる 事、 うれし 

き 事に 思 召して、 かねてよ. 9 御らん じ をき たる 事な 

れば、 たどらす いらせ 給 ひぬ、 人の けしきし ければ、 

思 ひ よらぬ 事に て、 ごんの せう しゃう、 是は たぞ、 さ 

ゑ もんの すけ 殿お はする かとと へ；^ ハ、 こた ふること 

なし、 ひめ 君の 御 かたはら により ふさせ 給 ふ、 なをし 

のかげ かぶりの しければ、 ひめ 君 を どろき さはが せ 

給 ふに、 ごんの せう しゃう は あは てをきて、 これ はた 

ぞ やと、 しき， 9 にあ やめと が むれば、 宮 うちわら はせ 

給 ひて、 いたくな あやめと がめ 給 ひそ、 あま h- に心づ 

よく、 つれな くもて なし 給 ふうら めし さに、 かくた ば 

か， 0 參. 0 た， 0 ク  >  う くわいな しとて おは すれば、 ごん 

のせう しゃう、 たと ひたれに てまし ますと も、 いまだ 

なら はせ 給 はで、 あま， 5 にさ は： せ 給 ふに、 4 「夜ば か 


り は ゆ るし 參ら せて、 とく/^ か へ らせ給 へ と 申す、 

宫 はつれ なげなる 御け しきに て、 いざ しら や、 此ほ 

どこ、 ろ まよ ひの、 道 も わすれて おばえねば、 いかで 

かへ るべ きとて、 そ ひふし おはし ませば、 力 をよ ばす 

さて 候 はんも びんなければ、 少將 はきち やう 打 あげ 

立 出ぬ、 今夜 はいか 成る 人の、 つまど を かけた b ける 

ぞ、 あない ひが ひな やと、 さ へ もんの すけに いひけ る 

を、 宫は おかしと 思しめ す、 拆 ひめ 君、 思 ひ よらぬ 事 

にて、 いかに せんと 忍び かね、 なき しづみ 給 ふ、 思 ひ 

そめし 日よ-. o、 御 > ひの つきし 事、 かきくどき かた..^ 給 

へ 共、 一 こと 葉の 御 いらへ もな し、 若く 一つ ふたくに 思 

ひ、 か  "るけ しき、 ちかま さ， 9 する >：3 ちして、 今 はか 

たと きたち さはるべき やう も覺 えす、 千.！；^ を も、 夜 

にか さねた くお ぼす に、 しの、 め やう-/^ あけ ゝれ 

ば、 鳥の こゑぞ しき. 0 なれ、 宮、 たいかくなん、 

あかぬ 夜 を あけぬ とつぐ る曉の 

八 こ ゑの 鳥の うらめし きかな 

あけがたき 夜半の けしきに をき わかれ、 御な をし ひ 

きつく ろ ひ、 あか つき をき の釉 のう へ 、露け きなら ひ 

なれば、 くれな ぱ とくと ちぎれ 共、 さら/^ 返事 もし 


給 はす、 あかぬ おも かけに そ ひて、 御 かへ り 有て、 や 

がて 御文 あ b、 

とけが たき；，^ 半の けしき をみ か へ hv て 

けさし もん は戀 ひし.？'， 0 け hs 

, J の 御文 を、 とき は 給 は し 三 條へ參 る、 御文 參ら せ 

んと 申せば、 ごんの 少將と b 入れぬ 、ひめ；；； ハ に參ら せ 

けれども、 か ほうち あかめて 御らん せね ば、 御 返 寧 も 

なし、 宫は、 くる、 をお そしと g ける に、 日 すでにく 

れ；！ れば、 又とき は 御供に ていら せ 給 ふ、 今 は 一夜の 

へ だて 有べ しと も覺 えす、 ふる 皮 も ふらぬ 夜 も、 かよ 

はせ 給 ひけ 、しのびお ぼし 召 けれども 、ま、 は、 は 

,0 まの さんみき ゝ つけて、 よ ひ あかつきに、 人 をた て 

て 見せければ、 まことに か よは せ 給 ひけ， 9、 は. 0 まの 

さんみ、 あさましく ねたく おも ひて、 むすめの そつ を 

よび 、いかいすべき、 このに しのたい の ひめ 君の 御 か 

たへ 兵 部 卿の 宮、 夜ごとに かよ はせ 給 ひけり、 日 比に 

も 成に ける を、 しら ざ ける  > ひう さよと いひければ、 

むすめの そつ、 あさましく、 いか 成け るた よ h- ぞゃ、 

わが 君い まだ まう けの 君 もまし まさす、 いかなる 御 

事共 有なら ば、 此君 こそ 御 位に もつ か せ 給 ふ ベ きに、 
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まして 此 ひめ 君う つくしく おは すれば、 御らん じつ 

けねば 定めて きさきに 立なん、 かすなら すしな して、 

つか はしめ にせん とこ そ 思 ひつれ、 いか^して さら 

ぬ さきに、 此 ひめ 君 をう しな ふ ベ きとい ひければ、 三 

位 申け る は、 ひめ 君 をう しな はん 事 はやす けれ、 あに 

兵衞 のす け をう しな ひての ち、 ひめ 君 をう しな はん 

事 やすき 事 也と て、 うしな はんする 事 をのみ、 心に か 

けて 思 ふに、 五せ つの 比に も 成に け，^ - 、此四 位の 少將 

は、 右大臣の 御子 なれ ども、 あにの 兵衞 のす けに もに 

す、 みめかたち おと. 9 て、 の ふ もな くげい もな く、 心 

さ へ ひがく しく、 我よ リ官 たかき 人 を も、 御門の 御 

めのと ごのき そく をして、 我心の ま、 に 思 ひて、 みな 

お - 1 な ひければ、 くぎ やう てん 上人、 にくき 事に 思 ひ 

て、 みな 同じ 心に て、 五せ つの 夜 やみうちに せんと、 

いざな ひ 給 ひけれ ども、 兵衞 のす け 殿 は、 ち、 大臣、 

草の かげに てお ぼさん 事 も あはれ に、 又せ うと なれ 

ば 名 もお しく、 此^に いろは じと 思しけ るに、 五せ つ 

の 夜に" 成に け "、くぎ やう てん 上人、 我 もくと 參 

. ^給 ふ、 四 位の 少將は てんじゃ うの 位に たち、 またれ 

いの ごとく わが まゝ にお こな ひければ、 日ごろ こし 
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ら へたる 事に て、 はや てんじゃう にやみ うち はじめ 

て、 四 位の 少將 かぶ， 9 打お とし、 さん < ^に 引き ちら 

して、 いきが ひなくな しにけ. 9、 四 位の せう しゃう 

は、 母 は， 9 まの さんみの つぼねに 行て、 われ やみうち 

にせられ、 かぶりお とされぬ、 いきが ひなし とぞ い ひ 

ければ、 は h- まの さんみ、 よき ついでにと 思 ひて、 そ 

つのつ ぼね 、四な のせう しゃう、 は.. >  ま の 三位 三人、 

御門の よるのお と  >  に參 りて、 なく^- -申 ける は、 四 

ゐ のせう しゃう こそ、 やみうちに せられて 候 へ、 かぶ 

.9 なをし、 さん <^ に 引 ちらされ、 いきが ひなく 成て 

候へ、 是 しかしながら、 兵衞 のす けの し は ざな， 9、 こ 

とくぎ やう てん 上人 は 何のい はれに 仕るべき、 兵衞 

のす け、 右大臣 殿の あと を も 我 こそと 思 ひて 候 へ 、し 

るの せう しゃう つぐと て、 ない うしな はんとし 

候に っゐ て、 今夜 /  - ぎ やう て ん 上 几 を か 化ら ひて、 や 

み 打 をして 候、 兵衞 のす け をい かなる おもきつ みに 

も あてお こな ひ 給 はや は、 われら は おやこ 三人、 てん 

じ やうに かみきり すて、 さま かへ、 いかなる 山 はや 

しに もと， 0. こも， ori^ はんと、 なき， 】 がれ 申せば、 御門 

おどろき 思 召て、 て んじ やうに しゅ へ 有べ しとて、 し 


ゆ へ と. なさせ 給 ふ、 みかど せんじ あ る やう は、 兵衞の 

すけ 一 かたならぬ つみ ふかし、 まづ とがな きせう と 

をう しな はんとす る 事、 又 さし 物 ごせん を やむ るて 

んじ やうに やみうち をす る 事、 とり かさねて ふしぎ 

なり、 いかな らん ふかきつ みに も あてお こな ふべ し 

と 申されければ、 かぶ b をば ひ、 くわん をと いめて、 

てんじゃう を はら はんも あさく お ぼ ゆれば、 とくと 

く あすの たつの 時に、 さつ まがたい わう が 島へ、 なが 

すべし とせん じく ださる、、 そのと きく はんぱく ど 

の を はじめて、 かた へ のく ぎ やう てん 上人、 たが ひに 

目 を 見 あはせ、 こ はいかに、 やみうちの ゆ へ ならば、 

むねと したる 事 なれば、 われ/ \ こそい わう が 島へ 

もな がされ 參ら せめ、 兵衞 のす け は、 いろはす して こ 

そ 有つ るに、 とがな きもの をな がさせ 給 ふ ベ きか、 是 

を 申させ 給へ かしと、 をのく 申され けれ 共、，.^ んげ 

ん あせの ごとくに て、 いで、 二た びか へ ら ねば、 ちか 

らを よばす、 く はんばく どのし ばらく 有て 、もへ 訢 のす 

け 殿 は、 いかなるつ みのむ くひ ぞ、 ながされ 給 ふ べき 

せんじす でに 下されぬ、 あすの たつの 時 都 をい で、 さ 

つまが たき かいが 島に とさ だま b ぬ、 か、 るに ごれ 
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る 御代 こそとの 給 ひて たち 出 給 ふ、 かたへの 公卿て 

ん 上人、 われ も/, \» とざ をた ち、 こゝ かしこに た \ や 

みよ.^ あ ひ、 あな あはれ や、 しんやう のえ のほとりに 

月日 を をく， 0 給 ふためし とぞ思 ひしら るゝ、 兵衞の 

すけのと がな きを、 きかいが 島へ ながされん 事の か 

なし さよ、 は. 0 まの さんみの もてなしと 覺 ゆる、 しい 

かくはん げんの みちに も、 この 人 を こそしと たのみ 

つれ、 花の もと 月の まへ、 いかば か.. >  さびし からん と 

て、 をの-/^ 釉をぞ しぼ， 9 ける、 中つ かさの 御子、 三 

位の 中 將と申 人、 ことにな ご h- をお しみ、 し、 ん でん 

のがく のまへ にて、 たが ひに なご b の釉を 引ち がへ、 

なくより 外の 事ぞ なき、 三位の 中 將の給 はく、 兵衞の 

すけ 殿 も 七 歳のと しょり、 同じ H てん 上して、 其 後た 

が ひに 淺 からす 思 ひかよ はして、 春 は 花の もと、 秋 は 

cr のま へ 、 一 夜 も ひとりな がむ る 事な く、 てんじゃう 

に 參る時 も、 兵衞 のす け參. 0 給 はすと きけば、 さびし 

く 思 ひて たち かへ， 9、 おはし ますと 聞と き は 車 をと 

ばせ、 なんでん の 櫻し やく ひゃくた う， 5 のあそびに 

も、 い つか ははな れ參ら せし、 思 ひも よらぬ わかれ か 

な、 た 丄5 ザ かやと てな き 給 ふ、 兵衞 のす けの 給 はく、 
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ち、 は、 にわかれ 參ら せし かば、 やがて しゅっけし 

てさん. 0 んに まじ は. o、 父母の ごせ を もと ぶら は- 3- 

やと、 ふかく 思 ひ 侍. 0 しに、 たいい もうとの ひと. 0 候 

が、 今こゝ にち ゝは、 もお はせ す、 われよ..^ ほか は、 

たのむ かた も 侍らす、 うちすて たれに あ づけん と 思 

ふに きづ なと なりて、 よふな き 御み ゃづ かひ 申て、 今 

はす ごさぬ もの ゆへ、 か 、るう きめ をみ つるかな、 か 

くて 今夜ば かり は、 御 ものがたり 申た く 候へ 共、 三で 

うに かへ て、 いもうとに さいごの いとま 申さん と 

て、 たち 給 へ ば、 ちうじ やうた もと を ひか へ て、 

思 ひき やかげ ならべつ る 冬の 夜の 

雲ゐの 月に わかる ベ しと は 

との 給 へ ば、 兵衞 のす け かくなん、 

しら ざ， 9 つげに もろ 共に 見し 月の 

雲井に かげの た へん もの か は 

かやう にう ちな がめ て、 しゝん でん をお， 9、 なく^-^ 

三で うへ おはし 給 ひけ ，9、 

1 もとぎ く 上 終 
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もときく 中 

ころ は 霜月 十五夜、 大 うちのに は 雪 しろたえに ふり 

つも. り、 雪げ の 雲 はれければ、 月 はくまな く、 ふく 風 

ひや、 か に 身にしみ ける、 是を さい ごと 覺 ゆれば、 

こゝ かしこに めと ま， 9 て、 さすが 七 さ いよ h- 參. 9 て、 

雲のう へ のす まひ、 も、 しき やお ほ 宮人の まじろ ひ、 

かぶ b をなら ベ ひざ をく み、 なれし なごり も 身 を さ 

らす、 又い つ か はとお ぼす に、 め も/、 れ心 もき え けれ 

ば、 なく^^ 出させ 給 ひけり、 さても き やう ごくの 大 

なごん の ひめ、 じいう のない しと 申 は、 かみ かたちう 

つくしう、 みかど を はじめ 參ら せて、 かたへ のく ぎ や 

うてん 上人、 めん/^ 心 をつ くして、 いろ/ (^さま ざ 

まい はれ けれども、 なびく 事な か.^ しが、 いかな りけ 

るち ぎりに や、 此兵衞 のす けに あ ひそめて、 たが ひに 

あさから す、 しのび. C にかよ ひ 給 ひけり、 兵衞 のす 

け は、 今 はさい ご 也、 じいう のない しに 今一 ど、 いと 

まこ はんと 思 召、 たち かへ. 9 ないしの つぼねへ おは 

しまし、 つま 戶を うちた、 き、 しきぶの つぼね やお は 


します、 ないし ゃ是 にお はします、 さ いごの い とま 申 

さんと ぞい はれけ る、 ないし は、 今う ちょ. お て、 

ふした.. >  けれ 共、 れいの 色々 しき 心に て、 とびに も 出 

す、 兵 % の すけ まちかねて、 さ.^ とも てん 上に て 聞 給 

ひたる らん 物 を、 じんせきた えたるな みの 上にたい 

よ ひ、 又 都 へ か へ る まじければ、 さいごの なご b に 見 

參 らせんと E5 ひて 參 りて 候、 よし）/^ さらば かへ り 

なんと、 いふ こ ゑ を 聞、 こ はいかに と 思 ひて、 たゝ今 

うちよ， 0 おりてから 衣き て 給 ひた. 0 ける が、 いそぎ 

しゃう じ を 引 あけて 出たり、 もみお がさね の 色に は 

しの もみ ぢの こうちぎ、 しどろ に 引き かけて、 いそぎ 

いそぎ をき たれば、 ひた ひに 髮か、 り 、月に あた， 9 て 

見 給 I ば、月のひかh^にひかh^そ へ たる 心ち して、 ら 

うたく くまな き 有さ ま、 これ や 田 J ふに  > む もき  ど 

ひ、 ひざのう へに かきの せ、 ひすいの かみ を かきな で 

て、 うらめし や、 さ.. 0 とも てんしゃ うにても 聞 給 ひつ 

らん もの を、 今 i,6 で 出さ せ 給 は ぬ うら めし さよ、 よく 

よくと ひ 給 ふに、 雲の上に あとた へ て、 今夜 を かぎ. 0 

に參る 事、 我 身 は ゑんく たるく がいの 海に しづむ 

共、 いかな らん 世まで も わするべし せハ覺 えす、 君 はめ 
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づ らしく 雲の に ふるま ひ 付 給 ひし、 いは ざり しと 

だに 思 召 出て、 心に か 給 はすせ ハ、 後の世 かなら す 

とぶら ひえさせ 給へ との 給へば、 ないし はかくの 給 

へせ ハ、 何共 しらす、 くかいの なみの 上と は、 何事に よ 

,9 ていかなる 事 ぞと閒 給へば、 さ h- とも 是ほ どひろ 

ふなり たる 事 なれば、 き、 給 ひつらん と 思 へ ば、 しり 

も 仏.？ は ざ. rt- ける か、 申さん も 中々  >ひ うければ 申 まじ、 

のちに きかせ 給 へ よ、 今夜 はしば らく 候て、 さいごの 

物が たり 申た く 候へ ども、 三で うに か へり、 いもうと 

にこ、 ろえ させ 參ら せ、 6 しづかに いとま こはんと 

てま かり 侍る、 かた 見に なに を か^らす ベ き、 是 こそ 

け ふまで. as- を はなさす もちつ る もの と て、 し， さしの 

うす やうに つ、 みたる、 つげの くし をと hv いだし、 な 

いしに たてまつる とて、 

今 はとて さして わかれぬ 君が 門 

つげの をぐ しに つげよ 折々 

ないしの 御 返事、  . 

わかれな ばつげ の をぐ しもな にか せん 

あらば ぞ後 のこ とづ け をせ め 

いかなる むかしの ちぎり ぞゃ、 いかな らん 所まで も、 

二百 八十 一 
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ぐし 給へ と、 なき-  > がれ 給 ふ、 さる ほどに 人の をと し 

ければ、 兵衞の 佐、 これほどに ひろ ふな b つ る 事 なれ 

ば、 わが 身の 事 は とにもかくにもな.^ なん、 御身の た 

め こそいた はしければ、 しめて 人に しらせ じと 思 ふ 

也、 いとま ご ひぞ とたち たま へ ば、 ないした もと を ひ 

か へ て、 ともかくも いひ あへ す、 兵 衞の佐 さて 有べき 

ならねば、 なく/,. -ss 給 ふ、 ころ は 霜月 十五夜の 事な 

れば、 大 うちの 庭、 みなしろ たえに 雪つ も.^、 かんじ 

たる H: かげく まなき に、 な^^ (、見 を くれば、 なをし 

すがたの あくまで なまめ きたる 有さ ま、 是こ そさい 

ごのな ご b なる らんと 思 ふに、 いとい 目 も くれて、 う 

ち ふしこ ゑ もた ち つ ベ し、 是を 見す て ゝ、 うき 道に あ 

ゆみ いづ る くるまに のり、 三條 へ おはし まし、 にしの 

つ ま戶 をう ちた 、き、 ごんの 少將を めしよせて 、宫は 

いらせ 給 ひたる か、 た い 今 いらせ 給 ひつる と 申せば、 

さらば 申せよ、 思 はざる 外の せんじ を かう ぶ b て、 明 

日 都 を まか， 9 いで、 さつ まがた きかいが 島へ ながさ 

れ參ら せ 候へば、 御 心 しづかに 御い とま 申 候 はんと 

て、 參，^ て 候と 申 給へば、 權 のせう しゃう、 なんの ゆ 

へ ぞとて、まづ-.»-•なく》/\■參，.^、しか<(^と申けれ 
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ば、 宫 さはが せ 給 ひて、 さき はよ ひ あかつきに い 

でぃ."=^給ふを、兵衞のすけにふかくはぢさせ給へ共、 

おりに したが ふ 事に や、 ともし 火し ろく かきたて、 き 

ちゃう ひきもの あげさせ 給 ひて、 これへ）/. \» と 仰ら 

れ ければ、 兵衞 のす けな をし の釉を かほに あて、 なく 

なく い そぎ 參. 給 ふ、 ひめ 君 はき、 も あ へ す、 やが て 

うち ふしし のぶけ しき もお はせ す、 宮、 いかにと よ 思 

ひも よらぬ 事 を 聞つ る は 夢 かや、 いかなる こと ぞと 

御 たづ ね 有ければ、 兵衞 のす け、 なくく. & されけ る 

は、 わが 身に すこし あやまり 侍らす、 何のと がせ ハ覺ぇ 

す、 四 位の せう しゃう こそ、 やみうちに せられて 候つ 

れ 4r 故 大臣の 草の かげに て 御らん じ 候 はん 事 も あ 

はれに、 又お といに て 候 へ ば 名 もお しく 候て、 それに 

もい ろひ院 はで、 さしの きて こそ：^ つれ、 はり まの さ 

ん みのぎ にて ぞ あるらん、 かな は ざらん まで も、 參. 

て 申べ けれ：^ ハ、 それにし.^ 給 へ る ごとく 、は、 ことの 

おと、 にて 候へ ば、 うちとけ 給 へ ども、 した 心よ から 

す、 は， 0 まの さんみ、 たうて いの 御め のとた るう へ、 

申 共 かな ふま じければ、 ちからなし、 いかにい ひが ひ 

なく 思 ふらん、 た > しなが され 人 も 又め しかへ さる 


る 事 ある ぞ かし、 心づ よく 思 召 候 へ と 有し かば、 兵衞 

のす け 申されけ る は、 大 かたはち、 は、 にわかれ し 

より、 やがて しゅっけ 仕. CS  、ふかき 山ぢ にいり、 丁す 

；, りにち、 は、 の ご せ を もと ぶら はんと 思 ひしに、 た 

だ あの ひめ 君の ち、 は、 もな く、 とにかくに ほ だし 

となり 給 ふ、 よしなき てんじゃ うにみ ゃづ かひ まつ 

h- て、 はてに はか 、るう きめ を 見 候、 我 身 をば おの こ 

の 身に て 候 へ ば、 じんせきた へ たるな みのう へ 、くが 

い の 海に うかぶ 共、 わが 身の こと はとても かくても、 

た い あの ひめ 君、 やうり う 二つの かげつき て、 た い 一 

人 侍る わが 身 さ へ、 ながされ まいらせて 、うぐ ひすの 

はね も あれた る 心ち して、 ひとり ふるよ にと いま. 0 

て、 なげき 院 はんの み， 』 そ、 みちの さはり とも 覺 へ 疾 

へ 、を それに て 候へ 北 〈、しかるべきより 御め も か、 り 

候 か、 又賴 むかたな き 人に て 候 へば、 ふびん にせさせ 

給 ひ 候 はい、 それ こその ちの 世まで もうれ しく 思 ひ 

參 らせんと 申せば、 宫、 御泪 をぎ よいの 釉 にて、 然る 

ベ くて やらん、 見 そめし より をろ かに も 思 はねば、 ひ 

め 君の 事 は 心 やすく 思 はれよ、 さり 共 命 あらば、 など 

かさて しも は つ ベ き、 われ 世の中に あらんかぎり は、 


しめじが はらと たのめよ、 たいい まの わかれ こそ か 

なし けれと、 仰 有ければ、 兵衞 のす けの 給 ふやう、 さ 

て も あけ 候 は、、 けんびい し 二ち やうの 者共參 b 候 

はんすらん、 ゆ ひ しく， りんお へ 、御 か へ h 宾. ；、 しと 申 

給へ ば、 げ にわかれ まで も そ ひたて まつる ベ き、 さい 

ごのす がた を 見ば やと 思 へ 4=|ハ、 は、 にょうご 殿の き 

こしめ さん 事 も を それな， o、 申の ぶる 事 あらば いそ 

ぎ ゆ 給 ふ ベ し、 ひめ 君いた くな げき 給 ひそよ、 ながさ 

れ人 も、 かなら すめし か へしと いふ 事 侍り、 をの-/^ 

御い のりし 給へ、 女ば うたち、 ひめ 君 なぐさめ 參らせ 

よ、 くれな ばと く/.^ 參 らんと て、 なく，/^ 出さ せ 給 

へ ば、 兵衞の 佐、 七 さいより てんじゃ うして 生年 1 一十 

三になる まで、 大 かたは てんじゃ うに 候 へ 共、 ない な 

いは、 此の 宮の御 情に ひかされ 參ら せて、 御み ゃづ か 

ひ 申つ るに、 我 こそ さいごの 御み ゃづ かひの し はて 

なれと て、 はだしに てち うもんの くちまで 御 をく り 

に 參り給 ふ、 宫御 車に めして、 にしの かた を 御らん す 

る、 有 明の n: 、山の はに ちかくな >c '行 を 御らん じて、 

あけはなれ 山の はち かく 入ぬ 共 

めぐ， 0  一 あはん 有 明の EJ 


木 菊 中 


二百 八十 三 


 1 本 菊 中 

ひやう ゑの すけ、 これ をう け 給 は. 5 て、 

月 かげ は 今 こそ かぎれ 山の はに 

入な ばいつ かめぐ..^ あ ふ べき 

みやす 所まで、 御と も 申た く 候へ 共、 あけなば むか へ 

の もの 共來. ^候 はんすれ、 まかりと いま. 0 候と 申て、 

たのむ かげな き 人 を あはれ みて 給 はらん 事、 のちの 

世まで も それ こそ 御 うれしく 候へ とて、 かしこまり. 

候、 宮 はか へす ぐ ひめ 君の 事 は 心 やすく 思 ひ、 わが 

<^&ぁらんほどはぃかでをろかなる ベ き、 おさなき よ 

,0 召されて、 いかば か. 0 こ ひし か るらん と、 おも ふの 

みこ そく るし けれ、 さらば まか h- と 3« まれと て、 なく 

なくいで させ 給 ふ、 す-け 殿 は 御 くるまの あと も かす 

かにと を ざ かれば、 ひめ 君の 御 かたに いらせ 給 ふ、 こ 

れ やさ い ごの 事に 思 召て、 きち やう ひきもの あけて、 

ひめぎみの 御 かた を、 つく  < ^と 見 給 へ ば、 らうた く 

くまな き 御 かほ、 なきあかみ たるに ほひ、 なでしこの 

露お もげなる よりもう つくしく、 もみ おつくし のて 

に、 はしの もみ おのこう ちぎ、 1  袖 は むら ごに なきの こ 

し、 ひすいの かん ざしう ちな びき、 なき かなしむ すが 

たこ. そ、 見る に 中々 かなし けれ、 兵衞 のす け、 なくな 
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くの 給 ひける は、 たう じ宫の 御け しき は、 をろ かなら 

す 見 >f<l させ 給 へ ども、 たかき もい やしき も、 おとこの 

心は賴 みなし、 もしい かなる 御 心が は b あらば、 やが 

て さま か へ 、かた 山 かげに 引 こも， 9、 ち、 は、 ならび 

にわが 後世 を もた すけ 給へ、 いまだ さいし ももた ざ 

れば、 君より ほかにた のむ かたなし、 われなければ と 

て 女ば うた.，^、 をろ かに あた b たてまつる ベ からす、 

よくく みや づ かへ 申べ し、 われ を だに かくしな し 

たる はり まの さんみ なれば、 まして ひめ 君 を も、 さ だ 

めて うしな はんと せんする に、 心 ゆるし 給 ひて、 御 か 

たはら さらで、 目 はなち 參ら すな、 何事 も 思 ふま じき 

身の、 ひめ 君 ゆ へ にか やうに 心 をく だくと、 なげき 給 

ふところに、 むかへ の もの ども 參り、 く はり せんみ や 

うと かやよ みあぐ る、 ま づ兵衞 のす け 一 かたなら や 

つみ ふかし、 その ゆへ はとが なきおと \ を うしな は 

ん とする 事、 又 てんじゃ うにて やみうち を もてさし 

もの 五 せつを やむ る 事、 かた ^もって あさからぬ 

ゆへ に、 さ つまが たき か い が 島へ ながす と、 よみ あぐ 

る、 ひと つも あとな き 事 也、 され どもりん げん あせの 

ごとく、 出て 二た びか へ る 事なければ、 ちから をよ ば 


す、 いろなる 衣 まゐら せて、 くるまの なか へす だれの 

さほ さまに かけた る 御な をし ぬがせ 給 ひて、 色の こ 

ろ もめす とて ゝ 

かたぐ にぬ ぎて し 物 を ふぢ 衣 

又た ちか へ る事ぞ かなしき 

かやう になく/.^ うち ながめて、 かぶり さかさまに 

はさみ、 けんびい し 共た ちせ めければ、 すでに 出させ 

給 ひけ， 9、 今 一 たびと やお ぼしめ しけん、 いもうとの 

御 かた へ わたる、 ひめぎみの 御 ま へ にて、 いとま 申て 

まかりい でなん、 これ を 御らん せよ、 しゃう を か へす 

して か は， 9 ぬるす がた、 御らん じての ちの 世 かなら 

すたす け 給へ、 國へ つかん まで は、 命ながら ふべ くも 

覺ぇ 侍らねば、 かく 申 候と て、 な く- ^出 給 ふ、 ひめ 

君 これ を 御らん じて、 おぼろげなる 時 こそ、 人め も は 

ぢ もしの はるれ、 きち やうみ す を ももれ 出て、 くるま 

にの らんと し 給 ふ兵衞 のす けどの、 たもと にと りつ 

き、 われ をば たれに あ づけて、 すて 、いづく へ おはす 

るぞ とて、 今 はち、 は、 もな く、 君よ ほか に，！^ のむ 

かたなき を、 いかにせ よと てす て 、いらせ 給 ふぞ. o、 

よしなき 命ながら へ てと て、 御 こ ゑ もお します、 た / 


こがれ 給へば、 むか へ のしち やうの もの ども、 さすが 

いは 木なら ねば、 みな そで をぞ しぼりけ る、 兵衞 のす 

け、 是 はいかに 見ぐ るし く、 女ぼう たち 入 たてまつれ 

とて、 御 くるまに めし、 ひき 出る、 ひめ 君した ひなき 

給 ふ 御- ゑ、 かどの ほとりまで 聞 ゆる、 御 くるま もす 

すめ や be: はす、 たつのと きと かや 申せ たが ひに 

わかれ をお しみ 給 ふ ほどに、 じこくう つ， 0 て ひつじ 

のこく ばかりに みやこ を 出、 とりの 時ば かりに 山 ざ 

きせき どの ゐんに ぞっき 給 ふ、 それよ して、 御 ふね 

に のらせ 給 ふべ しとて、 よもすがら かたぐ への 御 

文 か、 せ 給 ふ、 ひやう ぶき やうの 宮の御 かた、 いもう 

との ひめ 君、 じじう のない し、 なかつ さかさの 三位の 

中將、 かた < ^の 御 ふみ あそばして、 すゐ じんに つき 

みねと 申 をめ して、 をのれ はとく/ \ 京へ參 りて、 此 

御 ふみ どもた しかに 參ら せて、 御 返事と りて 參れと 

て、 つきみね 京 へ かへ されぬ、 あかつき は 川ぶ ねに の 

,9 うつる、 くがいの 海に ぞうかみ ける、 さても 宮は、 

三で う へ いらせ 給 ひて、 御らん すれば、 こゝ かしこに 

なく こ ゑの みして、 いつしか さびしげ 也、 ひめ 君 は あ 

るかな きかの けしきに て、 しづみ ふさせ 給 へ， 5、宫 あ 
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さま しゃこ はいかに、 いま をの/ ^いのり をして、 あ 

ん をん に 今一た び 見た てまつ，.^、 見えた てまつ らん 

と はねん じた ま はで、 いま はしく ひと へ に、 なき 人 を 

と， 9 出した る やうに おはす るぞ、 女ば うたち も 御 ま 

へ ちかく 候て、 なぐさめ 參ら せよ、 これにて は あしか 

りなん、 いづち のかた へ もぐし 參 らせんと 思 ふ 也、 さ 

.0 ともな どか 兵衞 のす け、 今 1 度 みやこ へ い， 0 て あ 

る ベ き 時、 たのもしく 仰なん と、 なぐさめ 參ら させ 給 

ふ 所へ 、月み ね 御 ふみと 申せば、 又む ねうち さはぎ て 

P- らん じけ るに、 た^なく よ， 9 ほかの ことなし、 く 

どき かき 給へ る 筆の あと、 い へば 中々 をろ か 也、 返事 

いそぎ 給 はらんと 申ければ、 なく. かきてた びに 

けり、 じ 3. うのない しの つぼねに 參， 0 たり、 折 ふし 中 

將 のみやう ぶ、 じ  >  うのつ ぼね へ い. 0 給 ひて、 兵衞の 

すけ どの、 ながされ 給へ る 事、 よそに 思 ふたる も か 

なしき に、 いかばかりお ぼす らんと いふに、 ないし、 

くが いのな みのうへ にて と 、いとま を こ ひしょり、 な 

にのと がと はしらす、 見ん 事 かたく 思 ひて と、 いひ も 

あへ す ふした るに、 つきみね ふみ 參 らせんと いひけ 

れば、 いそぎと.^ て 見 給へば、 うはが きに、 せき どの 
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ゐん よ. 0 とかき たり、 されば いづく へ 行た るぞ やと 

思 ふに、 め も くれ 心 もき えければ、 此の 文な みだのう 

ちょり 見 給へば、 すでにまん-/^ たるな みのうへ に 

た いよ ひ、 身 はう き 物と な. 9 はて 候 ひぬ、 君 は 九の へ 

の 雲のう へに ふるま ひ、 つきに は數 ならぬ 身 は 御 心 

にか、 らじ、 去ながら 後の世 を かなら す、 たすけ 給へ 

とて かくなん、 

君 を 思 ふなみ だの 海に しづみ なば 

こんよ の あまとな りて 出なん 

かやう にかけ る 文 を、 かほに をし あて、 うらめしの 御 

文の やう や、 おぼつかなげ に 雲の上に とかき たれば、 

心 やすく や あらん、 これ を かたみにし 給 へ とて、 たけ 

にあ ま. 0 たる 御ぐ し を、 かききらん とし けれよ、,， メゃ 

うぶの つぼねと りつき、 かく 有て は のちのち ぎり を 

ばいか  > し 給 はんとて、 返事 をい そぎ 參らせ 給へ と 

て、 すいり かみ 取 出し、 はや ゾ\ といへば、 なく-/^ 

筆 をと. GS 、いで や 雲のう へ の ふるま ひと 仰ら る、 事、 

はづ かし さよ、 よし-, ('のちに おぼし あはせ よ、 世に 

あらば こそ、 とかく 申さ めと て、 

もろせ ハに そ- J の. みく づ となる や とて 


淚の ふちに 我 も しづみ ぬ 

とば かり かきてう ち ふしぬ、 みやう ぶの つぼね 是を 

取 b をし まき、 御つ かひに とらせぬ、 月み ねかた <^ 

の 御 返事と. h>  、よるひるき らは やく ゾ* る ほど：、 i^.o 

まの あかしの 浦に て 參りぁ ひ、 御 返事と て參ら する、 

兵衞 のす け 殿、 これ を 御らん じ、 いよ （'御な みだせ 

き あ へす、 此の 文 はいきての かたみと おぼしめ す、 ふ 

ねのう^ なみのう へ 、心 ぼ そく あはれ に、 あけぬ くれ 

ぬ 行程に、 いなの みなとに つき 給 ふ、 すさきの かた を 

御らん すれば、 しろき 鳥の はし あかき がと びち. CV て 

行ければ、 あれ をば 何とかい ふとと ひ 給へば、 かんど 

り 申け る やう、 あれ は 都 どり と、 申ければ、 あなお も 

しろの 名 や、 なり ひらの 中將 も、 なに はの つみの むく 

ひに か、 みちの くへ ながされて、 すみ だが はら をす ぐ 

ると て、 いざ こと ゝ はんみ や- 』^_1^,^なが めけ-^-と，ぉ 

ぼしめ して、 

都 ど りこ ひしき かたの 名 は あれ ど 

わが ふるさと のこ とづ て もな し 

なみに うかび、 風に したが ひ 行 ほどに、 さつ まがた 

にぞ 付に ける、 國 のかみ の あはれ みて、 きかいが 島へ 
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はやらす して、 九國 のい そべ に 御し よ をつ くり かけ、 

よしある さ i.6 にこ しらへ てをきた てまつ， o、 いその 

松風す ごく ふき 、き， /• もなら はぬな みのをと、 かもめ 

むら/^ とび まが ひ、 すさきに 千鳥と びわた-り ける 

を、 都人に 見せば やとお ぼしけ る、 さても 都に は、 い 

もうとの ひめ 君、 思 しづみ てまし ます を、 兵 部 卿の み 

や、 なぐさめす ごさせ 給 ふに、 は， 0 まの さんみ、 m5 ふ 

さまに しなして、 今 は ひめ 君う しな はんと ひて、 む 

すめの そつうち つれて、 にしの たい へ 行たり、 あなお 

そろし 何事 ぞと、 むねう ち さはぎ、 や をら をき あがり 

て、 もえぎの 色 かさねに をし の を， CN 物の こうちぎ 引 

かけて、 おきあがり 給 ひける うつくし さよ、 三位 思 ひ 

ける は、 宮思 ひっかせ 給 ひなば、 さだめて みやす 所に 

たちなん とお も ひ、 は. 0 まの さんみの 給 はく、 まこと 

やらん 兵衛 のす けの ながされ 給へ る は、 わら は ども 

のとが の やうに きこしめした る、 はづ かし さに、 Ar ま 

で 參り候 はね、 此の 御 かた こそ あれて 候へ、 宮 なんど 

の いらせ 給 ふなる に、 なめげ にもて なし 參 らせんと 

思 召 候 はんも、 びんな かる べし、 しばらく 出させた ま 

へ 、見ぐ るし からぬ 所に いらせ 給 へ、 こ 、しゅ. 0 して 

Tli 百ル， .p^ 
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まゐ らせんと 有、 け ふ は 日の よく 候なる に、 今と 申せ 

V6、 折 ふし さ へ もんの すけ、 みやぎ なんども さと へ 出 

てな し、 ごんの せう しゃう ばか.. > 候 ける が、 みやに 申 

て しづかに こそと 申せば、 宮には あれよ b 申させた 

ま へ 、ちかき ほどの たち 候へ ば、 やがて くるまや. 9 よ 

せ、 なやましげ にお はします を、 おやこして くるまに 

の せ 参らす る、 ごんの せう しゃう、 あはた .s- しき 心ち 

しながら、 御と もに 參. 0 ぬ、 鬼神に とらる、 心に て、 

四で う あたりなる 所の、 かたぉh^どにざしきしっら 

ひたる 所 也、 是れ はわたら せ 給 ふ ベ き 所 かと 心う く、 

人 は あらば こそ、 宫の御 かたへ も、 かく 共 申べき、 を 

し こめられて かどに は 人 をつ けて ま ぼらせ け h -、 さ 

て も その 夜 は、 宮 わたらせた まひて、 ごんの せう しゃ 

う をめ さるれ ど、 人 あらば や こた ふ べき、 さへ もん や 

候、 みやぎ や あると、 仰ら るれ 共 人 もな し、 こ はいか 

にと おぼし 召、 かう し を あら、 かに ひかせ 給へば、 あ 

きに けリ、 たちい，.^ 御らん 有ければ、 くらくして 人の 

をと もせす、 など^ -く らき、 八 や とめせ 共 こたへ 

す、 おそろしくなら せ^ひて、， i き はや 候、 あやしき 

事： り、 火と ぼして 參れ と、 卯ら れ ければ、 ひんが し 
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のたい に ゆきて、 しそく 申さん と 申せば、 は-.^ まの さ 

んみ 申さる 、は、 宮の いらせ 給 へ るか 申せよ、 此 ひる 

ほどに あさましき 事 こそ 候 つれ、 さへ もんの すけ ご 

んの 少將、 にしの たいに 參り 申つ る は、 宫 のかよ はせ 

給へ ：！；^ ハ、 し 3- うの 事に て は 候 まじ、 今是 ほどに ならせ 

給 へ る 御身に て 候 へ ば、 とても かくても 候なん、 いな 

かぶし の 萬 事た ゝ ひて 候が、 ねんごろに 申に、 ぐせ さ 

せ 給 ひ 候て、 われら を も はごくみ 給へ、 一 ご は 夢に て 

候と 申 けれ 共、 ひめ 君 は 聞 も いれさせ 給 ひつれ 共、 や 

がて 車に 引の せ參ら せて 出 候 つれば、 あさまし さに、 

宮に はいか > 申べき と 申 つれ 共、 すさまじげ にて い 

ら へ もせで、 跡 もな く 出さ せ 給 ひ つる、 あさましく 候 

へと 申せと いひければ、 とき は、 さはぎ 參. 9 て、 此ょ 

し 申ければ、 宫 はさる 事 はよ も あら じ、 はり まの 三位 

がし は ざよ、 あはれ 兵衞の 佐が ながされし とき、 いか 

成る 所へ もぐして と 思 ひ つるに、 心 を くれして、 うき 

め をみ る わが 身 かな、 いか 成る あ..^ さまに て か、 うし 

な ひつらん、 いまだい けて や をき たるらん、 又は 命 を 

やた ちぬらん と、 さま <\- 御身の く. たくる よりも か 

なしく、 さ. 0 共 わがた めし をき たる、 かたみ や あるら 


、と， GV おさ め、 けさまで なれ さ 

て、 御な つかしく 思しめ し、 しとね の 


んと思 召、 しそくし ろく とぼさ せて、 こ >• かしこ 御ら 

ん じけ るに、 御 もの ゝ 

せ 給 ひつる 所 

ひきな をし、 うち ふさせ 給 ひぬ、 あはれ はり まの 三位 

を、 いか いすべき とお ぼせ 共、 今の みかどの 御め のと 

にて、 かた をなら ぶる 人 もな し、 申 共 かな ふま じ、 せ 

んせのゎがもの思ひのほしな.^^とて、 きち やう をつ 

く？！ （\ 'と 御らん じければ、 きち やうの ひ ぼに、 しろ き 

うす やう むすばれ て あり、 御ら ん じければ、 ひめ 君の 

御手に て、 

うきに 又猶 さし そ へ て かなしき は 

た へす つれな き 命な け h- 

御身 は、 うきせ かいの よる かた も 候 はぬ、 ごせ かなら 

すと か 、れ たり、 宫は是 を 御 かほに をし あて、 た へ い 

^なげき 給 ふ、 なれし なご. 9 のおし ければ、 今夜 は ， J 

こに てあか さば やとお ぼせ i 〈、はり まの さんみ、 おこ 

がまし く、 院 中に てい ひわら ひなん もはづ かし、 さら 

ばか へ ，9 なんと 思 召、 夢の 心ち し 給 ひて、 か へ らせ給 

ふ 御 心のう ち、 申 も 中々 をろ か 也、 みやす 所に い らせ 

給 ひて、 よるの 御し とねに ふさせ 給 ひて、 其 後 は をき 


も あがり 給 はす、 ぐご もと いま， 9 たま ひぬ、 有が たか 

.0 し 御 おもかげ、 御身 を はなれ 給 はす、 あけくれ しの 

び/^ おつる 御な みだ、 をと なしの たきと 見え 給 ふ、 

しかもたい ならす と 聞 つれば、 めでたく うれしと こ 

そ 甲 0 ひ つる、 やみの 夜のに しきと なり つる の、 くち 

ぉしさょと、なげかせ給ふぞぁはれな，^^、はかなくも 

そのと しも くれに けり、 


もとぎ く 中 終 


本 菊 中 
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I もとぎ く 1 

あくると しの やよひば かりにな にけ. 5、 みやの は 

はに ようご どの \、 いかに やらん みやの なやましげ 

にお はする に、 なぐさめ 參ら せよ、 何事 か 春の あそび 

に、 おもしろき 事 は、 ま.. 0 に 過た る 物 あら じ、 まりあ 

そび せよ とて、 大 うちより、 しかる ベ き 人々 めし あ つ 

め、 宮 のうちに て、 御 ま， 5 あそび 有け るに、 人々 申け 

る .ょ、 あよ；；^ 丘 〈衞 のす -け、 かゝ hv の もとの しらきく、 

宮 のうちの しゃく ひやう し、 花の もと、 月の まへ、 し 

いかく はんげんに くらから す、 いかなる 所に おはす 

らん、 あたら 人 を こそと て、 をの-/ \ 'なみだ をな が 

す、 中つ かさの 中將、 されば こそじい うのない し は、 

御門に だに もな びき 参らせ ざり しか 共、 かの 兵衞の 

す-けに あ ひそめ、 たが ひに あさから す 忍 ひ.，^ にか 

よ ひける に、 あかぬ わかれ を かなしみて、 御み ゃづ か 

へ も すさまじく 、ひと へ に つぼねに なきふして、 世に 

あはれ にぞ との 給 ふ を、 げに やじ いうの ないし は、 わ 

りなぐ 有しと 聞し が、 一 度 は 見 てんと 思 ひしに、 さて 
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は兵衞 のす け を、 さやう に 思 ひつらん こと、 かた/..,' 

なつかし、 行て とぶら はんと 思 召、 大 うち へ ま ゐ.. ^給 

ひて、 まづじ うのない しのつ ぼね 御らん すわば、 じ 

じうの ないし、 やなぎの 七 かさね、 櫻 づ^ ^のこう ち 

ぎ、 す はまのから ぎぬ、 かたはらに ぬぎ かけ、 きん ご 

とに よ. 0 そ ひて、 うち ふした るに、 なみだに 色 やか へ 

りけん、 うら 衣の 釉所々 は むら ご 也、 引かつ ぎふした 

るに、 まくらに ゐ させ 給 ひて、 いかに や おなじ 

あらしの ゆか， 5 とお ぼすべき、 われ も を とらぬ 思 ひ 

-  > ，や、 とぶら はんとて と 仰ら れ ければ、 ないした ぞと 

おも ひて、 衣 を をし "p.^  、見 あげければ、 兵 部 卿の 宫 

にて おはします、 かくれ 參ら すべき ならねば、 や はら 

をき あがり、 なやましく 候て ふして 候に、 びんな く 

と 申、 うち そばみた るかみ のか、， 9  、たは やかに、 ひ 

すいの ながした る 心ち して、 わけめの うへ はじめて、 

ふようの まな じ. 0 けだかく、  ，9 うはつ 風に たは やか 

に、 をみ なへ し 露 を もげなる すがた 也、 宮是を 御らん 

じて、 げに うつくし か b ける、 され 4^ ハラし な ひて 思 ひ 

なげく、 三 免の ひめに は、 一 くちに はいふべ から や 

けだかく あ ひ あ， 9 て、 見れ 共く あくよ なく、 三と せ 


さ くなる うどんげと は、 此こ とかと 覺ぇし 物 をと、 い 

まだ いきて あらば、 我 を や こ ひしと 思 ふらん、 又な き 

身に て 有なら ば、 いづれ の 道に を もむ き、 いか 成る く 

を兒 るらん、 人 を 御らん する にも、 此の 人の みぞ こ ひ 

しかりけ る、 ないしの かたはら を 御らん すれば、 げん 

そうく わうて いの、 やうき ひるう ちつれ、 h> んそ うき 

うに 御 ゆきな- 5、 なでん のうち しづ かに、 宫 のうち 物 

すごく、 げいしゃ うう ゐの 袖、 風に ひるが へ.^、 玉の 

かざ， 0 に、 いか におち つもるな るに ことならす、 時し 

も 七月 七日、 七夕の たえぬ ちぎ， 9 を うらやみて、 ちゃ 

うせい でんに 出 給 ふ、 御. m: やうき ひの 手 をと b  、天に 

あらば ひよくの 鳥、 地に すまば れん， 9 のえ だとなら 

んと、 ちぎ. 0 たる 所 を、 あ ふぎの ゑに か、 れた. o、 宮 

是を 御らん すれば、 ないし 申け る は、 むかし もた めし 

なければ こそ、 ゑに も かきてと いむらめ、 いま は 人 ご 

とに、 くるしき こ ひ を するとて、 

やうき ひの を くれてし けん 昔よ. n- 

いきて わかる、 我ぞ かなしき 

今よ hv は、 かくてう ち なぐさむ ベ か b ける、 ゆか， 9 の 

草と 仰 有て、 出させ 給 ふ を、 人し もこ そ あれ、 は， t> ま 

I. 本 菊 下 


の 三位 見て けり、 やがて 御門の 御 まへ に參 申け る 

は、 兵 部 卿の 宮 こそ、 じ^うの ないしの もと へ かよ は 

せ 給 ふ 也、 ないしみ めかたち きょげ に 候 へ ば、 これ を 

申う けて 四 位の 少將 に、 あはせば やと 申け る を、 中將 

のみやう ぶ是を 聞、 ないしの つぼねに 行て、 はり まの 

三位 こそ、 しかと 四 位の 少將 にあ はせば やとの 給 ひ 

つれと いへば、 ないし、 心う や たれ ゆへ に、 あかぬ 別 

れ をして、 物 を 思 ふ 身と は 成つ るぞ、 是 にかくて 候 は 

ば、 思 はざる ほかに、 少將に をし こめられ なば、 いか 

に 思 ふ 共 かな ふま じ、 さらぬ やうに だい. 5 のうち を 

いでんと 思 ひて、 うれしく もき かせ 給へ. o、 此世 にて 

はいかで かわす れ參ら すべ き、 しらで 候 はい、 いひが 

ひなき こと ありな まし、 今夜 まかりい でんと おも ふ 

な. 0 とい へば、 ちうじ やう. のみやう ぶ、 なごりおしく 

かなしくて、 なく./ \ 'ゐ たり、 ないし はめのと の もと 

へ、 風の 心ち 大事に 候 也、 はやく 出て いお はらんと 思 

ふ 也、 の， C- 物い そぎて とい ひやる、 めのと いそぎく る 

ま を參ら せけ る、 ないし こ ゝ かしこに めと いま. o、 十 

三よ. 0 まゐ りて、 ことし 七 年み ゃづ かひつ かまつ. 9、 

何とし なしつ るみ ゃづ かひ はて ぞと、 あはれ に、 みぐ 

一一 百 九. h  j. 
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るし きて い 共と り ひそめ、 みすまき あげさせ、 比 は 一二 

H: の 十 H あま の 率 なれば、 おぼろ；：：： 夜、 花の 梢に ま 

よ ひ、 ことに 哀に 見えし かば、 中將 みやう ぶ、 

我 あらば 猶立か へれ はるがすみ 

うらみん と 思 ふ 雲井な. 9 とも 

といへば じ うのない しかくなん、 

表が すみ 立 はなれな ば 雲に ゐる 

にいつ か はめぐ， 9 あ ふべ き 

かやう にう ち ながめて、 なく/^ 車に うちの. 9 てい 

づ、 みやう ぶ、 是 やかぎ りなる らんと 思へば、 こ ゑ も 

閒ぇ べし、 めのと の もとへ 行て 車よ. 0 おり、 夜の 所に 

うち ふし、 なくより ほかの 舉 はなし、 さ る ほどに 此と 

しの 春の ぢも くに、 人々 つかさな..^、 しょ b やう 給 は 

る、 ないしの めのと、 ふし 給へ る まくらに 參 りて 申 や 

う、 ち、 ぶんごの かみこ そ、 よろこびして 候へ、 さつ 

まの 國を給 は..^ 侍る 也、 たかなら ばかくば か h- よろ 

こぶべく はな けれ 共、 ゆへ なくなが され 給 ひし、 兵衞 

の： 殿のお はする 所と 思へば、 世に うれしく 候、 さや 

うに P- み.^、 づか ひもす さま じくお ぼ さば、 と らふす 

野、 ぐ じらの よる 島と 申た めし 候 へ ば、 いざさせ たま 
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へ 、さつ まの 國 へ ぐし 參 らせんと 申せば、 ないしょろ 

*  〕 び、 是は 神佛の 御り しゃう 也と うれしく、 父 ® 'に は 

かくれて、 めのと ばかり をた のみて、 三月 十日 あま h- 

に 都 を 出て、 川 舟に のり、 いつしかなら はぬな みのう 

へ、 舟のう.， T のす まゐ、 たれ ゆへ かゝ るた び をして、 

いづく へ 行く らん 心 ぼ そく、 あけぬ くれぬ と 行く ほ 

どに、 さ つまが た へ ぞ 付に ける、 國の祌 ぱい まつ. 9 ご 

と、 さるべき やうに して、 めのと 人に とひけ る は、 な 

がされ 人 兵 衞の佐 殿の、 おはす る 所 は いづく ぞと尋 

ねけ るに、 ほどちかく  life- 、是 より 廿 ちゃうば か， 9 と 申 

ければ、 めのと、 兵 衞の佐 殿のお はする 所、 ^ちかく 

候なる に、 文 參らせ 給 へ と 申ければ、 うれし さかぎ 

なくて、 いそぎ 御 ふみかき 給 ふ、 

身 をす て \ み る め かりにと あだ 波の 

浦まで 舟 をい そぎ つるかな 

おぼろげ ならぬ 事に やなん と、 か、 れた b  、ないしの 

めのと は、 かくて かみ かたちら うたく にて、 むらさ 

き むら ごの かりし やう ぞくにて、 かの 所へ 行、 兵衞の 

ili 殿に 物申さん とい ふこ ゑ、 都人 かやと 思 召け り、 こ 

はいかに 夢 かや、 いかにく と 有し かば、 わが 父 此の 


國 のかみ にて、 くだらせ 給 ひて 候、 御文と て 奉る、 よ 

ろ こび 見 給 へ ば、 身 をす て、 みるめ かりにと、 か、 れ 

た. .0、 に 〈省の すけ 殿 とりあへ す、 

あだ 波の 浦に い か 成ち ぎ りして 

身 をす て、 のみみ る め かるらん 

とかく 申せば、 寧な がくし、 た 3- いそぎ いらせ 給へ 

と、 か、 れ た..^、 めのと よろこび、 あじろの こしに う 

ちの せ、 わが 身 も 御供 申、 かの 所に おはしぬ、 行つ き 

御らん する に、 いそべ につく. 9 かけた る 家、 さすがに 

よし ありて すみな し 給 へ り、 いその 松風す ごく、 しほ 

ぢ はるかに なく かもめ、 風の けしき、 いかに 身にしみ 

給 ふらん、 い、 る听 にもお はしける よと、、 うく、 見 

るに 淚 もと いまら す、 御 こし さしよ せ たれば、 兵衞の 

すけ、 いそぎみ づ から- j し をよ せ、 すだれう ちあげ、 

いだきお ろし、 たが ひに やつれ はてた る こ ひの すが 

た、 見る より はじめて、 とかくの ことの 葉 出す、 ふし 

しづ み 給 ふ、 しばらく 有て をき あがり、 心 を しづ め て 

物語 あり、 わかれし 時 はじめよ. 5、 今までの 物 思 ひ、 

たが ひに かたり 給 へ ば、 よその たもとまで も 所せ く、 

昔 も 今 も 有が たく ぞ覺 えし、 さて 都に はいかに と 問 

.  一本 菊 下 


ひ 給 ふ、 ないし、 都に は 三條の ひめ 君 ぞうせ 給 ひて、 

宫 はた V 一  すぢ に、 御物 思 ひに て、 ぐご もと 3- まらせ 

給 ふと、 承 はって 候と かたりけ り、 すけ 殿、 ないしに 

あ ひたる うれし さに、 すこし はる 、心ち し 給 ふ に、 い 

もうとの ひめ 君、 うせ 給 ひたる とき、 給 ふに、 また か 

きくら す、 ひち して、 あはれ、 さ 思 ひつる ことよ、 はり 

まの 三位が し は ざな り、 命 を やた ちつらん、 又お そろ 

しきものに やとら せつらん、 今 は此肚 にて あは 乞 事 

かたし、 さらば しゅっけして、 た 3. 一  すお に、 此 人の 

後世 を もとは 3- やとお ほせ ども、 みや づ かへ を もす 

さみ、 父母に も かくれ、 我 身を賴 みきた るない し を ふ 

.cv すてん- J と、 3.3 ふ 、ひもい たはし く、 今し 《i らく まど 

へ て、 い かに もな らんと 思 召、 今まで は あん をん とい 

のり 給 ひける が、 其 後 は 御き やうよ みて は、 なむ 一 せ 

うめう ほうれん げき やう、 いも ザとの ごせ、 たすけて 

たばせ 給 へ と、 あさゆ ふい のらせ 給 ひけり、 さる ほど 

に. 1!^ に は、 四條に をし こめられ てまし ませば、 さ へ も 

んの すけみ やぎの なんど は、 なげき たづね 參ら すれ 

共、、 たてこめられお はします、 家の あるじの したしき 

者、 はり まの 國の もく だいにて 有け るが、 京に のぼり 

ご 百 九十 三 
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て、 か の 家に 來， り 入け るに、 すき 間よ. 5 此 ざしきのう 

ち を て、 物 ごしに 此 ひめぎみ を、 あなう つくしと 思 

ひて、 うちに い， 0. ぬ、 まづ いふべ きこと をば さし をき 

て、 うつ くしき すき かげの 見え つる は、 たれ 人ぞ とと 

ひければ、 あれ はやん ごとな き 人の、 世 をし のびて お 

はします と 申ければ、 あはれ とがむ る 人お はせ す は、 

われに あはせ 給 へ かし、 あるじ 思 ふよう、 は， 9 まの 三 

位 は、 うしな ひて えさせよ との 給へ 共、 見る めの いた 

はし さに、 さて こそ をき たれ、 さらば 此人 にあ はせん 

と 思 ひて、 むすめの 十一 一三ば かりなる を、 け ふ は ざし 

き へ 參 りて、 御み ゃづ か へ 申て、 夕 さり は 御し やう じ 

の. かきが ねはづ して、 此人 いれ 參ら せよ と、 よく/^ 

をし へて ざしきへ 參ら する、 れいなら すみ ゃづ かへ 

申 こそ 心え ね、 すかして とはんと 思 ひ、 此 おさなき も 

の をな づけ かたら ひて、 さま < ^の 物 とらせ、 うれし 

くも 參 りたり、 など や = ごろ も參ら ざる、 今より はわ 

れを おやと 思 ひて、 何 寧 にても 人に かたるな よ、 われ 

も 人に かたる まじ、 さて さき <\ 'はさ もな きに、 If ゆ 

へきた. 9 たる ぞ、 へだてな く かたれ、 ゆめく 人に し 

らす まじと、 さま <\ 'にかたら へ ば、 おさなむ の はか 
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なさ は、 有の ま、 にかた. 0 ける、 ひめ 君 聞 も あ へ 給 は 

す、 あな 心う やとて なき 給 ふ、 ごんの 少將 は、 あはれ 

心う き 物 かな、 兵衞 のす け 殿の ながされ 給 ひしと き、 

露霜と もき え 給 ふべき 人の、 なまじ ゐに御 命い きさ 

せ 給 ひて、 か、 るう きめ を 御らん やる かなし さよ、 ね 

がはく はわう じ やうの かすみの 神た ち、 わが 君の 御 

命、 夜の 問に めしとらせ 給へ、 それ かな はすば、 たす 

け參ら せ 給へ と、 も だ へ こがれけ る こそ あはれ なれ、 

け ふの 日 くれす してやめ かしと、 ねんす る こそせ め 

ての 事と 覺 えたれ、 され 共 日 くれぬ、 夜半に いれば、 

ごんの 少將、 おさなき 者 を わが あとに ふさせ、 ひめ 君 

おはしつ る 所に ふして、 夜 ふくれば、 火 をば しゃう じ 

よ hN あなたに とぼし、 かけがね しと、 かけ、 今 はきよ 

水の かたへ むかひて ふしおがみ、 なむき みやう ちゃ 

うらい、 千 じゅぐ はん をん、 わら は 十三より、 月 まう 

で 仕りて、 三十 三ぐ はんの 御き やう を こたら す、 ひぐ 

わんむな しからす して、 わが 君の 今夜の なん をた す 

け參ら させ 給へ、 それ かな はす は、 ときの まに、 われ 

われし う <\« の、 命 をめ して 給 は- 5 候 へ と、 申け る こ 

そ あはれ なれ、 され ども 夜 ふけ たれば、 あし をと たか 


ら かに ふみならし、 しきぶの た ゆ ふきた- 5、 こ、 あけ 

よ や、 おさなき ものと て、 しゃう じ を ひき けれ 共、 う 

ちょりつよ くした、 めた b 、ひけ 共/ \> あかす、 おさ 

なきもの はねい b ぬ、 しきぶ の大 夫、 おそろし きこ ゑ 

にて、 あなお こが まし、 こよ ひこ そかくし 給 ふ 共、 あ 

す はとく 參 りて、 け ざん に 入なん、 今夜 ゆるし 参らせ 

ん とて、 のどかに かへ りけ る こそ、 くわん をん の 御， 5 

しゃう と覺 えたれ、 うれしき 事 はかぎ りなし、 今夜 こ 

そ はたす かり 給 ふ 共、 あけなば をして 入なん、 あはれ 

夜のう ちに 、露霜と も きえな ば や、 ざしきた かくて、 

四方た てこめ て、 もれて 出べき かた ぞ なき、 せめての 

ことに は、 四條ぉ もてなる、 ざしきの しとみ たかく あ 

げ、 ぉほぢ のかた を 見 給へば、 卯月の 月の くまなく、 

夜 ふけ 人 しづ まり、 ことに 物 あはれ なる に、 う へ のか 

たより、 おもしろき ふえの ねかす かに 開え たり、 是き 

かせ 給 へ や、 ふえ も はるか にと を ざ か. 0 て、 兵衞 のす 

け 殿の、 おもしろく ふき 給 ひし もの を、 いか 成る 所に 

て、 いかに なれ 給 ひに けん、 とにかくに 心う やとて、 

二人な きて ぞ おはしけ るに、 うへの かたより 車の を 

との どかに 聞え、 ふえの ねち かく 成 ぬれば、 さも. 兵 部 
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卿の 宮の御 ふえの ねに、 にさせ 給へ る 物 かなと、 心 を 

しづ め てき 、ゐれ ば、 ふ >ん うちす さみ、 らうた き 御- J 

ゑに て、 月 はくまな く てらせ ども、 ともに ながむ る 人 

はなし、 あはぬ もの ゆ へ よもすがら、 わりな きこ ひに 

ほ だされて、 たいあん どう を たづ ねん とて、 舟に のり 

てぞ ゆきか へ ると、 ゑい じ 給 ふ をき けば、 みやの 御 こ 

ゑと き、 なして、 むねう ち さはぎ け， CN  、宮は おぼしめ 

し、 しづ ませ 給 ひて、 はせ に 參らせ 給 ひて、 此 ひめ 君 

の 事、 七日い のらせ 給 ひける 御げ かうな り、 四條 のか 

た をぞ みゆきなる、 とき はも 竭 のう へ にて、 御と もに 

候 へ ば 、あまりの うれし さに、 ごんの せう しゃう しの 

ぶ 事な く、 持た る あ ふぎ をう ちお、 き、 あれ はとき は 

殿に て おはす るか、 ごんの せう しゃう 是に 有、 こ ゝ へ 

より 給 へ 、もの 申さん とい ひければ、 なにと は 間 わか 

す、 とき はと い ふ - て、 ざしきの き は へ ，フ ちょせ 

た. 5、 ごんの せう しゃう 申 やう、 は， 0 まの さんみに を 

し こめられ、 うきめ 御らん じお はします、 たばか， 5 出 

し 參らせ 給 へと いひければ、 とき は 聞 も あ へす、 みや 

の 御 車に うちよ. 9、 車 給 はらんと 申ければ、 何と は 聞 

わけさせ 給 はね ども、 とき はが 申に したが ひて、 おり 


 一本 菊 下  

させ 給 ひぬ、 此 くるまや. 5 よせ、 こ 、あけよ は h- まの 

さんみの もとよ b ぞと、 今夜 たれ か 候と もい そぎ あ 

けよ とい ひければ、 は， 9 まの 三位の もとよ. 0 といへ 

ば、 門 あけた b、 やがて くるまや b よせて、 はや/^ 

めせと いふと き、 ひめ 君 ごんの せう しゃう、 うれしと 

+g ザの 心ち して、 とる 物 もと， 0 あ へ す、 いそぎ 車に めし 

て にげ 出る、 宮は御 車に のりうつ. 9 給 ひて、 ひめ 君 ひ 

ざのう へ にかき のせ、 御 かみ を かきな で 、、あな ゆ ひ 

が ひなし、 など やい かなる 所に おはす とも、 風の たよ 

h> に もしら せ % は ざらん と、 うらみ させ 給 、ば、 

たよ. 0 にも いはま ほし さ を 山 % の 

いはまの 水に せかれけ るかな 

宮 これ をき こしめ して、 

せ^れけ る 岩 まの 水 を しらすして 

もらさ やとの みいの. 9 ける かな 

御 車に て、 わかれし ときの はじめよ. 5、 今 あ ふまでの 

くるし さかたら せ 給 ひて、 御め のと ごのさぬ きの 少 

將 のさと へ 入 給 ひぬ、 御よ ろ こび かぎ なし、 入 月 は 

御さん の H: なれば、 やう./,^ の 御い の. 0 有、 そのし る 

しに や、 御さん へ いあんに、 わかみや いでき 給 ふ、 宫 
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の 御 は、 にょうご きこしめし、 いで や あやしの もの 

也と も、 宫の わ. c なくお ぼ さば、 ちからなし、 いはん 

ゃ右大 じんどの、 みや ばら、 わざと もの 事 也、 しかも 

わか 宮、 いでき 給 ひたる 事の 有が たさよ、 あやしの 所 

に をき 參 らせん はいかに とて、 御む かひの 車 七り や 

う、 御 そばに はくれ な. Q の 十二 はきの たち やうの 七 

かさ ねに、 くれな ゐ のちし ほの 御 はかま、 とり そ へ て 

參りた り、 をく  hv の 車 や りつ いけ、 かぎ， 0 あるき さき 

たちな. 9 共、 いかで か是 にす ぐべき、 みやす 所へ いら 

せ 給 ふ、 はゝ にょうご 御らん じて、 有が たや 世の すゑ 

にも、 か 、る 人お はしける よと おぼし 召、 御 まごの わ 

か 君、 いだき 取..^ 參ら せて、 父宮 のお さなく おはせ し 

に は、 はるかに まさ.. >  給 へ .9、 是 をば わが 子に したて 

參 らせんと て、 ことなき 御め のとつ け參ら せて、 いつ 

きか しづ き參ら する、 あけぬ くれぬ とする ほどに、 か 

みな 月の はじめ、 時の 御門な やませ 給 ひける が、 春の 

比、 っゐ にかくれ させ 給 ひぬ 、いまだ もうけの 君 もお 

はし まさ や、 くぎ やう てんじゃう 人 せんぎ 有、 兵 部 卿 

のみや 御 位に つかせ 給 ふ、 四條に をし こめられて、 う 

きめ 御らん せし 三條の ひめ 君、 きさに たゝ せた まふ、 


わかみや とうぐうに た \ せ 給 ふ、 御門 まづ 、さつ まの 

國 になが され 給 ひし 兵衞 のす け、 めし かへ しの 御む 

かひと あ ひ、 いそぎ くだりて 此 よし 申す、 兵衞 のす け 

うれし なんど は よのつねなら-^、 たい 召 かへ さる、 

だに もうれ しかるべきに、 いはん やゆへ なく うせさ 

せ 給 ひつ ると て、 よるひる なげきし、 いもうとの ひめ 

君、 きさきに たっと、 兵 部 卿の みや 御 くらぬ にっかせ 

給 ふ、 ないし もろ 共、 うちつれて 都へ か へ， 9 たま ふ、 

兵衞 のす けどの、 心のう ち、 いかば か. 5 に うれしく 

おぼし けん、 ぶつじん 三ぼう のか ごお はし ましけ. & 

V6、 な、 風り なん もな く、 よるひる きら はやい そぎた 

ま へ ば、 はやく 鳥 羽 へ ぞっき 給 ふ、 むか へ の くるま 力 

すしら す、 せつ そ なれば， とて ま づ三條 殿に いらせた 

まふ、 は， 0 まの 三位 そつの きみ 四ゐ のせう しゃう、 あ 

はてさ はぎて 出 給 ふ、 兵衞 のす けどの の 給 ふやう、 い 

A  - -も のさ よ ゲしく 候、 しばらく おはせ よ、 うれしき 

事物が た.. > 申さん と 有し かど、 うしろみ だに し 給 は 

、にげ 出ら る、 まづ こ ひしければ あけ、 んと思 召、 

きさきの 宫の御 かたへ 參り給 ふ、 ながされ 人 兵衞の 

すけ どの ゝ參ら せ 給へ ると 申せば、 きさきの みや、 七 
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へのた まの やうら く、  へのに しきの きち やうより 

こぼれ 出させ 給 ひて、 兵衞 のす けどの、 たもと にす 

がり、 わかれ 參ら せし 時の かなし さ、 今の うれし さ、 

いづれ も を とら ざり ける と、 うれしな きに ぞ なき 給 

ふ、 兵衞 のす け 殿 これ をき、、 かくなん、 

ふえ 竹の なきし うきね も 忘られす 

，フれ し 、き ふし をみ • るに： Ih: て も 

まづ われよ b も、 御門 あまりに 心 もとな くお ぼしめ 

し 給 ふに、 とく /,-\- 參らせ 給 へ とて、 あけ も はなれぬ 

に、 うちへ 參， 0 給 ふ、 みかど、 せい， 0 やう でんより ひ 

ろび さしへ いで させ 給 ひて、 いかにく、 しめじが は 

ら とちぎ りし は、 此 ゆく すゑ を 思 ひし ぞ、 今の 御よ ろ 

こびに、 さんみの ちうじ やうに なし 給 ふ、 八 H の 日 

二位の 大 なごん になり 給 ふ、 さても はり まの さんみ 

そつの つぼね 四る のせう しゃう をば、 いか ,义 た き 

さつ まがたい わう が 島-へ、 ながす べきとの せんじ 有 

ければ、 兵衞 のす け 承り、 思 ひも よらす、 父右大 じん 

どの、、 草の かげに てお ぼさん も あはれ に覺 候、 こん 

どの 御 よろこびに は、 流 ざい をな だめ させ 給 ふべ う 

と 中ければ、 さる にても、 われに た V の 物 を 思 はせ、 

二百. 
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こ 、ろ をつ くさせ たれば、 かぶり をば ひ、 ひくわん を 

と > めむ もな を あさし、 はり まの さんみ そつの すけ 

四ゐ のせう しゃう 三人 を、 都のう ち を 出し、 やどさ だ 

めぬ 身と なすべし とて、 九の へ の 都 を はら はれ 候、 ら 

うし やの せんじ を かう ぶ. 0 て、 都のう ち をいだ され 

ぬ、 さる ほどに、 きさきの みや、 又 二の 宫ま うけ 給 ひ 

ぬ、 その 御 よろこびに、 兵衞 のす けく わんぱく でんか 

にな. 0 給 ふ、 じ > うのない しめのと ばかり をた のみ 

て、 なくく くだ， 0 給 ひしが、 くわん ばく 殿の 北の ま 

ん 所と ぞ な.. > 給 ひける、 御門 も 若宮 二人 ひめ 宮 二人 

出き させ 給 ひぬ、 ひめ 宫 一 人 はいせ のさい ぐう、 一 人 

はか もの さい ゐん にた、 せた まふ、 かたぐ めでた 

くさ かえさせ 給 ひけり、 くわん ばく どの も、 わか 君 三 

人 ひめ 君 一 人お はします、 太郞 はこうの 巾將、 次郞は 

三位の ちうじ やう、 三 郞は四 位の せう しゃう と 聞え 

け. 5、 ひめ 君 は 一 の宫の 御く らゐ にっかせ 給 ひし か 

ば、 十 せんの きさきに た、 せ 給 ふ、 悔っ ぼの きさきと 

申け る、 ごんの せう しゃう、 ないしになる、 ちうじ や 

うのみ やうぶ は、 き 5^ んの に .ょ うばう に て、 なさけお 

ほく、. 覺 えいみ じかり け hv 、中つ かさの 中將、 右大臣 
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殿に なり 給 ふ、 ゆく すゑ は る < ^とさかえ 給 ふ、 めで 

たきた めしに 申け る、 むかし も 今 も、 ぶ つじん 三ぼう 

の 御ち かひ をろ かなら ね ども、 はせ のく わん をん、 淸 

水の 千 じゅくわん をん の、 御. 0 やう はう べんに すぎ 

たる 事ぞ なき、 なさけ あらん 人 は 行す ゑまで * かやう 

にさ かえ 給 ふべき なり、 しゃ うぢき しゃ はう ベんだ 

ん せつむ じ やう だう、 これな b、 

© な 力 

いと ふべ きうき 世の ほか はすて はて. つ 

いま はまことの みちをい のらん 


萬 治 三 庚 子 阜月吉 辰  野 田 庄右衞 門 
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〇 笑 ひ はじめは 貧 人の 群 

唐の 伯 夷叔齊 は、 餓死す とい へど も 世 を むさぼらす、 

賢の たっとき 名 を 未聞に と む、 和 朝の 貧 人 は^を 

論じて 亂を 起す、 そ も. -,. - 延寶九 年の 夏、 貧 人 乞食の 

騷勸來 由い かんと なれば、 去る 卯の 飢 餞に、 貧 人 萬 死 

を 出で、、 一命 安堵す る 事、 曆 數ゎづ かなる 間に、 夭 

下 大風 車軸 瀧 鳴て、 でんばく をう がち、 洪水 山 を隱し 

て や、 久し、 三災 壤空 も此 時に ゃ來 り、 1 一十 增减も 終 

にやな b ぬと、 泣き かなしむ ところに、 果して 翌年の 

泰、 大飢 健峯を あら はし、 食物 種 をた つと いへ ども、 

攝州大 坂の 津は、 日 木 第 一 の湊、 米穀 十 方に みち、 佳 

の 山 北 斗 を さそ ひ、 白雲 腰に よこた はって、 旅臈 つら 

をみ. たす、 しかる 間、 國々 の贫 人、 飢^ をた すけん と 

欲し、 當 地に 參 着し、 町々 小路々々 に 充満して、 往來 

自由なら す、 右 や 左の 家々 に、 とう まちく いの ごと 

く立噪 ぎ、 くだされ 聲 天に ひ 3. きて 地 を 動す、 あな 哀 
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や、 きの ふまで は 門 に, ィ于 とも 見へ ざ. 0 しもの ど 

も 、おとろ へ 身に 迫りて、 出 宅に 迷 ひ、 親 を捨、 子 をす 

て、 未捨 かねた る は、 てに 手 を 引合、 憐 みの 懷に 赤子 

を ほやし、 老 たる 母なん ど 云 立に して、 お 除り を 乞、 

或 ：！： はまた、 ともかせぎに 離別して、 所々 遠近に た、 

やみ、 次第にお とろへ 行、 五 劫思很 のみ だの ごとく、 

靑く 腫て 面影 か はれば、 たが ひに 見 わすれ、 行 逢ても 

しら やして、 むつ ましき 中 を さく、 釉 ひろぐ る を 口 昔 

思 ふ もの は、 入水して 失し もお ほし、 盛者 必衰の 理な 

がら、 鳴 呼い かなる 年に やと、 今更 哀れ を 催しけ る、 

此外 長途 をの ぼり かねし 餓人 は、 山野 道路に ふし、 草 

露に いく づ くもの、 死す る もの、 東 國西國 にいく 千 萬 

とい ふ數を しらざる な hN、 

〇 川 島 今 橋 の 守 下 住 放逸 の 事 

高き に 司 あり、 下って 賤敷 にも 頭 あり、 愛に 乞食の 大 

將、 とび 田の 家 無、 道頓 堀の 竹垣、 天 王 寺の 片箸、 天滿 

葭 原に は 種 無、 是等四 人 は大坂 開闢の このかた、 數代 

打 續、 五 器の. 將 軍と あ ふ がれ、 當國は 申に 及ばす、 遠 

國近國 、末 下の 乞 共、 敬 ふに 長 じ、 身の 拙き を わすれ、 

嚷飯 飽満して、 乏しから ざるに 奢 をな し、 出 仆參勤 非 
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番當番 、晝夜 を 論せ す、 又はし ぐ 所々 へ は採题 をす 

へ 、然る ベ き 町々 へ は范 乞食 を 付、 其 外 振舞 齋非 時に 

至る 迄、 おのれが 儘に、 囉飯 奪取る あいだ、 國々 よ，.^ 

の ほ. o たる 贫人 は、 たのむ 木の下に 雨の たまらぬ こ 

こち、 朝 三 慕 四の 袂も識 て、 菜の 葉 たづぬ るかな しき 

に、 剩へ長 吏集會 してい はく、 當地充 滿の貧 人、 私領 

外 へ 追拂 ふべ きと、 評定 一 圖の 上、 川 島 今 橘の 守 下 

住、 大食 猛威の 若 もの をす ぐって 三百 人、 方角に し 

たがって 傍若無人に 追 立る、 群 築の 貧. <  、こ はいかに 

と あはて ふためき 倒 迷 ひて、 五 器 打 落され、 四方八方 

へ处 行、 脚 腰よ はきもの は、 いやがう へ に 合 重って 立 

ん とすれ ど 、腹の しぼみて 叶す、 働く もの は兩 眼ば か 

り、 息絕々 にして、 をめ きさけ ぶ ありさま、 あび 大城 

の 罪人、 獄卒の しもと にかられ、 鐵 湯の そこに 落 入ら 

んも、 かく やと 思 ひ しられて、 かたるに 言葉 もなかり 

けり、  . 

〇 裸 三 郞土肌 謀叛 之 事 

雲の ごとくに 集 b し 貧 人、 風の ごとくに ちらされ、 三 

江 静謐た b とい へ ども、 捨子 は 未だ 町々 に殘 つて、 盛 

夏の 夕、 蚊の むらがる 聲 して、 た い 耳の 根 を 破る が ご 
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とし、 返 出の 贫人は 山野 を埋 み、 尺地 を 諍 ひ、 泥水 か 

. さ ゆ 

す， o、 う へ を 凌ぐ に こらへ ねば、 素 なりと もと 云け 

る を、 いかなる もの か 狂歌に よみて、 に 

豊年のと きさへ かする 水 無 =: の 

飢链 に い かで 素 湯の あるべき 

無疵 無病に して 倒死す る もの、 あした ゆ ふべ に 日 を 

追て 算 へがた し、 死骸る いくとして、 踏と ころ S{ に 

明た る はなし、 然， 0 とい へど も、 ni 本 を 集た る 貧 人な 

れば、 生殘る もの 又 夥し、 愛に 裸 三郞土 肌と 云 もの 

有、 生 國は關 東 そだ ち、 二 合 半のお 殘 りなん どけが せ 

しか ども、 零落 其 身を責 て、 飢儀 凌がん がた め、 仲春 

の 比、 當國に 登り 贫人 となれ ど、 元 來國の 風俗 あら は 

れ、 長 高く 色く ろく、 髮 はもと ゆ ひ を しらす、 ひげ は 

左右 に む ぐら 茂ら せ、 眼の ひかり そこに 落 こ み、 背骨 

ははら に 付 たれ ど、 心剛 にして カ拔 群に 勝れ、 ひと へ 

に鍾旭 大臣の 飢僅 にあ ひた まふ ごとくな り、 打鑰 と 

つて は樊噌 がいか-^ を 誑き、 張 良が 軍書 も 紙 屠に ひ 

ろ ふ 勇士 なれ ども、 低に したが へば 虎 も 鼠に くだり、 

町 はづれ にあり ける が、 ひそかに 貧 人 を 戴めて 云け 

る は、 最早 湯の 子の 便 も きれ、 露命 旣に おはらん 事、 


生前の 無念、 再生に 報じが たし、 迚も 死なん する 命、 

かた 同心に ぉゐて は、 高津を 城郭に 取て、 謀叛 起 

さば、 與カ する もの 多 かるべ し、 此儀 いかにと 語りけ 

れば、 其 時米噸 彌藏跟 のこけ 助、 兩 人す、 み 出て 云け 

る は、 仰せ 尤も、 貧 人の 息 通り は、 天に のぼり 黄泉に 

入て な， 0 とも、 恨 を 達せん とこ そ存候 へ 、 1 人と して 

違背 仕る もの 候 まじ、 暫時 も 急に 思 召 立た ま へ と、 す 

すめければ、 當 座に 有. 9 ける 八 百餘人 一 身合體 して、 

足の よはき は 杖 を とらせ、 腰の 拔 たる は、 强 きが 肩に 

もたれて、 六月 廿 ：n の 晚景、 高津へ こそ は 籠，.^ けれ、 

〇 高 津の宮 城郭の 事附中 村久安 願書の 事 

きの ふ 迄 は、 雷 蹄 をいたい き、 を 踏む こ、 ちして、 

座の. 者に 恐れし 投 首の 贫人 ども、 け ふ は 龍の 勢 を 得 

て、 高 律の 城をぞ 堅めけ る、 所 本より 究竟の 山城、 大 

木 茂り 合て、 雨 を 防ぐ 寢所を 求め、 谷の そこに はふせ 

樋 を こしら へ 、かう G 池より 袋の 洗 汁、 兵糢 用水に 取 

,0、 方 二三 里の 野邊 より、 雜菜 杉菜 夏草の 類まで、 一 

葉 もの こさす、 根 を斷て か. 0 こみ、 すいれんの 達者 

は、 こつ ま 長 井の 沖に 至て、 海草 數千 荷、 時の 間に 運 

び 來 る、 粉ぬ かの. 3 高く、 茶糟 のみね 巍々 た. 9、 五穀 

,  費 人 太平 記 上卷 i 1 


1 粒な きとい へど、 酒 食す く ふ 比まで は、 何の 子細の 

あるべ きと、 遙な るすへ < ^まで 了簡し ける、 裸三郞 

がェ みの 程 こそい み じ けれ、 東西 は、 切ぎ し 高う し 

て、 筵 風 を 立た るが ごとし、 北 は 社 壇、 うしろ けん 

そに して、 か はらの 煙 まなこに い ぶせ く、 のぼらん と 

する に 便な し、 南 一 方 大手と 定め、 寺々 の そとば 垣、 

夜に 入て ぬすみ 取、 木戶 逆茂木に HI=:、 破菰の 旗、 松の 

嵐に 吹な びかせ、 森の 透 間に 立なら ベ たれば、 其 勢 幾 

萬騎 ともしれ ざり けり 、裸 三 郞、 中 村 久安を 召て 云け 

る は 、貧 人 宮居 を穢 して 其 恐 多し、 且は 祈誓の お め 願 

書 を 書て、 納 奉れと あれば、 久安 畏まって、 毛 ぎれ の 

筆 を 改め、 其 願文に 曰 、抑. ts 社仁德 天皇 は、 昔時 帝位 

の 御 時、 萬 民の 歎き を 救 はせ たま ひて、 御憐 みの 深き 

事 は、 神武 天曆延 喜の 聖主 にも 二え させた まふ、 かる 

が ゆ へ に、 國土豊 にして 貧 人壹人 もなかり ける に、 末 

世の 今に 至て、 度々 の飢 儘に、 非人お ほ/、 困窮して、 

露命 絕 々なる 處に 、剰へ 四 箇の長 斑 囉飯を 妨げ、 いよ 

いよ 賴を失 ふ、 是正に 夷 戎蠻狄 の 貴に 有て、 半死半生 

の 餓人十 方に 倒れて、 阡陌 いづ れの處 を 踏まん、 其 恨 

を 達せん と 欲し、 今此 義兵 を 起す 處に、 味方 小食に し 

S 百 S 
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て、 大食の 者に 鬪 はん 事、 譬ば、 箸 を 以て 鐵壁を こぼ 

たんと し、 五 器 を提て 大海 を ほさん とする に 似た. o、 

我 賤敷も 貧 人に くだる なれば、 天性 請た る處、 人倫の 

外に も あらす、 伏て 願 はく は、 神 力 憐みを たれ 給 ひ、 

勝 事 を 一 時に 決し、 豐 年の 世と なさし め 給へ、 よって 

願文く  * たんの ごとしと 書て、 手の 內の初 尾 を 添、 御寶 

殿に 納めけ る、 祌は 正直の 眞を 照し 給へば、 裸が こ、 

ろざし、 照覽 やした まひ けん、 不思議な るかな、 神前 

の 松の梢よ. o、 短冊 一 枚 風に 誘れ て、 裸が 前に 落る、 

取 揚て是 を 見る に、 一 首の 狂歌 あ. 9、 

高 津の宮 のぼりて みれば 旗 をた て 

貧 人の 勢 はに ぎ は ひに け b 

恭も此 歌 は、 御 在位の 御 時、 高き やに のぼりて 見れば 

煙たつ、 民の かまど は賑 ひに け b  、と 安全の 御代 をよ 

みて、 叙 慮に 掛 奉りし 目出度 歌 也、 是れを 狂歌に 翻し 

て、 ちから を 付 させ 給ふぞ と、 並居た る もの ども、 頰 

かぶり をぬ ぎて、 九拜 をな し、 其 夜 は 通夜 をぞ した. 5 

けり、 

〇 所々 の 貧 人 蜂起せ しむる 事 

明れば サ 二日の 早旦、 生 玉の 森の 黑 みよ h- 、五 百騎許 
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-9、 身 振 ひして 來る勢 あ. o、 す は 敵 こそ 寄す ると 見る 

處に、 其 勢の 中よ.. > 、五 器の 甲に こせが さ 威の 筒 丸、 

草 指な がに、 かき しらけた る 武者 ； 騎、 大手の 木戶ロ 

に つ 、立、 喝聲 上て い ふ樣、 是は 度々 の 彼岸に 頰をさ 

らし、 ぉ參， ^下向の 旦那 樣 にも 御存じな されし、 下 寺 

町の 住人、 足 腫が 一 族、 其 外 木 津今宮 安部 野の 非人、 

同心して 咏 方に 參 b 候と 名乘 る、 木戸 開かせて 入に 

け. 5、 是 のみなら す、 梭 並八个 平野 京 橋 あみ 島の 貧 人 

は、 大長 寺の 前にて 勢 を 揃へ、 皆.^ 方に く は、 り けれ 

ば、 其 勢 城 中に 満々 て、 五 器の 置 所 もなかり け， 5、 又 

天滿の 方に は、 北 野 堂 島 野 田 ふ く I - まの 貧 人、 一 所に 

なって、 相 盗の 久藏 を大將 として、 今朝 未明に、 長者 

町水邊 がた ちへ 押 寄せ、 土 壇 土 签打碎 き、 勢ひ夥 敷、 

よし はらへ 寄す るの 由、 風聞 ありければ、 大 坂の 長 吏 

幷に末 下の 乞 ども 寄 合、 いか V せんと 評定し ける 處 

へ、 とび W の 家 無、 遲參 してい はく、 唐土 天竺よ， 9 も 

寄 するとい は  >  い ざしら す、 {HE 地拂 ひしゃつ ばらの、 

山野に 迷ひ粮 にっかれ、 何程の 事 か 仕出す ベ き、 とも 

し 火 消ん として ひか.^ を增 す、 貧 人 ども 自滅 遠き に 

あるべ からす、 然 b と 云て、 打捨 置ん も囉 飯の 妨げな 


一 るべ し、 殊に 今 =1 は 座 摩の 載、 廿五： n は 天滿と 申し、 

彼是 御 はんじゃう 樑の お 門に 立る H を餘 所に なし 

て、 貧 人に さ へ らる 、事 や ある ベ き、 其 翌日に なら 

ば、 猶も 千里が 外へ 追拂 ひ、 鶴 は 千年 龜は萬 年の 世と 

なさん 事、 何の 子細の 有べき と、 事 も なげに 云 けれ 

ば、 皆 此義に 同じて 返 散し、 餘= 延引し ける は、 運の 

究めと しられけ る 、貧 人 は：：：々 に 多勢 に 成 て 、敵 を 誑 

く 事、 窮鼠 却 て 猫を嚼 むと は、 斯る 事に 知 られ た b  、 


中卷 

〇 長虔勢 揃同責 寄る 事 

六 廿 六日、 長 吏 竹林 寺の 前に ぉク  1 て、 末 下の 勢 を， 集 

め 、 眷當を 見る に、 船 場 長 堀內 町長 町、 都合 六 萬 八 千 

餘騎、 打 鑰を橫 たへ、 へだかった る 有欉、 施行 萬 部の 

場の ごとし、 三畏吏 は 何れも 同じ 出立、 五つ 策ね のめ 

ん つの 甲、！ gig の大 鎧、 草 招ち ぎれ に はら.. -と 着、 ゆ 

つて 荒繩 しっかと しめ、 ほし か 俵の 腹卷、 瓜の 皮の 小 

手 輕當、 染齒 の 雑 著 笑 高 に 負 ひなし、 びん ぼ 鍛冶 の 三 

： 藏が 、お：：： 精進して 打た る八寸 釘の 打鑰、 岩 國と名 付 

一   .  
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て、 厚紙 通しの 五 尺 三寸 有け る を、 左の 脇に かい 込ん 一 

で、 軍の 勢 を 分ち た. り、 先 づ片箸 は 天 王 寺の 勢 一 萬 七 

千 餘骑、 上 寺 町へ lr、 竹垣 は 二 五 千 餘騎、 生 H- の 

坂 を 下に、 大手 口へ 寄せた 、家 無 は 後陣 を 堅め、 高 

原 比丘尼 坂の 邊に 寄せ、 三方よ. 9 お 齋の聲 を 合せけ 

れば、 天地 震動して のく づる、 許り 也、 され ども 城 

屮に は、 箸の 片しも 射出 さす、 噪ぐ けしき もなかり け 

. ^、元 來裸 は、 事に 臨んで 驚か や、 志盧 深く， 高く、 そ 

ん しん： M 孤の 秘術 を學 び、 さむき を 防ぐ 方便 第一 得 

たる 者 なれば、 わざと 人 有と も 見せす、 しづ ま りか へ 

つて 居たり け.. > 、大將 竹垣、 味方に 向て 云け る は、 此 

城の 體、 敵 さまで 籠りたり とも 見へ す、 か h- 壤め たる 

貧 入 ば ら 、寄す る と 聞 きて 落う せた らん、 たと へ殘， 9 

と 5- まって 防ぐ とも 、曙 飯に 絕 たる やつばら、 脚 腰 立 

ベ しと も 思 はれ や 、木戶 逆茂木 引 破 つて、 入 や いれと 

下知し ければ、 大手から めて 一 つに 成て、 打 鑰の先 を 

撤へ、 引 さんと する 處に、 城 中より 雨の 降る ごと 

く、 魚の 骨 を まき かけ、 れば、 寄 手の 大勢 足に 踏 立、 

たるむ 所に、 城 中の 貧 人、 一 度に どっと 切て 出、 愛 を 

せんどと 鬪 ひけ b  、先陣の 勢 は. 足踏み そんじて、 闘 は 
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ん とすれ ども 叶 はす、 そくばく 打れ て、 後陣の 勢 は、 

めんつ 打 鑰を捨 、我 さきにと 引たり、 非人 は 透 腹 なれ 

ば、 勝に 乘ても 追す、 一 戰に大 利 を 得て、 本の 城に ぞ 

籠け る 、畏皮 敗軍 の 勢 を 集め て 云 ひける は、 敵 思の 外 

の 謀に、 味方お ほく 打れ し 事、 是 ひとへ に、 はだしに 

はき も 

て掛 りし ゆへ なり、 あすの 軍に は 履の 用意して、 只 一 

つぶしに I 貝 落さん とぞ、 ぎしめ きけ る、 東黨引 わた 

れば、 雲霞の ごとく 押 寄せた 、きの ふの 魚の 骨に 驚 

き、 雪踏の 皮に てうら おちした る わらお、 一 面に はか 

せ、 たと へいか 成る 鯛の 骨 成と も、 踏 折./^、 か、 れ 

やか 、れ やと、 聲々 に 下知し ければ、 きの ふの 耻 をす 

すがん と、 多勢き ほひ か、 つて、 城 中す でに あやうく 

みへ ける 所に、 いづく にかため たわけん、 へ いのうへ 

よ， り 瓜の なかご 數 W 荷、 所々 へ 落しけ る 間、 のぼ，^ 詰 

た る 大勢、 雪踏の 反に すべり、 何 か はもって たまる ベ 

き、 一度に 到れて、 あしの ふみ どもな くす だり ける 

, 後 i: に 詰た る、 掃除 番の 乞食 ども、 得た.^ かしこしと 

竹 秦を岀 し，、 先陣 に 入 かわ.^、 てん 手に はき 捨、 其 勢 

かさなって、 今 はかうよ と 見へ し 所に、 城 巾 木 戶をひ 

. らき、 舯： 前の. 石燈 籠、 其數 あま. た 左， 右せ. 9, 合て、 坂 落. 
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しにお としかけ、 石火 電光 をとば せ、 百 千の いかづち 

の ごとく、 ひ いきわたって 數 萬の 者 ども、 谷ぞこ へ お 

しおとされ、 石のお もしに ひしげ て、 た い 乞食の すし 

とやい はむ、 八 島と きけば なか^-^ や、 まことい にし 

へ 源平の、 となみ 山の 合戦に、 俱 利から が 谷へ おとさ 

れ しも、 かく やと 思 ひ しられた. o、 其 時の かっせんに 

は、 平 泉 寺の. 径吏も 打れ けれど、 今度の 長 吏 はいきの 

こって、 大連社 迄 引に ける、 

〇 極樂橋 一 騎討并 打 込 合戦 之 事 

旣に 良 吏 打 まけぬ ときこ へければ、 しょまん、 かう し 

ん堂、 小町 塚、 三 所に ひか へたる 勢、 三千 五 百騎、 遠 里 

小 野、 住吉 新家兩 所の 勢 二 千 餘騎、 時 を うつさす 大蓮 

寺 へ かけ 付け、 源 正 寺 坂まで 並居 つれ ども、 長 吏兩度 

のた、 かひに、 大軍 をうた せ、 す、 むけし きな か b け 

^ ぶ、 新手の もの もと もに よは，^ て、 しば. b く 時 をぞ 

うつしけ る、 貧. < は 勝に のって、 大勢 かさな， 5、 新屋 

敷まで 切て 出で、 極ら く 橋 を 巾に へだて 、、後陣 は 本 

町 橋の 辻に 噪ぎ た， 5、 兩陣 にらみ 合た る處 に、 長 吏 方 

よ， o、 一  鱗當 千の ものと 見 へ て、 照.. >  にて つたる 西瓜 

め 皮の 五 枚 甲に、 千 枚つ ぎの はらあて 、膝； P を い. だ し 


て、 陣頭に す、 み、 ロハ 今 こ、 もとへ 出た るつ はもの、 

いか 成 ものと おも ふらん、 もろこし 劉 伯 倫が 跡 を 踏 

で、 酒の かす をた のしみ、 八荒 を 家と し、 行に 轍 跡な 

く、 居に 室廬 なく、 心の ゆく 所 ほしい ま、 に、 とい ま 

ると きんば、 金胎 寺の 前の 六藏 よと 人 も 見 るら め、 我 

とお もはん もの あらば、 寄 て 手な み を 見よ と、 ゆう 

ゆうとして ひか へ たり、又貧人の方ょ，.^、是も大剛の 

者と 見へ て、 つくも 髮の 甲に、 ほこりの 锹形 うって、 

ひせんが さの 小手 かきみだし、 腫物の すねあて、 び や 

くだんい ろの ふと も、 して、 眞 先に 立て 名乘 り、 先祖 

を あら はす は、 一 門の 頰 よごし なれ ど、 今此 期に 至つ 

みなかみ  .  / 

て 何 を か 耻ん、 其の 水上 を 申せば、 許 由が 手しての み 

し、 水腹の 朝臣、 十 死 一 生の 末葉た， -、 久敷 五穀に す 

てられ、 いやしく  くだって、 飢饉に 一 一代の 男、 よれく 

まん 尤と、 おしなら ベ て ひよ ろつ きけ るが、 二人共に 

泥土に 倒れて、 つ.^ にむな しく 成.^ にけ る、 敵 も 味方 

も、 ともに あはれ と 見る 所に、 相 もす かさす、 又 長 吏 

方よ.^、 山 草の 甲、 しころ 長に 着く だし、 ゆ づ.. ^葉の 

锹がた 打て、 赤手 拭の 頰當 したる 武者、 年の す へ に は 

あらね ども、 こおどり してす、 み 出て いはく、 先 死 を 

貧 人 太平 能 屮卷. 


おそれす つ いきた る 武者、 なのらす ともしる ベ し、 着 

待 穴 v| の廿 H 比より、^ 上に 其 名お 觸し、 せき ぞ ろの 介 

とい ふ もの 也、 ふ く./, , ^たい /(-、 さあ. 御" M れ 

やくと、 敵 を まねきて ひか へ たり、 時に 貧 人の 方よ 

り、 赤 熊 かきみだし、 泥 脚 m 數を しらざる 武者、 かき 

竹に すが- >  て あゆみ 出で、 我身數 ならねば、 名乘 ると 

もよ も 御存じ は s< まじ、 一 生と- J ろ を さだめす、 - } 、 

にある かとすれば、 かし- 」 に さまよ ひ， 或 時 はまん ち 

うやき 餅の つ かみ にげ、 とびの 介と いはれ、 又 ある 時 

は、 毒魚の はらわた をし よくす るに、 一度 もた、 ら 

や、 餘 命の ほまれ あ b とい へ ども、 絕體 今： n にき はま 

b た. 0. と 云 ふかと おもへば、 たちまち 最後 を とげに 

ける、 拆も 甲斐な き 死 やう かなと、 後陣に つめたる 貧 

人是 をの. c こ ゑ 、大昔 あげ て 云 ふ樣、 遠 からん もの は 

ー1^:"にもきけ、ちか からんものは目にも見ょ、皮々 の ぬ 

すみに、 より 棒 どう ぼね に覺 えたる、 大剛の もの 、は 

たらき、 手本に せよ と、 せき ぞ ろに 打て か、 る、 心得 

た， 0 と 米 袋 を ふ， 9 ま はし、 請つな がしった、 かひし 

が、 敵 もみ かた も それうた すな、 是 うたすな と、 をり 

かさなって、 入 亂てぞ た 、かひけ る、 裸 il 方に かけ， ま 
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つて、 かま へ て 同士う ちす ベ からす、 腰に 木 札 あらば 

敵と こ、 ろ へ 、打取べ しと 下知 をな す、 貧 人 は 本より 

食 をお もくし、 命 を かるく する もの 共 なれば、 ふゆ を 

越 ゆべき けしきな く、 一  足 も しりぞかす、 の. 9 こえ は 

ね- 一え、 しのぎ をけ づ りめ んっを 割、 うちかぎ よ.^ も 

くわ ゑん を 出し、 愛 を 最期と 追 詰々々 戰 ひける 間、 長 

吏ゎづ かに 打な され、 南 を さしてお ちて ゆけば、 貧 人 

は 勝閱作 つ て 、木の 城に ぞ籠 b ける、 精惡は ほろ ぶる 

なら ひ、 邪毘 放逸に 曜飯 ばい 取し 者 共、 大半う たれ、 

貧 人い さみ をな しける、 度々 のた、 かひに、 大敵 をし 

. りぞ けし 事、 ひと へ に 裸が はかり 事、 いみ じき ゆ へ な 

.0、 むかし もろこしの 大王、 餘 多の 臣家を 愛し、 大國 

を 治 給 ふ、 其 比 四 夷ん 蠻蜂 起せし め、 大 sa^ 打れ 王 一 人 

のがる ベ きに あらや， -ヽ じがい せんとし 給 ふ を、 長子 

と 云し 賢人、 の こ， 0 と 5- まって、 さ ま AN い さ め 巾 、 

隣國 へ うつし 奉， り、 暫く 時節 を 窺 ふ 所に、 其 國の貧 人 

の 中に、 恩 t^L-- 云 武勇の 達者、 此 王の 爲に 城郭 を こし 

ら へ 、大^ を 催し、 一 一度 運 を ひらき、 本 國に歸 りた ま 

ふこと、 今の 裸が はた もき、 おも ひ 合せ てかん じけ る 

なり、 


〇齋 之 助 討死 五 器の 前 愁歎の 事 

打収 りし 首 ども、 裸實 見して 軍門に さらさせ ける、 巾 

にも 齋の介 は、 長 吏 方に かくれ もな き、 器量の もの 

にて、 文に もす ぐれ 武 にも 達し、 情の 道 も 深 か -、 りし 

に、 あ へ なくう たれて、 是ら 同じく さらされ ける、 愛 

に哀 成る 事 待， り、 いづく ともな/、 女 一 尺來， り、 ぉ齋が 

首 を ^  z: みて、 其 ま、 そこに 倒れ ふし、 箇程う V？ きゑ 

んな. い. - ばと、 雙を揚 て な げく あ b 様、 目 も あ てられぬ 

次第な り、 や、 ありて 綴の 釉 にて なみだ をお さ へ 、首 

をぬ すみて 代ち」 人、 足に まかせて 行く 程に、 秋の 初 風 

身にしみて 、無常 を しらす かねの 聲、 是 ぞ我身 の 上 寺 

町、 此世は 假の竹 柱、 菰を さる 事 遠から す、 火宅の 煙 

か は 、レジ やく  、末 の 願 ひ を ま っ屋 町、 いっか 弘誓 の 船 越 

町、 總 かの 娑^に 身 口 意の、 さはり か な しき 十 丁目、 

和 光の 影の いや 高き、 宮の 前， i は 巾せ ども、 あかい も 

くら 、， も 口 守し, り いで、 お 3! に まよ ふ めく  * らこ "で、 こち 

の 中間の 人 なれ や、 いつの 因果の むく ひぞ と、 いふに 

お も ひ を くら ベ 見ん、 我が 歡きは つ まき へ て、 二世と 

たのみ し 甲斐 もな く、 け ふより 後の か なしみ に、 何も 

お 慈 非 5 は郎 ざら ぬか、 おたすけ くだ さ れ ほとけ が ほ 、 


大き やう じ を もよ そながら、 拜み 中して 行く 釉の、 妻 

夫^と きくから に、 いと 3- 思 ひの い やま さり、 なみだ 

をみ ちの しる ベ にて、 天満 のす へ に 着きければ、 不食 

出 穴 > ^腹 寺 の 和- S と 申 て 、出 山 の釋迦 かげぼしの 再來、 

世に 又 わりが たき 御 僧 を、 導師に たのみ 申し、 なしの 

皮 かきの 皮、 靈供餘 多に そな へ をな す、 和尙立 出た ま 

ひ、 引導の 文に いはく、 

夫お もん みれば、 乞食の 一生 は、 星霜 をいたい き、 風 

雨 雪中に 膚を 資られ 、居 宅 三界に して 、火災 盜人 の 恐 

なきと い へど も、 是又 却て なきが くるしみ なり、 飢渴 

夢 を 破って むく 起に 起、 東西に はし. 北に いそぎ、 

あしたに 聲を あげ、 粮を 求む る に 得 ざれば、 ゆ ふ ベ に 

息づく 事、 た、 少 水の 魚の ごとし、 斯に 居て 何のた の 

しみ あらん、 正に 今 穢土 を 去 處の乞 は、 年つ もって 二 

十三、 嗚呼 短命 仕 合な h -、 頓に閣 魔の 丁に いたって、 

鬼  一 口の あが b 膳、 喰 ふ ベ き 者な. 0 とうん く、 な 無 

あみだ 佛/^ と 手 を 合せ 給へば、 妻女 もと もに 囘向 

して、 稲の 輪 あつめ、 一 d:^ の 煙 もろともに、 行方 しら 

やな， りに けり 、此 女房と 申す は 、橋 詰 殿 の 息女、 五 器 

の 前 と中 て、 寵愛 かぎりなく、 成 仁の 後、 いかなる 惣 

平 記 中卷  I  i, 


家 高位に もな り 給 ふべ きを、 會ぉ定 離の なら ひ、 此の 

姬 幼少の 時、 ち、 母 かつゑ 死に 給 ひ、 捨子に てお はせ 

し を、 贿 樣 のいた は.. >  にて、 かすかなる 御 住 ひ、 おひ 

や ものに て 過 させ 給 ひしが、 當年は 二八ば かり、 誠に 

やむ 事な き 御 有樣、 たけに 餘 し 赤 頭 は、 跟の 餅に み 

だれ、 楊柳の 風に 靡し つ いれの 粧ひ、 又 あるべし とも 

思 はれす、 過に し 寿 花見 風の 其と き、 日 南北 向に 出た 

• まひし 御す がた を、 齋の助 見 そめ 奉 、戀の やま， ふに 

胸 ふさがり、 思 ひに 絕 かね、 ひそかに 文 を まいらせ、 

1 首の 歌に、 

我戀は 5? 櫛の 閥に とめられて 

きみ を 思 ふ は 虫の 子の かす 

となん よみてつ か はしければ、 さすが 岩 木なら すし 

て、 つちの ふすまに 枕 をなら ベ 、偕老の ちぎり、 行す 

へ かけて たのむ らんに、 いく 稀なくて 戰 場に おもむ 

, き 打 れ ければ、 欵く もこと はりに ぞ きこ へけ る 、修 に 

は此女房も、長柄川へ身を投しと、後にぞ人の5^!£りけ 

る、 隔生即 忘と は 云 ひながら、 又 一 念 五お 生、 槃念 無. 

量 劫の 業 なれば、 泥 梨 八 萬の そこ 迄 も、 おなじ 思 ひ の 

くだされ ませい に 成 給 ふらんと、 哀れな h- しこと ど 
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下卷 

〇 種 無 城郭 を 出て 高 津へ責 寄る 事 井 くるまの 

0 ジ- 事 

かくて、 北 野、 堂 島、 野 田、 ふくし まの 贫人 は、 载 原に 

押よ せ、 責る といへ ども、 やうが ぃ强 ければ、 たいい 

たづ らに、城をなが めてぞ居たりけるゝそも^-隐原 

が 城郭と 申 は、 左右に 妻 夫 池 を 抱 へ 、東西の 水の 行 通 

ひ、 石が けにた、 みあげて、 大道 纔に ニ間餘 りなり、 

打 込の 軍 は、 道せ ま く  f -て なかく かな ひがたし、 汀 

はぬ まに て、 のか かぶ、 魏を植 たるが ごとし、 水 

の 眞中は 波高く、 靑 みだち て 年 ふる 鯰、 いけの 主と 成 

て、 人 を 取 事 すさまじ、 是又 渡る にも 叶 はす、 一騎 打 

なる 大道よ" か、 らんと すれば、 仙檀の 陰より 南北 

に 廻り、 左右の 池へ 追 落す、 た い 一 一河 白 道の こ 、ちし 

て、 非人 は 堀 詰へ 引に ける、 城の 大將種 無、 門口 六郞 

をよ びて 云け る は 、高津 の 歒 つよく、 大 坂の 長 吏 打 負 

しう へ は、 我 一 人に 責來ら め、 尤も 城郭つ よしと い へ 


ども、 小勢に て は 防ぎが たし、 山 田、 佐 井寺、 吹 田、 片 

山、 原 S 、垂 水、 三寶 寺の 野 臥 は、 今度 高 律へ もく は、 

らす、 又 長 吏 を もね たまや、 ロハ 明け くれに、 人 も ゆる 

さ ぬ 瓜な すび を くら ひ、 大根 を あ らし 、砲碌 うとき 豆 

噸て罷 有よ し、 是等を 招きて 礼 を とらせ、 . ^方の 勢 

とな さむ 問、 此旨 はからへ と 云 ひける、 門口 承って、 

在々 へ觸れ ける、 案の ごとく 雲霞 をな し、 我先にと 來 

,9 て、 皆々 末 下に ぞぐ しける、 種 無悅喜 限な く、 此勢 

にて 城に 籠り 益な し、 打て 出て 高津を 責めん と、 猶も 

勢 を 集け る、 長柄、 國分 寺、 本庄、 三番、 三つ 星、 十三 今 

在家、 此勢又 夥し、 其 外物よ し、 やくばら ひ、 都合 五 萬 

八 千 餘騎、 七月 十 n に 施餓鬼の 場 を 立て、 ながれく わ 

んじ やうの 旗 を さしあげ、 氣途 ば、 を 先と して、 天滿 

橋 を わたらん とする 折節、 あきしの や 外 山の みねに 

雲 か 、.9、 伊 駒が みな b 附を さそ ひければ、 つ いれ 水 

吸 ふう たてさに、 しばら/、 軍兵 ども を片 よせ、 種 無 橋 

の 下に 立 寄..^ ける 所に、 年の 比廿 ばかりにして、 つま 

さきこけ に耻 ざる 女 の、 かほ ももた げすな き 居た 

b、 種 無 ふしぎに おも ひ、 子細 を たづね ければ、 はづ 

かしな がらみ づ から は、 いざりの. 君に そひ舉 b 、さよ 


の まく らを か はし まの、 くるまの； 一 则と 申に て さ ぶら 

ふ が 、片輪ぐ る まの やるせなき、 浮^ を うらみた まひ 

て、 い ざり どの は 唯今 身 を なげ させ 給 ふに より 、あ ま 

b にかな しく、 片時の 別れ をな げき さぶ らふ、 一 村雨 

の 雨 やどり、 ； 河の ながれに 身 を投 ぐる も、 皆是 他生 

の HIS^ にて 候へば、 なき 跡と はせ たびた まへ と、 かた 

り も あへ す北ハ に 身 を ぞ なげにけ る、 種 無 は つと おど 

ろき、 引 あげん とし けれども、 逆卷 水の そこに 入て、 

こもの かたち もなか，.^ け，.^、 = 比 愛に 住みた まふと 

覺ぇ て 、橋 柱 にに じり 書きの 筆 の 跡、 吟 じて 見れば、 

すね こしの かな はねば こそい ざり なれ 

かな は いなど かう き 化 ひせん 

と 一 首の 歌をぞ のこしけ る、 稲 無な みだに くれて、 哀 

を 催しけ る 所に、 晴天 萬 里の 空と なり、 日影 か いやき 

ければ、 軍の 門出よ しなき 事に、 氣を うつしけ るよ と 

橋の 下よ. 0 立 あが. o、 軍兵 ども を 引ぐ し、 大 江の 坂 を 

のぼ.. > に 、高原に ぞ 着きに ける、 然る. 處に、 先 死 をの 

がれた る 三 長 吏 も、 重ねて 大軍を 催し、 やれ あみ 笠に 

鍬 形 打て、 蜜枇 籠の ほら かけ、 かますの 楣を 一 面に も 

たせ、 同じ 所に 陣を 取.：'、 種 無に 對 面して いはく、 度 


度の 鬪 ひに、 味方 一 度の 利 を 得 やして、 却て 貧 人 ばら 

に 追 立ら れし 事、 乞食 冥加に つき たると 存候處 に、 

只今 大軍を 催し、 御：：： にか、 る 事、 長 吏 中間の 緣 つき 

すと かた. 9 ければ、 種 無 もと もに、 天 滿の難 義をぞ か 

たりけ る、 拆 いくさの しゅう、 いかいす べきと、 評定 

と り A\ なる 處に、 祭 太郞家 次す、 み 出て 中け る は、 

軍の なら ひ、 負る も 時の 運に て 候へ ども、 兩三 皮の 鬪 

ひに、 みかた 大きなる まけいた し 候 事、 ひと へ に 貧 人 

を あなどって、 いくさ だち の あしき ゆ へ と ぞんし 候、 

高津は 日本 第 一 の 名 城、 殊に 大將は 大剛不 雙の裸 一二 

郞、 謀の いみ じき 事 は、 黄 石 公が 虎 をば くす る 手、 張 

子房が 鬼 をと ひしぐ 術、 大敵 を 見て おそれざる も 

の なれば、 又い か 成た くみ か 候らん、 此城 ちから 貴に 

はかな ひ 候 まじ、 せんする 處は、 四方 取卷、 ほし ごろ 

し に. 被レ 成、 し か る ベ しと 中 けれ ば、 長 吏 い づ れも、 此 

義尤と 同心して、 東西^北 を かため、 夜 H を 明せ ど、 

城に はこぬ か、 茶が す、 雑な 杉菜、 兵粮い まだつ きざ 

れば、 落つ る氣色 はな か b け，^、 よせ 手長 陣に返 屈し 

て、 後に は帶教 とき、 ゑの ころ だきて ふす *^ あ，^、 魚 

の 頭 を 跡 先に はって 、勝負 を * 」 の む^も 有、 鼻紙 もら 
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： い、 はな をに 組つ け、 草履の ひげ をむ しる も あ.^、 或 

は 法界の 食 を楚ぁ ひ、 又はと ぶろ くにくら ひ 酢て、 中 

間. 1- 嘩を する も あ.^、 軒の 下に は、 あだ やかましき 聲 

あげて、 やん れ たまば この、 みちの み. ちた る 御代 なれ 

やと、 つ れ はな だ つ て う た ふ も あ，^、 さ ま ^に e:  □ 

をく らして、 びん ぼ 神 も 出 雲た も 、十 ：！： に 至て 天 和 元 

- 年と ぞ 成，.^ にけ る、 

一 ： 〇 道 願より 棒に 驚き 名歌よ む事幷 龍が しらに 

たまし ゐを失 ふ 事 

其比隊 行の 沙門に、 近 願と 云 ふ 僧 あり、 一 衣の 破れた 

るに、 たゝ き が ね iiH に か け 、五 器な ぐる ま、 の 世の中， 

と 無常 を 鋭 じ、 人の 軒 を 庵と し、 起き ふしこ、 ろ やす 

く 住みた まふ 、誠に 大隱は 市中に 隱る、 理に覺 え、 あ 

.9 がた か. 0 ける、 或 "お ： 體の空 敷 事 を うれ ゑて、 上 町 

の 愛宕へ 詣で、 一 七 U 旣に 下向の 折、 俄に 東西 かきく 

れ 、 黑-ャ 二 を はやめ、 時雨 なりわた..^ ける、 暫ら く 晴 

間 を 待て 出け るに、 タ：： r に替る もな く、 次第に 闇く 

なりて、 行 先步み をう しな へ，. >  、道 願 心に おも ひける 

は、 れも 旅、 かへ る もた びの 我に して、 何國 とま りと 

定めねば、 本より 草 むすびた るい ほ.. - もな し、 今宵 は 


, 三 19 十二  

愛に 明 さば やと、 軒の 下に 立 寄れば、 とがむ る 犬の け 

はしく 吠て、 飛 付ば かりなれ ど、 丸 寢の夢 を むすびけ 

る、 此 家の まる じ、 犬の しきる に 目を覺 し、 棒 引 さげ 

表に 出、 道 願 を 見 付、 き びし く 追 立てけ る、 是非な く 

そこ を 立 さまに、 一 首哀 れに きこ へけ る、 

夜もすがらと が むる 火. はさ もなくて 

あるじの 棒に おそれけ るかな 

夫よ， 0 所 を かへ て 、舍， 0 を 求 めけ るに、 二、 かしこ 追 

立ら れ、 道 願ね 所に ま よ ひ、 遙と もしび のかす かな る 

にたより て 見れば、 お だれな しのす ぬり だて、 不 破の 

關展 にあら ね 共、；；：！ には馴 て 雨 を ば に /、 む、 収 ふ き の 

風 待 やねの まばらな るに、 くれと V め 落 か 、，. ^、軒の 

しのぶ も- 賣 けんに やの りぬ らんと おも ふ 小 借屋な 

,9、 是に明 さば やと 立 寄りし が、 又 追 立る 事 もやと、 

うす t+: の 破れよ，^、 內 の 榛子を 見 ると ひ としく、 氣 も 

魂 も 消^て、 道 願 生ろ- 1 、 ち もなか.^ けり、 や、 有て 

心 を しづ め、 よく/^ 見れ に、 はじめ おそろしと 思 ひ 

しもの は、 龍頒 をいた J> きたり、 弓 手の 方に は大黑 

舞、 め 手の 方に は總髮 の 男、 紙子の 折 H 高く 破れた る 

を 着し、 扇し やくに 取て、 さしから も謠ふ ベ き氣 色に 


ひかへ た. o、 其 次々 に は、 ほの ない 茶宪、 かけ 天 目な 

ど 見へ た.^、 時に 宿老の 龍； § がいはく、 我 毎 = 病人の 

耳を噪 がせ、 子供の 晝寢を 魔 やかし、 數 年の 大鼓に 世 

を やすくお も ひし 處に、 今 此飢链 た へがた く、 うでに 

眛の なき ゆ 人 、大鼓の ぶち あがらす となげ きければ、 

大黑 舞の いはく、 龍 頭 殿 は、 春夏秋冬の 隔 なければ、 

さも 有 まじ、 我 は 七福神の 中に も、 一 に 懐 を ふまへ、 

諸人 愛敬お ほしと いへ ど、 正：；^ 過れば 人 用 ひな く，， レ 

て、 猶た へがた しと 云、^ 又 紙子 男の 曰く、 我 観 世の 

ながれ を 汲て、 大道 をせば め、 音曲 ひ V かす 處に、 近 

年此 類お ほく、 人^うと み 果た.^、 然るに 今 改元 あつ 

て、 天 和に 成 こ そ 安樂の 左右な. - 、其 子細 は 、天 和の 

文字 二人 や はらぐ と 云 へ.^、 上 君 ほの 德 高く、 天地の 

一 一 つ 和らぐ 時 は、 五 H 十 m の 風雨 枝 をなら さや、 萬 物 

實 のりて、 いよく 五穀つ きす、 下にて は 貧 人 乞 食 の 

意趣 もなかる ベ しと、 いふかと おも へば、 俄に 風 も 吹 

かぬ に、 摺粉 木な り 出、 味噌 こし 動き、 三 熱の 火の 尾、 

なべ の 下に もへ て、 り <\ "にう せければ、 夜 もし. 

らしら と 明けて、 道 願 軒の 下よ b 出に け ，0、 

〇 つんぼ 同心 頓死 蘇生 之 事 井 非人 乞食 萬 歳ら 

貧 人 太平 記下卷 
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同じ 比 又 ふしぎの 事 あり、 つんぼ 道心 求不 得と て、 た 

つと から ざ る $E のゐ、 まして、 身 は五獨 のち， 0 に まじ 

は.^、 心 は 三 毒の 霧に もけ がされ、 行 業不 返の 念佛ゃ 

かまし く、 扣 きがねの ひいき、 へきら くにこた へて、 

かみな..^も而を耻、 朝寢の 邪魔と なりた まふ、 此の 

僧 頓死して、 俄に ゑん ま 王せ；： にいたり たま ふ、 第： の 

冥官、 一 人の 倶生神 を 添て、 此 僧に 餓鬼道 を 見せた ま 

ふ、 愛に やくれい でん と 書き た る 額 あり、 つ ん ぼ是 は 

いか 成 所に て 候ぞと たづ ねければ、 倶生 神の rn  く、 是 

こそ 倒れ 死の 貧 人 る 所 也、 魂 は 冥途に 來れ ど、 魄は 

婆に のこって、 來年 疫-! となり、 不善の もの 病 死す 

る 寧 夥し、 汝は e わぎ 婆^に 歸っ て、 根 をす 、む. ぺし 

とのた まふ を、 耳娥 けて 聞く と 思 へ ば、 忽ち 蘇生して 

十 方に 觸れ ける 問、 町々 小路々々 に 至る まで、 粥を燒 

く 事 すさまじ、 杓より 落る 白 かゆ は、 那 知ゃ箕 面の^ 

の ごとし、 大道に こぼれ わたりて きらめく 寧、 月 を あ 

ら へ る 波の ごとく、 衣食住の 三つに はなれし もの、 是 

に 寄る 事 あげて かぞ へ がた し、 然る 間、 高津の Ssf もた 

ちまち やぶ れ て 、贫人 乞 食 屮をゃ はらげ し 事、 2； 化 ひ と 

—一：； 百 十三  HI 
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へに、 天 和のと くに ぞ有 ける、 五穀 成就して、 一寸 八 

分の 米此 時に 見 そめ、 大根 ふとく かぶら 一 つ を さし 

荷 ひ、： 栾の春 を 冬に 見る、 非人の ゑよう、 めんつに 

ま き繪を か、 せ、 乞食の 打 かぎ 、金 ご しら への 銘のも 

の、 美服 御法度の 緒 を 着し、 のべ より 外の 紙 を ひろ は 

や、 あがり 膳の すて 所、 T 々の 迷惑、 番の 乞食 は 引 幕 

して、 港將恭 にて 勤めけ. > 、天 王 寺の 片箸 は、 料理 ご 

のみに H を 慕し、 道頓 堀の 竹垣 は、 す  >  みの 亭 にぬ 

剛、 無常の 煙よ そに お ほた せ、 とび 田の 仙檀萬 歳樂を 

謠へ ば、 妻 夫 池の 波 は 鼓の 聲を 出し、 乞 非の 世に こそ 

な.^ に けれ、 


貧 人 太平 記 終 
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水鳥 記 序 

つれ <^ なる ま、 に、 m ぐらし さ かづ きに 向 ひて、 心 

のうつ る ま、 に、 よくな し-. m を そ- J はかと なくの み 

つくせば、 あやしう こそ 物く る おしけれ、 い で や 此の 

世に 生れて は、 下戶 ならぬ こそお のこ はよ けれと、 よ 

しだの 兼 好が いひ をき し、 とかくの む ほどに、 上戶の 

名 はたった 川、 もみ ぢ葉 をた きて 酒 を あた、 め けん 

も、 いづれ われらが 先祖と かや、 その子 孫と して 今 樽 

次と 示現し、 酒の 綠起 を尋 るに、 異國 にて 杜康と 云 ふ 

人の 妻、 癸 酉の 年 はじめて 作. 5 そめければ、 三す いに 

酉 を かきて さけと よ む、 是を 水鳥 の 二 宇に 通用し て 、 

かく 名 付 たるべし、 今 此の 品々 を あら はす も、 酒の 一 

字 を ひろめん が爲 也、 是 かや 釋尊法 華 八 軸 をと き 給 

ふ も 妙の 一字 をのべ ん爲 め、 それ は； 切 衆生 墮獄せ 

ん事を かなしみて、 成佛 なすべ きため の佛 法、 是は遍 

の下戶 共の 吞 ざる 事 をな げきて、 上 11； へ 引い れん 爲 

の 酒 法、 かれは 天竺に て释 尊の じひ、 是は 吾が 朝に て 

搏. fj- の 情、 國 こそち が へ、 世 こそ か はれ、 人を敎 化し 

て 民 をす くひ 給 ふ 方便 は、 瓜 を 二つに 割りた る ごと 

！ ：  水鳥 


く なれば、 何れなら 漬の類 共 思 はる、、 其上佛 法に 

は、 飲酒 戒 とて 酒 存む事 をい ましめ けれ 共、 天竺の 末 

利と 云 ふ 女人に は 、釋 尊み づ から 酌と つてし ゐ給 ふ、 

我 はして 人の ぼらけ やきら ふらんと、 世俗の にに 

た る 敎 化な れば、 用て せんなし とて 、贵^ 高 僧よ b あ 

ひ、 終に 此戒 をのみ やぶり 給 ふ はだう. -、 か/、 五戒の 

うち 一 かい やぶ.. >  ぬれば、 あと は 四海な み しづかに 

て、 國も おさ ま る時津 風と 、、つた ひたの しめる も 、是 

れ みな 水鳥の わざ なれば、 かく 名 付： £^ ると ぞ、 
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水鳥 記卷 之 上 

一 、大塚 地黄坊 由來幷 酒の 威 德の寧 

を よそおろ かなる 心に も、 十八 公の いとく をかん が 

ふるに、 とこし な へ にいろ を へ んせ す、 君子のと く を 

あら はす 名木 なれば、 しもばん みん にいた るまで、 め 

で た き ^il- の み 松 の 御 ぼ と か や 、 さ， れ ば た み の か ま ど 

にぎ は ひける によ 、家々 にしゅえん のこ ゑ、 是ぞま 

ことに 天長地久の ためしなる ベ し、 かく 御代 もめで 

たき ゆへ にや、 こ、 にせんだ いみ もんの 大じ やう ご 

一 人出 來す、 武州 江戶大 塚に きよな うして、 六 位の 大 

酒官ぢ わう 坊樽 次と ぞ 名のりけ る、 ゆらい をく わし 

く たづ ぬれば、 HI も晉 の..^ うはく りんが こんば く、 今 

わがて うにと びきた 、たるつ ぐと げんじて、 一 さい 

しゅじ やう を. )と< ^くじ やう ごに ひきいれん ため 

の はう ベ んに、 か. 9 にあら はれ 給 ふと かや、 そ も 地 黄 

とい ふやく しゅ は、 さけに ひたりて、 てっき をい むく 

す.^ なれば、 われ も そのごと く、 朝暮 さけに ひたれ 

北，、、 て つきに あたる はきら ひとて、 ぢ わうようと は つ 


かれた..^、さて っねにかしこまらぬ人なれば、ろくに 

ばか b おる ぞ とて、 ろく ゐ の大 しゅく わんと ぞ 申け 

る、 いにしへの 大 しょくわん、 それ はかまた b 氏、 今 

の大 しゅくわん、 これ はかん なべう； f にて 重代の 大 

議 有，. させの まふと い ふ 心に や、 蜂に 龍 を 緒が いたれ 

ば、 すな はち 綠 龍の 大 盡とぞ ゆ ける、 しかるに 此のお 

きな、 あまたの 男子 を もた る、 一 ー郞 は太郞 にもす ぐれ 

てよ くの めば、 そしな がらそう. 9 やう をつ ぎ、.. 家の な 

がれ を も 子孫まで くみった ゆ ベ き き やうせ とて、 

忝 も 此の 大義 を 二 郞にゅ づり給 ふ、 此の さか づきの 

なら ひに て、 ュ、 しそう. 9 やうの わかちな く、 た いつよ 

からん のに、 ゅづ. ^きたった る 例 なれば、 太郞 もう 

ら みは ある まじい と ぞの給 ひける、 されば 此の 道 を 

たのしむ 事、 樽 次の みに も あらす、 いこくに も 孔子と 

い へ る 聖人 は、 た いさけ はは かりなし との 給 ふ、 又 白 

氏 文集に は、 たと へ 死後に こがね を もて 北 斗 を さそ 

ふと も、 生前 一 襟の さけに はしか じと いひ、 林 和靖は 

胸中の あくま を かう ぶく せよ と 詩に つくり、 越 王 is- 

踐は簞 膠 を 河に なげて いくさに かち、 そのう へ 酒 は 

百 藥の長 とてよ ろ づの藥 にもす ぐれ b と前漢 にあら 
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siH 十七 


水. S3 卷上    一二 lei 'ヌ， 


ややむ ベ なる かな、 玄冬 そせ つの さむき H に、 これ を 

あた ゝ め て 用れば、 たちまちに 身 も あた、 ま. 9、 しら 

雪の ふる を 見ても 春の 花ち るかとう たが はる、 又 九 

夏 三 伏の あっき U に、 かれ を ひやして もて あそべ ば、 

その i.6 ゝは こへ もす いしく、 木々 のこす る， もみち す 

る、 秋になる か となぐ さまる、 かほ どめで たき 御酒な 

れど、 えんな き 衆生 は 下 と 生れ、 此のた のしみ に 

も、 はづれ ぬる こそむ ざん なれ、 

二、 大塚地 黄 坊榑次 そこ ふかい 一門に 吐血 さ 

せ 給 ふ 事 附底深 ふく， 9 うの 事 

さる ほどに 樓 次の 酒 法、 をん ごく はたう にい たるま 

で 、- -と. /(\> くる ふせし かば、 をよ ぶ も をよ ば. ざ.. 9 け 

る も、 みな 此のみ ちに きふくして、 なびかぬ 上戶 はな 

かりけ り、 され ども こ 、に、 搏次を あざむく ほどの く 

せ もの こそ 出き たれ、 たと へば 武州 橘の 郡 川 崎の し 

§くょ.，^ニ十町ばか.0ゎきに、 弘法 大師の 自作の 御 

ゑいた ち 給 ふに より、 大師が はらと いひった ふと か 

や、 この 村に 池 上 太 郞右衞 門 尉 底 深と て 無二無三の 

上戸 有、 我 は 唯我獨 酒と 披露して、 きんが うの 水鳥 等 

を こ. (^くし ゐ ふせ、 くが の疆々 と おごりし 听に、 


出 下作 內 とて そこ ふかが いとこ あ. o しが、 ある 時 江 

R あか 坂に て、 ぢゎ うばう にさんく はいして、 其 座よ 

^血 を はきながら、 s '板に のりて か へ b け， o、 又 そこ 

ふかが おいに、 いけがみ 三 郞兵衞 とい ふ もの、 りうぐ 

はんの しさい ありて、 めぐろ に參. 5、 その かへ さに、 

かの 地 黄 坊に寄 あはせ、 是れ もお なじ やうに， i けつ 

して、 そんめい ふぢ やうの ていな れば、 そこ ふか 大き 

によら をた て、 こ. >» にて は; i:- わうよう、 かし- J にて は 

たるつ ぐと なの. o、 それがしが 一門ら に、， g を はかせ 

ぬ る こそき つく わい なれ、 いか さま その 御坊に も、 血 

を はかせて くれん とて、 嫦螂が をの を いから かし、 

よ. oiTS つ， こちけ る：^:、 - - まい： ふ， つと く. （) ゆと い 

ふ もの、 も \ にいで ぬれば、 れ うぢの ためとて、 その 

日の かどで はやみ にけ b、 

三、 齋藤 傳左衞 門忠吞 か へ . ^忠 して 大塚 へ 飛 

札 を さ、 ぐる 事 附同返 簡の事 

こ、 に 齋藤傳 左衞門 尉た いのみと て、 底 深が たにて、 

み.、 ふ v^,?,  一り とい ふ^-卜さよ. フす、 ささよ 

町ば か h- わきに てぞ 有け る、 日 比 そこ ふかに ふた 心 

なか. 9 しか 共、 今度 心が は hs し、 大嫁 へち うしんの 飛 

水鳥， 吒。 卷上 


札 を さ、 げ ける 、それ を いかにと いふに 、营 村の ぢぅ 

人 佐 保 田の それがし 醉久 がつ ま は、 忠乔 がめ いに て 一： 

侍， 0 しが、 ひと、 せもつての 外な やみ、 すでに 玉の を 一 

もた えなん と 見えに ける 時、 樽 次 不老不死 のめう や 一 

く を あたへ 給 ふゆへ、 からき 瀨を ものが れつ、、 松壽 一， 

の 千と せ を も あらそ ふけ は ひなれば、 かの かた 搏次 j 

ならで よと、 もて is やしけ るに よ， 9、 中 511^ も j± ^のしよ 

えん に ひかれて 、搏次 に きふぐ し、 底 深く はだて を 有 

のま、 に、 はや； にて ちう しんす ると ぞ閜 えし、 かの 

飛札 大 つかに つ きし かば、 樽 次と つ て 披見し 給 ふ に、 

其 文に いはく、 

潜に 愚 札 を さ 、げ 奉り 候 于玆池 上 太 郞右衞 門 尉 底 

深と い ふ 者 大師 河原に 住居し 唯我獨 酒と 法 を 立夏 

は 庭前に 池 を ほって 酒 をた、 へ かう ベ を かたぶけ 

てこれ をのむ たい 夏の 梨が 酒 池牛飮 ともい つつべ 

し 冬 は 酒 を あた ゝ めて 桶に 入 舌 を たれて これ をす 

ふたと へ ば 大蛇が みづ うみ を ほす に - 1 とならす し 

かの みなら や 大盞を ひつ さげて きんが う を はせ め 

ぐる 間 そくばくの 水鳥 等み なかれに 歸 服して 樓次 

に そむく 者 多し あまつ さ へ かの 一 門 等が ちじょく 

三百 十九 
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をす、 がんた め 近 H 大 塚へ 參 入いた すべき 風聞 あ 

はいか リ ながら 御 思案 を めぐらさ るべ く 候 注進 

の狀如 t 件 

安元 年 八 三 口 

大塚地 黄 坊搏次 公 御館に をいて 飯 嫌 殿御 披露 

南河！^-住人齋藤傅左衞門忠^；^：とぞか い たりけ る、 

樽 次 御らん じて、 是は 一向 氣 もさん せぬ 事 かな、 さ， 5 

ながら、 此の 箏 ゆるがせ にして は あしか.. >  なん、 あす 

はとら の 一 點に うつたち、 さかよ せに して こそ、 せう 

ぶに はかつ ベ けれ、 まづ へんさつ 有るべし とて、 うす 

やみに ぞか 、れ ける、 

ゾ お札 到 來-冉 三 披見せ しめ 候よ つて 大師 河原の；？ フ 

人 池 上 太 郞右衞 門 尉 底 深 かたじけなくも 唯 我獨酒 

と はき か へす のみなら す 夏の 梁が 酒 池 牛飮を まな 

び 近鄕を はせ めぐる によって そくばくの 水鳥 等 我 

に そむいて かれに したがぶ よし 歷刼 不思議の 珍事 

な， o、 あまつ さへ かの 一門ら がち じょく をす、 が 

ん がた め當 地へ 入來 せんと ほっする の條 是非な し 

さて 底 深 一 門 わが 宿所 へ と， こみな ば當 座の つ い 

え 後：：： の內損 かたぐ もってめ いわ. くに 及ぶ べし 


 三 la 1 -寸  

これによ つて 恩 案 をめ ぐらす に 大師が はらへ さか " 

よせに をし かけ 勝負 を けっすより 外 は 他 _ ^これな 一 

し是れ 人に さきん やる の はかり ごとに あらす ゃ猶 

そ の 節 あ んな いせら るべき ものな b 

同 ra^H 齋 傅左衞 門尉忠 1^^ 殿へ の返簡 

大塚地 黄坊搏 次と ぞ かき 給 ふ、 

四、 撑次 道行の 事 

さる ほどに 搏次 は、 つまの 女房に ちかづきて、 我 此の 

あかつき 大 しが はらへ 參 hv さ ふら ふべ し、 それがし I 

何事 も 候 は や は 、來： ：：： はじめの 比、 たよ，. >  の 文 を參ら 

すべ し、 もし 其 比し も 過 ゆかば、 うき 世 は 上 戶 のなら 

ひに て、 さか づきの 露し もときえ うせぬ るよ とお ぼ 

しめし、 古酒 をば たむ けて たび 給 へ、 いとま 申して さ 

らばと て、 じたいが 樽つ ぐ は、 こせう そだちの 人 なれ 

ば、 からき たぐ ひ を あつ めつ  > 、す いづ、 の 重に こめ 

をき て、 まだ"；^ くらき に大 つ .？ 'を、 立 3:^ じゅけ よほど 

もな く、 い つも さかて をお ひわけ の、 宿 を もはやく う 

ちす ぎて、 - J  b せで さけ. を も， OH^ じゅく、 それより も 

ほんが うど を b にさし か \ り、 ゆし まに なれば、 しん 

しんた る 森のう ちに、 いら か をなら ベた る しゃだん 一 


有. o、 たるつ ぐ 馬 かた を 招きつ、、 是れ はいか 成る 神 . 

ぞと いふ、 是れ こそむ かし は卒 親王 將門、 今 はかんだ 

の 明 神と あら はれ、 マ さい 衆生 を さいどし 給 ふと こ 

た ふれば、 樓 次な、 めなら すよ ろ- -び、 ひや にても み 

きなら ばいた  > かんに、 かんだ ときけば うれし やと、 

馬よ， 0 はやく とんで おり、 しゃだんに かしこま，：^、 そ 

もみ. つから をば いかなる ものと かお ぼす らん、 大っ 

かの ぢゎ うばう 樽 次と はわが 事 也、 いづれ の祌 のぐ 

わんよ， 0 も、 か ん だとき けば たのもし や、 今度 大 しが 

はらの せ.. y あ ひに、 御 はう ベ ん あれと、 ふ かくき せ い 

を かけ 給 ふ、 まづ しょぐ わん じ やう じゅの けいやく 

に、 御酒 をいた 一き. & さんと、 內陣 へつ、 と 入り、 神 

前 を 見 給 へ ば、 げ にも 錫 ありす いならば、 ふれと いふ 

事に やと、 さい 三 ふれ 共 酒 はなし、 樓次 あきれて 物 を 

もの 給 はや、 たいうた ばか..^ ぞ よまれけ る、 

當世 は祌も いつはる 世な りけ り 

かんだ とい へど ひや 溏も なし 

かやう につぶ やきつ 、、駒 引きよ せう ちの. 0 て、 すぐ 

に 行く と は 思へ 共、 いつのまにか はす ぢか へばし を 

も 打 わた b、 また 夜ぶ かく もと をり 町、 さかなや はさ 

卷 上  . 


まん 二 ほんばし、 つまれる 人の さ かづ きを、 すぐる は 

是れぞ なかばし と、 ゆけば ほどなく、 はや 新よ し - に- * 

b ぬれば、 增上寺 も 見えに けり、 あの 御寺の そのうち 

に、 いかほどつ よき 上 戶 たちの、 そ もた くさん にある 

らんと、 心に しみ てし ゆせ う 也、 しばし は こ、 に しぶ 

ざ かな、 かす をつ くして めす ほどに、 す いづ 、の內 も 

みなに 成る こそ かなし けれ、 さらば 是れ よりい そげ 

と て 、駒 を は やめて う つ ほどに 、を とに の み 聞し しな 

川 にもつき にけ り、 まづ 弓手の かたに は、 まん/^ た 

る 海上に、 のぼれば く. たるれ うし 舟、 あなた こなたと 

こがれ ゆく は、 なみまに もの やお も ふらん、 冲に はか 

もめ むらが b て、 たつ 波に 身 を まかせ、 ねぶ. 0 を もよ 

ほす 有さ ま を、 しづかなる ことわれに にたりと、 山 谷 

が 筆の す さび、 今 こそ 思 ひ しられた れ 、； itT 手 に は 大山 

つ いきたり、 あらお もしろ のかいだ-つや、 浦 山 かけた 

る 名所 なれば、 わがて うは さて をき、 说土 天竺と て 

も、 かほ どの 見所 はよ も あら じと、 一 しゅ はかく ぞゑ 

いじ 給 ふ、 

ゆんで は 海め てに は 山が そび へた.^ 

うら 山し とは是 れ をい ふらん 

、 三百 二十 1 
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山に 山が かさなりて、 大木 は數 しらす、 えだ をなら ベ 

^！^^をた 、み、しげ.0'ぁひたる其の中に、見てさ へ もう 

れ しき は、 まづ われに 酒 をし ゐ の 木 や 、こよ ひのと ま 

b に 上 S 'ばかり あ. 0 のみの、 下戶は ひとり も 梨の 木 

の、 名 をき くもい やの もちつ 人 じ、 い つ さ て 酒 も， 9 に 

あ ふちの 木、 あくじ をば みな 下戸 共に ぬるでの 木、 わ 

れ をば 酒 やの かたへ ひいらぎの、 下戶 のまへ をば も 

はや 杉の かど、 上 II； は 我 を 松原の、 しそんまで 酒の む 

事 を ゅづり はや、 なら は ^下戶 も 上 になら の 木の、 

さかて を やすくうる しの木 も 有、 下 はは ぢを かき 

の 木の、 我らが よは ひ はなが/^ しく も ひさ、 ぎの、 

思 ふ 事 はおつつ け あすなら ふの 木 も 有， „^、 女 三の 宮 

に 心 を かけし、 その ゆかりに あらね 共、 人に かね を か 

し は 木の、 金銀 たくさんに 黐の 木 なれば、 物 を 杏す る 

人 もなくて、 いつ も 心 はさ はら 木 や、 われ はこ 、まで 

も はる ときわ だの 木 かなと、 にが .c しく も 思 

ひしに、 やがてい つき をた いぢして、 大 つか へ 楓の木 

こそうれ しけれ、 およそ 江 In' よ. o- 川 さきへ 四 里 半と 

き 人 つ るに、 く b の 木 ある はふし ぎ かな、 げに 行きて 

か へ. 0 たる 名なる べし、 あ 、おもしろの 道す がらと、 
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むか ふ をき つと 御らん やれば、 一町ば かりさき にわ 

坂 を かたどりて、 小 家 ひと つ ぞ 見え にけ る 、樽 次 あれ 

は 堂か宮 かと 往還の 人に と はせ 給へば、 あれ こそ 此 

の ほどいで きたる ちゃ 望に て、 もちな とも 候へば も 

ちゃ 共申ぞ かしと こた ふ れば、 搏次聞 召、 酒 のせう ぶ 一 

を のぞみて 出る かどでに、 もちやと 聞 こ そ不士 n なれ 

と 思 召、 いかにた び 人、 たと へ もちやに てもち ゃ屋に 一 

て も あらば あれ、 坂に い へ を 立 たれば、 さかやと こそ 一 

はいふべ きに、 御へ んは ふかく じんかな と、 とがめら ： 

れ、 けう さめが ほに て にげに け.. 、その まに かの 小 家 - 

もち かくな り れば、 むまよ. 0 おりて、 一 しゅ はかう 

ぞき 二、 ん ける、 

なにし おは  >  い ざこ と 問ん 茶屋の か ゝ 

わが 思 ふ 酒 はあり やなし やと 

と 口 ひき 給へば、 ちゃの かゝ もと b あへ す、 . 

めに は 見て 手に もとらる、 まの. 21 の 

かんろの ごとき 酉に ぞ有 ける 

樽 次 此の へ ん かにめ で、、 おくのまに 入り 給へば、 芝 

ざ かなに てうし を そへ て參ら する、 是れ はふな か 何 - 

ぞ との 給へば、 ちゃの か、 とりあへ す、 


しな 川に のぼれ はく だる ふな 人の 

ふなに は あらね どし ばし のめ 君 

かやう に 申つ 、、いろくの めいしゅ を、 遊君に しゃ 

く とらせて ぞ出 しけ る、 もとよ.. 0 北の 上ら， フ、 しな 1 

の はま そだち なれば、 品々 にし ほの ある は. たう. 0 也、 

はだ へ はしろう して、 ふるしら 雪の ごとく なれば、 誰 

もよ. 0 そ は い きえぬ べし、 その 立 ふ る まふ 有さ ま は、 

楊柳の 風に なびく が ことくに て、 かいだう 一ばん の 

花 なれ ど、 わが まゝ にならねば、 あら 二 九の 十八ば か 

5 と 見 へけ るが、 赤地の たん ざく を持參 して、 まこと 

や 一 じゅの かげに やど *0 事 も、 他生の えんと き/、 時 

は、 すゑ まつ 山の わすれがたみに、 はづ かしながら も 

一 筆と す s-.^;- を そ へ て-^ らす る、 搏次 につ ことうち 

わ， りひ、 やさしく もき こ ゆる 人の- J との はや、 とても 

筆 を そむるならば、 御み のな を ものせ ぬ ベ し、 何とか 

申す と 有ければ、 かすな ら ぬ しづ が 身 は、 さ して ベ 

き 名 も 候ら はや、 木の 九 殿に も あらよ, J そ、 なの， 0 も 

せめと て、 うちかた ぶける 有さ ま は、 しがから さきの 

ひ； -っ 松、 た いつれ なう 見えし かば、 擦 次 はいと  > あ 

こ 力 わて 、風 は ふかね どくす の はの 、うらめしき 人の 


ふせい かな、 むかし 齋 藤べ つとう さね も. 5 こそ、 なの 

れ/, -1 せ むれせ r っゐ にな のらぬ と 聞て あ..^、 今 そ 

こに もな の， 0 給 はぬ は、 もし 實 盛が ゆか. にても ま 

します か、 しからば びんの かみの はくはつ たるべき 

に、 くろき こそ ふしん なれとの 給 へ ば、 さすが 上らう 

も 岩 木なら ねば、 はやうち しほれ たる ふせ いに て、 い 

ま は 何 を か つ、 むべ き、 そ もみ づ からと 申 は、： のし 

な 川に ながれ をた つる もの なれば、 かみより くだる 

人 もい なかより のぼれる も、 やなぎ はみ どり 花 はく 

れなゐ の、 いろ/^ にて う あいして、 た 3- いとおしき 

とのみ 有し かば、 すな はち お いと、 申と なの. 0 けり、 

櫞次聞 召、 されば こそ さいせんよ. 9、 よし 有 ふせいと 

は 見て 有 をと て、 すみす b ながし 筆 を そめ、 な b 卒の 

あづま 下. 0 思 ひ 出て、 

いと > しく 過 行く かたの こ ひしき に 

.o--b 山し くも to まる ふで. JZ, な 

と 小 野に て はな けれども、 道 風，？ つに さっと か、 れ 

ければ、 かのお いと も へんか 申さん とて、 

いとに よる 物なら なくに わかれ； りの 

> ひ ぼ そく もお も ほ ゆる かな 
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是れ はきの つら ゆきが よみし 歌 なれ ど、 ついでよ け 

れ はい まぞ思 ひでの、 しな 川の しな- -t- に 情 を かけ 

て も. り こぼせば、 增次 もうち とけて、 天に あらば ひよ 

鳥、 地に あらば れんがく くわん とちぎ り つ 、、心 も 次 

第に みだれがみの、 なが くしくも のむ さけに、 やう 

,^ ぐ じこくもう つ. o、 ゆ ふ：：： にしに かたぶけ. 、其の 

時搏 次、 け ふ はなん どき ぞ との 給 へば、 かのお いとう 

ぐ ひす ご ゑに て、 まだ われに 何 にても くれむつ のま 

へと、 そせ うが ほに 聞 ゆれば、 一 ぼく もす、 み 出、 も 

はやこ、 もと を まか， < ^申の 時と いさむれば、 樽 次 は 

なご h- のた もと を ふ b ちぎ. o、 門外 さして 出 給 へ ば、 

あるじ もと もに はしり 出、 一 ぼくに つかみ 付て、 なん 

ぢらは のみにげす るか、 お あし をいだ せとせ めに け 

る 、覆 次 御らん じて、 可よ h- もやす さうな るし よまう 

な. 0、 も、. まで もく あげ 見せよ かしとの たま へば、 

いや その あしに て は 候 はす、 け ふいろ /( \ 'をめ され 

け る、 其 か は， „^ を 4? はれと ぞ申 ける、 た る つぐ は あん 

にさう いしたる 事 なれ 共、 さはがぬ 體 にもて なし、 い 

かに あるじ 聞 給へ、 そ もみ づ からと 申す は、 江戸 大っ 

かの 者なる が、 大 しが はら へ いそぎて 行く 道 なれば、 
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こ、 らへ 立よ るべき と は 思 ひ よらす、 たいかり そめ I 

に 出 たれば、 お あしと やらん も 用意せ す、 何 心なく と 

を. 9 しに、 11^ も あの さかば やしのお 立 ある を、 みづ か 

ら 一 め 見る よりも、 はやこ ひとな. ひ、 心 も そらに あこ 

がれて、 ゆかんと すれ ど 道 見えす、 もすそに 針 はっけ 

ね 共、 杉た てる かどと 見て しょり、 やがてお くに もい 

.9  jpS の、 f のかす.， （'れんぼして 、ひも そ いろに うき 

立、 じ こくの うつ る も わき ま へ す、 長居す る鷺 ひきめ 

にあ ふと は是 とか や、 さ. 0 なから、 やがて か へ らん 道 

なれば、 其の 折 ふし 立ちよ， 9 て、 酒の か は. 9 を 參らす 

べし、 御 はう しに 待 給へ と、 色々 わび ぬれ ど、 なびく 

けしきに 見 へ ざれば、 かほ ど つれな き あるじに は、 し 

んで 後に 思 ひしら せん、 あの さか つぼに とんで 入. 9、 

心の ま、 にの み じに し、 五體を あかく して あら 疆々 

神と 變じ 、のぼりく だ. 9 の 上 戶 たちに、 我らが ための 

本尊と、 おがまれん 事の うれし やと、 思 ひきって 候 ひ 

しが、 まてし ばし わが 心、 ひと、 せ 歌道と やらん をけ 

いこした ると おぼえた. 5、 こしおれな とも 一し ゆ 

よみ、 あるじが 心 を や はらげば やと お ぼし めし、 大江 

のち さとが； つた を 思 ひ 出て、 


酒の めば 錢に物 こそ かなし けれ 

我 身 ひとりの 上 in, に は あらね ど 

ときこ ゆれば あるじ も へ んか をぞ申 ける、 

ほの ぐと あかしの かほの どろ 坊に 

しんしゅ のまる \ 餞お し ぞ思ふ 

かやう に つぶやきければ、 たと へ 何ともよ まばよ め、 

にぐ る を さい は ひと、 駒 引よ せ 打の つて、 いかに 馬 か 

たもき け、 人と 生れて よむ ベ きもの はうた 也、 拆 もた 

だ 今の ていたらく、 虎の尾はふまね共ぁゃぅか..^し 

處に、 一 しゅのう たにて 毒蛇の 口 をの がれし 事、 歌道 

のる とくに あらす や、 目に 見えぬ 鬼 祌をも あはれ と 

思 はせ、 おとこ 女の 中 を もや はらぐ る は 歌 也と、 紀の 

つら ゆきが 古 4 「の 序に も かき ® しふでの あと、 今- ) 

そ 思 ひしら れ たれ、 拆 もた  > 今よ みしうた、 みづ から 

が 作意 にて よも あら じ、 たねん 賴みを かけ 申、 ゆし ま 

の天舯 われに よませた まふ かや、 あら あ- >が たやと 

かたりつ、、 さし も 物う き 道 なれ ど、 此 ものがた. 9 に 

なぐさみて、 ゆけば や う， /(\ 'む さしなる 、川 さ き を ゆ 

ん でに 見て、 みなみ 河原 忠 が やどに つき 給 ふ、 

五、 在々 の 水鳥 等 南 河原へ はせ きたる 事 附底 

^ 鳥 0 卷 上  .  .. 


深 住所へ 使お を 立ら る、 事 

さる ほどに 樽 次 公、 昨朝 大塚を 御 立 これ 有、 其の： u の 

くれがたに 付 給 ふと、 ふうぶん 有ければ、 ざい/^ の 

水鳥 等、 す いづ、 取て わ きば さ み 、我 さ きに と はせ 參 

る 人々 に は、 まづ 一ばん に鎌倉 の 甚鐵坊 常 赤、 赤 坂 毛 

藏坊 鉢！ 1^、 武州 わらびの 宿に 半 齋坊數 11^  、か はさきに 

小 倉 乂兵衞 忠醉、 多 麻郡菅 村の 住人 佐 保 田の 某 醉久、 

小石 川に 佐 瞎 權兵衞 むね あか、 ひらつ かに 來見坊 た 

る もち、 江戶 ふな 町に 鈴 木 半 兵衞飮 勝、 おなじく あさ 

やにな ご や 半之丞 も， 0 やす、 木 下 空兵衞 の 尉 飯 嫌、 と 

び 坂に 三 浦 新 之丞樽 明、 あざぶ に 佐々 木 五 郞兵衞 す 

け吞、 同 彌三左 衞門酒 丸、 八 わう じに 松 井 金 兵衞夜 

久、 あるじの 齋藤傳 左衞門 忠吞、 都 4! 十五 人、 其 外 村 

村 谷々 よ. 0 はせ く は、 る雜兵 等、 庭前に みち /(^ て 、 

木の 下 j おのかげ、 人なら すと いふ 寧な し、 榑次の 給 ふ 

やう、 さらば 明朝 卯の こくに うつ 立、 脸の 刻に 手 合す 

べし、 さりな が らま づ大 しが はらへ 使者 をた て 、底 深 

が しょぞん をき かんとて、 赤 坂の 毛 藏坊を 召れ、 なん 

ぢ大 しが はら へ はせ ゆき、 搏 次是れ までよ せて 有り、 

■ 明朝 はさう てんに お • しかけ、 せう ぶ をけ つす ベ し、 も 

I 三百 ， 一 Ts 
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し 一 極 一 荷持參 し、 あやま h- なきむ ね白狀 せば、 今度 

はしゃ めん たるべし とい ひかけ、 ちと おびやかして 

見よ との 給へば、 承る とてけ さう 坊. - 峻馬 にぶち 打 

て、 時 を うつさす 大 しが はらに つきし かば、 かれが 宿 

所につつ と 入り、 大 をん じ やうに てこれ/、 御 使に 

恐 僧が きたって 候と おめきけ る、 あはれ なる かな 底 

深 は、 年つ もって 六十 九、 其のう へ 大病に はお かさる 

る たけき こゝろ もよ はり はて、 題目と なへ てゐ たり 

しが、 此こ ゑに おどろき 、郎等に 手 を ひかれな がらた 

いめんし、^ もめ づ らし の 御 出 や、 さ 候へば それがし 

所 を かたって きかせ 申すべし、 近年 人の 取沙汰に 

は、 大 つかに こそ 地黄坊 とい ふ 者が すみて、 よな く 

忍び 出て、 人を吞 みころ すと い へ る 風聞 有し か 共、 

世の 屮の そ ら ... J とに やと 思 ひお り 侍. 0 しに、 それ が 

しがいと こに 山 下作 內と 申す 者、 去年 極月 江 Iru^ 坂 

へ 打 こえ、 大，^ を は き II； 板に か 、れて かへ.^ し を、 是 

はいかに ととへば 地 黄坊の 所行と こた ふ、 そのうへ 

又 同名 三 郞兵衞 と 申 者、 此の 赛 めぐろ へ參 り、 ある 谷 

合に て搏 次に よせ 合せ、 是れも 同じ やうに 血 を はき 

お 命 不定に て かへ. 0 し を、 是 はとき けば 樽 次の わざ 
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なりと いふ、 其の 外搏 次に 參會 する ほどの もの、 いづ 

れ ぶじにて か へ る ものな し、 その 時 底 深 思 ふやう、 よ 

し/ \ 'その 樽 次 もお に 1： にて はよ も あら じ、 此 翁が 

大樽 ひつ さげ 出る ほどなら ば、 血 を はかせぬ 事 はよ 

も あら じ、 拼- -そ かれらが ちじ よく を もす 、がんと、 

； isl' にくら を かせ 候 所に、 某し § ラんゃ つ きたり けん、 

に はかに ふうどく しゅと いふ もの も、 に 出 たれば、 

羽ぬ け 鳥と はこれ とか や、 たつ もた、 れぬ 風情に て、 

やま ふの ゆかに よ り か、， 0 ぬる こそ 無念 なれ、 それ 

さへ あらめ かへ つて さかよ せに なりぬ る 事、 てうで 

う も つてい こんなれ、 しかるに 明朝 これまで 御 こし 

あるべ きょし、 ねが ふところ のさい は ひな， o、 とても 

病死 せんよ. 0 は、 酒の かたきと のみ じに し、 名 を 後代 

にあ けんとて 、ちんす るけ しき は., なかり. けり.、 け ざ- フ 

坊 はぐわん らいめば やき 法師に て、 いや 長居せ 

は あしかり なんと、 いそぎた ちか へ .c- 、そこ ふかが し 

ょぞん 有の まゝに 披露 すれば、 おりふし なみ 居た る 

侍た ち は、 かれが 病中 こそ はみ かたの 吉事 なれ、： よ 

ひに も をし かけ 給 へ と、 いさみす、 んで申 けれども、 

樽 次 は 一 かう す、 み 給 はす、 しばらく 思案しての 給 


ひける は、 窮鼠 か へ つてね こ を かむ とい ふ 事 有り、 お 

も ひ 切た る そこ ふか、 老人と いひ 大病 をう け、 のみ じ 

にせん とい ふこ そ はだう. 9 なれ、 かゝ るく せ 者に わ 

たり あは い、 たと へ せう ぶに はの みかつ とも、 みかた 

はお ほくない そんすべし、 た  > 此のた び は理を 非に 

まげて、 かれが ほんぷく を まつよ. 0 ほかの 事 あら じ、 

いづれ も 此のむ ね を ぞんぢ せよ と ぞの給 ひける、 む 

かし もさる ためし 有り、 和 田ぐ すの 木 一 一千ぎ にて、 攝 

州 天 わう じに 出張の 時に、 うつの 宫七 百き にて よせ 

くる を、 わ だは これ をった へ き、、 くすのきに むかつ 

ていせん 隅 田 高 橋が 五 千ぎ にて よせけ る を だに、 を 

しちら し 候に、 こんど 宇都の 宮 がわ づか七 百き にて 

よせき たる 風聞 あ. 0、 いざさ かよせ にして、 一 骑 もの 

こ さすう ちとる ベ しと、 いさみ か、 つ て 申ければ、 く 

すの きしば らくし あんじて、 いや/^ 今 の い/、 さ 

は 大事な り、 せんど 大 せい を だに、 をし ちらし 候 あと 

へ 、ゎづ か 七百騎 にて よせく る は、 一 騎も いきて か へ 

らんと おも ふ もの はよ も あら じ、 かく 田 5 ひきった る 

がうて きに わた ひ あは：：'、 たと へいく さに はかつ と 

もみ かたは 過半う たるべし、 されば いくさ は 今度ば 
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かりに かぎる ベ か らす， しかるに そく ぱ くの にんじ 

ゆう たれな ば、 かさねての かっせん いか いせん、 くす 

の 木に をいて は、 はか h- ごと をめ ぐらし、 かれ をむな 

しく かへ さんと て、 さ、 へたる ぢんば をす こし ひき 

しりぞき、 にげた る やうに 見せければ、 あんの ごとく 

うつのみや は、 わ だくす のきが ひき しりぞき たる を 

きぼに して、 ひとい くさ もせす、. Jo^ 都 を さして 引に け 

る、 されば うつのみやが こせい を を それて、 いくさ を 

せざる はくす のきが ぐんぼう、 な 「そこ ふ A いしゅ も 

つ を を それて か、 ら ざる は 樽 次 か 酒 法、 かれこれ 時 

代 はか はれ 共、 はか b ごと はわり ふ を あはせ たるが 

ごとくな. <:>、 
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六、 五ケ 條の 制札た てらる、 事 

翌 H にも なれば、 はせ 參る 人々 を あつめ、 池 上が ほん 

ぷ くせ ざらん- rM り は、 たと へ 年月 を をく る 共、 此の 地 

にとう.？ フ すべし、 めん/、 も その かくご あれと ぞ 

の 給 ひける、 その 比 あるじの 忠吞は 茶屋 をた てけ る 

一 が、 俄かに さかば やし をお つ 立、 樽 次 公に まみへ、 忠 

一 乔 こそうら に 酒の みや を もちて 候と 申せば、 たるつ 

： ぐうな づき 給 ひ、 その 日の むまの こくに 入せ 給へば、 ， 

一 人々 集りつ、、 終 H のし ゆえん を はじめら る、 その H 

も くれ ぬれば、 かま くらの おんて つばう を 召れ、^ 次 

がしば しなり LJ もとう， 0, フ せんに、 をき てな ふて は 

かな ふま じ、 これ/^ 五ケ 條のを もむ きを、 せいさ つ 

に 立ら るべ しとの 給へば、 承る とてたい しゅつ す、 中 

一 にもけ ざう ばう は、 き- る ぶんし <0>- にて、 かう こそ 

. はかき た..^ けれ、 

- i  、すでに 酒ば やした て 候う へ は、 出入 せらる ゝ めん 

めん、 今日よ， 0 して 御酒の みやと 申さるべし、 もし 
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あやま つ て、 ちゃ 尾と 屮ゃ からこれ おる に をいて 

は、 そ の くわた い とし て 、下 n- に は 洒 をし ゐ、 上 la' 

に はかへ つて ふ る ふま じき 事、 

一、 此の 庭前に をいて、 みだ.^ に 痰 を はくべ からす、 

但 さけ はかれ 候 儀 は、 くるし からざる 事、 

一 、樽 次 公 興に せう じて おどられ 候き ざみ、 上 のれ 

き. （- は、 地うた ひの やくた b  、あ をぐ みの 下 In^ ら 

は、 しらすに なみ, Q て、 げたいな く ほめ 申さ るべき 

Jut  、 

一、 此の 御酒の 宮に、 あ ひつ めら る、 めんく、 たが 

ひに 酌 をと つて、 お ほくの まる ベ し、 酒 はす ごす を 

4 わって なぐ さみと す、 もしす ご さすん ば、 あになん 

の 益 か あらん や、 

一 、樽次老は、..^ょしゅくのぅち、 女人け つかいの 御 

たしな み 有と いへ 共、 ようがん びれいの 御 かたに 

をいて は、 ひそかに 御たい めん あるべき 事、 

右 五ケ 條の趣 かた/、 可， 一 相 吞ー者 也 年號月 ：《、 

奉行 鎌 倉 甚鐵坊 常 赤、 木 下 杏兵 衞尉飯 嫌 等、 在 判して 

立 給へば、 みな 人 嚴密の をき てと かんじけ り、 

七、 樽 次藥師 堂へ 願書 を こめ 給 ふ 事  . 


光な 矢の ごとくと やらん、 うつ b か はる は にて、 

きの ふとす ぎ、 け ふと をぐ る ほどに、 いつのまにか 
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かるべき、 神に せいぐ わんし 給 は 5-、 一  定 ほんぷくつ 

かまつ るべ う 候と 申ければ、 樽 次げに もと 思 召、 あた 

なる 藥師 堂に、 一 通の 願書 を 持参し 給 ふ、 その 文に 

はく、 

歸命頂 禮夫鶴 師如來 者 東方 淨 瑠璃 世界 本 ま 也 衆生 

願爲 ニ圓満 ， 誓 給 偉 哉 爲，， 其德 ， 矣所 二以審 P 誠 也 樽 次 

潜 依い 有 二 所願 ， 奉い 捧ニ 愚 書 - 旨 趣 者 非，, 他事 - 于レ玆 

有，， 池 上 太 郎右衞 門 尉 底 深 者， 聞 二 其 行跡， 常枕レ 飽 

藉ド 糟提， 盡招， 友倾， 樽 飲い 之 他 如， 吸，， 鼈 鯨 之 大海， 

故 威勢 H 盛 而近鄕 之 水鳥 等壶被 n 强臥， 畢 加い 之密 

盜ニ經 文 -稱 n 唯 我獨酒 ， 剩掠 n 樽 次 酒 法， 恣醉狂 情 惟 

是佛法 酒 法 之兩敵 也我悝 生，， 此家， 不ぃ强 二 臥 彼, 者 

天下 之 嘲 難レ遁 是非 二 我 恥辱， 而何乎 故與， 彼 爲レ決 二 

勝負 ー揚 レ策馳 一一 來於當 地 一之 處底深 俄然 被， 犯 二 大病 一 

依 レ傾ニ 枕 老後 之 病床 ， 樽 次 掩ぃ憤 延引 可 無念 ， 

也 悲哉進 欲い 企，， 亂酒， 彼 病 火急 嘆 哉 退 欲.. 待，， 後： 《, 

彼 命 不定 若 今般 不二 參會， 何時 散，， 遺恨， 乎裕次 一 期 

之 浮沈 在， 焉鳴呼 伏 希 施 一： 靈 佛之藥 カー 忽分 レ爲- 一本 

復， 然者 即時 押 掛强臥 事不ぃ 可.， 廻 二 卿 本， 也 拜、 
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は、 八！：！！ 巾 じゅんに 成.. >  に けり、 かく  のた つに し 

たが ひて、 そこ ふか もい やましに おとろ へ ゆけば、 一 

門 はき も をけ し、 本道 外科 かす をつ くして まねきよ 

せ、 華 i^lni 鵲が術 をつ くせ ども、 そのし るし あら ざれ 

ば、 いま は 今生の えんつ き、 めいど 黃， M に を もむ かん 

とする こそ あはれ なれ 、襟 次 此のよ しき、 給 ひて、 あ 

る じ を 召れ て、 いかにた いのみ、 今度 そこ ふか、 老人 

とい ひ 大病と いひ、 一 かたならぬ くるしみに、 あみの 

うちなる 魚と かや、 のがれが た きと 聞て 有、 し か らば 

疫病の 神に て かたきと つたる とやらん なれば、 樽 次 

が 本意に あらす、 い か にもして 、そこ ふ かが 命 を い け 

がみに する はかり ごと こそ、 きか まほし けれとの 給 

へ ば、 忠存 うけた ま は 、されば 昔より 今に いたる ま 

で、 ぼんぷの 及ばぬ ねが ひ をば、 佛祌 にいの るなら ひ 

有. 9、 そのし ようこ を もろこしに たづ ぬれ は、 周の 武 

王 やま ふに ふして、 すでに ほうぎょし 给 はんと： し 

時、 周公旦 天に いの.^ しかば、 武 王の 病た ちまち にい 

へ け b  、まして わがて うは 祌國 な. o,、 など か は 利 生な 
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藥師 御寶前  大塚地 黃坊襟 次 敬白 

とかき した、 めて、 佛 前に 持 參し、 たからか によみ あ 

げ 給へば、 丁寧に こと 葉 をつ く？ ^、玉 を つらねた るぶ 

ん しゃう 也と て、 きく 人 しん の 思 ひ をな す 所に、 

地震お びた 5- しく ゆ- 9 ぬれば、 やくし 十一 ー祌 たち も、 

一 度に どっとうな づき 給 ふ、 そのと きたる つぐ、 拆は 

そこ ふか い 命 も、 まんざい らくと いは ひつ 、、下向し 

給ふぞ たのもしき、 

八、 底 深 ほんぶく 附さ かろんの 事 

さても かの そこ ふかが、 しゅもつと いっぱ、 1 夜が う 

ちに こつ やい よ.^ ゆしゅつ したる 事 なれば、 いたむ 

とい ふ 事 かぎ b なし、 しかるに 此の ほど、 襟 次の ぐ わ 

ん しょ、 佛 意に やかな ひけん、 さし も大 なる 風 どくし 

ゆ、 たちまちに やぶれて、 へ ん じがう ちに へ い ゆする 

こそ ふしぎ なれ、 さて こそ 底 深 も、 よみ ぢ がへ りと、 

よろこぶ 事 かぎ- b なし、 搏次 此のよ しったへ 聞 給 ひ、 

しょぐ わん じ やう じゅと、 やくしの かた を ふしおが 

み、 此の 事 時； 《 をう つして かな ふま じ、 はやう つ 立 候 

ベ し、 こよ ひ大 しが はらに つきな ば、 定て姚 子の かけ 

ひきたる ベ しとて、 ながえ を そろ へ け つこう した ま 
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へ ば、 ざい/^ の 水鳥 等よ あ ひて、 そ も われら 

は、 いまだな がえ をたん れんせ す 、いかい はせんと ひ 

や うぢ やうす、 鈴 木 半兵衞 のみ かつす、 み 出て、 今 

度の てうし に は、 あとさきに 口をつけん と 申す、 樽 次 

あとさきの くちと はなん ぞ との 給 へば、 のみ かつ、 つ 

ねの てうし は、 つがん と 思 へ ば つぎ、 とめん i 思 へ ば 

とめ、 ゆんで へ もめて へ もま はしゃす う 候が、 ながえ 

はさ やうのと き、 きっとお しま はすが 大事で 候 へ ば、 

あとさきに 口をつけ、 我 かたへ もつ ぎ やすき やうに 

し 候 は Y やと 申ければ、 樽 次まづ かど 出の あし さよ、 

亂酒 はす ごさ じと 思 ふだに、 あは ひよければ、 過す は 

つ ねの なら ひ、 まして さやう に つぎ まう けせん に、 な 

じか はよ はざる ベ き、 p- へ ん たち は、 あとさき 千 口 も 

萬 口 も 付け 給へ、 搏次 はもとの ま、 にて あらんとの 

給へば、 のみ かつ 聞て、 それよ き 大酒と 申 は、 むか ふ 

へ もお さへ 、あと へ もさし、 うけ はづ しの たっしゃな 

る を もって、 よき 大， 酉く むと は 、さや， フに 一 。はう. の 

みする をば 、ゐ のし \上戶 とて よきに はせ すと 中、 # 

次、 ゐ のし、 かの し、 はしらす、 らんしゅ は 只 ひらの 

みに のんでも、 よはぬ ぞ 心地 はよ きとの 給 へば、 のみ 


かつ、 さい 三の もんだ うに、 めんぼく やな か りけん、 

天せ い 此の 御坊 は、 げこぶ. 9 すると つぶやけば、 搏次 

大きに はら をた て、 なん ぢは げこの もの かな、 手な み 

の ほど をみ せんとて、 ながえに 手 を かけ、 すでに さし 

ちが へんと し 給へば、 擦 次に は 飯 嫌ぢん てつら 取り 

つき 奉り、 吞 勝に は 半齋坊 等つ かみついて、 まへ に は 

底 深と い へ る大 てき を 持ながら、 同士の みし 給 はん 

事、 もったいな しとい さめ 申に よ，. >  、無事に こそ はな 

b たり けれ、 

九 、 鎌 倉 甚鐵坊 先懸附 さめ やすが 事 

其後搏 次、 さ ぶら ひたち を 召れ、 け ふ もはや ひつじの 

こくと 覺 えたり、 是れ よ. >  三十 町の 道 を へ て、 大 しが 

まら： つくなら v_s 、 ほどなく：：：： も くれなん す、 しから 

ば をの づ から、 よるの せう ぶに なりぬ ベ し、 夜分の か 

け あ ひ は 用 ある 物ぞ、 たんれんの 人 あらば、 さけ を こ 

のめとの 給へば、 かま くらの ぢん てつば うす \ み 出 

て、 我ら こそ 眞 一一 一一：： そだちの 事 なれば、 じゃくねんの 比 

よ. o、 日 まち 月 まち 一 ー十三^^など、て、しょだんなを 

かけ ま は. o、 よるば か b たべなら ふて 候 へ ば、 夜分の 

はたらきに、 ついにけ がと つたる 事 候 はす、 たと へ つ 


よからん 敵 にても、 一方の みやぶって 參 らせんと い 

ふま、 に、 まっさき がけて す、 みければ、 つ いいて 搏 

次 も 出 給 ふ、 け ざう 坊は おさ へ の やくに て、 あとに こ 

そのった.. >  けれ、 其の 外の 人々 も、 搏次を しゅごし 奉 

b て、 南が はら をう ち 過、 たんぼ を まつく だ， 0 にの hv 

給 ふ、 博 次、 きの ふまで もさ ぶら ひ 十五 騎、 大將 とも 

に 十六 騎と 聞え しが、 け ふ 侍 十六き 大將 共に 十七き 

の、 ゆらい をく はしく 尋 ぬれば、 ち， かきころ 天 も 心よ 

く はれし かば、 樓次 あるじ を 召れ、 それ 山に あそぶ と 

かきて ゆさんと よむ ぞ かし、 是れ ほど まぢかき 山に、 

あそばぬ 事 や 有る ベ きとて、 大勢う ちつれ、 山々 を は 

い くわいし 給 ふ、 比し も 八月 中旬の 事 なれば、 ところ 

どころ はもみ ぢ して、 木々 のこす へ も、 酒に ゑいる か 

とうたが はる、 あらお もしろ のけ ふの たのしみ や、 ま 

ことに 1 こく 千金の じせつな. 0 と、 おしみ 給へ ども、 

はや 日 も くれなん とすれば、 いざや 人々、 天下たい へ 

いこく ど あん をん の 御代 なれば、 道 くらから ぬ その 

さきに、 鳥 はふる すに、 我 はや どに かへ らんと、 みね 

よ， 0 ふもとに を hv させ また ふ 所に、 物 こそ ひとつ 見 

えに けれ、 こ はいかに と 御らん すれば、 すがた は 人に 
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て、 木の えだに あし を ひつ かけ、 まつ さかさまに なり 

ながら、 いまやう をうた ふ てぞゐ たりけ る、 そのと き 

襟 次、 すこしも さはぎ 給 はす、 されば 異國 にも 東坡と 

い へる 人、 赤 壁 山に あそびし とき、 くろきつ る どうじ 

に へ んじ てこと 葉 を か はしける とか や、 今 樽 次 も、 此 

の 山中に て、 か 、 る しれもの にあ ふこ そふし ぎ なれ、 

いかさま 是れ は、 み づ から をた ぶら かさんと て、 きつ 

ねかむ じな の わざと 覺 えた.^、 さあら ば 一 句 さ づけ 

てく れんと て、 す いづ 、取て なげつけ、 なん ぢ元來 上 

戶 生、 急々 酒々 と、 かの せ つ 生せ きの もん を さ づけ 給 

へば、 はや 木の えだ 二つに さけて、 ぬし は 下へ ぞ おち 

たりけ る、 其の 時 樽 次、 なん おいかな るへ んげの もの 

ぞ、 有の ま、 に 申せと あれば、 されば それがし、 まつ 

たく へんげの ものに て 候 はす、 此の ふもとに すま ゐ 

する、 山が の 者に て 候が、 いかなる 佛祌の はう ベ んに 

や、 よにたぐ ひなき 、上戸と 生れて は 候へ ども、 朝 三 

のた すけ もな き しづの 身に て、 酒の あたへ も あら ざ 

れば、 世人 はみ な ゑ、 れ共、 我 ひとり さむる ことの か 

なし さに、 きの ふ 此の 山に 入，.^、 杵と いふ もの をつ く 

り、：^ ふ 川 さきの 市に たも、 きねを か はりに、 }p の ふ 
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で 候へ ども、 やど へ か へらぬ その さきに、 はやさめ て 

候 へ ば、 あま ，9 ねんな ふ ぞんじ、 もし さかさま にな， CS 

て ふらめ かば、 かしらへ 血 さがつ て上氣 し、 ゑ ふたる 

こ 、ちゃせんと、 さと は 人め もしげ ければ、 此の 山に 

入り、 此のて い た らく をな す 所 に、 思 ひも よらぬ 人々 

に、 見え 申 こそ はづ かし けれと て、 うちかた ぶいて ぞ 

居たり ける、 檫次 その外の 人々 も 、あっぱれ 上 s' の 手 

本 やとかん じつ 、、ながすな みだの 雨 はたい、 ふる も 

ろ はくの ごとく 也、 其後搏 次、 御 へ ん のけみ やう はと 

あれば、 此の ふもとに 罟 住して、 あるとき は 山に のぼ 

つて 木 を 切，. > 、さとへ おりて は 田 をつ くり、 此 1 1 つの 

わざに て、 よすが を、 くる 者 なれば、 木 を も 田 を もす 

て じと て、 すな はち 喜 太 郞と申 也と あれば、 あら ゆ ゝ 

しの 名の 付 やう や、 さて じつみ やう はとの 給 へば、 も 

とより 山が のおに て、 けみ やうば かり ありの みの、 實 

名 はなしと こた ふ、 げに Cf 疋れは さぞ あるらん、 されば 

名の. 0 を 一 つと らせんと、 まづ ごへん は 何 ほどの ふ 

でも、 さむる ことの やすければ、 さめ やすとな のれと 

て、 則ち す いづ 、を 三々 九 度 ふるま ひ 給 へ ば、 是 ほど 

の ふで も、 やがて さめ やすとい ふぐれ の、 いづ く 共な 


く 見え ざ. 9 しが、 け ふ 樽 次の 御 かど 出と、 風の たより 

にき ゝし かよ、 ， 御み かた 申さん と はせ く は ゝる ほど 

に、 拆 こそ 十七 骑に はな..^ 給 ふ、 

十、 底 深 亂舞附 いなりた くせんの 事 

そこ ふか は、 樽 次の をし かけ 給 ふ をば しらすして、 此 

の ほどの つかれ を なぐさ まんと、 一 門 を まねき、 らん 

ぶ をして ぞ 居たり ける、 すでに らんぶ もなかば のこ 

ろ、 其 座に しゃくと. 0 ける 十四 五の わら は * に はかに 

狂氣 して、 二三 間づ、 とびあが. 5  くしければ、 人々 

きも をけ し 、いかさ. ま 曰  15^ は、 もの、 けの つきた るに や 

と、 目 をす まし 見 1^:1 たる 所に、 あんの ごとく  口ば しり 

て 申 やう、 我 をば いかなる 者と 思 ふらん、 け ふ ははつ 

かなれ 共、 われ はとう かの 大明 神に て 有ぞ、 さても 樽 

次 は、 みなく 十六 騎を 引ぐ し、 た い 今- J ゝ もと へ い 

そぐ 也、 こよ ひこ、 は、 しゅらの 座と なりて、 なん ぢ 

ら 一 々ざう ふ を はき、 うきめに あはん する をぱ、 >v* ん 

ぷ のかな しさ は、 しらすして らんぶの たは ぶれ こそ 

ふかく なれ、 うぢ 子 ふびん なれば、 しらせん ために 來 

るな り、 今 はは やか へ る 也と て、 五たい よ. 0 あせ をな 

がして ぞ、 しづ ま b ける、 
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, . 十 一 、底 深 與カを まねく 事 附名ま 四 郞兵衞 松 

, 原へ 向 事 

まことに うぢ 祌の つげ あらた なれば、 底 深 大きにお 

どろき、 いそぎ 與カを まねきければ、 はせ きたる 人々 

には、名^^-の四郞兵衞っねひろ、藪下勘解由左衞門尉 

早吞、 竹 野 小 太郞た  > 呑 、同彌 太郞數 成、 米倉 八左衞 

門 はきつ ぐ、 底 深 惣領に 長吉底 成、 次男 百 助 底 平、 田 

中 內德坊 呑久、 朝 腹 九 郞左衞 門 桶吞、 また を 九 ニ郞常 

佐、 そこ ふか しゃていに 池 上 七 左衞門 そこ やす、 0? 左 

太郞忠 成、 かの 吐血せ し 山 下 佐內請 安、 池 上 三 郞兵衞 

强成、 これら を さきと して、 こ、 かしこより、 大勢 は 

せ よれば、 そ- - ふかい そぎたい めんし 申け る は、 某 じ 

やく ねんの 比よ- 9、 お ほくの 人 をし ゐ ふせし、 其のむ 

くひた ちまち に、 そこ ふか い 身に きたって、 こよ ひか 

ぎ b とな. 0 て候ぞ や、 それ をい かにと 申す に、 大塚地 

黄坊樽 次と い へ る、 きこ ゆる 大將 にて、 ついく 御坊た 

ちに は、 かま くらの 甚鐡坊 常 、ひらつ かの らい けん 

坊樽 持、 赤 坂け ざう 坊鉢 のみ、 わら ひの 半齋坊 しけの 

み、 其の 外い ひきら ひ 酒 丸な ど、 い へる あぶれ 人、 か 

す をつ くして よせた まふよ し、 たい 今 あらたなる 卸 
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つげの ：《c ける ぞゃ、 极 こそお の を もまね き 申と 

ころに、 さう そくの 御 出、 しうち やく a- して 候、 さ 候 

へば、 某 としはよ つて、 此の ほどの 大病に、 身 もっか 

れて 笑へば、 こよ ひ は 一 ぢ やう、 のみ じに と 思 ひきつ 

て 候、 われむな しくなる ならば、 あの 兄弟 を さきにた 

て、 ち、 がかた き なれば、 ほん まう とげさせ 給へ と 有 

. ^しかば、 座中の 人々 も、 たもと を かほに あて ぬ はな 

か けり、 か、. .9 し 所に、 惣領の 長. 吉底成 は、 其の 比 

十 ； さいにて 有しが、 す、 み 出 申け る は、 昔が 今にい 

たるまで、 小 を もって 大 にかち、 よはき を もって つ よ 

きをう つ に、 はか. 5 ごとに しく はなしと 見えて 候へ 

よ、 も つ ばらち やく をめ ぐらし 給 ふ べし、 まづ それ 

一 がし ぞんじ！^ は、 是れ より 八 町 ほど 出れば、 ほそ 川な 

一 がれ 候、 異ー 國の韓 信が 背 水の ぢんを まなび、 かの ほそ 

一 川 をう しろに あて、 前なる 小 松原に、 大勢 かく れゐる 

ならば、 一 一 さう を さとる 樓次 も、 是 をば 站 SJi にも しらす 

して、 なに 心なく と を h5 給 ふところ を 、松原より やな 

しり を そろ へ 、 一 度に どっと か 、 る ほどなら ば、 いか 

なる 樽 次 も、 一 たん 引 給 はぬ 事 はよ も あら じと、 た W. 

手に とる やうに 申ければ、 そこ ふかう ちうな づ き、 せ 


  三百 三十 四  

,r=>w 一ん よふ-.，， -ヹ よりもい， フ ばし. i は是 なるべし、 わ 

どの はい まだ 幼少の 身と して、 ち、 がち. 9 やくに は 

ばつ くんまして 有、 さらば さ つ そくう つたち 給 へ と、 

そ こふ かも ざしき をた ちぬれば、 長吉 はし. 5 よ， 9、 ち 

ちがた もとに， と. 9 つきて、 今 思 ひいでた る 事の 候、 た 

るつ ぐ はすき まか ぞへ ときいて 有、 もし わき 道に か 

か つて、^ 守 を ねら はれ 給 は い あしかりなん、 た  >  そ 

こふ かは此 所に まし て、 まつばら へ は、 それがし 

はせ むき 疾 はんと あれば、 そこ ふか 聞て、 - .- れも いは 

れ たり、 さて まつばらへ はたれ にても さしむけ、 御 へ 

んも 此のと ころに まし./.^ て、 ち \ を みつぎて 給 は 

る ベ し、 いまだと しに もたらぬ わ どの を、 へ んじ 也と 

も はなし 申 ベ きか、 ぎせ ちな う 候と て、 今までよ ひし 

そこ ふか も、 たいさめ < ^と見 えければ、 長 吉も今 は 

ちからなし、 さらばみ やう だい を さしむ けんとて、 名 

ぬしの 四 郞兵衞 を まねき、 いかに 名ぬ しどの、 御 へん 

こそ 度々 のせう ぶに も、 っゐに ふかく を とらぬ 人. i 

きいて 候へば、 今度 まつばらの 大 しや- フ にたの み 巾 

なり、 もとより てきに よ つて、 てんく わする - 一とな れ 

ども、 たるつ ぐ はぶ さ- フの大 しゅに て、 てき 大勢 なれ 


ば、 なを もって、 いさみ か、 る こ はものと きいて 有、 

あらかじめ その $J くごし 給へ と 下知 すれば、 名ぬ し 

閒て、 御 こ 、ろ やすくお ぼしめ せ、 たと へ 餘人は にげ 

ちり、 此のつ ね ひろに を ひて は、 てきに うしろ をば み 

せ 候 まじ、 そのう へたる つぐ も、 た いみのう へに てこ 

そ、 くち をば き ゝ給 ふらめ、 野 はらの かけあ ひ をば、 

いったん れんし 給 ふべき なれば、 それがし はせ むか 

つて、 まつばら へ 引 こみ/^、 いち/^ よこにね せな 

ん もの をと て、 ざしき を 中ん とたち ぬれば、 あつ ばれ 

しそんす まじき けいき かなと、 みなた の もしく ぞ思 

i5 れ ける、 
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, 十二、 樽 次 まつばら にっき 給 ふ 事 附平塚 のら 

いけん 坊 もの 見の 事 

さる ほどに 名主 四 郞兵衞 は、 松原 にもつき しかば、 - - 

こや かしこに かくれつ 、、樽 次の 御と をり を、 今や を 

そしと まち 居たり、 是 はさて をき 樓次 は、 へ んじも は 

やくと お ぼせ 共、 せっしよ を かまへ たるなん じょに 

て、 あ る ひ はふ か だ を こぐ 時 も 有り、 ほそ 道 をた どる 

所 も 有. o、 九折なる たに 坂 を、 のぼ. 0  くだらせ 給 ふ ほ 

どに、 やう やくさる のなかば に、 かの 松 ばらに つき 給 

ふ、 こ、 らこ そ 用  >  ひ あ る ベ き听ぞ と、 む か ふ をき つ と 

P らん じけ るが、 あら ふしぎ や、 こ、 なる 松原よ， o、 

虎狼 やかんの さはき たつの みならす、 そら をと ぶて 

うるい まで、 羽 をし げく 打ちて、 つら をみ だしけ る 事 

の ふしぎ さよ、 げに 心得た. o、 そこ ふか は老 こうと い 

ひ、 はか. 9 ごとの 上手と きいて ある なれば、 たるつ ぐ 

が 何 心なく と をる 所 を、 よ- r の ひに か 、れ とて、 松ば 

ら にくさ を ふせた ると 覺ぇ た- 5、 たれ か ある、 見て 參 

til 百 三十 £ 


水鳥 記卷下 

れ との 給へば、 1^ 塚の らいけ ん坊、 ぐそうが 見て 參ら 

ん とい ふま.、 に、 す-こしく ぼき 所よ， 0 は ひよ 、した 

くの てい を 一 め 見て、 いそぎ 立ち か へ .^>、何とはしら 

す、 やな じ. 0 をみ がきた てた る 水鳥 等、 五十き ほど 柴 

居 を かためて 候と 申け.. >、 

士 一一、 松原 手 合 3 事附樽 明かう みやう の 事 

搏次 きこし 召、 さて こそ ゆ ゝ しき 大事 はいで きたれ、 

敵 は 大勢 なれば、 ひらが かりに か、 つて はかな ふま 

じ、 めんく はたつ みの かたに、 しくれ たる やぶのう 

ち を かたど，^、 せいの 多少 を 見せす して、 くるまが 、 

りと いふ ものに. まんまるに なって かけ 入 給へ、 か 

まへ てはじめての はた あはせ に ひけと つて、 たるつ 

ぐ を うらみ 給 ふなと 下知 をな し、 みづ から は、 てきの 

うしろ ょ.，^ か 、 らん 、折 か ら秋の 野 なれば、 き 、 や う 

かる かや をみ な へし、 其 外い ろ のちぐ さの 中 を、 

かきわけ/ しのびい. 9、 一  もとす、 きの 有 b ける、 

その もとに 立 かくれて ぞ おはしけ る、 さる ほどに や 

ぶの 手の 人々、 おめき さけんで か 、.. ^ければ、 松 ばら 

の大せ い 、あは て さはぐ 事 かぎ. 0 なし、 さ れ共 はせ む 

かひ、 ひつく みさし ちが ひ、 のん す さ い つ ひまな くぞ 
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見 > にに ける、 搏次、 今 こそ はじ ぶん はよ きと、 す、 き 

の もとより ほに 出て、 はやみ だれ あ ひ 給 へ ば、 前後よ 

り と. 0 こめられ、 かな ふま じと や 思 ひけん、 大 しが は 

ら さして にげて ゆく、 かく にげ 行 其の 巾に 名ぬ し il 

郎兵衞 そ- - ひろ は、 大 しが はらに て い ひすて し、 こと 

ばの すゑ もはづ かしければ とて、 た >  一騎と つて か 

へし、 にげん やる けしき はな かりけ り、 たるつ ぐ どの 

かたよ. 9 も、 はくはつ まじ， 0 のおの こ 一 騎す、 み 出、 

あな やさし や、 みな にげさ ふら ふ 其の 巾に、 たい 1 騎 

か へ しあ はせ 給 ふ は、 いかなる 人に てまし ます ぞ、 な 

のれき かんと あれば、 まづ さいふ わ どの はた ぞ、 是は 

樽 次 殿 かたに 三 うら 新之丞 たる あけな.^、 名ぬ しき 

いて、^ はたが ひに よき あ ひて、 た いし わ どの を さく 

るに て はな けれ 共、 ぞん する むねが ある なれば、 なの 

る 事 は 有 まじ、 よれく まんと いふ ま 、に、 はや をし な 

ら ぶと 見えし が、 名ぬ しはらん ぶに はしつ かれた. o、 

古酒の ちからもう せ はて、、 三 うらが したになる 所 

を、 おさ へ てKMをぅばひと，.^、樽次の御前に參，C^申ゃ 

う、 三 うら こそき いの/、 せ ものと くんで 大盞 とつ て 

候へ、 じ やう ごか 一と 見れば、 つ いく 襟 もな し、 又 下戸 


かと思 へ ば、黑漆の大盞をもった..^、名のれ/ヽとせ 

むれ ども、 っゐ にな のらす、 こ ゑ はし ほから ご ゑに て 

候と 申、 樽 次 どの、 あつ ばれ 名ぬ しの 四 郞兵衞 にて や 

あるらん、 しからば さか づきの 朱い ろた る べきに、 く 

ろき こそ ふしぎ なれ、 た  >  の みは 見し たるらん と 

て、 めされし かば、 た  >  のみ 参り 、たい 一 めみ て、 あな 

むざん や、 名ぬ しの 四 郞兵衞 にて 候 ひける ぞゃ、 名ぬ 

しつね 申せし は、 六十に あ， まって らんぶ をせば 

わかとのばらに あらそ ひて、 酒 を かけん もお となげ 

なし、 又ら うむし やとて、 人々 にあな づら れん もく ち 

惜 かるべし、 さか づき をす みに そめ、 わか やぎ、 のみ 

じに つかまつ るべ きょし、 つね  - 申 候 ひしが、 まこ 

とに そめて 院、 あら はせ て 御らん ife^ へ と、 申 も あ へ す 

さ かづ きを もち、 御 ま へ をた つて あた... ^ なる、 ほそみ 

ぞ川 のきし に のぞみて、 やなぎの うち もみな になる、 

ゑう きて は 酒 心中の かみに あか., rN、 こ ゝ ろき へ て は 

なを はくた いのさか づき を、 あら ひて 見れば、 すみ は 

ながれお ちて、 もとの しゅ 色に な b にけ. o、 げ-」 名 を 

おしむ さけのみ は、 たれ も かく こそ 有べ けれ、 や あら 

やさし やとて、 みなかん ざけ をぞ のまれけ る、 また 名 
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ぬしが そこ ひろと なのる 事、 わたくし ならぬ のぞみ 

なり、 名ぬ し大 しが はら をい でしと き、 そこ ふかに. w- 

やう、 こき やうに はに し を さかなに のむ、 といへ る ほ 

ん もん 有、 名ぬ し 生國は ゑつち うの ものに て 候 ひし 

が、 きんね ん御 S3  - レ つ けられ て、 むさし の 川 さきにき 

よおうつ かまつ り a< ひき、 此 たび まつばらに まかり 

くだって 候 はい、 さだめて のみ じに つかまつるべし、 

上 戶 の 思 ひいで これにす ぎじ、 御 めん あれと のぞみ 

しかば、 そこ ふかの 底の 字 を ゆるし 給 は ぬ、 しかれ 

ば 古歌に も、 もろはく をのみ つ 、ゆけば もみ； 0 して、 

色に 出る と 人 や 見る らん、 とよみし も 此の ほんもん 

のこ 、ろな， 0-、 

十四、 _櫞 次大 しが はらへ つけい. 9 の 事 附 ちん 

て っばぅなの.，^の事 

樽 次 は、 いけがみ がに ぐるせ いに、 お つつが ふて 大し 

が はらに をし よせ 給 ふ、 其の 日の しゃう ぞく、 いつ に 

すぐれて はなやか 也、 はだに とって はきぬ にかみ こ 

を 引ち が へ、 ふか やなの 上と 下と を はねぬ き、 おけが 

はどうと な づ け つ >• 、しら あやにて はちまきし、 かす 

げ なる- に 白 くら をいて 打の り、 そこ ふかい 門前に 
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つ つたち あが. 9、 大 をん じ やうに て、 そ も/^ 是まで 

よせき たる もの をば、 いかなる すいき やうし やと か 

おも ふらん、 添く も晉 のりう はく. 9 んが ばつ そんに、 

ろくなの 大酒 官大 塚の 地 黄坊樽 次と は 我事な り、 底 

I 木 はなき か、 けんざん せんと、 なの..^ 給 ひし 御 こつが 

ら、 あつば れ大 画と ぞ見， んに ける、 そこ ふ 力 もよ か， 9 

けん、 心得た. 5 とい ふま、 に、 ひろ 敷までお ど.^ 出、 

えんの 板 も 酒よ^-^ ふみならし、 此のお きなこ そ當 

地の 大蛇 丸、 いけがみ 太 郞右衞 門 尉 そこ ふかと はわ 

が 事 也、 間ぢ かきと ころまで 馬上の ていこ そび ろう 

なれ、 はや /-^ を. 9 ベ せよ、 せう ぶ を はじめん とぞ申 

ける、 か、 りし 所へ、 樽 次 かたより 年の 比 五十ば かり 

なる 大に うだう 一 騎す、 み 出、 名のる やう こそお か 

しけれ、 そ も /- ^こ、 もと へ 、あら はれ 出た る 法師 こ 

そ、 かま くらの ぢん てつ 坊と 申ち しきに て 候、 じたい 

それがし は、 かま くらの 山里、 い き むらと 申 所に 寺 を 

たて、 眞言の ひみつ をと なへ しかば、 たっとき 御 僧と 

て、 しょだん なにち そうせられ 候 ひしが、 あるときと 

なりのに は ftl とび 來.. >  、餌を ひろ ふて 居た b ける、 お 

.5 ふし ト^, らも 見え ざれば、 天の あた ふる 所と、 とつ 
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てお さへ ね； 》 ころし、 ぶち やう ほうながら もれう. 9 

し、： n 比の まう ねん を はらしけ るに、 天に まなこ かべ 

に 耳 あるう き 世に て、 かの あるじ はやく も 聞つ け、 か 

け， 0 入 て 申 やう、 そこなる わ 入道、 御み の 心 はつね 

づ ね あらいその、 こぞうら が あたま もうつ せがい， 日 

だに くるれば、 何やら かほ^,^ とい ふから す 貝、 かや 

うの 目 f もやぶ ると きく、 また 大酒の みて をん じゅか 

い、 け ふに はき を ころして、 せ つし やう かいまで おか 

し ぬれば、 こと く 五 かい を やぶる にあら す や、 せ 

ん だいみ もんの 惡僧 なれば、 上へ 申して いか やうに 

もと 思へ 共、 かねてな じみし 事 なれば とて、 命ば かり 

はいき 村の、 寺 をば つ ゐにを ひ 出され、 せんかた なみ 

だに むせび つ、、 家 をかぞ へて は ちをひら きしに、 惡 

事 千 M を 走る とやらん、 かま くら 中に かくれな けれ 

ば、 是れ こそ かの おんて っ坊 よ、 ころも を はげと いふ 

者 こそ あれ、 一 ばんの たすけ も あら ざれば、 すでに か 

つみ やうに 及びし とき、 いかなる 佛 神の はから ひに 

や 、あのお わう 坊 にさん くわいし、 醫 道ので しとな つ 

て 世 を わた. 9、 重恩 を かう ぶった る もの なれば、 御 さ 

きを： B らんた め、 はせ きた つ て候ぞ や、 見れば 一 一 か い 


三 かい を あげ、 ようじん きびしく 見えて 候 へ ども、 五 

かい を だに やぶった る 入道が、 まして その 二 かい や 

三 かい を やぶらん に、 何のし さい 有べ きと、 きしょく 

ばうて 申ければ、^ もしゅせ うなる 御 ものがた hv と. 

あなた こなたの 人々、 一 どに どっと わら ひければ、 だ 

うみ やにて はな けれども、 わにぐち になって ぞ ひか 

へ ける、 

十五、 甚鐵坊 ニーの たる をのみ やぶる 事附 さ 

めやすし ゐ ふせらる 、事 

ゃゝ あって、 池 上 かたよ， 9 も、 としの 比 四十ば か. 0 な 

る 、ひげく ろのお のこ 一 人 まか.. y 出、 是 こそ あさ はら 

にもよ くくら ふやつ とて、 すな はち 朝 腹 九 郞左衞 門 

と、 忝くも 御 代官に、 あだなつ けられ 申た る ものに て 

候、 わぎみ 法師ながら、 まっさきに す、 み 給 ふやさし 

さよ、 すいさんながら も、 中 ざし ひと っ參 らせんと い 

ふま、 に、 よしのうる しにて、 ためぬ りに ぬった る、 

大 さん 取 h- 出し、 う へ から 下まで、 ひとつに なれと 引 

うけ、 しばした もつ てぞ見 >ん にけ る、 ぢんて つお も ふ 

ゃぅ、ぃ^？ /^き やつめ に、 どうなか をと をされ かな 

ふま じ、 さしよ. 0 て手づ めの せう ぶに いたさん と、 も 
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とよ. 0 はやわざの たっしゃ、 しばし とい ふより はや 

. ^1 0 んで 入， o、 むか ふさ まに むすと ひつく み、 ながえ 

をお つ 取りな をし、 かれが どうなかと をれ/.^ とさ 

しふす る、 是を はじめと し、 てもとに す  > "むつ はもの 

を、 さしう け 引う け、 北から 見る め 西から ひくめ、 く 

乙で かくな は 十 もんじ、 やつ めさ かなと いふ ものに、 

さん <,\ 'にこ そ はし ゐふ する、 もとより 五 かい やぶ 

,0 のぢん てつ 坊、 はや  一 二の 搏を も、 をし やぶって ぞ 

見えに ける、 そ- J ふか是 れを 見る よりも、 まづ 此の 御 

坊に ひつく まんと 思 ひしが、 いや/^ はむしゃ ども 

にめ をば かけ まじ、 いかにもして 搏次 にと 思 ひし か 

ば、 まっさきに す、 み 出、 大 をん じ やうに て、 よ ひよ 

h, も 度々 けん ざ んす とい へど も 、いまだせ うぶな し， 

しょたいめんの しるしに、 すいさん さんと いふ ま 

まに、 應の羽 を ゑが ひたる 大 中わん の 大# ^と.^ 出し、 

ゑい やっと ひっかけ、 見えければ、 たるつ ぐ も、 のが 

れが たしと おぼしけ ると ころに、 うしろの 方よ. o、 と 

しごろ はたち あま.^ のおの こす、 み 出、 是れ こそ 山 

がの ぢぅ 人、 喜太郞 さめ やすと 申 者な り、 たるつ ぐの 

御み やう だいに、 はせ むかって 候と 申せば、 そこ ふか 
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て、 たれ にても あ ひて はきら ふま じと い ふま、 に 

手 もと を はなって とば せ ぬれば、 あやまた す、 のどぶ 

えより どうなか さしてつつ とい， 9、 いたみ もろはく 

なれば こらへ やして、 ゆん 手の かたへ た をれ ふし、 せ 

んご もしら では きゐたり、 ことかり そめと はお もへ 

ども、 あなたに はおけ のみ、 はんし はんしゃ うのて い 

なれば、 こなたに はさ めやす、 ぞんめ い ふぢ やうと 見 

えければ、 たが ひに あはれ とお ぼしけ るか、 しばし な 

りと もやす めと て、 あ ひびきに こそ ひかれ けれ、 

十六、 近鄕の もの 共 そこ ふかに かせいす る 事 

附樽次 をり ベ おとしの 事 

すでに じこくう つり 行けば、 搏次 人々 を 召され、 一 騎 

當千 のさめ やす も、 かくな.^ 行く 事の ふびん さよ、 こ 

れ 以て わがち じょくと 覺 えたり、 めん z,,-' ふん こつ 

をつ くし、 くわいけ いの 恥 をす、 いでたべ と あれば、 

たれ も かう こそ ぞん するとて、 大勢 どっとき ば をな 

らして ぞか 、りけ る、 そこ ふか 此のよ し 見る よりも 

てき はは やさめ はだに なって よせく るぞ、 そこ を や 

ぶら るな と 下知 すれば、 うけ 給 はると て、 一 きもの 

こらす す、 み 出、 こ、 を せんど、 もみあ ひける、 犬 
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居 目 禮古佛 の 座な ど、 いへ るし ゆえんの 道、 たが ひ 

にしった る 事 なれば、 は ぼね をなら し、 したつ いみ を 

うって、 おつ、 まくつ、 のかけ あ ひに、 いけがみ がた 

のにぐ ると きも 有、 たるつ ぐが たのお はる、 おり も 

有り、 兩方 おめき さけの むこ ゑ、 是ぞ まことに しゅら 

*た うに、 おちこ ものた ち はも しらぬ じせつなる ベ し、 

か 、 ，9 し 所に、 かつ 手 へ さしむけられ しけ ざう ぼう、 

五たい もみな あかうな り、 たじり/ \ とた ぃ醉 ひ、 あ 

らくる しゃ 飯 ぎら ひよ、 君 は いづく にお はします、 た 

るつ ぐ御覽 じて、 あれ は あか 坂 どの か、 これ へ くと 

の ゅ9 へば、 やがて 御 ま へ にかし こまり、 さても そこ ふ 

か は、 兩』 没までの もみあ ひに、 一 二の 樽 も やぶられ、 

今 はは や 小び せんら ばか..^ にて 候へば、 もはや かつ 

て はつ いき 候 まじ、 此の 事 申さん ため、 ひそかに 參じ 

て 候と 申せば、 たるつ ぐうな づ き、 しん ベ うな、 りと ぞ 

の 給 ひける 、是は 拆を き、 きんが うの 水鳥ら、 たう か 

のみやに はせ あつまりて、 ひや うぢ やうし ける は、 大 

つかのお わう 坊と、 當 地の 大 じゃくわん、 ごかくの せ 

り あ ひとは 申せ ども、 や、 もす れば、 そこ ふか、 ひき 

いろに 見 ゆると 聞て 有、 いざ 後 詰して 參 らせん 


と、 大 せいはせ く は、. 5 ければ、 いけがみ これにち か 

らを 得、 あら 手 を 入 かへ、 そぐ じに しゐ ふせんと す、 

たる つぐ は、 い つも か はらぬ 十六 騎、 はやな かば は ゑ 

いふし、 のこる 人々 も大 かた、 うすちゃ おもゆの てい 

なれば、 今 こそみ づ からが さし いづ べき 時節 なれと、 

大せぃの中にかけぃ..^給 へ ば、 これ こそ 大 しゃうよ、 

あます まじと い ふま、 に、 まん 中に お つ と， CV,  J め、 な 

がえ を そろ へ てさし か 、 る、 され どもた るつ ぐ、 玉に 

なれたる 鳳凰の、 おどろく けしき はまし まさす、 お つ 

かけす か さすぐ る さ かづ きに、 ひら， 0 'とま は， 5、 さし 

ふせね ぢ ふせ、 手 もとにす、 む やつばら を、 六 七き し 

ゐ ふせ、 めぐ. 9/,^ 'て 今 こ 、に、 そこ ふかに くまん と 

たくみ 給 ひしに、 何とかし 給 ひけん、 をり ベ を ひとつ 

とり おとし 給 ふ、 お. 5 ふしむ かふ は ひきく して、 あな 

たの かたへ ころび 行、 され 共 これ をば かたきに わた 

さ じと、は る か の ば つ 座 に お .0  く だ，^^  、とら ん/\' と 

し 給へ ば、 かたき はこれ を 見る よりも、 ながえに ひつ 

かけて、 ゑい やっと あらそ へば、 みかた はこ ゑ を そろ 

へ て、 た 3- すてさせ 給 へ と 申 けれど、 っゐに をり 

ベ をと りか へし、 につ ことわら ふて かへ り 給 ふ、 其 時 
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い ひ きら ひ 申 やう ヽ あら 口 おしの 御 ふるま ひやな、 南 

が はらに て、 かすの みが 申し もこれ にて こそ 候へ、 た 

とへ 千ば い 入の を. 9 ベな り 共、 御 さかなに はかへ 給 

ふ ベ きかと、 なみだ をな がし 申せば、 いやと よさ かづ 

きをお しむに あらす、 搏次 座興 にさ かづき 収 てわた 

くしな し、 然ば 此の 不规を かたきに とられ、 擦. 次 は 小 蛇 

な ひとい はれん は、 無念の しだいなる べし、 よし それ 

ゆへ につが れん は 力なし、 樽 次が 酒述 のき はめと 思 

ふ べしと かた b 給へば、 いひ きら ひ、^ 其の 外の 人 ま 

でも、 みなかん なべ をぞ とられけ る、 

十七、 搏次 さめ やす を たづね させ 給 ふ 事 附さ 

めやすう たよむ 事 

その、 ち、 赤 坂の け ざう 坊を 召れ、 さめ やす はや はん 

の 比、 そこ ふかに わたり あ ひ、 はんし はんしゃ うと は 

見えて 有け わ ども、 かけあ ひの さ いちう なれば、 こと 

葉 を かくる 事 もな し、 いか 5 'おぼつかなし、 たづね 參 

れと 有ければ、 いひ きら ひも これ をき \  、け ふ は 人の 

身の上、 あす はわが 身のう へ ぞ かし、 いざや さめ やす 

をみ つがん と. け ざう ばう もろともに、！ 1! ほね 行く こそ 

あはれ なれ、 かたきみ かたは しらね ども、 こ、 かしこ 
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に大 せい ゑ ひふした る は、 たいさん をみ だせる ごと 

く 也、 此の 內に醒 安 やお はする、 喜 太郞ゃ あると、 し 

づ か によ ふて ぞと を. 9 ける、 むざん やな さめ やす は、 

黄 はぶた へ にてかしらをっ 、み、小屛風をかたど..^、 

前後 もしら でゐ たりし が、 よば はる こ ゑ をき \し よ 

,9 今 こそ 目が さめ やすと こた ふ、 二人の 人々 はしり 

よ. o、 あた， 0 なる In' いたにの せて、 さき をい ひきら ひ 

かきぬれば、 あと をば け ざう 坊 ひか へ つ 、、たる つぐ 

の 御 ま へ にす へ て をく、 かくは か へ きたれ ども、 わ 

る ざけ の わざと 見えて、 五たい もの こらす あか ふ 成 

たり、 體もぃ たづら になり、 ぬし もむな しくよ はりけ 

るよ と、 たる つぐなげ き 給 ふ、 其の 時け ざう ばう、 か 

れが 手と， 9 て、 こ ゝち はなに と ある ぞ、 まくらもと は 

かたじけなくも たるつ ぐこう、 あと はい ひきら ひ、 ゆ 

ん手 のかた は 佐 保 田 どの、 かく 申す は あか 坂の け ざ 

ぅ坊な >5 とす、 むれ ど、 とかう の へ んじ もなければ、 

かれに ちから をつ けんとて、 あら \ か なるこ ゑ を あ 

げ、 あら ゆ ひが ひなの ありさま や、 たと へ ごとに て は 

なけれ ども、 三 うらの 新之丞 は、 まつばらの 手 あはせ 

に、 名ぬ し 四 郞兵衞 を くみふせ、 こくしつの 大 さん を 


  」1 一 百 P 十： 

ぶんど. 0 して こそ、 三 浦の たる あけと はい はれ 給 ふ 

ぞ かし、 それほどに こそお はせ す 共、 かほ どの 洒に、 

やみ// \ 0 よは， 0 給 ふくち おし さよと 申せば、 さめ 

やす 聞て、 何と 申ぞけ ざう 坊、 かの たる あけに さめ や 

すが、 をと るべき にて あらね ども、 いけがみ どの 、大 

さん は、 いなかまで も かくれな し、 は いひろ ふそ こふ 

かく、 もの 、じ やう やが 、木-つす に つくった るたい さ 

ん にて、 たい なかをと をされ 、なんぼう くるしい と 思 

ふぞ よ、 また さめ やすにて あれば こそ、 御 ま へに て か 

くもの をば 申せと て、 た いよ は， 9 によ は， 0 しが、 

我し なば さかやの 庭の 相の 下 

.  われて $ 下の も， 9 やせん もし 

と はよ みけれ 共、 せんご もしらぬ ふせいな hv、 

十八、 そこ ふか 降 參の事 

かやう にみ なよ は ゆけば、 こよ ひの せう ぶ はいか 

が あらんと、 たる つぐ もい さむ こ 、ろ はし 給 はす、 其 

のころ いけがみが たに、 田 中の ない とく 坊 のみ ひさ 

とて、 大 さんと つての つ はもの、 きんが うに かくれな 

き、 きゃく！ の あ， 0 ける！？'、 こんど も  一 V< ん： は く 

は、 り、 數 度の 手 がら、 ならぶ ものな かりし が、 たび 


かさなれば よは- Q ける にや、 そこ ふかに むかつて 申 

やう、 たるつ ぐ はき、 しに まさる 大 しゅに て、 いまだ 

ちっとも よは， 0 給 はす、 そのうへ、 いひ きら ひ、 さけ 

丸な ど、 いへ る くせもの、 かたわき に ひかへ 見えて 

候ぞ かし、 しかるにみ かたは、 大 せいな， 9 と は 申せ ど 

も、 へろ/^ 上 In' の はむしゃ にて、 かの 人々 に、 たて 

あはん する もの はなし、 あまつ さ へ そこ 深 も、 何とか 

した まひ けん、 こよ ひ はおくして 見え 給 ふな. o、 かく 

申 それがし も、 よ ひよ hv す どのせ. 9 あ ひに、 はげしく 

こみ つけられ、 4 「はせん ご をば うじて、 ゆみ もな きう 

つぼば か. 9 つけたる てい なれば、 もはや 御す け 申 事 

もな. がた し、 此の 時節 をう か ひ、 たるつ ぐお こ， 0 

いで 給 ひなば、 そこ ふかの 御い のち も あやうく、 この 

ない とく 坊も、 っゐに はない そん 坊 になる は ひつお 

やうな. 5、 た  >  とく/^ かう さんし 給へ とて、 小が ひ 

なと つて ひった つれば、 ちからな くそ こふ かも、 たる 

. つぐの 御前に ひざ ま づき、 今よ， 9 のち は、 御 もんぐ わ 

： いに こま をつな ぎ 申さん と あ しかば、 尊 次 大きに 

うちわら ひ、 さて は そこ ふか どの も、 今 は そこ あさに 

- な. 9 ける よと あざむかれ ける、 そのころ いかなる も 

*      


の、 わざに て か 有 けん、 1 しゅらく しょ をぞ たてに 

ける、 

池 上に すめる 大じ やと 聞 ぬれ ど 

酒 吞むロ は 小 蛇な りけ り 

拆 たる つぐ は、 今 こそ ほん まう とげぬ とて、 かんこく 

のせき にあら ね ども、 鳥 を かぎ， 5 に大 しが はら をた 

ち 出て、 みなみが はらに が いぢん し 給 ふ、 きの ふまで 

もけ ふまで も、 おに 柳と いはれ しそ こふ かも、 ゎづ か 

三時のう ちに、 せり かち 給ふぞ おそろしき、 

十九、 たるつ ぐ大 塚に 歸 宅の 事 

あくれば 搏次、 さ ぶら ひたち を 召れ、 今度 勝利 を 得し 

事、 御 へんた ちいつ にす ぐれて す、 み 給 ふゆへ ぞか 

し、 かつう はたる つぐ、 酒 うんに かな ふと おぼえた 

,9、 もはや めんく も歸 宅して、 此の ほどの つかれ を 

さました ま へ と 有， 0 ければ、 をの/^ よろこび、 ざい 

ざいしょ/^ へぞ かへ られ ける、 搏次は それよ， 9 も、 

ついでよ ければ とて、 すけ 村に 立 よらせ 給へば、 かの 

ふうふ 參り むかひ、 君なら ではと いろく 珍 物 取 そ 

ろ へ 、さま < ^にもて なせば、 あるじの 情に ほ だされ 

て、 こ、 にも 數日 をお く， 0 たま ふ、 すでに 九 n: 上 じゅ 
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ん にも 成し かば、 今は大 塚に か へらん ともの し 給へ 

ば、 ともかくも 尊慮に まか せ 候と て、 大 ぐろ とい ふ 馬 

に、 しろ くら をいて ひつ 立た. 9、 たるつ ぐ 引よ せう ち 

の. o 給へば、 馬 はき こふる めいばに て、 た 3- いなづま 

の ごとく なれば、 さて はけ ふ はむ まの こくば かりに、 

大 つかに つきなん と、 よろこび 給 ふところに、 此の 道 

中に かくれなければ、 たるつ ぐの 御 か へ ，9 を、 さまた 

げ 申さん と、 しゅ く  A  、の あぶれ もの 共、 ようが い か 

まへ、 うんがの ごとく まち ゐた， 9、 され ども 隊次、 も 

の ゝ かすと もし 給 はす、 しゐ ふせ と をり 給 ふ は 

どこ^,..' ぞ、 すけす かほの ぼつと、 きたみ いづみせ た 

が へ 、めぐろ しぼ やな ど \ いふ、 なんじよ < ^をう ち 

すぎて、 あ を 山 しゅくに つき 給 へ ば、 秋の； n のなら ひ 

とて、 ほどなく くれ わた 、い ぬのこくばかりに成.^> 

にけ る、 此の 宿の 人々 も、 酒ば やしお つ 立、 まちぬ る 

て いに は昆ぇ けれど、 折から そら も かきくもり、 目 ざ 

すと もしらぬ やみの 夜 なれば、 と を. 0 給 ふ を しらす 

して、 とがむ る もの もなか， りけ り、 こ、 に搏 次お ぼす 

やう、 た^今 こ、 も i を、 あんない なしにと をるなら 

ば、 宿の 者に を それて、 夜 にげに したりなん どと 後 


1 二百 四十 四 

日の ひはん、 家の き やと ぞん すれば、 なのる ベ しと 思 

召し、 と あるき ど 口に こま 引きす へ 、大 をん じ, 13- ，つに 

て、 大 つかに 地黃坊 すみけ ると は、 かねて 聞ても 有ら 

ん、 今 はめに も 見よ、 今度い けがみ にう ちかち、 其 上 

道中の あふれ もの 共、 -  >と< ^/、お つ ぶせ、 た ，3. 今 こ 

- J もと をと をる 也、 わ れと m- いはん 人々 は、 出よ くまん 

とよば、 b 給へ ば 、しゅくの もの ども これ をき ゝ、 ぐ 

にんな つのむ し、 とんで 火に 入る とは是 とか や、 にが 

すま じと い ふま、 に、 たいまつお っ収 り？ K へ を 下 / 

とぞ さはぎ ける、 中に もさ い かし 原の、 弟 六 弟 とて 

おと、 ひ 有け るが、 たるつ ぐ を 手 取に せんと、 まつ さ 

きかけ て はしりよ る、 障つ ぐ 御らん じて、 き や つよら 

はお この もの、 ちか ふよせ て はかな ふま じ、 のみす て 

にして くれん とて、 れいの 大 さんと つて 引う け、 しば 

した もってと ばせ 給へ ば、 あやまた す、 まっさき にす 

すんだ る、 弟 六が のど ふえ やぶって、 つつと ぬけ、 う 

しろに ひかへ たる、 ^^^八がどぅなか にこそとま，0け 

れ、 いづれ もいた みなれば、 ゆん 手め てへ た をれ ふ 

し せんご もしら で 見えに ける、 宿の 者 ども これ をみ 

て、 かな ふま じと いふ まゝ に、 村々 へ さ つと 引きに け 


る、 その にたる つぐ は、 こまに ふち をす、 めつ、 - 

大塚 さして かへ. 0 たまへば、 此の ゐ せいに や を それ 

けん、 きせんなん によ をし なべ て、 日々 夜々 に參. 9 つ 

つ、 いねう かつごう する ほどに、 たるに たる、 やなに 

やな かさなりて、 はんじゃ うし 給 ふ、 くわ ほうの ほど 

こそめ でた けれ、 


そも^-此のそぅしを思ひたちぬる寧、 ちかくの 山 

里に われ をし る 人 あ. ^ て、 くす しな どに 行かよ ひ 侍 

る 折々 に、 しゅえんに あそべる 友 だ ちをひと. 9 ふた 

りい ざな ひて、 かのさと 人と 敵み かた を わかち、 あさ 

ゆ ふ あらそ ひのみし を、 いかなるって にや、 さる 玉 だ 

れ のうちに 聞え しかば、 そのた はぶれ のしな < ^を、 

きか まほし くお ぼす よしき、 しか ど、 人づ てなら で 

いふよ しのなければ、 かすなら ぬ 身と おも ふこ 人ろ 

をた ねとして、 よしあし のことの 葉 を もし ほぐさに 

かきあつめ 侍れば、 なに はものが た b とも 人の いふ 

べき か は、 

三 月 吉日 
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此 上下の 物が たり は、 予 がいに しへ こ、 ろざす 事 あ 

,0 て、 人 やりなら ぬ 道に いで、、 野べ 山邊と ゆく. 9 も 

なくた ど b ゆく に、 ころ は 春 まつ 月の はじめ なれば、 

夕 1^ はげしく、 そら かきくも，^、 快 もさ へ まさ.. y ぬわ 

ば、 ある 山里に 草の まくら をむ すび、 夜 も あけがたに 

しきす てんとせ しに、 ゆきこ ぼす が ごと ふ. 9 いで、、 

け ふこと にやます、 さらぬ だに 旅 泊 は、 物が なしき な 

ら ひなる にと いひつ ゝ、 日をゝ くるに、 宿の あるじの 

ゆかりと て、 老 燒 ひたる 人 あ. 0 しが、 我 年月 を かさ 

ね、 聞傳 へし 物が たり ども あれば、 をち かた 人 をな ぐ 

さめん とていで 侍.^、 此の 翁の よは ひ をお も ふに、 か 

のうら 島が 玉く しげ、 あけて くやし か. 9 し、 身の ゆく 

ゑ も かく や あ， 0 けん、 さて 四方 やまの 物が たりし け 

るが、 國ぶ. 9 とや 言の しな も か は b 、おもしろ か. 5 け 

C^_JHS  、け ふ も/ (^と き ゝし に、 やまとし まねよ む はじ 

めて、 こま もろこし しらぎ くだらの 事まで もの こる 

まじく、 すべ らきの代々をかさねてかた.^^しょっぎ 


のおき な も、 これに は 過 じと お ぼ ゆ、 耳 なれぬ 事の み 

いひし なかに、 わきて あやしき は、 さる 國 のかた はら 

にて、 諸 鳥 どもの 中に、 か 、るめ づ らしき 事 あ. 5 つ る 

とかた.. ^ 出し 侍べ b、 まことし から やお も ひつれ ど、 

神代に は 有情 非情、 みなもの をい ひか はし、 又 人の よ 

とな. 0 て も、 雪山の 鳥 は 夜 明造栖 となき、 鹿苑 のし か 

は國 王に ちかづき、 諸胞 のい のち をた すけん こと を 

うつたへ 、多 舌 魚 は 漁 父に かたって 、あまぶ のうろ く 

づを ころし、 春； n のほとりにす むなる 蟻と 蟎は、 たが 

ひに 我な のい はれ を たづね、 妙 色の 蛇 は、 獵師 にあ ふ 

て、 ころさる、 時に のぞみて、 我に 大力 あり、 なんじ 

を 害する 事い とやす けれど、 一日の 戒を たもつ ゆへ 

に ゆるす とい へ 、これの みなら や、 鳥け だものの 言 

を か はし、 歌 をよ みつるた めしお ほし、 ことさら いも 

せの なかの、 ちぎり ふかき こと は、 人偷 にか はら ざれ 

ズ、 うたが ふべ きに も あらす と、 しば ふる 人の ことば 

を、 のこさす かきとい め、 年月 は うちすて 、をき つれ 

ど、 我 もとした けよ は ひかた ぶき ぬれば、 この 世の な 

がら へ、 ほど も あら じと おもへ ば、 寵愛の 童女の てす 

さびに も、 またはな からん あとの かたみに もな さば 


やと、 こ、 ろざして 、卯月 五 e: の 雨の つれ < ^に、 し 

るし をき つ る ことぐ さ を、 かきあらため 侍べ ，0、 始終 

寓言の ごとく なれば、 なづけて あだ 物が たりと やせ 

ん、 ま， 1 とに 水の あはれ なること はりな， o、 須 磨の あ 

ま 人に は あらね ど、 さ へ づ b しおき ながこと に、 した 

がふ 鳥の あと なれば、 たいしからで あやま. 9 のみな 

らん、 後見ん A. の 添削 を、 く は へ たま はん 事 をね がふ 

ばか. 9 な- .9、 


あだ 物が たり 上卷 
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とき は いつに か あ.^ けん、 ある 國 のかた はらに、 けう 

とき 山の しげき 中よ b. 、ながれ 出で たるた に 水 あ hv、 

野澤 におち あ ひて、 すゑ は 入海に つ いけり、 こ 、かし 

こみなと 田な ども あり けれど、 今 はかへ す， i も 見へ 

す、 け ふ. 0 は山舍 のか くれ あら はせ ども、 人の かよ ひ 

はまれに、 物 しづかなる 所 なれば、 あたりの 鳥 ども あ 

つまりて、 春の H の つれ） ^に、 つばさ をなら ベて、 

物が た h- をぞ はじめけ る、 その 中に ぎと いへ る 小鳥 

あ， 9、 野 寺 山寺の 螢尊の 窓の ま へ 、又は 法 問； i 議 のと 

ぼそぢ かき、 木す ゑに すみなれ、 儒釋 道の 文の こと は 

り を も、 あらまし お ぼ へ 、又は 風雅の 道に も たづ さは 

り , もと より かしこ く 舌と き 鳥に て 、す 、み 出で、 い 

ひける は、 やらん いまめかしき 申條 にて 候へ ど 

も、 此 世の あだなる 事 は、 屠所の 羊の 無常の 道 を あゆ 

み 、電光， 调 露の ご とく、 朝菌は 晦朔を しら ざるに こと 

ならす、 朝が ほの 夕べ を またす、 ひ をむ しの 一 ときを 


あだ 物 上卷 
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期せざる にに た .9、 惠心 僧都の ながめに も 「後の世と 

きけば と をき にに たれ ども しら ややけ ふ も その ：：！ な 

るらん、 とい へ る を 思へば、 誰 とても 無お をのが る、 

事な し、 ことに 我等な ど は、 わかき 色 力の つよから ぬ 

もの なれば、 ひ はとい ふ 名の 字 を さ へ、 よはき 鳥と か 

け， o、 この ひ はとい ふ 名に は、 無常 を わする 、ことな 

し、 その ゆへ は、 きの ふの： n はくれ、 けさの 曰 はの ぼ 

り、 ひるの 曰 はめぐ 、夕： ：！ はおち、 あすの H はけ ふ 

にこと なら じと 観 すれば なり、 未來 のた め をお も へ 

ば、 よき 名 を もちた る ゆ へ 、刹那 生滅の 理に もとづ き 

ぬと、 よろこぶ はか h- 也、 遲速は あれ ど、 ひと. 0 もの 

がる、 道なら ねば、 たかき もい やしき も、 た へ < ^に 

したが ひ、 この 世に あらんう ち は、 えならぬ あそび を 

ももよ ほし、 心 を も なぐさむべき 事な りと い へば、 む 

れゐ. たる 諸 鳥 ども、 げ にもと 思 へ るお も、 ちに て、 か 

の 右 £1- 頭が あま 夜の 物語の 時、 .^.將ぅなづきしぁり 

さまに て、 もの もい はや、 時刻う つり ゆけば、 その 時 

ものしりが ほなる 小、 论、 あまたの 中 をお どり 出て、 ひ 

はの ことば をぞ なんじけ る、 

さてく 此 世の あだなる 事に つき、 色々 の 御物が た 
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り、 耳 を おどろかす 計な り、 ふるな の 辯 をから すば、 

まなぶ にかた かるべ し、 さ，^ さがら、 我等 無才ぐ あん 

の 身ながら、 內.： 仙 洞、 又は 四 道の 儒者 出身の みなり 

と、 大學 寮の あた b  、其の 外 諸^の 勸學院 の 軒 端な ど 

をす みかと すれ は、 內 外典に わた b  、智者 碩德の 物が 

た， 0 を も、 少々 聞きお ぼ へ 侍れば、 うたが ひ はさと り 

の もとと やらん いふ を、 たのみて 申 計な. 5、 萬の 事に 

惣 別の 一 一 あり 、今 日 諸 鳥 を 御す 、 め 、しなぐ 別 すれ 

ば、 本 說木歌 敎內敎 外に わたり、 惣 すれば、 無常 をす 

すめて たのしみ をき はめよ とい ふ 事 也、 此儀 さらに 

しんじが たし、 三 藏敎に はもつ ばら 無常の 観 を あか 

して、 後世 をい さめ、 無 相の {仝 にいたら しむ、 いざと 

よ 無常 をす、 め、 貧 欲 をお こせと いふ 事 はとなん す 

れば、 その 時 ひ は、 おどろき たるけ しきに て、 座 をた 

ちな をり、 すこしも 我まん のこ 、ろ もな く、 御 ふしん 

の條尤 きこ へ 侍り、 但 大論幷 に摩訶 止観に も、 欲の つ 

,0 ば， o を もつ て、 機 をす く ふとの ヾ て、 どんよ ぐすな 

はち 逍の もとな， 0 とい へ. o、 さて 又 人の 世に も、 もろ 

こしの いにしへ、 かんたんの 旅亭の あいやどり にて、 

ろせいが こ、 ろに 貪欲の ある を、 呂翁 さと b て、 名利 


を はなれさ せんがた めに、 持た るふく ろの 內 よ..^ も、 

一 の 枕 をと， 5 出し、 是を 枕に していね たらば、 ねが ふ 

事 かな ふべ しとい へり、 盧生 をし へ に まかせて ふし 

たれば、 黄 梁 一 炊の あ ひだみ ゥる 夢のう ちに、 五十 年 

の榮花 をき はめて 夢 さめぬ、 其 時ろ せい、 貪欲の 念 

を ひるが へ して、 人間 百年の 樂 しみ も、 今み つる 夢に 

- J となら やと さと， 9 て、 郎待に 名利 を はなる、 かやう 

の 先蹤も あれば、 たのしみ つきな ば、 後 は ぼだいに、 

心 もも とづか A かと w-j ふな， 0- といへば、 もとよ， .0 智 

惠 かしこき 雀 なれば、 すな はち 尤と、 こ、 ろ をお なじ 

うし、 ありがたき 善知識な りと ほめて、 さらばめ づら 

しき あそび を もとめば やといへば、 かさねて ひ はの 

こたへ ける は、 雪月花の もて あそび、 詩歌 管 終な ど 

は、 よのつねの ことな、 り、 是 より 北に あたりて 一 の 山 

あ， 9、 木 だち ゆへ あ. 0 て、 ゆ ほび いなる ところに、 て 

りう そぎみ とて、 毛い ろ も か はり 、此 世に は にげなき 

程の ひめ 宮ぉ はします、 かたち を ほめん にことば た 

らす、 さ へ づり給 ふ 御 こ ゑな ど は 、頻伽 かい 子に あ b. 

て、 こ ゑ 衆 鳥に すぐれたり とい はれし 鳥 も、 は ぢらひ 

ぬ ベ く 閒 ゆ、 品 を 申さん に は、 天て る大 かみの 御す ゑ 

あだ 物語 上卷  . 


なれば、 照の 字 をい みなに て、 てりう そ 姬とぞ 巾し け 

る、 た っ田姬 とい はん にもつき なから ャ、 七夕の 手に 

もお とる まじく、 中に も 琴 ひき 給 ふ 事、 世に たぐ ひな 

し、 いにしへ の 花 陽 夫人の つま をと、 伯牙敏 をた ちし 

げんの ね、 としかげ が あすら よりった へし 琴の ひい 

きも、 け を されん やうに お ぼ ゆ、 あしがきの まぢかき 

ひいき をき かん は、 お ほけ なき 事な-り、 た い 心々 にし 

たが ひ、 一 首の 歌 を參ら せ、 御 返事 を も 見 給へ かしと 

いへ ど、 歌に た へ ざる かたはう け ひかざる けしき を 

見て、 又 ひ はの いひけ る は、 古今の じょに、 いきと し 

いける もの、 いづれ か 歌 をよ まざ. 9 ける とい へ， o、 花 

に 鳴く うぐ ひす は、 此 座に ゐ給 へ ば 言 をの こし 侍り、 

水に 住む 蛙と は、 昔し 壹岐守 紀良衷 とい ふ 人、 住吉に 

まふで、 わすれ 草つ める 木陰に 美女 一 人た てり、 莨贞 

けさう しければ、 かさねて 愛に きた ま へ 、あ ひ 兄ん と 

ちぎりて、 かたみにた ちか へ ぬ、 又の 年お とこ ゆけ 

ど、 あ. 0 し 女 もみへ す、 おりし も 砂のう へ を、 かはづ 

の 前 わたりす る あと を 見れば 「住吉 の 浦の みるめ も 

わすれねば、 か. 9 にも 人に 又と はれぬ る、 とい ふ 歌の 

もじ あり、 此時、 さて は あ， 0 し 女 も 蛙に て あ， 0 つらん 
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と、 こふる >：3 もやみ ける となん、 かやう のた めし を 思 

へ ば、 心の 淺深ぁ て、 難 波淨の の よしあし はあり 

とも、 歌よ まぬ かたは あら じ、 姬 君の 睦 じくし 給 ふ、 

山 がら、 こがら、 日 がら、 し いうから、 などい へる ごた 

ちのうち を、 中の つか ひとた のみ、 いすかの つぼね、 

まし こ、 かやぐ き、 などい へ る、 御 そば 近き 衆、 此 外ち 

いさき 衆 も あまた あれば、 それまで 云った へた まふ 

ベく や、 又 この 君 はげい のうに くも..^ なく 侍れば、 し 

たしみ 給 ふと b< ^まで も、 よの つねの かたなら す、 

まことに にる を 友と する のこと は.. = ^也、 まして 品な 

がき 御 方 なれば、 めん^^の 由緒 を も、 ほに いで ゝ、 

いひった へ 給 はじと いへば、 おのく 此儀 いみ じし 

とて、 すみか/^ にか へ り、 しな < ^の 歌をぞ おく.^ 

ける、 屮にも あと は、 そ さ， フ にけ やけき 方に て、 な 

にの 思 匪 もな くま づ よめ り、  • 

"； g 子 鳥 

君 をお も ひこ がれぬ る 身 をむべし こそ 

火に くばれる とい ひった へ けれ 

とよみて、 山 がらの ごた ち を賴て や. 0 けれど、 うそ 姬 

阿 とかお ぼし けん、 i.^ あげ もし 給 はす、 
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雲雀 

物お も ふ 床に はふせ ど あだし 名 は 

たちて 雲井の ひばりと ぞ なる 

とよみて、 せみ も ほたる も、 我 身のう へと いひて、 日 

がらの 小 君 を、 たのみて ぞゃ b ける、 君 を はじめた て 

まつ. o、 をの/ \- 見 給 ひよ き 歌な りと 思へ るけ しき 

な， 9、 

瑠璃 

うそ 姬 のおから 物と はなら すして 

金銀 璃の名 をく たすかな 

と 書て、 四十からの ふる ごた ちへ 見せければ、 やがて 

姬 君の 御 まへ にて、 まし こ、 かやぐ き. など も ほの み 

て、 狂歌 なれ どお かしき 歌な，^ と、 さ、 めきけ."^、 

尾長 鳥 

君 ゆ へ にこ、 ろ 見 だれて 玉の をの 

ながき ちぎ. 0 を 結び こめば や 

と 書き つらねて、 山が らして ぞ をく. 0 ける、 姬も 面白 

さう に 見 給 ひし かど、 か へし はなし、 

目白 

めはしろ くな をなる とても 願く は 


君 を あ ひて に をし も あはい や 

tj て、 さの みよ そめ をつ 、まぬ ふせ ひなる を、 つか ひ 

の 口 がら、 取 かくして もて ゆき けれど、 あら おそろし 

やと、 の 給 ひたる 斗な.^、 

梅に 宿. 0 櫻になる 、あさゆ ふ も 

君 を こひつ ゝ なくば だり なり 

とよみて、 我 身の むかし、 いやしからぬ 事 を も、 こと 

に 出て、 

驚 は いなかの たに のす なれ ども 

だみ たるね をば なかぬな. 9 ける 

と 歌人 ものた ま へど、 我 はもの を 思へば、 聲の いろ さ 

へ か はる 許な. 5 とい ひて、 四十からの おもとに ぞゎ 

たしけ る、 姬君 例のう け 引し 給 はや、 使の 云け る は、 

是 はいに し へ 、孝 謙 天皇の 御代に、 大和の 國尊天 寺に 

住む 僧の、 最愛のう つくしき 童子 あ. 9 しが、 ほ. どなく 

みまかりて 後、 三年の 春、 童子、 驚と な. 0 て 軒ば の 梅 

にきた b  、初 陽 毎朝 來不相 還本栖 となき ぬ、 是れを 文 

字に うつして 見れば 「はつ 赛の朝 ごとに はき たれ ど 

も、 あはで ぞか へ る もとの すみかに、 と 云 歌 也、 かの 

^1^ 物 mi 上卷. 


童子の 再誕に てまし ませば、 先祖 もな みならす、 古人 

も、 鶯の聲 に 誘引 せられて 花の 下にき たると 云、 又は 

花 中の 鷲 舌 は 花なら すして かんばし、、 などと ほめ 

たまへ， 5、 か、 る 御 かたに 返しなくて はとい へば、 姬 

君 「梅に こ ひ 櫻に われ をした ひなば、 花よ.. >  後 はわす 

れ もやせん、 との 給へ ひ、 

佛法僧 

かくい ふ は 岩 木 なれ ども、 われ は 未来の 苦果 の， 身 を 

あん すれば、 佛 道の 心がけの みに て、 歌な どよ みたる 

事 はなし、 知 をば しれる と —、知らざる をば しらすと 

せよ、 これ しれるな りと 儒 書に も あれば、 欹 のこと は 

しらぬ よし 、ありの ま、 にい ひて、 姬 君へ は、 つか ひ 

の 口上に のみた のまん かと あん すれば、 佛神 のめぐ 

みに や、 ふと こ、 ろに、 三十 文字 あま のことの 葉、 

うかぶ を さいはいと 書付て、 使に ぞ わたしけ る、 

三 法の みな を唱 へ し 御， 0 しゃう に 

まづ思 ふこと かなへ たま へ や 

とよめ る を、 いすかの つぼねみ て、 口つ きのな をから 

ぬ やうに、 心 もさがなくて いひけ る は、 此鳥は ほうけ 

づ きて、 君の せな と は 頼が たし、 され ども 四諦の 名ば 
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か. さ へづ る 鶴鹅、 なを 天に 生す とい へ. 5、 いはん や 

三歸 をと な へ ば、 いか 許 あ がた く 思 ひしに、 さて は 

後の世 を此 世に ねが ひか へ て、 いろ を このめる や、 街 

無 三 法惡心 やとい ひて、 わら はれけ. 9、 

君が 身に かさ も あれ かし あかつ きの 

鳴の 羽ね がき も、 夜 か、 まし 

とて、 歌の ことば しら ざ. 0 ければ 、鳴た つ さはの あさ 

き やう なれ ど、 おも ふ 心 はふ か 田より ふかしと 語，. y 

て、 よしあし は 使の いひな しならん とい ひて、 わたし 

ける を、 みな/^ 聞て 、あかつきの 鴨の はねが き 百 は 

がきと よめ る、 古今の 歌の 保 なれば、 なみ/^ のとり 

に は あら じ、 た いしょき かきてに はありと も、 君の 身 

にか さあら せん 事 は、 もの かなしき 事な. 0 とい ひて、 

うち 置 給 ひぬ、 

烏 

君が あた h-pb ま は h- て あは いやと 

こえな きから す こ とも はづ かし 

とい ひて、 我ながら ロ惜き は、 鵲は吉 語 をった へて、 

いづく んぞ しづかなる 事 をえん やと、 古人の いひし 
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ごとく、 人の 上の 吉事 をば し.. >  て 、むら/, -里々 をな 

きどよ めど も、 我 身のう へ の 善惡を しらす、 此思ふ 事 

叶 ひなば、 いちは^  ^らせ 給 へ と、 山 がら を 以て い 

ひける を、 姬君聞 給 ひ、 此 鳥の 物い ふ 事、 まことし か 

らす、 古き 歌に も 「からすと い ふ 大をそ 鳥の まさて に 

も、 きまさぬ 人 を ころくと ぞ なく、 とい ひて 僞の 、る 

有 鳥な. 5 との 給 ひけ. o、 さ て 使の い ひける は、 妄語 綺 

語 惡ロ兩 舌 は、 欲界の 衆生の なら ひ、 とがに てと がな 

らす、 又い にしへ を 思 ふに、 六國 のこと かとよ、 夷圃 

より 五天の 鳥來， 9、  二の 翅のぁ ひだに 黑き玉 を 持ち 

て、：！： の 光 をく らま かす、 此 玉を収 て、 後重寶 とす、 秦 

の 始皇の 渡 角 鳥 玉玉銘 のみつ のた からの その 一 つな 

b  、此玉 をう ば 玉と、 歌人 もい ひなら はせ b、 これら 

もから すの ふしぎな り、 其 上 烏に 反哺の 孝 あ，^ とて、 

親に 孝行 をな し、 道 を 道と す る 鳥な り、 あさ がらす 友 

からす、 夏 がらす 村 がらす、 こもち がらす 二つ がら 

す、 夜 がらすう かれ がらす、 此外 にも あまたし な ある 

中に、 - れは妻 を えら び 給 ひ て 、 い まだ やもめ がらす 

に てまし ませば、 み こ 、ろ を かるべ きに も あらす、 ま 

づ 一 擎の御 かへ し をば たび 給へ といへ ど、 すがたの 


餘 h- くろみ 過て、 こち/. \ '敷と や， きら ひ 給 へ 

駒鳥 

穴ェ をと ぶ 我 はこ ま 鳥 君 をのせ て 

足な みは やくた ちか へらば や 

夜もすがら 君 を こ ひぬ る ひと， 0 ねに 

身の ひ へ 鳥と きら はれ やせん 

とよみて、 われながら いやしき 身 なれば、 なさけの 道 

をた のむ ばかりな， 9 と、 つか ひのき げん をと りて ぞ 

つたへ ける、 

鸱 

おき もせす ね もせぬ 床の 明が たは 

と びた つば かりもの おも ふ なり . 

とよみて、 我 は此體 にても 先祖い やしから や、 第 六 天 

の 魔王の 末孫な りと、 くわしく かたりて、 ふかく 山が 

らを たのみて つたへ けれど、 すがたの ふつ、 かな h- 

とや きら ひ 給 へ ，0、 鸱此 よしをと くにさと， o、 山 がら 

を よ び 付、 目 を いから かし、 した \ かに は らを たちて 

いひけ る は、 よの 小鳥の かた へさへ、 一 皮の 返歌 は あ 

しに、 我 をば あな づ， 0 給 ふや、 重て 此歌を まいらす 


るに、 又 かへ しなき 物なら ば、 うそ 姬を はじめて、 み 

な/^ を も、 はから ふ 旨 ありと て、 

くちおし ややが てまどう へ 引お とし 

うさ もつ らさも © ひしら せ 

i いひて ぞ わたしけ る、 山 がら ことのほか おどろき、 

いそぎ 婭君 へ まい，.： >  、やうす をの こさす かた. o、 此鳥 

は 魔王の 御 末 なれば、 あさはかに した まひて は大 isf 

なる ベ し、 大 論に は 四 種の 魔 を あげ、 罵 意 經には 五 稀 

の 魔 あり、 楞嚴經 とやらん に は 、悲 魔^ 魔 憶 魔 知 足 魔 

常 憂愁 魔 好 喜樂魔 穴..； 魔 欲 魔と とき 給 ひ、 日本に も、 あ 

た ごの 山の 太 郎坊、 ひらの 、みねの 二 郞坊、 する がの 

國の常 士太郞 、大山 S 伯 耆坊、 白 峯の栩 摸坊、 ひこ さ 

んの豐 前坊、 飯 綱の 三郞 などい ひて、 國々 山々 嶺々 に 

魔 類の お ほ き 事、 さばい なす 祌の ごとく、 此鷉の き に 

ちが ひた ま はい、 いか やうなる 天魔 波 句の しゃ うげ 

か あらんと、 おどしければ、 うそ 姬は あきれはて ゝ， 

歌の 思案 もな き體 なれば、 いすかの つぼね、 ふる ひふ 

るひぞ よみけ る 「魔道 へ は ひきなおと しそ 引お とし、 

うそ 姬 君と いもせ ともなれ、 とい ひや ければ、 す こ 

し はき げんな を， o ける となん、 
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鶉 


あ ひ 見す ば うづら 衣 を ふか 草の 

野べ のさ くらの 色に 染め まし 

と 口す さびて 「野と ならば うづら. i な てな きおら 

ん、 かりに だに や は 君 はこ ざらん、 と はきけ ど、 君に 

LO は る ゝ事 もな き LJ  、，つらみ てぞ おく. o- ける、 

火燒 

い つ かさて 祝言 をして うそ 姬の 

食の ひたき とせめ てなら ば や 

と 口 やさび て、 われながら よからぬ 名 を もちて、 むね 

のお も ひ を さ へ燒そ へ ぬると、 ひとりご ちければ、 姬 

君 も 聞た まひて、 哀と 思へ るみけ しきな. 9、 

喚 子 鳥 

よぶ こ 鳥よ ベ ども こぬ はかよ ひぢの 

中に な こその せき や 有， 5 けん 

とかき した ゝめ、 つか ひに 持せ、 こがらの やどへ ぞゃ 

り 給 ふ、 やがて 見せ 參ら せければ、 姬君、 これ は 和歌 

の 三 鳥と やらん いひて、 なだかき 方に て、 おとに はき 

けど 目に は 見やとの 給へば、 いすか まし こか やぐき 

も、 おなじ やうに ぞいら へ ける、 こがら は 御つ かひな 
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れど、 直に 御义を とら ざれば、 いか やうの みかたち と 

もしら す、 た  >  し 世の中の とな へ に は、 かほ 鳥と も 山 

嗚とも つ、 鳥と も、 又は 猿と もい ひ、 鹿と もい へ， 9、 

いづれ を 正說と 云べ きに も あらす、 萬 葉に 「朝霧に し 

と いに ぬれてよ ぶ- 】 鳥、 御船 山より 鳴 わたる 見 ゆ、 古 

今にに 「遠近の たづき もしらぬ 山中に、 おぼつかなく 

も^子 鳥 哉、 などよ める と はきけ ど、 さらに はか， 0 が 

たき 事、 たいよぶ こ s:! とい ふ 鳥 こそ あるら めと 思 ひ 

給 は い、 むづ かしから じと い へ ば、 姬君 も、 き や く.， ：> 

ん にやお ぼし けん、 か へし はなし、 

かしと り 

き 

君 をし も 旅に やらば や 行み ちの 

宿か しc:lとな..^ てとは れん 

と はよ めど、 つた へ ん たよ ひもな し、 我 はさの み 物 を 

ば しら ざれ ど、 諸 鳥の 口 まね をす る 事に えて たれば、 

ゆ ふやみ の 道た どくし き 折から 行て、 つか ひの 山 

がら こがらの 口 まね をして、 此歌を 直に 姬 君に 参ら 

すべし、 但し 古しへ を 思つ > くるに、 嘗 君が 千 狐の 

裘を もちし に、 秦の照 王の こ ひ 給 へ ば、 おしみて 齊の 

國へ にげさる に、 夜 ふかくして かんこく のせき あか 


す、 伴な ひ 行く 三千の 人の 屮に 、鶴の： ：！ まねす る もの 

あ，^ て、 あか つ きを つげければ、 即 關の戶 あきて、 さ 

は b なく 本意 を とげけ ると きけば、 我 もこれ を まな 

ぶ ベ し、 た いし 夫に はか はちて、 ゆ ふま ぐれに 山 がら 

のね はは かると も、 君 にあ ふ 坂の 關 をば ゆるさで、 そ 

こつなる との いのもの などに、 うちた、 かれな ば、 に 

が しき あ. 9 さまな らんと、 思 ひわ づら ひたる け 

しきな. o、 

つ • どり 

ゆ 

うそ 姬を よそに 見せ じと 筒に 入れて 

おなさけ をのむ さ かづ きもが な 

とよみて 「これ も 又 さすがに 物ぞ哀 なる、 かた 山 かげ 

の つ 、鳥の こ ゑ、 と 歌人 ものた まひし ときけば、 あは 

れみ給 ふやう にと いひて、 K を 頼み 侍， 9、 

しと * 

神 鳥 

雨と ふる M にしと いぬる \ 日 も 

胸のお も ひ はき ゆる ともなし 

と 口す さびて、 iEil- すくなに て や..^ ける も、 又お かし、 

雀 

われ はたい すいめ なれ どもう そ姬と 

あだ 物語 上卷 


いは ひする めの 名に も か へば や 

とい へば、 使も此 鳥の 事 をば 聞 及て、 姬君 にかたり け 

る は、 勸學院 の 雀 は 蒙 求 を さ へ づる とて、 才智^に す 

ぐれ 給 ひぬ、 なを さら 歌よ み 給 ふ 寧 は、 和國の 風俗な 

れば たどり 給 はす、 此御歌 も 六 稀の しなた かく、 こと 

えり を もした ま はんすれ ど、 君の 御 返歌 もむ づ かし 

く W 心 ひ 給 はぬ やうに と、 狂歌て いなる もこよ なき 事 

なり、 又はい にしへ 赏 方の 中 將 、奥州に てみ まかりし 

に、 其 こん はく も 雀と 化して、 內裘へ か へ h- 給へ り、 

かた < ^いはれ せる 御 方な といへば、 まし こか や 

くきお なじ ことばに、 よの JJ わざとよ 勸學院 の 事 は、 

む か し 大內裏 のとき、 公家の 學匠 たちあつ ま. 5 て、 談 

篛 せらる、 所な り、 其 下部の 人の 名 をす  >  め とはい 

ふ 也、 又諳 寺に も 勸學院 は 有べ し、 まことの 雀の 蒙 求 

を さへ づ ると いふ 率、 しんじが たしと いはれ て、 使 は 

あま.. >  に ほめ 過して、 むづ かしきめ にあ ひぬ る 事よ、 

たと ひ此 なん をば いひ わけたり とも、 さはり とな h> 

て、 歌の かへ しなくて は、 ほいな きこと なり、 いかい 

せんと あ ん じたる ばかりな り、 

つぐみ 

鵜 
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我 は 歌よ む 事 もしら す、 えんなる かたに も 心 ゆか ざ 

れど、 このたび この かすに いらす ば、 1, ポュ藉 物と て、 と 

,o<^ にに くまれん も かなしければ、 歌 をば 友 鳥 を 

たのみて、 

お ほけ なき 君と はしれ どお も ひつく 

みのおと ろ へ をな にと か はせん 

とよ ませて、 わが 歌の やうに して ぞゃ. 0 ける、 心に も 

そまぬ こひぢ にた どる も、 又お かし、 

6 や 

伯勞鳥 

い にし へ の もす のく さぐき あだなれ ど 

あだなる せめてち ぎ， 5 ばか， 0 も 

とよめ. 0 ければ、 うそ 君此 歌の心 わき まへ がた しと 

の 4?  / ば、 使の いひけ る は、 これ はいに しへ、 さる 人 

の 野な かにて、 ひとりの 美女に あ ひて なまめ き けれ 

ば、 女の いはく、 あれなる もす のいた るく さぐき のと 

をり にわが 家 有り、 かさねて とひ 給へ と、 ちぎりて わ 

かれぬ、 又の 年 ゆきて みれ ど、 草ぐ きもな しい ゑ もな 

し、 女 もなくて むなしく か へ b 侍， 9 ぬ、 これによ h- て 

草ぐ きをば、 あだなる ちぎ によみ なら はせ り、 た U. 

しそれ は、 直に ことば を も か はし つるま、、 せめて そ 


のちぎ b 程な， 0 ともと、 ぉもひぁま.^>たる ことのー^^ 

も哀 ふかし、 此外 もす の 草ぐ きと は、 時鳥の くつでの 

か は， 9 に、 草ぐ きに 虫な ど さして をく をい ふと， いろ 

いろの せつ 有、 とかくい はれ ある 鳥な. 9 とほめ けれ 

ば、 おのく の 給 ふ は、 くつでの いはれ は、 もす のた 

めに はよ からぬ 事な り、 又伯勞 饒舌 なれ ども 代に と 

はれす と、 詩人 もい ひ 置く、 よろ づ の 鳥の 口 まねな ど 

を-よ すれ ど、 みちに たつ こと をば いはざる 故、 人に も 

と はる 、事な きと 聞きった へ り、 あま， 口き、 にて 

ひもお さ./,, ^しから じと そし， 9 給へば、 使 もお もな 

げ にて たちぬ、 

世に しられば おもな き舉 なれ ど、 我 はついに 歌と い 

ふ ものよ みたる ためし もな し、 よます ば 諸 鳥に いや 

しめられん も くちおし、 され どもお り ふし 人家へ た 

ちいで、 かき ほの すきま、 つ いぢの くづ れを かよ ひぢ 

となして あるけば、 世の中の 物語な ど は 聞お ぼへ 侍 

、此國 は 和國の 風俗と て、 伊弊諾 伊势册 尊、 あまの 

うきはしの もとにて、 いひ か はし 給 ひし ことの 葉よ 

おこ 、素證 のおの みこと、 出 雲 國簸の 川上のお ろ 


ち をた いらげ 給 ひての ち、 八 雲た つ いづも 八重が き 

とやらん、 いふ 歌 をよ み 給 ふとき けば、 和 光 はおな じ 

御 事 なれば、 三千 七 百 三十よ しゃの 祌々 も、 歌 をば よ 

み 給 ふべ し、 いづれ の祌を かたのみ 舉 り： 、歌 を 一 首よ 

む やうに 祈らば やと あんじけ るが、 我 は惣別 みぞ か 

はの ほと b を このめば、 H 本の 俗語に は、 溝に 三年 住 

とい ひなら はし、 名の 字 を さ へたが へ て、 溝三歲 とか 

くと きけば、 定て水 祌も我 をば よき 友と やお ぼ すら 

ん、 よそまで もな し、 此水 主の かみに いのらん とて、 

水中に 石の あら はれて、 たかき ところ を しゃだんと 

さだめ、 竹のお ち 葉 を 榊ば と なぞら へ 、さ ^れ石 まの 

波 を しら ゆ ふと 観念して、 あまた、 びぬ かづき けれ 

ば、 くたびれ やし けん、 すこしね ぶ b ぬれば、 ま ぼろ 

しの やうに、 

こ ひの やみて らし たまゑ や てらさ や は 

神の ゆか. 9 の 名 を やくた さん 

と 示現し 給へ ば、 なのめ ならす よろこび、 わすれぬ さ 

きに とて、 まづ かき と  >  め 、み づか らもち ゆき、 時の 

奏者に 見せ たてまつれば、 よのつねの 飛脚な どの や 

うに こそ 思 ひつれ、 さて 珍しき 艷 書のお く. 9 やう か 

も だ 物語. 上卷 


なと、 わら はれけ. o、 

いか るが 

にくからで そら 腹た つ をい かるが と 

思 ひても 又な びき もやせん 

とつ いけて、 われながら すがた も、 よからぬ とやお も 

ひけん 「かたち こそみ やまが くれの くち 木 なれ、 こ、 

ろ は 花に なさば なりなん、 とい ひながら、 つか ひのき 

げん をと.. n- てぞ や.. n- ける、 

1 ヒ、 

を かば やと 我い ゑつく るかべ ぶしん 

ぬるま も 君 を わすれ や はする 

とよみて や， 9 ける を、 をの-/^ 見た まひ、 これ はこの 

國の 鳥に も あらす、 他國 よ. 0 かよ ひ、 たびの すま ひな 

れば、 つばめ は居舍 なくして けいしい そが はし 人と、 

詩人 もの 給へ. 9、 家 もなくて、 あやなの たは ふれ 事 や 

と、 わら はれければ、 つか ひの やまがら の 云、 つばめ 

は 社：：" をし りて 辭 して さると て、 日本に は 二八 月の 

戊戌 戊 申の 日、 神へ 五穀の 成 じゅく をい の. 9、 もろ こ 

しにて は、 兩 親の れいこん を まつる 日な り、 この 社 日 

をし. 0 て往 行す る 故、 神の 鳥と い へ ば、 神慮のお それ 

]  m 百 it 七 
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も あり、 そのうへ、 とこよの 國ょ りかよ ひた まへば、 

なを はづ かしき ことなれば、 御返しば か..^ はした ま 

へと いさめ けれど、 御 心 ゆか ざれば、 せめて 御 かたの 

返歌な りと もとて、 山 がら 「ぬる かべ の ひぬ まにあ は 

X せ X し と も、 我 ゆ ふが ほの やど を か さまし、 とかき 

て、 たより を まちて ぞ やりけ る、 いか  > 思 ひた まふら 

ん六 かし、 

鳩 

我 身 はい やし けれど、 かたじけなくも 八幡の 御 使者 

として、 男 山に 住み なれ、 わきて 人に も あがめら るれ 

ば、 よその きげん をと らんと はお も はね ど、 戀路 のな 

らひ にて、 巾 だち のき をと り、 あらまし うそ 姬 へ かこ 

ち けれど、 いなせ もな き は、 くちおしと 思 ひながら、 

我 をな みの 男 山と やお ぼしめ す 

おなさけ なし や 弓矢八幡 

とや， 9 ける を、 うそ 姬見給 ひ、 たび/^ の 御 心 ざし か 

たじけ なけれ ど、 此 鳥の 心た のみが たし 、その ゆへ は 

雨鳩婦 をよ び、 せ ぃ鳩婦 をお ふとて、 雨の 時 はつ ま を 

よび、 はる、 時 は を ひやら ひた まふと きけば、 むづ か 

しきい もせの 中な らんと きら ひた まへ. 9、 使の こが 


ら，. 御言ば さる 事な.^ 

よ. 0 我國、 他の 人よ" 

大切に おぼしめ さん 

神慮 もお そろし きな 

まします、 その 故 は、 


一 ュ百 五十八  _ 

ど、 八幡の 御ち かひに、 他の 國 

は 我人と あれば、 いか 許墙 をば 

、おろそか にし 給 ふこと、 まづ 

ソ、 其上此 鳥は廳 よ. 9 心た けく 

いにしへ 出 羽 國平賀 、內裏 へ 鷹 

を舉， o、 其 鷹のお や を、 あとに して 鷲が と. 0 ころしけ 

る を、 かの 鷹 都に てし りつ、、 すな はち はなれて、 八 

幡山 へ ゆき、 鳩 を つれだちて 出 羽へ くだり、 ほどなく 

親の かたき をと.^、 又 都 へ たち か へ ，9 ければ、 鳩 やの 

鷹と ぞ めされけ る、 此心を 「いで はなる ひらが のみた 

か 立 かへ b、 親の ために はわし もとる 也、 とよめ h -、 

此た かも、 鳩の 力 をた のます ば、 かな ひがたき 事 也、 

これ 程た けき 鳥の、 きにちが ひた ま はん 事、 おそろし 

くと い へば、 姬君を はじめ 舉 b 、みな/,^ あんじ ゎづ 

ら ひたる けしきな り、 

-フ， て姬 のけん/,.,. 'とする ふ， 0 ならで 

ほろ， 0 と淸け かくる ZI もがな 

と 詠 じて ぞ おくりけ る、 例の 見る亊 を も きら ひ 給へ 

、いすかの つぼね は、 いにし へ 今の 事 を も 聞お ぼハ 


ければ、 いさめ をな して、 これ は 神代に、 天上より 天 

雜彥の もとへ、 名な しの 雜 とて、 御 使に くだりし、 其 

it のす ゑ< ^にて まし ませば、 いめ -f ^め 給 ふべき に 

も あらす、 女に は 三役と て、 さかんなる 時 はおと こに 

したが ふ 事 その 一 つ 也、 いかんと して いづれ のとり 

ど. 0 を も きら ひ 給 ふやと い へば、 姬君、 中々 になれ ぬ 

むかしの ま、 ならばと いひ 置し ごとく、 たが ひに み 

もしみ え もして 後、 えに し あさはかに てす てられる 

は、 いかば か，.^ くやしから ましとの 給へ ば、 又つ ぼね 

云け る は、 こゝ ろざし の ほど、 まことの 賢 女に てま 

します、 負 女と 云も兩 夫に こそ まみ へ ざらめ、 いづれ 

にても ひと へ はなびき 給 ふべき 事 也、 其 上 婦に七 

去 ありと て、 すてら る、 に 七つの 品 あ. 9、 それ も 今の 

みこ、 ろの な 1- り、 かなる 上に、 なをた しなみ 給 はい 

さはり は あら じと いさめ けれど、 うち ひそみて ゐ給 

へり、 

ひ n 

偖い つ 比、 みな まと ゐし給 ひし 時、 はかなき 口に 

まかせ 申せし 事 を、 いしう やお も はれ けん、 と. o<\ - 

にう そ 君へ 歌 をお く. 9 たまへ ど、 返し も なきやう に 

—  も， れ 物語 上 巻— 


き、 侍， o、 われ 又お なじ やうに て は、 くちおしき 事な 

れば、 ふ- 9 を かへ て かこちよ らば、 かへ しも 有べ し、 

その ゆへ は、 いにしへ 伊勢の 齋宮 にて、 さか づきの さ 

じきに、 かち 人の わたれ ど ぬれぬ えに しあれば、 と 書 

きてい だし 給へば、 又 あ ふ 坂の 關 はこえ なん、 とつ ゐ 

まつの すみして 、歌の すゑ を かきつけられし、 そのお 

も かげ をした ひ、 發句を 一 つま いらせば、 わきの 句の 

なき 事 は あら じと て、 山 がら を 使に て、 發句を 書きて 

を くられければ、 すな はち もち 行きて これ^^ 見 給 

へ とて、 ひらきて いひけ る は 、智虽 .5 かしこく まし/ \< 

て、 歌 を 参らせば、 谷な みに 御 返歌 あら じ、 前 句なら 

ば、 つけ 給 はぬ 事 は あらおとの、 御 はから ひと 見 へ た 

れば、 せひと も わきの 句し 給へ とい ひぞ しけれ ども、 

うち そばみ はぢら ひて ゐ給 へ 、つぼね を はじめ、 使 

のこと はりげ にもと やお も はれ けん、 さらば 姬君 わ. 

きをし^ へ 、御 そばに ゐ 侍る もの 典 も、 よしあし はし 

らね ど、 一 句づ 、は 付て 見ん とい ひて、 おのく あん 

じ 給 ひける、 おましの け は ひ しづかに て、 まことに 春 

め きけ， o、 

見よ やみん ひ はいつ ごろ ぞ花ざ かり 鶸 

. InlBS 十九 


n  も だ 物 0 上 卷 

 ：  I  うそ  - 

うそむ く 月 を 春の 夜のと も  鱟 

い t»fl3- つ ほね 

長閑なる つぼねの 簾 まきあげて  鴻 局 

露 も かすめる 庭の かやぐ き  聽 

雨 はふ. 0 まし このはね も ぬれ まさ. 0  1^ 子 

とつら ねて、 かき をき 給へ り、 ひがら こがら 四十から 

など は、 >んん き、 して おもしろさう にて ゐたリ ける、 

屮に山 がら は 使な..^ ければ、 是を とりて ひ はに 見せ 

ナ C--V6、 よろこびて 4r じけ るが、 俄にけ しき か は.^、 

そ もじ は此句 ども をば、 何と 見 給 ひたる や、 世の中の ， 

連 伏と い へ る も、 大 かたは 祈念に し 侍...^、 此句 どもに 

て 君と 我が 中 を うらな ひみる に、 いづれ も大 不吉の 

句な. o、 先 わきの 御 句に、：" を恭の 夜の 友と あそばす 

は、 我 をば：：： 花の 友に はい やとの 御 心 也、 又つ ぼね 第 

三の 句に、 簾を卷 あげてと い へ .9、：：1； をば すだれ を 上 

て 見る とも、 をば 指 かためて 我 をば よせ じと 云 心 

也、 又 四 句め に 露 も かすめ..^ とい へ h- 、此 頃の 物 思 ひ 

の淚の 露に、 め も かすみて かなしきに、 庭の かやぐ き 

にまで、 消の 露の をく やうに とや、 あまりなる 事 也、 

又 五 句め の ぬれ まさりの 句 も、 ふりまし ごと をな を 一 

もい ひそへ、 よき やうに なれ ど、 淚の 雨の ふりま さる 一 
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體 にき- ゆれば、 是も あはぬ 1,5 の こ、 ろに て、 いまい 

ましき 句 どもな り、 とかく 我 をば みうちの 衆まで き 

ら ひて、 のろ ひ 給 ふと 見へ て、 あさまし./^ と 云て、 

あしす.. 0 をして. なきけ る も、 又 一お ふかし、 

けらつ 、き 

名に しお ふかひ こそな けれ 君に あ ふ 

たくみ はならぬ たくみ ど.. >  哉 

とて、 さ. のみ 物 もい はす、 思 ひ 入た る體 にて、 使 をた 

の めば、 例の いすかの つぼね、 口さがなくて、 此鳥 は、 

よと ともに ひま もな く. こ V" かしこの 木 をつ、 きな 

らし、 名 を さ へ たくみ 鳥と い へば、 鳥の 中の はんじゃ 

うな. CS  、木の みちの たくみ は、 よからぬ わざな. 0 とい 

やしめ 給へば、 使の n がらの いはく、 さやう にかろ し 

め 給 ふ ベ きに も あらす、 官の內 にも、 內匠頸 相當從 

五位 上大夫 諸道 五位 等 これに にんす とい ？、 木工 

頭 は 直に 鉞をも 取る やくな， 9、 これ は內 裏の 御作 事 

など をた くみて、 そう も ん する官 な. 9 とほ め けれど、 

御氣 にや いら ざり けん、 か へし はなし、 

おもへ ども へ だてら るれば 君が 方に 


よるとなくなる かひ やな からん 

と 詠 じて、 我 先祖、 胡國 よりた まづ さった へしより 此 

のかた、 文の 使に はなれ ど、 やる 事 をば しらす、 たい 

し、 めじが 原と さへ おも ひた ま はい、 よの 中に あら 

ん かぎり はたの み舉 らんと 云て ぞ つたへ ける、 日が 

らもち 行て、 君に 見せ たてまつれ ど、 御け しきょから 

ねば、 禮義た 5- しくまし ます 御 かたに、 御 か へしな く 

てはい か^とす 、め けれど、 いなせ もなければ、 つか 

ひ 「たま づさ のか へしの あらば を そしと も、 よき 日が 

ら見 てとり もった へんと、 詠 じて 我 歌と しり 給 ふや 

ふに とや、 名 を もよ みそ へ て や， りつ ゝ、 いか^お ぼす 

らんと あんじたり けり、 

やま ど. n- 

君 を こ ひて おとろ へ ぬれば 山鳥の 

おろの 鏡 は 見る もはづ かし 

とよめ る を、 四十から 取傳 て、 見せ 參ら せければ、 皆 

ゅ1の申給へ る、此鳥とのぇにしょからぬ^i^也、夜は妻 

と 山の 尾 を 隔て やどり、 ぉ.^^ふしをのが尾をまるく 

なし、 妻の かた を 見やりて、 妻の おもかげの 見へ ける 

時 鳴く を、 山 5§ の おろの か 5- 見と 云 ふとき けば、 うと 

—お—， れ 物 語 上 < 


うと 敷い もせの 中に て、 いやなる 事 也と いひす さび 

ぬ、 さて 使の こた へけ る は、 いもとせ の 中の したし か 

らぬ鳥 は、 定て たが ひの 心 もち 有 べし、 さあ. 0 とてな 

み の 鳥に は 有べ からす、 そのい はれ は、 六 國に鸞 

とい ふ 鳥 有り、 此事を 或 書に 雑に にた h ノ  、見 則 天下 安 

とかけ，.^、此鸞、鏡を見て鳴舞事たへな，り、 是 によつ 

て 鏡を鸞 鏡と いへ. 5、 又 太政官 のから 名 を鷲臺 とい 

へる は、 此 鳥の ごとく 我 身 を 0 て、 まつ ごと を 天 下 

に ふる 舞 給 ふべき との 事 也 、山鳥 又雜に にたり、 これ 

も 鏡 を 見て 鳴し 故事 あれば、 唐に ての 驚、 我 朝に て 山 

鳥 なれば、 おろかに おも ひ 給 ふべ から やとい ふ を、 い 

すか はもの もい はす 聞て い 給へ り、 此 つぼね はくち 

つきの かたはなる ゆへ か、 そうべ つ、 か いみ を 見る 事 

を きら ひ 給へ. o、 我き にあ はぬ 事 をい ふと やお ぼし 

けん、 俄にけ しき か はり、 四十から を にらみて、 そ も 

鏡と は 何事 ぞ、 鏡を兒 たと て 係の よくなる にも あら 

す、 さ ひ.//^  くもれば、 とがん とする もむ づ かし、、 

水 か V みな ど は、 のまん とて よれば 向 はで も かな は 

ぬ 鏡な り、 又はつ 泰 のか^ みのもち など は、 しょく も 

つなれば きら ふべき にも あらす、 此外 のかい みはい 
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らぬ ものな， 5、 なん ぞゃ山 田 山 畑の あたりに ゥ もる 

ちりあくたの、 せ (中 をく  .s-b ま はる 出 鳥が ぶんと し 

て、 いらぬ かいみと のた はぶれ si- やと 云て しかられ 

け. o、 其 時 四十から、 はらたい しくな. 9 て、 われ はい 

すかの つぼねに あしく いは れんす じめ もな し、 その 

う へ名ょ，^^年たけて、ぃそぢにハr」ょび、ょそのき 、も 

あしき やうに の、 しられ、 ざ 敷 をた、 んも おもな け 

れば とて、 ゐ なを b けしき を か へ てい ひける は、 さて 

さて 只今 御物 語の こさす うけた ま はり 侍れば、 姬君 

の 御 つぼねに は、 にあ はざる こ 、ろ を もち 給 へり、 た 

だし か いみの い はれ をし. 9 たま は ぬ ときこ へたり、 

しらざる 事 をば なら ひ、 1 字 はむ もんの しと なれと 

云 事 あれば、 あらまし をし へ參ら すべし、 まづ かいみ 

の 名 は、 まる かいみ あさか V みな どい ひて、 和漢と も 

にもて あそべり、 又 五月の か 3- みはお 鍊鏡 とて、 船屮 

にて いたる か いみな b 、この こ、 ろ を 「えに つなぐ 舟 

のなかに てむかし たれ、 みがく 五月の か > みなりけ 

ん、 とよみし もい はれ ある 事な. o、 な ゝ つ ごの か いみ 

は、 くだらの 人の みことに 舉，^ しか いみな リ、 野 守の 

か  >  みは、 むかし 雄 略 天皇の 御 か.^ し 給 ひし 時より、 
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ことお こ. 0 て、 野に ある 水 を、 はした かの 野 も. 0 のか 

が 見と 云り、 又徐 君が 鏡 は 人の 心のう.^ を てらせば、 

世の 人 こぞり て ほしが. 5 ければ、 わか 持と ぐる 事な 

らじ とや、 つかの した へ うづめ る を、 野 守の かいみと 

いふと も、 又 野 を まもる 鬼の 持た る 鏡 あ. 9、 これ も 人 

の 心のう *r をて らし、 いみ じきた から なれば、 さる 國 

王 あ b て此か  >  み をめ すに、 鬼のお しみければ、 野 を 

やきはら はんとし 給 ひし 時、 ちからな く.！ } て舉. c し 

を、 の も. 0 のか 3- みとい ふ 共、 又 秦始皇 即位の ころ、 

深； 佼に 一 の鬼來 て、 一 つの か いみ を 奉，^ て、 わた. 9 三 

尺な り、 これ は 病人の まへ にた つれば、 六腑 五臓み な 

こと <,\ -く あら はれ、 やま ふの あ h 'ど- .-ろをしれ>^^、 

是をのも..^燈，と云とも、此外せっ/(->■ぁれど、ぃづれ 

にても おもん する 物に て、 かろし むる 物に は あらす、 

これの みならす 神代に、 素 _f 益のお のみこと 出 雲國へ 

おはし ましけ るに、 手 摩 乳 脚 摩 乳と い へ る 夫婦の 者、 

一 人の 姬を もて 、いなだ 姬 とな づく、 此姫を 八岐の 

大蛇 あ. 0 て、 今： 仗の まれん とかな しお、 其 時素讓 烏の 

みこと、 此 の 姬を我 にえさせ ば、 大蛇 を た いぢすべし 

とふ かく 約束 ありて、 程なく 大蛇 を 1^ げ給 ひて、 稻 


姬と夬 妻の けいやくし 給 ひし 時、 わた b 八寸 めぐ 

り 一 一尺 四寸の か いみ を 聱 ひきで 物に まいらせ ける 

を、 素盞 鳥の みこと、 天 照 太 神へ 奉り 給 ふ、 懿德 天皇 

の 御代の 時、 人皇へ ゆ づり給 ひて、 今の 內侍 所の 御 か 

がみ これな. 9、 其 後 祟 神 天皇の 御宇 に い あらため て、 

始の 古き 鏡 な ば、 天 照 太き へ か へし まいらせられ、 あ 

たらしき を 今の ないし どころ にお さ め 給 へ り、 此外 

八^ 鏡と て、 天 照 太 神の 鑄させ 給 ひた る 鏡 一 一つ あ， 9、 

はじめい させ 給 ふちい さき は、 紀伊國 ひさきの 宮と 

いは、 れ給 ふ、 後の 御 か  > みは 伊勢の 國蓋 見が 浦に 

おはしまして、 いづれ もこの 國 のま ぼり の祌 とな 

給 ふ、 か、 れば おとこ 女に よらす、 此 日本に すめる い 

きとし いける もの、 たから 物 は、 かいみに き はまれ 

り、 又 生 をう くる 物の おや を もたぬ はなし 「人の子 は 

おやに にる て ふなる も广 を、 戀 しき 時 はか いみ をぞ 

見る、 と 古人 もい ひしに、 か、 み をい やとい はい、 な 

じて おやの おもかげ を もみ 侍らん や、 不孝の つみ も 

あさまし、 此外か みのた からなる 事お ほし、 n を か 

さねて いふと もつ きざる 事な.^ といへば、 いすか は 

くちの ひすみ たる isli" いひいだ し、 はお を かきたる と 

^. 『物甽 や . 


おも ふ も 又お かし、 姬 君は此 物語 こまかに 聞 給 ひ、 げ 

にもと や..; も はれ けん 「山鳥のお ろの 鏡の くもらす 

ば、 かげ やうつ ると むかひて もみん、 と 書きて いだ さ 

れた. 9 ければ、 四十" らは、 たう ざの めん-ぶく ほどこ 

して ぞ たちけ る、 

我 を 君い もせの 中の 中 だち と 

しらで なびか ぬ MJ は うらめし 

とよめ る を、 使 持 ゆきて みせ 奉り、 此鳥 は祌 代より 別 

てい はれの ある 寧 也、 名 も 一 にあら や、 庭た、 き、 い 

しだ、 き、 いなお ほせ 鳥な どい ひて、 いにし へ の 歌人 

のせつ も、 いろくに みえた br さらぬ だに 霜 がれ は 

つ る 草の葉 を、 まづ うちはら ふ 庭た、 きかな 「あ ふこ 

と をい なお ほ せ 鳥 の をし へす は、 人 を戀路 に まど は 

ざら まし、 など 名 はか はりて よみ たれ ど、 鳥 は 一 つと 

見へ た. 9、 又 「我 円 にいな ほせ clw の なくなべ に、 けさ 

吹 風に か.^ は來 にけ，.^、 ともよめ る、 これ は 古今の 歌 

なれば、 ことばに のせが たき 事な りと い へ ば、 何-とか 

いもせ 

おぼし けん、 姬苕 と...' あへ や -しらざ，.^き妹兄の中 

の 中 だち と、 まづ まろび 逢 世々 のた めし は、 との 給 ふ 


 お だ 物語 上卷  

を、 便の こがら、 此 よしかた b ければ、 返歌の こと は 

り、 げ にもと やお も ひけん、 庭 も 石 もた 、かす、 物 も 

いはす、 ふく だみ てゐ たる も 又 やさし、 

時鳥 

かこち よれ ど 君に あはねば 歸 らんに 

しか じとの み もな くば かりな 

とくち やさび 給 ひける を、 山 がら 使に て、 取った へ け 

れば、 姬 君み 給 ひ、 歌の心 はか がた しと あわば、 使 

のい ひける は、 この ころた まづさ 短册を まいらせら 

る 、方 、かや を しらす、 そのな か にこれ ほどし なた か 

き、 御 かたは ありがたし、 その ゆへ は、 むかしし よく 

の國 のみ かど、 御名 を 杜宇と 申 奉つ る、 蜀 のみや こ を 

出て 旅に てみ まかり 給 ひ、 其 御 魂魄 時鳥に 化し 給 ふ、 

鳥と なりても 國ゃこ ひしく まし/^ けん、 不如歸 と 

なきて、 旅人まで を、 我方 へ か へ らんに はしか じと す 

すめ 給 ふ、 又は 郭國 とい ふ國の 王、 他國 にて 遠 行し 給 

ひ、 く はっかう くと も、 不如歸 々々々とも 鳴 給 ふと 

云說も あり、 今の 歌に かこち よれ ど 君に あはねば と 

よめる も、 此の 故 寧なる べし、 又 四手の 田 長と なづく 

と 「いくばくの 田 をつ くれば か 時鳥、 しでの たおさ を 
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あさな^. - よぶ、 とよめ. 5、 此歌 せつ/ (^おぼし、 し 

かれ ども 四手の 山より、 卯 月 さ 月に 來. 9 て 農 をす、 

めて、 過時不 熟と なくが 、ほと ゝ ぎす ときこ ゆ、 それ 

ゆへ 四手の 田お さと 云と かける 物 あり、 さも ありぬ 

べき ij^ 也、 又此 Gil 死 出の 山より きたる とい ふい はれ 

を、 いにしへ よ.^ いひった へたる JJ あれ ど、 しげ、 

れば のこし 侍り、 又 此鳥を 玉む かひ 鳥、 ときの 鳥、 田 

うた 鳥、 田お さ 鳥、 さなく 鳥、 うな ひこ 鳥、 たち 花鳥、 

も、 鳥、 しげ 鳥、 夜た く 鳥、 たそがれ 鳥、 いもせ 鳥、 

たま か 鳥、 うった 鳥、 めづ ら鳥、 さく も 勢、 ゆ ふかげ 鳥 

など、 いろ/, \> に 名 を も あらため、 詩歌と もに もて あ 

そべ り、 あるひ は、 一 聲 山鳥 曙-雲 外と つくり、 又、 行 や 

らで 山路く らしつ 時鳥と 云、 又 「一 ー聲 とき かすば いで 

じほと 、ぎす、 いく. 1^ あかしの とまりな り とも、 など 

となが め をの こされ 侍れば、 大 かたの 鳥に は あらす、 

御 かへ した ま はらば やとい へ ば、 姬君 「まてし ばし し 

でのた おさ を 呼た てば、 身 はさ 乙女と な. 9 てっかへ 

ん、 とかき ていだ されければ、 山が らうけ とりて、 此 

返舉を 見 給 は V  、さぞ 時鳥の よろこびた ま はん、 此比 

よからぬ 10,0  < ^の にな. o、 むだ あるきの みして、 


くるみ を ひとつ 見る こと もな く、 ゆ ふが ほの 宿のう 

ち もま づ しか. 0 しに、 おも ひの 外に、 又た ぐ ひなき 御 

方 欉の中 だち となり、 もす に とられた まひし、 くつで 

のの こ.. CV も あらば、 定て御 ほうびに たま は. 0 やせん、 

,*ttAJ.O， フっと あし. つ V6 さ ろから. M ^、，つれし 

，フれ しと、 ひと， 0 ごちして ぞ ゆきけ る、 


難 面しと しのび 車の めぐりあ ひて 

君に 別れのと りと なら まし 

とよめ る を、 日 がら 取り つたへ て、 姬 君に みせ 參らす 

と、 何と やらん 御き に いらぬ を も、 ちに て、 たれ も わ 

が こ、 ろ を、 はから ひていへ かしとの 御け しき なれ 

ど、 いすかの 局 は、 いつぞや 四十から に、 はしたなく 

いわれし 後 は、 心 を くれやし けん？ 1 と 葉す くな、 h- 

ければ、 まし こす ゝ みいで、 いひけ る は、 しのび 車の 

歌の 作者、 御き にいらぬ もこと は b な. o、：i^ と， c- に は 

よからぬ こと あまた あり、 その ゆへ は、 先人 家 をす み 

かとすれば、 庭の かたはら； 111- 屋の あた hN など をた、 

すみ あるけば、 手 あしの 不淨 なる 事 これ 一 、又當 世の 

武士の 道具の はや. 0 物と て、 持 鍵の 鳥 毛 さや、 馬の よ 
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ろ ひな ど、 て、 くび 毛 尾羽 を ぬきとられ、 みぐるしき 

體 これ 二、 又 東 君の 春 もなかば 過 行、 巳の 日の はら ひ 

の 時に も あたれば、 家々 の 小者 中間な どの を ひま は 

,5、 いだき ま はりて、 庭 鳥 あはせ とて、 ひめ も そいた 

きめに あ ふ 事 これ 三、 又 人家に 住む とはい へ ど、 所せ 

きか まどの 邊 りに、 とや をし むれば、 椎柴河 或 海、 諸 

鳥の 住所 ともをな じからで、 人の 住家 をへ つら ひま 

は..^、 我家 とても もた す、 借屋の 體 にて、 君と いもせ 

の 望み、 お ほけ なき 事と、 さか しら をい へば、 使の 日 

がら 至極の 道理 をき、 て、 こた へ ん やう もな けれど、 

1 言 もい はねば たのまれし かひ もな く、 又 鷄に當 座 

の はぢを あた へん もさす がな り、 又姬 君の 御 心に な 

きこと を もと. 0 そへ、 まし こがい ひたる もく ちお し 

とお もへ るけ しきに て、 唯今の 御物 語、 すき もな き 事 

な. o、 さ. C 'ながら、 萬の 事 一 やうに は あらす、 まづ心 

を しづ めて 聞 給 へ 、そ もじ を はじめ、 我 身な どやう の 

もの をば、 低の 屮の 人ち さう し 給 ふ 事 まれな h- 、庭 鳥 

をば、 國々 家々 にか ひ 給 へ ば、 よき 鳥と 見 へ たり - J れ 

一 、又木 綿 付 鳥の 事 は、 世の 屮さ はがしき 時、 內哀ょ 

b  、鶴に ゆ ふ を 付て 關々 にいたら しめて、 まつ b をし 

iir 百. 一 ハ 十五  , 
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袷へば、 結句に 鶴の ほまれと なるな りこれ 二、 又孟嘗 

君が かんこく のせき にて、. G| の そらね を はか b  、^時 

のがい をの がれし も、 鶴の 德なり これ 三、 又 常世の 鳥 

とい へ， 9、 是は 口 祌 天の 岩 戶に こもらせ 給 ひし 時、 八 

百萬祌 たち 祌樂を もよ をして、 出し 奉らん とせし 時、 

龍 宮の庭 鳥 を もとめて、 "伎 は 明たり と 云 ふしる しに 

なかせけ ると なん、 この ころ なれ 給 ふ 諸 鳥い うちに、 

いづれ か H 祌 などの 御 そばちかく 參，^ たる E まし ま 

す や、 かやう の 事 を 思 へ ば、 庭 の ほまれた ぐ ひなき 

事な りこれ 四、 また 庭と り、 木綿 付 どり、 庭つ 鳥、 八 こ 

vls,5 のと， CN  、くだかけ ど， CN  、しばと り、 とこよ どり など 

いふて、 あまたの 名 を もち 給へ り、 これ もに はと りの 

威光な b  、ほとけの 御う へに も、 十 號圓滿 とて、 と を 

の 御名 有 を たっとき 事と す これ 五、 又 詩人な ども、 鶴 

旣鳴 忠臣の あした を まつと， -ふ、 又 正 一  日より 六 

日まで を、 六ち くの 日と いひ、 七日 を 人 日と いひ、 八 

日を穀 ：n とい へ. 9、 この： ：！ のうちに、 別してい は ひの 

一 日 をば 鷄日 とて、 庭と， 9 の 日と 定め 給 ふこと、 かの 

鳥の 威光に あら すやこれ 六、 此外 官職 令に も 口に は 

鶴 舌 香 を ふくみ、 手に 蘭 をに ぎる とい ふ 事 を あら は 
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せり、 此香は 一 木に 衆 香 をぐ するとて、 もろ/、 のに 

ほひ をぐ そくせり、 庭と りの 舌 又もろ， C の 德をそ 

なへ たる ゆへ、 には^：：！の舌にたと へ て鶸き香とぃ ふ 

な. o、 かやう に大國 小國に をし わた..^ て、 ほまれ ある 

鳥 を、 あさ. とそし .o- 給 ふ こと、 君の 御 そばに はに 

げ なきな りと い へ ば、 はづ かしく や 思 ひけん、 狂言の 

やうに もてなし、 よき 日 がら 見て、 あざわらって ぞた 

たれけ る.、 

まめ やかに 我 思 ひつる - J  、ろ をば 

千と せの のち も 君に しらせん 

となんよ みて 書つ け、 我 身の 所 生の いやしからぬ 事 

を も ほめ かして、 山 がらの ごた ち へ ぞ わたしけ る、 其 

の後姬 君に 見せ 舉れ ど、 返しえ した ま はや、 時に 山が 

ら、 これ はい やしめ 給 ふ ベ き 御 かたなら す、 いにしへ 

仙術 を 得た る ひち やうば う も、 つるの 羽が ひに やど 

を. か. o、 佛人滅 の 靈地を も、 鶴 林と て つるの かた ち を 

かたどれ.. ^ 、かやう のい はれ をお もへ ば、 妹 兄の ちぎ 

り はなく とも、 一 筆の むく ひ は あらんと、 そ.^ のかせ 

ば、 げ にもと や 田 0 はれ けん、 姬君 「 まめ やかに 我 身 を 


おも ひつる の 住所、 待と しき かば たづ ねても みん， と 

御 筆 を そめ 給へ ば、 使まづ よろこび ける となん、 

とき 

镍 

物お も ふ 時々 かほに 波 よれ ど 

よらぬ は 君の あた b なりけ b 

と 詠 じて 使に むかひ、 年 もはや 五十 年 を こ ゆるお い 

の 波の、 よるべ も あらぬ すて 小船、 さしてた のまん た 

ょ，.=^だに、なき身とならんゅくすへ を、かけても尋給 

ふ 世 もが なと、 いひと い め 侍り ぬ 、此 はなや かなる 言 

のつ  > き 、くち 木に 花の たらん ためし も かく やと、 

使の かた. 9 ければ、 君 も 哀と思 ひ 給へ， 9、 

千鳥 

片時 も 君に は そ はでい たづら に 

あやな 八千代の 友ち ど. = '哉 

とよみて 書き つらね、 思 ひか. ねい もがり ゆけば 冬の 

よのと、 貫 之が ながめし を、 我 身のう へ にな さば やと 

いひて、 曰 がらの めの わら は をた のみ まいらせ けれ 

ど、 何とかし けんか へし はなし、 

P き 

名 をき かば 君 も 嫌 はじい ざな ひて 

！ . あだ 物語 上 6 


角 田 河原に 住む 身と もお な 

と 口 やさび て、 い にしへ の 事 を も あらまし かた. 9、 あ 

まの かる もに 住 虫の 思 ひとい ひて、 文 をば 四十から 

の ふる ごた ちへ ぞ わたしけ る、 もて 行きて、 よきつ ゐ 

でに 見せた てまつ.. ^ 、此 都鳥と い へ る 御名、 世に たぐ 

ひなき 事 也、 龍 宮城 喜 見 城と い へ る は、 人道の 外 なれ 

ば、 いみ じき 事 言に あら はしが たし、 人皇の 始め、 舯 

武 天皇 大和の 標 原に 都し 給 ひしょり 以來、 こ、 かし 

こに 都 を 移し 給 ふ 事 三十 度に あま. 9、 四十 度に をよ 

ベ 、紅麈 紫 陌の粧 ひ、 いづれ もお ろかなら す、 か、 

る 目出度 P そだちに てまし ませば、 ろうせら る、 御 

かたに は あらす、 御返しなくて はとい へば、 姬君 「東 

路の角 田 河原の 川 水の、 すむ ともす まじ 都なら す は、 

との 給へば、 さぞ みやこ 鳥の ちからおとし 給 はんと 

ぞい ひける、 

くひ^ 

君 我 をよ せじと ね やの In, , どた てば 

た、 き 明けても あはん と ぞ思ふ 

となんよ みて 、短冊に 書つ けつ 、使に 見せければ、 こ 

ちた しと やお も ひけん、 と. 5 おとした る やうに して 

1ー1 百 六十 七.. 


わ だ 物語 上卷  U 

ぞか へりけ る、 傳へ ん たよりも なくて、 道行きぶ. 5 に 

例のと ぼ そ をた ゝ きて、 なげいれ けれど、 その かひ も 

なきに や、 

力？  * ぎ 

名に しお ふ 笠 やみの 毛 も わが 物と 

雨 もい と はす 忍び ゆか まし 

とかけ る を、 うけ 取て 見せ 參ら すれ ど、 御き にあ はぬ 

てい なれば、 使の 申け る は、 是 はいに しへ、 遊子 伯 陽 

と 云へ る 人、 鳥鵲の 二つ を かひ 給 ひし、 其う ちな. 5、 

後 夫妻の 人 天に のぼり、 牽牛 織女の 一 一 星と な b  、天の 

河 を 隔て 住 給 ふぶ は 水け がれ 有と て、 此 河の わた， 9 

を ゆるした ま はす、 七 七 H は、 帝 釋善法 堂 へ 行幸し 

給 ふ： n にて、 水 あび 給 ふ 事 なれば、 一 一星の わたり を ゆ 

るし 給 へ..^、 其 時む かしの ちなみ を わすれす、 此鳥来 

て、 翅 をなら ベ て 橋と なして ぞ わたしけ る、 わかれの 

時、 七夕 血の 泪を ながした ま へ ば、 翅 もみ おの 色に ま 

がふ ゆへ、 烏^ 紅葉の 橋と は 云 ひなら はせ り、 かやう 

に 心 ざし ふ $j き 方な b とほめ けれど、 雨に ぬれ じの 

簑笠 は、 なげの なさけと やお ぼし けん、 

みさ ご 

-镇 
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た へ やらす 洲 さきによ する しら 浪の 

たちて み てみ 君ぞ- .- ひしき 

© マ、 

となん かける を、 使 もて 行て、 此鳥 はよ とゝも 妹に と 

を ざ かり、 洲 さきにの み 住みつ、、 契り もまれに て、 

色に ふけらぬ 鳥 なれば、 后 姬の心 これに 順 やべ し、 な 

どかけ る 文 も あ と 間き つたへ しに、 かやう に ふり 

はへ て、 か- I ちょ， 0 給 ふ JJ は、 おいら かなる 御 心 ざし 

なりと いひ けれど、 何とかし けんか へし はなし、 

薪翠 

山川の ゐく 井に すみて とる i^l を 

く ふ も.^ なや 物お も ふ 身 は 

聞つ ると b の 心 は、 おくれに け h- とほ、 ゑみて ぞょ 

みける 「朝夕に とりぬ る 魚の なまぐさく、 なま 心なる 

君 はたの まじ、 と ぞい ひやり ける、 

君に こ、 ろ ゆる 木の 森に すむ まと 

な，， C て も獨ぬ る ぞく やしき 

と 書て、 我 身の 位の ほど を も 、ことにいで、 中の つか 

ひ をた のみ 給 ふ、 やがてと りった へ て、 見せ まいらす 

れど、 なごやかなる 御 ことば さ へ なければ、 使の いは 


く、 是は延 喜の 御門よ.. -、 五位の 位 をた ま はり、 鳥類 

畜類の 座 上に てまし ますう へ は、 餘の はい ひたつ 

る もく だ し、 御返しな，、 て は 穴 おそろしき 事と 

いへば、 姬君 「われに 心 ゆる 木の 森の 驚なら ば、 あ ふ 

み. t ならん 時 をし もまて、 とば かりい ひ捨 給へ り、 

鵠 

君 を 思 ふ 心 ふか 田に おりたてば 

くい 井 足と てきら はれ やせん 

とかき つ いけて、 ことす くな にて ぞゃ b ける、 使 取次 

て、 此鳥は 鶴と も 白鳥と も、 又は 天鵝 とも 名の， 9 給 へ 

.0、|.|^は鵝毛に 、 て 飛で 散亂 すと 作. CS て、 詩人 も 雪！：：： 

花の 內の 花に たと へ 給へ る 程の 鳥 なれば、 御 返歌 も 

あれ かしと い へど、 姬君 何と やらん、 なやみ 給 ふやう 

に 見へ ければ、 かさねてと いひて やみぬ、 

-鴛 • 

われなら でよ そに 契ら ば 就 ば の 

きれん 限.^ は うらみ て もみん 

と 詠 じ て、 使 を ま t> て をく らん としけ る を、 あた b は 

なれぬ とも どち なれば、 まがも 此 よしをし..^ て、 I 鳥 ど 

.0 を ふかく うらみ、 さらば 我 もこし おれ 歌な. 0 とも、 

S— 物— 語 is 


まいらせん とて、 

我 思 ひかな ひた ま へ と 名に しお ふ 

かもの 社に いの..^ ぬる かな 

とよみて、 を くれて はくやし とや、 をし 鳥の たのみた 

る 使の、 こがらき たる を さいはいと、 一 どに ぞゃ. 5 け 

る、 使 もちから に をよ ば や、 一 一 つ の 短册を 一 どに もて 

ゆきて、 見せ 參ら すれば、 姬君此 比 は 御 心 も 例なら す 

まし ませば、 何ともの 給 はす、 かほ 打 あかめ てゐ給 へ 

. ^、使の いひけ る は、 此 鳥々、 いづれ も かろし め 給 ふ 

ベ からす、 鴛鳥 はわき て 契，.^ ふかければ、 これに あ へ 

なんと や、 鴛鴦 力 衾と て、^ の 中に ももち ひ 侍. 5、 い 

もせと な，^ 給 は い、 これにました る 事 は あら じ、 又、 

「池 水に をし の つるぎば そば だて ゝ、 妻 あらそ ひのけ 

しき はげし も、 と 古ん もの 給 へ ば、 ねたみ ふかき 鳥と 

見 へ たり、 此 鳥の 心 や はら がす は、 よその え にし も定 

めが たし、 父處鴨 もい^ J > め 給 ふ べきに あらす、 歌道 

にも あじが も、 す いが も、 まがも、 あ を 鳥、 か ものうけ 

も 、うきねの 鳥、 又、 鴨の は 色 は、. llit の. S の 色に たと へ 

などして、 さま <,\ 'に ながめ をの こさ れ 侍り、 なを さ 

—I HI  ,  iriwr ハカ 
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ら此 かた）^ は、 け やけき ほまれ あ b- 、其 ゆ へ は淨土 

の 三部 經 、観 無量 壽經 のうちに 、鳥 腸鴛 驚恃說 妙法 と 

て、 をし かも、 妙法 をと くとの 給へば、 いみ じき 事 

也、 ひと.. ><\ -に御 かへ しなくて はとい へ ば、 娘 君の 

J がら-に はよ と、 もな るれば 、こ、 < - 

をの こすべき にも あらや、 これにつ けて いにしへ を 

おも ふに、 津の國 いく 田と いふと ころに、 うな ひ をと 

めの をき つきと いふ あり、 これ はむかし：；：： の國 あし 

やの 里に、 うな ひ をと めと い ふ 女 あち、 それ を 一 一入の 

おとこ ありて あらそ ひけ. o、 一  人 をば ちぬ おとこと 

いひ、 一 人 をば さ 、だお とこと いひけ る、 sf^  d 心 ざし ， 

いづ れも ひとしければ、 女 思 ひわ づ ら ひて じが ひし 

てうせ ぬ、 二人の 男 もまた 自殺し ければ、 これ を はふ 

むる とて、 女の つか をば 中に つき、 一 一人の 男の つか を 

ば兩 にっきけ り、 これ をうな ひお とめのお きつき と 

いへ り、 おきつ きはつ かの 名 也、 此心を 萬 葉に 「いに 

し へ のさ、 だお のこの 妻 どひし、 うな ひ 乙女の おき 

つき ぞ これ、 とよめ b 又 花 山院の 作らせ 給 ふ 大和 物 

語と やらん に は、^ 田 川. にう か ベ る 水鳥 をい 給 ： 、矢 

.のぁた.*^た.らんかぉ へ なびかん-：-ぃひければ、 二人 
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のおと こうれ しき 事に 思 ひ、 水鳥 を 一 どに ぃ恃 るに、 

心 ざしの 淺深 やな かり けん、 二人の 矢と もに あた. 0 

しかば、 女 せんかたなくて 水に しづめば、 おとこ もと 

もに しづ み、 1 んュ手 をと り、 一 人 は あし を とら へ て 

しにけ ると なん、 つかの つき やうな ども こまかに の 

せ 給 、 .9、 此事 世に あまねく しる 事 なれば、 - -まか に 

いはん はむ くつけ き 一;?- 也、 令- 】 がらの つたへ し 文 は、 

此 物語の おもかげな れば、 何とも 思 ひわき がた き 事 

な. o、 返歌 をば、 をのく の 中に てし 給へ とて、 お ま 

し をた ち 給ぬ、 使 もこと はりと やお も ひけん、 もの も 

いはで 過ぬ、 

弟  . 

君に しも はなれて 沖の 島 $i 鳥 

...  うき 身 を 水に なげて しなば や 

とかき 付て、 汐 干に 見へ ぬお きの 石 も、 身のう へ なり 

と 斗い ひて わたしければ、 使収 つお へて 君に 見せ 舉 

り、 打 たるう は ベ よ ，0 も、 心 はやさし かりつ ると か 

一 たれば、 さて は 御 かへ しなくて はいかい とて、 かやぐ 

： きそばに てぞ よみけ る 「聞く も はたかな しか b ける 

水底に、 しづ む ほどなる 君が おも ひ を 、とい ひて やり 


けり、 いかい 思 ひ 給 ふらん、 き かま ほし き 事 也 と ぞい 

ひける、 

鷗 

つれな しとお も ひ はすて じ 沖の 海の . 

ふかき かぎ， 0 はか こちても 見ん 

とよみ て 、我 思 ひ の ほど をば 君 もし b た ま はじ、 よき 

ゃぅにこと薬をかざ.^中なし給へと、 一す おに ぞ赖 

ける、 こがに 持 行て 見せ 暴ら すれ ど、 姬君 はみ こ、 ろ 

よからねば 何ともの 給 は す 、 か やぐき 此鳥 は、 あさゆ 

ふすな ど. 0 にば か， 0 なれて、 身 もけ がら はしく きた 

なしと い へ. 、使此 いら へき こへ すば、 ふか/、 たのま 

れ しか ひもな しと や 思 ひけん、 すな どり するとて か 

ろしめ 給 ふや、 よ/、 はしらね ど 神代の ことかと よ、 御 

あ にの 火^ 降 命 は 、を の づ か ら 海の幸 まします、 お と 

との 彥火々 出 見 尊 は、 をの づ から 山の幸 まします、 或 

ときたが ひに さちが へし 給 ひて、 す^v.^^のみこ-^の 

つ. 0 ば， 0 を、 おと、 のみこと にかした まひ、 ほ 、、 でみ 

のみことの 弓箭 を、 あにの みことへ かした まひ、 たが 

ひに 狩 漁し 給 ふに、 いづれ もさち を 得 給 はす、 其 時す 

そりの みこ、 ゆみや を か へし 給 ひ、 ほ、 でみ のみこ へ 


かした まひし、 つ..^ ば b を こ ひ 給 ふが、 魚に とられて 

うしな ひ 給へば、 ちからなくて あたらしき つりばり 

を、 一 箕 にもり て か へし 給へ ど、 むかしの つりば.. > な 

らゃば とらじと こい 給へば、 せんかた おはし まさす 

や、 i^H のおき なをた のみ、 海神の みやこに いた， 9、 

ま 玉姬 ともぎ り を こめ、 海神 をた のみ 給へば、 大小の 

魚 を あつめて つ.^ ばりの 事 をと ひ 給へ ど、 いづれ も 

しらす、 た、 し 赤 女の：： J にや まひ ありと い へ， o、 其 時 

赤 女の 魚 をよ び、 口 を さぐりて、 かのうし な ひ 給 ひし 

針 を 取い： U して、 みこ へ舉. h- 給 ふ、： H (後 ほ、 でみ のみ 

ことたち かへ り、 御兄の火闌降命へ っ，.^ばりをか へ 

し 給 ひぬ ときけば、 か、 る种々 の 御う へに さへ か h> 

すな どり をし 給 ふに、 此のと， 0 きたなし とい ふ 事 は 

しらす、 乂山 谷の 詩に も、 屮に白 鷗の閑 我に にたる あ 

り と、 賢 八の 心の しづ かなる にたと へ たま へ ば、 なみ 

の 鳥に は あらす.. 御 返歌た ま はらんと い へ ど、 なにと 

か. お ぼしけ ん、 かさね て の 寧と て 返しえ し 給 はや、 使 

は 我と がと やうら みられん と、 あんじ をり けり、 

： を 

しらせば や の 雨の ふるたび に 

I 


』 
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沖 中 川 もま さるば か， 9 を 

とロ卞 さびて、 我す む ほ..^ 江の 水よ. 9 も ふかく、 使 を 

賴 みて や b ける、 姬君見 給 ひ、 これ は 「に ほど. 0 の 沖 

巾 川 はた へ ぬと も、 君に かたら ふこと つきめ や は、 と 

よみた. 0 し 歌 を、 本 歌に て 詠 じけ る や、 心の 花の いろ 

の ゆかし やとば かりにて、 打 置 給 ふ、 使の こがら、 た 

だはす てがたければ、 狂歌な. 9 ともとて、 たのまれし 

ことかな はねば、 使す る 身 を こがらしの、 風に ちらば 

やとい ひやり つ \  、いか  >  おも ひた まふ やらん と、 ひ 

と b ごちけ， 5、 夫よ. 0 後 は、 諸 鳥 共 も、 うそ 姬の あま 

りに つれな か. 9 し を、 おぞまし くや あ b けん、 を とづ 

れ も：！ 2 に そ ひて まれに な， 9 行き、 の ベ わびしき に、 君 

やよひの 初めつ かたより、 わら はやみの やうに なや 

み 給へ るが、 いまだよ からぬ や、 しらが さねの H もち 

かづけ ど、^ か へ し 給 はんけ は ひもな し、 これ は此比 

かよ ひし 玉づ さたん ざく の、 まさ h- をろ かもな く、 お 

いら かな b し 御 心 ざし、 いづれ をと. 0 いづれ をす つ 

べきに も あらす と、 それ をな ゲき給 ふなら/ とふ お 

も へ ど、 H を ましお とろ へ洽へ ば、 みな 》/,\ 'おどろき 

て、 やか いせんと いひし が 、わち はやみに はき ねんに 
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しく は あら じと いひて、 さらばい のりの 師を たづね 一， 

よと て、 あまたのと. o< ^をいだ しゃ b ける、 中に わ 一 

きて、 やまがら はかし こかり ければ 、やがてき、 いだ 

し つぼねに かた. 9 ける は、 これよ b あはい ほど へて、 

山中のお くまれる に， 梟 法師と て、 やそ ぢに あまれ 

る 持 律 持戒に て、 有髮 の大德 にの 驗 者の やうに き、 

侍. 0 しとい へば、 をの/^ よろこ-ひ、 片時 もはやく し - 

やう じ 奉り、 御 枕 加持 も ある やうに との 給へば、 山が 

ら 即時に ゆきて 案 內をこ ひ、 夜 たかを そうじゃ にて、 

しかん \ の よし 复に. 、 

老僧 はき げんよ ささう にて 聞 給 ひ、 此姬 君の 御う は 一 

さ を、 よそながらった へ うけ 給 は. 9、 內々 御め にか、 一 

たきと、 つ ゐでを 相 待 時節 なれば、 やがて まいらん 

とて、 御 同宿に は 夜た か 木 免 小僧の 蝙蝠まで ひきぐ • 

し、 夕陽のに しに かたぶく を まちて、 山々 みねく 木 

のまく の 木が くれ をった ひ、 餘 のとり に ふかくし ： 

のびて ぞ まいられ ける、 此 よし 君に しらせた てまつ 

れば、 たれこめて 春の ゆく ゑ もしらぬ 比 なれば、 すが 

たの 花もう つろ ひ はて、、 又ち，. >  積 .0 たると この あ - 

お， e> を、 打つ けならん かたに まみ へん や、 いづれ もげ 


にもと. や 5.1 ひけん. おましに ちりた るて うどめ く 物 

■ 一  など、 10.0 をき ぬるお.. c ふし、：：：： もお ぼろ なれば、 み 

一 かたち も 明らかに は 見へ じと、 御 枕 もとへ しゃう す 

れ ば、 此 老僧 もと よ h-  くら き 所 はえ て 物に て、 月 の ひ 

_ かり も つよ けれど、 わざとた どる ふり をして、 御 そば 

へ よ. 9、 俄の ことなれば、 御 祈念の 道具 も 持參せ ざれ 

ど、！^^ 僧 ほどの 硕學 のう へ に は、 苦になる 事に も あら 

す、 前後左右 にたてる 深山 木 を、 胎藏界 七 餘尊、 金 

剛界 五な 餘 尊と あがめ、 谷水のお ちくる ひ いき を、 鈴 

錫杖の ぶ ザ」 とゝ め、 囑 のさ ゝら のさ ら /\ と を とす 

る を、 い ら た か 數珠と 観念し、 眞言 の祕術 をいだ し、 

一 い の..^ い のらんとの給 へ ば、 みな/、 たのもし，、 

思 ひ、 いのりに は，.^ う./,, \ ありて 、いろ/、 なら ひ あ 

b と はきけ ど、 つ ねの い のりの- ごと/、 ならば、 さだめ 

て 手 執 錫杖 當願 衆^, お 大施會 と よみ はじめ 給 ひて、 

三世 諸 佛執持 錫杖と よみお さめ 給 ふな ら A 、  乂咒に 

は 不動 釋迦 文殊 普賢 地 藏彌勒 藥師觀 音 勢 至 阿 彌陀阿 

一 閎大： = 虛 S 藏 等の 十三 佛の咒 をく，.'、 殊更： れは疾 

病 なれば、 藥 帥の 御咒、 おんころ./, \- せんだり まとう 

ぎ そわ かと も と な へ 給 ふらん と、，^,.; の./, \. '耳 をす ま 

も だ 物語 ぷ^  . 


し n 聞 すれば、 さはな くして、 何經 ともき- - へ す、 ら 

ち もな き 事 を 口に まかせ、 たからかに よみいだ され 

ければ、 き、 ゐ たる 諸の 鳥 ども、、 これ はいかなる 寧 

ぞ やと、 あやしく もお かしく もお も ひけ. o、 さ， 0 なが 

ら かおに ゆだん やな か.. - けん、 とらお ほかみ の ほ ゆ 

る やうなる 罄 をいだ し、 姬 君の 御 かほ を ま ぼ.^ つめ 

て、 あせ をな がし、 なみだ をな がして ぞ 祈られけ る、 

此御 いのりの しるしに や、 すこし. まどろみ 給 ひて 後、 

御身の あ つし さも を- 一たり ければ、 つきそ ひぬ ると 

りん， （\- のうちに よろこばぬ もの はなし、 か、 れば時 

刻もう つ. o、 皮 もはやう しみつば か. 0 にな.^ けれど、 

何とかし けん 此 老僧、 ほれ ^となって 御 そば をた 

ちかね て ゐ 給へ る を、 山 がら は 智惠 かしこくて、 此法 

師の つ ら つき、 まな- r ざし を はやう 兑と b  、これ は姬 

君に こ、 ろみ だれたり とさと り、 我 身 いかばかり 持 

雜 持戒の 凡の 驗者 とほめ つる に、 その かひ もな く、 か 

かるみ ぐるし きなり を昆せ 給 ふやと、 はやくた ちょ 

h  、下 をと つ て 引た てけ. o、 

御經 によみ くたびれ 給 ひたる や、 夜 明な ば 山 がらす 

の お ほきと- -ろ にて、 わら ひた てられ、 いかば か. 0 う 
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きめに か あ ひた ま はん、 さう ふる 寺へ かへ り 給 

へと いへ ば、 其 時 法師 は、 ゆ ふやみ は 道た ど/.. 'し =^ 

まちて と、 云 かた もなくて と、 ひと. 0 ごとい ひつ、、 

なみだながら 小僧に て を ひかれ、 自坊へ か へ. 9 其 ま 

まう ち ふし 給へ り、 さて 又う そ姬 のみう ちの しゅに 

は、 つぼね まし - J かやぐ きこまき 、- J れょ， 0 しも つ か 

たに は、 か はら ひ は、 かしら だか、 みやま この 外、 又し 

たしみ 給 ふ 御 かたに は、 ni がら こがら 四十から など 

さしつ どひ、 山 がらに むかひて、 此 たび 御い のりに ま 

いられし、 大 とくの かほつ きめ もとは、 IS とやらん や 

う あ.^ げ なる 事 也と、 とり にわら はれけ り、 山が 

らは ひいき なれば、 かほ かたぶけ てぞゐ たりけ る、 姬 

君 は 何にも かま ひた ま はや、 わら はやみの を こた b 

ぬる をよ ろ こび 給 ひ、 こ 、ちょげ にたちいで、 筑波根 

に は あらね ど、 この も かの も をな が め や.^  、み 山 は 餘 

寒 はげしければ 、卯：：：： なかばになる まで も、 葉 まじり 

に 花の.^ 殘り、 あ をな のにし きを さらす かと 見 給 ひ、 

なにとなく みこ、 ろに うかべば 「古 鄉 へきても かへ 

； らで ゆく 春の、 花のに しき をな ど殘 すらん と、 くちす 

さび 給 ひぬ、 とり  の 何かとの 給 ふお も ひや、 我 身 
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にもつ もり 、又い かなる めに も あはん かと、 こ、 ろぼ. 

ク てげ にお ぼしつ >  くるに、 山 かげな れば日 I& はやく 

かくれ、 邯 寺の かねの ゆ ふべ をい そぐ こ ゑ も 聞 ゆれ 

ば、 なを 物の あはれ もま さ， 9、 なみだもろなる 御け し 

きに て、 ね や へ ぞいら せ 給 ひける、 さて 又 山寺の 大と 

く は、 四 五 H は 水 を：；，！ にもめ さや、 なにかと もの を あ 

ん じたる て い に て、 うち ふし ゐ 給 ひしが、 ふとお きな 

を. o、 よたかみ 、づく かふむ りな ど を、 わがと こ； 0 か 

くよ び 給 ひて、 今 あたらしく いふべき 事に は あらね 

ど、 年 M をし へ つるが くもんの かひに は、 主師 親の 三 

とくの ふかき 事、 又 かう をな すと い ふ^5|?-をば、さ 

だめて お ぼへ てこ そ あるら め、 これにつ きいに しへ 

をお も ふに 、證签 とい ひしし ゆ つけ、 三 井寺の 智興法 

一 師に つか はる、 智興 やま ひ あり、 醫師 のちから も をよ 

ばす、 安部 晴明 陰陽の いの.^ をな してい はく、 法師の 

やま ひぢ しがた し、 もしい のちに か はる もの あらば、 

いの b かへ むと いひ けれど、 か はらんと いふ 弟子な 

か..^しに、證穴.-ぁまたの中に 一 人す、 みいで、、 法師 

のために いの. V,!- をす てん 事、 いと やすき ことなりと 

晴明 にい ひければ、 すな はちい のり か へけ るに や、 智 


一 興の 違例たら どころ にいへ て、 即時に 證 i<1 やま ひの 

一 i 二に ふしけ，， とい ひった へり、 かやう に師" 匠の た 

一 めに は、 命 を さ へす つるた めし あり 、主君への 忠臣 は 

一 かぎ ト， なき 舉 なれば いふに をよ ば や、 又 これ は 親の 

かう く なれ ど、 主師親 はおな じ 事 なれば、 かたりて 

きかす るな. o、 いにしへの 廿四 孝な どに にたる かう 

かう は、 いまの 世に もまれに は ある ベ ければ、 あま. 9 

に ほ. むる まで もな し、 在 五巾將 のい にし へ、 も、 とせ 

に ！ とせたらぬ、っくもがみなる女ぁ，=^しが、子三人 

をょびて、まことならぬゅめ がた，^^をしければ、三郞 

なりけ る 子なん、 よき 御お と- j ぞいで こんと あはせ 

て、 は、 のね が ひ を かな へ ける となん、 これ こそ 3^ 僧 

がきに い.^ たる 三國 一 のかう くな， o、 此三郎 殿の 

- J  、ろの やうなる、 弟子 を ひと. 0 もちて、 物 を もゅづ 

. .9 たきば かりな. o、 我 又し きたへの 枕の 上の ま ぼろ 

しに、 うぢ 祌の御 じげん を かう むりたり、 其 神託に い 

はく、 このところ にあ. 0 とし 有 ほどの 諸 鳥 どもの こ 

らす、 うそ 姬 とやらん が 方 へ 、玉づ さ 短冊 をお く. 9 け 

る に 、如何と し て わ れひ とり の ぞ か れ、 その かすに は 

いら ざり ける や、 徂 し 出家の 戒法を やぶら じと や、 あ 

勺； ir^— 語 上 あ 


.9 がた き 事 なれ ど、 佛道 しゅぎ やう は 餘國 の なら ひ 、 

此 くに は神國 たり 「こ ひしく は來て もみよ かしで 「は 

やぶ る、 祌 のい さむる 道なら なく に、 とよみし も- TC 

はりな. o、 天の 浮 橋に て 女 祌男祌 とな， 0 給 ひし 事 あ 

れば、 神の 制する 道に は あらや、 いそぎ 諸 鳥の かやに 

入 ベ し、 氏.，^ の はぢは 、氏神 の は ぢ な.^ と い かり 給 ひ 

て、 しゃだんの とびら あら \ か に ひきたて、 祌 はい ら 

せ 給 ひぬ、 

此儀 神勅に まかせ や は、 いかなる /、せち かいで きこ 

ん、 いかにく との 給へ ば、 でし ども 此大德 はいつ も 

妄語 を このみた まへば、 いまの 神託 も そら 事なら ん 

と はお も へ ど、 しゝ や- フの ことば なれば、 ま， J とさ， フ 

にして ぞき、 ゐ たる、 その 巾に 小僧の かう む， C, は、 ま 

だ 年 も § かざれば、 なにのぇん..^ょもなくぃひける 

は、 せんど はや 御 まくら かぢ のおり ふし、 老僧の 御た 

まし ゐ はめい どへ も參 たる かとお も ひ、 いかば か-り 

かなし か. 0 つるに、 いまだながら へ 給 ひ、 か、 る 事 御 

たのみ はめで たき 事な b  、神の 御 つげ はなしと も、 此 

小僧め が あした ゆきまで、 御文 づ かひに さ 、れ まい 

ら せんと、 おも ひまう け たるに 、なを 神慮なら ばい な 

1 『百 七， I i  , 
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みがた きこと なりと い へば、 老僧な のめなら やよ ろ 

こび、 人のお やの すゑの 子に やしな はれた る：、 ち 

して、 我 一 妝 一 にた，、 は へ たる もの、 又 てらの 什物 いげ 

一 もつ もの こさす、 小， にあた ふべ し/,^ と、 ひ とり 

ごとい ひながら、 文 こまかに 書きした、 め 一- -、 よし あ 

し は 小僧が さ い かくに あらんと いひて ぞ わたされけ 

る、 ひる はよ そめ もしげ しとて 、たそがれ 時 を まちえ 

て、姬^;1の御かた へまい. 9、 山が に-をた のめば、 こ、 

ろに へたて はな けれど、 大德の 御い の し 給 ひし 時 

に、 にげなき ふり を 見せ 給 ひし こと、 きの ふけ ふの 事 

にて、 みなく お ぼへ たまへ るに、 又つ かひ になら ん 

こと、ぉもはゅき^5^?-なり、姬君も例にたがひ侍りし後 

は、 いまだ 御 心 もよ からねば、 九垔三 伏の 比 をば すぐ 

し、 白 蔵の 天に もうつ り ゆき、 長：：：： なかばに もなら 

ば、 木々 の 木 葉もう つろ ひ、 のべ の 草葉 もうら がれ、 

むしの ね もよ はり ゆかば、 もの 、ぁはれもまさ，.^な 

ん、 か 、る 折から をよ すがに て、 かこ t> よりた まふ ベ 

し、 その 時 はまし こ を かたら ひ、 御 ふみを も 取った へ 

んと いひて ぞか へしけ る、 小僧た ちか へ..^、 かくの た 

まひ つれば、 t> からな く、 むなしく か へ h- ぬ ると かた 
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れば、 大： 11 われ 父御 佛の 御よ は ひに ひとしければ、 年 

の たのみ もな し、 秋の すゑ ま で ま た.：；！ 事、 心のう ちの 

なが ：=； は、 いかばかりと いひて なき 給 ひ 、なみだの つ 

ゆの 玉の をの、 あ ふ 事なくて た へ はてなば、 くやし か 

らんと くどか れ ける も、 哀 ふかし、 


あだ 物が たり 上卷終 


あだ 物が たり 下卷 

平爲 舂作焉 

去 ほどに、 ひま ゆ く 駒 も 足な みは やければ、 夏 もはや 

すぎの 窓の、 月 もさ やけき 秋に もな， 9 ゆく ま 、に、 い 

にし 卷 のころ、 と. o< ^、うそ 姬 へ たま づ さたん ざく 

おくりし こと、 箸 驚の 中へ もれき 二 へ けれ は、 兄 鷹 を 

はじめ 鷂 维 雀 ぼ-驚 鷉 まで、 木し げき 山べ にあつ 

ま，.^ 內談 しける は、 さて 世の中に 名 をよ ばる、 ほど 

の 諸 鳥 ども、 いづ れ もう そ姬 とやらん へ 、玉づ さたん 

ざく を やり て 、 返歌 を 見 て なぐ さめつ ると き、 いだ 

し、 うらやましき 事な り、 われら は 諸 鳥 をし よ， ヽも つ 

とする 事 なれば、 うそ やまがら の やうなる 小鳥な ど 

を、 なにと はから はんも やす けれど、 か 、るい もせの 

みちに、 えびす ご ゝろは 後の世までの あざけりなる 

ベ し、 いざや 歌 を i 首づ 、よみてまい らせんに、 ひと 

り， i,^ と をく りなば、 r: かすか さなる べし、 そのうち 

わ， 0 なき さは. r> など あ， 0 て は、 ほいな き 事 なれば、 一 

どに かき や b て、 こ、 ろ<\ 'の ほど を もしら せまい 


ら すべし とて、 おなじと ころ へ あつ まり て ぞ よめる， 

せ •「 

升 かきの 羽 はとぶ とてもな にか せん 

！ 1;^ こめや まに ゆく となければ 

ゑつ さい 

；容鳥 

我 中 は こもつち ごへの 一 も；^. 0 

もぢれゃすらんぁふ^^-もなし 

- shy 

兒鷂 

5^ をし も 越て はまりの 鳥なら ば 

ほこ 羽つ きても あはまし^ を 

鴛 

うそ 姬も翅 の あらば 羽 くらべ の 

鼈 ともな. 0 てち そめ i6 し 

はやぶさ 

あまたに て 獨の君 を こ ひ ぬれば 

ころと りに しもなら で 悔し き 

鷉 

あはぬ ま はせ めて 野 守の 錢 にも 

うつして 見せよ 君が おもかげ 

と、 めん/,^ にたん ざく を かき、 四十から をよ びた ま 一 
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へ ば、 何事 かとお も ひ、 ふ るへ わな、 きて まい.^ けれ 

ば、 きづ かひ はさ る亊 なれ ど、 ベち の 事に も あらす、 

この 歌 ども をう そ姬 へと いけ、 返歌と..^ てま いらせ 

よと あれば、 やすき 御 やうに てまし ます、 やが てた ち 

か へ ..^御返事申ぁげんと、 いふかい はすに て はしり 

出け るが、 何に やらん うしろめ たければ、 か へ りみ が 

ち に て 姬君 へまい.^、 かく こそ あ b けれと いひて、 §^ 

ども 見せ 奉れば、 あ るかぎ りお どろき さはぎ て 、此比 

君の いかなるめ にも あはん かと、 かなしみ 給 ひし 御 

ひの うらの、 ちが はざる ことよと い ひて、 かなしみけ 

b  、さ て し もま た、 -っ ちす て ゝを くべ き にし も あ "ら ね. 

ば、 御 かへ し、 給 はんかと い へ ば、 姬君 歌よ む 事 はな 

る ベ けれど、 玉づ さたん ざくな ど をと リか はし、 した 

しみよ らば、 いかなる うきめ にか あはん との 給 ひ つ 

つ、 よ、 となき 給へば、 四十から き、 て、 これ も 又 御 

二と はりな り、 年月 むつまじ くし 給 ひしむ くひに は、 

我 又い ま 一 たびい のち をす て、、 應の すみかに いた 

り， はからわん とてた ちゆけば、 姬君を はじめ をの 

をの たのもしく ぞ おも はれけ る、 かくて 歌よ みし 鷹 

ども は、 返歌^ そしと はらた ちが ほに てまち かねけ 
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ると ころ へ 、四十から ゆきけ るが、 われ はお も. ふ 心 あ 

れば、 まこ とならぬ ゎづら ひのて い をす ベ しとて、 つ 

ば さ を たれ 身 をいた める ふりに てぞ ゆきけ る、 兄憲 

を 上 鹿に て、 つぎ になら びゐ ける が、 小 鷹の なか 

にて いひけ る は、 この 比 はだんが ぅ箏 のみに て ひま 

なければ、 よきと り を もと b. てしょくせ や、 よき 折 ふ 

し 四十から くると 見 へ た，^、 使の しゃう あしぐ ば、 か 

へす まじ- i いふ を、 四十から はきけ どきかぬ ふりに 

て、 いか にも うら ぶれた るて い をして、 まぢかく よれ 

ば、 何として を そく はき たれる と、 兄 鷹 兒鶴维 と. 9 

ど， 0 にと ひ铅 ひけ. 0  、 ない/ とくにまい らんと、 こ 

ころ いられ はしけれ ど、 四十 年 をす ぐして、 雨露 霜雪 

をし のぎし そのつ も. 0 にや、 又は 老 らくの よは. 0 や 

一 ら、 か. たみす くみ かさな ども あまた ありて、 行步 心に 

まかせ ざれば を そな は， 9 侍りぬ といへば、 兄 鷹 を は 

じめ いづれ も あはれ と 思へ..^、 さしば はさし いでた 

るく ちの さがな さに て、 さ て はやま ひど. CN な. 9、 食せ 

一 ば どくになる べしと、 こ  >  ゑに. ぞい ひける、 その  >" ち 

又 歌の 返歌 はいかに とと ひ 給へば、 むかし 愤喬 のみ 

このの 給 ひける は、 かた 野 を かみて あまの 川の-ほ. V 


一 h- にいた る を だいにて、 歌よ みて さか づき はさせ と 

のた まふければ、 かの むまの か. みよみ たてまつ.. > け 

る 「かり くら し 七夕 づ めに やど からん、 あまの が はら 

にわれ はきに け. o、 みこ 歌 を かへ す < ^すし 給て か 

へしえ し 給 はや、 紀のぁ つね 御と もに つかう まつ 

れり、 それが 返しと いせ 物が た.. >  にかき のせり、 これ 

はし せんに 御 返事いで きかね たるに や、 又は ゑ ひ 給 

ひたる ゆ へ にや、 され ども 七夕 づ めの ことの 葉、 名歌 

なる ゆ へ 、み - 一の 御返しな きとい ひ つた へ り、 

此物 がた h- の ごとく、 をの ./^ 様の 御 歌 ども、 きも を 

つぶす ばかりの 名歌 なれば、 に はかに は 御 かへ しも 

な. 0 がた きょし 申 給へ， o、 さて./,^ 右の ゑい 歌 ども 

の、 御 ことばつ いき、 御 さくいの はたらき たる 事、 ほ 

めたて まつる も、 く はんたい にて そらおそろし けれ 

は 祸 ゆるし も あらんと ころ をの こさす 口に まかせ 

一 申 侍べ. 9、 ますが きの 御- フた、 ますが きの 羽と は、 か 

一 ばの 鳥 は 身 を もければ、 こなたの 嶺 よりたに へお 

ちいり て、 のた めかたに、 むかいのみ ねへ ゆく を、 た 

か はすぐ にと びわた，；， てと， り 給 ふ 事なる べし、 君 こ 

め 出に ゆかねば、 ますが きのは もせん なきと や、 もつ 

！ も だ 物 ir:i 下 卷 


ともの 御 心な， り、 上の 五 もじの えん をす てた ま はで、 

かたの、 所の こめ. E を そへ 給 ふ 事、 きもに めいじ 

てお もしろ き 御 歌な り、 みねこえ ての 御うた、 ほ： 羽 

つくと は， か b ばのと りの、 みね をた、 き, j ゆると き、 

たかは かし- J くまし ませば、 ほこ をた てた る ごとく 

に そらへ とびあがり、 とりの はまり を 見 給 ふこと な 

る ベ し、 その ごと く^が はまりな らば、 うしな はじと 

の 御 心に や 、これ 又 ふ かく 思 入た る 名歌 也、 きみ も ひ 

とりの 御 歌 ころ どり と は、 あまたの かり を、 はやぶ 

さは 一 一つ 三つに て、 めん/,^ に 一 つづ 、と， り 給 ふ 事 

なる ベ し、 此 おは ひとり、 かこち 給 ふかた は あまたな 

れば、 - 1 ろ どり にもなら ぬ となげ き 給 ふや、 はらに あ 

おは ひたる 御 歌に て 、 あ は れ の ふ か き 名歌 也、 我な か 

はの 御 歌に、 もつ ち こ へ と は、 しづが もつな る - - もつ 

ちに て 、物 を あ め る が ご とく、 ちが いて あはぬ： ひの 

, J  \ ろに や、 もっとも 秀逸なる 名歌な り 、うそ 姬の御 

歌、 羽 くらべと は、 二月な かばの 頃、 あまたの たかの 

山へ あつ まり 給 ひ、 わがえん と お ぼし めすお たかを、 

めた かのお ひま は..^、 羽の はやき をつ まと さだめ 給 

ふ iSlJ- なる ベ し、 そのごと ぐ姬^ と 羽/、 らべ あわたき 

三., H 七 4 "九 
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一 との 御 心ね が ひ、 これ 又 思 ひ あま. 0 たる 名歌な. o、 あ 

はぬ まの 御 歌、 の も.^ のか いみと は、 むかし、 鷹の み 

かげの- フ つりて 見 ；ノ つ ると て、 野なる 水 を 野 もりの 

一 かいみと いへ ^、あはぬ ま は、 せめて 水に うつ る 御 か 

げ；： とみ 給 ひたき とや、 ま- .- とに 君 を- r ふるこ、 

ろに、 水の あさからぬ ほど も あら はれた る 名歌な り、. 

姊 本のい にしへ、 ほの < ^とあかし のとい ひし こと 

. の はも、 此 さくい どもに は しま 力 くれ 力 i< じ 

又 わかの うら にし ほみ く れ ば と 、 な がめ しとき、 此 

御 歌 どもいで なば、 山 邊赤入 も あか いほに なりて は 

ぢた まふべ し、 又 櫻ち るに 木の 下風と よみし 貫 之が. 

歌 も、 吒 名歌 どもの 中に まじ はらば、. S に しられぬ 雪 

とき へ ぬ .. へ し、 あ.^ わらの な ひら は、 その 心 あまり 

てこと 葉たら す、 しぼめ る 花の 色なくて に ほひ 殘れ 

るが ごとしと は、 古今の じょの - 一とば なり、 お の /\ 

樣の御 歌 は、 花の いろはに ほひに お とらや、 に ほひ 又 

いろに おくれざる がごと くにて、 こ、 ろ も 二とば も 

えなら 卞、 帝 釋の羅 綱の 光， 0 あ ひたる が こ 、もし 侍 

b  、殊に 六 御 „1 ども、 まさり おとり もな，、、 梅に 

一 櫻の ^ついき、 うぐ ひすの 昔に ほと、 ぎす のこ ゑ を 

11  . 
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そへ、 十四 十五の 月の 光りなら ベて 見る とも、 かく や 

あらん、 ことさら 御 さくいの はたらき たる 事 を 思へ 

ば、 きもた まし ゐ もき へぬべく、 身の け もよ だち、 お 

にが 城 へ 入た る 心ち して、 めの ま はる ほどかん にた 

へ たる 御 歌 どもな り、 姬君を はじめ、 つきそ ふめの わ 

、し. -は にいた るまで、 おなじ やうに ほめまい- らす るよ 

し. iu はき、 たり、 さも ありげ にし、 かたりな せば、 た 

か ともおび た いしく ほめたてられ、 まこと \ や おも 

ひけん、 たけき。 も くるしから ャ、 い つまで もまつ ベ 

し、 はや か へれと てぞ かへ されけ る、 兄 鷹 は あとに 

て、 さて/^ 四十から は、 もの もしり た. 9  口 もき、 た 

り、、 じ もやさし、 あの やうなる 鳥な どに は、 あらき は 

かせ を も あつ ベ からす と、 小 鷹 どもに をし へ をき わ 

がすみ かへ ぞ かへ， 0 給 ふ、 又 かの 大德 は、 彌勒の 御 出 

世、 五十六 億 七 千 萬歲の あかつき を まつ こ、 ちして、 

長 M にも なれば、 小 曾 をむ つましげ に、 ちか ，^ と ひ 

きょせ 、なん ぢがぃ ひし- J とば S すぢ、 ゆめ ほど もち 

が へ じとぃまゝでまちっるを、 佛5?1^^子にはにぁひた 一 

る、 ひとやお も ふらん、 さて 又い つ ぞ やの 神託 を、 むな 

しくな さん もさす が なれば、 つか ひに ゆきて たべ 給 


へ とて、 文のう ちもくろ みすぎて おくに、 

し  >らせ 卩ひ やつよ .^^~0^L るし とて 

身が わりに 身の なやむ すがた を 

とかき て、 山 がらの かねごと、 ちが はぬ やうに いひな 

-b」 とて、 わたし 給 ふに、 ト 僧 うけと. 9 て、 すぎに し！ & 

のころ むなしく かへ りし も、 不 成就：：： にあた. 9 てま 

お ぼ ゆるな， 9、 おなじく は 日 をえ 

： しとい へば、 大德け ふ は 九；：：； 九： n 

いは ひの U なり、 とく ゆけ との 給 { 

-、 さて はよ からぬ：：：： なり、 かすの 半 

、 九： r: 九日 は、 はんの かすか さなる 

り、 いもせ の は 、尝 TOS: 和 <& し て - 】 そ 

4s/\Lln  r*kMV と.^ せぶ、 大德も 


ぃリ たる § へ か 

ら びて や b 給へ か 

ならん、 重陽に て 

V6  、トゅ m が いはく 

は 場、 丁は嗜 な， o- - 

ゆ へ 重陽と い へ h 

よけれ、 - -れは 


つ と.，."， .- と は. り なりと いひて、 さら は - 一よ み を 見む 

と あれ ど、 人家た へ たるさん ちう なれば、 もとめん た 

よ-り もな しと ぞ、 でし どもい ひける、 小 $s はかし, J  く 

て、 さはべ にく だり、 薺 を 一 もと たづね いだし、 これ 

にて： W の いくか を も、 又は せん あく を も H 儿給 ふべ く 

やとい へり、大德はこの事し..^給はで、なにごとぞゃ 

ちとお しへ て くれよ と あ， 0 ければ、 小僧 これ はいに 
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し へ T:i^ とい ふ もの、 こよみ をつ く..^ はじめ、 せけん 

へ ひろめ しなり、 かの し よ を のち. 柩 にいれ て う づ む、 

そのと ころに $L< 英草 おひ 出せ ひ、 時に 其 子 あやしみ 

つ 、、ほりい： U してよ み 侍り、 これによ つて - 1 よみと 

はい ひ はじめし とな..^、 堯 帝の みよに、 - - のく さハ 

朔：： ： に はしゃう す、 ないし 卜 五 リ にいた つて 十五よ 

うし やうす、 十六： u い ご、 每日 一は づ、 おつ、 月に な 

れば 一 はおち すして、 晦朔 をし ると い へり、 費 獎草は 

いまの なづ なの こと、 きけば、 たづね てま いらす る 

なり 、大徳の 學カを もって、 ふんべつし たま へと いへ 

ば、，^  |E が -  >  と は， 0 もっとも なれ ど、 恐 曾. 事 は - J のと 

しにいた るまで、 を かさね：：^ を かさね、 內 外典に お 

しわた つてよ みかさね し 書籍 ども、 山の ごとくに し 

て、 胸 巾 腿々 としたれば、 すこしば かりの 古事 本說な 

ど、 さがしいだ すに は ひま をと るな り、 さあら ば 文 や 

る 事 もお そくなる べし、 とかく 小 $E が はからい しだ 

いとの 給へ ば、 小 $E かしこまって. S. ける は、 とても P- 

つか ひに まい たけれ ど、 この 事 かな はす は をれ も 

のと やお ぼしめ されん と、 日 を えらぶ ばか b なり、 け 

ふ は、 やうの かすか さな， 9 て、 よからぬ 日と はお も ひ 

I  "二 百ん 十-一 
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つ れど、 又 六ケの ：=! どり に て、 こ れを かんがう るに、 

九 九：：： は 半の 月に はんの 日、 佛 誕生 にあた る を 

もへば、 くはい にん 杯 あらば 大學 E の 御子 なれば、 

沸 に て まします ベ きもし ら や 、 そ の 先 表 に て 佛 誕生 

=： にあた ると い へ ば、 老$? は 大方なら ぬき げんにて、 

ゑみ を ふくみよ だれ をな がされけ ると- - ろに、 木 鬼 

はみ、 にき、 お ぼへ た る 事 あ， 5 とて、 は ひ 出て い ひ 

ける は 、小僧 は 八 相の 化 儀 を しらす や、 佛は兜 率 天に 

生じ 給 ひ、 四 稀 を もって にんげん をく はんじ 其 こ ゑ 

下 天 詫 胎出胎 出家 降魔 成 道 轉法輪 人？ 仕 盤と て 债式さ 

だまれ. o、 にんげんの 四姓のう ちに も、 刹 利纏羅 門の. 

二 姓にば かりう まれた まふ、 いかんと して 鳥類な ど 

の 巾 へ 、佛 のうまれ 給 ふ ベ き やとなん じければ、 小僧 

もことば すくなに な， 0 け， o、 大德 はしかと 聞し り 給 

よね ど、 ト 1= がか ほっき を 見て ともに ぶきげ ん にな 

. ^給 ひ、 だう り はと も あれ、 はやくつ かひに ゆく かた 

が かちな らん、 とく/ \ と あれば、 小僧 ははら たちげ 

- - 、% ち ？  u^^-P^LCh, て §,け ば、.^ @s はよ に. 51£の 

もしそう. に 見お く. 0 給 ふ、 ほどなく 山 がらの すむ 夕 

が ほの やどに いた..^、 是 はすぎ にし^の ころの 御文 
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な， o.、 おもとのお しへ に まかせ、 いま、 で まちつ ると 

て、 わたしければ、 やくそくの ごとく、 まし こ を かた 

らひ、 見せた てま つれば、 姬君 はむ くつけ き 事な りと 

ばかりの 給 へ り 、例の くちさがなき つぼね は、 小僧 を 

よび 出し、 さて/.^ これ は 大德の 御文 か、 一 に はいに 

しへ もまれなる よは ひに、 十 年 あまりが ほど もす ぎ 

給 ひて、 にげなき 事な，.^、 二に は 破戒のと が、 三に は 

諸 鳥の 屮 へき こ へ 、わら はれた ま はん 事 も かなし、 な 

にと て佛 弟子の 御み として、 こ、 ろのお に、 はっか 

はれ 給 ふや、 た V し いつぞやの 御 ねんの ふせ も、 いま 

だま いらせねば、 せめて この かへ しばかり はした ま 

へと いへば、 姬君、 

身が はりに なやまば なやめな やむ とて 

なやみ を やむ る こと を しらねば 

とかき て いだ さ れ ければ、 小 ぞうほの みて、 つぼねき 

き 給 へ 、よくしんの やう なれ ど、 いまだ い のりの 御れ 

いなき さ へ あ， る に、 >  J の 御うた あまり にろう したる 

zl^h-^.a-^x> ろう "て- つに みせまい ら する i.5 でも 

お そし、 まづ 我 返歌 を せんとて、 

身 肉 も 手足 も ふせに なすこと を  」 . 


しらで や 法の 師 におし むらん 

とよめば、 ilw 'さ て はわが 身 も 口に まかせん とて、 

妻子 を も ふせに はなせ どの. 9 の師の 

つまに せよ との をし ベ や は ある 

ふい はれて、 又 小 ぞう、 こ、 にても U 葉す くな にて、 

あ ふ さきる さ に はら もた ちけ るに や、 とかく わがば 

うすの ふぎ やうぎ ゆへ、 か、 るお もな きめに も あ ふ 

と、 ひと， 0 ごとい ひて ゆきつ、、 我 歌よ みし 事、 つぼ 

ねが 返歌の て い を も、 こまかに かた.. >  ければ、 小僧で 

なくて は、 たれ やの もの か、 かやう に 名歌 を やす-^ 

とよまん や、 つぼねが 歌 もよ けれど、 小僧が うたに は 

はる < ^おとれり、 かなら すよみ を くれた とお も 

ふべ か らす 、か \ る こと は あさはかに すみ たる は、 よ 

からぬ 事な b  、今 一 度 行て、 つぼねが いひし 事 ども を 

もい ひわけ し、 し、、 やうの はぢ にならぬ やうに して 

たびた まへ とて、 小僧が かう もつ のしよ くもつな ど 

を i  、の へ て もてなした まひ、 なをき げん を 取て、 歌 

をば よみ 置ぬ ると て、 

見 そめつ るお も ひ をお にと しが でら の 

むかし こ ひしき 身， V もなる かな 

I ^2 語 下 卷 


と はかき たれ ど、 わ れ 又ろ うもう にて、 こまかなる 文 

さい 》(• かく こ ともならねば、 文 は 小^が 口のう-ち 

に 有べ しとい ひて、 わたされければ、 し、 やう へ の 孝 

行と やお も ひけん、 又た ちか へ . ^、このたび は 口上の 

みなれば とて、 すぐに ひめぎみ へ まいり、 短册 を：：： 几せ 

まいらせけ. o、 又 つぼねの 給 ひし 事 申き かせ 侍れば、 

大德 一々 に 御 へんじ 中 されし、 その ひとつに は、 か、 . 

る こと 老 そうに にげなき とや、 むかし わがて うにし 

が でら の 上人と て、 行學 世に すぐれ、 九 品の 逮臺 にむ . 

まれん との 道心、 たぐ ひもな く、 御と しつ も り て やそ 

ぢに あま， o、 かほに 四 かいの なみ をた、 み 、まゆ に 八 \ 

字の 霜 を たれ 給 ひし も、 き やう ごくの みやす どころ i 

の、 しがの 花見の かへ る さ を 見た てまつ り、 お ぼへ. f- 

こゝろ を. まよ はし、  一 

初赛の はつねの け ふの たまば、 き  . 

てに とる からに ゆらぐ 玉の緒 

とよみ 給へば、 みやす どころ 「極樂 のた まのう てな の 

はちす 葉に、 われ をい ざな へ ゆらぐ たまの を.. とい ひ 

か はし 給 ふ 事 あれば、 いま はじめて 我ば か"、 あくし 

ん をく はだ つ るに も あらす、 一 一に は^ 戒 のとが とや、 
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これ 乂き やう せつを 見 給 はぬ ゆへ な ひ、 すでに ：n:z: 

明^ は、 八 人の わう じ を もち 給 へ り、 大通智 勝佛は 

十六 人、 今： n の釋迦 ほとけに も、 羅喉羅 尊者と て 一 人 

まします、 か、 る 妙覺極 梁の ほとけの 御う ゑに さへ 

ある 事 也、 たいし これら はしゅつ けし 給 はぬ 先の 事 

なれ ども 、それに 上代に て、 上 根 上智の じせつ、 これ 

はまつ. たいに て、 下 こん 下ち の 時分 なれば、 これほど 

のちが い め は ある ベ し、 又羅 什三藏 は、 權實； 一 經を翻 

釋し給 ひし ほどの 璧 人に てまし ませ ど、 誓願の すぢ 

ありと はきけ ど、 一 往は 破戒の 名 を 得 給へ り、 そのう 

へ 戀に はくしの た ふれと いふ 事 ある を もし. 9 給 はす， 

や、 三に は 諸 鳥に わら はれん も かなしと や、 是又 つぼ 

ね^ 御身の いたみになる 事に も あらす とて、 大德 「諸 

鳥 ども 我 を わら はい 我 も 又、 口 を もちた るお も ひで 

を せん、 とき やう かな どよ みて わら ひ 給 ひしと、 大德 

もの 給 はぬ 寧まで いひて、 あるひ は うらみ、 あるひ は 

きげん をと りて、 こと 紫に 花 を さかせ、 心に み を あら 

せて かた h -、 何と ぞ此事 をす む やうに とやお も ひけ 

ん、 折 ふし 心に うかべ ると て、 

師匠 さへ 君が なさけ を かう む..^ と 


 三百 八十 四  1 

ならばう れしく 名 を も か へまし 

これ はき やう かながら、 心 持 ある 歌 なれば、 返歌し 給 

へと いへ ど、 局 心屮に は、 白 氏 文 ；® とやらん に は、 為 

松 桂の 枝に なき、 狐 蘭 菊の 叢に かくる と 書て、 物す ご 

きたと へに い へり、 又 或 文に は、 父^ をし よくし 不^ 

の 鳥な りと いへば、 とかくい やなる あ ひて な..^ と 思 

ひ、 まづ/ ^か へ り 給へ 、姬 君の 御 心 もや はらぐ やう 

に い ひなし、 いまの 返歌 を も、 あとよ..^ まいら せんと 

いへば、 とかくよ しあし は 御 つぼねの 御 まへ にあら 

ん とくどき つ 、、古 でら へぞ かへ b ける、 火德は I^ln 

が 物が た. 9 き、 たま ひて、 過し 春の 比 は、 山 がらの い 

さめに つ きて、 長月まで なが^.^ しき 秋 を まち、 今 又 

つぼねが さう を またん 事、 心 いられの する 也との 

給へば、 夜た かす、 み 出て いひけ る は、 い つ ともなく 

ひか. 9 のか げを ゝ く，^、 物 を 思 ひた ま はんよ. 9  、 もし 

御 心 も なぐさむ やと、 うらかた を 聞た まひて はいか 

が あらんと 申 侍れば、 大德 のき げんな を，^ て、 左樣の 

ものし. 5 は いづく にある ぞ、 はやく ゆきて き、 たき 

事な りと て、 もはや 出た ゝん とす、 まれければ、 しば 

し 樣子を 聞 給へ、 此 深山 を さし 過ば、 山の ほと.. >  に 兎 


の^^：：-の博士とて、 安倍仲^が 末孫 安 泰成 にもお と 

る. i6 じき やう. の、 .っ>-0 ない.， （•- や あ， CN と 聞：^ ズし 10 い / 

ば、 おる 僧 こ 、干つ よげ に、 一 刻 も い ，て いさ つ ゝ ゆ- き て 、 御 

うら； つき かば や、 翅を もちた る はか、 る 時の よう 

なりと て、 弟子 ども ひきぐ し、 た 3- 一  とびに ぞ とび ゆ 

き 給 ふ、 折 ふし 博士 は 他行 なれば、 か へりぬ る を まち 

と. 0 て、 大德の 云く、 只今 これへ 參る 事、 別の 儀に も 

あ らゃ、 身上の うら をた のみい りたき 斗な り、 た  >  し 

御 うら は いづれ の. 0 うに てまし ます や、 傅士 のい は 

. く 、官位 令に、 賀 茂の 保寇 天文 道 を もって 弟子の 安倍 

晴明 にった ふと 云、 又 三 善 家 は 算術 をなら ふといへ 

b  、か 程の 安倍 三 善 家、 又は 卜 部 氏な どのり うに も あ 

らす、 我 は 月 巾の 鬼な り、 これによ つて：：！： を玉觅 とな 

づく、 詩人 も綠 樹陰 沈んで 魚樹 にの ぼ-り、 淸波月 落ち 

て 鬼 波 を 走る と 作.^、 これらの ことば をお も ふに も、 

月 宮殿に すむべき もの なれ ど、 前世の 宿緣ゃ ありけ 

ん、 せんぞの 時 あまくだり、 わが 世に いたる まで この 

國 にと 3 'まり、 卜占 を ことわざ とし、 世 を わた b はべ 

ひ、 今時せ けん に はやる 、，八卦の しょな ども， J  、にあ 

れど、 これら は あさき 事な. CN  、わが うら はよ そに か は. 


り て 、當意 即妙の ふんべ つなれば、 か きも の もい らゃ 

といへ り、 大德、 さて は 世に たぐ ひなき 也、 さらば 

御 うら 一 つきかん と あれば、 其 時 博士 八卦の しょ を 

てす さびに なして、 もの もい はす、 しぶら， く あり て 、 ノ 

いひけ る は、 大德の 調子 を もってかん がうる に、 - -れー 

は ふ かく 身に うれ い の つ もり た る うらに あた. 0 給 へ 

、い かやうな る うれ いに て まします -ぞ とと / ば、 大 

德は、 年に あはぬ iJiii- とや、 こたへ かねてん 給へ，.. -、 小 

ほ E は やくさ とりて 、み、 もと へ よ， 9、 しか- < ^りな ，ナ . 

きと かた ，9, り、  I 

士き ゝ て 、そ の ぎなら ば 叶が た き 御 うらな， 0  、 先刻 _ 

他行せ し 事 は、 我がと もどち の 中に ようの こと あり 一 

て、 うその すみた まふ 山の 木が くれ を ゆきかへ， 0 し 一 

に、 お， 0 ふ し 琴 引き 給 ふ ひ  >  ききこへ て 、あま.^ に た. 一 

へ なりし かば、 たちと， S. ま き 、： 3! ザ， 0 しに、. 2^ をた か i 

へ じ と やおの しらべに て ひき 給 ひし、 これ は 秋の 調 一 

子に て 金な り、 大德の もの.；， ひ 給 ふこ ゑ は 律な り、 是ー 

は 春 の て うしに て 木な り、 金 剋 木と 相剋 すれば、 思 ふ 一 

事 かな ひがたき 御 うらなり、 か、 る 事の 成就 不じゃ i 

うじ ゆ は、 たが ひの むねに ての くふうべ ん ベ つな b、_ 


あだ 物語 下 
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 も だ 物 語下卷 

殊にう そ姬 のむ ねの けいろ をみ るに、 くれな ひに て 

火體 赤色な り、 大德 のむ ねの けはいろ はしろ くして 

佥體 白色 なれば、 火 剋 金と これ 又 相剋せ り、 こ ゑ は 口 

の わざ なれ ど、 根本 は 心の なすと ころな b  、毛 いろは 

身の わざな.^、 色 心と もに 相剋し 給 へ ば、 ふきつの 御 

うらな. o、 相^に も 相 生に も善惡 あれ ど、 これ はきら 

ふところの うらに あた. 0 給 へ ，9、 かやう のうら は、 せ 

けんに はまれに て、 わがい ゑに ある 事 也、 そのう ゑ姬 

君 は うらわ かみ、 ね よげ にみ ゆる わか 草に て、 いまだ 

しげ. o- もしらぬ ころに てまし ます、 大 德は大 A の >b ぎ 

-の も. 0 の 下草に もす ぎた るよ は ひなり、 ことに 出家 

の 御み なれば、 一 つと して 君の きに 入 給 ふ 事な し、 こ 

れらが 何よりも つての 相 魁な り、 忠言 耳に さか ふの 

ことわり なれば、 さ， ためて へた うらと やお ぼしめ さ 

ん、 かく うらな ひたて まつりても、 なを わりな き あ ふ 

せ をね が ひた ま は い、 前後 はありと も、 たが ひに この 

世 を ゆめと なして、 もろとも にわた ひが はの あ ふせ 

は あ， CNIi も、 4 「生の  >ん にし はかた き 御， つらな b とい 

へ ば 、老僧 は翅を かほに をし あて、 あゆむ ともなく と 

ぶと もお ぼへ す、 自坊へ かへ b 、又れ いの 思 ひの 床に 
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ひれふし 給 ふ、 かくて また かの 春の 山 かげ は、 秋 もす 

ぎ 神 無：：： にも なれば、 ふりみ ふらす み、 さだめな きし 

ぐれの 雪 もた ちまよ ひ、 物の あはれ もま さ. 9、 さ びし 

きお. 9 なれば、 又 あた，^ の 鳥 ども あつまりて いひけ 

る は、 さて/ <\ 'すぎに しき さらぎ やよひの 頃、 うそ 顿 

へ をのく たま づさ 短冊 をお く， r, 給 ひしに、 返事の 

ある も あ. o、 又な きも あ， 0 つれ ど、 まめ やかに こ，^ ろ 

のとけ たる かたはな し、 うらみに はお も へ ど、 又 あな 

たに も だ ふ，^ あ.，^、 その ゆ へ は ひ はの す、 めに より、 

歌 を かよ はし、 返歌 をみ てなぐさみ にも せんとの も 

よ ほしに て、 ふ，.^ はへ て わが、 たよ. 9 おも ひよりた 

る 方 はなき とみ へ 侍， り、 世に 四 知と いふ 事 あ..^、 た い 

一 一人して しりた る 事 さ へ 、ひろま はるなら ひ あり、 い 

はんや しょてう の 中の 事 なれば、 もれき こ へ て 我 を 

ろ うす ると おも ひ 給 ひて、 なげ のな さけ だに なきと 

おも へ V6、 つゆば い， の うらみ もなしとゝとり 口 

口に かた b おはり. て、 又是 より 北に あたりても のす 

ご き み 山 ぁ 、 それ は 梟 法師と て 行學 兼備 の 老僧. ま 

します が、 い っぞ やう そ姬の わら はやみの とき、 御 枕 

かおに まいられけ るが、 前世の しゅく 業に て や あ.^ 


けん、 ふ い に 心 を まよ はし 給 ひ、 すでに^ 命 不定の よ 

し、 風の たよりに き、 侍，"^、 かようの あやまち はよ そ 

のこと、 もお も はす、 そのうへ しゅっけの 御身 なれ 

ば 、とひた てまつ， 9 て も あしき 事に て は あら じ、 いざ 

ゃ此 うちに 心 ざし あらん かた をば、 つれだち てまい 

らんと て、 みやまがらす あんない じ やにて、 を くれさ 

きだちて、 ほどなく. E 寺 へ ゆきつ 、、此 よしを ぞい ひ 

ける、 

小惯 は、 なにた る 御 やう ぞ やとて いでければ、 み 山が 

らす、 たいい ま をの/、 のと ぶら ひ 給 ふ 事、 ベ ちの 事 

にも あらす、 大德の 御な やみ その かくれなければ、 御 

見まい のためばかh^なh^lJぃ へ ば、 小僧ね やち かく 

まい.， ^、しかぐ の 由 かたりければ、 大 とく、 か、 る 

違例 を しられた てまつ る もめん ぼくな けれど、 御 ひ 

ざし かたじけなければ、 ふしながら もとて たいめん 

し 給 ふ. みな-/ \ あとやま くらにた ちょ 、さて 御 わ 

づらひ はいかいお はします ぞ、 くす しに かゝ. 0 洽ふ 

や、 きねん はし 給 ひたる や、 佛 神へ， 5 うぐ はんな どか 

けた まひた る やと、 ねんごろに とひ 給 へ ど、 老 そうは 

はづ かしく や 有 けん、 又. なやみ やつよ か. 0 けんいら 
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へ もし 給 はねば、 とりぐ にの 給 ふやう は、 大德 のみ 

けしき は、 思 ひしょり かよ はく 見 へ 4? へ .^^、今こ 、に 

あつまりた る 諸 c;! どもの 中に、 經陀 を じゅし、 祈 

念な どすべき かた もな し、 さあり とてた  > か へらん 

はきよ くもなし、 さあら ば 法 華藥王 品の 金言、 病即消 

滅 不老不死と いふき やう もんの 字 を、 かんむりに を 

き、 歌 を 一 しゅ づ 、よみ、 此 ところの 氏神の しゃだん 

に、 おさめた てまつ らば、 ちから を も 入れす して あめ 

つち をう ごかし、 めに 見へ ぬお に 神 を も あはれ と 思 

はせ、 おとこ おんなの なか を もや わらげ、 たけき もの 

の ふの 心 を もな ぐ. さむる は 歌な りと、 古今に ものせ 

たまへば、 さだめて 祌も 納受し 給 ひ、 大德の やま ひも 

なをり、 ねがい も かな はんとて、 をの-/^ 1 首づ ゝょ 

み 給へ b、 

山鳥 

人 しれぬ みやまが くれの 草 も 木 も 

てる ni の めぐみ， フけ ざらん, 0- は 

時鳥 

や  . 

山 ふかみ 時雨の そむる もみ ぢ薬ゃ 

むねに たく ひの いろ をみ すらん 

1111a 八十 七 


_  ^璃 

，つき こと も-つれし きこと もさた めな き 

世の こと は， 9 とお も ひなぐ さめ 

そこと なきみ 山が くれの すみかに も 

とひく る もの や ，つき 世なる らん 

. 鳩 

、雲 まよ ふみ 山の 水 はすみ ぬれ ど 

すま ぬこゝ ろのに ご， 9 もや， フき 

. 火燒 

せめて さは 世の なら ひとてう き 靡の 

あ 共 かすの 微 なくも^ るかな 

fee 

うき 身 ぞと 恨な はて そ たれ とても 

此の世に もの をお も はぬ はなし 

かし どり 

目 をと め てみ よ やみ もせ んぅき 事 も 

わする ばかりの 木々 のい ろ/^ 

e: かげ はさ やか なれ ども ものお も ふ 


こ、 ろの くま やさ は， 5 なる らん 

尾長 鳥  . 

古 でら や 旨 一 ゆきぶ. 0. にと ふとても 

のちのむ まれの えに しなら まし 

目白 

來世 にて やす か，.^ ぬべき の b の師の 

なやみの ある はこの よば か りか 

わと り 

鳥 

有 漏の み を はなれぬ ほど はくる しみの 

ある 世と しらば もの もお も はし 

とび 

鸱 

ふしてお も ひお きて うらむ る 心 をば 

むすぶ のかみ もしら ざらん や は 

烏 

しとね を もこ ゆるな みだの 川 水に 

あ ふせの あらんと きをし もまて 

いやう にと り に、 くちす さびつ 、かき 付 給 ひ， 0 

もお ちか.^ になれば、 いとま 申と てた ゝれ ければ、 大 

德 ょ.；.内.：1'-  >匸 、おく h.- にこ そまい らざら め、 せめて こ 

しおれ 歌な. y と 詠 じて、 あまたの 御うた の 返歌と も、 


又と ひ 給ふ樹 れいと も、 こ、 ろざ、 ん とて， 

釉 ぬ らす こ ひぢと はる、 むく ひに は 

四手の やま 邊 のみちし る ベ せん 

と 寄き て、 あとより おひつ きて いひ やりければ、 をの 

をの 吟じ給 ひ、 れいなら ぬう ちに は、 きどくなる ゑい 

かなりと ほめ つ 、、よき 事お も ひたちて、 のちの 世の 

つとめ をし 侍る とい ひ あへ り、 なを ：" かすか さなれ 

ば、 老僧 はおき もせ やね もせで、 よる を あかす 枕のう 

へ にて、 身の こと をく はんじ、 さて/^ ひさしくな が 

ら へ しゅ へ、 か、 る うき め に も あ ふ ， J とよと、 ト 條日ズ 

かり をち かづけ かた， 0 給 へ ば、 まことに 尊意の ごと 

く 、莊子 とやらん に、 男子お ほき 則ば 懼 おほし、 富 則 

ば 事お ほし、 いのちな がき 則 は 辱お ほしと かけり、 申 

はくはんた いなれ ど、 此 ことばの うち、 すゑ は 老僧の 

いまの 御 すがたな， 9、 論語に も老て 死ざる は 是贼を 

するな ひと ある もようなら すと いへば、 小 がいさ 

め もつ ともなれ ど、 生死の みち は、 自分の てづ く，. > に 

もなら すと いひて、 

わが 思 かな は いしなん かな はやば 

しぬ もし なれ じ もし あ ふや とて 

^ だ 物語 下卷 


との 給 へ ば、 小僧 を それながら 御 返事 申さん とて、 

しに もせす^ ながらへ て 逢見す ば 

はぢ よりう ゑの はぢぞ かなしき 

とよみければ、 大德 はいはん こと 葉 もなくて、 ころも 

の そで もし ぼる ばかりに なき 給 ふ、 木 觅は耳 とき 鳥 

なれば、 はじめよ おはりまで こまかに 聞け るが、 き 

かぬ ふり をして、 坊主 はなに とてな みだに むせ ひ 給 

ふやと い へば、 ベち のし さ いに も あらす、 愚僧が 破戒 

の しょぞん を もちた る ゆへ、 小僧に はじ、 めら る、 

事、 こう くわいしても か へらぬ 事な h- との 給へば、 木 

鬼の いひけ る は、 主師親 をい さむる も 世の なら ひな 

れど、 それ はまへ かどの ことなり、 ひめぎみ へ の餓書 

を も 小僧が もちあるきて、 事の かな はぬ とて 今の い 

さめ は、 賊 後の 弓な り、 そのう へ か、 る 色欲の まよ ひ 

は、 大德の 御身 ばかりに も かぎら や 、見 婆沙 論 と や ら 

ん に 、優 陀延 王宮 女 を あ また ひきいて 、镙. ： 一一？ 波陀山 に 

あそびた まひし に、 五 百の 仙人 こくう を かけりし が、 

このところ をす ぐると て、 いろ を 見 こ ゑ をき ゝて、 愛 

念 をお こし、 神 足 をう しな ひ、 山林の 中へ おつる こ 

と、 まことに つばさな き if| の ごとしと いへ. o、 ヌ波 

三百 八十 九 
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羅奈圃 の 一角仙人 は、 扇陀 女に 心 を まど はし、 和 州の 

久 米の 仙人 は、 深山に 入，^ 仙術 を まなび、 一 旦 そらに 

あがって とびけ るが、 婦人の あし を もって ころも を 

ふみあら ふ を 見て、 たちまち 染心を 生じて、 そらよ， 9 

おっと 元亭釋 書に のせ， 9、 此 こと はり をば、 なにと ふ 

んべ つした る やとい /ば、 小 はもの もい はや、 大と 

く はき をと りな をし、 木觅を 世に たのもしげ にお も 

ひて、 さてい かいす ベ きと あれば、 いせんの はかせの 

うらな ひば かりにて はお ぼっかな し、 よく はしらぬ 

事 なれ ど、 うらに はしな，.^ ありと い へり、 かめのう 

ら、 くしの うら、 つじうら 、いど. つら、 待 のうら、 ゆ ふ 

げ- とふ. フら、 はい ，フら 、みちゆき， つ- り、,， ひち. フら、 あし 

うら、 石 うら、 v;3 のうら、 うた うら、 など い ふ あ. o、 又 

山 すげ うら、 これ は 山 すげ の は を むす び あはせ て、 又 

そのす ゑ をかん なぎに むす ばせ て、 うらの ふこと あ 

.9 とい へ.. >  、龜 のかう のうら は、 卜 部 氏の もの、 はわ 

かの 木 を もって 龜 のかう を やき r -、 うらな ふこと あ 

り、 かたぬ く うら、 是 はしかの かたの 骨 を やきて、 こ 

れも はわ かの 木に てうら な ふといへ. 9 「むさし のに 

うらべ かた やき まさて にも、 らぬ 君が 名 うらに い 
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でけ. 9、 などよ めり、 又 天 照 太祌岩 in, にこ もり 給 ひし 

とき、 天香來 山の 庵の かたの ほね をぬ きて、 はわ かの 

木に てやきて、 太 神の いで 給 はん 槊を うらな ひしと 

なり、 此外 いろ./ (^のせつ あれ ど、 しげ ゝれ ばの こし 

侍， 9、 かやう に うら はいろ^,^ あれ ど、 むづ かしく に 

はかに ならぬ 事 はせん もな し、 やその ちまたに ダ占 

とふと あれば、 われ は 日 くれてす > めいろ 時に もな 

らば、 人の かよ ふ 辻に ゐて、 人の こと 葉 をき、 て、 う 

らな はい やとい ひければ、 老僧 は ともかくも はから 

ひし だ ひとの 給 へ ，9、 ほどなく そのと きに も なれば、 

木 一鬼つ じに いで、、 一 もとの 木す ゑの 葉が くれに、 し 

のび いて、 人のと を る を まちけ るに、 あるじ まう けの 

を は- 5 にや、 ぃゑぢ にか へ ると 見へ て、 わかき どち 五 

人 つれだちて ゆきけ るが、 酒に やゑ ひけん、 竹に むま 

る 、驚の、 竹 生 島 まう でい そがんと、 うた ひて ぞとを 

りけ る、 木 鬼み、 をす ましてき 人け るが、 これ はいみ 

じき こと は. 0- な. CS と 思 ひ、 いそぎた ちか へ， o、 めづら 

かなる 御 うら、 き、 いだし 侍 b とかた. 9 ければ、 大德 

まづ こ 、ちょそう にて、 竹 生 島と いふうた ひ をば、 な 

にと こゝろ へ て、 よき うらと S5 ふやと あれば、 木 鬼の 


いはく、 竹に むまる、 うぐ ひすと は、 け 生 島と いはん 

ぢ よのこと 葉ば かりなれば、 ベち のこ、 ろ はなし、 唯 

竹生岛 へまう でんと いふ ことな， 9、 これ は 御ね が ひ 

かな はんとの 瑞 相な 、いかんと なれば、 ある 經の文 

に、 閣浮提 のうちに 湖 あ-^、 其な かに 金輸 際より おひ 

いでたる 水精 輪の 山 あ h,. 、天女す む 所と な. o、 即此山 

の ieu. なりと いひつ たへ 侍れば、 御ね が ひのこん げん、 

たいしく みちた らん さとしなる ベ し、 此 御山に 一 た 

びさん けいのと もがら に は、 一 さいの ねが ひ を かな 

へ 給 ふといへ り、 そのう ゑ 辦財天 はに よたい にて ま 

します、 うそ ひめ 又 天 照 太 神の 御 ゆか. 0 にて、 てんに 

よの 御す ゑに てまし ませば、 大德の 御ね が ひ を かな 

へた ま はんとの 御 うら、 うたが ひなき 事な， 9 といへ 

ば、 老僧 はか ほの 波 もた ちか へ り、 まゆの しも、 とく 

るば かりに、 こ \ろも のばり てう. vi,- わら ひ、 さて これ 

ほどの 事な るに、 いせんの うさ ぎ 博士 のうら かたは、 

なにと て はづれ たる やとの 給へば、 小僧 は 師匠に う 

ら みはな けれど、 いせん 木 鬼に いひ つめられ しむく 

ひなくて はとお も ひ、 夜 たかは 又、 はかせの ひいきな 

れば よびいだ し、 き、 てに なして いひけ る は、 鬼 はか 


せの うら、 何 とてち が ひたる との 給 ふや、 それ は木觅 

が うらの あた. 9 たる 時の 寧な， o、 いまよ. 0 はちと は 

やき あた. 9 はづれ のさ だめなる べし、 われらの 心に 

は、 大 不吉の 汁 一の うらと 覺侍ベ り、 まづ あるじ まう け 

の を はり、 酒に 醉 たる もの 、 うた ひと い へ ^、酒 は 人 

の 本心 をみ だす を 正意と せり、 法華經 のた とへ にも、 

醉酒而 臥と て、 酒に ゑ ひふした る ゆ へ 、無價 の 賀珠を 

ころもの うらに かけた る を もしら で、 他國を まよ ひ 

あるき、 衣食 を も. とめし と あ..：^、 ゑいな きゑ ひの ぐ， 0 

ごとな どい ひて、 醉中 のこと 葉 はみ な あだ ごと なれ 

ば、 うらな ひの たねになる ベ からす、 又 さけの まぬ も 

の、 ことばに して、 うらな ひみる にもよ からぬ こと 

な. 5、 その ゆへ は、 物の かすに てかん がうる に、 大德 

の 御 うらかた は、 木 鬼 ひとりに て 一 とくの すいな り、 

をと をり しもの は 他人 なれば、 たしょに まします 

うそ 姬 のかた に すれば、 五 人 はい つきの つちに て、 剋 

水と たが ひて よからぬ うらなり、 うた うら 辻 うらな 

どい ふ 事 は、 その 詞を のこさす うらな ひて、 せん あく 

もさ だむ ベ き 事な り、 わがき にあ はぬ こと 葉 をば、 ひ 

ろい すて \ 、きに あ ひたる こと 葉ば かり を 取て、 うら 
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の ふ 事 はわた くし ごとなる べし、 竹に 生る、 とい ふ 

こと 葉 はま づ 不吉な.. y、 いにしへ 竹と..^ のおき なと 

ゆ ふ もの 夫婦 あ b しが、 竹の なかに いと ひかる 竹の 

ある を、 あやしみて 見れば、 竹の よの 巾に、 三寸 許り 

なる 人のう つくしくて ありし を、 い ゑに もち きた り 、 

お、 したてければ、 あたり も かいやく ひめと な， 0 給 

ふ 、御な をな よ 竹の かく や 姬とぞ なづけた て まつ..^、 

あまたの 人、 この 姬 をえん とし けれど、 っゐ にかな は 

す、 後 はみ かどよ.. けさう し 給 へ ど、 我 此國の ものに 

も あら ざれば、 したが ひたて まつら 个 とて、 てん へ の 

ぼらん としければ、 內ー S よ，.^ もの \ ふ をつ か はし、 § 

みやな ぐゐ にて といめ 給へ どかな はす、 っゐに 八；：：； 

十五夜の：： r: のさ やけき に、 天上よ.. >  むかひく だ.^ て、 

くも ゐ はるかに のぼ b 給へ， o、 この かいやく ひめぎ 

み てん 女に て、 人の ねが ひ を かな へ たま はす、 てりう 

そ姬 又、 てんにょの 御す ゑ なれば、 おなじ 御 心な，^ と 

しらせん ためのう た ひなる ベ し、 竹に むまる 、と は、 

かく やひめ のこと、 きこへ 侍 b 、 うぐ ひすと いふ こ 

と は、 これ もよ からぬ なり、 詩人の JJ ばに も、 き： い 

まだいです 遺資 谷に あ. 9 とて、 資 人の あしき 代 をい 
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とひ、 たに ゝ ひきこも. 9 たるに、 うぐ ひす をた と へ 給 

へ り、 うそ ® やそ.； 0 にあ まる 老僧と そ ひた， ま は い、 あ 

しき 世なる べし、 それ を きら ひて、 わがす みかに ひき 

, J もり、 い であ ひ 給 ふま じきとの 占な り、 竹 生 島 まう 

で、 又い やな 、いのらん ねが ひの あれば こそ、 竹 生 

島まで はる -と はまう で ぬれ、 これ もなら ぬ こ ひ 

のうら な. o、 とかくう ぐ ひすと いふじの いりた るに 

てし りぬ 、うぐ ひす は ひと --, (^となく と、 古歌に も 

あれ ど、 つねの もの、 み、 に は、 法華餒 となく ときこ 

へ り、 只 老僧の 姬君 ぐる ひ を 思 ひとい まり、 大 ==經 金 

剛頃經 などの はづ れ ばか.. >  よまん よ. 5、 法 華 經をも 

おりく はよ み 給 ひ、 後世の つとめ をな し 給へ とい 

ふつげ なる ベ し、 さて- (-木 克は、 み、 もちた るかい 

もな しとい はれて、 あやま， 0 たるて いに て 、さだめて 

.4 '似" こそ、 よき， フらし b. たる，.， J> め、. フ ， レ， "な はせ た へ 

とい ひて ぞ立 ぬ 、大德 はは じめ の きげんと はち が ひ 、 

さやかなる Iz:::! に、 に はかに 雲の たちお ほひ、 むら さ 

め などの したる けしきに て、 兩 眼の ひかり もく も， 9、 

ねぶりめにな.r^、淚の雨をふらし、ひめ もそぅちふし 

給 ひしが、 又はい をき つ 、、とかくで しど も をた のめ 


ば、 むづ かしきい ひ 事の みあ.^ て、 思 ふ S!f はかな は 

す、 此のう へ は 自身 一 占う か いひて、 心 を もさ だむ ベ 

し、 俊賴の 歌に 「神風 や 三つ の 柏に こと、 ひて たつを 

ま 袖に つ、 みて ぞく る、 これ は 伊勢 太祌宮 にて、 三 葉 

がし は をと りて なぐる に、 たてば 思 ふこ， i かな ひ、 た 

たぬ はかな はぬな り、 た つ を釉に つ、 みて よろこぶ 

な， 0  、 こ の國は 祌國な れ ば 、 い ざ や こ の う ら をし て 見 

ん、 太祌宫 へ は遠國 にて 參ら やと も、 祌慮 をお も ふ 心 

の こ. i さ へ あ. - らば. ，フち とのろ や も- - 、におな じ 

ことなる ベ しとて、 かし は をと りよせ て、 なげて 見 給 

へ ば、 此葉 しばらくた ちた b、 さて こそ 木 鬼が うら、 

まさしき： とな， 0 とほめ J^l? へば、 .^Is は lb やた ちけ 

ん、 とび 出て いひけ る は、 此 かし は うら、 ひたすらに 

は あらす、 いろ のせつ あ b  、績 古今の 歌に、 

思 ひ あまりみ つの かし はに とふ ことの 

しづ むにう く はなみ だな りけ り 

とよめ り、 これ はかし は を 水に うか ベ て、 しづめば か 

な はす、 うか ベ ばかな ふとし る ことな，^、 二い ろな が 

ら士 II 事なら ば、 木 鬼が だう り にもな らんと い へ ば、 さ 

らばと て、 みたに、 くだり、 てあら ひくち す、 ぎて、 


神慮 を ねんじ、 ながれの きょみ どころ へ 、柏の は をう 

かぶれ ば、 うかび はせ て ぞ しづみ ける、 

.^;IE.H5 我-つ， ら  > のた りたる とや、 ATj ザん よ さ -っ に て、 見 

給 ひたる やとい へば、 一 どに て はさ だめが たしと て、 

又 よ の かし は 菜 を うか ぶれば、 なを 水底 ふ か く ぞ な 

. ^にけ る、 大徳 も 木 鬼 もこと 葉なくて 立 か へ り 、小僧 

はなに ともい は  >  い へ、 うらかたの よしあし は 、いま 

だ おちつか や、 今 一 度 ふみを まいらせて、 その 御 へ 

し に よりなん とて 、 た、 ふが みのと ころせ きまで か 

き つ いけ て "おくに、 

さらぬ だに 五の さ はりお も き^の 

我 こ ひしな ばかろ からん や は 

とよみて、 此 たび は 木 兎に や b 給 ふ 、もち ゆき て 、 か 

やぐき に此 よしかく とい ひければ、 姬！ J;^ も此 ごろな 

やみ 給 ひけれ ど、 大德の 御 心 ざし あま.^ にあ はれな 

れゲ 6  、 つぼねの きげん あしからん はしらね ど、 うかい 

ふて み ん とて、 たま づ さ うけとり、 御ね やち かくまい 

り 「色み へ でう つろ ふ もの は 世 S 巾の、 人の 心の 花に 

ぞ あ..^ ける、 と はきけ ど、 かの 御い のりの 師の 6 の は 

な は、 いまだう つろ ひも ゆかす はべ b と て 、文 を ま い 

.  ；三. sflj 
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ら せければ、 あはれ とや お ばし け ん 、 乂 御 身 の わ づ ら 

はしき に、 此世を ゆめと もな さば、 のちの 使の たより 

にもと やお ぼされ けん、 なみだぐみ 給 ひ、 あなたよ- 

のた、 ふが みの かたつ かたに、 姬君、 

こいしな ば 我 もの こらぬ みつせが は 

まよ ふ 淵せ のせぶ み をた のまん 

と 書き 付 給へ. o、 かやぐ きと. CV つた へ て、 わたし けれ 

ば、 木 鬼な のめなら す よろこび、 いそぎ もちて か へ b 

しが み よ， 9 目 やき かざ b けん、 みちに てと， 0 をと 

したる を もみつ けす、 てらへ かへ h- おどろき けれど、 

と， 9 にか へ らん も、 山々 嶺々 谷々 の、 木す ゑ や このま 

木の 下 を、 しのぎつ、 こしみ ち なれば、 たづ ねんた よ 

b もなくて、 ばう せんとして ゐた. 0 ける を、 大德ぃ か 

にくと とひ 給 へ ば、 木 鬼の いはく、 御 か へ し 給 は b. 

あまりの うれし さに、 道 をい そぎまい ると て、 とり を 

とし 侍 hs  、た^し 御 返歌 をば、 そらに 覺へ ぬると て、 

こ ひしな ば 我 もの こらぬ みつせ 川 

まよ ふ 淵せ の瀨 ぶみ たのまん 

とかき つけ 給 ひ、 よのこと はり はな か， 0 つると いへ 

ば、 大德 きげんよ さう にて、 - 1 れは 一 一世まで ちぎ，^ 給 
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はんとの 御 心、 いちじる き 御うた なり 、木 鬼が よろこ 

びつ る もこと は. 0 な. 0 との 給へば、 小僧が いひけ る 

は、 まことに めでたき 御 返歌の こと は. 0 也、 一世 二世 

のちぎ b のこと はい ざと よ、 いつぞや 算 はかせの こ 

とばに、 たが ひに 此世を ゆめと なして、 もろとも にわ 

たりが はの あ ふせ は あ. 0 とも、. 今生の えに し はかた 

き 御 うらな. りと いひし に、 よぐ にかよ ひたる 御 歌な 

り、 わた. 0 が は みつせが は、 いづれ も 三途の川 のこと 

にやと い へば、 老僧、 とかく 小僧 はかた きが 弟子と な 

りたる や、 あた. 9 に をれば はら もた つと て、 てらのお 

くなる 枯木のう つ ほへ ぞとぢ こも b 給 ふ、 さる ほど 

に、 木觅 がと. 5 をと したる たゝ ふが みは、 たに かせ は 

げしくて、 おの へ に ふきあげ、 っゐに 鶴の すむな る 山 

にと いまれば、 是を 見つけ 給 ひ、 うらめ づ らしき た、 

ふが みかな とて、 兄 鷹兒鷂 雀誠鷉 ま でよ び 出し、 この 

た、 ふが みのいで 所 は いづくな らん や、 しらすば、 す 

い. 0 やうに な hs ともい ひて みよと あれば、 みな/、 

大事の いらへ とやお も ひけん、 よく/ \ 'あん をめ ぐ 

らしゃが て 申 あげん とて、 角廳 のま へ をた ち、 みな ひ 

と、 ころへ あ つま.^ てい ひける は、 此た、 ふが みは、 


梟 坊主が し は ざなる べし、 又 いつぞや われらの 中に 

て、 うたな ど をく， 0 しも、 っゐに はもれ きこへ なん、 

いざや このつ ゐ でに、 はなしの やうに こなたよ h- か 

た. 9 いだ さば、 ふかきと がめ は あら じと、 かたみに こ 

ころ を さだめ、 しばらく ありて 角 驚の ま へ 、いで、 た 

だい まの かき 物の いで どころ、 しかと おも ひさ だめ 

たる かた もな し、 た いし 雀 誠が かしこき ものに て、 心 

あての と を りきこし めさるべし といへば、 ゑつ さい 

す、 み 出 て、 ベち にう しろめた きかた もお ぼへ 侍ら 

す、 た、 ふが みに 大德 とかき つけ あり、 これより はる 

ばる とたにみ ね を へだて 、、山のお くに、 梟 法師と て 

有驗智 德の老 |E あ b、 さ. りながら 戒行 はちと ゆるが 

せなる やうに き、 しあ ひだ、 これに て や 侍らん、 すぎ 

にし！^ のころ、 をと にき こ ゆるう そ姬 のかた へ 、諸 鳥 

どもの こらす 歌 をよ みか はし、 なぐさみ ぬるよ しき 

こ へ しかば、 われ など もより あ ひ、 歌 をつ か はし 

はんべ b 、返歌 あらば 御み、 え もた てんとせ しか ど、 

うそ ひめれ いならざる よしき こへ しが、 その ゆへ か 

いまだ かへ しもな し、 か、 る こと を かの 老 うらや 

ましく 思 ひ、 歌 を ま いらす るに、 その 返歌 をつ かひの 

あだ^ 語下卷 


lob をと しぬ ると、 おも ふはい. CN な ，0-1.0  ？ へ V6， 角 

それほど ならば、 われ も 一 首よ みそ へ ん もの をと い 

ひて わら はれけ. 5、 いざさら ば老惯 のす みかへ をし 

よせ、 ことのし さ い を たづ ねんと て、 まづ御 さき へ は 

ひ たかを つか はした まふ、 ほどなく てらに いたり、^ 

鷹よりの 御つ かひと いひければ、 小 俗 をし かりう つ 

ほ 木 へ ひきこもられし はらだち ご 、ろ も、 いづく へ 

かゆき J けん. おどろ き さ は W,^,J け し、 と る もの もと 

り あへ や.、 まづ たち 出て、 なにた る 御用 ぞと とひ 給 へ 

ば、 鷉の いはく、 ベ ちの 事に も あらす、 おとし 文の あ 

りし を、 殿の まします 山 へ 風の つたへ 侍り、 そのうち 

に 大德と 云 ふなの あれば、 そのい はれ をと ひ 給 はん 

とて、 角寶こ 、もとへ まし ませば、 P ともに は 兄應兒 

鷂を はじめ、 みな /\ まいらる 、とい へば、 さらばて 

らの內 を もき よめん と、 い つ はり をい ひて うちにい 

.5、 でし ども を よびあつめ、 木 鬼が あほうなる おとし 

ぶみ ゆ ゑ 、此 ご ろの たは ぶれ ごとみ な/ \> あら は れ 、 

鵰を はじめ、 をの 一れ へ よせ 給 ふ ベ きぶんな り、 

さだめて 破戒 の惯 とて、 せつがい にや を よびなん、 に 

げても にげと ぐべ からす、 ちからの およぶ ほど は、 い 

三百 九十 五.  . 
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ひわけ を もして みん、 まづ しゅっけの 威 俄 をぐ そく 

し、 なるほどた うとき ふ h- をせ よ、 とし 月 のた しなみ 

は、 か ゝ る 時の ような りと て、 うつ ほ 木の 中より 木の 

葉に てっ^り たる 衣 をと b いだし、 弟子 どもに きせ、 

我 はこけ ごろ もに、 つた かづら にて したる けさ をく 

びに かけ、 いかにも たっとげ なる ふりに てゐ 給へ，^、 

ほ ど なく 鵰を はじめ、 い づ れも おはし ましければ 、大 

德は 同宿 ひきつれ、 てら をへ だて、 むかひに ぞ出給 

ふ、 やがて、 らの 軒ば の 松の 下へ に、 鵰ゐ 給へば、 御 

ともの しゅ、 又大德 もに はに しこうし 給 へ り、 さてろ 

うそう は 年に もに あはす、：^; 上し ゆつ けの 身- 二し、 好 

色の 文のと. 5 か はし、 殊に 小僧 又は 木 鬼な ど を、 使に 

あるかせし 事 かくれなければ、 破戒の つみの がれが 

たし、 た いしい はん 事 も あらば、 あ， 0 のま、 に. S- 上た 

ま へ と、 兄 廳兒. 叙く  t>< ^にと ひ 給へ ど、 大德 はき も 

はつぶ しつ、 年 はよ hN つま h- た. h- 、忙 然として 老 のな 

みだ を かきたて たる 斗に て、 もの もい はす、 小僧 此ご 

ろ は 木 鬼に おも ひか へられ、 しからる、 の 身 なれ ど、 

こ \ はいの ち をす て、、 し、 やうの をん を ほう ん 

とお も ひ、 に はの なかば へ は ひいで、 いひけ る は、 よ 
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うす は老耄 にて 御 あいさつ もなる ベから や、 つね づ 

ねの 所存 だてぎ やうぎ も、 われら えんてい ぞ むじつ 

る ま、、 を それながら 御へ んたぅ を 申 上 侍 b、 

まづ おとし 文に、 大德の 二字 これ ある を あやしみ 給 

ふなり、 人倫 は 申に をよ ばす、 禽獸 にいた るまで、 學 

力の あ る 法師 を、 大 とこと い ふ 事め づ らしから す、 日 

本 は小國 なりと はい へど、 六十 餘州 とい へ. o、 そのう 

ちの 人畜に いかばかり か あらん、 たと ひ梟大 とこと 

書きたり とも、 又國々 山々 に 何程 か 、梟の 大 とこと よ 

ばる、 も 有る ベければ、 我 師匠にば か. 9 かぎる ベ か 

らす、 又木 兎と 小僧が 使に あるきた るとの 給 ふや、 世 

の 中に 木 鬼のお ほき 事、 目^^^の神通にてかぞ へ給ふ 

とも、 かぎ. り ある ベ からす、， とに 我 ごとくなる かう 

むりの、 小僧に なりたる もお ほかる ベ し、 いづく の國 

いづこの 山の 木觅 かかう むりの あるきた る を、 われ 

らと ばかり さだめ 給 ふ は、 道， 速に そむき 寺らん や、 こ 

れ によって むかし をお も ふに、 か、 る 有驗智 德の惜 

侶に は、 非理の なんある もの 也、 その ゆへ は 唐の 一 行 

阿闍梨は、楊貴妃と名をたも給ふ、ぁとかたなき^&な 

れど、 そのうた が. $ "によって 染襬闕 へな がされ 給へ 


ら、 此國へ 行に は 三の みち あ.. - 、輪 地道 幽 地道 暗 穴 道 

これな り、 中に 暗 穴 道 は、 重科の もの をつ か はすみ ち 

なり、 一 行も大 犯の 人と て、 このみち を や. 0 給 ふ、 七 

日 七夜が うち は 月 H の ひか. を も 見す、 冥々. として 

人 もな く、 森々 として 山 ふかし、 ま- j とに あはれ なる 

あ， C- さまに てまし，/,.^ けれど、 無實 のつ みと 天道 も 

あはれ み 給 ひて、 九曜 のかに ち を げんしつ、、 一 行 を 

ま ぼり 給 ふ、 時に 一 行 右の ゆび をく ひきり、 左の たも 

とに 九曜 のかた ち をう つし 給 ふ、 是を 眞言 の 本尊 九 

曜の 曼陀羅と いふ "なり、 上代 末代と 時刻 はか はれ ど、 

我 師大德 も 眞言 の 學匠 にて まし ませば、 か、 るなん 

は あるべ き 事な.^、 むかしの 權 者の あと をお ひ、 大德 

また 無實 のなん にあ ひ 給 ふ、 未來 はな を 一 行 阿闍梨 

の、 佛 の あと をお ひ 給 はんと 思 へ ば、 我がし、 やう 

ながら たのもし さもい やま さり、 なげきの 中の よろ 

こびな， 0 と、 辯說 はた、 ふた. o、 ことばの いろ を かざ 

b  、われ もな みだ を もよ ほし、 あ. 9 が たげ にかたり な 

せば、 鵰兄底 以下 何も 噴恚の ほのほ をけ し、 道念 をお 

こし、 小 IE 物が た. 9 さ へ ありがた きに、 大 德老耄 なら 

でかたり 給 は い、 さぞ 殊勝に あらん、 か、 る 物し り の 

I ,  I ^  0  3  — 


一 艷書 など かきた ま はんや、 うたが ひたて まつる も、 未 

來 のさ はりなる べしと て か へ られ ける が、 立 か た.^， 

聊爾 なる 事い ひつる 物 かな、 大德 § るし 給へ と禮拜 

して ぞ たち 給 ふ 、 老僧 は お そ ろ し き ゆめの さめた る 

, J  、 ちして、 兩の手 を あは せ 小僧 を おがみ 、此の 比 か 

たきの やうに 思 ひて、 いけん を もき かざりつ る ゆ へ 、 

すでに 命 を とられん とせし に、 古 攀本說 をい ひ 出し、 

鵰の心 を や はらげ、 われ をた すけぬ る 事 をお も へば、 

敵の なかの みかたな，. >、 木 鬼 は 我 不行儀 を もい さめ 

ざり ければ、 か は ゆく 思 ひ つ^ど、 けっく 文 をと り を ， 

とし、 わがい のち をう しな は. ん とせし 事 は、 みかたの 

なかの かたきな..^ とい ひて 、又 さ め < ^となき 給 ふ、 

此事 うそ 姬 へ は、 いづ かたより しらせた てまつ b け 

ん、 御い のりに まいらせし 老僧 は、 木见 がお としつ る 

た 、ふが み ゆ へ 、もろ/^ の 鷹 どもに せめられ、 から 

きいの ち をた すかり 給 ふとき ゝ給 ひ、 わが 身の ゆ ゑ 

とやお ぼし けん、 なを 違例 もお もくな り 給 へ ば、 つぼ 

ね を はじめ、 むつ ましく し 給 ふかぎ. 5 は、 あとやまく 

ら にさし つど ひ、 なくより ほかの 事 はなし、 そのな か 

にや まがらの いひけ る は、 いつぞや 心のお さ >.( -1 〕 , 


—  も だ 物語 下卷   

からぬ、 いの.. >  のしの あんないせ しょ.^ このかた、 さ 

やうの ことに はこ. 0 はて， 士ズり 、 せめて まづょ からぬ 

くす しにな りと、 かけ まいらせ たくお も ふはい かに 

とい へば、 をの， （これ はよ き はから ひな b  、そのく 

すし は いづかた にあらん やといへ ど、 しりた るかた 

もな し、 かやぐ きのい ひける は、 これよ. 0 1 さと ほど 

へだ ゝり、 外 山の すそ 山 畑の ほとりに すむな る、 土龍 

と ゆ ふ もの こそ、 かたの ごとくの くす しにて、 あた， 0 

にす める と h- けた もの，^、 て， フほ うな， 9 とき、； 11^ し 

といへば、 つぼね、 これほどの MJ は あら じと て、 かし 

らだか をつ かひに やり 給 ふ、 いそぎ ゆきつ、 たづね. 

けれど、 土の そこ ふかく 住 給へば、 いひった へん やう 

もな し、 まこと やらん 土龍 は、 朝 まだき 又は 暮 ふかく 

なれば、 土 ひと へ したまで い で 給 ふとき く なれば、 そ 

のころ を またん とて ゐた， 0 ける に、 ほどなく：：： もい 

b  、うす いみの ゆ ふ ベ に も なれば、 あんの ごとく 土 を 

うがち 給 ふ、 かしら だ かそろ/^ とよ 、ちと 物申さ 

ん とい ひけれ は、 土龍な にの 御用 ぞ とて、 土より うへ 

へ 出 給へば、 か、 る わ づらひ あるよ しかた.^ 侍 b  、我 

は醫- おと 申 ほどの 事に は あら ざれ ど、 これまで 御侦 
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一 もだしがたければ、くす..^など用意っ かまっり、醫書 

を ももた せ、 明！： n 參上. S- べしと てぞか へ されけ る、 使 

はつば さ を はやめて たち か へ り、 いしゃの 返事 をい 

ひければ、 夜の あくる をお そしと まち 給 ふ、 土龍 はう 

ちの もの ひきぐ し、 あさみ やくと らんと や 、早朝より 

きたり 、案內 を こ ひけれ ば、 まづ かしら だ か む かひに 

出け り、 此 ほか いづれ も 出 あ ひ、 すこしも は や く 脈 を 

みせまい らせんと て、 姬 君の 御ね やへ いざな ひけれ 

ば、 ちか <\. 'と 御 そば へ より、 左右み やく を ねんごろ 

にこ、 ろみ、 顔色 をみ て たちのき、 しばらく あ.. y て、 

P- わ づらひ はなに とも 見と いけ； ら ねば、 われらの 

療治に はかな ひがたき よしいへ. 5、 時に il 十から こ 

ころに おも ふやう、 此醫 者の て い をみ るに、 さの み も 

のし. 0 たる 欉子 にも あらねば、 君へ くすり まいらせ 

ん事 おぼつかなし、 醫 道の こと を たづ ね、 そのう ゑの 

ことなる べしと おも ひ、 わがみ はしらぬ 事 なれ ど、 御 

脈の かたち をな にと こ、 ろみ 給 ひて、 擦 治な..^ がた 

きと はの 給 ふや、 みゃくの さはう を も あらまし かた 

.9 給へ といへば、 これ はお も ひも よらぬ こと をと ひ 

^ふと は 思 へ ど、 すこしも いら へ すは耻 尊なる ベ し、 


我 もい にしへ、 典藥寮 あるひ は醫. 博士 等のに はの 土 

中に すみなれ 、翳 論講釋 のた びく、 脈の 名な ど をば 

ところ <\ 'き ゝぉ ぼへ やれば、 かたらば やとお も ひ、 

療治 かな ひがたき と 申す とて、 御 脈と b お ぼへ たる 

にも あらす、 年月 あまたの わ づらひ を 見 侍， 0 したん 

れんば かりな .9、 そのう ゑ 脈 をと hs し， 0 た. 0 と は 申 

がた き 事なる ベ し、 

それみ やく は、 脈 論 も あまたに て、 なら ひ 又 かぎりな 

き 事な.. > 、あるひ は 三部の 脈、 三部 九 候の 脈、 四季の 

脈、 五臓 賊 邪の 脈、 男女 反 脈、 生死 定脲、 又は 七 表 八 裏 

九 道 七 死の 脈な どい ひて、 しゅ < ^の 脈 あり、 此外は 

しげければ りゃくし 侍り、 かくの ごと/、 名ば かり は 

きけ ど、 いか やうなる かた ちと もしら や、 又 学 雲 に む 

かふが ことし、 き は をし る 事な しと はい へ.. o、 た い 四 

脈を祖 とすると、 醫林 正宗と やらん いへ る ものに あ 

,0 ときけば、 われら ごときの 麁學の 者に、 にあ ひたる 

ちか 道と 思 ひて 心が くれ 共、 それさ へ いまだし かと 

お ぼへ 侍らす、 これ は 浮沈 遲數の 四な り、 た 3 'いまの 

御み やく、 沈に してち からなければ、 きを ゎづ ら ひた 

まふと 見へ た， o、 ゎづら ひに はしな おほしと いへ ど 

あ だ 物 語 下 卷 


も、 內因 外因 不內 外因と 云よ. 5 外 はなき やうに きこ 

へ 侍り、 君の 御 煩 は 七 情より おこ 、中 にもつよ く 物 

を 思 ひ 給 ふ 御 脈な り、 其 ゆへ は 思 者 則 脈 結す と あり、 

又 沈 極 則 伏、^ 弱 はおし がた しと、 古人の 云し にに た 

る 御 脈 なれば、 かな ひ 難き と 申 斗な ト- とい へ ば、 四十 

から を はじめ、 皆々 此 物語 を 聞て、 是 はき どくなる 事 

かな、 まこと 土 泥の 中よ. o、 いろかた へ なる はちす の 

はなの さきいで、 不淨 なる つちの なかより、 こがねの 

いでたる おも ひ をな し、 御び やうし やう も 御み やく 

も、 御つ もりに はちが ひ 侍らす、 御藥 まいらせ たま へ 

と、 つぼね を はじめ いづれ もい へば、 醫師の 云、 さや 

うにし きりに のた ま へ ば、 いなみが たき 事な b 、さら 

ば 調合 仕らん とて、 供の もの をち かづ け、 ねす みの か 

はに てぬいた るふく ろ を、 1 つと りよせ、 そのな かよ 

,0、 ふるき かみや 木の葉な どに つ、 みたる、 くすり ど 

も をと， 9 出しけ るが、 いづ れにも かきつけ あ、 り、 つぼ 

ね も 四十から も、 なにぐ す. 0 を か あは せぬ らんと ノコ 

しろめた く 思 ひ、 かきつけ を ねんごろに みて、 これ は 

和名に て，. V6 します や、 まへ き ゝ つるく す， 0 'どもの 

名と はちが へ， 9、 なにと したる 事ぞ と、 へ ば、 われら 

111. 百 九 4« 九 
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の い ゑに は、 和名 を もちいき たれ.^、 たいしく す..^ の 

塞 熱 能 毒 はおな じ 事な り、 

いま 世間に て は、 此加乃 爾介久 左 をば 人參、 平 介 良 を 

ば 白 4^、 末 豆 保 土 をば 狭 、阿 末岐 をば 廿草、 和踌毛 

加 宇 をば 木 香、 类久利 をば 香附 子と 云と はきけ ど、 よ 

く はしり 侍らす、 又 この 蛇 干 はみ、 すの かげぼしな 

り、 御む しのこ、 ろ あれば、 そのお さへ にいれ 侍り、 

これ は 別て 家傳の ひゃくな. 9、 本草 綱目と やらん に 

も 、長 虫 を ころす とい ひ、 又く は ひち う を さるとの せ 

給へ りと、 つたへ うけた ま はりぬ とい ひつ、、 一 包 調 

合して せんじゃう はつねの ごとくな. 5 とて、 つぼね 

にわたし、 さらばと て ざ V どた ちければ、 みな /\ を く 

りに いで 、御藥 をば また か さ ね て、 と， 5 にまい らせん 

とて ぞか へ しける、 その後 、船 はたか ども をよ びいだ 

し、，？ ぐ姬 への 文の 事、 かの 梟 坊ま はしら ざるが まこ 

ひた 力 

to さ， フ：！ ひり、 さあり i て， つち-, どく ベ きに あ "ら す、 鶴 つ 

かひに ゆきて、 みや づ かひ を もす る やうに いひな す 

ベ し、 け ふ は rtl がらよ からねば、 あす ゆけ とて の 給 ひ 

けり 、鸷 はきぐ よ， 0 はやく、， フ へ 見ぬ pi のす v^s:^? ふと 

ころべ ゆき、 か ゝるも よ ほし こ そ： JWI れと いひければ、 
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さやう の U, いま、 でき かざ b ける こそくち おしけ 

れ、 を くれて は あしかりなん、 文もう たもい るべ から 

す、 跪と 我ち から くら べにす ベ し、 よの ものまで もな 

し、 鷥 すぐに 使に ゆく ベ し、 とく./ との 給 へど、 け 

ふ は =1 がら あし、 とて、 夜の あくる を まち か ね、 あさ 

まだき より ゆく、 なにと かしたり けん 鷉も 131^ もお な 

じ 時に 出 あい、 つぼね まし こ をよ び 出し、 驚鵰 よりの 

御 使な， 9、 よからぬ い もせの さだめ あらんよ b  、御み 

ゃづ かひに いで 給へ との 仰な りと、 兩 のっか ひお な 

じ やうに い へ ば、 しばらく まち 給 へ 、そのよし 申さん 

とてう ち へ いり、 こまかに かた， 0 ければ、 なやみの な 

かばに て はあり、 き、 も あ へ すた へ いり 給 ふ を、 おも 

てに 水 そ、 ぎな どして、 いきいで 給へ る を、 いろ 

なぐさめまい らせ、 わが 身な ど は か ろ ふ むね あれ ば 、 

此れ い なら ぬ みかたち を、 御つ かひに =^ へ 給へ とて、 

鷥 廳 を 御と こぢ かくしゃう じあげ、 つ ぼね まし こい 

ひける は、 此 違例の やうす く はしく 御. S. 給へ、 すく 

^/ -I - くな.^ 仏 g は K そ もじ さまた ちの 御よう をな 

に、 て も かな へまい らせんと い へ ば、 さしば ひた か、 

此こ と 一 某 は き、 とやお も ひけん、 きげんよ さ う に 


て、 二と ころの 御 ま へ をば、 われ. （-に まかせ 給 へ と 

てた ちゆけば、 みな -^, - よろ- "び あ へ， 9、 かくて 使 ど 

もみち にて だんが うしけ る は、 此の 事 かたみの いど 

み に ならば、 よからぬ こ となり、 と かく ゎづ らひ の お 

もき やうに、 いひな さばよ からん とて、 鷲觸 のまへ 、 

いで ゝぃ ひける は、 仰せのと ほ， 9 つぼね を もって 申 

つれば、 ゎづ ら ひなかば にて、 御 返事 申さん やう もな 

し、 い つ わ なき しるしに は、 とこのう ゑながら まみ 

へ參ら すべ し、 こなた へ いらせ 給 へ と あ， 0 しとき、 ゑ 

ん よに はお も ひし かど、 もし まことなら ぬわ づら 

ひも やとうし ろめ だうて、 ねゃぢ かくよ & てみ 侍， 0 

しが、 おき 給 ふこと もなら す、 に ほひ やかに うつくし 

げ なる かたちの、 いた ふ を もやせて、 ことにいで 、き 

こ へ やらす、 あるかな きか のけ わ ひ、 きりつ ぼの かう 

いの、 かぎりと て わかる 、みちの かなしき にと、 なが 

め 給 ひし も 思 ひいでられ、 李 夫人の、 甘 泉 殿の ゆかに 

ふし けんいに し へ も、 かく や あ， 9 つらん と、 なみだ を 

つばさに つ、 みて たちつ ると、 たけき あすら きじん 

のこ、 ろ も、 やわらぐ やうに も かた.： >  なしぬ、 

鷲鴻も あはれ とやお も はれ けん、 さて はきの よから 

叫^ rs「3 


ん ほど は、 まつべ しと ぞの給 ひける、 さて 又姬 君の あ 

とやま くらに、 したしき かぎ. 9 はさし つど ひ、 おなじ 

やうに いひけ る は、 二と ころよりの 御 使、 此 たびば か 

b に はか ぎら じ、 御身す くよ かにな り 給 は い、 したが 

ひ 給 はんや、 よのと と はちが ひたる 事 なれば、 

まだき よ..^ 御 こ \ ろをも おとしつ け 給 へ と ぞい ひけ 

る、 姬君 はなやみ たまへば、 ちからなくて、 いへば え 

にい はねば さは がれて と 詠せ しも、 いまわが みの 上 

な. o、 さて/^ みな/^ は、 何とて ためしな き 事 をば 

の 給 ふや、 おなじ U おなじ 時に 御つ かひた ちて、 御 こ 

- J ろざし のま さり をと.. 0 もな き や うな るに、 いづか 

たへ したが ひたて まつらん や、 むかし も か、 るた め 

しあり、 稷子 とい ひける 女 あ. 0 し を、 一 一人のお のこせ 

つ にお も ひ、 て 命 をす て、 あらそ ひければ、 女のお も 

ひける は、； より 一 女の みとして、 二 門に ゆく ことな 

し、 又お とこの こ、 ろ もや はらぎ がた ければ、 しか 

じ、 身 をう しな はんに はとお も ひ、 はやしに わけ 入て 

木に くび を かけて みまかり 侍りぬ、 二人の 男是. をみ 

て、 なげきけ るが、 思 ひの なみだ をお さ へ て、 

「は るされ ばかさし にせん と 思しに、 楼の花 はちり に 
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ける かも、 「いもが 名に かけた る樱 花？ かば、 つねに 

や こ ひんい やとし の はに、 とひと り 歌よ みな ど 

して、 した ひけれ ど、 その かい もな きとい ひった へ 

り， 此歌 ども は、 萬 葉と やらん にの b ける にや、 又い 

っぞ やの いのりの 師の、 いかばかり 心 をつ くし 給へ 

ど、 よし しき ことば を さ へ か はし 侍 はで、 世に 時 

めきぬ る 御 かたなり とて、 したが ひぬ る もみち に そ 

むかん や、 負女兩 夫に さ へ まみへ すと やらん きくに、 

これ は  一二と ころより おなじ やうなる 御 心 ざしな り、 

又い にしへ やまとの 國 のこと かとよ、 縵兒 とい ひし 

女 を、 三人のお のこ あ b て、 こ、 ろ < ^に をろ かもな 

く、 いひより ければ、 女のお もへ らく、 一女の 身 はき 

へ やすき 事 露の 如し、 三 雄の 心 ざし はや はらぎ がた 

き 事 石の ごとしと いひて、 っゐ にみ、 なしの 池に ゆ 

きて 身 を なげて はかなくな. 0 侍 hN、 三男 かなしみに 

た へ すして 「み、 なしの 池し うらめし わき もこが、 き 

つく かくれば 水 も 火と ならん 「あしび きの 山 かづら 

のこけ ふゆく と、 我に つげせば か へ ，9 こまし を 「足 引 

の 山 かづら のこけ ふの ごと、 何れの くま をみ つ、 き 

にせん、 とこ、 ろ <\ 'に 歌よ みした ひけれ ど、 そのし 
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るし もなか， 9 つると なん、 これ も 又 萬 葉の 歌に や、 わ 

が 身のう へも此 むかし 物が たりに か はら ざれば、 い 

まいた づき 事 はなしと も、 いのちな がゝ らん や はと 

て、 よ、 となき 給へ よ、. つ ぼね を はじめ いづれ も、 い 

かなる 御 心た が ひもいで きやせん と、 あはれ もま さ 

,9 てつば さをぞ ぬらしけ る、 かくて z:!:::" も かさな わ 

ば、 三冬 もす ゑに なり、 H も くれ】 たに もな b ゆけば、 

物の けしき も あはれ にさむ さも まし ぬれ ど、 姬君は 

ね や へ も いらせた ま はす、 はしぢかく ゐ給 ひて、 おも 

ふ 事い はで ぞ たいに やみぬべき、 と 歌人の いひし こ 

との 葉まで、 今 身のう へに なりぬ と はお も ひ 給へ ど、 

まし こはたの もしき こ、 ろ なれば、 いひ あはせば や 

とお ぼしめ し、 しのびに ちかづけ 給 ひ、 いま はの 時 ま 

でも、 ほに いで じと はお も ひつれ ども、 わ こせ はわき 

て 、 心 やすければ しら せ 侍り 、さて /\ わが 身の こし 

かた ゆく すゑ をお も ひつ いくる に、 一 かたならぬ^ 

の う さ な り 、； g 身 さ へ 露と も 霜と も き へ はてなば、 よ 

そのうら み を もお はじ、 おしみても おしみと ぐべき 

命なら ねば、 じがい を もせば やとお も ひし か と、，^ 性 

に は 餘.^ にむ づ よく にげなき わざな h' と、. なからん 


跡のと なへ を は 5- か. 9、 ねが はく は此 ころの なやみ 

のよ わ. 5 にて、 とにもかくにも ならよ やとお も ひし 

かど、 いまだ 定業 やきたら ざ..^ けん、 わが 命の たへ ざ 

.5 ける 事よ、 一 日々々 とのび ゆきて、 いかなる むくつ 

けき 目に か あはん、 あ ひての 後 は 千た び も、 たびく 

ゆると、 その か いも あら じ、 此ぅ へ はせん かたな けれ 

ば、 世の そし を は ^かるべ きに も あらす、 とてもお 

も ひたちた る 事 なれば、 此 夜の あけぬ まに、 てづ から 

我 身 をむな しくな さんと はお もへ ど、 じがい をば な 

にと する もの やらん、 しらざる ことな、 V6、 と ，0 'せん 

かく や あらまし と、 こ、 ろ 一 つ を さだめ かねぬ ると 

かたり 給 ふうちに、 じこくもう つ， 9 ゆき、, つ、 う/ \ 'ゐ 

まちの 月 もいで ぬれば、 いにしへ 人の すさまじ きた 

めしに いひ けん も、 こと はりなる 光 かなと くちす さ 

び、 此の世の g: を 見る こと も、 今ば かりと や S ひ 給 へ 

ば、 御 こ、 ろぼ そ さもい やましに て、 なげき 給 ふこと 

のみ あり、 さてよ の 中の 心の ま、 なりせば、 あはれ み 

ふかくお ふした て 給 ひし、 た らちね を さきだて たて 

まつ.^、 御 あ と を こそと ぶらいまい らせんに、 さはな 

くて、 さかさ まに なげき を かけ まいらせ ん事、 かなし 
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ともい ふば か. 0 なし、 父 a-as 重經 とやらん に ま、 jls^p 

守護 恩、 臨 產受苦 恩、 生 子 忘 憂 恩、 嚥 苦吐廿 恩、 廻 乾 就 

濕恩、 乳哺 養育 恩、 洗濯 不淨 恩、 遠 行 億 念 恩、 爲造惡 業 

恩、 究竟 怜氓 恩と、 說き給 ひたる とき、 しに、 此十恩 

を も わすれた る やうに なり ゆけ. ば、 三世の 諸佛、 又は 

六道 能 化の 地藏薩 趣、 閻魔 大王 も 不孝の ものと て、 さ 

ぞ にくみた ま はんと、 つみ ふかくお ぼ ゆれ ど、 思 ひと 

どまるべき 道に も あらねば、 此事ち > ^は、 にもし ら 

せた てまつ..^、 今生の 御 いとまごい を も. S 'さんと は 

思 へ ど、 たれ やの もの か、 まのあたり にて 我が 子の じ 

が いする を 見て、 のこらん とお も ふお やの あらん、 あ 

る 經には 父母 常 念 子 と、 き 給 ひ、 古人 も 「人 のお やの 

心 はやみに あらね ども、 子 を 思 ふみち に まよ ひぬ る 

かな 「さとち かく 山路の すゑに なりに けり、 のが ひの 

牛の 子 をお も ふこ ゑ 「子 を 思 ふやけの ゝ きいす 立 か 

へ り、 けむりの うちに 音 をの みぞな く、 とよめ る こと 

はり をお もへ ば、 しらせた てまつ る 事 もなら す、 をの 

づ から 不孝の やうに なり ゆく かなし さな ど、 いひ を 

きつる としら せまいら すべし、 さて 又 局に ましら せ 

たけれ ど、 これ も か ぞいろ にか はらぬ 事 なれば、 われ 
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を さきだ てんと はお も はじ、 いさむる こと も あらん 

に、 そむかん は 後の世までの さはり なる ベ ければ、 お 

も ひと  >  ま ，9 ぬ、 わが 身 こ、 ろに へ だてな きと を hN、 

よき やうに はから ひ 給へ、 此三 のたん じゃく をば、 な 

からん あとに て、 二と ころの 御 かたと 、いのりの 師に. 

見せた てま つれと て 「っゐ にかつ あはで たへ ぬる 玉 

の をの、 ながき うらみ を 君 もの こすな、 とかき てをき 

たま ひて、 ね や をし のびやかに 出 給 へ ば、 まし こもつ 

づきて いでけ るが、 と 3- めまいら せんか と は へど、 

とま. CV お まふべき みけし きなら ねば、 かな はぬ 事い 

ひいだ し、 後の世の さはり になして はいかいと、 おも 

ひとい まりて いひけ る は、 わが 身 も を くれす 御と も 

申た けれど、 今の 給 ひし 御 ことの 葉、 又は 御 さいごの 

やうす を も、 みな/.....' にかた， 0 きかせ 侍ら ざらん も、 

ほいな きこと なれば、 夜 あけなば のこし 給 ふ 御み づ 

ぐき を も、 つぼねに わたし、 御 あとよ. 0 を ひっきた て 

まつらん、 六道の ちまたに てまち 給 へ、 いづかた へな 

b ともお はし まさん 方へ、 つきそ ひまい らせんと い 

へ ば、 それまで もな し、 心 ざし ふかくて われ を わすれ 

す は、 あとに て 後世 を もと ひて たび 給へ とば か. ひに 一一 
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て、 はる <,\ -と そら をな がめ や h- 給へば、 ほ も は に 

しの 山の はに おちゆく を 御らん じて、 わが 心が くる 

西方 淨土 もお なじ かたに やと、 うら 山し くお も ひた 

まひ、 さは ，0- のな きさきに、 一 時 もはやく ゆかば やと 

おも ひ 給 ふ、 御 こ、 ろのう ちぞ あはれ なる、 かやう に 

肚を はやうな さんと おも はい、 後の世の つとめ を も 

せん もの をと、 く ゆると い へど かひ もな し、 たと ひ 又 

淨土 をね が ひた， 5 とも、 往生す る 程の 善根 を なすこ 

と はなら じ、 その ゆ へ は 三部 經 のうち、 阿 彌陀經 とや 

らんに は、 舍利弗 不可 以少 善根 祝福 因緣得 生彼國 と 

て、 すこしの せん 根に て は、 彌陀 のみく に へ うまる ベ 

からすと のべ 給へ り、 そのう ゑ彼國 と此國 との あ ひ 

だに、 華鬉國 とて 五 欲の たのしみお ほき 國ぁ. 5、 安養 

世界へ 往生 せんとす る 人、 此國を かなら すと をる と 

て、 十 人に 八 人 は 快樂に 着して こ 、にと いまり、 終に 

惡道 におつ ると 見へ た hN、 これら-は みな 淨土 をね が 

ひたる 善人のう へに て、 往生の なりが たぎ 事 どもな 

り、 わがみ はい まだ 年 も ゆか ざれば、 未來 のこと をし 

らす、 花 をな がめ 月 にた はぶれ て、 あかしく らし けれ 

ば 、 少 善根 にても なした るた めしな けれ ば、 淨土 へ む 


まれん ことお ぼっかな し、 たいし さいごの 念力に よ 

つて、 など か彌陀 のみく に へ 生れ ざらん、 觀經 とやら 

んに は、 光明 遍照十 方 世界 念佛 衆生 攝取 不捨 とのべ 

給 ひ、 又 雙觀經 十八の 願に は、 欲 生我國 乃至 十 念若不 

生者 不取 正覺 と、 き 給 ふとき けば、 我い まの 一 念 十 

念に よって、 彌 陀如來 六十 萬 億 那由多 河沙の 御身 

をつ  > め、. i ハマ； ハの みかたち を 現じ 眼前に 來迎し 給 ひ、 

やすくと 九 品の 蓮臺 にいたら しめ 給へ と、 高聲に 

の 給 ひ、 念 佛十遍 許と なへ、 なむと とな ふる 聲 のうち 

よ- 9、 つた かづら にくび を かけつ 、、あしたの 露と ぞ 

き へ 給 ふ、 かぐて 夜 もやう 明 ゆけば、 御ね やのう 

ちに て は、 いづかた へ ゆき 給 ふと、 おどろき さはぐ こ 

ゑし ければ、 まし こむな しきから をば、 あとに のこし 

をき つ、 たちいで、、 姬 君の いひ をき 給 ひし ことの 

は、 さ い ごの 御 あ， 9 さまの こさす かた， o、 たんじ やく 

と. 0 いだし、 つ ぼね にわたしければ、 あきれはて けれ 

ど、 もしもい き いで 給 ふこと もやと、 いそぎ ゆきて み 

けれど、 はや 御 はだ へ も ひ へ はて 給へば、 せんかた も 

なくて、 なくよ. 9 ほかの 事 はなし、 か、 る まぎれに、 

まし こも いづち へ かいに けん 見へ ざ b. ければ、 たづ 
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ねんと すると ころに、 一 くだりの 文 あり、 と. 0 て みれ 

ば、 さて かやう になり ぬる 事、 年 月 君の むつ まし 

くし 給 ひつれば、 を くれて ひとり のこらん も かなし、 

かた 時 もはやく 御と もに とお も ひつれ ど、 のこし 給 

ふ 御 ことのは、 又はい ま はの 時の あはれ を も、 をの 

をのに かた b まいらせん ためば かりにて、 しばらく 

の こりつる 也、 黃 泉の 旅の そら-にて、 まちび さしう や 

お ぼす らんと いそげば、 こまかなら すと- 1 曰と，^ め 

り、 君の な..^ 給 ひしゃう に、 つた かづら にも か、， 5 た 

るかと、 木す ゑ 木の ま をのみ たづ ねければ、 さはな く 

して、 じが ひし 給 ひし 木が くれに、 いは 井の 水の あり 

しに、 身 を なげて ぞ みまか b 侍りぬ、 つぼね を はじめ 

なきた る 斗に て、 時う つ. 0 ゆけば、 たが つぐると もな 

く、 われさきにと り (, にと ぶ らひ給 ひければ、 後に 

は 鷲 鵰も鷹 ども を 引ぐ していで 給 ふ、 ，：；5:. 法師 もで し 

ども つれだちて ぞ 參られ ける、 をの うそ 姬 のつ 

たに かゝ， 9 給 ひしけ はい、 まし こが 水に おぼれし あ 

,9 さま を 見て、 なみだ をな がさぬ かたはな し、 むかし 

唐の 楊贵 1^、 安祿 山が 世 をう ば はんとせ し 時、 馬 鬼が 

原に てむな しくな.^ し おもかげ も かく や あらん、 さ 
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れ ばいにしへの 詩人の こと 葉に も、 半生の がんしょ 

く は 病中に 變す、 劳體 眠れる が ことし 新 死の 姿、 とい 

ひ、 歌人 も 「わが 思 ふ 身 はみ なのべ にち り はて、、 あ 

さぢが もとの ち， CS とこ そ なれ、 となが め をの こし、 こ 

れ のみなら す、 朝に は 紅顔あって 世路に ほこれ ども、 

暮には 白骨と なりて 郊原 にくちぬ、 ともい ひ、 又、 

「すゑの 露 もとの 1^ や 世の中の、 を くれさきだった め 

しなる らん、 ともよめ り、 か、 る 詩歌 ども を も、 今 ひ 

めぎ みに つけて、 はじめてき、 たる やうに おどろく 

ばか. 9 なり、 これの み ならす 「ひきよせて むすべ は 草 

の 、， ま. 0 にて、 とくれば もとの |57 はらな. 9 け， 0 「水 は 

水火 はもとの 火に かへ りけ， o、 思 ひし 事よ す はされ 

ぱ こそ、 など ゝも よめり、 ひ ，♦ さよす ると は、 さきの 世 

の 業煩惱 が、 地 水火 風の 四大 をよ せて、 此身 をつ くれ 

ども、 とくれば もとの 野 はらになる と、 始終 をよ める 

が、 後のう たはと けて 地 水火 風の 四大 が、 もと へ かへ 

りたる 事ば か，.^ をよ める と 見へ たりと、 たが、 た. 9 

いだす ともなく、 あまたの 中に てい ひか はし、 旦生暮 

滅の 世の なかな りと、 鳥々 のな げき あさから す、 なみ 

だは あめと ふ hs ぬれば、 谷々 のみ かさ もま さるば か 


りなり、 さて またつ ぼね は、 三の たんじ やくと，.^ いだ 

し、 三と ころ へま いらせ、 かくな り 給 ふこと も、 みな 

みなさま のみこ、 ろざし、 わきがた き ゆへ な り とい 

へば、 大德 は、 いつぞや 鵰 のせん さくし 給 ひし 時、 い 

かば か. 9 いつは， 9 をい ひて、 か く.， ：> つるに あら はれ 

© け 力 

にけ. 0 と、 かほの いろ をち が へ、 地へ もに えいる ばか 

りに おも はれ けれど、 かい もな し、 短冊 を ひらきた ま 

へ ズ、 

っゐ にかく あはで た へ ぬる 玉の緒の 

ながき うらみ も 君 もの こすな 

とば かりにて、 よの ことば はなし、 三つ ながらお なじ 

歌な， o、 其 時 鵰は老 を にらみ 給 ひ、 そこなば うす 

は不 妄語戒 を やぶれり、 いせんと ひし 時 はいかば か 

りたう とき ふ， 9 をし、 ゆめにも しらぬ やうに ぢ しつ 

るが、 此 たんじ やく はいかに との 給 へ ば、 めいわくに 

や あ- 9 けん、 君の わかれ やかな しかり けん、 大泪 をな 

がしな きたる ばかりにて 物 もい はす、 鷲も鵰 もいた 

みのと きに あらす は、 あ 破戒の 坊主 を、 はっとに もお 

こな はんもの をと いひ あへ b、 さてし も あるべき 事 

ならねば、 なく） （^ひめぎみ を もまし こ を も、 おなじ 


けぶ， o となし はて 、、さて 御 骨 をば、 いづ この 铜 てら 

へ おさめた てまつ らんと、 つぼねい ひけれ ど、 諸 鳥 ど 

も は 鷲 鳩 二 を それて HI ともい はす、 老僧 は 物 ごり や 

なか.， りけん、 出家の やくと や、 又 わかしう のみな もと 

とやお も ひけ/:;、 御 骨 をば 高 野へ おさめ 給へ かしと、 

こ い ゑに て ぞい ひける、 局 はか、 る 後生の 事 は、 御 出 

家の 御 はから ひよ からん と、 たからか にいへ ど、 鷲 は 

Ji? よしき、 給 ひ、 いまこ 、にしゅつ け はなし、 そこな 

坊主 ユ かたち はに たれば も、 ひは大 俗に も を とれ， 9、 

いかんと なれば、 智者 大師の 御し やくに、 無住 無 着 名 

眞 出家と あるに か は b て、 好色の し うぢ やく ふかき 

そう なれば、 後生の 引導 まことし からす、 そのう ゑ 高 

野 は 大師の 寺な.^、 未东 のた めなら ば、 佛 菩薩の 御寺 

よ か らん 、天竺に て の靈鷲 山 を 、席 十： 我 朝 へう つし 來 

、或は 天台 山、 或は 比 叙 山と 號 せり、 又 天の 靈 山と 

び來 りて、 此比叙 山に なり 給 ふと もい ひった へり、 こ 

れ によって い ま に 此山を 鷲の み 山と も、 四 明の ほら 

ともよび 寺れば、 此 御て ら にました る、 骨の お さ めど 

ころ は あ h- がた しとの 給 ふ、 鵰は佛 道の こと はしら 

ざれ ど、 これ はもつ ともの ぎな りと こた へ たま へ ば、 
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いづれ は はから ひに ます は あら じと ぞ いひけ る、 

つぼね を はじめ つきそ ひし 物  ども は、 さら は 0 えめ 

山 LJ1<3.« らんへ ゆきて、 きみの IP- あと を もと ぶら はん 

とて、 なみだながら にたち いづれば、 諸 鳥 共 も をく  h> 

にいで ける が、 ひえの 山まで ゆきた..^ とも、 た いか へ 

りて はせん もな し、 此 世の 無常なる こと は、 過に し は 

るの ころ、 驗の 物が たりに てき、 つれ ども、 さほどに 

はお も は ざ， 5 しが、 いま 姬君 まし この 露と きえに し 

を、 まのあたりに 見 侍れば、 たれ とても 此 よの 無常 を 

のがる、 事な きと、 おも ひさ だめ たれば、 いかなる 智 

識を かたづね いだし、 說法を もてう もんし、 ながく ぶ 

つ だう しゅぎ やう をな し、 姬 君の あと をと ぶら ひ、 又 

ま 自身の 得悅を もい のらば やと いひて と いま. 0 は ベ 

,9、 そのな かに 船の 給 ひける は、 か、 る發心 修行 は、 

そのと きのび ぬれば、 魔の しゃ うげ ありと かや、 よそ 

をた つね は 時刻もう つ.. > ゆかん、 いつぞや 鳥 坊主に 

ものと ひしと き 、小僧の 蝙蝠いで、、 師匠の しらぬ こ 

とまで かた. 9 し は、 物し. 9 ときこ へ たり、 まづ かれが 

ものがた，.^ ばか. 9 も 、き、 たらば よからん と あれば、 

あまたの 中よ 、鶸と 雀す、 みいで、、 ひとつく ちに 
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いひけ る は、 此の 御 もっともな 、佛法 も 十 宗八宗 

とわ かれ たれば、 宗々 のた てば を も あらまし 御 たづ 

ね、 みなく にもき かせき、 たま ひ、 佛種 從緣起 なれ 

ば、 めん- C のえ LL しあ， 9 て、 こゝろ おもむく しう し 

うにした が ひ、 ごしゃう を もね がいた るが よからん 

と、 ゆ ふよ， i> け やく 小僧 を、 し、 やうより う へ に 請 待 

すれ ば、 鳥 法師 は は らだ ちが ほに て、 それまで はすい 

さんな. 9、 我がした に をき 給へ とい へば、 鷲鵰は 同音 

に、 さて 俗 坊主 はせ つぼう のさ はう をば しらぬ か、 天 

帝 は畜を はいして 師 とすと いふ 事 あ. 5、 でしな りと 

も、 いかでせ つばう しゃ を 下座に は をく ベ きと、 いか 

られ ければ、 老僧 は 我 しれた る 事お も ひたちし ゆへ、 

たび/^ しかられ けれ、 めんぼくなければ にげん と 

おもへ ど、 後の た、 b も を そろし と、 たび） （^は ぢに 

あ ふ 物 かな、 いつぞや 小僧が 命な がき もの ははお お 

ほしと いひし も、 いま 思 ひ あはす るば か hs な b と、 ひ 

と h- ごちけ.. 9、 さて，^ 僧 はたかき ところへ しゃう せ 

ら^、 われら は いまだ ！P>  くもん もき はま  > らす、 その， フ 

ゑ 聖敎の 一 さつ も持參 つかまつらす、 なを 眞言 はみ 

ゥし うにて、 せ つばうな どす る 事 はな けれど、 いなみ 
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申さん は、 御聽 衆の なかに、 おそろしき 御 かた もま じ 

b 給へば、 ぎょいに したが ひ、 天台の 判释に まかせ、 

そらにお ぼへ たると をり ばかり も、 ところ <,\ -御聽 

聞に そな へたて まク らんと いひて ぞ、 かう ざへ あが 

b ける、 

失釋尊 は、 五 天竺のう ち、 中 てんお くにて、 淨 ぼん 王 

をち ゝ とし、 摩耶 夫人 を は、 とし、 出世し 給 ひての 

ち、 世間の 有爲 無常 をく はんじ、 夜半に わう ぐう を 

出、 檀特 山と いふ やまに い， 9、 十九に て 出家し、 三十 

の 御 年、 菩提樹の もとにて 成 道し 給 へ 、とき 給 ふと 

ころの ほうもん は、 衆生の こんじ やう 萬 差 なれば、 せ 

つけう も 又 まちくな， o、 され ども 五 時 八 数の ほか 

は あるべ からす、 五 時と は華嚴 時、 鹿苑 時、 方 等 時、 般 

^時、 法 華湼盤 時な り、 八 敎とは 化 儀の 頓敎、 阡敎、 不 

定敎、 祕密敎 の 四け うと、 化 法の 三 藏敎、 通敎、 ^敎、 

圓敎の 四け うと、 あはせ て八敎 なり、 五 時の 內先第 一 

のけ ごんき やう は、 三七日 別圆の 一、1 けう を、 法 惠功德 

林 等の 四 菩薩に 命じて、 小 をから やして、 直に 大乘を 

とかせ 給 ふゆへ、 化 儀の 四け うのうち にて は 頓敎な 

り、 此外阿 合、 方 等、 般若 等の き やうに て 、小犬と 次第 


あ；^ 物語 下卷  四百 力 
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し 給 ふこと は、 漸經 とい ひ、 得 益の 不定なる を 不定 敎 

とい ひ、 秘密の 說を 秘密 敎と いふ 也、 今の 經の 內、 別 

經 のこ、 ろは即 中な り、 第 1 一 阿含敎 は、 十一 一年の せつ 

な. 5、 三藏の 一 敎を とき 給 ふ、 此敎 のこ、 ろ は 麓 細の 

色み な 無 な. y  、心 又 ねんく むじ やうな り、 色 心と 

もに 無？ おにして、 { 仝々 な h- とあかす 也、 第三の 方等經 

は、 十六 年の せつな b  、藏通 別圓の 四け う をと きた ま 

ふ、 通經 のこ、 ろ は、 これ も 虚無の くう なれば、 三藏 

敎の ごとく 色 心 を 折 破して、 くう する に は あらす、 六 

道賴緣 のしよ ほうの たうたい を、 もとよ. 0  くうな h- 

•i く はんじて、 しばらく も 實有 をた てざる なり、 藏別 

圆 のこ、 ろ は、 さきに 云 ふが ごとし、 第 四の 般若 綏は 

十四 年の せつな b  、通 別圓の 三け う をと き 給 ふ、 此三 

けうの こ 、ろ もさき に 云 ふが ごとし、 これまでの 四 

けうの 內に、 けぎ け ほうの 八敎 こもれり、 第五の 法 華 

經は、 八ケ 年の せつな， 9、 純 圓ー實 のみ をと き 給 ひ、 

八敎 超過の えんけ うな，.^、 湼藥經 は 一 日 一 夜の せつ 

な 、四け う をと き 給 ふ、 追說の 四け うとい へ h -、 法 

華い せんの 四 敎を法 花に 開會 す、 かさねて のせつな 

る ゆへ 追說 といへ， 9、 追泯の ゆへ に 同 醍醐味に て 法 
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華 一 たいな. 9、 又十宗 のこと、 修行の 理は宗 々の 深意 

にて 、他家よ-り はから ふ ベ きに も あらす、 しう しの 名 

のた て どころ ばか h- にも、 御聽 聞に そな へたて まつ 

らん、 まづ ^嚴宗 とい へ る は、 け ごんき やう をえ き や 

うとして、 しう しのな とし、 五經 をた てゝ、 しょ 經し 

よしう をせ つし 修行 をな せば、 尤 よきし うて いなり、 

倶舍宗 は 四阿 4!! 經 によ つて 俱含論 を も つばらと し、 

小號 をた つる 也、 成 實宗、 これ も 阿舍經 によ つて、 成 

實論 をた のみ 宗 名と するな り、 律 又 阿含經 をえ き 

やうと して、 四 分 律 五分 律 をむ ねとして、 しう しのな 

を あら はし、 戒 法な もつ ばらとす る 也、 法相宗 は 方 等 

部より いで、、 解 深 密經の 三 性の ほっそう、 瑜伽 論の 

へんの ほっそう のぎ をむ ねとし て 、 { 示號を あら は す 

なり、 眞言 宗は 陀羅尼 咒を ほんと せ り 、又は 惣持 とも 

いへ り、 この 宗も方 等 部より いで、 大 H 經蘇 悉地經 

金剛 頂經の 三部 を侬經 とせ. -、 宗名 をば 六 波 羅密經 

を もってた つるな り、 もろこし にて は 玄宗 皇帝 開 元 

四 年の ころ、 わがて うにて は }^ 城 天皇の みよの ころ.' 

べク して 御 もち ひのしう しなり、 わがしう ていな， 5 

とて、 ほむる に は あらね ど、 餘し うに はくら ベが た 


し、 經意 深遠なる うへ、 なをみつ しう なれば、. i ばに 

あら はしが たし、 禪宗、 これ も 方 等 部よ. 5 出で、、 楞 

經 金剛 經首楞 嚴經の 三き やうに よって、 くう. 9 を 

く はんじて、， mf.{rt を もつ ばらとす る ゆ へ 、せんしう と 

いふなり、 妙 紫 大師の 御し やくに、 楞伽七 {<H 多 在藏通 

と あれば、 たんくう の..^ なる ベ し、 あるいは 以心 傅 心 

とい ひ、 あるひ は 敎外別 傳不立 文字な どい ひて、 く は 

ん しん をかん ようにす ると 見へ た.. >、 唐土 本朝に お 

ひて きせんと もに もちいき た， 0 し， >*. つし な り、 淨土 

宗、 , ^ れ又方 等 部より いで、 、観 經雙 觀經阿 彌陀經 の 

三經と 往生 論に よって、 かの 國 にむ まれん 事 をね が 

ふ、 即身成 佛は上 こんの きの のぞむ ところな り、 ま 

つせ げこん の われら は、 まづじ やう どに さへ むまる 

れば、 のち はじゃう ぶ つ もな らんと、 彌陀の ほんぐ は 

んを たのみ、 欣求淨 土の ぎ やう をな して、 宗名を もた 

つ るな b ヽ わがて う 後鳥羽の ゐん のみよ より、 いまに 

いたる まで、 はんじゃう のしうて いな..^、 三論 宗は般 

若經 によって、 中 論 百 論 十二 門 論 をむ ねとして、 わが 

しう の 名と するな b  、ほんてう に は 推 古 天皇の 御宇、 

または 孝 想 天皇の みよのと き、 ひろまり ししう しな 


り、 これまでの 九し うは、 釋 迦如來 四十 餘 年が あ ひだ 

ときたまひし、きゃぅげぅをf^<iきゃぅとして、たてた 

るし うしな， 0 とかた， 0 おはって、 小僧 こ、 ろに おも 

ふやう、 此ぅゑ はの ち八ケ 年と き 給 ひし、 妙法 述華經 

よりいで たるし うしの 事 をと くべ し、 但 これ は 鷲鵰 

の 尊敬し 給 ふしうて いなり、 おろそかに いひな して、 

御 きにちが は い、 今： n のせ つぼう はみ なむに なり、 又 

のちのと がめ もお そろし、 そのうへ 此經 は經王 なれ 

ば、 かろし むる 亊 もなら す 、こ、 ろのお よぶ 程 は、 經 

のく どくの 深き 事 を もい はんとお も ひ、 抑 "天台宗と 

い へ る は、 無 傲義經 法華經 普資經 のさん き やう を 正 

依經 とし、 湼盤經 を 傍依經 とせり、 能弘の 人に よらば 

てんだいし うとい ひ、 所弘 のき やうに よらば、 法華宗 

又は 佛立宗 と 云 ふ 也、 いかんと なれば、 一 のまき はう 

べん ほんに、 是 妙法 諸佛之 秘耍、 又 四の まき ほっし ほ 

んに、 藥王 此經是 諸佛秘 要之藏 ともとき 給 ひたれば 

なり、 又お なじ ほんに 藥 王の 十 喩 とて、 十の たと へ を 

もって、 妙法 連 華經を ほめ 給へ h- 、まづ 一 さいの 川 を 

あげて 諸經 にたと へ、 此經 のく どくの 深大 なること 

を 大海に たと へ、 又 一 さいの 山 を あげて 諾經 にたと，， 
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へ、 此經 をば 須彌 山の ごとしと とき 給 ひ、 一 切の 星 を 

あげて 諸經 にたと へ、 此經 をば 月 天子の ごとしとの 

給 ひ、 又 日 天子の 能^の 閽を のぞく がごと く、 此經も 

亦復 かくの ごとし、 よく 一  切の 不善の 閽を 破す とも 

のべ 給へ. o、 此 ほかの たと へ はしげ ゝれ ばの こし 侍 

b  、これらの き やう もん を もって おもへ ば、 法 華經は 

諸經 のなかの 頂上な. 9、 經 王な. 9  、第一な. 9、 そのう 

ゑ 又 ま へ のき やう もんの すゑに、 是經 典を受 持す る 

こと あらん もの も、 亦 かくの ごとし、 一 切の 衆生の 中 

にお ひて 亦 第 一 なりと、 受 持の 人まで も ほめ 給へ り、 

かやう に 所持の 經を ほめ 能 持の 人 を ほめ 給 ひても、 

成佛 せし 證人 なくて は、 うたが はしき 事なる に、 二の 

まき 譬瑜 品に て 、舍利 弗 華 光如 來授記 品に て 、迦葉 光 

明 如來須 菩提 名 相 如來迦 旃延閻 浮那提 金剛 如 來目蓮 

多 摩羅 跋栴擅 香如來 と、 授 起し 給 ひしょり なき 事な 

..^、又五のまきにきた.5、五逆の5^婆は夭王如來とな 

b  、龍 女 は成佛 して 無 招 世界に いた， 5、 此外橋 曇彌耶 

輸陀羅 女 等の、 女人の 成佛も かす を しらす、 かくの ご 

とく 女人 惡人ニ 乘闡提 によらす、 十界 皆成佛 道の 御 

經を おもち 給へば、 たのもしき 御し うな- o- とほめ け 
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れば、 聽 衆の 諸 鳥 ども、、 しゅせ うなる ことかな と、 

かんるい を もよ ほしけ り、 鷲鵰は 我た つと ぶと ころ 

の御經、又はしぅしをも世にぁ，.^がたく說ければ、喜 

悅の まゆ を ひらき、 此粟散 國には にげなき ほどの 大 

學 しゃうな りと ぞ ほめられけ. o、 さて 又 か、 る佛道 

しゅぎ やう は、 時刻う つりて はなり がた き 事な. 5、 ま 

づ御 小僧の もち 給 ふ、 御す、 ばかり も 頂戴して、 さて 

たのむ ところの 御 てら は、 こ、 ろ < ^ならん との 給 

ひつ、 鷲鵰 かう ざお かくより 給へば、 諸 鳥 ども われ 

を とらじと す、 み 出て ぞいたい きけ る、 さて 受戒す 

ぐれば、 小 曾 も かう ざ をお.^ 給へ ..=^、 老僧 はめん ぼく 

ゃなか，9けん、又ぉそろしくゃぁ.^>けん、ふるひ>/,,- 

座 をた ち、 小僧 つれだち 古 でら へと てぞか へ..^ 給 ふ、 

諸 # ども は、 此 かたちに ての てらまい， 9 は、 よそめ も 

は J "か. 0 あれば、 人間の すがた を まなびて まいらん 

とて、 ころも はおな じいろ なれ ど、 こ 、ろ はおな じか 

らぬ、 てら たヽ へ W てまい りけ る、 

かくの 年月 かさなれ ど、 佛道 修行の けぢ めな く、 うそ 

姬の 菩提 をと ぶら ひ、 自身の 得道 を もい のりけ り、 此 

根源 をお も ふに、 執愛戀 慕の みちより おこ. 5、 まこと 


なる かな 善惡 不二と いひ、 迷 悟 不二と いひ、 邪 正 一 如 

とい ひ、 凡聖 一 如と いひ、 煩惱即 菩提と いひ、 生死 即 

51 盤と いひけ る も、 こと はりと いまお も ひ あたる ば 

か. 9 な. 9、 但 不一 一の こ ゝろ は、 ベ ちの すぢも ある ベ き 

事な り、 いよく 諸 鳥 ども 修行 成就して、 遲速 はあり 

け れど、 っゐに 無常の あらしに さそ はれ、 本 覺眞如 の 

みやこに たち かへ. 9、 同 證佛果 のね が ひ をみ てけ る 

と. ぞきこ へし、 ことさら ふしぎな りし 事 は、 と. 0- Jo.- 

の 過去の えに しゃふ かゝ りけん、 現在に ての かね ご 

と にゃあり つらん、 いづれ もお なじと ベのに はう 

ぶりつ 、、はか じる しの 松 をう へ 、そとばな ど あまた 

たて をき けれど、 とし 月 かさなれば 露霜に ふ. 5 まさ 

.0、 そ  >  ) はか となき あ. 0 さまに て、たれと.£^らふとも 

なく、 風ぼう，， /^としたる のらの けしき、 かなしと も 

いふば かりなし、 かやう のこと を や、 いにしへ の 歌人 

も 「かきつけ しその 名 はは やくき へ 果て、 たれと もし 

らぬ ふる そとば かな、. i なが め をの こされし も、 かや 

うのこと はりに や、 まことに 有 爲轉變 の あだなる あ 

b. さまめ のま へ に て、 あはれ な. 0 し 事 どもな り、 


寬永 十七 庚 辰年 二月 吉辰 

御池 通 俵屋町 

松屋 六 兵 衞開板 
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二， 
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うすゆき 物ぎ は 上 

都の ほとり ふかく さの 里に、 そのべ の衞 門と て やさ 

しきお とこす みけ， o、 ある 10 ききょみ づへ參 り 御寺 

のほとりに、 し、 よらく やすら ひし 听に、 いづ くと もな 

くこし きたれり、 いかなる えぞと 御名き かま ほしき 

折 ふし、 御 こしょり おりさせ 給 ふ 御す がた を みれば、 

御と し 十六 七と 見えし が、 したに はしろ きひと へ 物、 

上に はから あや をい ろ-/^ に、 その 身 もる りに そめ 

なせる、 かた をく だり になが むれば、 春の あしたと お 

ぼしくて、 はつね を つぐるう ぐ ひすの、 かきね，. /^な 

きった ひて、 みのりの こ ゑ をと く 時 は、 四方の 山々 か 

すむ らん、 さて 又 ひだりみ ぎの 釉 ごとに、 ふぢ 山ぶ き 

のさき みだれ、 を とづれ わたる ほと ゝ ぎす、 なくね に 

こ ひやま さるらん、 なつ もやう^^ すぎゆけば、 露 こ 

そす そ は ぬらすな る、 ちく さの 花の 色々 に、 あき もよ 

さむになる をり は、 よはる かこ ゑ もと を ざ かる、 むし 

のね まで も 一 しほに、 もの あはれ なる 有さ ま を、 心つ 

くして そめ つらん、 こし をく. たりに は、 田 S ひひ をつ く 
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しなる、 はかた の 松に ふるきの、 っゐ にき ゆべ き 低の 

中に、 い つ，？' は 君と， フち とけて、 かたりつ くさん こと 

の はの、 世の 有さ ま を そめに ける、 みなす いしゃう の 

じゅす を もち、 た、 やみ 給 ふ 御 姿、 ようがん びれいに 

て、 かすみに に ほふ はるの はな、 風に みだる 、あ を や 

ぎの、 いと はる 風に したが ふ ふせい、 むかし をき、 つ 

た へ しも、 かんの. 0 ふじん やうき ひ、 をの ゝ こまちの 

わかざかり、 によさん のみやの たちすがた も、 これに 

はいかで まさる べき、 むかし をと るに ためしな し、 た 

とひ も-し は， フっ すと も、 ふでに はい いでつ くす ベ き、 

一 め 見し よ， 5 其 後ば、 しづ > ひなき P となり、 あさから 

ぬ 身に あこがれて、 うき ふし 繁 きか はたけの、^ をみ. 

しょ， 0  くもき りの、 むねの けぶ， 0 はたちの ぼ. o、 ふじ 

よ， 0. まさ る 思 ひねの、 あけ ゆく そら や あしたか 山、 そ 

ぞ ろに 人 はう きしま か、 何とて 君 を 見 をの うら、 たえ 

ぬ 思 ひ をす るが なる、 うつの 山べ のうつ、 にも、 君に 

あはねば か. いもな し、 天に あ： がれ 地に ふし、 りうて 

いこ がれ けれども、 しる 人 も あら ざれば、 此 よしかく 

とい ひやる ベ き やう もな し、 あまりの かなし さに、 い 

そぎた きに をり、 げに やかく にもき よ 水の、 ながれ を 
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くみ て こ， £>を かき、 きねん 申け る やう は 、てんちく に 

ほしの 宮、 もろこしに きさらぎ、 わがて うに いづ もの 

さい はらさい の 牌、 むすぶ のかみ の 御 引合 もまし ま 

せと、 きせ い 申、 それよ hs も 又く わん をん の 御 ま へ に 

參り、 あ ふぎ ひらいて ま へに おき、 たと へば もろこし 

に は、 ほうとい ひし もの 戀ぢに 身 を やつし、 あさな 夕 

なにな げきしに、 くわん をん あはれ とお ぼしめ し、 か 

の 女ば うに げんじつ、、 っゐに その 戀 かなへ 給 ふと 

かや、 たいい まの みづ からが、 思 ひ を かな へ てた び 給 

へと て、 色々 きせい 申お b ふし、 君の 召れ たる 下女、 

あた， n をと をり ける、 ひとへ にく わむ せ をん の 御 b 

しゃう とよろ こび、 下女 をち かづけ、 何とな き 物が た 

.0 など 語り、 其 後 御身の ほうかう し 給 ふ 御 かたさ ま 

の 御な は、 いかに たれ 人に てまし ますと とひければ、 

ちゝ はさい さき いづみ どのと 申、 君の 御な はう す ゆ 

き、 御と し 十七に なりた まふと かた， 0 ければ、 おとこ 

返して、 御 やど は いづく とと ふ、 一 條 殿の 御 內と. &け 

る、 おとこい よくお も ひに たえかね、 さま <\- にた 

のみければ、 くわん をん の 御 引合に や、 又は 巾 だち の 

人、 じ やさしくて や あ. 0 けん、 なんなくた のまれけ. 5、 
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おとこ あま， 0 のうれ しさに、 と ある 木 かげに たちよ 

.0、 す  >  りに むかひ、 そ  >  ろに すみ をす り、 筆の たて 

ども わき ま へす、 かく こそ かひて おくり けれ、 こ れを 

たょりに，その乂ちたび^-文をっ かはしける、その 

ふみの ことばに、 

みしよ，， > も、 御 面影 のた ちそ ひて、 心 はう き 雲 の 、 身 

は 中ぞら になる かみの、 ねに はき、 つ ゝ うき 人と、 そ 

はぬ おも ひに あし 引の、 山河お ほく へだ 、りて、 あゆ 

みもと をき みちの くの、 ちが の うら はに あらね ども、 

みるめば か， 9 のこ ひゆへ に、 しほ たれ 衣い と  >  さ へ、 

かはく まもな き 有さ ま を、 君より ほかに いづく にか、 

ほし  >ん さす ベ き 人 もな し、 と は おも へ ども、 

なみだ こそ 戀 しき 人の かた 見なれ 

ほさ じ やそでの くち はつる まで 

と、 よみお く あと を つれ < ^と、 かやう の 事に 思 ひな 

し、 むなしく 月日 をお ぐる まの、 やる かた もな く 心う 

し、 いづれ の 道に も 御 返事、 かしく とかき と  >  め 、松 

か はやう に ひきむ すび、 かの 女ば うに わたしけ る、 

女の 返し 

御 ふみを 見申院 へ ば、 われに こゝろ をつ くしなる、 あ 
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り そのうみ の はまち ど. 、ふみた が へ にても や 候 は 

ん、 色々 の 御 たは ぶれ、 よそめ も 御 はも じに て 候、 わ 

が 身 かみの 木に て、 御た、， 9 もい か い、 おそろし やお 

そろし や、 かしく、 

おとこ 

御み づぐ きのうつ くしき ながれの 御返し、 お ほせ 御 

もっともに 候、 さ， 0 ながら、 三が い をて らし 給 ふ 月 だ 

にも、 か つら をの こ はありながら、 くも ぢに しのぶな 

らひぁ，^>、又中ごろの ことなるに、ょこゃまどのと申 

公家 あり、 ゑ いざんの ちごみ ぬ こ ひに あく がれ、 かす 

かすかき おくりよ みついけ る、 その ふみかす かぎ. 9 

なければ、 いもせ の 中の はしと な 、しのばん 事 を わ 

びた るに、 有 夜よ こやま 殿御る すなり、 わ このよろ こ 

びかぎ りなし、 やがて 忍び入り 給 ひ、 一 つ 御 ざに て か 

た. 0 なぐさみ、 ひよくれんり のかたら ひ あさから す、 

少 まどろみ 給 ひしに、 よこ 出 どの 御 か へ b ある、 御ち 

ご 十五 御 だい 十四に て 候へば、 いづれ もお とらせ 給 

はぬ 御 かた 二人 ふし 給 ふ、 物に 能々 たと ふれば、 秋の 

のにち くさの、 みだれ あ ひたる ふせ ひな- 0、 よこ 山 ど 

のつ く. <^と み 給 ふ、 御ち ごも 夢 さめて、 よこ やま ど 


の を御覽 じて、 取 あへ や 一 しゅ、 

け ふきそめ まだ はだ なれぬ から 衣 

あかつ かぬ まにあら はれに けり 

^>  V 

たまさかに 花 を もとめ し 今宵し も 

あらくな ふきそよ こやまの か. せ 

よこ やま 

梅 さくら 一 一木の はなの なげきに は 

おも はぬ われ を あらしと やみる 

かやう に ゑい じての ち、 御ち ご を ゑ いざんへ をく h- 

給 ひし、 なさけ あるよ こ 山 なれば、 かくの 如ぐ、 たと 

へ ぬし ある はな、 りと も、 木 かげの 一 ゑ だ. おる は、 つ 

ねのならひな..^、 

ゑ だ 、かき はなの - } すゑ も おれば をる 

およばぬ - J ひもなる-とこ そ-? け 

おも ひに はいかなる はなの さくやらん 

身に な. o- て- J そお も ひしら るれ 

とても かな は ぬ戀ぢ にて 候 は い、 うきよにながら へ 、 

身 を やつ させ 候 はんよりも、 露の まも かみの 木 さま 

の 御ば ちに、 御け ころし 候 ひて くだされ 候へ かし、 う 

澳 雪： ilr^  i 


ら めしや /l^、  -  ： 一： 

女 返し 

いろ^,^ の ふみ 見まい らせ 候へば、 とりん \ の 御 ひ 

き 事 おもしろく 候、 さ. 0 ながら、 一 Hがt„^フちに、 千 

たび 百た び 給 は b 候ても、 この 心に て 候、 わがぬ しさ 

まの 此ー しゅ をよ みおき 給へば、 いかでむ なしく 候 

はんや、 御 分別 候 ひて くだされ 候へ、 

なびくな よわが しめしの、 をみ なべし 

あらぬ かたより かせ はふく とも 

かすつ もる ふみ はちつ かにな ひぬ とも、  > ひざし こも ： 

,9 をる や はた もの、、 みちの くのに しきいに はたが 

ひ 候 まじ、 さっと 御 やめ 候て、 かさねて 御む ようごむ ： 

よ う， 

おとこ 

さて./^ 御、 しづ よき 御返し、 いよ./,^ おも ひ はます 

か いみ、 見 ゑんす がた も 今 はは や、 かげろ ふとな. 9 は . 

て、 みの を はり をば なに， i する が なる、 た ご の うらな 

みよる ひると なく、 なきあか したる はまち ど. 9  、つれ 

なきき み を こふる とて、 いやしき しづが ふせやに も、 1 

いと》 なみだの たます だれ、 も b くる 風のに ほひよ 一 

I  _  ffil 十七 
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「； _i«=^、 手が ひのとら の引づ なの、 ながき おも ひに ならの 

はの、 其 かし は 木の を よびなき、 こひぢ もよ しなし や 

とお もへ ば、 @： も ふかく さの 四 位の せう しゃう も、 こ 

まちに 6 を かけお ひの 、くもお. はる <^ 一  條の、 くさ 

もた もと も 露し げく、 九十 九 夜まで かよへ ども、 っゐ 

になび か ぬ つれな さに、 さて- ) そ少將 もい と V 思 ひ 

にたえ かね、 ふかき うらみに しなの なる、 あさまの け 

おりと き へに けり、 その をん ねんつ きそ ひて、 をの ゝ 

こまちと よばれし も、 花の すがた を ひき か へ て、 ち. 0 

に まじ は る き や-つ 女と なる、 

古歌に 

こ ひしなん いのちの ほど はおし からで 

むく はんきみ のた めぞ かなしき 

われらの 心 巾、 この 心に て 御 ざ 候へ ども、 一 ねん 五 百 

しゃう、 けん ねんむ..^ やうごう、 しゃう/^ 世々 の あ 

ひだに、 ふかき うらみの つき やして、 ぼんな ふの い ぬ 

となり、 あまたの ぢごく をお ひめぐ り、 ゐんぐ わの^ 

をぶ 塞す と 申 、よ、 身のう へ もと をから す、 >  J んじ 

やう はさ てをきぬ、 後世の みちを もき み ゆ へ 、ぢ ごく 

に おちん うらめし や 、よ.？？ 御 かへ り ごと、 ざ つ とすみ 
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だが はの わたしぶね、 かなしき うき 身 もこ がれ やむ 

べし、 かしく、  -- 

女 返し 

かすし げり、 くろみ すぎな る 御 筆の ゆく ゑ、 たびく 

おく， 0 給 ふ、 さ， 0 ながら とても かな はざる 御， ，- とに、 

たが ひに あだなた ち 候て は、 いか  >に て 候 ま、、 御 か 

へ b 事 も 夢の うきはしと 思 ひ 候 へ 共、 うき 世 を わた 

るなら ひ、 又は 色々 のお ほせ、 むなしく 御返し を s- さ 

では、 又 後の よの むく ひに も、 くち やゆび なき じ やし 

んに なるとう け 4? はり 候 ま、、 筆に まかせ 申 まゐら 

せ 候、 

古歌に 

わがお も ふ 人 をお も はぬ むく ひに や 

いまし のぶみ の われ をお も はぬ 

かやう の ふかきう たも 御 ざ 候 まゝ、 御身のう へ を 御 

うらみ 候 へ かし、 むかし もさる ためし あり、 しが 寺の 

上人 は 八十 三のと し、 京 極の みやす 所 を 戀ひ舉 りて、 

大內 山に た 、すみ 給 ふ、 きさき あはれ にお ぼしめ し、 

みす まぢかく めされつ、、 る.^^をの ベ たる御てばか 

.0 を さし 出し 給 ふ、 上人す みのおれ の やうなる 御手 


ばか. 5 にて、 きさきの 御手 をと. 5、 ひた ひに をし あて 

て 一 しゅ、 

■ い ざ さらば まことの 遨 のしるべし て 

われ をい ざな へ ゆらぐ たまの を 

と あそばした ると 申膀 ま、、 われらの と， 9 の あと 御 

はも じながら、 ひとつ ことにお ぼしめ し なぞら へ 、か 

さねて たま はる まじ/、 候、 かべ にみ、、 いしの ものい 

ふうきよ のなら ひ、 たが ひの 身のう へ おそろし や、 か 

しく、 

おとこ 

しらぎくの 花、 めづ らしき 色 も か はらぬ、 か ねよ， 0 か 

たきい ましめ の ふみ、 みるよ りこ ひも； しほに おも 

くな り 申 候、 夢の うきはしと は、 なか- (- たえせ よと 

の 御 事に や、 さりと て は 我ら 心中 はみ たらし 河 ほど 

に 御 入 候 へ ども、 しぢの つまが きに て院 へ ば、 此人ゃ 

らんよめ る、 

日に ちたびお も ひやる と はよ もしら じ . 

かよ ふこ 、ろの もの をい はねば 

なか 比 こさいせ うのつ ぼね は、 院 にっか へ 給 ひし を、 

かど わきの へ いざいせ うの ひも hs 御子に、 ゑち せん 


の 三位ち うじ やうみ ち もり、 一め みそめし よりも こ 

ひとな， 0  、うた をよ みこされ しに、 たび /,、 文 を 返し 

給 ふ、 

わが 戀は ほそた にが はの まろ 木ば し 

ふみか へされて ぬる、 そで かな 

とよみて をく  b け， o、>::3 づ よき- J さ いしゃう も、 あは 

れとゃ>^^しけ，，^、反！：！5^  -、  ， 

た 5 'たのめ ほそた にが はの まろ 木ば し . 

ふみかへ して は をち ざらめ や は 

と あそばし、 やがてな びき そめさせ 給 ふ、 かやう の 御 

事 も 御い， 0 候 もの を、 あはれ. と おぼしめし 候 は 3«、 秋 

の 田 か.？ てめ ぶしの 御な さけ まち 申 候、 

女 返し 

さ い./, \ -? -ょみ もどき の、 御 か へ り 事 も 申 まじく 院 

へど も、 つての 人 あながちに 申 候 ま ゝ、 ひらき 昆參ら 

せ 候へば、 みたらし 河と 候 は、 戀 ゆへ 神に いのる と 

の 御 事 候 や、 しぢ のつ まがき と は、 人 - 」 しらせす との 

お ほせ かや、 御 こと は，^ はき、 わけ 申せ ども、 戀 のつ 

るぎ にて 候、 屮 ごろ もけ むれい もん ゐんの 御と き、 よ 

こぶ  >ん とて あ h- 、そのころ こまつ どの ゝ御 うちに、 三 


Is— 奪 物 Iir4, 


四百. F 九— 
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條の. 醫卞. ^さ へ もんが 子に、 たきぐち とて あ 、こまつ 

どの、 御つ かひに 女 院へ參 り、 めんろう にや すら ひ 

て、 もの. £■ さんと いひけ るに、 よこぶ、 ん さくら 力 さね 

のきぬ に、 くれな ゐの はかま ふみく、 み、 みす をし の 

けて 出た る そのす がた、 ようがん びれいに て、 かすみ 

- ,-も る rs* 赏ざ くら、 いま を さか， りと さきに ほふ は 

るの ふ^いして、 V ひも ことば も をよ びが たし、 やうき 

ひも これに はいかで まさるべ きとお も ひければ、 た 

き 口 ふみ. 0.9 いだして 奉る っゐ でに、 

あきのた のか.. そめぶ しのよ な. 9 とも 

きみが まくら をみ るよ しも かな  . 

よこぶえ、 かほうち あかめて ぅけ取、女院の 御返^？-を 

よの 人して いたしけ る、 このうた をた よりにて、 たび 

たび 文 を かよ はし、 やがてな びきに けり、 あるとき 一 一 

人のお や、 此 よしき ゝ つた へ、 たき 口 をせ つかん しけ 

れぶ、 さがの 、おく はう. 0 ん寺 とい ふところに、 あん 

じつ を むすびて とぢ こもりけ る、 其 後よ こぶえ これ 

を 聞きて、 たづ ねゆきければ、 人な き 所と てお ともせ 

す、 よこぶえ 恨みて 一 しゅ、 

あづさ ゆみ そりて 心の つよければ , . 
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いるまで もな ぐ か-ベ b こそ すれ 

と ゑい じて なく. かへ b ぬ、 たき 口 物の ひまよ 

見お く. 9 て 返歌に、 

ぁづ さゆみ そる を うらみと おも ふなよ 

まことの みちに いる ぞ わが 身 は 

又よ こぶ * ん 

あはれ な，^ いま を かぎ.^ のみちに して 

さきだつ もの はなみ だな b け. 9 

よこぶえ、 うらめしき あんじつ をみ すて ゝ かへ h- け 

、それよ. 9 ちどりが ふち へ ゆき、 身 を なげむな しく 

なりぬ、 たき 口  -  J のよ し 聞よ b も、 おどろき さはぎ ゆ 

きみれば、 むなしき しがいば かり、 な く， /\ 'しがい を 

とり あげて 、 むじ やう のけぶ り となし にけ る、 たき 口 

がい まの うきなげ き、 すこう ぐし がな み. たも、 これに 

はいかで まさるべき、 それよ.^ すぐに かう やさ A に 

上. o、 よごい をよ く とぶ ら ひける、 かやう に ひと 

り 契. 9 候へば、 いのちう せ 候ても なりが たき 物 を、 御 

おも ひきり 候へ、 

おとこ 

. いつも，/ \ -、 たにの みづの ご. V  くなる 御 ふみ、 いよ . 


い よたえ かね 申 候、 - の つ るぎ と は， さ つと 出ぬ ひき 

.o;^ へ とや、 さて-^ これほどに、 いづ よく 候 は 5 '、中 

中 はじめよ. り 御 返事 もな く 候て こそ、 露の命 もはや 

くきえ 候 はんもの を、 たえ A 、の 御 ふみ、 いよ， -.' 身 

をし る あめに ふし ゝづみ 候、 

つらから ばた 、>  一 すぢ につら からで 

な さ け の じ る い つ は.. 0  ？ て-つ. *? 

そ もじ さまの やうなる 人の、 いにしへ も あ b つれば 

こそ、 たれ 人 かよみ おき けん、 お ほせの ごとく 思 ひき 

h-rtiK はんすれ ども、 *  J の 心 や、 

心づ よき 君に はな を もた のみ あ 

あ を やぎよりも ゆきおれの まつ 

げ にやお も ふ 事 かな はねば こそ うき 世 なれと しれ 

共、 さすがな を、 思 ひか へせば あづさ ゆみ、 いかに 心 

づ よく 展 とも、 いのち を かぎりに、 ひきて 見るべし、 

1 ノ、 

力し く  . 

女 返し 

又 候 や 御 筆の ながれ、 ながめい り 參らせ 候、 さて は 谷 

の 水の ごとくと は、 身づ から そ- 一の ひとけ やらす と 

の 御 うらみ 候 や、 色々 の 御た と へ 聞 わけ 申せ ども、 初 

,.—1 .11 IJIS, 上 I  I . 


めよ .0.5 -參ら する ごとく、 ひと-り 候て はヌな びき 申 

さん 事お かしく. y<  、つた へ きくい - くに も、 そ もじ さ 

まの やうなる むり ごと をお ほせ かけらる、、 御 かど 

J;.? はします、 その しんかに かん はくと いふ もの あり、 

その つま をて いぢよ とい ふ、 ならびなき びじんな り、 

御 かど 聞し めしお よび、 おさへ てく もの 上の. まじ は 

b をな させ 給へ ども、 て いぢよ つなに ちょくめいに 

したが ひ 申さ V るに より、 かん はくが こと を わすれ 

すして、 かやう に ふる ま ふかと おぼしめし、 かん はく 

がみ ゝは なをた ちて、 て いぢよ にみ せ 給 ふ、 いよ. 

なげきかなしみて、 なをし もうち とけす、 みかど ゑい 

らん あ， 0 て、 しょせんかん はくある ゆへ にこそう ち 

とけね とて、 かん はく をち ひろの そこに しづ め 給 ふ、 

そのと きて いぢよ あん を めぐらして、 かん はくがし 

づ みしい けの ほとりに て、 かの なきあと をよ く/ 

とぶら ひ 給 は *、、 その、 ち はと も かく もとそう もん 

す、 みかどお ほきに よろこ び ひ、 か のい けの ほと .o 

にて、 しゅ < ^のぶが く をそう しつ ゝ、 かの っゐ せん 

をな し 給 ふ ひま をう かいひ、 て いぢよ は 水の 中に と 

び 入 b 、後の世まで もちぎ りた るとう け 給 はる、 ま、 と 一 

^  冒 二， ナー 


薄雪 物 上 

なる かな、 けんじん 二 くんに つかへ す、 て いぢよ 兩夫 

に まみる J やと 申院、 もろこし わがて う、 道 はる - へ 

だ、. 0 候と も、 心の 程 はおとる まじ、 とても かな は ぬ 

うきみ なれば、 ふっとお も ひ 御き り 候 へ 、 

よの 中 は 月に むらくも はなに かせ 

おも ふに わかれお も はぬ に そふ 

このうた の 心に て 御お も ひきり 候 へ、 かしく、 

おとこ 

御 返 じながら また 申 あげ 候、 ことにい こくまでの 御 

ひき 事、 さる ことにて は院 へ ども、 さやう の 御 事 はた 

めしお ほく 御 ざ 候、 わがて うに もとば のゐん のき さ 

. き 、あると き 花 ぞ の 出 に 御 出 あ る 、 さ 藤兵衞 の.. 9 きょ 

も 御う ち に ありし 人な れば、 to もに いでに けり、 か 

なた こなたと やすら ひ 給 ふところに、 て ふとい ふむ 

し 三 つ 、れ て、 はなに もつれと びけ る を、 きさき 御ら 

ん じて、 あれ はなに とい へ るむ しぞ とと ひ 給 ふ、 御つ 

ぼね あれはて ふに て と .5 'さる ゝ、 きさきき こしめ 

して * あれ ははん なりとの 給 ふ、 色々 もんだい なかば 

に、 のりきよ 出て かくなん、 

ひとつ を もち ど. 0 とい へ る 鳥 あれば 
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三つ あ b とてもて ふ はて ふな. CV 

と 申ければ、 きさき 一 しほ 御かん あ. 9 け， o,、 そのの ち 

これ をた よ， c> として、 たび-,^ たま づ さ をく， 0 け. o、 

かすか さなれば 御 返事 あり、 このよに もまた あのよ 

にも かな ふま じ、 三よ すぎて 天に 花 さき 地に みな. 9 

て、 その、 ち 西方み だの じ やう どに て、 らいかう を ま 

てと ぞ かきてく ださる \、 さし も 歌人た ，0 しの. 0 き 

よも、 せんご を わき まへ す、 このよに も 又 あのよに も 

かな ふま じとの お ほせと 心得、 命 も あやうく 見へ に 

ける、 きさき はの りきよ がさ いごと 聞し めし、 事の し 

さい を こまやか にと はせ 給へ ば、 あ. 9 のま、 に 申、 あ 

ら あさまし や、 歌人と いはれ しの. 0 きょが 心えぬ か、 

このよと は こょひの事、ぁのょとはぁすのょの^!|;-、三 

よす ぎて と は、 三日の よす ぎて 四：：！ のよ とい ふ さな 

b、 天に はなさき てと は、 ほし いづる isiK ちに みのな 

ると は、 露 をち てと いふ 心な り 、さい はう みだの じ や 

うどと は、 これよ. 0 にしの かたに たち 給 ふ あみだい 

うにての 事な. 9 と をし へ 給 ふ、 さて その後、 かねごと 

せし 夜に もな りければ、 だう に ゆき まち 申せ ども、 御 

出で もな く 皮 もはや あけがたに、 の. 9 きょす こしま 


どろみ け り、 君 御出で あ b  、のりきよ がそで を ひかへ 

て、 

われなら ばと. 9 なくまで も 待べ きに 

お も はねば - J そき み-はま どろ め 

の， 0 きょ もと，. 0 あ へ や、 

よ ひ はまち 夜中 は うらみ あか つき は 

ゆ. め にや-.. 6 んと まどろみ がて する 

とたが ひに たは ぶれ、 そのよ は あさか らゃ 御ち ぎり 

を こめ 給 ふ、 君 はしう、 おっと は 下人な，. > し かど、 な 

さけのみち はかくの 如し、 いせ 物が たりに いはく、 

あ ふな/、 思 ひ はす べし なぞ へ なく 

たいきい ,0- しきく るし かりけ り 

なさけに はい やしき 1  袖 はなき 物 を 

もらさで やどれ あ， 0 あけの Z: 

このごろ はいかに 御な さけな やな ふ、 かしく、 

女 返し 

さ い /く の 御 ふみ 見參ら せ 候、 さて は 又とば のゐん 

のきさき のた とへ をう け 給 は b 候、 かの さ 藤 兵衞の 

きょはし のゝ^ の 別に、 かさねて はいかに とい ふ 

と き、 きさきき- 〕 しめし、 それ は あこぎとの 給 ふ、 の 


りきよ 又 その あこぎ を しら やして、 諸國し § ぎ やう 

に 出しと き、 その 名 を 西； 一；： とか へ 、あ - ) ぎ をし らん そ 

のために、 お ほくの くにをめ ぐると かや、 いづく にて 

か しづの をが、 うし を ひきてと をり しに、 道の ほとり 

の い な 葉 を はみ て、 と をる 事た びくに およべり、 彼 

うしの ぬし、 あ こぎなる うし かなと て、 さんん \ に う 

ちに ける、 西 行な 、めに よろ こびて 、いそぎた ちょり 

しさい をと ひければ、 

いせのく にあ こぎが うらに ひく あみ も 

たびかさなれば あら はれ ぞ する 

と 古人い ひった へたれば 申つ るな りと こた へけ る、 

その ごとく そ もじ さよ， 6 のせっ^.^ の 文、 あ- -ぎ にて 

候、 たびかさならば あら はれ やせん、 いくたびお ほせ 

院て もさ きの 御 返事の こと、 てい 訂 よに は おとる ま 

じく 候、 いさね て 御 ふみた ま は る まじく 候、 

おとこ 

御 筆の くろみ を 申 候へば、 たびく ふみをし むじ 候 

へ ば、 あ - ) ぎと お ほせられ 候、 なにと て さやう 御 あや 

ま h- なされ 候 や、 きさき は 一 夜の 御な さけ ありて： 

そ、 あこぎと はお ほせ K ベ 、とても いにし へ の 身 を 御 


^雪.： g 語 上 


四百 二十 三 


1 II 簿雪 物語 上  — 

f?  hMMN   I  —  n  . —— MP 

ひき かけ 院は  >、 そ もじ さま もせめ て 露の まな. 0 と 

一 も 御な びきな されて こそ、 其う へに て は あこぎと も 

一 お ほせられ 候 へ 、そ もじ さま ほどなる 、御 心づ よき 人 

さ *V5 は V9 る まじく M 、さは あ b とも ゝ 

おも ひに はいしに たつ 矢 も ある もの を 

など わが こ ひのと をらざる べき 

つ ゝゐづ 、わが 身つ るべ のな は ならば 

ふかくく みけんき みのこ、 ろ を 

御はづ かしながら、 筆に まかせ 申 あげ 候、 さて/^ 戀 

に は 人の しなぬ ものに て 候 や、 あまり 御 こ、 ろづょ 

きうら めし さ、 心中の ほど p: すい り やうな さるべく 

候、 くす のうら かせ、 かしく、 

女 返し 

御 ふみ 見 參らせ 申せば、 /、すの うら かせと 御と め 有 

は、 みづ から を 御 うらみとの 御 jHS- にや、 たと へ くす の 

おもて 風 にても あれ、 御 心に したが ひ 申 事な りが た 

く 候、 いにしへ もさが のてん わう の 御と き、 左大臣き 

ん みつの 御子に、 ゆ..^ わか 大 じんと てまし ます、 むく 

.9 こと 'く ほ- フき して、 ：H の も IO にせめ いる、 ゆり 

わか 大 じんう けた ま はり、 お ほくの ゆみと b 八 萬. ぞ 
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うの ふねに のり、 ちゝら がお きに て 三年 三月た、 か 

ひ、 つ ゐに大 じんう ちかち 給 ひて、 きて うな さ る \ お 

り ふし、 げんかいが しまに あが. 0、：！； ごろの つかれ を 

やすめ 給 ふ、 大 りきの くせ やらん、 ねいりて さうな く 

をき 給 はす、 夜 =1 三日 ぞ ふし 給 ふ、 物の ひまに、 しん 

かの べつ ぶき やう だい、 むほん をた くみて、 大臣 をば 

しまに すて おき 參ら せ、 わが 身 はふね にう ちのり、 ほ 

どなく きて うして、 やがて さんだい 仕 h- 、大臣う ちじ 

にの 由 申 上ければ、 御 かど あはれ にお ぼしめ す、 しか 

.0 といへ ども 天下 太 早なる を 御かん あって、 このた 

びの くわん しゃう に、 つくし を 一 ゑんに くだされけ 

.0、 まことに ゑいぐ わに ほこ. りしが、 だいじんの 御 だ 

いに 心 を かけ、 かすの たま づ さ をく りし かど も、 みだ 

い 露 ほど も 御な びき 給 はや、 其 後 だいじん 御き てう 

あ， りて、 三年 後に まくら ひとへ に をん なのかい みな 

る もの を、 く も. 0 候 て はわ！^ ぬし さまに、 二た びお も 

て をみ せ 申さん 事な りが たく 御 入 候、 かしく、 

おと 二 

さても/ ^-v ひづ よき P. 返し、 いまに はじめす お ぼへ 

申 候、 さて は大 じんの ながね 御た とへ、 一 しほみ、 に 


とま h- 申な. リ、 われら も その ごとく、 ュ、 もじ さまと な 

がね いたした く 候、 .S 'ごろ もさる 人女院 さまに 心 を 

か け參 らせ、 玉 づ さ を さ 、 げ ければ、 うつくしき 御 筆 一 

のな がれに て、 うすようの はしに、 くれな ゐの 一 はな 一 

> しと やらん かたへ とば か b  、 あそばされて ぞく だ 

されけ る、 おとこな にと も- 一の 、じ を しら や、 ある. S の 

みて、 これ こそよ きか へ 事 なれ、 

古歌に 

くれな ゐの 一はな ご、 ろうすく とも 

ひたすら くらすな をした てす ば 

この 心な. 0 と 申せば、 よろこぶ 事 かぎ. 0 なし、 其のち 

やがてな びかせ 給 ひけり、 まことに/、 もの 上なる 御 

さま も、 おとせば おつ るう きょの なら ひ、 あま. 9 つ 

れ なの ふ. 5 にて 候、 とにかくに いやと は うちすて 候 

へど も、 又な みだに むせび 候 ま 、、おも ひきり しもい 

つ はりの 身 や、 

女 返し  一 

かさねぐ の 御 ふみ 見 參らせ 候、 さ 候へば 雲のう へ 

な る 御所 さ ま の 御 事 仰ら れ候、 それ はく もの 上人な 

れば こそ 御 おちあ， ける、 われ. らが やうなる いやし 


一 きく もの 下人 は.、 を ちん 事 はさ てをきて、 ころび. E. 事 ， 

一 も 中々 わき ま へ ざるな，.^、 そのう へ わが 身の- J と は、 

わがぬ しさ まと は、 たが ひに ふ.^ わけが みのころ よ： 

も、 ひとつと ころに て なれ まいらせて 候、 わが かた 

つくる くろが み をば、 この 若なら であぐ る 入 もな く； 

候、 また そ もじ さま へ うちな びき 候 はん- ) そ、 おかし - 

く 御 入 候、 わが 身の ごとくき の ありつね がむ すめ と - 

ざ い ご中^^ゃな，^' ひらとの 御ち ぎり もよ そなら す、 IV 

せ 物が た" にも、 

つ 、んづ ゝ 井筒に かけし まろが たけ 

おひに けらし ない も 見ざる ま に 

と、 むかしお とこの よみければ、 その 時 女 

くらべ こし ふ， P わけが み も かた 過ぬ 

きみなら すして たれ か あぐべ き 

と、 たが ひに よみけ ると なん 侍.^、 それの みならす、 

わがぬ しさ まとわが み も、 

われなら でした ひもとくな あさが ほの  二 

夕 かげまたぬ はなに はありと も 

ふた. 0 して むすびし ひも を ひとりして  一 

あ ひみる まで はと かじと ぞ おも ふ 

ilSTR ^五 


簿雪 物語 下 

J の ごとくの かねごと 候 ま 

候、 かしく、 


なびき 候 事なる まじ 


うすゆき 物語 h 終 
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うすゆき もの 語 下 

おとこ 

おし 返し 申 上 候、 さ 候 へ ば、 あ b はらの な. 0 ひら 

の 御 事 承 は， り 候、 いにしへ も たちばな のせう しゃう 

やすまさの 子に、 たうめ い 法し とて、 ゑ いざんに なら 

びな きがくし やう あり、 だいりに 御き たうの ありし 

とき、、： b をき そふ 風 ふきて、 つぼねの みすの ひまより 

も、 いづみし きぶ をみ そめし かば、 しづ 二  、ろな き戀 

となり、 がくもん 心に そま や、 ゑい ざんよ b しのびく 

だり、 かう じう.^ に 身 を か へ て、 みそめし つぼねの む 

かひに て、 かう じ をう りければ、 うちより 下女 をいだ 

して、 二十ば かりう り 給へ とい ひければ、 たうめ いは 

うた をよ みて ぞかぞ へけ る、 

一 とや ひとり まろね の そで まくら 

たもと しぼらぬ あかつき もな し 

1 1 とや ふたへ び やうぶ のうちに して 

こ ひしき ひと をい つかみて まし 

三と かや 見ても こ 、ろの なぐさまで 
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 0 雪 物 語 下  

これ はふ かきう ちへ とい ひすて、 出に けり、 みすの 

うちより これ を 聞 給 ひ、 忍びて やど をみ よと て 人 を 

そ-/ にけ り、 さてし きぶ は あき 人の こ \ ろ あはれ と 

おも ひ、 そのよた うめ いがやど へ ゆきて、 戶を ほと ほ 

LC  \ た.、 きて、 

いでて ほせ こよ ひば か，^ の 月 かげに 

ふ も/^ ぬらす こ ひの たもと を 

このし きぶ 歌の こ、 ろ は、 一 年い せが 源氏 を戀 て、 

きみこ ふるな みだの あめに 釉 ぬれて 

ほさん とすれば または ぬれ/ \» 

とよみし うたの こ、 ろ をお も ひ 出て よめる、 たうめ 

いやがて 返歌に、 

いです ともな さけの あらば 影 さして 

- J  \ ろ をて らせ やまのはの 月 

と、 たが ひに その 夜 はちぎ たま ふとうけ たま はる、 

かやう のた とへ こなたに も 御 入り 候 もの を、 うらめ 

しゃ、 

女 返事 

御 ふみを 見參， りせ 候 へば、 とり ^の 御た はぶれ、 我 

に 心 を くれな ゐの、 こがる ゝ など、 承 はり 候、 われら 


II  5 百 二十 八  

が やうなる しづ のめの、 こ ひもう すい もしら 玉の、 な 

にぞと 人のと ひし 時、 露と こた へ ぬう き 身に て 候、 な 

か-/^ 文に てこ、 ろ を 御く だき 候ても、 いらざる 事 

にて 候、 むかし もた かう じの 御 時、 こうの もろな をと 

い ふしん か、 ゑん やはんぐ わんと いふ 人の 女房、 三 ご 

く 一  のび じんた る よしをき、 およびて、 士 11 田の けん 

こうに 文 か \ せ、 ぢ じうと い ふ 女ば うして、 い/、 たび 

おくり けれども、 さらにな びき やらす、 もろな をお ほ 

きに はら をた て、 もの \ やう にた ゝぬ もの は 手 かき 

な， 9、 その けんこうよ すべ からすと ぞ い か h^ける、そ 

の、ちls  寺の 次 郞左衞 門 ふと 參り たる を かたは 

らへ ちかづけ、 こ、 に 文 を やれ ども 手に だに とらや、 

つれな きをん なの ある をば、 いかいす べきと いひけ 

れば、 やくし 寺 聞き、 心の 下 ひも むすびと め 候と も、 

とかば など かとけ ざるべき、 たいいく たび も 文して 

御 申 あれと いひければ、 さらばなん ぢ かけと て か、 

せけ り、 もとよ， 0 色 ごの みのをの こなれば、 ば に お 

よばぬ 山の はまで、 一 ようのう ちに ぞ かきつらねけ 

る、 此 ふみをみ てはい かなる けん 女な- 9 とも、 たち ま 

ち 心 まよ ひぬ ベ し、 され ども この 女、 さよ 衣とば か.^ 


い ひすて 、うち へ い りぬ、 ぢじ うま か.^ か 八り、 がく 

となん かた b ければ、 むさし のかみ お ほきに よろこ 

び、 又 や^ v^f :> 寺 を よびよせ、 かの 女ば うの さよ 衣とば 

か. OS 聞へ し は、 きぬ こそて をと 、のへよ とに や、 その 

儀なら ば 否 物 W なりと もっか はさんと ぞ申け る、 や 

/, -1 3 寺 聞て、 いや/.^ その 儀に て は 候 はす、 しんこき 

ん十 かいの 內に 云く、 

さなき だに おもきが うへの さよ ごろ も 

わが つまなら ぬつ まなか さね そ 

この 心に て險、 入めば かり をつ、 む ものな. と 申け 

り、 もろな を 大きに かんじ、 御 へ んは ゆみやの 道まで 

に て もな く、 うたのみちに もよ く  > じえ たる 人な. o、 そ 

れぞれ ひきで 物せ よと あ..^ しかば、 よろ ひ 物の ぐた 

ちかた なか 卞を つくして つみにけ. 9、 その、 ちぢ じ 

う をして， さま か きぐ ど. き けれども、 つ ゐ になび 

かす、 侍從 あまり せめられて、 せんかた なさに ゐ なか 

へ にげく. たりぬ、 このう へ はちから なし、 ゑん や を ほ 

ろぼしての ち、 かの 女ば うと やす，， （\ 'とちぎ らんと 

しあんして、 あるとき たかう じの 御前に 參. o、 ゑん や 

こそむ ほんのく はだて あるよ し 申 上ければ、 たかう 


じお どろき おほしめ し、 いそぎいて つい ばっせし む 

ベ しと せんぎ あ.^、，. お. 0 しも ゑん や は 在京して るた 

り しが、 このよし ほのかに きゝ、 とても かな は ぬみ ち 

に 行つ ま ，0. ぬ、 いざさら ば わ：； -國 にく. た. 0 て、 はた を 

あげん とて、 たかがりな どに 出る 體 にもて なし、 やま 

ざき ご へ に 、げく， J-- り、 女ば- フ をば、 まふ です る體 

にみ せ、 たん ズぢ さして おとしけ. 9 ク J ゝに はんぐ わ 

んの しゃてい、 身の なん をのが れんと や 思 ひけん、 む 

さしの かみ しゅくしょに きたりて、 あにに て 候 者 こ 

そ、 夕べ はう き へ くだ. 9 て 候と ぞ つげに けり、 もろな 

を將^ の 御所へ 參. 5、 さし も 申た る もの、 御 さた ゆ 

るが しに 候 ひつる ゆへ に、 はんぐ わん はやおち て 候、 

いそぎう つて をつ か はされ 候へ と 申されて、 山ない 

づ のかみ ぶしに お ほせつ けられ、 夜 を 口 についで は 

せく だる、 程なく 道に てお つ 、きし か 共、 はんぐ わん 

が 手の もの ども、 こ、 を せんど、 ふせぎた、 かひけ 

る ひまに、 おちのびぬ、 山 名 道に すこしの とう b. フも 

なく、 はう きの 國へ打 入、 ゑん やはんぐ わんた かさ だ 

むほんの く はだて あるに よって、 うって をく ださる 

る 所な り、 うつ もから めても 參ら せた らんと もがら 
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四百 三十 


r 


は、 ひしょく ぼん 下 をい はす、 御 ほうび あるべ きょし 

と、 ふだ を かひて たてに けり、 さる 程に、 ゑん ゃ國人 

を かたら ふとい へど も、 いつしか 心が は，.^ して、 その 

め 、„ にし，こ ：^;はゃ、とゃせましかくゃせましと あ <. 

じゐ たると ころに、 女ば うにつ けて たんば ぢへ おと 

したりし もの 一 人 はし.. 0 きて、 との はなに を まちて 

かくてお はします やらん、 御 だい はは やみち にて う 

つてお つ つきければ、 と あるい ゑに 火 を かけ、 御 だい 

わか 君 もろともに、 一 體 のけぶ h- とならせ 給 ふ、 それ 

がし も 御；」 も ベ か. 0 しお、 この こと 申さ ん ために、 

これまで まゐ りて 候、 いで M じの 山の 御 さき 仕 

b 候べ しと、 いひ も あ へや、 はら かききって しに ゝけ 

.0、 はんぐ わん、 こ はわれら をい さむる ぢが ひなれ と 

て、.， は らき つてつ ゐ に むなしくな h,- にけ， 9 力 やう 

に むりなる 人 なれば、.^ b なき 巾 を もむな しくして 

ro^ 身 も か な は ぬ ことに う き 身 を やつした まふな， 9 

古歌に 

おもへ どもぬ しあ も その 、くれたけ は 

一 よの ふし も ねられ ざ け. 5 

おとこ 


あけても くれても おなじ 事の 御返し、 思 ひに ふし、 

づみ .s-:„.^、 な. 9 ひら はう こんのば いの ほ の ひ、 む 

ひに たてる くるまに、 女の かほば せした すだれよ 

り ほのかに みえければ、 中將 給 ひて、 

みす も あらす 見 もせぬ 人の- - ひしく ば 

あやなく け ふやな がめ くらさん 

女 

しるしら ぬな にか あやなく わきて いはん 

おも ひの み こそしる ベな b け；^ 

とよみて やがてな びき 給 ふ、 いせ 物語に も 見へ 申 候、 

そのうへ - J まち もい にしへ の 身 を こうく わ ひして 

せき 寺に て、 

いひす つ る ことのは，. V6 でもな さけ あれ 

た  >  、- たづ.. b に くち は つ る 身 を 

とよみお き 候、 さりながら 我らの やうなる 世に なし 

もの、 申 上 Hfc- に は、 御な びきな きも 理 や、 

あさまし やおと こ はわろ しの ふ はなし 

に - - すぐ れ てす b. き， り はし て 

身のう へ 御はづ かしく 候、 と は おもへ ども、 あま..^ つ 

れな きも ことにより 候、 い しの まくら や 力た く iwl 


女 返し 

めづ らしから ざる 御文、 たび）/^ 人め もい かいに て 

1^、 な， 9 ひらう こんのば  > にての あ さま 御 申な さ 

れ候、 此程 はいか ほどの 御た はぶれ をう け 給け ひ、 こ 

,i おかしき 御 返事 さ ぞ /\ 御 わら ひぐ さとな，^ 候 は 

ん、 もとよ. 0 も わかき 身に て： Ks^, ま、、 うちな びきた く 

は 候へ ども、 二、 に 1 つのた とへ あり、 太 じ やう 大じ 

ん淸 盛の 御子、 ほん 三位 巾將 しげ ひら は、 一 のた に、 

て か は ご ゑの 小太郞 にいけ どられ、 九の えの 中 を ひ 

きわたし、 それよりか まくらに わたす、 よ， 9 とも 問し 

めし、 御かん な、 めなら す、 さ. 9 ながら、 てうて きの 

中に も ひとし ほふ びんに おぼしめし、 そのころ せん 

じゅの まへ とて、 手 ごしの てうが むすめ、 十六に なり - 

みめいつ くしき 女ば うの 御 そばに あ h- し を、 いた は 

•o 申せと てっか はさる、、 まことに なさけ だい 1 の 

女な り、 さびしき 雨中の つれ < ^にも こと を ひき、 び 

は をたん じて なぐさ むれば、 おもく るな みだ やしげ 

ひらの、 つらき 中に も なぐさむ は、 野 やまおろしのお 

とまで も、 せんじ ゆが 一 きょくに ひきよ する こ、 ち 

して、 おも ひ はすこし ぞ はなれけ る、 いにしへ もたれ 

薄雪 物語 下 


ゾカ 

ことのね にみ ねの まっかせ かよ ふらし 

いづれ の をより しら ベ そめ けん 

とい ひし もい まさらお も ひ 出て、 いと いむ かし をお 

ぼしめ し £•:! させ 給 ふ、 しかれ ども しげ ひら 柬國 へ 御 

げかう のとき、 ほうねん 上ん を師 とたの み、 五 か い を 

たもち 給 へ ば、 しんじつの 御な さけ もなか..^ ける、 ほ 

どな/ V け ひら、 又 みやこ へ と あ. 0 しかば、 もの 、 ふ 

しゅごし 出 給 ふ、 せんじ ゆな ご. 9 をお しみつ、、 なげ 

きぞ まさる 思 ひが は、 淚の 露の 玉す だれ、 かけぬな さ 

けの 中々 に、 なる、 ぞうら み 成と かや、 しげ ひら 都に 

上 hs  、 しゅと の 手 に 波り、 木^ W の ほと. „ ^に てち うせ 

られ給 ふ、 せんじ ゆき、 つたへ て、 

ぁづ さゆみい るか ひなし やい ま はは や 

二  T 世の ために は そ. 9 て か へらん 

とよみて、 十六に て かみ をお ろし、 二た びお つとの は 

だ を ふれす と 申 候 ま ゝ、 まことに 一夜の なさけ を も 

かけや、 御 ことば 中 なれたる ばか リに も、 けん 女 はか 

くの ごとく、 されば うたに も、 

くもの 家に あれた る こま はつな ぐと も 

四百 三十 一 


I  簿看物 下  

ふたみち かくる ひとはたの まじ 

この V ひはづ かしく 候 ま、、 いくたびお ほせ 候と も、 ま 

くらつ くべき との 御返し は、 なか 申 まじく 候、 お 

ぼしめ し 御き. 0 候へ、 

おとこ 

いっとても 御心づ よき 御 ふみ、 いよ./,^ おも ひ はま 

すら をが、 やた け 心に 君 をお もへ ども、 かほ どのお も 

ひとよ もしら じ、 さるに て も そ もじ さま, ど、 ろ つから 

がお も ふ 心 は、 しゅみ ひきし さう か い 山と なる、 せか 

いの.^ もうせ はて、、 こくうの 顿も ふきやまん、 この 

事 をし やく そん もよ く あか ぼんな ふと \ き 給 ふ、 人 

間にむ まれき て、 この 心なき 人 もな し、 さて また 君の 

御す がた、 はるの はなと や 秋の 月、 なをし も 物に たと 

ふるに、 によさん の宮 のた ちす がた、 おぼろ e: よの な 

ひしの かみ、 こうき でんの ほそ どの、 やうき ひ .o ふじ 

ん れんせ うじ やう、 せいしの ま へ に 十郞御 せん、 しま 

わう ひめ まつら さよ ひめ そと をり ひめ、 とき は 御；! 刖 

みな づ る 女、 をの、 こまち や 天女の ひめ、 た へまの 中 

將 あやめの ま へ 、吉 しゃう てん 女 まやぶ にん 、まこも 

のまへ にせむ じゅの ま へ 、しづ か 御前 ほしの みや、 い 
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づみし きぶ こがう のつ ぼね、 大 いその とらき やう だ 

い、 うつろい やすき はなの 色、 むらさき しきぶ, 御せ 

ん、 ぶんごの くになる まの、 ちゃう じ やの ひとり ひ 

め、 たまよの ひめ を はじめ とし、 もろこし てん ぢく 

わがて うに、 びじんお ほしと 申せ ども、 いかで 君に は 

まさる ベ き、 それの みならす げんじに も、 六十で うの 

女ば うたち の、 その かす/^ にも まさ b  、草ば のす ゑ 

の 露 夢の まも、 わすれ， 事 は あらいその、 いかなるな 

みのよ る^,, ^も、 かとめ に たちあ かし、 みまく ほしき 

君 かなと、 身 を うらみ 世 を か- 】 ち、 淚を ともに して、 

にしき ^に は あらね ども、 夜 はすで にあけ、 れば、 す 

ごくと たち か へbぬ、^^は..^候 へば、花に三しゅの 

やく 有て、 さう もくと， 2- せど も、 くわ じつのと きをた 

が へ や、 いはん や これ は 人と して、 なさけ あらぬ はな 

きもの を、 た  >是 とてもみ な 人の、 わかき ときの なら 

ひに て 候 ま、、 御な びき 候へ、 

女 返し 

あしび きの 山鳥の をのし だ， 9 をの、 なが/^ しき 御 

たと へ 、いつも/^ うけ 給 は， 9 候、 いくたび さやう に 

仰ら れ候 とも かたく 候、 一 年き そのよし なか は 、頼 朝 


の 御 だいくわん として、 へいけ を さいかいに おつく 

だし、 天下 心の ま、 なる ゆ へ に、 われ また みやこ をし 

らんと しける を、 よ， 0 ともき こしめ し、 蒲の くわん 

じ やの. 0 より、 九郞 くわん じ やよ しつね を大將 とし 

て、 木.；^ っゐ たうの ために さしの ぼせ 給 ふ、 よしな か 

都に こら へす して、 あ ふみお さしてお， ち 給 ふ" あは づ 

が はらに てさん < ^にせめ た、 かふ、 其 ころ 木 付 殿 

の (^ うちにと も へ とて さ ひ あ ひの 女 あり、 馬に よく 

のり、 こ 、ろごう にして ちからつ よし、 いつ もせん ぢ 

やうへ つれ 給 ふ、 このたび も あは づが はらに て、 はん 

くわい を. -、, V ねむ ほどの ふるま ひなり、 きそ どのの 

給 ふやう、 たのもしき とも へ かな、 みら ひ にても また 

ちぎる ベ し、 とく-/. \ 'おちよ とお ほせければ、 こ は 口 

お 乙き 御で うかな、 たと へ 女な，.^ とも 男子に は をと 

る まじ、 御 さい ごの 御と もこ そうれ しけれ， とて、 お つ 

べきけ しき はなし、 きそ どの 御覽 じて V ひざし はさる 

^^「なれども、弓とりのさ い ごにをんなを っれた..^と、 

後：！！ のさた も 口 をし かるべし、 はや/^ をち よと か 

ん るい をな がしの 給へば、 此 うへ はお ほせ を そむく 

にあら やとて、 三 町ば かり ひきのき、 っゐに そこにて 


うたれ ぬ、 心 ある 女 なれば かくの ごとし、 いづれ のみ 

ちに も 心 はおな じ事ぞ かし、 

月の わに やゑ むらくも はか 、ると も 

か つら をの この あれば くもら じ 

おとこ 

しづ がをだ まきに て 御 入 候 へ ども、 あま， rt- にたえ か 

ね 候 ま、 又 申 あげ 候、 い つも た、 かひに て は、 な 

が//^ しく 候 ま、、 とりあつ めうた にて、 

みちの くの ちび きのい しと わが こ ひ を 

にな は V お ふこな かやた えなん 

たへ もせす むねに たく 火 も いつはり か 

たもと しぼらぬ あかつき もな し 

なみた が は そでの しがら み くちはて ゝ 

よどむ かたなき こ ひ をす るかな 

なか/.. \» にきみ の おもかげ みそめす ば 

もの はお も はじかす ならぬ 身に 

きみ ゆ へ にお も ひ あかしの 身 をつ くし 

ゆめにも きみ をみ ぬよ な. o- け bN 

はづ かしゃう き 世に もれぬなら ひとて 

身 はかす ならで ひと ぞこ ひしき 


簿雪物 £i 下 
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雪 物語 下  

わが ほ はせん ぼんの まつ も かれはて、 

一  お ほうみ やまとなる よりもな を 

こ ひくれ てこの よきへ なば あくるひ は 

なみだ ぞね やの あ る じなら まし 

わが こ ひ は いしの まくら もく ちぬ ベ し 

つ れな ききみ を こふるな みだに 

わが こ ひ はまつ をし ぐれの そ めかね て 

まくす が はらに かせさ はぐな. 9 

まことに^, \ 'と， り あつめ、 この 十し ゆお かしく 候へ 

ども 巾 あげ 候、 はづ かしながら われ も； しゅ、 

こ ひごろ もみる めば か.^ にし ほ たれて  - 

ほして >5.<1 させよ くち はつる そで 

女な にと も- J とはなくて、 

われ も ：！： をい とふう きみ の うすゆきに 

ぬれした もと を いかで ほす ベ き 

おとこ あやま， 9 てまた 1 しゅ、 

たづ ねかね しらぬ 山ぢを まよ ふ 身に 

きみが あ b か を そこ.. 0 しらせよ 

とかき て 参らせければ、 御返しに、 たに かげのう す ゆ 

き、 こ. のよ の-うち はなる まじく とお ほせく ださる ゝ、 


 四百 三 十四  

おと 二  - -れ をみ て、 - J のよ のうちに なら じと は、 みら 

いの 事と 心え、 いよ^-^ たえかね、 今 を かぎりと 見え 

ける に、 ある 人の みて、 一 入よ き 御 返事な.^、 古歌に、 

たに かげに ふる うす 雪 も は る： n に て 

ひとしれ.^ -  J そとく る も 0 力な 

たに，^^げのぅすゅきならば、 こよ ひのう ちに はとけ 

がた し、 あす は 人 しれす とけ 給 はむ との、 御 か へ り 事 

な， 0 とい ひければ 、おと- J あま， 9 うれし さに、 

うすゆきの こ 、ろと けにし かすが 野 を 

いかで わすれん 世々 はふる と. f 

かく よみてお く， 0 ければ、 程なく そのよ は、 あまの か 

る もに あらね ども 、うら かせに うちな びき 給 ふ、 げに 

やお もへ ば ひがし やま、 に ごらぬ ちか ひ はきよ 水の、 

ながれ もつ きゃあら しふく、 をと はの たきの 水 なれ 

や、 かやう に おちあ ひ. S 'さんと は、 苗タ にも さらに わき 

ま へ すと、 はじめ おはりの 物が たりな どし、 ゑん わう 

の ふすまの したに、 ひよ/、 れん，.^ のちぎ り を こめ 給 

ふ、 なつの 中ば の 事 なれば、 まくらなら ぶる ひま もな 

く、 八 こ ゑのと り も つげ わたる、 おとこ あまりの かな 

しさに、 


なつのよ のうつ ゝ ともなき たま くらに 

八 こ ゑのと， 0 のな くぞ かなしき 

をん な、 いせ 物が た のうた な， 0 しが、 っゐ でよ しと 

やお も ひけん、 

夜 も あけば きつ に は めなん くだかけ の 

i<* たきに なきて せな を や hN つる 

おとこ また 

あきのた のかり そめぶ しに なれそめて 

いま はな ごり のおし ききみ かな . 

女 また 

あ ふとき は かた. 9 つくす-とお も へ ども 

わかれに なれば のこる ことのは 

かくい ひて たちわ かれし、 おとこい ふやう は、 の 、す 

ゑゃまの ぉくまでもちぎ.^^たまは んに、 よく/^ 人 

め をつ 、みて かよ ひ 給 へ と、 やくそくし てこ そかえ 

されけ る、 これひとへ にくわん をん の 御 しゃう と 

よろこび ける、 その あした、 おとこ 文つ か はす、 

すぎし よは、 とし n: のうき 思 ひの 數、 御 ものがた. 0 申 

承 はり、 御 うれし さいつ のよ にか はわ すれ 申 ベ き、 く 

をん こうの 間 も，？.' すなら すして、 なか/ >\> いま ま-ぶ 

薄雪 物語 下 


うせんと して、 がかう つ 、かま ぼろし とも， さらに わ 

きまへ ャ (fc -、 ひとへ に七タ のちぎ りと ぞん やる 御 事 

に 候 ま 、、- 、れ ^さやう にお ぼしめ し 候て、 く， たさ 

る ベ く 候、 

なか /( ^になれ てく やしきに？ Q まくら 

いま はお も ひの たねと こそ なれ 

あ ひみての 後の こ 、ろに くらぶれば 

むかし は もの をお も は ざり けり 

いと 5- おも ひ はます か  >  み、 御 おもかげの 身に そ ひ 

て、 むねの けぶ b> は、 ふ じゃあ さま はもの、 かすなら - 

す 候、 

女 返し 

お ほせの ごと- - 過し 世 は、 なれ しき 御 ことのは、 

さて/^ 御 はも じさに て 候、 誠にた ねんな く 御い も 

じさ、 中々 かりそめ ぶりに み へ 参らせ、 今 さら 思 ひの 

たねと なり 參らせ ffijr たなばた のちぎ と は あ ふよ 

の數 すくなく 共、 ふたばの 松の ちょ かけて、 たが ひに 

へだてな く か はらぬ 色との 御 事に や、 ともかくも 此 

うへ はちから なし、 一 一人の おやの み 給 はぬ やうに と 

はぢ 入^ら せ 候、 はだ へ をな にと な ふ、 御み のれ はぶ 

四 }a 三十 五  . 


薄 奪 物 下 


SIkn 三十 六 


れに うちな びき 、うつ、 なうな よたけ の ふせいに て、 

ふしみ. たれ 参らせ 候、 くれ < ^御 はも じに て 候、 御い 

もじ u も 御 ゆもじと も、 さらにな にの もし，：；' 11^ は 

ぬわが 身に、 そ もじ さまの 御た はぶれ によ. 9、 思 ひの 

たねと なり、 今 さら なかだち を うらみ 入ば かりにて 

御い， 0 候、 うらめし のうき 世 やな、 そ はぬ むかし はお 

も ひ あり、 あ ふての いま はいよ/. \ 'ふかき、 おもび ぐ 

さの 御 はも^ながら、 

なか/^ になれ てく やしきに ゐ まくら 

• ゆ ふな/^ にお も ひます かな 

わするな よほど は 雲ゐに 成ぬ とも 

そら ゆ/ のめぐ. h> あ ふ.， H で  • 

レ， >  なた もお なじ 御 こ、 ろに て 候、 P. げん もじのと き 

中 まいらせ 候べ く 候、 かしく、 

人め をつ、 みしの びけ る ほどに、 さっきの ころよ， 0 

も、 よはに まぎれて かよ ひければ、 むかし は 物 をと 覺 

ベ て 其の 年 も くれ 一 一:=;- 初つ かたまで も かよ ひ 侍りし 

に、 ヌ のよ しある 八， あ ふみの 國 しがの さとに すみし 

が、 風の こ 、ちして やみた るに、 それ へ お とづ れ ゆか 

ん とて、 その 夜 はきみ の 所 へ ゆき、 しのへ めの わかれ 


にしが へ ゆく よしかたり ける" 女き、 なにと やらん 

名 ご.. >  おしげに て、 やがて 御 か へ まし ませと、 なみ 

だ と共にた ちわ かれしに、 をん なおと この そで を ひ 

か へ、 かく こそよ みけれ、 

出ば そなたの そら をな がむ ベ し 

かたぶかば またお もへ みやこお 

おとこ 

やみの 夜 はお も ひたえ なん うらめし や 

なき とても われ はわ すれ じ 

かくい ひて たちわ かれし、 たが ひのこ \ ろのう ち、 を 

し はかられて あはれ なり、 

おとこ もしが の 里に、 になる まで 日 をお くりけ 

り、 その 跡に うす 雪な にと して か、 やま ふの ゆかに ふ 

し、 今 を かぎりと み ゆる、 一 一人の おや さま <^ に いた 

は. 0 しか ども、 らうし やう ふでう のよ のなら ひ、 むじ 

やうの 風に さそ はれて、 うす 雪むな しくき え 給 ふ、 其 

後お とこし がよりか へり、 此 こと 夢にも しら や、 君の 

所へ ゆきければ、 下女 出て かくなん. V 語，.^ ける にこ 

そ、 男前 後 を わき まへ や、 しばし はきへ 入 給 ひける、 

や、 あ， 5 て こ ゑ を あげ、 わ つと さけぶ あはれ さは、 な 


に、 たと へんかた もな し、 しばし あ， りて なみだの ひ 

i,6 よ. 0  、 

行 t き はまた も あ ふみと おも ひしが 

いまから さき はきみ にあ はづか 

其 後 かたみな ど 取 出して 參ら せければ、 い t 思 ひ 

はま さ. 0 け. 0  、 げ にやい にしへ まっかせ むらさめ、 ゆ 

きひら 中納 言に わかれし とき、 かたみの たて ゑ ぼし 

かり 衣 を、 みるたびに うらみし もこと はり かな、 

かたみ こ そ 今 は あだなれ 一 -れ なく ば 

わす-る ゝ ひま も あらまし もの を 

むざん や この 君、 去年の 五 H: の 比 は、 きょ 水 まう での 

おりふし、 見 そめし よ. 0 しづ が 心 をつ くしぶ ね、 こが 

れ しこと も 今 は 、や、 みない つ はりと なら ざ かや、 此 

かたみ を 見る 事な にの むく ひかと、 身 をいだ きふし 

まろび、 にしに むかひて 手 を あはせ、 さき 立 給 ふ 薄雪 

と 此ょの ゑん はう す/、 とも、 來世 にて はかなら す、 

一 つ はちす のえん となし 給へ、 なむ あみだ 佛 ととな 

へ、 すでに じがいと みへ し 時、 折 ふし ありあ ふ 人々、 

こしゃた もとにと， 0 けて、 さてな に ゆへ 卸しう たん 

ぞと 尋ねければ、 はじめよりの 有さ ま をく はしく か 

蒲 雪 物語 下 


た. 0 ける に、 げに は， 0 や、 いもせ の 中程 わりな き 事 

はよ も あら じと、. N もとし ぼ らぬ人 はなし、 さりな が 

ら、 ゑし やおやう りの なら ひなれば、 なげきても か へ 

るみち に は あらす、 能々 あと、 ひ 給 へと よ、 とぶら ひ 

仏 g はい さ いごのと もに はま さるべし 、古歌に 

あ ふ はな を わかれの はなと おもへ た い 

あはす ばな どかな ご b おしと は 

と 申 事の 御 入 候と 色々 にけ うくん ゆければ、 今 はな 

げきても かな ふま じ、 落花 ゑ だに か へ らす、 はきょう 

ふた 人び てらさす、 これ を せんちし きと さだめ、 そわ 

よ. りすぐ にたつ とき 寺に ゆき、 み ど のかみ を そり 

おろし 廿 一 と 申に、 れんしゃう ほうしと なを かえて、 

おはらのお くにこ もりし を、 かんせぬ ス こそな かり 

ナ 1  、 

i  AOS. 

むかしき よもり の 御む すめ、 けんれい もん ゐん は、 一 

もんに を くれしより、 出家に なりこの 所に おはし ま 

しける、 ほうわう み ゆ きな h- し 事、 今 さら 思 ひ やられ 

て 哀れな， 9、 或と きほうし 心に 思 ふやう、 後の よまで 

も うす 雪の 、し る し を いざやと いめんと、 かう やの 山 

を  > ひざし、 おはらの さと を 立 出て、 うす 雪す みし 都 を 

JS, ャ.^ 


I   潘 g 物語 下  

ば淚 ながらに 見 をく り て、 道す がらの 名所に は、 とば 

をと をれば いにし へ の、 猶 なつかしき 戀づ かや、 しか 

のね まで もな きそ へ て、 もみ ぢ色づ く 秋の 山、 西 を は 

るかに なが むれば、 みだの ちか ひぞ ありがたき、 すゑ 

もた のみのに しの を か、 よどの 川より 舟に の.^、 あと 

をみ かへ りなが むれば ひがしに ついく 山々 は、 淸水 

こばたい な b 山、 猶も思 ひの ふかく さや、 ふしみ をし 

て もな げくな. o、 くだ りかね たる 道 なれ や、 八 わたの 

山 を ふしお がみ、 賴みを かけて はし もと や、 うらみ も 

お ほきく すの さ， こ、 いそぐ に ほどなく いし 山に つき、 

それよ 、がに あが. 9 つ、、 天 王 寺住吉 ふしおがみ、 

か はち いづみ もこ、 よ，.^ は、 さか ひの はま をう ち 過 

て、 柬を はるかに なが むれば、 くもの たへ まの 二 上が 

だけ、 心 しづかに ふしおがみ、 あしに まかせて ゆく 程 

に、 ねごろ 小川 をう ち 過ぎて、 かう やの 山に ぞ着 にけ 

る、 こゝ にしば らくとう. りうし、 %々 で に. <^ お み 

めぐる に、 き、 しょ なをた つ とく、  rt* ようの みね そ 

らに そび へ て、 千佛 のさ/、 雲に さ、 げた. o、 むろのと 

ぼ そこけ と； 》 て、 さん ゑの あか つきに 月 を こす、 ある 

ひ はせ つ ほうしゅ えの 庭 も あり、 あるひ は念佛 さん 


 四 Hi 三十 八  , 

まい のみぎ. り も 有り、 ひき やうの さん こちに お ち、 し 

るし にう へたる 一ち うの 松、 くわいろく のよ ゑん ほ 

のかに さって、 のき を こがせ る 御 ゑい 堂、 かう の 煙 ま 

ど を 出て、 心 ぼ そき れいの こ ゑ、 霧に こも て 物 さび 

し、 こ 、はむかし たき 口 入 迫が すみた し、 あんじ つ 

の 跡と 尋ね みれば、 ふるきい たまに こけむ して、 あれ 

て ももらぬ よるの 月 、かれはい にし へ 、西 行 ほうしが 

むすび おきし、 柴の いほ.^ のな ご，.^ とて 立 よれば、 は 

ら はぬ 庭に 花ち りて、 ふむ に 跡な き あしたの 雪、 さま 

ざま のれ いぢ やう、 所々 の ゆうかん をみ 給 ふに、 のが 

れぬ ベ く は、 かく こそ あらま ほし けれとの 給 ひし、 こ 

れも h- 卿の 心のう ち、 げ にもと 思 ひ しられた. 5、 猶し 

もお くの ゐん に參. 5、 かなた こなた をみ るに 付けて、 

いと 3 '淚ぞ まさ， 0 ける、 さて そとば を かきて 立て を 

きけ る、 

ありがた やい まぞ そとば を かきつ ばた 

は る ぬるし るし な， 9 けり 

かやう に ゑい じ、 さま < ^につ ゐ せん をな しけ..^、 か 

かるれ いちにとう りうして、 なをもう き 身の けがれ 

を も そ、 ぎた く は 思 へ 共、 又 ふる 里の なつかし さに、 


なくく 都に 上 b  、うす 雪の 御 はか 所へ たちよれば、 

なみだに むせぶ くさむらに、 たてし そとば はも じく 

ちて、 とめゆく みち はす ゑ もな く、 風の わたるば か hv 

なり、 

また こ 、にめ ぐ h- か へ ぬ ふるさとの 

うすゆきと もに き.^ ん はて ぬべ し 

その後 ひがし 山に、 かんさう あんと いふ、 し はの いほ 

. ^をむ すび ける、 たま こと、 ふ 物と てば、 みねに 

木づ た ふさる の- j ゑ、 のき もる 月の さし 入 h.- て、 物 さ 

び しげな る. お り か らも、 心 を さそ ふ 松の 風、 のきの た 

ま 水お とす ごく、 かう のけぶ り はいに し へ の、 そら， た 

き 物と おも ひ 出、 たけの はしらに しばの かき、 風 を ふ 

せがん やどに あらす、 かくて れんしゃう、 道心 けんご 

にして 廿 六と 申に は、 わう じ やう をぞ とげ 給 ふ、 あ. 0 

がおか， 0 しためし fer 


-す ゆき もの 語 下 終 
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うす 雲 物が た, 上 

それな かむ かしの 事なる に、 はり まの 國 むろつ とい 

ふ 所に、 かな を かとい ふち やう じ や 有、 そのいに し へ 

を たづ ぬるに、 其 所の あみ ひきな.. >  しが、 おひた る 二 

人のお ゃぞ もち 侍る、 所々 のしよ さなれば、 せひな く 

あみ を 引き 釣 を たれ、 よの いとなみ として 親 を は ご 

くみ けれ 其、 あるひ はなみ かせの よきお りから は、 う 

をな ども あまた とれ ぬれば、 其 日の いとなみ あまる 

とてう みに か へ しける、 あまたのう をの 中に て、 どれ 

を かわきて といむべき、 かたうらみの あれば とてみ 

なかへ して、 又よ のかた にて あみお ひき、 すこし か 、 

る を ひきあげて、 その： n のい となみと せり、 かほ どの 

心 ざし. 人 なれば、 なん ぷ うの あしき：！； など は、 いと 

なみ にっか れけ れば、 せんかた なくつ. 9 ざ ほ を もち、 

はま べにい でな が むれば、 なみ いとつ よくう ちて 、う 一 

みづ らも さだか ならねば、 つ. 0 を たれぬ ベ き やう も 

なし、 b うじん も あはれ み 給へば、 たちまち いそべ 

に、 あまたのう を 共 とびはね あが.. >  ければ、. それ を ひ 一 
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ろ ひて か へ， 9、 おやの いとなみ をつ とめけ る、 せいじ 

ん なれば、 おやかう/^ のみち は、 もろこしの 二十 四 

一 かう と 申と も、 是に はいかで まさるべき と、 ほとりの 

一 人 もさた しあ へ り、 ある 時ち、 のい はく、 我れ 此 ほど 

は、 れいなら す 心ち なやみ、 むね くるしく、 いかにも 

していき たるく ま を もとめ、 せ (きも をし よく させよ 

と 仰け る、 かな を かう け 給に り、 かしこまつ たると は 

申せ 共 とし 比 うら ベ に - J そす みなれて、 う をと る あ 

ん ない こそ 覺へ ぬれ ど、 山に 入て くまな ど を も とめ 

ん事 かたし、 さあれば とていな と 申せば、 ち、 のめい 

に そむく 、たと へ 山に 行、 やこうに ふく せられん にて 

も、 おやの ねが ひ を かなへ んと おぼしめし、 つり ざ ほ 

をつ えにっき、 みやまに ぞ わけいり ける、 折し も あら 

し はげし/、 して、 木の はもし ぐれの ごとく ふきお ち 

て、 よに すさまじく ぞ 侍.^ ける、 また かな を かの 女ば 

う、 つら/^ 思 ひける は、 まことに 一 一世と かねた る わ 

がつ まも、 親 かう. （'のために こそ、 が いたる せいざ 

0 マ . 

一 んには 行かせた まへ、 定めて し、 おうかめ もお ほき 

所 なれば、 よ もやいき て か へ らせ給 ふま じ、 我 また あ 

一 とにながら へ 有ても せんなし とて、 あと をしたい し 


ん ざん にぞ 尋ね 行 給 ふ、 折し も 夕 ぐれの 事 なれば、 く 

もま を わけて 出る 月 も、 ほのかに かげ ぞみ へ 給 ふ、 い 

づちを それと しるべ もな く、 みねに あが b たに、 お 

h^、愛かしこを尋ね給へど、 人の かよ はぬ 山 なれば、 

： ま./, \ 'こと ゝふ 物と て は、 おぼつかなく もよ ぶこ 

島、 たに、 をと する しかの ねなら では をと もせ や、 た 

だばう せんと あきれた  > "すむ 折 ふしに、 いづち とも 

なく、 うすぐも 一 むらに まひ さが.. >  、其內 より 年の よ 

は ひ 八 じゅんば かりなる らう じん 出 給 ひ、 女ば うに 

むかっての たま ふ は、 なん ぢ やさしく もつ まに かう 

有 もの 也 、なんお がつ ま は 親 かう くの 者 なれば、 天 

も あはれ み 給 ふ 也、 すな はち 此玉を あたへ 給 ふ、 有が 

たく 思 ふべ し、 此 玉と 申す は、 じゃっこうの みやこ、 

き けんじゃ うにお さまり たる、 まんぼうの ふぎよ く 

とい ふ 玉 也、 此 玉に むかひて 何 にても、 いのる にかな 

はすと い ふ 事な し、 され 共なん ぢ ふうふ は、 せんせ の 

かいぎ やうった なき ゆ へ に、 子と いふじ そな はらす、 

され 共ぶ つじん 三ぼう も あはれ み 給へば、 によし を 

一 人 さ づけ 給 ふぞ、 なん ぢが つま も、 此 谷の あなたに 

有ぞ かし、 いそぎと もな ひや どに か へ， り、 いよ- C 親 
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かう く をつ もり、 天 を あ ふぎ 申べ し、 我 を たれと か 

思 ふらん、 是 こそつ ねに ねんじた る、 むろの 明 种我ぞ 

かし、 家 もさ か へ て 其 後に、 みやこの かも へ さんけい 

せよ、 かさねて， 9 しゃう ゑ さ せ んと、 けす が やうに う 

せ 給 ふ、 女ぼう ゆめの 心ち して、 こ は 有. 9 がた き 御 事 

と、 こくう を 三 どらい はいしつ 、、彼の 玉 を 手に もち 

て、 をし へに まかせて. -ハ 4： の あなたに 行 見れば、 あん 

の ごとく かな を か は、 くまと る やう を しら ざれば、 つ 

.9 ざ ほ を つ- -んに つ き、 あきれはて 、ゐる 所 を、 女ぼう 

は 見つけ 參ら せ、 一 がんの かめの たまさかに、 ふぼく 

にあへ る 心ち して、 な ふい かに かな を か 殿、 あと をし 

た ひて 來 りし 所に、 めでたき 事 こそお はし ませと、 有 

しし だ い を かたり 給へば、 こ は 有が た き 御 事と て 、 い 

よく 天た う を ふしおがみ、 ふうふ もろ： ^〈打 つれて、 

我屋 にか へ . ^給 ひつ、、 ち、 に此 由の 給へば、 御よ ろ 

こび はかぎ， 9 なし、 たから S 玉の 事 なれば、 さけの い 

づみも わき さ かへ、 よね は 一  >リ うまけば まんばい と 

,shv  、SK なく 長者と なり 給 ふ、 月 H にせ -5 も-り .v»if<r ざ 

れば、 あたる 十 n: と 申す に は、 御さん の ひも をと き 給 

ふ、 をし へ すこしも たが はすして，" 玉の やうなる ひめ 

II  sla. 四十； I 
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ぎみ 也、 御 よろこび は あさから す、 彼 山に てうすぐ も 

卸 身に か、. 5、 く は いにんなら せ 給 へ ば、 すな はち 御 

なを、 うす 雲の まへ とぞ 申け る、 おちゃめ のと を あま 

た そ へ、 いっき か しづ き 給 ひつ ゝ、 御て う あ ひ はかぎ 

.9 なし、 かくて E: 日 を ふる 程に、 ほどなく 十五 さ い に 

なり 給 ふ、 折し も 五 H の 事 なれば、 さみだれ すこし ふ 

り ければ、 心さび しく 思 召、 花み のて いに 出 給 ひ、 う 

す 雲 どの を なぐさ めんと、 あまたの 女ば うたち を 召 

れつ 、、く はんげん させて なぐさみ 給 ふ、 さて かな を 

か 殿の 給 ふ は、 いつぞや 彼 山に てらう 人の 仰に は、 家 

もさ かへ て 有なら ば、 みやこの かもへ さんけい 申せ 

と 盲つ る を わすれて、 年 を ふること こそ もったいな 

や、 いそぎ みやこに のぼらん と、 御舟 を かざ b たて、 

みだ ひ 所 や うすぐも、、 かな を か 殿 ももろ 4i ハに、 供人 

あまため しつれ て、 みやこ を さしての ぼ. 9 給 ふ、 なに 

はの うらより あがらせ 給 ひ、 それよ. 9 御 こしに 召れ 

つ 、、かもに さんけいな されけ る、 折 ふし かもの 日 を 

.9 の 日に てまし ませば、 くげ 天上 人 も釉を つらね、 し 

もべ の 者に いたる まで、 さ 、めかして ぞ さんけい 有、 

其 比 みやこに かくれな き、 たけ ひの 大 なごん 有すみ 
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の 御子に、 さくらの みやと 申て、 世に かくれな. さび じ 

んの宮 おはします、 御 年 十九に 成 給 ふ 御す がた を 見 

たてまつれば、 た を やかな りし あ を やぎの、 えだに さ 

くらの 花 さきて、 むめが に ほひ を もたせた. 0 共、 か 程 

まで はよ も あら じ、 やうがん びれいの 御 かたち、 屮々 

ふでに も をよ ばれす、 きせん ぐんじゅの 人々 も、 立 か 

へりつ 、ながめて は、 心ち まよ はぬ 人 もな し、 かのう 

す 雲の ま へ も、 御 ま へ に參. 5 給 ひ、 行 すゑこし かたの 

事まで も、 ふかくい のらせ 給 ひつ、、 立歸 らんと し 給 

ふと、 さくらの 宮の參 り 給 ふと、 きざ はしに て 行 あは 

せ 給 ひしが、 さくらの 宫を 御らん じ て 、はや 御 心もう 

てう てんと 成 給 ひ、 くもの 上人と は 見參ら せお はす 

れせハ 、さすが 女郎の 事 なれば、 色に いづる もはづ かし 

く、 その ま、 打 過 給 ひける、 又 さくらの 宮は うす 雲 

を 御らん じて、 いか 成人の ひめき みぞ やと、 御 心 をう 

つ させ 給 ひ、 御な ゆかしく 思 召、 みうちの もの を さし 

つか はし、 其な をと はせ 給 へ ば、 はるかい なかの 人な 

るよ しこた へけ る、 ひめ 君 はっか ひの 來 りし をよ に 

うれしく 思 召、 下女 をち かづけと はせ 給 へば、 有りの 

ま、 にぞ 申け る、 さて 又 都に てはい か 成る 人ぞ と、 

四百 5^ 一， 
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ひ 給 へ ば、 天上 人に かくれな き、 さくらの 宫とぞ 申け 

る、 ひめ 君 は 聞 召、 いよ 思 ひの 稀と なり、 あけぬ 

くれじと ひくら させ 給へ 共、 げに ま、 ならぬ 世の 

なら ひなれば、 せんかたな くも、 こき やうに 歸らせ 給 

ひ、 ひと 間 所に と h- こもり、 さくらの 宮の御 事の み 

ぞ、 思 ひくら させ 給 ひける 、あはれ さ て 此君 の 、 水ぐ 

きな.， >  共み るなら ば、 か释に うき 身 は やつれ じ もの、 

さて 世の中に 祌ゃ佛 の 有るならば、 m-w ひに しづむ 身 

の 程 を 、つゆ 報 つげて 給 はれと、 す こ しま どろ み 給 へ 

共、 うつ、 にも 君の 御 すがたの みぞ 兄へ 給 ふ、 かくて 

H かす をお く 給へば、 いよ /(- 御 心ち おもげ に 見， 

へ 給 ふ、 愛に 又姬 君の 御め のとに、 いざよ ひの つぼね 

と 申て 有しが、 御 まくらもと へ 參 りて 申 やう、 い かに 

まふさん ひめ 君 さま、 わら はっく  < ^見參 らせ に、 

つねなら ぬ 御 ゎづら ひとこ そ ぞんじ 候へ、 いか 成 御 

事 なれば にや、 さ 程まで は 御つ 、みまし/.. -候ぞ や、 

かたらせ 給へ ける、 ひめ 君 はき こし 召、 さて は 色 

に 出け るか や、 はづ かしながら かたるべし、 い っぞゃ 

都 へ のぼ..^ し 時、 かもの やしろの きざ はしに て、 さく 

らの宮 とやらん を、 一 め 見し より わすれ かね、 かくま 
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であ こが れ申 也、 もし 我むな しく 成なら ば、 都 へった 

へ てた び 給へ と、 又う ち ふさせ 給 ひける、 いざよ ひ此 

由う け 給 はり、 をろ かなりと ょ姬君 さま、 さ 程に やす 

き 事共 を、 思 ひわ づ らひ 給ふぞ や、 人 を こふ もこ はる 

る も、 世の つねの なら ひ 也、 け ふより して はみ づ から 

に 御 まかせ 候 へ や、 よきに かな へ てま ゐらせ んと申 

ける、ひめ ^；！ょろ - 一 び 給 ひつ 、、あ.， つたの もしゃい ざ 

よ ひ、 ともかくも 賴み S 'と 仰け る、 それよりも いざよ 

ひ は、 は ゝぅ へ さまへ 參 りつ 人、 な ふい かにお みだ ひ 

さま、 ひめ 君 さまの 御 心ち、 今 一 たび 都に のぼり 給 ひ 

て、 かもの 明祌を 深く いのらせ 給 ひなば、 御 ほんぷく 

うたが ひ あら じと、 ふしぎの 御む さう まします が、 

いいい あらんと まことしやかに. W- ける、 は、 うへ 此 

由き こしめ し、 あら 有が たの 御 事 やな、 あの ひめと 申 

は、 此 所の 明祌 のさ づけ 給 ひし 申 子 也、 四十に あまり 

たまさかに、 まふけ たる ひとり 子 なれば、 よにたい せ 

つに 思 ひしに、 此 程の ゎづ ら ひに は、 色々 くす. 0 をつ 

くせ 共、 その かひ さらに まし まさねば、 祌 にいの..^ 佛 

にきせい を かけ. S -、 都の かも の 明 神と 此 所の うぢ 神 

と は、 一 たいぶん しんの 御 かみ なれば、 = 々夜々 のり 
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うぐ はん、 かぞ へ て いはん やう もな し、 はやく も 御り 

し や う 有 つ るよ な 、 か 程 迄 めでた き 事 あ らじ、 まづ 此 

たび は 御身と もな ひの ぼり 給へ、 かさねて-りうぐ は 

んじ やう じゅの 御れ いに、 みづ から ふうふ はの ぼる 

ベ しと 仰け る、 いざよ ひなの め に よろこび、 はや ひめ 

君の 御と も 申、 御舟に 召れ つ 、、じつ さう むろの 大か 

い を、 こがれて いづる こひぢ のた び、 其な はま だきた 

かさごの、 雲の上. <  思 ひそめ、 おの へ のかね ともろ 共 

に、 ね をな きそめ てこ まつばら、 よは ほの < ^とあか 

しがた、 彼 人 丸の すまれし も、 いつしか 今 はしろ たち 

て、 石が きの 本と な b にけ. 9、 たが ふで そめて うつし 

をき、 むかし を 今の ながめなる、 なみにくち せぬ ゑ じ 

まの いそ、 ともち ど. 0 よぶ - J ゑ だに も、 我 をと ふかと 

お ぼ つかな や、 あは ぢ島 山な が むれば、 とま..：^ さだめ 

ぬ あ ま を ぶね、 我 ごとくし もこが れて世 を やわた る 

らん、 彼 行 1^ の 中な ご ん、 みとせ は 愛に すま のうら、 

、其な ばか b は 在 はらの、 こせきに；^. のこる らん、 あ 

となつ かしく 舟よ せて、 いそべに あが.^ てなが むれ 

ば、 もし ほ たれぬ とわび けん も、 今 身の上に しられた 

•0-、 心 あらん 人々 は、 わざと も わびて こそす むべ け 


れ、 一 のた にやて つかいが みね、 いにしへ 源 1^ の や あ： 

はせ も、 こ、 の 事に やお はすらん と、 むかし を 思 ひい 

で、 一 しゅ、  一 

へ いけむ しゃさび たる こての て つか ひが 

みね をお とす はくら うはん ぐ はん  一 

まことに あれはてし だい， 9 の あと、 いそべ を ればー 

あつ も ，9 の 御せ きたう、 わか 木の さくら、 かなた こな 

た をな が むれば、 いざよ ひの つぼねく さむら に、 か い 

つくも ふて， Q 給 ふ を、 下女 立よ， りて、 何し 給 ふと ゝ ひ- 

ければ、  いざよ ひと.^ あへ  す  一し ゆ、  , 

なにす ると と" 人 あらば すまり うらに 

しと をた れつ、 あると こたへ よ  一 

とさ まかく さま、 いひ あざける 所に、 舟人 は來. o、 日 

も 山の はにかた ぶけば、 はや- 舟に 召れ よと いへ 

ば、 我 さきにと、 あはて ふためき とりの つて、 浪ぢは i 

るかに こがれ 行、 さかて 川 を も 跡に なし、 うらやまし 

くぞ おも ほ ゆる、 いくた こやの、 里人 は、 おりながら 

みるぬ の 引の、 たきつ 心 をせ きかね て、 我 もす へに あ 

- はんと ぞ、 わ. たのみ さき を こぎ 過て、 むこ 山お ろし ふ 

く はら や、 あしやの 里に とぶ ほたる、 思 ひに も ゆる も 一 
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身の上と、 思 ひ やられて あはれ なり、 す  > めの まつば 

ら みかげの も. 9、 い つか 我き み 見つ の はま、 あはす ば 

何となる をのお き、 めて を はるかに 見 わたせば、 かす 

み に 見 ゆるす みよしの、 きしの ひめ まつ いくよ を も 

君 もろ 共に へ ぬらん や、 なに はの 事の よしあし も、 し 

らぬ たび ぢに まよ ひきて、 ふくし まよ， 9 も 川ぶ ねに、 

のりうつらせ 給 ひつ、、 さらしな の、 月 もろ 共に 舟 だ 

して、 江 口の 君の ふなあそび、 今 見る やうに おも ほ ゆ 

れ、 釉に なみよ る なぎさの ゐん、 うどの 、あしの ほど 

へ て も、 歸 らん 事 はかた の、 はら、 ゆんで は ひらかた 

1 の宮、 こ ひぢに まよ ふ しづの 身 を、 せき どの ゐんと 

ふしおがみ、 すゑ を はるかに 見 わたせば、 みねに は 玉 

の 木 をなら ベ 、ふもとに，^ んかを つらね、 ゑん じのば 

ん しゃう の - 一 ゑき こ ゆ を や、 たから でら となん いひ 

けん、 めて を みれば しん/^ たる 山 有、 いくらの はと 

か お..^ ゐ て 、しらさぎ 山の こし をめ ぐる は、 さなから 

山の おび かとうた が はる、 あやし やとと が むれば、 舟 

人の いはく、 あれ こそお とこ 山い はしみ づ、 八まん ぐ 

うとお しゅれば、 とりあ へす つらねけ る、 

たのもし や あた へ て たばせた からでら 
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ま ぼらせ たま へ ゆみや 八まん 

とい ひつ、 もみね にあがりて 見れば、 まことに ゑん 

ぼの きはん ほの み- V んて、 さんじの せいらん まの まへ 

也、 ふもとに へ いさのら くがん 有 b 、ぎょそん のせき 

せう 打 見 へて、 淀の かりこ も 雪 ふれば、 こう 天の ぼせ 

つ も かく やらん、 に はに うつろ ふ 月 かげ は、 是ぞま > ) 

とに とうていの、 あきの 月 共い ク、 ベ し、 に はかに し 

ぐれ ふり くれば、 舟人い かって 舟に のす、 と まもるし 

づ くの ふなよ ば ひ、 せう しゃう のよ るの 雨と はかく 

やらん、 はっけい こ . ^にう つす かと、 ながめ も あかぬ 

川せ 舟、 ふしみ の 里よ b あが つ、、 こばたの 山 をよ 

そに みて、 思 ひ はな を も ふかく さや、 いな. 9 の 山のう 

す もみ ぢ、 *  J い ぞち ，9 なん うらめし や、 日 かす やう や 

う ほど ふれば、 花の 都に 着き 給 ふ、 五條 あたりに やど 

を か. o、 しばし やすらい 給 ひける、 あるじの 女ば う 立 

出で、.、 よきに いた はり 申け る、 さよ ふけが たに、 い 

ざよ ひ 申されけ る やう は、 な ふ いかに あるじ さま、 都 

にもめ づ らしき 事 もお はせ やや、 かたらせ 給へ 我々 

は、 はるかい なかの もの なれば、 きか まほし やと 申け 

る、 女ば う：^ よしきく よりも、 さして か は し 事 もさ 


ふらはす、こ 、に天上人に、たけひの大なごんぁ..^す 

みの 御子に、 さくらの 宫と 申て、 よに かくれな きび じ 

ん のきんだ ちお はします、 . めみ ざる しづ のめさ へ 、 

をと にき ゝしを 思 ひの たねと 仕る、 ましてた いめん 

有る 人 は、 き ゆる 心ち もいた すと かや、 即ち わら はみ 

ど. 0 子よ. 0  、もり そだ て參ら せた る、 めのと にて おは 

する が、 いか い 有 けん 此の 比 は、 心づ く，. - のまれ 人と 

やらん を、 かもの まふで に 御らん じて、 御 心 をな やみ 

給 ふと は、 風の たよ， 9 き、 つれ ども、 た い 色 ふ かき 宫 

さまに て、 わら はに さ へ ふかくつ 、ませ 給へ ば、 たれ 

か は それと しる 者 もさ ふら はす、 あはれ さやう の 事 

の 有なら ば、 我 身 を 五 じょくの ち， 9 となし 參らせ 申 

共、 思 ひ は はら さ せ 申 さんに と、 あけくれ 思 ひくら せ 

し は、 むねく る はしき 事共 やと、 しほく とかた b 給 

へ ば、 いざよ ひ つく. <\ 'とき \ ゐけ るが、 まことに 物 

思 ふと は、 我 身 ひとつ の やうに 5,0 ひしが、 く は 色 か は 

る濱 のまつ かせと やらん、 たれし もみ ゃづ かへ せし 

もの は、 思 ひの た ゆる ひま もな し、 さ b ながら 此 ある 

じ は、 ひめ 君 さまの 思 ひ 人、 さくらの 宫の 御め のとに 

てお はすと や、 一 じゅの かげの やど h -、 一 河の ながれ 
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をく む 事 も、 みなこれ たしゃう の ゑんと いひながら、 

まして ゃ是は うぢが みの、 御 ひきあ はせ と覺へ たり、 

せひと も あるじ を賴 むべ し、 まづ たう ざの ゐん ぶつ 

として、 御 小袖 を 三 かさね、 鳥 m 千疋ぁ ひそへ て、 あ 

る じに ぞっ か はしける、 あるじの 女ば う あ を やぎ は、 

かたじけな しとて よろこび ける、 其 時い ざよ ひ 巾 さ 

る、 は、 な ふい か にあ を やぎ どの 、 さ き 程の 御物が た 

,9  、 我 身の上に 思 ひ やられて いた はしゃ、 わら はも あ 

の姬 君の めのと なる が、 ま； J に きう か 三ぶ くの S の 

U は、 松の こす ゑ を 吹 風まで も、 しづが かた へ とまね 

きょせ、 又 さむき 父、 \ . のよ は、 ふすま を かさね ひざ をく 

み、 きしまの かいこ を あた、 むる も、 是程 こそと m かひ 

つれ、 我と しふる 事 わき まへ す、 た V ひめ 君の 御せ い 

じん、 さ、 がに の絲 引のば す やうに 待 わびて、 か 程め 

でた くなら せ 給 ふ、 され 共 過し 五月の 比、 かもの 明祌 

に 御， 0 うぐ はん ましまして、 御 一 門. もな ひ、 かもに 

さんけい なされし が、 折し も かもの 日 を h- の： 《 にて 

おは すれば、 きせん ぐんじゅ かす を しらす、 その 中に 

も、 さきほど 御身の かたらせ 給 ひし、 さくらの みやと 

きざ はしに て、 はたと 行 あ ひ 給 ひしが、 ひめ 君 も 御 心 
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をう つ させ 給 ひしが、 宮も いかい 思 召され けん、 たが 

ひに 見 か へ b み をく. 0 て、 御な つかしげ に 見 へ 給 ふ、 

其 後宮の 御 かたより、 しもべ 一人 はせ 來 hv  、ひめ 君の 

御な をう か いひ か へ .9 しが、 それよりも ひめ 君 は、 こ 

き やうに か へらせ 給へば、 をの づ から 程へ だ、 りぬ 

れば、 を とづれ もまし まさす、 いた はしゃ ひめ 1!;; は、 

さくらの みやの 御箏 のみ、 あけぬ くれじと おも ひわ 

づ らひ給 ひし は、 見る め も 御い と をし くお も ひ、 は 、 

うへ さまに 御 いつはり を 申 あげ、 是 まで 御と も 申せ 

しが、 さい は ひ 其 はう さまに めぐ， 5 あ ふ 事 は、 夭の あ 

た へ とお ぼ へ たり、 せひ 共た のみ 申な り、 玉づさ ひと 

つ さくらの みやさまへ 、參ら せて 給 はれと、 そこ はか 

となく たのまれ ける、 あ を やぎ 此 よしきく よ，^ も、 そ 

れ こそ やすき 御 事 也、 はやく も あそばし 給 へ と 有、 い 

ざよ ひ はよ に うれしく 思 ひ、 ひめ 君に かくと 申せば、 

御 よろこび は あさから す、 す い，.^ れ うしに うちむ か 

ひ 、もみお がさね のうす やう ； かさねに、 ふでの たて 

やう じんじゃ うに、 たま づ さ ひと つした 、め、 あ を や 

ぎに ぞ わたし 給 ふ、 

うす 雲 物が， U り 上 終 
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うす 雲 物が たり 下  一 

あ を やぎ 御 ふみう けと り、 さくらの みやの 御所 を さ 

して 參り ける、 みや は此 よしき こし 召、 あなめ づ らし 

やい かにと ある、 あ を やぎ やが. ての 給 ふ は、 此 ほどの 

かせの 御 心ち は、 いか い あそばし さ ふら ふぞ や、 つね 

ならぬ 御 ゎづら ひ、 御 心 がらと 思 ひ 参らせ 候 ぞゃ、 わ 

らは にな どか 卸. つ  みさ ふら ふ、 まことに おさなき 

御と きょり、 御い と をし く 思 ひそ だて 参らせし かひ 

もな く、 わら は に 御 ひ を へ だ て 給 ふうら めし さよ、 今 

みづ からが 所に、 はるかい なかの ひめ 君に、 御 やど を 

磨ら せし が、 御 かたちの うつくし さは、 たと へて ゑに 

はう つす 共、 ふでに はいかで をよ ぶま じ、 昔し はかん 

の， 0 ふじんか、 ぐし ぎみ や やうき ひ、 我て うにて は 

あんじゅ せんじ ゆ、 てるて さよ ひめ 上る りひめ、 

をの、 こまち と 申 せし も、 をと にの みきく ばか， 9、 此 

君 ほど はよ も あら じ 、御 か たちより も P- 、レ のま さ， 9. 

ゃさかたな..^し御亊は、むかしが今に いたる. まで、 た 

ぐ ひ あら じと 存す るが 、愛に あはれ のさ ふら ふ は、 過 


にし さっきの 比、 かも まふでの 折 ふしに、 いかなる 天 

上人と やらん の 御らん 有しが、 その おもかげ を わす 

れ かね、 はる <\ 'こがれの ぼらせ 給へ 共、 行衞 もしら 

ぬ こ ひの 道、 御い と をし くさ ふら ふぞ や、 もしも さや 

うのと. 0 さたが、 御所の うちにて 有なら ば、 此 文と い 

けて くれよ とて、 御玉 づ さは ぁづか h- しが、 ま づかは 

やうの じんじゃう さよと、 こと 葉に 花 を さかせつ 、、 

げに存 さ ふに かた ひける、 さくらの 宮は きこしめし、 

それ はふ びんの 物が たり や、 其た ま づさを 見せ 給へ、 

あ を やぎ うれし，、 さしいだ せば、 やがて ひらいて 見 

給 へば、 ひごろ 戀 しく 思 召、 ひめ 君の 御 しゅせきとう 

ち 見えて、 ふでの たてよ のうつ くし さよと、 やがて は 

いけん あそばしけ る、 

うす 雲 どの 御 ふみ 

御 心 ざしの ほど もさつ しかね 候 へ 共、 よろしき たよ 

,0 を もとめ， r-^ITV-i をよ ろ こび、 御 はも じさ も かへ， 0 

みす、 一 ふで さ \げ まひら せ 候、 ま,， 0 に 過し 比 は、 あ 

からさ まなる 所に て、 よそながら 見參ら せ、 御な さけ 

有げ なる 御す がた、 一 め 見し よ.^ わすれ かね、 思 ひの 

とこに ふし しづみ、 身 はう き 雲の さだめな く、 そらな 

I 簿 雪 ,3^^J 


るか みのをと にさ へ 、きく 由 もな きたよ h- 故、 もに す 

む蟲の 我から と、 ね を こそな きて 有 明の、 つれな くよ 

をぞ あかし 潟、 身 をつ くしなる 我釉 は、 ほす H をい つ 

と 白波に、 こがれて のぼる つくし 舟、 あ ひぞめ 川の ふ 

ちせ に も、 身 を いれし と 思へ 共、 せめて は しづ が 思 ひ 

ね を、 君に 露程 しらせつ、、 もしゃ 情 は あ h- そ 海の、 

はまの まさごの か .^^>/,\»も 、御懷 しく 思 ひて 1 首、 

おも ひそめい つか みやこの やへ 櫻 

け ふこ 、のへに ほに ひお こせよ 

さ， CIJ て は 卸 はも じ さ つ もり て、 せき もな く 候へ へ、 

つらき 思 ひに うかされて、 露の間 も わすれが たく 候 

へば、 御 わら ひぐ さの たねと なる も、 御 なぐさみ にも 

なれ かしと、 よその あざけ. 9 を も か へりみ す、 思 ふ 心 

をた よりにて、 すいりに 向 ひふで に まかせ、 よしなき 

事の みう つし^^ 丄、 あはれ と 思 召、 御な さけの 御 返 

事 まち ま い らせ 疾、 め でた く かしこと あそばし ける、 

やさ かたの 御 心 やと 思 召 けれ 共、 世のそし.o^をゃ思 

召 けん、 本の ごとくに した、 め、 文 か へ さんと し 給へ 

ば、 あ を やぎ 申されけ る やう は、 御文 を 御らん 有て、 

をし か へし 給 はん 事、 人の あざけ. 9 いか 5. しゃ、 いか 
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やうに も 御 心に まかせた る、 御 返事 あれ かしと 申さ 

れ ければ、 もっともげ にもと 思 召、 れ うしに むかひ 筆 

を そめさせ 給 ひける、 

みや 御 かへ し 

まれ 人の 御し めし、 うどんげの 心ち して、 と るても 遲 

しと はいし 、こなた も 御な つかし さは、 御った 

へ にあ ま hN^^?,/^. へ 共、 ま、 ならぬ よの なら ひ、 よそ 

の そし， 0 もい か 5 'にお はし まし 候へば、 思 ひながら 

御 げんな りが たく、 一  しほ思ひの色をかさね^::!^ 、 

とかく 山鳥の、 おのな が/、 しく 申 候へば、 いよく 

心 もみだれ、 いなものに 候 ま、、 屮々 に そめぬし らぢ 

の お， り ふし、 おぼしめ しきらせ 候べ く 候、 

なに あ ふ とうきな せ 向 間の -フ すぐ も ゝ 

き へ て はおな じけ ぶりな， 9 けり 

御文 をした、 め、 あ を やぎに わたし 給 へ ば、 よろこび 

御前 をた ち 我 やに か へ. 9、 ひめ 君に 參ら すれば、 うら 

しま 太 郞が七 世の まごに あ ふ 心ち して、 まづ ひらい 

て 見 給へば、 又 

うす 霍 返事 

とき はの まつの い， つ とても、 か はらぬ ことのは なが 
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ら、 又ぞゃ をし か へ し^:^^(^、まことにしづ の めのと 

や か く と 、申 tjrr^ も み や う が を そ ろ し く  、 御 と り ぁ 

げも有まじきゃぅに、思ひ<1^所に、思ひの外ゃさ 

かたなる 御 ことばの すゑ、 身に あま b 有が たく 思 ひ 

^^^、さりながらぅ へ つかた の 御身に て、 しづの め 

に 御な さけ 下されん 事、 世の そし..^ もい か 5- と 思 召 

さ ふら ふ 事、 御尤 なれ 共、 いにしへ やうめ い 天皇 は、 

ぶんごの 國 まの、 長 じ やの 姬をこ ひ、 御な をさん ろ 

と 付せ 給 ひ、 つくしの はてまで くだ b つ、、 うし かひ 

わつ ばに 身 を やつし 給へ 共、 ぶつじん くもらせ 給 は 

ねば、 っゐに 御な も かくれな し、 ふさ V きの 大臣 は、 

さんしう しどの うらに すむ、 あまのはらに やど.^ 給 

ふ、 いた じけ なく も 日 EJ は、 に はた づ にう つ， りて、 

く はう ゐんを まし 給ふぞ かし、 情に へだての なき 物 

を、 つたなの 君の 仰 かや、 それの みならす 中 比の 事 か 

とよ、 はるかみ ちの くで はの 國、 をの、 よしひろ のむ 

すめに、 すヽ きの ま へ と 申せし は、 小町の ために はい 

とこ 也し が、 すがた かちよ にす ぐれ、 なを 心なん まさ 

ければ、 よに 人、 ゑん きんに よらす さたし あへ り、 

其 比 大橋大 なごん まさしげ の 御子に、 四ゐの 屮將ま 


さみち とて、 御 年 五々 の くれば かひなる 御 きんだち、 

さるし さい 有て、 出 羽に 流され 給 ひける が、 しいかく 

はんげん よに すぐれ、 御 かたちの うつくし さは、. lii^ の 

のに ぼたん しゃくやく ふぢ 山ぶ き、 をのれ/,^ にさ 

きみ だれ 、色 を あらそ ひぬ る 共、 か 程まで はよ も あら 

じと なん、 ある 時此 君花ぞ のに 出 給 ふ を、 彼 ひめ 君 は 

御らん じて、 はやく も 思 ひの たねと 也、 御 心の くるし 

さも H 々に まさ， 9 ぬれば 、つ、 みかねて おはせ しが、 

とてもき ゆべき 露の 身の、 たつな もい かで をし から 

じと、 よろしき たより を もとめ、 日に も、 たび も玉づ 

さ を かよ はせ 洽 へど、 君の ごとく 心づ よき 人 さまに 

て、 しか <>-\- 返事 もまし まさす、 ひめ 君 あま b 物う さ 

に、 有よ の やはんば か， 9 に 御 へ や を 忍び 出、 彼 君のお 

はします、 * のみ どの ほと. 0 にた ゝす V ^、，つきつら いひ 

し 思 ひね を、 くどき 歎 かせ 給へば、 中將 殿の 給 ふ は、 

あ ふせさ こそ 有 もやせめ、 さりな がらみ づ から は、 1 

かたなら ぬる にんの 身、 人の そし. 0 も 有る 物 を、 わら 

はつらし とお ぼすな よと、 あけさせ 給 はん 由 もな し、 

ひめぎみ いよ^^ あこがれて、 な ふい かに 都のと の、 

さの み 人に はつ らか b そ、 空 を かくる つばさ、 地 を は 
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しるけ だ 物まで も、 いもせ の あはれ はしる ぞ かし、 さ 

れ 4„K 淺 ましき 賤 のめ なれば、 かさねてと かふ 申が た 

し、 此 よに 命の 有る うち は、 此 あみどの ほと..^ を 君の 

御ね まと 思 ひなし、 草 を まくらに 露 をき て、 しの ゝめ 

も ひらくならば， すご/,^ と 立い へ， o もやせん IJ  、御 

くどき まし ませば、 中將 殿き こしめ し、 かく やさ かた 

なる 御 かた を、 むげに か へし 參ら する も 心うる さし、 

よし あす は ゑんぶ のち. 0 せハ ならば なれと、 つまど を 

をし あけ 給 へば、 ひめ 君 ゆめの 心ち して、 內 にいら せ 

給 ひつ 、、かりそめながら 二世までの、 御 契 b となら 

せ 給 ふ、 か ゝる情 も 有る 物 を、 いはん や 君 はめで たき 

身に てまし ませば、 いか いはくる しかるべき ぞゃ、 か 

ほどに なげき を 申て も.、 P- あはれ みの まし まさす ば、 

一 猶も思 ひ はふ かくさの、 せう しゃう の 跡 をした ひ、 雨 

のよ も 3^ のよ もい と は U. こそ、 も ゝ よちよ も かよ ひ、 

命お はりて 後の世 は、 ぼんな ふの 犬と 成て、 六 だう 四 

じ やうに て、 しう しん ははら し 申 べし、 ぬれぬ さきこ 

そ 露 をい とふなら ひ 有、 念力 いはをと をす とか や、 い 

か  > 仰の 給 ふ 共、 二世 を かけて 思 ふ 上 は、 とかく 御な 

さ け の 御返事ま ち め で たく か し こ 、 
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.ズ！： は此文 御らん じて、 あら 物う の 我 身 やな、 思 ひ はい 

づ れか、 おとる ベ きに は あらね 共、 よその そしりうた 

て さよと、 又す い.^ にむ かひ 御 返事 あそばし ける、 

みや 御 返事 

又ぞゃ こよみ まさ. 9 の 御水ぐ き、 なかめ 入^ へ 

ば、 色々 の 御 ひき 事、 今 身の上に しらま 弓、 よに ゐる 

かひ も あらぬ よと、 いやましの たね を もとめ^,^ >i、 

さなし とて、 など か つらく は 思 ふ ベ きぞ や、 ま、 なら 

ぬう き 身 程、 ましてけ い ぼの 事 なれば、 うきな もい と 

どた つ ベ き 身の、 何とかな ひ はて 申さん ぞゃ、 さあれ 

ばと て、 情 もしらぬ 返事 を 參 ら せん も 心う し、 さりな 

がら もろ 共に、 か 、る m-w ひもた ねと 也、 命 はき へ はて 

申と も、 な は 後の世まで くちぬ もの、 た V 思 召 わけ 給 

ひ、 忍 ひとい まり 給 ふべ し、 たが ひの ふみ も、 ちづか 

： さな 考 b せて は、 きのどく さま まさり ：^. ま ゝ , 

もはや ふ つ と 返事 まじく 候 ま > -、 御 うらみ，；^ まじ 

く  力し こ 

ひめ^:;:此；乂御らんじて、っれなの君の仰かな、たと へ 

いか いお はする 共、 さよ ふけが たにな り 行ば、 しのば 

ば やと 思 召、 =0 のく る ゝをぞ 待 給 ふ、 山寺の 花やち も 


する 入 あ ひの、 かねの ひ V き と共にし のび 出、 めのと 

の いざよ ひと もな ひ、 さくらの 宮の おはします、 つま 

どの わきに しのび 給 ふ、 折し も 尺 をと しづ まれば、 つ 

まど を ほと/ \ -1 ^どとづれ給ふ、 內ょ b- 宫 さまの 給 

ふ は、 た ぞゃ此 さよ ふけて、 つまどの わきに をと する 

は、 まだ 里 なれぬ うぐ ひすの、 はつね まさ b の 御 こ ゑ 

や、 お ぼつ かなしと とがめ 給 ふ、 ひめぎみ はとり あ へ 

す、 一 しゅのうた にかくば かり ぞゑ いじ 給 ふ、 

あらし ふくみむ ろの おくの 山 ざ くら 

ひとよの はな をた のみき にけ. 9 

さくらの みや 御 か へ し 

しほが まの けぶ b もお なじう す 雲 も 

き て の ゝ ち は とにもかくにも 

かやう によみ 給 ひて、 ひらに 歸らせ 給へ や、 とても か 

な はぬ 物 ゆ へ に、 よの あざけ b の 有 物 をと、 心つ よく 

の 給 へ ば、 ひめ 君 あま..^ の ものう さに、 又お しか へ し 

の 給 ふ は、 な ふ 情な や 思 ひ 人、 さの みつら く はの 給 ひ 

そ、：：： かげ を またぬ あさが ほ だに、 露に 一 やの やど を 

かす、 げ に  >レな き あしの はも、 だるま そんじ やに やど 

ら する、 かぢ おの 山に て ほうねん は、 はとの つえに や 


ど b 給 ふ、 か ゝ る ひじ やうの さう もく たに、 SS の i は 

しる 物 を、 せかい を てらす 月 だに も、 雲間に しのぶな 

ら ひとて、 か つらお の こ は 有と かや、 かさねて はと も 

かく も、 ひらに こよ ひ は、 つまど を あけさせ 給 へ と 仰 

ければ、 宮は此 由き こし 召、 あら 物う やな、 かゝ るべ 

しと 思 ひな は、 はじめよ. 9 返事 を もせ まじき もの を 

と、 世 を 怨み 身 を かこち、 あんじ くらさせ 給 ひしが、 

心よ はくて かな はじと、 な ふい かに ひめ 君、 何と 仰 さ 

ふら ふ 共 かな ふま じきと て、 又 一 しゅかくなん、 

たまの をのな がきお も ひぞうら めしや 

さくらの はなの ち て はせ で 

うす 雲 か へ し 

はれまな きみね のうす 雲い とまな く 

さそ ふ あらしに き>ん よた の を 

かやう に へ んかを あそばして、 又つ まど を を とづ れ、 

女の 身と して よもすがら、 か 程に なげき 參ら せし に、 

つらく も かへ させ 給ふぞ や、 とても あけさせ 铪 はす 

ば、 かへ h- て 何の せん もな し、 とても 我 身 はむ もれ 木 

の、 花 さく 事 も あらば こそ、 是れぞ ぼだいの たねなら 

め、 心 をに しに 參 らせんと、 まもり 刀に て を かけ、 た 
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けと ひとしき くろが み を、 すでにき らんと し 給 ふ を、 

いざよ ひゆめ； ^〈わき ま へ す、 はし. c か 、り いだきけ、 

な ふうら めしや ひめぎみ さま、 おさなき 時よ hv も. 9 

そだて、 一 筋ぬ くる かみ を だに、 よに うたて しく 思 ひ 

しに、 さやう になら せ 給 ひな は、 國 もとに まします、 

ち、 は、 何と 成 b 給 はん、 なさけなの 宮さ まやと、 又 

ひめ 君に いだき 付、 も だ へ こがれ 給 ひける、 宫は此 由 

きこし 召、 あら うらめしの 我 身 やな、 よの あざけり を 

思 へ ば、 われ ゆ へ ひめ をう しな ふなり、 又姬を あはれ 

み、 ひよくの かたら ひ 有るならば、 うきなの 稃も つら 

からん、 とや せんかく や あらんと、 思 ひのと こに ふし 

たま ふ、 おりふし ふしぎ やな、 かせ も ふかぬ に まくら 

もとに、 あ を ひの は 1 まひ ふきお ちて 有り、 とりてみ 

れは 歌の もじす はれり、 

うす 雲の 日 かげに さか ふさくら ばな 

あまて る种 のむ すぶ ゑん かな 

ありがたの 御うた や、 此 ひめ を 見 そめ 食らせ しも、 か 

ものみ やす 所な り、 又 あ を ひ はか ものみ やう じんの 

御て う あ ひ、 これぞう たが ひもな きみやう じんの、 御 

つげな hN とよろ こび、 はやく もつ まど を ひらけば、 ひ 

—  51. 百 五十一 一一 
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め 君 ゆめの 心ち して、 よに うれしく おぼしめし、 うち 

にいら せ 給 ふ、 たが ひに つもりし おも ひの ほど、 かた 

..^なぐさみ給ひ、ひょくれん.c^の御かたらひ、ぁさか 

らす こそ 見 へ洽 ふ、 其 比 かもの やしろに は、 よの まに 

しらはの 矢な、 すぢぞ た、 せ 給 ふ、 しゃ 人 ふしぎに 

思 召、 みかどへ そうもん 有ければ、 くぎ やう 天上 人 あ 

つまりて、 をの/ \- せんぎ まち/ \ 'なり、 はかせ をめ 

して うらな はせ との せんじに まかせ、 やがて はかせ 

にっか ひたつ、 其 比 あべ の やすよし とて、 めいよの は 

かせ 有しが、 やがて さんだい 仕る、 かみよ. 0 のせん じ 

也、 きうに 一 さん 壮れ、 かしこまって 承り、 やがて か. 

んが へ 申け る、 しば らく 有て 申 やう、 是 こそ めでたき 

御 事 なれ、 是 より さ いこく はり まの 國、 むろ のっとい 

ふ 所に、 かな を かとい ふ 長 じ や 有、 是を召 のぼせら 

れ、 みやこの しゅ ごに なし 給 は い、 御代 はちよ まんざ 

いも、 めでたく おさま h- 申さん との 御 つげに て さ ふ 

らふと、 手に とる やうに うらな ひける、 みかど ゑい ぶ 

ん まし.， （- て、 さらばち よくし をた てよ との せんじ 

也、 うけ 給 はって ちょくし たつ、 かな を か 殿ち よくし 

の 御供つ かまつ.^、 やがてさん だいな されければ、 み 


や このしゅ ごをぞ 下されけ る、 時の めんぼく 世の き 

こ へ、 有が たしと 御前 をた ち、 すぐにた け ひの 大 なご 

んの 御所に い..^ 給 ひ、 むこと しう との けんざん 有り、 

かさねての ちょく ぢ やうに は、 さくらの 宫 はかな を 

か いむ こなる よし、 此 たびの 御 よろこびに、 中な ごん 

にぞ なされけ る、 有が たかりけ るし だいな り、 是と申 

も かな を か 殿、 おやかう/、 なる ゆ へ 、まご 子の すゑ 

にいた るまで、 ゑいぐ はの 家と さか へ 給 ふ、 此人々 の 

御ゐ せい、 めでた か b ける しだいな hv、 


う 
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他 我 身のう へ 

孔 なき 笛に 太平のう た を 吹けば、 耳より ほかに 其 昔 

遠く、 指なら ざる を 以て 無 何 有の 月 を 指せば、 ひか. 5 

かげ を 忘れたり、 山 を 山と いふと も、 そ もまた せし む 

る もの はた ぞ、 


他 我. as- の 上 
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我 身のう へ目錄  一 

1  一 

;1) 後世の ねが ひやう にしな ぐ 有る 事 

. J 儒佛 かすりぎ、 の 事 井 歌書 

) 師 たる もの、 わたくしの 事  一 

) 惡事 千里の 事  一 

) へつらう 事な き はかた き 事 附無禮 の 事 一 

) へち くわん の 事 

： 七) 論語よ みの 論語よ ますの 事  一 

：八) 一文 は 無 文の 師の事  ュ 

； 九) 身の ほど しらぬ としよりの 事  一 

： 十) 小智 を 以て 瘻. >  人に惡 まる、 若き 者の 事 一 

： 十 一 ) 我 身の ほど しらぬ えせもの ゝ事附 かい 物 わ 一 

くる さ. C;! 

； 十二) 一  文 をし み 百 しらすの 事  一 

〔十三) 法體の 名の 事附辨 慶樊噌 武勇の 事  i 

- 十四) ま、 こま ゝ 母の 事  一 

： 十五) 長者 二 代な き 事  一 

： 十六) ほめ ぞ こな ひの 事附 くじの わけ 樣 評判の 事 


第  第 


第 


rani: 
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十七) 碁雙 六の 事 

十八) ふし：；？ なる はなしの 事附 さい まぐ， 0 

十九) 鄉に 入て は鄕 にした が へと いふ 事 井 佛の四 

恩の 事 

1 一十) いもせ の 中き る べき 次第の 事 

廿  一 ) くすり 喷の事 

サニ) 出家の 女 煩 肉食 同じく ぬけ 句の 事 

廿三) 無心の 事附 つながぬ 船の たと へ の 事 

一 

一 ) SE^ の 見物 附. 瓜お の 事、 賢者ぶ. 9 の 事 

二) 中庸の 事  . 

三) やぶれ ポの事 同 もに すむ 蟲、 みよ hv 出せる 

さびの 事 

四) 九 ケ條の 妙 藥の事 

五) 至 樂の事 

一 

一) けいせい ぐる ひの いけんの 事 

>) ばか いんぎんの 事 

) 數奇 おと 鞠け る 人の 論の 事 

) 女と もみへ す 男な b け. 9 の 辨の事 


： 五) う is 葉に かい 言葉の 事 • 

： 六) きしゃう せいごん の 事 

： 七) 一言 以て 身 をお ふるまで 味 ふべき 事 

： 八) 瓜の つるに なすび はならぬ 事附 因果の さた 

： 九) けん，、 わ やきの 事 

： 十) 兵法の 事 

： 十 一 ) かしこ だての 事 

； 十一 一) はじめの そ、 めき 附 おとこに くみの 事 

： 十三) むこいりの 事 

： 十四) 女の 物 かく よしあしの 事 

； 十五) しう ととむ ことの あいさ つ 井 入む この 事 

： 十六) 女の 宮寺參 りの 事附 若衆の 秀句の 事 

： 十七) 後家の 身 だしな みの 事 

： 十八) し.^ 目づ かひの 事 

： 一 ) 好色の 事 

萬 法 一 如の たは ぶれの 事附 心の さた 

我 身つ みて 人の いたさし る 事 附恕の 字の 事 

) 友に 學 文す、 むる 事 

) 我まん ゆへ 人 を 云 ひくた す 事 
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世界の 地形の はて 附 生死 一 致のお よびが た 

發 句の 仕 やう 俳諧の 德義の 事 

陰陽師と 辻 風の 事 

理 のこう じたる は 非の 一 倍の 事 

たんき はみ れんの 事附韓 信が 事 

びんぼうがみの 事 

ひんの ぬすみの 事 

他人 はく ひよ の事附 無我のう た 

つれぐ 草の ふしん 附不思 善 不思惡 の 事 

そろばんの 實義の 事 

人 まねして あしき 事 

抱 23 子が むかしがたりの 事 

うぢより そだちの 事 . 

遁世 者の 物が た. 9 の 事 

いはぬ 所有い ふ 所 ある 事、 同兩 をき、 て 下 

知 をな す事附 よめし うとめ 中の あしき 事 

つい へく とい へ る 事、 能佛 神の まつ b 附喪 

！ ^叫 扇， l«n.H-  , II  I 


(四) 

(五) 


膿の 心 もちの 事附 なぞく の 事 

しかたばなし sisili- 

鳥な き 里 の か は ほり 附神錢 の 頭巾の 事 

ゆめ 物が たりの 事 
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( 一 ) 諸宗 ともに、 後生 を ふかくね が ひ 顔す る もの は、 

必す 世の 事に 付て は 心ね まが ひて、 人の よき 事 は そ 

ねみ、 あしき 事 はよ くもて はやす ものな， 5、 是大 聖釋 

迦の ながれ をく むと も 見えざる を、 不審に 思 ひ 侍. 5 

て、 此 ごろ 此事を あさき 智を もって 了簡し 侍る に、 今 

時世に ある 人の、 後生ね が ひとい へ る 人 は、 其 心實に 

後生ね が ひに は あら じ、 其ね が ひやう の を こり は、 あ 

る ひ は 寵愛の 妻 や 子に はなれ、 其 外 世の 事に たより 

あしき 人 こそ、 大 かた 後世ね がふ 事 なれば、 人の 愁を 

聞て は、 餘 所に も此愁 あり、 我 ひとりの 身ば かり かく 

つらき めに は あは じな どい ひて、 餘 所の 愁を 我愁の 

友と す、 う へ に は 深く 世の 愁 をな げくに 似 たれ 共、 底 

に は 我方 人と 思 ひて、 おいと しぼう やお 笑止 やな ど、 

口に まかせて いひな す、 すべ てよ からぬ 事な り 、餘所 

の愁を 聞て、 我愁の 友と して 心 を なぐさ めんより は、 

しか じ我愁 を、 これ 則 前世の 宿業の は つ る 所、 菩提の 

稀な. 0 とか へ. 0 みて、 それぐ の 法 を 修行 せんに は、 
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又 其 身の ほどに 付つ、、 時 を 得て した，.^ が ほなる 人 

は、 彼せば き 心 を もちて、 我 こそ 才覺 よくて 萬 事た よ 

b もよ し、 家 もさ か へ 一 族 も ひろまれば、 此の上に は 

後世 をね が はば やと 思 ひて、 殊勝に もな き惯を あが 

まへ、 あそこの 寺 參.^  ，  J  、 の 堂 供養な どい ひて 、あな 

たこな たと さいめ き ありく こそ、 誠の 名聞と はいふ 

ベ けれ、 此の 名聞の 心 ふかきに よりて、 たと ひよ き 出 

家 にても、 貧なる 寺の 住 寺 をば あが まへ す、 同じ 寺の 

同行の うちにても、 そんじゃ うそれ は、 何程の 寄 しん 

をせられ しほ どに、 我 も いかめしき 舉 加に つき てん 

と、 我慢 をお こす 心より、 人 を そね み、 ほむら を もや 

す、 是心實 の 後の世の ためと はみ えす、、 誠に 後 徙を大 

切に 思 はんとな らば、 先 一 番に 我慢 を やめ、 次に 慈悲 

を專 とすべ し、 たと ひ 我まん を やめたり とも、 慈悲の 

心う すくして は、 後世 をね がふと いふべ からす、 又 慈 

悲ぁ. 0 とも、 我まん を さ きとして は、 中々 佛の御 心に 

叶 ひがたし、 此 二つ を 心に 會 得し、^ 其 上に 我 身の程 

をし る 人 を、 愚 也 共い へ、 我 は 誠の 佛道 者と 謂 はん、 

(二) 若き 人の ひが 耳に、 儒道 を かす b 聞きに き、、 禪 

の 法語な ど、 よき 師匠な しに みれば、 心 かき やぶ に 


な，.^ て、 萬 事物ぐ る はし、 又 歌 草子な ど 見ば、 好色に 

うつらぬ やうに、 心 を もちて みる ベ し、 これ 歌書の 本 

意な. 0 けらし、 

(三) 藝 能に かぎらす、 物の 師匠 をす る もの、 弟子に わ 

たくし をい ひなれ し 心 を、 外の ものに むかひて いへ 

る、 心得ぬ わざな り、 

(四) 人の よき を、 ことの 外に よろこぶ 颜 する もの 

多 けれども、 大 かた 心に は 何とも 思 はぬ 物 也、 その い 

はれは、ょき事は多く人の、かた..^傅 へぬ にて しるべ 

し、 又 あしき 事 は、 一 たんうた てがる かほ をしても、 

千里の 外まで、 人に かたり 傅 ふる は、 そこ 心に うれし 

がる 程に はな けれども、 ちとお もしろ がる 心なる 故 

にや、 いと はづ かし、 

(五) 富贵 なるとい へ るば かりにて、 何の 德 もな く智 

車 ^ もな き 人に こびへ つら ふ 人 を、 そばよ.^ みて 事の 

外に わら ひて、 猶 其の 人より 詔 ふ もの あり、 猶み ぐる 

し、 かくい へ る もの も、 又々 へ つら ふ、 とかく 富貴な 

る 人に 調 ふ は、 世の なら ひなれば、 へ つら はぬ 樣 にて 

も、 多く は 譜ふも のな り、 よく 心 をつ くして へ つ 

らふべ から や、 見ぐ るし きものな り、 又 へ つら はじと 
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て、 我意 を ふるま ひ無禮 をす る 事な かれ、 へ つら はぬ 

と不禮 と、 人の 取 まぎらす もの 也、 

(六) くわん すの ふた/,^ と、 茶の 揚 などす ると て、 に 

え わたる 入、 よろしき 道具な ど 多く 求 むれ ども、 かな 

のかけ もの を さ へ 、得よ まぬ 人の 數奇の 道 は、 とかく 

よき 茶 をのみ、 樂 たて を ふるま ひ、 一たん の 利口に、 

道 外た る じぎな ど 云 ふ 物との み 心得て、 あけくれ 利 

休に も を とらじと、 ひげく ひそら したる、 いと 惡し、 

(七) 世話に、 論語よ みの 論語よ ますと、 いふ 事 をい ひ 

なら はせ り、 此の 事 誠 にわら ベ らし き 言葉な れ ども、 

ふかき 道理 あり、 いにしへの 學問 をせ し 人 は、 道の た 

め德 心の ために 功 をつ めば、 後に は 自然に 天子に も 

きこしめし、 諸侯よ..^ もめし 出され、 國の 守護 を も 

仰ら れし者 也、 今の 代の 儒者な りと て、 世に 鳴 もの ゝ 

元來を みれば、 其お や 先 づ宗領 に は、 それ < ^の 家 を 

もつ がせ、 一 一男に は隱 居の 跡 を もとらす ベ し、 此 外の 

子 を 學問を もさせて、 ゆく/ \» は、 世 を わたる たづ き 

ともさせん など、 思ゐ てな す 程に、 やう/, \ '大學 を 

讀 みなら ふ 比よ. i>  、はや JfJ^ 子 を もと. 0 講释を もして、 

人に きかせ てんと 35 ふ 心よ り、 とや かくやする 內に 
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法體 をして、 異風なる 名 をい くつ もつ き-とかく あた 

ま 丸き もの は、 人に 物 を賀ふ ものな. c- と 心得て、 あそ 

こへ もこ、 へ も、 心なき 事の み 云 かけ、 扨な まじぬ に 

書 を 見る 故に、 口 はかし こくて、 我に あはぬ 者 なれ 

ば、 假< ^よき 人 にても、 おもしろ きたと へ を 云て、 あ 

しさ まに 云な し、 又惡 きもの にても、 我と 相 腹中なる 

者 なれば、 利 屈なる 引 事 を 取 付て、 雲井まで も ほめ あ 

げ、 我淫亂 なる 事 を も、 是即 天地 和合の 道理、 人倫の 

根本な ど、 言葉に 花 を さかせて 云ぬ くれば、 當 座は誡 

にかし こげに、 孔 H.- の 孫の やうに も 見 ゆれ ども、 又し 

.0 ぞ きて、 側よ. 0 よく 其 わたくし を 見れば、 口と 身の 

行 ひ、 雲泥 はるかにち がふ 人の み 多ければ、 論語よ み 

の 論語 讀 よます と 云 ふ も 尤なる ベ し、 

(八) 世に すこしも、 德 心の 爲に 文字 をなら ひ、 道理 を 

も 聞く もの を 見て、 文窗 なる 人な ま 物し りと て そし 

る 者 あ， 5、 是 大いに ひが 事な り、 誠に 一 文 は 無 文の 師 

なれば、 われよ きものし にならん まで は、 なま 物 知 

.9 たる 人 を、 師 としう やま ふ ベ し、 やつ がれ ^年の こ 

ろ、 ある 人と 友な ひて、 人の 家 ひろめに 罷 しに、 まこ 

とに 殘る所 もな き 普請に て、 かしこの くま- i (^まで、 


心 をつ くして 住居た る を、 かたはら へ よ， 9 て、 こ、 こ 

そ 物 好たら ね、 かしこ、 そ 世智辨 なる 好 なれと 嘲ら 

れ しが、 其 あざけりし 人の すみか、 誠にむ ぐらの 宿と 

も 云 ふ ベ か し は、 今の なま 物知りと て、 そし- 9 し 人 

によく 似た. c- しか、 

(九) いぬ の 年の よる やうに、 何の 修行 もな く、 うかう 

かと 年より たる 人 を、 とこ わきに なをして、 敬 ひ 云 へ 

る ことの おかしげなる を も、 人が もどき いはぬ を、 我 

齡 ひたけ たるより、 かく あると 思 はすして、 萬 事 分別 

もよ き 故に、 人の あが まゆる と 思 ひ 取りて、 ひた 云 ひ 

に 物い ひ ちらす 人 は、 いとおし、 

(十) わかき 人の すこしの 智惠、 又は 藝能 夢ば かり 仕 

覺 たる 人の、 老 たる 人の 藝 能な きを 笑 ふたぐ ひの 人、 

いとに くし、 

(十一 ) 我が 分際より、 言葉 を も ひらめに 人に つか ひ、 

身の ふ る まひ も、 其 ほど を 忘れた る 人 こそ、 勝れて を 

ろかなる と は い ふ ベ けれ、 もし 我 身 を、 人に うやま は 

れんとの はかり ご とな らば、 ま づ人を たっとみ、 言葉 

にも 禮 儀た V しくつ かふ ものなら ば、 いかで 人、 われ 

に 無 鱧 を せんや、 たと へば 友の 中に て、 似た る もの を 


二つ 求めた らんに、 其う ちに、 少し よしあしき あら 

ん ときに、 まづ 其方 目に 入. 0 たらん を 取 給 ふ ベ しと、 

仁義 をす るに、 いかで か 先の 人、 心なく まんがち によ 

きをと らん、 又 先よ， c も、 先 i ^(方，.，, こそ 申べ けれ、 さ 

て 互に 禮を つくして わけた らんう へ は、 たと ひ 我 取 

りし まさり て、 人の とられし をと りた. 0 とも、 人 も 我 

を うらみす 我 も よろこび、 又 我 をと， 人 まさ. 0 た. 0 

とも、 互にへ だても なかるべし、 もし 此の 禮儀 もな 

く、 たが ひに 爭ひ わかつ ものなら ば、 人に をと りたる 

をと. 0 たらば、 いかば か. 0 腹 も 立ぬべし、 又 我が まさ 

, ^たる を とり て、 人に ほい なく 思 は せん も 益 なし、 と 

かく 朋友の 交に も、 我 身 を 後に し 言葉 ひくう して、 一 

生 くらす 人 を こそ、 德 のいた， 9 たる 人 共い ふ ベ けれ、 

あながち 當座 のさし あひな どよ く 云 ふとて、 心實 な 

き 人 は うらや., V6 しからす、 

(十二) 我 身の ほど を わすれ、 人に 無禮 をな す もの こ 

そ、、，^ ヌ へ つらう まじき もの に へ つら： S 、ぉぢ まじき 

ものに、 深く おそる、 もの なれ、 これ あ， たこと に、 金 

銀 を 多く つ い やす 人、 す ベ き 義理 順 儀 を もな さす、 や 

ぶ さかなる まじき 事に、 吝 なる がごと し、 
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(十三) 法體 をして、 めづ らしき 字 を 求め、 耳に たつ 法 ■ 

名つ く 事、 此 ごろお ほく ある 事な.. >  、た 3- よびよ き 名 

よかる ベ し、 名ば.； - - より てた つと し、. は 名に より 

てた か 、ら す、 樊嗜. カ辨慶 のとい へ る 名 は、 今 聞きて 

も 兵 らしく 聞 ゆれ ども、 もし 樊噌 辨慶が 手柄な く 

ば、 樊嗜 も辨慶 も、 おそろしき 名と は 聞 まじ、 又 ほと 

けと いへ る 名 も， さして|,£、フと-さ名には,の，，^>ねども、 

慈悲の ほど をよ く 人 しれば、 聞く より はやた うとし、 

もし 又 ほとけと 云 へ る 名 を、 木履 か 草履 かにつ けて、 

むかしより をき たら まし かば、 聞きに く かる ベ し、 

(十四) 萬に さかし き 人 も、 なれに しつ まに を くれし 

折 は、 同じけ ぶ..^ にも 立の ぼ b なんと、 なげき あ へ れ 

ども、 ほ だしと なりぬ るみ ど b 子 さ へ ありて、 つれな 

く 日 をお くりけ るう ちに、 やう /\  .frs ごろなる 友に 

いざな はれ、 心なら す 後の 妻な どむ か へ て、 年 e: を ふ 

るう ちに、 又 子と 云 ふ もの ひと b ふた， 0 まう けて、 と 

やかく： や 寵愛す る內 に、 せん 腹の 子 やう/^ 入と な 

り て、 もはや 家 を も わたし 世 を もつ がすべき 折に も、 一 

其 心 露 もっかす、 か へりて 後の 子に、 家财を もとらせ 

たき  >ひ に、 いっとな くう つ，^ か はれ. 9  、其お - J る 所 を 
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おしはか るに、 はじめの 妻の 子む、 にくまんと 思 ふ 夫 

は あるべ から や、 たと へ ば 井の 水 をく まんに、 前なる 

つるべ を さげんと 思 ふ 心 はな けれども、 むかひなる 

つるべ を 引き あげん と 思 ふうちに、 心なら や 前の つ 

るべ 下る がごと し、 其のす き 間 をう か V ひ、 かの さか 

しき 繼母、 言葉 をた くみに して、 いろく 身に な， 0 が 

ほに、 ざん 言 を さしはさめば、 其 色に おぼれ、 宗領を 

わきと し、 後の 子 を 正意に 立てん とする により、 本よ 

b 彼舜の ごとき 子 もまれ なれば、 子の かたよ..^ も わ 

かげに て、 すこし 述懐の 心 出来て、 ひとへ に 夢の 世と 

うつ，， c か はる こと をな げき. 1 日ぐ らしな どに V ひ を 

持ちて 、親に も 露 禮儀を を >  J た， 9 などす る ときに、 猶 

かの 繼ゅ、 前う しろに て、 なき 事 を 取つ け かたれば、 

其 父 これ を まことに 思 ひ、 现不盡 に 親子の 道 をき り 

などす る 事 は、 大 かたは 後の つまより、 多くお こる も 

の 也、 又ち、 はやく 死なん とすると きに、 形見な ど を 

とらせ、 我 死した らん 後に も、 よく 後家 とげよ、 我 子 

にも、 繼母 なりと て惡 くばし するな、 など 云 ひお くも 

いとむ づ かしと、 長物が た h- を すれば、 又 かたへ なる 

人 利口げ に、 それ も 其の 人の 心に こそより 侍らん、 そ 


 四百 六十 二  I 

こ./^ の 人 はま、 しうても， よく； る も ありと いふ 

は、 定めて 後の 妻の 心よ きを 持た らん 人な めり と、 推 

し 量らる、 が、 まづ 十が 八つ 九つまで 惡 しき 者 なれ 

ば、 多分に つきた るかた 心に くし、 され どもむ かへ 

て、 其 子の ために も 我た めに もよ くば、 またむ か へ 侍 

るべ し、 一が いに は 云 ふべ からす、 . 

(十五) 世に 長者 二 代な しとい へる $51- は、 いまだ 書物 

にて は 見 侍らね ども、 大 かたはた が はぬ もの 也、 まづ 

こ、 に ひとりの 長者 あらんに、 多くの 子 を もち、 それ 

ぞれ に藝能 をつ け、 朝タに 能の 諷の とさ いめき あ へ 

れ ども、 おや 生が いの， TNt> はさる 物と て、 とかく は ご 

くみてつ、 がな く 侍れ ども、 本よ， 9 電光 朝露の きえ 

やすき こと は. 9 なれば、 親 やう/,, ^、此 世の 緣 のっき 

ん とす る 時に 、なく// 跡 やま,、 >b に 引きよ せ て、 pi 

今 死ぬ る 命よりも、 我 子どもに 別れん 事 を なげ、 ど 

も、 時刻 至れば はかなくな， 5 て 後、 それ < ^に ゆ づ.. y 

を とらせ 侍る に、 たと へば 千金の かさねた る 富なる 

を、 五 人の子 共に わかちとら すれば、 其の 子 は 五 か 一 

の 分限なる を、 今まで 親の 此の世に あ. 5 しとき の ご 

とく、 能ぞ はやし ぞ とさ いめき あ へる 內に、 家へ 出入 


る、 おちめの との、 わがやし な ひ 君 は、 鼓 こそよ く あ 

そ ばされ、 諷こ そ 器用な れ とほめ そやせば、 其の 家職 

を わすれ、 春 は 花見、 秋 は 月 見と いふうち、 やう-,^ 

其の 身 まづ しくな b 行く ま、 に、 後に は 身お とろへ 

家 やぶれて、 あまつ さ へ 云 ふま じき 兄 は、 弟に 不足 を 

云 へ ば、 弟 は 兄に うらみ を 思 ふ、 Q むなしくなりし 後 

は、 藝を もた しなます、 朝夕 身 をお さめ、 家 をと ゝ の 

ほる 工夫の みよ かるべし、 親 存生のう ちに、 子 を 思 ふ 

事の ふかさに、 人と して 藝の なき は、 ちくる いに か は 

る 事な しと 思 ひ、 それ <\ -に藝 をつ くると い へど も、 

文盲 なれば、 彼 あだなる 藝に のみ 心 を つ ひやさす る 

ゆ へ に、 身の ほど を わする \ とみ へ た 、同じ 藝をま 

なば せんとな らば、 彼 大聖 孔子の 門に あそばせて、 お 

のれ をお さめ、 人 をお さむる 道 をき かせた きものな 

.9、 此道 をぁぢ はふ ものなら ば、 たと ひ 天命 不幸に し 

て、 身の たより あしく とも、 彼 あかす むさぼる 人の、 

萬 金 を 家 にか さねた る もの よ， 0 は、 心 はきょくして 、 

一 欲 のへ 良 も、 しば./,^ むなしく とも、 彼 あさましき  > ひ 

の 入の 大牢の 美味に、 日々 に萬錢 をつ いやす よ. 9 は、 

たのしみ はるかに まさるべし、 千金の 金 をつ むと い 
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へど も、 一 U の學 にし かすと、 高 野の 大師の 仰せられ 

し、 i,6 ことにさ も 有. 0 ぬべ し、 

(十六) よろ づ すぐれて 上手の なせる 藝を 、 其 道 を 心 

得ぬ 人の ほめた る は、 聞きに くき も のな り、 其の 藝を 

する 人 も、 何 か は 其の しらぬ 人の ほまれ を よろこば 

ん 、まし て智惠 ふかき 人 の 公事の 分 やうな ど を 、 お ろ 

かなる 身に て 我心に i6 かせて、 何のぎ りかの 道理に 

あたるな どのと りさた 、いと 聞が たし、 いはん ゃ儒佛 

の 道理 を や、 

(十七) 圍 ft^ 雙 六に、 た ひぐ 手 をみ て、 後に かちて よ 

ろ こぶ こそ 心得られね、 又 手 をみ せじと いふ も、 にく 

きものな り、 すべ て か、 るたはぶれに、長き^^:11をく 

らし、 心つ くす 人 は、 大 かたお ろかなる 人の 上に ある 

事な り、 

(十八) 人のお ほく あつまり たる 中に、 そこ/^ の 里 

に は、 ふしぎなる 事 ども ありな ど、 おもしろく かた. 0 

出る は、 聞く 者 たれ も そらごとた りと はしりながら、 

其 物が たりの、 さも 有ぬ ベ き 次第 を 興じけ る を、 かた 

へ よ， o- さし 出、 さい く， 9 て、 そのこと き はめて そ， ら 

ごとな らん、 何の 經には 何とい へ る本文ぁ..^、かの文 
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に はかく 云へ る 言葉 ありな ど、 道理し りが ほに いひ 

ちらした る、 いとに く，， -、 又 年お ひたる 人の、 血氣ぶ 

-りカ だて は、 咄 にも 其 人 いかばかりと おしはかられ 

て、  > ひお と. 0 せらる 、ものな り、 

(十九) 鄉に 入て f にした がへ とい ふ 事 は、 いまだ 文 

にて は兒 侍らね ども、 是に 能く 相似た る 事 は、 禮記等 

にいと 多し、 しかれ ども まことの 侫人 は、 おのれが 利 

u を もと、 して、 賢人の 言葉 を か 、人 は 人た. 0 我 は 

我たり、 もし 我 はつ ると きに、 たれ か は 身に か はる も 

の ある ベ きとて、 人の そしり を も か へ b みす、 人の 事 

のみ あしき さまに いひな す もの あれ ども、 かやう の 

口 こ はき、 人 くら ひ 馬の たぐ ひに は、 じきに 云 聞かせ 

る 人 もまれ なれば、 一 生 我 身 ほどよろ しき はなしと 

m- むひて、 あやま. 9 を 重る 者 あ. 9、 佛 つの 恩 をと きた 

まふう ちに は、 衆生の 恩 あ. 9、 もし 我 は 我、 人 は 人た 

ると いふ ことならば、 さまでの 恩と いへ るまで は 有 

まじき 事 なれ ども、 たと へ ば あみ を 大空に は， 9、 鳥 を 

求めん に、 鳥の か、 れる あみの 目 は、 ゎづ かに ひとつ 

かふた つに 過ね ども、 目 ひとつ ふたつ、 ないし 十 一 一十 

あ る あみに て、.！ をと らん 事 を 求めん に は、 いつまで 


求む ると も、 鳥 か 、る まじき ごとく、 我 一 人に て 低お 

わたると い へ る 事 は、 有 まじき 事な hv、 

(二十) むかしした しかりし 人、 今う とくな. 0 などす 

る は、 うき 世の 有さ ま 也、 又 我まづ しか.， >  し 時の 友に 

は、 今い かなる うらみ あ. 5 とも、 猶 ねんごろに おも ふ 

べし、 人の 心 は、 大 かたう つろ ひ 安き ものな り、 かの 

うきと きつる、 友 もがな と、 いひし 事 こそ まことな 

れ、 女に そへ る 中に も、 離別す ろ 法 五つ あり、 一に は 

父母に したが はぬ 女、 二つに はい たづら なる 女、 三つ 

に は 物ね たみす る 女、 四に は 口さがなき 女、 五に はぬ 

すび とげなる 女、 此外 にあしき 病 ある 女と、 又う まや 

と を さると い へ る 事 あれ ども、 それ は 事に より 

こな ふべ し、 また 我心に かな は ざれ ども、 離別せ ざる 

女 三 あり、 一に は 我 親の やみいた みに よくつ かへ し 

女、 二に は 我 貧なる ときに むか へ て、 共に 家のう ち を 

もお こな ひお さめた る 女、 三に は 其 女の 父母 兄弟 も 

今はなくて、 たよ. 0 なき 女、 是 むかしよ. 0 傅る 法なる 

を、 此 ごろ は 人の ひ、 こと やうに な. 5 もて ゆき、 右 七 

つの 去べ き 事 ある 女 を も、 いろに おぼれて 一 生 そ ひ、 

又 三つの さる まじき もの ある 女 を も、 我 少しの 腹 立 


にて、 つらき 別 をす る 人 あ..^、 かく 傳へ かたる も、 >3 

いたましき 事な. 0 や、 又 長く つる 、 つまに も、 我 かま 

ど 將軍を ふるま ひ、 思 ひ を もやさす る もの あ， 9、 又 わ 

づ かに、 ひと h- 二人 相つ かふ 下人に も、 無理の み 云 か 

ナ、 0- よくせ. N げて、 ともに ほむら を もやす 人-^ の -9、 

これ 人 をせ たぐる に 似 たれ ども、 つ ひに は、 我 身の は 

ら たつる 所い かば か. 9 ぞゃ、 ふるき 世の 式に も、 下人 

の 無禮、 見入..^ 聞きい るべ からすと こそ 聞 へ けれ、 又 

陶淵明 は、 我 子の かたへ 下人 をお くると て、 これ も 人 

の 子 なれば、 よくいた はり はごくむ ベ しと、 いひ やり 

しと かや、 有が たき 心 ざしな. o、 

(廿ー ) 日本 は神國 にて、 かたく 四 足 を 食す る 事 を、 神 

の 御い ましめ とて、 ふかく 其 制 法 を 守る 事、 其お こり 

は 未聞 侍らね ども、 神道 は、 慈悲 を もって 專 とする 事 

なれば、 すこしも 大 なる もの 、命 をと る 事 を、 あはれ 

みたま ふなる にや、 それ はよ し 何とも あれ、 此の あし 

はらの 國 にす まふ もの は、 天 照 太 神の 御 掠 を そむき 

て は あしかる ベ きな. 5、 しか あれ ども 此 ごろの 人 は、 

おのれが 利口 をのみ 專 として、 舯は人 を あはれ み 給 

へ ば、 たと ひ 四 足の ものな りと も、 くす b に 用る に 何 
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の 憚り あらん、 しからば、 く.^，. £>食 にす る 分 は い むま 

じ、 其 上 唐に は、 牛 鹿な ど を もって 神 を まつる 事、 め 

づら しか らす などい ひて、 おのれ が 食す るの みに あ 

らゃ、 人に もす、 め 侍る 事、 大きなる あやまりな り、 

|i 者の 法 は 何とも あれ、 それ も國の 風俗 を そむけと 

は、 孔子 孟子の 敎 にも ある まじ、 街の 風の 聞き ぞ こな 

ひ を 行 はん 人 は、 から へ わたり 給べ し、 一 日も此 地に 

ゐ給 ふうち は、 御 無用な， 0 とかたり 侍. 0 しかば、 かた 

へなる 人の いはく、 昔 もさる 古德 の、 わ づらひ 日々 に 

おも. 9 て、 今 はの かぎ. 9 とみ へ しとき、 名 醫來. 0 て い 

はく、 比 1^ にさら に ほどこすべき くす， 9 もな し、 fe- に 

去 鹿 をき こしめ したらん に は、 もしも やい ゆる 事 も 

ありなん、 され ども 御 出家の 事 なれば、 いか 3. と 憚 hs 

申 侍. 0 しとき、 古德の 曰く、 今 我心に ふかくお も ひか 

けし 大願 あ. o、 命 は 露ち り ほど もお しきに は あらね 

ども、 此 大願の 修行 を、 もし 此 生に はたさ すん ば、 永 

く 苦 海に 沉む ベければ、 たと ひ佛 神の 御い ましめ の、 

四 足 をお かしてな りと も、 一旦の 命 をた すかるべき 

と て 、彼醫 者の あたへ し 鹿 を く ひ 、忽 本復し て 彼 大願 

をと げし も、 あやま になるべき やい なや、 答て 曰、 
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あやま. 9 になる まじ、 か へ つて 佛果 のた ねとな らん、 

問て 曰、 然ば 今の 世に も、 唯今 命 はつべき もの、 其藥 

食の 力に よりて、 二た び もとの 身に なりて、 後世 を も 

ねが ひ 神道 を も 聞く とて、 此事 をせば 誤になる まじ 

や、 答て 曰、 あやまりになる ベ し、 是 智者の 惡は、 惡と 

もに 善、 愚者の 善 は、 善と もに 惡 とい へ る ものな り、 

そのむ かしの 古德 は、 其 病よ くな.^ て 後、 一 大事 緣 

の 修行よ.^ 外 をな さねば、 其藥 力みな 佛果 のた ねと 

な， 0 し 也、 今の 凡人の 藥食 といへ る は、 たと へば、 病 

よく なれば、 朝に は 名利に つか はれ、 夕に は あらぬ 行 

末の よしなき 物 思 ひに、 惡業を 作る より 外なければ、 

其藥カみな無間の種となる也、問て曰、しからば藥^^^ 

に醫 者の 用る も、 又の む 人 も あやまり ならん や、 答て 

曰と がと なら じ、 先藥 稲に 用る 分 は、 大 かた 其 病人に 

それと しらせす、 又し りて 存 とい へど も、 ゎづ かの 事 

なれば、 其藥稀 ゆへ に、 多くの 生もの を ころさす、 そ 

れをさ へ に、 千金 方 を ゑら みし 人 も、 お ほくの 生もの 

を藥 種に 用し ゆへ に、 仙人の 51- を 得が たきよ し 侍り 

き、 され ども 藥 種に 用る 分 は、 大 かた 口に 味 ひて むま 

きと 思 ふこ、 ろなくて、 誠の 養生なる ベければ、 祌も 


佛 もとが め は ある まじ、 彼藥 食と て、 あつ ものにして 

たぶ る 人 は、 口に かな ふ を 正意と して、 藥 になる もな 

らぬも 二 だんに する 故に、 神慮に たが ふ 事うた が ひ 

なし、 其い はれ は、 よの 養生 はつ、 しま やして、 藥食 

の 方に のみ 心 を ひかす る 人 は、 大 かたは 其 藥カを も 

つて、 或は 淫亂 の樂 事と せんとの み 心 かげて、 善を修 

せんた めに する 人 はまれな り、 みだりに 辯 口 を もつ 

て正理 をみ だるべ からす、  , 

(廿 二) すべて このごろ、 佛の 御つ かひと て.. 大寺 にす 

はり 知行 をと り、 又は 人を敎 化して、 布施 物 をう く 

る 出家 も、 或は 女 を かくし をき、 又は 魚 鳥 を ほし ゐま 

まに くう とい へる を、 內々 耳に は 聞 侍りし かど、 終 

に まのあたり、 か、 る 事 をみ ざり しに、 ある 所に て 法 

師 ども あまた あつま. o、 かほよ き 女房に たは ぶれ、 魚 

鳥 を さかなと して、 酒 ゑんに 長 じ 侍る を、 そこ はか 

となく 行か 、り 見 侍りて、 興さめ て歸 り、 又の 其 法 

師學匠なれぱ、ぃかばか..^ょき理りも有なん.i、たづ 

ね 侍りて、. すべ て 出家と なり、 法衣 を 身に 着しても、 

女 13 に 立 まじり さかもりな どしても、 外に 弗になる 

やう や 有る と 問 侍. 0 しに、 其 法.： i-isl; のた と へ を、 よき 


口に まかせて いひて、 其 上、 別法 和尙 は、 のど は是海 

道な りと さと. o、 それの みならす、 规 子と いひし 祖師 

は、 ゑび をつ りて 4 お 物と し 侍る、 小乘の 上に こそ、 人 

我のへ だても あるべ けれ、 もし 大乘の 眼より 見る 時 

は、 煩惱即 菩提 なれば、 即 大根 也と ぞ答 へ "りれ 侍. 0 

し、 其 時 やつれが すでに 其、 別法 蜆 子と 今の なまぐさ 

坊 生と は、 其 器 はるかに へだ、 るべ し、 是 鵜の まねの 

からす 也、 とても 大乘に 入て、 煩惱即 菩提 即大 根と 見 

る 見解なら ば、 同じ 見やう にて、 菩提 を 即煩惱 の 如く 

に 好み、 大根 即 魚と 味 はま ほしき ものな -o- と 申べき 

と 思 ひし かど、 いや/^ か 、る 口 かしこき、 不 得心 坊 

主にと 思 ひて、 尤 さも あ. 9 ぬべ しと、 笑に して まかり 

出 侍りぬ、 誠なる かな 孔子の、 其 知に は 可 レ及其 愚不レ 

可レ 及との たま ひし 事、 われ も 其 さと， 5 だてなる 出家 

のい へ る やうに は 申め， 9、 只 外よ b は、 物ぐ る はしく 

み ゆる ほどなる 淸 僧の 愚なる に は、 たれ も をよ びが 

たからん、 

(廿 三) 女 煩 肉食 をせ ぬ を、 出家の 至極と 思 ひて、 學文 

もっとめ ねば、 本より 智 もな く德も なき 法師の、 うき 

世の 僧俗 を 無下に 云 ひくた し、 剩 へ 佛道を さ へ、 おの 
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れが 心に まかせて、 旦那 を たぶらかし、 いかなる 罪 を 

つく. 0 て も、 懺悔の 文 をと な ふれば 滅し、 ふかき 煩惱 

も、 此の 妙法 速 華經に て は 菩提と なり、 又 お もき 惡業 

をな しても、 一 念彌陀 佛即滅 無量 罪と とな ふると、 忽 

阿彌 陀如东 の來迎 あそばし、 其 念佛の 行者と 心 を あ 

はせ、 すく ひとら せ 給 ふな ど、 何の 所見 もな く 謂 聞か 

すれば 、能 佛道を ひろむる に は 似 たれ ども、 却て 衆生 

に惡 をす、 むる に 同じ、 女 煩 肉食 を せぬ とて 、贵き 出 

家と や は 云べ き、 學文ぁ b とて、 德の 至れる とや は 云 

ベ き、 只 欲心の なき こそ、 貴き 知者と も 云べ けれ、 大 

藏經五 百 四十 函も、 愁心を はら ひ、 物に 執着の のこら 

ぬ やうに ぞ、 しめし 給 ふなる ベ けれ、 されば 莊 周は是 

を 枯木 死灰と 云 ひ、 法 花 經に佛 此夜滅 渡し 給 ふ 事 は、 

如 二 薪 盡火滅 一と 解 給 ふ、 執着の 露ち b ほど も 殘らぬ 

を 示し 給 ふと かや、 欲と 云 字の 心甚廣 し、 欲と 云 文字 

は、 ねが ひと も 又ものお も ふこと あ， 9 ともよ ませた 

り、 さ b とて 喜怒哀 樂愛惡 欲の 七 情 は、 聖賢の 上に も 

ある なれば、 いか で 佛も是 を 制し 铪 はん、 され ども 右 

七つの もの、 其 節分よ..： >  すこしも 過る を 以て 欲と い 

ひて、 欲の 字 下に 心 を そへ、 慾と かきし 字 也、 たと へ 
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ば、 衣服の 上 を もって これ をい ふべ きに、 衣服の 用 は 

一 一、 一 に は あらし を ふせがん ため、 又 一 に は あらし を 

ふせぐ と 云の み にても、 鱧 儀た、 ざれば、 僧 は装裟 

衣、 公家 は 柬帶、 俗は丄 1 もちな ばたり なん、 其 二つ 

を 調し う へ に、 或は 衣紋 をつ くろ ひ、 好色の 中 だち と 

せんと 思 はんこ そ、 衣服のう への 愁也、 其の 外 居所 調 

度に も、 此 心なる ベ しと かた. 5 しかば、 かた へ なる 人 

問て 曰、 好色の かたへ、 心 ひかる、 を 慾と いは  >、 旣 

に 女 煩 肉食せ ぬ 僧に は、 欲 ある まじ や、 答 曰、 我 こそ 

女 煩 肉食 をせ ぬ をよ きと 思 ふ 心、 即 欲心 也、 これ 我 身 

に 愛の 節分に 過た る 也、 出家と なりて 此 二つ をつ、 

しむ は、 つねの 事に て、 さして 殊勝に もな き 事 也、 然 

らばい かなる を か 無慾と いはん、 答 曰、 法師のう へに 

て是 をい は V  、多くの 衆生 を濟 度しても、 我 こそ 衆生 

を濟 度した. 0 とお も はぬ こそ、 無 愁とは 云 ふべ けれ、 

是即 老子の 爲 而不， 特、 功 成 而不レ 居 、顔 回の 無， 伐レ善 

と、 のた まひし 所な り、 曰 善 をな して 無心なる が 無慾 

か、 曰 是 なり、 曰い かなる を か 無心と いふ、 曰た とへ 

ば 大海 を 舟に てわたらん ときに、 おきよりも 又 舟 一 

艘 流れ 求て、 我の， 9 たる 舟に あたる ベ きに、 其 舟に 人 


四ぽ 六十 八 

の. 9 ていたらん とき は、 其 舟人 をと がめ、 たが ひに. 腹 

を もた てつべ し、 又 其 舟に 人な きとき は、 我 ふね 其 流 

來れる 舟 ゆ へ に、 せう/^ そこねた b とも、 其 ふねに 

うらみ は 有 まじ、 舟の 損する 所 は 同じ 事 なれ ども、 餘 

所よ， 0 來る 舟に、 人の あると なきと により、 腹 もた つ 

とた、 ぬと 有る がごと く、 萬 端 こなたより あしき 心 

ね ある ゆ へ に、 人と も あらそ ふ 也、 此のつな がぬ 舟の 

心なき 心 を もって、 人に まじ はらば、 少々 人の 耳に あ 

たる 事 を 謂た. 5 とも、 人と がむ まじ、 いはん ゃ此 無心 

を もって、 人を敎 化して、 佛果 にいた らんに おいてお 

や、 何の 慾と いふ 事の あるべ き、 
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( 一 ) ある 福 人の子、 博变を このみて、 あけくれ 打し 

に、 其從 者つ よくい さめ 申 侍りし かば、 我 は 唯 見物 を 

する ばか. 也、 かゝ るい たづ ら なる わざ は、 夢にもな 

さす、 心 を さ へ その かた へ うつさ すん ば、 兒物 ばか. 0 

は、 くるしう も あ る まじと 申されし か ば、 又 重て い は 

く、 見物ば かり は猶 よからぬ 事な， 9、 是 世話に、 いた 

う もな き はら を さぐらる \ と、 いふ ものな りと いさ 

めし は、 誠に 此 世話 は、 本より いやしき 語 なれ ども、 

すこぶる 聖賢の 道に も かな ふべ し 、瓜 K 不 レ容レ 履、 李 

下不レ 正い 冠と い へ る 古詩 あ， 9、 此心 は、 いかにお のれ 

が 正直に て、 瓜 をと る 心なき とい へ ども、 瓜ば たけ へ 

そこ ともなく はいりな ば、 餘 所より は 正しく R をと 

る と 見る ベ し、 又 李 下 不正 冠と い ふ舉 は、 是も くだ も 

のに ほしき 心なき とても、 な もの 、木の 下- - て よ、 

かう ぶ， 0 なをさぬ 古法な， 9、 もし 其く だもの を 取 か 

と、 人に うたが はれま じと いふし めし 也、 さはい へど 

又、 あまり 賫 者ぶ なる は、 か へ ，9 猶 道に あたらぬ 事 
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也、 いかなる を か 贊 人 だてと いふ、 たと へば 一 人の 女 

御 を、 傍輩 一 1 人して 本國 へ 御供して 下る ベ きに、 其 女 

御のお やの かたより 用 あ.. >  て、 俄に 其 一 人 をめ しょ 

せられん に、 我 一 人 は 御 生の 命に 應 じて、 都へ か へり 

中さん、：^^^ 一  人よ く 御供 をして、 本國へ かへ b 給へ 

とい はんとき、 今まで も 女御の 御供 を、 男の 身と して 

する 事、 ち. i 心に は- 3- か. 9 思 ひ 侍. n- しか ども、 其方と 

二人 なれば 別儀 も あら じと、 世上よ， o- も E5 ふべ しと 

思 ひて 侍. 9 しが、 今よ. 0 我 j 人して は、 餘 所の 見る目 

も いかばかり、 おとなげなし など 頭 を ふ. 9 て、 其の 郤 

よりよ びに 來る男 を も かへ さす、 女御の 本國 下う も 

事 調らぬ やうに 云 人 こそ、 あま. i> 賢人ぶ りて あしき 

とはい ふべ けれ、 是も 瓜田 不レ 入ン 履と、 おもむき はち 

が はね ども、 中庸 をえざる 率 は 同じ、 唯 中庸の み 得が 

す き 事. 

(二) さして 學文 者と も 見へ ぬ 人 も、 物の 談合 か、 あつ 

かひ かに 立 まじりて は、 とかく 物 は 中庸が よろしき 

とい ひ あへ る は、 いかなる 合點 にかと おぼつかなく 

思 ふに、 其の 人の 心に は 中席と 云へ る は、 不レ偏 之 謂 

ン中、 過不及な きを も、 又 執 二 其兩端 ， 用，, 其 中 於 民 _  I 
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も あ る 本文 の 心 を 見 あやまり て 、とかく 物の 眞中を 、 

中と 覺 へしと 見えたり、 たと へば 四 人道 づれ となり 

て、 道す がらの 物が たりに、 これよ h- むかひの 山まで 

の 道 遠 さ を、 一 人 は 七 里と 云、 又 一 人 は 八 里、 又 一 人 

は 九 里 あるべし と、 たが ひに 我 目が ねの 程 を、 よきと 

あらそ ひて、 其 事に つ き、 かけろ く を せんとき に、 其 

方 も 七 里の かたへ な， ^とも、 又は 八 里 九 里の かたへ 

なりと も、 心に まかせて くみし 給 へと いはんと きに、 

何の わき ま へ もな く、 三人 各 別々 に 七 里 八 里 九 里と、 

あらそ ふなれば、 われ は 其の 中 をと らん， とて、 八 里と 

いふに くみせん とい ふが ごとくなる を、 その 中 をと 

ると いふ ものな. 0 と 思 ふ は、 誤なる ベ し、 聖人の 中と 

い へる は、 たと へば 百 人 集. 9 て、 物の 理を あらそ はん 

時 に 、九十 九 人 は 同じ 心に て、 さての こ.. y 壹人 は、 九 

十九 人の 云 へ る 事に たが ひた.^ とも、 能 分別 をして、 

其 理の當 然を能 味 ひ、 たと ひ 一 人の かたなり とも、 よ 

き 道理 を 持た らん 方へ つく 事 を、 其 中 をと るとの 給 

へ， 9、 又 調度の 上 を 以て これ をい はい、 書物のと おめ 

のかた わざに ある、 是即 書物のと ぢ めの 中な り、 とか 

く眞 中と 心得る は、 ひが 事な b ヽ -r.; て庸 とい へる は、 


庸は 天下の 定理 也と、 朱 文 公の 注せられ し 也、 腐と い 

へ る 文字 は、 つねと よませた h> 、定理と い へ る は、 世 

話に 云 定規の 事な. 9、 たと へば 番 巧のう へに て是を 

いは 、木 はの こぎ. 0 を もってき. o、K はかん なを 以 

てけ づ る 事、 此 定規が 正意と なる 也、 されば 定規 は番 

巧の つね 也、 さて 人の 心の 定規と は、 何 をす ベ き なれ 

ば、 誠の 一 つ 也、 此 誠と いふ 字、 いひ やすきに 似て、 い 

ひつく しがた し、 是即 中庸の 一 大事 也、 中庸 を 能會得 

せ やん は、 誠の 字合點 ゆく まじ、 知 仁 勇の 三つ S もの 

は、 いたりて なしが たけれ 其、 能くす る もの これ あら 

ん、 中庸 はよ くす ベ からすと、 古人 も 卯 せられし なれ 

ば、 今 我等が 口の はにかく ベ き 事に も あらね ども、 若 

年の むかし、 中庸 を 露 ほど 文字よ みせし かば、 今に 其 

の 一 兩句を 其 かたばかり 覺へ た. o、 其 本文に よ， りて、 

一 萬が 一 つ ほど 申べ し、 まづ朱 子の 序に、 中庸 何爲而 

作 也、 子 思 子 憂 一， 一道 學之 失，, 其傳 ， 而 作 之 云云、 さ て 中 

庸の おこ b は、 いにしへ の lul 人、 かの 天よ. "^あた へら 

れ しすぐな る 心に、 人欲の わたくし を い 鹿 もま じえ 

すして 、至極の 道理 をた てた まひし 道 統の傳 也、 是即 

儒者の 血脉 也、 彼 大堯、 舜に 天下 を讓. - 給し ときに、 
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允 執 二 厥 中 一と 敎 へられし 也、 さて 又舜 の、 禹 王に 天下 

を 譲られし 時、 人心 椎危 道心 惟微 也、 惟精 惟 一 允二 執まハ 

中 一と 敎 へられし 也、 右に 堯の 仰ら れし、 允 執 一一 厥 中 一 

といへ る 一 言に て、 天下 萬 物の 至極の 道理 、こと <\ - 

くそな は. 0 し 上に、 又舜の 人心 惟危 道心 惟微、 惟精 惟 

一 せよ とそ へ 給し 三 言に て、 堯の 仰ら れし 心、 いよい 

よ 明かに して、 萬々 世の 手本と なりし 也、 たやすく 申 

べき 事に も あらね ども、 次に いさ、 かかたり 侍る ベ 

し、 朱 文 公 これ を 論せられ し は、 天、 人に あた ふるに、 

仁義 禮智の 性 を もってせす とい ふ 事なければ、 上聖 

人より 下 愚人 にいた るまで も 、虛 靈知覺 0 

獸、 ^ き は 同じ 事なる ベければ、 舜の 仰ら る、 様に、 人 

心怖危 道心 他微 な， c> と、 心の 上に 一 一色 は ある まじき 

なれ ども、 或は 生，， 於 形氣之 私； 或は 原，， 於 性 命 之 正， 

とのた が ひ あれば、 其知覺 同じから ざる 所 也、 此の 形 

氣之 私と い へ る は、 物に 體し てこれ をい はい、 耳目 鼻 

口 四肢の ごとし、 あながち わたくし あるに 極り たる 

ものに て はな けれ 共、 人の 心と 云へ る は、 猶海を 渡る 

舟の^と し、 道の 心と い へ る は 舵な， o、 若此 人心の 舟 

に、 道の 心 を 蛇と せ ざれば、 舟の なみに お- «- よふ ごと 
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く、 其 人の 心の 惡に おもむく と、 いへ る說も あり、 又 

性 命の 正と は、 iSi 人の 心なれば、 別に 其 巨細 を師 とし 

て、善をぇらみ惡をし，^^ぞく る 道 をし る、 俄 精 也、 惟 

一 にと い へ る は、 其 をよ く 身に 行 ふ 事 也、 さて 又本經 

の發 端に、 天命 之 謂. レ性、 率， レ性之 謂,， 道、 修レ道 之 謂. レ敎 

と 云云、 天の 命す ると は、 我 生 をう くると、 - 天より よ 

き 道理の そな はる もの を あた へ 給 ふ を、 それ を 性と 

いふ、 性と いふ は、 即此 道理の かたまり たるな り、 率 

ゾ性 之謂レ 道と い へ る は、 そのよく 道理に まかせ、 萬 端 

を こな ふとき は即 道な， 9、 脩 レ道之 謂 レ敎と 云 へ る は、 

其能^53を民百姓までにしらせて、 おこな はしむ る を 

敎とぃふな，.^、ぉさむるとは、佛道にぃ へ る 修行の 修 

の 字 也、 其の 道 をよ く 修行す る を、 おさむる とい ふな 

り、 さて 又 道 也 者 不レ可 一 &臾離 一也、 可. レ離 非レ道 也、 是 

故 君子 戒，， 愼乎其 所， へ 不，， 睹、 恐，， 懼乎 所， へ 不レ聞 云云、 道 

はしば らく も 離る ベから す、 はなるべき は 道に あら 

すと い へ る は、 道 は 則 海道の ごとしと い へ る 說もぁ 

hN  、これ も 一 時 も はなれて は、 叶 まじき 心に や、 又是 

を 鳥の 上に てい はい、 飛 は 鳥の 道 也、 此飛事 をし ばら 

© マ、 

くもせ す は、 鳥と はい はま じきに や、 この ゆへ に 君子 


とい ひて、 道 を 能くお こな ふ 人 は、 其 人の みざる 所 を 

も、 我心に ふかくい ましめ、 つよく つ、 しみ、 人の 聞 

ざる 所 を も、 よくお ぢ おそれて、 ひと-り 我 部屋のう ち 

にゐ ると きに も、 人の みて はづ かしき 事 はせ ぬ やう 

に、 つねに あそばす 也、 司- ijl- 溫 公と いひし 人 は、 人に 

かたられぬ ほどの 事 をば 何 にても せ i?^ と、 つねに 

御た しなみ ありし と 也、 これひと，.^ をつ、 しむと い 

ふ ものなる べし、 又 王 密と云 ひし 者、 楊 震と いひし 人 

に 金 を をく りしに、 楊 震王密 にい ひし は、 我 は 其の 方 

の 心 を 能くし りしに、 其方 はなせに 我心 を しらぬ も 

のの やうに、 かく 金 を 我に うけよ と 仰ら れ しと 云 ひ 

ければ、 王密が 曰く、 今宵 は H も くれて たれ も 外にし 

る 人 もな し、 ひらに 御う け 候 へ とし ひ 侍 ，0 しかば、 楊 

震が 曰く、 天 知 地 知 吾 知 子 知と いひし かば、 王密 こと 

ばなくて 、顔に 紅葉 をち らし て 出け ると かや、 是を 世 

話に も、 天し る 地し る 我し る 人し る と 申と かや、 是も 

人の みす 聞かざる 所 をつ、 しめる たと へ 也、 中庸の 

書の 事 は、 一 生かた ると もつ きま じければ、 まづ これ 

n マ , 

までにて さしをき申め ，h^、 

(三) 君に とがな やうら みはせ まじ、 やぶれ 車で わが 


わる ひとい へる は、 か. 9 そめに うた ひし 小歌の 唱歌 

なれ 共、 これ 自然に 「あまの かる もに すむ 虫の 我から 

と、 ね を こそな かめ 世 をば うらみ じ、 とい へ る 本 歌の 

心に も 通 ふべ し、 またもの ぼり ていは^、 射^, 似 二 乎 

君子？ 失 二 諸 正鵠 一反 求 二 諸 其 身 一と、 孔子の たま ひしに 

も 通 ふ ベ し、 此、 じ は、 正 鶴と い へ る は、 鶴 と い へ る 鳥 

を 布に 输に か き て、 こ れを まと にして 弓 をゐる 事な 

^、君子に 似た る 事 あ. 9 と 云 へ る は、 たと へ ば 弓をゐ 

る 時ば か， 0 は、 まと を ゐはづ したる とき も、 い かやう 

なる ひが/,^ しきもの も、 まとの たて やうが、 あしき 

など は 思 はすして、 我が 弓の 手前が あしきに とか、 又 

はねら ひやう のたら ぬに かと、 我 身 を うらみて、 身に 

かへ しさう しもと むる とか や、 是も とかく 人 を うら 

むるな、 萬 事 我 あしき ゆへ に、 人 は 我に あしきと 思 

へ とのし めしなる にや、 古歌に も 「我よ きに 人の あし 

きの あらば こそ、 人の あしき は 我 あしきな. 5、 とい へ 

る もさ も ありぬ ベ し、 世の中に いのち ほど、 いた..^ て 

大切なる もの は あら じ、 され ども、 孔子 も 释题も 御 入 

滅な さるれば、 せんかた なき 事な り 、又はお ほど つら 

き 物 はなし、 其 はおとい へ る は、 大 かた 人の あた ゆる 
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はまれな り、 みな 我と なす はおなる べし、 

〇 我 かしこげ に 人の 事の みは かりて、 剩へ ふでに さ 

へ かき つらぬれ ども、 其 身 はお さまらぬ と 人に い 

はる、 事、 

〇 人に 用ら る、 事 もな き 身に て、 いはれ ざる 公儀 だ 

て をす る 事 

〇 身の くら ゐ みぢかくて、 上々 に 立 まじり こびへ つ 

らふ 事 

〇 我 しらぬ 藝 能の 座敷へ まか.. > 出、 人に 其 事 を 所望 

せられて、 とが もせぬ た、 みのへ . ^むしる 事、 

〇 を よばざる 事 をの み の ぞみ かけ て 、 その 終に と 

げ ぬのみ ならす、 其 人に あ ひて 重て 言葉な き 事、 

〇 諸道 を 心得た るか ほし て、 其 跡 先 首尾せ すし て 、人 

にう しろ ゆびさ \ る 、事、 

〇 身に 過ぎた る 武勇 だての み 常に 云 ひて、 喧 啼 口論 

の と き、 人より さきにし. 0 ぞ き 侍 る 事、 

〇 雪の かしら をいた いき、 tl? 年の 人に 立 まじ hN  、うと 

まる 、事、 

〇 常に 無慾なる 體 にて、 物の そぶりに て 慾 ふかき 事、 

〇 せば き 心より、 云 ふま じき 不足 を 人に 云 聞かせ、 其 
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一 人に 道理に せめられて、 かへ りて 詫 言 をす る 事、 

〇 我 あしき かたち を もちて、 かたちよ き 人に 立 まじ 

はる 事、 

〇 身の ほど 過ぎた る 約束 をして、 後：：： に 其 言葉ち が 

ふ 事、 

〇 一 文 不通に て、 文字 こそしら すと も、 もの、 道理 は 

たれに か はは おんな どい ふ 人 あれ ども、 不ビ 深， ー斯 

道 I 有い 至 者不と 古人 云 ひお き 侍れば、 文字な き 

„ 人の いひし 事 は、 利口げ に 聞 へても、 いかばかりと 

人に おも はれ、 又はい はれす る 事、 

〇 文字の  >  ひ を もよ くしら やして、 かたこと まじ.^ に 

物 を こ はし、 ねんの いりた るふる まひ と 云て ある 

ヾ -f さ を、 人の 丁您 すと い ふ を、 I ^や， b んぉ もしろ さ， フ 

なる 言葉と おも ひ、 ていせんなる 御 ふるま ひな ど 

い ふ かた 言、 數を しら ぬ 事、 

〇 かながきの 書 を もみぬ 人の、 佛道は 本よ h- 不立文 

字 なれば、 一 文字 ひかす とも、 工夫に て さとる べき 

などぃひちらし、人に心ぉと.^> せらる 、事、 

〇 何 にても 其な す 藝の大 寧 こそ 我し. 9 たれ、 秘傳こ 

そ傳 りたれ といへ とも、 其藝の 常の 事 さへ 人な み 


にならぬ 事、 

〇 よくもな き 我 子 を、 そこ^. のよ き 人 も ほめ 給 ひ 

しな ど、 まことし からぬ 事 を 人に 云 聞かす る 事、 

〇 愚なる 身 を 持ながら、 其に ぎ はしき に 付て、 さかし 

き 人の 時に あはぬ に、 よろ づ うしろみ だてに 云 聞 

かする 事、 

〇 金銀 を 人に か b 、か へす ベ き覺へ もな き 事、 

〇 我 こそに ぎ はしけれ、 誰に かした が はん、 人の もの 

を も か る まじき などい ふ 人 も、 又 時節 じて まづし 

くな りな どして、 人に むかしの 事 を 云 出さる、 事 

〇 朋友 は财を 通す ると て、 むかしよ，.^ たから を も 借 

もなら ひかす も 習なる とい ふ 事 を しらすして、 人 

に 物 を か. 0 し 人な ど を、 む ざと わら ふ 事、 

〇 秘密す まじき 事 を、 大事が ましく 云 ひなす 事、 

〇 下 m' 上 ともに 酒の あいさつ を 上手ぶ， 0 て、 我心 

もみだる 、ばか. 0 たべ 、我い み じき 事な どい ひ、 其 

外 あらそ ひな どいた して、 めいぼく うしな ふ 事、 

此 外に まだお かしき こと も ありつれ ど、 みな わ 

すれつ、 

(四) やけどに は、 く. 0 の 木の か は を くろやき にして、 


ごまの あぶらに てつけた るよ し、 やひ 火の あた h- た 

るに は、 も 草 を せんじの みたる よし、 又 井の つるべ の 

水 あか もよ し、 

〇 ねす みにく はれた るに は、 きりの 木 を 火に く ベ 、す 

みとして、 それ を あぶらに て 付けた るよ し、 

〇 手 あしに よら や、 覺へ もな きに はれ、 又 あからみた 

るに は、 あかき に しがら を や きて 、すに て； Iz: たるよ 

し、 にし がら は 物 を ちらす 物 也、 

〇 打き す、 又 あし 手に よらす くぢ かした る や、 高き 所 

よりおち たるに は、 楊 梅 皮 を さめに て おろし、 こん 

やの のりに てね りて 付けた るよ し、 

〇 高き 所よ. 0 落た るに は、 山椒の 目 をす りて 付けた 

る もよ し、 又し ぶ をのみ たる もよ し、 

〇 のん どに ほねの たちた るに は、 龍骨をけづ，.^のみ 

たるよ し、 象牙 はつねの 事 也、 

〇 山桝に むせた るに は、 た、 み をね ぶりた るよ し、 其 

外 何 にても 胸の わるき やうに して、 から ゑ づき を 

出 すれば、 のどに つた ま て 其 ま、 よし、 

〇 すこしき， o たる きづに は、 ふるきく さ h- なわ を も 

みて 付 けたる よし、 
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右 九个條 は醫師 のな きとき の 事 也、 

(五) ある 人 、做の 巾に なに を か 樂と定 申べき、 先帝 王 

の 御 位 は、 中々 云べき も を それ あ.^、 又 大名 衆の 御 事 

も、 なれて しらねば 云 ひがたし、 たいね が はしき は、 

町人の たのしき を こそ、 一 の 樂とぞ かたりし に、 又 か 

たへ なる 人 それ も尤 なれ ども、 我 はたい 貧富に はよ 

らす、 唯 身の 達者なる を 樂と思 ふ 也、 千金 萬 金 かさね 

て も、 其の 身 病 者に て は 益 あら じと かたりし に、 又 か 

たへ なる 人、 樂 はた 貧の 上に こそ 有る なれ、 たから 

多ければ、 身 を まもるに まどし とこ そ 古人 もい はれ 

し、 た ぃ隱遁 する 人 こそ、 うらやましき 樂 とかたり し 

に、 又 かたへ なる 人、 各の さきより のた まふ は、 樂に 

能く 似て 樂 ならす、 富める を 樂と思 ひて 願 ふと も、 本 

よ， 9 天命 さだまれば、 俄に 富 も 求めえ じ、 我 身 を 達者 

とねが ふと も 生れ 付て 病 者なる もの、 いかで 達者に 

もなる ベ き、 又隱遁 1 どね が ふ 1 こも、 とても， フ、 き 世 も そ 

むきが たければ、 みづ からね がふ 所に ははん ベら す 

とかたり ければ 、のこり 三人の いはく、 さて 其方 は、 

何 を 樂と思 ひ 給ふぞ とと ひければ、 我がね が はしく 

思 ふ は 心の 樂也、 古人 も、 心 はな どか かしこき よりか 


しこき にもう つら ざらん と、 s られ しと かた， しか 

ば、 各 是に歸 服して、 さて 心の 樂と 仰ら る、 は、 心に 

1 一色 あり やとと へば、 其 人 かた. 0 申されし は、 まづ萬 

事 心 持 ゆ へ 、おもしろく もうた てく も ある 物 也、 とて 

も樂 こそね が ひなば、 ねが ふて かな ふ樂を こそ、 よき 

ねが ひと も 中べ し、 さて 心に かな ふ 樂と云 ふ は、 まづ 

四季 を 以て 是を いは  > 、物の 心 もな く、 たる 事 しらぬ 

人 は、 先 元日の 空よりも、 京 中と もに よき 春の、 めで 

たき 正月のと いひ わたれば、 彼 心の あしき 人 は、 我 

は壹 つも 年の よるが うたで き 春と 云 ひさます、 さて 

春 もやう./, \- 二三 月の^に もな. 0 ぬれば、 春の けし 

き ほど あしき もの はなし、 氣が まう-/ \ -1 0 して かし 

らが うつと いひ、 夏 は、 ひる ははい にせ、 られ、 よる 

はの みかに く はる、 とて 身 を もやす、 又 秋風 そよ ふ 

けば、 別してお のれが 壹 人して か、 ゆる やうに おも 

ひても かな はぬ もの ゆへ 、いねに あた， 9 て、 もし 世の 

中 あしからん かとてき も をけ し、 冬 は 彼 こたつの は 

たに 龜ゐ て、 め をと いさかいに 身 を もやす、 花時 鳥：：！： 

雪 も、 花よ.. > だんごと いひち らし、 時鳥 は 昔より、 命 

に替へ て も 聞きた きと、 人 は 卯せられ しか ど、 此鳥ほ 


どやく にた、 ぬ もの はなし、 先 料理に もっか はれす、 

たま/ < なきぬ る聲だ にも、 ひるねの ゆめ を 打破る、 

聲を 聞く さ へ うらめし や、 又 秋の とて、 人々 の もて 

はやさせられ しも、 別して 四季に 替 はる 事な し、 すべ 

て 月 ほど 益の なきもの は あら じ、 手ぬ ぐ ひひと つ ほ 

す とても、 ひる こそ 物 はよ くひれ、 夜 はかへ りて、 ほ 

したる もの もしめ. 9 あ ふ、 雪 は 、まだ ふらぬ さきよ 

頭痛のお こる に、 あまつ さへ 二日 も 三日 も 道 も か は 

かす、 又 候ゃ赛 まで、 長 だう とふる こそに く けれと、 

か、 る 四季の 上々 の 景物 さへ 云 ひくた すれば、 この 

ほかの もの は、 え もい はぬ 事なる べし、 さて 心に 樂を 

し. 9 たる 人の、 四季 を もて あそびた のしみ とする 事、 

あら-,^ かたり 申べ し、 

よ ひの 年 は、 雪 も はげしく ふる 里 も、 けさ のんどりと 

春た つと、 云ば か- 9 にやみ よしの、、 山 も かすむ とな 

がめ にし、 其 ゆうげんの 道まで も、 思 ひや， 5 つ 、それ 

ぞれ の、 うちい は ひこ そめで たけれ、 門松が けの わか 

水 は、 命な が ゑの ひしゃく にて、 しゃんとく みあげた 

ま. 9 やせぬ、 あられが まに もこし 入て、 大ぶ くた つる 

な b か、. o、 もてる 茶杓の 一 ふしの、 鼻歌うた ふ其聲 
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も、 千代 萬 代と よば ふなる、 みかさの 山に たつ 雲の、 

天津 そらまで をし はかる、 今 W の 儀式の 小 朝拜、 院の， 

拜禮 氷の ためし、 星 をと な ふるくす り 子の、 年の よは 

いは 若 ゑび す、 又 ffi? 沙門の 功 德經、 日 うら 白の 連歌師 

や 、俳諧師まで 三つ もの を、 句作る 顏 はしき しまの、 

かざり わらべ の 玉毬打 、ぶりく ふりし さほ 姬に、 け 

さう 文 を もやり ぬれば、 返事 や あると 松の 內、 たう ど 

にたつ る大 竹の、 はっとら^ りふく わかし、 つな 引 わ 

こ は太郞 月、 ニ郞も よれる ぼう ひきは、 せちぶ る まひ 

に 事 はじめ、 はま 弓 もてる もの、 ふの 、にん-/.^ いは 

ふ 具足 餅、 やりの 名 をえ し 梅が えの、 ほこ をよ こた へ 

詩を賦 せし、 むかしの 事 を 思 ひ 出て、 ふくむ ゑ びら に 

かぢ はら も、 一 えだお りて さしす せ そ、 太刀って と を 

も はき ぬれば、 軍 梅花と も 申す ベ し、 陶淵 明の 愛 をせ 

し、 かの 柳 ごし 柳が み、 柳絮 といへ る 名に めで、、 見 

る 人の 目 も 糸と なる、 春の しらべ の 琴の ねに、 鶯 ぶえ 

の その 聲は、 高さ ご なれ や 春 はやし、 つてん 天下 もめ 

で 太鼓、 うちとの 文 をて らしみ る、 窓の 雪 さ へ 打と け 

こ ち 

て、 田も醉 もな き 春の 野に、 さまよ ひゆけば あち 柬：^ 

も、 ふきの たう を もく みたて 、、菩提 をい のる あまの 
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り や、 佛の わかれら かんだ ち、 あらかんな しとな くこ 

ゑの、 空に もき こ >ん か へ るな. 9、 やけの 、きぎす 時な 

ると、 三た びかぎ にし 孔子 祭、 莊 子に かきし irii^ と、 

つれだら 四方に 鵬々 と、 たつ や 逍遙 ゆ ふが すみ、 朧パ 

夜に し く  * 43 の は、 ないしと 聞ば 苦 草の、 妻 もこ もれる 

我 もまた、 こもちと つれて 野 遊の、 よめが はぎ 又つ く 

づ くし、 ふできな. 0 とも 人 は いへ、 我 一 曲の くせ まひ 

も、 胡蝶に にた. 9 さ かづ きを、 思 ふ ひとに とさい たづ 

ま、 さぞな ゆか. 0 もな つかしき、 若 むらさきの さわら 

び を、 手 ごとに つみて か へす 田 や、 なわしろ 水に ふる 

あめ は、 諸 木の 花の ち、 は、 と、 いふよ h,- めぐむち ご ■ 

ざ く ら 、文殊 も か くや 普賢 像、 な らの. みやげの 八重 ざ 

くら、 け ふ 九重に に ほひく る、 1&T にく.. -0 をけ くらまな 

る、 あらしに ま へ る 花の なみ、 うづ ざ くらと も 謂つ ベ 

し、 楊 家に ねむる 女御の、 かほに もた ぐ ふ 海棠 花、 は 

はに はいかる 事 ありて、 文に も か 、ぬから 人の、 この 

みし もの を 今 H は猶、 川邊 にいで、 この 水に、 うれ へ 

を わすれな がいき を、 せん 術 なれ や も、 の 酒、 しり も 

ちゃ また >ん もぎ もち、 つ きても い はふ さし もぐさ、 し 

めぢが はらに すへ ぬれば、 むねの けぶ. 9 も はるの：" 


の、 長き とい へ どくれ ゆきて、 今 W の 名に お ふころ も 

が へ 、雲の けしき も靑 すだれ、 かけても たのむ， まつ 

.9、 思 ひ 出れば かの ほとけ、 生れ 給し 其 時に、 天のう 

へ 又 天が した、 たうと きもの は 我の みと、 いはれ しも 

げに ふかみぐ さ、 卯 ばかりの わか、 へ で、 花 紅葉に 

もお とらぬ と、 いふ やよ しだの 何が しの、 つれ < ^な 

.0 し 窓の In' に、 まもり 本尊 かけた とや、 ぐせ ひの ふね 

の ほと 、ぎす、 卯 花く たし 梅の 雨、 好 文 木履 あい をな 

し、 山に りよれば ともしが り、 かの この 色 はきる もの 

の、 名に たち 花の 袖 香爐、 むかし- \ とかた. 0 ぬる、 

尉とう ばらが 花よ め も、 田うた をうた ひさな へ とる、 

丹 波の 國の御 否 姓、 あ たご參 りに ひかれぬ る、 釉 のく 

す 玉 かけぬ る は、 け ふの 祝儀の 菖蒲 酒、 あ やめ もしら 

やた ベえ ひて、 物 ごしまで もき をい 馬、 右近のお 場の 

ひお りの：：：、 下す. たれよ..^ みす も あらす、 み もせぬ 人 

を戀 しが，.^、 うつし 心もう き 草の、 花香 も ゆかし こ ひ 

め ゆり、 かざす 扇 もやさ かなる、 祌 のみほ こ を 氏子 ど 

も、 引く やぎ をん の ゑ いや ゑい、 おち ご を おくる 風薰 

る、 衆 もむ すぶ 大房 や、 しりが いかくる はね 馬のへ 瀨 

わけて ふるや ゆ ふだ ちん、 雲の よ. 5 出る 3" は、 簟に 


ぞぅっりきて、はゃ鈴鹿せもぅろ^»と、たっゃ八十 

瀨の 川の 浪、 行衞 も 遠き おや 子よ b  、ちかき は 秋のと 

な.^ にて、 みなづき はらへ 又，；^ かし、 今朝 立秋に 一 は 

ちる、 ふねの 梶の葉 初 あらし、 殘る あっさ も はれ ぬれ 

ば、 扇と 露と おき こくら、 紅葉の はし を鵲 の、 わたす 

を 待てる 七夕に、 願の 糸の よ， 0  /\ の、 思 ふ 心の 年々 

を、 ふるき 小袖 やとく びこん、 むねのう ちなる ふみ 月 

を、 かすい にしへ となりし 身 は、 玉 まつりす るう らん 

ぼん 、さだめ はなし や あ. 0 のみと、 うき 世 を歡き ほろ 

ほろ と、 うるみ そ はぎの 露泪、 うむに たのみ は あさぎ 

ぬの、 おどり かたびら 染 なせる、 色 もた へ なる 伊勢 小 

町、 歌の さまさ へ をうな にて、 た  > よは^- - とふる こ 

とぞ、 世々 に 其 名 を あげ 燈籠、 大津に 近き 逢坂の、 關 

すま ひこ そみ もの なれ、 霧 はれわたる 秋の 野の、 くさ 

の块ゃ 花す、 き、 ほに いで まねく 女郎花、 俗 はよ は ひ 

て女郞 とし、 出家 を も つるさが 野に や、 ほころび ぬら 

し ふぢば かま、 つ ，^•h^させてふきh^<\•す、鈴蟲松蟲 

くつ わむ し、 こまつな ぎに ぞ とまるら し、 もに すむ 虫 

のね になき て、 世 を も 怨み じ 葛の はの、 色づく 程の 一 鳥 

もみお、 かたると いっか 月ぐ さの、 庵 をむ すび 秋の 田 

他 我 勇の，^ 第二 


を、 守る 僧都のう さつら さ、 ひたと なるこ を 引 聾に、 

驚かさる、 鹿の ね や、 鴨の くねが きも、 はがき、 君が 

來ぬ^ は我ぞ かす、 かき ほに とまる かまき. i> の、 をの 

が カを賴 みに て、 立 車に 向 ふ 心ね の、 我慢 をす て、 世 

をい とふ、 鶉 衣 はは ださむ と、 あた、 め 酒 は あちこち 

の、 在鄉 祭り はおりに ふれ、 今 23 重陽の きく あはせ、 

田み の、 里 やひろ 澤の 、月の 葛の 花暌， て、 ひかり をち 

らす長 き _ ^の、 露 や 時雨に 袖ぬ る、、 思 ひ 草 また 忍ぶ 

ぐ さ、 まさきの か つ らくる 冬の、 月夜に 霜 はふる ぶす 

ま、 木の は 衣 もと，.^ かさね、 冬籠りす る爐 のす きの、 

かけものに する 達磨忌 や、 東 福 寺に は 開山 忌、 夷講す 

る 商人の、 算用 酒の そろばんに、 つもる 白雪 雪の下、 

水仙 花 もや 開く らん、 神樂 もとめ 子 庭 火まで、 たく を 

かう ぶる くにた みに、 豐の 明りの 豊年の、 の ざき の 

使 はや 立ちて 、殊勝な りけ る佛 名に、 つみ も 殘らゃ 流 

行く、 こよみの すゑの 年忘れ、 孫 や 子供 もよ び 集め、 

春の まう けにつ く 餅の、 千 石 萬 石萬歲 と、 いは へ る國 

ぞ久 しか るらん、 
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( 一 ) たのしき 庄 やどの、 一 番子を まう けられ、 朝夕 こ 

れをか しづかれ ける に、 ちゃうち かぶ. 0 の 程 も 過ぎ、 

はや 十六 七に もな りに ける、 され ども 此太郞 八、 うち 

ね やみに て あ. 9 しかば、 庄 やどの これ をな げき、 ある 

人に 我 一 人の子 を もちたり い へど も、 此子 うちね や 

みに て、 我う ちょり 外 を しら ざれば、 いかにもして 人 

づき あ ひ を もさせ、 公儀 を もみなら はした く 思へ ど 

も、 何とも せんかた なきと 談合 すれば、 其 談合 人の い 

はく、 其 はやす き 事 なれ、 乍 すこし 銀 子の 入る 事 

なりと 申されければ、 庄 やどの のた ま はく、 是は 其方 

共 覺ぬ事 仰ら る、 もの かな、 我 身代に て は、 銀 子な ど 

大分 入 申 とても くるしから す、 ましてす こしの 事な 

らば、 唯今な.. > 共 とい はれけ り、 乍 大事の 太郞八 

なれば 、情の つき 申 か、 じゅつな きこと ならばなる ま 

じ、 何事に て 候 哉、 覺束 なきと ぞい はれけ る、 其時談 

合 人- いや 左様に は 候 はす、 いかにも 氣の のび、 心お 

も. m き 事に て 候と 申されければ、 又庄 やの たま はく、 
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とかく 覺 つかな し、 其 事 を ありの ま、 にかた. 5 給へ 

と、 責られ ければ、 談合 人 傾城ぐ る ひとて、 おとな 心 

のつ く 事に て 候と かたられければ、 尤 可い 然とて まづ 

小判 百 兩鎩合 人に わたし、 日夜に 傾城ぐ る ひ を、 しな 

らませ ナる まど- 一， ま f とりな. .0 もよ くな. て、 うす 

き 小： P の 一 つまへ、 しめぬ る帶 も. 5  、 しくて、 こうな 

さみせん 立す がた、 云 ものごし もい ろ あ. 9 て、 花時 鳥 

月 雪の、 うつ. 9 か はれる 折々 の、 あっき さむさの 指 合 

も、 人に あ ふての 取 あはせ、 ふるな の ベ ん ともい ひつ 

べし、 此時庄 や よろこびて、 あの そんじゃ うそれ は、 

つねに 才覺 なる 人な りと 思へば、 かやう の 事まで す 

る、 淡 合の 甲斐 ありと て、 其談 4 口人に 小判 十兩、 これ 

は あな づ. 5 がまし けれども、 それがしが 存、 \4 'る 子細 

あれば とて、 をく  ける こそた いならね、 さて 其後此 

一 番 子の 太 郞八、 談合 人に も かくれつ ゝ、 ふかき あみ 

がさ 引かぶ， 9、 はながみ 折て 顔に あて、 日々 にあげ や 

とやらん へ 通 ふ ほどに、 あげくのはてに は、 庄 やが 餞 

箱 そろく と、 銀虛火 動の 證を やみければ、 庄ゃ もこ 

れを聞 付けて、 MJ の ほかにき も をつ ぶし、 いろ. い 

けん をし たれ ども、 太 郞八少 も 開 いれす、 ひた 物 かよ 


ひに 通 ひつ 、、これにの み 身 を やつせば、 ある もの.^ 

て、 左樣 にけ いせいぐ る ひに か、 る もの も、 内に 又お 

もしろ き 事 あれば、 其 かたう すくなる 也と かたれば、 

是 こそ 一 だんの 分別と て、 追 付えん へ んを聞 立て、 女 

房 を よびとら せつれ ども、 この 太 郎八ー さい 其に も 

ちな まざれば、 あ ひやけの 屮も わるくな りて、 っゐに 

其 女房 も、 三下り半で らち を あけ、 猶々 此事 つのりけ 

れば、 一門 集りて、 いろくお どいつす かいつ、 いけ 

んを すれば、 太郞八 ； てつを 出し、 靑 道心 をぞ おこし 

ける、 其と き庄ゃ 大きにな げき、 我 年よ. o- て j 人の子 

を 道心 者と なして は、 いきての せん もな し、 所せ ん此 

道 > ひ を さまし、 もとの 太郞 八になる ならば、 一 个 R: に 

なんど まて は、 傾城ぐ る ひ は ゆるす.；、 しとて、 たび 

たび 寺 へ 人 をつ かひ、 又 本の 太郞 八と ぞ なしにけ り、 

さて また 太郞 八、 はじめの ほど は 親と や/、 そくの ご 

とく、 一  个 1:;!^ になん どと い へ る 力ぎ り を よく まもり 

ける が、 もとよりも >5.<1 ぐゐに は、 火の つ きょきなら ひ 

なれば、 太鈹 持と やらん にたきつ けられ、 月に なんど 

とい ふき. 0 はな か. CN けり、 此 とき はや、 庄 やの なにが 

し はむな しくな て、 庄ゃ 後家ば か になり にけ り、 


後家 此庄 やに わかれけ る は、 うき 世の なら ひなれば、 

H 數 ます ほど、 わすれぐ さも 生じけ るが、 た い 太郞八 

がわる ぐる ひこ そ、 うたで わざ なれと て、 いろ に 

談合して、 かやう の 事 は ともだち ならでは、 えい ひお • 

ほせ じと て、 太郞 八が ねんごろなる 友達 五六 人に、 い 

けん をた のみけ る、 さて 太 郞八を よびよせて、 太郞八 

どの もよ く 聞 給 へ 、其方がぬ かりたる 人 なれば、 かく 

も 申さね ども、 isS 率が てんの ゆきた る 人 なれば. s- な 

,0、 おやじ も 今 はは てられて、 おふくろ 一 人に な. 0 給 

ふ 身に、 何とて か 、 る 儀に 心 を つ くし、 又 金銀 を 0 い 

やし 給 ふぞ、 ひらにと まり 給 へ と 申されけ る、 其と き 

太郞 八が 曰、 各の 被い 仰る も • それがし を か は ゆきと 

おぼしめし ての 事 なれば、 我 申 分 も 聞 給 へ、 いかにい 

か ほ ど 其方た ちの 仰ら れて も、 かの ものが 心中 は、 あ 

る ときはな ま， つ め を はなし、 又 あるとき はきし やう 

もん を、 たま づ さに そ へ て をく h,- ける を、 もしも い つ 

はる 事 もやと そんじ、 それがし 四 五 B もま いらねば、 

は 1C- ゎづ らふけ しきな.. o、 こ れ みすて る こと は、 一 

命 はてる とてもな り 申 まじ、 せひ は.、 人の 御意に そ 

むかば、 せんせ の やくそくと おも ひ、 此家 をから かさ 
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一本に て罷 出て 、諸國 を 修行 せ ん と 云 ひければ、 いけ 

んの者 ども はら をた て、 座 を やぶらん とせし ときに、 

それがし 下座に 侍. ft- しが、 みな 人々 は 御 ふく b うと 

見へ 給 ふが、 我 は 太郞八 どの ゝ云ひ 分 も、 あまり あし 

きと は ぞんじ as- はす、 人に は それ < ^のす きたる 道 

あり、 それがしが 若年のと き は、 事の 外の すま ひやき 

- 一て、 一 日に 百 ft^ づ 、、とって はう b さ ふろう 也、 それ 

にて 今 はかく ひんに な. 9、 此 やぶれが み 子の 體 なり 

とい ひければ、 一 座の 衆、 右の すま ひの ほに、 百人づ 

つ なげた ると、 はなし 拾 ふもう そらしく、 又 今 は ひん 

にな， 9 たると a- らる、 も、 すま ひと たると て 貧に 

.Jlf-.o でる と. i、 一  扇 あとさきし ゆびし 1^ は- と 申さ 

れ ける、 其と きそれ がし 申け る は、 御不 しん はもつ と 

もな 、乍， 去、 其す まひに かちし に は、 一 のロ傳 候と 

申け， 9、 ロ傳 はとと へば、 其 事に 候、 我等が おやもう 

とくに あ h- しあと を、 をの/^ 御存知の ごとく、 我 一 

人して と b たれば、 一： u にせに を 一貫 文づ、 もち 出 

て、 百 人に あたへ、 我と すまい をと るなら ば、 かなら 

すまけ よと、 やくそくして とりた る 間、 大八 町の 男 を 

も、か.^てにてと..^てなげ、六尺ニ分の法師をも、 ゆ 
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び ひとつに て 突た をし ける と、 あざやかに かた， りし 

かば、 其 時 か の 太郞八 い ふやう は、 御手 前の ごとく 人 

にせに を や b て、 すま ひに かちた る ぶんに て は、 おも 

しろく もお かし くもなき とて、 利根げ に 申せし かば、 

其 時 それがし、 たと ひ ちん を かきてな りと も、 かちた 

る こそうれ しけれと いひければ、 太郞 八、 我 も 其方に 

すま ひに まけ、 rn 々にせに を もら ひたき とい ひしと 

き、 それがしい ふやう は、 其方 は 我が 人に ちん を か 

き、 すま ひに かちた る を も 笑 ひ 給 ふが、 其方の 多くの 

金銀 を とらせ、 けいせいの 心中よ きとて、 おやの 氣に 

そむく は、 我す まひに ちん を かきし と、 ちが ひめ は ど 

こに あると おどけし に、 太 郞八理 につまり、 此の ほど 

それがしが おこな ひ、 さぞお かしく 思す らん、 もはや 

よくが てん 參 b た， 9 とて、 ひごろ 傾城の を こせし、 文 

玉章 を もやき てす て、 今までの ひが 事せ し をく やみ、 

は ゝ に 孝 をつ くして、 ち ゝ の 跡 をと ぶら ひ、 すゑ はん 

じ やうと ぞ なりけ ると かや、 人に いけん をす ると も、 

あたまく だしにせん より は、 道理 を つめてい たしゃ 

う あるべ き 事 か、 

とき 

(二) わかき もの、 ふるま ひ、 其外齋 ひじに ゆき、 我 上 


客 にても なきに、 一 つ < ^何 は 出來 たり、 何 はめ づら 

しきな ど、 膳部 を ほめた る 聞きに くし、 つねに さう め 

され かう めされと、 いふ ほどの あいさつなる 友の 所 

へ 、ふるま ひに ゆきた ると きば かり、 P ふるま ひ出來 

させられました、 御亭 さま も、 少御膳 を ひか へ させら 

れ ませい など、 ばか いんぎんに いふ やうなる 事 は、 大 

かた、 此屮 茶せん をに ぎりなら ひ、 はちた、 き ほどく 

ちた、 くもの、 いふ 事 也、 

(三) ある 數奇 者の 曰、 鞠ば かり 益な き 物 は あら じ、 昔 

よりかし こき 人の、 九 損 一 德 とい へれ 共、 我 は 十 損 無 

德と ふ 也、 まづ雪 雨の ふるとき や、 又 風 吹に もなら 

す、 老 てなら や、 あさなら す、 夜なら す、 其 外の 損 は あ 

げ てい ひがたし、 鞠に すね はぎの つよき は、 からうす 

ふみに はおとり たり、 又 其と くと い へ る は、 さそくの 

きくと い へ るに や、 いとお かし、 勒を けいこせ ぬ もの 

も、 みぞへ ふみかぶ り、 ほりへ はま ひて、 死した るた 

めしいと まれな らん 、もとよ， り、 なま 兵法 大きす の も 

とて なれば ■ まりをけ る. <こ そ、 さも ある まじき こと 

に、 ひん 》 /^と ぬき あし をし、 とき < ^ほね をた が へ 

など するとい はれければ、 鞠け る ひとの 是を 聞き、 某 


を こ \ に をきながら、 こ は 曲 もな き 仰ら れゃ うかな、 一 

そ も 鞠と いへ る、 經說 にも 其お こ ひ あると S. 侍れ ど i 

も、 それ はだん 義 がまし く 候へば、 態と 申 も 侍らす、 一 

もしい め ^き藝 にて あるならば、 御 公家 さまに もさ 一 

せらる、 はいかに、 其方の このみ 給 ふ 數奇の 道 こそ、 一 

打み は 花 車に み ゆれ 共、 そこ 心 はすこし も 道に かな 一 

ひ 候 はす、 先 心に はよ きと 思 はぬ i 具 を ほむる、 是けー 

いはくの 第 一 也、 又た まく 人が よき 道具 を もてば、 i 

う， 9 さうな る もの なれば、 やすく か いとらん と 思 ひ、 一 

又う りさう もな き 友達の 中に て は、 いかにも 云 ま は 

して、 代物が へに かへ とりて 我寶 とし、 又 上々 へ さし 一 

あげん との 心 ざし、 みなよ くしんの けいこな h- とい 一 

へりし かば、 其と き 彼數奇 者の いはく、 茶の 德 とい へ 

る 先、 祖師に も 茶 を このみし も あれ ども、 是も 談義が 一 

ましく 候へば 申 まじ、 いかなる くら ゐ たかき 人の む 一 

しろに も、 此茶 ゆへ にこ そ、 我等 ごときが 罷出づ れとー 

いはれ しかば、 又 ま. 9 ける 人、 それ はかの すい 茶の 事： 

か、 又 我き に 入ぬ 人の わけ をね ぶる はいかに とい は： 

れ しに、 又 かたへ なる 人、 我等が 思 ひよ.^ 侍る は、 各 一 

g らる ゝとは 各 列な b 、阿に て もよ ろしき 直 を、! Jul つ - 
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>, 、- sf- たらん う へ に は、 翰 を このむ とも、 きら ふ. i も、 

すき をす ると も、 又 わら ふと も、 尤なるへ し いかに 

& 家の なさる ゝ、 風流な ま， 9 を よくける とも、 人のと 

ころよ.^ 來る 文の 返事に、 態 一 筆 令 啓上 候と かき、 又 

たと ひ 大名 わざの すき を、 上手に なりたり とも、 此方 

よ. 0 やる 文に、 如 仰と かきな どす る ごとくに て は、 お 

もしろ からす、 彼 御 公家 様 は、 唐の 事 を も あきらめ、 

大和の 事 を もよ くな されての 上に、 あそばすな..^、 又 

大名. の 御す きも 其 通.，^ な b  、しかる を 今、 すきと まり 

とば かりけ い- 』 ある は、 是れ 孔子の、 はじかみ をす て 

すして くら ふとの たま ひしと て、 はじかみ をのみ つ 

ねに このみて、 學文 もせ やして、 孔子の ながれ をぐ む 

とい へる と 同じ 寧 也、 雨 方の 論 は 無益と いはれ し は、 

誠に 道 外 の やう なれ 共、 志，； 於 道 T 據ニ 於德： 依 二 於 

仁； 游ニ於 藝-と 孔子の の 給 ひしに も 通 ふべ し、 志 者 心 

之 所い 之 謂 と 註 せら れし 也、 志と は、 我心 東へ ゆかん 

と 思 ふ、 即柬 へ の 志な b  、道と は 人た る もの 、なさす 

して かな はぬ 道 也、 據， 於德、 據とは 執 守と 註せられ 

て、 我 せんと 思 ふ • に、 め を 付て ゐる やうなる iJS. 也、 

德， i は 云 は 、卯む I 道 得 二 於 心， 者 也と 註せられ し 


也、 心に 其 道理 を 得て、 身に おこな ふ 事 也、 商 ひに 德 

の あると いへ る も、 此德 にす こし 心 かよ ふ 也、 依 一一 於 

仁、 依と 云 は、 不レ 遠の 謂と 註せられ し 也、 依と は 其 仁 

の 道理に、 我心お なじ ものに な..^ たると きの 事 也、 又 

仁 は 五常の つかさ 也、 五常の 事 はいつ にても 心 しづ 

かに かた， - べし 、游： -於藝 1 游 と 云 は、 玩物適 情 之 謂 

と 註せられ し 也、 道德 仁の 三つの もの は、 人間の なさ 

いで かな はぬ 理 なり、 され ども 次第 あるに より、 志と 

云、 據と 云、 と 云、 藝に ばか b あそぶ といへ る は、 

あま.^ すぐれで も、 又よ き 程 にても かんにん なれば 

也、 世話に も、 物に あまりせ い を ださぬ 寧 を、 なぐさ 

みが てらと も、 又 あそび わざと もい へ る 也、 されば に 

や、 此導 ども を このみて 興 やる 人な り とても、 君子と 

いはれ ぬ にても なし、 又せ ぬと て わるき 人と もい ひ 

がた しと、 い へ る やうなる 註 も あ b. 、され ども 本文の 

一 翁と い へる は、 醴樂射 御 書 數の六 藝の事 也、 今の ま...' 

一 やすき やな どの ご とく に、 わが 慰みば か..^ に て、 天下 

國 家の 用に 立たぬ 事に て はなく、 世の 用に しかと 立 

つ 事な り、 藝と をし 出て い へ る、 此 六つな. 0-、 しかる 

} を *ir は、 さるが くやつ いみ 打 を も、 藝者 とい へる は、 


いかなる 事 候 や、 出 所 しらす、 それ はた い 役者と いふ 

y し、 

(四) 女と もみへ や、 おとこな b け， 0 と 諷 へる を、 さ 

る 人の いはく、 女と も 見へ つ、 男な..^ け b とい ふ を、 

かなにぁゃま，=^たるとぃ へ り、 され どもたい なり ひ 

らは、 これ 程う つくしき 姿なら ば、 女と みえん 事なる 

が、女とも兒 へす、ぃかにも男なりけ.i^とぃ ふ 心なる 

ベ し 、古歌 に、 木に も あ らす草 にも あらす 竹の よのと 

い へる も、 木に も あらす、 草に も あらやと いひて、 竹 

のよ のとい ふ は、 重言の やう なれ ども、 これ も 歌の 一 

體也、 後漢の 帝に つか へ たてまつ ると 名のりて、 さし 

に、 つた へ 閡白居 易とう た ふ は あやま h, 也、 白 居 易 は 

唐朝の もの なれば、 後漢の 時よ. り はるかに 後の 者 也、 

うた ひ の あやまり は これに か ざら や、 

( 五 ) 世話 に 、賣言 葉 に 買 言葉、 け ん によなければ むね 

さはが やと ある は、 おかしげなる 事 なれ ども、 能く 理 

に 叶し 也、 古語 於， 我 蕃者我 亦 善. レ之、 於 レ我惡 者 我 

亦惡. 之、 我旣 於， 人 無 ニ惡 人： 能 於.， 我 有」 惡哉、 上の句 

の 心 は、 別に 理. 9 にも をよ ばす、 さて 我 すでにと いふ 

下の句 心 は、 本より 我 すこしも、 人に 惡 きむ を もた ね 


^5、人も我にゎる いぢ は ある まじき との、 5 也、 彼 今の 

i 

世の 氣 のま は たる もの は， 我 こと を そしる かと 思 一 

ひて、 立 聞きな ど をす る 者に、 我心 さ へ よくもち たら 一 

よ、.^ も 我， J と は そしる まじ、 さとの しめし.^、 けんに 

よなければ むね さはが すと、 いふに よく かな へ り、 

(六) はなしの 義勢、 言 薬の しなに、 あたごの、 八まん 

のと、 人 もこの まぬ 誓言た つる こ そ、 其の 人の 心 い か 一 

ばかりと おしはかられて、 心お とり せらる、 ものな 一 

れ、 其 外商の まけし ほに、 猶ぉ それ ある、 日 天 三寶な 

どち かふ もの あり、 かふ もの も、 まことし からす 超 へ 一 

ば、 隨 分と 勸 請せ る、 日 天も耻 かき 給 ふべ し、 起請文 一 

と 云 事 は、 もろこしに 盟誓 をた て 、、牛馬の 血 をす、 一 

.0、 其詞を 記して 土に うづみ、 約す る處若 そむかば、 一 

此 牛の ごとくき り ほふらる 、罪に あたらん と、 諸 神： 

にち かふ、 周 鱧 赛秋傳 等に 委 く  I - るせ， リ、： = 本に して； 

は、 天 照 太 神素盞 烏、 為と ちか ひまし ませば、 舯代 にも 

ありけ るに や、 初は盟 誓と いひし を、 人の 代の 末にい i 

たりて、 白 川 鳥 羽の 御 時 も 起請文と 云 事 あるよ し、^ 

永 式目 起請の うらがき にあ. 0 と 云云、 又 H 本紀 に、 誓 

t$ の 字 を うけ ひとよめ り、 起請の 字、 二の 訓 によ h- て 一 


J 
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うけ をた つると いふに や、 猶 おぼつかな しと、 つれ づ 

れ 草の 抄に道 春の か、 れし 也、 此の 請 をた つると よ 

むと いふ 義は、 世話の 手が たな どに、 何が し 請 人と か 

くやう に、 神佛 をう けにた つるに や、 又せ いごん に、 

みし やれが つたいと い へ る、 昔から 人の ちか ひに、 山 

礪河帶 とち かひし を、 末の世に、 かの あしき 病の かつ 

たいに、 とりま ぎら はした るに や、 此 は、 山 は礪石 

ほどに な.^、 河は帶 ほどになる とも、 今の やくそく は 

ちが へ まじき との 心 也、 古歌に 「君 をお きて あだし 心 

を われ もた ば、 末の 松 山 波 もこへ なん、 と よみし に、 

松 山に なみ はこへ ぬ もの なれば、 若 我 あだし 心 を も 

たば、 山に も 波 はこ ゆべき と、 なき 事 をた と へたる も 

の 也と、 さる 有職の 仰ら れし 也、 又 或 人、 外 記の 常忠 

に、 火 起請 はいか  > と 尋られ ければ、 常忠、 火 をつ か 

み て やけ まじき ならば、 水 を つ か ませよ、 水に て やけ 

んと答 へ たり 、火 は 必！^  く ベ し、 燒 けぬ 不思議 あらん 

と 也、 此時火 起請の 事 暫く やみぬ、 異國 に、 罪人の 實 

否 を 乱さん とて、 象に か いしむ る 類なる ベ しと あり、 

悠 じて、 きしゃう せ いもん をと-り あ つか ふ は、 よがら 

ぬ 事^り、 起請 誓言 は VK かた 若衆ぐ る ひ、 又 女房ぐ 


四百 八十 六— 

る；， しする もの、 する 也、 それほどう さんに おも ふ 

若衆 女房なら ば、 中 をき るべ し、 又 此方より このみ も 

せぬ を、 あちより かきてお こしな ば、 過分な. o、 それ 

ほどに おぼしめ しなば、 これに をよ び さじと て、；！' 

へ したる がし かる べし、 しか じ、 きしゃう せい ごんな 

しに、 心中 をみ て、 よろ づ うたが はぬ よきに は、 一大 A 

た、 ものうた が ひ は あしき 事 也、 

(七) ある 人、 たうと き 上人に あ ひて、 一 言以治 一一 天下一 

といへ る 事 は、 いかなる 事なる と 問 はれし に、 上人、 

其方に 今 たれ 人ぞ、 天下 を 治む る 事 を あつら へ 侍る 

か、 た いしと ひお きに めされ 候 やと、 いはれ て 何とも 

言葉な くして か へり、 又の日 參. あいて、 一 言以不 

レ尤 レ人不 に恨レ 身と いへ る 事 さ ふら はい、 をし へ 給れ 

とい ひければ、 上人の いはく、 なれ ども 何とせ うと い 

ふ 事 を、 能く 會 得し 給へ とお ほせられ しかば、 其 なれ 

ども 何とせ うとい へる 事 は、 いかなる 御 事に て 候 や 

と、 かさねて たづね 申されし に、 上人の いは. く、 先 其 

方の 身に てい はい、 今まで 人の ために あしき 事 はせ 

す、 とき < ^善根 を こそした るに、 かく 物 ごとに たよ 

あしき 事 は、 不思儀 なれ ども 阿と せう、 是れ もせん 


せの やくそくと おも ひ、 人の子と して は 我 は、 おやに 

能く 孝行 をつ くせ ども、 おや はかへ b て 我 をに くみ 

給 ふ、 餘 所の おや は あしき 子 を さ へ 重寶 せらる ゝに、 

我 は 本意な き 事 なれ ども 何とせ う、 孝 は 子た る もの 

のな さすして かな はぬ もの 也、 又は 我 孝の たらぬ に 

やと、 いよ， （-孝 をつ くし、 又 臣下と して は、 我 は 君 

に忠 をよ くつく せど も、 君の 御氣に 入らぬ は、 無念な 

れ ども 何とせ う、 まだ 牢人 せぬ 分が うれしき と 思 ひ、 

夫婦の 中に て は、 我 はよ くお つとに つか へ ども、 お つ 

と はわれ をお も はす、 あまさ へ 、手 かけぐ る ひな どせ 

られ て、 るすが ちなる は、 むねの 火の き ゆるま もな き 

ことなれ ども 何とせ う、 まだ さられぬ を うれしき と， 

おも ふやうな る 事 也、 また 友， たちのな かにて は、 我よ 

く 念 ごろに 田 5 へど も、 さきよ， 9 はさ もな き は 、とい か 

ぬ 事 なれ ども 何とせ う、 一 旦友 となる うへ はと 思 ひ、 

まじ は， 0 をな がくす る やうなる 事 也、 これよ， 9 ふか 

きをし へ も あるべき 事 なれ ども 何とせ う、 我が あさ 

き智惠 なれば、 ふかき 事 は 本より しらすと、 仰ら れし 

と 也  >此 心 は 萬 事に わたるべし、 

(八) 世話に、 人に 酒 をし いると て、 其の 方 もお やの 子 
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也 、うりの つるに なすび はならぬ とい ふ 事 あれば、 い 

かにして もつ， 0 がよ い 程に、 一 つ はま いれと いふ、 尤 

此義 にも かな ひ 侍れ ども、 其 もと 因 梁の 道理 をせ め 

し 者な らん、 古人 曰、 若人 作-, 不善 一得 二 顯名ー 者、 人不 

in 天 必誅， 之、 種， 瓜 得， 瓜 稲レ豆 得レ豆 、天網 恢々 疎而 

不， レ漏、 深耕 淺種尙 有，， 天災？ 利.， 己 損，， 人豈 無二 果報？ 

此心 は、 若 愛に 一 人の 人 あらんに、 萬 事惡事 をい とな 

み、 資人 をう とまん に、 それ も當 家の 御氣に 入て、 櫂 

抦をふ る 人 か、 又 さもなくても 仕 合よ きもの は、 とが 

にもお こな はれす、 され ども 天必 詠， 之と て、 天より 

とが を 責めら る、 也、 種， 瓜得レ 瓜種レ 豆得レ 豆と は、 惡 

をな せば 惡 がむ くひ、 善 をな せば 善が むく ふとい ふ 

心 也、 夭 綱恢々 疎 而不レ 漏、 世話に、 天の あみが きさり 

て は、 のがれられ ぬと いふと、 同じ 心 也、 此 天の あみ 

は、 恢々 として をろ そかなる と は、 一 つ <\« 天に 其 事 

を あたり まなこに 、とがめら る 人と はな けれども、 ど 

こ ともなし に 善人 をめ ぐみ、 惡人を 見す て 給 ふと 云 

ふ 心 也、 深耕 淺種尙 有-, 天 炎： 利. レ己 損.， 人豈 無二 報 果- 

と は、 縱ば農 人 が つ く  h- をす る に、 なるほど ふかく ほ 

,0 て、 其 上に もよ くこ -1 3 など を 入れて つくる さ へ 、 

—  ii 百 八十 七， 


他 我 ftj ^の 上 第三 


四百 八十 八 


天災と て、 水掼火 損が ある ほどに、 ましてお のれば か 

りよき やうに して、 人の 損の ゆく を も、 又 人の ために 

あしき 事 を も かへ りみ すば、 なせに 天の 炎が ある ま 

じ き 事 は と 也、 こ れも毒 はす  > しにて も 出 り 、藥は き 

かぬ 事 も あると いひて、 人に よく 毒絕を さする やう 

なる 心 也、 世話に はよ き 人 をお しなべ 、架 報 者と い へ 

れ ども、 果報と いへ る は、 善惡 のうへ にある 事 也、 果 

と い ふ 字 は はつる と よみ て 、 善惡 ともに 其 事の お わ 

る 所、 報 はむ くひ と いひて、 其た ねの 後に あら はる ゝ 

所 也、 たれ もしり たる 事 也、 

(九/ iit 鹿氣 なる 町人、 子 を壹人 もたれし が、 たしな む 

藝 あまた ある ベ きに、 かくし 藝 なりと て、 其 子に 兵法 

をなら は せらる 、ほどに、 やう/^ おもて を 習 ひ あ 

ぐる ほどに、 い つと もな く陽氣 ものに な.^ て、 あそこ 

の 喧啡、 こ ,v の 辻ぎ. 0 の 手 がらと て、 まことし からぬ 

事の み、 物が たりに 出して、 きる ものに も、 よのつね 

のかた こもん はっけす、 下がへ に はきね につるな と 

かけ もらし、 かたさきに は 南無 妙法 連華經 など はね 

ま は. h- 、大 わきざしの をと し ざし、 こびんす， 9 さげ か 

き 頭巾、 H のて リ わるに も续子 杖、 たま 》/(^ つ か ふ 言 


葉 さ へ 、關柬 兵の ごとく 也、 此 ありさま 他人の 目にあ 

まり、 おやの 耳へ も 入に しかば、 きも をつ ぶし、 元よ 

、り -fer 鹿氣 な る お やなれば、 弓 や 八 ま ん さやう の 儀 は、 

ゆめにも しり. m- さない とい か. o、 はや 親と 子の きう 

,9 をき b 申さん と、 どし めき けれども、 一 門 あつま. 0 

さう はなき 事、 又 一 たん も 一 一たん も、 いけん を もして 

みん とて、 其 者 を よびよせ、 右の 段々 いろくい けん 

せられし に、 おの (-. -. は お もしろ き 事 や. J 仰ら る、 も 

の 哉、 それがし 喷嘩 はいたし さ ふら はす、 若 左様の 亊 

申 もの さ ふら はい、 我に 御 引合 あるべし とい かりけ 

れは、 それ は ともあれ、 まづ 其方の なりふりが はす は 

なる により、 またむ かひに も 血の 多き もの あ， 0 て、 喧 

if をし かけたら まし かばい かにと いへば、 其 事に て 

さ ふら ふ、 兵法の おきてに て、 むかひより たと ひ 無理 

をし かけ 候ても、 三度まで はかん にんいた し、 四 皮に 

も をよ び す とき は、 此手 にて あ ひて をいた め、 此ひ 

ねりに て人をとり てはぅ るな.^.-ぃ へば、 M (見せる 人 

の いはく、 人 も 手の ある もの なれば、 自. S にそう もな 

る まじと あれば、 何 どきな. 0 とも、 各に P- 造作 を かけ 

申た る 時 御 申 候 へと、 ちり はい もっかぬ やうに い へ 


ば、 いけん も 今 はは やや ぶれさう なるとき に、 末座に 

侍る 人の、 只今お もしろ きばくち を 見 侍りし が、 わら 

ベ どし 三人 集 b て 打ちた るが、 三人ながら みな、 我 も 

と錢を引てぅちた..^しとぃ へ ば、 喧 ，きする 人、 三 

人ながら 本 を 引きたら ば、 のこ. 0 にばく ちう つせ に 

有る まじき とい へば、 其 事な り、 今の 世に は 人々 に、 

我 まけぬ やうの 兵法 を 習て、 -唄啤 すきす る 者 さ へ あ 

る もの をと いはれ しに 、能く 我 身の 上 を 得心し て 、け 

んく はすき をと まりけ ると ぞ、 凡て 物の 勝負 を - ； の 

む もの、 我 こそ かたんと めん^ \ に おも ひて する は、 

一 三人ながら 本 を 引て うつと い へる ばくちに 同じ 事な 

る ベ し、 

(十) これ も 町人に、 兵法に 朝夕 心 をつ くす 者 あり、 其 

人に あ ひて、 本より 兵 は 逆 器な. 0 とい へ る 事 も あり、 

また 大 きづの もと ひと もい へれば、 其 かたはいら ざ 

る ものと 云 へ ば、 其 人の 曰く、 其方の やうな ふぐ h- し 

きと はちが うた"、 男 とい へ る もの は、！ jij;: 何 どきに よ 

らゃ 大事 にあ はんときに、 命 をた すかる 此兵 法が、 惡 

きかと いへ. 0 しかば、 予が 曰、 其 事 也、 我 里に つねに 

一 大 なる ひやう たん を、 くびに 壹っ兩 わきに 威つ、 く、 


.5 つけて ゐる もの あ，^ とかたり しかば、 其 兵法 者の 一 

いはく、 それ は つねによ ろづ につけて 、身のと り ま は 

しもむ づか しからん とい はれし かば、 其の 事な， 9、 若 一 

何 どきに よら や、 大水の 出た らんと き は、 此 ひやうた 一 

ん にて 命 を た す か ら んと、 い へ b しと かたりし かば、 

やがて 其む ね を さ と りて、 兵法 をす て、 あけくれ 學文 

をして、 後に は 人 を もしめ す ものし. 0 になり しと 也、 

これ は 一 ねんの きざす 所、 大事な，. >  と いふ 心 也、 

(十 一 ) とかく 人 は、 身 を ひげす る ものな りと m や 取.^、 

よく 物い ふ もの、、 我等が やうなる むくちなる とい 

ひ、 又く ぎのうら を も か へす ほどなる、 ものに ねん を 一 

入る 身 を もちて、 我等が やうなる あどの なきもの も 一 

などい ふ は、 ひげせ ぬより はにくし、 みな かしこ だて 一 

する 人の 身の上に ある 事 也、 ひげ を も 人のに くまぬ i 

ほどに して ありぬべし、  一 

(十一 一) はじめの そ ゝ めき 後の どやめ き、 一 寸の 虫に 一 

五分の たまし ゐ とい へる 事い ひなら はせ り、 此事萬 I 

事に わたると いひながら、 こ、 に、 一 人の むすめ をえ 一 

ん につけん に、 はじめは 何の 合點 もな く、 むこの 家の： 

たのしき に 目 を 付て、 其お とこの さかしお ろか、 人物 一 


他 我 身の 上 第三 


grlR 八十 九 


:g 我 身の上 第三 


四百 九十 


こつがら を も 吟味なくて、 おめでた 說 のみい ひ ちら 

して、 そこ ともなく.^ ん につく る、 然ると きに、 其 女 

心に、 十の ものが 五つ ほど 氣 にいらぬ おの こなれば、 

非に をよ ばす して、 ふしゃう ぶし やうながら そふ 

うちに、 緣は おかしき もの なれば、 そろ/ \ 'お つとの 

鬼 口が えくぼに み へ て、 なじむ ものと み へ たり、 され 

ども、 十が 十ながら、 こ、 ろに かな はぬ おとこ なれ 

ば、 彼 一 寸の むしに 五分の たまし ゐ とい へ る 事 あれ 

ば、、 ひに は ゆ めに も そふ ベ くもお も はね ど、 さすが に 

むすめの 子 なれば、 それと 言葉に はえう も 出す、 はじ 

めは^の こ、 ちの やうに して、 うなら ふなら とあか 

しくら す 程に、 どこともなく、  1^さ...^"はど，リゃ-^りん、 

おいろ が あしうなら せられました など、 いひ 出す ほ 

どこ そ あれ、 あのい しゃの 此 いしゃのと、 かけ ま はれ 

ども、 もとより いしゃの しるべ き 茜に も あらねば、 せ 

ん やく を もる ほどむ ね もっか へ、 やう/, \ 'やせ もつ 

く ま. ど に、 ち\は.ゝ これに きも を つぶし、 あそこの 

願、 こ、 のうら かたのと、 ひしめ けど も、 少 もしる し 

も な ( 、今 は あのけ しきに て は、 命 も あやうく 見え 侍 

ると き、 又 どこともなく、 何 さま は大 かた、 との 御が 


御氣に まいらぬ もの さう にみ ゆると 云 出せば" おち 

や こしもと をして、 四方 山のお かしき はなしに まぎ 

ら はし、 とひお 10 せば、 あんの ごとく、 男に くみとい 

へ る 病 證なリ 、此 よしを 二お や 聞き、 始めは 事の 外に 

はら をた て、 四方の 聞へ も 口お しゃ、 なに. H 椒 つぶ ほ 

どなる 身と して、 左檨 のこと こそ 只なら ね、 よしやと 

かく、 我 子 を ひとり もたぬ さきと おもへば よき もの 

を とて 、九寸五分 など ひねく，^ ま はし、 さ しころ して 

すてん など 義勢を すれ ども、 もとよ. 0 匹婦の こ 、ろ 

ざし を も、 うば う ベ か ら ざ るなら ひなれ ば 、此事 を 病 

にさ へ する ほどに、 思 ひこみ たる igf- なれば、 すこしも 

ひるむ 體 もなければ、 义 出入の ものが、 さう あそばし 

たる ものに てはなし、>-^^んとぃふものは、か 、 るなら 

ひなる ものな， o、 そんじゃ-つ そこの むすめ ごも お 

や 御の えん につけさせ られ しと の と は そ はせ られ い 

で、 りちに， i きおと- - でも あるか、 そこ /\ の 何が し 

とい へ る不 人物なる ものに、 一 期 そ はせ 給 ふな ど、 そ 

ら ごと を 取り つけ、 つ いせう をい へ ば、 さすが わが 子 

の . ^は ゆ さ に、 さらば ともかくもして、 いとまの 狀を 

もら ふ 談合 をせ よな どい ふとき、 かしこき むこな わ 


ば、 其 風 ふれ をき、、 やがて 我 かたより さ たる やう 

にもて なし、 らち を あくる も あ. 9、 又もの なれぬ 男な 

れば、 我 をき らいし は、 弓 や 八まん 口 をし きな どの ゝ 

しれ ども、 とて も 命 もす てられぬ ものな れば、 無念 を 

はらす ほどに もな く、 のみ もき らす、 かみ もき らす、 

我 も 女房 を も 、たやして、 年 zr: をお くる こそうた で 

けれ、 大か たか、 る 事 は、 町人の 上に ある 事な り、 此 

おこり は、 むすめに もよ くが てんさせ ぬより おこる 

事な り、 とかくえん につけん と 思 は い、 先 ま へ かどに 

心 やすき もの をして、 と はせ たきもの 也と かた， りし 

かば、 かた へなる 人、 それ は尤 道理に 似た る 仰せられ 

やう なれ ども、 か へ り て 人の むすめた る ものに、 わる 

心つ くるに、 たり、 なんでう 人の子と して、 おやの 命 

に そむく 事 は ある まじと いはれ ければ、 又い はく、 尤 

それ もさる 事 なれ 共、 人と しても の をぬ すむ 道 はな 

きとて、 ぬす 人の 用心 をせ ぬ 事 もなら ぬなら ひなれ 

ば、 おやの 命 を そむく もの は あら じと て、 か 、 る 事 を 

いふ まじき にも あらす、 戀 をば 人に なら ふ 物 かまな 

れば、 おとこに くみする ほどなる い たづ らもの が、 な 

ん でう 我等が いましめ. S- とも 聞き いるべ きか は、 ま 

上 第  一二 


た 左様の 事 をせ ぬむ すめなら ば、 今 かく 申と も、 これ 

になら ひて おとこに くみ はせ まじ、 たいこれ は 人の 

お やた る ものに、 よめ をと る とも、 むすめ をえん に 付 

ると も、 後に くやみの なきやう にとの 物が たり 也、 さ 

ていか V して、 >5,i んに つく ベ きとなら ば、：^ 一 《むすめ も 

よくが てんせ しう へに は、 只今 其方 をえん に 付る う 

へ は、 若む かひの 氣に ちが ひなば、 二た び 我家へ かへ 

らんと おも ふべ からすと、 いひ 聞 かする はつねの 事 

也、 さて 心 やすき もの を もって 云 ひふく めんに は、 

第一 しう としう とめ を、 我 二お やの ごとく あが ま 

へ、 孝行 をつ くすべき 事、 

第一 一 亭主 を 誠に 御 生の ごとくに 思 ふ ベ き 事、 

第三 すこしも りんきが ましき 事 を、 ゆく //, ^にも 

思 ふま じき 事、 

第 四 他所のお のこに むかひて は、 したしき うとき 

ともに、 心づ かひ 有る ベ き 事、 

第五 夜る あるかば、 すこしの まとい ふと も、 火 をと 

もす ベ き 事、 

第 六 あさねせ まじき 事、 ならびに ひるね、 

第 七 物が たりせ まじき 事、 さはいへ ど、 しう としう 


 ,^— 我 臭の 上 第三  lull 

とめの 物と ひかけ たらん に は、 其 事ば か. 9 い 

ら へすべき 事 

第 八 おやざとの よき 事 すこしも かたる まじ、 まし 

てあしき 事 を や、 

第 九 亭主、 內 との もの、 または 他所の ものに 付て は 

ら たつこと あらば、 よろしく いひな だむべき 

ま *  、 

第 十 身の もちやう は、 すこしも 人の 目に た、 ぬ や 

うに、 つま はづれ はなる ほど 花 車に たしな む 

ベ き 事、. 

此 外にい ろ-/... -、 こまかなる 事 も あるべ けれども、 右 

十 个條さ へ 、心に かけたら まし かば、 其 外 は 又 ひとり 

も 思 ひつく ベ し、 

(十コ 一) むこいりの 座敷に て、 其の 作法よ くし.. > が ほ 

なる むこ、 見る からお とまし、 た いは づ かしき かほな 

る、 しかるべ き、 もとよ， 0 よめに、 猶を めぬ かほした 

る はいか  > と 、親里 迄 思 ひやら れて いとに くしと、 或 

人の 云 はれし は、 論語 禮與 n 其 奢 一也 寧儉、 喪 與，. 其 易： 

也寧戚 云云、 鱧と は 萬 事 S 作法 禮物其 外衣 服 等の し 

なまで 醴也、 たと へば 千 石と り ほどの さ ぶら ひに 
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は 何 ほどの 役義. 、また 町人なら ば、 いかほどの 分限に 

は、 いか 程の 風體 がよ きとい へる やうなる 事 也、 與ニ 

其 奢 一也 寧儉、 儉とは儉約とて、少其かっかぅょ..^し 

はき かた 也、 禮の 本意と は 其 分々 のかつ かヶ より、 お 

ごり たる も 又お とりた る 事 もな きをい へり、 され ど 

も 二つ ど， 0 に は、 おごらん より はし はき かたが まし 

と 也、 たと へ ばかもの くらべ 馬 を みん 時に、 らちのう 

ちがよ き 中なる ベ けれども、 そこへ はっても な に 

より、 ゆかれぬ ときに、 はるかにと をき かたから みた 

る 分に て は、 少其 事が よくみ へ ぬば かりにて、 けが は 

ある まじ き と 也 、 そ， れ をら ちより そとへ 出過ぎ た れ 

ば、 けが も ある 也、 とても 中道に かな はや は、 其う ち 

にて は、 萬 事う ちめ なる かたよき との をし へ なり、 喪 

與ニ其 易 一也 寧戚と は. 喪と い へ る は 喪 禮のー ST または 

服の あい だの 事 也、 其 子た る も の は、 能 萬 事 其 儀式 を 

わき まへ たるよりも、 親の わかれ をいた み、 かなしき 

が 身に あまり、 収ま ぎら はした るが 道な b  、とい へ る 

！ J, か な ひ 侍れ ば、 其 人心に く  、 な-り. てと ひ よれば、 い 

とやん ごとな き 人の すゑな き、 

(十四) 女の よくもの かくは、 かへ- 9 て かの かたの 中 


だち ともなる.^、 又え か 、ぬもう る さし 

(十五) しう との 氣に、 あながちい らんと する、 むこ も 

見ぐ るし、 又く じが ましき も、 うたて し、 入 むこと 

いふ 名 は、 聞く からお かし、 

(十六) わかき おんなの、 たびく： t 佛 まい. 0 する は、 

其 そへ る 人の  > ひも おしはからる、 もの 也、 ことに ヌ 

の 目に たつ 風情 は、 猶輿 さむる ものな 、とかく をん 

な は、 おやのう ちょ.^ 外 はしらぬ などい へ る、 心に く 

し、 又當 世の はや h- 言 紫な どっか ふ 女 は、 猶 にくし、 

若衆 も 秀句な ど 云 出た るに くし、 よく 物い はんよ. 9 

は、 た ^うつ ぶしが ちなる に、 わざと ならぬ 釉の 香な 

どした る、 いつまでも わ すられぬ 物な り、 

(十七 一 後家に な. 0 し 身の、 寺參 りな どい ひて、 うなぎ 

わたな どかう ぶ， 9、 ぬめ， 0 あるく は、 たれが ための か 

た ちづ く. 0 にやと、 なまぐさし、 

(十八) 人のう ちへ 來 りて、 し- 5 めの みっか ひて、 こと 

に 女な ど 見 ま はす もの、 にくし、 

他 我 身のう へ 第三 終 


他 我 身のう へ 第 四  、 

( 一 ) たが ひに、 人に もえ かたらぬ 屮の、 ちぎり ありし. 

人の 名 を、 ま を へ だて、 そこ はかと なく 人の いひ 出し- 

侍る こそ、 聞 耳 もた つ わざ なれ 、又 ふかく 心に か、 る 一 

人のう はさ は、 ことん の あしうな りと も かた， 9 出す 一 

は、 かたり 出ぬ に はま さりて、 うれしき もの か、 たま 一 

さかに あ ひ 侍.^ し 人の、 そこ^ 'の祌 のさう じん、 ほ 一 

とけの さ- フ じんな どい へ る も、 あ-し， つ は S-j は，^ なか- 

ら も、  いとう  る さし、 又 我な りと、 さすがに えい ひ 出 一 

すして、 我に よく にたる もの こそ、 そなた ゆ へ に 物 は 

おも へ など、 云 ひわたり 侍る に、 人の 言葉に も、 いと； 

なさけ ありて、 たれ なれば、 數 ならぬ 身に などい へ る. 

に、 今 はなに を かくし てん、 はづ かしな がらとば か.^: 

いひより 侍る 心、 いとたぐ ひなから まし や、 又 後 朝の 一 

文な ど をく..^ しかへ り 事に、 心 ある ことのは 一首よ： 

み閬 へ たる も、 いと はづ かし、 い つよ，^ は あいみる こ 一 

10 もな.？'. c さな. io  、ゆび をる も 心ぐ るし， ひとりと も. 

し 火の もとに、 つれ < ^なる 折 ふしに、. 思 ふ 人のと ひ 
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來 して、 よの はかなき 事 もお かしき 事 も、 うらなく い 

ひか はした るに、 また こと 人のお そひ來 りて、 長 言し 

たるい とにくし、 又き ぬ，^ に、 彼 千夜 を かさぬ とも 

言紫殘 りて 鳥 やな かなん ど 有し も、 身の上と なるこ 

そお かし けれ、 又 我の みと かよ ふあたりに、 人の 文、 

人のと ひよ..^ しけ はいみ へ たる も、 うしろめ たし、 は 

じめ て 人に 云わた. 5 侍る ときに、 とかくの いら >ん も 

なさす、 た > つらき とい ふ ベ くも あらす、 又い はぬ ベ 

くも あらぬ を、 V ひ をつ くして、 とやかく やかたら ひよ 

れば、 みづ から はかの さよ ごろ もなん など 聞る は、 つ 

み ふかき わざながら、 もし 其 人 もな くもが なと、 むね 

つぶる、 わざな め. 9、 露ば か. 0 かこてる 事 ありて、 又 

うらみ はつべき にも あら ざれ ども、 1 昔づれ もな く 月 

を わた. 0 たるに、 人の かたより、 さすがに それと はい 

ひ 出です して、 よの わざに よせて、 文な どお こせた る 

は、 はじめて あ ひしょ.^ なを うれし、 又 かくまで うら 

むべき 事ぐ さなら ね ど、 小 わきざし やうの もの ひね 

くり ま はし、 おどした るに おそる 、もうれ し、 又み づ 

から も 思 ひきり つ、 同じ 道に なんな どい へ る も、 猶情 

ふかし、 久敷 へだ ゝ りて、 せめて や は、 人の こした， 9 
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けん 文な. とも <^ て、 なぐさみぐ さに もせん と ふ 

に、 おきどころ わすれた る. も、 やる かたなし、 かく か 

たく  hs ついくれば、 むかし 物が た めき たれ ど、 ゆめ 

ばか， 9 はかなき もの は あら じ、 さはい へど また、 うと 

まれぬ ものな り、 なき 身と な， 9 し 人 を さへ みたる も 

うれし、 され どもよ ろしき ゆめ こそ 見 はてぬ 習 なれ、 

あし， 5- ゆめの はやく さめた る も 又 うれし、 おも ふ 人 

ふたり もちて、 あなた こなたに かこた る 人.，. D  、いとむ 

づ かしげ 也、 名のみ 雲井に 聞 わたり、 玉章な どかよ は 

せて、 >ひ をつ くして かたら ひよりた る 人の、 けはい さ 

もな きこ そ、 興さむ る わざな. 0 や、 ひさしく へだ、， 9 

てと ひよ る 女の、 は いかる こと あ， 0 て それと なき も、 

ほいな きわ ざ 也、 思 へ ども、 こなたより 打 出す ベ き 言 

の 葉 もな きに、 若衆の さ かづ きもて 求る を、 何 を もて 

かは此 もの を ほす ベ きと も覺 ^ す、 など か. , J つ れば、 

かほ あかめに、 1 ふしうた ひたる を 聞た る こそ、 命な 

がき かひな， 9 と 、はおお ほき も わすら る 、わざな h -、 

又し め やかに かたる 夕 ぐれ、 何となく 其 折に ふれた 

る、 ふる ごとな ど 口 やさみ て、 下の句 はわす れつな ど 

いふ を、 たやすく これに や はな ど、 打す したる こそい 


み じ けれ、 又 こよ ひこ そ來る 夜な め と、 門に 立に、 

月 はは や 山の端に 出ぬ る こそ、 猶む ねさ はが るれ、 又 

あ ふま じき 人に あ ひて、 此事 たれに もい はま じな ど、 

くちがた めしたる も、 興つ きぬ わざな. 0  、すべ て此道 

しらぬ もの は、 物の あはれ を もしら す、 又此 道の ある 

じが ましき は、 い とうたで きものな， ox、 しら やや は あ 

らん、 何として ましと 語 も、 いと かたはらいたき、 

(二) 我 寺の 御坊 さまに、 す、 め いれられて、 他宗 は 皆 

ひが 事な りと 思 ふ 人 こそ、 いなかめ きたれ、 され ども 

我せば き 心に は、 たと へ ば 何の 經に は、 いかほどの 利 

益 をと かせられ たれ ども、 我 法の ごとく ふかき 利益 

はなし、 その 證據 は、 其 法語に かく あ， 5、 どの 御 書に 

かく 有と、 我 一 宗の 法の 書物の み 月よ 星よ となが め 

ゐて、 ひたすらに 忍 ひこむ は、 一 端 佛法を ふかく 信す 

るに にたれ ども、 か へ.. M しま 《の 法に 着す る ついへ、 い 

かば かりならん、 これ かの 萬 法の 々然として、 大海 

になが る 、舟の、とh^ つく 島 も なきやう なる 全 體を、 

しらぬ ゆ へなる べし、 八 宗九宗 、そのし なぐに わか 

れ、 それぐ の 法 をた つる 方便の 術 を、 人の かたち 

に 用 をな す、 手足 眼に たと へんに、 雜を ける とき は、 
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手 も 兩眼も あしの 臣下に して、 足 其 君た る 事 を 得た 

り、 又 CT: をな がめ、 花 を もて あそぶ 折 ふし は、 足 手み 

なまな この 臣 にして、 目 その 手足の 君た る 事 を 得た 

.9、 又 手のう へ にて いふと きも かくの ごとし、 佛 法に 

も淨土 をと くと き は、 餘經み な淨 土の やつ こに て、 淨 

土 君た る 事 を 得たり、 其 外法 華 眞言 禪 法相の 法 も、 其 

法 を ひろむる -こ き は、 其 法 君 の 位 を 得て 、餘 法み な臣 

下の 官也、 されば 君ば か. りに て は、 君と い へ る 名 も あ 

る まじ、 これ を 萬 法 一 如と やい ふべ からん、 其 一 如 は 

なにも のぞ、 かの 心と い へる ものなる べし、 心 はもと 

よ， 5 かたち もな く、 とぎたて ぬる か  >  見の ごとし、 其 

おもて むなしく、 もとより かたちな き ゆ へに、 よろ づ 

のかた ちう つ，.^ ゆくな り、 もし か V みに さだまれる 

かたちの あらまし かば、 よろ づ うつりゆく 事 は ある 

まじき よしを、 いにし へ 人 も 仰ら れ しと かや、 かの お 

ろかなる もの、、 一 法に 着して、 他 法 を 邪な りと 心得 

る もの を、 經 文に は、 もろ/^ のめし いたる もの 、あ 

つま b. て 、大象 を さぐる にたと へ た b 、たま かの 

象の鼻 を さぐる もの は、 象と い へ る もの は、 箕の ごと 

くなる ものと い ひ、 又も、 を さぐりた る もの は、 はし 
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らの ごとくなる ものな h,- とい ひ、 尾 を さぐる もの は、 

は S- きの ごとくな. 0 と、 い ひ あらそ ふと かやみ へ た 

. ^、これ かの 大 象の 全 體を よく 見ぬ ゆへ なり、 大象は 

まことに か たちあ れば、 我み やと い ふと も， 又 見し. h,- 

たる ものに たづ ねても しるべし、 かの 心と いへ る も 

のに、 たれに たづね てか兑 るべ く、 たれに とふて かし 

る ベ き、 いは ゆる 我よ くみる は、 目 を もってみ るに あ 

らす、 よくき く は、 耳 を もってき くに あら. や、 いかな 

る もの に たづね、 いかなる もの を みん、 求む る もの を 

もって、 求む る もの を 求む は、 はなはだ 求めが たし、 

我 目 を もって、 我 目 を 見る がごと し、 いづれ や 見る め 

とい ふらん、 いづれ を か 見ぬ とい ふべ き、 ち、 こ ひし 

ま は こ ひし、 

(三) 我 身つ みて、 人の いたさ しれと い へ る 事、 云 ひな 

ら はせ.^、 此事を 古歌に、 

身 を つめば い る もお しま じ 秋の 月 

山の あなたの 人 もこ そまて 

此心 は、 我 3： のみた き やうに、 やまの あなたの 人 も、 

さ ぞみ たからん ほどに、 さの み 月の 入 る をも惜 むま 

じきと 也、 猶も のぼ. 0 てい はい、 恕の 字に あたり 侍る 
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べし、 恕 といへ る は、 推」 己 之 謂い 恕而 巳と、 朱 文 公 は ■ 

仰ら れし 也、 己 をお すと は、 おのれが 身のう へ にある 

事 を も つ て 、他人の 上 をお し は か る 心 也、 世話に をし 

すいとい ふ は 重言な，.^、 推量と かきて をし はかる と 

よむ 也、 又恕の 字の 心 を、 如 心と も 注した， 9、 これ は 

こ V ろの ごとくと いふ 心な ひ、 二：；； も 我心 の ごとく 

に、 他人に も あたる ベ きとな b  、又 程 子の 說に、 施 二 諸 

己一 而不 レ願 、亦 勿， レ施ニ 於 人 - と あ そ ばされ しなり、 此 

心 も 我い やに 思 ふ 事 を、 人に もす ベ からすと 也、 たと 

へば 見物の 場な どに て も、 我 前 に 人の 立て 居て、 其 能 

かぶきの 見 へ ぬ を、 わがい やに 思 ふなら ば、 其 心 をお 

し はか 、我う しろに ゐる人 も 我 のびあがり、 又大ぁ 

み 笠な どかぶ りたる は、 いかばかりい やならん と 思 

ひて、 其 心 を 付けよ と 也、 又 こ 、に 忠恕 仁恕な どい ふ 

事 も あ れ ども 、まづ かた， 0 侍らぬ は 、此恕 の 心 を だ に 

能くせば 、.0然 に 忠 恕 仁恕 のさ かひに もい たるべし、 

恕の 字の 心 は、 しるの かたきに あらす、 おこな ふの か 

たきなる ベ し、 つとめよ や/^、 

(四) 友と する 人に、 少 文字 を もよ みなら ひ 給 へ 、わか 

きとき は、 あだなる 事に て、 永き 月日 を くる もの なれ 


ど、 老て 孫子に 立 まじ b  、かたこと まじ， 9 の 道 外の み 

いはん も、 おこがましければ、 其 折 ふしの かたう どに 

など、 す、 め あ へ れば、 ま づ大 かたの 人、 其 道心に か 

からぬ に は あらね ども、 それん \ に 家の いとなみ つ 

とめ あ へ る 身に て、 其い とまな しな どい ひ 侍る は、 尤 

さも あ b ぬ ベ きこと ながら、 大きなる 不覺 なり、 それ 

人と 生れて、 い つ を かいと まあり とい ひ、 又 いつを か 

いとまな しとい はん、 其す、 むる 人 も、 心赏に 露の い 

とま もなからん 人に は、 もじ をなら/ともい ひかけ 

ぬ ものな り、 其の 人大 かた、 あだなる わざに お ほくの 

ひま を ついやし、 お ほくの 金銀 を つ い やす をみ て、 か 

た，. ^ よるとみ えたり、 此 事物が たりめ きたれ ど、 今の 

世に ある 人、 みな-/^ かくの ごとし、 又す ぐれて かし 

こだてす る しれもの は、 道 は 文 宇のう へ に は あらす、 

心に こそ ある なれ、 六祖 はからう す ふみの ごとくな 

る やから なれ ども、 六祖 とい はれし など、 はな をつ ま 

らしの 人し. 0 ま は. o、 いとみぐ るし、 わがす ぐれて お 

ろかなる のみに も あらす、 わる いぢお ほき 身 を もち 

て、 古今 無雙 の六祖 に、 我 身 を 引合せい ふ 事 を、 外よ 

り は 物ぐ る はしく 見る 事 を さ Af<i、 かへ， 9 見ざる ほど 
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のおろ かなる 身 を もちて 、 さ とりだ て は 無用な， 0  、 ゆ 

め/^ なる まじ、 まづ 一 文字な..^ とも 讀 給 ふべ し、 

誠に 文字 は 道 をのす るう つ はものと こそ、 古人 もの 

たま ひしと かや、 

(五) 人の 情 は、 もとより 正直なる 物 なれ ども、 大 かた 

はかた ちょり 後に、 わる いぢつ き 侍り て 、其 道 を 党る 

事 も くらき とみえた-り、 とか く 我 ほどうた でき も 

の は あら じ、 たと へば こ 、に 他 國に人 あり、 萬に さか 

しくして、 よき 才覺 にて 立身 を もし、 または 國 主の 御 

こゝ ろに もよ くい..^ たるな ど、 其し なをげ に し 

く かたり 出ん に、 たれ か 其 術 を感せ ざらん、 しかれ 共 

其 物が たりの 一 卷相 すみて 後に、 其 人 こそ 其方の つ 

ねに にくみ 給 ひし ま 、子な.^、 まことに、 にくみ 子 世 

に 出たり とい は  > 、其 右に 物が たり を感 せし 人、 其 時 

又い はんに は、 尤左檨 の 事 も 行末 とげねば しれぬ も 

のな り、 ほまれ は そしり の もとな りな どい ひて、 そろ 

そろ 其 事 を そし b がまへ にい ひなすべし、 其 物が た 

りは壹 人に て、 その そしる と感 すると はなん ぞ 1^^ つ 

なる、 これ 我 を もって 人に まじ はる 故な-^、 いにし へ 

の 人 は、 人 を 以て 言葉 をす て す、 言葉 を 以て 人 をす て 
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すと、 のた まひし とか や、 陽 虎曰爲 J€ 不レ 仁、 爲,， 仁不 

と、 この 心 は、 陽 虎 は 仁 を すれば とまざる ほどに、 

仁 をす る ことな かれと、 富の ために 云 ひし を、 子 は 

富 を すれば 不.. 仁と、 仁の ために 仰ら れ しと かや、 今 

此の 草子 を 見た らん 人、 もし 萬に 一 つも 感 する 事 あ 

らば、 我 名 を 後に 聞と も、 人 を もって 言葉 をす つる 事 

なく、 われ を ま、 子に する 事な ふして、 あやま. 0 をた 

だせと、 のちの 君子 を まつ もの 也、 

(六)^ 里に こびた る 人 あり、 此 世界の 地形の はて を 

し b たる ものな し、 され ども 其の 事 をよ く あきらめ 

たる 人 あらば、 千里 をと をし とせ やして、 尋ぬ 求めん 

と、 つねに かなしみ、 つねに よろこぶ 人 あり、 去 折 ふ 

し、又例の世界のはての物語..^出でければ、ゃっがれ 

がい はぐ、 むかし 天地 ひらけ はじまる ときに、 よろ づ 

の 祌佛ぁ つまり 給 ひて、 いきと しいけ る ものに、 それ 

ぞれ のぐ ひぶん を さ づけ 給 ふとき に、 蚓に はつち を 

あた へ 給 ふ を、 あるみ 、すがい はく、 いづれ ものいき 

もの は、 一 一色 三色 乃至 百 色 千 色の えじき あり、 われの 

みつち 一 色に て は、 つち をく ひ はたして、 のちに はな 

にか はくふべ きと、 思 ひ 死に 死にし とか や、 これと ほ 
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くお もんば か.^ を めぐらす る 事の よき を しれ ども、 

つちの 身 をお ふるまで 食つ くしが たき 事 を しら や、 

い へる 事 も、 心 を 萬 里が ほかにめ ぐらす 

み な る 事 を しれ ども、 世界の は て を 、夜 ひ 

る 工夫し 出しても、 身に 益な き 事 を しらす、 佛經册 三 

天 須彌之 四 州 九 山 八 海 五 百 千 萬 億 那由他 阿僧 祗 三千 

大千 世界と 說せら るれ ども、 末に は此 もろく の 世 

界は、 思 維 校 計 もってよ/、 しる 所に あらやと かや 結 

し 給 ふ、 又 四 維 5S 上下 .1 不可 思量と かや、 又 六合 之 

外 聖人 存而不 J1 とも、 文に もみ へ たbとなじ..^しか 

ば、 又い はく、 生きと しいけ る ものに、 死せ ざる もの 

や あるべき とい はれし に、 かたへ なる 人、 勿論 生 を ひ 

とたび うけた る もの 、、死せ るみち の 定まる 事、 天地 

も 一た び 生じた る もの なれば、 なん ぞ めつ せぬ 道理 

の あるべ きとい はれし かば、 かの 例の ェ失 者、 かう ベ 

を かたぶけ、 しばし 案じ ゐて、 よき 事う け 給 は ひたる 

もの 哉、 いつまで 工夫 をいた してな ひと も、 此事 さと 

.0 侍らん とい はれし かば、 又 かたへ なる 人の いはれ 

し は、 むかし 我と な. 9 にお かしき 人 あ. o、 さる さびし 

き 夕まぐれに、 こよ， 0 を 一 筋 ひね b  、それ を 何となく 


た、 みのうへ に、 ますぐに 立ら れ ければ、 其 ま、 た ほ 

れに ける、 此 こよ hv た ほれ 侍る 道理 あれば、 又 立て ゐ 

る 道理 も あるべし とて、 ひた ものに 立て 見られ 侍れ 

ども、 た ほる 、ばか.^ にて 立 事 はなし、 後に は > ひつ か 

れて、 もの がさ そ ひ 侍る とや、 これ も 其 道理 をよ く兑 

が ほに て、 今日 身に ゑき なき 思 ひす ごしなる ベ し、 な 

んぢが 天地の めつ するとき の 工夫、 なん ぞ これに こ 

とならん、 又い は/、、 生死 一 致の 道理， も あ. 5 やとい へ 

ば、 かたへ なる 入の 云く、 なん ぞ ある まじき や、 もの 

長き あれば みぢかき 有り、. 一 咼き あれば ひき、 有 hs  、も 

し 高き といへ る 事な からまし かば、 ひき、 とい ふ あ 

ひ 手 も ある まじ、 これ 一致なる 所に あらす やと かた 

れば、 又 かたへ なる 人の いはく、 勿論 死生 亦 大矣、 而 

不レ 得ニ與 vK ー變- とい へる 察 も あれ ども、 我等が 見解 

いまだ 其 位に ゆめば かり もいたり； 15^ ら ねば、 みだ， 5 

に 語， CS 侍らす とい はれし、 

(七) ある 人 、俳諧の 發句 すべ き樣 を、 たづ ねられ 侍. 9 

しに、 予が 曰く、 發句 のいた しゃう は、 いさ、 か 習 も 

有なる と 古人 も 仰ら れし かど、 先 初心のう ち は、 世.：.； 

に 出た る 俳諧の 書 を、 能見覺 えて、 其 時 をし る を もつ 
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て、 一 つの 習と いたし 候 也、 其 時 をし ると い へ る は、 

先 世に 人の もてはやせし、 それ <\- の 集の、 何の^の 

時代の 作意 は 何、 かの 集の 時代の 句の したてや うは 

何 と 、能く 見 は から ひ、 其內 にならぬ 迄 も、 句の 手の 

あたらしう 聞 ゆる やうに 習 ふ ベ き 也、 問て 曰、 すで- - 

世に出た る 集 を 手本と せよ と 仰ら るれ 共、 今の 世の 

集に は、 集 一 つに は、 非 言の 書 二つ も 三つ も あれば、 

いづれ を 正と し、 いづれ を 邪と せん、 答 曰、 尤ょ きふ 一 

しんな り、 され ども 其の 內に、 山の 井な どい へ る 書に 

は、 いまだ 非 言 もな く、 よき 書かと 覺 侍る、 此 書の 作 

者 は、 大和 物語の 抄な どもせられ たる 事、 人の よ く？ ^ 

b て、 世に 用る 事な-り、 問 曰、 され ども 此 作者の 句に、 

山里 や い つも 正月 門 の 松， と ある を、 去 人 難せ し は、 も 

し此句 を、 山里 やい つもむ M: の 門の 松、 とよみ さ ふら 

は い、 連歌 たるべし と、 答 曰、 これ こそい はれぬ 非 言 

也、 ま づ此發 句 は、 い. つも 正月と いへ る 世話に て、 し 

たてた る 句 也、 其 上 其 時に 巾す とい へ る 事 あ 、たと 

へ ば 柄の 字 は、 えと も つかと もよ めど も、 長刀に て は 

えとよ み、 太刀 刀に て はっかと よむ、 古來の よみくせ 

也、 又 五 文字に 徒然 さやと あらんと き、 徘 諧の懷 紙な 


i  他 我 .a の 上 第 四  .  I  

らば、 とせん さやと よむべし、 又 連歌の 懷 紙に あらば 

さびし さやと よむ を こそ、 其 道 を 心得た る 人と もい 

ふべ けれ、 此 俳諧の 書に 正月と 有 を、 いかに 非 言 が し 

たきと て 、む：！： とよむ さ へ あるに、 乂の 、字 を 入れて 

非 言す る こそ、 か へす < ^道の 魔障 也、 これ 古人の ふ 

かくに くむ 所 也、 た ふ ひ 非 言 ありと も、 む ざと 心得 も 

なく、 あしきと は 定め 給 ふな、 今の 世の 非 言 は、 さま 

での 難 も ある まじき 句 を も、 人 を そし.^、 我 をた てん 

とて、 なん するとみ へ たり、 されば にや 難の あ るべき 

句に も、 難の なき も あ， 9、 問 曰、 此 俳諧 をよ くし 覺て、 

何の 德か ある、 答 曰、 此さ かひの ふかき 理り にいたり， 

て、 入 孝 出 弟の 道に おもむき、 心 を 化し、 衆 を あはれ 

み、 惡を こらし 善 をす、 むる 一 助な.^^、まざ（>とま 一 

すが やうな り 玉 まつ b  、とい へる は、 いやしき 民の 言 

薬 を 以て、 かの 如 在の 敬 を つらね 侍る は、 遠 をお ふの 

事に あらす や、 俳諧のう たは、 古今 集に 出 たれば、 御 

覽ぁ る ベ し、 さ て 此徘諧 の兩字 を、 滑稽の 心と 仰ら れ 

し 御 かた も 有、 此 滑稽の 兩字 を、 ま は ひがし， ) しとよ 

ませた. o、 長々 敷 候へ ども、 其の 一 つ 二つ かた，.^ 侍ら ， 

ん、 むかし 秦の國 に 優 旅と いひし もの あ.. = ^、つねにお 
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かしき 俳諧の やうなる 事 をい ひて、 しかも gf- 人の 道 

にかな へ ，9、 此 時に、 始皇 もとよ. 0 おごり を このむ 人 

なれば、 苑囿 とて 日本に てこれ をい はい、 大きなる 庭 

籠の やうなる もの を、 何 里 四方に も 作り、 其 中へ もろ 

もろの 鳥け だもの を はなち をき、 狩 場の なぐさみ 所 

にせん と 催し 給 ふとき、 群臣 此事 を惡 事と は 知な が 

ら、 其 威に おそれて、 あへ ていさむ る 者 もなか.^ ける 

に、 彼掛稽 者の 優婉に 此箏を かたられければ、 優旃が 

いはく、 一 段に よき 御 分別 也、 我等 も內々 かく こそ 思 

ひより 侍れ、 若他國 より、 何 どきに よら やせめ 來 らん 

と？ に 、此そ の、 口 を ひらき、 かの 鹿 やか もし 、お出 

し、 朝敵 を 四角 八方 へ おひ ちらさ せんとい ひければ、 

此事 やがて やみ にけ り、 又 一 一世のと きに、 お ごるべき 

事に 事 を かき、 城郭 をうる しにて ぬらん とい ひしと 

き、 もろ/,^ の 臣下 共 無用な.^ と はお も ひながら、 口 

を つぐみて いた しに、 又此 優胼是 こそ 可. レ然 御て だ 

て かな、 もし かたき 來. りて 城 へ のぼり 中 さんと きに、 

此 うるしに てす ベ b 巾さん を、 かけ 出/^ たやすく 

敵 を ほろぼすべし、 乍：， 去 其 城郭 を、 いれ 申 ほどのう 

るし 風呂が 有 まじき と 言ければ、 笑に な b て 此事も 


やみ、 ほ も を だ やかに な b にけ. o、 又 魏の文 侯と い へ 

る 人、 群 をめ して、 一 々次第に ならべ をき、 我 は 仁 

君 かまた さもな きかと、 一 火々 々にと はれし に、 いづ 

れも君 は 仁君な.^ とへ つら ひける、 さて 翟璜 といへ 

る ものが 番 にあたり て、 又 仁君 かとと はれし に、 翟璜 

がいはく 仁君に あらす、 其 § へ は 中 山と いべる 所 を 

討 取り し は、 正しく 君の 弟の 御手が ら な る を 、弟 を 中 

山へ 封せ すして、 君め 宗領の 知行 所と せられし、 これ 

を もって 仁君に て はなき IJ しると 申 上る に、 文侯大 

に 御腹 立 あ. 9 て、 翟璜を 座 をお つ 立て、 ^其 つぎは、 

任 座と い へ る 者の 番也、 時に 又 仁君 かとと はれし に、 

任 座 こたへ て 曰、 いかにも； If? は 仁君 也.' むかしより 其 

1!;; 仁お なるとき に は、 臣下に かなら す、 正直 もの ある 

と 申し 傳 へた h -、 さきの 翟璜 がいへ る 事い かにして 

も 正直な..^、 これにて 君 を 仁君な りと し，：^ 侍べ ると、 

あみ もやぶ らゃ、 う を もら さすに 申せし に 、文 侯氣色 

なを.^ て、 又 翟璜を 召 かへ し.、 官位に のぼせ 給 ひしと 

かや、 又 趙の惠 王と い へ る 人、 燕の くにをう たんと は 

かられし ときに、 蘇 代と い へ る もの 惠 王の 御前に 出 

て、 昨 H それがし、 易 水と いへ る濱 ばた を 通りし に、 

^—^^ の よ 第 四  . 


おもしろ き 事 を 見 申 候 、大な る はまぐ. 0  、 海よ. 0 出て 一 

nl を あき、 n: なた ぼ こり を 仕 居た ると きに、 又鹬 とい 一 

へ る 鳥と び來 り、 此蚌を 見付け よろこび 走りよ りて、 

教 はまぐりの 身 をく はんと、 はし を いれけ るに、 はま 

ぐ，^ やがて かひ をと おければ、 きつが はしつ ま. 9、 何 

ともなん ぎに 及びし かば、 其と き鹬が 云く、 け ふ も 雨 

ふらす、 又 あす も 雨 ふらす ば、 此 はまに ほし ご ろしの 

はまぐり あらんと いひて、 はまぐ. 0 をた ばかりし か 

ば、 又は まぐ りがい はく、 今： n 出す 、明日 不ぃ 出ば、 此 

はまに 死た る鹬 あらんと、 つ め 問答 をす るう ちに、 獵 

師來 b て、 はまぐり も 鶴 も、 ふたつながら 取し 也と 語 

しかば、 惠王此 心 を さと.. y て、 燕の 國と 我が 國た、 か 

ひなば、 他國 より ニ國 ながらと らんと て、 其の 軍の 談 

合 やみに ける とか や、 是 みなお かしき 事 を 以て、 大道 

に 引 入れし 事 ども 也、 元よ ト>  大和うた は、 人の 心 をた 

ね なれば、 心に おも ふ事即 みなうた 也と、 仰せられし 

やうに 、かりそめに 云 出る 物が たり に て も、 おかしき 

事に て 儒佛の 道へ も 引 入る は 、^俳諧の 德な る ベ し 、 

あながちに 十七 字 十四 字に つらねて、 ；巡箱 を かた 

げ させ、 あなた こなたの 會々 と、 ひお を は b 頭 を ふ る 
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 他 我， a? の 上： 第 四  

きつねの やうに、 世の 數奇 もの をた ぶら かすば かり 

にて は 、俳諧師と は 云 ふべ し、 徘諧の 道 者と は いふべ 

からす、 

(八) 世話に、 陰陽師と 辻 風に は 出 あはぬ が 秘密、 又 あ 

ふ も ふしぎ、 あは ぬ も ふしぎと い へ る 事、 たれ も 口な 

れて よくいへ ども、 其の 道理に かな ふ もの まれな，.^、 

いかにと なれば、 我 身 も 息 炎に、 其 家に もな に舉 もな 

き 時 は、 たれ も 御子かん なぎの たぐ ひ、 其 外 判 はん 

じ、 五 昔の うらな ひな どい へ る ものに、 たぶらかさる 

る もの まれな b  、され ども 有 爲轉變 の 世の中 なれば、 

ある はなれに しつ まが ゎづ らふ か、 ある は 寵愛の 子 

に はなる 、折 ふし か、 または 金銀 其 外貨 財な ど 、不慮 

にぬ すまる、 ときには、 かの つねにい ひし p:  口と ち 

が ひて、 あそこの 辻 うら、 こ、 のうら かたのな どい ひ 

て、 あし を そらに まど ふ 事 也、 もしつ ねに 此理 をよ く 

わき ま へ しらば、 いかで かやう の 時 も 迷 はん、 誠哉孔 

子 曰 、歲寒 然後知 n 松柏 之後调 ， 也 、此心 はもろ /(-> の 

草木 も、^ 夏の 中 は、 別に 松 やかし はの みどりなる 色 

とちが ふ 事 もな けれども、 かの 秋の 末より やう 一 

霜 下り 露お ちて、 そらの けしき も 冬 だ つ ころより、 よ 
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の 草木 は 色 か はり、 葉 落 つれ ども、 此 まつや かし は.、 

色 を も かえぬ を、 かの 迷 ふ 人 も 迷 はぬ 人 も、 何事 も 身 

にう き のな き內に は、 同じ やうに 我 他 非是と 口 を 

聞き 侍れ ども、 か ん じんの 迷惑 するとき か、 < ^も はて 

ん とするとき、 さとれる 人と まよ ふ 人の ある を、 雪 霜 

にあ ひて、 こと ^くし ぼむ 草と、 又 雪 霜に. もき かと 

もせぬ、 松 や 柏に たと へ 給 ひしと かや、 ことにお ろか 

なる 人 こそ、 今日はな き 人の いく 七日に あたるな ど 

淚ぐ みて、 御子と やらん いふ もの を よびよせて、 あの 

世の 道 を しるべな ど賴 まんと いふよ b、 阿と は 知ら 

ね ども、 みるより はや ぞ^ がみもた っばか.^^.なる、は 

したな き女來 りて、 こと；^ しく 弓の つるう ちそ、 

のかし、 かけ まく も かたじけなき、 神佛 のお ほんな の 

み 多く、 かたことまじりに 云 t> らし、 其. 3 し^の - ^ とづ 

てと て、 さ ま A\ のう そが ま し き 事 ども を 、まこ とし 

くも かなしく も、 あ はれげ に 云 聞 ゆれば、 げに もまの 

あた b  、神 か佛の 現じた まひて、 のた まふ やうに 思 ひ 

取て、 一 座と もに こ ゑ もお しま やなき しみつく、 此迷 

ひの はなはだし きを、 かの 賣子晃 ぬか ほに て、 よく 

見 置て、 t 者の 云 分に かこ つけ、 おのれが 身に よくが 


ましき 察 をい ふとき は、 御子の 云 事 にても、 少しも 誠 

と 聞 いれす、 さ れば今 ま で. U 者 の事づ てと て、 うそが 

ましき 事 ども にても、 おのれが 身の めんぼくになる 

事 なれば、 御子 t」 はだ を あはせ てこ ゑ をた つる、 それ 

ほど 今まで 神の やうに 思 ひし 御子の い へる 事 も、 す 

こしお のれが 身に そんの ゆく 事 なれば、 少しも ま ， J 

とに せねば、 御子の い へ る 事 を も ふかく 信 やる 事と、 

信せ ぬ 事と あれば、 其う そ を 取つ くろふ 御子よりも、 

聞く 者の 心、 猶 ぬす 人な り、 されば にや 能 登 守 源 順の 

和名 鈔の部 立に も、 乞盜 類に 巫覜を いれられし 也、 世 

にす む もの、 此道 のまよ ひ を さら すん ば あるべ から 

や、 吉備 大臣の 庭訓に、 莫 Jffl 一一 詐巫 一と 仰ら れ しも 此 

心なるべし、 右 Si 人の 周易の 占、 天文の 曆數 をつ かさ 

どる 陰陽の 博士の 事 をい ふに は あらす、 又吉備 大臣 

の 庭訓に も、 非 レ不レ 知 二 巫 占-と 仰ら れし は、 かの まこ 

との 易の うらの 事なる べし、 又 あ ふ も ふしぎ あはぬ 

も ふしぎと い へ る 事に 似た る 事 も 有り、 語り 申-寺ら 

ん、 むかし 鄭の國 に季咸 とい へ る卿變 なる 巫 あ b ヽ人 

の ひんぷ 長いき 若 じに の 事まで、 まへ かたより 其い 

つのい つと、 月日まで も 云お くに、 すこしもた がふ 事 


これな し、 郯の國 の 人 上下と もに おそれぬ もの もな 

か.^ けり、 さて 列 子と い へ る 仙人 も、 これに あ ひて 歸 

服し、 さて かへ. 0 て 我 師匠 壺子 といへ る 仙人に かた 

りてい はく、 我 今まで 先生の 道 を もって 至極の 遒と 

思 ひしに 、又 方 々を ある き 侍れば 、 め づ らしき 不可 思 

議の道 あ b  、其 時壺子 がいはく  、今 ま でなん おに 我 道 

を かたると い へ 共、 眞の 道理 をし めさす、 しかるに 我 

道 をなん ぢ傳 b たると 思 ふ は ひが 事 也、 たと へば 道 

を 鳥の 上 を もってい はい、 なん ぢに傳 へし は 女 鳥ば 

かり 也、 未 道のお とり を 聞かせ ざれば、 いかん ぞ其道 

の 玉子 を 得ん や、 さらば 其 相 人 をと もな ひて わが 相 

を 見す ベ しと、 さて 其 あくる 日、 列 子 相 人の 季咸を 伴 

ひ來 りて、 壺子を 相 さすれば、 相 人 やがて 壺子を 一 目 

みて、 列 子と つれて 其 座 を 立 て いはく、 笑止な る 御 事 

哉、 其方の 御 師匠の 壺子 どの は、 十日の 中に 死に 給 ふ 

べし、 列 子 此事を 聞く よりも、 とる 物 もと， り あへ や、 

な く/ ^壺 子に 此事を かたる、 壶子 あざわら ひ、 さき 

に 吾 地文 をし めすと て、 いきた る 身に て 死た る やう 

なる 術 をな した h -、 又 あす もと もな ひ來 りて 見る ベ 

しとい ひし かば、 列 子 又 かの 相 人 をと もな ひ^, 、壺 
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子 を 相せ しめし かば、 相 人 列 子に いはく、 さても く 

よき 事 かな、 其方の 先生 はきの ふまで 十 H の 內に死 

せる 相 あ. 0 しが、 け ふ は 其 相な きと、 列 子此事 をき く 

よ 色 をな をし、 かくの 次第と 壺子 にかたり しに、 壺 

子 又 我け ふ は天壞 といへ る觀 をし めす、 又 明日 伴て 

求るべし とい ひし かば、： ^〈時 又 列 子、 明日 相 人 を 伴 ひ 

て 壺子を 相せ しに、 相 人が 曰、 汝が 先生：；：^ 相 ひとし か 

らす、 我 何とも 相し 定 むべき やうな しと かたりし か 

ば、 此事を 列子壺 子に かたりし に、 されば 今日は 大仲 

奠勝 といへ る觀 をし めした. 9 とかた ひしと かや、 か 

くもろ こしに も斯 るた めし も 侍れば、 相 人の 云へ る 

事 も あ ふ も ふしぎ 又た が はする も ふしぎ 也、 乍 レ去大 

かたは 相 人の い へ る 事 や、 うらかた は あはぬ もの 也、 

され ども 佛祌の 奇特 ある まじと いへ るに は、 ゆめ 

ゆめ あ らす、 

(九) 理 のこう じたる は 非の 一倍、 といへ る 事 云なら 

はせ る、 此事 うちきぎ に は、 理 はい かほ ども こ うじた 

らん 然るべ きに、 理 もこう じた る は あしきと あれば、 

善 を も あまりな したる、 惡 きとい ふやう に 聞 ゆれ ど 

も、 さに は あらや、 理 も其理 の； i けよ すぎた る は、 
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かへ. 9 て 非と おなじ 事な りと いふ 心なり、 たと へば 

こ \ に ひとりの 病人 あらんに、 いろく 醫術 をつ く 

すと 雖 ども 驗 なきと き、 山ぶ しに 此病本 服の 祈禱を 

あつら へんに、 山ぶ しはじめ はま づ 大病の 義 なれば、 

客惯 が祈禱 はいかい あるべし と辭 返せん ときに、 重 

て 是非に と賴 まんに、 山ぶ し * か いはん は、 尤此 祸も忽 

平 愈す る 秘法 あり、 され ども 此道を それがし 師匠よ 

.5 つた はり ると きに、 我 一 代に f  -1 度ら では 行 ひ 

侍る まじき よしを、 かた かため 申 侍る ゆ へ に、 た 

やすく 行 ふ 事に あらす、 いつにても 大名の 仰に した 

がふ か、 また 公家 殿上人の 身のう へ よ h- 、御た のみな 

さ る、 ならば、 大きなる- 51.; み を も 調 へ 、我 師匠の あと 

を も 弔 はんと 存 する 也と かたれば、 其 時 病人 並 一 門 

是を閜 き、 尤其 もさる 事に て は 候 へ ども、 いづれ も 御 

慈悲 は 同じ 事 たるべし、 今度の 病人が うへ を 御た す 

けなされ 給れ、 もし 此病本 服いた したる にお ゐて は、 

乍，， 慮外， 病人が 身體を 半分、 御 はつほに 上申さん とか 

たく 約束 をし、 山ぶ しにき ねん をた のみけ るに、 病忽 

本 服して 後に、 この 山ぶ しに 大分の 禮物 をつ かひけ 

れ ども、 さすがに 身體 半分まで はっか はぬ ときに、 山 


ぶし 此 約束 をた がへ たる 事 を、 御 公義へ 申て あが. り 

たらん ときに、 天が下 にても、 山ぶ しが 道理と はい へ 一 

ども、 かく 公 にす るまで は ある まじき と、 山ぶ し を 

にくみ 申べ し、 もし 公 ies- にも 出す は、 山ぶ し をに くむ 

もの は ある まじき 也、 萬 事に 此心 ある べし、 一家； 國 

をお さむる にも 此心 おほし、 今の 世に も 都が たに は、 

左様の ひが/, \ 敷 法度 は ゆめにも なし、 され ども 遠 

國に は其國 のせの 御 ふれと て、 あるひ はきる ものに i 

半 ゑり さす 事 を 法度に し、 又 市町のう. 0 もの かい 物 

にも、 わたくしなる 定め を かき、 うは ま へ をと り、 旅 

人の さまたげ をな す、 ^右の ふれな がし を 忘れた る 一 

か、 または そむきた る- fer 鹿 もの あれば、 其 ま、 打す て 一 

にいた し、 又 一身 體をも 取上げら る、 事の み 多し、 ： 

是 も其國 にす む！^ として、 國の 守の 法度 を そむきた 一 

る は、 一 たんの ひが 事の やう なれ 共、 半 ゑ など かけ 

たると て、 さして 命 をと る ほどのと がに て は ある ベ 

からす、 た ぃ過錢 などと りたる もよ かるべし、 我 法度 

を、 是れ ほどの 事 さ へそむ くもの ならば、 何 を も そむ 一 

く ベ しと 仰ら る 、は、 理.， りに にたれ ども、 よく 天 i よ 一 

^みれば、 其 法度と もに わたくし 也、 これ かご をぬ す ； 

^ 我 肩の— 上 第 西  . 


む もの は 命 を とられ、 國を ぬすむ もの は 諸侯と なる 

一 也、 わきより 見る とき は、 其と がよ， 0 刑の すぎ たれば 

也、 天の 目より はまた、 其 國の守 もとが 人な らん、 孔 

子 曰 好 ぃ勇疾 亂也、 人 而 不仁 疾 之 巳甚亂 也、 此心 は 

ゆう を この み て、 我 まづ し き 事 を きら ふ もの は、 かへ 

すべき > のても なきに、 おとこ は氣 です る、. つち， 5> にて 

はかな はじな どい ひ、 人の もの 多/、 か，.^ すぎ、 又も は 

な はだしき は、 山野に た \ すみ、 山 立强盜 をす るた ぐ 

ひなり、 人而 不仁 疾之： IJ 甚亂 也-こい へ る は、 本文の 心 

は、 惡 しきもの を も あまり つ よ/、 に/、 み 過る は、 か へ 

りて みだ.^ が はしき と 也 、小人に 遠くな ら んと て、 其 

小人の 事 を あしうい ひにくみ など すれば、 かへ て 

其 小人 我に あだ をな す もの 也、 た い 我 身 をつ、 しみ、 

うや， （'しう すれば、 自然に 小人と は 遠くなる もの 

也と、 古人 も 仰ら れ しと かや、 二の ごろ は 天下 太-平な 

るに よ. o、 世間に 事の 外儒老 など も出來 て、 國々 にみ 

な 三 石 五 fH 石の 知 行 を 収 て ゐる人 も 多き と 見えた 

一 れ ども、 おわる う 御い けん 屮て は、 我牢 人に ならん か 

一 と、 口 をと おらる \ と昆 へたり、 たれ も 其 身に な て 

： は 云 ひにくき 老 なれ ども、 儒者 とい ふから は、 くにの 
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法度の かたくな、 る を、 いさめで はかな はぬ 事な り、 

され ども また、 儒者に 國を まかせぬ か、 めに 見ぬ 事な 

れ ばつよ く は 云 ひがたし、 若く にも とてもお さめ も 

せぬ 身なら ば、 儒者と はい はじ、 たい ものし h- とい ふ 

て ありな まし、 
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( 一 ) 世話に 短氣は 未練、 又は 短氣は 損氣、 やせ 馬の 道 

いそぎと い へ る 事 あり、 此事 萬に わたる べし、 まづ商 

人のう へに てこの 事 をい はい、 其 賣物を 我 ほんねよ 

,9 も はるかに やすく 人の 求ん ときに、 其 人 を 興な く 

いひ はぐら かしてい なせ 侍る は、 I 端氣も みぢかく、 

物に らちの あきたる やうに 昆 ゆれ ども、 これ かへ...： > 

て 未練 也、 又損氣 也、 たいい ゃ左檨 にうる、 物に て は 

なしと いひて よかるべし、 おのれ こそ それ を 朝夕 あ 

きな へ ば、 よくね だん をし りたれ、 さきの 人 はた まさ 

かの 事 なれば、 いかで 我 ごとくし り 侍らん、 又もの を 

ねぎる はつねの 事なる べし、 又 武家のう へに てこれ 

をい はい、 おのれが 一朝の 言葉 とがめに て、 身 を はた 

し 命 をう しな ひ、 百年の 憂 を 父母に のこし、 主君に 事 

を か 、する 事、 かへ す も 未練な. 9 又 そんき 也、 さ 

れ ども 當 座に 其 存分 も はたすべき 義 なる を、 さはな 

くて 人の かげに て、 たんき はみ れん 又 そんき 也と ぬ 

け 句 をい ふ は、 かへ. 0 てたん きに て、 未練な より、 は 


るかに おとるべし、 此 二つの 間 を わき まへ 侍る 事 は 

むづ かし かるべし、 たい 有 道に ついて たいすべき 事 

なり、 むかし 淮陰 とい へ る 所に 韓信 とい へ る もの あ 

り、 つねに このみて 靱を よこた へ ゐた..^しに、其里の 

子どもく みして 韓信を とらへ、 せびら かしけ る は、 

おのれよ く武邊 だて をす る なれば、 何 どきな りと も 

死なん とお もはん、 其 つるぎに て 我々 を さしころす 

べし、 又い のちお しくば、 我々 がまた ぐら をく いる へ 

しと ぞの b にけ る、 其時韓 信心に、 一 かたなに さし 殺 

さんと は 思 へせ r 終に は 身 を もた て、 先祖の 名 を も あ 

げんと 思 ふ 身の、 か、 る 小事 を 心に かけて はいかい 

と S5 ひ、 さしう つ ぶきて、 またぐら をく  けれよ、 

本より 燕雀 何 知 二 鴻鵠志 一 なれば、 皆々 一 どきに こ ゑ 

を そろ へ て、 さても つたなき 韓信 やとて、 の 、しりけ 

る こそ はかな けれ、 さて 韓信 後に 漢の 高祖に つかへ 

て、 天下 をお さめし 功に より、 楚國の あるじと なり 

て、 其む か し 我 を なぶ. 0 し 子 共 を、 皆 我 さ ぶら ひとな 

してい はく、 むかし 其方 達の 我に はお を あたへ 給 ふ 

ときに、 さしこ-りし死なんは何ょ-^ゃすぃり っれど 

も、我心に大きなるsl^ぁれば、っらきはぢをもしのび 


しな， o、 もし 其と き に 命 をす つ る ものなら V6、 死し.：^ J 

る あとに、 さして 名 もの こる まじき が、 堪忍 をいた し 

たれば こそ、 今 楚國の あるじと はなり たると はおし 

めけ ると かや、 其 外 程嬰杵 臼が 事な どか、 るた めし 

數を しら や、 又 やせ- £1 道い そぐ と は、 孟子の、 す、 む 

事 すみやかなる もの は 、し. ^ぞく 事 も すみやか なり、 

と 仰せられし 額 也、 又 老子 經闩 大器晩成、 此心も 大き 

なる うつ はもの は、 五日 や 十日に は 出來ぬ もの 也、 又 

一 日に 一 つも 二つ も 人の する うつ はもの は、 其 や/、 

にたつ 所 もせば きと 也、 又う へ 木な ども 正木 や も、 

の 木 は、 一 ：=： の內 にも 二 尺 も 三尺 もの ぶれ ども、 っゐ 

に はしらと もな， 0 たる を 見す、 又く すの 木な ど は、 七 

年に 一 寸づ 、のぶる とい へ ども、 き はめて 大木 あ 

て、 引 ものと もなる が ごとし、 

(二) さるお かしき 人、 今日 貧乏 祌に まいり あ ひたる 

が、 正しく 貧乏 舯は、 子 を 五 人 持 給 ふと 覺 へた b とか 

たりし かば、 かた へなる 人、 そのうた でき 祌の すがた 

はいかなる ぞと、 へば、 されば 其 事 也、 其祌 のす がた 

はよ く 人に、 た- .9、 其 子 どもの 名、 ま づ 惣倾を 偕 上 太 

郞、 遊山の 次郞、 博 奥の 三郞、 朝寢の 四郞、 懷贫 五郎と 
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かたられし 也、 

(三)ひんの盜に戀のぅたとぃ へ る事ぁ..^、 これ ふか： 

き 心の ある べき 事な..^、 もし 此心 をよ く 上に をし ひ 

ろめ 給 はい、 猶々 堯舜の 御代 ともなりぬ， べし、 孟子 曰 

無二 le: 産 一而 有 二 恒心 一 者、 惟 ナ爲， 能、 t 右， 民 則 無二 恒産： 

因 無，, 恒心： 恒の產 と はすぎ はいの 事 也、 此心 は唯士 

のみよ くす と は、 學問を もよ くした る もの は、 たと ひ 

身 すぎなき とても、 ぬすみな ど、 其 外 不義なる 事 はせ 

ぬと 也、 されと も 世に 學問 など をよ，、 したる もの は 

まれ なれば、 世上と もに まづ しくな り ゆけば、 はは 不 

義を なし、 つみにお ちいる とい ふなる ベ し、 其 上 君の . 

身お ごり 給 ふ 事 あれば、 たみ は猶々 迷惑す る 也、 こ、 

に少 ゆきち がふた る 事 あり、 上に おごり を このみ 給 

ふ ほど、 民に も 商事 も ある ベ き なれば、 富 食す ベ き 事 

なれ ども、 猶贫 苦に おちいる 子細 あり、 ゆ へ いか なれ 

ば、 たと へば 上に ぉ兩 がかい もの をた みに と、 のへ 

給 へ ば、 上に は 兩の つ い へ なれば、 下に は百兩 のま 

うけなる べき やう なれ ども、 下に は 其 利 はわ づ かに 

五兩 か十兩 かなり、 又せ， ハ百兩 の 金の 出 所 はとい へば、 

民の 運上の 銀 子に あが.^、 又は 姓に 税を つよく か 
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け 給 ふ より、 くらもとに あつまる 銀&、 されば 上 を ま 

なぶ 下 なれば、 下々 までお ご..^ をと、 の へ 、妻子 を か 

くし をき、 あだな 0 事に さ いめき あるく ゆへ に、 政所 

に 借 餞 公事の、 訴訟の 目安のと いひて、 さはが しく 侍 

ると 見えたり、 此物 がた は當 時の 事に あらす、 

(四) 他人 はく ひよ b 、親 はなき よ..^ とい へ る 世話 有、 

此事 打ぎ きに は、 他人 はふる まひな ど さい/ \ 仕る 

時 は、 ねんごろ にして、 其 ふ る まひ 昔 信な ども 遠の く 

ときには、 必す不 念 比に なり、 又お や 子 はつねに は ゆ 

き \ も なけれ ども、 誠の かなしき 時には、 なきよ ると 

い へ る 事 也、 此の 義も大 かたた が ひ 侍らね ども、 此言 

葉 をよ く.^ はふと き は、 他人と かきて は、 うとき 人と 

よみ、 親と いふ 字 はした しきと よめば、 親疎の 親に し 

て、 おや 子の 義理ば か.^ にて は 侍ら じ、 其 上 君子 敬而 

無レ 失、 與 ぃ人恭 而^い 禮、 四海 之內皆 兄弟の 如くたら 

ん とい へ る 事 も あれば、 いかに 他人な，^ とも、 親しき 

人 はしん たるべ し、 又 おやこたり. t も、 うとき 人 は 他 

人なる べし、 兄弟 は 他人の はじま. 0 といへ る 世話 を 

よく >じ 得、 他人の はじまり にならぬ やうに いたす ベ 

き 事 也、 兄 „aR は ほね 身 を わけし もの なれば、 い か ほど 


もした しか る ベ きを、 他人の はじま， 0 とい へる は、 あ 

しき 義理の やう なれ 共、 はじま. 9 とい ふ 字に、 ふかき 

心 有り、 はじま， 0 と は 未だ 他人に て はな けれ 共、 わる 

うすれば、 是 より 他人に なり 始る とい ふ 心 也、 其 他人 

とわ かれぬ る 所 を たづぬ るに、 われ 人 わらべの とき 

は、 たが ひに あく 心 もな けれども、 やう/ \ '成人 をし 

てえん にもつけ、 よめ を もむ か へ など するとき よ. o、 

むすめの 子 はわが 兄弟より、 心 もい まだ 見 とげぬ お 

つと を かたげ、 一文 にても おやの ゅづ b をお ほくう 

けたがる さへ ある を、 又 鍬 だけ ある 子 共 さ へ、 二三 人 

も 出來 ぬれば、 此 子どもに なにが な とらせた くお も 

ふより、 あらぬ 公 寧. たくみな どす るよ .o- して、 かの 他 

«<- の はじ り tj い へ る ことに もな， 0- ゆ. く； J;t1 の vi どこ 

そ あさまし けれ、 又た とひ 我 近き おやこたり といへ 

ども、 ひんなる もの はたの しき かたより はみ ぬか ほ 

をし つ、 又は 道行 づれ にもな. 9 侍らぬ やうに する に 

よ，^ て、 又 ひんなる もの も はら をた て、 っゐに 他人の 

はじま. 0 となる 事 世に 多し、 され どもお や. の 年 

总か、 又は ゎづら ひか うれへ など ある 折 ふしに、 たま 

たまよ. 0 て はしん はなき よりなる とて、 をん にきせ 
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がまし く、 たのしき かたよ. 0 いひ 聞 ゆれ ども、 是 をし 

ん はなき よりと はいふべ からす、 つねにした しみて、 

たが ひの 用 要に も 立な どす る を こそ、 誠の 親と はい 

ふ ベ けれ、 かの たま/^ よりく る は、 をのれ 人に わる 

くい はれま じきた め なれば、 な きょり にても しんに 

て も 侍ら じ、 つねに 來た .o つけぬ たのしき おや 子の 

人 多くつ れ來る は、 かへ b て もの、 談合の 邪魔に も 

なる もの 也、 心實 ならぬ おや 子 は、 おなじく は ゆかす 

ともぁ.^ぬ べし、右のしな<^ゎかれ侍るとぃ へ 共、 

其 本 は 我と いふ もの を大將 にして、 心 を も つに より 

て、 さま < ^不足 も 口舌 も出來 侍る 也、 それがしが C 

母 毒 法が む かしがた りに、 無我と いふ 字 を、 さるた う 

とき 人 は 多く かきて、 屋の內 にこ、 かしこに はりつ 

けて お き 侍る と、 うけ 給 は ると かた ら れ寺 りし を、 C: 巾 

に 小^に はさみて 居 侍 りしに、 此頃塋 のし. 0 の ひと 

下， c を も學び 侍る に、 至 人 は不ぃ 巳と い へ る 文字 をみ 

て、 猶々 かの. C 母が むかし 語 ゆかしく なり 侍き、 又大 

學の新 注に は、 人已合 一とい へ る 論 も 侍る よし 也 C 其 

外佛 書に 此類 あげてし るすべ からす、 彼 六 波 羅密の 「 

戒行 も、 無我の 二字に は 過ざる べし、 今 世に ふる 雨の 一 

MMMHNMMMMnNMMHMMMMMMMMMMMnMMnnMMMMN^M  "」 

五 九 
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數 をかぞ ふる 人 は あ. 5 とも、 此 無我の 地位に よくい 

たる もの あるべ からす、 され ども 無我の 道に も、 大有 

小 有、 短 有 長 有る ベければ、 一 生 無我 を 行 ふ 事 こそな 

まじ けれ、 一 時 にても 無我 を 行 ひ、 又僞 ながら も 無る 

我 を 行 ふ 人 は、 佛の御 心に 近 か る ベ し、 祌佛 にい のり 

てな.. >  とも此 心に な， 0 たきもの 也、 もし 無我 をお こ 

な ひす ましたる ものなら ば、 とらお、 かみ も 害 をな 

すべ からす、 たと ひ 害 をく はふる とも、 無我の 見解な 

れば害 と 思 はす、 され ども、 わが 無我な. 9 とてお そろ 

し きも のに 近づく は、 はや 無我 あらや、 とか く 此事萬 

々萬が 一 つも 身に ならぬ ことなれば、 云 ふ も そらお. 

そろし、 

(五) 或 人 問て 曰、 つれぐ 草に 盛 親 僧都の 行跡、 餘の 

人に か はりた る 曲 ものたり といへ ども、 皆 人 其德に 

めでて ゆるした. 5 とい へ る は、 まことにし かりや、 ま 

た 其 理 のみに して、 事の いまだ ほかへ あら はれざる 

なる にや、 答て 曰、 何ぞ此 事の み を 疑 はん、 今の 世 

にも 此類 あまた 有 hs  、むかし 大ざ かの 御代のと きに、 

佥剛 太夫と い へ る猿樂 に、 鼻に きす 有る 者 有りし に、 

然れ. ども 能の 大名 人 なれば、 すめんなる 能に も 其き 


す を はいから や 舞 臺へ出 侍る に、 見物の 諸人 其 能に 一 

見入て、 彼 はなに 疵 有る 事 を 忘れた，. >  、まさに かく を 

かしき 猿樂 わざに さへ、 其 道の 至極に いた， 5 ぬれば 

人、 其き す 有る 事 を も 忘れたり、 いはん や 彼 玄妙の 道 

德ぃたらん^！^にをぃ てをゃ、 なにの 小 細の ふるま ひ 

に は いか..^ あらん や、 あ へて 其 物に つきて、 其 物 をつ 

いやし そこな ふ、 家に ねす み、 身に しらみ、 國に ぬす 

人な どい へ る內 に、 君子に 仁義 あり、 僧に 法 あ.^ とい 

へ る は、 兼 好 あやまり たろ や、 又い かなる 心なる かと 

とふ、 答て nr 此 段も此 草子の ；條 目に して、 むづか 

しき 段 也、 され ども 此 段の 心 は、 其 君子た る 者、 ある 

ひ は 善に ほこり、 又 其 道に か、 はりて、 人の 適 を 適と 

して、 おのれが 適 を 適と せざる を、 いましめ たる 心な 一 

らん、 僧に 法 ありと いへ る も、 又し かならん、 また 其 

君子 だて、 名僧が ほす る もの、 其の 法 と 仁義と を か b 

て、 心に 思 ひもせ ぬ 事 を、 身に しゐ つとむる 事 をい へ 

りと も 云れ ども、 此 草子の 本 sti にあら す、 師說に 云、 

た- なにとなく、 僧に か、 はる 法 有、 君子に か、 はる 一 

仁義 あ. 9 とい へ る 心 を、 下に もちて 見るべし と、 又此 一 

だんに小人に財有..>とぃ へ る^:^^、 聖資は 道に 安ん」 


す る 事 をた のしむ 故に、 たか らをも てあそび て、 心 を 

おのしむ る 事 を またす、 小人 は此樂 ゆめ/^ なきに 

よ. 9、 たから を もちて 身 をた のしむ るよ. 0 他な けれ 

ば、 たから は 第 一 の重寳 たる べき を、 それ を も か へ. 9 

て、 其の物に つきて 其 もの をつ ゐ やし、 そこな ふうち 

へ 入 侍る にて、 をし はか b 給 ふ ベ し、 今の 世に 博學多 

才 にて 資 人が ほす る 儒佛の 老翁 も、 たから を 求め 得 

たると き は、 其の ほどに すぎて よろこび、 卜 へ つら 

ひ、大名のもとぁるは大寺にすは..^ては、ぃ つまで も 

うぢ/ \ .-t o、 生ぐ さきにつ きたる あ hs の ごとくに し 

て、 かねて 身 を しづかに する 事 を しらす、 又た から を 

うしな ひつる 時 は、 其 ほどに 過てい か. 9 かなしみ あ 

へれば、 なん ぞ 小人に ことならん や、 一 たん 書に むか 

ひて 見臺 のち b を うちはら ひ、 褊 機の 釉を つばな か 

し、 ちと 聲を はなへ 入れ、 ある は 高座に 登り、 錢 もち 

くびなる ころもの ゑ， 5 を 引な をし、 多くの 聽衆を 目 

の 下に 見 こなし、 扇 拍子 を 取り、 高聲 にたから をい や 

しみ、 道 をた うとむ ごとくに 說 ながす は、 きく 人 もよ 

ろしく 思 ひ 侍る によりて、 小人の 財寶の 身に わざ は 

ひ を まねく 巾 立と なるとい へ る 人 あまた 有、 我等が 
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ひが 耳 やらん、 大方の 人の、 此草子 をよ みきこ ゆるに 

も、 前後の 註釋 にも、 小人の たから を あつむる は、 か 

へりて 其 身に わざ は ひ 有と いへ るば かりにて、 賢人 

なれば たから を あつめても、 くるし からぬ やうに の 

み 聞へ て、 かねて、 賢人 はたから を あつめぬ もの 也、 

とい へ る 事の 侍らぬ やうに 聞な したる は、 我 わる か 

たぎに や、 され 共 草子の 本意 は、 むかしよ. 0 かしこき 

人に、 とめる はまれな. O とい へ るに て、 一 部の 大意 を 

くみ 給 ふべ し、 又 君子に 仁義 あ.^ とい へ る も、 もとは 

かの 漆 園の 老 仙の あと をした ひて かき 侍る 筆法 なれ 

ば、 莊 子の 新 註に 此 書の 字義 は、 あ へ て 論語 孟子の 字 

心 を もち 見る ベ か らす、 其 字義に て は 通じが たし、 又 

莊子 一 部 字 心 を もって 見るべし との をし へ なれば、 

莊子 を眛ふ 人なら すん ば、 此の 段の 文章の 本意 さと 

しがた からん か、 後の 段に、 信 を もま もら じ 禮義を も 

思 はじと い へ る にても、 了簡 ある. べき 事 どもな 、あ 

に 兼 好、 菩提に 志す ものに、 箬を ちがへ、 人に 不禮を 

なせと をし へん や、 かねて 四十に たらぬ ほどに てし 

なんこ そ、 目 やす かる ベ けれと いひ、 又す ベ て 人 は、 

無智 無能な るべき ものな りと いふ も、 其た めに する 
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所 あ.^ てい へ る 事 也、 東坡 居士の 人生 識^¥ 憂患 始と 

い へ る も、 其 心に いき ど ほる 所 あ.^ ての 反說 也、 世話 

にも！； 1^ 心 有， o、 たと へば もの、 ふの 膽 病なる もの を 

はげます-とて は、 其 V ひよ， 0- はい つ こ， フに、 はら を， 5Jb 

て 死せ よな どい ひ、 又戀ぢ のた はぶれ にも、 それほど 

つれな くお はし まさん より は、 ころさし ませよ など 

かこつ も、 あながち 思 ふ 人に、 ころされん 事 を このむ 

にて はなし、 たい 餘 つれな きを うらみん といへ る 

事 也、 此額此 草子に かす を しらす、 かまへ てく、 言 

葉 を も つ て 心 を 害し 給 ふ ベ からす、 あ へ て 名利に つ 

か はれて、 しづかなる いとまな く、 一  生 を くるしむ る 

こそ をろ かなれ とい ふ 段の 本意、 又 可 不可 は 一 條也、 

いかなる を か 善と いひと いふ 事 をと ふ、 答て 曰、 此段 

此 草紙の 建立の 所、 かねて 莊 子の 大事、 天下に 此 こと 

は，^ なくて はかな ひ 侍らぬ 所 也、 乍い 去此 事、 卒爾に 

言絮を もって いひの ベ らる 、事に あらす、 いたりて 

む. つかしき 事 也、 凡俗の 身に して は、 ゆめば かり もい 

らうべ き篛 にあら す、 もし 此 段の 心 をよ/、 ^得した 

る ものなら ば、 此を はりに い へ る、 八つに なりし 年 父 

に 問-ていはく、 佛 はいかなる 物 か 候 もんと、 と はれし 


心も大 かた 通じ 侍るべし、 此の 段 は 儒に して 論語 中 

庸- もし 佛家 よりこれ をい はい、 善惡 不一 ー不思 善不思 

惡邪正 ； 如 有無 ； 致の 理も かよ ふべ し、 され 共、 善惡 

不一 一とい へ る とても、 善 あれば 惡 あ.^、 惡 あれば 善 あ 

り、 ゎづ かに 善と い へ る 名の ある も、 はや 惡 とい へ る 

ものが あれば、 あくの はじまる 所な どい ひて かの 莽 

莽蕩々 として、 わざ は ひ を まねく やからの、 どうやら 

ん無 のけん へ 落る、 かき やぶり さうな る義に は、 ゆめ 

ゆめ 侍らす、 こ、 に まぎれ 道具お ほく あると ころな 

b 、よく/^ つ、 しみ 給 ふ べし、 善 は 善、 惡は惡 と、 き 

つかりと 事の 上に 立て、 さ て 其 上に、 不思善 不思惡 の 

道理の 手の 下しが たき 所有て、 又々 理の いちじる き 

所 は、 世話に い へ る：.！ ゃ擬 またき 人と いふ ほど、 立義な 

る 所 ある ベ き 事な らん、 され ども 其理 b は 、ロハ 今 は餘 

人 も 多く 有な どして は、 中々 さはが しくしての ベが 

たし、 もし 此， と を 心實に 聞かん と おぼしめし 給. 0 て、 

すこしも わる いぢな きなら ば、 わが ひが 心に まかせ 

て、 九き うつ はもの にけ たの ふた なれ ども、 可 不可 一 

條抄 といへ る、 かんなが き は.. >  たる もの を 御 見に 

いれ、 よもすがら 合 をいた し 侍る ベ し、 かく 申と て 


も、 別に；^ 所 もな き 事 を、 ふかいら せんとて いふに も 

あらす、 又 我 其 事 を 露ば かり も わき まへ て 申に も、 ゆ 

め./.,^ さ ふら はじ、 た^あ はれ/^、 道に 望み ふかき 

人と 談合 をいた し、 たが ひに 道に もす、 み、 かの 帝鄕 

の ほと にも 遊ば まほし さ にいへ る 也、 若 此心を 身 

に 能く 得た る 人 あらば、 日々 に 日本 國 中の 神々 を勸 

請いた し 申と も、 人敢 て、 御子々々 敷と もい ふべ から 

す、 一 文 不通な とも、 文窗 な， 5 ともい ふべ からす、 

天 を かけりた. 5 とも、 通力 ありと もい ふ ベから す、 一 

時がぅちに萬餞をっ ぃゃすともぺぉご.^>ともぃ ふ ベ 

からす、 あかはだ かにて あ， 0 とも、 不禮 ともい ふべ か 

らす、 大ごゑ を あげ 元 Ml よりな きさけ ぶと も、 いま 

いま 敷と 隣 里よりも いふべ からす、 萬 鐘の 祿を辭 し 

た. O とも. 貴な， CN ともい ふ ベ からす、 貪.； 15^ をめ ぐると 

も、 むさぼる ともい ふべ からす、 ほむと もす、 むべ か 

らす そしる.. i もし， 9 ぞくべ からす、 分に過ぎたる い 

ひす ごし、 はづ かしゃ，/^、 あな かしこ/^、 

(六) 其 道に なれぬ 人の、 物 を ほむる ほど、 かたはらい 

たき 事 はなし、 又 我々 が 身の程 を、 かんつ かたの 人の 

さぞお ぼしめ されん 事 こそ はづ かし けれ、 去 人學間 
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のきよう なる 人 を ほめん とて、 そんじゃ うそれ は內 

典外傳 のこらす たてよこ 十 もんじに 讀て、 其 講释を 

せらる ゝ なんどか たられし、 むかしよ， 9 儒 佛の書 共 

に、 たてよこ 十 もんじに 讀む 書物 はまれな らん、 たま 

たま 詩文な どに 謎 立の やうなる 事 あれ ども、 をし な 

ベての 事に あらす、 其 義理 をよ くみる を 褒美して、 縱 

横に 理を云 ふ を、 たてさ まよこ さまに よむ といへ る 

を、 聞ち やつり ていふと み へたり、 又 算術の 上に つき 

て も、 何の 里の 何 之 衞門は 算用の 大名 人に して、 五 人 

や. K 人に よませて、 一 どきに おきて、. jng をい くらと し 

めら る 、など、； g の やうに いひな せど も、 これ も ひが 

事 也、 やつ がれ 若年の 折 ふし、 吉田休 庵 老人が とぼ そ 

をた、 ひて、 九々 の 一 句 を もよ びなら ひ 侍りての 物 

語に、 世間に い へ る 右の はなし 仕出し、 我等 體は此 事 

ある まじく 思へ ども、 又 道の 至極に 至りて は 五 人 六 

人に、 同一 昔に よませても つもる 算ぁ， や ii ひ 侍し 

に、 休 庵の いへ らく、 たい 算はを そき も くるしから 

す、 一 さんに てち が ひ 目な きをた うとみ 申 也、 はやき 

さん 曲ら しき 算は、 算用の 實義 にあら すと こと はら 

れし こそ、 天下に 名 を 得て、 道の あるじと もな， 0 侍る 
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人 也と、 いと 有が たく 思 侍りし、 又 出家 法師な ども、 

我 ひいきなる ま、 に、 人の まことに もせぬ 刺變 なる 

事共 を、 と h- つけて 人に ほめ あぐる もの も 有、 これ は 

かへ b て 人に、 其 出家の 威光 を あげん とて 下る もの 

也、 かの 苗 をた すけます しれものと、 ひとしき にや、 

さはい へど、 佛 神の 不思儀 を ある まじき とい ふに は、 

ゆめ/^ 侍らす、 むかしより 佛 神の 御 事 は、 祌明 不測 

とて 又 かくべつなる 事 也、 すこしも なしぎ を 出し 侍 

らす、 あ ふぎた うとむべし、 ことに 有が たき は、 いせ 

紙 園 淸水北 野 あたご どの、 

(七) 去 しれもの、 人の 仕 合よ き 事 を、 事の ほか うらや 

まれ、 其 の 名 をつ ぎて、 我 子どもまで を 其 人の子 ど 

もの 名に せられければ、 町中に てま ぎら はしくて、 お 

かしき 者に 侍 し を、 かた へ なる 人の いはく、 其方の 

いかに たれ どの、 まね をせられ た b とも、 すこしも 

あやか， 0 給 ふべ からす、 却り てあしく こそ さ ふら ふ 

ベ けれ、 ゆへ いか なれば、 我 里に 大きなる 森 有、 さる 

かしこき 人 、六月の 折 ふし 朝が けに 其 森の、 にし ばら 

にす いみ ゐて、 やうく 四つ 過に か へ られ ければ、 又 

かた 八なる おろかなる. < の いはく、 今： n は 事の ほか 


I   五 百 十四  

の あっさに て、 たれ もた へ がた きに、 其方 は あせ を も 

か き 給 は ぬ はふし ぎ 也と と は れ しに、 其 人の いはく、 

其 森の にし ばらにい ま、 です いみ 侍る とか たられけ 

れば、 其 時 しれ 人、 よき 分別な..^ と 思 ひて、 ひるすぎ 

よ，^ 森のに しばらへ まか..^出、す いみ 侍れ ども、 すい 

しき 事 はさ てお き、 ゆ ふ ベの 日に さへ られ、 反.. てく 

わくらん を ddhv 出し、 長き ゎづら ひとなり 侍， 0 し 也、 

是 夏日に は 森の かげに すいむ 事の よろしき 事 を、 見 

ならへ ども、 其 日 かげに 朝暮の ある 事 を しらざる 人 

,、-.<-り とか たられ 寺-りし は、 ときに と， 0 ての よろしき 

たと へな めり とて、 いと 興に い..^ 侍き、 

(八) 正士  EL 正 介 同じく 手 を やぶりて、 抱 臼 子に くす，.^ 

を 求 侍りし に、 抱 曰 子 曰、 汝 等なん ぞ 同じく 云 合せし 

ごとくに、 手 を やぶ.， >た ると とへば、 正吉 がいはく、 

^をき ざ みかく あやまち たると、 正 介が いはく 、鳥籠 

をつ く h-, 寺る とて あやまち たると、 抱 臼子兩 人に く 

す、 り を あた へ て、 兩人 さって 後、 天に あふひで 長く う 

そぶ き. て、 物 あんじす がた 也、 抱 臼 子が. D 婦の いひし 

は、 子な に を か 案す る や、 抱 in 子 かう ベ を ふ... - てこた 

へ す、 妻の 曰く、 子なん ぞ言 一， なきに いたる、 其と き 


抱 曰 子 かたづ をのんで 嘆 じて 曰、 鳴呼汝 がしる 所に 

あらや、 正吉正 介 同じく 手 を やぶ b て、 しかも 手 を や 

ぶりし 術 は善惡 にあら す や、 妻の いはく、 しなぐ に 

いとなみ あ へ る、 世 を わたるた つき は 同じ 心に や、 抱 

G1 又 こた へ すして、 かう ベ を ふ， 5 ていろ をお こす、 妻 

の 曰く、 なん ぞ 我い へ る 事の あやまちた るか、 子が 不 

豫の色 ある は、 抱 曰 子が 曰く、 しかんば あらす、 なん 

ぢ なん ぞゃ いやしき、 妻し ばし あり ていへ ら -/.、、 八，；； -小 

九宗 其し なぐ にわかれ て 、人 を 誇り 我 を たつる も、 

本意 はかの たうと き 所へ まい りてん、 おも ふの みな 

ると うらおもて なるや、 抱 臼 子が いはく 可な b. 、も つ 

て かたるべ しとて、 もた ひと，. ^ 出、 か はる にくみ 

て、 ひざ をい る、 に 安き 事 をた のしみ、 聾々 に 朗詠 

し、 ひんが ししら みになる を もしら す、 有りし むかし 

を 思 出れば、 今 も かみ子の 釉を ぬらし 侍りし とかた 

られつる、 

(九) よろ づに世 なれたる かほす る 人 こそ、 うたで 思 

ふ 所な くみ ゆれ、 かりそめに いひ 出せる 物が た に 

も、 ゆ ふべ は そこ/^ へ をし かけ、 ，などた うべ たり 

など かしこげ にい ふ も、 いと 聞に くし、 さはい へ どや 
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んご となき 御 かたの 不時に きたられ 侍る こそ、 身に 

も あま. 0 て かたじけな きものに て、 彼 車の くさびぬ 

きした めし も 思 ひめ ぐらされ 寺る、 又した しき 友の 

とひよ b て、 うらなく かた， 9 あ へ る こそ、 年 も わか や 

ぎ 侍る もの なれ、 凡て 人 は、 言葉 づ かひに て、 其ね ざ 

しのよ しあし も、 大 かたは おしはから るれ、 我が 里の 

人 は 心 もやさし くて、 ことば づ 5! ひな ども あまり 俗 

ならね、 又とな、 りの 里の 人 は、 あるひ は ぞくにち かき 

と、 または 足恭に して はだ こそ ゆるさ れ侍ら ねと、 か 

た 出で ければ、 かたへ なる 人、 さ れ ども まじ はる 中 

は、 いかにも 心安き こそよ けれな ど、 いはれ しに、 や 

つがれが 曰、 され ども ことばの ひらめなる のみ を さ 

して、 > ひ 曰匆， さ i,6 じ は， 0 と は い ふま じ、 もし また こと # 某 

の ひらめなる を、 心 やすき まじ はりと いは い、 日本 國 

の 1^ かた 舟お さやう の もの は、 あからさまに まじ は 

るに も、 うしろ ひもよ. 0 したしみと おなじ もの，^ や 

うに、 どうせい かう せ いなど、 心 やすげ に 云 ひよ るか 

とみれば 、や、 も すれば の， 9 あ ひ、 かまび すき わざの 

みっかう まつ b 出して、 後に は、 山 ざとの さはぎ とも 

な 侍る こそ、 いとった なき わざ なれ、 むかしより 友 
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どもの まじ は に は、 たから を もって 人に かす も 有、 

ある は義 によって、 死 を もって 人に ゆるす も あれ ど、 

っゐに 言葉 を ひらめに つかへ などい へる 事 は、 やま 

ともろ こしの つたへの 文に も、 いまだき、 こそ 侍ら 

ね、 又た まくに 俳諧の 連歌な ど、 あなた こなたより 

來る卷 物の 中の 言葉に も、 ぞくなる 言葉 のみ ある は、 

其 人に いまだむ かひ 侍らぬ さきよ..^、 あらかじめ 其 

鄕の 風俗まで をし はかられ 侍る、 これにて 思 ひし. 9 

ぬ、 やつ がれな ども 今す こしえ らんで よろしき 里に 

も を. h> なば、 かく これほどに 口 をし き 身に て は ある 

まじき と、 ひと， 0 なみだ を こぼし 降れ ど、 い かなる 宿 

世に や、 其よ すが もな き 身 なれば、 力 もな し、 かまへ 

て わかき 衆な ど、 かりにも あしき 風に なれ 給 ふなよ、 

(十) 匹 如 身なる 遁世 者の むかし 物が た. 9 に、 それが 

しが わか ざ か. のみぎ， 0 は、 山 立 强盜を 以て 世 を 渡 

る、 たつぎ ともせし い たづ らもの な b しが、 すこし 思 

ひしる 所 あ， 9 て、 かゝる 苔の たもと に 身 を やつし、 か 

ら かさ 一 本の 身體 にな. 9、 あめが 下 を さして 定 むる 

所 もな く、 時雨と つれて 巡り 侍. 0 き、 其む かし 山 立せ 

し 折 ふし、 多くの 餘カを 催し、 夏山の みね もこぶ かき 


み ど. 0 の はやしの 物 かげに、 やすら ひ 侍る 夕まぐれ 

に、 坂の下より ひと. 9 おの 子の 上. 0 侍りし を、 す はや 

上上の 事 こそ 出來 けれと 思 ひ、 のこる 者 共に もき つ 

とめく ばせ して、 此 もの、 體 をみ をく. 0 侍りし に、 風 

いと はげしく ふき 侍る に、 すげ 笠の ひも を わざとむ 

すば して、 上の 方 へ あげたり しに、 いかさま にも 此も 

の は 心得た る ものな りと、 與風 心お かれて、 口 をし な 

がら 過し 侍りし とかたら れけ ると、 かたりあ へ れば、 

わが 友 正 春と い へ る 人の いへ らく、 昔し 我等の 所へ 

参られし W 舍人、 思 ひよ る islff- あ，. „ ^て ひえの 山 への ぼ 

られ しに、 なにと かしたり けん、 道に ふみ 迷 ひて、 其 

所に いたり ぬれば、 日もゃぅ，/.^くれがたにな..^侍 

れ ども、 京 へ かへ らで叶 ひ 侍らぬ 用 所 も あれば、 日く 

れて 侍りし に、 E= 心の 爲に とて その ほと.. 5 の やぶに 

近づき、 手ごろなる 竹 を其畏 一 間ば かりにき りて、 中 

わきざし を 其た けの さきによ くから め つけ、 長刀の 

やうに しなし、 それ をう ちか たげ て か へ b 侍りし に、 

案の 如くう ばが ふところ とやらん いふ 所に、 山 だち 

多く 待 居 けれども、 此 長刀 を かまへ してい をみ て、 あ 

へ て 近づく 山 立 は 一 人 もなか.. > け ると ぞ かたられけ 


る、 すこしの 心づ かひに て、 去が たき わにの くち をの 

がれけ る こそた いならね、 旅な どす る もの は、 此心を 

もちた らんし かる ベ きわ ざに ぞ、 
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(一 ) いはぬ 所有り、 いふ 所有り、 兩 をき、 て 下知 をな 

せと 云 事 有り、 聊 しらすん ば あるべ からす、 いはぬ 所 

有と いへ る は、 たと へば そこ に 九十に なり 給 ふ 

老人の はてられ しとい ふ 事 は、 もはや 八十に なりた 

る& のまへ にて はいふ まじき ことな リ、 さなき だに 

年よ，.^ たる 身 は、 萬 事 あおきな くむ かしこ ひしう し 

て、 釉を しぼる に ひま もな きに、 まして 此物 がた..^ な 

どし 出れば、 もはや 我よ は ひも 今す こしな りと 思 は 

してん も、 これ 老を やすん する 道に あら ざれば 也、 又 

六十になる 人の ま へ にて は、 九十に なりし 人の 死 を 

かたるべ し、 其 ゆ へ は 、まだ 我よ は ひも 姬年 おとお も 

はせ て、 たのしみ を あらせん 一 、又は 養生 だに よくし 

づ かに 身と， 9 をき 寺， れば、 長いき の 術 も 有と 思 ふう- 

ちに、 心 も ゆた やかに なりた まふ  一 つ 也、 また 老人の 

まへ にて、 廿廿 二三に なりたる もの、 しにた る 事 は 

かた. 9 出ても、 しかるべし、 北 〈故 は 里に 杖つ き、 くに 

： つえつ くよ ま， ひなる 人 は、 廿 ばか， o.- のころ は、 はる 
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かに 過 こしむ かし なれば、 かへ りて 心に も かけざる 

べし、 かねて は 老少不定 のさ かひなる 事 をし、 ちしめ 

て、 念佛の 一 へん も つぶやかせ、 又 心 ある 身に は、 い 

とま ある 身と なり、 一 大事 因 緣をも はげませ、 花の ち 

,0、2:； のかた ぶく を みても、 心 を 無 何 有の 鄕に 遊ばし 

めん 爲 なれば 也、 此 事よ ろづの 物が た. 0 のうへ にわ 

たる ベ し、 され ども 今の 世に は、 年 はや 六十 七十に も 

な，.^ か、 たる 人の しに 給 ふ をば、 おめでた 事の、 又 

は あやか b 者の など、 なべての 人の 云 ひふら したる 

事 なれば、 我 ひと..^ とがめん もこと やう 也、 其 云 出せ 

る 人 こそ つれな けれ、 さはい へど 生れつき わ、 敷、 年 

よりたる おうな など こそ、 いとに くき もの なれ、 よめ 

などに、 ひが 敷 寧の みあ またい ひかけ、 我 子に さ 

へい たづが はしく 思 はする こそ、 むくつ けき わざな 

れ、 我國 のみ かくさが しき かと 思 へ ば、 こま もろこし 

の 文に もむ ねのう ちに、 外の もの 入來. 0 て さはが し 

きたと へ に は、 婦 姑勃溪 すと て 、家のう ちに 婦 姑の 中 

あしく、 物の 情に もとり、 かたづ ま たる やうの こと 

にい ひ 傅へ 侍れば、 もろこしに も、 婦 しう. i めの 中 

は あ，， 3 きものと きこえたり、 此し うとめ をい かなる 
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も のぞと たづね 侍れば、 かの むかしし うとめに すた 

げられ し、 よめの ふるびた る 也、 いとお かしき わざに 

や、 すべ ておう なの 心 はか 、る ものに や、 又おう なの 

とくは 列女傳 にあ またし るし 侍る を、 ことに 此 ごろ、 

我 先生の 女 もじに や はらげ 給へば、 たれ ももと めて 

見るべきな，^、 また 兩を き、 て 下，^ をな せとい \ る 

事 を 、つるの あしに て 候へ A  〈、あ ら /\ かたり 申， 寺ら 

ん、 或 山寺の 小僧な くく 旦那の 方へ 來 たり、 さても 

さても カづ から は、 ，フら めしき 目にあ ひて さ ふら ふ 

もの かな、 今までの 御な じみに はぐくみ 給へ と 申け 

. る 、且那 其 ゆへ をと へば、 師 K の 事に て 候へば、 かた 

る まじき と は存候 へ ども、 又 かたり 中 さで は、 中々 そ 

のこと は. 0 も 聞え 侍らねば、 かたり 申 候べ し、 今度 そ 

れ がし は 寺 をお ひ 出され 侍る、 とがの みなもと を 開 

わけても 給れ かし、 其と がの 一 つに いはく、 香 盤 も.. > 

しとが、 一 一つに いはく、 持佛 堂の ほこり を はら ひ 申 候 

とが、 n 1 つに いはく  、火事 ま い らんと する 折 ふし に - J 

ゑ たてしと がより ほかに、 ほとけ も照覽 あれ かし、 身 

に 覺へ露 もな くさぶ らふと ぞ かた、 りけ る、 だんなの 

いはく、 それ はみ なし かる ベ きわ ざに して、 とがと い 


ふ に は： i: らじ とて、 小臂と 道々 師匠 を そし， '、山 

寺 へ ぞ 參られ ける、 さて 師匠の ま へ に ゆき、 今度の 小 

僧が あやまりの 義、 御腹 立 いかにもかん にんして 可 

レ給 候、 乍.， 去 小僧が かたる 三 个條、 さしてと がと も 申 

がた し、 また 別に i が もさ ふら ふやらん とい はれけ 

れば、 師匠の いはく、 これより とがのな にか はさ ふら 

ふ ベ き、 まづ香 盤に て 六 時の つとめの きざみ をし .9 

侍る を、 抹香つ かみくべし 一 つ、 たうと み 申持佛 堂の 

ほと， o- を はら ひ 中せ と 申 付 さ ふら \ ば、 く. 0 を はき 

中 候 は、 きに て はら ひ 申 候 一 つ、 四 五 里 もへ だてた 

る 火事に、 こ、 もとよ.. 火 出た る ごとくの、 しりた 

る 一 つ、 とか たられければ、 旦那 はじめは 小僧が を 道 

理と思 はれ けれども、 また 師匠の 云 分 をき けば、 其 事 

は ひとつ なれ ども、 其 理非 は 天地 雲泥の ちが ひ あれ 

ば、 あきれながら、 やう /\ わびごと をいた し、 もと 

の やうに 寺へ 入れて ぞか へられけ る、 浮世の 人の 中 

の あしき を も、 我 ひいきなる かたの 云 分ば かりき、 

て すぐなる 人 を あしく おも ひくら す 有さ まも、 みな 

かくの 如し、 あっか ひな ど せん もの は、 兩方を 能くき 

かで はかな ひがた かるべき か、 かの かど を さぐりし 
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> お、 たれ も ある ベ きわ ざに や、 

(一 一) ある 人の いひし は、 世に かしこ だてす る 人、 すま 

したが ほす る 人ば か.. >  にくき はなし、 此 たぐ ひの 人 

は、 上 朝に ありて は、 國の 禮篛を はぶき、 下民に まじ 

は，. ^ て は、 それ A\ の 法 を ないがしろにす る^ 也、 あ 

る ひ は 下々 のまつ り 、 佛亊 などの 儀式 等 を も、 何 は お 

ご， o、 何 はついへ などと かしこげ に 云 ひま はせば、 

又 十 人が 五 人 も、 此 かたに 心 をよ せ 侍る こそ、 いたま 

しき わざな り、 すべて 物 毎に ついへ/^ とい ひもて 

行ば、 すべ て佛祌 のまつ も 皆つ い へ なり、 もろこし 

に は、. 地に 香ばしき 酒 を そ、 ぎ 神 をむ かへ、 又芻狗 

とて わらに てけ しの を 作..^、 まつ. 0. の そな へと なし 

て も、 其 後 は、 はこに もお さめす、 道の かヒ はらに も 

捨 をく たぐ ひ、：；： の もとにて は 禁中の 年中 御 まつ..^、 

下々 在々 所々 の祌 まつり いづれ か、 ついへ にあら ざ 

る や、 又 七 の 玉 まつ. 9 の そな へ は、 まつ-^ 過ぎ ぬれ 

ば、 ある は 川 へ ながし、 または をく り 火と ほこら かす 

も、 猶 ついへ の 上の つい へな り、 され ども 其つ い ゆる 

所が、 まつ な， 0 ほどこし 也、 和漢 共に まつ b の そな 

へ もの は、 下々 にく だされて、 朝廷に すこしもと  > め 
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給 はぬ にて しるべし、 祌をま つるに も大唐 に は 王族 

公卿 大夫 士庶 人に いたる まで、 それ 'のまつ.^ 奉 

る祌 と、 まつ， 奉らぬ 祌と あると 侍れ ど、 あしび き 

の 大和に は、 上天 子より、 下 土民 一 切の 草木 國 土に 至 

る 迄、 天 照 太 神の 御め 广 み を、 か うぶらぬ もの はなけ 

れば、 なべ て此祉 をた うとみ まつり 申 事 也、 され ども 

其种を まつる に 心 持 は ある ベ き 事 也、 其 心 持と は、 先 

我 身の ほど をし りていの り 侍るべき 也、 もとより 祌 

は非禮 をう けた ま はすと、 からの 文に も 見へ 侍るな 

^、いかなる を か？ I にあらぬ い の..^ とい ふなら ば、 か 

の季 氏が 泰山に やま 祭せ し は、 一旦 神 を ふかくい の 

るに 似 たれ ども、 泰山の まつり は 天子の 御 まつりな 

る を、 季 氏が 大 夫の 身と してな したる なれば、 是 孔子 

の ふかくに くむ 所に して、 罪 を,^ 門に うけ、 そし. 9 を 

後世に とる 所 也、 よこしまなる まつ， 5 と は、 人 をのら 

う 類なる べし、 此 やから は舯 のうけ 給 はぬ ばか りに 

は ある ベ からす、 か へ りて 我 身に おひかぶ. 5 なんこ 

そかな しけれ、 おごりと はいかなる を かいふべ き、 其 

しなに 當 りて は 金銀 を 多くつ いやす も、 さしてお ご 

b とはい ふべ からす、 たいせ まじき 事 をす るが おご 
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,9 たるべ き 也、 世話に、 おごりて は 餅の か は をむ くと 

いふ にても しるべし、 又 葬禮の 儀式 も 其し なぐに 

ある 事 なれ ど， も、 かの 龍 を ほふりなら ひした ぐ ひな 

れば、 今 さし をき 侍る、 され 北 〈其、 ひざ じ はしら すん ば 

ある ベ からす、 むかし 子游問 一一 喪具？ 孔子 ST 稱， 一家 之 

有 子游曰 有無 惡乎齊 、孔子 曰、 有 母い 過い 禮、 苟. C 矣 

欽， 一首 足形？ 人豈有 H 非 レ之者 一哉 云云、 此心は 子游、 孔 

子に 喪禮の 儀式 をと ひ 侍りし に、 孔子の 仰ら れし は、 

其 家の 財の あると なきと に 叶 ひて 宜しき ほどに せよ 

と 仰せられし を、 子游 重て とふて いはく、 人に 貧富 あ 

.れ ばな にと して か、 其 喪禮の 儀式 を ひとしう はかり 

侍らん と たづ ねし に、 孔子 また 仰ら れし は、 たと ひ い 

かほ どた のしき ものと いふと も、 其く らゐ より 外の 

禮に 過た る はせ ぬ 事 也、 又 ひんなる 身と い へど も、 其 

死人の かしら や あしな どの さながら 見へ ぬ ほどに は 

せねば かな はぬ と 仰ら れし 也、 此の 二つの 心 を もち 

てせば、 たれ か 笑 そしる もの あらんと なり、 もとより 

禮と いふ 字 は 4： 事之宜 則と、 先哲の 注せられ しも、 宜 

則と は宜 きの. 0 と 和訓 すれば、 是即 中庸 也、 むかし 黔 

婁と いふ 賢人 死せ し を、 # 西と いふ ものと ぶら ひに 


ま.？' りしに、 まことに まづ しき 體 にして， かばね を ま 

どの もとに をき て、^ に 衾 を 一 重 かづけ 侍，.. - しに、 誠 

に肚 話に 事たら はぬ こと を かたぎぬ よぎに するとい 

へ る やうに、 かしら を かくせば あし あら はれ、 あし を 

お ほへば かしら 兒へ 侍る を、 曾西此 ふすま をす みち 

がへ にせば、 めし も.？' しら もと もに かくるべき と 云 

たりし かば、^ 婁が 妻な みだ をな がして いはく、 我 夫 

は 存生のと きも 道 をた いしく、  V ひ をす ぐに もち、 萬 事 

た  >  しくして、 事足 はぬ 事 を このまれ 侍， 0 しあ ひだ、 

定めて 苔の 下にても、 右のと を. 9 なる ベ ければ とて、 

っゐに ふすま をす みちが へに はせ ざ， 9 ける、 こゝろ 

のうち こそす^し けれ、 これ は あし 手 を さへ ろくろ 

くに かくし あ へ ざれ ども、 世々 の 貧者の 手本に、 もろ 

こし 人 も傳へ 侍. 0 き、 又む かしょり 老いた る もの は、 

人に おくる に 力 を もってせす、 ひんなる もの は 人に 

おくる にたから を もってせ すと いふ 事 有、 此心 をく 

むと き は、 同じ 佛祌に ins をと るに も、 取 やうの ある ベ 

き 事 也、 病^なる もの 老 たる ものな ど は、 あらき 願な 

どはたてまじき事な，.^、乍^^今は法印の僭都のとぃ 

ふ もの、 世に はい くわいして、 紳變を 手に とる ごとく 
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にい ひき かせ、 よはき 病 者に も御符 などと て、 水に て 

のませな ど すれば、 か へ b て 病 もお もく なれば、 きづ 

もな き 弗 神に 御 きづ を 付く る 者なる ベ し、 とかく 佛 

道 も 神道 も、 其 願 や 行 やさ、 げ ものよ， 0 は、 信心が 本 

たるべ きものな らん か、 また 喪禮 など は、 心の いたる 

所 大事 也、 鱧 儀 は^ 職 者に もと ひ 侍れば、 にたり、 に 

たるに もなる ものな らんが、 心 はつねに 机に もたれ 

かゝら すん ば、 得が たからん か、 乍レ去 もたれ か、. 0 

や， う あしければ、 充楝汗 牛の 書に 眼 を さらす といへ 

共、 かへ. 5 てこ ゝ ろが ひがみ 侍る ものな り、 これ 知惠 

いで、 僞有. 5 と、 常に 我李老 君の 眉 を ひそめ 給 ふ 所 

也、 たと へ ば 名の もの 、かたな ほど、 身 を まもるに よ 

ろしき もの はな けれ 共、 もち 所 あしければ、 其 かたな 

のきる、 にした が ひて、 手 をき る もの 也、 昔より 儒者 

佛 者の 論 綿々 として、 は つ る 事 もな き 事 也、 それ を 今 

の 低の 小僧、 又 文字よ み をす る わ こたち も 聞 習 ひて、 

あたまに 口 あれば いふに は > からす、 佛者ょ..^はま 

づ 儒者 は 三世の 道理なければ、 天命との み 心得て、 か 

ねて 因果の 理に うきと そし ひ、 儒者より は佛者 は、 父 

をす て 母 をす てゝも 菩提の 道に ならば おもむけ とい 
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ふ は、 まづ 五倫の わき ま へ ざる 所な りな ど、 其 外い ろ 

いろの 辯 をな して、 そしり お ふこ そ 曲 もの なれ、 苦佛 

者た ち 儒道 を そし. 9 皮 思しめ しさ ふら は 3.、 儒道 を 

ひとこな しに 仕る やう を、 をし へ 申べ し、 其 こなし や 

うは まづ、 孔子 ほど 下人 倫 を あかし、 上 天理に 達し、 

民を當 世に すく ひ、 法 を 萬 代に のこして からに、 さて 

きの ふまで は 孔子の 道、 右の くだんに いたし たれ ど 

も、 け ふより は 可としで も 需者は 三世 を しらぬ によ 

hv て、 佛道 者になる と 仰ら れば、 たれ もみな 其 人の 儒 

道 を そしる 事 まことにす ベ し、 そしる ベ き 道 さ へ 、露 

ほど、 >ん を こな は ひで、 口ば か. 5 にて は、 うそら しく 

思 也、 又 儒者 達 も 佛道を 云 ひけした く 思 はれ 候 は い、 

彼大 疆 释迦の やうに、 結構なる 王位、 又 宮室 を も捨る 

ほど 無欲に なり、 一 切 衆生 をめ ぐむ 事 を、 子の ごとく 

に 思 ひて 後に、 きの ふまで 佛道を これほどに ひろめ 

て 候 へ 共、 なにと 存 候ても、 佛道は 五倫 をみ だるつ い 

へ あれば、 とかく 今日より 儒道 を 行 ふと 仰ら れ候は 

ば、 尤其云 分 も 立 こそ 侍る ベ けれ、 それがしが 存じた 

る 中に も、 儒 を 專ら我 うけもちの やうに、 云 聞かす る 

人の 有 b しが、 其 物の 本ば こに は、 一 つくに あたご 
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の ふだ をお し 給 ふに て、 口にち が ひたる 行 やと 心お 

と b せられ 侍る、 是 あたごの 礼の をした る を あしき 

と 云に は あらす、 た^ 口と 身との ちが ひ 侍る をい へ 

るまで 也、 此 ついでに 病 者な どを佛 神に いのる と、 い 

のらぬ とのち が ひめ、 定業 非業の 事 も ゆめば か， 9 語 

. ^申た く 侍れ ども、 わるう して は 人の 聞き まが はす 

所 なれば、 不調法なる 云 ひやうよ り は、 云 はぬ はいふ 

に ましてん と、 ま づ差置 侍る、 又 今の 御代. は佛法 はん 

じ やう なれば、 色々 に宗 SlE も わかれ 侍りて、 自他 是非 

の 談義 も 多ければ、 t 〈旦那の いまだ あくち も きれぬ 

衆の、 我 宗體の 玉 はみがき 申さす して、. 辻 小路に やす 

ら ひても、 人の 法に 石 うちこむ たぐ ひ は、 法王に うつ 

た へても、 はっとに したき ものに や、 乍レ去 それ も佛 

ゑんと な b 申べ きに や、 又 何の 所見 もな き 僧 法師の、 

そこの 神の 眞體、 なにの 佛 かの 佛 とのめき、 も、 めに 

しみ！^1ザるもの也、すべ て； 1： は祌 とし、 佛は， 弗と しての 

信心し かるべ きに や、 此事 むかしより、 いとむ づ かし 

とった へ 侍る、さ て又たぅとき人のなぞ，/^^に、はづ 

かしき ものと かけられし を、 御 弟子 達 色々 に 思 ひ を 

めぐらし、 からの、 大和の、 引の 山の ふる 事 を もって、 


とき 給 へれ ども、 っゐに 其む ねに かな ひ 侍ら ざり し 

を、 終に とく 人なくて、 上人に あげられ 侍れば、 よく 

しんな き 人と とかれし は、 うけ 給 は ひ 事に こそ、 

(三) 人の 心 はしらい との、 そめな す 所 まち^.. - にて、 

はかりが たきと はい ひながら、 又 其 はしに つきて は、 

をの づ からし. 0 やすき 所 も あり てん、 やつ がれ、 此草 

子 をな かばが きっかう まつりて、 去 尺に 餘 所の 作者 

の 名 を かりて 見せ 侍りし に、 はじめ 終りみ てい はれ 

し は、 よき 事 はよ けれども、 かやう の 事つ くる もの - 一 

そ、 其 身 はかなら や、 おこな ひが あしき ものな りと い 

はれし かば、 尤 仰ら る、 通り に て、 うき 世 はくら す 物 

な. 0 とこた へ しかば、 勝に の， りて、 其 事 を 利口げ にい 

はれし かば、 やつが れ申恃 りし は、 其方の 仰ら る、 事 

, J そ 賢き に \ て、 身に うとき 事 は あら じと 侍. り し 

かば、 かの 人の いはれ しはい かなる 事ぞ や、 少も覺 え 

なきと いはれ しかば、 やつ がれが いはく、 はや 唯今の 

言葉、 即 一 圆ら ちあき 侍らぬ 事な..^、 此 草子 を少 もよ 

き 道理と 思 ひし..： > 給 はい、 この 作者と いまだしる 人 

に て もな きさきに、 其 行 ひ の あしからん 事 を あんじ 

を きせんより は、 しか じ <lr ま での 御身の あやまち を 
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思 ひし， 9、 このたび よく あらたむ るに は 5 'かりな か 

らんに はとい ひし かば、 尤申 た， y とて、 我 を をら れ侍 

しが、 なを もいた， 9 て あく 心なる もの は、 もの 、道理 

きく ほど さかめ にいる ものな， 9、  itj とに 下 愚のう 

つるべ からすと もい ひつべし、 此の 次に むかし 多く 

人の あつまりて、 色々 の 物が たりの 次に、 心の 沙汰な 

どい ろ， （'人の かたりし に、 又 そばなる 人、 なにやら 

ん其 道理 はしかと 覺ぇ 侍らね ども、 ちんぷんかんと 

いはれ しし かたば なし、 ゆめば かり 覺ぇ 侍れば、 其し 

かた を少 まねして、 こ ゝ にしる し 侍る ベ し、 

(四) よく 物 を わき まへ たる もの も、 時に よ て あや 

まち はま、 有る 事 也、 又 無 方なる 者 も、 ときに あ ひて 

はしたり が ほなる 事 も 有、 一 一人と もに しあつ る 事 も、 

また あやまつ 時 も ある を、 とかく もの はさ だまらぬ 

ものな..^ など、 ひたすらに 思 取 b て、 はや 牛 も 淀、 を 

そうじ も 淀な ど、 または ものし. 9 の 口に も、： i« 草 は あ 

ま か らんす、 苦參 はに がからん など いひて、 もの を 同 

じ やうに いひお としたがる 人 こそ、 こと やうな り、 其 

たが ひめ は 道に いたりて、 廣大 無窮なる 事 なれ 共、 ま 

づ 近くた とへ をと b てい はんに、 こゝに 犠 部に たと 


  五 S  二. h 四  —  I 

へ んに、 其 膳部 我み ぬと きに、 いかほど ぶさた ありと 

も、 別に ちん どくは いれ まじければ、 みぬが ほとけな 

, り とて、 心よ く咏 はんより は、 またよ く 其 膳部 こしら 

ゆる をみ て、 なるほど きれいに 萬 事 申 付て、 たべた る 

はまた はるかう へな り、 豆 がら をた くさへ よく 觀念 

をした るう へ から は、 向上の 工夫 有， 9、 まして 少なり 

とも 心得て 、： ：：： 花 を みん において を や、 鳥な き 里 に ， J 

ほ もりとい ふこと あり 、何に て も 其 道 を しら ぬ 所- 

て は、 もの はい ひたき ま、 なる ものな り、 た. とひ 其 中 

に少々 かしこき もの あ.. 9 といへ ども、 其 かしこき も 

ともに あはせ て しらぬ うち なれば、 終に わけ もな き 

法な ど 信じ こみて 、物ぐ る はしき もの 有り、 昔 去 人い 

なかへ 金い ろ を 昔 信に せられし に、 此 在所に はい ま 

だ 金色と い へ る もの をえ しらす ：5J^ .5 しにより、 1 在 

所 一 座に あつまり、 此 もの をな にならん とせんぎ ま 

ち/,^ に 及び けれ 共、 もとよ. 5 名た るべき 名 もしり 

侍らねば、； d い 恍惚-と おも ぼれ た.. > 、其 中に すこし か 

しこき 入 ありて、 我等 こそえ しらすと も、 寺の 長老 樣 

は 一 切餒を も 常に そらんじ 給 ふとき、 寺れば、 長老 

檨に たづね 申： ii^ るべき とい ふに、 事き はまりて はや 


御寺へ つか ひ をた つる、 長老 使者に 式臺 して、 はや 在 

所 へ ぞ おもむかる、 其 席に なり ぬれば、 一 座 谷 かう ベ 

を 地に つけ、 先 十 念な ど 給 はりて、 さて 其 後に 件の か 

ない ろ を 取 出し、 これ を みやこが たより 音信に え 申 

侍る が、 いかなる 道具に て ある やらん、 いまだ 名 を だ 

にえし り； ら ねば、 お M$al にう か  >  ひ 侍る とぞ申 侍る、 

其^ 長老 二つ 三つ 小うな づ きし て、 これ をの (, の 

えし.^ 給 はぬ こそ 尤 なり、 京に は 二三 个年 以前より、 

六角堂の 辻 風と てお そろし きから 風 ふきて、 此中も 

大佛 のつ りが ね を も 吹ち らし 侍れば、 洛中と もに 其 

風 を ふ せ ぎ 侍ら ん ために、 神々 へ 立願な どせ しに、 あ 

る靈 神の 御 夢想に、 此頭. E. を あた へ 給 ふ、 其 名 を 即ち 

祌變 奇特の 1? 巾と ぞ 中され ける、 其時乂 里人 一 同に 

ふしん をな してと ふて いはく、 勿論，^ 巾 はさ る 事に 

て も 候 はん づ れ ども、 此ヒ- V でり はしの やうな る も 

の 御座 候 はいかに、 ふこ そ なじ. 0 ける 、又 長老 のい は 

く、 されば- J そそれ ほどつ よき 風 なれば、 此!^ 巾 を も 

取て ゆく ゆへ に、 そのための ひかへの ほう あてなり 

とぞの ベ られけ る、 又 かた へ なる 人の いはく、 勿論 そ 

れ もさる 事なる ベ けれども、 此 くちばしの やうなる 
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ものに、 口 へ あなの あき 候 はいかに、 とこ そと はれけ 

る、 長老 又い はく、 これ は 人の 物が たり をき く爲 の、 

耳の あなの みちな りと ぞい はれけ る， 又 去 かしこき 

人 さしいで、 さやうならば 兩 方に こそ あるべき とい 

はれし に、 長老の 曰く、 せ 《事 也、 兩 方に ありて はよ る 

ねる ときに、 まくらに つか へ： る ゆへ、 さて かた-/, \ - 

にある とい はれければ、 一 在所の もの 成 心して、 か、 

るめ づ らしき もの を 地下に おさめ をき 侍らば、 後の 

きこ へ も あしかりなん と、 重々 に 箱 を さして、 長老 を 

さきにた て國の 守へ ぞ 上に ける、 ^國 のかみ の廣間 

へ つめかけ 侍り けれ 共、 國 のかみ は 御る すに て、 しば 

しまち し 問に、 忠節の 者 なれば とて 御 膳 を 給り ける 

に、 くだんの 祌變 奇特の 頭巾に、 汁 を 次て 出ければ、 

一 在所き も をけ し、 すべ きそせ う、 しゃう もな くな. 0 

て、. ITH 所 へ こそ はも どり けれ、 心のう ち こそ あはれ な 

れ、 これ 今の よの 人の 分別が ほす る、 在々 所々 のとし 

よりも、 又た ぶら かさ る 、みち ありて、 生 ぼ と けに も 

ならう/^ とする 人 も、 かの むかしの 在所へ かへ り 

なば、 廣間 にあり てかない ろ を 見た ると きの ありさ 

まに こそ、 よくに る ベ くも あら とぞ、 おしはか.. 0 传 
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る 也、 • 

(五) しめ やかに ふるよ ひの 雨に、 お ふとの 油 ちらめ 

く ほ，？.' げに、  > と. .^愚 ぎこし 方の. つれし さも つら さ 

も、 いまの さびし さに と..^ そ へ、 又 長き 行末の かなし 

さ 迄 思 ひお くれば、 釉は猶 か はき あへ るいと まもな 

く、 すがたな きもの 、事の み、 思 ひがち にて かき くら 

したる 折 ふし、 嵐なら では、 露 をと な ふ もの あら じと 

思 ふに、 つま SS をた、 きそ、 のかす 聲 なん 開 ゆ、 あや 

しがり て 立 出て たぞ と、 へば、 かの 年頃と ひ 來らざ 

.0 し 人な.. 0、 いかに ぞ やつね にだに、 を とづ る、 事 も 

なきぬ しの、 そぼち て は、 かどた が へ にゃあ. 5 なんな 

どくね る も、 聞 いれす、 先戶 ざし あけ てんな どし のび 

やかに い へば、 いざな ひている も、 にくから ぬ もの か 

ら、 わざと ならぬ 釉の香 も、 いとなま めかし、 さても 

ろと もに、 こしかたの はかな さ を も、 うらなく いひ 聞 

え、 こよ ひさび しさに 、何 を も て あるじと せん など い 

へ ば、 わり 子 やうの もの もて 來れ りと て、 いとうつ く 

しき さか づきと り もてよ る、 1^ 部 も はしため ける も 

の も、 其のつ かふ 人 がらに や、 いとしみ < ^となつ か 

し、； P よ. 0 かしこき 人 は、 身に 餘る うき ふし を さへ、 
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此さ、 の はやしに わすれ 侍る とか や、 いひ 傅へ たり、 

まして 釉 につ、 み 得ぬ 折 ふし なれば、 物語りに つく 

ると も、 筆 かぎりある もの なれば、 つ， -J - てん や、 そ 

らも やう ^1 -雲 ちぎれ、 はや n: は 山の はに 出 ぬれば、 

水 はな がれて 石 出に ける、 庭の まがき におり のこし 

たる 菊な どの、 露に そぼち きらめき あ へ る も、 都 こ ひ 

しき わざに や は あらぬ、 やつ がれ もこよ ひの 月のお 

かし さに、 そこ はかと なく 朗詠し あ へれば、 かた へな 

る きんの こと、 手 まさぐ りて あはす る も、 うらむ るが 

ごとくした う 如くして、 餘 所に 聞く とも なみだぐむ 

ベ し、 月 もやう，/.^ にしに なり ゆけば、 いざ 下 ひも、 

ときな ましな どかた， 0 あ ひて、 すきまの かせ もい と 

ふば かりに 、千と せ を 契る と 見し は、 ゆめに て やぶれ 

ぬと かた. 9 侍りき、 なん ぞ これの み 夢な らん、 また 大 

きなる ゆめと いふ もの あ，^ ぬべき なれ ども、 此 大き 

なる ゆめ を しらぬ とい ふ も、 又々 夢なる 事 を しらす 

とて、 年 ごろ 聞き ふりに し 物語り ども を、 洛陽散 人山 

岡 元 隣 抱甓齊 といへ る さしかけ にして、 みぢかき ふ 

でに まか すれば、 かた へなる わら は ベ のい ひけら く、 

それ そ もた が 身のう へなる べき、 した .5 が ほいと 見 


ぐるし といな ベば、 本よ， 9 外 を 求むべき にも あらね 

ば、 誰が 身のう へ と 名 づけ 侍る ものなら し、 

明曆 1^ 年 そんじゃ うその 日 
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